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科目名 単位 設置学年 科目名 単位 設置学年 科目名 単位 設置学年

記号論理学Ａ 2 ３：春 記号論理学Ａ 2 ３：春 記号論Ａ 2 ３：春

記号論理学B 2 ３：秋 記号論理学B 2 ３：秋 記号論Ｂ 2 ３：秋

西洋美術史Ａ 2 ３：春 美術史Ａ 2 ３：春 美術史Ａ 2 ３：春

西洋美術史B 2 ３：秋 美術史B 2 ３：秋 美術史B 2 ３：秋

現代政治論Ａ 2 ３：春 現代政治論Ａ 2 ３：春 政治論Ａ 2 ３：春

現代政治論B 2 ３：秋 現代政治論B 2 ３：秋 政治論Ｂ 2 ３：秋

近代経済学Ａ 2 ３：春 近代経済学Ａ 2 ３：春 経済学Ａ 2 ３：春

近代経済学B 2 ３：秋 近代経済学B 2 ３：秋 経済学Ｂ 2 ３：秋

基礎線形代数１ 2 １：春 基礎線形代数１ 2 １：春 基礎線形代数１ 2 １：春

基礎線形代数１実習 1 １：春 基礎線形代数１実習 1 １：春 基礎線形代数１実習 1 １：春

基礎線形代数２ 2 １：秋 基礎線形代数２ 2 １：秋 基礎線形代数２ 2 １：秋

基礎微分積分１ 2 １：春 基礎微分積分１ 2 １：春 基礎微分積分１ 2 １：春

基礎微分積分１実習 1 １：春 基礎微分積分１実習 1 １：春 基礎微分積分１実習 1 １：春

基礎微分積分２ 2 １：秋 基礎微分積分２ 2 １：秋 基礎微分積分２ 2 １：秋

基礎力学１ 2 １：春 基礎力学１ 2 １：春 基礎力学１ 2 １：春

基礎力学２ 2 １：秋 基礎力学２ 2 １：秋 基礎力学２ 2 １：秋

基礎物理学実験１ 1 １：春 基礎物理学実験１ 1 １：春 基礎物理学実験１ 1 １：春

基礎物理学実験２ 1 １：秋 基礎物理学実験２ 1 １：秋 基礎物理学実験２ 1 １：秋

基礎化学１ 2 １：春 基礎化学１ 2 １：春 基礎化学１ 2 １：春

基礎化学２ 2 １：秋 基礎化学２ 2 １：秋 基礎化学２ 2 １：秋

基礎化学実験１ 1 １：春 基礎化学実験１ 1 １：春 基礎化学実験１ 1 １：春

基礎化学実験２ 1 １：秋 基礎化学実験２ 1 １：秋 基礎化学実験２ 1 １：秋

基礎生物学１ 2 １：春 基礎生物学１ 2 １：春 基礎生物学１ 2 １：春

基礎生物学２ 2 １：秋 基礎生物学２ 2 １：秋 基礎生物学２ 2 １：秋

基礎地学１ 2 １：春 基礎地学１ 2 １：春 基礎地学１ 2 １：春

基礎地学２ 2 １：秋 基礎地学２ 2 １：秋 基礎地学２ 2 １：秋

微分方程式 2 １：秋 微分方程式 2 １：秋 微分方程式 2 １：秋

線形代数学１ 2 ２：春 線形代数学１ 2 ２：春 線形代数学１ 2 ２：春

線形代数学２ 2 ２：秋 線形代数学２ 2 ２：秋 線形代数学２ 2 ２：秋

微分積分学１ 2 ２：春 微分積分学１ 2 ２：春 微分積分学１ 2 ２：春

微分積分学２ 2 ２：秋 微分積分学２ 2 ２：秋 微分積分学２ 2 ２：秋

応用数理概論１ 2 ２：春 応用数理概論１ 2 ２：春 応用数理概論１ 2 ２：春

応用数理概論２ 2 ２：秋 応用数理概論２ 2 ２：秋 応用数理概論２ 2 ２：秋

確率・統計 2 １：春 確率・統計 2 １：春 確率・統計 2 １：春

振動波動論 2 2 振動波動論 2 2 振動波動論 2 2

熱・統計力学基礎 2 ☆ 熱・統計力学基礎 2 ☆ 熱・統計力学基礎 2 ☆

現代物理学 2 ☆ 現代物理学 2 ☆ 現代物理学 2 ☆

基礎電磁気学 2 2 基礎電磁気学 2 2 基礎電磁気学 2 2

物理学概論 2 2 物理学概論 2 2 物理学概論 2 2

基礎有機化学 2 ☆ 基礎有機化学 2 ☆ 基礎有機化学 2 ☆

基礎無機化学 2 ☆ 基礎無機化学 2 ☆ 基礎無機化学 2 ☆

基礎物理化学 2 ☆ 基礎物理化学 2 ☆ 基礎物理化学 2 ☆

物質・材料の化学 2 2 物質・材料の化学 2 2 （振替科目なし）

最先端化学 2 2 最先端化学 2 2 最先端化学 2 2

情報処理１ 2 ☆ 情報処理１ 2 ☆ 情報処理（除電気・建築・物理）
/（振替科目なし（電気・建築・物理）） 2 ☆

情報処理２ 2 ☆ 情報処理２ 2 ☆
情報処理（電・建・物）/化学と情報処
理（化）/応用情報処理（情）/（振替科
目なし（機械・機情・数学）

2 ☆

情報処理実習１ 1 ☆ 情報処理実習１ 1 ☆ 情報処理実習１ 1 ☆

情報処理実習２（除機情） 1 ☆ 情報処理実習２（除機情） 1 ☆ 情報処理実習２（除機情） 1 ☆

情報処理実習２（機情のみ） 1 ☆ 情報処理実習２（機情のみ） 1 ☆ 数値計算実習（機情のみ） 1 ☆

（振替科目なし） データサイエンス・ＡＩ基礎 2 2

（振替科目なし） データサイエンス・ＡＩ実習 1 2

基礎電気回路１ 2 1 基礎電気回路１ 2 1 基礎電気回路１ 2 1

基礎電気回路２ 2 1 基礎電気回路２ 2 1 基礎電気回路２ 2 1
振替科目なし（除機情）/設計工学２・演習（機情） 2（機情） 2（機情） 振替科目なし（除機情）/設計工学２・演習（機情） 2（機情） 2（機情） デジタルデザイン・ファブリケーション 2 ☆

（振替科目なし） （振替科目なし） テクニカルライティング基礎 1 2

科学技術英語１ 2 ☆ 科学技術英語１ 2 ☆ テクニカルイングリッシュ 2 ☆

科学技術英語２ 2 ☆ 科学技術英語２ 2 ☆ （振替科目なし）

宇宙科学 2 3 宇宙科学 2 3 宇宙科学 2 3

生体工学 2 3 生体工学 2 3 生体工学 2 3

生命科学 2 1 生命科学 2 1 生命科学 2 1

環境と技術 2 2 環境と技術 2 2 グリーンテクノロジー 2 2

環境計画 2 3 環境計画 2 3 環境計画 2 3

知的財産法 2 2 知的財産法 2 2 知的財産法 2 2

科学技術史 2 2 科学技術史 2 2 社会課題と科学技術 2 2

技術者倫理 2 ☆ 技術者倫理 2 ☆ 技術者倫理 2 ☆

キャリア支援実習 2 2 キャリア支援実習 2 2 キャリア支援実習 2 2

国際実習 2 2 国際実習 2 2 国際実習 2 2

プロジェクト実習 1 2 プロジェクト実習 1 2 プロジェクト実習 1 2

安全学概論 2 ☆ 安全学概論 2 ☆ 安全学概論 2 ☆

（振替科目なし） （振替科目なし） 宇宙工学 2 3

（振替科目なし） （振替科目なし） 量子情報技術 2 3

（振替科目なし） （振替科目なし） プロダクト・デザイン 2 2

（振替科目なし） （振替科目なし） アカデミックライティング 2 3

（振替科目なし） （振替科目なし） English for Global Scientists and Engineers  (EGSE) 2 3

（振替科目なし） （振替科目なし） アントレプレナーシップ論 2 3
注）☆は学科により配置学年が異なる
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総合文化ゼミナール 

科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[こころをデザインする] 

担当者名 井上善幸 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 このゼミのテーマは〈心的装置〉です。素材は，20 世紀に書かれた短篇小説です。 

 人間の〈こころ〉を取り上げますが，必ずしも心理学に還元するのではなく，ある種の思考機械，もしくは音楽機械として考

察したいと思います。心理学ではなく，ある種のテクノロジーとの関連で考えたいのです。とりわけ思考と無意識を問題にしま

す。 

 取り上げる作家は，サミュエル・ベケットとホルヘ・ルイス・ボルヘスの二人です。ベケットはアイルランド出身で，英語とフラ

ンス語で執筆し，フランスで活躍しました。ボルヘスはアルゼンチンの作家で，スペイン語で執筆しました。二人とも，20 世紀

を代表する大変重要な作家です。 

 この二人の作家は一見すると類似点が多い印象を受けますが，よくみると大きな違いがあります。ボルヘスは人間の知性と

記憶（mind）に関心を向け，ベケットは人間の無意識的領域（mind-lessness）により多くの比重を置いているように思えます。 

 「バベルの図書館」も『人べらし役』も，とくに人間のこころが問題になっているようには見えないかも知れませんが，このゼミ

では，この二つの小説を，心（あるいは頭蓋）そのものが，そのメカニズムが，テクノロジーとの類比において考案されている

のではないか，という可能性を検討します。 

 受講生の皆さんには，このゼミを通して，ここで取り上げる作家が，人間の心のメカニズムとそこに映る世界をどのようにとら

え，それをどのように個性的に表現しているのかを考える機会にしてほしいと思います。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション―こころ（mind）について 

［第２回] 書字的テクノロジーとしての記憶術（全五回） 

［第３回] ボルヘス「バベルの図書館」（一） 

［第４回] ボルヘス「バベルの図書館」（二） 

［第５回] デリダ「差延」 

［第６回] イェイツ『記憶術』 

［第７回] ボルヘス「バベルの図書館」（三） 

［第８回] 秘術の実践としての音楽（全五回） 

［第９回] ベケット『人べらし役』（一） 

［第 10 回] ベケット『人べらし役』（二） 

［第 11 回] バーネット「ピタゴラス」（『ギリシア哲学』より） 

［第 12 回] ショーペンハウアー『意志と表象としての世界』 

［第 13 回] ベケット『人べらし役』（三） 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 文章やイメージを大切にしつつ，さまざまな細部を次第に大きな思考へと結合させていく創造的知性を育ててほしいと願っ

ています。 

 必要に応じてオリジナルの言語ではどのような言葉が用いられているかを示し，理解の大切な手掛りとします。原文は翻訳

に比して，常に豊かな謎と発見とを秘めていることを実感してほしいと思います。 

 ゼミの中では活発な議論を望みます。疑問点や意見などを積極的に発言して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 準備学習としては，配布する資料をあらかじめ読み，気づいたことや疑問点などをチェックしておいていただければ，確実

に興味が増します。またベケットとボルヘスがどのような作品や仕事を残しているのかをあらかじめ調べておくのも大変有益

です。テーマによっては，担当を決め，短いプレゼンテーションをおこなってもらうことも考えています。 

 

 
５．教科書 

 テーマに応じてプリントを配布します。 
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６．参考書 

 ベケット『短編小説集』（白水社） 

 ベケット『ジョイス論／プルースト論』（白水社） 

 ボルヘス『伝奇集』（岩波文庫，集英社など） 

 ボルヘス『続審問』（岩波文庫） 

 イェイツ『記憶術』（水声社） 

 デリダ『エクリチュールと差異』（法政大学出版局） 

 デリダ「差延」『哲学の余白』（法政大学出版局） 

 ショーペンハウアー『意志と表象としての世界』（中央公論新社など） 

 ユング『分析心理学』（みすず書房） 

 ライプニッツ『ライプニッツ著作集』（工作舎） 

 井上善幸・近藤耕人（編）『サミュエル・ベケットと批評の遠近法』（未知谷） 

 Samuel Beckett, Le Dépeupleur. Paris, 1970. 

 Samuel Beckett, The Lost Ones. New York, 1972. 

 Jorge Luis Borges, Ficciones. Buenos Aires, 1944. 

 Jorge Luis Borges, Labyrinths: Selected Stories and Other Writings. Harmondsworth, 1987. 

 John Burnet, Greek Philosophy: Thales to Plato. London, 1932. 

 Jacques Derrida, L'Écriture et la différence. Paris, 1967. 

 Jacques Derrida, 'Différance', Margins of Philosophy. Chicago, 1982. 

 C. G. Jung, Analytical Psychology. London, 1968. 

 Arthur Schopenhauer, The World as Will and Representation. Indian Hills, 1958. 

 Frances A. Yates, The Art of Memory. London, 1966. 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中にその都度解説します。 

 
８．成績評価の方法 

 出席はもちろん大変重要ですが，毎回のゼミでの発言・発表（30％）と，このゼミに対する理解度（20％），および終了時に

提出してもらうレポート（50％）で総合的に評価します。 

 総合得点の 60％以上を合格とします。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[アーティストブックとジンの世界] 

担当者名 原瑠美 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業ではアーティストブックとジンの制作を通して製本技術の基本と小規模出版の実践を学ぶ。作品制作から発表・講

評までを行い、自他の作品に対する建設的な批評ができることも目標とする。前半（課題１）はアーティストブックとして手描き

またはコラージュ作品をまとめたアコーディオンブックを作る。製本用の針と糸を使い、スケッチブックも作成する。後半（課題

２）はジンとして本文 8-12 ページの冊子を 20 部作る。 

 

アーティストブックの制作ではボーンフォルダーや製本用のりなどの製本用品が必要となる。ジンの制作では Adobe 

InDesign と Photoshop を使用するため、通常教室とは異なる 0508 教室（情報処理教室 2）を利用する回がある。学内 PC で

Adobe を使用する場合は各自 Adobe ID を作成する必要がある。 

 

授業の目標： 

1. 自分の作品や研究成果などを手作りの本という形にまとめることができる。 

2. 製本技術の基本を理解し、実践できる。 

3. Adobe InDesign と Photoshop の基本的な操作ができる。 

4. アーティストブックとジンの発表・販売方法を理解できる。 

5. 自分の意見とその理由、よりよくするための提案を明確にした建設的な作品批評ができる。 

 

 
２．授業内容 

第１回：イントロダクション、自己紹介ゲーム、課題１（アーティストブック）の解説、サンプル紹介 

第 2 回：課題１（アーティストブック）実演、練習、制作 

第３回：課題１（アーティストブック）各自制作 

第４回：課題１（アーティストブック）中間発表 

第５回：課題１（アーティストブック）各自制作 

第６回：課題１（アーティストブック）最終発表、講評 

第７回：課題１（アーティストブック）スケッチブック制作、課題２（ジン）の解説 

第８回：課題２（ジン）サンプル紹介、本の解剖学、InDesign & Photoshop 紹介（0508 教室） 

第９回：課題２（ジン）各自制作 

第１０回：課題２（ジン）中間発表 

第１１回：課題２（ジン）InDesign 実演、各自制作（0508 教室） 

第１２回：課題２（ジン）各自制作（0508 教室または通常教室） 

第１３回：課題２（ジン）最終発表、講評 

第１４回：課題２（ジン）最終発表、講評 

 

講評を経て手直しした完成版のアーティストブックとジンの提出をもって期末試験の代わりとする。 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

第１回目の授業に必要な下記のものを準備して持参すること。 

A4 程度の無地の紙 10 枚程度（コピー用紙など絵が描きやすいものであればなんでも OK）、セロテープ、筆記用具（鉛筆ま

たはシャーペン、消しゴム、サインペンもあるとよい） 

 

課題１（アーティストブック）に必要な下記のものを用意するか、入手経路を確認しておくこと。授業に持参するのは第２回から

でよいので、わからないことがあれば第１回の授業で確認して OK。 

スケッチ用紙（スケッチブックでも可）、はさみ、カッター、のり、マスキングテープ、ボーンフォルダー（骨ベラ）、カッティングマ

ット、カッター用の定規（ただ長さを計るだけのものより分厚かったり指ガード＆滑り止め付きだったりするものが安全でよい） 

 

課題１（アーティストブック）には下記のものも必要になるが、自分が制作する本の内容がある程度決まってから準備するのが

よいので事前購入はせずに下調べだけしておくこと。 

製本に使う紙、製本用のり、製本用の針と糸、製本用千枚通し 
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５．教科書 

なし 

 
６．参考書 

なし 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に適宜フィードバックするほか、課題提出後のコメントも返す。 

 
８．成績評価の方法 

課題１（アーティストブック） 40％ 

課題２（ジン）40% 

平常点 20% 

 

欠席は３回まで可とする。４回以上の欠席はよほどの理由がない限り不可。15 分以内の遅刻は２回で欠席１回、15 分を超え

る遅刻は欠席１回とみなす。ただし交通機関遅延などやむを得ない理由がある場合を除く。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[映画の中の「パリ」] 

担当者名 清岡智比古 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

映画の中の「パリ」 

 まず最初に知っておいて欲しいのは、このゼミはかなりレポートが多い、ということです。そういう前提で、以下を読んでくだ

さい。 

 

 このゼミは，パリを描いた映画を見て，その分析を行いながら，（大げさに言えば）今の世界の状況を理解していくことを目

指します。ただ…… 

 パリ，と聞くと，金髪の男女が恋を語り，おしゃれを楽しみ，ワインを飲み比べ，おいしいフランス料理を食べている……，と

いうようなイメージが浮かぶかもしれません。朝のクロワッサン，午後のカフェのテラス，夜はオペラ座でのコンサート，あるい

はサン・ジェルマン・デプレのビストロでワインを傾ける，とか。 

 たしかにそうした「パリ」もないわけではありませんが，それはいわば，日本（やフランス）のメディアがみんなでなんとか支え

ている幻想，という面もあります。だからこのゼミでは，こうした「パリ」にはほとんど触れません。では，どんな「パリ」を見ようと

いうのか？ 

 それは端的に言えば，多様な文化の交差点としてのパリです。アフリカから，カリブ海から，アジアから，様々な理由でパリ

にやってきた人々。そして今，彼らの存在抜きに，パリを語ることはできません。こうした状況を，映画を中心に，ポップ・ミュー

ジック，アート，などを通して見てゆこうというのが，このゼミのテーマです。当然，ストリート・ヴューも大活躍します。（こうしたこ

と全体の背景には，グローバリゼーション/グローバリズムの問題があります。この点も考えてゆきます。） 

 街歩きが好き。都会が好き。異文化に興味がある。パリに興味がある。日本語世界に閉じこもらない，広い視野が欲しい。

「現代」について考えてみたい……。こんな人は大歓迎です。 

 ただし，「今」を理解するには，どうしてもある程度「過去」を知る必要があります。たとえば映画 1 本について、（そうした「過

去」についての）予習と、見終わった後の分析レポートと、授業後の最終コメントが課されるので、最初に書いた通り、レポート

の数は多くなります。 

 また、映画の分析方法についても、ある程度詳しく紹介します。その方法を身につければ、アマゾン・レヴュー的な「感想」

を超えた次元で、映画を見る（分析する）ことができるようになります。これは、誰にとっても初めてのことでしょうから、もちろん

最初は説明します。レポートを書く中で、その方法を試してみてください。（「正解」があって、そこに行く方法を考えるのでは

ありません。いわば、新しい「正解」を見つけ出すイメージです。） 

 レポートは多いし、やることの多いゼミですが、このゼミに積極的に取り組んでくれれば，いつかみなさんがパリを訪れると

き，観光ガイドをはるかに超えた次元でパリを経験することができることは、お約束します。また、映画の見方も変わるはずで

す。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] パリの城壁 

［第３，４回] 『パリ，ジュテーム』～パリのさまざまな移民たち，フランス移民政策 

［第５，６回] 『黒いスーツを着た男』～モルドヴァ移民とワーキング・クラスの白人 

［第７，８回] 『最強のふたり』～アフリカ系移民とブルジョワ 

［第９，10 回] 『サンバ』～「フランス」を救うセネガル移民 

［第 11，12 回] 『戦争より愛のカンケイ』～ユダヤ人とアラブ人 

［第 13 回] 『奇跡の教室』～移民，共生社会の関係について 

［第 14 回] 『ガールフッド』 〜アフリカ系女子中学生のシスターフッド 

 

 

 
３．履修上の注意 

◆この授業は、   Amazon Prime に登録していること    が、履修のための条件となります。 

 

（ただ、授業で見るすべての映画が、Amazon Prime にあるわけではありません。Amazon Prime にはない映画を見る 

授業を欠席した場合は、自分で他の配信サービスなどを利用する必要が生じる場合があります。） 

 

 

「教科書」の項目も見てください。 
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＊Amazon Prime Student について 

費用は月 300 円で、初期無料期間も設定されています。作品によっては、別途料金がかかることもあります。 

この方法で鑑賞が可能だということを確認してから、履修するように注意してください。 

 

 

◆授業では，さまざまなレポートを書くことが求められます。 

  映画を見る前の調べもの，映画を見た後の分析レポート（800～1200 字程度）、そしてブック・レポートもあります。これらを

すべて合わせると，15 本を越えるレポートを書くことが求められます。 

 

 

◆分析レポートについては，「恋愛」とか「友情」とかいうような，いわば前景の物語についての「感想」ではなく，時代や地域

性など，映画の背景を踏まえて書くことがより重要です。（もちろん，書き方は説明します。また，最初はうまく書けなくても構

いません。こちらからのコメントがありますから，それを参考にして，だんだん「分析」的になっていくことが期待されていま

す。） 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 映画等の作品読解も大事ですが，その背景となった事情を理解することが大切です。 

 したがって，そうした背景を，調べておくことが求められます。 

 

 
５．教科書 

「履修上の注意」でも触れたとおり、この授業は、 

 

Amazon Prime に登録していること   が履修のための条件となります。 

 

これを、「教科書」の代わり、と考えてください。 

 

 

 
６．参考書 

 『エキゾチック・パリ案内』 清岡智比古，平凡社新書（840 円） 

 『パリのすてきなおじさん』 金井真紀，柏書房（1600 円） 

 『となりのイスラム』 内藤正典，ミシマ社（1600 円） 

 

 

 『パリ移民映画』 清岡智比古，白水社 

 『パリを歩く』 港千尋，NTT 出版 

 『グローバリズム以後』 エマニュエル・トッド，朝日新書（780 円） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o ! Meiji を通じてコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

 各テーマごとのレポートが 70％，ブック・レポートが 30％。合計 60％以上を合格とする。授業内容からいって，欠席はもち

ろん，遅刻も評価上マイナス。またレポートについては，指定された締切りに遅れて提出された場合，減点となります。（ただ

し、締め切り日以降の提出できない設定の場合もあります。その時は、課題発表時に必ず告知します。） 

 

 
９．その他 

 取り上げる作品は，変更される場合があります。また，劇場に映画を見に行く課題が出ることがあります。 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[21 世紀のはじめ方] 

担当者名 鞍田崇 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

21 世紀のはじめ方，それがこの講義のテーマ。 

 

DIY（Do It Yourself）やセルフビルドなど，近年暮らしのあり方を自分の手で創造していくことに注目があつまっています。他

方で、東京などの都市部ではなく、地方で働くことを選ぶ若者もふえてきています。いずれも、与えられたライフスタイルや既

存の価値観を鵜呑みにするのではなく，多くの人が，社会と暮らしの別の選択肢（オルタナティヴ）を求めていることの現れと

みることができるでしょう。 

 

そうした動向と連動して，いま注目を集めているのが「民藝」です。ここでは，あらためていまなぜ「民藝」かの検討を通して，

新しい世紀にふさわしい，新しい暮らしの〈かたち〉について考えていきます。 

 

授業では、講義形式のレクチャーのほか、現地実習としてデザインリサーチも行ない、身近な生活空間にひそむ価値をみず

から発見する「まなざし」の獲得をめざしていきます。 

 
２．授業内容 

[第 １回] プロローグ 

[第 ２回] 「私」に還る 

[第 ３回] いまなぜ民藝か １ 民藝をめぐる旅 

[第 ４回] いまなぜ民藝か ２ 民藝の共感 

[第 ５回] 日本民家園 デザインリサーチ１ 

[第 ６回] 日本民家園 デザインリサーチ２ 

[第 ７回] 日本民家園 デザインリサーチ３ 

[第 ８回] いまなぜ民藝か ３ 民藝の思想① 

[第 ９回] いまなぜ民藝か ４ 民藝の思想② 

[第１０回] 生田キャンパス デザインリサーチ１ 

[第１１回] 生田キャンパス デザインリサーチ２ 

[第１２回] いまなぜ民藝か ５ 民藝の使命 

[第１３回] いまなぜ民藝か ６ 民藝の実践 

[第１４回] 総合討論 

 
３．履修上の注意 

特に予備知識は必要ありません。 

なお、本講義の内容とおおいに関係するものとして，全学共通総合講座「環境人文学Ⅰ：ローカル・スタンダードをデザイン

する」（春学期・駿河台），「環境人文学Ⅱ：インティマシーをデザインする」（秋学期・駿河台）があります。都合のつく人は履

修せずとも、いつでもモグリに来てください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

学期中、講義形式のあいだに、「日本民家園」ならびに「生田キャンパス」での現地実習（デザインリサーチ）もします。 

リサーチはグループ形式で行ない、授業内で、プレゼンしてもらいます。 

 

 
５．教科書 

『民藝のインティマシー「いとおしさ」をデザインする』 

鞍田 崇 著 

明治大学出版会 

2015 年 

 

 
６．参考書 

 鞍田 崇／編『〈民藝〉のレッスン つたなさの技法』（フィルムアート社，2012 年） 

 大西暢夫／著『ホハレ峠 ダムに沈んだ徳山村 百年の軌跡』（彩流社，2020 年） 
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 井上岳一／著『日本列島回復論―この国で生き続けるために―』（新潮社，2019 年） 

 三谷龍二／編『「生活工芸」の時代』（新潮社，2014 年） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

リサーチ成果は授業内でグループごとに発表してもらい、適宜コメントをします。 

 
８．成績評価の方法 

学期中２回、デザインリサーチをします。 

また学期末にレポート課題を出します。 

成績評価上の割合は，デザインリサーチ１：30％、デザインリサーチ２：30％，学期末レポート：30％，平常点（ディスカッション

への参加等）10％。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[生田キャンパスと登戸研究所] 

担当者名 清水則夫 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生田キャンパスに存在する，「明治大学平和教育登戸研究所資料館」をいとぐちにして，技術と社会の関わりや，過去の歴

史と現在の関係を考えてみたいと思います。 

 知っている人もいると思いますが，かつてこのキャンパスには，大日本帝国陸軍の第九陸軍技術研究所，通称登戸研究所

があり，秘密戦と呼ばれるジャンルに関する軍事的研究を行っており，たとえばここで印刷された偽札が，実際に当時の中国

大陸に持ち込まれたりもしました。その意味では，このキャンパスそのものが戦争遺跡と言えますし，実際，当時のままの遺構

や遺物も，キャンパス内に今もなお点在しています。 

 こうした過去を持つ土地に理工学部が存在するということは，学問をするうえで極めて大きな意味を持っています。軍事に

限らずとも，技術が社会生活におよぼす影響力は非常に大きなもので，その実例は歴史上数えきれないほどありますが，私

たちはまさしくそうした実例の一つを，遠方まで探しにいくまでもなく，すぐそばに持っていることになるからです。 

 そこでこのゼミでは，この貴重な実例である「明治大学平和教育登戸研究所資料館」を見学して生田キャンパスの歴史を学

び，それを糸口に，学問的研究と社会との関わりにおける様々な問題について，事例を通じて理解を深めていきたいと思い

ます。 

 これから理工系の学問を深めていくみなさんにとって，科学技術と社会の関係は他人事ではありません。またみなさんは

「歴史」と聞くと人名や年表を暗記することを連想するかもしれませんが，それは歴史のごく一部に過ぎません。歴史とは，常

に現在と密接な関わりを持っているし，それを知れば，現在を見る目もそれ以前とは異なってくる，大きな影響力を持つもの

です。資料館は，このことを具体的に教えてくれると思います。 

 

 
２．授業内容 

［第 １回］ イントロダクション 

［第 ２回］ キャンパスに点在する遺跡・遺構 

［第 ３回］ 登戸研究所について 附：大学と戦争遺跡 

［第 ４回］ 戦時中の技術者・研究者と軍事――登戸研究所で働いた技術者・研究者 

［第 ５回］ 第４回講義に関する討論 

［第 ６回］ 戦後の技術者・研究者と軍事――731 部隊と大学 

［第 ７回］ 第６回講義に関する討論 

［第 ８回］ 現代の技術者・研究者と軍事――デュアルユースの諸問題 

［第 ９回］ 第８回講義に関する討論 

［第 10 回］ 現代の技術とビジネスの光と影――モンサント社をめぐって 

［第 11 回］ 第 10 回講義に関する討論 

［第 12 回］ 技術者とその責任――マンハッタン計画と 1954 年版『ゴジラ』 

［第 13 回］ 第 12 回講義に関する討論 

［第 14 回］ 講義のまとめと期末課題について 

 
３．履修上の注意 

 事前に必要となる予備知識はありません。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 資料館の見学前に，下記の参考書のいずれかに目を通しておくとよいでしょう。 

 

 
５．教科書 

 指定しません。 

 

 
６．参考書 

 『陸軍登戸研究所の真実』伴繁雄，芙蓉書房出版，2010 

 『登戸研究所から考える戦争と平和』山田朗，渡辺賢二，斎藤一晴，芙蓉書房出版，2011 

 『陸軍登戸研究所“秘密戦”の世界―風船爆弾・生物兵器・偽札を探る』山田朗，明治大学平和教育登戸研究所資料館

（編），明治大学出版会，2012 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中に随時フィードバックします。 

 
８．成績評価の方法 

 出席が全授業回数の三分の二に満たない場合，成績評価の対象にはなりません。また，そのうえで，平常点（討論での発

言などによる）30％，期末レポート 70％とし，合計で 60％以上の評価を得た場合，単位を修得できます。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[英語小説精読] 

担当者名 管啓次郎 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

英語で短編小説を精読します。読むとはどういうことか、何が発見できるのか。いうまでもなく英語力を飛躍的につける機会に

もなります。ただし非常にきびしいので覚悟してください。毎回の予習と、ディスカッションへの参加は必須。得るものの大きさ

は約束しましょう。 

 
２．授業内容 

［第 1 回] イントロダクション 

［第 2~13 回] 作品精読 

［第 14 回] 最終発表 

 

 
３．履修上の注意 

出席は絶対。欠席が４回を超えた場合, いかなる理由があっても単位を与えない。自分の考えを積極的にいえるようになるこ

とも，大きな目標。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業中に指示する。 

 

 
５．教科書 

授業初回に指示する。 

 
６．参考書 

特になし。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

数回にわたり課題を指示する。これらと最終レポートにより評価する。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[「ブロークン・ジャパン」と向き合う] 

担当者名 大澤舞 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 みなさんは、自分を「色」で例えるならば何色でしょうか？きっとそれぞれ好きな色を答えたり、なんとなくイメージカラーを答

えたりするのではないかと思います。授業内で扱うテクストのタイトル『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』（2019 年）

は、三種類の「色」を示していますが、これはどういった意味なのでしょうか？ 

 本ゼミナールでは、上記のテクストを読み込みながら、「多様性と格差」について考えていきます。日本社会でも世界でもも

はや「多様性（diversity）」という言葉は浸透しきっているといっても過言ではありません。おそらく多くの人々が、我々は多様

性を認め、受け入れ合っていると信じています。しかしながら、本当にそうでしょうか？「多様性」とはそもそも何なのか。「多様

性を受け入れる」とはどういうことなのか。安易にこの一言ですべてを片づけてしまっていないだろうか。そこにどんな偏見も

存在しないだろうか。本ゼミナールでは、英国社会を描いたテクストを扱いながら、英国の歴史や政治、文化を学ぶ一方で、

その社会に潜む「多様性格差」と呼ぶべき状況について、みなさんとともに考察していきます。また同時に、英国社会と比較

して、日本社会のさまざまな格差についても議論します。他国の出来事を傍観者として眺めるのではなく、自分の身に引きつ

けて考える力を養いましょう。本授業を通して、自分自身や他者と改めて向き合い、自分の「色」を表現できるようになってくだ

さい。 

 
２．授業内容 

［第１回]  イントロダクション：社会の縮図としてのスクール・ライフ 

［第２回]  第１章：多様性格差 

［第３回]  第２章：レイシズム 

［第４回]  第３章：階級社会／正義とはなにか 

［第５回]  第４章：差別／アイデンティティ 

［第６回]  第５章：“empathy”と”sympathy” 

［第７回]  第６章：ソーシャル・アパルトヘイト 

［第８回]  第７章：新自由主義 

［第９回]  第８章：ナショナリズム 

［第 10 回]  第９章：マルチカルチュラルな社会 

［第 11 回]  第 10 章：ポリティカル・コレクトネス 

［第 12 回]  第 11 章：LGBTQ 

［第 13 回]  第 14 章：当事者意識 

［第 14 回]  a. まとめ：自分の色は何色か b. 期末課題（レポート）提出 

 
３．履修上の注意 

・事前にテクストの各章の担当者を決め、指定された章についての発表を授業開始時に行なってもらいます（詳細は初回授

業時に指示）。その後、教員による解説や議論に移ります。発表時に欠席した場合は振替しないので、休まないこと。 

・ディスカッションの際はどのような意見も基本的には認めますが、デリケートな問題も扱うため、特定の相手を傷つけるような

ものは NG です（言葉の選び方も一緒に学んでいきましょう）。 

・毎回授業開始 10 分の間に、BBC/CNN の気になったニュースについて、どのようなニュース内容か、そのニュースを読ん

でどのように考えたかを書いてもらいます。 

・毎回授業後にリアクションペーパーを提出してもらいます。 

・各回、必ず一度は発言すること。恥ずかしがらず／面倒くさがらずに発言（反応）すること。 

・遅刻３回は欠席１回に相当します（授業開始 30 分以降の入室は欠席扱い）。 

・授業中の居眠りは大幅減点の対象となります。 

・必ずノート（PC,タブレット可／ただしスマホ使用は NG）を持参すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・発表担当者は事前にしっかり読み込み、内容を把握しておいてください。知らない単語や歴史についても調べておくこと。 

・発表担当ではない章もきちんと事前に読んでくること。授業内にすぐに発言できるようにしておくこと。 

・読んでみてわからなかったことはメモしておき、授業内で質問するようにしてください。 

・関連するニュース等に日頃から目を通し、議論に役立てること。 

・予習していないと教員側が判断した場合、大幅減点の対象となります。 

 

 
５．教科書 
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ブレイディみかこ『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』（新潮文庫、2021 年） 

 

 
６．参考書 

ブレイディみかこ『他者の靴を履く』（文藝春秋、2021 年） 

ブレイディみかこ『This Is Japan——英国保育士が見た日本』（新潮文庫、2019 年） 

長谷川貴彦『イギリス現代史』（岩波新書、2017 年） 

その他、適宜紹介します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、授業中にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

リアクションペーパー20%、発表 20%、授業参加度 20%、期末課題 40%で総合的に評価する。合計が満点の 60％以上を単位

修得の条件とする。 

 
９．その他 

授業内では関連する映画を参照する場合もあります。可能ならば事前に観ておくこと。 

『家族を想うとき』（2019 年） 

『わたしはダニエル・ブレイク』（2016 年） 

『パレードへようこそ』（2014 年） 

『リトル・ダンサー』（2000 年） 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[ヘミングウェイを読む] 

担当者名 山本洋平 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 アメリカ文学の巨星にして、革命的な文章表現のモダニスト、アーネスト・ヘミングウェイ（Ernest Hemingway）の初期短編小

説を読みます。まずは、日本語でじっくり味読しましょう。自らの経験と照らし合わせながらテクストを読み、それによって、思

考上の化学反応が生じ、固定観念や凝り固まった認識方法が徐々に、あるいは、突如として、変容しゆくのを実感してくださ

い。このような文学的体験を事前活動としつつ、授業中は、そのテクストについて語り、議論することを主軸とします。以上の

ような、内向／外向の諸活動を往還し、互いに刺激しあうことで、新たな気づきを獲得し、自己変革をもたらすこと——これが

第一の目標です。 

   第二の目標は、以上のような思考の変革を引き寄せるためには、やはり大前提となる知識と方法論が不可欠です。そこ

で、人種・ジェンダー・階級・環境といった文化研究的観点、さらにはニュークリティシズム、構造主義、フェミニズム、ポストコ

ロニアリズム、エコクリティシズムといった批評理論を通じて「読み」を深める視座を提供します。おおいに知識を身につけてく

ださい。 

 以上２点の目標を敷衍するならば、自ら思考し、自らの意見を表明し、他者の意見に耳を傾け、建設的な議論する作法を

学ぶこと、とまとめることできるでしょう。これらはすべて、理工系の学生すべてに有用な、持続可能なアカデミック・スキルで

す。なお、適宜、英語の原文を示すこともありますが、日本語で内容を理解することに重点を置きますので、英語が得意では

ない人も歓迎します。もちろん、英語をさらに磨きたい学生は大歓迎です。 

 
２．授業内容 

[第１回]ヘミングウェイの紹介、作品 1「雨のなかの猫」 

[第２回] 作品理解 

[第３回] 作品理解 

[第４回] 作品理解 

[第５回] 作品理解 

[第６回] 作品理解 

[第７回] ライティング・ワークショップ１ 

[第８回] 作品理解 

[第９回] 作品理解 

[第１０回] 作品理解 

[第１１回] 作品理解 

[第１２回] 作品理解 

[第１３回] 作品理解 

[第１４回] ライティング・ワークショップ２ 

 

＊作品は下記の作品を議論の展開に応じて見繕いながら、１週間に２編ずつ読みます。また、ヘミングウェイ以外のモダニス

トのテクストをプリントで配布し、リーディング課題に加えることがあります。いずれも授業内およびクラスウェブのシラバス補足

にて周知します。 

 

恋愛と結婚 

「雨の中の猫」「季節はずれ」「エリオット夫妻」「北ミシガンで」「白い象のような山並み」「贈り物のカナリア」「アルプスの牧歌」 

 

戦争もの 

「兵士の故郷」「ごく短い物語」「異国にて」 

 

ニック・アダムズ・ストーリーズ 

「インディアンの村」「医師とその妻」「ある訣別」「三日吹く風」「ファイター」「クロス・カントリー・スノウ」（「ぼくの父」）「二つの心

臓の大きな川」「殺し屋」「十人のインディアン」「身を横たえて」 

 

闘牛もの 

「敗れざる者」 
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３．履修上の注意 

ディスカッションやプレゼンテーションなど，授業内で口頭発表をする機会がある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

毎回、1〜2 章分を読み、気になる箇所とその理由を用意する。授業内で議論できるように理解してくる。 

 
５．教科書 

ゼミの登録が確定した後、各自、以下の文庫を書店で購入すること。 

 

アーネスト・ヘミングウェイ『ヘミングウェイ全短編 1：われらの時代 男だけの世界』高見浩訳、新潮文庫，2010 年 

 
６．参考書 

【ヘミングウェイ作品】 

原書 

Ernest Hemingway. _The Complete Short Stories of Ernest Hemingway The Finca Vigia Edition_, Scribner.  

 

アーネスト・ヘミングウェイ『こころ朗らなれ、誰もみな』 柴田元幸訳, スイッチ・パブリッシング, 2012 年. 

 

【研究書】 

小笠原亜衣『アヴァンギャルド・ヘミングウェイ：パリ前衛の刻印』小鳥遊書房, 2021 年. 

高野泰志『引き裂かれた身体 : ゆらぎの中のヘミングウェイ文学』松籟社, 2008 年. 

高野泰志編著『ヘミングウェイと老い』松籟社, 2013 年． 

デブラ・モデルモグ『欲望を読む : 作者性、セクシュアリティ、そしてヘミングウェイ』島村法夫, 小笠原亜衣訳、松柏社, 

2003 年. 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

主に授業内でコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

授業内課題 40％，中間レポート 20%、最終レポート 30%、最終プレゼン 10％ 

合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

毎週、リーディング課題とコメント課題が課されます。また、授業期間中に数度のレポートが課されます。ライティング・ワーク

ショップを行い、その原稿をブラッシュアップし、その内容についてプレゼンテーションをしていただきます。 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[ボランティア論とその実践を考える] 

担当者名 井口幸洋 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

あなたは、ボランティアと聞いて何を思い浮かべますか？町内の掃除、赤い羽根の街頭募金、災害ボランティア、老人の話し

相手、科学教室等々、人によって思い浮かぶことも異なるでしょう。高校生迄でボランティア活動をした人もいるでしょう。この

ゼミナールでは、ボランティアとは何か？をまず考え、ボランティアの存在意義を考えてます。どのようなボランティアがあり、

ボランティア活動をする上での注意点も学びます。最終的には実践することまで想定し、各自が提案するボランティア活動や

その準備にゼミの活動時間を費やします。それらのボランティア活動やそれに類した活動をボランティアセンターなどと連携

して実践できるまでの能力を各人が得ることやボランティアについての意義を各自で考えられることを目標としています。 

 ボランティアは、活動領域は広範です。今回は、大学で実践までつなげやすい「地域の子供を対象とした学習ボランティ

ア」を想定します。具体的には、担当教員の専門が情報科学であり、地域の小学校では過去 2 年、児童養護施設では過去

7 年間学習ボランティアをしていることもあり、そこでの活動につながるテーマと内容をみなさんが考えて提案していっていた

だくゼミナールとします。テーマは主に以下の 2 個です。 

１）小学生向け情報教育ボランティア： 現在、小学校で大変困っているのが「情報教育」です。このボランティアを明治大学

も近隣の小学校から求められて担当教員はボランティアで実施しています。これに必要な技術は小学 5 年生が学ぶ

「Scratch プログラミング」、小学 6 年生や中学で学ぶ「マイコン制御」です。これらについて８回程度で簡単な講義と実習を実

施します。これらの教材を使いこなし、LEGO などの他の教材も提供できますので、地域の小学生や子供たち対象の学習ボ

ランティアの教材の準備をして、自動にとって面白く学びにつながるテーマを具体的に提案して頂き、可能であればそれを

実践することを到達目標とします。 

２）小中高校生向けの学習ボランティア： 児童養護施設や貧困家庭では勉強をする機会に恵まれなかった小中高生が存

在します。子供の貧困率は、OECD（Organisation for Economic Co-operation and Development）加盟国の中で日本は最悪

です。これらの児童は経済的な理由から、勉強をする機会が少なく、大学進学も難しく、貧困の連鎖が問題になっています。

根本的な解決は政治や行政が行わなければいけないと個人的には思いますが、これらの手助けをすることは可能です。こ

れらの活動の実態を調査し、我々はそれらにどのような協力ができるかを考えます。 

 

 なお、2024 年度は、情報教育の内容としては、Scratch、micro:bit の makecode 版を使用した。2025 年度からは、学生の

希望があれば相談の上（予算やレベルの問題）、小中学生向きのテーマを用意できる場合は対応する可能性もあるので相

談してほしい。 

 
２．授業内容 

第１回 はじめに、ボランティアとは何か？ボランティアの意義、誰のためにボランティアをするのか？などを考え、各自がボラ

ンティアについて考えるきっかけとします。 

第２回 ボランティアの経験について、担当教員の過去８年間の経験を話します。皆さんが 20 歳前なのと異なり 57 歳でボラ

ンティアらしいボランティアを始めたというつたない経験ですが、どんな困難があり、どんなことを感じ、何を学んだかについて

紹介します。学生の皆さんにも各自一人ずつこれまでの人生でもしボランティアの経験があればそれを皆さんに紹介してもら

います。無い場合は、何を考えてこのゼミを受講したかなどについて紹介してもらいます。 

第３ー５回 小学生向け学習ボランティアの実例として、2020 年より急遽開始された小中学校の情報教育導入と現場の混乱

と悩みを紹介します。また、そこで小 5 と小 6 に実施した Scratch 教育を皆さんに体験してもらい。三田小の 5 年生に 2022

年度から実施してきているボランティアで実施済みの教材を使用します。この実習の TA(ティーチングアシスタント）となり得

る実力を得てもらいます。Scratch プログラミングについて、2 名一組で作品も作ってもらいます。それを小学生への講習（もし

くは小学校教諭への教材）などの題材としたときの狙いも含めてスライドを作成します。 

第６回 第３－５回で作成した作品の発表会を行います。 

第７ー９回 小学６年生では文科省では、ロボットなどの動くものを制御する経験をさせると良いと言っています。しかし、予算

も無く、教諭一人で大勢の生徒を限られた時間で行うのは困難です。明治大学理工学部では、明治大学ボランティアセンタ

ーを経由して近隣の小学校からの依頼でこれを 2024 年度にも実施しました。具体的には micro:bit と呼ばれる BBC が開発

した小型マイコンボードと小型ロボットとの組み合わせでコンテンツを準備中です。皆さんにはこの使い方を簡単に講習した

後、実際に小学生が面白がる企画を 2 名ないし 3 名一グループで考えて提案してもらいます。 

第１０回 第７－９回で得られた micro:bit と小型ロボットの企画をグループごとに発表してもらいます。 

第１１回 児童養護施設の紹介をします。そこに保護されている児童たちへのボランティアは事前に注意すべきことなども多

数あります。そこで学習ボランティアや一緒に遊ぶボランティアなどもありますが、継続性が必要だとか、学生にはかなり難し

い面もあります。これらの規則は、どうして必要なのかを実際に児童養護施設でボランティアの受け入れ担当者を招いて、講

演をしていただく予定です。質疑応答を経て、もし、明治大学の学生が協力するとしたらどんなことができるのかを一緒に考

えます。 
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第１２ー１３回 児童養護施設に保護された児童に比べ、経済的困窮家庭にいる児童は勉強する機会という点ではさらに厳

しい現実があります。これらをサポートする NPO 法人や活動について調べて頂き、2 名一組で発表をしてもらいます。現状と

問題とを議論します。 

第１４回 全体の総括を行い、各人にはこのゼミで得られたことや今後の展望についてのレポートを提出していただきます。 

 
３．履修上の注意 

ボランティアに興味があり実際に活動をしてみたい学生が、このゼミナールには参加してください。必ず実際にボランティア

に参加することが単位取得の条件ではありませんが、参加する気が無い、ボランティアに価値を見出せない方は、向いてい

ません。また、2024 年度春学期はすべての人が単位を取得しました。一方、秋学期は参加登録をしたものの最初の数回し

か出ず、途中でリタイアされた学生さんがいました。32 名の応募から 20 名の定員まで絞るわけですから、やる気のない方や

1 時限目で遅刻の常習となる方は最初から履修には向いていませんので、参加をしないでください。 

 

ゼミナールでは、2 名ないし 3 名でグループ活動をしながら作品やレポート、スライドを作成していただきます。複数の人と協

働して作業を進められる方が参加してください。協働作業が苦手だけど、それを大学で能力として獲得したい気がある人はも

ちろん参加してくださって大丈夫です。しかし、自分一人だけで作業したい人はこのゼミナールへの参加は向いていませ

ん。協働できる方が参加の条件となります。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

自宅で、自分のパーソナルコンピュータを使って作品の準備や、ZOOM や対面でグループ内で共同作業が必要になる場合

があります。また、担当教員が用意した自習用の動画を参考にしての自習も必要な場合があります。 

 
５．教科書 

特に必要ありません。資料は必要があれば配布します。また、スライドなどは Oh-o！Meiji で配布しますのでダウンロードし

てください。 

 
６．参考書 

適宜、ゼミナール中に必要があれば紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o！Meiji を通じてフィードバックをするか、直接、発表のときにコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

試験は行いません。発表時のスライドやプレゼンテーション、作成したコンテンツで成績をつけます。６０％以上で合格です。

ゼミナールの活動から言って、欠席や遅刻は減点します。遅刻や欠席しないよう気をつけましょう。大学に来てはいけない感

染症などにかかった場合は、その診断書（診断書は高価なので、それに代わるインフルエンザにり患した医師の証明などで

も可能）などの提出があれば、代わりの課題を出します。それを期限内に出した場合は欠席の減点は無くなります。 

 

授業終了までの間に明治大学生田ボランティアセンターでのボランティア活動に参加された場合は、それを報告することで

加点しますので申し出てください。 

 

 
９．その他 

実際にボランティアをするのが必須ではありませんが、明治大学のボランティアセンターを通じて何かしらの活動に参加した

場合は、それらを評価します。 
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科目ナンバー STPSY311Z 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[多摩川文化圏を考える] 

担当者名 杉本裕代 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 多摩川流域をひとつの文化圏としてとらえ、その地域性の面白さを議論します。私たちのキャンパスもその一部である、多

摩川流域には、東京の中心部とは異質な成り立ちでありながら、かといって、定型化されがちな「郊外」の画一性や没場所性

(placelessness)では必ずしも説明できない、面白さや豊かさがあります。「東京のはずれ」の文化・歴史をまなび、様々な切り

口で捉え、そこに際立つ斬新さや独自性を探求するゼミナールです。 

 たとえば、多摩川には、小田急線に始まり、京王、東急、JR と多くの鉄道路線が都心から伸びています。それぞれの来歴

や沿線施設を考えるだけでも、多くの発見があるでしょう。多摩川にまつわる様々な風景と、そこにいる人々の小さくとも多様

な決断・行動を考察していきましょう。 

 最終的には、みなさんが、この地のユニークさや面白さを発見し、自らがこのキャンパスで学ぶ意義を実感することが、この

授業の目標です。 

 

達成目標 

・多摩川流域の文化に関する知識を学び、この地域の特徴を自分の言葉で説明できる 

・歴史や文化について学び、それらと現代日本への関連性を考察する 

・歴史的・社会的な知識や文脈をふまえた上で、対象となる事象の意義や価値を見つける 

・地域から文化や社会を学び、生田キャンパスで学ぶ意義や可能性を考える 

 

 
２．授業内容 

 授業担当者の専門領域である、アメリカ文学・文化研究をヒントにしながら、以下のようなトピック（場所）を中心に議論を進

めます。 

 基本的に授業２回で１ユニットとし、資料購読とディスカッションを行います。資料購読（英語・日本語）は、小説や広告・地

域の記録などです。 

 まとめとして、各人の視点で多摩川についての論考を発表します。発表の形態は、ポスターを A４・１枚程度に図・イラスト等

と文章で作成し、それをクラスで１冊の冊子にまとめます。 

 

 

第 1 回 イントロダクション 川から文化を考える 

第 2 回 ハワードの田園都市構想と多摩川① 資料購読：ウィリアム・モリス 

第 3 回 ハワードの田園都市構想と多摩川② ディスカッション 

第 4 回 農村と市民社会のあわい① 資料購読：生田の土地開発 

第 5 回 農村と市民社会のあわい② ディスカッション 

第 6 回 多摩川と「アメリカン・ウェイ・オブ ・ライフ」① 資料購読：米軍基地 

第 7 回 多摩川と「アメリカン・ウェイ・オブ ・ライフ」② ディスカッション 

第 8 回 多摩川と子ども文化 ① 資料購読：川崎セツルメント運動 

第 9 回 多摩川と子ども文化 ② ディスカッション 

第 10 回 多摩川と鉄道文化 ① 資料購読：向ケ丘遊園、京王閣、二子玉川 

第 11 回 多摩川と鉄道文化 ② ディスカッション 

第 12 回 冊子づくり①  編集会議 

第 13 回 冊子づくり②  ページ作成作業 

第 14 回 全体討議 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

各回ごとに用意する資料を前の週に配布しますので、各自で読んでくること。 

各回の報告者に指名された場合は、初回に説明する方式で簡単なレジュメを作成する。 

 

 
５．教科書 

教員がプリントを用意します。 
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６．参考書 

ウィリアム・モリス『ユートピアだより』岩波文庫 

加古里子『かわ』(こどものとも絵本)福音館書店 

佐藤光『よみがえる田園都市国家 ――大平正芳、Ｅ・ハワード、柳田国男の構想 』(ちくま新書 1716) 

原 武史『地形の思想史』角川書店 

フェルナン・ブローデル『〈普及版〉 地中海』全５巻 藤原書店 

三浦展『東京田園モダン』洋泉社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、授業中にフィードバックを行う。 

冊子づくり、ミニ・レポートについては、総評をオンラインで共有する。 

 

 
８．成績評価の方法 

各回へのレスポンス・ペーパー 20％ 

授業での議論への貢献度 20％ 

ポスター作成（A４・１枚） 30％ 

期末ミニ・レポート（A４・１枚程度） 30％ 

 

 
９．その他 

キャンパス内の平和教育登戸研究所資料館の見学も計画する予定です。 
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科目ナンバー STPSY311Z 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[『苦海浄土』を読む] 

担当者名 高山花子 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

水俣病をテーマに書かれた、熊本の作家、石牟礼道子（1927-2018）の文学作品『苦海浄土』を読むことをとおして、環境問

題や地球の未来はもちろんのこと、音響、フィクション、魂、生殖、家族、流民といったさまざまなテーマを思考します。日本文

学における「私小説」の検討や、ドキュメンタリー映画との比較もしながら、いったいなにが問題となっているのかを批判的に

考えます。最終的に、参加者一人ひとりが「問い」を立てて、レポートを書くことをめざします。 

 
２．授業内容 

［第１回］石牟礼道子とは誰か？ 

［第２回］『苦海浄土』の成立過程：知られざる第二部と第三部 

［第３回］「私」と「わたし」と「わたくし」 

［第４回］音響について（１） 

［第５回］音響について（２） 

［第６回］フィクションについて（１） 

［第７回］フィクションについて（２） 

［第８回］生殖と家族について（１） 

［第９回］生殖と家族について（２） 

［第１０回］流民について（１） 

［第１１回］流民について（２） 

［第１２回］詩と絵と音楽の融合：『水俣の図・物語』（１） 

［第１３回］詩と絵と音楽の融合：『水俣の図・物語』（２） 

［第１４回］総合討論 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

『苦海浄土』は全三部からなる大作です。1969 年に刊行された第一部にかんしては、石牟礼道子『苦海浄土――わが水俣

病（新装版）』（講談社文庫、2004 年）がアクセスしやすいので、こちらを教科書とします。毎回、読んできてほしい箇所をお

伝えするので、予習として読んできてください。そして、授業後に、復習として、読み直しをしてみてください。 

 
５．教科書 

石牟礼道子『苦海浄土――わが水俣病（新装版）』（講談社文庫、2004 年） 

 
６．参考書 

池澤夏樹責任編集『苦海浄土 世界文学全集 III-034』（河出書房新社、2011 年） 

『苦海浄土 全三部作』（藤原書店、2016 年） 

土本典昭『水俣 - 患者さんとその世界』（1971 年） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o ! Meiji を通じてコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

学期末レポートで評価します。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[音楽とアメリカ社会] 

担当者名 杉本裕代 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では、2015 年からブロードウェイで熱狂的な支持を生ミュージカル Hamilton を題材として、そのヒットの理由を考

えることで、現代のアメリカ社会の有り様を知り、ひいては、日本社会のことを考えるための視点を学びます。建国の父

（Founding Fathers）について学び、それがいかに新しく読み替えられているのかを議論します。おそらくはミュージカル・ハミ

ルトンが日本で興行することはないでしょう。それくらい、アメリカ社会に密着した作品であり、逆にいえば、現代のアメリカを

知る教材として最適といえるでしょう。そして、優れた芸術作品がそうであるように、本作品のローカルなコンテクストの向こうに

は、現代日本社会を生きる私たちにも有益な示唆が溢れています。 

 アメリカ経済の基礎を築いたとされるアレクサンダー・ハミルトン像に関する資料を読み解きつつ、ミュージカルのヒットから

派生した社会現象についても学び、政治制度、奴隷制の歴史、女性参政権運動、ヒップホップ、移民、歴史・事実・物語の

相剋、といったキーワードから、現代のアメリカ文化について自分なりの興味関心を見つけ、ひいては、日本社会の課題や

未来について考えを巡らせるための基盤を養います。 

 

達成目標 

①英語表現やラップ・歌詞を通じて、英語を多面的に体験する 

②英文エッセイを通じて、説得力のある文章作成のための基礎力を養う。 

③時代や事象の背景を知ることで、異文化理解を深め、クリティカルに考える姿勢を養う。 

④アメリカの文化現象を通じて、日本社会への考察を深める 

 

 
２．授業内容 

・教員が用意した資料（歴史教材やインタビュー記事や評論、歌詞・楽曲・動画）などを読み解きながら、提示された論点に

ついて議論していきます。前半はミュージカルの内容に関して、後半はアメリカ社会についての考察を扱います。 

・参加者には、ときには、ミュージカルの場面を再現するなど、ミュージカルの世界観を楽しむための積極的な参加態度も求

められます。 

 

第１週 イントロダクション Founding Mothers とは？ ミュージカル・Hamilton の紹介 

第２週 民主主義とアメリカ文学  Federalist vs. Anti-Federalist 

第３週 アメリカ社会の歴史① 楽曲 My Shot について 

第４週 アメリカ社会の歴史② 楽曲 Cabinet Battle について  

第５週 なぜハミルトンなのか （ハミルトンとアメリカ経済） 

第６週 なぜヒップホップなのか （ブロードウェイとヒップホップの関係） 

第７週 ブリット・ポップとアメリカン・ポップの関係性 （British Invasion） 

第８週 中間まとめ オバマ元大統領夫妻のスピーチ考察 

第９週 Harriet Tubman とアメリカ紙幣論争 

第 10 週  小説 Underground Railroad (2016) と地下鉄道 

第 11 週 アメリカ大統領と音楽 （政治とエンターテインメントの関係性） 

第 12 週 発表準備 自分なりの論点を深める方法について 

第 13 週 [プレゼンテーション] 発表と議論①  

第 14 週 [プレゼンテーション] 発表と議論② 

 

中間まとめとして、パラグラフライティングの作法について学びます。 

授業を通じて気づいたアメリカ社会・日本社会に関する論点や疑問点を基に、 

テーマを設定して、各自がプレゼンテーションを行います。 

その内容を基づいて、最後に短いレポートを作成します。 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

ヒップホップ全般について、各種メディアなどで情報収集してください。 

プレイリストを作成して、授業で共有しましょう。 

各回ごとに用意する資料を前の週に配布しますので、各自で読んでくること。 
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５．教科書 

教員が用意します。 

 
６．参考書 

『ハミルトン――アメリカ資本主義を創った男』ロン・チャーナウ 日経 BP 2019 年 

『アメリカン・ミュージカルとその時代』日比野啓 青土社 2020 年 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回の授業のなかでフィードバックを行います。 

プレゼンテーションについては、ブレインストーミングの段階から 

教員のフィードバックを交えながら、最後に総評・個別評を返します。 

期末レポートについては、総評をオンラインで共有します。 

 

 
８．成績評価の方法 

各回へのレスポンス・ペーパー 20％ 

授業での議論への貢献度 20％ 

プレゼンテーション 30％ 

期末ミニ・レポート（A４・１枚程度） 30％ 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[ワークショップ・デザイン論] 

担当者名 山本洋平 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 テーマは「ワークショップ・デザイン論」。今年度はとくに「表現」と「創作」を磨く場としてのワークショップの可能性を探りま

す。創作ワークショップでは、エッセイ・ライティング、トラベル・ライティング、ネイチャーライティング、小説、写真、映像、デザ

インなど、さまざまな「表現」の奥行きを検討するプロジェクトを展開します。 

 

そもそもワークショップという言葉は「工房」を意味するもので，もの作りのための場を指します。とは言っても，この授業では、

教室内で何かモノを作るわけではなく，創造的なコミュニケーションや新しい発想を生み出すための仕掛けを考えだす人を

養うことを目的としています。いわばプロジェクト・デザイナーを養成するゼミということになります。コミュニケーション・ワークシ

ョップはモノを〈つくる〉〈かたる〉〈振り返る〉のサイクルを基本としますが，具体的には次の２つの到達目標を想定しています。 

 

（１）チームの雰囲気を建設的なものにするコミュニケーションの心構えや，創発的・共発的なアイデア（グループ・ジーニア

ス）を生み出すコツを身につけながら，ワークショップを企画し，実際に運営できるようになること。 

 

（２）学術的にも役に立つインプットとアウトプットの学習パターンを意識化し，具現化し，習慣化すること。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] アイスブレイク 

［第２回] ワークショップ入門１：WS を体験する   

［第３回] ワークショップ入門２：WSD のコツ（活動目標と学習目標の立て方）  

［第４回] プロジェクト１：表現ワークショップを企画する   

［第５回] プロジェクト１：表現ワークショップを実施する  

［第６回] 創作ワークショップ１ 

［第７回] 創作ワークショップ２ 

［第８回] 創作ワークショップ３ 

［第９回] ワークショップと批評理論１ 

［第 10 回]   ワークショップの批評理論２ 

［第 11 回] 創作プロジェクト２：コミュニケーション空間をつくる 

［第 12 回] 創作プロジェクト２：コミュニケーション空間をつくる 

［第 13 回] 成果報告 

［第 14 回] 成果報告 

 

 
３．履修上の注意 

グループディスカッションやプレゼンテーションなど，毎回全員参加型の授業を行う。したがって，協調性はもちろんのこと，

授業外の活動を厭わず，積極的に楽しく参画してくれる受講生を募ります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

グループでのプロジェクトを行うので，授業外で集まって作業してもらうことがあります。 

 

 
５．教科書 

山内祐平，森玲奈，安斎勇樹『ワークショップデザイン論―創ることで学ぶ』第２版、慶應義塾大学出版会，2021 年 

 

 
６．参考書 

井庭 崇編著『クリエイティブ・ラーニング:創造社会の学びと教育』慶應義塾大学出版会,2019 年 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内にてコメントします。 
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８．成績評価の方法 

授業内課題 60％，プレゼンテーション 40％ 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

授業期間中にプレゼンテーションを課し，使用するファイル（パワーポイント or PDF）を提出してもらう。 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[身体を造る] 

担当者名 金子公宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 人間の身体は使わなければその機能は低下する。しかし適度な刺激を与えることで機能は本来の能力を取り戻すことがで

きる。本学学生の中にも受験の影響もあり，体力の低下や体重の大きな変動，体調の変化があったものも少なくない。また，

主として，体幹の筋力の弱さやアンバランスからくる腰痛や肩痛を訴える者もいる。また，巷ではダイエットがブームになって

いるが，十分な知識をもたずにダイエットに挑み体調を崩し，深刻な事態に陥るケースも見られる。 

 本ゼミは身体造り，体力造りの理論と実践をテーマとする。筋肉を肥大させる方法，体脂肪を減少させる方法，持久力を高

める方法，身体の歪みや腰痛などの予防の方法などについて，基本的な理論，メカニズムを学習しつつ，自ら目標と計画を

立て実践し評価出来るようにする。 

 トレーニングはエアロバイク，トレッドミル，ウェイトトレーニング器具および各種スポーツ施設を利用し複合的に行う。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] トレーニングの基礎理論 体脂肪量測定（インピーダンス法） 

［第３回] 形態測定 I（測定項目：身長，体重，胸囲，腹囲，殿囲，大腿囲，下腿囲，上腕囲，皮脂厚），筋力，バランス，持久

力等 

［第４回] 自己評価とプランニング 

［第５回] 肥満に関する問題点の理解とその解消法について 

［第６回] 有酸素運動に関する運動強度設定法 

［第７回] トレーニングの原理・原則に沿ったトレーニング処方 

［第８回] スポーツ障害に対する処置法 

［第９回] エネルギー供給系による運動の違い 

［第 10 回] 筋肉の構造と役割 

［第 11 回] 筋肉と体脂肪の関係 

［第 12 回] 形態測定 II（I との比較・検証と今後の課題発見） 

［第 13 回] 自己評価（変化量，変化率，目標値への到達度） 

［第 14 回] 総まとめ，レポート提出 

 各授業では，健康・トレーニング・運動生理学・栄養学等に関する講義，個人発表後，各自の課題に則したトレーニングを

行うことになります。トレーニングを実践する中で，筋肥大や筋力増加のメカニズム，効果的な脂肪の減少のための運動など

について学習する。また個人発表は授業に関連した興味ある事柄を１人１回発表する。 

 

 
３．履修上の注意 

 身体造り，体力造りは週１回のトレーニングでは必ずしも十分とはいえない。当該時間以外にも意欲的に取り組む学生を望

む。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関しての基礎知識と、現在の自分自身の問題、課題について整理すること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内での資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 実践の中での学習であり，出席をし，実践することが評価の中心となる。 

 平常点（40％）レポート（20％）発表（20％）自己評価（20％）。 

 60/100 点以上合格。 
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９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[ワールド映画ゼミ] 

担当者名 清岡智比古 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

ワールド映画ゼミ 

  まず最初に知っておいて欲しいのは、このゼミはかなりレポートが多い、ということです。そういう前提で、以下を読んでくだ

さい。 

 

 このゼミでは，，パレスチナ／イスラエル，ドイツ、フランス，南アフリカなど，ふだんみなさんが接する機会の多くない地域の

映画を見ます。そして，それぞれの作品に描き出された世界の「今」を読み解いてゆきます。キーワードは，移民，新自由主

義，LGBT などです。（もちろんそこには、もっと普遍的なテーマも関わってきます。働くとは？ 愛するとは？ 生きるとは？

……） 

 ただ，そうしたテーマを映画から読み取ってゆくには，映画をただ見るだけではなく，その背後にある状況，つまり歴史，宗

教，精神性などについての考察が欠かせません。そうした考察を通してこそ，一つ一つのセリフは輝き始めるのです。（その

結果みなさんは，今まで知らなかった価値観，初めて知る感情と出会うでしょう。それは楽しいことです。） 

 また，せっかく映画を素材にするのですから，映画の見方そのものも勉強しましょう。このゼミを通して〈分析的な映画の見

方〉を獲得すれば，それは今後ずっと使える「技」となるでしょう。それは，テレビや雑誌の「映画レヴュー」とは違う，批評的な

見方なのです。最初は説明しますから、レポートを書きながら、実践的に分析の方法を体得してください。 

 これまでに，たとえば中東などの映画などを見たことがなくてもかまいません。また，取り上げる作品は難解なものではなく，

ある程度のエンターテイメント性を保ちながら，さまざまな「社会」を描いているものを選んであります。最初に書いた通り、レ

ポートの回数は多いです。それは覚悟して履修してください。ただ、授業に積極的に取り組んでくれれば，新しい世界が見え

ることは約束します。映画の見方も、変わります。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション  

［第２，３回] 『オマールの壁』～イスラエルとパレスチナ 

［第４,  5 回] 『おじいちゃんの里帰り』～ドイツにおけるトルコ系移民 

［第６,  7 回] 『最強のふたり』～パリのアフリカ系移民 

［第８,  9 回] 『パレードへようこそ』～グローバリズムと LGBT 

［第 10,  11 回] 『国際市場で逢いましょう』～家父長主義と個人 

［第 12，13 回] 『ツォツィ」『～アパルトヘイト後の南アフリカ 

［第 14 回]     まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

◆この授業は、   Amazon Prime に登録していること    が、履修のための条件となります。 

 

（ただ、授業で見るすべての映画が、Amazon Prime にあるわけではありません。Amazon Prime にはない映画を見る 

授業を欠席した場合は、自分で他の配信サービスなどを利用する必要が生じる場合があります。） 

 

 

「教科書」の項目も見てください。 

 

＊Amazon Prime Student について 

費用は月 300 円で、初期無料期間も設定されています。作品によっては、別途料金がかかることもあります。 

この方法で鑑賞が可能だということを確認してから、履修するように注意してください。 

 

 

◆授業では，多くのレポートを書くことが求められます。 

 まず，予習として，作品の背景となる土地や時代を調べるレポートが課されます。また，作品ごとに分析レポート（800 時程

度）も課されます。さらに，ブックレポートもあります。これらをすべて合わせると，15 本を越えるレポートを書くことが求められ

ます。 
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◆分析レポートについては，「恋愛」とか「友情」とかいうような，いわば前景の物語についての「感想」ではなく，時代や地域

性など，映画の背景を踏まえて書くことがより重要です。（もちろん，書き方は説明します。また，最初はうまく書けなくても構

いません。こちらからのコメントがありますから，それを参考にして，だんだん「分析」的になっていくことが期待されていま

す。） 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 映画の作品読解も大事ですが，その背景となった事情を理解することが大切です。 

 したがって，そうした背景（時代，土地，民族，等）を，調べておくことが求められます。 

 

 
５．教科書 

「履修上の注意」でも触れたとおり、この授業は、 

 

Amazon Prime に登録していること   が履修のための条件となります。 

 

これを、「教科書」の代わり、と考えてください。 

 

 

 
６．参考書 

 『となりのイスラム』 内藤正典，ミシマ社 

 『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』ブレイディみかこ、新潮文庫 

 『日本人のためのアフリカ入門』白戸圭一，ちくま新書 

 

 

 『パリ移民映画』清岡智比古 白水社 

 『国境を越える現代ヨーロッパ映画 250』野崎歓ほか 河出書房新社 

 『労働者階級の反乱』ブレイディみかこ，光文社新書 

 『グローバリズムという病』平川克美，東洋経済新報社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o ! Meiji を通じてコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

 作品ごとに提出するレポートが 70％，ブック・レポートが 30％で，合計 60％以上を合格とする。授業内容からいって，欠席

はもちろん，遅刻も評価上マイナス。レポートについては，指定された締切りに遅れて提出された場合，減点となります。（た

だし、締め切り日以降の提出できない設定の場合もあります。その時は、課題発表時に必ず告知します。） 

 

 

 
９．その他 

 取り上げる作品やブック・レポートの対象となる本は，変更される場合があります。また，映画館で上映中の作品のレポート

が，課題として求められる場合があります。 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[被爆地・広島の映画入門] 

担当者名 倉石信乃 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「被爆地・広島の映画入門」ゼミ。 

 古くから瀬戸内海の要衝であった広島は，明治維新以降，西国の「軍都」として近隣の呉，江田島とともに協働しながら新

たな発展をとげていきます。なかでも 1897-98 年の日清戦争では，旧・広島城に大本営がおかれ明治天皇がみずから軍の

最高司令官として指揮をとりました。このことは，この都市の性格を規定した出来事でした。それだけでなく，1945 年８月６日

のアメリカによる原爆投下は，広島の軍都としての発展上の，あまりにも悲劇的な帰結といえます。 

 毎年８月になると，カレンダーどおりに原爆災害についての反省と，不戦の誓いが繰り返されます。しかし，戦後「平和都

市」を自ら宣言した広島の誓いと願いとは裏腹に，核廃絶の願いはかなえられていません。たえがたい物理的・精神的苦痛

とともに生き延びてきた被爆者は，戦後 70 年を過ぎ，確実に少なくなっています。 

 今日，被爆という記憶の風化や消滅にいかにして抵抗するか，という問いはきわめて重要性を増していますが，そのことに

正しく応答するのは容易なことではありません。しかしそのような抵抗は，原爆投下の直後から今日まで，さまざまな形で行わ

れてきた営みでした。 

 この授業では，特に「映画」という親しみやすい形式の中で，被爆地・広島がどのように描かれてきたか，また広島をめぐる

記憶の風化や消滅という危機に，どのように抵抗がなされてきたかを，ドキュメンタリー映画と劇映画でたどります。 

 戦後の早い時期から今日までの代表的な作品６〜７本程度を観ることにより，原爆災害の残酷さを確かな追体験として把

握すること。また，被爆という出来事をどのように解釈し次世代に受け渡していこうとしているかについて，作り手の思考に対

する基礎的な理解を得ることを，それぞれ到達目標とします。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション,  

［第２～３回] 映画その１，鑑賞と発表。 

［第４～５回] 映画その２，鑑賞と発表。 

［第６～７回] 映画その３，鑑賞と発表。 

［第８～９回] 映画その４，鑑賞と発表。 

［第 10～11 回] 映画その５，鑑賞と発表。 

［第 12～13 回] 映画その６，鑑賞と発表。 

［第 14 回] 映画その７，鑑賞と発表。全体のまとめ。 

 各回の映画の鑑賞と感想の発表を通じて，映画内容の確かな理解および独自の発見に至ることを目標とします。感想ノー

ト(レポート)の提出方法については，別途指示します。 

 

 
３．履修上の注意 

・広島の近・現代史および原爆災害に関する基本事項を，鑑賞前・鑑賞後に学習しておくこと。 

・映像資料を用いた授業の性格上，遅刻は厳禁。授業開始 20 分を越えた遅刻は欠席とみなします。 

・映像の中には，「死」を直接的に、もしくは衝撃的に扱ったシーンが含まれています。そのことをよく理解し，納得した上で履

修して下さい。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 映画の基本的な理解を助けるために以下のサイトは有益であり，予習・復習に利用して下さい。また参考図書については

授業内で指示します。 

・広島市 HP 原爆・平和 https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/atomicbomb-peace/ 

・広島平和記念資料館 http://hpmmuseum.jp 

・NHK 戦後証言アーカイプス 原爆の記憶ヒロシマ・ナガサキ 

 https://www.nhk.or.jp/archives/shogenarchives/no-more-hibakusha/ 

 

 

 
５．教科書 

 特に指定しません。 
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６．参考書 

 授業内で別途指示します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で指示します。 

 
８．成績評価の方法 

・授業への取り組み，参加態度 30％・レポート 70％として，以上の配点で，合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とし

ます。 

・感想ノート(レポート)の作成にあたり、生成型 AI(ChatGPT など)の使用を禁じます。提出に際し、ご注意下さい。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[朗読・宮沢賢治] 

担当者名 管啓次郎 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

いまからおよそ 100 年前に活動した詩人・作家の宮沢賢治は、近代日本文学のもっともおもしろい文学者のひとりだといって

いい。いま読むと非常に風変わりな言葉も多いが、その発想のひろがりにはしばしば息を呑む。この授業では賢治の作品を

ひたすら朗読する。朗読し、言葉を学び、内容を考える。それは日本語をよりよく知るための道であり、想像力を鍛えるための

練習場だ。 

 
２．授業内容 

［第 1 回] イントロダクション 

［第 2~13 回] 朗読と議論 

［第 14 回] まとめの発表 

 

 
３．履修上の注意 

必ず出席し，議論に参加すること。遅刻厳禁。欠席が４回を超えた場合，いかなる理由があっても単位を与えない。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

特になし。 

 
５．教科書 

富永虔一郎編『宮沢賢治 ほんとは怖い傑作童話選』（言視社）。教科書売り場に人数分を発注するので、必ず購入するこ

と。 

 

 
６．参考書 

授業中に指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

短い課題を数回提示する。また最終レポートを求める。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[空想科学ゼミナール] 

担当者名 柳田理科雄 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 科学とは，理論や知識の集積物ではなく，人間が自らの五感と頭で自然界に近づこうとする営みです。どれほど見事な理

論が構築され，いかに大量の知識が蓄積されようと，目前の現象に疑問を抱き，それを解決しようとする人間がいなければ，

科学は始まりません。巨大なヒーローや怪獣が凄まじいエネルギーをぶつけ合うマンガやアニメの世界では，大自然の姿が

極端なわかりやすい形で現れます。それらに敢えて科学の方法で迫ることによって，自分の感性で疑問を抱き，自分の力で

解決する「科学の経験」を積んでもらいたいと思います。 

［カリキュラムの中での位置づけ] 

 学ぶべきことの多い理工学部のカリキュラムの中で，それらの知識や技能を習得することが，人類の科学と自分の科学にと

って，どのような意味を持つのかを考える。 

［到達目標] 

 自ら疑問を抱き，問題点を発見し，外部に知識や技能を積極的に求め，多数意見や権威に頼るのではなく，自分の頭で

解決することの面白さを実感する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ウルトラマン vs ザラブ星人 

 体重３万 5000ｔ，飛行速度マッハ５のウルトラマンと，２万ｔ，マッハ５のザラブ星人は，空中戦の果てに正面衝突した。この

現象を題材に，運動量と運動エネルギーについて考える。学習目標：運動方程式 

［第２回] スパイダーマン vs アルプスの少女ハイジ 

 アルプスの少女ハイジは周期 12 秒のブランコに乗った。スパイダーマンは手首からクモの糸を出し，ビルの壁面を支点に

振り子運動を繰り返して悪人の車を追いかける。これらについて，画面から得られる情報から，諸量を求める。学習目標：微

分方程式 

［第３回］ 地球は大丈夫か!? マグニチュード 20 の地震 

 スペクトルマンと戦った怪獣モグネチュードンは、マグニチュード 20 の地震を起こす。こうした突飛な数値に出会ったとき

に、その物理的意味を考え、数量感覚を磨く習慣をつける。学習目標：マグニチュードの定義、重力ポテンシャル  

［第４回] 聴け，100 万ホーンの交響曲を！ 

 キン肉マンと戦った悪魔超人ステカセキングは，ヘッドホンになった手足を相手の耳に強引に押しつけ，100 万ホーンの交

響曲を聞かせる。その物理的意味を考える。学習目標：音の大きさの定義、ビッグ・バンのエネルギー 

［第５回] 壁をすり抜けるヒーロー 

 『僕のヒーローアカデミア』の通形ミリオ先輩は、体が物体をすり抜ける。これを可能にする条件を，自然界の４つの相互作

用との関係で考える。また、彼は地面をも地面をもすり抜けて落下する描写があるが、それはどのような運動になるのかを考

える。学習目標：素粒子の標準理論，円運動と単振動 

［第６回] 地球を割るパンチとは？ 

 『Dr. SLUMP』で，少女型ロボット・則巻アラレは，パンチで地球を真っ二つに割った。この行為に，地震の規模と断層のサ

イズの関係を入り口に，公式のない現象にどう立ち向かうかを経験する。学習目標：重力ポテンシャル 

［第７回］ 氷の城に学ぶ熱力学 

『アナと雪の女王』のエルサは，空気中の水蒸気から、総重量３万ｔとみられる氷の城を作った。これにはどれほどの熱を奪う

必要があるかを、相転移と空気の比熱の両面から考える。学習目標：熱力学の第一法則，気体の比熱 

［第８回] ゼットンの火の玉で地球も最終回！ 

 宇宙恐竜ゼットンが吐く直径 １ ｍ ほどの火球は，表面温度がなんと１兆度！ この恐るべき火の玉の実態に迫ることで、

量子力学への入り口を経験する。学習目標：黒体放射 

［第９回] プリキュアの変身は，なぜ悪に邪魔されない！？ 

 『ふたりはプリキュア』の美墨なぎさと雪城ほのかは，実に２分４秒をかけて変身するが，なぜか悪はそれを阻止しようとしな

い。その秘密は，２人を天空に運ぶ光の柱にある。彼女たちを上昇させる力についてを考える。学習目標：粒子性と波動性，

光の運動量 

［第 10 回］ １年以内に 14 万 8000 光年を往復。間に合うか！？ 

『宇宙戦艦ヤマト』で，乗組員 114 人を乗せたヤマトは，光速の 99％の通常航行とワープを繰り返し，イスカンダルまでの 14

万 8000 光年を 1 年で往復した。通常航行で何が起きるかを考える。学習目標：特殊相対性理論 

［第 11 回］ 出たぞ、地球破壊爆弾！ 

ドラえもんは、ネズミを恐れるあまり、四次元ポケットから「地球はかいばくだん」を取り出した。人間大のロボットが持てる大き

さの爆弾で、地球を破壊することが可能かを考える。学習目標：特殊相対性理論におけるエネルギー 

［第 12 回] 空気抵抗を恐れない 
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『天空の城ラピュタ』では，「バルス！」で崩壊した天空の城の破片が海に落下した。海面への落下速度を空気抵抗を視野に

入れて考える。難しいイメージのある空気抵抗が、高校数学で解けることを確認し、自分たちの力に自信を持つ。学習目標：

微分方程式 

［第 13 回] 巨人出現，さあどうする？ 

『進撃の巨人』には、身長３ m～60 m の巨人が登場する。彼らへの唯一の対抗手段である立体機動装置を使った場合、ど

のような運動をするのかを考える。学習目標：座標変換、剛体の運動方程式 

［第 14 回］ 細心かつ大胆に近似 

「近似」というと、一般には「不正確」というイメージがあるが、近似を正しく使うことによって、自然界の法則が明確に浮かび上

がる過程を経験する。学習目標：テイラー＆マクローリン展開、ロケット方程式 

 

 
３．履修上の注意 

僕（柳田理科雄）は本来、マンガやアニメで起こる現象を、科学の視点から楽しく語り、面白く書くことを仕事にするエンタメ系

の人間です。しかし、これは大学の講義なので、科学の楽しさを深いところで味わってもらうために、高校物理・数学＋α の

数式を遠慮なく展開します。いつもの僕を期待して履修すると、たぶんがっかりしてしまうでしょう。エンタメの柳田理科雄は

本や Youtube で楽しんでいただいて、この授業は「数式上等！」という心構えで履修してください。 

 

授業には、関数電卓またはパソコンを持参してください。スマホの関数電卓では対応できません。 

 

この授業は例年、履修希望者が多く、５～７倍ほどの競争率になります。履修できた人は、履修のかなわなかった人の分まで

がんばるつもりで、積極的に参加してください。また、「志望理由」は最大３００字以内にまとめてください。大きく超過するもの

は、選考から外します。 

 

志望理由やレポートの作成では、生成 AI を使わないでください。これは現在のところ「大勢が言っていることを参考に、当た

り障りのない文章を作る」技術で、科学の対極にあるからです。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

予習：初等関数（三角関数、指数関数、対数関数）の微積分、合成関数の微分、置換積分、部分積分の基礎（高校教科書レ

ベル）を確認しておいてください。 

復習：授業で出てきた数式の展開や証明は、学科にかかわらず役に立つと思うので、いつでも自力で再現できるようにしてく

ださい。 

 

 
５．教科書 

指定しません 

 

 
６．参考書 

指定しません 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に出した課題は、机間巡視を通じて理解度を確認し、必要があれば個別に助言・指導します。また、授業のなかで、

全員の問題として取り上げることもあります。 

授業の最後で出した課題（宿題）は、翌週の授業で理解度を確認します。 

 

 
８．成績評価の方法 

学期末のレポートで評価します。評価の基準は，本講の到達目標である（１）問題を発見し，（２）外部に知識や技能を求め，

（３）自分の頭で考えることが実行できているかどうかです。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[ドイツってどんな国?] 

担当者名 松澤淳 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ドイツと聞いて何を思い浮かべますか。荘重なクラシック音楽，難解な哲学やお堅い文学，徹底した環境対策，組織的なサ

ッカー，或いは負の遺産としてのナチズムなどが思い浮かぶかもしれません。このように，ドイツにはどことなく堅苦しいイメー

ジがつきまといます。では，実際のドイツはどのような国なのでしょうか。 

 このゼミナールでは，ドイツという存在をよりよく知るために，皆さんにドイツ・ドイツ人について様々な角度から調べて発表し

てもらいます。例えば，ドイツの州、気候，風土，生活，歴史，産業，文化について調べてもらいます。そして，ゼミナールの

中で発表してもらったテーマに関連する映像，音楽，映画を見たり，聴いたり，観賞したりして，皆さんの発表内容を補強して

いく予定です。ここでは，言葉による認識ばかりではなく，映像などの媒体を通してドイツを視覚的に理解していくことを目的

としているからです。 

 また，ドイツを知るためには，ドイツに関する基本情報をわきまえておく必要もあります。そこで，ドイツの州や州都，ゼミナー

ルで取り上げる都市の名前と位置などの地理的情報などは全員に調べてもらい，地図上で確認を行います。こうして収集し

た情報やデータを，ドイツの歴史を縦糸としヨーロッパや世界各地の出来事を横糸としてドイツという国について考えていきま

す。 

 さらに、ドイツのサブカルチャーもテーマとします。ナチスの時代から現代までのドイツのサブカルチャー事情を辿ってみた

いと思います。どんなドイツが見えてくるでしょうか。 

 このようにこのゼミナールの到達目標は，情報と情報とを有機的に結びつけながら自分なりのドイツを発見することです。 

 あなたが見つけたドイツは最初のドイツと変わりましたか。こうした点も含めて，受講生には一つのテーマを決めてレポート

を書いて提出してもらいます。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション ドイツってどんな国 「あなたのドイツ度をチェックします」 

［第２回] ドイツのサブカルチャー事情１ ナチス時代のアニメーションからコスプレまで 

［第３回] ドイツのサブカルチャー事情２ ドイツのサブカルチャーについてディスカッション 

［第４回] ドイツのサブカルチャー事情３ ドイツのコミックアーティストの作品を読んでみよう 

［第５回] 受講生によるドイツの州の紹介１ 

［第６回] 受講生によるドイツの州の紹介２ 

［第７回] 受講生によるドイツの州の紹介３ 

［第８回] 受講生によるドイツの州の紹介４  

［第９回] 変容するドイツ１ 映画からドイツを考えます 

［第 10 回] 変容するドイツ２ 音楽からドイツを考えます 

［第 11 回] ドイツと日本１ ドイツの小説とマンガ「みえない雲」を読んでみよう 

［第 12 回] ドイツと日本２ 映画「みえない雲」を観よう 

［第 13 回] ドイツと日本 3 小説とマンガと映画が表現するドイツと日本とは 

［第 14 回] あなたのドイツ：レポートの概要発表とディスカッション 

 

 
３．履修上の注意 

 受講生はテーマに従って，個人・あるいはグループでゼミナール中に発表してもらう機会を設けます。プレゼンテーション

の仕方も含めて発表のための準備が必要となります。 

授業の最後には，毎回，その回のテーマに即した発表，あるいは小レポートやリアクションペーパーを全員に書いてもらいま

す。 

また，最終回には，ドイツについての一つのテーマを決めレポートを提出してもらいます。自分がゼミの中で発表したテーマ

でも，新たに見つけ出したテーマでも構いません。ただし，事象，状況の説明だけではなく，歴史的な背景から考えたり，他

国との比較などから「あなたのドイツ」を論じたりしてみてください。 

ドイツが好き，ドイツに興味がある方，受講をしてみてください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 担当のテーマは，聞く人の興味を引くような発表の準備を願います。指定された資料は期日までに読むようにしてくださ

い。 
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５．教科書 

 プリントを配布します。 

 

 
６．参考書 

 阿部謹也 『物語ドイツの歴史 ―ドイツ的とは何か』（中公新書） 

 池内 紀 『ぼくのドイツ文学講義』（岩波新書） 

 菊池良生 『神聖ローマ帝国』（講談社現代新書） 

 G・パウゼヴァング 『みえない雲』（小学館文庫）  

 Ａ・ハーゲ 『コミックみえない雲』（小学館文庫） 

  

 ゼミナールの中で紹介していきます。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出の課題についてはクラスフェブのアンケート、レポート、ディスカッションなどからフィードバックを行います。 

 
８．成績評価の方法 

 時間毎の口頭発表，レポートを計 70 点，最終のレポートを 30 点として，総合的に評価します。60 点以上を合格とします。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[場所のコミック] 

担当者名 原瑠美 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

誰にでもある好きな場所、愛着のある場所。それは砂漠、海、大都市東京かもしれないし、廃墟やジャングルという人もいる

だろう。この授業では学生それぞれが気になる場所についてのコミックを制作することを通して、なぜその場所に惹かれるの

かを考え、その場所に対する新しい視点を見出すことを目指す。授業では「都市」、「風景」、「時空間」の３つのテーマに沿っ

て多様な作者によるコミック作品を例として分析しつつ、コミック制作の基礎を学んでいく。学生には社会、政治、歴史、環境

問題などの観点から場所についての調査を行い、オリジナルの短編を書く／描く経験を積むとともに、発表・講評を通して自

他の作品に対する建設的な批評をする力をつけることも求められる。 

 

授業の目標： 

1. 絵と文章を組み合わせて明確に物語を読者に伝えることができる。 

2. コミック制作のプロセスを理解し、実践できる。 

3. 自分の意見とその理由、よりよくするための提案を明確にした建設的な作品批評ができる。 

 

 
２．授業内容 

第１回：イントロダクション、自己紹介コミック制作、アーバンスケッチ講評、次回の説明 

第２回：コミ句を作ろうー制作・発表・講評 

第３回：課題１（都市）作品例の紹介・分析、各自制作 

第４回：課題１（都市）各自制作 

第５回：課題１（都市）発表・講評 

第６回：課題２（風景）作品例の紹介・分析、各自制作 

第７回：課題２（風景）中間発表、各自制作 

第８回：課題２（風景）各自制作 

第９回：課題２（風景）発表・講評 

第１０回：課題３（時空間）作品例の紹介・分析、各自制作 

第１１回：課題３（時空間）各自制作 

第１２回：課題３（時空間）中間発表、各自制作 

第１３回：課題３（時空間）各自制作 

第１４回：課題３（時空間）発表・講評 

 

最終課題の講評をもとに修正した最終版の提出をもって期末試験の代わりとする。 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

絵を描くウォームアップとして、アーバンスケッチ（街中で実際の景色や人物などをスケッチすること）を３点やってみる。所要

時間は 10-20 分程度が目安。どんな絵が「うまい」かというのは主観的なものなので気にする必要はなし。それよりも自分らし

く丁寧に描くことをこころがけてみてほしい。画材、紙などは自由だが、この機会にスケッチブックを一冊買ってみては。完成

したスケッチ３点は第１回目の授業に持参すること。 

 
５．教科書 

なし 

 
６．参考書 

『スペース・ドローイング入門』ドン・キンホ著、金智恵訳（マール社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に適宜フィードバックを行う。課題提出後にコメントも返す。 

 
８．成績評価の方法 

課題１（都市） 20% 
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課題２（風景） 25% 

課題３（時空間） 30% 

平常点 25%（準備学習の成果や授業中に実施する実習成果物を含む） 

 

欠席は３回まで可とする。４回以上の欠席はよほどの理由がない限り不可。15 分以内の遅刻は２回で欠席１回、15 分を超え

る遅刻は欠席１回とみなす。ただし交通機関遅延などやむを得ない理由がある場合を除く。 

 

 
９．その他 

 特になし 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[科学を哲学する] 

担当者名 中根美知代 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

（概要）科学（工学を含む）を学んでいても、「科学とは何か」を意識する機会はほとんどない。それは、この問いが哲学の課

題であり、考察にあたって科学の歴史に関する知識が必要だからである。この問いへの答えを探りながら、人文系の学問で

の問題意識や議論の仕方、科学の歴史を学んでいく。 

（到達目標）自然科学の特徴を自覚した上で、理系の学問を学び、研究することができる。文系・理系の学問には共通の基

盤があることが理解できる。専門外の本に親しむための素養が身についている。 

 

 
２．授業内容 

 数学や物理学の大きな転換期である 19 世紀末から 20 世紀初めにかけて、「万能選手」と称せられるほど多方面に、しか

も重要な研究成果を挙げたアンリ・ポアンカレ(1854-1912)は、科学という行為の根源について考察し、哲学的な著作を複数

残している。これらは、当時の広い範囲の人々に大きな影響をあたえていた。この授業では『科学と仮説』をとりあげ、彼の思

索をたどっていく。 

 毎回担当者に分担個所の内容を紹介してもらった上で、参加者で議論し、理解を深めていく。 

［第１回] 概要の説明 

［第２回] 数学的推論の本性について 

［第３回] 数学的量と経験 

［第４回] 非ユークリッド幾何学 

［第５回] 空間と幾何学 

［第６回] 経験と幾何学 

［第７回] 古典力学 

［第 8 回] 相対的運動と絶対的運動 

［第 9 回] エネルギーと熱力学 

［第 10 回] 物理学における仮説 

［第 11 回] 現代物理学の諸理論 

［第 12 回] 確率計算 

［第 13 回] 光学と電磁気学 

［第 14 回] 電気力学 物質の終わり 

 

 
３．履修上の注意 

 一番重要なのは出席し、授業に参加して発言することである。そのためには、発表担当者でない時も、教科書を読んで準

備しておく必要がある。そのつもりで受講すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 発表担当者は、分担部分をきちんと紹介できるよう、レジュメを作成して、準備しておくこと。担当しない場合は、授業中に

質問できるように準備し、担当者の指示にしたがってディスカッション欄に書き込んでおくこと。いずれも与えられた文献の当

該箇所を読むだけでなく、関連する文献や WEB での情報に当たっておくこと。 

 
５．教科書 

アンリ・ポアンカレ著 『科学と仮説』 伊藤邦武訳（岩波文庫）または南條郁子訳（ちくま学芸文庫）。 

受講生と相談の上、どちらを教科書とするか決定する。教科書でないほうを参考書とする。 

 
６．参考書 

『科学革命の構造』（新版） トマス・S・クーン 青木 薫訳（みすず書房） 

その他、議論の展開に応じて、授業中に紹介する。 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 報告や発言で不備があれば、授業中指摘し、必要があれば、次回の授業時に修正したり追加説明したりすることを求め

る。 
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８．成績評価の方法 

 履修者は発表とディスカッションの司会を少なくとも１回行うこと（50％）。最終レポート提出（20％）。ディスカッションへの参

加態度（30％）。 

 
９．その他 

受講生の興味や予備知識を見たうえで、『科学と仮説』全体ではなく、その中のいくつかの話題を取り上げるように計画全体

を変更する可能性がある。 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[声の思想] 

担当者名 高山花子 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

現在わたしたちが「声」と呼んでいるものはいったいどこからやってくるものなのか？西洋哲学において人間の理性的な言語

＝ロゴスを力強く支えてきた声をめぐる思想は、実際のところ、古代ギリシア以来、テクノロジーのめくるめく革新の歴史ととも

に変化しつづけている。この授業では、印刷技術が普及する以前の口頭伝承や叙事詩の時代の背景知識、言語に必ずしも

還元できない声のありよう、とりわけ語りをめぐる現代思想、そして近年の広義の「アート」における声の使用を概観する。ホメ

ロス、ヴォーカロイド、ドゥルーズ、石牟礼道子、ベケットなど、時代と地域を越えて、関連する事例をなるべく多く取り上げ、理

論と実践のたえまない緊張関係について、思想史的にたどってゆくことを試みる。 

 
２．授業内容 

［第１回］視覚的な言葉、聴覚的な言葉 

［第２〜４回］声と記憶：詩人とは誰か、韻律の効果と歌の変容、録音から編集へ 

［第５〜７回］非-言語としての声：叫び、沈黙、セクシュアリティ、子ども、動物、機械 

［第８〜９回］映像作品の鑑賞と解説 

［第１０〜１２回］語りの理論：言説、ナラティヴ、おしゃべり 

［第１３〜１４回］声の現在：映画と朗読、舞台とノイズ、環境と音楽 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業中にさまざまな音楽を紹介するので、とくに授業のあとには、復習として、インターネットを活用して、音源を聞いてみてく

ださい。たとえば、Steve Reich, "Music for 18 Musicians"（1976）など。Daft Punk, “Infinity Repeating (2013 demo)”（2023）

のように、英語の歌も取り上げる予定なので、辞書を使う準備をしてきてください。（単語や意味、発音の調べ方はお伝えしま

す） 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o ! Meiji を通じてコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

学期末レポートで評価します。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 総合文化ゼミナール[写真を考える・写真で考える] 

担当者名 篠田優 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業の主なモチーフは「写真」です。わたしたちは日々を生きるなかで膨大な量の写真を目にしています。街で、部屋

で、モニターで、そこかしこで出会うそれらに対して、注目したり無視したりしています。わたしたちはいま、写真に一切関わる

ことなく生きていくことがほとんどできないといっても、おそらく過言ではありません。 

そのようにしてわたしたちの日常と密接に関わっている写真というモノを、みんなで考えてみようということがこの授業のテーマ

となります。ですが、ただ写真を眺めるだけ、関連した書籍を読むだけではなく、あるトピックのもとで実際に手や体を動かし

て写真を撮り、生活空間のなかからそれに適した写真を探し出すというプロセスを通して、考えてみようと思っています。以下

の二つは、この授業におけるそれぞれのプロセスを経たのちに到達を希望する目標です。 

 

① 授業内で議論されたトピックをもとに参加者各自で写真を撮影し、発表する。そのことを通じて、写真撮影の具体

的な方法を体験し、理解すること。 

② 授業内で議論されたトピックに関連すると思われるイメージを、身のまわりにあるニュース記事や広告など、他者が

撮影した写真のなかから見つけ出し、発表する。そのことを通じて、社会に流通する写真イメージへの意識的かつ批評的な

まなざしを身につけること。 

 

 
２．授業内容 

① イントロダクション 

② トピック１：The Things Itself 

③ 写真技術小史 

④ トピック１：発表 

⑤ トピック２：The Detail 

⑥ 写真表現小史 

⑦ トピック２：発表 

⑧ トピック３：The Frame 

⑨ トピック３：発表 

⑩ トピック４：Time 

⑪ トピック４：発表 

⑫ トピック５：Vantage Point 

⑬ トピック５：発表 

⑭ 総評 

 

 
３．履修上の注意 

本授業は写真についての知識や撮影の経験を特に必要としません。なお、課題をおこなう際には写真を撮影することのでき

る機器（携帯電話のカメラ機能やデジタルカメラなど）が必要となりますが、デジタルデータが取得できるものであればその性

能や型の新旧は問いません。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業内で紹介し、議論したトピックをふまえて、授業外で撮影などをおこなってもらいます。 

 
５．教科書 

・『The Photographer's Eye』John Szarkowski 著（The Museum of Modern Art）２００７年 

上記は本授業で使用するテキストですが、必要となる部分はすべて授業内で紹介します。 

 

 
６．参考書 

・『映像の修辞学』ロラン・バルト著（筑摩書房）２００５年 

・『カラー版 世界写真史』飯沢耕太郎監修（美術出版社）２００４年 

・『インスタグラムと現代視覚文化論――レフ・マノヴィッチのカルチュラル・アナリティクスをめぐって』久保田晃弘／きりとりめ

でる訳・編著（ビー・エヌ・エヌ新社）２０１８年 

このほかにも本授業の内容に関連し、参考となる図書については授業内で紹介します。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内にてコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

各トピックにおける課題発表と提出によって採点します（２０％×５回）。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[「こころをデザインする」] 

担当者名 井上善幸 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 このゼミのテーマは〈心的装置〉です。素材は，20 世紀に書かれた短篇小説です。 

 人間の〈こころ〉を取り上げますが，必ずしも心理学に還元するのではなく，ある種の思考機械，もしくは音楽機械として考

察したいと思います。心理学ではなく，ある種のテクノロジーとの関連で考えたいのです。とりわけ思考と無意識を問題にしま

す。 

 取り上げる作家は，サミュエル・ベケットとホルヘ・ルイス・ボルヘスの二人です。ベケットはアイルランド出身で，英語とフラ

ンス語で執筆し，フランスで活躍しました。ボルヘスはアルゼンチンの作家で，スペイン語で執筆しました。二人とも，20 世紀

を代表する大変重要な作家です。 

 この二人の作家は一見すると類似点が多い印象を受けますが，よくみると大きな違いがあります。ボルヘスは人間の知性と

記憶（mind）に関心を向け，ベケットは人間の無意識的領域（mind-lessness）により多くの比重を置いているように思えます。 

 「バベルの図書館」も『人べらし役』も，とくに人間のこころが問題になっているようには見えないかも知れませんが，このゼミ

では，この二つの小説を，心（あるいは頭蓋）そのものが，そのメカニズムが，テクノロジーとの類比において考案されている

のではないか，という可能性を検討します。 

 受講生の皆さんには，このゼミを通して，ここで取り上げる作家が，人間の心のメカニズムとそこに映る世界をどのようにとら

え，それをどのように個性的に表現しているのかを考える機会にしてほしいと思います。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション―こころ（mind）について 

［第２回] 書字的テクノロジーとしての記憶術（全五回） 

［第３回] ボルヘス「バベルの図書館」（一） 

［第４回] ボルヘス「バベルの図書館」（二） 

［第５回] デリダ「差延」 

［第６回] イェイツ『記憶術』 

［第７回] ボルヘス「バベルの図書館」（三） 

［第８回] 秘術の実践としての音楽（全五回） 

［第９回] ベケット『人べらし役』（一） 

［第 10 回] ベケット『人べらし役』（二） 

［第 11 回] バーネット「ピタゴラス」（『ギリシア哲学』より） 

［第 12 回] ショーペンハウアー『意志と表象としての世界』 

［第 13 回] ベケット『人べらし役』（三） 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 文章やイメージを大切にしつつ，さまざまな細部を次第に大きな思考へと結合させていく創造的知性を育ててほしいと願っ

ています。 

 必要に応じてオリジナルの言語ではどのような言葉が用いられているかを示し，理解の大切な手掛りとします。原文は翻訳

に比して，常に豊かな謎と発見とを秘めていることを実感してほしいと思います。 

 ゼミの中では活発な議論を望みます。疑問点や意見などを積極的に発言して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 準備学習としては，配布する資料をあらかじめ読み，気づいたことや疑問点などをチェックしておいていただければ，確実

に興味が増します。またベケットとボルヘスがどのような作品や仕事を残しているのかをあらかじめ調べておくのも大変有益

です。テーマによっては，担当を決め，短いプレゼンテーションをおこなってもらうことも考えています。 

 

 
５．教科書 

 テーマに応じてプリントを配布します。 
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６．参考書 

 ベケット『短編小説集』（白水社） 

 ベケット『ジョイス論／プルースト論』（白水社） 

 ボルヘス『伝奇集』（岩波文庫，集英社など） 

 ボルヘス『続審問』（岩波文庫） 

 イェイツ『記憶術』（水声社） 

 デリダ『エクリチュールと差異』（法政大学出版局） 

 デリダ「差延」『哲学の余白』（法政大学出版局） 

 ショーペンハウアー『意志と表象としての世界』（中央公論新社など） 

 ユング『分析心理学』（みすず書房） 

 ライプニッツ『ライプニッツ著作集』（工作舎） 

 井上善幸・近藤耕人（編）『サミュエル・ベケットと批評の遠近法』（未知谷） 

 Samuel Beckett, Le Dépeupleur. Paris, 1970. 

 Samuel Beckett, The Lost Ones. New York, 1972. 

 Jorge Luis Borges, Ficciones. Buenos Aires, 1944. 

 Jorge Luis Borges, Labyrinths: Selected Stories and Other Writings. Harmondsworth, 1987. 

 John Burnet, Greek Philosophy: Thales to Plato. London, 1932. 

 Jacques Derrida, L'Écriture et la différence. Paris, 1967. 

 Jacques Derrida, 'Différance', Margins of Philosophy. Chicago, 1982. 

 C. G. Jung, Analytical Psychology. London, 1968. 

 Arthur Schopenhauer, The World as Will and Representation. Indian Hills, 1958. 

 Frances A. Yates, The Art of Memory. London, 1966. 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中にその都度解説します。 

 
８．成績評価の方法 

 出席はもちろん大変重要ですが，毎回のゼミでの発言・発表（30％）と，このゼミに対する理解度（20％），および終了時に

提出してもらうレポート（50％）で総合的に評価します。 

 総合得点の 60％以上を合格とします。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[多摩川文化圏を考える] 

担当者名 杉本裕代 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 多摩川流域をひとつの文化圏としてとらえ、その地域性の面白さを議論します。私たちのキャンパスもその一部である、多

摩川流域には、東京の中心部とは異質な成り立ちでありながら、かといって、定型化されがちな「郊外」の画一性や没場所性

(placelessness)では必ずしも説明できない、面白さや豊かさがあります。「東京のはずれ」の文化・歴史をまなび、様々な切り

口で捉え、そこに際立つ斬新さや独自性を探求するゼミナールです。 

 たとえば、多摩川には、小田急線に始まり、京王、東急、JR と多くの鉄道路線が都心から伸びています。それぞれの来歴

や沿線施設を考えるだけでも、多くの発見があるでしょう。多摩川にまつわる様々な風景と、そこにいる人々の小さくとも多様

な決断・行動を考察していきましょう。 

 最終的には、みなさんが、この地のユニークさや面白さを発見し、自らがこのキャンパスで学ぶ意義を実感することが、この

授業の目標です。 

 

達成目標 

・多摩川流域の文化に関する知識を学び、この地域の特徴を自分の言葉で説明できる 

・歴史や文化について学び、それらと現代日本への関連性を考察する 

・歴史的・社会的な知識や文脈をふまえた上で、対象となる事象の意義や価値を見つける 

・地域から文化や社会を学び、生田キャンパスで学ぶ意義や可能性を考える 

 

 
２．授業内容 

 授業担当者の専門領域である、アメリカ文学・文化研究をヒントにしながら、以下のようなトピック（場所）を中心に議論を進

めます。 

 基本的に授業２回で１ユニットとし、資料購読とディスカッションを行います。資料購読（英語・日本語）は、小説や広告・地

域の記録などです。 

 まとめとして、各人の視点で多摩川についての論考を発表します。発表の形態は、ポスターを A４・１枚程度に図・イラスト等

と文章で作成し、それをクラスで１冊の冊子にまとめます。 

 

 

第 1 回 イントロダクション 川から文化を考える 

第 2 回 ハワードの田園都市構想と多摩川① 資料購読：ウィリアム・モリス 

第 3 回 ハワードの田園都市構想と多摩川② ディスカッション 

第 4 回 農村と市民社会のあわい① 資料購読：生田の土地開発 

第 5 回 農村と市民社会のあわい② ディスカッション 

第 6 回 多摩川と「アメリカン・ウェイ・オブ ・ライフ」① 資料購読：米軍基地 

第 7 回 多摩川と「アメリカン・ウェイ・オブ ・ライフ」② ディスカッション 

第 8 回 多摩川と子ども文化 ① 資料購読：川崎セツルメント運動 

第 9 回 多摩川と子ども文化 ② ディスカッション 

第 10 回 多摩川と鉄道文化 ① 資料購読：向ケ丘遊園、京王閣、二子玉川 

第 11 回 多摩川と鉄道文化 ② ディスカッション 

第 12 回 冊子づくり①  編集会議 

第 13 回 冊子づくり②  ページ作成作業 

第 14 回 全体討議 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

各回ごとに用意する資料を前の週に配布しますので、各自で読んでくること。 

各回の報告者に指名された場合は、初回に説明する方式で簡単なレジュメを作成する。 

 

 
５．教科書 

教員がプリントを用意します。 
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６．参考書 

ウィリアム・モリス『ユートピアだより』岩波文庫 

加古里子『かわ』(こどものとも絵本)福音館書店 

佐藤光『よみがえる田園都市国家 ――大平正芳、Ｅ・ハワード、柳田国男の構想 』(ちくま新書 1716) 

原 武史『地形の思想史』角川書店 

フェルナン・ブローデル『〈普及版〉 地中海』全５巻 藤原書店 

三浦展『東京田園モダン』洋泉社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、授業中にフィードバックを行う。 

冊子づくり、ミニ・レポートについては、総評をオンラインで共有する。 

 

 
８．成績評価の方法 

各回へのレスポンス・ペーパー 20％ 

授業での議論への貢献度 20％ 

ポスター作成（A４・１枚） 30％ 

期末ミニ・レポート（A４・１枚程度） 30％ 

 

 
９．その他 

キャンパス内の平和教育登戸研究所資料館の見学も計画する予定です。 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[アーティストブックとジンの世界] 

担当者名 原瑠美 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業ではアーティストブックとジンの制作を通して製本技術の基本と小規模出版の実践を学ぶ。作品制作から発表・講

評までを行い、自他の作品に対する建設的な批評ができることも目標とする。前半（課題１）はアーティストブックとして手描き

またはコラージュ作品をまとめたアコーディオンブックを作る。製本用の針と糸を使い、スケッチブックも作成する。後半（課題

２）はジンとして本文 8-12 ページの冊子を 20 部作る。 

 

アーティストブックの制作ではボーンフォルダーや製本用のりなどの製本用品が必要となる。ジンの制作では Adobe 

InDesign と Photoshop を使用するため、通常教室とは異なる 0508 教室（情報処理教室 2）を利用する回がある。学内 PC で

Adobe を使用する場合は各自 Adobe ID を作成する必要がある。 

 

授業の目標： 

1. 自分の作品や研究成果などを手作りの本という形にまとめることができる。 

2. 製本技術の基本を理解し、実践できる。 

3. Adobe InDesign と Photoshop の基本的な操作ができる。 

4. アーティストブックとジンの発表・販売方法を理解できる。 

5. 自分の意見とその理由、よりよくするための提案を明確にした建設的な作品批評ができる。 

 

 
２．授業内容 

第１回：イントロダクション、自己紹介ゲーム、課題１（アーティストブック）の解説、サンプル紹介 

第 2 回：課題１（アーティストブック）実演、練習、制作 

第３回：課題１（アーティストブック）各自制作 

第４回：課題１（アーティストブック）中間発表 

第５回：課題１（アーティストブック）各自制作 

第６回：課題１（アーティストブック）最終発表、講評 

第７回：課題１（アーティストブック）スケッチブック制作、課題２（ジン）の解説 

第８回：課題２（ジン）サンプル紹介、本の解剖学、InDesign & Photoshop 紹介（0508 教室） 

第９回：課題２（ジン）各自制作 

第１０回：課題２（ジン）中間発表 

第１１回：課題２（ジン）InDesign 実演、各自制作（0508 教室） 

第１２回：課題２（ジン）各自制作（0508 教室または通常教室） 

第１３回：課題２（ジン）最終発表、講評 

第１４回：課題２（ジン）最終発表、講評 

 

講評を経て手直しした完成版のアーティストブックとジンの提出をもって期末試験の代わりとする。 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

第１回目の授業に必要な下記のものを準備して持参すること。 

A4 程度の無地の紙 10 枚程度（コピー用紙など絵が描きやすいものであればなんでも OK）、セロテープ、筆記用具（鉛筆ま

たはシャーペン、消しゴム、サインペンもあるとよい） 

 

課題１（アーティストブック）に必要な下記のものを用意するか、入手経路を確認しておくこと。授業に持参するのは第２回から

でよいので、わからないことがあれば第１回の授業で確認して OK。 

スケッチ用紙（スケッチブックでも可）、はさみ、カッター、のり、マスキングテープ、ボーンフォルダー（骨ベラ）、カッティングマ

ット、カッター用の定規（ただ長さを計るだけのものより分厚かったり指ガード＆滑り止め付きだったりするものが安全でよい） 

 

課題１（アーティストブック）には下記のものも必要になるが、自分が制作する本の内容がある程度決まってから準備するのが

よいので事前購入はせずに下調べだけしておくこと。 

製本に使う紙、製本用のり、製本用の針と糸、製本用千枚通し 
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５．教科書 

なし 

 
６．参考書 

なし 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に適宜フィードバックするほか、課題提出後のコメントも返す。 

 
８．成績評価の方法 

課題１（アーティストブック） 40％ 

課題２（ジン）40% 

平常点 20% 

 

欠席は３回まで可とする。４回以上の欠席はよほどの理由がない限り不可。15 分以内の遅刻は２回で欠席１回、15 分を超え

る遅刻は欠席１回とみなす。ただし交通機関遅延などやむを得ない理由がある場合を除く。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[映画の中の「パリ」] 

担当者名 清岡智比古 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

映画の中の「パリ」 

 まず最初に知っておいて欲しいのは、このゼミはかなりレポートが多い、ということです。そういう前提で、以下を読んでくだ

さい。 

 

 このゼミは，パリを描いた映画を見て，その分析を行いながら，（大げさに言えば）今の世界の状況を理解していくことを目

指します。ただ…… 

 パリ，と聞くと，金髪の男女が恋を語り，おしゃれを楽しみ，ワインを飲み比べ，おいしいフランス料理を食べている……，と

いうようなイメージが浮かぶかもしれません。朝のクロワッサン，午後のカフェのテラス，夜はオペラ座でのコンサート，あるい

はサン・ジェルマン・デプレのビストロでワインを傾ける，とか。 

 たしかにそうした「パリ」もないわけではありませんが，それはいわば，日本（やフランス）のメディアがみんなでなんとか支え

ている幻想，という面もあります。だからこのゼミでは，こうした「パリ」にはほとんど触れません。では，どんな「パリ」を見ようと

いうのか？ 

 それは端的に言えば，多様な文化の交差点としてのパリです。アフリカから，カリブ海から，アジアから，様々な理由でパリ

にやってきた人々。そして今，彼らの存在抜きに，パリを語ることはできません。こうした状況を，映画を中心に，ポップ・ミュー

ジック，アート，などを通して見てゆこうというのが，このゼミのテーマです。当然，ストリート・ヴューも大活躍します。（こうしたこ

と全体の背景には，グローバリゼーション/グローバリズムの問題があります。この点も考えてゆきます。） 

 街歩きが好き。都会が好き。異文化に興味がある。パリに興味がある。日本語世界に閉じこもらない，広い視野が欲しい。

「現代」について考えてみたい……。こんな人は大歓迎です。 

 ただし，「今」を理解するには，どうしてもある程度「過去」を知る必要があります。たとえば映画 1 本について、（そうした「過

去」についての）予習と、見終わった後の分析レポートと、授業後の最終コメントが課されるので、最初に書いた通り、レポート

の数は多くなります。 

 また、映画の分析方法についても、ある程度詳しく紹介します。その方法を身につければ、アマゾン・レヴュー的な「感想」

を超えた次元で、映画を見る（分析する）ことができるようになります。これは、誰にとっても初めてのことでしょうから、もちろん

最初は説明します。レポートを書く中で、その方法を試してみてください。（「正解」があって、そこに行く方法を考えるのでは

ありません。いわば、新しい「正解」を見つけ出すイメージです。） 

 レポートは多いし、やることの多いゼミですが、このゼミに積極的に取り組んでくれれば，いつかみなさんがパリを訪れると

き，観光ガイドをはるかに超えた次元でパリを経験することができることは、お約束します。また、映画の見方も変わるはずで

す。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] パリの城壁 

［第３，４回] 『パリ，ジュテーム』～パリのさまざまな移民たち，フランス移民政策 

［第５，６回] 『黒いスーツを着た男』～モルドヴァ移民とワーキング・クラスの白人 

［第７，８回] 『最強のふたり』～アフリカ系移民とブルジョワ 

［第９，10 回] 『サンバ』～「フランス」を救うセネガル移民 

［第 11，12 回] 『戦争より愛のカンケイ』～ユダヤ人とアラブ人 

［第 13 回] 『奇跡の教室』～移民，共生社会の関係について 

［第 14 回] 『ガールフッド』 〜アフリカ系女子中学生のシスターフッド 

 

 

 
３．履修上の注意 

◆この授業は、   Amazon Prime に登録していること    が、履修のための条件となります。 

 

（ただ、授業で見るすべての映画が、Amazon Prime にあるわけではありません。Amazon Prime にはない映画を見る 

授業を欠席した場合は、自分で他の配信サービスなどを利用する必要が生じる場合があります。） 

 

 

「教科書」の項目も見てください。 
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＊Amazon Prime Student について 

費用は月 300 円で、初期無料期間も設定されています。作品によっては、別途料金がかかることもあります。 

この方法で鑑賞が可能だということを確認してから、履修するように注意してください。 

 

 

◆授業では，さまざまなレポートを書くことが求められます。 

  映画を見る前の調べもの，映画を見た後の分析レポート（800～1200 字程度）、そしてブック・レポートもあります。これらを

すべて合わせると，15 本を越えるレポートを書くことが求められます。 

 

 

◆分析レポートについては，「恋愛」とか「友情」とかいうような，いわば前景の物語についての「感想」ではなく，時代や地域

性など，映画の背景を踏まえて書くことがより重要です。（もちろん，書き方は説明します。また，最初はうまく書けなくても構

いません。こちらからのコメントがありますから，それを参考にして，だんだん「分析」的になっていくことが期待されていま

す。） 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 映画等の作品読解も大事ですが，その背景となった事情を理解することが大切です。 

 したがって，そうした背景を，調べておくことが求められます。 

 

 
５．教科書 

「履修上の注意」でも触れたとおり、この授業は、 

 

Amazon Prime に登録していること   が履修のための条件となります。 

 

これを、「教科書」の代わり、と考えてください。 

 

 

 
６．参考書 

 『エキゾチック・パリ案内』 清岡智比古，平凡社新書（840 円） 

 『パリのすてきなおじさん』 金井真紀，柏書房（1600 円） 

 『となりのイスラム』 内藤正典，ミシマ社（1600 円） 

 

 

 『パリ移民映画』 清岡智比古，白水社 

 『パリを歩く』 港千尋，NTT 出版 

 『グローバリズム以後』 エマニュエル・トッド，朝日新書（780 円） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o ! Meiji を通じてコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

 各テーマごとのレポートが 70％，ブック・レポートが 30％。合計 60％以上を合格とする。授業内容からいって，欠席はもち

ろん，遅刻も評価上マイナス。またレポートについては，指定された締切りに遅れて提出された場合，減点となります。（ただ

し、締め切り日以降の提出できない設定の場合もあります。その時は、課題発表時に必ず告知します。） 

 

 
９．その他 

 取り上げる作品は，変更される場合があります。また，劇場に映画を見に行く課題が出ることがあります。 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[21 世紀のはじめ方] 

担当者名 鞍田崇 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

21 世紀のはじめ方，それがこの講義のテーマ。 

 

DIY（Do It Yourself）やセルフビルドなど，近年暮らしのあり方を自分の手で創造していくことに注目があつまっています。他

方で、東京などの都市部ではなく、地方で働くことを選ぶ若者もふえてきています。いずれも、与えられたライフスタイルや既

存の価値観を鵜呑みにするのではなく，多くの人が，社会と暮らしの別の選択肢（オルタナティヴ）を求めていることの現れと

みることができるでしょう。 

 

そうした動向と連動して，いま注目を集めているのが「民藝」です。ここでは，あらためていまなぜ「民藝」かの検討を通して，

新しい世紀にふさわしい，新しい暮らしの〈かたち〉について考えていきます。 

 

授業では、講義形式のレクチャーのほか、現地実習としてデザインリサーチも行ない、身近な生活空間にひそむ価値をみず

から発見する「まなざし」の獲得をめざしていきます。 

 
２．授業内容 

[第 １回] プロローグ 

[第 ２回] 「私」に還る 

[第 ３回] いまなぜ民藝か １ 民藝をめぐる旅 

[第 ４回] いまなぜ民藝か ２ 民藝の共感 

[第 ５回] 日本民家園 デザインリサーチ１ 

[第 ６回] 日本民家園 デザインリサーチ２ 

[第 ７回] 日本民家園 デザインリサーチ３ 

[第 ８回] いまなぜ民藝か ３ 民藝の思想① 

[第 ９回] いまなぜ民藝か ４ 民藝の思想② 

[第１０回] 生田キャンパス デザインリサーチ１ 

[第１１回] 生田キャンパス デザインリサーチ２ 

[第１２回] いまなぜ民藝か ５ 民藝の使命 

[第１３回] いまなぜ民藝か ６ 民藝の実践 

[第１４回] 総合討論 

 
３．履修上の注意 

特に予備知識は必要ありません。 

なお、本講義の内容とおおいに関係するものとして，全学共通総合講座「環境人文学Ⅰ：ローカル・スタンダードをデザイン

する」（春学期・駿河台），「環境人文学Ⅱ：インティマシーをデザインする」（秋学期・駿河台）があります。都合のつく人は履

修せずとも、いつでもモグリに来てください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

学期中、講義形式のあいだに、「日本民家園」ならびに「生田キャンパス」での現地実習（デザインリサーチ）もします。 

リサーチはグループ形式で行ない、授業内で、プレゼンしてもらいます。 

 

 
５．教科書 

『民藝のインティマシー「いとおしさ」をデザインする』 

鞍田 崇 著 

明治大学出版会 

2015 年 

 

 
６．参考書 

 鞍田 崇／編『〈民藝〉のレッスン つたなさの技法』（フィルムアート社，2012 年） 

 大西暢夫／著『ホハレ峠 ダムに沈んだ徳山村 百年の軌跡』（彩流社，2020 年） 
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 井上岳一／著『日本列島回復論―この国で生き続けるために―』（新潮社，2019 年） 

 三谷龍二／編『「生活工芸」の時代』（新潮社，2014 年） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

リサーチ成果は授業内でグループごとに発表してもらい、適宜コメントをします。 

 
８．成績評価の方法 

学期中２回、デザインリサーチをします。 

また学期末にレポート課題を出します。 

成績評価上の割合は，デザインリサーチ１：30％、デザインリサーチ２：30％，学期末レポート：30％，平常点（ディスカッション

への参加等）10％。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[生田キャンパスと登戸研究所] 

担当者名 清水則夫 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生田キャンパスに存在する，「明治大学平和教育登戸研究所資料館」をいとぐちにして，技術と社会の関わりや，過去の歴

史と現在の関係を考えてみたいと思います。 

 知っている人もいると思いますが，かつてこのキャンパスには，大日本帝国陸軍の第九陸軍技術研究所，通称登戸研究所

があり，秘密戦と呼ばれるジャンルに関する軍事的研究を行っており，たとえばここで印刷された偽札が，実際に当時の中国

大陸に持ち込まれたりもしました。その意味では，このキャンパスそのものが戦争遺跡と言えますし，実際，当時のままの遺構

や遺物も，キャンパス内に今もなお点在しています。 

 こうした過去を持つ土地に理工学部が存在するということは，学問をするうえで極めて大きな意味を持っています。軍事に

限らずとも，技術が社会生活におよぼす影響力は非常に大きなもので，その実例は歴史上数えきれないほどありますが，私

たちはまさしくそうした実例の一つを，遠方まで探しにいくまでもなく，すぐそばに持っていることになるからです。 

 そこでこのゼミでは，この貴重な実例である「明治大学平和教育登戸研究所資料館」を見学して生田キャンパスの歴史を学

び，それを糸口に，学問的研究と社会との関わりにおける様々な問題について，事例を通じて理解を深めていきたいと思い

ます。 

 これから理工系の学問を深めていくみなさんにとって，科学技術と社会の関係は他人事ではありません。またみなさんは

「歴史」と聞くと人名や年表を暗記することを連想するかもしれませんが，それは歴史のごく一部に過ぎません。歴史とは，常

に現在と密接な関わりを持っているし，それを知れば，現在を見る目もそれ以前とは異なってくる，大きな影響力を持つもの

です。資料館は，このことを具体的に教えてくれると思います。 

 

 
２．授業内容 

［第 １回］ イントロダクション 

［第 ２回］ キャンパスに点在する遺跡・遺構 

［第 ３回］ 登戸研究所について 附：大学と戦争遺跡 

［第 ４回］ 戦時中の技術者・研究者と軍事――登戸研究所で働いた技術者・研究者 

［第 ５回］ 第４回講義に関する討論 

［第 ６回］ 戦後の技術者・研究者と軍事――731 部隊と大学 

［第 ７回］ 第６回講義に関する討論 

［第 ８回］ 現代の技術者・研究者と軍事――デュアルユースの諸問題 

［第 ９回］ 第８回講義に関する討論 

［第 10 回］ 現代の技術とビジネスの光と影――モンサント社をめぐって 

［第 11 回］ 第 10 回講義に関する討論 

［第 12 回］ 技術者とその責任――マンハッタン計画と 1954 年版『ゴジラ』 

［第 13 回］ 第 12 回講義に関する討論 

［第 14 回］ 講義のまとめと期末課題について 

 
３．履修上の注意 

 事前に必要となる予備知識はありません。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 資料館の見学前に，下記の参考書のいずれかに目を通しておくとよいでしょう。 

 

 
５．教科書 

 指定しません。 

 

 
６．参考書 

 『陸軍登戸研究所の真実』伴繁雄，芙蓉書房出版，2010 

 『登戸研究所から考える戦争と平和』山田朗，渡辺賢二，斎藤一晴，芙蓉書房出版，2011 

 『陸軍登戸研究所“秘密戦”の世界―風船爆弾・生物兵器・偽札を探る』山田朗，明治大学平和教育登戸研究所資料館

（編），明治大学出版会，2012 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中に随時フィードバックします。 

 
８．成績評価の方法 

 出席が全授業回数の三分の二に満たない場合，成績評価の対象にはなりません。また，そのうえで，平常点（討論での発

言などによる）30％，期末レポート 70％とし，合計で 60％以上の評価を得た場合，単位を修得できます。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[英語小説精読] 

担当者名 管啓次郎 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

英語で短編小説を精読します。読むとはどういうことか、何が発見できるのか。いうまでもなく英語力を飛躍的につける機会に

もなります。ただし非常にきびしいので覚悟してください。毎回の予習と、ディスカッションへの参加は必須。得るものの大きさ

は約束しましょう。 

 
２．授業内容 

［第 1 回] イントロダクション 

［第 2~13 回] 作品精読 

［第 14 回] 最終発表 

 

 
３．履修上の注意 

出席は絶対。欠席が４回を超えた場合, いかなる理由があっても単位を与えない。自分の考えを積極的にいえるようになるこ

とも，大きな目標。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業中に指示する。 

 

 
５．教科書 

授業初回に指示する。 

 
６．参考書 

特になし。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

数回にわたり課題を指示する。これらと最終レポートにより評価する。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[「ブロークン・ジャパン」と向き合う] 

担当者名 大澤舞 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 みなさんは、自分を「色」で例えるならば何色でしょうか？きっとそれぞれ好きな色を答えたり、なんとなくイメージカラーを答

えたりするのではないかと思います。授業内で扱うテクストのタイトル『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』（2019 年）

は、三種類の「色」を示していますが、これはどういった意味なのでしょうか？ 

 本ゼミナールでは、上記のテクストを読み込みながら、「多様性と格差」について考えていきます。日本社会でも世界でもも

はや「多様性（diversity）」という言葉は浸透しきっているといっても過言ではありません。おそらく多くの人々が、我々は多様

性を認め、受け入れ合っていると信じています。しかしながら、本当にそうでしょうか？「多様性」とはそもそも何なのか。「多様

性を受け入れる」とはどういうことなのか。安易にこの一言ですべてを片づけてしまっていないだろうか。そこにどんな偏見も

存在しないだろうか。本ゼミナールでは、英国社会を描いたテクストを扱いながら、英国の歴史や政治、文化を学ぶ一方で、

その社会に潜む「多様性格差」と呼ぶべき状況について、みなさんとともに考察していきます。また同時に、英国社会と比較

して、日本社会のさまざまな格差についても議論します。他国の出来事を傍観者として眺めるのではなく、自分の身に引きつ

けて考える力を養いましょう。本授業を通して、自分自身や他者と改めて向き合い、自分の「色」を表現できるようになってくだ

さい。 

 
２．授業内容 

［第１回]  イントロダクション：社会の縮図としてのスクール・ライフ 

［第２回]  第１章：多様性格差 

［第３回]  第２章：レイシズム 

［第４回]  第３章：階級社会／正義とはなにか 

［第５回]  第４章：差別／アイデンティティ 

［第６回]  第５章：“empathy”と”sympathy” 

［第７回]  第６章：ソーシャル・アパルトヘイト 

［第８回]  第７章：新自由主義 

［第９回]  第８章：ナショナリズム 

［第 10 回]  第９章：マルチカルチュラルな社会 

［第 11 回]  第 10 章：ポリティカル・コレクトネス 

［第 12 回]  第 11 章：LGBTQ 

［第 13 回]  第 14 章：当事者意識 

［第 14 回]  a. まとめ：自分の色は何色か b. 期末課題（レポート）提出 

 
３．履修上の注意 

・事前にテクストの各章の担当者を決め、指定された章についての発表を授業開始時に行なってもらいます（詳細は初回授

業時に指示）。その後、教員による解説や議論に移ります。発表時に欠席した場合は振替しないので、休まないこと。 

・ディスカッションの際はどのような意見も基本的には認めますが、デリケートな問題も扱うため、特定の相手を傷つけるような

ものは NG です（言葉の選び方も一緒に学んでいきましょう）。 

・毎回授業開始 10 分の間に、BBC/CNN の気になったニュースについて、どのようなニュース内容か、そのニュースを読ん

でどのように考えたかを書いてもらいます。 

・毎回授業後にリアクションペーパーを提出してもらいます。 

・各回、必ず一度は発言すること。恥ずかしがらず／面倒くさがらずに発言（反応）すること。 

・遅刻３回は欠席１回に相当します（授業開始 30 分以降の入室は欠席扱い）。 

・授業中の居眠りは大幅減点の対象となります。 

・必ずノート（PC,タブレット可／ただしスマホ使用は NG）を持参すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・発表担当者は事前にしっかり読み込み、内容を把握しておいてください。知らない単語や歴史についても調べておくこと。 

・発表担当ではない章もきちんと事前に読んでくること。授業内にすぐに発言できるようにしておくこと。 

・読んでみてわからなかったことはメモしておき、授業内で質問するようにしてください。 

・関連するニュース等に日頃から目を通し、議論に役立てること。 

・予習していないと教員側が判断した場合、大幅減点の対象となります。 

 

 
５．教科書 



2025 年度理工学部 シラバス 

59 

 

ブレイディみかこ『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』（新潮文庫、2021 年） 

 

 
６．参考書 

ブレイディみかこ『他者の靴を履く』（文藝春秋、2021 年） 

ブレイディみかこ『This Is Japan——英国保育士が見た日本』（新潮文庫、2019 年） 

長谷川貴彦『イギリス現代史』（岩波新書、2017 年） 

その他、適宜紹介します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、授業中にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

リアクションペーパー20%、発表 20%、授業参加度 20%、期末課題 40%で総合的に評価する。合計が満点の 60％以上を単位

修得の条件とする。 

 
９．その他 

授業内では関連する映画を参照する場合もあります。可能ならば事前に観ておくこと。 

『家族を想うとき』（2019 年） 

『わたしはダニエル・ブレイク』（2016 年） 

『パレードへようこそ』（2014 年） 

『リトル・ダンサー』（2000 年） 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[ヘミングウェイを読む] 

担当者名 山本洋平 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 アメリカ文学の巨星にして、革命的な文章表現のモダニスト、アーネスト・ヘミングウェイ（Ernest Hemingway）の初期短編小

説を読みます。まずは、日本語でじっくり味読しましょう。自らの経験と照らし合わせながらテクストを読み、それによって、思

考上の化学反応が生じ、固定観念や凝り固まった認識方法が徐々に、あるいは、突如として、変容しゆくのを実感してくださ

い。このような文学的体験を事前活動としつつ、授業中は、そのテクストについて語り、議論することを主軸とします。以上の

ような、内向／外向の諸活動を往還し、互いに刺激しあうことで、新たな気づきを獲得し、自己変革をもたらすこと——これが

第一の目標です。 

   第二の目標は、以上のような思考の変革を引き寄せるためには、やはり大前提となる知識と方法論が不可欠です。そこ

で、人種・ジェンダー・階級・環境といった文化研究的観点、さらにはニュークリティシズム、構造主義、フェミニズム、ポストコ

ロニアリズム、エコクリティシズムといった批評理論を通じて「読み」を深める視座を提供します。おおいに知識を身につけてく

ださい。 

 以上２点の目標を敷衍するならば、自ら思考し、自らの意見を表明し、他者の意見に耳を傾け、建設的な議論する作法を

学ぶこと、とまとめることできるでしょう。これらはすべて、理工系の学生すべてに有用な、持続可能なアカデミック・スキルで

す。なお、適宜、英語の原文を示すこともありますが、日本語で内容を理解することに重点を置きますので、英語が得意では

ない人も歓迎します。もちろん、英語をさらに磨きたい学生は大歓迎です。 

 
２．授業内容 

[第１回]ヘミングウェイの紹介、作品 1「雨のなかの猫」 

[第２回] 作品理解 

[第３回] 作品理解 

[第４回] 作品理解 

[第５回] 作品理解 

[第６回] 作品理解 

[第７回] ライティング・ワークショップ１ 

[第８回] 作品理解 

[第９回] 作品理解 

[第１０回] 作品理解 

[第１１回] 作品理解 

[第１２回] 作品理解 

[第１３回] 作品理解 

[第１４回] ライティング・ワークショップ２ 

 

＊作品は下記の作品を議論の展開に応じて見繕いながら、１週間に２編ずつ読みます。また、ヘミングウェイ以外のモダニス

トのテクストをプリントで配布し、リーディング課題に加えることがあります。いずれも授業内およびクラスウェブのシラバス補足

にて周知します。 

 

恋愛と結婚 

「雨の中の猫」「季節はずれ」「エリオット夫妻」「北ミシガンで」「白い象のような山並み」「贈り物のカナリア」「アルプスの牧歌」 

 

戦争もの 

「兵士の故郷」「ごく短い物語」「異国にて」 

 

ニック・アダムズ・ストーリーズ 

「インディアンの村」「医師とその妻」「ある訣別」「三日吹く風」「ファイター」「クロス・カントリー・スノウ」（「ぼくの父」）「二つの心

臓の大きな川」「殺し屋」「十人のインディアン」「身を横たえて」 

 

闘牛もの 

「敗れざる者」 
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３．履修上の注意 

ディスカッションやプレゼンテーションなど，授業内で口頭発表をする機会がある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

毎回、1〜2 章分を読み、気になる箇所とその理由を用意する。授業内で議論できるように理解してくる。 

 
５．教科書 

ゼミの登録が確定した後、各自、以下の文庫を書店で購入すること。 

 

アーネスト・ヘミングウェイ『ヘミングウェイ全短編 1：われらの時代 男だけの世界』高見浩訳、新潮文庫，2010 年 

 
６．参考書 

【ヘミングウェイ作品】 

原書 

Ernest Hemingway. _The Complete Short Stories of Ernest Hemingway The Finca Vigia Edition_, Scribner.  

 

アーネスト・ヘミングウェイ『こころ朗らなれ、誰もみな』 柴田元幸訳, スイッチ・パブリッシング, 2012 年. 

 

【研究書】 

小笠原亜衣『アヴァンギャルド・ヘミングウェイ：パリ前衛の刻印』小鳥遊書房, 2021 年. 

高野泰志『引き裂かれた身体 : ゆらぎの中のヘミングウェイ文学』松籟社, 2008 年. 

高野泰志編著『ヘミングウェイと老い』松籟社, 2013 年． 

デブラ・モデルモグ『欲望を読む : 作者性、セクシュアリティ、そしてヘミングウェイ』島村法夫, 小笠原亜衣訳、松柏社, 

2003 年. 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

主に授業内でコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

授業内課題 40％，中間レポート 20%、最終レポート 30%、最終プレゼン 10％ 

合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

毎週、リーディング課題とコメント課題が課されます。また、授業期間中に数度のレポートが課されます。ライティング・ワーク

ショップを行い、その原稿をブラッシュアップし、その内容についてプレゼンテーションをしていただきます。 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[ボランティア論とその実践を考える] 

担当者名 井口幸洋 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

あなたは、ボランティアと聞いて何を思い浮かべますか？町内の掃除、赤い羽根の街頭募金、災害ボランティア、老人の話し

相手、科学教室等々、人によって思い浮かぶことも異なるでしょう。高校生迄でボランティア活動をした人もいるでしょう。この

ゼミナールでは、ボランティアとは何か？をまず考え、ボランティアの存在意義を考えてます。どのようなボランティアがあり、

ボランティア活動をする上での注意点も学びます。最終的には実践することまで想定し、各自が提案するボランティア活動や

その準備にゼミの活動時間を費やします。それらのボランティア活動やそれに類した活動をボランティアセンターなどと連携

して実践できるまでの能力を各人が得ることやボランティアについての意義を各自で考えられることを目標としています。 

 ボランティアは、活動領域は広範です。今回は、大学で実践までつなげやすい「地域の子供を対象とした学習ボランティ

ア」を想定します。具体的には、担当教員の専門が情報科学であり、地域の小学校では過去 2 年、児童養護施設では過去

7 年間学習ボランティアをしていることもあり、そこでの活動につながるテーマと内容をみなさんが考えて提案していっていた

だくゼミナールとします。テーマは主に以下の 2 個です。 

１）小学生向け情報教育ボランティア： 現在、小学校で大変困っているのが「情報教育」です。このボランティアを明治大学

も近隣の小学校から求められて担当教員はボランティアで実施しています。これに必要な技術は小学 5 年生が学ぶ

「Scratch プログラミング」、小学 6 年生や中学で学ぶ「マイコン制御」です。これらについて８回程度で簡単な講義と実習を実

施します。これらの教材を使いこなし、LEGO などの他の教材も提供できますので、地域の小学生や子供たち対象の学習ボ

ランティアの教材の準備をして、自動にとって面白く学びにつながるテーマを具体的に提案して頂き、可能であればそれを

実践することを到達目標とします。 

２）小中高校生向けの学習ボランティア： 児童養護施設や貧困家庭では勉強をする機会に恵まれなかった小中高生が存

在します。子供の貧困率は、OECD（Organisation for Economic Co-operation and Development）加盟国の中で日本は最悪

です。これらの児童は経済的な理由から、勉強をする機会が少なく、大学進学も難しく、貧困の連鎖が問題になっています。

根本的な解決は政治や行政が行わなければいけないと個人的には思いますが、これらの手助けをすることは可能です。こ

れらの活動の実態を調査し、我々はそれらにどのような協力ができるかを考えます。 

 

 なお、2024 年度は、情報教育の内容としては、Scratch、micro:bit の makecode 版を使用した。2025 年度からは、学生の

希望があれば相談の上（予算やレベルの問題）、小中学生向きのテーマを用意できる場合は対応する可能性もあるので相

談してほしい。 

 
２．授業内容 

第１回 はじめに、ボランティアとは何か？ボランティアの意義、誰のためにボランティアをするのか？などを考え、各自がボラ

ンティアについて考えるきっかけとします。 

第２回 ボランティアの経験について、担当教員の過去８年間の経験を話します。皆さんが 20 歳前なのと異なり 57 歳でボラ

ンティアらしいボランティアを始めたというつたない経験ですが、どんな困難があり、どんなことを感じ、何を学んだかについて

紹介します。学生の皆さんにも各自一人ずつこれまでの人生でもしボランティアの経験があればそれを皆さんに紹介してもら

います。無い場合は、何を考えてこのゼミを受講したかなどについて紹介してもらいます。 

第３ー５回 小学生向け学習ボランティアの実例として、2020 年より急遽開始された小中学校の情報教育導入と現場の混乱

と悩みを紹介します。また、そこで小 5 と小 6 に実施した Scratch 教育を皆さんに体験してもらい。三田小の 5 年生に 2022

年度から実施してきているボランティアで実施済みの教材を使用します。この実習の TA(ティーチングアシスタント）となり得

る実力を得てもらいます。Scratch プログラミングについて、2 名一組で作品も作ってもらいます。それを小学生への講習（もし

くは小学校教諭への教材）などの題材としたときの狙いも含めてスライドを作成します。 

第６回 第３－５回で作成した作品の発表会を行います。 

第７ー９回 小学６年生では文科省では、ロボットなどの動くものを制御する経験をさせると良いと言っています。しかし、予算

も無く、教諭一人で大勢の生徒を限られた時間で行うのは困難です。明治大学理工学部では、明治大学ボランティアセンタ

ーを経由して近隣の小学校からの依頼でこれを 2024 年度にも実施しました。具体的には micro:bit と呼ばれる BBC が開発

した小型マイコンボードと小型ロボットとの組み合わせでコンテンツを準備中です。皆さんにはこの使い方を簡単に講習した

後、実際に小学生が面白がる企画を 2 名ないし 3 名一グループで考えて提案してもらいます。 

第１０回 第７－９回で得られた micro:bit と小型ロボットの企画をグループごとに発表してもらいます。 

第１１回 児童養護施設の紹介をします。そこに保護されている児童たちへのボランティアは事前に注意すべきことなども多

数あります。そこで学習ボランティアや一緒に遊ぶボランティアなどもありますが、継続性が必要だとか、学生にはかなり難し

い面もあります。これらの規則は、どうして必要なのかを実際に児童養護施設でボランティアの受け入れ担当者を招いて、講

演をしていただく予定です。質疑応答を経て、もし、明治大学の学生が協力するとしたらどんなことができるのかを一緒に考

えます。 
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第１２ー１３回 児童養護施設に保護された児童に比べ、経済的困窮家庭にいる児童は勉強する機会という点ではさらに厳

しい現実があります。これらをサポートする NPO 法人や活動について調べて頂き、2 名一組で発表をしてもらいます。現状と

問題とを議論します。 

第１４回 全体の総括を行い、各人にはこのゼミで得られたことや今後の展望についてのレポートを提出していただきます。 

 
３．履修上の注意 

ボランティアに興味があり実際に活動をしてみたい学生が、このゼミナールには参加してください。必ず実際にボランティア

に参加することが単位取得の条件ではありませんが、参加する気が無い、ボランティアに価値を見出せない方は、向いてい

ません。また、2024 年度春学期はすべての人が単位を取得しました。一方、秋学期は参加登録をしたものの最初の数回し

か出ず、途中でリタイアされた学生さんがいました。32 名の応募から 20 名の定員まで絞るわけですから、やる気のない方や

1 時限目で遅刻の常習となる方は最初から履修には向いていませんので、参加をしないでください。 

 

ゼミナールでは、2 名ないし 3 名でグループ活動をしながら作品やレポート、スライドを作成していただきます。複数の人と協

働して作業を進められる方が参加してください。協働作業が苦手だけど、それを大学で能力として獲得したい気がある人はも

ちろん参加してくださって大丈夫です。しかし、自分一人だけで作業したい人はこのゼミナールへの参加は向いていませ

ん。協働できる方が参加の条件となります。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

自宅で、自分のパーソナルコンピュータを使って作品の準備や、ZOOM や対面でグループ内で共同作業が必要になる場合

があります。また、担当教員が用意した自習用の動画を参考にしての自習も必要な場合があります。 

 
５．教科書 

特に必要ありません。資料は必要があれば配布します。また、スライドなどは Oh-o！Meiji で配布しますのでダウンロードし

てください。 

 
６．参考書 

適宜、ゼミナール中に必要があれば紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o！Meiji を通じてフィードバックをするか、直接、発表のときにコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

試験は行いません。発表時のスライドやプレゼンテーション、作成したコンテンツで成績をつけます。６０％以上で合格です。

ゼミナールの活動から言って、欠席や遅刻は減点します。遅刻や欠席しないよう気をつけましょう。大学に来てはいけない感

染症などにかかった場合は、その診断書（診断書は高価なので、それに代わるインフルエンザにり患した医師の証明などで

も可能）などの提出があれば、代わりの課題を出します。それを期限内に出した場合は欠席の減点は無くなります。 

 

授業終了までの間に明治大学生田ボランティアセンターでのボランティア活動に参加された場合は、それを報告することで

加点しますので申し出てください。 

 

 
９．その他 

実際にボランティアをするのが必須ではありませんが、明治大学のボランティアセンターを通じて何かしらの活動に参加した

場合は、それらを評価します。 

  

 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

64 

 

科目ナンバー STPSY311Z 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[『苦海浄土』を読む] 

担当者名 高山花子 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

水俣病をテーマに書かれた、熊本の作家、石牟礼道子（1927-2018）の文学作品『苦海浄土』を読むことをとおして、環境問

題や地球の未来はもちろんのこと、音響、フィクション、魂、生殖、家族、流民といったさまざまなテーマを思考します。日本文

学における「私小説」の検討や、ドキュメンタリー映画との比較もしながら、いったいなにが問題となっているのかを批判的に

考えます。最終的に、参加者一人ひとりが「問い」を立てて、レポートを書くことをめざします。 

 
２．授業内容 

［第１回］石牟礼道子とは誰か？ 

［第２回］『苦海浄土』の成立過程：知られざる第二部と第三部 

［第３回］「私」と「わたし」と「わたくし」 

［第４回］音響について（１） 

［第５回］音響について（２） 

［第６回］フィクションについて（１） 

［第７回］フィクションについて（２） 

［第８回］生殖と家族について（１） 

［第９回］生殖と家族について（２） 

［第１０回］流民について（１） 

［第１１回］流民について（２） 

［第１２回］詩と絵と音楽の融合：『水俣の図・物語』（１） 

［第１３回］詩と絵と音楽の融合：『水俣の図・物語』（２） 

［第１４回］総合討論 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

『苦海浄土』は全三部からなる大作です。1969 年に刊行された第一部にかんしては、石牟礼道子『苦海浄土――わが水俣

病（新装版）』（講談社文庫、2004 年）がアクセスしやすいので、こちらを教科書とします。毎回、読んできてほしい箇所をお

伝えするので、予習として読んできてください。そして、授業後に、復習として、読み直しをしてみてください。 

 
５．教科書 

石牟礼道子『苦海浄土――わが水俣病（新装版）』（講談社文庫、2004 年） 

 
６．参考書 

池澤夏樹責任編集『苦海浄土 世界文学全集 III-034』（河出書房新社、2011 年） 

『苦海浄土 全三部作』（藤原書店、2016 年） 

土本典昭『水俣 - 患者さんとその世界』（1971 年） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o ! Meiji を通じてコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

学期末レポートで評価します。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[音楽とアメリカ社会] 

担当者名 杉本裕代 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では、2015 年からブロードウェイで熱狂的な支持を生ミュージカル Hamilton を題材として、そのヒットの理由を考

えることで、現代のアメリカ社会の有り様を知り、ひいては、日本社会のことを考えるための視点を学びます。建国の父

（Founding Fathers）について学び、それがいかに新しく読み替えられているのかを議論します。おそらくはミュージカル・ハミ

ルトンが日本で興行することはないでしょう。それくらい、アメリカ社会に密着した作品であり、逆にいえば、現代のアメリカを

知る教材として最適といえるでしょう。そして、優れた芸術作品がそうであるように、本作品のローカルなコンテクストの向こうに

は、現代日本社会を生きる私たちにも有益な示唆が溢れています。 

 アメリカ経済の基礎を築いたとされるアレクサンダー・ハミルトン像に関する資料を読み解きつつ、ミュージカルのヒットから

派生した社会現象についても学び、政治制度、奴隷制の歴史、女性参政権運動、ヒップホップ、移民、歴史・事実・物語の

相剋、といったキーワードから、現代のアメリカ文化について自分なりの興味関心を見つけ、ひいては、日本社会の課題や

未来について考えを巡らせるための基盤を養います。 

 

達成目標 

①英語表現やラップ・歌詞を通じて、英語を多面的に体験する 

②英文エッセイを通じて、説得力のある文章作成のための基礎力を養う。 

③時代や事象の背景を知ることで、異文化理解を深め、クリティカルに考える姿勢を養う。 

④アメリカの文化現象を通じて、日本社会への考察を深める 

 

 
２．授業内容 

・教員が用意した資料（歴史教材やインタビュー記事や評論、歌詞・楽曲・動画）などを読み解きながら、提示された論点に

ついて議論していきます。前半はミュージカルの内容に関して、後半はアメリカ社会についての考察を扱います。 

・参加者には、ときには、ミュージカルの場面を再現するなど、ミュージカルの世界観を楽しむための積極的な参加態度も求

められます。 

 

第１週 イントロダクション Founding Mothers とは？ ミュージカル・Hamilton の紹介 

第２週 民主主義とアメリカ文学  Federalist vs. Anti-Federalist 

第３週 アメリカ社会の歴史① 楽曲 My Shot について 

第４週 アメリカ社会の歴史② 楽曲 Cabinet Battle について  

第５週 なぜハミルトンなのか （ハミルトンとアメリカ経済） 

第６週 なぜヒップホップなのか （ブロードウェイとヒップホップの関係） 

第７週 ブリット・ポップとアメリカン・ポップの関係性 （British Invasion） 

第８週 中間まとめ オバマ元大統領夫妻のスピーチ考察 

第９週 Harriet Tubman とアメリカ紙幣論争 

第 10 週  小説 Underground Railroad (2016) と地下鉄道 

第 11 週 アメリカ大統領と音楽 （政治とエンターテインメントの関係性） 

第 12 週 発表準備 自分なりの論点を深める方法について 

第 13 週 [プレゼンテーション] 発表と議論①  

第 14 週 [プレゼンテーション] 発表と議論② 

 

中間まとめとして、パラグラフライティングの作法について学びます。 

授業を通じて気づいたアメリカ社会・日本社会に関する論点や疑問点を基に、 

テーマを設定して、各自がプレゼンテーションを行います。 

その内容を基づいて、最後に短いレポートを作成します。 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

ヒップホップ全般について、各種メディアなどで情報収集してください。 

プレイリストを作成して、授業で共有しましょう。 

各回ごとに用意する資料を前の週に配布しますので、各自で読んでくること。 
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５．教科書 

教員が用意します。 

 
６．参考書 

『ハミルトン――アメリカ資本主義を創った男』ロン・チャーナウ 日経 BP 2019 年 

『アメリカン・ミュージカルとその時代』日比野啓 青土社 2020 年 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回の授業のなかでフィードバックを行います。 

プレゼンテーションについては、ブレインストーミングの段階から 

教員のフィードバックを交えながら、最後に総評・個別評を返します。 

期末レポートについては、総評をオンラインで共有します。 

 

 
８．成績評価の方法 

各回へのレスポンス・ペーパー 20％ 

授業での議論への貢献度 20％ 

プレゼンテーション 30％ 

期末ミニ・レポート（A４・１枚程度） 30％ 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[身体を造る] 

担当者名 金子公宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 人間の身体は使わなければその機能は低下する。しかし適度な刺激を与えることで機能は本来の能力を取り戻すことがで

きる。本学学生の中にも受験の影響もあり，体力の低下や体重の大きな変動，体調の変化があったものも少なくない。また，

主として，体幹の筋力の弱さやアンバランスからくる腰痛や肩痛を訴える者もいる。また，巷ではダイエットがブームになって

いるが，十分な知識をもたずにダイエットに挑み体調を崩し，深刻な事態に陥るケースも見られる。 

 本ゼミは身体造り，体力造りの理論と実践をテーマとする。筋肉を肥大させる方法，体脂肪を減少させる方法，持久力を高

める方法，身体の歪みや腰痛などの予防の方法などについて，基本的な理論，メカニズムを学習しつつ，自ら目標と計画を

立て実践し評価出来るようにする。 

 トレーニングはエアロバイク，トレッドミル，ウェイトトレーニング器具および各種スポーツ施設を利用し複合的に行う。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] トレーニングの基礎理論 体脂肪量測定（インピーダンス法） 

［第３回] 形態測定 I（測定項目：身長，体重，胸囲，腹囲，殿囲，大腿囲，下腿囲，上腕囲，皮脂厚），筋力，バランス，持久

力等 

［第４回] 自己評価とプランニング 

［第５回] 肥満に関する問題点の理解とその解消法について 

［第６回] 有酸素運動に関する運動強度設定法 

［第７回] トレーニングの原理・原則に沿ったトレーニング処方 

［第８回] スポーツ障害に対する処置法 

［第９回] エネルギー供給系による運動の違い 

［第 10 回] 筋肉の構造と役割 

［第 11 回] 筋肉と体脂肪の関係 

［第 12 回] 形態測定 II（I との比較・検証と今後の課題発見） 

［第 13 回] 自己評価（変化量，変化率，目標値への到達度） 

［第 14 回] 総まとめ，レポート提出 

 各授業では，健康・トレーニング・運動生理学・栄養学等に関する講義，個人発表後，各自の課題に則したトレーニングを

行うことになります。トレーニングを実践する中で，筋肥大や筋力増加のメカニズム，効果的な脂肪の減少のための運動など

について学習する。また個人発表は授業に関連した興味ある事柄を１人１回発表する。 

 

 
３．履修上の注意 

 身体造り，体力造りは週１回のトレーニングでは必ずしも十分とはいえない。当該時間以外にも意欲的に取り組む学生を望

む。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関しての基礎知識と、現在の自分自身の問題、課題について整理すること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内での資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 実践の中での学習であり，出席をし，実践することが評価の中心となる。 

 平常点（40％）レポート（20％）発表（20％）自己評価（20％）。 

 60/100 点以上合格。 
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９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[ワールド映画ゼミ] 

担当者名 清岡智比古 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

ワールド映画ゼミ 

  まず最初に知っておいて欲しいのは、このゼミはかなりレポートが多い、ということです。そういう前提で、以下を読んでくだ

さい。 

 

 このゼミでは，，パレスチナ／イスラエル，ドイツ、フランス，南アフリカなど，ふだんみなさんが接する機会の多くない地域の

映画を見ます。そして，それぞれの作品に描き出された世界の「今」を読み解いてゆきます。キーワードは，移民，新自由主

義，LGBT などです。（もちろんそこには、もっと普遍的なテーマも関わってきます。働くとは？ 愛するとは？ 生きるとは？

……） 

 ただ，そうしたテーマを映画から読み取ってゆくには，映画をただ見るだけではなく，その背後にある状況，つまり歴史，宗

教，精神性などについての考察が欠かせません。そうした考察を通してこそ，一つ一つのセリフは輝き始めるのです。（その

結果みなさんは，今まで知らなかった価値観，初めて知る感情と出会うでしょう。それは楽しいことです。） 

 また，せっかく映画を素材にするのですから，映画の見方そのものも勉強しましょう。このゼミを通して〈分析的な映画の見

方〉を獲得すれば，それは今後ずっと使える「技」となるでしょう。それは，テレビや雑誌の「映画レヴュー」とは違う，批評的な

見方なのです。最初は説明しますから、レポートを書きながら、実践的に分析の方法を体得してください。 

 これまでに，たとえば中東などの映画などを見たことがなくてもかまいません。また，取り上げる作品は難解なものではなく，

ある程度のエンターテイメント性を保ちながら，さまざまな「社会」を描いているものを選んであります。最初に書いた通り、レ

ポートの回数は多いです。それは覚悟して履修してください。ただ、授業に積極的に取り組んでくれれば，新しい世界が見え

ることは約束します。映画の見方も、変わります。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション  

［第２，３回] 『オマールの壁』～イスラエルとパレスチナ 

［第４,  5 回] 『おじいちゃんの里帰り』～ドイツにおけるトルコ系移民 

［第６,  7 回] 『最強のふたり』～パリのアフリカ系移民 

［第８,  9 回] 『パレードへようこそ』～グローバリズムと LGBT 

［第 10,  11 回] 『国際市場で逢いましょう』～家父長主義と個人 

［第 12，13 回] 『ツォツィ」『～アパルトヘイト後の南アフリカ 

［第 14 回]     まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

◆この授業は、   Amazon Prime に登録していること    が、履修のための条件となります。 

 

（ただ、授業で見るすべての映画が、Amazon Prime にあるわけではありません。Amazon Prime にはない映画を見る 

授業を欠席した場合は、自分で他の配信サービスなどを利用する必要が生じる場合があります。） 

 

 

「教科書」の項目も見てください。 

 

＊Amazon Prime Student について 

費用は月 300 円で、初期無料期間も設定されています。作品によっては、別途料金がかかることもあります。 

この方法で鑑賞が可能だということを確認してから、履修するように注意してください。 

 

 

◆授業では，多くのレポートを書くことが求められます。 

 まず，予習として，作品の背景となる土地や時代を調べるレポートが課されます。また，作品ごとに分析レポート（800 時程

度）も課されます。さらに，ブックレポートもあります。これらをすべて合わせると，15 本を越えるレポートを書くことが求められ

ます。 
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◆分析レポートについては，「恋愛」とか「友情」とかいうような，いわば前景の物語についての「感想」ではなく，時代や地域

性など，映画の背景を踏まえて書くことがより重要です。（もちろん，書き方は説明します。また，最初はうまく書けなくても構

いません。こちらからのコメントがありますから，それを参考にして，だんだん「分析」的になっていくことが期待されていま

す。） 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 映画の作品読解も大事ですが，その背景となった事情を理解することが大切です。 

 したがって，そうした背景（時代，土地，民族，等）を，調べておくことが求められます。 

 

 
５．教科書 

「履修上の注意」でも触れたとおり、この授業は、 

 

Amazon Prime に登録していること   が履修のための条件となります。 

 

これを、「教科書」の代わり、と考えてください。 

 

 

 
６．参考書 

 『となりのイスラム』 内藤正典，ミシマ社 

 『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』ブレイディみかこ、新潮文庫 

 『日本人のためのアフリカ入門』白戸圭一，ちくま新書 

 

 

 『パリ移民映画』清岡智比古 白水社 

 『国境を越える現代ヨーロッパ映画 250』野崎歓ほか 河出書房新社 

 『労働者階級の反乱』ブレイディみかこ，光文社新書 

 『グローバリズムという病』平川克美，東洋経済新報社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o ! Meiji を通じてコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

 作品ごとに提出するレポートが 70％，ブック・レポートが 30％で，合計 60％以上を合格とする。授業内容からいって，欠席

はもちろん，遅刻も評価上マイナス。レポートについては，指定された締切りに遅れて提出された場合，減点となります。（た

だし、締め切り日以降の提出できない設定の場合もあります。その時は、課題発表時に必ず告知します。） 

 

 

 
９．その他 

 取り上げる作品やブック・レポートの対象となる本は，変更される場合があります。また，映画館で上映中の作品のレポート

が，課題として求められる場合があります。 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[被爆地・広島の映画入門] 

担当者名 倉石信乃 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「被爆地・広島の映画入門」ゼミ。 

 古くから瀬戸内海の要衝であった広島は，明治維新以降，西国の「軍都」として近隣の呉，江田島とともに協働しながら新

たな発展をとげていきます。なかでも 1897-98 年の日清戦争では，旧・広島城に大本営がおかれ明治天皇がみずから軍の

最高司令官として指揮をとりました。このことは，この都市の性格を規定した出来事でした。それだけでなく，1945 年８月６日

のアメリカによる原爆投下は，広島の軍都としての発展上の，あまりにも悲劇的な帰結といえます。 

 毎年８月になると，カレンダーどおりに原爆災害についての反省と，不戦の誓いが繰り返されます。しかし，戦後「平和都

市」を自ら宣言した広島の誓いと願いとは裏腹に，核廃絶の願いはかなえられていません。たえがたい物理的・精神的苦痛

とともに生き延びてきた被爆者は，戦後 70 年を過ぎ，確実に少なくなっています。 

 今日，被爆という記憶の風化や消滅にいかにして抵抗するか，という問いはきわめて重要性を増していますが，そのことに

正しく応答するのは容易なことではありません。しかしそのような抵抗は，原爆投下の直後から今日まで，さまざまな形で行わ

れてきた営みでした。 

 この授業では，特に「映画」という親しみやすい形式の中で，被爆地・広島がどのように描かれてきたか，また広島をめぐる

記憶の風化や消滅という危機に，どのように抵抗がなされてきたかを，ドキュメンタリー映画と劇映画でたどります。 

 戦後の早い時期から今日までの代表的な作品６〜７本程度を観ることにより，原爆災害の残酷さを確かな追体験として把

握すること。また，被爆という出来事をどのように解釈し次世代に受け渡していこうとしているかについて，作り手の思考に対

する基礎的な理解を得ることを，それぞれ到達目標とします。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション,  

［第２～３回] 映画その１，鑑賞と発表。 

［第４～５回] 映画その２，鑑賞と発表。 

［第６～７回] 映画その３，鑑賞と発表。 

［第８～９回] 映画その４，鑑賞と発表。 

［第 10～11 回] 映画その５，鑑賞と発表。 

［第 12～13 回] 映画その６，鑑賞と発表。 

［第 14 回] 映画その７，鑑賞と発表。全体のまとめ。 

 各回の映画の鑑賞と感想の発表を通じて，映画内容の確かな理解および独自の発見に至ることを目標とします。感想ノー

ト(レポート)の提出方法については，別途指示します。 

 

 
３．履修上の注意 

・広島の近・現代史および原爆災害に関する基本事項を，鑑賞前・鑑賞後に学習しておくこと。 

・映像資料を用いた授業の性格上，遅刻は厳禁。授業開始 20 分を越えた遅刻は欠席とみなします。 

・映像の中には，「死」を直接的に、もしくは衝撃的に扱ったシーンが含まれています。そのことをよく理解し，納得した上で履

修して下さい。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 映画の基本的な理解を助けるために以下のサイトは有益であり，予習・復習に利用して下さい。また参考図書については

授業内で指示します。 

・広島市 HP 原爆・平和 https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/atomicbomb-peace/ 

・広島平和記念資料館 http://hpmmuseum.jp 

・NHK 戦後証言アーカイプス 原爆の記憶ヒロシマ・ナガサキ 

 https://www.nhk.or.jp/archives/shogenarchives/no-more-hibakusha/ 

 

 

 
５．教科書 

 特に指定しません。 
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６．参考書 

 授業内で別途指示します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で指示します。 

 
８．成績評価の方法 

・授業への取り組み，参加態度 30％・レポート 70％として，以上の配点で，合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とし

ます。 

・感想ノート(レポート)の作成にあたり、生成型 AI(ChatGPT など)の使用を禁じます。提出に際し、ご注意下さい。 

 
９．その他 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

73 

 

科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[朗読・宮沢賢治] 

担当者名 管啓次郎 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

いまからおよそ 100 年前に活動した詩人・作家の宮沢賢治は、近代日本文学のもっともおもしろい文学者のひとりだといって

いい。いま読むと非常に風変わりな言葉も多いが、その発想のひろがりにはしばしば息を呑む。この授業では賢治の作品を

ひたすら朗読する。朗読し、言葉を学び、内容を考える。それは日本語をよりよく知るための道であり、想像力を鍛えるための

練習場だ。 

 
２．授業内容 

［第 1 回] イントロダクション 

［第 2~13 回] 朗読と議論 

［第 14 回] まとめの発表 

 

 
３．履修上の注意 

必ず出席し，議論に参加すること。遅刻厳禁。欠席が４回を超えた場合，いかなる理由があっても単位を与えない。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

特になし。 

 
５．教科書 

富永虔一郎編『宮沢賢治 ほんとは怖い傑作童話選』（言視社）。教科書売り場に人数分を発注するので、必ず購入するこ

と。 

 

 
６．参考書 

授業中に指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

短い課題を数回提示する。また最終レポートを求める。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[空想科学ゼミナール] 

担当者名 柳田理科雄 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 科学とは，理論や知識の集積物ではなく，人間が自らの五感と頭で自然界に近づこうとする営みです。どれほど見事な理

論が構築され，いかに大量の知識が蓄積されようと，目前の現象に疑問を抱き，それを解決しようとする人間がいなければ，

科学は始まりません。巨大なヒーローや怪獣が凄まじいエネルギーをぶつけ合うマンガやアニメの世界では，大自然の姿が

極端なわかりやすい形で現れます。それらに敢えて科学の方法で迫ることによって，自分の感性で疑問を抱き，自分の力で

解決する「科学の経験」を積んでもらいたいと思います。 

［カリキュラムの中での位置づけ] 

 学ぶべきことの多い理工学部のカリキュラムの中で，それらの知識や技能を習得することが，人類の科学と自分の科学にと

って，どのような意味を持つのかを考える。 

［到達目標] 

 自ら疑問を抱き，問題点を発見し，外部に知識や技能を積極的に求め，多数意見や権威に頼るのではなく，自分の頭で

解決することの面白さを実感する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ウルトラマン vs ザラブ星人 

 体重３万 5000ｔ，飛行速度マッハ５のウルトラマンと，２万ｔ，マッハ５のザラブ星人は，空中戦の果てに正面衝突した。この

現象を題材に，運動量と運動エネルギーについて考える。学習目標：運動方程式 

［第２回] スパイダーマン vs アルプスの少女ハイジ 

 アルプスの少女ハイジは周期 12 秒のブランコに乗った。スパイダーマンは手首からクモの糸を出し，ビルの壁面を支点に

振り子運動を繰り返して悪人の車を追いかける。これらについて，画面から得られる情報から，諸量を求める。学習目標：微

分方程式 

［第３回］ 地球は大丈夫か!? マグニチュード 20 の地震 

 スペクトルマンと戦った怪獣モグネチュードンは、マグニチュード 20 の地震を起こす。こうした突飛な数値に出会ったとき

に、その物理的意味を考え、数量感覚を磨く習慣をつける。学習目標：マグニチュードの定義、重力ポテンシャル  

［第４回] 聴け，100 万ホーンの交響曲を！ 

 キン肉マンと戦った悪魔超人ステカセキングは，ヘッドホンになった手足を相手の耳に強引に押しつけ，100 万ホーンの交

響曲を聞かせる。その物理的意味を考える。学習目標：音の大きさの定義、ビッグ・バンのエネルギー 

［第５回] 壁をすり抜けるヒーロー 

 『僕のヒーローアカデミア』の通形ミリオ先輩は、体が物体をすり抜ける。これを可能にする条件を，自然界の４つの相互作

用との関係で考える。また、彼は地面をも地面をもすり抜けて落下する描写があるが、それはどのような運動になるのかを考

える。学習目標：素粒子の標準理論，円運動と単振動 

［第６回] 地球を割るパンチとは？ 

 『Dr. SLUMP』で，少女型ロボット・則巻アラレは，パンチで地球を真っ二つに割った。この行為に，地震の規模と断層のサ

イズの関係を入り口に，公式のない現象にどう立ち向かうかを経験する。学習目標：重力ポテンシャル 

［第７回］ 氷の城に学ぶ熱力学 

『アナと雪の女王』のエルサは，空気中の水蒸気から、総重量３万ｔとみられる氷の城を作った。これにはどれほどの熱を奪う

必要があるかを、相転移と空気の比熱の両面から考える。学習目標：熱力学の第一法則，気体の比熱 

［第８回] ゼットンの火の玉で地球も最終回！ 

 宇宙恐竜ゼットンが吐く直径 １ ｍ ほどの火球は，表面温度がなんと１兆度！ この恐るべき火の玉の実態に迫ることで、

量子力学への入り口を経験する。学習目標：黒体放射 

［第９回] プリキュアの変身は，なぜ悪に邪魔されない！？ 

 『ふたりはプリキュア』の美墨なぎさと雪城ほのかは，実に２分４秒をかけて変身するが，なぜか悪はそれを阻止しようとしな

い。その秘密は，２人を天空に運ぶ光の柱にある。彼女たちを上昇させる力についてを考える。学習目標：粒子性と波動性，

光の運動量 

［第 10 回］ １年以内に 14 万 8000 光年を往復。間に合うか！？ 

『宇宙戦艦ヤマト』で，乗組員 114 人を乗せたヤマトは，光速の 99％の通常航行とワープを繰り返し，イスカンダルまでの 14

万 8000 光年を 1 年で往復した。通常航行で何が起きるかを考える。学習目標：特殊相対性理論 

［第 11 回］ 出たぞ、地球破壊爆弾！ 

ドラえもんは、ネズミを恐れるあまり、四次元ポケットから「地球はかいばくだん」を取り出した。人間大のロボットが持てる大き

さの爆弾で、地球を破壊することが可能かを考える。学習目標：特殊相対性理論におけるエネルギー 

［第 12 回] 空気抵抗を恐れない 
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『天空の城ラピュタ』では，「バルス！」で崩壊した天空の城の破片が海に落下した。海面への落下速度を空気抵抗を視野に

入れて考える。難しいイメージのある空気抵抗が、高校数学で解けることを確認し、自分たちの力に自信を持つ。学習目標：

微分方程式 

［第 13 回] 巨人出現，さあどうする？ 

『進撃の巨人』には、身長３ m～60 m の巨人が登場する。彼らへの唯一の対抗手段である立体機動装置を使った場合、ど

のような運動をするのかを考える。学習目標：座標変換、剛体の運動方程式 

［第 14 回］ 細心かつ大胆に近似 

「近似」というと、一般には「不正確」というイメージがあるが、近似を正しく使うことによって、自然界の法則が明確に浮かび上

がる過程を経験する。学習目標：テイラー＆マクローリン展開、ロケット方程式 

 

 
３．履修上の注意 

僕（柳田理科雄）は本来、マンガやアニメで起こる現象を、科学の視点から楽しく語り、面白く書くことを仕事にするエンタメ系

の人間です。しかし、これは大学の講義なので、科学の楽しさを深いところで味わってもらうために、高校物理・数学＋α の

数式を遠慮なく展開します。いつもの僕を期待して履修すると、たぶんがっかりしてしまうでしょう。エンタメの柳田理科雄は

本や Youtube で楽しんでいただいて、この授業は「数式上等！」という心構えで履修してください。 

 

授業には、関数電卓またはパソコンを持参してください。スマホの関数電卓では対応できません。 

 

この授業は例年、履修希望者が多く、５～７倍ほどの競争率になります。履修できた人は、履修のかなわなかった人の分まで

がんばるつもりで、積極的に参加してください。また、「志望理由」は最大３００字以内にまとめてください。大きく超過するもの

は、選考から外します。 

 

志望理由やレポートの作成では、生成 AI を使わないでください。これは現在のところ「大勢が言っていることを参考に、当た

り障りのない文章を作る」技術で、科学の対極にあるからです。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

予習：初等関数（三角関数、指数関数、対数関数）の微積分、合成関数の微分、置換積分、部分積分の基礎（高校教科書レ

ベル）を確認しておいてください。 

復習：授業で出てきた数式の展開や証明は、学科にかかわらず役に立つと思うので、いつでも自力で再現できるようにしてく

ださい。 

 

 
５．教科書 

指定しません 

 

 
６．参考書 

指定しません 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に出した課題は、机間巡視を通じて理解度を確認し、必要があれば個別に助言・指導します。また、授業のなかで、

全員の問題として取り上げることもあります。 

授業の最後で出した課題（宿題）は、翌週の授業で理解度を確認します。 

 

 
８．成績評価の方法 

学期末のレポートで評価します。評価の基準は，本講の到達目標である（１）問題を発見し，（２）外部に知識や技能を求め，

（３）自分の頭で考えることが実行できているかどうかです。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[科学の歴史と論争] 

担当者名 小山俊士 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 科学技術は，狭い意味でのその理論の展開だけでなく，社会との相互作用を通じて，発展してきました。この講義では，科

学と技術と社会のインターフェイスに登場する問題を分析することを通じて，「科学技術とは何か」「社会は科学技術の研究

プロセスにどのような影響を与えるか」「科学者・技術者の社会的責任とはどのようなものか」といったことを考えていきます。 

 科学技術をめぐる問題について，自然科学と人文・社会科学の両方の視点から探求する方法について学ぶことを到達目

標とします。 

 

 
２．授業内容 

 前半（第 2 回から第 7 回）はテキストから選んだ一つのテーマについて，学生がその内容を紹介し、担当教員が補足講義

をして，受講者全員でのディスカッションを行います。テキストに即してプログラムを用意していますが，受講者の関心に応じ

て変更も可能です。 

 後半は（第 8 回から第 14 回）は，テキストを参考に学生がテーマを決めて，科学技術と社会の間で何が論争になっている

のかについて調査研究して報告してもらい，受講者全員でのディスカッションを行います。 

［第 1 回] イントロダクション ：科学技術社会論とは何か 

［第 2 回] 科学コミュニケーション 

［第 3 回] 科学とメディア  

［第 4 回] 科学と教育  

［第 5 回] 法と科学  

［第 6 回] 科学とジェンダー  

［第 7 回] リスク論  

［第 8 回] 中間のまとめ：各自の研究テーマについて  

［第 9 回] テクノロジーアセスメント 

［第 10 回] 原子力と社会 

［第 11 回] 気候工学 

［第 12 回] 生命倫理 

［第 13 回]  再生医療 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 履修者には自分に関心のあるテーマを選択し，調査発表する積極性が期待されます。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 発表担当者は担当教員が示した資料に加え，文献，インターネット等を利用した調査で発表の準備をし，当日出席者に発

表要旨を配ること。他の参加者もできるだけ関係資料に目を通してから参加すること。 

 
５．教科書 

 発表担当者は担当教員が示した資料に加え，文献，インターネット等を利用した調査で発表の準備をし，当日出席者に発

表要旨を配ること。他の参加者もできるだけ関係資料に目を通してから参加すること。 

 
６．参考書 

藤垣裕子編『科学技術社会論の技法』東京大学出版会，2005 年 

このほか，テーマごとに参考資料を指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回の発表については，講義内で講評をする． 

レポートについては，Oh-o! Meiji に講評を提示する． 

 

 
８．成績評価の方法 
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履修者は，内容の紹介と研究発表を行うこと（30％）。発表後，レポート提出（40％）。ディスカッションへの参加態度（30％）。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[ドイツってどんな国?] 

担当者名 松澤淳 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ドイツと聞いて何を思い浮かべますか。荘重なクラシック音楽，難解な哲学やお堅い文学，徹底した環境対策，組織的なサ

ッカー，或いは負の遺産としてのナチズムなどが思い浮かぶかもしれません。このように，ドイツにはどことなく堅苦しいイメー

ジがつきまといます。では，実際のドイツはどのような国なのでしょうか。 

 このゼミナールでは，ドイツという存在をよりよく知るために，皆さんにドイツ・ドイツ人について様々な角度から調べて発表し

てもらいます。例えば，ドイツの州、気候，風土，生活，歴史，産業，文化について調べてもらいます。そして，ゼミナールの

中で発表してもらったテーマに関連する映像，音楽，映画を見たり，聴いたり，観賞したりして，皆さんの発表内容を補強して

いく予定です。ここでは，言葉による認識ばかりではなく，映像などの媒体を通してドイツを視覚的に理解していくことを目的

としているからです。 

 また，ドイツを知るためには，ドイツに関する基本情報をわきまえておく必要もあります。そこで，ドイツの州や州都，ゼミナー

ルで取り上げる都市の名前と位置などの地理的情報などは全員に調べてもらい，地図上で確認を行います。こうして収集し

た情報やデータを，ドイツの歴史を縦糸としヨーロッパや世界各地の出来事を横糸としてドイツという国について考えていきま

す。 

 さらに、ドイツのサブカルチャーもテーマとします。ナチスの時代から現代までのドイツのサブカルチャー事情を辿ってみた

いと思います。どんなドイツが見えてくるでしょうか。 

 このようにこのゼミナールの到達目標は，情報と情報とを有機的に結びつけながら自分なりのドイツを発見することです。 

 あなたが見つけたドイツは最初のドイツと変わりましたか。こうした点も含めて，受講生には一つのテーマを決めてレポート

を書いて提出してもらいます。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション ドイツってどんな国 「あなたのドイツ度をチェックします」 

［第２回] ドイツのサブカルチャー事情１ ナチス時代のアニメーションからコスプレまで 

［第３回] ドイツのサブカルチャー事情２ ドイツのサブカルチャーについてディスカッション 

［第４回] ドイツのサブカルチャー事情３ ドイツのコミックアーティストの作品を読んでみよう 

［第５回] 受講生によるドイツの州の紹介１ 

［第６回] 受講生によるドイツの州の紹介２ 

［第７回] 受講生によるドイツの州の紹介３ 

［第８回] 受講生によるドイツの州の紹介４  

［第９回] 変容するドイツ１ 映画からドイツを考えます 

［第 10 回] 変容するドイツ２ 音楽からドイツを考えます 

［第 11 回] ドイツと日本１ ドイツの小説とマンガ「みえない雲」を読んでみよう 

［第 12 回] ドイツと日本２ 映画「みえない雲」を観よう 

［第 13 回] ドイツと日本 3 小説とマンガと映画が表現するドイツと日本とは 

［第 14 回] あなたのドイツ：レポートの概要発表とディスカッション 

 

 
３．履修上の注意 

 受講生はテーマに従って，個人・あるいはグループでゼミナール中に発表してもらう機会を設けます。プレゼンテーション

の仕方も含めて発表のための準備が必要となります。 

授業の最後には，毎回，その回のテーマに即した発表，あるいは小レポートやリアクションペーパーを全員に書いてもらいま

す。 

また，最終回には，ドイツについての一つのテーマを決めレポートを提出してもらいます。自分がゼミの中で発表したテーマ

でも，新たに見つけ出したテーマでも構いません。ただし，事象，状況の説明だけではなく，歴史的な背景から考えたり，他

国との比較などから「あなたのドイツ」を論じたりしてみてください。 

ドイツが好き，ドイツに興味がある方，受講をしてみてください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 担当のテーマは，聞く人の興味を引くような発表の準備を願います。指定された資料は期日までに読むようにしてくださ

い。 
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５．教科書 

 プリントを配布します。 

 

 
６．参考書 

 阿部謹也 『物語ドイツの歴史 ―ドイツ的とは何か』（中公新書） 

 池内 紀 『ぼくのドイツ文学講義』（岩波新書） 

 菊池良生 『神聖ローマ帝国』（講談社現代新書） 

 G・パウゼヴァング 『みえない雲』（小学館文庫）  

 Ａ・ハーゲ 『コミックみえない雲』（小学館文庫） 

  

 ゼミナールの中で紹介していきます。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出の課題についてはクラスフェブのアンケート、レポート、ディスカッションなどからフィードバックを行います。 

 
８．成績評価の方法 

 時間毎の口頭発表，レポートを計 70 点，最終のレポートを 30 点として，総合的に評価します。60 点以上を合格とします。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[ワークショップ・デザイン論] 

担当者名 山本洋平 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 テーマは「ワークショップ・デザイン論」。今年度はとくに「表現」と「創作」を磨く場としてのワークショップの可能性を探りま

す。創作ワークショップでは、エッセイ・ライティング、トラベル・ライティング、ネイチャーライティング、小説、写真、映像、デザ

インなど、さまざまな「表現」の奥行きを検討するプロジェクトを展開します。 

 

そもそもワークショップという言葉は「工房」を意味するもので，もの作りのための場を指します。とは言っても，この授業では、

教室内で何かモノを作るわけではなく，創造的なコミュニケーションや新しい発想を生み出すための仕掛けを考えだす人を

養うことを目的としています。いわばプロジェクト・デザイナーを養成するゼミということになります。コミュニケーション・ワークシ

ョップはモノを〈つくる〉〈かたる〉〈振り返る〉のサイクルを基本としますが，具体的には次の２つの到達目標を想定しています。 

 

（１）チームの雰囲気を建設的なものにするコミュニケーションの心構えや，創発的・共発的なアイデア（グループ・ジーニア

ス）を生み出すコツを身につけながら，ワークショップを企画し，実際に運営できるようになること。 

 

（２）学術的にも役に立つインプットとアウトプットの学習パターンを意識化し，具現化し，習慣化すること。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] アイスブレイク 

［第２回] ワークショップ入門１：WS を体験する   

［第３回] ワークショップ入門２：WSD のコツ（活動目標と学習目標の立て方）  

［第４回] プロジェクト１：表現ワークショップを企画する   

［第５回] プロジェクト１：表現ワークショップを実施する  

［第６回] 創作ワークショップ１ 

［第７回] 創作ワークショップ２ 

［第８回] 創作ワークショップ３ 

［第９回] ワークショップと批評理論１ 

［第 10 回]   ワークショップの批評理論２ 

［第 11 回] 創作プロジェクト２：コミュニケーション空間をつくる 

［第 12 回] 創作プロジェクト２：コミュニケーション空間をつくる 

［第 13 回] 成果報告 

［第 14 回] 成果報告 

 

 
３．履修上の注意 

グループディスカッションやプレゼンテーションなど，毎回全員参加型の授業を行う。したがって，協調性はもちろんのこと，

授業外の活動を厭わず，積極的に楽しく参画してくれる受講生を募ります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

グループでのプロジェクトを行うので，授業外で集まって作業してもらうことがあります。 

 

 
５．教科書 

山内祐平，森玲奈，安斎勇樹『ワークショップデザイン論―創ることで学ぶ』第２版、慶應義塾大学出版会，2021 年 

 

 
６．参考書 

井庭 崇編著『クリエイティブ・ラーニング:創造社会の学びと教育』慶應義塾大学出版会,2019 年 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内にてコメントします。 
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８．成績評価の方法 

授業内課題 60％，プレゼンテーション 40％ 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

授業期間中にプレゼンテーションを課し，使用するファイル（パワーポイント or PDF）を提出してもらう。 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[場所のコミック] 

担当者名 原瑠美 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

誰にでもある好きな場所、愛着のある場所。それは砂漠、海、大都市東京かもしれないし、廃墟やジャングルという人もいる

だろう。この授業では学生それぞれが気になる場所についてのコミックを制作することを通して、なぜその場所に惹かれるの

かを考え、その場所に対する新しい視点を見出すことを目指す。授業では「都市」、「風景」、「時空間」の３つのテーマに沿っ

て多様な作者によるコミック作品を例として分析しつつ、コミック制作の基礎を学んでいく。学生には社会、政治、歴史、環境

問題などの観点から場所についての調査を行い、オリジナルの短編を書く／描く経験を積むとともに、発表・講評を通して自

他の作品に対する建設的な批評をする力をつけることも求められる。 

 

授業の目標： 

1. 絵と文章を組み合わせて明確に物語を読者に伝えることができる。 

2. コミック制作のプロセスを理解し、実践できる。 

3. 自分の意見とその理由、よりよくするための提案を明確にした建設的な作品批評ができる。 

 

 
２．授業内容 

第１回：イントロダクション、自己紹介コミック制作、アーバンスケッチ講評、次回の説明 

第２回：コミ句を作ろうー制作・発表・講評 

第３回：課題１（都市）作品例の紹介・分析、各自制作 

第４回：課題１（都市）各自制作 

第５回：課題１（都市）発表・講評 

第６回：課題２（風景）作品例の紹介・分析、各自制作 

第７回：課題２（風景）中間発表、各自制作 

第８回：課題２（風景）各自制作 

第９回：課題２（風景）発表・講評 

第１０回：課題３（時空間）作品例の紹介・分析、各自制作 

第１１回：課題３（時空間）各自制作 

第１２回：課題３（時空間）中間発表、各自制作 

第１３回：課題３（時空間）各自制作 

第１４回：課題３（時空間）発表・講評 

 

最終課題の講評をもとに修正した最終版の提出をもって期末試験の代わりとする。 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

絵を描くウォームアップとして、アーバンスケッチ（街中で実際の景色や人物などをスケッチすること）を３点やってみる。所要

時間は 10-20 分程度が目安。どんな絵が「うまい」かというのは主観的なものなので気にする必要はなし。それよりも自分らし

く丁寧に描くことをこころがけてみてほしい。画材、紙などは自由だが、この機会にスケッチブックを一冊買ってみては。完成

したスケッチ３点は第１回目の授業に持参すること。 

 
５．教科書 

なし 

 
６．参考書 

『スペース・ドローイング入門』ドン・キンホ著、金智恵訳（マール社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に適宜フィードバックを行う。課題提出後にコメントも返す。 

 
８．成績評価の方法 

課題１（都市） 20% 
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課題２（風景） 25% 

課題３（時空間） 30% 

平常点 25%（準備学習の成果や授業中に実施する実習成果物を含む） 

 

欠席は３回まで可とする。４回以上の欠席はよほどの理由がない限り不可。15 分以内の遅刻は２回で欠席１回、15 分を超え

る遅刻は欠席１回とみなす。ただし交通機関遅延などやむを得ない理由がある場合を除く。 

 

 
９．その他 

 特になし 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[声の思想] 

担当者名 高山花子 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

現在わたしたちが「声」と呼んでいるものはいったいどこからやってくるものなのか？西洋哲学において人間の理性的な言語

＝ロゴスを力強く支えてきた声をめぐる思想は、実際のところ、古代ギリシア以来、テクノロジーのめくるめく革新の歴史ととも

に変化しつづけている。この授業では、印刷技術が普及する以前の口頭伝承や叙事詩の時代の背景知識、言語に必ずしも

還元できない声のありよう、とりわけ語りをめぐる現代思想、そして近年の広義の「アート」における声の使用を概観する。ホメ

ロス、ヴォーカロイド、ドゥルーズ、石牟礼道子、ベケットなど、時代と地域を越えて、関連する事例をなるべく多く取り上げ、理

論と実践のたえまない緊張関係について、思想史的にたどってゆくことを試みる。 

 
２．授業内容 

［第１回］視覚的な言葉、聴覚的な言葉 

［第２〜４回］声と記憶：詩人とは誰か、韻律の効果と歌の変容、録音から編集へ 

［第５〜７回］非-言語としての声：叫び、沈黙、セクシュアリティ、子ども、動物、機械 

［第８〜９回］映像作品の鑑賞と解説 

［第１０〜１２回］語りの理論：言説、ナラティヴ、おしゃべり 

［第１３〜１４回］声の現在：映画と朗読、舞台とノイズ、環境と音楽 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業中にさまざまな音楽を紹介するので、とくに授業のあとには、復習として、インターネットを活用して、音源を聞いてみてく

ださい。たとえば、Steve Reich, "Music for 18 Musicians"（1976）など。Daft Punk, “Infinity Repeating (2013 demo)”（2023）

のように、英語の歌も取り上げる予定なので、辞書を使う準備をしてきてください。（単語や意味、発音の調べ方はお伝えしま

す） 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o ! Meiji を通じてコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

学期末レポートで評価します。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND112J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 総合文化ゼミナール[写真を考える・写真で考える] 

担当者名 篠田優 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業の主なモチーフは「写真」です。わたしたちは日々を生きるなかで膨大な量の写真を目にしています。街で、部屋

で、モニターで、そこかしこで出会うそれらに対して、注目したり無視したりしています。わたしたちはいま、写真に一切関わる

ことなく生きていくことがほとんどできないといっても、おそらく過言ではありません。 

そのようにしてわたしたちの日常と密接に関わっている写真というモノを、みんなで考えてみようということがこの授業のテーマ

となります。ですが、ただ写真を眺めるだけ、関連した書籍を読むだけではなく、あるトピックのもとで実際に手や体を動かし

て写真を撮り、生活空間のなかからそれに適した写真を探し出すというプロセスを通して、考えてみようと思っています。以下

の二つは、この授業におけるそれぞれのプロセスを経たのちに到達を希望する目標です。 

 

① 授業内で議論されたトピックをもとに参加者各自で写真を撮影し、発表する。そのことを通じて、写真撮影の具体

的な方法を体験し、理解すること。 

② 授業内で議論されたトピックに関連すると思われるイメージを、身のまわりにあるニュース記事や広告など、他者が

撮影した写真のなかから見つけ出し、発表する。そのことを通じて、社会に流通する写真イメージへの意識的かつ批評的な

まなざしを身につけること。 

 

 
２．授業内容 

① イントロダクション 

② トピック１：The Things Itself 

③ 写真技術小史 

④ トピック１：発表 

⑤ トピック２：The Detail 

⑥ 写真表現小史 

⑦ トピック２：発表 

⑧ トピック３：The Frame 

⑨ トピック３：発表 

⑩ トピック４：Time 

⑪ トピック４：発表 

⑫ トピック５：Vantage Point 

⑬ トピック５：発表 

⑭ 総評 

 

 
３．履修上の注意 

本授業は写真についての知識や撮影の経験を特に必要としません。なお、課題をおこなう際には写真を撮影することのでき

る機器（携帯電話のカメラ機能やデジタルカメラなど）が必要となりますが、デジタルデータが取得できるものであればその性

能や型の新旧は問いません。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業内で紹介し、議論したトピックをふまえて、授業外で撮影などをおこなってもらいます。 

 
５．教科書 

・『The Photographer's Eye』John Szarkowski 著（The Museum of Modern Art）２００７年 

上記は本授業で使用するテキストですが、必要となる部分はすべて授業内で紹介します。 

 

 
６．参考書 

・『映像の修辞学』ロラン・バルト著（筑摩書房）２００５年 

・『カラー版 世界写真史』飯沢耕太郎監修（美術出版社）２００４年 

・『インスタグラムと現代視覚文化論――レフ・マノヴィッチのカルチュラル・アナリティクスをめぐって』久保田晃弘／きりとりめ

でる訳・編著（ビー・エヌ・エヌ新社）２０１８年 

このほかにも本授業の内容に関連し、参考となる図書については授業内で紹介します。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内にてコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

各トピックにおける課題発表と提出によって採点します（２０％×５回）。 

 
９．その他 
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思想論 A 

科目ナンバー STPHL351J 配当学年 3,4 年 開講学期 春 

科目名 思想論 A[3 年 1・2 組,機械,建,数,4 年全] 

担当者名 清水則夫 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 東洋思想，特に儒教思想史を講義する。なお，本講義にあわせて思想論Ｂも履修することを推奨する。 

 儒教と聞いて，諸君は何を連想するのだろう。中学・高校の国語の教科書にあった断片的な漢文だろうか。だが「国語」の

教科書に古典中国語が載っていることを疑問に思ったことはないだろうか。いうまでもなく，儒教は古代中国に生まれた。な

ぜ中国の古典が，「国語」の授業で扱われるのか。それは中国文化の影響が，日本文化の奥深くまで浸透しているからであ

る。 

 儒教は中国に生まれたが，その影響は日本のみならず，東アジアの全域に及んだ。西洋が東アジアに進出し，近代化が

急務となった後も，折に触れて伝統としてのアジアや儒教が呼び起こされる。これは近年の中国でも例外ではなく，アジアに

ついて知ろうとするならば，儒教を避けて通ることはできない。 

 漢字の使用をはじめとして，日本が中国から受けた影響はきわめて大きい。それにもかかわらず，日常生活の中でそれを

意識する機会は多くない。むしろ，意識せずに済むほどに根付いている，といったほうがよい。それらを自覚化するには，過

去の歴史を学ぶ必要がある。本講義の目的はここにある。 

 私たちの内なる中国を知れば，現在の中国を見る目も違ってくるだろう。歴史を学ぶ意義とは，こうしたものにほかならな

い。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション（中国思想史と日本の関連について） 

       ｂ：儒教概論 

［第２回] 春秋戦国の時代と思想（１） 

［第３回] 春秋戦国の時代と思想（２） 

［第４回] ｢気」の思想をめぐって 

［第５回] 漢の成立と儒教正統化 

［第６回] 南北朝期における老荘思想の展開 

［第７回] 隋・唐における三教のかかわり 

［第８回] 宋の諸思想と朱子学の成立 

［第９回] 元・明における朱子学と新思想の兆し 

［第 10 回] 陽明学の成立と陽明後学の展開 

［第 11 回] 清朝の成立とその学術 

［第 12 回] 中国の近代化と儒教批判 

［第 13 回] 現代新儒家 

［第 14 回] ａ：まとめ 

        ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

 思想論Ｂとの関連が強いので，可能であれば，あわせて履修することを推奨する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 履修に先立ち，下記の参考文献のいずれかに目を通し，思想史の全体的な流れを把握しておくことが望ましい。復習とし

ては，各回の講義の後に配布されたプリントを確認し，不明な点があれば質問して理解すること。 

 

 
５．教科書 

 プリントを配布する。 

 

 
６．参考書 

※以下の参考文献は全体的なものである。個別のものは別に随時指示する。 

 『中国倫理思想の考え方』水口拓寿，山川出版社，2022 

 『中国思想史』武内義雄，講談社学術文庫，2022，初版 1957 
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 『デジタル時代の中国学リファレンスマニュアル』漢字文献情報処理研究会，好文出版，2021 

 『中国思想基本用語集』湯浅邦弘（編），ミネルヴァ書房，2020 

 『はじめて学ぶ中国思想:思想家たちとの対話』渡邉義浩ほか（編），ミネルヴァ書房，2018 

 『宗教の世界史５ 儒教の歴史』小島毅，山川出版社，2017 

 『幻の名著復刊 中国思想史』小島祐馬，ベストセラーズ，2017，初版 1968 

 『入門 中国思想史』井ノ口哲也，勁草書房，2012 

 『儒教入門』土田健次郎，東京大学出版会，2011 

 『21 世紀に儒教を問う』同上（編），早稲田大学出版部，2010 

 『中国思想史』アンヌ・チャン，知泉書館，2010 

 『概説中国思想史』湯浅邦弘，ミネルヴァ書房，2010 

 『四書五経入門：中国思想の形成と展開』竹内照夫，平凡社ライブラリー，2000 

 『儒教とは何か』加地伸行，中公新書，1990 

 『儒教史』戸川芳郎・蜂屋邦夫・溝口雄三，山川出版社，1987 

 『中国思想史（上・下）』日原利国（編），ぺりかん社，1987 

 『中国思想史（上・下）』森三樹三郎，第三文明社，1978 

 『中国哲学史』狩野直喜，岩波書店，1953 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中にその都度フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験による（100％）。ただし，出席回数が総授業数の３分の２に満たない場合，期末試験の受験資格を失うので注意

すること。 

 
９．その他 
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思想論 B 

科目ナンバー STPHL351J 配当学年 3,4 年 開講学期 秋 

科目名 思想論 B[3 年 3・4 組,機情,化,情,物,4 年全] 

担当者名 清水則夫 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 近世日本思想史を講義する。なお，本講義にあわせて思想論Ａも履修することを推奨する。 

 近年ではその著しい経済発展などで存在感を示している中国は，かつて東アジアで最高水準の文化を誇り，他国はそれ

を積極的に摂取した。日本においても，漢字の使用をはじめとして中国文化の影響は顕著であり，政治制度から思想・文化

に至るまで，おびただしい文物を取り入れている。 

 儒教もその一つであり，とくに江戸時代において広く普及した。その普及の過程で，日本独自の儒教思想が生まれる一方

で，いわゆる中華思想などをめぐり，日本と中国の関係や，日本そのものをどのように把握するかなどが問題となり，様々な

議論が交わされることになる。本講義ではこうした歴史を概観し，それらが明治維新以後の日本に残した影響を考えることを

目的とする。 

 明治維新以後，日本は急速な近代化を進め，その過程で中国は，かつてのように重んじられることはなくなった。さらに先

の大戦は，日本とアジアの距離を一層広げた。しかし近年の中国は，再び日本にとって大きな存在となりつつある。広い視

点から歴史を学ぶことで，現在の日中関係を捉え直すきっかけとしてもらえれば幸いである。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション（日本思想史の特質と外来思想の受容について） 

       ｂ：儒教概論 

［第２回] 日中の社会的相違と儒教 附：武士道 

［第３回] 朱子学と陽明学 

［第４回] 17 世紀における儒教の社会的位置――「芸」と儒教 

［第５回] 儒教の受容と反発における「日本」――中国夷狄論争 

［第６回] 18 世紀における独自の展開①伊藤仁斎 

［第７回] 18 世紀における独自の展開②荻生徂徠 

［第８回] 民衆における受容——石門心学と懐徳堂 

［第９回]  国学思想の成立と展開——本居宣長と平田篤胤 

［第 10 回] 徂徠の衝撃その後の変化——「文」、「道徳」、「政治」 

［第 11 回] 蘭学の興隆と寛政異学の禁 

［第 12 回] 西洋列強の進出と幕末の政治状況 

［第 13 回] 維新後の欧化主義と「アジア」 

［第 14 回] ａ：まとめ 

       ｂ：試験 

 

 

 
３．履修上の注意 

 思想論Ａとの関連が強いので，可能であれば，あわせて履修することを推奨する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 履修に先立ち，下記の参考文献のいずれかに目を通し，思想史の全体的な流れを把握しておくことが望ましい。復習とし

ては，各回の講義の後に配布されたプリントを確認し，不明な点があれば質問して理解すること。 

 

 
５．教科書 

 プリントを配布する。 

 

 
６．参考書 

※以下の参考文献は全体的なものである。個別のものは別に随時指示する。 

 『日本思想史事典』丸善出版，2020 

 『日本思想史』末木文美士，岩波新書，2020 

 『神道・儒教・仏教』森和也，ちくま新書，2018 
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 『「維新革命」への道：「文明」を求めた十九世紀日本』苅部直，新潮選書，2017 

 『江戸の朱子学』土田健次郎，筑摩選書，2014 

 『岩波講座 日本の思想』全八巻，岩波書店，2013 

 『日本思想史講座』全四巻，ぺりかん社，2012 

 『江戸の思想史』田尻祐一郎，中公新書，2011 

 『日本政治思想史』渡辺浩，東京大学出版会，2010 

 『日本思想史ハンドブック』苅部直・片岡龍（編），新書館，2008 

 『概説日本思想史』佐藤弘夫（編），ミネルヴァ書房，2005 

 『日本文学史序説』加藤周一，ちくま学芸文庫，1999，初版 1975 

 『丸山真男講義録』丸山真男，東京大学出版会，1998 

 『江戸思想史講義』子安宣邦，岩波書店，1998，のち岩波現代文庫，2010 

 『日本政治思想史』平石直昭，放送大学教材振興会，1997 

 『江戸思想史の地形』野口武彦，ぺりかん社，1993 

 『日本思想論争史』今井淳・小澤富夫（編），ぺりかん社，1979 

 『徳川思想小史』源了圓，中央公論社，1973，のち中公文庫，2021 

 『日本封建思想史研究』尾藤正英，青木書店，1961 

 『日本政治思想史研究』丸山真男，東京大学出版会，1952（新装版 1983） 

 『文学に現はれたる我が国民思想の研究』津田左右吉，洛陽堂，1916，のち岩波文庫，1977 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中にその都度フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験による（100％）。ただし，出席回数が総授業数の３分の２に満たない場合，期末試験の受験資格を失うので注意

すること。 

 
９．その他 
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文学 A 

科目ナンバー STLIT351J 配当学年 3,4 年 開講学期 春 

科目名 文学 A[3 年 1・2 組,機械,建,数,4 年全] 

担当者名 井上善幸 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「文学Ａ」の授業では，おもに近現代文学における＜精神の生理学＞をテーマとして取り上げ、作品を読んでゆきます。著

名なものから，あまり知られていないものまで，じっくり読んでゆきましょう。 

 受講生の皆さんは，これらの作品を読むことにより，さまざまに反応する権利と自由が与えられています。作家たちはそれ

ぞれ独自のヴィジョンで世界を切り取り，各々の言葉で主人公の精神と頭脳を表象しています。みなさんはかれらの世界観と

独自の（時には奇異な，と映るかもしれません）言語表現を通して，ひとまずは世界をそのように認識する作業を引き受けて

下さい。その引き受けと批判的検討を通して，自分自身の感性を育んでいってほしいと思います。 

〈現実というものは決して一枚岩ではない〉。文学はそのことを教えてくれるのかもしれません。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション──近現代文学における＜精神の生理学＞について 

［第２回] ホルヘ・ルイス・ボルヘス「記憶の人、フネス」（一） 

［第３回] ホルヘ・ルイス・ボルヘス「記憶の人、フネス」（二） 

［第４回] ホルヘ・ルイス・ボルヘス「記憶の人、フネス」（三） 

［第５回] ホルヘ・ルイス・ボルヘス「記憶の人、フネス」（四） 

［第６回] オノレ・ド・バルザック『ルイ・ランベール』（一） 

［第７回] オノレ・ド・バルザック『ルイ・ランベール』（二） 

［第８回] オノレ・ド・バルザック『ルイ・ランベール』（三） 

［第９回] オノレ・ド・バルザック『ルイ・ランベール』（四） 

［第 10 回] サミュエル・ベケット『連れ』（一） 

［第 11 回] サミュエル・ベケット『連れ』（二） 

［第 12 回]   サミュエル・ベケット『連れ』（三） 

［第 13 回] サミュエル・ベケット『連れ』（四） 

［第 14 回] まとめ 

 
３．履修上の注意 

 最初に作家の略歴を紹介し，あらすじを簡単に説明し，長いものであればその一部をプリントで読んでゆきます。各回の授

業の後半では，その日に取り上げた作品に対する印象や感想をディスカッション形式で議論してもらいます。 

  

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 配布するプリントをよく読み，取り上げる作家の生涯や作品を自分でも調べ，少なくとも一作は彼らの作品を自分でじっくり

と読んでみることは，大変実りの多い作業なので，予習復習を問わず，ぜひ自分で図書館や書店に出向き，その作品を書物

の現物で読むようにしてほしいと思います。 

 まずは紙の書物を手に取ることから始めましょう。そうすることで，文学への興味も確実に増す筈です。 

 

 
５．教科書 

 ほぼ毎回こちらから授業で読んでゆくプリントを用意します。 

 

 
６．参考書 

 ホルヘ・ルイス・ボルヘス『伝奇集』（岩波文庫など） 

 オノレ・ド・バルザック『神秘の書』（水声社など） 

 サミュエル・ベケット『伴侶』（書肆山田） 

 Jorge Luis Borges, Labyrinths: Selected Stories and Other Writings. Ed. Donald A. Yates and James E. Irby. 

Harmondsworth: Penguin Books, 1987. 

 M. de Balzac, Le Livre Mystique. Paris: Werdet, 1835. 

 Samuel Beckett, Company. London: John Calder, 1980. 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中にその都度解説します。 

 
８．成績評価の方法 

 授業で扱った作品に関して短めのレポートを二本程度提出してもらい，最後に学期末のレポートを提出してもらいます。 

 毎回の出席が大変重要であることは言うまでもありません。 

 学期末レポートを 50 点，毎回の授業における意見・質問等による平常学習点を 30 点，短めのレポートを 20 点とし，合計

60 点以上を合格とします。 

 
９．その他 
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文学 B 

科目ナンバー STLIT351J 配当学年 3,4 年 開講学期 秋 

科目名 文学 B[3 年 3・4 組,機情,化,情,物,4 年全] 

担当者名 井上善幸 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 春学期同様，複数の書き手の作品を取り上げ，それらを文学における＜心と機械＞という観点から解読してゆきます。著名

なものから，あまり知られていないものまで，二〇世紀の作家を中心に読んでゆきます。 

 受講してくれるみなさんは，これらの作品を読むことにより，さまざまに反応する権利と自由が与えられています。ただし作

家は自分独自の観点から世界を切り取り，みずからの言葉で表現しているわけですから，まずは彼らがどう表現しているの

か，できるだけ正確に読み取り，受け止める努力が求められます。みなさんはそのヴィジョンと表現を通して，ひとまずは世界

をそのように知覚する任務を引き受けて下さい。その引き受けと批判的検討を通して，自分自身の知性を豊かなものに育て

ていってほしいと思います。現実は決して一枚岩ではない，そのことを文学作品は教えてくれると思います。それを知ることは

「自由への道」（les chemins de la liberté）の第一歩であると考えます。 

 今回取り上げる一連の作品を、漱石の『こころ』の現代版とみることも可能かもしれません。読み進むにつれ、次第に人間の

こころの深層に入り込み、そこにいかにマシンが本質的な役割を果たしているのかを検証してみたいと思います。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション──＜意識の流れを記載する＞ということ 

［第２回] ポール・オースター『ぼくのタイプライター物語』（一） 

［第３回] ポール・オースター『ぼくのタイプライター物語』（二） 

［第４回] ポール・オースター『ぼくのタイプライター物語』（三） 

［第５回] ポール・オースター『ぼくのタイプライター物語』（四） 

［第６回] サミュエル・ベケット『想像力は死んだ想像せよ』（一） 

［第７回] サミュエル・ベケット『想像力は死んだ想像せよ』（二） 

［第８回] サミュエル・ベケット『想像力は死んだ想像せよ』（三） 

［第９回] サミュエル・ベケット『想像力は死んだ想像せよ』（四） 

［第 10 回] ジャック・デリダ『フロイトとエクリチュールの舞台』（一） 

［第 11 回] ジャック・デリダ『フロイトとエクリチュールの舞台』（二） 

［第 12 回] ジャック・デリダ『フロイトとエクリチュールの舞台』（三） 

［第 13 回] ジャック・デリダ『フロイトとエクリチュールの舞台』（四） 

［第 14 回] まとめ 

 
３．履修上の注意 

 最初に著者たちの略歴を簡単に紹介し，あらすじを説明し，長いものであればその一部をプリントで読んでゆきます。時に

はそれらが書かれたオリジナルの言語でもみてみます。ただし語学的な心配は無用です。すべてこちらで説明します。 

 各回の授業の後半に，その日に読んだ作品の印象や感想をディスカッション形式で議論してもらいます。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回配布するプリントをよく読み，取り上げる著者や作品を自分でも調べ，少なくとも一作は彼らの作品全体を自分でじっく

りと読んでみることは，とても実りの多い作業です。予習復習を問わず，ぜひ自分で図書館や書店に出向いて，その作品を

書物の現物で読むようにしてほしいと思います。 

 まずは紙の書物を手に取ることから始めましょう。そうすることで，文学への興味も増すはずです。時に原文をプリントでも渡

し，参照することがありますから，それらをできる範囲で結構ですので，事前に少し目を通すことも大変有益です。 

 

 
５．教科書 

 ほぼ毎回授業で読んでゆくプリントを用意します。 

 

 
６．参考書 

 ポール・オースター『孤独の発明』（新潮文庫） 

 ポール・オースター『ガラスの街』（新潮文庫）  

 ポール・オースター『幽霊たち』（新潮文庫） 

 ポール・オースター『わがタイプライターの物語』（新潮社） 

 サミュエル・ベケット『短編集』（白水社） 
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 ジャック・デリダ『エクリチュールと差異』（法政大学出版局） 

 Paul Auster and Sam Messer, The Story of My Typewriter. New York: D.A.P., 2002. 

 Samuel Beckett, Imagination morte imaginez. Paris: Minuit, 1965. 

 Samuel Beckett, Imagination Dead Imagine. London: Calder and Boyars, 1971. 

 Jacques Derrida, L'Écriture et différence. Paris:Seuil, 1967. 

 Jacques Derrida, Writing and Difference. London: Routledge and Kegan Paul, 1981. 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中にその都度解説します。 

 
８．成績評価の方法 

 春学期と同様な成績評価の仕方を用います。短めのレポートを二本程度提出してもらい，最後に学期末のレポートを提出

してもらいます。 

 毎回の出席がきわめて重要であることは言うまでもありません。 

 学期末レポートを 50 点，毎回の授業での発言や質問等による平常学習点 30 点，短めのレポートを 20 点とし，合計 60 点

以上を合格とします。 

 
９．その他 
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美術史 A〔M〕 

科目ナンバー START321J 配当学年 3,4 年 開講学期 春 

科目名 美術史 A〔M〕[3 年 1・2 組,機械,建,数,4 年全] 

担当者名 倉石信乃 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「西洋美術」の流れを古代から現代までたどる授業。美術史の考察の対象は何よりもまず，絵画・彫刻などの「作品」という

具体的な「もの」である。すぐれた作品という「もの」は，たったいま生まれたものでも，長大な歴史を生き延びてきたものでも，

それ自体として存在の光を放ちながら，人間の歴史や記憶とつながって，私たちの目の前に姿を現している。作品という事

物に相対することは、現実の生きた経験であり、決して他に置き換えることのできない「出来事」なのだ。 

 本授業では，西洋美術の流れの概略を理解することを到達目標とする。今日の美術史的な常識においては、他の学問領

域と同じく、西洋中心主義は厳しい批判と反省の対象となる。しかし当の批判や反省と同時に必要な態度は、日本にとって

の異文化である西洋美術に対する関心と敬意を保持することであり、自らの文化をいたずらに誇ることではない。 

 西洋という遠方で、はるか昔に生まれた個々の美術作品が，極東の地で暮らす現在の私たちに投げかけているメッセージ

を，自分にも大いに関係するものとして受けとめる習慣を身につけたい。そのための基礎的な認識を獲得することが、本授業

の到達目標である。 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション ｂ：古代ギリシア・ローマ１【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第２回] 古代ギリシア・ローマ２【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第３回] 中世１【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第４回] 中世２【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第５回] ルネサンス１【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第６回] ルネサンス２【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第７回] バロック・ロココ１【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第８回] バロック・ロココ２【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第９回] 19 世紀の美術１【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第 10 回] 19 世紀の美術２【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第 11 回] 19 世紀の美術３【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第 12 回] 20 世紀の美術１【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第 13 回] 20 世紀の美術２【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第 14 回] a : まとめ/ b. 期末試験【対面】 

 
３．履修上の注意 

 この授業はメディア授業科目として開講される。授業は第 1 回から第 13 回まで, 講義動画を Oh-o! Meiji システムを通じ

て配信するオンデマンド型で行う。ただし, 第 14 回の期末試験のみ「対面」で行うので, 注意すること。  

 講義動画は原則として, 毎週火曜日の第 1 時限開始時刻までに Oh-o! Meiji システムを通じて配信し, 授業動画は当該

学期の期末試験日までの視聴を可能とする。なお毎回の講義動画に対して, 「感想ノート」の提出を求めるとともに、その提

出をもって出席確認と理解度の確認を行う。 

 また, Oh-o! Meiji クラスウェブのディスカッション機能を活用し, 意見交換の場を設ける。教員への質問・相談窓口として, 

専用メールアドレスを履修者に通知する。 

 美術史研究には複製図版の参照が不可欠であり，この授業でも，スライド写真など複製技術の手助けを得て短期間に歴

史を概観する。しかし，実物との「出会い」がなければ始まらない。展覧会に赴き，実際に作品と対峙する経験を大事にしな

がら，授業に臨んでほしい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業で扱う事項について, 授業の前後でインターネットや参考書等で調べておくこと。 

 
５．教科書 

 指定しない。 

 

 
６．参考書 

 以下の概説書を推奨するので，どれか１冊は常時目を通せるようにしておくとよい。 

 

・高階秀爾監修『カラー版 西洋美術史』（美術出版社，2002 年） 

・高階秀爾・三浦篤編『西洋美術史ハンドブック』（新書館，1997 年） 
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・千足伸行監修『新西洋美術史』（西村書店，1999 年） 

・北澤洋子監修『西洋美術史』(武蔵野美術大学出版局、2006 年) 

・秋山聰・田中正之監修『美術出版ライブラリー 西洋美術史』(美術出版社、2021 年) 

 

以 上 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

教員への質問・相談窓口として, 専用メールアドレスを履修者に通知する。 

 
８．成績評価の方法 

 感想ノート 40％, 展覧会レポート 10％，期末試験 50％とし, その比率からなる満点のうち, 60％以上の評点を得た者を合

格とする。 

 成績評価の対象となるのは, 初回と第 14 回(期末試験日)を除いた残り 12 回の授業のうち 8 回以上の感想ノートを提出し, 

かつ展覧会レポートを提出し, かつ期末試験を受験している者とする。 

 感想ノート, 展覧会レポートの執筆にあたり, 生成型 AI(Chat-GPT など)の使用を禁じる。提出に際して, 注意すること。 

 

「感想ノート」および「期末試験」の評価基準は以下のとおり。 

1 授業をいかに正確に理解しているか 

2 授業についていかに主体的関心を示しているか 

3 上記の理解や関心の度合いと連動して、いかに独自の解釈や見解を示しているか 

 

「展覧会レポート」の評価基準は以下のとおり。 

1 展覧会をいかに正確に理解しているか 

2 展覧会についていかに主体的関心を示し, 実際に足を運んで鑑賞したことを生き生きと伝えているか 

3   上記の理解や関心の度合いと連動して, いかに独自の解釈や見解を示しているか 

 

注意事項：「感想ノート」「展覧会レポート」の作成に際し, WEB 等にある文献から引用・参照を行う場合は, 引用・参照部分

を明示し, 自身の「感想」に係わる記述と分けて記述すること。問われているのは, たとえ拙くとも必死に考えて綴られた「感

想」なのであって, AI や他人が考案しそれなりに整った文章を転送することではない。 

以 上 

 
９．その他 
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美術史 B〔M〕 

科目ナンバー START321J 配当学年 3,4 年 開講学期 秋 

科目名 美術史 B〔M〕[3 年 3・4 組,機情,化,情,物,4 年全] 

担当者名 倉石信乃 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、主に現代における写真というミディアム(medium 媒体)の多義的な意味作用と、ミディアムを通して生まれる表

現を扱う。その表現領域は、既存の「美術」のそれと重なりつつも逸脱することで、美術史を批判する役割を担ってきた。この

ことは、写真という媒体／表現が、現実の社会、歴史、政治とのより大きな関わりの中から生まれ、いまなおその関わりととも

生きてきたことの証左でもある。 

 本授業では、以上の美術と写真の関係を踏まえ、かつ写真史および美術史の記憶を参照しながら、主に現代の写真表現

の中で取り上げるべきトピックのいくつかを検証していく。   

 この授業の到達目標は, まず写真の意味作用や表現の基礎を理解すること、さらにはそうした理解に基づき、私たちの生

きてきた、そして生きている環境や社会の「歴史と現在」における諸課題を批判的に考察するための基礎を獲得することにあ

る。 

 歴史を構成する主体とはつねに、何か抽象的な他者ではなく、いまを生きる「私たち」のことである。歴史的主体であること

への自覚のもとに注意深く聴講することで、かかる到達目標へのアプローチは容易となろう。 

 
２．授業内容 

拙著『スナップショット—写真の輝き』(2010 年)を教科書として使い、原則的にはその内容に沿って講ずる。しかし講義では時

間の制約上，当該のテクストに書かれている内容を割愛せざるをえないし，逆にテクストで扱われていない情報や、新たな情

報を盛り込んで説明することもある。 

 

［第１回] ａ：イントロダクション ｂ：監視映像について 1【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第２回] 監視映像について 2【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第３回] 被爆の記憶について 1【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第４回] 被爆の記憶について 2【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第５回] 自伝性について【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第６回] スナップ写真について 1【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第７回] スナップ写真について 2【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第８回] 家について【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第９回]  群衆について【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第 10 回] 廃墟について【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第 11 回] 原始美術について【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第 12 回] 演劇性について【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第 13 回] スナップ写真について 3【メディア授業(オンデマンド型)】 

［第 14 回] ａ：まとめ ｂ：期末試験【対面】 

 
３．履修上の注意 

 この授業はメディア授業科目として開講される。授業は第 1 回から第 13 回まで, 講義動画を Oh-o! Meiji システムを通じ

て配信するオンデマンド型で行う。ただし, 第 14 回の期末試験のみ「対面」で行うので, 注意すること。 

 講義動画は原則として, 毎週火曜日の第 1 時限開始時刻までに Oh-o! Meiji システムを通じて配信し, 授業動画は当該

学期の期末試験日までの視聴を可能とする。なお毎回の講義動画に対して, 「感想ノート」の提出を求めるとともに、その提

出をもって出席確認と理解度の確認を行う。 

 また, Oh-o! Meiji クラスウェブのディスカッション機能を活用し, 意見交換の場を設ける。教員への質問・相談窓口として, 

専用メールアドレスを履修者に通知する。 

 

 美術史研究には複製図版の参照が不可欠であり，この授業でも，スライド写真など複製技術の手助けを得ることになる。し

かし，実物との「出会い」がなければ始まらない。展覧会に赴き，実際に作品と対峙する経験を大事にしながら，授業に臨ん

でほしい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業内容について各自の関心に基づき，インターネットや参考書等で予習・復習しておくこと。 

 
５．教科書 

 倉石信乃『スナップショット 写真の輝き』（大修館書店，2010 年） 
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６．参考書 

 授業内で参考図書を紹介することがある。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 教員への質問・相談窓口として, 専用メールアドレスを履修者に通知する。 

 
８．成績評価の方法 

 感想ノート 40％, 展覧会レポート 10％，期末試験 50％とし, その比率からなる満点のうち, 60％以上の評点を得た者を合

格とする。 

成績評価の対象となるのは, 初回と第 14 回(期末試験日)を除いた残り 12 回の授業のうち 8 回以上の感想ノートを提出し, 

かつ展覧会レポートを提出し, かつ期末試験を受験している者とする。 

 感想ノート, 展覧会レポートの執筆にあたり, 生成型 AI(Chat-GPT など)の使用を禁じる。提出に際して, 注意すること。 

 

「感想ノート」および「期末試験」の評価基準は以下のとおり。 

1 授業をいかに正確に理解しているか 

2 授業についていかに主体的関心を示しているか 

3 上記の理解や関心の度合いと連動して、いかに独自の解釈や見解を示しているか 

 

「展覧会レポート」の評価基準は以下のとおり。 

1 展覧会をいかに正確に理解しているか 

2 展覧会についていかに主体的関心を示し, 実際に足を運んで鑑賞したことを生き生きと伝えているか 

3 上記の理解や関心の度合いと連動して, いかに独自の解釈や見解を示しているか 

 

注意事項：「感想ノート」「展覧会レポート」の作成に際し, WEB 等にある文献から引用・参照を行う場合は, 引用・参照部分

を明示し, 自身の「感想」に係わる記述と分けて記述すること。問われているのは, たとえ拙くとも必死に考えて綴られた「感

想」なのであって, AI や他人が考案しそれなりに整った文章を転送することではない。 

以 上 

 
９．その他 
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自然科学史 A 

科目ナンバー STSTS311J 配当学年 3,4 年 開講学期 春 

科目名 自然科学史 A[3 年 3・4 組,機情,化,情,物,4 年全] 

担当者名 中根美知代 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

（概要）古代以来の自然科学の歴史を、科学革命と呼ばれる時期に焦点を当てて論じる。自然科学は最初から今日私たち

が学ぶような形で登場したわけではない。17 世紀前後には、1000 年以上正しいとされてきた理論が 100 年余りの間に集中

的に覆された。これほどの規模ではないが、その後もこのような理論転換はあったし、今後も生じうる。転換の要因を探ること

により、科学とは思想、経済、技術といった社会のさまざまな要素との相互作用を通じて形成されたものであることを学ぶ。 

（到達目標）歴史も含めた形で自然科学を包括的に捉える視点が持てること、社会の中での自然科学の位置づけを理解で

きること、授業を通じて得られた新しい科学の像を自分の言葉で表現できることを到達目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 科学の起源とは何か 

［第２回] 古代ギリシアの科学 

［第３回] アレキサンドリアの科学 天動説の確立 

［第４回] イスラム圏の科学 

［第５回] 中世ヨーロッパの科学とキリスト教 

［第６回] 新しい自然の捉え方 

［第７回] 地動説の登場と受容 

［第８回] 魔術的世界観から機械論的自然観へ 

［第９回] ガリレオによる地動説の展開と力学研究 

［第 10 回] ニュートンによる世界像と運動法則 

［第 11 回] 血液循環の発見 

［第 12 回] 真空の発見と原子論の受容 

［第 13 回] 燃焼理論の成立と酸素の発見 

［第 14 回] a:期末テスト ｂ：期末テストの解説 

 

 
３．履修上の注意 

 これまで当たり前のこととして学んだ知識をあらためて考え直してみる機会にしてほしい。Web や生成 AI から得られた情報

を吟味することなく利用するとかえって混乱する。授業をよく聞いた上で、さまざまな事柄を自分なりに理解し、判断すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回の授業で、予習・復習するべき教科書の範囲を指定するので、目を通してから授業に臨むこと。出題された課題は必

ず取り組むこと。 

 

 

 
５．教科書 

『科学革命』 ローレンス・M・プリンチペ著 菅谷暁・山田俊弘訳 （丸善出版） 

 
６．参考書 

『＜科学の発想＞をたずねて』（放送大学叢書） 橋本毅彦著 （左右社） 

 その他授業の中で随時紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業時に講評を述べる。提出された課題の出来具合によっては、講評を押さえた上での再提出を求める。 

 
８．成績評価の方法 

 授業への参加度 10％、授業時間外に取り組む課題レポート 20％、期末試験 70％。授業時間外にとりくむ課題レポート

をすべて提出することを単位取得のための必要条件とする。授業中に、さまざま方法で授業をきいているかどうかを確認し、

これに基づいて出欠を判断する。 
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９．その他 
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自然科学史 B 

科目ナンバー STSTS311J 配当学年 3,4 年 開講学期 秋 

科目名 自然科学史 B[3 年 1・2 組,機械,建,数,4 年全] 

担当者名 小山俊士 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では，科学技術の発展とその社会的，経済的背景との相互作用に注目し，古代以来の自然科学の歴史の中から

代表的なトピックを取り上げて解説する。 自然科学は最初から今日われわれが学ぶような形で登場したわけではなく，長い

時間をかけて，思想，経済，技術といった社会のさまざまな要素との相互作用を通じて形成されたものであることを，具体的

な事例を通じて学んでいく。 

 科学的知識が時代を通じて変化してきた様子を概観 することで，科学の本質を歴史的に捉える視点を身につけることを到

達目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション：科学の特徴 

［第２回] 古代ギリシアの哲学と科学 

［第３回] 古代の天文学・数学とキリスト教 

［第４回] アラビアの科学とルネサンス 

［第５回] 近代の宇宙像 

［第６回] 原子論と機械論 

［第７回] ミクロコスモスと人体の理解 

［第 8 回] 啓蒙主義の時代 

［第 9 回] 科学の制度化 

［第 10 回] 「産業革命と科学技術 

［第 11 回] 帝国主義の時代の科学技術 

［第 12 回] 戦争と科学 

［第 13 回] 生命と環境 

［第 14 回] コンピュータとインターネット 

 

 
３．履修上の注意 

 科学技術の歴史を世界史のより大きな枠組みから眺めて見たいと思います。 

 世界史、自然科学諸分野の話題が登場しますが、その知識は前提としません。講義内でていねいに解説するので、必要

に応じて自ら調べて補いながら、学んでほしい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回のテーマに関する重要事項のキーワードを事前に提示するので、その意味を調べておくこと。 

 
５．教科書 

 なし 

 

 
６．参考書 

古川安『科学の社会史』ちくま学芸文庫，2018 年 

Principe 著『科学革命』丸善出版，2014 年 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

小テストの解説は Oh-o! Meiji で公開する。 

レポートについては，最終回の講義中で講評をする。 

 

 
８．成績評価の方法 

毎回の小テスト 60%、最終レポート 40% 

いずれも Oh-o! Meiji に回答，提出すること 
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９．その他 
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日本史 A 

科目ナンバー STHIS311J 配当学年 3,4 年 開講学期 春 

科目名 日本史 A[3 年 1・2 組,機械,建,数,4 年全] 

担当者名 五十嵐基善 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、旧石器・縄文時代から奈良時代を中心とする時期を対象とし、日本古代史に関する事項を解説する。古代の

日本では国家形成が進展し、日本という国家の枠組が形成された重要な時期となる。特に、古代の日本は国際情勢の影響

を大きく受け、文明化が促進したという特徴がある。この点をふまえて古代の日本がどのような歴史をたどったのかを解説す

る。 

 本授業の到達目標として、歴史学の特性を理解することにより、理系学問との相違点を認識することを設定する。特に、日

本古代史は文字資料が限定されることから、考古学の成果に依拠せざるを得ないことが多い。過去の出来事を復元すること

は容易ではなく、学説が何に依拠しているのかを理解することが重要となる。この他、歴史上の出来事を個別の事象として捉

えるのではなく、物事の本質をふまえて多面的に応用する力を養って欲しい。日本史を通して知性を磨くことを意識して授業

に臨むことを期待する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回］ a：イントロダクション b：歴史学の基礎知識 

 授業の概要を説明し、歴史学は過去を対象とする学問であることを解説する。 

［第２回］ 歴史資料の種類と性格 

 過去を復元する材料となる歴史資料を解説し、学説・通説の根拠を理解する。 

［第３回］ 旧石器・縄文時代の社会と生活 

 考古学の成果から縄文文化を復元し、生活の様相を解説する。 

［第４回］ 弥生時代の社会と生活 

 考古学の発掘成果をふまえ、稲作伝来による社会の変化を解説する。 

［第５回］ 国家形成の進展と邪馬台国連合 

 邪馬台国の所在地は現在でも不明であり、歴史には解決できない問題があることを解説する。 

［第６回］ ヤマト王権の成立と地方支配 

 ヤマト王権による広域支配の様相と、古墳の築造は容易ではないことを解説する。 

［第７回］ ヤマト王権の対外戦略 

 ヤマト王権が朝鮮半島の情勢に関わっていた背景と影響を解説する。 

［第８回］ 飛鳥時代の国際情勢と国制改革 

 飛鳥時代の国制改革は隋・唐の成立による情勢の緊迫化と連動していたことを解説する。 

［第９回］ 律令体制の構築と軍国体制 

 対外戦争の敗北により構築された律令体制は軍国体制であることを解説する。 

［第 10 回］ 律令体制と中国式都城の成立 

 律令体制の構築により宮都のあり方も変化し，整備が進む平城宮跡を紹介して解説する。 

［第 11 回］ 平安京と京都 

 奈良時代には遷都が繰り返されるが、平安京と京都は異なることを解説する。 

［第 12 回］ 律令制国家の軍事問題（１） 

 九州地域の軍事問題として、対外防衛と隼人の問題を解説する。 

［第 13 回］ 律令制国家の軍事問題（２） 

 東北地域の軍事問題として、蝦夷との関係を軍事的な観点から解説する。 

［第 14 回］ 律令制国家の軍事問題（３） 授業の総括 

 律令制国家と蝦夷の関係を共存性の観点から解説する。 

 
３．履修上の注意 

授業は講義形式で行なうが、受け身ではない姿勢で臨むことを求める。履修前提科目はないが、歴史学・日本史学に関心

を持っていることが望ましい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業で扱う事項に関して、あらかじめ参考書・辞典・インターネットなどで概要を調べておくと理解しやすくなる。また、授業後

に論点を整理しておくと、レポート作成の準備にもなり有効である。 

 

 
５．教科書 
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指定しない。授業では資料を毎回配布し、パワーポイントでの解説を中心として進める。 

 

 
６．参考書 

・『シリーズ日本古代史』 １～４ （岩波書店） 

・『古代史講義』 佐藤信編 （筑摩書房） 

・『戦争の日本史』 １～５ （吉川弘文館） 

この他、授業の中で適宜紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

各回の授業冒頭で前回の内容を整理し、レポート作成を進める上で必要な論点を提示する。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点の評価は全体の 40％を占める。出席確認を兼ねたリアクションペーパーを毎回書いてもらい、内容をふまえて授業

に取り組む姿勢として評価する（第１回～14 回）。レポートの評価は全体の 60％を占める。第 14 回の授業が終了した後、

Oh-o!Meiji に提出してもらう。詳細は授業の中で指示する。 

 なお、授業には原則として毎回出席をすること。正当な理由のない欠席を 5 回以上した場合、レポートを提出しても単位の

認定はしない。当然のことではあるが、4 回まで欠席しても問題ないということではない。 

 また、授業の妨げとなるため、原則として遅刻は認めない。この他、リアクションペーパーの代筆は不正行為となるため、発

覚した場合は例外なく単位の認定はしない。 

 
９．その他 

・受講者の関心をふまえ、授業内容を一部変更する場合もある。 

・授業とは関係のない言動は厳に慎むこと。状況によっては退室を指示する。 
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日本史 B 

科目ナンバー STHIS311J 配当学年 3,4 年 開講学期 秋 

科目名 日本史 B[3 年 3・4 組,機情,化,情,物,4 年全] 

担当者名 五十嵐基善 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、武家政権である平氏政権・鎌倉幕府の成立を起点として、戦前昭和の敗戦までを解説する。武家政権は朝

廷に代わり全国支配を行ない、江戸幕府が滅亡するまでの約 700 年は、日本の歴史で重要な意味を持つ。さらに、戦国時

代から日本はヨーロッパ勢力と関係を持ち、戦前昭和に日本が敗戦するまで、国際情勢から日本の歴史を考える必要があ

る。歴史は国内情勢と国際情勢から理解する必要があり、この点を意識しながら解説する。 

 本授業の到達目標として、歴史学の特性を理解することにより、理系学問との相違点を認識することを設定する。特に、本

授業に関わる事項の通説には創作・脚色に依拠しているものが多く、史実と虚構を峻別することの重要性を意識して解説す

る。この他、歴史上の出来事を個別の事象として捉えるのではなく、物事の本質をふまえて多面的に応用する力を養って欲

しい。日本史を通して知性を磨くことを意識して授業に臨むことを期待する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回］ a：イントロダクション b：歴史学の基礎知識 

 授業の概要を説明し、歴史学は過去を対象とする学問であることを解説する。 

［第２回］ 歴史資料の種類と性格 

 過去を復元する材料となる歴史資料を解説し、学説・通説の根拠を理解する。 

［第３回］ 武家政権の成立 

 武士の登場・台頭により平氏政権が成立する過程を解説する。 

［第４回］ 鎌倉幕府の成立と展開 

 鎌倉幕府が全国支配を達成し、蒙古襲来に対応した過程を解説する。 

［第５回］ 南北朝の動乱と室町幕府 

 鎌倉幕府の滅亡と建武新政の崩壊をふまえ、室町幕府が成立する過程を解説する。 

［第６回］ 室町幕府の衰退と戦国時代 

 室町幕府の全国支配が機能しなくなり、戦国時代に移行する過程を解説する。 

［第７回］ 戦国時代の争乱 

 第四次川中島合戦を取り上げ、史実と虚構の峻別を理解する視角を解説する。 

［第８回］ 桶狭間の戦いと織田信長の台頭 

 桶狭間の戦いの虚実と、信長が努力を重ねて勢力を拡大した過程を解説する。 

［第９回］ 戦国時代と大航海時代 

 大航海時代の理解を深めることで、日本とヨーロッパ勢力が接触した意義を解説する。 

［第 10 回］ 豊臣秀吉の天下統一と「唐入り」 

 秀吉の天下統一の過程と、対外戦争を実施した背景を解説する。 

［第 11 回］ 豊臣政権の動揺と「庚子争乱」 

 秀吉死後に豊臣政権は動揺し、徳川家康隊が覇権を確立する過程を解説する。 

［第 12 回］ 江戸時代の軍事問題 

 「鎖国」体制の理解を深めることで、幕末に軍事危機を迎えた背景を解説する。 

［第 13 回］ 大日本帝国と日清・日露戦争 

 近代化を推進する日本が対外進出を重視した背景・意義を解説する。 

［第 14 回］ 「大東亜戦争」と敗戦 授業の総括 

 大国化に成功した日本が対米戦争に踏み切った過程・背景を解説する。 

 
３．履修上の注意 

授業は講義形式で行なうが、受け身ではない姿勢で臨むことを求める。履修前提科目はないが、歴史学・日本史学に関心

を持っていることが望ましい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業で扱う事項に関して、あらかじめ参考書・辞典・インターネットなどで概要を調べておくと理解しやすくなる。また、授業後

に論点を整理しておくと、レポート作成の準備にもなり有効である。 

 

 
５．教科書 

指定しない。授業では資料を毎回配布し、パワーポイントでの解説を中心として進める。 
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６．参考書 

・『日本軍事史』 高橋典幸ほか （山川出版社） 

・『戦争の日本史』 ６～２３ （吉川弘文館） 

 この他、授業の中で適宜紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

各回の授業冒頭で前回の内容を整理し、レポート作成を進める上で必要な論点を提示する。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点の評価は全体の 40％を占める。出席確認を兼ねたリアクションペーパーを毎回書いてもらい、内容をふまえて授業

に取り組む姿勢として評価する（第１回～14 回）。レポートの評価は全体の 60％を占める。第 14 回の授業が終了した後、

Oh-o!Meiji に提出してもらう。詳細は授業の中で指示する。 

 なお、授業には原則として毎回出席をすること。正当な理由のない欠席を 5 回以上した場合、レポートを提出しても単位の

認定はしない。当然のことではあるが、4 回まで欠席しても問題ないということではない。 

 また、授業の妨げとなるため、原則として遅刻は認めない。この他、リアクションペーパーの代筆は不正行為となるため、発

覚した場合は例外なく単位の認定はしない。 

 
９．その他 

・受講者の関心をふまえ、授業内容を一部変更する場合もある。 

・授業とは関係のない言動は厳に慎むこと。状況によっては退室を指示する。 
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世界史 A 

科目ナンバー STHIS381J 配当学年 3,4 年 開講学期 春 

科目名 世界史 A[3 年 3・4 組,機情,化,情,物,4 年全] 

担当者名 小二田章 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「世界史」という授業名は、高校の科目名「世界史」と同じです。では、大学の総合文化科目である「世界史」では何を学ぶ

のでしょうか？大学の学びは、今の人間社会・世界に直面しそれを理解するためにあるものです。この「世界史」の授業で

は、歴史的視点で世界を理解する方法・考え方を学ぶとともに、「歴史」自体を考える機会を作ります。世界史 A は、その入

口として、日本と、他の東アジア諸国（中国・朝鮮など）との交流史を扱います。本授業の到達目は、二つあります。第一は、

日本が隣接した外国とどのように交流し影響を受けてきたかの歩みを知ることです。第二は、それを通じて、ともすれば伝統

的と考えられがちな日本の文化や慣習が、内外の影響の積み重ねでできたハイブリッドなものであることを理解することで

す。 

 
２．授業内容 

［第１回］イントロダクション：「世界史」を学ぶ意義 

授業の目的と概要を紹介し、併せて世界史を学ぶ意味について考えます。 

［第２回］古代①：遣唐使以前（人と文字） 

「日本」という地域の認識は中国の史書の記載から始まりました。東アジアにおける日本のありようについて考えます。 

［第３回］古代②：遣唐使の時代（宗教と制度） 

東アジアの古代文化の中心であった中国との交流は、王朝間の公式使者派遣「遣唐使」を軸としていました。交流の成果を

中心に考えます。 

［第４回］古代③：遣唐使停止と民間の時代（東アジア世界の変容） 

唐王朝の衰退は東アジア全域の国際関係に影響を与え、古代社会と交流様式の変容をもたらしました。その変化の過程を

学び考えます。 

［第５回］特集①：「歴史」の交流（中国からの「史書」編纂の影響） 

そもそも「歴史」という記録様式自体が、中国からの輸入を経た交流の産物でした。古代東アジアにおける「歴史」編纂の発

生と展開を考えます。 

［第６回］中世①：平清盛～鎌倉幕府（銅銭と書籍） 

民間交易の進展は平氏政権の成立により頂点を迎え、その後の元寇によって第二の転換点を迎えました。この時期の交流

の様相を考えます。 

［第７回］中世②：元寇～足利義満（モンゴルの時代と陶磁器） 

モンゴル時代に変化した交易のありように対し、明朝と室町幕府はそれを新たな秩序に回収しようと試みました。交流と国家

の関係を考えます。 

［第８回］中世③：倭寇の時代（銀と鉄砲） 

国家の統制は東アジア海域を把握するにはもはや不十分なものとなっていました。「倭寇」を中心に、この時期の交流とモノ

の移動を考えます。 

［第９回］特集②：中世以降、日本では誰が「歴史」を書いたのか？ 

中国の史書は基本的に王朝が編むものでしたが、日本の朝廷が史書を編んだのは古代まででした。その後の「歴史」と交流

の関係を考えます。 

［第 10 回］近世①：「鎖国」の建前と本音（「両属」と「服属」） 

江戸幕府は国際関係を制限する「鎖国」を実行しましたが、その内実は複雑なものでした。「鎖国」の位置づけを背景と併せ

て考えます。 

［第 11 回］近世②：海外幻想と「唐物」（「近代」の衝撃前後） 

日本において、直接の交流こそ少ないものの、海外情報は強い興味関心と（独自の）解釈により浸透していました。この文化

のありようを考えます。 

［第 12 回］近代①：1911 以前の日本と東アジア（「脱亜」の輸出） 

幕末～明治維新を経て、急速に「西洋化」した日本は、東アジアの交流関係の再解釈を行いました。この時期の交流とその

意味づけを考えます。 

［第 13 回］近代②：1911 以後の日本と東アジア（「帝国」の失敗） 

中国の王朝時代終焉と朝鮮の植民地化は、帝国主義の時代の到来を意味しました。この時期の交流と、国際関係に与えた

影響を考えます。 

［第 14 回］ a まとめ：改めて、「交流」とは？ / b 試験 

近代までの東アジア交流を振り返り、歴史的にみた「交流」の意義をまとめるとともに、「現代」についても考えます。 

 
３．履修上の注意 

 特にありませんが、高校にて「世界史」や「日本史」を履修しなかった方も歓迎します。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回配布するレジュメに目を通し，レジュメに挙げられた参考書の該当箇所を読んでおいてください。 

 

 
５．教科書 

 なし 

 

 
６．参考書 

 山口修『日中交渉史 : 文化交流の二千年』（東方書店、1996）。 

  その他，授業内で参考文献を紹介します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回に課すリアクションペーパーについては、次回授業時に返答を行い、学生の理解を深める。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（毎回配布のリアクションペーパー20％），小レポート（20％，文献の要約と感想），試験（60％） 

 小レポートは第八回ごろに課題を告知し，授業内で回収します。 

 
９．その他 
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世界史 B 

科目ナンバー STHIS381J 配当学年 3,4 年 開講学期 秋 

科目名 世界史 B[3 年 1・2 組,機械,建,数,4 年全] 

担当者名 小二田章 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 世界史Ｂでは，「中華料理の歴史」を扱います。現代日本人が最も身近に触れている「世界」のひとつは，食物を通したもの

です。その「世界」の食物のなかでも最も身近であり，生活に深く浸透している中国の料理（日本における「中華料理」）を歴

史的な視座から取り上げます。何気なく日常の中で食している料理の歴史的背景を知ることは，それに込められた中国の歴

史，文化・社会の意義，あるいはそれらが日本という場で与えられた意義，さらには日本の歴史，文化・社会の意義を知る効

果的な入口となります。そして最終的には，日常自体が歴史と結び付いていることを理解するきっかけになるでしょう。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション：「中国四千年の歴史」？ 

授業の目的と概要を紹介し，併せて「中華料理」という言葉の意味と，食物を歴史で扱う意義について初歩的考察をおこな

います。 

［第２回] 麺 ― 「ラーメン」に到るまでの小麦の細い歴史 

「麺」という食物と料理の歴史的形成について，小麦の栽培と加工を中心に考えます。 

［第３回] 米飯 ― 「チャーハン」に到るまでの米の対照的な歴史 

「米飯」とそれを主材料にした料理の歴史的過程について考えます。 

［第４回] 豆腐 ― チーズではなくなぜ豆腐なのか 

「豆腐」とそれに関する料理の歴史的形成について考えます。 

［第５回] イモ類と雑穀類 ― 「第二主食」と人口増加 

イモ類・雑穀類とそれを材料にした料理の歴史的過程について考えます。 

［第６回] 香辛料 ― 中華料理の「鍵」は遅れてやってきた 

香辛料の中国における歴史的過程について考えます。 

［第７回] 補足回：中国の食物ドキュメンタリーから中国菜のいまを知る 

中国の食物ドキュメンタリー番組を視聴し，中国の料理（「中国菜」）の現在を知るとともに，日本の「中華料理」との差異を考

えます。 

［第８回] 鶏 ― 「乞食鶏」は決して大衆料理ではない 

鶏（鶏肉・鶏卵）とそれを材料にした料理の歴史的過程について考えます。 

［第９回] 豚肉と牛肉 ― 日本と中国「肉」認識の差 

豚肉と牛肉に関する料理の歴史的過程とその食慣行の違いについて考えます。 

［第 10 回] 羊肉 ― 「羊肉串」がある意味中国菜を体現する理由 

羊の牧畜と羊肉に関する料理の歴史的背景・過程について考えます。 

［第 11 回] 魚・海鮮 ― 日本にとっての魚，中国にとっての魚 

魚（淡水・海水）とそれに関する料理の歴史的過程，及びその背景にある生活慣行・社会について考えます。 

［第 12 回] 茶 ― 「緑茶」と「烏龍茶」 

中国における茶の歴史的過程，その飲用習慣と社会的位置について考えます。 

［第 13 回] 酒 ― 「紹興酒」と「白酒」 

中国における酒（アルコール飲料）の歴史的過程，その地域差と社会的位置について考えます。 

［第 14 回] ａ まとめ：「中華料理」と「中国菜」/ｂ 試験 

授業の内容を振り返り，総括として，「中華料理」「中国菜」それぞれの意義について考えます。そのうえで，理解度の確認を

行います。 

 

 
３．履修上の注意 

 特にありませんが，高校にて「世界史」・「日本史」などを履修しなかった方，中国史の初心者も歓迎します。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回配布するレジュメに目を通し，レジュメに挙げられた参考書の該当箇所を読んでおいてください。 

 

 
５．教科書 

 なし 
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６．参考書 

 篠田統『中国食物史』（柴田書店，1974）。 

 中国史初心者には，山本英史『現代中国の履歴書』（慶応義塾大学出版会，2003）。 

 その他，毎回関係する参考文献を紹介します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回に課すリアクションペーパーについては、次回授業時に返答を行い、学生の理解を深める。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（毎回配布のリアクションペーパー20％），小レポート（20％，文献の要約と感想），試験（60％）。 

 小レポートは第八回ごろに課題を告知し，授業内にて回収します。 

 履修人数が 30 人を超過した場合には，リアクションペーパーの配点を 40％とし，小レポートを取りやめて試験（60％）内に

事前出題の教場レポート形式の設問を設けることで代替します。 

 
９．その他 
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文化人類学 A 

科目ナンバー STANT311J 配当学年 3,4 年 開講学期 春 

科目名 文化人類学 A[3 年 3・4 組,機情,化,情,物,4 年全] 

担当者名 加原奈穂子 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 人間には，歴史の流れの中で，また，地域の違いによって，行動や思考のあり方に大きな多様性が見られます。その一方

で，普遍性を見出すことも可能です。文化人類学は，人間の「文化」に着目し，それらを比較研究することで，人間とは何か

を探究する学問です。また，現場でのフィールドワークによって，様々な文化を実証的に記録し，研究していく点に大きな特

色があります。 

 この講義では，文化人類学の視点，基本概念，研究方法について、言語やコミュニケーションを中心とする身近な話題を

取りあげながら考察することで，文化人類学の基本的な考え方を学ぶことを目的とします。文化人類学の概論的紹介にとど

まらず，具体的な事例や映像資料をふまえながら，多様な文化が直面している諸問題や文化人類学の動向などについても

考えていきます。 

 

 
２．授業内容 

［第 1 回] 文化人類学とはなにか 

［第 2 回] 「文化」としての食べ物 

［第 3 回] フィールドワーク 

［第 4 回] 言語の多様性と危機言語 

［第 5 回] 言語と方言、アイデンティティ：沖縄の事例を中心に 

［第 6 回] 多言語社会：台湾の事例を中心に 

［第 7 回] 言語と認識・分類 

［第 8 回] 言語と思考 

［第 9〜10 回]   口承文芸 

［第 11 回] コミュニケーションをとらえる 

［第 12 回] 非言語コミュニケーションと文化 

［第 13 回］ おわりに 

［第 14 回］ 期末試験 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

事前学習：授業で扱うテーマは多岐にわたるため、特定の教科書はありません。言語やコミュニケーションを中心的なテーマ

として扱いますので、関連の話題をわかりやすく包括しているイギリスの言語学者ディヴィッド・クリスタルの『The Cambridge 

Encyclopedia of Language』の関連箇所に目を通してみていださい。また、各回の授業で参考文献を紹介しますので、その中

から関心のあるものを読み、ご自身の視点や関心について考えてみてください。 

事後学習：各回のテーマに関連した文献を自身で探して読んでみるとともに、日常生活の中で触れる事象に対して文化人

類学を通して培った視点を活かして考える習慣をつけてください。 

 
５．教科書 

話題が幅広い領域にわたるため、特定の教科書は使用いたしません。各回、授業のレジュメを配布いたします。 

 

 
６．参考書 

Crystal, David (2010).  The Cambridge Encyclopedia of Language（第 3 版）. Cambridge University Press. 

 

＊上記の第 3 版は翻訳がありませんが、初版は翻訳があります。 

 

クリスタル、ディヴィッド（1992）『言語学百科事典』大修館書店 

 

このほか、各回、テーマに応じた参考文献をご紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

各回、授業中にフィードバックを行います。 
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８．成績評価の方法 

平常点（講義への出席と授業態度，毎回の授業で提出するコメントシートの考察など）50％と期末試験 50％。 

＊単位取得には授業回数の 3 分の 2 以上出席し、且つ期末試験の成績を総合して合格と判断されることが必要です。 

 
９．その他 

講義の進め方は受講生の関心に応じて多少変更することがあります。 
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文化人類学 B 

科目ナンバー STANT311J 配当学年 3,4 年 開講学期 秋 

科目名 文化人類学 B[3 年 1・2 組,機械,建,数,4 年全] 

担当者名 加原奈穂子 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 人間には，歴史の流れの中で，また，地域の違いによって，行動や思考に大きな多様性が見られます。その一方で，普遍

性を見出すことも可能です。文化人類学は，人間の「文化」に着目し，それらを比較研究することで，人間とは何かを探究す

る学問です。また，フィールドワークによって，様々な文化を実証的に記述し，研究していく点に大きな特色があります。 

 この講義では，文化人類学の視点，基本概念，研究方法などについてお話ししたうえで，装い、ジェンダー，観光、伝統、

多文化社会などの身近な話題を取りあげながら考察することで，文化人類学の基本的な考え方を学ぶことを目的としていま

す。文化人類学の概論的紹介にとどまらず，具体的な事例や映像資料をふまえながら，多様な文化が直面している諸問題

や文化人類学の動向などについても考えていきます。 

 
２．授業内容 

［第 1 回] 文化人類学とはなにか 

［第 2 回] 異文化接触と文化変容 

［第 3 回] フィールドワーク 

［第 4 回] 文化としての「装い」 

［第 5 回］ ジェンダーと関連概念 

［第 6 回] ジェンダーと文化 

［第 7 回] 結婚と家族 

［第 8 回] 観光と伝統の創造 

［第 9 回] 伝統と著作権 

［第 10 回]  民族とエスニシティ 

［第 11〜12 回］ 多文化社会を考える：アメリカの事例を中心に 

［第 13 回］ おわりに 

［第 14 回]   期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

事前学習：授業で扱うテーマは多岐にわたるため特定の教科書はありませんが、文化人類学の話題を包括的に概観できる

『文化人類学事典』（丸善、2009 年）や、各回の授業で紹介する文献等で学習内容を深めると共に、授業のテーマに対する

ご自身の視点や関心について考えてみてください。 

事後学習：授業の中でご自身で関心をもったテーマについて文献を探して読むと共に、日常生活の中で触れる事象に対し

て文化人類学を通して培った視点を活かして考える習慣をつけてください。 

 
５．教科書 

幅広い領域にわたる話題を扱うため、特定の教科書は使用いたしません。各回、授業のレジュメを配布いたします。 

 
６．参考書 

日本文化人類学会編、文化人類学事典、丸善、2009 年 

石川・梅棹・大林ほか編、文化人類学事典、弘文堂、1994 年  

上記のほかに、各回、テーマに応じた参考文献を紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

各回、授業中にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

平常点（講義への出席と授業態度，毎回の授業で提出するコメントシートの考察など）50％と期末試験 50％。 

＊単位取得には授業回数の 3 分の 2 以上出席し、且つ期末試験の成績を総合して合格と判断されることが必要です。 

 
９．その他 

講義の進め方は受講生の関心に応じて多少変更することがあります。 
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心理学 A 

科目ナンバー STPSY311J 配当学年 3 年 開講学期 春 

科目名 心理学 A[3 年 1 組,建,4 年電,機械,機情] 

担当者名 井之上祥子 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業では、心理学の研究領域を概観し、心理学全体にわたる基本的な知識を身に付けることを目標とします。心理学の

全体像をつかんだうえで自己を理解し、他者や社会を理解するために、科学としての心理学的な観点から、心理学の科学

的な知識の習得を目指し授業をすすめます。授業の内容は、知覚・認知・記憶・学習・思考・感情・動機づけ・発達・社会・知

能・パーソナリティなど、できるだけ広く取り上げる予定です。 

 
２．授業内容 

第 1 回：a のみ：イントロダクション（心理学とはなにか） 

第 2 回：心の進化、脳と心 

第 3 回：心の発達 

第 4 回：ライフサイクル 

第 5 回：動機づけと情動 

第 6 回：性格 

第 7 回：知能 

第８回：感覚 

第９回：知覚 

第 10 回：記憶 

第 11 回：学習 

第 12 回：思考 

第 13 回：社会的行動 

第 14 回：まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 ・事前学習：教科書の基礎的な用語について調べてください 

・事後学習：授業内で紹介された本やその他のメディアの資料は自分で実際に読んだり，観たりしながら授業の内容理解に

役立て、自分なりの考察を深めてください 

 

 
５．教科書 

『はじめて出会う心理学』長谷川寿一・東條正城・大島 尚・丹野義彦・廣中直行（著）（有斐閣アルマ） 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

・リアクションペーパーの講評を毎回の授業の前半に行います 

 
８．成績評価の方法 

授業への貢献度 60％、レポート 40％ 

 
９．その他 
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科目ナンバー STPSY311J 配当学年 3 年 開講学期 春 

科目名 心理学 A[3 年 2 組,機情,化,4 年建,化,情,数,物] 

担当者名 井之上祥子 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業では、心理学の研究領域を概観し、心理学全体にわたる基本的な知識を身に付けることを目標とします。心理学の

全体像をつかんだうえで自己を理解し、他者や社会を理解するために、科学としての心理学的な観点から、心理学の科学

的な知識の習得を目指し授業をすすめます。授業の内容は、知覚・認知・記憶・学習・思考・感情・動機づけ・発達・社会・知

能・パーソナリティなど、できるだけ広く取り上げる予定です。 

 
２．授業内容 

第 1 回：a のみ：イントロダクション（心理学とはなにか） 

第 2 回：心の進化、脳と心 

第 3 回：心の発達 

第 4 回：ライフサイクル 

第 5 回：動機づけと情動 

第 6 回：性格 

第 7 回：知能 

第８回：感覚 

第９回：知覚 

第 10 回：記憶 

第 11 回：学習 

第 12 回：思考 

第 13 回：社会的行動 

第 14 回：まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 ・事前学習：教科書の基礎的な用語について調べてください 

・事後学習：授業内で紹介された本やその他のメディアの資料は自分で実際に読んだり，観たりしながら授業の内容理解に

役立て、自分なりの考察を深めてください 

 

 
５．教科書 

『はじめて出会う心理学』長谷川寿一・東條正城・大島 尚・丹野義彦・廣中直行（著）（有斐閣アルマ） 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

・リアクションペーパーの講評を毎回の授業の前半に行います 

 
８．成績評価の方法 

授業への貢献度 60％、レポート 40％ 

 
９．その他 
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心理学 B 

科目ナンバー STPSY311J 配当学年 3 年 開講学期 秋 

科目名 心理学 B[3 年 3 組,情,物,4 年建,化,情,数,物] 

担当者名 井之上祥子 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

心理学は人間の行動や心の働きを探究する学問です。この授業では、心理学の多様な研究分野のうち、特に実社会、みな

さんの生活と関わりの深い応用的な分野を取り上げながら、それらについて日常生活の中で経験する様々な事柄と関連付

けて紹介し、人の心の基本的な仕組みや働きについて概説します。 

ストレスは、誰にとっても身近であり、多くの人が避けたい、減らしたいと考えているものでもあります。ストレスと向き合い、わ

れわれが身近な人々や地域社会とどのように関わることが心の健康増進に繋がるかということを共に考え、自己理解、他者

理解を深めていくことを目的とします。 

 

 
２．授業内容 

第 1 回：a のみ：イントロダクション（応用心理学とはなにか） 

第 2 回：心の健康とは 

第 3 回：心の健康（歴史と現状） 

第 4 回：健康と病気（ストレスと心身の疾患の関係） 

第 5 回：文化と心の健康 

第 6 回：疾患から健康を考える（１）身体的要因 

第 7 回：疾患から健康を考える（２）心理社会的要因 

第８回：睡眠と心の健康  

第９回：自殺予防の活動 

第 10 回：薬物の乱用とアルコール依存 

第 11 回：地域社会における活動 

第 12 回：ストレスマネジメント 

第 13 回：カウンセリングと心理療法 

第 14 回：まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

この授業では少人数での話し合いやワーク（個人、集団）を実施する予定です。体験を通して得られる学びに対し、主体性

を持って取り組む姿勢を求めます 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 ・単なる知識の暗記にとどまらぬよう、授業のテーマと日々の日常の出来事との関連を考える習慣を身に着けてください 

・授業で紹介された本やその他のメディアの資料を自分で実際に読んだり、観たりしながら学習の内容の理解を深めるととも

に自分の関心について考えてみてください 

 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

・リアクションペーパーの講評を毎回の授業の前半に行います 

 
８．成績評価の方法 

平常点 60％、レポート 40％ 

 
９．その他 
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科目ナンバー STPSY311J 配当学年 3 年 開講学期 秋 

科目名 心理学 B[3 年 4 組,機械,数,4 年電,機械,機情] 

担当者名 井之上祥子 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

心理学は人間の行動や心の働きを探究する学問です。この授業では、心理学の多様な研究分野のうち、特に実社会、みな

さんの生活と関わりの深い応用的な分野を取り上げながら、それらについて日常生活の中で経験する様々な事柄と関連付

けて紹介し、人の心の基本的な仕組みや働きについて概説します。 

ストレスは、誰にとっても身近であり、多くの人が避けたい、減らしたいと考えているものでもあります。ストレスと向き合い、わ

れわれが身近な人々や地域社会とどのように関わることが心の健康増進に繋がるかということを共に考え、自己理解、他者

理解を深めていくことを目的とします。 

 

 
２．授業内容 

第 1 回：a のみ：イントロダクション（応用心理学とはなにか） 

第 2 回：心の健康とは 

第 3 回：心の健康（歴史と現状） 

第 4 回：健康と病気（ストレスと心身の疾患の関係） 

第 5 回：文化と心の健康 

第 6 回：疾患から健康を考える（１）身体的要因 

第 7 回：疾患から健康を考える（２）心理社会的要因 

第８回：睡眠と心の健康  

第９回：自殺予防の活動 

第 10 回：薬物の乱用とアルコール依存 

第 11 回：地域社会における活動 

第 12 回：ストレスマネジメント 

第 13 回：カウンセリングと心理療法 

第 14 回：まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

この授業では少人数での話し合いやワーク（個人、集団）を実施する予定です。体験を通して得られる学びに対し、主体性

を持って取り組む姿勢を求めます 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 ・単なる知識の暗記にとどまらぬよう、授業のテーマと日々の日常の出来事との関連を考える習慣を身に着けてください 

・授業で紹介された本やその他のメディアの資料を自分で実際に読んだり、観たりしながら学習の内容の理解を深めるととも

に自分の関心について考えてみてください 

 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

・リアクションペーパーの講評を毎回の授業の前半に行います 

 
８．成績評価の方法 

平常点 60％、レポート 40％ 

 
９．その他 
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法学 A(日本国憲法) 

科目ナンバー STLAW321J 配当学年 3,4 年 開講学期 秋 

科目名 法学 A(日本国憲法)[3 年 1・2 組,機械,建,数,4 年全] 

担当者名 石居圭 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本講義では憲法を中心として、法の基本的な事項を知ってもらいます。 

 法律学は「条文の丸暗記でよい」というような単純なものではありません。法律の文言は多くの事案に対応できるよう、意味

に幅をもたせる形で表現されています。それゆえ、実際の事案では、異なる利害関係や価値観をもった者たちが条文の「解

釈」をめぐって争うことになります。そこで、実際の判例をみながら、法律の運用のなされ方やその解釈も学びます。 

さらに、開講中に注目の裁判が行われる場合にはニュース記事とともに講義で取り上げ解説を行います。また、私が取り上

げる裁判以外にも、もし履修者の皆さんの中に、「この事件・裁判を解説してほしい」といった要望があれば、いつでも対応し

ますから遠慮なく希望を申し出てください。  

 

 
２．授業内容 

［第１回] ガイダンス 

［第２回] 憲法の基本原理 

［第３回] 人権享有主体 

［第４回] 幸福追求権 

［第５回] 法の下の平等 

［第６回] 思想・良心の自由、学問の自由、信教の自由、政教分離 

［第７回] 表現の自由とその制限 

［第８回] 経済的自由 

［第９回] 人身の自由 

［第 10 回] 社会権 

［第 11 回] 国民主権と選挙 

［第 12 回] 国会 

［第 13 回] 内閣 

［第 14 回] 裁判所 

 
３．履修上の注意 

 毎回レジュメを配布します。授業には毎回出席し、レジュメを必ず持参してください。質問は授業中でも授業後でも受け付

けます。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 法学の学習は、ある程度暗記の形で用語をインプットする必要があります。そこで予習においては、教科書を読みつつ、参

考書や六法を用いて、専門用語の意味内容を条文と学説を参照しながら確認しましょう。 

 そして復習の際には、講義で示された設例を通して、得た知識を文章で表現する練習をしましょう。とくに条文や制度、概

念の内容・目的・異同については、入念に復習し、定期試験の論述問題に備えましょう。 

 

 
５．教科書 

 吉田仁美編『スタート憲法［第 4 版］』（成文堂、2024 年） 

＊履修を決めているのであっても、第 1 回のガイダンスに出て、私の解説を聞くまで購入しないでください。 

 
６．参考書 

 必要に応じて適宜紹介します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 中間課題の結果について、希望する方のみフィードバックします。授業内だけでなく、授業外でもメールなどで随時受け付

けます。 

 
８．成績評価の方法 

 中間課題 50％、定期試験 50％ 
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９．その他 

 最高法規である憲法を深く理解するため，法の意義，目的，理念から現代における法的諸問題を取り扱う「法学Ｂ」を併せ

て選択することが望ましい。 
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科目ナンバー STLAW321J 配当学年 3,4 年 開講学期 春 

科目名 法学 A(日本国憲法)[3 年 3・4 組,機情,化,情,物,4 年全] 

担当者名 小出幸祐 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では最初に憲法がどのような法であるかを解説し、次に日本国憲法の定める統治の仕組みについて解説する。こ

れらの知識を前提として、日本国憲法が保障する基本的人権の意義や内容、限界について学習していく。授業では裁判所

の判決も積極的に取り上げ、具体的な憲法問題を分析していく。 

（到達目標） 

 日本国憲法の基礎知識を身につけること、それらの知識を活用して身の回りで生じる憲法問題について主体的に考える力

を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 地方自治 

［第２回] 国会 

［第３回] 国会議員と参政権 

［第４回] 内閣 

［第５回] 違憲審査と法の下の平等 

［第６回] 国民の司法参加と刑事手続上の権利 

［第７回] 内心の自由 

［第８回] 表現の自由 

［第９回] 学問の自由 

［第 10 回] 職業選択の自由 

［第 11 回] 財産権 

［第 12 回] 生存権 

［第 13 回] 幸福追求権 

［第 14 回] ａ：まとめ 

        ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

Oh-o! Meiji で授業資料を配信する（授業前日までに配信する）。 

授業内容は、履修者の関心や授業の進行に応じて変更する可能性がある。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

各回の準備学習時間は、60 分程度を想定しています。 

各回で扱うテーマについて、授業資料に予め目を通しておくことをお勧めします。 

 

 
５．教科書 

第１希望として、『憲法五重奏』、大津浩＝大藤紀子＝高佐智美＝長谷川憲＝江藤英樹、2025、価格不明。 

 

もし上記の本が、2025 年 2 月末時点で出版されていなければ、以下の書籍を使います。 

『新憲法四重奏〔第 2 版〕』、大津浩＝大藤紀子＝高佐智美＝長谷川憲、（有信堂）、2017、税抜 3000 円。 

 
６．参考書 

 使用しない。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

最終授業日に試験を実施し、後日試験結果の講評を Oh-o! Meiji で公開する。 

 
８．成績評価の方法 

試験（90％）、授業への貢献度（10％） 
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９．その他 
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法学 B 

科目ナンバー STLAW321J 配当学年 3,4 年 開講学期 春 

科目名 法学 B[3 年 3・4 組,機情,化,情,物,4 年全] 

担当者名 石居圭 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本講義の授業前半では民法と刑法を中心として、法の基本的な事項を知ってもらいます。後半では、社会問題として議論

されているトピックを法的な視点で検討する力を養います。 

 法律学は「条文の丸暗記でよい」というような単純なものではありません。法律の文言は多くの事案に対応できるよう、意味

に幅をもたせる形で表現されています。それゆえ、実際の事案では、異なる利害関係や価値観をもった者たちが条文の「解

釈」をめぐって争うことになります。そこで、実際の判例をみながら、法律の運用のなされ方やその解釈も学びます。 

さらに、開講中に注目の裁判が行われる場合にはニュース記事とともに講義で取り上げ解説を行います。また、私が取り上

げる裁判以外にも、もし履修者の皆さんの中に、「この事件・裁判を解説してほしい」といった要望があれば、いつでも対応し

ますから遠慮なく希望を申し出てください。  

 

 
２．授業内容 

［第１回] ガイダンス 

［第２回] 民法総則、債権法 

［第３回] 物権法 

［第４回] 親族法 

［第５回] 相続法 

［第６回] 刑法（１） ─基本原理─ 

［第７回] 刑法（２） ─構成要件該当性─ 

［第８回] 刑法（３） ─違法性阻却事由─ 

［第９回] 刑法（４） ─責任阻却事由─ 

［第 10 回] 同性婚と憲法 

［第 11 回] 採用内定と労働契約 

［第 12 回] DV と DV 加害者への正当防衛 

［第 13 回] 少年法改正 

［第 14 回] 自殺の法的性質と死ぬ権利 

 

 
３．履修上の注意 

 毎回レジュメを配布します。授業には毎回出席し、レジュメを必ず持参してください。質問は授業中でも授業後でも受け付

けます。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 法学の学習は、ある程度暗記の形で用語をインプットする必要があります。そこで予習においては、レジュメや参考書を読

みつつ、専門用語の意味内容を条文と学説を参照しながら確認しましょう。 

 そして復習の際には、講義で示された設例を通して、得た知識を文章で表現する練習をしましょう。とくに条文や制度、概

念の内容・目的・異同については、入念に復習し、定期試験の論述問題に備えましょう。 

 

 

 
５．教科書 

 なし。レジュメを持参してください。 

 
６．参考書 

 大谷實編著『エッセンシャル法学［第７版］』（成文堂、2019 年） 

 野村豊弘『民事法入門〔第 8 版補訂版〕』（有斐閣、2022 年） 

 伊藤亮吉『刑法総論入門講義』（成文堂、2022 年） 

 大塚裕史他『基本刑法Ⅰ──総論〔第 3 版〕』（日本評論社、2019 年） 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

 中間課題の結果について、希望する方のみフィードバックします。授業内だけでなく、授業外でもメールなどで随時受け付

けます。 

 
８．成績評価の方法 

 中間課題 50％、定期試験 50％ 

 
９．その他 

 本講義では、最高法規である憲法を参照する場面が多くあります。そのため、「法学Ａ（日本国憲法）」を併せて履修するこ

とが望ましいです。 
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現代政治論 A 

科目ナンバー STPOL311J 配当学年 3,4 年 開講学期 春 

科目名 現代政治論 A[3 年 3・4 組,機情,化,情,物,4 年全] 

担当者名 金子元 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

【授業の概要】 

この授業では、「政治」という営みを広く人と人とのつながりと捉えて、政治や倫理について 20 世紀の思想家たちがどのよう

に捉えてきたのか、そして、彼らが 21 世紀にどのような問題を投げかけているのか、を明らかにすることを試みる。代表的な

思想家として丸山眞男とハンナ・アーレントを取り上げ、ある点で共通しながらある点で対照的な両者の思想を比較して論じ

る。 

  

【到達目標】 

授業で取り上げる諸著作の内容を手がかりに、現代における政治の意味について自分なりの考えを組み立てることを目標と

する。 

 
２．授業内容 

［第 1 回] ガイダンス 

［第 2 回] かれらの時代／われらの時代 

［第 3 回] 思索の原点 

［第 4 回] 「全体主義」と「超国家主義」① 

［第 5 回] 「全体主義」と「超国家主義」② 

［第 6 回] 「革命」と「開国」 

［第 7 回] 「活動」と「する」① 

［第 8 回] 「活動」と「する」② 

［第 9 回] 「観想」と「古層」① 

［第 10 回] 「観想」と「古層」② 

［第 11 回] 「パーリア」と「異端」 

［第 12 回] 「複数性」と「正統」 

［第 13 回] 「自由」 

［第 14 回] まとめとレポート講評 

 
３．履修上の注意 

・私語などで他の学生の受講を妨害した場合，退席してもらう場合があります。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・事前に指定した文章のいずれかを読んでおく。 

・授業後、授業の内容についての感想と質問をリアクションペーパーで各自提出する。 

 

 
５．教科書 

・特に指定しない。 

 

 
６．参考書 

・『ハンナ・アーレント 屹立する思考の全貌』 森分大輔(ちくま新書)2019 年 

・『丸山眞男 リベラリストの肖像』苅部直（岩波新書）2006 年 

・『丸山眞男と加藤周一 知識人の自己形成』山辺春彦・鷲巣力（筑摩選書）2023 年 

 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

・各回の授業でリアクションペーパーに対するコメントを行う。 

 
８．成績評価の方法 

・期末レポートを 70％，授業後のリアクションペーパーを 30％とする。 



2025 年度理工学部 シラバス 

125 

 

（ただし、履修人数によってはレポートではなくテストを実施する場合がある） 

 
９．その他 

・内容及び順番は，多少，変更する場合もある。 
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現代政治論 B 

科目ナンバー STPOL311J 配当学年 3,4 年 開講学期 秋 

科目名 現代政治論 B[3 年 1・2 組,機械,建,数,4 年全] 

担当者名 金子元 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業では、「政治」という営みを広く人と人とのつながりと捉えて、政治や倫理について 20 世紀の思想家たちがどのよう

に捉えてきたのか、そして、彼らが 21 世紀にどのような問題を投げかけているのか、を明らかにしようと試みる。代表的な思

想家として和辻哲郎とマルティン・ハイデガーを取り上げ、ある点で共通しながらある点で対照的な両者の思想を比較して論

じる。 

 
２．授業内容 

［第 1 回] ガイダンス 

［第 2 回] かれらの時代／われらの時代 

［第 3 回] 近代批判の端緒 

［第 4 回] 古代への沈潜 

［第 5 回] 考えるためのことば 

［第 6 回] 時間と場所① 

［第 7 回] 時間と場所② 

［第 8 回] 倫理① 

［第 9 回] 倫理② 

［第 10 回] 時局と思想 

［第 11 回] 戦後のとらえ方 

［第 12 回] 美と技術 

［第 13 回] 近代と現代 

［第 14 回] まとめ・レポート講評 

 

 
３．履修上の注意 

・私語などで他の学生の受講を妨害した場合，退席してもらう場合があります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・指定したテキストのいずれかに事前に目を通しておくこと。 

・授業後、授業の内容についての感想と質問をリアクションペーパーを各自提出する。 

 
５．教科書 

 特に指定しない。 

 

 
６．参考書 

・『ハイデガーの哲学 『存在と時間』から後期の思索まで』轟孝夫 (講談社現代新書)2023 年 

・『光の領国 和辻哲郎』苅部直（岩波現代文庫）2010 年 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

・各回の授業でリアクションペーパーに対するコメントを行う。 

 
８．成績評価の方法 

・期末レポートを 70％，授業後のリアクションペーパーを 30％とする。 

（ただし、受講人数によってはテストに切り替える場合がある） 

 
９．その他 

・内容及び順番は，多少，変更する場合もあります。 
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近代経済学 A 

科目ナンバー STECN331J 配当学年 3,4 年 開講学期 春 

科目名 近代経済学 A[3 年 1・2 組,機械,建,数,4 年全] 

担当者名 小林和司 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

近代経済学は市場経済を研究対象とする。さまざまな人々が経済活動を行う現実に対して，近代経経済学は市場経済を把

握し，理論を形成してきたが，これらは非常に多岐にわたる。本講義は半年でまとまりをもたせる制約があるので，今期は近

代経済学の中で理論形成に中心的な役割を果たすミクロ経済学について取り上げる。消費者行動理論、生産者行動理論、

市場の理論を骨格として市場経済を解き明かそうとする学問である。これらの理論を理解することが、この授業の到達目標で

ある。 

 

 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ミクロ経済学の概要 

（１）近代経済学におけるミクロ経済学の位置付けと概要を理解する 

［第２〜4 回] 消費者行動理論 

（１）需要曲線を理解する 

（２）消費者行動の双対性を理解する 

［第 5〜7 回] 生産者行動理論 

（１）生産関数を理解する 

（２）費用曲線を理解する 

（３）生産者行動の双対性を理解する 

［第 8〜10 回] 市場の理論 

（１）完全競争市場を理解する 

（２）不完全競争市場を理解する 

（３）ゲームの理論を理解する 

［第 11〜13 回] 市場の失敗 

（１）市場の失敗理由を理解する 

（２）公共財を理解する 

［第 14 回] 総復習 

 

 
３．履修上の注意 

 予備知識としては，高校までの数学で十分である。授業中に課題を実施することがある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書をもとに意欲ある学生は事前に予習し疑問点を把握して授業を受けるならば、相応の効果を生むであろう。 

 

 
５．教科書 

原則として Oh-o Meiji システムを通じて配布される。 

 

 
６．参考書 

 必要に応じて紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を実施した直後に授業中にコメントする。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験による。 
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９．その他 

期末試験は鉛筆ではなく、ボールペンで解答すること。 
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近代経済学 B 

科目ナンバー STECN361J 配当学年 3,4 年 開講学期 秋 

科目名 近代経済学 B[3 年 3・4 組,機情,化,情,物,4 年全] 

担当者名 小林和司 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

近代経済学は市場経済を研究対象とする。さまざまな人々が経済活動を行う現実に対して，近代経経済学は市場経済を把

握し，理論を形成してきたが，これらは非常に多岐にわたる。本講義は半年でまとまりをもたせる制約があるので，今期は市

場経済の中で中心的な役割を果たす株式について取り上げる。 

授業では、株式会社の歴史から始めて、株式、株式会社、株価、株式市場、株価指数について解説したのちに、株価指数

の市場取引について説明する。株式が市場経済でどのような役割を果たしているかを理解することが、この授業の到達目標

である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 近代経済学が扱う株式 

（１）株式の歴史を理解する 

（２）バブルについて理解する 

［第２〜4 回] 株式 

（１）株式の定義を理解する 

（２）株価の決定方法を理解する 

（３）株価指数を理解する 

［第 5〜9 回] 株式先物 

（１）先物取引を理解する 

（２）現物との裁定取引を理解する 

（３）バブル崩壊原因を理解する 

［第 10〜１２回] 株式オプション 

（１）損益線を理解する 

（２）リスクヘッジを理解する 

［第 13・14 回] 株式上場投資信託 

（１）上場投資信託を理解する 

（２）株式上場投資信託の役割を理解する 

 

 

 

 

 
３．履修上の注意 

授業中に課題を実施することがある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 受講生の自主性に任せる。 

 

 
５．教科書 

Oh-o Meiji システムを通じて配布される。 

 

 
６．参考書 

必要に応じて適宜紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にコメントする。 

 
８．成績評価の方法 
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 期末試験による。 

 
９．その他 

期末試験は鉛筆ではなく、ボールペンで解答すること。 
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社会学 A 

科目ナンバー STSOC321J 配当学年 3,4 年 開講学期 春 

科目名 社会学 A[3 年 1・2 組,機械,建,数,4 年全] 

担当者名 鞍田崇 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 これからのあるべき社会の姿をデザインする―それがいま社会学に課せられている役割です。ここでいう「社会」とは，自分

たちが生活をいとなむ社会であり，先の問いを考える上で何よりも大事なのは，「ひとごとじゃない」という実感をもつこと。この

講義では，何よりもまず，そうした実感を皆さんと共有していきたいと考えています。 

 社会学 A ではその総論を、社会学 B で, 民藝を補助線として, さらに深掘りしていきます。 

 

 
２．授業内容 

［第 １回] PROLOGUE はじめに 

［第 ２回] OUR AGE 2020'S 次のフェーズを目指して 

［第 ３回] SENSE OF NOISE 動きたいけど動けない人が動けるようになるために 

［第 ４回] KNOWN AS UNKNOWN 知っているはずのものを未知なるものとして 

［第 ５回] REDISCOVER THE WORLD 世界の再発見 

［第 ６回] DIALOGUE WITH YOUR BODY 身体的対話 

［第 ７回] ORIGIN OF LOVE 愛の起源 

［第 ８回] IMPERFECT WORLD 不完全な世界 

［第 ９回] LIQUID ARCHITECTURE / FROZEN MUSIC 建築と音楽 

［第１０回] INTIMACY 平凡な、あまりに平凡な 

［第１１回] ECOLOGY 3.0 エコロジーと社会意識 

［第１２回] PHILOSOPHY OF LIFE 新・生の哲学 

［第１３回] MINGEI 3.0 いまなぜ民藝か 

［第１４回] EPILOGUE 語るべき人が語るべき時に語る場をつくること 

 

 

 
３．履修上の注意 

 特に予備知識は必要ありません。 

なお、本講義の内容とおおいに関係するものとして，全学共通総合講座「環境人文学Ⅰ：ローカル・スタンダードをデザイン

する」（春学期・駿河台），「環境人文学Ⅱ：インティマシーをデザインする」（秋学期・駿河台）があります。都合のつく人はぜ

ひ履修してください。履修せずとも、いつでもモグリに来てください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

特に必要ありませんが、これまであたりまえと思い込んでいたことに縛られない柔軟な思考をもって受講してもらえたらうれし

いです。 

 
５．教科書 

 『民藝のインティマシー「いとおしさ」をデザインする』 

鞍田 崇 著 

明治大学出版会 

2015 年 

 
６．参考書 

宇野常寛／著『庭の話』（講談社，2024 年） 

カル・フリン／著（木高恵子／訳）『人間がいなくなった後の自然』（草思社, 2023 年） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内レポートの全体講評は講義の中でお伝えします。個々のレポートへのコメントは、要望があれば、適宜個別に対応し

ます。 

 
８．成績評価の方法 

学期中２回，学期末に１回，計３回レポート課題を出します。 

また、各回の理解や感想を確かめるためにリアクションペーパーを書いてもらいます（出席確認ではありません）。 
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成績評価上の割合は，学期内レポート１：20％，学期内レポート２：20％，学期末レポート：40％，平常点（リアクションペーパ

ーの提出等）20％。 

 
９．その他 
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社会学 B 

科目ナンバー STSOC321J 配当学年 3,4 年 開講学期 秋 

科目名 社会学 B[3 年 3・4 組,機情,化,情,物,4 年全] 

担当者名 鞍田崇 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 知識や情報としてではなく みずから社会にコミットし, これからのあるべき社会の姿をデザインする。そんな実践としての

「社会学する」ことがこの授業のねらい。社会学 A ではその総論を扱いましたが, 社会学 B では、「民藝」を補助線として, よ

り具体的に掘り下げていきます。2025 年は, 民藝という言葉が誕生してちょうど 100 年になります。いまなぜ民藝か。この問

いを追究しつつ, 動きたいけど、動けない人が, 動けるようになるためにはどうすればよいかについて考えていきます。 

 
２．授業内容 

［第 １回] PROLOGUE はじめに 

［第 ２回] SLOW + PROESS 「近代」の次を探る 

［第 ３回] WE ROAD 「ある」のはではなく「いる」 

［第 ４回] LOCAL STANDARD 100 年前に始まった物語 

［第 ５回] SENSE OF NOISE 「だから」ではなく「にもかかわらず」 

［第 ６回] PHILOSOPHY OF NOISE 新・生の哲学 

［第 ７回] SENSE OF CHILDREN 子どもは百の言葉を持っている 

［第 ８回] REDISCOVER THE WORLD 世界の再発見 

［第 ９回] IMPERFECT WORLD 不完全な世界 

［第１０回] COLLECTIF たまたま 

［第１１回] HUMANITY & NATURE 人間と自然をつなぐもの 

［第１２回] ECOLOGY 3.0 エコロジーと社会意識 

［第１３回] MINGEI 3.0 いまなぜ民藝か 

［第１４回] EPILOGUE 語るべき人が語るべき時に語る場をつくること 

 

 
３．履修上の注意 

 特に予備知識は必要ありません。 

なお、本講義の内容とおおいに関係するものとして，全学共通総合講座「環境人文学Ⅰ：ローカル・スタンダードをデザイン

する」（春学期・駿河台），「環境人文学Ⅱ：インティマシーをデザインする」（秋学期・駿河台）があります。都合のつく人はぜ

ひ履修してください。履修せずとも、いつでもモグリに来てください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

特に必要ありませんが、これまであたりまえと思い込んでいたことに縛られない柔軟な思考をもって受講してもらえたらうれし

いです。 

 
５．教科書 

 『民藝のインティマシー「いとおしさ」をデザインする』 

鞍田 崇 著 

明治大学出版会 

2015 年 

 

 
６．参考書 

宇野常寛／著『庭の話』（講談社，2024 年） 

カル・フリン／著（木高恵子／訳）『人間がいなくなった後の自然』（草思社, 2023 年） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内レポートの全体講評は講義の中でお伝えします。個々のレポートへのコメントは、要望があれば、適宜個別に対応し

ます。 

 
８．成績評価の方法 

学期中２回，学期末に１回，計３回レポート課題を出します。 

また、各回の理解や感想を確かめるためにリアクションペーパーを書いてもらいます（出席確認ではありません）。 
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成績評価上の割合は，学期内レポート１：20％，学期内レポート２：20％，学期末レポート：40％，平常点（リアクションペーパ

ーの提出等）20％。 

 
９．その他 
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国際関係学 A〔M〕 

科目ナンバー STPOL331J 配当学年 3,4 年 開講学期 春 

科目名 国際関係学 A〔M〕[3 年 1・2 組,機械,建,数,4 年全] 

担当者名 ハディハーニ 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「国際関係」とは、国家間のさまざまな関係を指し、政治や経済、文化、社会、軍事等の側面を含む学際的テーマです。現

在、そうした国際関係には様々な課題がありますが、課題を課題として認識するだけでなく、それに対処するための効果的

な方策について考えるには、我々がふだん内在化している様々な「当たり前」を相対化する作業が重要になります。 

 本講義では中東・イスラーム世界について中心的に扱います。これは、イスラームや中東の歴史・思想・論理を知ることが、

我々が持つ様々な「当たり前」を相対化する重要なカギとなるためです。 

 こうした視点に立ち、本講義では中東・イスラーム世界とそれを取り巻く世界の歴史、宗教、思想、政治的課題等について

扱うことで、この世界の成り立ちと行方について考えます。 

 春学期の主なテーマは、近現代へと繋がる歴史的背景および思想的背景についての理解を深めることです。 

 本講義の目標は、主に以下の 3 点です。 

① 中東・イスラーム文明やそれを取り巻く国際関係に関する基礎知識を習得すること。 

② 中東諸国の現状や国際政治のメカニズムを理解し、自分の考えを持つこと。 

③ 宗教やナショナリティの差異を超えた相互理解・平和構築について考えを深めること。 

 
２．授業内容 

第 1 回 イントロダクション：国際関係とは何か〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 2 回 国際関係のはじまり：文明と都市国家〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 3 回 ユダヤ教文明の展開〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 4 回 キリスト教文明の展開〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 5 回 イスラーム以前のアラビア国際政治〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 6 回 イスラームの始まりとその基礎〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 7 回 正統カリフ時代～スンナ派とシーア派〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 8 回 イスラーム帝国史と十字軍〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 9 回 イスラーム諸学の成立：基本信条と神学〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 10 回 イスラーム諸学の成立：六信五行と法学〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 11 回 「スィヤル」：イスラーム国際関係論と国家〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 12 回 ヨーロッパの帝国主義/植民地主義とオスマン帝国〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 13 回 イスラーム刷新運動：サラフィー主義〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 14 回 振り返りとまとめ〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

 
３．履修上の注意 

この授業はメディア授業科目として開講されます。授業はすべて、講義動画を Panopto を通じて配信するオンデマンド型で

行います。 

講義動画は原則毎週金曜日に配信し、授業動画の視聴は当該学期中であれば可能とします。なお、毎回の講義動画に対

して、オンライン・リアクションペーパー（Google Form 等を使用します）の提出を求め、出席確認及び理解度確認を行いま

す。また、教員への質問・相談窓口として、専用メールアドレスを履修者に通知します。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

各回のリアクションペーパーにて、授業内容に関連する振り返り小テストを出題します。講義内容および参考文献を適宜参

照しながら次回授業までに回答することが求められます。 

 
５．教科書 

特に指定しない。 

 
６．参考書 

『世界史の中のパレスチナ問題』臼杵陽著（講談社）。 

『オリエンタリズム(上・下)』E.サイード著（平凡社）。 

『中東政治入門』末近浩太（ちくま新書）。 

『パレスチナ問題の展開』高橋和夫著（左右社）。 

『イスラーム入門：文明の共存を考えるための 99 の扉』中田考著（集英社新書）。 

『イスラーム思想を読み解く』松山洋平（ちくま新書）。 

『中東全史：イスラーム世界の二千年』B.ルイス（ちくま学芸文庫）。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

各回のリアクションペーパーにて、授業の感想や疑問・質問についても回答してもらいます。その内容に基づき、次回以降の

授業冒頭で回答します。 

 
８．成績評価の方法 

授業参加 30%、課題提出 35%、最終レポート 35%とし、総合的に評価します。 

※対面形式での試験は行いません。 

 
９．その他 
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国際関係学 B〔M〕 

科目ナンバー STPOL331J 配当学年 3,4 年 開講学期 秋 

科目名 国際関係学 B〔M〕[3 年 3・4 組,機情,化,情,物,4 年全] 

担当者名 ハディハーニ 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「国際関係」とは、国家間のさまざまな関係を指し、政治や経済、文化、社会、軍事等の側面を含む学際的テーマです。現

在、そうした国際関係には様々な課題がありますが、課題を課題として認識するだけでなく、それに対処するための効果的

な方策について考えるには、我々がふだん内在化している様々な「当たり前」を相対化する作業が重要になります。 

 本講義では中東・イスラーム世界について中心的に扱います。これは、イスラームや中東の歴史・思想・論理を知ることが、

我々が持つ様々な「当たり前」を相対化する重要なカギとなるためです。 

 こうした視点に立ち、本講義では中東・イスラーム世界とそれを取り巻く世界の歴史、宗教、思想、政治的課題等について

扱うことで、この世界の成り立ちと行方について考えます。 

 秋学期の主なテーマは、パレスチナ問題を中心とした現代中東を取り巻く国際関係の展開と重要な思想的トピックについ

て理解を深めることです。 

 本講義の目標は、主に以下の 3 点です。 

① 中東・イスラーム文明やそれを取り巻く国際関係に関する基礎知識を習得すること。 

② 中東諸国の現状や国際政治のメカニズムを理解し、自分の考えを持つこと。 

  宗教やナショナリティの差異を超えた相互理解・平和構築について考えを深めること。 

 
２．授業内容 

第 1 回 イントロダクション：要点の振り返り〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 2 回 ナショナリズム・国家・民族・世俗主義〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 3 回 「ユダヤ人問題」とシオニズム〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 4 回 初期の入植と「パレスチナ問題」の始まり〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 5 回 帝国の崩壊と中東分割統治〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 6 回 アラブ・ナショナリズムと「アラブ諸国」の成り立ち〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 7 回 パレスチナ分割決議と中東戦争〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 8 回 権威主義体制の定着とイラン・イスラーム革命〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 9 回 イスラーム主義とインティファーダ〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 10 回 中東和平プロセスとグローバル・テロリズムの展開〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 11 回 アラブの「春」と「冬」〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 12 回 地域大国の台頭とガザ戦争〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 13 回 米国覇権主義の失敗と文明の衝突：21 世紀の国際関係のゆくえ〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

第 14 回 振り返りとまとめ〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

 
３．履修上の注意 

この授業はメディア授業科目として開講されます。授業はすべて、講義動画を Panopto を通じて配信するオンデマンド型で

行います。 

講義動画は原則毎週金曜日に配信し、授業動画の視聴は当該学期中であれば可能とします。なお、毎回の講義動画に対

して、オンライン・リアクションペーパー（Google Form 等を使用します）の提出を求め、出席確認及び理解度確認を行いま

す。また、教員への質問・相談窓口として、専用メールアドレスを履修者に通知します。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

各回のリアクションペーパーにて、授業内容に関連する振り返り小テストを出題します。講義内容および参考文献を適宜参

照しながら次回授業までに回答することが求められます。 

 
５．教科書 

特に指定しない。 

 
６．参考書 

『世界史の中のパレスチナ問題』臼杵陽著（講談社）。 

『オリエンタリズム(上・下)』E.サイード著（平凡社）。 

『中東政治入門』末近浩太（ちくま新書）。 

『パレスチナ問題の展開』高橋和夫著（左右社）。 

『イスラーム入門：文明の共存を考えるための 99 の扉』中田考著（集英社新書）。 

『イスラーム思想を読み解く』松山洋平（ちくま新書）。 
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『中東全史：イスラーム世界の二千年』B.ルイス（ちくま学芸文庫）。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

各回のリアクションペーパーにて、授業の感想や疑問・質問についても回答してもらいます。その内容に基づき、次回以降の

授業冒頭で回答します。 

 
８．成績評価の方法 

授業参加 30%、課題提出 35%、最終レポート 35%とし、総合的に評価します。 

※対面形式での試験は行いません。 

 
９．その他 
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運動の科学 A 

科目ナンバー STHES321J 配当学年 3,4 年 開講学期 春 

科目名 運動の科学 A[3 年 3・4 組,機情,化,情,物,4 年全] 

担当者名 佐竹弘靖 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 スポーツにおいて，優秀な成績をあげる選手たちはどのような身体的また精神的能力をもっているのであろうか。そしてそ

れはどのような方法で手にすることができるのであろうか。この授業ではスポーツ及びスポーツ技術を科学的に分析するとと

もに，受講する学生本人の身体能力の再確認と健康への意識の向上を目指すべく開講するものである。 

 これまであまり意識しなかったであろう「身体組織の知識」に始まり，トレーニングの科学的分析まで多岐にわたるものであ

る。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ガイダンス 

［第２回] 健康とウエルネス 

［第３回] 身体をデザインしよう 

［第４回] 生活習慣病について 

［第５回] 第 1 回目 レポート 

［第６回] トレーニングを科学する 

［第７回] 筋トレやってみる？ 

［第８回] トレーニングの原理・原則 

［第９回] 第 2 回目 レポート 

［第 10 回] ウォームアップとウォームダウン 

［第 11 回] 水分補給 

［第 12 回] 足がつったらあなたはどうする？ 

［第 13 回] 第３回目 レポート 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 毎回，異なったテーマで講義を行う。 

 講義回数の 80％以上の出席が条件である。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 自分の運動習慣と食習慣を確認すること。 

 自分の体脂肪を確認しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「運動の科学ノートＡ」改訂版 佐竹弘靖 文化書房博文社 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、授業中にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 ３回のレポート（各 30 点），授業中の小テスト（出席回数も考慮に入れる）（10 点） 

 
９．その他 

メールアドレス 

 

 satake@isc.senshu-u.ac.jp 
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運動の科学 B 

科目ナンバー STHES321J 配当学年 3,4 年 開講学期 秋 

科目名 運動の科学 B[3 年 1・2 組,機械,建,数,4 年全] 

担当者名 佐竹弘靖 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 スポーツにおいて，優秀な成績をあげる選手たちはどのような身体的また精神的能力をもっているのであろうか。そしてそ

れはどのような方法で手にすることができるのであろうか。この授業ではスポーツ及びスポーツ技術を科学的に分析するとと

もに，受講する学生本人の身体能力の再確認と健康への意識の向上を目指すべく開講するものである。 

 現代の重要な疾病となっている「生活習慣病」に始まり，トレーニングの科学的分析まで多岐にわたるものである。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ガイダンス 

［第２回] 運動・スポーツと生活習慣病 

［第３回] 体脂肪を燃やすトレーニング 

［第４回] 身体組成がパフォーマンスを左右する 

［第５回] 第 1 回目 レポート 

［第６回] どんなもの食べてる？ 

［第７回] 君はプレッシャーに強いか？ 

［第８回] リラクセーションは勝敗の鍵 

［第９回] 第２回目 レポート 

［第 10 回] 勝つためのイメージ・トレーニング 

［第 11 回] 交流分析（トランザクショナル・アナリシス） 

［第 12 回] トレーニングを科学する 

［第 13 回] 第３回目 レポート 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 毎回異なったテーマで講義を行う。 

 講義回数の 80％以上の出席が条件である。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 自分の運動習慣ならびに食習慣を確認していくこ。 

 メンタルトレーニングの分野では，受講後必ず実践すること。 

 

 
５．教科書 

 「運動の科学ノートＢ」佐竹弘靖 文化書房博文社 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、授業中にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 ３回のレポート（各 30 点），授業中の小テスト（出席回数も考慮に入れる）（10 点）。 

 
９．その他 

メールアドレス 

 

 satake@isc.senshu-u.ac.jp 
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日本事情 A 

科目ナンバー STARS111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 日本事情 A[留学生のみ] 

担当者名 倉石信乃 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本授業では、現代日本人の意識や思考とどこかでつながりを持つ、「伝統」について考える。そのための素材として、また日

本について知るための基礎的な教養として身に付けておくべき無形文化財をまず概観する。具体的には、能・歌舞伎・文楽

といった舞台芸術・エンターテインメントである。各芸能の形式に共通する演劇の要素となるものをまず確認する。 

 その上で、実写映画、アニメ映画、実写とアニメ両方を含むテレビドラマへと展開した「時代劇」を授業の中で鑑賞し、それ

ぞれの感想をクラス内で発表することとする。 

 感想ノートを 4 回程度提出してもらい、最終日にまとめの感想を提出する。 

受講生のひとりひとりが日本の伝統文化の基礎的な知識を身に付けることが、本授業の到達目標となる。  

 

 
２．授業内容 

［第１回］イントロダクション 

［第２・3 回］能と狂言 

［第 4・5 回］文楽 

［第 6・７回］歌舞伎 

［第 8〜 10 回］時代劇(アニメ) 

［第 10〜13 回］時代劇(実写) 

［第 14 回］まとめ：全体のふりかえり 

 

 

 
３．履修上の注意 

 本授業で扱う映像資料の日本語は、現代日本ではあまり使われていないものがあり、通常の日本人にとってもいわば「翻

訳」が必要なものである。しかし視覚的にはそれぞれがエンターテインメントとして本来創作された劇なので、文字解説などを

手かがりにしながら、楽しんで見てもらうことが何より大事である。積極的な授業参加を心掛けてほしい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 本授業では事前に文字資料を読んで、鑑賞する曲・演目の内容を把握しておくこと。 

 
５．教科書 

 特に指定しません。 

 

 
６．参考書 

 授業内で紹介する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 提出を求める感想ノートの余白に、質問事項などを記すこと。感想ノートは返却しないので、必ずコピーをとっておくこと。質

問等についての回答は Oh-o! Meiji にアップするか、次の授業内で行う。 

 
８．成績評価の方法 

授業参加の態度・感想ノート(4 回程度)80％、まとめの感想ノート 20％、合計 100％を満点とする。 

 

注意事項：「感想ノート」の作成に際し、生成 AI(ChatGPT、Bing チャット等)を利用を禁じる。 

また、WEB 等にある文献から引用・参照を行う場合は、引用・参照部分を明示し、自身の「感想」に係わる記述と分けて記述

すること。拙くとも、自分自身の見解を書くことが求められているのであり、そちらの方を積極的に評価する。また文章の「量」

も多ければそれだけ、高評価となりうる。 

以 上 

 
９．その他 
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日本事情 B 

科目ナンバー STARS111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 日本事情 B[留学生のみ] 

担当者名 加原奈穂子 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この講義では、日本を知るうえで重要であるとともに、留学生の皆さんにとって比較的身近な言語やコミュニケーション、ジ

ェンダーなどの話題を取り上げます。 

 まず、日本語の方言の多様性や方言をめぐる社会状況、外来語、先住民族の言語などを見ていくことを通して、単一文化

の国として扱われがちな日本の多様性に目を向けていきます。次に、コミュニケーションにおける非言語的要素の働きやコミ

ュニケーションにおける文化差の問題を扱います。最後に、ジェンダーの視点を切り口として、教育、労働、結婚、家族といっ

た身近な話題から日本の社会について考えていきます。 

 
２．授業内容 

［第 1 回］言語の多様性と危機言語 

［第 2 回］言語と方言 

［第 3~4 回］沖縄のことばと文化 

［第 5~6 回］アイヌ民族とアイヌ語 

［第 7 回］言語の変化と外来語 

［第 8 回］言語と社会 

［第 9〜10 回］コミュニケーションと文化 

［第 11 回］ジェンダーと労働 

［第 12〜13 回］結婚と家族をめぐって 

［第 14 回］期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業で配布する資料を読むとともに、関連する文献などをご自身で積極的に調べてみてください。不明な点などがあれば、

ぜひ授業の際に質問をしてください。 

 
５．教科書 

幅広い領域にわたる話題を扱うため、特定の教科書は使用いたしません。各回、授業のレジュメを配布いたします。 

 
６．参考書 

各回、関連の参考文献を紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

各回、授業中にフィードバックを行います。 

 
８．成績評価の方法 

平常点（講義への出席と授業態度、毎回の授業で提出するコメントシートの考察など）60％と期末試験 40％。 

＊単位取得には授業回数の 3 分の 2 以上出席し、且つ期末試験の成績を総合して合格と判断されることが必要です。 

 
９．その他 

講義の進め方は受講生の関心に応じて多少変更することがあります。 
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健康・スポーツ学 1 

科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[A 組] 

担当者名 片瀬文雄 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[B 組] 

担当者名 片瀬文雄 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[C 組] 

担当者名 遠藤俊典 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[D 組] 

担当者名 東中友哉 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[E 組] 

担当者名 古屋良祐 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[F 組] 

担当者名 大橋祐二 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[G 組] 

担当者名 古屋良祐 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[H 組] 

担当者名 佐竹弘靖 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[I 組] 

担当者名 金子公宏 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[J 組] 

担当者名 東中友哉 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[K 組] 

担当者名 大橋祐二 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[L 組] 

担当者名 八田有洋 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

155 

 

科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[M 組] 

担当者名 佐竹弘靖 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[N 組] 

担当者名 八田有洋 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[O 組] 

担当者名 大橋祐二 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[P 組] 

担当者名 立花泰則 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[Q 組] 

担当者名 遠藤俊典 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[R 組] 

担当者名 渡邊文雄 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[S 組] 

担当者名 金子公宏 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[T 組] 

担当者名 古屋良祐 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[女子] 

担当者名 金子公宏 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 健康・スポーツ学 1[女子] 

担当者名 金子公宏 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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健康・スポーツ学 2 

科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[A 組] 

担当者名 片瀬文雄 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[B 組] 

担当者名 片瀬文雄 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[C 組] 

担当者名 遠藤俊典 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[D 組] 

担当者名 東中友哉 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[E 組] 

担当者名 古屋良祐 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[F 組] 

担当者名 大橋祐二 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[G 組] 

担当者名 古屋良祐 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[H 組] 

担当者名 佐竹弘靖 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[I 組] 

担当者名 金子公宏 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[J 組] 

担当者名 東中友哉 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[K 組] 

担当者名 大橋祐二 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[L 組] 

担当者名 八田有洋 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

177 

 

科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[M 組] 

担当者名 佐竹弘靖 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[N 組] 

担当者名 八田有洋 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[O 組] 

担当者名 大橋祐二 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[P 組] 

担当者名 立花泰則 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[Q 組] 

担当者名 遠藤俊典 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[R 組] 

担当者名 渡邊文雄 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[S 組] 

担当者名 金子公宏 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[T 組] 

担当者名 古屋良祐 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[女子] 

担当者名 金子公宏 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES123J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 健康・スポーツ学 2[女子] 

担当者名 金子公宏 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生活様式の変化に伴い我々の生活の中での身体活動量は非常に少なくなってきており，慢性的な運動不足は成人病な

どの生活習慣病の要因として捉えられている。一方，平均寿命は伸びてきており，健康を維持・増進してゆくことは創造的，

積極的な人生を送るうえでますます重要になってきている。 

 本授業では，スポーツ実技 VTR を利用した講義などを通し，自分の体力の現状を知ると同時に体力を高め，さらに生涯

に渡って健康，体力を高めるための手段として各種スポーツを学習する。同時に，安全に運動を行うための方法や運動の構

造，各種スポーツの持つ楽しさをも実践的に学習する。 

 実施種目はテニス・卓球・バレーボール・ソフトボール・サッカー・ゴルフ・フリスビーなどで基本的に屋外で実施する。各期

１～２種目を実施する。雨天時には屋内において，身体の構造や手軽な体力作りの理論・方法，スポーツ技術や特性，一流

選手の技術の観察，健康と日常生活における健康を阻害する要素などについて VTR などを利用しての授業が行われる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみイントロダクション（施設の利用，怪我や事故発生時の対応・処置，貴重品管理等について） 

［第２～13 回] 種目によって展開は異なる。基本的にはルール，基本技術，個人技術をはじめの段階で学習し，簡易ゲー

ム，ミニゲームの中で定着を図る。その後，応用技術，集団技術，戦略等を学びつつゲームを行う。 

［第 14 回] まとめ及び試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業は，体育事務室前に集合すること。 

・女子クラスに関しては，春学期，月２，水１，秋学期，月１，水１とそれぞれ２コマ準備されている。具体的な内容について

は，４月の上旬にガイダンスを行うので出席して下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 基本的に，出席し積極的に活動しているかを中心に評価する。 

 活動点：70 点，実技試験，技能点，レポート等：30 点 

 詳しくは初回授業時に担当教員より説明があるが，60/100 点以上で合格となる。 

 
９．その他 
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スポーツ実習 A 

科目ナンバー STHES243J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 スポーツ実習 A[バレー・バドミントン] 

担当者名 吉田孝久 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 バレーボールとバドミントンの基本的な技術，ゲーム中における戦術，マナーを守りながらルールの把握，審判の仕方，安

全面への配慮などの理解及び習得を図る。生涯スポーツにつながるように，学習者が主体的にゲームに参加・進行できる能

力と態度の育成を図ることを目的とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション 

［第２回～第３回] バレーボール 基礎的な技能の習得と簡易ゲーム 

［第４回～第６回] バレーボール ゲーム 

［第７回] バレーボール技能テスト 

［第８回～第 10 回] バドミントン 基礎的な技能の習得と簡易ゲーム 

［第 11 回～第 13 回] バドミントン ゲーム（シングルとダブルス） 

［第 14 回] バドミントン 技能テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 スポーツ活動にふさわしいスポーツウェアとシューズを着用すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業に関係するスポーツ種目の情報を収集し，ルールならびに運動についての理解を深める。 

 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回、授業中にフィードバックを行う 

 
８．成績評価の方法 

 出席を含む受講態度 60 点 ゲーム点 20 点 技能テスト 20 点 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES243J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 スポーツ実習 A[バレーボール・フットサル] 

担当者名 東中友哉 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

バレーボールはオリンピック種目の 1 つであり、世界各国でプレーされているスポーツである。適度な運動量を必要とし、チ

ームスポーツとしての人間関係も構築できるため、社会性、コミュニケーション能力の向上も期待できる。またフットサルはサッ

カーに比べて試合時間が短く、コートが狭いため、気軽に全世代の人が楽しめる生涯スポーツとして人気がある。 

 本授業ではバレーボールとフットサルの基本的な技術、ゲーム戦術、ルールの把握、安全面の配慮などの理解と安全に楽

しむ能力を育成することを目的とする。 

 

 
２．授業内容 

【第 1 回】 イントロダクション 

【第 2 回～第 3 回】バレーボール 基本的な知識と技能の習得と簡易ゲーム 

【第 4 回～第 6 回】バレーボール ゲーム 

【第 7 回】バレーボール技能テスト 

【第 8 回～第 9 回】フットサル 基本的な知識と技能の習得と簡易ゲーム 

【第 10 回～第 13 回】フットサル ゲーム 

【第 14 回】フットサル技能テスト 

 

 
３．履修上の注意 

上記の目的を十分に理解し、積極的に受講できる学生を対象とする。 

スポーツ活動にふさわしいスポーツウェアとシューズを着用すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業に関連するスポーツ種目の歴史、運動特性、基本技能、ルールについて理解を深める。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回の授業において、フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

出席を含む受講態度、ゲーム点、レポート等から総合的に評価する。 

出席を含む受講態度：70％ 

ゲーム点：20％ 

レポート：10％ 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES243J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 スポーツ実習 A[インドアスポーツ] 

担当者名 立花泰則 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 インドアスポーツでは，バスケットボール，バドミントン，卓球，バレーボール，ソフトバレーボール，ユニホック，ストレッチ、室

内ゴルフなどを実施する。 

 各種目の基本的な技術を習得しながら，ゲーム中の戦術を学習し，実践的なゲームを行いながら各スポーツを学んでい

く。 

 同時に，マナーを守り，ルールを理解し，審判法についても学習し，安全面への配慮などを理解しながら，実践的な授業を

展開していく。 

 また，本科目では，生涯スポーツにつながるように，学習者が主体的に授業に参加し，スポーツを実践できる能力と態度の

育成を図る事も目標とする。 

 授業内における、種目の選択にあたっては，参加者と共に，その都度種目を決定しながら授業を展開していく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション 

［第２回～第４回] インドアスポーツ１ 基本的な技術の習得，戦術の習得等，ゲーム 

［第５回～第７回] インドアスポーツ２ 基本的な技術の習得，戦術の習得等，ゲーム 

［第８回～第 10 回] インドアスポーツ３ 基本的な技術の習得，戦術の習得等，ゲーム 

［第 11 回～第 13 回] インドアスポーツ４ 基本的な技術の習得，戦術の習得等，ゲーム 

［第 14 回] 総括的な各種目の技能テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 上記内容を十分に理解をして，能動的に学習できる学生を対象とする。スポーツ実技を実践するのにふさわしい服装とシ

ューズを準備する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業で学修する内容のほか準備学習として以下の点を上げておく。 

・心身の健康や生活習慣に関心を寄せ、日頃からニュースや情報に目を通す習慣を持つこと。 

・また、自身の健康に関わる事柄だけでなく社会的な問題として健康を考えること。 

 
５．教科書 

 特に定めません。 

 
６．参考書 

印刷資料等を適宜提示します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 出席を含む受講態度 60 点，技能テストおよびゲーム点 20 点，レポート等 20 点 

 60/100 点以上合格 

 
９．その他 

体育館１階体育事務室 

 水曜日 12：30〜13：30 
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科目ナンバー STHES243J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 スポーツ実習 A[バレー・バスケット] 

担当者名 吉田孝久 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 バレーボールとバスケットボールの基本的な技術，ゲーム中における戦術，マナーを守りながらルールの把握，審判の仕

方，安全面への配慮などの理解及び習得を図る。生涯スポーツにつながるように，学習者が主体的にゲームに参加・進行で

きる能力と態度の育成を図ることを目的とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション 

［第２回～第３回] バレーボール 基礎的な技能の習得と簡易ゲーム 

［第４回～第６回] バレーボール ゲーム 

［第７回] バレーボール 技能テスト 

［第８回～第９回] バスケットボール 基礎的な技能の習得と簡易ゲーム 

［第 10 回～第 13 回] バスケットボール ゲーム 

［第 14 回] バスケットボール 技能テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 スポーツ活動にふさわしいスポーツウェアとシューズを着用すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業に関係するスポーツ種目の情報を収集し，ルールならびに運動についての理解を深める。 

 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回、授業中にフィードバックを行う 

 
８．成績評価の方法 

 出席を含む受講態度 60 点 ゲーム点 20 点 技能テスト 20 点 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする 

 
９．その他 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

191 

 

科目ナンバー STHES243J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 スポーツ実習 A[バドミントン] 

担当者名 渡邊文雄 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

《授業の達成目標及びテーマ》 

 本授業ではバドミントンを行う。レクリエーションとして人気のこの種目は、時速 400 km 近いショットから一瞬に０km に 

 近いショットまで変化する他にないスピード感と見た目より難しくハードな運動量などの理由から、幅広い年齢層に親しまれ 

 ている。 

 授業ではより専門性をもった技術の習得を目指しているが，初心者には基本技能から始めゲームができるまでを目標にし

てい 

 る。シングルスやダブルス，団体戦といったゲームを中心に授業を展開する。 

《授業の概要》 

 初回にイントロダクション内で簡単な技能レベルによるグループ分けを行う。 

 第二回以降はグループごとにテーマと目標を設定し基本練習とゲームを行う。 

 視覚教材を用いる場合もある。 

 

 
２．授業内容 

１：イントロダクション、講義（競技ルールと審判法） 

２：基本練習（サーブ、クリアー）、ゲーム（半面シングル） 

３：基本練習（ドライブ、ヘアピン）、ゲーム（半面シングル） 

４；基本練習（ヘアピン）、ゲーム（半面シングル） 

５：基本練習（スマッシュ＆レシーブ）ゲーム（半面シングル） 

６：基本練習（ALL）ゲーム（ダブルスの審判法確認） 

７〜10：基本練習（ALL）、ゲーム（ダブルス） 

11〜12：団体戦 

13：技能テスト２ 

14：技能テスト（予備）、筆記テスト 

※詳細は授業時に説明する。 

 
３．履修上の注意 

１．屋内で行うため，体育館用シューズと運動のできる服装を用意する。 

  服装は運動に適したものを着用すること。（タンクトップやジーンズ，サンダル，革靴などは認めない） 

２．必ず健康診断を受診すること。 

３．時間を厳守すること。 

４.  不適切な受講態度（許可の無い飲食、携帯スマホ等の操作など）は認めない。 

※詳細は授業時に指示をする。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

怪我予防や疲労回復のために日頃からストレッチ等を行うようにする。 

授業で取り扱うスポーツ競技（バドミントン）に関するメディア等の情報に興味関心を持つ。 

競技に関する知識（ルール等）を事前に深めておく。 

 
５．教科書 

特に定めない 

 
６．参考書 

特に定めない 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

個人カードを使い授業課題習得度を把握。その内容をもとに授業内で個別指導を行う。 

 

 
８．成績評価の方法 

評価対象者・・・開講数の 2/3 以上の出席者 
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評価項目 

  技能テスト（40％） 

  筆記テスト（20％） 

  平常点  （40％） 

 

 
９．その他 

履修に関して施設と安全面を考慮して授業運営上定員を設定する。 

 

 体育館事務室 

 オフィスアワー：月、火曜 12:30〜13:30 

 E-mail : rahitita@meiji.ac.jp 
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科目ナンバー STHES243J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 スポーツ実習 A[バドミントン・卓球] 

担当者名 金子公宏 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 バドミントンは多くの年齢層に広くレクリエーションとして親しまれ，手軽に自分の体力に応じて楽しめるスポーツである。世

界のトップクラスになると初速が 300 km/h を超えるスマッシュやふわりとネット際に落ちるドロップやカットを駆使し，いかに

緩急の差を使い分けることがバドミントンの醍醐味であろう。13.4×6.1（シングルス 5.18）m と広すぎないコートエリアで行うた

め，敏捷性や調整力，瞬発力と言った技能特性の向上が期待でき，このような能力を発揮する機会が少なくなった学生にと

って，また運動不足を感じている学生にとって大変取り組みやすく，健康の維持・増進に貢献できると思われる。 

 本授業は，基本的な技能を高め，より高次でバドミントンを楽しむことはもちろんのこと，ルールやマナーを学ぶことにより審

判法の理解と，安全に，協力的にバドミントンを楽しむ能力を育成することを目的とする。 

 受講生の希望により卓球を実施する場合もある。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｂのみ イントロダクション 

［第２回] 基本的な知識と技能の習得１（グリップ・フットワーク） 

［第３回] 基本的な知識と技能の習得２（スマッシュ・ドロップ） 

［第４回] 基本的な知識と技能の習得３（サーブ・ドライブ） 

［第５回] 応用技術・戦術の理解と習得１（サイドハンドストローク），ミニゲーム 

［第６回] 応用技術・戦術の理解と習得２（アンダーハンドストローク），ミニゲーム 

［第７回] 応用技術・戦術の理解と習得３（カット・プッシュワーパーショット），ミニゲーム 

［第８回] シングルスゲーム１（ルールの理解と実践の中での応用） 

［第９～10 回] シングルスゲーム２（習得技能の発揮・応用） 

［第 11 回] ダブルスゲーム１（ルールの理解とコンビネーション） 

［第 12～13 回] ダブルスゲーム２（実践での応用） 

［第 14 回] 技能テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 上記目的を十分に理解し取り組む意欲を持ち，友好的かつ協力的に受講できる学生を対象とする。 

 スポーツ実習の授業として相応しい服装の用意（ウエア・シューズ等） 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

  健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中の資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 出席を含む技能取得度，技能点，受講態度，技能テスト等から総合的に評価する。 

 技能習得度（70 点）・受講態度（10 点）・レポート（20 点） 

 60/100 点以上合格 

 

 
９．その他 

 なし 
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科目ナンバー STHES243J 配当学年 2 年 開講学期 秋集中 

科目名 スポーツ実習 A[スキー/学外集中] 

担当者名 金子公宏 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 スキーは大自然の中で行うシーズンスポーツであり，生涯スポーツとして多くの年齢層に親しまれているスポーツである。雪

国での生活の移動手段として派生したスポーツであるが，その楽しみ方は滑走コースへの挑戦，克服や技術の向上，フォー

ムなどの達成，あるいは競争等様々である。また集中授業をいうこともあり，他の種目と違い一緒に生活することから仲間つく

りも付随する楽しみの一つであろう。そのスキーをより長く楽しむためには技術を理解することはもちろん，スキー場でのマナ

ーや安全に関して学ぶことは大変重要である。 

 本授業は，スキーの基本的な技能を高め，スキー場でのマナーやルール，ならびに安全について学ぶことにより，より安全

に，スキーを楽しむ能力を育成することを目的とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ガイダンス（概要説明や具体的打ち合わせ） 

［第２・３回] 講習１（技能調査・班分け・用具説明等） 

［第４・５回] 講習２プルークターン 

［第６・７回] 講習３シュテムターン 

［第８回] 講習４安全講習 

［第９・10 回] 講習５パラレルターン 

［第 11・12 回] 講習６カーピングターンの導入 

［第 13 回] VTR を用いた技術確認や課題の認識 

［第 14 回] 様々なコースでの対応，まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 友好的かつ協力的に受講できる学生 

 全日程参加できる者 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

  健康に関する基礎知識の振り返りと、スキーおよびスノースポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中、夜のミーティングでの映像を用いたフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 技能取得度，受講態度，技能の理解度から総合的に評価する。 

 技能習得度（60 点）受講態度（20 点）・事後レポート（20 点） 

 60/100 点以上合格 

 

 
９．その他 

 2 月 1-4 日の日程で群馬県尾瀬岩倉スキー場で行う。 

 詳細は 4 月と 9 月のガイダンスにて説明する。 

 実習前にガイダンス（４月，９月，12 月，１月）を行うので、必ず出席すること。 

 学外実習であるため、友好的かつ協力的な学生の受講を希望する。 
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科目ナンバー STHES243J 配当学年 2 年 開講学期 夏期集中 

科目名 スポーツ実習 A[馬術/学外集中] 

担当者名 金子公宏 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 馬術（乗馬）は馬と共に運動するスポーツです。馬と共に運動することにより様々な身体的な効果や精神的な効果があると

言われています。集中授業の形で基礎実技と知識を習得することを到達目標とします。 

 事前・事後講習と，乗馬クラブにおける２泊３日の実習とを合わせた内容で，馬体手入れ，馬装，乗り方・降り方，および，

常歩（なみあし）・速歩（はやあし）・軽速歩（けいはやあし）などの歩様を学びます。経験者は，駆歩（かけあし）に挑戦するこ

ともできます。このほかに，競技馬術や，和鞍（日本馬術）についての知識もヴィジュアル教材などから学びます。 

費用について 

 受講料（保険料）1,000 円，騎乗料 10,000 円程度，ヘルメット等借用料 2,000 円程度，この他に交通費：高速バス往復（八

重洲～茨城町西）3,780 円，宿泊費（２泊２食込）14,000 円程度がかかります。 

実施期間：９月上旬予定 

実施場所：中島トニアシュタール（茨城県茨城町）他 

宿泊場所：水戸シーラックパル（水戸市） 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ガイダンス 

［第２回，３回] 事前講習（8/1 日 中野キャンパスにて） 

［第４回～第 13 回] 本実習（5 レッスン） 

［第 14 回] 事後講習 

 

 
３．履修上の注意 

 この授業は他学部との合同での授業となりますので，友好的かつ協力的に受講で，全日程参加できることが履修の条件で

す。 

 定員は５名。 

 ４月に行われるガイダンスで授業計画の詳細を説明します。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前授業での講義、および配布資料を十分に理解すること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

実習中、ミーティングでの映像を用いたフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 事前講習・実習・事後講習を含めた学修状況と意欲（馬体手入れ，馬装，馬体洗い等への取り組み）が基礎点（50％）とな

ります。これに，常歩，軽速歩等の達成度（30％）を加味し，さらに事後レポート（20％）を合わせ総合的に評価し，60/100 点

以上で合格となります。 

 
９．その他 
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スポーツ実習 B 

科目ナンバー STHES243J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 スポーツ実習 B[卓球] 

担当者名 金子公宏 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 卓球は老若男女を問わず，多くの年齢層に広くレクリエーションとして親しまれ，近年，卓球映画やオリンピック等での選手

の活躍により再注目されているスポーツである。それは体力差や技能差に囚われず，それぞれのレベルに応じた楽しみがで

きる特性を持つからである。一方，14 m×7 m と球技の中で最も狭いコートエリア内（テーブル 275 cm×152.5 cm）で行うた

め，敏捷性や調整力，瞬発力と言った技能特性の向上が期待でき，このような能力を発揮する機会が少なくなった学生にと

って，また運動不足を感じている学生にとって大変取り組みやすく，健康の維持・増進に貢献できると思われる。 

 本授業は，基本的な技能を高め，より高次で卓球を楽しむことはもちろんのこと，ルールやマナーを学ぶことにより審判法

の理解と，安全に，協力的に卓球を楽しむ能力を育成することを目的とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 基本的な知識と技能の習得 I（フォアハンド） 

［第３回] 基本的な知識と技能の習得 II（バックハンド） 

［第４回] 基本的な知識と技能の習得 III（ロングショートの打ち分け） 

［第５回] 応用技術・戦術の理解と習得 I（サービス），ミニゲーム 

［第６回] 応用技術・戦術の理解と習得 II（スマッシュ），ミニゲーム 

［第７回] 応用技術・戦術の理解と習得 III（ドライブ・カット），ミニゲーム 

［第８回] シングルスゲーム I（ルールの理解と実践の中での応用） 

［第９～10 回] シングルスゲーム II（習得技能の発揮・応用） 

［第 11 回] ダブルスゲーム I（ルールの理解とコンビネーション） 

［第 12～13 回] ダブルスゲーム II（実践での応用） 

［第 14 回] 技能テスト・まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 友好的かつ協力的に受講できる学生。 

 スポーツ実習の授業にふさわしい服装（室内シューズも用意すること）。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

  健康に関する基礎知識の振り返りと、授業で行われるスポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中の資料、口頭でのフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 出席を含む技能取得度，技能点，受講態度，技能テスト等から総合的に評価する。 

 技能習得度（70 点）・受講態度（15 点）・技能テスト（10 点） 

 60/100 点以上合格 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES243J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 スポーツ実習 B[バレーボール・フットサル] 

担当者名 東中友哉 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 バレーボールはオリンピック種目の 1 つであり、世界各国でプレーされているスポーツである。適度な運動量を必要とし、チ

ームスポーツとしての人間関係も構築できるため、社会性、コミュニケーション能力の向上も期待できる。またフットサルはサッ

カーに比べて試合時間が短く、コートが狭いため、気軽に全世代の人が楽しめる生涯スポーツとして人気がある。 

 本授業ではバレーボールとフットサルの基本的な技術、ゲーム戦術、ルールの把握、安全面の配慮などの理解と安全に楽

しむ能力を育成することを目的とする。 

 

 
２．授業内容 

【第 1 回】 イントロダクション 

【第 2 回～第 3 回】バレーボール 基本的な知識と技能の習得と簡易ゲーム 

【第 4 回～第 6 回】バレーボール ゲーム 

【第 7 回】バレーボール技能テスト 

【第 8 回～第 9 回】フットサル 基本的な知識と技能の習得と簡易ゲーム 

【第 10 回～第 13 回】フットサル ゲーム 

【第 14 回】フットサル技能テスト 

 

 
３．履修上の注意 

上記の目的を十分に理解し、積極的に受講できる学生を対象とする。 

スポーツ活動にふさわしいスポーツウェアとシューズを着用すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業に関連するスポーツ種目の歴史、運動特性、基本技能、ルールについて理解を深める。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回の授業において、フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

出席を含む受講態度、ゲーム点、レポート等から総合的に評価する。 

出席を含む受講態度：70％ 

ゲーム点：20％ 

レポート：10％ 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES243J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 スポーツ実習 B[インドアスポーツ] 

担当者名 立花泰則 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 インドアスポーツでは，バスケットボール，バドミントン，卓球，バレーボール，ソフトバレーボール，ユニホック，ストレッチ，室

内ゴルフなどを実施する。 

 各種目の基本的な技術を習得しながら，ゲーム中の戦術を学習し，実践的なゲームを行いながら各スポーツを学んでい

く。 

 同時に，マナーを守り，ルールを理解し，審判法についても学習し，安全面への配慮などを理解しながら，実践的な授業を

展開していく。 

 また，本科目では，生涯スポーツにつながるように，学習者が主体的に授業に参加し，スポーツを実践できる能力と態度の

育成を図る事も目標とする。 

 授業内の種目選択にあたっては，参加者と共に，その都度種目を決定しながら授業を展開していく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション 

［第２回～第４回] インドアスポーツ１ 基本的な技術の習得，戦術の習得等，ゲーム 

［第５回～第７回] インドアスポーツ２ 基本的な技術の習得，戦術の習得等，ゲーム 

［第８回～第 10 回] インドアスポーツ３ 基本的な技術の習得，戦術の習得等，ゲーム 

［第 11 回～第 13 回] インドアスポーツ４ 基本的な技術の習得，戦術の習得等，ゲーム 

［第 14 回] 総括的な各種目の技能テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 上記内容を十分に理解をして，能動的に学習できる学生を対象とする。スポーツ実技を実践するのにふさわしい服装とシ

ューズを準備する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業で学修する内容のほか準備学習として以下の点を上げておく。 

・心身の健康や生活習慣に関心を寄せ、日頃からニュースや情報に目を通す習慣を持つこと。 

・また、自身の健康に関わる事柄だけでなく社会的な問題として健康を考えること。 

 
５．教科書 

 特に定めません。 

 
６．参考書 

印刷資料等を適宜提示します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 出席を含む受講態度 60 点，技能テストおよびゲーム点 20 点，レポート等 20 点 

 60/100 点以上合格 

 
９．その他 

体育館１階体育事務室 

 水曜日 12：30〜13：30 
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科目ナンバー STHES243J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 スポーツ実習 B[バドミントン] 

担当者名 渡邊文雄 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

《授業の達成目標及びテーマ》 

 本授業ではバドミントンを行う。レクリエーションとして人気のこの種目は、時速 400 km 近いショットから一瞬に０km に 

 近いショットまで変化する他にないスピード感と見た目より難しくハードな運動量などの理由から、幅広い年齢層に親しまれ 

 ている。 

 授業ではより専門性をもった技術の習得を目指しているが，初心者には基本技能から始めゲームができるまでを目標にし

てい 

 る。シングルスやダブルス，団体戦といったゲームを中心に授業を展開する。 

《授業の概要》 

 初回にイントロダクション内で簡単な技能レベルによるグループ分けを行う。 

 第二回以降はグループごとにテーマと目標を設定し基本練習とゲームを行う。 

 視覚教材を用いる場合もある。 

 

 
２．授業内容 

１：イントロダクション、講義（競技ルールと審判法） 

２：基本練習（サーブ、クリアー）、ゲーム（半面シングル） 

３：基本練習（ドライブ）、ゲーム（半面シングル） 

４；基本練習（ヘアピン）、ゲーム（半面シングル） 

５：基本練習（スマッシュ＆レシーブ）、ゲーム（半面シングル） 

６：基本練習（ALL）、ゲーム（ダブルスの審判法確認） 

７〜10：基本練習（ALL）、ゲーム（ダブルス） 

11〜12：団体戦 

13：技能テスト２ 

14：技能テスト（予備）、筆記テスト 

※詳細は授業時に説明する。 

 
３．履修上の注意 

１．屋内で行うため，体育館用シューズと運動のできる服装を用意する。 

  服装は運動に適したものを着用すること。（タンクトップやジーンズ，サンダル，革靴などは認めない） 

２．必ず健康診断を受診すること。 

３．時間を厳守すること。 

４.  不適切な受講態度（許可の無い飲食、携帯スマホ等の操作など）は認めない。 

※詳細は授業時に指示をする。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

怪我予防や疲労回復のために日頃からストレッチ等を行うようにする。 

授業で取り扱うスポーツ競技（バドミントン）に関するメディア等の情報に興味関心を持つ。 

競技に関する知識（ルール等）を事前に深めておく。 

 
５．教科書 

特に定めない 

 
６．参考書 

特に定めない 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

個人カードを使い授業課題習得度を把握。その内容をもとに授業内で個別指導を行う。 

 
８．成績評価の方法 

評価対象者・・・開講数の 2/3 以上の出席者 

評価項目 
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  技能テスト（40％） 

  筆記テスト（20％） 

  平常点  （40％） 

 

 
９．その他 

履修に関して施設と安全面を考慮して授業運営上定員を設定する。 

 

 体育館事務室 

 オフィスアワー：月、火曜 12:30〜13:30 

 E-mail : rahitita@meiji.ac.jp 
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科目ナンバー STHES243J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 スポーツ実習 B[バレー・バスケット] 

担当者名 吉田孝久 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 バレーボールとバスケットボールの基本的な技術，ゲーム中における戦術，マナーを守りながらルールの把握，審判の仕

方，安全面への配慮などの理解及び習得を図る。生涯スポーツにつながるように，学習者が主体的にゲームに参加・進行で

きる能力と態度の育成を図ることを目的とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション 

［第２回～第３回] バレーボール 基礎的な技能の習得と簡易ゲーム 

［第４回～第６回] バレーボール ゲーム 

［第７回] バレーボール 技能テスト 

［第８回～第９回] バスケットボール 基礎的な技能の習得と簡易ゲーム 

［第 10 回～第 13 回] バスケットボール ゲーム 

［第 14 回] バスケットボール 技能テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 スポーツ活動にふさわしいスポーツウェアとシューズを着用すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業に関係するスポーツ種目の情報を収集し，ルールならびに運動についての理解を深める。 

 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回、授業中にフィードバックを行う 

 
８．成績評価の方法 

 出席を含む受講態度 60 点  ゲーム点 20 点 技能テスト 20 点 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES243J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 スポーツ実習 B[卓球・バドミントン] 

担当者名 吉田孝久 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 卓球とバトミントンは，生涯スポーツとして幅広い年齢層において行われている。競技スポーツとしてオリンピック等でも注目

されている。また，スピードミントンはニュースポーツとして行われている種目である。本授業では，基礎的な技術や戦術を修

得し，ゲームを通じてスポーツ本来の楽しさを知り，健康や体力の向上により一層効果があることを体得する。マナーやルー

ルについても学び，生涯にわたりより安全にスポーツを行うことの必要性についても学んでいく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション 

［第２回～第３回] 卓球 基礎的な技能の習得と簡易ゲーム 

［第４回～第５回] 卓球 ゲーム（シングルとダブルス） 

［第６回] 卓球 技能テスト・ゲーム 

［第７回～第８回] バドミントン 基礎的な技能の習得と簡易ゲーム 

［第９回～第 10 回] バドミントン ゲーム（シングルとダブルス） 

［第 11 回] バドミントン 技能テスト・ゲーム 

［第 12 回～第 13 回] スピードミントン 基礎的な技能の習得とゲーム 

［第 14 回] スピードミントン 技能テスト・ゲーム 

 

 
３．履修上の注意 

 スポーツ活動にふさわしいスポーツウェアとシューズを着用すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業に関係するスポーツ種目の情報を収集し，ルールならびに運動についての理解を深める。 

 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回、授業中にフィードバックを行う 

 
８．成績評価の方法 

 出席を含む受講態度 60 点 ゲーム点 20 点 技能テスト 20 点 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする 

 
９．その他 
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科目ナンバー STHES243J 配当学年 2 年 開講学期 秋集中 

科目名 スポーツ実習 B[スキー/学外集中] 

担当者名 金子公宏 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 スキーは大自然の中で行うシーズンスポーツであり，生涯スポーツとして多くの年齢層に親しまれているスポーツである。雪

国での生活の移動手段として派生したスポーツであるが，その楽しみ方は滑走コースへの挑戦，克服や技術の向上，フォー

ムなどの達成，あるいは競争等様々である。また集中授業をいうこともあり，他の種目と違い一緒に生活することから仲間つく

りも付随する楽しみの一つであろう。そのスキーをより長く楽しむためには技術を理解することはもちろん，スキー場でのマナ

ーや安全に関して学ぶことは大変重要である。 

 本授業は，スキーの基本的な技能を高め，スキー場でのマナーやルール，ならびに安全について学ぶことにより，より安全

に，スキーを楽しむ能力を育成することを目的とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ガイダンス（概要説明や具体的打ち合わせ） 

［第２・３回] 講習１（技能調査・班分け・用具説明等） 

［第４・５回] 講習２プルークターン 

［第６・７回] 講習３シュテムターン 

［第８回] 講習４安全講習 

［第９・10 回] 講習５パラレルターン 

［第 11・12 回] 講習６カーピングターンの導入 

［第 13 回] VTR を用いた技術確認や課題の認識 

［第 14 回] 様々なコースでの対応，まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 友好的かつ協力的に受講できる学生 

 全日程参加できる者 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

  健康に関する基礎知識の振り返りと、スキーおよびスノースポーツの歴史、運動特性、基本技能位について調べること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中、夜のミーティングでの映像を用いたフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 技能取得度，受講態度，技能の理解度から総合的に評価する。 

 技能習得度（60 点）受講態度（20 点）・事後レポート（20 点） 

 60/100 点以上合格 

 

 
９．その他 

 2 月 1-4 日の日程で群馬県尾瀬岩倉スキー場で行う。 

 詳細は 4 月と 9 月のガイダンスにて説明する。 

 実習前にガイダンス（４月，９月，12 月，１月）を行うので、必ず出席すること。 

 学外実習であるため、友好的かつ協力的な学生の受講を希望する。 
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科目ナンバー STHES243J 配当学年 2 年 開講学期 夏期集中 

科目名 スポーツ実習 B[馬術/学外集中] 

担当者名 金子公宏 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 馬術（乗馬）は馬と共に運動するスポーツです。馬と共に運動することにより様々な身体的な効果や精神的な効果があると

言われています。集中授業の形で基礎実技と知識を習得することを到達目標とします。 

 事前・事後講習と，乗馬クラブにおける２泊３日の実習とを合わせた内容で，馬体手入れ，馬装，乗り方・降り方，および，

常歩（なみあし）・速歩（はやあし）・軽速歩（けいはやあし）などの歩様を学びます。経験者は，駆歩（かけあし）に挑戦するこ

ともできます。このほかに，競技馬術や，和鞍（日本馬術）についての知識もヴィジュアル教材などから学びます。 

費用について 

 受講料（保険料）1,000 円，騎乗料 10,000 円程度，ヘルメット等借用料 2,000 円程度，この他に交通費：高速バス往復（八

重洲～茨城町西）3,780 円，宿泊費（２泊２食込）14,000 円程度がかかります。 

実施期間：９月上旬予定 

実施場所：中島トニアシュタール（茨城県茨城町）他 

宿泊場所：水戸シーラックパル（水戸市） 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ガイダンス 

［第２回，３回] 事前講習（8/1 日 中野キャンパスにて） 

［第４回～第 13 回] 本実習（5 レッスン） 

［第 14 回] 事後講習 

 

 
３．履修上の注意 

 この授業は他学部との合同での授業となりますので，友好的かつ協力的に受講で，全日程参加できることが履修の条件で

す。 

 定員は５名。 

 ４月に行われるガイダンスで授業計画の詳細を説明します。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前授業での講義、および配布資料を十分に理解すること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

実習中、ミーティングでの映像を用いたフィードバック。 

 
８．成績評価の方法 

 事前講習・実習・事後講習を含めた学修状況と意欲（馬体手入れ，馬装，馬体洗い等への取り組み）が基礎点（50％）とな

ります。これに，常歩，軽速歩等の達成度（30％）を加味し，さらに事後レポート（20％）を合わせ総合的に評価し，60/100 点

以上で合格となります。 

 
９．その他 
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英語コミュニケーション 1 

科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[A 組] 

担当者名 保坂昌光 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語のリスニングと発音について基礎的な事柄から応用的な部分まで学習する。聴解・発話に関する一般的な知識と技術

の修得を目的とする。誤解をおそれずに言えば，TOEIC 対策に焦点を特化したような内容は扱わず，聴解・発話の基礎的

一般的な運用能力を強化することをめざす。というのも，現実に話されている英語のほとんどは，様々な面において「教科書

的に正しい」英語から逸脱しており，そういった逸脱に対応できなければ，英語でのコミュニケーションはうまくいかないからで

ある。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～13 回] 英語の音声の学習と習得（下記参照） 

［第 14 回] Ⓐ総括； Ⓑ期末試験 

 プリントを用いて進める。コミュニケーション１で扱う内容は，基礎から初級レベルのものであり，本来ならば中学校・高校で

修得されているべき内容だが，大学生の視点から体系的に捉え直すことによって正しく理解できることは多く，また応用も可

能になる。なお授業では，当然ながらいわゆる「標準」の英語を中心的に扱い，折に触れて非標準の音声についても言及す

る。 

 以下は授業の各回の内容に対応するものではない（複数回にわたる場合がある）が，蓄積的に修得しつつ積み上げていく

べきものを下に挙げる。 

１．英語の音を聴き取る 

２．音素の発声（子音） 

３．音素の発声（母音） 

４．強勢とリズム 

５．音声変化（消える音） 

６．音声変化（つながる音） 

７．音声変化（変化する音） 

８．意味のグループ 

９．イントネーションの基礎 

10．発話の要点を聴き取る 

 上記内容について，聴き取るだけでは不充分であるということを理解していただきたい。聴いたことを模倣して発声する技

術をつけること。経験則から言うと，発声できるものは聴き取ることができる。 

 
３．履修上の注意 

 物理的参加は評価対象としない（つまり出席自体に点数はつかない）が，消極的参加（遅刻の累積・無許可の早退・看過

できない受講姿勢など）は評価時のマイナス要因とし、総合評価点から適宜減点する。履修上の注意点の詳細については

初回開講時に説明する。毎授業時に小テスト（成績評価の対象）を実施するので不足のないよう注意すること。 

 なお，授業内容は聴解と発話に特化されているが，語彙，文法，一般的な英語の知識がなければ，当然ながら聴き取るこ

とも話すことも不可能である。この点に注意されたい。また，聴解・発話の能力向上に関しては，日常的な練習が最も効果的

であり，週に 100 分の授業を受けるだけでは向上しない点をふまえておくこと。能力向上を望む者は１日 10 分・15 分ずつで

も自習すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 春学期の英語コミュニケーション１の学習内容は，大学生には必ず理解できる内容である。にもかかわらず、それを実践で

きるとは限らない。それは英語の聴解･発話に関する経験値が圧倒的に不足しているからにほかならない。能力向上のた

め，クラスウェブにアップする音声ファイルを模倣し，発音練習をする事は必須である。さらに高い能力向上を望む場合は，

市販教材等を用い聴解・発話の練習を短時間でも毎日行うことを強く薦める。 

 
５．教科書 

 プリントを配布する（教科書は使用しない）。 

 
６．参考書 

 特に指定しないが，独学で能力向上を狙う者は，日常的な練習に役立ちそうな市販の教材を目的別に探すとよい。目的も

多様である上，内容や方式の好みの問題があるため，この一冊と推薦できるものはない。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

※ 下記「成績評価の方法」も併せて参照 

①授業時の小テストの答案を受講者に返却しない。次回授業時のはじめに回答例を配布し、注意を要する点がある場合に

は解説する。 

②期末試験の答案を受講者に返却しない。試験を振り返る授業回はないが、失敗を避けるため、試験について授業内で事

前に詳しく説明する。 

 
８．成績評価の方法 

 各授業回のはじめに出欠と遅刻を確認する。 

 ①毎授業時の小テストによる評価（12 回分の合算を百点法に換算）〔50％〕 

 ②期末試験の点数（百点法）〔50％〕 

 ③遅刻の累積・無許可の早退・看過できない受講姿勢・等に対するマイナス評価 〔適宜〕 

 評価＝①×0.5＋②×0.5＋③  〔合計 60 点以上で合格とする〕 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[B 組] 

担当者名 近藤章子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では，日本国内の現状を英語で世界に伝える様々な分野のニュースを視聴し，リピーティングやシャドーイングに

よって文章を音読することで学んだ表現を定着させてから，それを使って英文を書く練習と話す練習をする。この過程で音

声を聴いて英文の一部を書きとるディクテーションも行う。各課ではニュースの要約文の作成と意見の交換も行う。また，文法

事項の復習と理解にも注意を向けていく。 

 次の４点を到達目標とする。 

１）英文を読むだけでなく，書くための辞書の使い方に習熟する。 

２）意味を理解した文章を正確に発音できる。 

３）学んだ表現を使って，文法的に正しい英文を書くことができる。 

４）書けるようになった文章を英語での会話に応用できる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Unit 1：広がる ChatGPT の活用 （1st half） 

［第３回] Unit 1：広がる ChatGPT の活用 （2nd half） 

［第４回] Unit 2：アート×ビジネスの今 （1st half） 

［第５回] Unit 2：アート×ビジネスの今 （2nd half） 

［第６回] Unit 3：身だしなみの自由化 （1st half） 

［第７回] Unit 3：身だしなみの自由化 （2nd half） 

［第８回] Unit 4：沖縄コーヒーを多くの人に （1st half） 

［第９回] Unit 4：沖縄コーヒーを多くの人に （2nd half） 

［第 10 回］ Unit 5:：すごい錯覚―現実か錯覚か （1st half） 

［第 11 回］ Unit 5：すごい錯覚―現実か錯覚か （2nd half） 

［第 12 回］ Unit 6：多文化が共生する団地   （1st half）  

［第 13 回] Unit 6：多文化が共生する団地  （2nd half） 

［第 14 回] ａ：まとめ，ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

１）必ず予習をして授業に臨むこと。 

２）授業で学ぶ語句の語法や発音を辞書で確認してもらうことが多いので，冊子形態の辞書，もしくは電子辞書を持参するこ

と。 

３）遅刻・欠席は減点対象になる。病気などのやむを得ない事情がある場合はそれを証明するものを提示してもらうが，よほ

どのことがない限りは出席することが成績評価の前提であることを心得てほしい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 各課の語句問題と指定されたページの練習問題をやっておく。英文を読む際にわからない単語と語句があったら意味と使

い方を辞書で調べ，日本語で文の意味を説明できるようにしておくこと。ニュースのリスニングが終了した課のニュース本文

についても同様である。 

 授業後はオンラインビデオをストリーミング再生することによって英文を聴き，少なくとも３回は音読してほしい。 

 

 
５．教科書 

 JAPAN QUEST from NHK WORLD -JAPAN's NEWSLINE （『映像で学ぶ NHK ワールドが発信する日本』），米山明日

香 著，（金星堂） 

 

 
６．参考書 
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 Longman's Dictionary of Contemporary English. 6th edition (Longman) 

 『リーダーズ英和辞典（第３版）』（研究社） 

 『ジーニアス英和辞典（第６版）』（大修館） 

 『プログレッシブ和英辞典（第４版）』（小学館） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 小テストは採点して返却、解説する。 

 提出課題は返却し、改善すべき点をコメントする。 

 
８．成績評価の方法 

 評価の割合は，最終回での試験の点数 60％，学期中に行なう小テストの点数 10％，授業への貢献度（遅刻・欠席の有

無，予習状況，授業中の課題への取り組み，発言，音読の実技など）30％とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[C 組] 

担当者名 杉本文四郎 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本授業は各回をａモジュールとｂモジュールに分けておこなう。ａモジュールでは TOEIC リスニングパートの問題演習と振り

返りをおこなう。ｂモジュールではインタビュー番組 NHK Direct Talk の動画を通して英語コミュニケーション力を育成する。

具体的な到達目標は以下の通り。 

 

（１） 毎週 TOEIC リスニングパートの練習問題に取り組み、総合得点 600 点以上を目標に習熟度に応じて得点力向上を図

る。 

（２） 英語のインタビュー動画をもちいた問題演習中心の授業により、語彙の習得、リスニング力の向上、情報処理能力の強

化を目指す。 

（３） 幅広い分野の第一線で活躍する人々の英語インタビューを通して教養をやしない、現代社会の課題について考える

力を身につける。 

 

 

 
２．授業内容 

4/11［第１回] イントロダクション 

4/18［第２回] ａ：Section 1  ｂ：Voice 1（前半） 

4/25［第３回] ａ：Section 2  ｂ：Voice 1（後半） 

5/9 ［第４回] ａ：Section 3  ｂ：Voice 2（前半） 

5/16［第５回] ａ：Section 4  ｂ：Voice 2（後半） 

5/23［第６回] ａ：Section 5  ｂ：Voice 3（前半） 

5/30［第７回] ａ：復習テスト  ｂ：Voice 3（後半） 

6/6 ［第８回]  ａ：Section 6  ｂ：Voice 4（前半） 

6/13［第９回] ａ：Section 7  ｂ：Voice 4（後半） 

6/20［第 10 回] ａ：Section 8  ｂ：Voice 5（前半） 

6/27［第 11 回] ａ：Section 9  ｂ：Voice 5（後半） 

7/4 ［第 12 回] ａ：Section 10  ｂ：Voice 6（前半） 

7/11［第 13 回]  Voice 6（後半） 

7/18［第 14 回] ａ：試験  ｂ：解説とまとめ 

 

＊各回の内容は必要に応じて変更することがある。 

 

 

 
３．履修上の注意 

■持ち物について 

・教科書、（電子）辞書、ノートと筆記具（ラップトップやタブレット端末でも可）、スマホを持参すること。 

 

■出席について 

・出席の把握には Oh-o! Meiji の出席管理システムを用いる。出席登録に不正があった場合や許可なく早退した場合は 2 

回欠席扱いとする。 

・5 回以上欠席すると単位不認定となる。ただし、やむを得ない理由、たとえば部活動の大会や忌引き・入院・病欠等の理由

で欠席する場合、証拠（大会への参加を証明する文書、診断書、病院の領収書など）を提示して説明すれば単位認定に係

る欠席回数には数え入れない。ただし、証拠を提示するだけで平常点が加算されるわけではないので、5 回以上欠席する

見込みがない場合、報告したり証拠を提示したりする必要はない。 

・遅刻が複数回におよぶ場合、累積時間によっては欠席扱いとなる場合がある。ただし、遅延証明書を提示すれば遅刻扱

いにならない。 

・早退は健康上の理由等で正当と認められる場合は認める。できるだけ早く報告すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

各回の準備学習に必要な時間は 90 分程度。具体的な内容は以下の通り。 
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【予習】 

（a モジュール） 

・教材が難しいと感じる場合は設問を読み音声を聞いてもよい。ただし、事前に正解を見ることはできない。 

（b モジュール） 

・新しい単元（Voice）に入る回は、あらかじめ冒頭のページに目を通したうえで、Building Background、Boosting 

Vocabulary、Introduction の問題を解いてくること。 

 

【復習】 

（a モジュール） 

・スクリプトや訳をじっくり確認して内容の理解を深める。もう一度音声を聞いてスクリプトを音読する。 

・間をおいてから問題をもう一度解いて答え合わせする。 

（b モジュール） 

・インタビュー動画を繰り返し視聴して理解を深める。 

・指示に応じてライティング課題に取り組む。 

 

＊試験では授業で扱った音声・動画をもとに授業と同形式の問題が出題されるので各回の内容をこまめに復習すること。 

＊調べてもわからないことがあった場合は Oh-o! Meiji クラスウェブ内「ディスカッション」の「教科書に関する質問」に質問を

投稿すること。 

 
５．教科書 

『公式 TOEIC® Listening & Reading トレーニング 2 リスニング編』 ETS 著（国際ビジネスコミュニケーション協会） 

 

『Inspiring Voices: 15 Interviews from NHK Direct Talk』小林めぐみ / 藤田玲子 / Peter J. Collins 編著（金星堂） 

 

 
６．参考書 

参考書は特に定めないが、以下に役立つサイトを掲示する。 

 

・電子辞書を忘れた場合は、明治大学図書館が提供するオンライン情報源の 1 つジャパンナレッジ Lib を活用すること。 

https://www.meiji.ac.jp/library/search/e-resource.html 

 

・発音については辞書のほか以下の Web ページを参照するとよい。 

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/eigo/hatsuon/index.html 

http://www.bbc.co.uk/learningenglish 

 

・【参考】 NHK Direct Talk のサイト 

https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/tv/directtalk/ 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

・授業内課題の解答をスクリーンで示し、適宜解説する。 

・最終授業日に期末試験を実施し、同日に解説の時間を設ける。 

 
８．成績評価の方法 

平常点（30％）、試験（40％）、TOEIC 復習テスト（10％）、ライティング課題×5 回（20％） 

 

 

 
９．その他 

・第 2 回授業以降、「授業資料」にアップロードする PDF ファイル「座席表」に従って着席すること。 

 

・以下の Web ページより教科書の音声や動画をダウンロードまたはストリーミング再生できる。 

 

https://app.abceed.com/audio/iibc-officialprep 

https://plusmedia.kinsei-do.co.jp/plusmedia/html/user/ 

＊ブラウザのお気に入りまたはスマホのホーム画面に追加しておくこと。 
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・授業の前後に質問・相談を受け付ける。Oh-o！Meiji クラスウェブ内「ディスカッション」の「授業に関する質問・意見・相談」

を利用して教員に連絡することもできるが、遅刻・欠席の際に連絡は特に必要ない。 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[D 組] 

担当者名 戸嶋真弓 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 授業は、基本的に対面で行われます。英語は実際にどのような場面でどのように使われるのかということを テキスト等を使

用して学びます。授業時には，テキスト等の内容を英語で表現することの他に，リピーティング，シャドーイング，ウィスパリン

グ，ロール・プレイング，英語でのグループ発表等を行い，アウトプットを中心とした英語でのコミュニケーション・トレーニング

を行います。テキストの登場人物のように，英語が自分の言葉として発されるような基礎を培うことを目標とします。 

 テキストの中の長文を読み、まとめを日本語と英語でアウトプットしていく練習も行います。 

 また、グループワークを行い、グループでの英語での発表を行う予定です。 

 *なお、世情もしくはクラスの状況によって、アクティビティ等を行う順番や内容などは変わることがあります。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション（授業説明） 

［第２回] Unit 1 General Art 

［第３回] Unit 2 Community Design 

［第４回] Unit 3 Literature 

［第５回] Unit 4 Crafts 

［第６回] Unit 5 Product Design 

［第７回] Unit 6 Sculpture 

［第８回] Unit 7 Graphic Design 

［第９回]   グループワークについての説明 

［第 10 回]  グループ発表２：第１回発表 

［第 11 回]  グループ発表３：第２回発表 

［第 12 回]  グループ発表４：第３回発表 

［第 13 回]  Unit 10 E-books 

［第 14 回]  ａ：総括 課題 

 

グループ・ワークや発表については適宜説明します。 

 
３．履修上の注意 

 授業はアウトプットを中心に行います。テキストに目を通してから授業に参加することが効果的です。復習も必ず必要です。

また，グループ発表には，授業外でのメンバーとの連絡や練習が必要です。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に テキストに目を通し、次回の授業内容を知っておくことが必要です。復習として，テキストおよびノートの該当箇所を

読むこと。発表に関しては，打ち合わせと台詞等の確認，リハーサルを各人がすることが必要です。 

 

 
５．教科書 

English Communication for Creatives、亀山博之他著、南雲堂、2024 年、ISBN 978-4-523-17977-1 

 
６．参考書 

使用しない 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業時にフィードバックを行います。 

 
８．成績評価の方法 

ロール・プレイング学習（10％），個人およびグループ発表（40％），課題およびレポート等（50％） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[E 組] 

担当者名 及川一美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとに言葉そのものと，言葉が媒介する異文化の核心に触れ，多元

的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 

到達目標  

理工分野に関する専門用語や会話表現を習得する。 

科学と社会・文化・経済との関連を理解するリスニング力をつける。 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回] College Campus: Boston College  What is your major?   

［第２回] Introduction page 11-14  Useful vocabularies and scientific terms /Quiz 1 Boston College 

［第３回] Unit 1 I’m a computer science major/Steve Jobs Stanford Commencement Speech No.1   

［第４回] Unit 1 I’m a computer science major/Steve Jobs Stanford Commencement Speech No.2   

［第５回] Unit 2 Drones have a wide range of uses. /Steve Jobs Stanford Commencement Speech No.3   

［第６回] Unit 2 Drones have a wide range of uses. /Anthony Goldbloom: The jobs we‘ll lose to our machines/Quiz 2 

Steve Jobs 

［第７回] Unit 3 Let’s discuss the benefits and drawbacks./Anthony Goldbloom: The jobs we‘ll lose to our machines   

［第８回] Unit 3 Let’s discuss the benefits and drawbacks./Quiz 3 Jobs we'll lose 

［第９回] Unit 4 Take a look at this graph.   

［第 10 回] Unit 5 How many test tubes do we need?   

［第 11 回] Unit 6 Be sure to wear a lab coat.   

［第 12 回] Unit 7 It’s used for viewing atomic structures.   

［第 13 回] Review /Final Examination 

［第 14 回] Workshop:Projects   

  

 

※状況によって授業内容等に変更が生じる可能性があります。 

 

 
３．履修上の注意 

1. 出席は３分の２以上必要ですので欠席は４回まで。 

2. 発熱・部活動・忌引きなど合理的な理由で欠席をする場合は授業前後にエビデンスを見せてください。 

3. 出席・Dictation・小テスト・レポート・プレゼンテーションなどにおける不正行為・剽窃は禁止されています。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

1. 予習：Dictation のために Quizlet や Hot Potato などの e-learning 教材を用いて単語の意味を確認する。(20 分） 

2. 復習：「授業内容・資料」にある TED の解説を読み辞書を使って理解し Quiz に向けて準備する。（40 分） 

3．授業外の取り組み：会話練習（30 分） 

 

 

 

 

 

 

 
５．教科書 

教科書：Science Talk---Communicative English for Science and Technology 

著者名：工藤多恵  Connor Edwards 
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出版社：センゲージラーニング 

ISBN 9784863124363 Student Book (160 pp)  

￥2,700（￥2,970 税込） 

 

 

 

 

 

 
６．参考書 

特に定めない。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に模範例を挙げて、採点基準の説明をしながら Feedback します。 

また課題に対する個人的なフィードバックは授業の前後、質問の日に聞いてください。 

 

 
８．成績評価の方法 

評価は下記に基づいた総合評価となります。 

     Participation       40% (in-class activities, Dictation, attitude, etc.)  

     Quizzes & Exam  60% 

 

3 分の２以上の出席をした上で上記の配点に基づいた総合評価で評点６０点以上を本授業の目的であるコミュニケーション

能力を修得したものとし合格とする。 

 

 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[F 組] 

担当者名 杉本文四郎 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本授業は各回をａモジュールとｂモジュールに分けておこなう。ａモジュールでは TOEIC リスニングパートの問題演習と振り

返りをおこなう。ｂモジュールではインタビュー番組 NHK Direct Talk の動画を通して英語コミュニケーション力を育成する。

具体的な到達目標は以下の通り。 

 

（１） 毎週 TOEIC リスニングパートの練習問題に取り組み、総合得点 600 点以上を目標に習熟度に応じて得点力向上を図

る。 

（２） 英語のインタビュー動画をもちいた問題演習中心の授業により、語彙の習得、リスニング力の向上、情報処理能力の強

化を目指す。 

（３） 幅広い分野の第一線で活躍する人々の英語インタビューを通して教養をやしない、現代社会の課題について考える

力を身につける。 

 

 

 
２．授業内容 

4/11［第１回] イントロダクション 

4/18［第２回] ａ：Section 1  ｂ：Voice 1（前半） 

4/25［第３回] ａ：Section 2  ｂ：Voice 1（後半） 

5/9 ［第４回] ａ：Section 3  ｂ：Voice 2（前半） 

5/16［第５回] ａ：Section 4  ｂ：Voice 2（後半） 

5/23［第６回] ａ：Section 5  ｂ：Voice 3（前半） 

5/30［第７回] ａ：復習テスト  ｂ：Voice 3（後半） 

6/6 ［第８回]  ａ：Section 6  ｂ：Voice 4（前半） 

6/13［第９回] ａ：Section 7  ｂ：Voice 4（後半） 

6/20［第 10 回] ａ：Section 8  ｂ：Voice 5（前半） 

6/27［第 11 回] ａ：Section 9  ｂ：Voice 5（後半） 

7/4 ［第 12 回] ａ：Section 10  ｂ：Voice 6（前半） 

7/11［第 13 回]  Voice 6（後半） 

7/18［第 14 回] ａ：試験  ｂ：解説とまとめ 

 

＊各回の内容は必要に応じて変更することがある。 

 

 

 
３．履修上の注意 

■持ち物について 

・教科書、（電子）辞書、ノートと筆記具（ラップトップやタブレット端末でも可）、スマホを持参すること。 

 

■出席について 

・出席の把握には Oh-o! Meiji の出席管理システムを用いる。出席登録に不正があった場合や許可なく早退した場合は 2 

回欠席扱いとする。 

・5 回以上欠席すると単位不認定となる。ただし、やむを得ない理由、たとえば部活動の大会や忌引き・入院・病欠等の理由

で欠席する場合、証拠（大会への参加を証明する文書、診断書、病院の領収書など）を提示して説明すれば単位認定に係

る欠席回数には数え入れない。ただし、証拠を提示するだけで平常点が加算されるわけではないので、5 回以上欠席する

見込みがない場合、報告したり証拠を提示したりする必要はない。 

・遅刻が複数回におよぶ場合、累積時間によっては欠席扱いとなる場合がある。ただし、遅延証明書を提示すれば遅刻扱

いにならない。 

・早退は健康上の理由等で正当と認められる場合は認める。できるだけ早く報告すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

各回の準備学習に必要な時間は 90 分程度。具体的な内容は以下の通り。 
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【予習】 

（a モジュール） 

・教材が難しいと感じる場合は設問を読み音声を聞いてもよい。ただし、事前に正解を見ることはできない。 

（b モジュール） 

・新しい単元（Voice）に入る回は、あらかじめ冒頭のページに目を通したうえで、Building Background、Boosting 

Vocabulary、Introduction の問題を解いてくること。 

 

【復習】 

（a モジュール） 

・スクリプトや訳をじっくり確認して内容の理解を深める。もう一度音声を聞いてスクリプトを音読する。 

・間をおいてから問題をもう一度解いて答え合わせする。 

（b モジュール） 

・インタビュー動画を繰り返し視聴して理解を深める。 

・指示に応じてライティング課題に取り組む。 

 

＊試験では授業で扱った音声・動画をもとに授業と同形式の問題が出題されるので各回の内容をこまめに復習すること。 

＊調べてもわからないことがあった場合は Oh-o! Meiji クラスウェブ内「ディスカッション」の「教科書に関する質問」に質問を

投稿すること。 

 
５．教科書 

『公式 TOEIC® Listening & Reading トレーニング 2 リスニング編』 ETS 著（国際ビジネスコミュニケーション協会） 

 

『Inspiring Voices: 15 Interviews from NHK Direct Talk』小林めぐみ / 藤田玲子 / Peter J. Collins 編著（金星堂） 

 

 
６．参考書 

参考書は特に定めないが、以下に役立つサイトを掲示する。 

 

・電子辞書を忘れた場合は、明治大学図書館が提供するオンライン情報源の 1 つジャパンナレッジ Lib を活用すること。 

https://www.meiji.ac.jp/library/search/e-resource.html 

 

・発音については辞書のほか以下の Web ページを参照するとよい。 

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/eigo/hatsuon/index.html 

http://www.bbc.co.uk/learningenglish 

 

・【参考】 NHK Direct Talk のサイト 

https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/tv/directtalk/ 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

・授業内課題の解答をスクリーンで示し、適宜解説する。 

・最終授業日に期末試験を実施し、同日に解説の時間を設ける。 

 
８．成績評価の方法 

平常点（30％）、試験（40％）、TOEIC 復習テスト（10％）、ライティング課題×5 回（20％） 

 

 

 
９．その他 

・第 2 回授業以降、「授業資料」にアップロードする PDF ファイル「座席表」に従って着席すること。 

 

・以下の Web ページより教科書の音声や動画をダウンロードまたはストリーミング再生できる。 

 

https://app.abceed.com/audio/iibc-officialprep 

https://plusmedia.kinsei-do.co.jp/plusmedia/html/user/ 

＊ブラウザのお気に入りまたはスマホのホーム画面に追加しておくこと。 
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・授業の前後に質問・相談を受け付ける。Oh-o！Meiji クラスウェブ内「ディスカッション」の「授業に関する質問・意見・相談」

を利用して教員に連絡することもできるが、遅刻・欠席の際に連絡は特に必要ない。 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[G 組] 

担当者名 荒木友嗣 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、リスニングを中心課題に据えたニュースの視聴覚教材（「教科書」欄参照）を使う。ニュースは NHK の海外向

け放送 NEWSLINE から採択され、適当な長さに編集されたもので、「メタバース学習塾」「ズームに活路を見出したアーティ

スト」「駅に設置された AI カフェ」など、現代日本の主な出来事や経済、文化、科学の最近の動向などを扱っている。 

 授業は教科書の単元（Unit）順に進める。単元の構成は以下： 

１. 日本語のイントロダクション（説明） 

２. Words & Prases（説明） 

３. Before You Watch（練習問題［以下同じ］） 

４．Watch the News 

５．Understand the News 

６．Listen to the News Story 

７．Review the Key Expressions 

８. Discussion Questions 

 

 英語での会話力をつけるのは国際交流では大前提であるが、そのためにも、上記視聴覚教材で学ぶに際して、徹底的に

聴いて模倣する、繰り返し音読する（ことによって記憶への定着とよりスムーズなアウトプットを可能にする）ことを授業での努

力目標としたい。 

 なお、この授業は毎回原則学生の挙手応答によって進められ、1Unit につき一回教科書から課題を課すものとする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクシション（授業説明，教科書概観，辞書説明） 

「第２回] Unit 01 Studying in the Metaverse メタバース学習塾 [1]   

［第３回] Unit 01 Studying in the Metaverse メタバース学習塾 [2]  

［第４回] Unit 01 Studying in the Metaverse メタバース学習塾 [3] 

［第５回] Unit 02 Japanese Films Switching to English Amid Engineer Shortage 人材不足で英語公用語 [1] 

［第６回] Unit 02 Japanese Films Switching to English Amid Engineer Shortage 人材不足で英語公用語 [2] 

［第７回] Unit 02 Japanese Films Switching to English Amid Engineer Shortage 人材不足で英語公用語 [3]  

［第８回] Unit 03 Recycling Car Parts into Fashion Treasure エアバッグが洋服に [1] 

［第９回] Unit 03 Recycling Car Parts into Fashion Treasure エアバッグが洋服に [2] 

［第 10 回] Unit 03 Recycling Car Parts into Fashion Treasure エアバッグが洋服に[3] 

［第 11 回] Unit 04 Japanese Family Steps Up to Support Evacuee ウクライナ避難者に寄り添う [1] 

［第 12 回] Unit 04 Japanese Family Steps Up to Support Evacuee ウクライナ避難者に寄り添う [2] 

［第 13 回] Unit 04 Japanese Family Steps Up to Support Evacuee ウクライナ避難者に寄り添う[3] 

［第 14 回] a. まとめ/補足 b. 学期末試験 

 

 

 

 

 

 

 
３．履修上の注意 

＊本授業は毎回固定席（初回に指定）に着席すること。 

＊授業中、教室の出入りは慎むこと。 

＊本授業は原則的に学生の挙手応答による実践（評価対象）によって進められる。 

＊使用テキストの各 Unit から一回課題（評価対象）を課す。課題は、それが課せられた次の週の授業時を締め切りとする。

締め切り後の提     

出には一定の減点がなされる。 

＊不可抗力の欠席プラス遅刻を 4 回まで許容、5 回以上で学期末試験を無効とする。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：次の授業の学習個所中、不明であったり理解のあいまいな単語や表現（文法事項を含む）はなるべく予め辞書で確

認して授業に臨むこと。授業ではそれらの事柄を確認するよう心がけること。 

 復習：授業で確認した予習事項を授業後も点検し，ノートあるいは教科書に記録しておくこと。課題も重要な復習となるの

で、おろそかにせぬこと。 

 予習・復習を問わず、自習用オンライン・ヴィデオ（テキスト入手後アクセス可能）を繰り返し視聴しておくことを勧める。 

 
５．教科書 

Tatsuroh Yamazaki, Stella M. Yamazaki 編著「NHK NEWSLINE７（映像で学ぶ NHK ニュースが伝える日本７）」（2024 年、

金星堂） 2500 円+税 

 

 

 

 
６．参考書 

授業中に適宜紹介する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する 

 
８．成績評価の方法 

100 点満点（課題実施状況 25 点、挙手応答 25 点、学期末試験 50 点）中、60 点以上の取得を合格（SABC）とする。ただ

し、授業最終回直前回までに欠席プラス遅刻が 4 回以内でなければ学期末試験を 0 点とみなす。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[H 組] 

担当者名 中村恭子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き、それをもとにことばそのものと、ことばが媒介する異文化の核心に触れ、

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では、これまでに培ってきた英語力を活かしながら、日常生活に必要なコミュニケーション能力をさらに向上させる

ことを第一目標とする。テキストは「リーディング、ライティング、リスニング、スピーキング」の言語の四技能を強化するため,バ

ランスの取れた内容になっている。とくに、英語の表現技術の向上のために文法の基礎固めをしっかりとすることができるだ

ろう。TOEIC などの資格試験でも、基礎的な文法の問題で点を取れなければ、当然、高得点など望めない。本授業では、

基礎を再確認したうえで、英語の発信力をさらに高めるために、様々な英語表現を学んでいく。 

 また、テキスト以外にも教材には歴史に残る名スピーチ・プレゼンテーションや洋楽、映画の名場面などをとりあげたい。こ

の授業を通じて、英語を身近な存在として捉え、英語で思考することへの抵抗感を払拭してもらうことが副次的目標である。 

 

 
２．授業内容 

 授業の前半はテキストを用いて、後半はプリントや映像などの音声教材を用いて、授業を行う。毎授業、クイズ（小テスト）や

課題などを提出してもらい、平常点として評価する。テキストに沿った各回の授業内容は以下の通り。だだし、授業の進度に

よっては内容を変更する場合もある。 

［第 1 回] Introduction  

［第 2・3 回] Unit 1 Life with Pets（日常生活） / 連結・同化 / 文の種類 

［第 4・5 回] Unit 2 Virtual Relationship（人間関係・コミュニケーション） / 脱落・弱形 /動詞 

［第 6・7 回] Unit 3 Changing Words over Time（言葉・文化） / 短縮・省略 / 時制  

［第 8・9 回] Unit 4 Fika and Hygge（健康・医療） / 数字を使った表現 / 助動詞 

［第 10・11 回] Unit 5 Online Work Experience（職業） / 間違いやすい発音 / 名詞・代名詞・冠詞 

［第 12・13 回] Unit 6 Fashion and Climate Change（ファッション）/ 挨拶の表現 / 前置詞句  

［第 14 回] ａ：期末試験/ｂ：講義全体の振り返りと試験の正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 授業速度は速いので、予習必須。復習も欠かさないこと。授業中の居眠り、私語、メールは厳禁。授業途中で席を離れるこ

とも控える。もちろん、ただ席に座っていれば良いわけではない。授業への積極的参加が望まれる。授業には必ず英和辞書

を携帯すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習としては、次回の授業範囲について事前に辞書を引いておくこと。また、復習としては、授業で取り上げた内容などに

ついて、文献やネットで自ら調べることが望ましい。 

 

 
５．教科書 

 『Target! upper-intermediate 総合英語のターゲット演習【準上級】』森田彰 / 飯尾牧子 / 橋本健広 / 角田麻里 / 佐

竹麻衣 / Taron Plaza 著（金星堂） 

 

 
６．参考書 

 『新 TOEIC L&R TEST 出る単特急 金の 1000 問』 TEX 加藤 著（朝日新聞出版） 

 授業では使用しないが、語彙力を増やすためにお勧めしたい一冊。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 小テストや課題などはクラスウェブの「アンケート機能」もしくは「小テスト機能」で提示し、各自にコメントをフィードバックす

る。 

 
８．成績評価の方法 
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 遅刻３回で１回の欠席となる。欠席回数が４回に達した場合は単位を認めない。成績は、期末試験４０％、平常点（毎回の

授業における小テストや課題提出）を６０％の配分で評価する。総合評価の６０％以上を合格とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[I 組] 

担当者名 塩谷幸子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 世界を取り巻く様々な状況を英語で正確に理解して、それを批判的に読み解き、その上で自国の社会や文化についても

客観的かつ多面的な視点で捉えることのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 

 具体的な到達目標は，コンピュータネットワークを活用してコミュニケーションスキルの向上を図ることである。特に，シャドー

イングの訓練を中心にリスニング・スピーキング技能を高めていく。 

 シャドーイングのトレーニングを通して１）音声知覚力の向上 ２）発音・発話の流暢さ ３）読解力の速さ・正確さが獲得でき

る。 シャドーイングは効果の高さから注目を浴びている学習活動だが，聞こえてくる音声を正確に聴き取り，再生し意味を理

解しようとするため，認知的には非常に負荷の高い活動でもある。しかし，メタ認知活動モデルを使った独自の方法を利用す

ることにより，無理なくマスターできるようになる。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション・プレテスト 

［第２回] Unit 1 

［第３回] Unit 1 & 2 

［第４回] Unit 2 

［第５回] Unit 3 

［第６回] Unit 3 & 4 

［第７回] Unit 4 

［第８回] Unit 5 

［第９回] Unit 5 & 6 

［第 10 回] Unit 6 

［第 11 回] Unit 7 

［第 12 回] Unit 7+プレゼンテーション準備 

［第 13 回] プレゼンテーション 

［第 14 回] 期末試験・まとめ・ポストテスト 

 

 
３．履修上の注意 

・ペア / グループワークを多用し、主体的に、対話的に、そしてより深く学び合う参加型（＝協働学習）の授業を行う。シャド

ーイングのパフォーマンスチェックや問題の答え合わせなどもグループやペアで行う。使用する CALL（コンピュータ支援の

語学学習）教室の特性を活かして、様々な学習ツール（文字チャット、音声録音、グループワーク機能など）を利用しながらク

ラスメートと共に効率よく学習する。洋楽、洋画、TOEIC の問題等も副教材として積極的に活用する。 

・初回授業からコンピュータを使用するので，共通認証システムアカウントを確認しておく必要がある。 

・ペア/グループワークを頻繁に行う参加型の授業である。予習を怠ると授業に参加できないばかりか、他の受講生にも迷惑

がかかるので十全な準備が必要である。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

本授業の準備学習・復習時間は、合わせて 60 分程度を標準とする。  

・テキストの予・復習と１日５分のシャドーイング練習を続けることによって，自律的な学習習慣を身につけて欲しい。 

 

 
５．教科書 

<i> Read On, Getting Started </I>エッセイと会話の基礎英語読本（三修社, 2025) 

 

 

 
６．参考書 

Grammar in Use Intermediate, 3rd Edition (Cambridge Univ. Press, 2010) 

Practical English Usage(Oxford Univ. Press, 2005) 

 

その他の参考書や参考サイトについては授業時に適宜紹介する。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

提出課題に対しては個別またはクラス全体のフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 定期試験 50％＋プレゼンテーション 20％＋提出課題 20％＋平常点 10％によって評価する。総合得点の 60％以上を合

格点とする 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[J 組] 

担当者名 荒木友嗣 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、リスニングを中心課題に据えたニュースの視聴覚教材（「教科書」欄参照）を使う。ニュースは NHK の海外向

け放送 NEWSLINE から採択され、適当な長さに編集されたもので、「メタバース学習塾」「ズームに活路を見出したアーティ

スト」「駅に設置された AI カフェ」など、現代日本の主な出来事や経済、文化、科学の最近の動向などを扱っている。 

 授業は教科書の単元（Unit）順に進める。単元の構成は以下： 

１. 日本語のイントロダクション（説明） 

２. Words & Prases（説明） 

３. Before You Watch（練習問題［以下同じ］） 

４．Watch the News 

５．Understand the News 

６．Listen to the News Story 

７．Review the Key Expressions 

８. Discussion Questions 

 

 英語での会話力をつけるのは国際交流では大前提であるが、そのためにも、上記視聴覚教材で学ぶに際して、徹底的に

聴いて模倣する、繰り返し音読する（ことによって記憶への定着とよりスムーズなアウトプットを可能にする）ことを授業での努

力目標としたい。 

 なお、この授業は毎回原則学生の挙手応答によって進められ、1Unit につき一回教科書から課題を課すものとする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクシション（授業説明，教科書概観，辞書説明） 

「第２回] Unit 01 Studying in the Metaverse メタバース学習塾 [1]   

［第３回] Unit 01 Studying in the Metaverse メタバース学習塾 [2]  

［第４回] Unit 01 Studying in the Metaverse メタバース学習塾 [3] 

［第５回] Unit 02 Japanese Films Switching to English Amid Engineer Shortage 人材不足で英語公用語 [1] 

［第６回] Unit 02 Japanese Films Switching to English Amid Engineer Shortage 人材不足で英語公用語 [2] 

［第７回] Unit 02 Japanese Films Switching to English Amid Engineer Shortage 人材不足で英語公用語 [3]  

［第８回] Unit 03 Recycling Car Parts into Fashion Treasure エアバッグが洋服に [1] 

［第９回] Unit 03 Recycling Car Parts into Fashion Treasure エアバッグが洋服に [2] 

［第 10 回] Unit 03 Recycling Car Parts into Fashion Treasure エアバッグが洋服に[3] 

［第 11 回] Unit 04 Japanese Family Steps Up to Support Evacuee ウクライナ避難者に寄り添う [1] 

［第 12 回] Unit 04 Japanese Family Steps Up to Support Evacuee ウクライナ避難者に寄り添う [2] 

［第 13 回] Unit 04 Japanese Family Steps Up to Support Evacuee ウクライナ避難者に寄り添う[3] 

［第 14 回] a. まとめ/補足 b. 学期末試験 

 

 

 

 

 

 

 
３．履修上の注意 

＊本授業は毎回固定席（初回に指定）に着席すること。 

＊授業中、教室の出入りは慎むこと。 

＊本授業は原則的に学生の挙手応答による実践（評価対象）によって進められる。 

＊使用テキストの各 Unit から一回課題（評価対象）を課す。課題は、それが課せられた次の週の授業時を締め切りとする。

締め切り後の提     

出には一定の減点がなされる。 

＊不可抗力の欠席プラス遅刻を 4 回まで許容、5 回以上で学期末試験を無効とする。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：次の授業の学習個所中、不明であったり理解のあいまいな単語や表現（文法事項を含む）はなるべく予め辞書で確

認して授業に臨むこと。授業ではそれらの事柄を確認するよう心がけること。 

 復習：授業で確認した予習事項を授業後も点検し，ノートあるいは教科書に記録しておくこと。課題も重要な復習となるの

で、おろそかにせぬこと。 

 予習・復習を問わず、自習用オンライン・ヴィデオ（テキスト入手後アクセス可能）を繰り返し視聴しておくことを勧める。 

 
５．教科書 

Tatsuroh Yamazaki, Stella M. Yamazaki 編著「NHK NEWSLINE７（映像で学ぶ NHK ニュースが伝える日本７）」（2024 年、

金星堂） 2500 円+税 

 

 

 

 
６．参考書 

授業中に適宜紹介する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する 

 
８．成績評価の方法 

100 点満点（課題実施状況 25 点、挙手応答 25 点、学期末試験 50 点）中、60 点以上の取得を合格（SABC）とする。ただ

し、授業最終回直前回までに欠席プラス遅刻が 4 回以内でなければ学期末試験を 0 点とみなす。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[K 組] 

担当者名 近藤章子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では，日本国内の現状を英語で世界に伝える様々な分野のニュースを視聴し，リピーティングやシャドーイングに

よって文章を音読することで学んだ表現を定着させてから，それを使って英文を書く練習と話す練習をする。この過程で音

声を聴いて英文の一部を書きとるディクテーションも行う。各課ではニュースの要約文の作成と意見の交換も行う。また，文法

事項の復習と理解にも注意を向けていく。 

 次の４点を到達目標とする。 

１）英文を読むだけでなく，書くための辞書の使い方に習熟する。 

２）意味を理解した文章を正確に発音できる。 

３）学んだ表現を使って，文法的に正しい英文を書くことができる。 

４）書けるようになった文章を英語での会話に応用できる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Unit 1：広がる ChatGPT の活用 （1st half） 

［第３回] Unit 1：広がる ChatGPT の活用 （2nd half） 

［第４回] Unit 2：アート×ビジネスの今 （1st half） 

［第５回] Unit 2：アート×ビジネスの今 （2nd half） 

［第６回] Unit 3：身だしなみの自由化 （1st half） 

［第７回] Unit 3：身だしなみの自由化 （2nd half） 

［第８回] Unit 4：沖縄コーヒーを多くの人に （1st half） 

［第９回] Unit 4：沖縄コーヒーを多くの人に （2nd half） 

［第 10 回］ Unit 5:：すごい錯覚―現実か錯覚か （1st half） 

［第 11 回］ Unit 5：すごい錯覚―現実か錯覚か （2nd half） 

［第 12 回］ Unit 6：多文化が共生する団地   （1st half）  

［第 13 回] Unit 6：多文化が共生する団地  （2nd half） 

［第 14 回] ａ：まとめ，ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

１）必ず予習をして授業に臨むこと。 

２）授業で学ぶ語句の語法や発音を辞書で確認してもらうことが多いので，冊子形態の辞書，もしくは電子辞書を持参するこ

と。 

３）遅刻・欠席は減点対象になる。病気などのやむを得ない事情がある場合はそれを証明するものを提示してもらうが，よほ

どのことがない限りは出席することが成績評価の前提であることを心得てほしい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 各課の語句問題と指定されたページの練習問題をやっておく。英文を読む際にわからない単語と語句があったら意味と使

い方を辞書で調べ，日本語で文の意味を説明できるようにしておくこと。ニュースのリスニングが終了した課のニュース本文

についても同様である。 

 授業後はオンラインビデオをストリーミング再生することによって英文を聴き，少なくとも３回は音読してほしい。 

 

 
５．教科書 

 JAPAN QUEST from NHK WORLD -JAPAN's NEWSLINE （『映像で学ぶ NHK ワールドが発信する日本』），米山明日

香 著，（金星堂） 

 

 
６．参考書 
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 Longman's Dictionary of Contemporary English. 6th edition (Longman) 

 『リーダーズ英和辞典（第３版）』（研究社） 

 『ジーニアス英和辞典（第６版）』（大修館） 

 『プログレッシブ和英辞典（第４版）』（小学館） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 小テストは採点して返却、解説する。 

 提出課題は返却し、改善すべき点をコメントする。 

 
８．成績評価の方法 

 評価の割合は，最終回での試験の点数 60％，学期中に行なう小テストの点数 10％，授業への貢献度（遅刻・欠席の有

無，予習状況，授業中の課題への取り組み，発言，音読の実技など）30％とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[L 組] 

担当者名 杉本文四郎 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本授業は各回をａモジュールとｂモジュールに分けておこなう。ａモジュールでは TOEIC リスニングパートの問題演習と振り

返りをおこなう。ｂモジュールではインタビュー番組 NHK Direct Talk の動画を通して英語コミュニケーション力を育成する。

具体的な到達目標は以下の通り。 

 

（１） 毎週 TOEIC リスニングパートの練習問題に取り組み、総合得点 600 点以上を目標に習熟度に応じて得点力向上を図

る。 

（２） 英語のインタビュー動画をもちいた問題演習中心の授業により、語彙の習得、リスニング力の向上、情報処理能力の強

化を目指す。 

（３） 幅広い分野の第一線で活躍する人々の英語インタビューを通して教養をやしない、現代社会の課題について考える

力を身につける。 

 

 

 
２．授業内容 

4/11［第１回] イントロダクション 

4/18［第２回] ａ：Section 1  ｂ：Voice 1（前半） 

4/25［第３回] ａ：Section 2  ｂ：Voice 1（後半） 

5/9 ［第４回] ａ：Section 3  ｂ：Voice 2（前半） 

5/16［第５回] ａ：Section 4  ｂ：Voice 2（後半） 

5/23［第６回] ａ：Section 5  ｂ：Voice 3（前半） 

5/30［第７回] ａ：復習テスト  ｂ：Voice 3（後半） 

6/6 ［第８回]  ａ：Section 6  ｂ：Voice 4（前半） 

6/13［第９回] ａ：Section 7  ｂ：Voice 4（後半） 

6/20［第 10 回] ａ：Section 8  ｂ：Voice 5（前半） 

6/27［第 11 回] ａ：Section 9  ｂ：Voice 5（後半） 

7/4 ［第 12 回] ａ：Section 10  ｂ：Voice 6（前半） 

7/11［第 13 回]  Voice 6（後半） 

7/18［第 14 回] ａ：試験  ｂ：解説とまとめ 

 

＊各回の内容は必要に応じて変更することがある。 

 

 

 
３．履修上の注意 

■持ち物について 

・教科書、（電子）辞書、ノートと筆記具（ラップトップやタブレット端末でも可）、スマホを持参すること。 

 

■出席について 

・出席の把握には Oh-o! Meiji の出席管理システムを用いる。出席登録に不正があった場合や許可なく早退した場合は 2 

回欠席扱いとする。 

・5 回以上欠席すると単位不認定となる。ただし、やむを得ない理由、たとえば部活動の大会や忌引き・入院・病欠等の理由

で欠席する場合、証拠（大会への参加を証明する文書、診断書、病院の領収書など）を提示して説明すれば単位認定に係

る欠席回数には数え入れない。ただし、証拠を提示するだけで平常点が加算されるわけではないので、5 回以上欠席する

見込みがない場合、報告したり証拠を提示したりする必要はない。 

・遅刻が複数回におよぶ場合、累積時間によっては欠席扱いとなる場合がある。ただし、遅延証明書を提示すれば遅刻扱

いにならない。 

・早退は健康上の理由等で正当と認められる場合は認める。できるだけ早く報告すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

各回の準備学習に必要な時間は 90 分程度。具体的な内容は以下の通り。 
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【予習】 

（a モジュール） 

・教材が難しいと感じる場合は設問を読み音声を聞いてもよい。ただし、事前に正解を見ることはできない。 

（b モジュール） 

・新しい単元（Voice）に入る回は、あらかじめ冒頭のページに目を通したうえで、Building Background、Boosting 

Vocabulary、Introduction の問題を解いてくること。 

 

【復習】 

（a モジュール） 

・スクリプトや訳をじっくり確認して内容の理解を深める。もう一度音声を聞いてスクリプトを音読する。 

・間をおいてから問題をもう一度解いて答え合わせする。 

（b モジュール） 

・インタビュー動画を繰り返し視聴して理解を深める。 

・指示に応じてライティング課題に取り組む。 

 

＊試験では授業で扱った音声・動画をもとに授業と同形式の問題が出題されるので各回の内容をこまめに復習すること。 

＊調べてもわからないことがあった場合は Oh-o! Meiji クラスウェブ内「ディスカッション」の「教科書に関する質問」に質問を

投稿すること。 

 
５．教科書 

『公式 TOEIC® Listening & Reading トレーニング 2 リスニング編』 ETS 著（国際ビジネスコミュニケーション協会） 

 

『Inspiring Voices: 15 Interviews from NHK Direct Talk』小林めぐみ / 藤田玲子 / Peter J. Collins 編著（金星堂） 

 

 
６．参考書 

参考書は特に定めないが、以下に役立つサイトを掲示する。 

 

・電子辞書を忘れた場合は、明治大学図書館が提供するオンライン情報源の 1 つジャパンナレッジ Lib を活用すること。 

https://www.meiji.ac.jp/library/search/e-resource.html 

 

・発音については辞書のほか以下の Web ページを参照するとよい。 

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/eigo/hatsuon/index.html 

http://www.bbc.co.uk/learningenglish 

 

・【参考】 NHK Direct Talk のサイト 

https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/tv/directtalk/ 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

・授業内課題の解答をスクリーンで示し、適宜解説する。 

・最終授業日に期末試験を実施し、同日に解説の時間を設ける。 

 
８．成績評価の方法 

平常点（30％）、試験（40％）、TOEIC 復習テスト（10％）、ライティング課題×5 回（20％） 

 

 

 
９．その他 

・第 2 回授業以降、「授業資料」にアップロードする PDF ファイル「座席表」に従って着席すること。 

 

・以下の Web ページより教科書の音声や動画をダウンロードまたはストリーミング再生できる。 

 

https://app.abceed.com/audio/iibc-officialprep 

https://plusmedia.kinsei-do.co.jp/plusmedia/html/user/ 

＊ブラウザのお気に入りまたはスマホのホーム画面に追加しておくこと。 
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・授業の前後に質問・相談を受け付ける。Oh-o！Meiji クラスウェブ内「ディスカッション」の「授業に関する質問・意見・相談」

を利用して教員に連絡することもできるが、遅刻・欠席の際に連絡は特に必要ない。 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[M 組] 

担当者名 荒木友嗣 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、リスニングを中心課題に据えたニュースの視聴覚教材（「教科書」欄参照）を使う。ニュースは NHK の海外向

け放送 NEWSLINE から採択され、適当な長さに編集されたもので、「メタバース学習塾」「ズームに活路を見出したアーティ

スト」「駅に設置された AI カフェ」など、現代日本の主な出来事や経済、文化、科学の最近の動向などを扱っている。 

 授業は教科書の単元（Unit）順に進める。単元の構成は以下： 

１. 日本語のイントロダクション（説明） 

２. Words & Prases（説明） 

３. Before You Watch（練習問題［以下同じ］） 

４．Watch the News 

５．Understand the News 

６．Listen to the News Story 

７．Review the Key Expressions 

８. Discussion Questions 

 

 英語での会話力をつけるのは国際交流では大前提であるが、そのためにも、上記視聴覚教材で学ぶに際して、徹底的に

聴いて模倣する、繰り返し音読する（ことによって記憶への定着とよりスムーズなアウトプットを可能にする）ことを授業での努

力目標としたい。 

 なお、この授業は毎回原則学生の挙手応答によって進められ、1Unit につき一回教科書から課題を課すものとする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクシション（授業説明，教科書概観，辞書説明） 

「第２回] Unit 01 Studying in the Metaverse メタバース学習塾 [1]   

［第３回] Unit 01 Studying in the Metaverse メタバース学習塾 [2]  

［第４回] Unit 01 Studying in the Metaverse メタバース学習塾 [3] 

［第５回] Unit 02 Japanese Films Switching to English Amid Engineer Shortage 人材不足で英語公用語 [1] 

［第６回] Unit 02 Japanese Films Switching to English Amid Engineer Shortage 人材不足で英語公用語 [2] 

［第７回] Unit 02 Japanese Films Switching to English Amid Engineer Shortage 人材不足で英語公用語 [3]  

［第８回] Unit 03 Recycling Car Parts into Fashion Treasure エアバッグが洋服に [1] 

［第９回] Unit 03 Recycling Car Parts into Fashion Treasure エアバッグが洋服に [2] 

［第 10 回] Unit 03 Recycling Car Parts into Fashion Treasure エアバッグが洋服に[3] 

［第 11 回] Unit 04 Japanese Family Steps Up to Support Evacuee ウクライナ避難者に寄り添う [1] 

［第 12 回] Unit 04 Japanese Family Steps Up to Support Evacuee ウクライナ避難者に寄り添う [2] 

［第 13 回] Unit 04 Japanese Family Steps Up to Support Evacuee ウクライナ避難者に寄り添う[3] 

［第 14 回] a. まとめ/補足 b. 学期末試験 

 

 

 

 

 

 

 
３．履修上の注意 

＊本授業は毎回固定席（初回に指定）に着席すること。 

＊授業中、教室の出入りは慎むこと。 

＊本授業は原則的に学生の挙手応答による実践（評価対象）によって進められる。 

＊使用テキストの各 Unit から一回課題（評価対象）を課す。課題は、それが課せられた次の週の授業時を締め切りとする。

締め切り後の提     

出には一定の減点がなされる。 

＊不可抗力の欠席プラス遅刻を 4 回まで許容、5 回以上で学期末試験を無効とする。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：次の授業の学習個所中、不明であったり理解のあいまいな単語や表現（文法事項を含む）はなるべく予め辞書で確

認して授業に臨むこと。授業ではそれらの事柄を確認するよう心がけること。 

 復習：授業で確認した予習事項を授業後も点検し，ノートあるいは教科書に記録しておくこと。課題も重要な復習となるの

で、おろそかにせぬこと。 

 予習・復習を問わず、自習用オンライン・ヴィデオ（テキスト入手後アクセス可能）を繰り返し視聴しておくことを勧める。 

 
５．教科書 

Tatsuroh Yamazaki, Stella M. Yamazaki 編著「NHK NEWSLINE７（映像で学ぶ NHK ニュースが伝える日本７）」（2024 年、

金星堂） 2500 円+税 

 

 

 

 
６．参考書 

授業中に適宜紹介する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する 

 
８．成績評価の方法 

100 点満点（課題実施状況 25 点、挙手応答 25 点、学期末試験 50 点）中、60 点以上の取得を合格（SABC）とする。ただ

し、授業最終回直前回までに欠席プラス遅刻が 4 回以内でなければ学期末試験を 0 点とみなす。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[N 組] 

担当者名 杉本裕代 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 表現する楽しさを意識しながら、大学生としての思考力を、英語学習を通じて養うことを目標とします。アクティビティを通じ

て、自分の生きる世界に関心を持ち、自分の思考を発信していく、自律的学習者の習慣づくりを行いましょう。Q: Skills for 

Success Listening and Speaking を基本教科書としながら、必要に応じて、追加の教材や活動を提示します。 

 最初の１ヶ月程度は、アイスブレーキングとして、平易なペーパーバックを一冊、皆で読みながら、それについて表現する

活動を行います。テキストは、欧米の児童向けベストセラーになっている The 13-Storey Treehouse. (2015, by Andy Griffiths 

and Terry Denton）です。児童向けの作品だからと侮ることなかれ。語彙は平易なのに、皆さんが学んできた英文法が駆使さ

れる記述は、ユーモアやいたずら心に満ちた奇想天外な世界を生み出して、読者の頭脳を刺激してくれます。 

 

 
２．授業内容 

第 1 回 イントロダクション 

第 2 回 The 13-Storey Treehouse. What would you do? 

第 3 回 The 13-Storey Treehouse. When you are in trouble… 

第 4 回 The 13-Storey Treehouse. What is best friend? 

第 5 回 The 13-Storey Treehouse. Tough times bring chance 

第 6 回 The 13-Storey Treehouse. Book Review Activity 

第 7 回 The 13-Storey Treehouse. Drama Activity 

第 8 回 UNIT 1 What makes a good leader? Note-taking Skill 

第 9 回 UNIT 1   Listening 1 & Activity 

第 10 回 UNIT 1   Listening 2 & Activity 

第 11 回 UNIT 2  How does appearance affect our success? Listening 1 

第 12 回 UNIT 2   Note-taking Skill 

第 13 回 UNIT 2   Listening 2 & Activity 

第 14 回 期末試験 および 解説 

 

期末試験には、筆記試験のほか、パフォーマンステストとして、指示された内容の動画を作成し提出することも含む。 

 

 
３．履修上の注意 

授業中の活動で、ノートパソコンを使用する場合があります。 

授業内で各自で音声教材を聴く場面がありますので、各自 PC またはスマートフォンに接続できるイヤフォンを持参すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

予習：指定されたリーディング教材を読む、または、テキストの当該箇所の音声を聴き、それに関する課題を提出する（１時

間） 

復習：テキストで使われた音声教材を聴き直し、その内容を自分なりに英語で要約し、また、記憶に残った表現をノートにリス

トアップする。（１時間） 

 

 
５．教科書 

Q: Skills for Success Listening and Speaking Level 4  Student Book with iQ Online 

(ISBN: 9780194905169) 

 

The 13-Storey Treehouse.については購入する必要はありません。 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題作成プロセスでの個別コメントのほか、全体講評を Oh-o!Meiji で公開する 
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筆記試験については、同じ授業内で解説 

 

 
８．成績評価の方法 

授業への貢献度（参加態度）20％、 

授業内課題（毎回の授業での提出物）30％ 

期末試験 50％ (筆記試験 25%  動画提出によるパフォーマンステスト 25%) 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[O 組] 

担当者名 保坂昌光 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語のリスニングと発音について基礎的な事柄から応用的な部分まで学習する。聴解・発話に関する一般的な知識と技術

の修得を目的とする。誤解をおそれずに言えば，TOEIC 対策に焦点を特化したような内容は扱わず，聴解・発話の基礎的

一般的な運用能力を強化することをめざす。というのも，現実に話されている英語のほとんどは，様々な面において「教科書

的に正しい」英語から逸脱しており，そういった逸脱に対応できなければ，英語でのコミュニケーションはうまくいかないからで

ある。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～13 回] 英語の音声の学習と習得（下記参照） 

［第 14 回] Ⓐ総括； Ⓑ期末試験 

 プリントを用いて進める。コミュニケーション１で扱う内容は，基礎から初級レベルのものであり，本来ならば中学校・高校で

修得されているべき内容だが，大学生の視点から体系的に捉え直すことによって正しく理解できることは多く，また応用も可

能になる。なお授業では，当然ながらいわゆる「標準」の英語を中心的に扱い，折に触れて非標準の音声についても言及す

る。 

 以下は授業の各回の内容に対応するものではない（複数回にわたる場合がある）が，蓄積的に修得しつつ積み上げていく

べきものを下に挙げる。 

１．英語の音を聴き取る 

２．音素の発声（子音） 

３．音素の発声（母音） 

４．強勢とリズム 

５．音声変化（消える音） 

６．音声変化（つながる音） 

７．音声変化（変化する音） 

８．意味のグループ 

９．イントネーションの基礎 

10．発話の要点を聴き取る 

 上記内容について，聴き取るだけでは不充分であるということを理解していただきたい。聴いたことを模倣して発声する技

術をつけること。経験則から言うと，発声できるものは聴き取ることができる。 

 
３．履修上の注意 

 物理的参加は評価対象としない（つまり出席自体に点数はつかない）が，消極的参加（遅刻の累積・無許可の早退・看過

できない受講姿勢など）は評価時のマイナス要因とし、総合評価点から適宜減点する。履修上の注意点の詳細については

初回開講時に説明する。毎授業時に小テスト（成績評価の対象）を実施するので不足のないよう注意すること。 

 なお，授業内容は聴解と発話に特化されているが，語彙，文法，一般的な英語の知識がなければ，当然ながら聴き取るこ

とも話すことも不可能である。この点に注意されたい。また，聴解・発話の能力向上に関しては，日常的な練習が最も効果的

であり，週に 100 分の授業を受けるだけでは向上しない点をふまえておくこと。能力向上を望む者は１日 10 分・15 分ずつで

も自習すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 春学期の英語コミュニケーション１の学習内容は，大学生には必ず理解できる内容である。にもかかわらず、それを実践で

きるとは限らない。それは英語の聴解･発話に関する経験値が圧倒的に不足しているからにほかならない。能力向上のた

め，クラスウェブにアップする音声ファイルを模倣し，発音練習をする事は必須である。さらに高い能力向上を望む場合は，

市販教材等を用い聴解・発話の練習を短時間でも毎日行うことを強く薦める。 

 
５．教科書 

 プリントを配布する（教科書は使用しない）。 

 
６．参考書 

 特に指定しないが，独学で能力向上を狙う者は，日常的な練習に役立ちそうな市販の教材を目的別に探すとよい。目的も

多様である上，内容や方式の好みの問題があるため，この一冊と推薦できるものはない。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

※ 下記「成績評価の方法」も併せて参照 

①授業時の小テストの答案を受講者に返却しない。次回授業時のはじめに回答例を配布し、注意を要する点がある場合に

は解説する。 

②期末試験の答案を受講者に返却しない。試験を振り返る授業回はないが、失敗を避けるため、試験について授業内で事

前に詳しく説明する。 

 
８．成績評価の方法 

 各授業回のはじめに出欠と遅刻を確認する。 

 ①毎授業時の小テストによる評価（12 回分の合算を百点法に換算）〔50％〕 

 ②期末試験の点数（百点法）〔50％〕 

 ③遅刻の累積・無許可の早退・看過できない受講姿勢・等に対するマイナス評価 〔適宜〕 

 評価＝①×0.5＋②×0.5＋③  〔合計 60 点以上で合格とする〕 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[P 組] 

担当者名 大須賀寿子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，多元的

な地球社会に偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成します。 

 この授業では、writing, speaking のアウトプットの作業のみならず、reading, listening といったインプットの作業にも焦点をあ

てて進めていきます。reading で取得する語彙や文法の知識、そして英文に書かれている内容から取得した知識は必ずアウ

トプットに役立ちます。ゆえに、英語で自分の興味のある情報をはじめ、さまざまな情報をつかめるようにしましょう。 

 授業では映像教材を用い、ナチュラルスピードの英語に慣れていくようにします。また、TOEIC などについての学習指導も

進めていきます。その対策として、アメリカ英語とイギリス英語の違いを意識しながら，さまざまな英語に触れていくことにしま

す。英語を通じて英語圏の文化，そして，世界で起こっている出来事を理解し，広い視野を持てることを目標とします。 

 

 
２．授業内容 

授業では、映像教材の listening や reading ,と並行して writing ，Speaking, Discussion の練習などをします。 

また j 授業では TOEIC の練習問題やそれに関する単語テストも行います。必要に応じて、グループワークも取り入れます。 

（小テストの予定は授業時にお知らせします） 

教科書の Unit を２つ終えるごとに，小テストを実施します。 

 

［第１回] オリエンテーション、self-introduction in English   

［第２回] TOEIC Practice  

［第３回] Chapter 1 Wiilliam's Notting Hill and She  

［第４回] Chapter 1 William's Notting Hill and She  

［第５回] Chapter 2 Surreal, But Nice  

［第６回]  Chapter 2 Surreal, But Nice      

［第７回] 小テスト（Chapter １－２） Chapter 3   A Goddess is a movie Star  

［第８回] Chapter 3   A Goddess is a movie Star 

［第９回] Chapter 4  Birthday Party  

［第 10 回] Chapter 4  Birthday Party  

［第 11 回] 小テスト（Chapter ３－４） Chapter 5 A Date with Anna  

［第 12 回] Chapter 5  A Date with Anna 

［第 13 回] Writing   

［第 14 回] ａ 春学期試験  

              ｂ 春学期試験の答え合わせと解説 

 

 

 
３．履修上の注意 

授業に参加する際には必ず予習をすること。 授業中にほかの授業の準備をしていたり、教員の許可なくスマートホンをずっ

といじっている、授業中に眠っている、途中退室を頻繁にする学生には退室を命じます。 

 

欠席は減点となる。欠席回数が 4 回に達した場合には単位を認定しません。 

遅刻 2 回で欠席 1 回とカウントします。授業開始後 20 分までの入室を遅刻とみなし、以降は欠席とみなします。 

教科書を持参していない場合には欠席とみなします。 

途中退室をして 10 分以上戻らない場合には欠席とします。 

授業中の睡眠時間が多い学生、授業に参加する意思の見られない学生も同じように欠席とみなします 

長期入院などやむをえない事情がある場合には、必ず申し出ること。 

正当な理由と判断できない自己都合による小テストの再受験は一切許可しません。 

 

大学生として、そしてこれから社会に生きていく人間として、モラルをもって授業に参加すること。 

学生としての権利を主張する前に、学生として授業に取り組むための、そして参加するための義務を全うすること 

 

授業の際に普段使用している辞書を必ず持参すること。 
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oh-o meiji を介して PDF などで資料配布をします。 

コンピューターで作業することが予想されるので、授業にはノートパソコン、タブレット端末を持参していることが望ましい。 

必ず Oh-o meiji や授業での連絡を確認すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業は学生参加型になります。つまり、教員がずっと話をしていくだけで進めていくだけではありません。  

なので必ず予習をして参加してください。予習では，英文を音読し，わからない単語，熟語があれば調べておくこと。さらに、

教科書の問題を解いておく、そして和訳や内容の要約などをしておくこと。 

授業中に、当日の予習をするということがないようにすること。授業時に提出課題がある場合には、それを済ませておくこと。 

 

復習では，授業時に扱った箇所をもう一度読み直し，間違えたところ，曖昧な箇所をノートに書いたりして覚えましょう。 

そして，その日に出された課題をやって，理解を深めましょう。 

また、自宅では予習の際にも復習の際にもは音読は必ずやってください。音読はとても重要な作業です。 

 

 
５．教科書 

必要に応じてプリントを配布する 

 

映画総合教材『Notting Hill の恋人』 松柏社 

 
６．参考書 

 辞書 

 『リーダース英和辞典（第３版）』（研究社） 

 『プログレッシブ英和中辞典（第５版）』（小学館） 

 Longman Advanced American Dictionary (Longman) 

 

授業中は電子辞書、web での辞書の使用を許可しますが、自宅では書籍の辞書を使った学習を奨励します。 

その他の参考資料は授業時に随時提示をします。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

小テスト、および提出課題は採点後返却します。小テストに関しては答え合わせをしたあとに、間違いの多かった箇所、特に

着目するべき点および復習するべき点に関して全体に共有します。 

また、課題に関しては個人にコメントをしてから、注意するべきポイントを全体にお知らせします。 

 

 
８．成績評価の方法 

 春学期試験（60％）小テスト（20％）課題提出及び授業演習（２0％）で判定します。総点の 60％以上を合格とします。 

「履修上の注意」の欄で出席に対する基準は述べてありますので、確認しておくこと。また、課題の未提出や期限を遅れての

提出、そして 

小テストの未受験は評価に不利になります。 

授業での作業も多くなるので、作業に積極的に取り組みましょう。 

 
９．その他 

教員への連絡方法は授業開始時にお知らせします。 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[Q 組] 

担当者名 柳田恵美子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

ニュースタイプの ビデオクリップを聴取する作業を通して，リスニング力の向上と，英語の上達に不可欠な語彙力の増強を

図る。 

視野を広げ，問題意識を持つ。 

ニュースのスクリプトや関連する英文テキストを読むことによりリーディング力および関連する英語力の向上を目指す。 

さらにテーマを簡潔にわかりやすく伝える英語の話し方についても学ぶ。 

英文の構造・コミュニケーションの技術についての理解を深め，それを自分のライティング，プレゼンテーションなどのアウトプ

ットに活用する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] オリエンテーション，プレゼンテーションの準備 

［第２回] プレゼンテーション（１） 

［第３回] プレゼンテーション（２） 

［第４回] 教科書 Unit 1 

［第５回] 教科書 Unit 1&Unit  2 

［第６回] 教科書 Unit 2 

［第７回] 前半のまとめ 

［第８回] 教科書 Unit 3 

［第９回] 教科書 Unit 3 &Unit 4 

［第 10 回] 教科書 Unit 4 

［第 11 回] 教科書 Unit 5: 

［第 12 回] Unit 6 

［第 13 回] 後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：授業のまとめ ｂ：復習テスト 

 

 
３．履修上の注意 

単位取得のためには、指定された教科書を携帯して、10 回以上の出席が必要である。（30 分以内の遅刻・早退は３回で１回

の欠席とみ   なされる。） 

授業への積極的な参加，課題・発表への意欲的な取り組みが求められる。 

授業で扱う Unit については、状況により変更する可能性がある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

語彙学習，音読，授業で扱った記事の復習，ライティングの課題については，入念に構造を考えて書く。 

教科書にはオンラインビデオが付属しているので，定期的に聴取し，英語力の向上に自律的に取り組む。 

英英辞典の使用に慣れ親しむ 

 

授業の進行状況などによっては、小テスト、授業内で扱うテキストの Unit などについて、変更になる場合もある。 

 
５．教科書 

Japan Quest from NHK World-Japan's Newsline, Asuka Yamagishi-Yoneyama（金星堂） 

 

 
６．参考書 

「外国語を身につけるための日本語レッスン」､ 三森ゆりか、白水社 

その他、講義内で随時紹介する。 

オンラインでよいので，英英の辞書機能を活用できるようにする。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 



2025 年度理工学部 シラバス 

241 

 

提出期限を経過した後、提出されたものの中から数件サンプルを示し、優れた点、改善点などをコメントする。 

 
８．成績評価の方法 

テスト 50％，プレゼンテーション 10％，通常授業時の授業参加度および課題など 40％ 

（出席回数を満たし、総合得点、100 点の内、60％以上を得点した場合、単位修得となる） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[R 組] 

担当者名 塩谷幸子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 世界を取り巻く様々な状況を英語で正確に理解して、それを批判的に読み解き、その上で自国の社会や文化についても

客観的かつ多面的な視点で捉えることのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 

 具体的な到達目標は，コンピュータネットワークを活用してコミュニケーションスキルの向上を図ることである。特に，シャドー

イングの訓練を中心にリスニング・スピーキング技能を高めていく。 

 シャドーイングのトレーニングを通して１）音声知覚力の向上 ２）発音・発話の流暢さ ３）読解力の速さ・正確さが獲得でき

る。 シャドーイングは効果の高さから注目を浴びている学習活動だが，聞こえてくる音声を正確に聴き取り，再生し意味を理

解しようとするため，認知的には非常に負荷の高い活動でもある。しかし，メタ認知活動モデルを使った独自の方法を利用す

ることにより，無理なくマスターできるようになる。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション・プレテスト 

［第２回] Unit 1 

［第３回] Unit 1 & 2 

［第４回] Unit 2 

［第５回] Unit 3 

［第６回] Unit 3 & 4 

［第７回] Unit 4 

［第８回] Unit 5 

［第９回] Unit 5 & 6 

［第 10 回] Unit 6 

［第 11 回] Unit 7 

［第 12 回] Unit 7+プレゼンテーション準備 

［第 13 回] プレゼンテーション 

［第 14 回] 期末試験・まとめ・ポストテスト 

 

 
３．履修上の注意 

・ペア / グループワークを多用し、主体的に、対話的に、そしてより深く学び合う参加型（＝協働学習）の授業を行う。シャド

ーイングのパフォーマンスチェックや問題の答え合わせなどもグループやペアで行う。使用する CALL（コンピュータ支援の

語学学習）教室の特性を活かして、様々な学習ツール（文字チャット、音声録音、グループワーク機能など）を利用しながらク

ラスメートと共に効率よく学習する。洋楽、洋画、TOEIC の問題等も副教材として積極的に活用する。 

・初回授業からコンピュータを使用するので，共通認証システムアカウントを確認しておく必要がある。 

・ペア/グループワークを頻繁に行う参加型の授業である。予習を怠ると授業に参加できないばかりか、他の受講生にも迷惑

がかかるので十全な準備が必要である。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

本授業の準備学習・復習時間は、合わせて 60 分程度を標準とする。  

・テキストの予・復習と１日５分のシャドーイング練習を続けることによって，自律的な学習習慣を身につけて欲しい。 

 

 
５．教科書 

<i> Read On, Getting Started </I>エッセイと会話の基礎英語読本（三修社, 2025) 

 

 

 
６．参考書 

Grammar in Use Intermediate, 3rd Edition (Cambridge Univ. Press, 2010) 

Practical English Usage(Oxford Univ. Press, 2005) 

 

その他の参考書や参考サイトについては授業時に適宜紹介する。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

提出課題に対しては個別またはクラス全体のフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 定期試験 50％＋プレゼンテーション 20％＋提出課題 20％＋平常点 10％によって評価する。総合得点の 60％以上を合

格点とする 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[S 組] 

担当者名 下山千夏子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 概要：英語でのコミュニケーション技能を実践的に養成する。音声の聞き取りを繰り返しすることで、聞き取れる語彙を増や

し，内容に関連した Q&A, listening, writing, discussion, presentation を行う。TOEIC テストリスニング，スピーキングパート

に対応できるスキルを向上させる。 

 到達目標：英文を正確に聞き取り，応答する力を習得する。英文のまま理解し，迅速かつ的確に自分の意見を述べること

ができるようにする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] Introduction, pair work, group work & writing 

［第２回] Unit 1 Community Leadership 

［第３回]  Unit 1 Output Task: Group Work/Speaking 

［第４回] Unit 2 What Will Future Vehicles Look Like? 

［第５回] Unit 2 Output Task: Discussion/Reading 

［第６回]  Unit 3 Young Activists Advocating Solutions 

［第７回] Unit 3 Output Task: Reading/Group Work 

［第８回] Unit 4 How Smart Is Artificial Intelligence 

［第９回] Unit 4 Output Task: Discussion/Reading 

［第 10 回] Unit 5 Human Power of Adaptation 

［第 11 回] Presentation 

［第 12 回] Presentation & Feedback 

［第 13 回] Unit 5 Output Task: Discussion/Reading 

［第 14 回] a： Review of the semester b： Test 

 

 
３．履修上の注意 

 自律的な予習，復習は必須。小テスト（語彙，頻繁に利用する言い回し等），積極的な授業参加（グループディスカッション

やロールプレイ，プレゼンテーション，Q&A を含む）および課題の期限内の提出が単位取得の要件となる。 

 辞書を持参することが望ましい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に，教科書の該当箇所を読み，新出語は辞書で調べておくこと。復習としては，テキストの指定された箇所の音読，テ

キスト付属の音声をスクリプトを参照しながら聞く。また，宿題とされたテーマについての writing をすること。 

 

 
５．教科書 

 『Imagining a Better Society TBL で考えるグローバル社会』 安永 明恵著（松柏社） 

 
６．参考書 

「TOEIC L&R TEST 出る単特急 金のフレーズ」 TEX 加藤 著（朝日新聞出版）  

授業では使用しないが、語彙を増やすために有益な参考書として紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で行う小テストは返却時に解答、解説を行う。プレゼンテーションは全員終了後に講評と個別フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 50％。小テスト，課題提出, 平常点 35％。プレゼンテーション 15％。合計が満点の 60％以上を単位取得の条件

とする。 

 定期試験の受験には全体の三分の 2 以上の出席が不可欠である。そのため、単位取得には 10 回以上の出席が必要とな

る。欠席回数が４回を超えた場合，定期試験の受験資格を失う。ただし，遅刻３回で欠席１回分に換算する。 

 また，授業開始から 30 分を超えた入室は，欠席扱いとする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[T 組] 

担当者名 中川智視 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語の学習を通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，多元

的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 前半は，インターネットやメディアを使える環境を利用して積極的に英語に触れる機会を作りたい。具体的には，インターネ

ットで配信されている映像からの英語教材のリスニングを中心に据えつつ，英作文なども入れる予定である。 

 受講者が今後英語を勉強するにあたってのメディア活用の方法を考えるきっかけを提供することと，異文化に更なる興味を

持つような授業を心がけたいと思っている。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 自己紹介を英語で書く 

［第３―５回] リスニング教材① 

［第６―７回] 映画を見ながら英語を学ぶことを考える 

［第８―１２回] リスニング教材② 

［第１３回]リスニング教材③ 

［第１４回] まとめとレポート提出 

 

 
３．履修上の注意 

 積極的な授業参加を求める。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語学は継続して勉強する習慣を身に着ける必要がある。授業をうまく活用しながら，習慣が身に着くようにしてほしい。 

 

 
５．教科書 

 使用しない。担当者でプリントを用意し，配布する。 

 

 
６．参考書 

 適宜指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 初回授業時に連絡先（メールアドレス）を案内する。 

 
８．成績評価の方法 

 期末レポート 40％，提出物 40％，平常点 20％ 

 格段の理由なく 5 回以上欠席した場合は、期末課題を受け取らない可能性がある。 

 
９．その他 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

247 

 

科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[再履] 

担当者名 中川智視 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語の学習を通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，多元

的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では，インターネットやメディアを使える環境を利用して積極的に英語に触れる機会を作りたい。具体的には，イン

ターネットで配信されている映像からの英語教材のリスニングを中心に据えつつ，英作文なども入れる予定である。 

 受講者が今後英語を勉強するにあたってのメディア活用の方法を考えるきっかけを提供することと，異文化に更なる興味を

持つような授業を心がけたいと思っている。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 自己紹介を英語で書く 

［第３―５回] リスニング教材① 

［第６―７回] 映画を見ながら英語を学ぶことを考える 

［第８―１２回] リスニング教材② 

［第１３回]リスニング教材③ 

［第１４回] まとめとレポート提出 

 

 

 
３．履修上の注意 

 積極的な授業参加を求める。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語学は継続して勉強する習慣を身に着ける必要がある。授業をうまく活用しながら，習慣が身に着くようにしてほしい。 

 

 
５．教科書 

 使用しない。担当者でプリントを用意し，配布する。 

 

 
６．参考書 

 適宜指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 初回授業時に連絡先（メールアドレス）を案内する。 

 
８．成績評価の方法 

 期末レポート 40％，提出物 40％，平常点 20％ 

 格段の理由なく 5 回以上欠席があった場合は、期末課題を受け取らない可能性がある。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[再履] 

担当者名 柳田恵美子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ニュースタイプの ビデオクリップを聴取する作業を通して，リスニング力の向上と，英語の上達に不可欠な語彙力の増強を

図る。 

 視野を広げ，問題意識を持つ。 

 ニュースのスクリプトや関連する英文テキストを読むことにより，リーディング力および関連する英語力の向上を目指す。 

 さらにテーマを簡潔にわかりやすく伝える英語の話し方についても学ぶ。 

 英文の構造についての理解を深め，それを自分のライティング，プレゼンテーションに活用する。 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回] オリエンテーション 

［第２回] プレゼンテーション練習 

［第３回] 教科書 Unit 1 

［第４回] 教科書 Unit 1 

［第５回] 教科書 Unit 2 

［第６回] 教科書 Unit 2 & 3 

［第７回] 教科書 Unit 3 

［第８回] 前半のまとめ 

［第９回] 教科書 Unit 4 

［第 10 回] 教科書 Unit 4&5 

［第 11 回] 教科書 Unit 5 

［第 12 回] 教科書 Unit 6 とプレゼンテーション 

［第 13 回] 後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：授業のまとめ ｂ：復習テスト 

 
３．履修上の注意 

単位取得のためには,指定した教科書を携帯して、10 回以上の出席が必要である。（30 分以内の遅刻・早退は３回で１回の

欠席とみなされる） 

授業への積極的な参加，課題や発表への意欲的な取り組みが求められる。 

 

授業の進行状況などによっては、小テスト、授業内で扱うテキストの Unit などについて、変更になる場合もある。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語彙学習，音読，授業で扱った記事の復習，ライティングの課題については，入念に構造を考えて書く。 

 教科書にはオンラインビデオが付属しているので，定期的に聴取し，英語力の向上に自律的に取り組む。 

   英英辞典の使用に慣れ親しむ 

 

 
５．教科書 

Japan Quest from NHK World-Japan's Newsline, Asuka Yamagishi-Yoneyama（金星堂） 

 

 

 

 
６．参考書 

講義内で随時紹介する。 

 オンラインでよいので，英英の辞書を活用できるようにする。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出期限を経過した後、提出されたものの中から数件サンプルを示し、優れた点、改善点などをコメントする。 
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８．成績評価の方法 

 テスト 50％，プレゼンテーション 10％，通常授業時の授業参加度および課題など 40％ 

（出席回数を満たし、総合得点、100 点の内、60％以上を得点した場合、単位修得となる） 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[留学特別/留学] 

担当者名 大澤舞 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、日本の政治・経済・文化などの社会問題を扱います。英語で書かれたオンラインニュース記事や映像を使い

ながら、英語でディスカッションやプレゼンテーション、ライティングの練習を行ないます。その都度の時事ニュースを取り上

げ、まずは基本的な単語や英文法を確認し、また、重要な情報を迅速におさえられるようになることも目指します。日本社会

についてより深く学ぶと同時に、自国（出身国）との比較も行ないます。各自の意見や考えを自身の言葉で明確に表現できる

ように、比較検討した内容を随時、英語でディスカッション・プレゼンテーション・ライティングしていきます。英語力の向上だ

けでなく、日本と世界を同時に眺めながら、国際的な視野を養っていきましょう。（時事ニュースを扱うため、各回の内容を事

前に提示することはできません） 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション（自己紹介） 

［第２回] ニュース１（Reading, Writing, Discussion） 

［第３回] ニュース２（Reading, Writing, Discussion） 

［第４回] ニュース３（Reading, Writing, Discussion） 

［第５回] ニュース４（Reading, Writing, Discussion） 

［第６回] ニュース５（Reading, Writing, Discussion） 

［第７回] ニュース６（Reading, Writing, Discussion） 

［第８回] ニュース７（Reading, Writing, Discussion） 

［第９回] ニュース８（Reading, Writing, Discussion） 

［第 10 回] ニュース９（Reading, Writing, Discussion） 

［第 11 回] ニュース 10（Reading, Writing, Discussion） 

［第 12 回] ニュース 11（Reading, Writing, Discussion） 

［第 13 回] ニュース 12（Reading, Writing, Discussion） 

［第 14 回] a.プレゼンテーション b.まとめ 

 
３．履修上の注意 

・毎回、単語テストを行なう。 

・毎回、授業で Writing（数行程度）あるいは Discussion を行なう。 

・参加型の授業なので、アクティビティへの積極的な貢献が求められる。 

・遅刻３回は欠席１回に相当します（授業開始 30 分以降の入室は欠席扱い）。 

・授業中の居眠りは大幅減点の対象となります。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・毎回単語テストを行うので、復習をすること。 

・翌週に読む記事を各回の授業後に配布するので、わからない単語や文法を事前に調べて予習しておくこと。 

・授業内では各自で読む時間は取らないため、当てられても困らないようにしておくこと。 

・毎回の授業内で Writing（あるいは Discussion）を行なうので、予習の段階で各回のトピックに関して自身の意見を表現でき

るようにしておくこと。 

 

 
５．教科書 

プリントを配布する。 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、授業中にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

単語テスト 20%、Writing (or Discussion) 30%、学期末プレゼンテーション 50%で総合的に評価する。合計が満点の 60%以上

を単位修得の条件とする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 1[スポーツ] 

担当者名 倉石信乃 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 映画をテーマとする親しみやすいテクストと，それに関連する視聴覚教材によって、生きた英語の基礎を学習する授業。そ

うしたテクストと視聴覚資料を手がかりにして，英語による表現・運用能力の基礎を習得すること，さらには，英語によって伝え

られ，表現される他地域の文化・芸術に親しむ習慣を身につけることを到達目標とする。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～４回] 第１章 

［第５～７回] 第２章 

［第８～10 回] 第３章 

［第１1～13 回] 第４章 

［第 14 回] まとめ/試験 

 

 

 

 
３．履修上の注意 

 英単語を簡単に引けるツール（電子辞書等）を手に入れておくこと。また WEB でフレーズの検索が可能な『英辞郎 on 

the WEB』なども活用すること。 

 遅刻は，視聴覚教材を用いるこの授業においては，著しい進行の妨げになるので厳禁。また，授業開始 30 分を超えて遅

刻した場合は欠席とみなします。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 テクストの予習・復習に加え，そこであつかうテーマについてインターネット等で触れておくこと。 

 

 

 
５．教科書 

 黒川裕一『Action! —Great Scenes from Unforgettable Films— 感動のムービーシーンで学ぶ英語』南雲堂、2008 年。 

 

 

 
６．参考書 

 特に指定しない。 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内で指示します。 

 
８．成績評価の方法 

 映画感想レポート(4 回)を含む平常点 40％と期末テスト 60％を配点比率として，60％以上の評点を得た者を合格とする。 

 成績評価の対象となるのは、初回を除き欠席が 5 回以内の者で、かつ期末試験を受験している者とする。 

 映画感想レポートの執筆にあたり、生成型 AI(Chat-GPT など)の使用を禁じる。提出に際して、注意すること。 

 

 
９．その他 
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英語リーディング 1 

科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[A 組] 

担当者名 及川一美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとに言葉そのものと，言葉が媒介する異文化の核心に触れ，多元

的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 

到達目標 

1. 英文資料を読んで理解できる語彙力・文法力をつける。 

2. 資格試験の問題形式に慣れる 

 
２．授業内容 

[第１回]College campus: Boston College 

[第２回]Unit 1 Restaurants 品詞問題 

[第３回]Unit 2 Offices  e メール書式 

[第４回]Unit 3 Daily Life  つなぎ言葉  

[第５回]Unit 4 Personnel  文脈の理解 

[第６回]Unit 5 Shopping  動詞の形 

[第７回]Unit 6 Finances  語彙問題  

[第８回]Unit 7 Transportation  代名詞  

[第９回] Incredible sensei at Meiji University  

[第 10 回] Review テスト（unit 1-7） 

[第 11 回] TED talk: Emma Watson UN Speech 

[第 12 回] Emma Watson Vogue Interview  

[第 13 回] Quiz Emma Watson 

[第 14 回] Workshop:Projects 

 

 

*今後の状況によって変更する可能性があります。 

 

 
３．履修上の注意 

1. 出席は３分の２以上必要ですから欠席は４回までです。 

2. 発熱・部活動・忌引きなど合理的な理由で欠席をする場合は病院の領収書などを授業前後に見せてください。 

3. 出席・Dictation・小テスト・レポート・プレゼンテーションなどにおける不正行為・剽窃は禁止されています。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

1. 予習：各課の Reading Section の問題を解く。(30 分） 

2. 復習：辞書を使ってクラスウエブに投稿された TED talk 解説を読み Quiz に向けて準備する。（30 分） 

3．授業外の取り組み：教科書付属の lingaporta で復習をする。（30 分） 

 

 

 
５．教科書 

教科書：「コミュニケーションスキルが身に付く TOEIC® L&R TEST〈中級編〉 

A COMMUNICATIVE APPROACH TO THE TOEIC® L&R TEST Book 2: Intermediate 

ISBN 9784791972692 

定価（税込）：2,530 円（本体 2,300 円+税） 

著者名 角山 照彦 / Simon Capper 共著 

出版社 成美堂 

 

*教科書はオンライン lingaporta のアクセスコードがついていて、１０点分の配点になります。 

 ネットで購入するとこのアクセスコードが使えないので注意してください。 
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６．参考書 

特になし 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に模範例を挙げて、採点基準の説明をしながら Feedback します。 

また個人的な課題に対するフィードバックは授業の前後、質問の日に聞いてください。 

 

 
８．成績評価の方法 

評価は下記に基づいた総合評価となります。 

 

1． Participation   20% 

2． Review tests   40% 

3.  Quizzes and Assignments 40% 

      

 

 

3 分の２以上の出席をした上で上記の配点に基づいた総合評価で評点６０点以上を本授業の目的であるリーディング能力を

修得したものとし合格とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[A 組] 

担当者名 中村恭子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き、それをもとにことばそのものと、ことばが媒介する異文化の核心に触れ、

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 これまでに培ってきた英語力を活かしながら、さらなる読解力を身につけ、基本的な語彙をより多く習得することが、授業の

第一目標である。また、語法、文法の確認も徹底的に行う。使用テキスト『Science Bridge ニュースでつなぐ日常と科学』は、

アメリカの老舗科学雑誌 Science News の学生向けサイト Science News Explores から様々な科学分野の最新の記事を厳選

して取り上げている。どのトピックもみなさんの知的好奇心を大いに刺激する内容となっている。英文は容易ではないが、映

像資料を交えながら、向上心を持って、どんどん読み進めてもらいたい。本授業を通じて、最先端の科学に触れながら、英

文を読むことを楽しみ、英語に対する抵抗感を払拭してもらうことが授業の第二目標である。 

 

 
２．授業内容 

 授業は音読と和訳を中心に、語彙や文法の要所をおさえながらすすめる。毎回出席者全員に発言をしてもらう。また、毎回

授業終了時にクイズ（小テスト）を行い、これを平常点として評価する。テキストに沿った各回のトピックは以下のとおり。ただ

し、授業の進度によっては内容を変更する場合もある。 

 

［第 1 回] Introduction 

［第 2・3 回] Unit 1 Artificial Light on the Sea  

［第 4・5 回] Unit 2 Turning Out Mom's Voice 

［第 6・7 回] Unit 3 Smart Clothing 

［第 8・9 回] Unit 4 Earth's Underground Water 

［第 10・11 回] Unit 5  Pareidolia－Imaginary Faces 

［第 12・13 回] Unit 6 Robotic Finger 

［第 14 回] ａ：期末試験 / ｂ：授業全体のふりかえりと試験の正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 授業速度は速いので、和訳を中心とした予習は必須。復習も欠かさないこと。授業中の居眠り、私語、メールは厳禁。授業

途中で席を離れることも控える。もちろん、ただ席に座っていれば良いわけではない。授業への積極的参加が望まれる。授

業には必ず英和辞書（電子辞書可）を携帯すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として次回の授業範囲を一読し、わからない語は必ず英和辞書で調べること。 

 

 
５．教科書 

『Science Bridge ニュースでつなぐ日常と科学』野﨑嘉信、松本和子、Alastair Graham-Marr 編著（金星堂） 

 

 
６．参考書 

 『新 TOEIC L&R TEST 出る単特急 金の 1000 問』TEX 加藤著（朝日新聞出版） 

 授業とは直接関係はないが、英語の語彙力を強化するためにもお勧めしたい一冊。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回のクイズ（小テスト）はクラスウェブの「アンケート機能」を使って提示し、コメントを通じてフィードバックする。 

 
８．成績評価の方法 

 遅刻３回で１回の欠席となる。欠席回数が４回に達した場合は単位を認めない。成績は、期末試験４０％、平常点（毎回の

授業における小テスト）を６０％の配分で評価する。総合評価の６０％以上を合格とする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[B 組] 

担当者名 武田寿恵 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では，ミュージカル映画とその原作となった文学作品の双方を扱うことで，親しみやすく英語圏の文化に触れなが

ら，読解力，語彙力，リスニング力などの総合的な英語力の向上を目指す。 

 ミュージカルは，18 世紀にイギリスで流行したバラッド・オペラを源流の一つとし，20 世紀初頭にアメリカで確立した芸術で

ある。ロンドンにはウェストエンド，ニューヨークにはブロード・ウェイと呼ばれる大規模な劇場街が存在し，数多くのミュージカ

ルが制作，上演されてきた。中にはイギリス，アメリカを舞台にした作品もあり，英語圏の文化理解に役立てたい。また，文学

作品が映像化され，さらにはミュージカル化される際に，どのような翻案（adaptation）を伴うのかに注目することで，言語と映

像による表現方法の違いも発見していく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Musical の原作を読む（１） 

［第３回] Musical の原作を読む（２） 

［第４回] Musical の原作を読む（３） 

［第５回] Musical の原作を読む（４） 

［第６回] Musical の原作を読む（５） 

［第７回] Musical の原作を読む（６） 

［第８回] 前半のまとめ 

［第９回] Musical の原作を読む（７） 

［第 10 回] Musical の原作を読む（８） 

［第 11 回] Musical の原作を読む（９） 

［第 12 回] Musical の原作を読む（10） 

［第 13 回] 後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：期末テスト，ｂ：正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 本授業では積極的な授業参加と予習復習を重視する。特に復習は確実に行うこと。 

 許可された時間、用途外でのスマホの使用の他、おしゃべり、居眠り等を発見した場合は該当する学生への予告なく、演

習の評価より減点する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業を欠席した場合は、クラスウェブに公開される授業プリントを必ず自分で解くこと。また、DVD や配信などで作品の進行

を確認しておくことが望ましい。 

 
５．教科書 

 毎授業プリントを配布する。 

 

 
６．参考書 

TEX 加藤『TOEIC L&R TEST 出る単超特急金のフレーズ』朝日新聞出版（2017 年以降発売のもの） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内、またはクラスウェブでフィードバックをおこなう。 

 
８．成績評価の方法 

 演習(授業態度・コメントシート・課題)50％、期末テスト 50％とし、合計 60％以上を単位取得の条件とする。 

 また、欠席は４回までとし、５回以上欠席した者は期末試験の受験は認めない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[B 組] 

担当者名 中須賀稚子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業の主な目標は，英文をきちんと読みこなすことです。何となくこんな感じ…という訳文ではなく，この英文はこの点

をもっとも重要な情報として伝えようとしている，この動詞のニュアンスは肯定ではなく否定的な方向が強い，など，英文を読

む上での足場固めをしていきたいと考えています。 

 英文がきちんと読めるようになると，リスニングもライティングも上達します。基本の読解力を身につけることが大きな目標で

す。 

 

もちろん、速読、スキミングなどのリーディングテクニックも必要です。 

その点を否定しているのではなく、私のクラスのりーディングクラスでは、英文の構造などを理解し、細かなニュアンスなども

含めて 

かっちり読むことを目指しています。 

 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ イントロダクション 

             ｂ プリントによる授業進行のデモンストレーション 

［第２回] 第 1 課 その１ 

［第３回] 第 1 課 その２ 

［第４回] 第 2 課 その１ 

［第５回] 第 2 課 その２ 

［第６回] 第 3 課 その１ 

［第７回] 第 3 課 その２ 

［第８回] 第 4 課 その１ 

［第９回] 第 4 課 その２ 

［第 10 回] 第 5 課 その１ 

［第 11 回] 第 5 課 その２ 

［第 12 回] 第 6 課 その１ 

［第 13 回] 第 6 課 その２ 

［第 14 回] ａ 確認試験 

        ｂ 講義全体及び確認試験の解説 

 

 内容及び進行は，状況により，変更があり得ます。また，進度により，小テストや中間テストを行うこともあります。 

 

 
３．履修上の注意 

 授業前には本文を読み，単語を調べてから授業に出席のこと。 

授業は、学生が一定の長さの英文を読んで解釈する、演習形式で進みます。 

授業中に周りの人々を待たせながら辞書を引くことはくれぐれもないように注意しましょう。 

 

翻訳ソフトは、使わずに越したことはありません。せっかく英語を学ぶ機会なので、その機会を十分に生かしましょう。 

 

また，ほかの学生の迷惑にもなるので，授業中に教室から出ていく行為は避けてください。 

 

トイレに抜けるのは、生理的欲求なので当然である、と考えている方もいらっしゃるようですが、 

出席を取ったら、すぐにトイレに行ってしまい、しばらく帰ってこない、携帯電話を持って授業中に教室を出ていく、という行為

は、 

欠席に等しいと判断します。 

 

本当に体調が悪く、教室を抜けざるを得ない、という行為を禁じているのではありません。 
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もう一点、教科書を買わずにコピーで授業に出席している学生を散見しますが、これも、決して認める事の出来ない行為で

す。 

必ず自分の教科書を準備し、授業に臨んでください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

予習として、テキストの内容を読み，わからない単語はきちんと辞書で調べ，授業には辞書を必ず携帯して出席すること。 

どこが分かりにくかったのか、その部分をはっきりさせて、授業を受けてください。授業内にその部分が氷解した、という授業

を実施していきたいと考えています。 

 

 スマートフォンなどの辞書機能は，お勧めしていません。 

できるだけ、一つ単語を調べたら、その単語の派生語や、前後の似た形の単語などにも目配りをして、語彙数を増やすよう、

地道な努力を続けてください 

 

課題は、基本的には復習目的のものをお願いしています。 

復習は、教科書を見て、授業内容を少しでも思い出して頂けるだけでも知識の定着は確かなものとなるはずです。 

 

課題の期限は、授業後４～５日となっています。 

遅れての提出は一切無効とさせていただいています。 

 

 

 
５．教科書 

 当講師は、同じ英語リーディング 1 のクラスを、3 コマ（水１，２と金４）担当する予定です。 

扱う教科書も異なるので、間違えないように気を付けて購入してください。 

 

水曜 1 限（T 組） Reading Fusion 1 (南雲堂,2025) 

水曜 2 限（S 組） Science for Tomorrow (金星堂,2025) 

金曜 4 限（B 組） Insights 2025 (金星堂,2025) 

 

以上のものを使用予定です 

 

 
６．参考書 

 必要な折に授業内で指示します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

オンライン、対面での課題は、全体的な総評を授業内で行います。 

個別にコメントが必要と判断した折には、返却する課題にコメントを添えるか、オーメイジのポートフォリオから本人にお伝えし

ます。 

 
８．成績評価の方法 

 筆記試験（実施したすべてのものを合計して）60 点，授業内パフォーマンス(平常点、課題の提出や発言など)40 点，合計

で 100 点満点のうち，60 点以上で単位を認定することになります。 

 

欠席は５回以上で受験資格を失い、遅刻３回で欠席１回とカウントするので注意してください。 

（5 回目に欠席したら、受験資格はない、ということです） 

遅刻は授業開始後 30 分までです。それ以上の遅刻は、遅刻ではなく欠席扱いとなります。 

 

授業の進行状況や履修者の希望に応じて中間試験や小テストを実施することもあります。 

 

 

課題の提出を求められた回は、授業出席と課題提出、両方合わせて「出席」という扱いになります。 

つまり、授業には出席したが課題は未提出、もしくは、授業は欠席したが課題は提出した、というケースは 

どちらも欠席扱いとなります。 
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課題の点数はある程度評価しますが、課題未提出＝欠席扱い、となることに注意してください。 

 
９．その他 

 英語の授業には辞書を携帯してください。分かっていると思っている単語でも、実は別の意味がある、ということが 

あるので、それを自分で発見してほしい 

スマホの辞書機能より、英語の辞書を用意して頂きたいです 

 

Seeing is believing. 

 

 

最後にもう一度念を押しておきます。以下の３点です。 

 

授業中はトイレ等のために教室を出ていかないこと。（体調不良のケースはその限りではない） 

 

教科書は必ず自分のものを用意して、コピーで授業に参加しないこと。教科書を用意していないと、単位が認められないこと

を覚悟してください。（その日に限り忘れた場合はその限りではない） 

 

対面の授業に出席することと課題提出は不可分であること 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[C 組] 

担当者名 塩谷幸子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 世界を取り巻く様々な状況を英語で正確に理解して、それを批判的に読み解き、その上で自国の社会や文化についても

客観的かつ多面的な視点で捉えることのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 

 具体的な到達目標は，英文を意味の塊ごとに読み（チャンク・リーディング）、ある一定の速度で安定的に読める読解力を

身につけることである。音読とチャンク・リーディングは車の両輪のようなものであるから、音読練習も時間をかけて行う。英語

らしい発音やリズムを習得し、意味のかたまりを意識することによって、リスニング・スピーキング・ライティング力も鍛えることが

できる。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション・プレテスト 

［第２回] Unit 1 

［第３回] Unit 1 

［第４回] Unit 2 

［第５回] Unit 2 

［第６回] Unit 3 

［第７回] Unit 3 

［第８回] Unit 4 

［第９回] Unit 4 

［第 10 回] Unit 5 

［第 11 回] Unit 5 

［第 12 回] Unit 6 

［第 13 回] Unit 6 & プレゼンテーション 

［第 14 回] 期末試験・まとめ・ポストテスト 

 

 
３．履修上の注意 

・ペア / グループワークを多用し、主体的に、対話的に、そしてより深く学び合う参加型（＝協働学習）の授業を行う。使用

する CALL（コンピュータ支援の語学学習）教室の特性を活かして、様々な学習ツール（音声通話、チャット、音声録音、グル

ープワーク機能など）を利用しながらクラスメートと共に効率よく学習する。洋楽、洋画、TOEIC の問題等も副教材として積極

的に活用する。 

・初回授業からコンピュータを使用するので，共通認証システムアカウントを確認しておく必要がある。 

・ペア/グループワークを頻繁に行う参加型の授業である。予習を怠ると授業に参加できないばかりか、他の受講生にも迷惑

がかかるので十全な準備が必要である。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

本授業の準備学習・復習時間は、合わせて 60 分程度を標準とする。  

・テキストの予・復習と１日５分のシャドーイング練習を続けることによって，自律的な学習習慣を身につけて欲しい。 

 

 

 
５．教科書 

VOA News: Reading for Cross-cultural Understanding[/I]『異文化理解のための VOA ニュース 15』（英宝社, 2021） 

 

 
６．参考書 

Grammar in Use Intermediate, 3rd Edition (Cambridge Univ. Press, 2010) 

Practical English Usage (Oxford Univ. Press, 2005) 

 

その他の参考書や参考サイトについては授業時に適宜紹介する。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

提出課題に対しては個別またはクラス全体のフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 定期試験 50％＋プレゼンテーション 20％＋提出課題 20%＋平常点 10％によって評価する，総合得点の 60％以上を合

格点とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[C 組] 

担当者名 近藤章子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では，アメリカのテレビ局 ABC 放送によるニュースのスクリプトを読む。テレビニュースはリスニング教材として使

われることが多いが，リスニング力強化を図る以前に，ニュースのスクリプトを読んで理解できる語彙力と読解力が不足してい

ることが少なくない。まず，聴き取った英語をディクテーションしてスクリプトの空所を埋めた後，スクリプトと要約文の内容を理

解する。次に，スクリプトなしでニュースを聴いて理解できるように音読練習をする。ニュースの話題に関連した会話で使える

表現も学ぶ。 

 次の４点を到達目標とする。 

１）英字新聞と違う文体で書かれるテレビニュースの英語と一般市民が話す口語体の英語に慣れる。 

２）辞書の使い方に習熟し，ニュースのスクリプトを読みこなせる。 

３）意味を理解した文章を正確に発音できる。 

４）リスニングにも対応できる速読力を身につける。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] News Story 1：テイラー・スウィフトの画像が拡散 （ニュース内容の理解と音読） 

［第３回] News Story 1：テイラー・スウィフトの画像が拡散 （ニュースの要約文と会話表現） 

［第４回］  News Story 2：プロの写真家が保護犬を撮る （ニュース内容の理解と音読） 

［第５回] News Story 2：プロの写真家が保護犬を撮る （ニュースの要約文と会話表現） 

［第６回] News Story 3：ガザ停戦を求めて広がる学生抗議デモ （ニュース内容の理解と音読） 

［第７回] News Story 3：ガザ停戦を求めて広がる学生抗議デモ （ニュースの要約文と会話表現） 

［第８回] News Story 4：自閉症がテーマのブロードウェイミュージカル （ニュース内容の理解と音読） 

［第９回] News Story 4：自閉症がテーマのブロードウェイミュージカル （ニュースの要約文と会話表現） 

［第 10 回] News Story 5：きれいな地球を目指す大学生たち （ニュース内容の理解と音読） 

［第 11 回] News Story 5：きれいな地球を目指す大学生たち （ニュースの要約文と会話表現） 

［第 12 回] News Story 6：第二次世界大戦中、アメリカを支えた女性たち （ニュース内容の理解と音読） 

［第 13 回] News Story 6：第二次世界大戦中、アメリカを支えた女性たち （ニュースの要約文と会話表現） 

［第 14 回] ａ：まとめ，ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

１）必ず予習をして授業に臨むこと。 

２）授業で学ぶ語句の語法や発音を辞書で確認してもらうことが多いので，冊子形態の辞書，もしくは電子辞書を持参するこ

と。 

３）遅刻・欠席は減点対象になる。病気などのやむを得ない事情がある場合はそれを証明するものを提示してもらうが，よほ

どのことがない限りは出席することが成績評価の前提であることを心得てほしい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 各課の語句問題をし，例文の中にわからない単語と語句があったら意味と使い方を辞書で調べておく。機械的な単語調べ

で済ませるのではなく，日本語で文の意味を説明できるようにしておくこと。ニュースのリスニングが終了した課のニュース本

文と要約文についても同様である。 

 授業後はオンラインビデオをストリーミング再生することによって英文を聴き，少なくとも３回は音読してほしい。 

 

 
５．教科書 

ABC NEWSROOM 3 （『映像で学ぶ ABC 放送のニュース英語３』），山根繁/Kathleen Yamane 著，（金星堂） 

 

 
６．参考書 
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 Longman's Dictionary of Contemporary English. 6th edition（Longman） 

 『リーダーズ英和辞典（第３版）』（研究社） 

 『ジーニアス英和辞典（第６版）』（大修館） 

 『プログレッシブ和英中辞典（第４版）』（小学館） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 小テストは採点して返却、解説する。 

 提出課題は返却し、改善すべき点をコメントする。 

 
８．成績評価の方法 

 評価の割合は，最終回での試験の点数 60％，学期中に行なう小テストの点数 10％，授業への貢献度（遅刻・欠席の有

無，予習状況，授業中の課題への取り組み，発言，音読の実技など）30％とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[D 組] 

担当者名 井上善幸 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では，比較的読みやすい英語テキストを利用して文学作品を読んでゆく予定である。総合的な読解力を養成する

ことが目的であり，そのためにも，授業内では文章を CD などを利用して聞き，そのあといっしょに音読する。難解な単語は

意味を確認し，日本語に置き換えてゆく。英語と日本語の両方を往還する作業の中で，その往還運動をスポーツのような感

覚で練習できるようになれば，語学は楽しい。そのためにも，自分の気に入った良質の英和辞典を用い，さらに英語の logic 

を〈英語の中で〉身につけるためにも，使い勝手のよい英英辞典を購入することを強く薦める。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション―効果的な英語学習について，および使用するテクストについて 

［第２回] 筆記体の練習，テクストの音読と意味把握。日本語訳。 

［第３回～第 13 回] 上記の目的を達成できるように，毎回，ほぼ同じような作業を反復することになる。この反復作業を通し

て語学力を養成してほしい。繰り返すが，語学もスポーツや楽器の練習と同じなのである。 

［第 14 回] まとめと試験 

 

 
３．履修上の注意 

 授業中は，質問も含め，積極的に発言すること。その毎回の積み重ねを平常学習点として加算する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習は必ずしておくこと。テクストを開き，まずは何度か音読し，その後で意味の不明な単語は意味を調べ，わからないとこ

ろはどこかをマークしておくこと。 

 

 
５．教科書 

 Dominoes Three. Sherlock Holmes: The Sign of Four. Text adaptation by Jeremy Page（Oxford UP). 

 ISBN: 978-0-19-424823-5 

 
６．参考書 

 推薦辞書として，以下のものを挙げておきたい。 

 

１．Longman's Dictionary of Contemporary English.（6th Edition） 

２．Oxford Advanced Learner's Dictionary（New 8th Edition). 

３．ジーニアス英和辞典（最新版を利用すること） 

４．リーダーズ英和辞典（同上） 

５．Oxford Dictionary of English. 

６．Oxford Thesaurus of English. 

７．Oxford English Dictionary. 

 

 １と２の辞書は誠に素晴らしい学習者用の英英辞書で，本格的に英語を勉強しようと目指すものには大変お薦めである。

ぜひ実際に手に取ってみてほしい。授業内でもこれらの辞書を積極的に使用してゆく。  

 ６の辞書は，英作文の際，英文に磨きをかけるには必須。 

 ７の辞書は，学内のパソコンであれば，図書館のサイトから容易にアクセスできるので，ぜひ利用してみて欲しい。単語の歴

史的な意味の変遷などを知ろうと思えば、この辞書をおいて、他にはありえない。最大の英語辞典。図書館には冊子体もお

いてある。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 基本的には、毎回の授業における発言等によって行われることとなる。 
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８．成績評価の方法 

 平常学習点 50％，期末試験 50％の比重で評価し，総合評価 100 点満点で，60 点以上を合格とする。したがって，たとえ

試験で最高点を取ったとしても単位は修得できないことになる。期末試験は 5 割以上得点することが想定されている。 

 毎回の授業で，音読・和訳・質問・解答などにより，平常学習点を着実に積み重ねること。 

 出席はもちろん大変重要だが，それだけでは学習点とはならないので注意すること。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[D 組] 

担当者名 下山千夏子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 概要：英語でのリーディング技能を実践的に養成する。身近なトピックを英語で読み，自己発信につなげる。語彙を増や

し，文章構造を理解した上で，理解した英文を定着させるために内容に関連した listening, writing, discussion, presentation 

を行う。TOEIC リーディングパートに対応できるスキルを向上させる。 

 到達目標：英文を正確に読み取り，応答する力を習得する。英文のまま理解し，迅速かつ的確に自分の意見を述べること

ができるようにする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] Introduction, pair work, group work & writing 

［第２回] Unit 1 Artificial Light on the Sea 

［第３回] Unit 1 Summary/Writing Strategy 

［第４回] Unit 2 Tuning Out Mom's Voice? 

［第５回] Unit 2 Summary/Writing Strategy 

［第６回]  Unit 3 Smart Clothing 

［第７回] Unit 3 Summary/Writing Strategy 

［第８回]  Unit 4 Earth's Underground Water 

［第９回]  Unit 4 Summary/Writing Strategy 

［第 10 回] Unit 5 Pareidolia - Imaginary Faces 

［第 11 回] Presentation 

［第 12 回] Unit 6 Robotic Finger 

［第 13 回] Unit 7 Delicious Insect Food 

［第 14 回] a： Review of the semester b： Test 

 

 
３．履修上の注意 

 自律的な予習，復習は必須。小テスト（語彙，頻繁に利用する言い回し等），積極的な授業参加（グループディスカッション

やロールプレイ，プレゼンテーション，Q&A を含む）および課題の期限内の提出が単位取得の要件となる。 

 辞書を持参することが望ましい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に，教科書の該当箇所を読み，新出語は辞書で調べておくこと。復習としては，テキストの指定された箇所の音読，テ

キスト付属の音声をスクリプトを参照しながら聞く。また，宿題とされたテーマについての writing をすること。 

 

 
５．教科書 

教科書 

『Science Bridge』 Yoshinobu Nozaki 他著（Kinseido） 

『TOEIC L&R TEST 出る単特急金のフレーズ』TEX 加藤（朝日新聞出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で行う小テストは返却時に解答、解説を行う。プレゼンテーションは全員終了後に講評と個別フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 50％。小テスト，課題提出, 平常点 35％。プレゼンテーション 15％。合計が満点の 60％以上を単位取得の条件

とする。 

 定期試験の受験には全体の三分の 2 以上の出席が不可欠である。そのため、欠席回数が４回を超えた場合，定期試験の

受験資格を失う。ただし，遅刻３回で欠席１回分に換算する。 
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 また，授業開始から 30 分を超えた入室は，欠席扱いとする 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[E 組] 

担当者名 熊谷めぐみ 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 小説を中心とする英語圏の文学作品を通じて、英文を正確に理解することを目標とし、英語学習に不可欠な，英語圏の文

化についても学び異文化理解を深める。必要に応じてドラマや映画などの映像作品を参照し、リスニング力を高めるととも

に、多様な英語表現にふれる。同時に、TOEIC 対策も含めた語彙力の強化を図り，英文読解の方法を学び実践する。 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 文学作品を読む（1） 

［第３回] 文学作品を読む（2） 

［第４回] 文学作品を読む（3） 

［第５回] 文学作品を読む（4） 

［第６回] 文学作品を読む（5） 

［第７回] 復習 

［第８回] 文学作品を読む（6） 

［第９回] 文学作品を読む（7） 

［第 10 回] 文学作品を読む（8） 

［第 11 回] 文学作品を読む（9） 

［第 12 回] 文学作品を読む（10） 

［第 13 回] 復習 

［第 14 回] ａ．まとめ ｂ．期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 教科書を必ず購入すること（秋学期も同じ教科書を使用）。３回の遅刻（30 分以内）で１回の欠席とする。３０分以上の遅刻・

早退は欠席とする。欠席回数が授業回数の三分の一に達した学生は単位習得が認められない（期末試験の受験資格を失

う）。課題を行う。授業への積極的参加が求められる。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業範囲を予習し，わからない単語は辞書を引いてくる。授業後，授業内容を復習する。 

 

 
５．教科書 

『A Shorter Course in TOEIC® Test Vocabulary Quizzes ５分間 TOEIC®テスト英単語・熟語 1000』Seishi Sato（南雲堂） 

 

 

 
６．参考書 

 特に指定しない。 

 必要に応じて授業内で紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基本的に授業中にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（授業演習・課題）50％，定期試験 50％。合計が満点の 60％以上を単位習得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[E 組] 

担当者名 中川智視 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語の学習を通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，多元

的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では，ラフカディオ・ハーン（小泉八雲）によって書かれた作品，The Reconciliation を取り上げる。なお時間が余

った場合は，別のテクストを担当者のほうでで用意する。英語のみならず，日本のことについて書かれた内容であるため，日

本の歴史・文化的背景にも配慮した授業を心がけたい。受講者が，英語の読解を通じて日本のことを考える機会にすること

を，この授業の目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２－１３回] “The Reconciliation”ともうひとつ短編を読む予定 

［第１４回] ａ．まとめ ｂ．期間前試験 

 

 
３．履修上の注意 

 速さについては授業を行いながら確認し調整していくつもりだが，予習を前提とした内容になる。担当を決めて輪読する予

定。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語学は継続的な学習で実力がつくものである。授業のテクストや辞書などに前もって目を通すことはきわめて地味な作業で

あるが，学習を定着させるための習慣として重要である。授業をうまく活用しながら，継続的に学ぶ習慣を身に着けていって

ほしい。 

 

 
５．教科書 

 上記の作品のプリントを担当者が用意し，配布する。 

 

 
６．参考書 

 初回に指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 初回授業時に連絡先（メールアドレス）を案内する。受講者が担当した訳については授業内で対応するか、メールにて受け

取る。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 60％，授業への参加姿勢 40％ 

 格段の理由なく 5 回以上欠席の場合は、期末試験の受験を許可しない場合がある。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[F 組] 

担当者名 佐藤直子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では The New York Times の記事を読み、英語を正確に読む力を身につけます。記事のテーマはギグ・エコノミ

ー、Zoom、リモートワーク、ポスト真実、Spotify、サブスクリプション文化など、現代社会を生きる我々にとって身近なものばか

りです。善悪の判断が容易ではない，意見の分かれる問題について英語で考えてみましょう。 

 授業ではまず皆さんに順番に英文を和訳してもらい、記事を理解するのに必要な文法や文化的背景知識をこちらが説明

します。授業の最後には記事についての皆さんの意見を口頭で発表するか、英文エッセイに書いて提出してもらいます。 

 英語を正確に理解し、さまざまな問題について客観的に思考し、自らの考えを的確に表現する力を身につけることが、この

授業の到達目標です。 

 
２．授業内容 

［第 1 回］ a：イントロダクション b：英文エッセイ・ライティング 

［第 2 回］ It’s Not Technology That’s Disrupting Our Jobs (1) 

［第 3 回］ It’s Not Technology That’s Disrupting Our Jobs (2) 

［第 4 回］ Why Zoom Is Terrible (1) 

［第 5 回］ Why Zoom Is Terrible (2) 

［第 6 回］ Remote Work Is Failing Young Employees (1) 

［第 7 回］ Remote Work Is Failing Young Employees (2) 

［第 8 回］ Packed Cubicles, Empty Corner Office: Remote Work Is Increasingly a Right of the Rich (1) 

［第 9 回］ Packed Cubicles, Empty Corner Office: Remote Work Is Increasingly a Right of the Rich (2) 

［第 10 回］  College Students: School Is Not Your Job (1) 

［第 11 回］  College Students: School Is Not Your Job (2) 

［第 12 回］  There's a Very Good Reason College Students Don't Read Anymore (1) 

［第 13 回］  There's a Very Good Reason College Students Don't Read Anymore (2) 

［第 14 回］ a：春学期のまとめ b：期末試験 

 

 

 
３．履修上の注意 

 予め記事を読み、辞書を持って授業に参加して下さい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として辞書を引きながら記事を読み、復習として記事を読んで考えたことを英文エッセイにまとめて下さい。 

 

 
５．教科書 

 プリントをこちらで用意し、配布します。 

 

 
６．参考書 

 特にありません。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 英文エッセイは添削して返却します。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（英文和訳・授業内発言・英文エッセイ）60％、期末試験 40％で総合評価し、全体の 60％以上を単位修得の条件

とします。 

 
９．その他 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

272 

 

科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[F 組] 

担当者名 武田寿恵 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では，ミュージカル映画とその原作となった文学作品の双方を扱うことで，親しみやすく英語圏の文化に触れなが

ら，読解力，語彙力，リスニング力などの総合的な英語力の向上を目指す。 

 ミュージカルは，18 世紀にイギリスで流行したバラッド・オペラを源流の一つとし，20 世紀初頭にアメリカで確立した芸術で

ある。ロンドンにはウェストエンド，ニューヨークにはブロード・ウェイと呼ばれる大規模な劇場街が存在し，数多くのミュージカ

ルが制作，上演されてきた。中にはイギリス，アメリカを舞台にした作品もあり，英語圏の文化理解に役立てたい。また，文学

作品が映像化され，さらにはミュージカル化される際に，どのような翻案（adaptation）を伴うのかに注目することで，言語と映

像による表現方法の違いも発見していく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Musical の原作を読む（１） 

［第３回] Musical の原作を読む（２） 

［第４回] Musical の原作を読む（３） 

［第５回] Musical の原作を読む（４） 

［第６回] Musical の原作を読む（５） 

［第７回] Musical の原作を読む（６） 

［第８回] 前半のまとめ 

［第９回] Musical の原作を読む（７） 

［第 10 回] Musical の原作を読む（８） 

［第 11 回] Musical の原作を読む（９） 

［第 12 回] Musical の原作を読む（10） 

［第 13 回] 後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：期末テスト，ｂ：正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 本授業では積極的な授業参加と予習復習を重視する。特に復習は確実に行うこと。 

 許可された時間、用途外でのスマホの使用の他、おしゃべり、居眠り等を発見した場合は該当する学生への予告なく、演

習の評価より減点する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業を欠席した場合は、クラスウェブに公開される授業プリントを必ず自分で解くこと。また、DVD や配信などで作品の進行

を確認しておくことが望ましい。 

 
５．教科書 

毎授業プリントを配布する。 

 

 
６．参考書 

TEX 加藤『TOEIC L&R TEST 出る単超特急金のフレーズ』朝日新聞出版（2017 年以降発売のもの） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内、またはクラスウェブでフィードバックをおこなう。 

 
８．成績評価の方法 

 演習(授業態度・コメントシート・課題)50％、期末テスト 50％とし、合計 60％以上を単位取得の条件とする。 

 また、欠席は４回までとし、５回以上欠席した者は期末試験の受験は認めない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[G 組] 

担当者名 柳田恵美子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ニュースタイプの ビデオクリップ を聴取する作業を通して，現代英語の音声に親しみ，カレントトピックスに関する語彙力

を増強し，問題意識を深める。 

 ニュースのスクリプトや関連する英文テキストを読むことにより，リーディング力およびリーディングの結果を発信する英語力

の向上を目指す。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション，プレゼンテーションの準備 

［第２回] プレゼンテーション 

［第３回] 教科書 Unit 1 

［第４回] Unit & ､Unit 2 

［第５回] Unit 2 

［第 6 回] Unit 3 

［第 7 回] Unit 3 と前半のまとめ 

［第８回] Unit 4: 

［第 11 回] Unit 4, Unit 5 

［第 12 回] Unit 5  

［第 13 回] Unit 6 

［第 14 回] ａ：春学期のまとめ ｂ：復習テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 単位取得のためには、指定された教科書を携帯して、10 回以上の出席が必要である。（30 分以内の遅刻・早退は３回で１

回の欠席とみなされる） 

 授業への積極的な参加，リーディングへの意欲的な取り組みが求められる。 

 

 

授業の進行状況などによっては、小テスト、授業内で扱うテキストの Unit などについて、変更になる場合もある。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語彙学習，音読，授業で扱った記事の復習。時事問題についての関心を持ち，理解を深めることを心がける。 

 教科書にはオンラインビデオが付属しているので，積極的に聴取し，自律的に英語力の向上に努める。 

 英英辞典の使用に慣れ親しむ 

 

 
５．教科書 

 British News Update 7, Timothy Knowles 他（金星堂） 

 

 
６．参考書 

 三森ゆりか、「外国語を身につけるための日本語レッスン」 

 講義内で随時紹介する。 

 オンラインでよいので，英英の辞書を活用する。 

 ウェブサイトの英文新聞記事を積極的に読む 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出期限を経過した後、提出されたものの中から数件サンプルを示し、優れた点、改善点などをコメントする。 

 
８．成績評価の方法 

 テスト 50％，プレゼンテーション 10％，通常授業時の授業参加度および課題など 40％ 
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（出席回数を満たし、総合得点、100 点の内、60％以上を得点した場合、単位修得となる） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[G 組] 

担当者名 武田寿恵 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では，ミュージカル映画とその原作となった文学作品の双方を扱うことで，親しみやすく英語圏の文化に触れなが

ら，読解力，語彙力，リスニング力などの総合的な英語力の向上を目指す。 

 ミュージカルは，18 世紀にイギリスで流行したバラッド・オペラを源流の一つとし，20 世紀初頭にアメリカで確立した芸術で

ある。ロンドンにはウェストエンド，ニューヨークにはブロード・ウェイと呼ばれる大規模な劇場街が存在し，数多くのミュージカ

ルが制作，上演されてきた。中にはイギリス，アメリカを舞台にした作品もあり，英語圏の文化理解に役立てたい。また，文学

作品が映像化され，さらにはミュージカル化される際に，どのような翻案（adaptation）を伴うのかに注目することで，言語と映

像による表現方法の違いも発見していく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Musical の原作を読む（１） 

［第３回] Musical の原作を読む（２） 

［第４回] Musical の原作を読む（３） 

［第５回] Musical の原作を読む（４） 

［第６回] Musical の原作を読む（５） 

［第７回] Musical の原作を読む（６） 

［第８回] 前半のまとめ 

［第９回] Musical の原作を読む（７） 

［第 10 回] Musical の原作を読む（８） 

［第 11 回] Musical の原作を読む（９） 

［第 12 回] Musical の原作を読む（10） 

［第 13 回] 後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：期末テスト，ｂ：正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 本授業では積極的な授業参加と予習復習を重視する。特に復習は確実に行うこと。 

 許可された時間、用途外でのスマホの使用の他、おしゃべり、居眠り等を発見した場合は該当する学生への予告なく、演

習の評価より減点する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業を欠席した場合は、クラスウェブに公開される授業プリントを必ず自分で解くこと。また、DVD や配信などで作品の進行

を確認しておくことが望ましい。 

 
５．教科書 

 毎授業プリントを配布する。 

 

 
６．参考書 

TEX 加藤『TOEIC L&R TEST 出る単超特急金のフレーズ』朝日新聞出版（2017 年以降発売のもの） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内、またはクラスウェブでフィードバックをおこなう。 

 
８．成績評価の方法 

 演習(授業態度・コメントシート・課題)50％、期末テスト 50％とし、合計 60％以上を単位取得の条件とする。 

 また、欠席は４回までとし、５回以上欠席した者は期末試験の受験は認めない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[H 組] 

担当者名 浦部尚志 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 具体的には，大学初年度に相応しい，英文読解力の伸長を主眼とした授業を進めていく。将来，専門の難解な英文に遭

遇しても困ることのないように，正確に英文を読み取ることが出来るよう指導していく。ただ英語を訳読するだけでなく，いかに

効果的に英文を読めばよいかも指導する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] ①テキスト：Unit 1 前半/②テキスト：Unit 1 前半(月 3)[Unit  7-1／3(金 3)] 

［第３回] ①テキスト：Unit 1 後半/②テキスト：Unit 1 後半(月 3)[Unit  7-2／3 後半(金 3)] 

［第４回] ①テキスト：Unit 2 前半/②テキスト：Unit 2 前半(月 3)[Unit  7-3／3 前半(金 3)] 

［第５回] ①テキスト：Unit 2 後半/②テキスト：Unit 2 後半(月 3)[Unit  8-1／3(金 3)] 

［第６回] ①テキスト：Unit 3 前半/②テキスト：Unit 3 前半(月 3)[Unit  8-2／3(金 3)] 

［第７回] ①テキスト：Unit 3 後半/②テキスト：Unit 3 後半(月 3)[Unit  8-3／3 後半(金 3)] 

［第８回] ①テキスト：Unit 4 前半/②テキスト：Unit 4 前半(月 3)[Unit  9-1／3(金 3)] 

［第９回] ①テキスト：Unit 4 後半/②テキスト：Unit 4 後半(月 3)[Unit  9-2／3 後半(金 3)] 

［第 10 回] ①テキスト：Unit 5 前半/②テキスト：Unit 5 前半(月 3)[Unit  9-3／3 前半(金 3)] 

［第 11 回] ①テキスト：Unit 5 後半/②テキスト：Unit 5 後半(月 3)[Review 2-1／3(金 3)] 

［第 12 回] ①テキスト：Unit 6 前半/②テキスト：Unit 6 前半(月 3)[Review 2-2／3(金 3)] 

［第 13 回] ①テキスト：Unit 6 後半/②テキスト：Unit 6 後半(月 3)[Review 2-3／3(金 3)] 

［第 14 回] ａ：春学期授業全体のまとめ/ｂ：試験 

 
３．履修上の注意 

●講義ではなく，学生による演習が中心の授業となる。毎時，発表があり，それが平常点として評価されるので，授業への積

極的参加が必要である。予習は必須である。原則として，予習をしていない場合，欠席とみなすので覚悟しておくこと。 

●出欠席その他の扱い：語学の原理・原則にのっとり，出席率及び授業への参加度を最大限重視する。出席は毎時欠かさ

ずに取る。 

 規定回数を越えて欠席＆遅刻をした場合，単位は絶対に認定しない。以下，その内訳： 

 ①欠席…４回までとする。５回以上の欠席は単位を認定しない（尚，遅刻３回で１欠とする）。居眠り・内職等厳禁！ やる気

がなく，授業に参加する意志がないと認められた場合も欠席扱いになる。目に余る場合，その場で単位不認定にする場合も

ある。 

 ②遅刻…５回までとする。欠席回数に関係なく，６回以上の遅刻は単位を認定しない（尚，遅刻は授業開始後 30 分以内と

する）。 

 ③特別な事情で欠席や遅刻をする場合は必ず相談すること。 

 ④病気・怪我等による「欠席取り消し」の扱いは，出席停止措置が必要な伝染病や，入院が必要な程度の重病・重傷なも

のに限る（その際，領収書等ではなく，「診断書」が必要）。普通の風邪程度の「欠席取り消し」は認めない。 

 ⑤近年，電車遅延による遅刻取り消しの要求も目に余るが，今年度から遅延届け書類提出による「遅刻取り消し」の扱いは

最高３回までとする。尚，５～10 分程度遅れによる遅延届けの提出も認めない。最低 20 分以上の遅延のみ認めることとす

る。 

 ⑥教科書は必ず購入の上，毎時持参すること。教科書を持って来ない場合は，「欠席」とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

[1]毎時，授業で行うテキストの授業範囲の事前学習を必須とする。和訳や練習問題等の解答ができるよう，事前に周到に準

備しておくこと。尚，予習を前提としない問題その他のものに関しては，後で十分な反復学習をしておくこと。 

[2]進度が遅れ気味の場合、Class Web の【小テスト欄】などから Web レポートを科すことがあるので、心得ておいてください。 

 

 
５．教科書 

①浦部尚志・著，Supreme Grammar Workbook for the TOEIC<09-30> L&R Test （開文社, 2020 年） 



2025 年度理工学部 シラバス 

278 

 

②浦部尚志・著, Success Course for the TOEIC Listening & Reading Test，（開文社，2017 年）[月 3 用] 

②浦部尚志・著，Communication Skills for English Composition & Grammar （開文社、2024 年）[金 3 用] 

(「金 3」の②のテキストは、今年度は「後半」を進めていきます) 

 
６．参考書 

 『英語リーディングの科学―「読めたつもり」の謎を解く』，卯城祐司・編著（研究社，2009 年）。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題や教科書内の設問等に関しては、授業内で口頭、白板への板書、教室内に設置してあるモニター、もしくは文書の配

布にて、即座に、フィードバックを行う。また、授業内で実行不可能な場合は、Class Web 内の「お知らせ発信」や「授業コン

テンツ」等にてなるべく早く、文書発信を行うことによってフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（授業態度，授業への参加度・貢献度，授業中の発表の良否等）15％，演習点（小テスト，練習問題，レポート等の

評点）15％，定期試験 70％。合計が満点の 60％以上を単位認定の条件とする。 

 
９．その他 

●コロナ禍等の収束状況次第で、授業形態がどのように変更になるか分からないので、常に、最新の動向に気を配っておく

こと。 

●教科書の出版社が「英光社」から「開文社」に変わるので、注意して下さい。また、「英光社」(旧版)と「開文社」(新版)の両

方の版が混在しますが、内容に変わりは無いので、心配はいりません。 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[H 組] 

担当者名 中川智視 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語の学習を通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，多元

的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では，ラフカディオ・ハーン（小泉八雲）によって書かれた作品，The Reconciliation を取り上げる。なお時間が余

った場合は，別のテクストを担当者のほうでで用意する。英語のみならず，日本のことについて書かれた内容であるため，日

本の歴史・文化的背景にも配慮した授業を心がけたい。受講者が，英語の読解を通じて日本のことを考える機会にすること

を，この授業の目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２－１３回] “The Reconciliation”ともうひとつ短編を読む予定 

［第１４回] ａ．まとめ ｂ．期間前試験 

 

 
３．履修上の注意 

 速さについては授業を行いながら確認し調整していくつもりだが，予習を前提とした内容になる。担当を決めて輪読する予

定。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語学は継続的な学習で実力がつくものである。授業のテクストや辞書などに前もって目を通すことはきわめて地味な作業で

あるが，学習を定着させるための習慣として重要である。授業をうまく活用しながら，継続的に学ぶ習慣を身に着けていって

ほしい。 

 

 
５．教科書 

 上記の作品のプリントを担当者が用意し，配布する。 

 

 
６．参考書 

 初回に指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 初回授業時に連絡先（メールアドレス）を案内する。受講者が担当した訳については授業内で対応するか、メールにて受け

取る。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 60％，授業への参加姿勢 40％ 

 格段の理由なく 5 回以上欠席の場合は、期末試験の受験を許可しない場合がある。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[I 組] 

担当者名 中村恭子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き、それをもとにことばそのものと、ことばが媒介する異文化の核心に触れ、

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 これまでに培ってきた英語力を活かしながら、さらなる読解力を身につけ、基本的な語彙をより多く習得することが、授業の

第一目標である。また、語法、文法の確認も徹底的に行う。使用テキスト『Science Bridge ニュースでつなぐ日常と科学』は、

アメリカの老舗科学雑誌 Science News の学生向けサイト Science News Explores から様々な科学分野の最新の記事を厳選

して取り上げている。どのトピックもみなさんの知的好奇心を大いに刺激する内容となっている。英文は容易ではないが、映

像資料を交えながら、向上心を持って、どんどん読み進めてもらいたい。本授業を通じて、最先端の科学に触れながら、英

文を読むことを楽しみ、英語に対する抵抗感を払拭してもらうことが授業の第二目標である。 

 

 
２．授業内容 

 授業は音読と和訳を中心に、語彙や文法の要所をおさえながらすすめる。毎回出席者全員に発言をしてもらう。また、毎回

授業終了時にクイズ（小テスト）を行い、これを平常点として評価する。テキストに沿った各回のトピックは以下のとおり。ただ

し、授業の進度によっては内容を変更する場合もある。 

 

［第 1 回] Introduction 

［第 2・3 回] Unit 1 Artificial Light on the Sea  

［第 4・5 回] Unit 2 Turning Out Mom's Voice 

［第 6・7 回] Unit 3 Smart Clothing 

［第 8・9 回] Unit 4 Earth's Underground Water 

［第 10・11 回] Unit 5  Pareidolia－Imaginary Faces 

［第 12・13 回] Unit 6 Robotic Finger 

［第 14 回] ａ：期末試験 / ｂ：授業全体のふりかえりと試験の正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 授業速度は速いので、和訳を中心とした予習は必須。復習も欠かさないこと。授業中の居眠り、私語、メールは厳禁。授業

途中で席を離れることも控える。もちろん、ただ席に座っていれば良いわけではない。授業への積極的参加が望まれる。授

業には必ず英和辞書（電子辞書可）を携帯すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として次回の授業範囲を一読し、わからない語は必ず英和辞書で調べること。 

 

 
５．教科書 

『Science Bridge ニュースでつなぐ日常と科学』野﨑嘉信、松本和子、Alastair Graham-Marr 編著（金星堂） 

 

 
６．参考書 

 『新 TOEIC L&R TEST 出る単特急 金の 1000 問』TEX 加藤著（朝日新聞出版） 

 授業とは直接関係はないが、英語の語彙力を強化するためにもお勧めしたい一冊。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回のクイズ（小テスト）はクラスウェブの「アンケート機能」を使って提示し、コメントを通じてフィードバックする。 

 
８．成績評価の方法 

 遅刻３回で１回の欠席となる。欠席回数が４回に達した場合は単位を認めない。成績は、期末試験４０％、平常点（毎回の

授業における小テスト）を６０％の配分で評価する。総合評価の６０％以上を合格とする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[I 組] 

担当者名 浦部尚志 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 具体的には，大学初年度に相応しい，英文読解力の伸長を主眼とした授業を進めていく。将来，専門の難解な英文に遭

遇しても困ることのないように，正確に英文を読み取ることが出来るよう指導していく。ただ英語を訳読するだけでなく，いかに

効果的に英文を読めばよいかも指導する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] ①テキスト：Unit 1 前半/②テキスト：Unit 1 前半(月 3)[Unit  7-1／3(金 3)] 

［第３回] ①テキスト：Unit 1 後半/②テキスト：Unit 1 後半(月 3)[Unit  7-2／3 後半(金 3)] 

［第４回] ①テキスト：Unit 2 前半/②テキスト：Unit 2 前半(月 3)[Unit  7-3／3 前半(金 3)] 

［第５回] ①テキスト：Unit 2 後半/②テキスト：Unit 2 後半(月 3)[Unit  8-1／3(金 3)] 

［第６回] ①テキスト：Unit 3 前半/②テキスト：Unit 3 前半(月 3)[Unit  8-2／3(金 3)] 

［第７回] ①テキスト：Unit 3 後半/②テキスト：Unit 3 後半(月 3)[Unit  8-3／3 後半(金 3)] 

［第８回] ①テキスト：Unit 4 前半/②テキスト：Unit 4 前半(月 3)[Unit  9-1／3(金 3)] 

［第９回] ①テキスト：Unit 4 後半/②テキスト：Unit 4 後半(月 3)[Unit  9-2／3 後半(金 3)] 

［第 10 回] ①テキスト：Unit 5 前半/②テキスト：Unit 5 前半(月 3)[Unit  9-3／3 前半(金 3)] 

［第 11 回] ①テキスト：Unit 5 後半/②テキスト：Unit 5 後半(月 3)[Review 2-1／3(金 3)] 

［第 12 回] ①テキスト：Unit 6 前半/②テキスト：Unit 6 前半(月 3)[Review 2-2／3(金 3)] 

［第 13 回] ①テキスト：Unit 6 後半/②テキスト：Unit 6 後半(月 3)[Review 2-3／3(金 3)] 

［第 14 回] ａ：春学期授業全体のまとめ/ｂ：試験 

 
３．履修上の注意 

●講義ではなく，学生による演習が中心の授業となる。毎時，発表があり，それが平常点として評価されるので，授業への積

極的参加が必要である。予習は必須である。原則として，予習をしていない場合，欠席とみなすので覚悟しておくこと。 

●出欠席その他の扱い：語学の原理・原則にのっとり，出席率及び授業への参加度を最大限重視する。出席は毎時欠かさ

ずに取る。 

 規定回数を越えて欠席＆遅刻をした場合，単位は絶対に認定しない。以下，その内訳： 

 ①欠席…４回までとする。５回以上の欠席は単位を認定しない（尚，遅刻３回で１欠とする）。居眠り・内職等厳禁！ やる気

がなく，授業に参加する意志がないと認められた場合も欠席扱いになる。目に余る場合，その場で単位不認定にする場合も

ある。 

 ②遅刻…５回までとする。欠席回数に関係なく，６回以上の遅刻は単位を認定しない（尚，遅刻は授業開始後 30 分以内と

する）。 

 ③特別な事情で欠席や遅刻をする場合は必ず相談すること。 

 ④病気・怪我等による「欠席取り消し」の扱いは，出席停止措置が必要な伝染病や，入院が必要な程度の重病・重傷なも

のに限る（その際，領収書等ではなく，「診断書」が必要）。普通の風邪程度の「欠席取り消し」は認めない。 

 ⑤近年，電車遅延による遅刻取り消しの要求も目に余るが，今年度から遅延届け書類提出による「遅刻取り消し」の扱いは

最高３回までとする。尚，５～10 分程度遅れによる遅延届けの提出も認めない。最低 20 分以上の遅延のみ認めることとす

る。 

 ⑥教科書は必ず購入の上，毎時持参すること。教科書を持って来ない場合は，「欠席」とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

[1]毎時，授業で行うテキストの授業範囲の事前学習を必須とする。和訳や練習問題等の解答ができるよう，事前に周到に準

備しておくこと。尚，予習を前提としない問題その他のものに関しては，後で十分な反復学習をしておくこと。 

[2]進度が遅れ気味の場合、Class Web の【小テスト欄】などから Web レポートを科すことがあるので、心得ておいてください。 

 

 
５．教科書 

①浦部尚志・著，Supreme Grammar Workbook for the TOEIC<09-30> L&R Test （開文社, 2020 年） 
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②浦部尚志・著, Success Course for the TOEIC Listening & Reading Test，（開文社，2017 年）[月 3 用] 

②浦部尚志・著，Communication Skills for English Composition & Grammar （開文社、2024 年）[金 3 用] 

(「金 3」の②のテキストは、今年度は「後半」を進めていきます) 

 
６．参考書 

 『英語リーディングの科学―「読めたつもり」の謎を解く』，卯城祐司・編著（研究社，2009 年）。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題や教科書内の設問等に関しては、授業内で口頭、白板への板書、教室内に設置してあるモニター、もしくは文書の配

布にて、即座に、フィードバックを行う。また、授業内で実行不可能な場合は、Class Web 内の「お知らせ発信」や「授業コン

テンツ」等にてなるべく早く、文書発信を行うことによってフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（授業態度，授業への参加度・貢献度，授業中の発表の良否等）15％，演習点（小テスト，練習問題，レポート等の

評点）15％，定期試験 70％。合計が満点の 60％以上を単位認定の条件とする。 

 
９．その他 

●コロナ禍等の収束状況次第で、授業形態がどのように変更になるか分からないので、常に、最新の動向に気を配っておく

こと。 

●教科書の出版社が「英光社」から「開文社」に変わるので、注意して下さい。また、「英光社」(旧版)と「開文社」(新版)の両

方の版が混在しますが、内容に変わりは無いので、心配はいりません。 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[J 組] 

担当者名 小林千春 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本授業では、加速するグローバル化に対応できるよう英語力と異文化理解力を身につけることを目的とする。特に英語リー

デイング力に主軸をおきながら、同時にリスニング力、ライテイング力、スピーキング力も身につけていく。授業はテキストに沿

って進めていくが、まず英語圏の国々の歴史と文化に関しての知識を身につけるために、植民地主義、ポストコロニアリズ

ム、新植民地主義に関しての知識と理解を深め、続いて世界に広がる様々な英語圏の国々に関しての興味深い英文を読

む。英文の中で使用されている単語を学び語彙力の強化を図る。 

必要に応じて、英語圏以外の国への文化と理解を深めるためにハンドアウトも用意する。 

また、発信力育成のために個人での英語プレゼンテーションも行い、独創性、リサーチ力、プレゼンテーション力を養う。 

 

 

 

 
２．授業内容 

扱う内容は以下の通りですが、進度状況によって内容、順序を入れ替えることがあります。 

中間テストを予定しています。日程は授業で周知します。 

［第１回］イントロダクション プレゼンテーションについて 

［第２回］Chapter 1 Colonialism /ハンドアウト 

［第３回］Chapter1    Colonialism/ハンドアウト 

［第４回］Chapter 2   Post colonialism /ハンドアウト 

［第５回］Chapter 2 Post colonialism /ハンドアウト 

［第６回］Chapter 3   Neocolonialim/ハンドアウト 

［第７回］Chapter 3   Neocolonialism /ハンドアウト 

［第８回］Chapter 4.  The U.K. /ハンドアウト 

［第９回］Chapter 4   The U.K./ハンドアウト 

［第 10 回］Chapter 5  Ireland/ハンドアウト 

［第 11 回］Chapter 5  Ireland/ハンドアウト 

［第 12 回］Chapter 6  Nigeria/ハンドアウト 

［第 13 回］Chapter 6  Nigeria/ハンドアウト 

［第 14 回］期末試験  b 総まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

教科書は通年使用します。必ず初回の授業までに用意して下さい。 

参加型授業ですので、授業には積極的に参加すること。 

プレゼンテーション担当者は、指示された提出方法や締め切りを厳守すること。 

評価シートはきちんと記入し毎回提出すること。 

出席回数が全体の２／３に満たない場合は成績評価の対象にならないので注意すること。 

授業中に課題などの様々な指示をするので欠席した際は確認をして下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

指定された範囲のリーディングの予習をする。担当となったプレゼンテーションの資料は指定された方法で期日までに提出

すること。 

扱った箇所のリーディング教材を読み返し、単語やイディオムなどを復習すること。 

 
５．教科書 

『Global Perspectives in the English-speaking World:Past and Present』 Hakusuisha 

 

Handout も 使用します。 

 

 
６．参考書 
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授業中に紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

プレゼンテーションに対するフィードバックは、各自が提出した self evaluation sheet に担当者がコメントを記入し 

原則、翌週の授業で返却します。 

 
８．成績評価の方法 

授業の貢献度１5％ 中間テスト・課題 25％ プレゼンテーション・評価シート 30％ 期末試験 30％  

合計 60％以上を単位取得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[J 組] 

担当者名 柳田恵美子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ニュースタイプの ビデオクリップ を聴取する作業を通して，現代英語の音声に親しみ，カレントトピックスに関する語彙力

を増強し，問題意識を深める。 

 ニュースのスクリプトや関連する英文テキストを読むことにより，リーディング力およびリーディングの結果を発信する英語力

の向上を目指す。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション，プレゼンテーションの準備 

［第２回] プレゼンテーション 

［第３回] 教科書 Unit 1 

［第４回] Unit & ､Unit 2 

［第５回] Unit 2 

［第 6 回] Unit 3 

［第 7 回] Unit 3 と前半のまとめ 

［第８回] Unit 4: 

［第 11 回] Unit 4, Unit 5 

［第 12 回] Unit 5  

［第 13 回] Unit 6 

［第 14 回] ａ：春学期のまとめ ｂ：復習テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 単位取得のためには、指定された教科書を携帯して、10 回以上の出席が必要である。（30 分以内の遅刻・早退は３回で１

回の欠席とみなされる） 

 授業への積極的な参加，リーディングへの意欲的な取り組みが求められる。 

 

 

授業の進行状況などによっては、小テスト、授業内で扱うテキストの Unit などについて、変更になる場合もある。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語彙学習，音読，授業で扱った記事の復習。時事問題についての関心を持ち，理解を深めることを心がける。 

 教科書にはオンラインビデオが付属しているので，積極的に聴取し，自律的に英語力の向上に努める。 

 英英辞典の使用に慣れ親しむ 

 

 
５．教科書 

 British News Update 7, Timothy Knowles 他（金星堂） 

 

 
６．参考書 

 三森ゆりか、「外国語を身につけるための日本語レッスン」 

 講義内で随時紹介する。 

 オンラインでよいので，英英の辞書を活用する。 

 ウェブサイトの英文新聞記事を積極的に読む 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出期限を経過した後、提出されたものの中から数件サンプルを示し、優れた点、改善点などをコメントする。 

 
８．成績評価の方法 

 テスト 50％，プレゼンテーション 10％，通常授業時の授業参加度および課題など 40％ 
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（出席回数を満たし、総合得点、100 点の内、60％以上を得点した場合、単位修得となる） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[K 組] 

担当者名 佐藤直子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では The New York Times の記事を読み、英語を正確に読む力を身につけます。記事のテーマはギグ・エコノミ

ー、Zoom、リモートワーク、ポスト真実、Spotify、サブスクリプション文化など、現代社会を生きる我々にとって身近なものばか

りです。善悪の判断が容易ではない，意見の分かれる問題について英語で考えてみましょう。 

 授業ではまず皆さんに順番に英文を和訳してもらい、記事を理解するのに必要な文法や文化的背景知識をこちらが説明

します。授業の最後には記事についての皆さんの意見を口頭で発表するか、英文エッセイに書いて提出してもらいます。 

 英語を正確に理解し、さまざまな問題について客観的に思考し、自らの考えを的確に表現する力を身につけることが、この

授業の到達目標です。 

 
２．授業内容 

［第 1 回］ a：イントロダクション b：英文エッセイ・ライティング 

［第 2 回］ It’s Not Technology That’s Disrupting Our Jobs (1) 

［第 3 回］ It’s Not Technology That’s Disrupting Our Jobs (2) 

［第 4 回］ Why Zoom Is Terrible (1) 

［第 5 回］ Why Zoom Is Terrible (2) 

［第 6 回］ Remote Work Is Failing Young Employees (1) 

［第 7 回］ Remote Work Is Failing Young Employees (2) 

［第 8 回］ Packed Cubicles, Empty Corner Office: Remote Work Is Increasingly a Right of the Rich (1) 

［第 9 回］ Packed Cubicles, Empty Corner Office: Remote Work Is Increasingly a Right of the Rich (2) 

［第 10 回］  College Students: School Is Not Your Job (1) 

［第 11 回］  College Students: School Is Not Your Job (2) 

［第 12 回］  There's a Very Good Reason College Students Don't Read Anymore (1) 

［第 13 回］  There's a Very Good Reason College Students Don't Read Anymore (2) 

［第 14 回］ a：春学期のまとめ b：期末試験 

 

 

 
３．履修上の注意 

 予め記事を読み、辞書を持って授業に参加して下さい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として辞書を引きながら記事を読み、復習として記事を読んで考えたことを英文エッセイにまとめて下さい。 

 

 
５．教科書 

 プリントをこちらで用意し、配布します。 

 

 
６．参考書 

 特にありません。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 英文エッセイは添削して返却します。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（英文和訳・授業内発言・英文エッセイ）60％、期末試験 40％で総合評価し、全体の 60％以上を単位修得の条件

とします。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[K 組] 

担当者名 保坂昌光 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「大学を卒業した」ということは，欧米においてはしばしば，充分な読み書きの能力を有すること―つまり，明晰な表現や構

成を持つ文章はもとより，抽象的表現や一定のニュアンスを含む文章を理解することができ，またそれに準じる文章を書くこ

とができること―を意味する。英語を母語としないのだから限界はあるが，辞書さえあれば，英語圏の大学生に準じる読解能

力が得られるレベルに到達することを目標とする。授業では，英語圏の職業的文筆家が英語圏の一般読者向けに書いた雑

誌記事を，一切の注解なしで通読および精読する。リーディング１での目標は，論理的に構成され論理的に書かれた文章を

論理的に読むこと，見方を変えて言えば一般的な英語資料を論理的に理解・整理する能力の養成である。 

 なお，基礎的英語運用能力は高校レベルで足りるはずだが，忘れたことは再学習せねばならない。基礎レベル以上の運

用能力については，積極的に考えること・疑うこと・調査することによってしか得られない。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～13 回] 英語圏の雑誌記事を読む（下記を参照） 

［第 14 回] 総括と自己評価 

 文章全体の論理構成を把握する通読的観点を確保しつつ、パラグラフ内部の論理構成や表現法に配慮した精読を行う。

各パラグラフの内容整理と読解上の注意点の確認を中心に授業を展開する。「各パラグラフの内容整理」とは，パラグラフ内

に含まれる情報を誰もが理解できる表現に書き換えることであり，誤解を恐れず言えば「英文和訳」とは全くの別物である。

「読解上の注意点」とは，調べればわかること・考えればわかること・わかりにくいこと・わからないこと等を意味する。読解上の

注意点を全く指摘できない，つまり「特にわからないことはない」は「なにもわからない」に等しい。わかることもわからないこと

も説明できなければ知的意味はない。むしろわかること，わかりにくいこと，わからないことを分離して整理する事が重要であ

る。 

 リーディング１では，主としてテクノロジーに関する題材や社会的な事象について比較的明晰に書かれた 600 語前後の記

事１つを授業２回で扱う。記事の抜粋をそのまま用いるのが基本だが，程度に応じて担当教員が再構成ないし部分的にリラ

イトしたものも用いる。なお新しい雑誌記事を利用する場合もあるため，各回に扱う題材は２週間前まで決定できない。 

 以下は授業の各回の内容に対応するものではないが，蓄積的に修得しつつ積み上げていくべきものを下に挙げる。 

１．大学生が持つべき辞書，辞書の活用法 

２．文章を読み解くのに必要なツール 

３．通読と精読 

４．パラグラフの一貫性 

５．文章のポイントの抽出 

６．雑誌記事・新聞記事の構成 

７．明晰な文章の論理展開各種 

８．英語の文章の論理展開（と日本語の論理展開） 

９．英語特有の表現法各種 

 上記のうち，４～６の理解については，春学期前半に強化する。７～９については春学期半ば以降に繰り返して理解を求め

る。なお上記については，ノウハウを講義するというよりも，何らかの題材を読み解く中で実践的に修得されるものと了解され

たい。 

 
３．履修上の注意 

 物理的参加は評価対象としない（つまり出席自体に点数はつかない）が，消極的参加（遅刻の累積・無許可の早退・看過

できない受講姿勢など）は評価時のマイナス要因とし、総合評価点から適宜減点する。履修上の注意点の詳細については

初回開講時に説明する。毎授業時に小テスト（成績評価の対象）を実施するので不足のないよう注意すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習方法について初回開講時に詳しく説明する。復習の確認として教材記事の日本語による要約を３回課す（成績評価

の方法について参照）。 

 
５．教科書 

 プリントを配布する。ほか，大学生向けの英和辞典が必要。 

 

 
６．参考書 
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  使用すべき辞書について初回開講時に説明する。大半の受講者が電子辞書を使用しているものの，コンテンツが中高

生向け学習用辞典のままで，大学入学に際して買換え・アップグレードしていないケースが多い。高校生に普及している大

修館『ジーニアス英和辞典』だけが収録されているレベルでは，明大理工学部生にとって内容的に全く足りない。高額機とな

るが，今後長く使用する事も考慮の上で，下記①②③のいずれかが収録されている機種の使用を推奨する。 

 ①大修館『ジーニアス英和大辞典』（「大」辞典である点に注意） 

 ②小学館『ランダムハウス英和大辞典』 

 ③研究社『リーダーズ英和辞典』/『リーダーズ・プラス』 

 中高生向け学習用辞典である④⑤⑥⑦は低スペックの辞書と理解すること。使用を推奨しない。 

 ④大修館『ジーニアス英和辞典』 

 ⑤小学館『プログレッシブ英和中辞典』 

 ⑥ほか上記ふたつに準じる収録語数 10 万語程度の学習用英和辞典 

 ⑦上記以下の中学生向け学習用辞典 

 スマホによる辞書サービスの利用を容認する。ただし辞書としての操作性が低く，アプリやサービスで済まそうとすると，英

語運用能力・思考力の低下に結びつくリスクがある。またネット上の機関翻訳サービスへの依存は，英語運用能力・理解力

の向上に一切つながらないばかりか，低下を招くため避けること。面倒でも電子辞書専用機を使用することを推奨する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

※ 下記「成績評価の方法」も併せて参照 

①授業時の小テストの答案を受講者に返却しない。次回授業時のはじめに回答例を配布し、注意を要する点がある場合に

は解説する。 

②レポートについては、書き方について授業１回分を用いて解説する。個々のレポートにダメ出しやコメントする事はしない

が、優れた部分がある事例をピックアップし、書き方ならびに工夫の仕方について解説する授業回を設ける予定がある。 

 
８．成績評価の方法 

 各授業回のはじめに出欠と遅刻を確認する。 

 ①毎授業時の小テストの合計点を百点法換算 〔60％〕 

 ②レポート（授業で扱った記事の日本語による要約）３回 

 レポート３回分の合計点を百点法換算 〔40％〕 

 ③遅刻の累積・無許可の早退・看過できない受講姿勢・等に対するマイナス評価 〔適宜〕 

 評価＝①×0.6＋②×0.4＋③ 〔合計 60 点以上で合格とする〕 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[L 組] 

担当者名 小林千春 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本授業では、加速するグローバル化に対応できるよう英語力と異文化理解力を身につけることを目的とする。特に英語リー

デイング力に主軸をおきながら、同時にリスニング力、ライテイング力、スピーキング力も身につけていく。授業はテキストに沿

って進めていくが、まず英語圏の国々の歴史と文化に関しての知識を身につけるために、植民地主義、ポストコロニアリズ

ム、新植民地主義に関しての知識と理解を深め、続いて世界に広がる様々な英語圏の国々に関しての興味深い英文を読

む。英文の中で使用されている単語を学び語彙力の強化を図る。 

必要に応じて、英語圏以外の国への文化と理解を深めるためにハンドアウトも用意する。 

また、発信力育成のために個人での英語プレゼンテーションも行い、独創性、リサーチ力、プレゼンテーション力を養う。 

 

 

 

 
２．授業内容 

扱う内容は以下の通りですが、進度状況によって内容、順序を入れ替えることがあります。 

中間テストを予定しています。日程は授業で周知します。 

［第１回］イントロダクション プレゼンテーションについて 

［第２回］Chapter 1 Colonialism /ハンドアウト 

［第３回］Chapter1    Colonialism/ハンドアウト 

［第４回］Chapter 2   Post colonialism /ハンドアウト 

［第５回］Chapter 2 Post colonialism /ハンドアウト 

［第６回］Chapter 3   Neocolonialim/ハンドアウト 

［第７回］Chapter 3   Neocolonialism /ハンドアウト 

［第８回］Chapter 4.  The U.K. /ハンドアウト 

［第９回］Chapter 4   The U.K./ハンドアウト 

［第 10 回］Chapter 5  Ireland/ハンドアウト 

［第 11 回］Chapter 5  Ireland/ハンドアウト 

［第 12 回］Chapter 6  Nigeria/ハンドアウト 

［第 13 回］Chapter 6  Nigeria/ハンドアウト 

［第 14 回］期末試験  b 総まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

教科書は通年使用します。必ず初回の授業までに用意して下さい。 

参加型授業ですので、授業には積極的に参加すること。 

プレゼンテーション担当者は、指示された提出方法や締め切りを厳守すること。 

評価シートはきちんと記入し毎回提出すること。 

出席回数が全体の２／３に満たない場合は成績評価の対象にならないので注意すること。 

授業中に課題などの様々な指示をするので欠席した際は確認をして下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

指定された範囲のリーディングの予習をする。担当となったプレゼンテーションの資料は指定された方法で期日までに提出

すること。 

扱った箇所のリーディング教材を読み返し、単語やイディオムなどを復習すること。 

 
５．教科書 

『Global Perspectives in the English-speaking World:Past and Present』 Hakusuisha 

 

Handout も 使用します。 

 

 
６．参考書 
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授業中に紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

プレゼンテーションに対するフィードバックは、各自が提出した self evaluation sheet に担当者がコメントを記入し 

原則、翌週の授業で返却します。 

 
８．成績評価の方法 

授業の貢献度１5％ 中間テスト・課題 25％ プレゼンテーション・評価シート 30％ 期末試験 30％  

合計 60％以上を単位取得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[L 組] 

担当者名 榎本悠希 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では平易な英語で書かれた海外映画についてのテクストの精読を行います。それを通じて、大学で専門的な学術

書を読む為の基礎となる英語読解能力の向上を目指します。題材として映画を扱いますので、実際に映像を見ることも多々

あります。リーディング能力のみならずリスニング能力の向上の秘訣もお教えしたいと思います。 

 履修者の状況や進行具合によって前後しますが、基本的には二回の授業で一本の映画を扱う予定です。また、学期後半

では映像演習を行い、海外文化に触れる上で重要ではあるが普段見ないような映画体験を是非していただく予定です。 

 映画とテクスト読解を通じて是非、英語能力を向上させましょう！ 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション（進め方の説明、教科書の紹介、自己紹介等） 

［第２回]  映画①  

［第３回]  映画① 

  （・・・）  

［第 10 回] 映画⑤  

［第 11 回] 映画⑤ 

［第 12 回]   映像演習 

［第 13 回] 学期の総括・期末テストについて 

［第 14 回] 期末試験    

 

 
３．履修上の注意 

毎回、指定箇所を必ず予習してきてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

テクストの指定箇所を事前に必ず読み、知らない単語・表現は辞書等で調べておいてください。 

 

 
５．教科書 

Our Time, Our Lives, Our Movies 『映画で読むわたしたちの時代と社会』Joseph Tabolt/森永弘司（金星堂） 

 
６．参考書 

Our Society, Our Diversity, Our Movies 『映画に観る多文化社会のかたち』Joseph Tabolt/ 森永弘司（金星堂） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

コメントシートの返却などを通じて随時行います。 

 
８．成績評価の方法 

平常点（演習）50%、期末試験 50%、合計 60%以上を合格とします。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[M 組] 

担当者名 岡本佳奈 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、イギリス、ヴィクトリア朝時代（1837-1901 年）の小説作品を複数取り上げ、リーディング力の総合的なレベルア

ップをはかります。各テクストを精読し、出版当時の社会背景や歴史的文脈を踏まえた上で、作品に対して批評的な読解を

施し、議論できるようになることを目指します。特に、ヴィクトリア朝時代のイギリスにおいて「家」という空間がどのような意味を

帯びていたのかについて小説の読解を通じて理解を深めます。各自の理解度を確認するために、随時ライティング課題にも

取り組んでもらいます。 

 
２．授業内容 

[第 1 回] イントロダクション 

[第 2 回] Preparation Phase 1：ヴィクトリア朝時代の背景について 

[第 3 回] Preparation Phase 2：小説の読み方 

[第 4 回] 『オリヴァー・トゥイスト』① 

[第 5 回] 『オリヴァー・トゥイスト』② 

[第 6 回] 『オリヴァー・トゥイスト』③ 

[第 7 回] 『オリヴァー・トゥイスト』④ 

[第 8 回] 『オリヴァー・トゥイスト』⑤ 

[第 9 回] 『ジキル博士とハイド氏』① 

[第 10 回] 『ジキル博士とハイド氏』② 

[第 11 回] 『ジキル博士とハイド氏』③ 

[第 12 回] 『ジキル博士とハイド氏』④ 

[第 13 回] 『ジキル博士とハイド氏』⑤ 

[第 14 回] 期末試験・まとめ 

＊各回の授業内容には, その他にも関連する英語問題の小テスト等が含まれます。 

 

 
３．履修上の注意 

・授業内で単語テストおよびライティング（数行程度）を実施します。 

・欠席は４回を上限とし、これをオーバーした場合は単位取得の資格を失います。授業開始後 30 分を超えた遅刻は欠席と

してカウントします。3 回の遅刻で欠席１回分とみなします。 

・授業中の居眠り・私語は減点対象となります。他の学生に迷惑がかかると判断した場合には、退室を促すこともあります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・各回に単語テストを行うため、授業で用いたテクストを復習すること。 

・翌週に読む文章を各回の授業後に配布するので、わからない単語や文法を事前に調べてしっかり予習しておくこと（英文

法がわからなかった場合は、どこがどう分からないのかを説明できるようにしておく）。 

・授業内では各自で読む時間は取らないため、当てられても困らないようにしっかり予習しておくこと。予習していないと教員

が判断した場合は、大幅な減点となる。  

・授業内でライティング（リアクションペーパーの作成）を行なうので、予習の段階で各回のトピックに関して自身の意見を表現

できるようにしておくこと。 

 

 
５．教科書 

各授業の最初にプリントを配布します。 

 
６．参考書 

英和辞書を持参すること。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

小テスト実施回の翌週には授業内で解説を行います。 

 
８．成績評価の方法 
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・小テスト 20%、ライティング 30％、期末試験 50％で評価します。全体で 60％以上を単位取得の条件とします。 

・５回以上欠席した場合は、単位取得の資格を失います。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[M 組] 

担当者名 宮田理奈子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 インターネットの普及や，E メールによる海外とのやり取りの機会の増加により，英語を読む必要性が多くの人に生じてい

る。英文を読むことを通じて英語への抵抗感をなくし英語読解力の習得を目指し，自分が理解した事を発信する力も養成す

る。14 回をめどに，主に DVD，プリント，教科書を用いて，要約したり，必要に応じて自分なりの考えをまとめたり発表したり

する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 授業のすすめかた，イントロダクション 

［第２回] LIFE CHANGES 

［第３回] TEAM POWER 

［第４回] OCEAN WONDERS 

［第５回] WHAT WE WEAR 

［第６回] MOMENTS AND MEMORIES 

［第７回] BUILDING SOLUTIONS 

［第８回] ROADS TO FAME 

［第９回] FACE OFF 

［第 10 回] COMMUINITY VOICES 

［第 11 回] ROBOTS AND US 

［第 12 回] プリント 

［第 13 回] プリント 

［第 14 回] ａ）試験 ｂ）まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 辞書を持参すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 各章の PRE-READING および VOCABULARY の事前予習が望まれる。（準備学習 30-45 分） 

 

 
５．教科書 

 21st Century Reading Creative Thinking and Reading with TED talks 1 Cengage Learning 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内に口頭で伝える 

 
８．成績評価の方法 

 試験 40％レポート 30％，受講への熱意，質疑応答など 30％。総合得点の 60％を合格点とする。 

 

 
９．その他 

 積極的に他者と協力して楽しみながら課題に取り組み，発言する姿勢が望ましい。 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[N 組] 

担当者名 管啓次郎 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「読む」とはどういうことか。簡単な英文なら機械翻訳が完璧なものを提供してくれる時代、通り一遍の訳読にはほとんど意味

がない。文章が語ろうとしていることの本質を、その文化的背景をも含めて、精読する。その上で、「よいセンテンス」を暗唱す

る。古来の「文」の学習を、もっともよいかたちで経験したい。そして「文」を身につけたい。 

 

英語・フランス語・スペイン語からのプロの翻訳者として 40 年以上の経験をもつ教員による、確実にもっともきびしい英語の

授業。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第 2〜13 回] テクスト精読 

［第 14 回] まとめと期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

授業中に指示する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

専用のノートをつくること。 

 
５．教科書 

授業中に指示する。 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

期末試験および小課題（不定期）で判定する。欠席が４回を超えた場合、いかなる理由があろうとも期末試験の受験資格を

与えない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[N 組] 

担当者名 井上善幸 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では，比較的読みやすい英語テキストを利用して文学作品を読んでゆく予定である。総合的な読解力を養成する

ことが目的であり，そのためにも，授業内では文章を CD などを利用して聞き，そのあといっしょに音読する。難解な単語は

意味を確認し，日本語に置き換えてゆく。英語と日本語の両方を往還する作業の中で，その往還運動をスポーツのような感

覚で練習できるようになれば，語学は楽しい。そのためにも，自分の気に入った良質の英和辞典を用い，さらに英語の logic 

を〈英語の中で〉身につけるためにも，使い勝手のよい英英辞典を購入することを強く薦める。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション―効果的な英語学習について，および使用するテクストについて 

［第２回] 筆記体の練習，テクストの音読と意味把握。日本語訳。 

［第３回～第 13 回] 上記の目的を達成できるように，毎回，ほぼ同じような作業を反復することになる。この反復作業を通し

て語学力を養成してほしい。繰り返すが，語学もスポーツや楽器の練習と同じなのである。 

［第 14 回] まとめと試験 

 

 
３．履修上の注意 

 授業中は，質問も含め，積極的に発言すること。その毎回の積み重ねを平常学習点として加算する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習は必ずしておくこと。テクストを開き，まずは何度か音読し，その後で意味の不明な単語は意味を調べ，わからないとこ

ろはどこかをマークしておくこと。 

 

 
５．教科書 

 Dominoes Three. Sherlock Holmes: The Sign of Four. Text adaptation by Jeremy Page（Oxford UP). 

 ISBN: 978-0-19-424823-5 

 
６．参考書 

 推薦辞書として，以下のものを挙げておきたい。 

 

１．Longman's Dictionary of Contemporary English.（6th Edition） 

２．Oxford Advanced Learner's Dictionary（New 8th Edition). 

３．ジーニアス英和辞典（最新版を利用すること） 

４．リーダーズ英和辞典（同上） 

５．Oxford Dictionary of English. 

６．Oxford Thesaurus of English. 

７．Oxford English Dictionary. 

 

 １と２の辞書は誠に素晴らしい学習者用の英英辞書で，本格的に英語を勉強しようと目指すものには大変お薦めである。

ぜひ実際に手に取ってみてほしい。授業内でもこれらの辞書を積極的に使用してゆく。  

 ６の辞書は，英作文の際，英文に磨きをかけるには必須。 

 ７の辞書は，学内のパソコンであれば，図書館のサイトから容易にアクセスできるので，ぜひ利用してみて欲しい。単語の歴

史的な意味の変遷などを知ろうと思えば、この辞書をおいて、他にはありえない。最大の英語辞典。図書館には冊子体もお

いてある。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 基本的には、毎回の授業における発言等によって行われることとなる。 
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８．成績評価の方法 

 平常学習点 50％，期末試験 50％の比重で評価し，総合評価 100 点満点で，60 点以上を合格とする。したがって，たとえ

試験で最高点を取ったとしても単位は修得できないことになる。期末試験は 5 割以上得点することが想定されている。 

 毎回の授業で，音読・和訳・質問・解答などにより，平常学習点を着実に積み重ねること。 

 出席はもちろん大変重要だが，それだけでは学習点とはならないので注意すること。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[O 組] 

担当者名 石川太郎 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では，リーディングスキル養成を第１の目的とするが、ライティング、スピーキング、リスニングといった総合力養成を

最終的に目指している。授業２回で１章を扱い，問題演習に加えてペアワークやグループディスカッションを行う。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Unit 1-1 

［第３回] Unit 1-2 

［第４回] Unit 2-1 

［第５回] Unit 2-2 

［第６回] Unit 3-1 

［第７回] Unit 3-2 

［第８回] Unit 4-1 

［第９回] Unit 4-2 

［第 10 回] Unit 5-1 

［第 11 回] Unit 5-2 

［第 12 回] Unit 6-1 

［第 13 回] Unit 6-2 

［第 14 回] ａ．まとめ ｂ．期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 毎回必ず英語辞書を持参すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として，事前にテキストを読み，分からない単語などは調べておくこと。 

 復習として，単語・熟語，要となるフレーズ・文の意味を確認しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 British News Update 6 （金星堂，2800 円＋税） 

 
６．参考書 

 授業時に適宜指示する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出した課題に必ずコメントを添えて返却致します。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 60％，授業内演習 40％ 

 全体の 60％以上を得点することを単位取得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[O 組] 

担当者名 熊谷めぐみ 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 小説を中心とする英語圏の文学作品を通じて、英文を正確に理解することを目標とし、英語学習に不可欠な，英語圏の文

化についても学び異文化理解を深める。必要に応じてドラマや映画などの映像作品を参照し、リスニング力を高めるととも

に、多様な英語表現にふれる。同時に、TOEIC 対策も含めた語彙力の強化を図り，英文読解の方法を学び実践する。 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 文学作品を読む（1） 

［第３回] 文学作品を読む（2） 

［第４回] 文学作品を読む（3） 

［第５回] 文学作品を読む（4） 

［第６回] 文学作品を読む（5） 

［第７回] 復習 

［第８回] 文学作品を読む（6） 

［第９回] 文学作品を読む（7） 

［第 10 回] 文学作品を読む（8） 

［第 11 回] 文学作品を読む（9） 

［第 12 回] 文学作品を読む（10） 

［第 13 回] 復習 

［第 14 回] ａ．まとめ ｂ．期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 教科書を必ず購入すること（秋学期も同じ教科書を使用）。３回の遅刻（30 分以内）で１回の欠席とする。３０分以上の遅刻・

早退は欠席とする。欠席回数が授業回数の三分の一に達した学生は単位習得が認められない（期末試験の受験資格を失

う）。課題を行う。授業への積極的参加が求められる。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業範囲を予習し，わからない単語は辞書を引いてくる。授業後，授業内容を復習する。 

 

 
５．教科書 

『A Shorter Course in TOEIC® Test Vocabulary Quizzes ５分間 TOEIC®テスト英単語・熟語 1000』Seishi Sato（南雲堂） 

 

 

 
６．参考書 

 特に指定しない。 

 必要に応じて授業内で紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基本的に授業中にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（授業演習・課題）50％，定期試験 50％。合計が満点の 60％以上を単位習得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[P 組] 

担当者名 塩谷幸子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 世界を取り巻く様々な状況を英語で正確に理解して、それを批判的に読み解き、その上で自国の社会や文化についても

客観的かつ多面的な視点で捉えることのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 

 具体的な到達目標は，英文を意味の塊ごとに読み（チャンク・リーディング）、ある一定の速度で安定的に読める読解力を

身につけることである。音読とチャンク・リーディングは車の両輪のようなものであるから、音読練習も時間をかけて行う。英語

らしい発音やリズムを習得し、意味のかたまりを意識することによって、リスニング・スピーキング・ライティング力も鍛えることが

できる。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション・プレテスト 

［第２回] Unit 1 

［第３回] Unit 1 

［第４回] Unit 2 

［第５回] Unit 2 

［第６回] Unit 3 

［第７回] Unit 3 

［第８回] Unit 4 

［第９回] Unit 4 

［第 10 回] Unit 5 

［第 11 回] Unit 5 

［第 12 回] Unit 6 

［第 13 回] Unit 6 & プレゼンテーション 

［第 14 回] 期末試験・まとめ・ポストテスト 

 

 
３．履修上の注意 

・ペア / グループワークを多用し、主体的に、対話的に、そしてより深く学び合う参加型（＝協働学習）の授業を行う。使用

する CALL（コンピュータ支援の語学学習）教室の特性を活かして、様々な学習ツール（音声通話、チャット、音声録音、グル

ープワーク機能など）を利用しながらクラスメートと共に効率よく学習する。洋楽、洋画、TOEIC の問題等も副教材として積極

的に活用する。 

・初回授業からコンピュータを使用するので，共通認証システムアカウントを確認しておく必要がある。 

・ペア/グループワークを頻繁に行う参加型の授業である。予習を怠ると授業に参加できないばかりか、他の受講生にも迷惑

がかかるので十全な準備が必要である。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

本授業の準備学習・復習時間は、合わせて 60 分程度を標準とする。  

・テキストの予・復習と１日５分のシャドーイング練習を続けることによって，自律的な学習習慣を身につけて欲しい。 

 

 

 
５．教科書 

VOA News: Reading for Cross-cultural Understanding[/I]『異文化理解のための VOA ニュース 15』（英宝社, 2021） 

 

 
６．参考書 

Grammar in Use Intermediate, 3rd Edition (Cambridge Univ. Press, 2010) 

Practical English Usage (Oxford Univ. Press, 2005) 

 

その他の参考書や参考サイトについては授業時に適宜紹介する。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

提出課題に対しては個別またはクラス全体のフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 定期試験 50％＋プレゼンテーション 20％＋提出課題 20%＋平常点 10％によって評価する，総合得点の 60％以上を合

格点とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[P 組] 

担当者名 近藤章子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では，アメリカのテレビ局 ABC 放送によるニュースのスクリプトを読む。テレビニュースはリスニング教材として使

われることが多いが，リスニング力強化を図る以前に，ニュースのスクリプトを読んで理解できる語彙力と読解力が不足してい

ることが少なくない。まず，聴き取った英語をディクテーションしてスクリプトの空所を埋めた後，スクリプトと要約文の内容を理

解する。次に，スクリプトなしでニュースを聴いて理解できるように音読練習をする。ニュースの話題に関連した会話で使える

表現も学ぶ。 

 次の４点を到達目標とする。 

１）英字新聞と違う文体で書かれるテレビニュースの英語と一般市民が話す口語体の英語に慣れる。 

２）辞書の使い方に習熟し，ニュースのスクリプトを読みこなせる。 

３）意味を理解した文章を正確に発音できる。 

４）リスニングにも対応できる速読力を身につける。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] News Story 1：テイラー・スウィフトの画像が拡散 （ニュース内容の理解と音読） 

［第３回] News Story 1：テイラー・スウィフトの画像が拡散 （ニュースの要約文と会話表現） 

［第４回］  News Story 2：プロの写真家が保護犬を撮る （ニュース内容の理解と音読） 

［第５回] News Story 2：プロの写真家が保護犬を撮る （ニュースの要約文と会話表現） 

［第６回] News Story 3：ガザ停戦を求めて広がる学生抗議デモ （ニュース内容の理解と音読） 

［第７回] News Story 3：ガザ停戦を求めて広がる学生抗議デモ （ニュースの要約文と会話表現） 

［第８回] News Story 4：自閉症がテーマのブロードウェイミュージカル （ニュース内容の理解と音読） 

［第９回] News Story 4：自閉症がテーマのブロードウェイミュージカル （ニュースの要約文と会話表現） 

［第 10 回] News Story 5：きれいな地球を目指す大学生たち （ニュース内容の理解と音読） 

［第 11 回] News Story 5：きれいな地球を目指す大学生たち （ニュースの要約文と会話表現） 

［第 12 回] News Story 6：第二次世界大戦中、アメリカを支えた女性たち （ニュース内容の理解と音読） 

［第 13 回] News Story 6：第二次世界大戦中、アメリカを支えた女性たち （ニュースの要約文と会話表現） 

［第 14 回] ａ：まとめ，ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

１）必ず予習をして授業に臨むこと。 

２）授業で学ぶ語句の語法や発音を辞書で確認してもらうことが多いので，冊子形態の辞書，もしくは電子辞書を持参するこ

と。 

３）遅刻・欠席は減点対象になる。病気などのやむを得ない事情がある場合はそれを証明するものを提示してもらうが，よほ

どのことがない限りは出席することが成績評価の前提であることを心得てほしい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 各課の語句問題をし，例文の中にわからない単語と語句があったら意味と使い方を辞書で調べておく。機械的な単語調べ

で済ませるのではなく，日本語で文の意味を説明できるようにしておくこと。ニュースのリスニングが終了した課のニュース本

文と要約文についても同様である。 

 授業後はオンラインビデオをストリーミング再生することによって英文を聴き，少なくとも３回は音読してほしい。 

 

 
５．教科書 

ABC NEWSROOM 3 （『映像で学ぶ ABC 放送のニュース英語３』），山根繁/Kathleen Yamane 著，（金星堂） 

 

 
６．参考書 
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 Longman's Dictionary of Contemporary English. 6th edition（Longman） 

 『リーダーズ英和辞典（第３版）』（研究社） 

 『ジーニアス英和辞典（第６版）』（大修館） 

 『プログレッシブ和英中辞典（第４版）』（小学館） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 小テストは採点して返却、解説する。 

 提出課題は返却し、改善すべき点をコメントする。 

 
８．成績評価の方法 

 評価の割合は，最終回での試験の点数 60％，学期中に行なう小テストの点数 10％，授業への貢献度（遅刻・欠席の有

無，予習状況，授業中の課題への取り組み，発言，音読の実技など）30％とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[Q 組] 

担当者名 榎本悠希 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では平易な英語で書かれた海外映画についてのテクストの精読を行います。それを通じて、大学で専門的な学術

書を読む為の基礎となる英語読解能力の向上を目指します。題材として映画を扱いますので、実際に映像を見ることも多々

あります。リーディング能力のみならずリスニング能力の向上の秘訣もお教えしたいと思います。 

 履修者の状況や進行具合によって前後しますが、基本的には二回の授業で一本の映画を扱う予定です。また、学期後半

では映像演習を行い、海外文化に触れる上で重要ではあるが普段見ないような映画体験を是非していただく予定です。 

 映画とテクスト読解を通じて是非、英語能力を向上させましょう！ 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション（進め方の説明、教科書の紹介、自己紹介等） 

［第２回]  映画①  

［第３回]  映画① 

  （・・・）  

［第 10 回] 映画⑤  

［第 11 回] 映画⑤ 

［第 12 回]   映像演習 

［第 13 回] 学期の総括・期末テストについて 

［第 14 回] 期末試験    

 

 
３．履修上の注意 

毎回、指定箇所を必ず予習してきてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

テクストの指定箇所を事前に必ず読み、知らない単語・表現は辞書等で調べておいてください。 

 

 
５．教科書 

Our Time, Our Lives, Our Movies 『映画で読むわたしたちの時代と社会』Joseph Tabolt/森永弘司（金星堂） 

 
６．参考書 

Our Society, Our Diversity, Our Movies 『映画に観る多文化社会のかたち』Joseph Tabolt/ 森永弘司（金星堂） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

コメントシートの返却などを通じて随時行います。 

 
８．成績評価の方法 

平常点（演習）50%、期末試験 50%、合計 60%以上を合格とします。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[Q 組] 

担当者名 武田寿恵 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では，ミュージカル映画とその原作となった文学作品の双方を扱うことで，親しみやすく英語圏の文化に触れなが

ら，読解力，語彙力，リスニング力などの総合的な英語力の向上を目指す。 

 ミュージカルは，18 世紀にイギリスで流行したバラッド・オペラを源流の一つとし，20 世紀初頭にアメリカで確立した芸術で

ある。ロンドンにはウェストエンド，ニューヨークにはブロード・ウェイと呼ばれる大規模な劇場街が存在し，数多くのミュージカ

ルが制作，上演されてきた。中にはイギリス，アメリカを舞台にした作品もあり，英語圏の文化理解に役立てたい。また，文学

作品が映像化され，さらにはミュージカル化される際に，どのような翻案（adaptation）を伴うのかに注目することで，言語と映

像による表現方法の違いも発見していく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Musical の原作を読む（１） 

［第３回] Musical の原作を読む（２） 

［第４回] Musical の原作を読む（３） 

［第５回] Musical の原作を読む（４） 

［第６回] Musical の原作を読む（５） 

［第７回] Musical の原作を読む（６） 

［第８回] 前半のまとめ 

［第９回] Musical の原作を読む（７） 

［第 10 回] Musical の原作を読む（８） 

［第 11 回] Musical の原作を読む（９） 

［第 12 回] Musical の原作を読む（10） 

［第 13 回] 後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：期末テスト，ｂ：正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 本授業では積極的な授業参加と予習復習を重視する。特に復習は確実に行うこと。 

 許可された時間、用途外でのスマホの使用の他、おしゃべり、居眠り等を発見した場合は該当する学生への予告なく、演

習の評価より減点する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業を欠席した場合は、クラスウェブに公開される授業プリントを必ず自分で解くこと。また、DVD や配信などで作品の進行

を確認しておくことが望ましい。 

 
５．教科書 

毎授業プリントを配布する。 

 

 
６．参考書 

TEX 加藤『TOEIC L&R TEST 出る単超特急金のフレーズ』朝日新聞出版（2017 年以降発売のもの） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内、またはクラスウェブでフィードバックをおこなう。 

 
８．成績評価の方法 

 演習(授業態度・コメントシート・課題)50％、期末テスト 50％とし、合計 60％以上を単位取得の条件とする。 

 また、欠席は４回までとし、５回以上欠席した者は期末試験の受験は認めない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[R 組] 

担当者名 榎本悠希 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では平易な英語で書かれた海外映画についてのテクストの精読を行います。それを通じて、大学で専門的な学術

書を読む為の基礎となる英語読解能力の向上を目指します。題材として映画を扱いますので、実際に映像を見ることも多々

あります。リーディング能力のみならずリスニング能力の向上の秘訣もお教えしたいと思います。 

 履修者の状況や進行具合によって前後しますが、基本的には二回の授業で一本の映画を扱う予定です。また、学期後半

では映像演習を行い、海外文化に触れる上で重要ではあるが普段見ないような映画体験を是非していただく予定です。 

 映画とテクスト読解を通じて是非、英語能力を向上させましょう！ 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション（進め方の説明、教科書の紹介、自己紹介等） 

［第２回]  映画①  

［第３回]  映画① 

  （・・・）  

［第 10 回] 映画⑤  

［第 11 回] 映画⑤ 

［第 12 回]   映像演習 

［第 13 回] 学期の総括・期末テストについて 

［第 14 回] 期末試験    

 

 
３．履修上の注意 

毎回、指定箇所を必ず予習してきてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

テクストの指定箇所を事前に必ず読み、知らない単語・表現は辞書等で調べておいてください。 

 

 
５．教科書 

Our Time, Our Lives, Our Movies 『映画で読むわたしたちの時代と社会』Joseph Tabolt/森永弘司（金星堂） 

 
６．参考書 

Our Society, Our Diversity, Our Movies 『映画に観る多文化社会のかたち』Joseph Tabolt/ 森永弘司（金星堂） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

コメントシートの返却などを通じて随時行います。 

 
８．成績評価の方法 

平常点（演習）50%、期末試験 50%、合計 60%以上を合格とします。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[R 組] 

担当者名 井上善幸 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では，比較的読みやすい英語テキストを利用して文学作品を読んでゆく予定である。総合的な読解力を養成する

ことが目的であり，そのためにも，授業内では文章を CD などを利用して聞き，そのあといっしょに音読する。難解な単語は

意味を確認し，日本語に置き換えてゆく。英語と日本語の両方を往還する作業の中で，その往還運動をスポーツのような感

覚で練習できるようになれば，語学は楽しい。そのためにも，自分の気に入った良質の英和辞典を用い，さらに英語の logic 

を〈英語の中で〉身につけるためにも，使い勝手のよい英英辞典を購入することを強く薦める。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション―効果的な英語学習について，および使用するテクストについて 

［第２回] 筆記体の練習，テクストの音読と意味把握。日本語訳。 

［第３回～第 13 回] 上記の目的を達成できるように，毎回，ほぼ同じような作業を反復することになる。この反復作業を通し

て語学力を養成してほしい。繰り返すが，語学もスポーツや楽器の練習と同じなのである。 

［第 14 回] まとめと試験 

 

 
３．履修上の注意 

 授業中は，質問も含め，積極的に発言すること。その毎回の積み重ねを平常学習点として加算する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習は必ずしておくこと。テクストを開き，まずは何度か音読し，その後で意味の不明な単語は意味を調べ，わからないとこ

ろはどこかをマークしておくこと。 

 

 
５．教科書 

 Dominoes Three. Sherlock Holmes: The Sign of Four. Text adaptation by Jeremy Page（Oxford UP). 

 ISBN: 978-0-19-424823-5 

 
６．参考書 

 推薦辞書として，以下のものを挙げておきたい。 

 

１．Longman's Dictionary of Contemporary English.（6th Edition） 

２．Oxford Advanced Learner's Dictionary（New 8th Edition). 

３．ジーニアス英和辞典（最新版を利用すること） 

４．リーダーズ英和辞典（同上） 

５．Oxford Dictionary of English. 

６．Oxford Thesaurus of English. 

７．Oxford English Dictionary. 

 

 １と２の辞書は誠に素晴らしい学習者用の英英辞書で，本格的に英語を勉強しようと目指すものには大変お薦めである。

ぜひ実際に手に取ってみてほしい。授業内でもこれらの辞書を積極的に使用してゆく。  

 ６の辞書は，英作文の際，英文に磨きをかけるには必須。 

 ７の辞書は，学内のパソコンであれば，図書館のサイトから容易にアクセスできるので，ぜひ利用してみて欲しい。単語の歴

史的な意味の変遷などを知ろうと思えば、この辞書をおいて、他にはありえない。最大の英語辞典。図書館には冊子体もお

いてある。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 基本的には、毎回の授業における発言等によって行われることとなる。 
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８．成績評価の方法 

 平常学習点 50％，期末試験 50％の比重で評価し，総合評価 100 点満点で，60 点以上を合格とする。したがって，たとえ

試験で最高点を取ったとしても単位は修得できないことになる。期末試験は 5 割以上得点することが想定されている。 

 毎回の授業で，音読・和訳・質問・解答などにより，平常学習点を着実に積み重ねること。 

 出席はもちろん大変重要だが，それだけでは学習点とはならないので注意すること。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[S 組] 

担当者名 中須賀稚子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業の主な目標は，英文をきちんと読みこなすことです。何となくこんな感じ…という訳文ではなく，この英文はこの点

をもっとも重要な情報として伝えようとしている，この動詞のニュアンスは肯定ではなく否定的な方向が強い，など，英文を読

む上での足場固めをしていきたいと考えています。 

 英文がきちんと読めるようになると，リスニングもライティングも上達します。基本の読解力を身につけることが大きな目標で

す。 

 

もちろん、速読、スキミングなどのリーディングテクニックも必要です。 

その点を否定しているのではなく、私のクラスのりーディングクラスでは、英文の構造などを理解し、細かなニュアンスなども

含めて 

かっちり読むことを目指しています。 

 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ イントロダクション 

             ｂ プリントによる授業進行のデモンストレーション 

［第２回] 第 1 課 その１ 

［第３回] 第 1 課 その２ 

［第４回] 第 2 課 その１ 

［第５回] 第 2 課 その２ 

［第６回] 第 3 課 その１ 

［第７回] 第 3 課 その２ 

［第８回] 第 4 課 その１ 

［第９回] 第 4 課 その２ 

［第 10 回] 第 5 課 その１ 

［第 11 回] 第 5 課 その２ 

［第 12 回] 第 6 課 その１ 

［第 13 回] 第 6 課 その２ 

［第 14 回] ａ 確認試験 

        ｂ 講義全体及び確認試験の解説 

 

 内容及び進行は，状況により，変更があり得ます。また，進度により，小テストや中間テストを行うこともあります。 

 

 
３．履修上の注意 

 授業前には本文を読み，単語を調べてから授業に出席のこと。 

授業は、学生が一定の長さの英文を読んで解釈する、演習形式で進みます。 

授業中に周りの人々を待たせながら辞書を引くことはくれぐれもないように注意しましょう。 

 

翻訳ソフトは、使わずに越したことはありません。せっかく英語を学ぶ機会なので、その機会を十分に生かしましょう。 

 

また，ほかの学生の迷惑にもなるので，授業中に教室から出ていく行為は避けてください。 

 

トイレに抜けるのは、生理的欲求なので当然である、と考えている方もいらっしゃるようですが、 

出席を取ったら、すぐにトイレに行ってしまい、しばらく帰ってこない、携帯電話を持って授業中に教室を出ていく、という行為

は、 

欠席に等しいと判断します。 

 

本当に体調が悪く、教室を抜けざるを得ない、という行為を禁じているのではありません。 
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もう一点、教科書を買わずにコピーで授業に出席している学生を散見しますが、これも、決して認める事の出来ない行為で

す。 

必ず自分の教科書を準備し、授業に臨んでください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

予習として、テキストの内容を読み，わからない単語はきちんと辞書で調べ，授業には辞書を必ず携帯して出席すること。 

どこが分かりにくかったのか、その部分をはっきりさせて、授業を受けてください。授業内にその部分が氷解した、という授業

を実施していきたいと考えています。 

 

 スマートフォンなどの辞書機能は，お勧めしていません。 

できるだけ、一つ単語を調べたら、その単語の派生語や、前後の似た形の単語などにも目配りをして、語彙数を増やすよう、

地道な努力を続けてください 

 

課題は、基本的には復習目的のものをお願いしています。 

復習は、教科書を見て、授業内容を少しでも思い出して頂けるだけでも知識の定着は確かなものとなるはずです。 

 

課題の期限は、授業後４～５日となっています。 

遅れての提出は一切無効とさせていただいています。 

 

 

 
５．教科書 

 当講師は、同じ英語リーディング 1 のクラスを、3 コマ（水１，２と金４）担当する予定です。 

扱う教科書も異なるので、間違えないように気を付けて購入してください。 

 

水曜 1 限（T 組） Reading Fusion 1 (南雲堂,2025) 

水曜 2 限（S 組） Science for Tomorrow (金星堂,2025) 

金曜 4 限（B 組） Insights 2025 (金星堂,2025) 

 

以上のものを使用予定です 

 

 
６．参考書 

 必要な折に授業内で指示します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

オンライン、対面での課題は、全体的な総評を授業内で行います。 

個別にコメントが必要と判断した折には、返却する課題にコメントを添えるか、オーメイジのポートフォリオから本人にお伝えし

ます。 

 
８．成績評価の方法 

 筆記試験（実施したすべてのものを合計して）60 点，授業内パフォーマンス(平常点、課題の提出や発言など)40 点，合計

で 100 点満点のうち，60 点以上で単位を認定することになります。 

 

欠席は５回以上で受験資格を失い、遅刻３回で欠席１回とカウントするので注意してください。 

（5 回目に欠席したら、受験資格はない、ということです） 

遅刻は授業開始後 30 分までです。それ以上の遅刻は、遅刻ではなく欠席扱いとなります。 

 

授業の進行状況や履修者の希望に応じて中間試験や小テストを実施することもあります。 

 

 

課題の提出を求められた回は、授業出席と課題提出、両方合わせて「出席」という扱いになります。 

つまり、授業には出席したが課題は未提出、もしくは、授業は欠席したが課題は提出した、というケースは 

どちらも欠席扱いとなります。 

 



2025 年度理工学部 シラバス 

314 

 

課題の点数はある程度評価しますが、課題未提出＝欠席扱い、となることに注意してください。 

 
９．その他 

 英語の授業には辞書を携帯してください。分かっていると思っている単語でも、実は別の意味がある、ということが 

あるので、それを自分で発見してほしい 

スマホの辞書機能より、英語の辞書を用意して頂きたいです 

 

Seeing is believing. 

 

 

最後にもう一度念を押しておきます。以下の３点です。 

 

授業中はトイレ等のために教室を出ていかないこと。（体調不良のケースはその限りではない） 

 

教科書は必ず自分のものを用意して、コピーで授業に参加しないこと。教科書を用意していないと、単位が認められないこと

を覚悟してください。（その日に限り忘れた場合はその限りではない） 

 

対面の授業に出席することと課題提出は不可分であること 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[S 組] 

担当者名 中村恭子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き、それをもとにことばそのものと、ことばが媒介する異文化の核心に触れ、

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 これまでに培ってきた英語力を活かしながら、さらなる読解力を身につけ、基本的な語彙をより多く習得することが、授業の

第一目標である。また、語法、文法の確認も徹底的に行う。使用テキスト『Science Bridge ニュースでつなぐ日常と科学』は、

アメリカの老舗科学雑誌 Science News の学生向けサイト Science News Explores から様々な科学分野の最新の記事を厳選

して取り上げている。どのトピックもみなさんの知的好奇心を大いに刺激する内容となっている。英文は容易ではないが、映

像資料を交えながら、向上心を持って、どんどん読み進めてもらいたい。本授業を通じて、最先端の科学に触れながら、英

文を読むことを楽しみ、英語に対する抵抗感を払拭してもらうことが授業の第二目標である。 

 

 
２．授業内容 

 授業は音読と和訳を中心に、語彙や文法の要所をおさえながらすすめる。毎回出席者全員に発言をしてもらう。また、毎回

授業終了時にクイズ（小テスト）を行い、これを平常点として評価する。テキストに沿った各回のトピックは以下のとおり。ただ

し、授業の進度によっては内容を変更する場合もある。 

 

［第 1 回] Introduction 

［第 2・3 回] Unit 1 Artificial Light on the Sea  

［第 4・5 回] Unit 2 Turning Out Mom's Voice 

［第 6・7 回] Unit 3 Smart Clothing 

［第 8・9 回] Unit 4 Earth's Underground Water 

［第 10・11 回] Unit 5  Pareidolia－Imaginary Faces 

［第 12・13 回] Unit 6 Robotic Finger 

［第 14 回] ａ：期末試験 / ｂ：授業全体のふりかえりと試験の正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 授業速度は速いので、和訳を中心とした予習は必須。復習も欠かさないこと。授業中の居眠り、私語、メールは厳禁。授業

途中で席を離れることも控える。もちろん、ただ席に座っていれば良いわけではない。授業への積極的参加が望まれる。授

業には必ず英和辞書（電子辞書可）を携帯すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として次回の授業範囲を一読し、わからない語は必ず英和辞書で調べること。 

 

 
５．教科書 

『Science Bridge ニュースでつなぐ日常と科学』野﨑嘉信、松本和子、Alastair Graham-Marr 編著（金星堂） 

 

 
６．参考書 

 『新 TOEIC L&R TEST 出る単特急 金の 1000 問』TEX 加藤著（朝日新聞出版） 

 授業とは直接関係はないが、英語の語彙力を強化するためにもお勧めしたい一冊。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回のクイズ（小テスト）はクラスウェブの「アンケート機能」を使って提示し、コメントを通じてフィードバックする。 

 
８．成績評価の方法 

 遅刻３回で１回の欠席となる。欠席回数が４回に達した場合は単位を認めない。成績は、期末試験４０％、平常点（毎回の

授業における小テスト）を６０％の配分で評価する。総合評価の６０％以上を合格とする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[T 組] 

担当者名 中須賀稚子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業の主な目標は，英文をきちんと読みこなすことです。何となくこんな感じ…という訳文ではなく，この英文はこの点

をもっとも重要な情報として伝えようとしている，この動詞のニュアンスは肯定ではなく否定的な方向が強い，など，英文を読

む上での足場固めをしていきたいと考えています。 

 英文がきちんと読めるようになると，リスニングもライティングも上達します。基本の読解力を身につけることが大きな目標で

す。 

 

もちろん、速読、スキミングなどのリーディングテクニックも必要です。 

その点を否定しているのではなく、私のクラスのりーディングクラスでは、英文の構造などを理解し、細かなニュアンスなども

含めて 

かっちり読むことを目指しています。 

 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ イントロダクション 

             ｂ プリントによる授業進行のデモンストレーション 

［第２回] 第 1 課 その１ 

［第３回] 第 1 課 その２ 

［第４回] 第 2 課 その１ 

［第５回] 第 2 課 その２ 

［第６回] 第 3 課 その１ 

［第７回] 第 3 課 その２ 

［第８回] 第 4 課 その１ 

［第９回] 第 4 課 その２ 

［第 10 回] 第 5 課 その１ 

［第 11 回] 第 5 課 その２ 

［第 12 回] 第 6 課 その１ 

［第 13 回] 第 6 課 その２ 

［第 14 回] ａ 確認試験 

        ｂ 講義全体及び確認試験の解説 

 

 内容及び進行は，状況により，変更があり得ます。また，進度により，小テストや中間テストを行うこともあります。 

 

 
３．履修上の注意 

 授業前には本文を読み，単語を調べてから授業に出席のこと。 

授業は、学生が一定の長さの英文を読んで解釈する、演習形式で進みます。 

授業中に周りの人々を待たせながら辞書を引くことはくれぐれもないように注意しましょう。 

 

翻訳ソフトは、使わずに越したことはありません。せっかく英語を学ぶ機会なので、その機会を十分に生かしましょう。 

 

また，ほかの学生の迷惑にもなるので，授業中に教室から出ていく行為は避けてください。 

 

トイレに抜けるのは、生理的欲求なので当然である、と考えている方もいらっしゃるようですが、 

出席を取ったら、すぐにトイレに行ってしまい、しばらく帰ってこない、携帯電話を持って授業中に教室を出ていく、という行為

は、 

欠席に等しいと判断します。 

 

本当に体調が悪く、教室を抜けざるを得ない、という行為を禁じているのではありません。 
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もう一点、教科書を買わずにコピーで授業に出席している学生を散見しますが、これも、決して認める事の出来ない行為で

す。 

必ず自分の教科書を準備し、授業に臨んでください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

予習として、テキストの内容を読み，わからない単語はきちんと辞書で調べ，授業には辞書を必ず携帯して出席すること。 

どこが分かりにくかったのか、その部分をはっきりさせて、授業を受けてください。授業内にその部分が氷解した、という授業

を実施していきたいと考えています。 

 

 スマートフォンなどの辞書機能は，お勧めしていません。 

できるだけ、一つ単語を調べたら、その単語の派生語や、前後の似た形の単語などにも目配りをして、語彙数を増やすよう、

地道な努力を続けてください 

 

課題は、基本的には復習目的のものをお願いしています。 

復習は、教科書を見て、授業内容を少しでも思い出して頂けるだけでも知識の定着は確かなものとなるはずです。 

 

課題の期限は、授業後４～５日となっています。 

遅れての提出は一切無効とさせていただいています。 

 

 

 
５．教科書 

 当講師は、同じ英語リーディング 1 のクラスを、3 コマ（水１，２と金４）担当する予定です。 

扱う教科書も異なるので、間違えないように気を付けて購入してください。 

 

水曜 1 限（T 組） Reading Fusion 1 (南雲堂,2025) 

水曜 2 限（S 組） Science for Tomorrow (金星堂,2025) 

金曜 4 限（B 組） Insights 2025 (金星堂,2025) 

 

以上のものを使用予定です 

 

 
６．参考書 

 必要な折に授業内で指示します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

オンライン、対面での課題は、全体的な総評を授業内で行います。 

個別にコメントが必要と判断した折には、返却する課題にコメントを添えるか、オーメイジのポートフォリオから本人にお伝えし

ます。 

 
８．成績評価の方法 

 筆記試験（実施したすべてのものを合計して）60 点，授業内パフォーマンス(平常点、課題の提出や発言など)40 点，合計

で 100 点満点のうち，60 点以上で単位を認定することになります。 

 

欠席は５回以上で受験資格を失い、遅刻３回で欠席１回とカウントするので注意してください。 

（5 回目に欠席したら、受験資格はない、ということです） 

遅刻は授業開始後 30 分までです。それ以上の遅刻は、遅刻ではなく欠席扱いとなります。 

 

授業の進行状況や履修者の希望に応じて中間試験や小テストを実施することもあります。 

 

 

課題の提出を求められた回は、授業出席と課題提出、両方合わせて「出席」という扱いになります。 

つまり、授業には出席したが課題は未提出、もしくは、授業は欠席したが課題は提出した、というケースは 

どちらも欠席扱いとなります。 
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課題の点数はある程度評価しますが、課題未提出＝欠席扱い、となることに注意してください。 

 
９．その他 

 英語の授業には辞書を携帯してください。分かっていると思っている単語でも、実は別の意味がある、ということが 

あるので、それを自分で発見してほしい 

スマホの辞書機能より、英語の辞書を用意して頂きたいです 

 

Seeing is believing. 

 

 

最後にもう一度念を押しておきます。以下の３点です。 

 

授業中はトイレ等のために教室を出ていかないこと。（体調不良のケースはその限りではない） 

 

教科書は必ず自分のものを用意して、コピーで授業に参加しないこと。教科書を用意していないと、単位が認められないこと

を覚悟してください。（その日に限り忘れた場合はその限りではない） 

 

対面の授業に出席することと課題提出は不可分であること 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[T 組] 

担当者名 戸嶋真弓 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業は、基本的に面接で行われます。 

 社会における科学の発展が、今どのように起こっているのかということに焦点を当てて書かれた英文を読んでいきます。ま

た、自分自身がどのようにテクノロジーに関わっていくのかということを考えます。各自、授業の前に指定されたテキストを読

んでおき、授業時に内容の確認をし、内容および自分の意見を英語でアウトプットできるようにしていきます。また、グループ

学習や英語を用いた発表を行います。 

 

 

 
２．授業内容 

第１回 ガイダンス 

第２回 発音とスキミングを学習します Chapter 1 Sleeping on Trains 

第３回 英語のまとめ方 

第４回 Chapter 2 Bipedal Walking and Communication スキャニングを学習します 

第５回 Chapter 3 The Male and Female Brain 

第６回 Chapter 1、2、3 をもとにレポートの書き方を学習します 

第７回 Chapter 4 The Five Tibetan Rites for good Health 

第８回 Chapter 5 A Truly Bitter Medical Herbs 

第９回 Chapter 6 The Healthiest Fruit? 

第１０回 Chapter 7 Life-changing Smart Devices 

第１１回 Chapter 8 The Rise of Generative AI 

第１２回   プレゼンテーション基礎第１回 

第１３回 プレゼンテーション基礎第２回 

第１４回 総括・まとめ  Reading to Outputting 

 

グループワークおよびプレゼンテーションの説明は、適宜行います。また、予告なくミニ・テスト等を行います。 

 
３．履修上の注意 

 事前にテキストを読んで，内容を把握してから授業に参加して下さい。また，グループ発表には，授業外でのメンバーとの

連絡や練習が必要です。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前にテキストを読んで，次回の授業内容を知っておくことが必要です。復習として，テキストおよびノートの該当箇所を読

むこと。発表に関しては，打ち合わせと台詞等の確認，リハーサルを各人がすることが必要です。 

 

 
５．教科書 

Science Alive、 石井隆之他著、 成美堂、2025 年、 ISBN 978-4-7919-7304-0 

 
６．参考書 

使用しません 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業時に行います。 

 
８．成績評価の方法 

授業時の予習等に基づく発言等（20％），個人もしくはグループによる発表（30％），ペーパーテスト（50％） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[再履] 

担当者名 榎本悠希 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業では平易な英語で書かれた海外映画についてのテクストの精読を行います。それを通じて、大学で専門的な学術

書を読む為の基礎となる英語読解能力の向上を目指します。題材として映画を扱いますので、実際に映像を見ることも多々

あります。リーディング能力のみならずリスニング能力の向上の秘訣もお教えしたいと思います。 

 履修者の状況や進行具合によって前後しますが、基本的には二回の授業で一本の映画を扱う予定です。また、学期後半

では映像演習を行い、海外文化に触れる上で重要ではあるが普段見ないような映画体験を是非していただく予定です。 

 映画とテクスト読解を通じて是非、英語能力を向上させましょう！ 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション（進め方の説明、教科書の紹介、自己紹介等） 

［第２回]  映画①  

［第３回]  映画① 

   （・・・） 

［第 10 回] 映画⑤  

［第 11 回] 映画⑤ 

［第 12 回]   映像演習 

［第 13 回] 学期の総括・期末テストについて 

［第 14 回] 期末試験    

 

 
３．履修上の注意 

毎回、指定箇所を必ず予習してきてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

テクストの指定箇所を事前に必ず読み、知らない単語・表現は辞書等で調べておいてください。 

 

 
５．教科書 

Our Time, Our Lives, Our Movies 『映画で読むわたしたちの時代と社会』Joseph Tabolt/森永弘司（金星堂） 

 
６．参考書 

Our Society, Our Diversity, Our Movies 『映画に観る多文化社会のかたち』Joseph Tabolt/ 森永弘司（金星堂） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

平常点（演習）50%、期末試験 50%、合計 60%以上を合格とします。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[再履] 

担当者名 中川智視 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語の学習を通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，多元

的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では，ラフカディオ・ハーン（小泉八雲）によって書かれた作品，The Reconciliation を取り上げる。なお時間が余

った場合は，別のテクストを担当者のほうでで用意する。英語のみならず，日本のことについて書かれた内容であるため，日

本の歴史・文化的背景にも配慮した授業を心がけたい。受講者が，英語の読解を通じて日本のことを考える機会にすること

を，この授業の目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２－１３回] “The Reconciliation”ともうひとつ短編を読む予定 

［第１４回] ａ．まとめ ｂ．期間前試験 

 

 
３．履修上の注意 

 速さについては授業を行いながら確認し調整していくつもりだが，予習を前提とした内容になる。積極的な発言や授業参

加も評価基準に入れるつもりである。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語学は継続的な学習で実力がつくものである。授業のテクストや辞書などに前もって目を通すことはきわめて地味な作業で

あるが，学習を定着させるための習慣として重要である。授業をうまく活用しながら，継続的に学ぶ習慣を身に着けていって

ほしい。 

 

 
５．教科書 

 上記の作品のプリントを担当者が用意し，配布する。 

 

 
６．参考書 

 初回に指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 初回授業時に連絡先（メールアドレス）を案内する。受講者が担当した訳については授業内で対応するか、メールにて受け

取る。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 60％，日常的な授業への取り組み 40％ 

 格段の理由なく 5 回以上欠席の場合は、期末試験の受験を許可しない可能性がある。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 1[再履] 

担当者名 中川智視 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語の学習を通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，多元

的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では，ラフカディオ・ハーン（小泉八雲）によって書かれた作品，The Reconciliation を取り上げる。なお時間が余

った場合は，別のテクストを担当者のほうでで用意する。英語のみならず，日本のことについて書かれた内容であるため，日

本の歴史・文化的背景にも配慮した授業を心がけたい。受講者が，英語の読解を通じて日本のことを考える機会にすること

を，この授業の目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２－１３回] “The Reconciliation”ともうひとつ短編を読む予定 

［第１４回] ａ．まとめ ｂ．期間前試験 

 

 
３．履修上の注意 

 速さについては授業を行いながら確認し調整していくつもりだが，予習を前提とした内容になる。積極的な発言や授業参

加も評価基準に入れるつもりである。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語学は継続的な学習で実力がつくものである。授業のテクストや辞書などに前もって目を通すことはきわめて地味な作業で

あるが，学習を定着させるための習慣として重要である。授業をうまく活用しながら，継続的に学ぶ習慣を身に着けていって

ほしい。 

 

 
５．教科書 

 上記の作品のプリントを担当者が用意し，配布する。 

 

 
６．参考書 

 初回に指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 初回授業時に連絡先（メールアドレス）を案内する。受講者が担当した訳については授業内で対応するか、メールにて受け

取る。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 60％，日常的な授業への取り組み 40％ 

 格段の理由なく 5 回以上欠席の場合は、期末試験の受験を許可しない可能性がある。 

 
９．その他 
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英語コミュニケーション 2 

科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[A 組] 

担当者名 保坂昌光 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語のリスニングと発音について基礎的な事柄から応用的な部分まで学習する。聴解・発話に関する一般的な知識と技術

の修得を目的とする。誤解をおそれずに言えば，TOEIC 対策に焦点を特化したような内容は扱わず，聴解・発話の基礎的

一般的な運用能力を強化することをめざす。というのも，現実に話されている英語のほとんどは，様々な面において「教科書

的に正しい」英語から逸脱しており，そういった逸脱に対応できなければ，英語でのコミュニケーションはうまくいかないからで

ある。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～13 回] リスニングのスキルの学習と習得（下記参照） 

［第 14 回] Ⓐ総括； Ⓑ期末試験 

 プリントを用いて進める。コミュニケーション２では，春学期の１と比してリスニングのスキルに関する内容が多くなる（特に後

半）。難易度は初級から中級レベルだが，応用的な内容も取り込む。なお授業では，当然ながらいわゆる「標準」の英語を中

心的に扱い，折に触れて非標準の音声や表現についても言及する。 

 以下は授業の各回の内容に対応するものではない（複数回にわたる場合がある）が，蓄積的に修得しつつ積み上げていく

べきものを下に挙げる。 

１．音素（復習） 

２．強勢とリズム（復習） 

３．意味のグループ（復習） 

４．イントネーションの基礎と応用 

５．発話の要点を聴き取る 

６．必要な情報の抽出 

７．キーワードの把握 

８．話者の意図の予測 

９．話の展開の予測 

10．論理展開の予測 

 上記１～４については，聴いたことを模倣して発声する技術を身につけるよう努めること。 

 
３．履修上の注意 

 物理的参加は評価対象としない（つまり出席自体に点数はつかない）が，消極的参加（遅刻の累積・無許可の早退・看過

できない受講姿勢など）は評価時のマイナス要因とし、総合評価点から適宜減点する。履修上の注意点の詳細については

初回開講時に説明する。毎授業時に小テスト（成績評価の対象）を実施するので不足のないよう注意すること。 

 なお，授業内容は聴解と発話に特化されているが，語彙，文法，一般的な英語の知識がなければ，当然ながら聴き取るこ

とも話すことも不可能である。この点については注意されたい。また，聴解・発話の能力向上に関しては，日常的な練習が最

も効果的であり，週に 100 分の授業を受けるだけでは向上しないという点は充分ふまえておいていただきたい。能力向上を

望む者は１日 10 分・15 分ずつでも自習すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 秋学期の英語コミュニケーション２で学習する内容では，大学生でも実践が困難な要素が多くなる。実践できるようにするた

めには，不足している英語の聴解･発話に関する経験値を高めるのが最善策である。そのためには，クラスウェブにアップす

る音声ファイルを模倣し，発音練習をするだけでも一定の効果がある。さらに高い能力向上を望む場合は，市販教材等を用

いて多様な聴解問題に接する・音声だけの英語ニュースを聴く等の「実践的自主練」を短時間でも毎日行うことを強く薦め

る。 

 
５．教科書 

 プリントを配布する（教科書は使用しない）。 

 
６．参考書 

 特に指定しないが，独学で能力向上を狙う者は，日常的な練習に役立ちそうな市販の教材を目的別に探すとよい。目的も

多様である上，内容や方式の好みの問題があるため，この一冊と推薦できるものはない。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

※ 下記「成績評価の方法」も併せて参照 

①授業時の小テストの答案を受講者に返却しない。次回授業時のはじめに回答例を配布し、注意を要する点がある場合に

は解説する。 

②期末試験の答案を受講者に返却しない。試験を振り返る授業回はないが、失敗を避けるため、試験について授業内で事

前に詳しく説明する。 

 
８．成績評価の方法 

 各授業回のはじめに出欠と遅刻を確認する。 

 ①毎授業時の小テストによる評価（12 回分の合算を百点法に換算）〔50％〕 

 ②期末試験の点数（百点法）〔50％〕 

 ③遅刻の累積・無許可の早退・看過できない受講姿勢・等に対するマイナス評価 〔適宜〕 

 評価＝①×0.5＋②×0.5＋③  〔合計 60 点以上で合格とする〕 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[B 組] 

担当者名 近藤章子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 春学期に引き続き，日本国内の現状を英語で世界に伝える様々な分野のニュースを視聴し，リピーティングやシャドーイン

グによって文章を音読することで学んだ表現を定着させてから，それを使って英文を書く練習と話す練習をする。この過程で

音声を聴いて英文の一部を書きとるディクテーションも行う。各課ではニュースの要約文の作成と意見の交換も行う。また，文

法事項の復習と理解にも注意を向けていく。 

 次の４点を到達目標とする。 

１）英文を読むだけでなく，書くための辞書の使い方に習熟する。 

２）意味を理解した文章を正確に発音できる。 

３）学んだ表現を使って，文法的に正しい英文を書くことができる。 

４）書けるようになった文章を英語での会話に応用できる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] Unit 7：核実験の記憶、そして島々の未来 (1st half)  

［第２回] Unit 7：核実験の記憶、そして島々の未来 (2nd half) 

［第３回] Unit 8：リアル書店のこれから (1st half)  

［第４回] Unit 8：リアル書店のこれから (2nd half) 

［第５回] Unit 9：タイで広がる"Matcha"ブーム (1st half)  

［第６回] Unit 9：タイで広がる"Matcha"ブーム (2nd half) 

［第７回] Unit 10：ガザの生徒、広島で平和を願う (1st half)  

［第８回] Unit 10：ガザの生徒、広島で平和を願う (2nd half) 

［第９回] Unit 11：時を超えよみがえる将軍 (1st half)  

［第 10 回] Unit 11：時を超えよみがえる将軍 (2nd half) 

［第 11 回] Unit 12：イギリス名門校の伝統教育を日本で  (1st half)  

［第 12 回] Unit 12：イギリス名門校の伝統教育を日本で  (2nd half) 

［第 13 回] Unit 13：日本の技術でモンゴルの大地を豊かに 

［第 14 回] ａ：まとめ，ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

１）必ず予習をして授業に臨むこと。 

２）授業で学ぶ語句の語法や発音を辞書で確認してもらうことが多いので，冊子形態の辞書，もしくは電子辞書を持参するこ

と。 

３）遅刻・欠席は減点対象になる。病気などのやむを得ない事情がある場合はそれを証明するものを提示してもらうが，よほ

どのことがない限りは出席することが成績評価の前提であることを心得てほしい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 各課の語句問題と指定されたページの練習問題をやっておく。英文を読む際にわからない単語と語句があったら意味と使

い方を辞書で調べ，日本語で文の意味を説明できるようにしておくこと。ニュースのリスニングが終了した課のニュース本文

についても同様である。 

 授業後はオンラインビデオをストリーミング再生することによって英文を聴き，少なくとも３回は音読してほしい。 

 

 
５．教科書 

 JAPAN QUEST from NHK WORLD -JAPAN's NEWSLINE （『映像で学ぶ NHK ワールドが発信する日本』），米山明日

香 著，（金星堂） 

 

 
６．参考書 
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 Longman's Dictionary of Contemporary English. 6th edition（Longman） 

 『リーダーズ英和辞典（第３版）』（研究社） 

 『ジーニアス英和辞典（第６版）』（大修館） 

 『プログレッシブ和英辞典（第４版）』（小学館） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 小テストは採点して返却、解説する。 

 提出課題は返却し、改善すべき点をコメントする。 

 
８．成績評価の方法 

 評価の割合は，最終回での試験の点数 60％，学期中に行なう小テストの点数 10％，授業への貢献度（遅刻・欠席の有

無，予習状況，授業中の課題への取り組み，発言，音読の実技など）30％とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[C 組] 

担当者名 杉本文四郎 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本授業は各回をａモジュールとｂモジュールに分けておこなう。ａモジュールでは TOEIC リスニングパートの問題演習と振り

返りをおこなう。ｂモジュールではインタビュー番組 NHK Direct Talk の動画を通して英語コミュニケーション力を育成する。

具体的な到達目標は以下の通り。 

 

（１） 毎週 TOEIC リスニングパートの練習問題に取り組み、総合得点 600 点以上を目標に習熟度に応じて得点力向上を図

る。 

（２） 英語のインタビュー動画をもちいた問題演習中心の授業により、語彙の習得、リスニング力の向上、情報処理能力の強

化を目指す。 

（３） 幅広い分野の第一線で活躍する人々の英語インタビューを通して教養をやしない、現代社会の課題について考える

力を身につける。 

 

 

 
２．授業内容 

9/26［第１回] イントロダクション 

10/3［第２回] ａ：Section 11  ｂ：Voice 7（前半） 

10/10［第３回] ａ：Section 12  ｂ：Voice 7（後半） 

10/17［第４回] ａ：Section 13  ｂ：Voice 8（前半） 

10/24［第５回] ａ：Section 14  ｂ：Voice 8（後半） 

11/7［第６回] ａ：Section 15  ｂ：Voice 9（前半） 

11/14［第７回] ａ：復習テスト  ｂ：Voice 9（後半） 

11/21［第８回] ａ：Section 16  ｂ：Voice 10（前半） 

11/28［第９回] ａ：Section 17  ｂ：Voice 10（後半） 

12/5［第 10 回] ａ：Section 18  ｂ：Voice 11（前半） 

12/12［第 11 回] ａ：Section 19  ｂ：Voice 11（後半） 

12/19［第 12 回] ａ：Section 20  ｂ：Voice 12（前半） 

1/9［第 13 回]   Voice 12（後半） 

1/16［第 14 回] ａ：試験  ｂ：解説とまとめ 

 

＊各回の内容は必要に応じて変更することがある。 

 

 

 
３．履修上の注意 

■持ち物について 

・教科書、（電子）辞書、ノートと筆記具（ラップトップやタブレット端末でも可）、スマホを持参すること。 

 

■出席について 

・出席の把握には Oh-o! Meiji の出席管理システムを用いる。出席登録に不正があった場合や許可なく早退した場合は 2 

回欠席扱いとする。 

・5 回以上欠席すると単位不認定となる。ただし、やむを得ない理由、たとえば部活動の大会や忌引き・入院・病欠等の理由

で欠席する場合、証拠（大会への参加を証明する文書、診断書、病院の領収書など）を提示して説明すれば単位認定に係

る欠席回数には数え入れない。ただし、証拠を提示するだけで平常点が加算されるわけではないので、5 回以上欠席する

見込みがない場合、報告したり証拠を提示したりする必要はない。 

・遅刻が複数回におよぶ場合、累積時間によっては欠席扱いとなる場合がある。ただし、遅延証明書を提示すれば遅刻扱

いにならない。 

・早退は健康上の理由等で正当と認められる場合は認める。できるだけ早く報告すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

各回の準備学習に必要な時間は 90 分程度。具体的な内容は以下の通り。 
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【予習】 

（a モジュール） 

・教材が難しいと感じる場合は設問を読み音声を聞いてもよい。ただし、事前に正解を見ることはできない。 

（b モジュール） 

・新しい単元（Voice）に入る回は、あらかじめ冒頭のページに目を通したうえで、Building Background、Boosting 

Vocabulary、Introduction の問題を解いてくること。 

 

【復習】 

（a モジュール） 

・スクリプトや訳をじっくり確認して内容の理解を深める。もう一度音声を聞いてスクリプトを音読する。 

・間をおいてから問題をもう一度解いて答え合わせする。 

（b モジュール） 

・インタビュー動画を繰り返し視聴して理解を深める。 

・指示に応じてライティング課題に取り組む。 

 

＊試験では授業で扱った音声・動画をもとに授業と同形式の問題が出題されるので各回の内容をこまめに復習すること。 

＊調べてもわからないことがあった場合は Oh-o! Meiji クラスウェブ内「ディスカッション」の「教科書に関する質問」に質問を

投稿すること。 

 
５．教科書 

『公式 TOEIC® Listening & Reading トレーニング 2 リスニング編』 ETS 著（国際ビジネスコミュニケーション協会） 

 

『Inspiring Voices: 15 Interviews from NHK Direct Talk』小林めぐみ / 藤田玲子 / Peter J. Collins 編著（金星堂） 

 

 
６．参考書 

参考書は特に定めないが、以下に役立つサイトを掲示する。 

 

・電子辞書を忘れた場合は、明治大学図書館が提供するオンライン情報源の 1 つジャパンナレッジ Lib を活用すること。 

https://www.meiji.ac.jp/library/search/e-resource.html 

 

・発音については辞書のほか以下の Web ページを参照するとよい。 

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/eigo/hatsuon/index.html 

http://www.bbc.co.uk/learningenglish 

 

・【参考】 NHK Direct Talk のサイト 

https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/tv/directtalk/ 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

・授業内課題の解答をスクリーンで示し、適宜解説する。 

・最終授業日に期末試験を実施し、同日に解説の時間を設ける。 

 
８．成績評価の方法 

平常点（30％）、試験（40％）、TOEIC 復習テスト（10％）、ライティング課題×6 回（20％） 

 
９．その他 

・第 2 回授業以降、「授業資料」にアップロードする PDF ファイル「座席表」に従って着席すること。 

 

・以下の Web ページより教科書の音声や動画をダウンロードまたはストリーミング再生できる。 

 

https://app.abceed.com/audio/iibc-officialprep 

https://plusmedia.kinsei-do.co.jp/plusmedia/html/user/ 

＊ブラウザのお気に入りまたはスマホのホーム画面に追加しておくこと。 
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・授業の前後に質問・相談を受け付ける。Oh-o！Meiji クラスウェブ内「ディスカッション」の「授業に関する質問・意見・相談」

を利用して教員に連絡することもできるが、遅刻・欠席の際に連絡は特に必要ない。 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[D 組] 

担当者名 戸嶋真弓 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 授業は、基本的に対面で行われます。英語は実際にどのような場面でどのように使われるのかということを テキスト等を使

用して学びます。授業時には，テキスト等の内容を英語で表現することの他に，リピーティング，シャドーイング，ウィスパリン

グ，ロール・プレイング，英語でのグループ発表等を行い，アウトプットを中心とした英語でのコミュニケーション・トレーニング

を行います。テキストの登場人物のように，英語が自分の言葉として発されるような基礎を培うことを目標とします。 

 テキストの中の長文を読み、まとめを日本語と英語でアウトプットしていく練習も行います。 

 また、グループワークを行い、英語での発表をグループで行います。 

 *なお、世情もしくはクラスの状況によって、アクティビティ等を行う順番や内容などは変わることがあります。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション（授業説明） 

［第２回] Unit 8 Oil Painting 

［第３回] Unit 9 Architecture 

［第４回] Unit 10 Textiles 

［第５回] Unit 11 Photography 

［第６回] Unit 12 Film 

［第７回] Unit 13 Project Planning 

［第８回] Unit 14 Print Making 

［第９回]   Unit 15 Japanese Painting 

［第 10 回]  グループワークの説明 

［第 11 回]  グループ発表 1：第 1 回発表 

［第 12 回]  グループ発表 2：第 2 回発表 

［第 13 回]  グループ発表 3 : 第３回発表 

［第 14 回]  ａ：総括 課題 

 

グループ・ワークや発表については適宜説明します。 

 
３．履修上の注意 

 授業はアウトプットを中心に行います。テキストに目を通してから授業に参加することが効果的です。また，グループ発表に

は，授業外でのメンバーとの連絡や練習が必要です。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に テキストに目を通し、次回の授業内容を知っておくことが必要です。復習として，テキストおよびノートの該当箇所を

読むこと。発表に関しては，打ち合わせと台詞等の確認，リハーサルを各人がすることが必要です。 

 

 
５．教科書 

English Communication for Creatives、亀山博之他著、南雲堂、2024 年、ISBN 978-4-523-17977-1 

 
６．参考書 

使用しない 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業時にフィードバックを行います。 

 
８．成績評価の方法 

ロール・プレイング学習（10％），グループ発表（40％），課題およびレポート等（50％） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[E 組] 

担当者名 及川一美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとに言葉そのものと，言葉が媒介する異文化の核心に触れ，多元

的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 

到達目標  

研究の成果を発表する場で意思疎通に臆さない会話力をつける。 

科学と社会・文化・経済との関連を話すことができる力をつける。 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回] A Day in the Life of MIT Aerospace Engineering Student   

［第２回] Unit 8 I can take care of the data analysis/How CRISPR lets you edit DNA?    

［第３回] Unit 8 I can take care of the data analysis/Kevin Slavin: How algorithms shape our world/Quiz1 CRISPR 

［第４回] Unit 9 My aim is to clean polluted water./Kevin Slavin: How algorithms shape our world/Quiz2 Algorithm（TF） 

［第５回] Unit 9 My aim is to clean polluted water./Alex Gendler: Can you solve the Alice in Wonderland riddle?    

［第６回] Unit 10 How do I use this instrument? /TED talk generated by ChatGPT   

［第７回] Unit 10 How do I use this instrument? /Sam Altman interview No.1/Quiz3 ChatGPT 

［第８回] Unit 11 There is a fire in the lab/Sam Altman interview No.２   

［第９回] Unit 12 I am interested in the automotive industry./Quiz4 Sam Altman 

［第 10 回] Unit 13 What did you think about the seminar?   

［第 11 回] Unit 14 I found some promising results.   

［第 12 回] Unit 14 Oral Presentation   

［第 13 回] Review/ Final Examination 

［第 14 回] Workshop: Projects 

 

 

※状況によっては，授業計画等に変更が生じる可能性があります。 

 

 

 

 

 
３．履修上の注意 

1. 出席は３分の２以上必要です。 

2. 発熱・部活動・忌引きなど合理的な理由で欠席をする場合は授業前後に教えてください。 

3. 出席・Dictation・小テスト・レポート・プレゼンテーションなどにおける不正行為・剽窃は禁止されています。 

 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

1. 予習：Dictation のために Quizlet や Hot Potato などの e-learning 教材を用いて単語の意味を確認する。(20 分） 

2. 復習：「授業内容・資料」にある TED の解説を読み辞書を使って理解し Quiz に向けて準備する。（40 分） 

3．授業外の取り組み：会話の練習（60 分） 

 

 

 

 
５．教科書 

教科書：Science Talk---Communicative English for Science and Technology 

著者名：工藤多恵  Connor Edwards 
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出版社：センゲージラーニング 

ISBN 9784863124363 Student Book (160 pp)  

￥2,700（￥2,970 税込） 

 
６．参考書 

特になし 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に模範例を挙げて、採点基準の説明をしながら Feedback します。 

また個人的な課題に対するフィードバックは授業の前後、質問の日に聞いてください。 

 
８．成績評価の方法 

評価は下記に基づいた総合評価となります。 

 

Participation 40% (in class activities, Dictation, attitude, etc.)  

Quizzes & Exam 60% 

 

3 分の２以上の出席をした上で上記の配点に基づいた総合評価で評点６０点以上を本授業の目的であるコミュニケーション

能力を修得したものとし合格とする。 

 

 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[F 組] 

担当者名 杉本文四郎 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本授業は各回をａモジュールとｂモジュールに分けておこなう。ａモジュールでは TOEIC リスニングパートの問題演習と振り

返りをおこなう。ｂモジュールではインタビュー番組 NHK Direct Talk の動画を通して英語コミュニケーション力を育成する。

具体的な到達目標は以下の通り。 

 

（１） 毎週 TOEIC リスニングパートの練習問題に取り組み、総合得点 600 点以上を目標に習熟度に応じて得点力向上を図

る。 

（２） 英語のインタビュー動画をもちいた問題演習中心の授業により、語彙の習得、リスニング力の向上、情報処理能力の強

化を目指す。 

（３） 幅広い分野の第一線で活躍する人々の英語インタビューを通して教養をやしない、現代社会の課題について考える

力を身につける。 

 

 

 
２．授業内容 

9/26［第１回] イントロダクション 

10/3［第２回] ａ：Section 11  ｂ：Voice 7（前半） 

10/10［第３回] ａ：Section 12  ｂ：Voice 7（後半） 

10/17［第４回] ａ：Section 13  ｂ：Voice 8（前半） 

10/24［第５回] ａ：Section 14  ｂ：Voice 8（後半） 

11/7［第６回] ａ：Section 15  ｂ：Voice 9（前半） 

11/14［第７回] ａ：復習テスト  ｂ：Voice 9（後半） 

11/21［第８回] ａ：Section 16  ｂ：Voice 10（前半） 

11/28［第９回] ａ：Section 17  ｂ：Voice 10（後半） 

12/5［第 10 回] ａ：Section 18  ｂ：Voice 11（前半） 

12/12［第 11 回] ａ：Section 19  ｂ：Voice 11（後半） 

12/19［第 12 回] ａ：Section 20  ｂ：Voice 12（前半） 

1/9［第 13 回]   Voice 12（後半） 

1/16［第 14 回] ａ：試験  ｂ：解説とまとめ 

 

＊各回の内容は必要に応じて変更することがある。 

 

 

 
３．履修上の注意 

■持ち物について 

・教科書、（電子）辞書、ノートと筆記具（ラップトップやタブレット端末でも可）、スマホを持参すること。 

 

■出席について 

・出席の把握には Oh-o! Meiji の出席管理システムを用いる。出席登録に不正があった場合や許可なく早退した場合は 2 

回欠席扱いとする。 

・5 回以上欠席すると単位不認定となる。ただし、やむを得ない理由、たとえば部活動の大会や忌引き・入院・病欠等の理由

で欠席する場合、証拠（大会への参加を証明する文書、診断書、病院の領収書など）を提示して説明すれば単位認定に係

る欠席回数には数え入れない。ただし、証拠を提示するだけで平常点が加算されるわけではないので、5 回以上欠席する

見込みがない場合、報告したり証拠を提示したりする必要はない。 

・遅刻が複数回におよぶ場合、累積時間によっては欠席扱いとなる場合がある。ただし、遅延証明書を提示すれば遅刻扱

いにならない。 

・早退は健康上の理由等で正当と認められる場合は認める。できるだけ早く報告すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

各回の準備学習に必要な時間は 90 分程度。具体的な内容は以下の通り。 
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【予習】 

（a モジュール） 

・教材が難しいと感じる場合は設問を読み音声を聞いてもよい。ただし、事前に正解を見ることはできない。 

（b モジュール） 

・新しい単元（Voice）に入る回は、あらかじめ冒頭のページに目を通したうえで、Building Background、Boosting 

Vocabulary、Introduction の問題を解いてくること。 

 

【復習】 

（a モジュール） 

・スクリプトや訳をじっくり確認して内容の理解を深める。もう一度音声を聞いてスクリプトを音読する。 

・間をおいてから問題をもう一度解いて答え合わせする。 

（b モジュール） 

・インタビュー動画を繰り返し視聴して理解を深める。 

・指示に応じてライティング課題に取り組む。 

 

＊試験では授業で扱った音声・動画をもとに授業と同形式の問題が出題されるので各回の内容をこまめに復習すること。 

＊調べてもわからないことがあった場合は Oh-o! Meiji クラスウェブ内「ディスカッション」の「教科書に関する質問」に質問を

投稿すること。 

 
５．教科書 

『公式 TOEIC® Listening & Reading トレーニング 2 リスニング編』 ETS 著（国際ビジネスコミュニケーション協会） 

 

『Inspiring Voices: 15 Interviews from NHK Direct Talk』小林めぐみ / 藤田玲子 / Peter J. Collins 編著（金星堂） 

 

 
６．参考書 

参考書は特に定めないが、以下に役立つサイトを掲示する。 

 

・電子辞書を忘れた場合は、明治大学図書館が提供するオンライン情報源の 1 つジャパンナレッジ Lib を活用すること。 

https://www.meiji.ac.jp/library/search/e-resource.html 

 

・発音については辞書のほか以下の Web ページを参照するとよい。 

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/eigo/hatsuon/index.html 

http://www.bbc.co.uk/learningenglish 

 

・【参考】 NHK Direct Talk のサイト 

https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/tv/directtalk/ 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

・授業内課題の解答をスクリーンで示し、適宜解説する。 

・最終授業日に期末試験を実施し、同日に解説の時間を設ける。 

 
８．成績評価の方法 

平常点（30％）、試験（40％）、TOEIC 復習テスト（10％）、ライティング課題×6 回（20％） 

 
９．その他 

・第 2 回授業以降、「授業資料」にアップロードする PDF ファイル「座席表」に従って着席すること。 

 

・以下の Web ページより教科書の音声や動画をダウンロードまたはストリーミング再生できる。 

 

https://app.abceed.com/audio/iibc-officialprep 

https://plusmedia.kinsei-do.co.jp/plusmedia/html/user/ 

＊ブラウザのお気に入りまたはスマホのホーム画面に追加しておくこと。 
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・授業の前後に質問・相談を受け付ける。Oh-o！Meiji クラスウェブ内「ディスカッション」の「授業に関する質問・意見・相談」

を利用して教員に連絡することもできるが、遅刻・欠席の際に連絡は特に必要ない。 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[G 組] 

担当者名 荒木友嗣 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、リスニングを中心課題に据えたニュースの視聴覚教材（「教科書」欄参照）を使う。ニュースは NHK の海外向

け放送 NEWSLINE から採択され、適当な長さに編集されたもので、「メタバース学習塾」「ズームに活路を見出したアーティ

スト」「駅に設置された AI カフェ」など、現代日本の主な出来事や経済、文化、科学の最近の動向などを扱っている。 

 授業は教科書の Unit6, 8, 10, 12 の順に進める。単元の構成は以下： 

１. 日本語のイントロダクション（説明） 

２. Words & Prases（説明） 

３. Before You Watch（練習問題［以下同じ］） 

４．Watch the News 

５．Understand the News 

６．Listen to the News Story 

７．Review the Key Expressions 

８.  Discussion Questions 

 

 英語での会話力をつけるのは国際交流では大前提であるが、そのためにも、上記視聴覚教材で学ぶに際して、徹底的に

聴いて模倣する、繰り返し音読する（ことによって記憶への定着とよりスムーズなアウトプットを可能にする）ことを授業での努

力目標としたい。 

 なお、この授業は毎回原則学生の挙手応答によって進められ、1Unit につき一回教科書から課題を課すものとする。 

 

  

 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクシション（前期の補足、後期イントロダクション）    

「第２回] Unit 6 Deer Ramen 山梨ジビエラーメン [1]  

［第３回] Unit 6 Deer Ramen 山梨ジビエラーメン [2]  

［第４回] Unit 6 Deer Ramen 山梨ジビエラーメン [3]   

［第５回] Unit 8 Think Globally, Graze Locally 飼料高騰にライ麦 [1] 

［第６回] Unit 8 Think Globally, Graze Locally 飼料高騰にライ麦 [2] 

［第７回] Unit 8 Think Globally, Graze Locally 飼料高騰にライ麦 [3] 

［第８回] Unit 10 “Robot Cafe” Showcases AI's Potential 自販機で示す AI の可能性 [1] 

［第９回] Unit 10 “Robot Cafe” Showcases AI's Potential 自販機で示す AI の可能性 [2] 

［第 10 回] Unit 10 “Robot Cafe” Showcases AI's Potential 自販機で示す AI の可能性 [3] 

［第 11 回] Unit 12 Healing the Words of Young People for a Better Future 若きリーダーと脱炭素 [1] 

［第 12 回] Unit 12 Healing the Words of Young People for a Better Future 若きリーダーと脱炭素 [2]   

［第 13 回] Unit 12 Healing the Words of Young People for a Better Future 若きリーダーと脱炭素 [3]   

［第 14 回] a. まとめ／補足 b. 学期末試験 

 

 

 

 

 

 

 

 
３．履修上の注意 

＊本授業は毎回固定席（初回に指定）に着席すること。 

＊授業中、教室の出入りは慎むこと。 

＊本授業は原則的に学生の挙手応答による実践（評価対象）によって進められる。 
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＊使用テキストの Unit2 つにつき 1 回課題（評価対象）を課す。課題は、それが課せられた次の週の授業時を締め切りとす

る。締め切り後の提出には一定の減点がなされる。 

＊不可抗力の欠席プラス遅刻（いずれも証明あるいは至極妥当な説明が必要）を 4 回まで許容、5 回以上で学期末試験を

無効とする。 

 

 

 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：次の授業の学習個所中、不明であったり理解のあいまいな単語や表現（文法事項を含む）はなるべく予め辞書で確

認して授業に臨むこと。授業ではそれらの事柄を確認するよう心がけること。 

 復習：授業で確認した予習事項を授業後も点検し，ノートあるいは教科書に記録しておくこと。課題も重要な復習となるの

で、おろそかにせぬこと。 

  予習・復習を問わず、自習用オンライン・ヴィデオ（テキスト入手後アクセス可能）を繰り返し視聴しておくことを勧める。 

 
５．教科書 

Tatsuroh Yamazaki, Stella M. Yamazaki 編著「NHK NEWSLINE７（映像で学ぶ NHK ニュースが伝える日本７）」（2024 年、

金星堂） 2500 円+税 

 
６．参考書 

授業中に適宜紹介する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する 

 
８．成績評価の方法 

100 点満点（課題実施状況 25 点、挙手応答 25 点、学期末試験 50 点）中、60 点以上の取得を合格（SABC）とする。ただ

し、授業最終回直前回までに欠席プラス遅刻が 4 回以内でなければ学期末試験を 0 点とみなす。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[H 組] 

担当者名 中村恭子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き、それをもとにことばそのものと、ことばが媒介する異文化の核心に触れ、

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では、「英語コミュニケーション１」に引き続き、これまでに培ってきた英語力を活かしながら、日常生活に必要なコ

ミュニケーション能力をさらに向上させることを第一目標とする。テキストは「リーディング、ライティング、リスニング、スピーキン

グ」の言語の四技能を強化するため,バランスの取れた内容になっている。とくに、英語の表現技術の向上のために文法の基

礎固めをしっかりとすることができるだろう。TOEIC などの資格試験でも、基礎的な文法の問題で点を取れなければ、当然、

高得点など望めない。本授業では、基礎を再確認したうえで、英語の発信力をさらに高めるために様々な英語表現を学んで

いく。 

 また、テキスト以外にも教材には歴史に残る名スピーチ・プレゼンテーションや洋楽、映画の名場面などをとりあげたい。こ

の授業を通じて、英語を身近な存在として捉え、英語で思考することへの抵抗感を払拭してもらうことが副次的目標である。 

 

 
２．授業内容 

 授業の前半はテキストを用いて、後半はプリントや映像などの音声教材を用いて、授業を行う。毎授業、クイズ（小テスト）や

課題などを提出してもらい、平常点として評価する。また数回、授業中に短い英文のエッセイを書いて提出してもらう。テキス

トに沿った、各回の授業内容は以下の通り。ただし、授業の進度によっては内容を変更する場合もある。 

［第 1 回] Introduction  

［第 2・3 回] Unit 7 Can We Travel to Space?/ 依頼・勧誘の表現 / 形容詞・副詞 

［第 4・5 回] Unit 8 Gender and Sports / いろいろな疑問文 / 受動態  

［第 6・7 回] Unit 9 New "Old" Entertainment / 意見や主張 / 完了形 

［第 8・9 回] Unit 10 New Way to Enjoy Cinema / 音とグラフィックの照合 / 不定詞・動名詞 

［第 10・11 回] Unit 11 Fake Meat or No Meat? / チャンク・リスニング / 接続詞・接続副詞 

［第 12・13 回] Unit 12 Cashless Society / ２人以上の話者の聞き取り / 分詞構文  

［第 14 回] ａ：期末試験/ｂ：講義全体の振り返りと試験の正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 授業速度は速いので、予習必須。復習も欠かさないこと。授業中の居眠り、私語、メールは厳禁。授業途中で席を離れるこ

とも控える。もちろん、ただ席に座っていれば良いわけではない。授業への積極的参加が望まれる。授業には必ず英和辞書

を携帯すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習としては、次回の授業範囲について事前に辞書を引いておくこと。また、復習としては、授業で紹介した内容などにつ

いて、文献やネットで自ら調べておくことが望ましい。 

 

 
５．教科書 

 『Target! upper-intermediate 総合英語のターゲット演習【準上級】』 森田彰 / 飯尾牧子 / 橋本健広 / 角田麻里 / 佐

竹麻衣 / Taron Plaza 著（金星堂） 

 

 
６．参考書 

 『新 TOEIC L&R TEST 出る単特急 金の 1000 問』 TEX 加藤 著（朝日新聞出版） 

 授業では使用しないが、語彙力を増やすためにお勧めしたい一冊 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 小テストや課題などはクラスウェブの「アンケート機能」もしくは「小テスト機能」で提示し、コメントでフィードバックする。 

 
８．成績評価の方法 
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 遅刻３回で１回の欠席となる。欠席回数が４回に達した場合は単位を認めない。成績は、期末試験４０％，平常点（毎回の

授業における小テストや課題提出）を６０％の配分で評価する。総合評価の６０％以上を合格とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[I 組] 

担当者名 塩谷幸子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 世界を取り巻く様々な状況を英語で正確に理解し，その上で自国の社会や文化についても客観的かつ多面的な視点で捉

えることのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 

 具体的な到達目標は，コンピュータネットワークを活用してコミュニケーションスキルの向上を図ることである。特に，シャドー

イングの訓練を中心にリスニング・スピーキング技能を高めていく。 

 シャドーイングのトレーニングを通して１）音声知覚力の向上 ２）発音・発話の流暢さ ３）読解力の速さ・正確さが獲得でき

る。シャドーイングは効果の高さから注目を浴びている学習活動だが，聞こえてくる音声を正確に聴き取り，再生し意味を理

解しようとするため，認知的には非常に負荷の高い活動でもある。しかし，メタ認知活動モデルを使った独自の方法を利用す

ることにより，無理なくマスターできるようになる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション・プレテスト 

［第２回] Unit 8 

［第３回] Unit 8 & 9 

［第４回] Unit 9 

［第５回] Unit 10 

［第６回] Unit 10 & 11 

［第７回] Unit 11 

［第８回] Unit 12 

［第９回] Unit 12 & 13 

［第 10 回] Unit 13 

［第 11 回] Unit 14  

［第 12 回] Unit 14+プレゼンテーション準備 

［第 13 回] プレゼンテーション 

［第 14 回] 期末試験・まとめ・ポストテスト 

 
３．履修上の注意 

・ペア / グループワークを多用し、主体的に、対話的に、そしてより深く学び合う参加型（＝協働学習）の授業を行う。シャド

ーイングのパフォーマンスチェックや問題の答え合わせなどもグループやペアで行う。使用する CALL（コンピュータ支援の

語学学習）教室の特性を活かして、様々な学習ツール（文字チャット、音声録音、グループワーク機能など）を利用しながらク

ラスメートと共に効率よく学習する。洋楽、洋画、TOEIC の問題等も副教材として積極的に活用する。 

 

・ペア/グループワークを頻繁に行う参加型の授業である。予習を怠ると授業に参加できないばかりか、他の受講生にも迷惑

がかかるので十全な準備が必要である。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

本授業の準備学習・復習時間は、合わせて 60 分程度を標準とする。  

・テキストの予・復習と１日５分のシャドーイング練習を続けることによって，自律的な学習習慣を身につけて欲しい。 

 

 
５．教科書 

<i> Read On, Getting Started </I>エッセイと会話の基礎英語読本（三修社, 2025) 

 
６．参考書 

Grammar in Use Intermediate, 3rd Edition(Cambridge Univ. Press, 2010) 

Practical English Usage (Oxford Univ. Press, 2005) 

 

その他の参考書や参考サイトについては授業時に適宜紹介する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 
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提出課題に対しては個別またはクラス全体のフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 定期試験 50％＋プレゼンテーション 20％＋提出課題 20％＋平常点 10％によって評価する。総合得点の 60％以上を合

格点とする 

 
９．その他 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

344 

 

科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[J 組] 

担当者名 荒木友嗣 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、リスニングを中心課題に据えたニュースの視聴覚教材（「教科書」欄参照）を使う。ニュースは NHK の海外向

け放送 NEWSLINE から採択され、適当な長さに編集されたもので、「メタバース学習塾」「ズームに活路を見出したアーティ

スト」「駅に設置された AI カフェ」など、現代日本の主な出来事や経済、文化、科学の最近の動向などを扱っている。 

 授業は教科書の Unit6, 8, 10, 12 の順に進める。単元の構成は以下： 

１. 日本語のイントロダクション（説明） 

２. Words & Prases（説明） 

３. Before You Watch（練習問題［以下同じ］） 

４．Watch the News 

５．Understand the News 

６．Listen to the News Story 

７．Review the Key Expressions 

８.  Discussion Questions 

 

 英語での会話力をつけるのは国際交流では大前提であるが、そのためにも、上記視聴覚教材で学ぶに際して、徹底的に

聴いて模倣する、繰り返し音読する（ことによって記憶への定着とよりスムーズなアウトプットを可能にする）ことを授業での努

力目標としたい。 

 なお、この授業は毎回原則学生の挙手応答によって進められ、1Unit につき一回教科書から課題を課すものとする。 

 

  

 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクシション（前期の補足、後期イントロダクション）    

「第２回] Unit 6 Deer Ramen 山梨ジビエラーメン [1]  

［第３回] Unit 6 Deer Ramen 山梨ジビエラーメン [2]  

［第４回] Unit 6 Deer Ramen 山梨ジビエラーメン [3]   

［第５回] Unit 8 Think Globally, Graze Locally 飼料高騰にライ麦 [1] 

［第６回] Unit 8 Think Globally, Graze Locally 飼料高騰にライ麦 [2] 

［第７回] Unit 8 Think Globally, Graze Locally 飼料高騰にライ麦 [3] 

［第８回] Unit 10 “Robot Cafe” Showcases AI's Potential 自販機で示す AI の可能性 [1] 

［第９回] Unit 10 “Robot Cafe” Showcases AI's Potential 自販機で示す AI の可能性 [2] 

［第 10 回] Unit 10 “Robot Cafe” Showcases AI's Potential 自販機で示す AI の可能性 [3] 

［第 11 回] Unit 12 Healing the Words of Young People for a Better Future 若きリーダーと脱炭素 [1] 

［第 12 回] Unit 12 Healing the Words of Young People for a Better Future 若きリーダーと脱炭素 [2]   

［第 13 回] Unit 12 Healing the Words of Young People for a Better Future 若きリーダーと脱炭素 [3]   

［第 14 回] a. まとめ／補足 b. 学期末試験 

 

 

 

 

 

 

 

 
３．履修上の注意 

＊本授業は毎回固定席（初回に指定）に着席すること。 

＊授業中、教室の出入りは慎むこと。 

＊本授業は原則的に学生の挙手応答による実践（評価対象）によって進められる。 
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＊使用テキストの Unit2 つにつき 1 回課題（評価対象）を課す。課題は、それが課せられた次の週の授業時を締め切りとす

る。締め切り後の提出には一定の減点がなされる。 

＊不可抗力の欠席プラス遅刻（いずれも証明あるいは至極妥当な説明が必要）を 4 回まで許容、5 回以上で学期末試験を

無効とする。 

 

 

 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：次の授業の学習個所中、不明であったり理解のあいまいな単語や表現（文法事項を含む）はなるべく予め辞書で確

認して授業に臨むこと。授業ではそれらの事柄を確認するよう心がけること。 

 復習：授業で確認した予習事項を授業後も点検し，ノートあるいは教科書に記録しておくこと。課題も重要な復習となるの

で、おろそかにせぬこと。 

  予習・復習を問わず、自習用オンライン・ヴィデオ（テキスト入手後アクセス可能）を繰り返し視聴しておくことを勧める。 

 
５．教科書 

Tatsuroh Yamazaki, Stella M. Yamazaki 編著「NHK NEWSLINE７（映像で学ぶ NHK ニュースが伝える日本７）」（2024 年、

金星堂） 2500 円+税 

 
６．参考書 

授業中に適宜紹介する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する 

 
８．成績評価の方法 

100 点満点（課題実施状況 25 点、挙手応答 25 点、学期末試験 50 点）中、60 点以上の取得を合格（SABC）とする。ただ

し、授業最終回直前回までに欠席プラス遅刻が 4 回以内でなければ学期末試験を 0 点とみなす。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[K 組] 

担当者名 近藤章子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 春学期に引き続き，日本国内の現状を英語で世界に伝える様々な分野のニュースを視聴し，リピーティングやシャドーイン

グによって文章を音読することで学んだ表現を定着させてから，それを使って英文を書く練習と話す練習をする。この過程で

音声を聴いて英文の一部を書きとるディクテーションも行う。各課ではニュースの要約文の作成と意見の交換も行う。また，文

法事項の復習と理解にも注意を向けていく。 

 次の４点を到達目標とする。 

１）英文を読むだけでなく，書くための辞書の使い方に習熟する。 

２）意味を理解した文章を正確に発音できる。 

３）学んだ表現を使って，文法的に正しい英文を書くことができる。 

４）書けるようになった文章を英語での会話に応用できる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] Unit 7：核実験の記憶、そして島々の未来 (1st half)  

［第２回] Unit 7：核実験の記憶、そして島々の未来 (2nd half) 

［第３回] Unit 8：リアル書店のこれから (1st half)  

［第４回] Unit 8：リアル書店のこれから (2nd half) 

［第５回] Unit 9：タイで広がる"Matcha"ブーム (1st half)  

［第６回] Unit 9：タイで広がる"Matcha"ブーム (2nd half) 

［第７回] Unit 10：ガザの生徒、広島で平和を願う (1st half)  

［第８回] Unit 10：ガザの生徒、広島で平和を願う (2nd half) 

［第９回] Unit 11：時を超えよみがえる将軍 (1st half)  

［第 10 回] Unit 11：時を超えよみがえる将軍 (2nd half) 

［第 11 回] Unit 12：イギリス名門校の伝統教育を日本で  (1st half)  

［第 12 回] Unit 12：イギリス名門校の伝統教育を日本で  (2nd half) 

［第 13 回] Unit 13：日本の技術でモンゴルの大地を豊かに 

［第 14 回] ａ：まとめ，ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

１）必ず予習をして授業に臨むこと。 

２）授業で学ぶ語句の語法や発音を辞書で確認してもらうことが多いので，冊子形態の辞書，もしくは電子辞書を持参するこ

と。 

３）遅刻・欠席は減点対象になる。病気などのやむを得ない事情がある場合はそれを証明するものを提示してもらうが，よほ

どのことがない限りは出席することが成績評価の前提であることを心得てほしい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 各課の語句問題と指定されたページの練習問題をやっておく。英文を読む際にわからない単語と語句があったら意味と使

い方を辞書で調べ，日本語で文の意味を説明できるようにしておくこと。ニュースのリスニングが終了した課のニュース本文

についても同様である。 

 授業後はオンラインビデオをストリーミング再生することによって英文を聴き，少なくとも３回は音読してほしい。 

 

 
５．教科書 

 JAPAN QUEST from NHK WORLD -JAPAN's NEWSLINE （『映像で学ぶ NHK ワールドが発信する日本』），米山明日

香 著，（金星堂） 

 

 
６．参考書 
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 Longman's Dictionary of Contemporary English. 6th edition（Longman） 

 『リーダーズ英和辞典（第３版）』（研究社） 

 『ジーニアス英和辞典（第６版）』（大修館） 

 『プログレッシブ和英辞典（第４版）』（小学館） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 小テストは採点して返却、解説する。 

 提出課題は返却し、改善すべき点をコメントする。 

 
８．成績評価の方法 

 評価の割合は，最終回での試験の点数 60％，学期中に行なう小テストの点数 10％，授業への貢献度（遅刻・欠席の有

無，予習状況，授業中の課題への取り組み，発言，音読の実技など）30％とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[L 組] 

担当者名 杉本文四郎 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本授業は各回をａモジュールとｂモジュールに分けておこなう。ａモジュールでは TOEIC リスニングパートの問題演習と振り

返りをおこなう。ｂモジュールではインタビュー番組 NHK Direct Talk の動画を通して英語コミュニケーション力を育成する。

具体的な到達目標は以下の通り。 

 

（１） 毎週 TOEIC リスニングパートの練習問題に取り組み、総合得点 600 点以上を目標に習熟度に応じて得点力向上を図

る。 

（２） 英語のインタビュー動画をもちいた問題演習中心の授業により、語彙の習得、リスニング力の向上、情報処理能力の強

化を目指す。 

（３） 幅広い分野の第一線で活躍する人々の英語インタビューを通して教養をやしない、現代社会の課題について考える

力を身につける。 

 

 

 
２．授業内容 

9/26［第１回] イントロダクション 

10/3［第２回] ａ：Section 11  ｂ：Voice 7（前半） 

10/10［第３回] ａ：Section 12  ｂ：Voice 7（後半） 

10/17［第４回] ａ：Section 13  ｂ：Voice 8（前半） 

10/24［第５回] ａ：Section 14  ｂ：Voice 8（後半） 

11/7［第６回] ａ：Section 15  ｂ：Voice 9（前半） 

11/14［第７回] ａ：復習テスト  ｂ：Voice 9（後半） 

11/21［第８回] ａ：Section 16  ｂ：Voice 10（前半） 

11/28［第９回] ａ：Section 17  ｂ：Voice 10（後半） 

12/5［第 10 回] ａ：Section 18  ｂ：Voice 11（前半） 

12/12［第 11 回] ａ：Section 19  ｂ：Voice 11（後半） 

12/19［第 12 回] ａ：Section 20  ｂ：Voice 12（前半） 

1/9［第 13 回]   Voice 12（後半） 

1/16［第 14 回] ａ：試験  ｂ：解説とまとめ 

 

＊各回の内容は必要に応じて変更することがある。 

 

 

 
３．履修上の注意 

■持ち物について 

・教科書、（電子）辞書、ノートと筆記具（ラップトップやタブレット端末でも可）、スマホを持参すること。 

 

■出席について 

・出席の把握には Oh-o! Meiji の出席管理システムを用いる。出席登録に不正があった場合や許可なく早退した場合は 2 

回欠席扱いとする。 

・5 回以上欠席すると単位不認定となる。ただし、やむを得ない理由、たとえば部活動の大会や忌引き・入院・病欠等の理由

で欠席する場合、証拠（大会への参加を証明する文書、診断書、病院の領収書など）を提示して説明すれば単位認定に係

る欠席回数には数え入れない。ただし、証拠を提示するだけで平常点が加算されるわけではないので、5 回以上欠席する

見込みがない場合、報告したり証拠を提示したりする必要はない。 

・遅刻が複数回におよぶ場合、累積時間によっては欠席扱いとなる場合がある。ただし、遅延証明書を提示すれば遅刻扱

いにならない。 

・早退は健康上の理由等で正当と認められる場合は認める。できるだけ早く報告すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

各回の準備学習に必要な時間は 90 分程度。具体的な内容は以下の通り。 
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【予習】 

（a モジュール） 

・教材が難しいと感じる場合は設問を読み音声を聞いてもよい。ただし、事前に正解を見ることはできない。 

（b モジュール） 

・新しい単元（Voice）に入る回は、あらかじめ冒頭のページに目を通したうえで、Building Background、Boosting 

Vocabulary、Introduction の問題を解いてくること。 

 

【復習】 

（a モジュール） 

・スクリプトや訳をじっくり確認して内容の理解を深める。もう一度音声を聞いてスクリプトを音読する。 

・間をおいてから問題をもう一度解いて答え合わせする。 

（b モジュール） 

・インタビュー動画を繰り返し視聴して理解を深める。 

・指示に応じてライティング課題に取り組む。 

 

＊試験では授業で扱った音声・動画をもとに授業と同形式の問題が出題されるので各回の内容をこまめに復習すること。 

＊調べてもわからないことがあった場合は Oh-o! Meiji クラスウェブ内「ディスカッション」の「教科書に関する質問」に質問を

投稿すること。 

 
５．教科書 

『公式 TOEIC® Listening & Reading トレーニング 2 リスニング編』 ETS 著（国際ビジネスコミュニケーション協会） 

 

『Inspiring Voices: 15 Interviews from NHK Direct Talk』小林めぐみ / 藤田玲子 / Peter J. Collins 編著（金星堂） 

 

 
６．参考書 

参考書は特に定めないが、以下に役立つサイトを掲示する。 

 

・電子辞書を忘れた場合は、明治大学図書館が提供するオンライン情報源の 1 つジャパンナレッジ Lib を活用すること。 

https://www.meiji.ac.jp/library/search/e-resource.html 

 

・発音については辞書のほか以下の Web ページを参照するとよい。 

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/eigo/hatsuon/index.html 

http://www.bbc.co.uk/learningenglish 

 

・【参考】 NHK Direct Talk のサイト 

https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/tv/directtalk/ 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

・授業内課題の解答をスクリーンで示し、適宜解説する。 

・最終授業日に期末試験を実施し、同日に解説の時間を設ける。 

 
８．成績評価の方法 

平常点（30％）、試験（40％）、TOEIC 復習テスト（10％）、ライティング課題×6 回（20％） 

 
９．その他 

・第 2 回授業以降、「授業資料」にアップロードする PDF ファイル「座席表」に従って着席すること。 

 

・以下の Web ページより教科書の音声や動画をダウンロードまたはストリーミング再生できる。 

 

https://app.abceed.com/audio/iibc-officialprep 

https://plusmedia.kinsei-do.co.jp/plusmedia/html/user/ 

＊ブラウザのお気に入りまたはスマホのホーム画面に追加しておくこと。 
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・授業の前後に質問・相談を受け付ける。Oh-o！Meiji クラスウェブ内「ディスカッション」の「授業に関する質問・意見・相談」

を利用して教員に連絡することもできるが、遅刻・欠席の際に連絡は特に必要ない。 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[M 組] 

担当者名 荒木友嗣 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、リスニングを中心課題に据えたニュースの視聴覚教材（「教科書」欄参照）を使う。ニュースは NHK の海外向

け放送 NEWSLINE から採択され、適当な長さに編集されたもので、「メタバース学習塾」「ズームに活路を見出したアーティ

スト」「駅に設置された AI カフェ」など、現代日本の主な出来事や経済、文化、科学の最近の動向などを扱っている。 

 授業は教科書の Unit6, 8, 10, 12 の順に進める。単元の構成は以下： 

１. 日本語のイントロダクション（説明） 

２. Words & Prases（説明） 

３. Before You Watch（練習問題［以下同じ］） 

４．Watch the News 

５．Understand the News 

６．Listen to the News Story 

７．Review the Key Expressions 

８.  Discussion Questions 

 

 英語での会話力をつけるのは国際交流では大前提であるが、そのためにも、上記視聴覚教材で学ぶに際して、徹底的に

聴いて模倣する、繰り返し音読する（ことによって記憶への定着とよりスムーズなアウトプットを可能にする）ことを授業での努

力目標としたい。 

 なお、この授業は毎回原則学生の挙手応答によって進められ、1Unit につき一回教科書から課題を課すものとする。 

 

  

 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクシション（前期の補足、後期イントロダクション）    

「第２回] Unit 6 Deer Ramen 山梨ジビエラーメン [1]  

［第３回] Unit 6 Deer Ramen 山梨ジビエラーメン [2]  

［第４回] Unit 6 Deer Ramen 山梨ジビエラーメン [3]   

［第５回] Unit 8 Think Globally, Graze Locally 飼料高騰にライ麦 [1] 

［第６回] Unit 8 Think Globally, Graze Locally 飼料高騰にライ麦 [2] 

［第７回] Unit 8 Think Globally, Graze Locally 飼料高騰にライ麦 [3] 

［第８回] Unit 10 “Robot Cafe” Showcases AI's Potential 自販機で示す AI の可能性 [1] 

［第９回] Unit 10 “Robot Cafe” Showcases AI's Potential 自販機で示す AI の可能性 [2] 

［第 10 回] Unit 10 “Robot Cafe” Showcases AI's Potential 自販機で示す AI の可能性 [3] 

［第 11 回] Unit 12 Healing the Words of Young People for a Better Future 若きリーダーと脱炭素 [1] 

［第 12 回] Unit 12 Healing the Words of Young People for a Better Future 若きリーダーと脱炭素 [2]   

［第 13 回] Unit 12 Healing the Words of Young People for a Better Future 若きリーダーと脱炭素 [3]   

［第 14 回] a. まとめ／補足 b. 学期末試験 

 

 

 

 

 

 

 

 
３．履修上の注意 

＊本授業は毎回固定席（初回に指定）に着席すること。 

＊授業中、教室の出入りは慎むこと。 

＊本授業は原則的に学生の挙手応答による実践（評価対象）によって進められる。 
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＊使用テキストの Unit2 つにつき 1 回課題（評価対象）を課す。課題は、それが課せられた次の週の授業時を締め切りとす

る。締め切り後の提出には一定の減点がなされる。 

＊不可抗力の欠席プラス遅刻（いずれも証明あるいは至極妥当な説明が必要）を 4 回まで許容、5 回以上で学期末試験を

無効とする。 

 

 

 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：次の授業の学習個所中、不明であったり理解のあいまいな単語や表現（文法事項を含む）はなるべく予め辞書で確

認して授業に臨むこと。授業ではそれらの事柄を確認するよう心がけること。 

 復習：授業で確認した予習事項を授業後も点検し，ノートあるいは教科書に記録しておくこと。課題も重要な復習となるの

で、おろそかにせぬこと。 

  予習・復習を問わず、自習用オンライン・ヴィデオ（テキスト入手後アクセス可能）を繰り返し視聴しておくことを勧める。 

 
５．教科書 

Tatsuroh Yamazaki, Stella M. Yamazaki 編著「NHK NEWSLINE７（映像で学ぶ NHK ニュースが伝える日本７）」（2024 年、

金星堂） 2500 円+税 

 
６．参考書 

授業中に適宜紹介する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する 

 
８．成績評価の方法 

100 点満点（課題実施状況 25 点、挙手応答 25 点、学期末試験 50 点）中、60 点以上の取得を合格（SABC）とする。ただ

し、授業最終回直前回までに欠席プラス遅刻が 4 回以内でなければ学期末試験を 0 点とみなす。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[N 組] 

担当者名 杉本裕代 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 前期に引き続き、表現する楽しさを意識しながら、大学生としての思考力を、英語学習を通じて養うことを目標とします。ア

クティビティを通じて、自分の生きる世界に関心を持ち、自分の思考を発信していく、自律的学習者の習慣づくりを行いましょ

う。Q: Skills for Success Listening and Speaking を基本教科書としながら、必要に応じて、追加の教材や活動を提示しま

す。 

 後期は、自分の専門分野や学生生活について考える機会を増やし、英語で表現できる自信を深め、表現の方法をより豊

かにすることを目指します。また、チームでの活動も機会を増やし、チームで期末課題としての動画を作成します。 

 

 

 
２．授業内容 

第 1 回 UNIT 3  Developmental Psychology Listening 1 

第 2 回 UNIT 3  Developmental Psychology Listening 2 & Video Activity 

第 3 回 UNIT 4  Fine Arts:! Listening 1 

第 4 回 UNIT 4  Fine Arts: Listening 2 & Video Activity 

第 5 回 UNIT 5  Nutrition: Listening 1 

第 6 回 UNIT 5  Nutrition: Listening 2 & Video Activity 

第 7 回 まとめと授業内課題 および 動画作成企画会議 

第 8 回 UNIT 6  Education: Listening 1 

第 9 回 UNIT 6  Education: Listening 2 & Video Activity 

第 10 回 UNIT 7  Anthropology: Listening 1 

第 11 回 UNIT 7  Fine Arts: Listening 2 & Video Activity 

第 12 回 UNIT 8  Social Psychology: Listening 1 

第 13 回 UNIT 8  Social Psychology: Listening 2 & Video Activity 

第 14 回  期末試験 および 解説 

 

期末試験には、筆記試験のほか、パフォーマンステストとして、指示された内容の動画を作成し提出することも含む。 

 

 
３．履修上の注意 

授業中の活動で、ノートパソコンを使用する場合があります。 

授業内で各自で音声教材を聴く場面がありますので、各自 PC またはスマートフォンに接続できるイヤフォンを持参すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

予習：テキストの当該箇所の音声を聴き、それに関する課題を提出する（１時間） 

復習：テキストで使われた音声教材を聴き直し、その内容を自分なりに英語で要約し、また、記憶に残った表現をノートにリス

トアップする。（１時間） 

 

 

 
５．教科書 

Q: Skills for Success Listening and Speaking Level 4  Student Book with iQ Online 

(ISBN: 9780194905169) 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題作成プロセスでの個別コメントのほか、全体講評を Oh! Meiji で公開する 

筆記試験については、同じ授業内で解説 
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８．成績評価の方法 

授業への貢献度（参加態度）20％、 

授業内課題（毎回の授業での提出物）30％ 

期末試験 50％ (筆記試験 25%  動画提出によるパフォーマンステスト 25%) 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[O 組] 

担当者名 保坂昌光 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語のリスニングと発音について基礎的な事柄から応用的な部分まで学習する。聴解・発話に関する一般的な知識と技術

の修得を目的とする。誤解をおそれずに言えば，TOEIC 対策に焦点を特化したような内容は扱わず，聴解・発話の基礎的

一般的な運用能力を強化することをめざす。というのも，現実に話されている英語のほとんどは，様々な面において「教科書

的に正しい」英語から逸脱しており，そういった逸脱に対応できなければ，英語でのコミュニケーションはうまくいかないからで

ある。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～13 回] リスニングのスキルの学習と習得（下記参照） 

［第 14 回] Ⓐ総括； Ⓑ期末試験 

 プリントを用いて進める。コミュニケーション２では，春学期の１と比してリスニングのスキルに関する内容が多くなる（特に後

半）。難易度は初級から中級レベルだが，応用的な内容も取り込む。なお授業では，当然ながらいわゆる「標準」の英語を中

心的に扱い，折に触れて非標準の音声や表現についても言及する。 

 以下は授業の各回の内容に対応するものではない（複数回にわたる場合がある）が，蓄積的に修得しつつ積み上げていく

べきものを下に挙げる。 

１．音素（復習） 

２．強勢とリズム（復習） 

３．意味のグループ（復習） 

４．イントネーションの基礎と応用 

５．発話の要点を聴き取る 

６．必要な情報の抽出 

７．キーワードの把握 

８．話者の意図の予測 

９．話の展開の予測 

10．論理展開の予測 

 上記１～４については，聴いたことを模倣して発声する技術を身につけるよう努めること。 

 
３．履修上の注意 

 物理的参加は評価対象としない（つまり出席自体に点数はつかない）が，消極的参加（遅刻の累積・無許可の早退・看過

できない受講姿勢など）は評価時のマイナス要因とし、総合評価点から適宜減点する。履修上の注意点の詳細については

初回開講時に説明する。毎授業時に小テスト（成績評価の対象）を実施するので不足のないよう注意すること。 

 なお，授業内容は聴解と発話に特化されているが，語彙，文法，一般的な英語の知識がなければ，当然ながら聴き取るこ

とも話すことも不可能である。この点については注意されたい。また，聴解・発話の能力向上に関しては，日常的な練習が最

も効果的であり，週に 100 分の授業を受けるだけでは向上しないという点は充分ふまえておいていただきたい。能力向上を

望む者は１日 10 分・15 分ずつでも自習すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 秋学期の英語コミュニケーション２で学習する内容では，大学生でも実践が困難な要素が多くなる。実践できるようにするた

めには，不足している英語の聴解･発話に関する経験値を高めるのが最善策である。そのためには，クラスウェブにアップす

る音声ファイルを模倣し，発音練習をするだけでも一定の効果がある。さらに高い能力向上を望む場合は，市販教材等を用

いて多様な聴解問題に接する・音声だけの英語ニュースを聴く等の「実践的自主練」を短時間でも毎日行うことを強く薦め

る。 

 
５．教科書 

 プリントを配布する（教科書は使用しない）。 

 
６．参考書 

 特に指定しないが，独学で能力向上を狙う者は，日常的な練習に役立ちそうな市販の教材を目的別に探すとよい。目的も

多様である上，内容や方式の好みの問題があるため，この一冊と推薦できるものはない。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

※ 下記「成績評価の方法」も併せて参照 

①授業時の小テストの答案を受講者に返却しない。次回授業時のはじめに回答例を配布し、注意を要する点がある場合に

は解説する。 

②期末試験の答案を受講者に返却しない。試験を振り返る授業回はないが、失敗を避けるため、試験について授業内で事

前に詳しく説明する。 

 
８．成績評価の方法 

 各授業回のはじめに出欠と遅刻を確認する。 

 ①毎授業時の小テストによる評価（12 回分の合算を百点法に換算）〔50％〕 

 ②期末試験の点数（百点法）〔50％〕 

 ③遅刻の累積・無許可の早退・看過できない受講姿勢・等に対するマイナス評価 〔適宜〕 

 評価＝①×0.5＋②×0.5＋③  〔合計 60 点以上で合格とする〕 

 
９．その他 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

357 

 

科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[P 組] 

担当者名 大須賀寿子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成します。 

 前期と同様に、映画教材を使って、口語の英語に触れていくことにします。さらにニュースで使われる表現を知ることのみな

らず、基本的な文法事項を確認し，スピーチなどに必要な方法、表現についても学んでいきます。また、スピードが問われる

TOEIC などについての学習も進めていきます。その対策として、アメリカ英語とイギリス英語の違いを意識しながら，さまざま

な英語に触れていくことにします。後期は自分の意見を的確に、論理的に述べていく学習を進めて英語を通じて英語圏の

文化，そして，世界で起こっている出来事を理解し，広い視野を持てることを目標とします。 

 

この授業の科目名は英語コミュ writing, speaking のアウトプットの活動のみならず、reading, listening といったインプットの作

業にも焦点をあてていきます。それはアウトプットもインプットも同じぐらい大切な作業だからです。reading で取得する語彙や

文法の知識、そして英文に書かれている内容から取得した知識は必ずアウトプットに役立ちます。ゆえに、英語で自分の興

味のある情報をはじめ、さまざなな情報をつかめるようにしましょう。 

 秋学期の授業では、春学期に培ったスキルや知識を発展させ、情報を正確に捉え、自分の言葉で的確に表現していける

ことを目指します。 

 
２．授業内容 

授業内では oh-o meiji での作業を行ってもらうのでコンピューターを使用することもあります。 

授業内作業ではディスカッションなどの作業を行うことも多くなります 

 教科書の 2 つの Unit の学習を終えたあとに、小テストを行います。 

 第 2 回-第 9 回の授業の間に、Presentation の解説と準備を行います。 

 

［第１回] オリエンテーション TOEIC Practice  

［第２回] Chapter 6 She's gone  

［第３回] Chapter 6 She's gone  

［第４回] Chapter 7 She's back  

［第５回] Chapter 7 She's back  

［第６回] 小テスト６－７ Chapter 8 Rude awakening  

［第７回] Chapter 8    Rude Awakening  

［第８回] Chapter 9    Like Me again  

［第９回] Chapter 10  The Right Decision  

［第 10 回] 小テスト 8-10  TOEIC Practice  

［第 11 回] Presentation 1 

［第 12 回] Presentation 2 

［第 13 回] Presentation 3   

［第 14 回] ａ秋学期試験 

              ｂ 秋学期試験，解説 

  

 

 
３．履修上の注意 

授業に参加する際には必ず予習をすること。 授業中にほかの授業の準備をしていたり、教員の許可なくスマートホンをずっ

といじっている、授業中に眠っている、途中退室を頻繁にする学生には退室を命じます。 

 

欠席は減点となる。欠席回数が 4 回に達した場合には単位を認定しません。 

遅刻 2 回で欠席 1 回とカウントします。授業開始後 20 分までの入室を遅刻とみなし、以降は欠席とみなします。 

教科書を持参していない場合には欠席とみなします。 

途中退室をして 10 分以上戻らない場合には欠席とします。 

授業中の睡眠時間が多い学生、授業に参加する意思の見られない学生も同じように欠席とみなします 

長期入院などやむをえない事情がある場合には、必ず申し出ること。 

正当な理由と判断できない自己都合による小テストの再受験は一切許可しません。 
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大学生として、そしてこれから社会に生きていく人間として、モラルをもって授業に参加すること。 

学生としての権利を主張する前に、学生として授業に取り組むための、そして参加するための義務を全うすること 

 

授業の際に普段使用している辞書を必ず持参すること。 

 

oh-o meiji を介して PDF などで資料配布をします。 

コンピューターで作業することが予想されるので、授業にはノートパソコン、タブレット端末を持参していることが望ましい。 

必ず Oh-o meiji や授業での連絡を確認すること。[/b 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習では授業で扱う箇所を音読し，わからない単語や熟語があれば調べておくこと。予習用の課題がある場合には，それ

をすませる。復習では授業時に扱った箇所をもう１度読み直して，間違えたところはノートに書いたりして覚えましょう。その日

に出された課題をやり，理解を深めましょう。 

 

 
５．教科書 

映画総合教材 『ノッティングヒルの恋人』 松柏社  

必要に応じてプリントを配布します 

 
６．参考書 

 辞書 

 『リーダース英和辞典（第３版）』（研究社） 

 『プログレッシブ英和中辞典（第５版）』（小学館） 

 Longman Advanced American Dictionary （Longman） 

  

 

授業では電子辞書の使用を許可しますが、自宅での予習や復習の際には書籍の辞書を使うことを奨励します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

小テストは採点し、返却します。答えあわせをして、全体に多かった間違いについて解説します。 

また課題も各人にコメントし、間違いが多かったところなどは全体に向けてフィードバックをします。 

 
８．成績評価の方法 

 秋学期試験５0％小テスト 20％プレゼンテーション 20％課題 10％で評価し，総合得点の 60％以上をとった者には単位を

認定します。２回の遅刻で欠席１回とみなし，欠席回数が授業回数の３分の１〔4 回）に達した学生は秋学期試験の受験資格

を失いますので単位の認定はできません。遅刻と欠席は減点の対象となります。シラバスの履修上の注意をよく読んでおくこ

と 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[Q 組] 

担当者名 柳田恵美子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

ニュースタイプの ビデオクリップを聴取す作業を通して，リスニング力の向上と，英語の上達に不可欠な語彙力の増強を図

る。 

視野を広げ，問題意識を持ち、それをわかりやすく伝える英語の話し方・書き方についても学ぶ。 

ニュースのスクリプトや関連する英文テキストを読むことにより，リーディング力および関連する英語力の向上を目指す。 

授業後半のグループプレゼンテーションに向けて，普段から資料収集，発表の両面の準備をする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 教科書 Unit 7 

［第３回] 教科書 Unit 7 

［第４回] 教科書 Unit 8 

［第５回] 教科書 Unit 8 

［第６回] 教科書 Unit 9 

［第７回] 教科書 Unit 9 

［第８回] 前半のまとめ 

［第９回] 教科書 Unit １０ 

［第 10 回] 教科書 Unit １１ 

［第 11 回] プレゼンテーション 

［第 12 回] プレゼンテーション 

［第 13 回] 秋学期後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：授業のまとめ ｂ：テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 単位取得のためには、指定された教科書を携帯して、10 回以上の出席が必要である。（30 分以内の遅刻・早退,教科書を

持たずに出席は３回で１回の欠席とみなされる） 

 授業への積極的な参加，発表への意欲的な取り組みが求められる。 

  課題提出、授業で扱う Unit などについて、変更する可能性がある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語彙学習，音読，授業で扱った記事の復習、プレゼンテーション に向けて随時英語，日本語の関連資料を読んで準備す

る。 

 教科書に付随するオンライン教材を積極的に活用し，自律的に英語力の向上に努める。 

  英英辞典の使用に慣れ親しむ 

 
５．教科書 

Japan Quest from NHK World-Japan's Newsline, Asuka Yamagishi-Yoneyama（金星堂） 

 

参考書 

 

 

 

 
６．参考書 

 三森ゆりか。「外国語を身につけるための日本語レッスン」、白水社 

 授業中に適宜紹介する。 

 オンラインでよいので，英英辞書を活用できるようにする。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

提出期限を経過した後、提出されたものの中から数件サンプルを示し、優れた点、改善点などをコメントする。 

 
８．成績評価の方法 

 テスト 50％，プレゼンテーション １0％，通常授業時の授業参加度および課題など 40％ 

（出席回数を満たし、総合得点、100 点の内、60％以上を得点した場合、単位修得となる） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[R 組] 

担当者名 塩谷幸子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 世界を取り巻く様々な状況を英語で正確に理解し，その上で自国の社会や文化についても客観的かつ多面的な視点で捉

えることのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 

 具体的な到達目標は，コンピュータネットワークを活用してコミュニケーションスキルの向上を図ることである。特に，シャドー

イングの訓練を中心にリスニング・スピーキング技能を高めていく。 

 シャドーイングのトレーニングを通して１）音声知覚力の向上 ２）発音・発話の流暢さ ３）読解力の速さ・正確さが獲得でき

る。シャドーイングは効果の高さから注目を浴びている学習活動だが，聞こえてくる音声を正確に聴き取り，再生し意味を理

解しようとするため，認知的には非常に負荷の高い活動でもある。しかし，メタ認知活動モデルを使った独自の方法を利用す

ることにより，無理なくマスターできるようになる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション・プレテスト 

［第２回] Unit 8 

［第３回] Unit 8 & 9 

［第４回] Unit 9 

［第５回] Unit 10 

［第６回] Unit 10 & 11 

［第７回] Unit 11 

［第８回] Unit 12 

［第９回] Unit 12 & 13 

［第 10 回] Unit 13 

［第 11 回] Unit 14  

［第 12 回] Unit 14+プレゼンテーション準備 

［第 13 回] プレゼンテーション 

［第 14 回] 期末試験・まとめ・ポストテスト 

 
３．履修上の注意 

・ペア / グループワークを多用し、主体的に、対話的に、そしてより深く学び合う参加型（＝協働学習）の授業を行う。シャド

ーイングのパフォーマンスチェックや問題の答え合わせなどもグループやペアで行う。使用する CALL（コンピュータ支援の

語学学習）教室の特性を活かして、様々な学習ツール（文字チャット、音声録音、グループワーク機能など）を利用しながらク

ラスメートと共に効率よく学習する。洋楽、洋画、TOEIC の問題等も副教材として積極的に活用する。 

 

・ペア/グループワークを頻繁に行う参加型の授業である。予習を怠ると授業に参加できないばかりか、他の受講生にも迷惑

がかかるので十全な準備が必要である。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

本授業の準備学習・復習時間は、合わせて 60 分程度を標準とする。  

・テキストの予・復習と１日５分のシャドーイング練習を続けることによって，自律的な学習習慣を身につけて欲しい。 

 

 
５．教科書 

<i> Read On, Getting Started </I>エッセイと会話の基礎英語読本（三修社, 2025) 

 
６．参考書 

Grammar in Use Intermediate, 3rd Edition(Cambridge Univ. Press, 2010) 

Practical English Usage (Oxford Univ. Press, 2005) 

 

その他の参考書や参考サイトについては授業時に適宜紹介する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 
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提出課題に対しては個別またはクラス全体のフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 定期試験 50％＋プレゼンテーション 20％＋提出課題 20％＋平常点 10％によって評価する。総合得点の 60％以上を合

格点とする 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[S 組] 

担当者名 下山千夏子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 概要：英語でのコミュニケーション技能を実践的に養成する。音声の聞き取りを繰り返しすることで、聞き取れる語彙を増や

し，内容に関連した Q&A, listening, writing, discussion, presentation を行う。TOEIC テストリスニング，スピーキングパート

に対応できるスキルを向上させる。 

 到達目標：英文を正確に聞き取り，応答する力を習得する。英文のまま理解し，迅速かつ的確に自分の意見を述べること

ができるようにする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] Introduction, pair work, group work & writing 

［第２回] Unit 6 Travel into Space 

［第３回]  Unit 6 Output Task: Writing/Speaking 

［第４回] Unit 7 Buildings of the Future 

［第５回]  Unit 7 Output Task: Writing/Speaking 

［第６回]  Unit 8 Organic Farming 

［第７回] Unit 8 Output Task: Writing/Speaking 

［第８回] Unit 9 Gene Editing 

［第９回] Unit 9 Output Task: Writing/Speaking 

［第 10 回] Unit 10 Ocean Garbage 

［第 11 回] Presentation 

［第 12 回] Presentation  

［第 13 回] Unit 10 Output Task: Writing/Speaking 

［第 14 回] a： Review of the semester b： Test 

 

 
３．履修上の注意 

 自律的な予習，復習は必須。小テスト（語彙，頻繁に利用する言い回し等），積極的な授業参加（グループディスカッション

やロールプレイ，プレゼンテーション，Q&A を含む）および課題の期限内の提出が単位取得の要件となる。 

 辞書を持参することが望ましい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に，教科書の該当箇所を読み，新出語は辞書で調べておくこと。復習としては，テキストの指定された箇所の音読，テ

キスト付属の音声をスクリプトを参照しながら聞く。また，宿題とされたテーマについての writing をすること。 

 

 
５．教科書 

 『Imagining a Better Society: Thinking and Learning Through TBL(TBL で考えるグローバル社会)』 安永明恵 著（松柏

社） 

 
６．参考書 

「TOEIC L&R TEST 出る単特急 金のフレーズ」 TEX 加藤 著（朝日新聞出版）  

授業では使用しないが、語彙を増やすために有益な参考書として紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で行う小テストは返却時に解答、解説を行う。プレゼンテーションは全員終了後に講評と個別フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 50％。小テスト，課題提出, 平常点 35％。プレゼンテーション 15％。合計が満点の 60％以上を単位取得の条件

とする。 

 定期試験の受験には全体の三分の 2 以上の出席が不可欠である。そのため、単位取得には 10 回以上の出席が必要とな

る。欠席回数が４回を超えた場合，定期試験の受験資格を失う。ただし，遅刻３回で欠席１回分に換算する。 

 また，授業開始から 30 分を超えた入室は，欠席扱いとする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[T 組] 

担当者名 中川智視 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語の学習を通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，多元

的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では，インターネットやメディアを使える環境を利用して積極的に英語に触れる機会を作りたい。具体的には，イン

ターネットで配信されている映像からの英語教材のリスニングを中心に据えつつ，英作文なども入れる予定である。 

 受講者が今後英語を勉強するにあたってのメディア活用の方法を考えるきっかけを提供することと，異文化に更なる興味を

持つような授業を心がけたいと思っている。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 夏休みのことを英語で書く 

［第３―６回] リスニング教材① 

［第７―８回] 映画を見ながらリスニングの勉強法を考える 

［第９―11 回] リスニング教材② 

［第１２回］ リスニング教材③ 

［第１３回］ リスニング教材④ 

［第１４回] まとめとレポートの提出 

 

 
３．履修上の注意 

 積極的な授業参加を求める。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語学は継続して勉強する習慣を身に着ける必要がある。授業をうまく活用しながら，習慣が身に着くようにしてほしい。 

 

 
５．教科書 

 使用しない。担当者でプリントを用意し，配布する。 

 

 
６．参考書 

 適宜指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 初回授業で連絡先（メールアドレス）を案内する。 

 
８．成績評価の方法 

 期末レポート 40％，提出物 40％，平常点 20％ 

 格段の理由なく 5 回以上欠席した場合は、期末課題を受け取らない可能性がある。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[再履] 

担当者名 中川智視 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語の学習を通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，多元

的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では，インターネットやメディアを使える環境を利用して積極的に英語に触れる機会を作りたい。具体的には，イン

ターネットで配信されている映像からの英語教材のリスニングを中心に据えつつ，英作文なども入れる予定である。 

 受講者が今後英語を勉強するにあたってのメディア活用の方法を考えるきっかけを提供することと，異文化に更なる興味を

持つような授業を心がけたいと思っている。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 夏休みのことを英語で書く 

［第３―６回] リスニング教材① 

［第７―８回] 映画を見ながらリスニングの勉強法を考える 

［第９―12 回] リスニング教材② 

［第１３回］ リスニング教材③ 

［第１４回] リスニング教材④／期末レポートの提出 

 

 
３．履修上の注意 

 積極的な授業参加を求める。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語学は継続して勉強する習慣を身に着ける必要がある。授業をうまく活用しながら，習慣が身に着くようにしてほしい。 

 

 
５．教科書 

 使用しない。担当者でプリントを用意し，配布する。 

 

 
６．参考書 

 適宜指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 初回授業時に連絡先（メールアドレス）を案内する。 

 
８．成績評価の方法 

 期末レポート 40％，提出物 40％，平常点 20％ 

 格段の理由なく 5 回以上欠席した場合は、期末課題を受け取らない可能性がある。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[再履] 

担当者名 柳田恵美子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ニュースタイプの ビデオクリップを聴取する作業を通して，リスニング力の向上と，英語の上達に不可欠な語彙力の増強を

図る。 

 視野を広げ，問題意識を持ち、それをわかりやすく伝える英語の話し方・書き方についても学ぶ。 

 ニュースのスクリプトや関連する英文テキストを読むことにより，リーディング力および関連する英語力の向上を目指す。  

 英文の構造・文化的背景についての理解を深め，それを自分のライティング，プレゼンテーションに活用する。 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回] オリエンテーション 

［第２回] プレゼンテーション練習 

［第３回] 教科書 Unit 8 

［第４回] 教科書 Unit 8 

［第５回] 教科書 Unit 9 

［第６回] 教科書 Unit 9 & 10 

［第７回] 教科書 Unit 10 

［第８回] 前半のまとめ 

［第９回] 教科書 Unit 11 

［第 10 回] 教科書 Unit 11&12 

［第 11 回] 教科書 Unit 12 

［第 12 回] 教科書 Unit 13 とプレゼンテーション 

［第 13 回] Unit 13 と後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：授業のまとめ ｂ：復習テスト 

 
３．履修上の注意 

単位取得のためには、指定された教科書を携帯して、10 回以上の出席が必要である。（30 分以内の遅刻・早退、教科書を

持たずに出席は３回で１回の欠席とみなされる） 

 授業への積極的な参加，課題・発表への意欲的な取り組みが求められる。 

  

 

授業の進行状況などによっては、小テスト、授業内で扱うテキストの Unit などについて、変更になる場合もある。  

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

語彙学習，音読，授業で扱った記事の復習，ライティングの課題については，入念に構造を考えて書く。 

 教科書にはオンラインビデオが付属しているので，定期的に聴取し，英語力の向上に自律的に取り組む。 

   英英辞典の使用に慣れ親しむ 

 

 
５．教科書 

Japan Quest from NHK World-Japan's Newsline, Asuka Yamagishi-Yoneyama（金星堂） 

 

 

 

 

 
６．参考書 

講義内で随時紹介する。 

 オンラインでよいので，英英の辞書を活用できるようにする。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

提出期限を経過した後、提出されたものの中から数件サンプルを示し、優れた点、改善点などをコメントする。 

 
８．成績評価の方法 

 テスト 50％，プレゼンテーション 10％，通常授業時の授業参加度および課題など 40％ 

（出席回数を満たし、総合得点、100 点の内、60％以上を得点した場合、単位修得となる） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[留学特別/留学] 

担当者名 大澤舞 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、日本の政治・経済・文化などの社会問題を扱います。英語で書かれたオンラインニュース記事や映像を使い

ながら、英語でディスカッションやプレゼンテーション、ライティングの練習を行ないます。その都度の時事ニュースを取り上

げ、まずは基本的な単語や英文法を確認し、また、重要な情報を迅速におさえられるようになることも目指します。日本社会

についてより深く学ぶと同時に、自国（出身国）との比較も行ないます。各自の意見や考えを自身の言葉で明確に表現できる

ように、比較検討した内容を随時、英語でディスカッション・プレゼンテーション・ライティングしていきます。英語力の向上だ

けでなく、日本と世界を同時に眺めながら、国際的な視野を養っていきましょう。（時事ニュースを扱うため、各回の内容を事

前に提示することはできません） 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション（自己紹介） 

［第２回] ニュース 13（Reading, Writing, Discussion） 

［第３回] ニュース 14（Reading, Writing, Discussion） 

［第４回] ニュース 15（Reading, Writing, Discussion） 

［第５回] ニュース 16（Reading, Writing, Discussion） 

［第６回] ニュース 17（Reading, Writing, Discussion） 

［第７回] ニュース 18（Reading, Writing, Discussion） 

［第８回] ニュース 19（Reading, Writing, Discussion） 

［第９回] ニュース 20（Reading, Writing, Discussion） 

［第 10 回] ニュース 21（Reading, Writing, Discussion） 

［第 11 回] ニュース 22（Reading, Writing, Discussion） 

［第 12 回] ニュース 23（Reading, Writing, Discussion） 

［第 13 回] ニュース 24（Reading, Writing, Discussion） 

［第 14 回] a.プレゼンテーション b.まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

・毎回、単語テストを行なう。 

・毎回、授業で Writing（数行程度）あるいは Discussion を行なう。 

・参加型の授業なので、アクティビティへの積極的な貢献が求められる。 

・遅刻３回は欠席１回に相当します（授業開始 30 分以降の入室は欠席扱い）。 

・授業中の居眠りは大幅減点の対象となります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・毎回単語テストを行うので、復習をすること。 

・翌週に読む記事を各回の授業後に配布するので、わからない単語や文法を事前に調べて予習しておくこと。 

・授業内では各自で読む時間は取らないため、当てられても困らないようにしておくこと。 

・毎回の授業内で Writing（あるいは Discussion）を行なうので、予習の段階で各回のトピックに関して自身の意見を表現でき

るようにしておくこと。 

 
５．教科書 

プリントを配布する。 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、授業中にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 
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単語テスト 20%、Writing (or Discussion) 30%、学期末プレゼンテーション 50%で総合的に評価する。合計が満点の 60%以上

を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 2[スポーツ] 

担当者名 倉石信乃 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 映画をテーマとする親しみやすいテクストと，それに関連する視聴覚教材によって、生きた英語の基礎を学習する授業。そ

うしたテクストと視聴覚資料を手がかりにして，英語による表現・運用能力の基礎を習得すること，さらには，英語によって伝え

られ，表現される他地域の文化・芸術に親しむ習慣を身につけることを到達目標とする。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～４回] 第５章 

［第５～７回] 第６章 

［第８～10 回] 第７章 

［第 11～13 回] 第８章 

［第 14 回] まとめ/試験 

 

 

 
３．履修上の注意 

 英単語を簡単に引けるツール（電子辞書等）を手に入れておくこと。また WEB でフレーズの検索が可能な『英辞郎 on 

the WEB』なども活用すること。 

 遅刻は，視聴覚教材を用いるこの授業においては，著しい進行の妨げになるので，厳禁。また，授業開始 30 分を超えて

遅刻した場合は欠席とみなします。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 テクストの予習・復習に加え，そこであつかうテーマについてインターネット等で触れておくこと。 

 

 
５．教科書 

黒川裕一『Action! —Great Scenes from Unforgettable Films— 感動のムービーシーンで学ぶ英語』南雲堂、2008 年。 

 

 

 

 
６．参考書 

 特に指定しない。 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で指示する。 

 
８．成績評価の方法 

 映画感想レポート(4 回)を含む平常点 40％と期末テスト 60％を配点比率として、全体の 60％以上の評点を得た者を合格

とする。 

 成績評価の対象となるのは、初回を除き欠席が 5 回以内の者で、かつ期末試験を受験している者とする。 

 映画感想レポートの執筆にあたり、生成型 AI(Chat-GPT など)の使用を禁じる。提出に際して、注意すること。 

 

 

 

 
９．その他 
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英語リーディング 2 

科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[A 組] 

担当者名 及川一美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとに言葉そのものと，言葉が媒介する異文化の核心に触れ，多元

的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 

到達目標 

1. 英語の講演の原稿を読み推測力・分析力をつける。 

2. 英語の誤りに気付ける語彙力・文法力をつける。 

 

 

 

 
２．授業内容 

[第１回]College campus: MIT student  

[第２回]Unit 8 Technology 前置詞  

[第３回]Unit 9 Health 接続詞 

[第４回]Unit 10 Travel ダブルパッセージ  

[第５回]Unit 11 Business チャット形式 

[第６回]Unit 12 Entertainment 慣用句  

[第７回]Unit 13 Education NOT 型問題 

[第８回]Unit 14 Housing トリプルパッセージ  

[第９回]TED talk: 8 Secrets to Success 

[第 10 回]Review test (unit 8-14） 

[第 11 回]Jane McGonigal The game that can give you 10 extra years of life  

[第 12 回]Jane McGonigal The game that can give you 10 extra years of life  

[第 13 回]TOEIC mini test  

[第 14 回] TED talk of your choice 

 

*授業内容は状況に応じて変更されることがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
３．履修上の注意 

1. 出席は３分の２以上必要ですので欠席は４回までです。 

2. 発熱・部活動・忌引きなど合理的な理由で欠席をする場合は授業前後に病院の領収書など見せてください。 

3. 出席・Dictation・小テスト・レポート・プレゼンテーションなどにおける不正行為・剽窃は禁止されています。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

1. 予習：教科書の Reading Section の問題を解く。Reading assignment を読む。（30 分） 

2. 復習：「授業内容・資料」にある TED の解説を読み辞書を使って理解し Quiz に向けて準備する。（９０分） 

3．授業外の取り組み：教科書付属の lingaporta で語彙や文章の組み立てを復習する。（３０分） 

 

 
５．教科書 

教科書：「コミュニケーションスキルが身に付く TOEIC® L&R TEST〈中級編〉 

A COMMUNICATIVE APPROACH TO THE TOEIC® L&R TEST Book 2: Intermediate 

ISBN 9784791972692 
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定価（税込）：2,530 円（本体 2,300 円+税） 

著者名 角山 照彦 / Simon Capper 共著 

出版社 成美堂 

 

 
６．参考書 

特になし 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に模範例を挙げて優れた点を評価基準の表と照らし合わせて説明します。 

Feedback のために授業前、授業後、授業中の質問の時間があります。 

 
８．成績評価の方法 

評価は下記に基づいた総合評価となります。 

 

1． Participation   20% 

2． Review tests   40% 

3.  Quizzes and Assignments 40% 

 

 

3 分の２以上の出席をした上で上記の配点に基づいた総合評価で評点６０点以上を本授業の目的であるリーディング能力を

修得したものとし合格とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[A 組] 

担当者名 中村恭子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き、それをもとにことばそのものと、ことばが媒介する異文化の核心に触れ、多

元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 「英語リーディング１」に引き続き、これまでに培ってきた英語力を活かしながら、さらなる読解力を身につけ、基本的な語彙

をより多く習得することが、授業の第一目標である。また、語法、文法の確認も徹底的に行う。使用テキスト『Science Bridge 

ニュースでつなぐ日常と科学』は、アメリカの老舗科学雑誌 Science News の学生向けサイト Science News Explores から

様々な科学分野の最新の記事を厳選して取り上げている。どのトピックもみなさんの知的好奇心を大いに刺激する内容とな

っている。英文は容易ではないが、映像資料を交えながら、向上心を持って、どんどん読み進めてもらいたい。本授業を通じ

て、最先端の科学に触れながら、英文を読むことを楽しみ、英語に対する抵抗感を払拭してもらうことが授業の第二目標であ

る。 

 
２．授業内容 

 授業は音読と和訳を中心に、語彙や文法の要所をおさえながらすすめる。毎回出席者全員に発言をしてもらう。また、毎回

授業終了時にクイズ（小テスト）を行い、これを平常点として評価する。テキストに沿った各回のトピックは以下のとおり。ただ

し、授業の進度によっては内容を変更する場合もある。 

 

［第 1 回] Introduction 

［第 2・3 回] Unit 7 Delicious Insect Food 

［第 4・5 回] Unit 8 Deep-Sea Floor Microbes 

［第 6・7 回] Unit 9  Wildfire and Air Pollution 

［第 8・9 回] Unit 10 Spiders－Unfair Negative Image 

［第 10・11 回] Unit 11  Might Toothpaste Cure Allergies? 

［第 12・13 回] Unit 12  NASA's DART Spacecraft 

［第 14 回] ａ：期末試験 / ｂ：授業全体のふりかえりと試験の正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 授業速度は速いので、和訳を中心とした予習は必須。復習も欠かさないこと。授業中の居眠り、私語、メールは厳禁。授業

途中で席を離れることも控える。もちろん、ただ席に座っていれば良いわけではない。授業への積極的参加が望まれる。授

業には必ず英和辞書（電子辞書可）を携帯すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として、次回の授業範囲を一読し、わからない語は英和辞書で調べておくこと。 

 

 
５．教科書 

 『Science Bridge ニュースでつなぐ日常と科学』野﨑嘉信、松本和子、Alastair Graham-Marr 編著（金星堂） 

 

 
６．参考書 

 『新 TOEIC L&R TEST 出る単特急 金の 1000 問』TEX 加藤著（朝日新聞出版） 

 授業とは直接関係はないが、英語の語彙力を強化するためにもお勧めしたい一冊。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回のクイズ（小テスト）はクラスウェブの「アンケート機能」を使って提示し、コメントを通じてフィードバックする。 

 
８．成績評価の方法 

 遅刻３回で１回の欠席となる。欠席回数が４回に達した場合は単位を認めない。成績は、期末試験４０％、平常点（毎回の

授業における小テスト）を６０％の配分で評価する。総合評価の６０％以上を合格とする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[B 組] 

担当者名 中須賀稚子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業の主な目標は，英文をきちんと読みこなすことです。何となくこんな感じ…という訳文ではなく，この英文はこの点

をもっとも重要な情報として伝えようとしている，この動詞のニュアンスは肯定ではなく否定的な方向が強い，など，英文を読

む上での足場固めをしていきたいと考えています。 

 英文がきちんと読めるようになると，リスニングもライティングも上達します。基本の読解力を身につけることが大きな目標で

す。英語リーディング１よりもスピードアップ，さらに正確さもアップを目指します。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ イントロダクション 

            ｂ プリントによる演習 

 

［第２回] 第 7 課 

［第３回] 第 8 課 

［第４回] 第 9 課 

［第５回] 第 10 課 

［第６回] 第 11 課 

［第７回] 第 12 課 

［第８回] 第 13 課 

［第９回] 第 14 課 

［第 10 回] 第 15 課 

［第 11 回] 第 16 課 

［第 12 回] 第 17 課 

［第 13 回] 第 18 課 

 

［第 14 回] ａ 確認試験 

           ｂ 講義全体のふりかえり及び確認、試験の解説 

 

教科書が１５課までのものについては、教科書終了後の教材は別途こちらで準備します。 

新たに教科書等を購入いただくことはありません。 

 

 進行状況およびテキストに応じて変更があり得ます。また，進行により，小テストや中間テストを行うこともあり得ます。 

 

 
３．履修上の注意 

 必ず事前に予習をしてから授業に出席して下さい。 

また，授業中に教室を抜ける学生が見られますが，他の学生の気を散らすことにもなるので， 

授業中に教室を出て行かなくても大丈夫なように状況を整えて，出席してください。 

 

集中できる知的体力向上を目指して下さい。 

 

リーディング 1 (春学期)のシラバスを参照してください 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 英文を声を出して読み，わからない単語は確実に辞書で調べ，授業にも辞書を携帯して出席のこと。 

  

自分の力ではここまで理解できる、ここがどうも分かりにくかった、という場所を自分で把握して 

授業に出席することを目指してください 

 

授業中は、分からなかった部分が理解できるようになった、という時間にしてください。 

授業中でも分からなければ、授業後にもう一度教員に尋ねてください 
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５．教科書 

 英語リーディング１（中須賀）と同じ。同じ講師が同一科目を複数担当しています。曜日，時間を確認して，間違いのないよ

うに教科書を購入して下さい。 

 

 

水曜 1 限（T 組） Reading Fusion 1 (南雲堂,2025) 

水曜 2 限（S 組） Science for Tomorrow (金星堂,2025) 

金曜 4 限（B 組） Insights 2025 (金星堂,2025) 

 

 

2025 年度に使用予定の教科書はこちらです 

 

 
６．参考書 

 必要な時には授業内で指示をします。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

オンラインであれ対面であれ、総評と言う形でフィートバックします。 

個別に必要と判断した場合には、返却する課題にコメントを添えるか、オンラインであればオーメイジシステムからコメントを

記入します。 

 
８．成績評価の方法 

英語リーディング１（中須賀）と同じです。  

 

筆記試験(授業内や期末を予定)60 点，授業内パフォォーマンス 40 点，合計 100 点満点で，60 点以上を単位として認定し

ます。 

 

欠席５回以上で受験資格を失います。遅刻は 30 以内のものを認めます。ただし，遅刻３回で欠席１回とカウントしますので，

注意して下さい。（つまり、５回目に欠席すると受験資格を失います） 

 

進行状況などを鑑みて単語テストや中間テストなどを行うこともあります。 

 

 

課題の提出を求められた回は、授業出席と課題提出、両方合わせて「出席」という扱いになります。 

つまり、授業には出席したが課題は未提出、もしくは、授業は欠席したが課題は提出した、というケースは 

どちらも欠席扱いとなります。 

 

課題の点数はある程度評価しますが、課題未提出＝欠席扱い、となることに注意してください。 

 

課題の期限は、授業後４～５日となっています。 

遅れての提出は一切無効とさせていただいています。 

 

 
９．その他 

 近年授業中に安易に教室を出ていく学生が多くなり，他の学生の気を散らすことにもなっています。 

 30 分も帰ってこないなどの例も見受けられるので，授業中に途中退室，中抜けなどはくれぐれも避けて下さい。 

 減点対象とします。 

 

また、教科書を買わずにコピーで授業に出席することのないよう、自分の教科書を必ずお手元に準備して授業に出席してく

ださい。 

 

対面の授業に出席しても、その回の課題が未提出ですと欠席扱いとなります。 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[B 組] 

担当者名 武田寿恵 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では，英語リーディング１を踏まえつつ，ミュージカル映画とその原作となった文学作品の双方を扱うことで，親しみ

やすく英語圏の文化に触れながら，読解力，語彙力，リスニング力などの総合的な英語力の向上を目指す。 

 ミュージカルは，18 世紀にイギリスで流行したバラッド・オペラを源流の一つとし，20 世紀初頭にアメリカで確立した芸術で

ある。ロンドンにはウェストエンド，ニューヨークにはブロード・ウェイと呼ばれる大規模な劇場街が存在し，数多くのミュージカ

ルが制作，上演されてきた。中にはイギリス，アメリカを舞台にした作品もあり，それぞれの文化理解にも役立てたい。また，

文学作品が映像化され，さらにはミュージカル化される際に，どのような翻案（adaptation）を伴うのかに注目することで，言語

と映像による表現方法の違いも発見していく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Musical の原作を読む（１） 

［第３回] Musical の原作を読む（２） 

［第４回] Musical の原作を読む（３） 

［第５回] Musical の原作を読む（４） 

［第６回] Musical の原作を読む（５） 

［第７回] Musical の原作を読む（６） 

［第８回] 前半のまとめ 

［第９回] Musical の原作を読む（７） 

［第 10 回] Musical の原作を読む（８） 

［第 11 回] Musical の原作を読む（９） 

［第 12 回] Musical の原作を読む（10） 

［第 13 回] 後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：期末テスト，ｂ：正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 本授業では積極的な授業参加と予習復習を重視する。特に復習は確実に行うこと。 

 許可された時間、用途外でのスマホの使用の他、おしゃべり、居眠り等を発見した場合は該当する学生への予告なく、演

習の評価より減点する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業を欠席した場合は、クラスウェブに公開される授業プリントを必ず自分で解くこと。また、DVD や配信などで作品の進行

を確認しておくことが望ましい。 

 
５．教科書 

毎授業プリントを配布する。 

 

 
６．参考書 

TEX 加藤『TOEIC L&R TEST 出る単超特急金のフレーズ』朝日新聞出版（2017 年以降発売のもの） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内、またはクラスウェブでフィードバックをおこなう。 

 
８．成績評価の方法 

演習(授業態度・コメントシート・課題)50％、期末テスト 50％とし、合計 60％以上を単位取得の条件とする。 

 また、欠席は４回までとし、５回以上欠席した者は期末試験の受験は認めない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[C 組] 

担当者名 近藤章子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 春学期に引き続き，アメリカのテレビ局 ABC 放送によるニュースのスクリプトを読む。テレビニュースはリスニング教材とし

て使われることが多いが，リスニング力強化を図る以前に，ニュースのスクリプトを読んで理解できる語彙力と読解力が不足し

ていることが少なくない。まず，聴き取った英語をディクテーションしてスクリプトの空所を埋めた後，スクリプトと要約文の内容

を理解する。次に，スクリプトなしでニュースを聴いて理解できるように音読練習をする。ニュースの話題に関連した会話で使

える表現も学ぶ。 

 次の４点を到達目標とする。 

１）英字新聞と違う文体で書かれるテレビニュースの英語と一般市民が話す口語体の英語に慣れる。 

２）辞書の使い方に習熟し，ニュースのスクリプトを読みこなせる。 

３）意味を理解した文章を正確に発音できる。 

４）リスニングにも対応できる速読力を身につける。 

 
２．授業内容 

［第１回] News Story 7：人類を再び月へ （ニュース内容の理解と音読） 

［第２回] News Story 7：人類を再び月へ （ニュースの要約文と会話表現） 

［第３回] News Story 8：アウシュビッツから大統領のテーラーへ （ニュース内容の理解と音読） 

［第４回] News Story 8：アウシュビッツから大統領のテーラーへ （ニュースの要約文と会話表現） 

［第５回] News Story 9：鳥インフルエンザに緊急警戒 （ニュース内容の理解と音読） 

［第６回] News Story 9：鳥インフルエンザに緊急警戒 （ニュースの要約文と会話表現） 

［第７回] News Story 10：NY 市で全米初の渋滞税導入か？ （ニュース内容の理解と音読） 

［第８回] News Story 10：NY 市で全米初の渋滞税導入か？ （ニュースの要約文と会話表現） 

［第９回] News Story 11：アメリカ製保護メガネで皆既日食を観察 （ニュース内容の理解と音読） 

［第 10 回] News Story 11：アメリカ製保護メガネで皆既日食を観察 （ニュースの要約文と会話表現） 

［第 11 回] News Story 12：押し寄せる移民希望者 （ニュース内容の理解と音読） 

［第 12 回] News Story 12：押し寄せる移民希望者 （ニュースの要約文と会話表現） 

［第 13 回] News Story 13：クリスマスツリーを求めて 

［第 14 回] ａ：まとめ，ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

１）必ず予習をして授業に臨むこと。 

２）授業で学ぶ語句の語法や発音を辞書で確認してもらうことが多いので，冊子形態の辞書，もしくは電子辞書を持参するこ

と。 

３）遅刻・欠席は減点対象になる。病気などのやむを得ない事情がある場合はそれを証明するものを提示してもらうが，よほ

どのことがない限りは出席することが成績評価の前提であることを心得てほしい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 各課の語句問題をし，例文の中にわからない単語と語句があったら意味と使い方を辞書で調べておく。機械的な単語調べ

で済ませるのではなく，日本語で文の意味を説明できるようにしておくこと。ニュースのリスニングが終了した課のニュース本

文と要約文についても同様である。 

 授業後はオンラインビデオをストリーミング再生することによって英文を聴き，少なくとも３回は音読してほしい。 

 

 
５．教科書 

 ABC NEWSROOM 3 （『映像で学ぶ ABC 放送のニュース英語３』），山根繁/Kathleen Yamane 著，（金星堂） 

 

 
６．参考書 

 Longman's Dictionary of Contemporary English. 6th edition（Longman） 



2025 年度理工学部 シラバス 

380 

 

 『リーダーズ英和辞典（第３版）』（研究社） 

 『ジーニアス英和辞典（第６版）』（大修館） 

 『プログレッシブ和英中辞典（第４版）』（小学館） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 小テストは採点して返却、解説する。 

 提出課題は返却し、改善すべき点をコメントする。 

 
８．成績評価の方法 

 評価の割合は，最終回での試験の点数 60％，学期中に行なう小テストの点数 10％，授業への貢献度（遅刻・欠席の有

無，予習状況，授業中の課題への取り組み，発言，音読の実技など）30％とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[C 組] 

担当者名 塩谷幸子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 世界を取り巻く様々な状況を英語で正確に理解して、それを批判的に読み解き、その上で自国の社会や文化についても

客観的かつ多面的な視点で捉えることのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 

 具体的な到達目標は，英文を意味の塊ごとに読み（チャンク・リーディング）、ある一定の速度で安定的に読める読解力を

身につけることである。音読とチャンク・リーディングは車の両輪のようなものであるから、音読練習も時間をかけて行う。英語

らしい発音やリズムを習得し、意味のかたまりを意識することによって、リスニング・スピーキング・ライティング力も鍛えることが

できる。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション・プレテスト 

［第２回] Unit 7 

［第３回] Unit 7 

［第４回] Unit 8 

［第５回] Unit 8 

［第６回] Unit 9 

［第７回] Unit 9 

［第８回] Unit 10 

［第９回] Unit 10 

［第 10 回] Unit 11 

［第 11 回] Unit 11 

［第 12 回] Unit 12 

［第 13 回] Unit 12 & プレゼンテーション 

［第 14 回] 期末試験・まとめ・ポストテスト 

 

 
３．履修上の注意 

・ペア / グループワークを多用し、主体的に、対話的に、そしてより深く学び合う参加型（＝協働学習）の授業を行う。使用

する CALL（コンピュータ支援の語学学習）教室の特性を活かして、様々な学習ツール（音声通話、文字チャット、音声録音、

グループワーク機能など）を利用しながらクラスメートと共に効率よく学習する。洋楽、洋画、TOEIC の問題等も副教材として

積極的に活用する。 

 

・ペア/グループワークを頻繁に行う参加型の授業である。予習を怠ると授業に参加できないばかりか、他の受講生にも迷惑

がかかるので十全な準備が必要である。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

本授業の準備学習・復習時間は、合わせて 60 分程度を標準とする。  

・テキストの予・復習と１日５分のシャドーイング練習を続けることによって，自律的な学習習慣を身につけて欲しい。 

 

 

 
５．教科書 

VOA News: Reading for Cross-cultural Understanding[/I]『異文化理解のための VOA ニュース 15』（英宝社, 2021） 

 
６．参考書 

Grammar in Use Intermediate, 3rd Edition (Cambridge Univ. Press, 2010) 

Practical English Usage (Oxford Univ. Press, 2005) 

 

その他の参考書や参考サイトについては授業時に適宜紹介する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出課題に対しては個別またはクラス全体のフィードバックを行う。 
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８．成績評価の方法 

 定期試験 50％＋プレゼンテーション 20％＋提出課題 20%＋平常点 10％によって評価する，総合得点の 60％以上を合

格点とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[D 組] 

担当者名 井上善幸 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では，比較的読みやすい英語テキストを利用して文学作品を読んでゆく予定である。総合的な読解力を養成する

ことが目的であり，そのためにも，授業内では文章を CD などを利用して聞き，そのあといっしょに音読する。難解な単語は

意味を確認し，日本語に置き換えてゆく。英語と日本語の両方を往還する作業の中で，その往還運動をスポーツのような感

覚で練習できるようになれば，語学は楽しい。そのためにも，良質の英和辞典を用い，英語の logic を〈英語の中で〉身につ

けるためにも，使い勝手のよい英英辞典を購入することを強く薦める。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション―効果的な英語学習について 

［第２回] テクストの音読と意味把握。日本語訳。 

［第３回～第 13 回] 上記の目的を達成できるように，毎回，ほぼ同じような作業を反復することになる。この反復作業を通し

て語学力を養成してほしい。繰り返すが，語学もスポーツや楽器の練習と同じなのである。 

［第 14 回] まとめと試験 

 

 
３．履修上の注意 

 授業中は，質問も含め，積極的に発言すること。その毎回の積み重ねを平常学習点として加算する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習は必ずしておくこと。テクストを開き，何度か音読し，意味の不明な単語は意味を調べ，わからないところはどこかをチ

ェックしておくこと。 

 

 
５．教科書 

 Dominoes Three. Sherlock Holmes: The Sign of Four. Text adaptation by Jeremy Page（Oxford UP). 

 ISBN: 978-0-19-424823-5 

 
６．参考書 

 推薦辞書として，以下のものを挙げておきたい。 

 

１．Longman's Dictionary of Contemporary English.（6th Edition） 

２．Oxford Advanced Learner's Dictionary（New 8th Edition). 

３．ジーニアス英和辞典（最新版を利用すること） 

４．リーダーズ英和辞典（同上） 

５．Oxford Dictionary of English. 

６．Oxford Thesaurus of English. 

７．Oxford English Dictionary. 

 

 １と２の辞書は誠に素晴らしい学習者用の英英辞書で，本格的に英語を勉強しようと目指すものには大変お薦めである。

ぜひ実際に手に取ってみてほしい。授業内でもこれらの辞書を積極的に使用してゆく。 

 ６の辞書は，英作文の際，英文に磨きをかけるには必須。 

 ７の辞書は，学内のパソコンであれば，図書館のサイトから容易にアクセスできるので，ぜひ利用してみて欲しい。単語の歴

史的な意味の変遷などを知ろうと思えば、この辞書をおいて、他にはありえない。最大の英語辞典。図書館には冊子体もお

いてある。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 基本的には、毎回の授業における発言等によって行われることとなる。 
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８．成績評価の方法 

 平常学習点 50％，期末試験 50％の比重で評価し，総合評価 100 点満点で，60 点以上を合格とする。したがって，たとえ

試験で最高点を取ったとしても単位は修得できないことになる。期末試験は 5 割以上得点することが想定されている。 

 毎回の授業で，音読・和訳・質問・解答などにより，平常学習点を着実に積み重ねること。 

 出席はもちろん大変重要だが，それだけでは学習点とはならないので注意すること。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[D 組] 

担当者名 下山千夏子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 概要：英語でのリーディング技能を実践的に養成する。身近なニュースやトピックを英語で読み，自己発信につなげる。語

彙を増やし，文章構造を理解した上で，理解した英文を定着させるために内容に関連した listening, writing, discussion, 

presentation を行う。TOEIC リーディングパートに対応できるスキルを向上させる。 

 到達目標：英文を正確に読み取り，応答する力を習得する。英文のまま理解し，迅速かつ的確に自分の意見を述べること

ができるようにする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] Introduction, pair work, group work & writing 

［第２回] Unit 8 Deep-Sea Floor Microbes 

［第３回] Unit 8 Summary /Writing Strategy 

［第４回] Unit 9 Wildfire and Air Pollution 

［第５回] Unit 9 Summary /Writing Strategy 

［第６回]  Unit 10 Spiders - Unfair Negative Image 

［第７回] Unit 10 Summary / Writing Strategy 

［第８回] Unit 11 Might Toothpaste Cure Allergies? 

［第９回] Unit 12 NASA's DART Spacecraft 

［第 10 回] Presentation  

［第 11 回] Unirt13 What Is Sickle Cell Disease? 

［第 12 回] Unit 14 The Doppler Effect 

［第 13 回] Unit 15 Surviving a Trip to Mars 

［第 14 回] a： Review of the semester b： Test 

 

 
３．履修上の注意 

 自律的な予習，復習は必須。小テスト（語彙，頻繁に利用する言い回し等），積極的な授業参加（グループディスカッション

やロールプレイ，プレゼンテーション，Q&A を含む）および課題の期限内の提出が単位取得の要件となる。 

 辞書を持参することが望ましい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に，教科書の該当箇所を読み，新出語は辞書で調べておくこと。復習としては，テキストの指定された箇所の音読，テ

キスト付属の音声をスクリプトを参照しながら聞く。また，宿題とされたテーマについての writing をすること。 

 

 
５．教科書 

『Science Bridge』 Yoshinobu Nozaki 他著（Kinseido） 

『TOEIC L&R TEST 出る単特急金のフレーズ』TEX 加藤（朝日新聞出版） 

 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で行う小テストは返却時に解答、解説を行う。プレゼンテーションは全員終了後に講評と個別フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 50％。小テスト，課題提出, 平常点 35％。プレゼンテーション 15％。合計が満点の 60％以上を単位取得の条件

とする。 

 定期試験の受験には全体の三分の 2 以上の出席が不可欠である。そのため、10 回以上の出席が必要となる。欠席回数

が４回を超えた場合，定期試験の受験資格を失う。ただし，遅刻３回で欠席１回分に換算する。 

 また，授業開始から 30 分を超えた入室は，欠席扱いとする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[E 組] 

担当者名 中川智視 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語の学習を通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，多元

的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 日本を英語で紹介した明治時代の作品を読む。秋学期も，春学期に続き Lafcadio Hearn の作品を読む。彼のもっとも知

られている作品集 Kwaidan から，短編を数作品ほど取り上げる。英語のみならず，日本のことについて書かれた内容である

ため，日本の歴史・文化的背景にも配慮した授業を心がけたい。受講者が，英語の読解を通じて日本のことを考える機会に

することを，この授業の目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～１３回] “Yuki-Onna” ともうひとつ短編を読む予定 

［第１４回] ａ．まとめ ｂ．期間前試験 

 

 
３．履修上の注意 

 速さについては授業を行いながら確認し調整していくつもりだが，予習を前提とした内容になる。担当を決めて輪読する予

定。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語学は継続的な学習で実力がつくものである。授業のテクストや辞書などに前もって目を通すことはきわめて地味な作業で

あるが，学習を定着させるための習慣として重要である。授業をうまく活用しながら，継続的に学ぶ習慣を身に着けていって

ほしい。 

 

 
５．教科書 

 担当者でプリントを用意し，配布する。 

 

 
６．参考書 

 初回に指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 初回授業時に連絡先（メールアドレス）を案内する。受講者が担当した訳については授業内で対応するか、メールにて受け

取る。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 60％，授業への参加姿勢 40％ 

 格段の理由なく 5 回以上欠席した場合は、期末試験の受験を許可しない可能性がある。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[E 組] 

担当者名 熊谷めぐみ 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 小説を中心とする、英語圏の文学作品を通じて、英文を正確に理解することを目標とし、英語学習に不可欠な，英語圏の

文化についても学び異文化理解を深める。必要に応じてドラマや映画などの映像作品を参照し、リスニング力を高めるととも

に、多様な英語表現にふれる。同時に、TOEIC 対策も含めた語彙力の強化を図り，英文読解の方法を学び実践する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 文学作品を読む（1） 

［第３回] 文学作品を読む（2） 

［第４回] 文学作品を読む（3） 

［第５回] 文学作品を読む（4） 

［第６回] 復習 

［第７回] 文学作品を読む（5） 

［第８回] 文学作品を読む（6） 

［第９回] 文学作品を読む（７） 

［第９回] 文学作品を読む（8） 

［第 11 回] 文学作品を読む（9） 

［第 12 回] 文学作品を読む（10） 

［第 13 回] 復習 

［第 14 回] ａ．まとめ ｂ．期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 教科書を必ず購入すること（秋学期も同じ教科書を使用）。３回の遅刻（30 分以内）で１回の欠席とする。３０分以上の遅刻・

早退は欠席とする。欠席回数が授業回数の三分の一に達した学生は単位習得が認められない（期末試験の受験資格を失

う）。課題を行う。授業への積極的参加が求められる。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業範囲を予習し，わからない単語は辞書を引いてくる。授業後，授業内容を復習する。 

 
５．教科書 

※春学期と同じテクストを使用する為、春学期受講者は購入する必要はない。  

『A Shorter Course in TOEIC® Test Vocabulary Quizzes ５分間 TOEIC®テスト英単語・熟語 1000』Seishi Sato（南雲堂） 

 

 
６．参考書 

 特に指定しない。 

 必要に応じて授業内で紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基本的に授業中にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（授業演習・課題）50％，定期試験 50％。合計が満点の 60％以上を単位習得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[F 組] 

担当者名 佐藤直子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では The New York Times の記事を読み、英語を正確に読む力を身につけます。記事のテーマはギグ・エコノミ

ー、Zoom、リモートワーク、ポスト真実、Spotify、サブスクリプション文化など、現代社会を生きる我々にとって身近なものばか

りです。善悪の判断が容易ではない，意見の分かれる問題について英語で考えてみましょう。 

 授業ではまず皆さんに順番に英文を和訳してもらい、記事を理解するのに必要な文法や文化的背景知識をこちらが説明

します。授業の最後には記事についての皆さんの意見を口頭で発表するか、英文エッセイに書いて提出してもらいます。 

 英語を正確に理解し、さまざまな問題について客観的に思考し、自らの考えを的確に表現する力を身につけることが、この

授業の到達目標です。 

 
２．授業内容 

［第 1 回］ a：イントロダクション b：英文エッセイ・ライティング 

［第 2 回］ How the Internet Is Loosening Our Grip on the Truth (1) 

［第 3 回］ How the Internet Is Loosening Our Grip on the Truth (2) 

［第 4 回］ The Sneaky Sticker Shock of Subscription Culture (1) 

［第 5 回］ The Sneaky Sticker Shock of Subscription Culture (2) 

［第 6 回］ The Paradox of Art as Work (1) 

［第 7 回］ The Paradox of Art as Work (2) 

［第 8 回］ Remember What Spotify Did to the Music Industry? Books Are Next. (1) 

［第 9 回］ Remember What Spotify Did to the Music Industry? Books Are Next.  (2) 

［第 10 回］  Why 'Cool' Is Still Cool (1) 

［第 11 回］  Why 'Cool' Is Still Cool (2) 

［第 12 回］  Today's Teenagers Have Invented a Language That Captures the World Perfectly (1) 

［第 13 回］  Today's Teenagers Have Invented a Language That Captures the World Perfectly (2) 

［第 14 回］ a：秋学期のまとめ b：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 予め記事を読み、辞書を持って授業に参加して下さい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として辞書を引きながら記事を読み、復習として記事を読んで考えたことを英文エッセイにまとめて下さい。 

 
５．教科書 

 プリントをこちらで用意し、配布します。 

 

 

 
６．参考書 

 特にありません。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 英文エッセイは添削して返却します。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（英文和訳・授業内発言・英文エッセイ）60％、期末試験 40％で総合評価し、全体の 60％以上を単位修得の条件

とします。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[F 組] 

担当者名 武田寿恵 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では，英語リーディング１を踏まえつつ，ミュージカル映画とその原作となった文学作品の双方を扱うことで，親しみ

やすく英語圏の文化に触れながら，読解力，語彙力，リスニング力などの総合的な英語力の向上を目指す。 

 ミュージカルは，18 世紀にイギリスで流行したバラッド・オペラを源流の一つとし，20 世紀初頭にアメリカで確立した芸術で

ある。ロンドンにはウェストエンド，ニューヨークにはブロード・ウェイと呼ばれる大規模な劇場街が存在し，数多くのミュージカ

ルが制作，上演されてきた。中にはイギリス，アメリカを舞台にした作品もあり，それぞれの文化理解にも役立てたい。また，

文学作品が映像化され，さらにはミュージカル化される際に，どのような翻案（adaptation）を伴うのかに注目することで，言語

と映像による表現方法の違いも発見していく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Musical の原作を読む（１） 

［第３回] Musical の原作を読む（２） 

［第４回] Musical の原作を読む（３） 

［第５回] Musical の原作を読む（４） 

［第６回] Musical の原作を読む（５） 

［第７回] Musical の原作を読む（６） 

［第８回] 前半のまとめ 

［第９回] Musical の原作を読む（７） 

［第 10 回] Musical の原作を読む（８） 

［第 11 回] Musical の原作を読む（９） 

［第 12 回] Musical の原作を読む（10） 

［第 13 回] 後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：期末テスト，ｂ：正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 本授業では積極的な授業参加と予習復習を重視する。特に復習は確実に行うこと。 

 許可された時間、用途外でのスマホの使用の他、おしゃべり、居眠り等を発見した場合は該当する学生への予告なく、演

習の評価より減点する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業を欠席した場合は、クラスウェブに公開される授業プリントを必ず自分で解くこと。また、DVD や配信などで作品の進行

を確認しておくことが望ましい。 

 
５．教科書 

毎授業プリントを配布する。 

 

 
６．参考書 

TEX 加藤『TOEIC L&R TEST 出る単超特急金のフレーズ』朝日新聞出版（2017 年以降発売のもの） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内、またはクラスウェブでフィードバックをおこなう。 

 
８．成績評価の方法 

演習(授業態度・コメントシート・課題)50％、期末テスト 50％とし、合計 60％以上を単位取得の条件とする。 

 また、欠席は４回までとし、５回以上欠席した者は期末試験の受験は認めない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[G 組] 

担当者名 柳田恵美子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ニュースタイプの ビデオクリップを聴取する作業を通して，現代英語の音声のリスニング力の向上と，時事問題に関する語

彙力の増強知識を広げ，問題意識を深める。 

 ニュースのスクリプトや関連する英文テキストを読むことにより，リーディング力および関連する英語力の向上を目指す。 

 さらに授業後半のプレゼンテーションに向けて，普段から関連資料を読む習慣をつける。 

 リーディングの授業ではあるが，最終的には読むという行為を情報の発信につなけることで，リーディングに対する動機づ

けを高めることをめざす。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 教科書 Unit 8 

［第３回] 教科書 Unit 8＆Unit 9 

［第４回] 教科書 Unit 9 

［第５回] 教科書 Unit 10 

［第６回] 教科書 Unit 10＆Unit 11 

［第７回]  教科書 Unit 12 

［第８回] 前半のまとめ、プレゼンテーションの準備 

［第９回] 教科書 Unit 12 

［第 10 回] 教科書 Unit 12 ＆Unit 13 

［第 11 回] Unit 13 

［第 12 回] プレゼンテーション 

［第 13 回] 後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：授業のまとめ ｂ：復習テスト 

 

 
３．履修上の注意 

単位取得のためには、指定された教科書を携帯して、10 回以上の出席が必要である。（30 分以内の遅刻・早退,教科書を

持たずに出席の場合は３回で１回の欠席とみなされる） 

授業への積極的な参加，プレゼンテーションなどの課題への意欲的な取り組みが求められる。 

課題、授業で扱う Unit について、変更する可能性がある。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

語彙学習，音読，授業で扱った記事の復習。時事問題についての関心を持ち，理解を深めることを心がける。 

教科書にはオンラインビデオが付属しているので，定期的に聴取して，自律的に英語力向上に向けて努力する。 

 

 
５．教科書 

British News Update 7, Timothy Knowles 他（金星堂） 

 

 

 
６．参考書 

三森ゆりか。「外国語を身につけるための日本語レッスン」、白水社 

講義内で随時紹介する。 

オンラインでよいので，英英辞書を活用する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出期限を経過した後、提出されたものの中から数件サンプルを示し、優れた点、改善点などをコメントする。 

 
８．成績評価の方法 
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 テスト 50％，プレゼンテーション 10％，通常授業時の授業参加度および課題など 40％ 

（出席回数を満たし、総合得点、100 点の内、60％以上を得点した場合、単位修得となる） 

 
９．その他 

 提出期限を経過した後、提出されたものの中から数件サンプルを示し、優れた点、改善点などをコメントする。 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

393 

 

科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[G 組] 

担当者名 武田寿恵 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では，英語リーディング１を踏まえつつ，ミュージカル映画とその原作となった文学作品の双方を扱うことで，親しみ

やすく英語圏の文化に触れながら，読解力，語彙力，リスニング力などの総合的な英語力の向上を目指す。 

 ミュージカルは，18 世紀にイギリスで流行したバラッド・オペラを源流の一つとし，20 世紀初頭にアメリカで確立した芸術で

ある。ロンドンにはウェストエンド，ニューヨークにはブロード・ウェイと呼ばれる大規模な劇場街が存在し，数多くのミュージカ

ルが制作，上演されてきた。中にはイギリス，アメリカを舞台にした作品もあり，それぞれの文化理解にも役立てたい。また，

文学作品が映像化され，さらにはミュージカル化される際に，どのような翻案（adaptation）を伴うのかに注目することで，言語

と映像による表現方法の違いも発見していく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Musical の原作を読む（１） 

［第３回] Musical の原作を読む（２） 

［第４回] Musical の原作を読む（３） 

［第５回] Musical の原作を読む（４） 

［第６回] Musical の原作を読む（５） 

［第７回] Musical の原作を読む（６） 

［第８回] 前半のまとめ 

［第９回] Musical の原作を読む（７） 

［第 10 回] Musical の原作を読む（８） 

［第 11 回] Musical の原作を読む（９） 

［第 12 回] Musical の原作を読む（10） 

［第 13 回] 後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：期末テスト，ｂ：正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 本授業では積極的な授業参加と予習復習を重視する。特に復習は確実に行うこと。 

 許可された時間、用途外でのスマホの使用の他、おしゃべり、居眠り等を発見した場合は該当する学生への予告なく、演

習の評価より減点する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業を欠席した場合は、クラスウェブに公開される授業プリントを必ず自分で解くこと。また、DVD や配信などで作品の進行

を確認しておくことが望ましい。 

 
５．教科書 

毎授業プリントを配布する。 

 

 
６．参考書 

TEX 加藤『TOEIC L&R TEST 出る単超特急金のフレーズ』朝日新聞出版（2017 年以降発売のもの） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内、またはクラスウェブでフィードバックをおこなう。 

 
８．成績評価の方法 

演習(授業態度・コメントシート・課題)50％、期末テスト 50％とし、合計 60％以上を単位取得の条件とする。 

 また、欠席は４回までとし、５回以上欠席した者は期末試験の受験は認めない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[H 組] 

担当者名 浦部尚志 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 具体的には，春学期同様，大学初年度に相応しい，英文読解力の伸長を主眼とした授業を進めていく。将来，専門の難

解な英文に遭遇しても困ることのないように，正確に英文を読み取ることが出来るよう指導していく。ただ英語を訳読するだけ

でなく，いかに効果的に英文を読めばよいかも指導する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] ①テキスト：Unit 7 前半/②テキスト：Unit 7 前半(月 3)[Unit  10-1／3(金 3)] 

［第３回] ①テキスト：Unit 7 後半/②テキスト：Unit 7 後半(月 3)[Unit  10-2／3 後半(金 3)] 

［第４回] ①テキスト：Unit 8 前半/②テキスト：Unit 8 前半(月 3)[Unit  10-3／3 前半(金 3)] 

［第５回] ①テキスト：Unit 8 後半/②テキスト：Unit 8 後半(月 3)[Unit  11-1／3(金 3)] 

［第６回] ①テキスト：Unit 9 前半/②テキスト：Unit 9 前半(月 3)[Unit  11-2／3(金 3)] 

［第７回] ①テキスト：Unit 9 後半/②テキスト：Unit 9 後半(月 3)[Unit  11-3／3 後半(金 3)] 

［第８回] ①テキスト：Unit 10 前半/②テキスト：Unit 10 前半(月 3)[Unit  12-1／3(金 3)] 

［第９回] ①テキスト：Unit 10 後半/②テキスト：Unit 10 後半(月 3)[Unit  12-2／3 後半(金 3)] 

［第 10 回] ①テキスト：Unit 11 前半/②テキスト：Unit 11 前半(月 3)[Unit  12-3／3 前半(金 3)] 

［第 11 回] ①テキスト：Unit 11 後半/②テキスト：Unit 11 後半(月 3)[Review 3-1／3(金 3)] 

［第 12 回] ①テキスト：Unit 12 前半/②テキスト：Unit 12 前半(月 3)[Review 3-2／3(金 3)] 

［第 13 回] ①テキスト：Unit 12 後半/②テキスト：Unit 12 後半(月 3)[Review 3-3／3(金 3)] 

［第 14 回] ａ：秋学期授業全体のまとめ/ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

●講義ではなく，学生による演習が中心の授業となる。毎時，発表があり，それが平常点として評価されるので，授業への積

極的参加が必要である。予習は必須である。原則として，予習をしていない場合，欠席とみなすので覚悟しておくこと。 

●出欠席その他の扱い：語学の原理・原則にのっとり，出席率及び授業への参加度を最大限重視する。出席は毎時欠かさ

ずに取る。 

 規定回数を越えて欠席＆遅刻をした場合，単位は絶対に認定しない。以下，その内訳： 

 ①欠席…４回までとする。５回以上の欠席は単位を認定しない（尚，遅刻３回で１欠とする）。居眠り・内職等厳禁！ やる気

がなく，授業に参加する意志がないと認められた場合も欠席扱いになる。目に余る場合，その場で単位不認定にする場合も

ある。 

 ②遅刻…５回までとする。欠席回数に関係なく，６回以上の遅刻は単位を認定しない（尚，遅刻は授業開始後 30 分以内と

する）。 

 ③特別な事情で欠席や遅刻をする場合は必ず相談すること。 

 ④病気・怪我等による「欠席取り消し」の扱いは，出席停止措置が必要な伝染病や，入院が必要な程度の重病・重傷なも

のに限る（その際，領収書等ではなく，「診断書」が必要）。普通の風邪程度の「欠席取り消し」は認めない。 

 ⑤近年，電車遅延による遅刻取り消しの要求も目に余るが，今年度から遅延届け書類提出による「遅刻取り消し」の扱いは

最高３回までとする。尚，５～10 分程度遅れによる遅延届けの提出も認めない。最低 20 分以上の遅延のみ認めることとす

る。 

 ⑥教科書は必ず購入の上，毎時持参すること。教科書を持って来ない場合は，「欠席」とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

[1]毎時，授業で行うテキストの授業範囲の事前学習を必須とする。和訳や練習問題等の解答ができるよう，事前に周到に準

備しておくこと。尚，予習を前提としない問題その他のものに関しては，後で十分な反復学習をしておくこと。 

[2]進度が遅れ気味の場合、Class Web の【小テスト欄】などから Web レポートを科すことがあるので、心得ておいてください。 

 
５．教科書 

●春学期と同じテキストを使用します。 
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①浦部尚志・著，Supreme Grammar Workbook for the TOEIC<09-30> L&R Test （開文社, 2020 年） 

②浦部尚志・著, Success Course for the TOEIC Listening & Reading Test，（開文社，2017 年）[月 3 用] 

②浦部尚志・著，Communication Skills for English Composition & Grammar （開文社、2024 年）[金 3 用] 

(「金 3」の②のテキストは、今年度は「後半」を進めていきます) 

 

 
６．参考書 

 『英語リーディングの科学―「読めたつもり」の謎を解く』，卯城祐司・編著（研究社，2009 年）。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題や教科書内の設問等に関しては、授業内で口頭、白板への板書、教室内に設置してあるモニター、もしくは文書の配

布にて、即座に、フィードバックを行う。また、授業内で実行不可能な場合は、Class Web 内の「お知らせ発信」や「授業コン

テンツ」等にてなるべく早く、文書発信を行うことによってフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（授業態度，授業への参加度・貢献度，授業中の発表の良否等）15％，演習点（小テスト，練習問題，レポート等の

評点）15％，定期試験 70％。合計が満点の 60％以上を単位認定の条件とする。 

 
９．その他 

●コロナ禍等の収束状況次第で、授業形態がどのように変更になるか分からないので、常に、最新の動向に気を配っておく

こと。 

●教科書の出版社が「英光社」から「開文社」に変わっているので、注意して下さい。また、「英光社」(旧版)と「開文社」(新版)

の両方の版が混在しても、内容に変わりは無いので、心配はいりません。 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[H 組] 

担当者名 中川智視 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語の学習を通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，多元

的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 日本を英語で紹介した明治時代の作品を読む。秋学期も，春学期に続き Lafcadio Hearn の作品を読む。彼のもっとも知

られている作品集 Kwaidan から，短編を数作品ほど取り上げる。英語のみならず，日本のことについて書かれた内容である

ため，日本の歴史・文化的背景にも配慮した授業を心がけたい。受講者が，英語の読解を通じて日本のことを考える機会に

することを，この授業の目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～１３回] “Yuki-Onna” ともうひとつ短編を読む予定 

［第１４回] ａ．まとめ ｂ．期間前試験 

 

 
３．履修上の注意 

 速さについては授業を行いながら確認し調整していくつもりだが，予習を前提とした内容になる。担当を決めて輪読する予

定。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語学は継続的な学習で実力がつくものである。授業のテクストや辞書などに前もって目を通すことはきわめて地味な作業で

あるが，学習を定着させるための習慣として重要である。授業をうまく活用しながら，継続的に学ぶ習慣を身に着けていって

ほしい。 

 

 
５．教科書 

 担当者でプリントを用意し，配布する。 

 

 
６．参考書 

 初回に指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 初回授業時に連絡先（メールアドレス）を案内する。受講者が担当した訳については授業内で対応するか、メールにて受け

取る。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 60％，授業への参加姿勢 40％ 

 格段の理由なく 5 回以上欠席した場合は、期末試験の受験を許可しない可能性がある。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[I 組] 

担当者名 中村恭子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き、それをもとにことばそのものと、ことばが媒介する異文化の核心に触れ、多

元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 「英語リーディング１」に引き続き、これまでに培ってきた英語力を活かしながら、さらなる読解力を身につけ、基本的な語彙

をより多く習得することが、授業の第一目標である。また、語法、文法の確認も徹底的に行う。使用テキスト『Science Bridge 

ニュースでつなぐ日常と科学』は、アメリカの老舗科学雑誌 Science News の学生向けサイト Science News Explores から

様々な科学分野の最新の記事を厳選して取り上げている。どのトピックもみなさんの知的好奇心を大いに刺激する内容とな

っている。英文は容易ではないが、映像資料を交えながら、向上心を持って、どんどん読み進めてもらいたい。本授業を通じ

て、最先端の科学に触れながら、英文を読むことを楽しみ、英語に対する抵抗感を払拭してもらうことが授業の第二目標であ

る。 

 
２．授業内容 

 授業は音読と和訳を中心に、語彙や文法の要所をおさえながらすすめる。毎回出席者全員に発言をしてもらう。また、毎回

授業終了時にクイズ（小テスト）を行い、これを平常点として評価する。テキストに沿った各回のトピックは以下のとおり。ただ

し、授業の進度によっては内容を変更する場合もある。 

 

［第 1 回] Introduction 

［第 2・3 回] Unit 7 Delicious Insect Food 

［第 4・5 回] Unit 8 Deep-Sea Floor Microbes 

［第 6・7 回] Unit 9  Wildfire and Air Pollution 

［第 8・9 回] Unit 10 Spiders－Unfair Negative Image 

［第 10・11 回] Unit 11  Might Toothpaste Cure Allergies? 

［第 12・13 回] Unit 12  NASA's DART Spacecraft 

［第 14 回] ａ：期末試験 / ｂ：授業全体のふりかえりと試験の正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 授業速度は速いので、和訳を中心とした予習は必須。復習も欠かさないこと。授業中の居眠り、私語、メールは厳禁。授業

途中で席を離れることも控える。もちろん、ただ席に座っていれば良いわけではない。授業への積極的参加が望まれる。授

業には必ず英和辞書（電子辞書可）を携帯すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として、次回の授業範囲を一読し、わからない語は英和辞書で調べておくこと。 

 

 
５．教科書 

 『Science Bridge ニュースでつなぐ日常と科学』野﨑嘉信、松本和子、Alastair Graham-Marr 編著（金星堂） 

 

 
６．参考書 

 『新 TOEIC L&R TEST 出る単特急 金の 1000 問』TEX 加藤著（朝日新聞出版） 

 授業とは直接関係はないが、英語の語彙力を強化するためにもお勧めしたい一冊。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回のクイズ（小テスト）はクラスウェブの「アンケート機能」を使って提示し、コメントを通じてフィードバックする。 

 
８．成績評価の方法 

 遅刻３回で１回の欠席となる。欠席回数が４回に達した場合は単位を認めない。成績は、期末試験４０％、平常点（毎回の

授業における小テスト）を６０％の配分で評価する。総合評価の６０％以上を合格とする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[I 組] 

担当者名 浦部尚志 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 具体的には，春学期同様，大学初年度に相応しい，英文読解力の伸長を主眼とした授業を進めていく。将来，専門の難

解な英文に遭遇しても困ることのないように，正確に英文を読み取ることが出来るよう指導していく。ただ英語を訳読するだけ

でなく，いかに効果的に英文を読めばよいかも指導する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] ①テキスト：Unit 7 前半/②テキスト：Unit 7 前半(月 3)[Unit  10-1／3(金 3)] 

［第３回] ①テキスト：Unit 7 後半/②テキスト：Unit 7 後半(月 3)[Unit  10-2／3 後半(金 3)] 

［第４回] ①テキスト：Unit 8 前半/②テキスト：Unit 8 前半(月 3)[Unit  10-3／3 前半(金 3)] 

［第５回] ①テキスト：Unit 8 後半/②テキスト：Unit 8 後半(月 3)[Unit  11-1／3(金 3)] 

［第６回] ①テキスト：Unit 9 前半/②テキスト：Unit 9 前半(月 3)[Unit  11-2／3(金 3)] 

［第７回] ①テキスト：Unit 9 後半/②テキスト：Unit 9 後半(月 3)[Unit  11-3／3 後半(金 3)] 

［第８回] ①テキスト：Unit 10 前半/②テキスト：Unit 10 前半(月 3)[Unit  12-1／3(金 3)] 

［第９回] ①テキスト：Unit 10 後半/②テキスト：Unit 10 後半(月 3)[Unit  12-2／3 後半(金 3)] 

［第 10 回] ①テキスト：Unit 11 前半/②テキスト：Unit 11 前半(月 3)[Unit  12-3／3 前半(金 3)] 

［第 11 回] ①テキスト：Unit 11 後半/②テキスト：Unit 11 後半(月 3)[Review 3-1／3(金 3)] 

［第 12 回] ①テキスト：Unit 12 前半/②テキスト：Unit 12 前半(月 3)[Review 3-2／3(金 3)] 

［第 13 回] ①テキスト：Unit 12 後半/②テキスト：Unit 12 後半(月 3)[Review 3-3／3(金 3)] 

［第 14 回] ａ：秋学期授業全体のまとめ/ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

●講義ではなく，学生による演習が中心の授業となる。毎時，発表があり，それが平常点として評価されるので，授業への積

極的参加が必要である。予習は必須である。原則として，予習をしていない場合，欠席とみなすので覚悟しておくこと。 

●出欠席その他の扱い：語学の原理・原則にのっとり，出席率及び授業への参加度を最大限重視する。出席は毎時欠かさ

ずに取る。 

 規定回数を越えて欠席＆遅刻をした場合，単位は絶対に認定しない。以下，その内訳： 

 ①欠席…４回までとする。５回以上の欠席は単位を認定しない（尚，遅刻３回で１欠とする）。居眠り・内職等厳禁！ やる気

がなく，授業に参加する意志がないと認められた場合も欠席扱いになる。目に余る場合，その場で単位不認定にする場合も

ある。 

 ②遅刻…５回までとする。欠席回数に関係なく，６回以上の遅刻は単位を認定しない（尚，遅刻は授業開始後 30 分以内と

する）。 

 ③特別な事情で欠席や遅刻をする場合は必ず相談すること。 

 ④病気・怪我等による「欠席取り消し」の扱いは，出席停止措置が必要な伝染病や，入院が必要な程度の重病・重傷なも

のに限る（その際，領収書等ではなく，「診断書」が必要）。普通の風邪程度の「欠席取り消し」は認めない。 

 ⑤近年，電車遅延による遅刻取り消しの要求も目に余るが，今年度から遅延届け書類提出による「遅刻取り消し」の扱いは

最高３回までとする。尚，５～10 分程度遅れによる遅延届けの提出も認めない。最低 20 分以上の遅延のみ認めることとす

る。 

 ⑥教科書は必ず購入の上，毎時持参すること。教科書を持って来ない場合は，「欠席」とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

[1]毎時，授業で行うテキストの授業範囲の事前学習を必須とする。和訳や練習問題等の解答ができるよう，事前に周到に準

備しておくこと。尚，予習を前提としない問題その他のものに関しては，後で十分な反復学習をしておくこと。 

[2]進度が遅れ気味の場合、Class Web の【小テスト欄】などから Web レポートを科すことがあるので、心得ておいてください。 

 
５．教科書 

●春学期と同じテキストを使用します。 
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①浦部尚志・著，Supreme Grammar Workbook for the TOEIC<09-30> L&R Test （開文社, 2020 年） 

②浦部尚志・著, Success Course for the TOEIC Listening & Reading Test，（開文社，2017 年）[月 3 用] 

②浦部尚志・著，Communication Skills for English Composition & Grammar （開文社、2024 年）[金 3 用] 

(「金 3」の②のテキストは、今年度は「後半」を進めていきます) 

 

 
６．参考書 

 『英語リーディングの科学―「読めたつもり」の謎を解く』，卯城祐司・編著（研究社，2009 年）。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題や教科書内の設問等に関しては、授業内で口頭、白板への板書、教室内に設置してあるモニター、もしくは文書の配

布にて、即座に、フィードバックを行う。また、授業内で実行不可能な場合は、Class Web 内の「お知らせ発信」や「授業コン

テンツ」等にてなるべく早く、文書発信を行うことによってフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（授業態度，授業への参加度・貢献度，授業中の発表の良否等）15％，演習点（小テスト，練習問題，レポート等の

評点）15％，定期試験 70％。合計が満点の 60％以上を単位認定の条件とする。 

 
９．その他 

●コロナ禍等の収束状況次第で、授業形態がどのように変更になるか分からないので、常に、最新の動向に気を配っておく

こと。 

●教科書の出版社が「英光社」から「開文社」に変わっているので、注意して下さい。また、「英光社」(旧版)と「開文社」(新版)

の両方の版が混在しても、内容に変わりは無いので、心配はいりません。 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

401 

 

科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[J 組] 

担当者名 小林千春 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

春学期に引き続き、本授業では、グローバル化に対応できるよう英語力と異文化理解力を身につけることを目的とする。特に

英語リーデイング力に主軸をおきながら、同時にリスニング力、ライテイング力、スピーキング力も身につけていく。 

 秋学期も、テキストに沿って、春学期とは異なる英語圏の国々に関する英文教材を読みながら、英語リーデイング力を中心

にリスニング力などの総合的な英語力の強化をはかる。また、デイスカッションやプレゼンテーションを行うことにより、発信力

としてのスピーキング力、ライテイング力も身につける。個人の英語プレゼンテーションを再度行うことにより、前回の注意点

や反省点を改善し、より完成度の高いプレゼンテーションを行うことで自己肯定力を培う。 

 また、英語圏以外の国への文化と理解を深めるためにハンドアウトを用意する。 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション/After Summer Presentation 

[第２回]   Chapter 7 South Africa 

[第３回] Chapter 7 South Africa 

[第４回] Chapter 8 New Zealand 

[第５回] Chapter 8  New Zealand 

[第６回] Chapter 9  Australia 

[第７回] Chapter 9  Australia 

[第８回] Chapter 10 Singapore 

[第９回] Chapter 10 Singapore 

[第 10 回]  Chapter 11 India 

[第 11 回]  Chapter 11 India 

[第 12 回]  Chapter 12 The Philippines 

[第 13 回]  Chapter 12 The Philippines 

[第 14 回] a 期末試験  b. 解説と総まとめ 

 

進度によって内容が変わることがあります。授業で指示するので注意して下さい。 

 
３．履修上の注意 

春学期同様に参加型の授業なので、授業中のアクティビティへの積極的な貢献が求められる。 

教科書は春学期に使用したものを引き続き使用しますので初回の授業に必ず持参してください。 

 

プレゼンテーション担当者は指示された提出方法や締め切りを厳守すること。 

プレゼンテーションに関する評価シートはきちんと記入し提出すること。 

 

出席回数が全体の２／３に満たない場合は成績評価の対象にならないので注意すること。 

授業中に様々な指示をするので注意してください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

単語テストに加え、リーディング課題・プレゼンテーション、デイスカッションの準備をきちんと行ってください。 

 
５．教科書 

『Global Perspectives in the English-speaking World：Past and Present』 Shohakusha（春学期と同じです） 

ハンドアウトを用意します。 

辞書・電子辞書 

 
６．参考書 

授業中に紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

プレゼンテーションに対するフィードバックは、各自が提出した self evaluation sheet に担当者がコメントを記入し 

原則授業で返却する。 
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８．成績評価の方法 

授業の貢献度 15％ 中間テスト・課題 25％ プレゼンテーション・評価シート 30％ 期末試験 30％  

合計 60％以上を単位取得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[J 組] 

担当者名 柳田恵美子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ニュースタイプの ビデオクリップを聴取する作業を通して，現代英語の音声のリスニング力の向上と，時事問題に関する語

彙力の増強知識を広げ，問題意識を深める。 

 ニュースのスクリプトや関連する英文テキストを読むことにより，リーディング力および関連する英語力の向上を目指す。 

 さらに授業後半のプレゼンテーションに向けて，普段から関連資料を読む習慣をつける。 

 リーディングの授業ではあるが，最終的には読むという行為を情報の発信につなけることで，リーディングに対する動機づ

けを高めることをめざす。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 教科書 Unit 8 

［第３回] 教科書 Unit 8＆Unit 9 

［第４回] 教科書 Unit 9 

［第５回] 教科書 Unit 10 

［第６回] 教科書 Unit 10＆Unit 11 

［第７回]  教科書 Unit 12 

［第８回] 前半のまとめ、プレゼンテーションの準備 

［第９回] 教科書 Unit 12 

［第 10 回] 教科書 Unit 12 ＆Unit 13 

［第 11 回] Unit 13 

［第 12 回] プレゼンテーション 

［第 13 回] 後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：授業のまとめ ｂ：復習テスト 

 

 
３．履修上の注意 

単位取得のためには、指定された教科書を携帯して、10 回以上の出席が必要である。（30 分以内の遅刻・早退,教科書を

持たずに出席の場合は３回で１回の欠席とみなされる） 

授業への積極的な参加，プレゼンテーションなどの課題への意欲的な取り組みが求められる。 

課題、授業で扱う Unit について、変更する可能性がある。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

語彙学習，音読，授業で扱った記事の復習。時事問題についての関心を持ち，理解を深めることを心がける。 

教科書にはオンラインビデオが付属しているので，定期的に聴取して，自律的に英語力向上に向けて努力する。 

 

 
５．教科書 

British News Update 7, Timothy Knowles 他（金星堂） 

 

 

 
６．参考書 

三森ゆりか。「外国語を身につけるための日本語レッスン」、白水社 

講義内で随時紹介する。 

オンラインでよいので，英英辞書を活用する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出期限を経過した後、提出されたものの中から数件サンプルを示し、優れた点、改善点などをコメントする。 

 
８．成績評価の方法 
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 テスト 50％，プレゼンテーション 10％，通常授業時の授業参加度および課題など 40％ 

（出席回数を満たし、総合得点、100 点の内、60％以上を得点した場合、単位修得となる） 

 
９．その他 

 提出期限を経過した後、提出されたものの中から数件サンプルを示し、優れた点、改善点などをコメントする。 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[K 組] 

担当者名 佐藤直子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では The New York Times の記事を読み、英語を正確に読む力を身につけます。記事のテーマはギグ・エコノミ

ー、Zoom、リモートワーク、ポスト真実、Spotify、サブスクリプション文化など、現代社会を生きる我々にとって身近なものばか

りです。善悪の判断が容易ではない，意見の分かれる問題について英語で考えてみましょう。 

 授業ではまず皆さんに順番に英文を和訳してもらい、記事を理解するのに必要な文法や文化的背景知識をこちらが説明

します。授業の最後には記事についての皆さんの意見を口頭で発表するか、英文エッセイに書いて提出してもらいます。 

 英語を正確に理解し、さまざまな問題について客観的に思考し、自らの考えを的確に表現する力を身につけることが、この

授業の到達目標です。 

 
２．授業内容 

［第 1 回］ a：イントロダクション b：英文エッセイ・ライティング 

［第 2 回］ How the Internet Is Loosening Our Grip on the Truth (1) 

［第 3 回］ How the Internet Is Loosening Our Grip on the Truth (2) 

［第 4 回］ The Sneaky Sticker Shock of Subscription Culture (1) 

［第 5 回］ The Sneaky Sticker Shock of Subscription Culture (2) 

［第 6 回］ The Paradox of Art as Work (1) 

［第 7 回］ The Paradox of Art as Work (2) 

［第 8 回］ Remember What Spotify Did to the Music Industry? Books Are Next. (1) 

［第 9 回］ Remember What Spotify Did to the Music Industry? Books Are Next.  (2) 

［第 10 回］  Why 'Cool' Is Still Cool (1) 

［第 11 回］  Why 'Cool' Is Still Cool (2) 

［第 12 回］  Today's Teenagers Have Invented a Language That Captures the World Perfectly (1) 

［第 13 回］  Today's Teenagers Have Invented a Language That Captures the World Perfectly (2) 

［第 14 回］ a：秋学期のまとめ b：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 予め記事を読み、辞書を持って授業に参加して下さい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として辞書を引きながら記事を読み、復習として記事を読んで考えたことを英文エッセイにまとめて下さい。 

 
５．教科書 

 プリントをこちらで用意し、配布します。 

 

 

 
６．参考書 

 特にありません。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 英文エッセイは添削して返却します。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（英文和訳・授業内発言・英文エッセイ）60％、期末試験 40％で総合評価し、全体の 60％以上を単位修得の条件

とします。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[K 組] 

担当者名 保坂昌光 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語リーディング１で行ったことを発展的にのばす。授業では，英語圏の職業的文筆家が英語圏の一般読者向けに書い

た雑誌記事その他を，一切の注解なしで通読および精読する。リーディング２での目標は，論理的に構成され論理的に書か

れた文章を論理的に読むと同時に，非論理的に書かれた要素についても論理的に考えたり非論理的に愉しむことである。 

 なお，基礎的英語運用能力については高校レベルで足りるはずだが，忘れたことは再学習せねばならない。基礎レベル

以上の運用能力については，積極的に考えること・疑うこと・調査することによってしか得られない。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～13 回] 英語圏の雑誌記事を読む（下記を参照） 

［第 14 回] 総括と自己評価 

 文章全体の論理構成を把握する通読的観点を確保しつつ、パラグラフ内部の論理構成や表現法に配慮した精読を行う。

各パラグラフの内容整理と読解上の注意点の確認を中心に授業を展開する。「各パラグラフの内容整理」とは，パラグラフ内

に含まれる情報を誰もが理解できる表現に書き換えることであり，誤解を恐れず言えば「英文和訳」とは全くの別物である。

「読解上の注意点」とは，調べればわかること・考えればわかること・わかりにくいこと・わからないこと等を意味する。読解上の

注意点を全く指摘できない，つまり「特にわからないことはない」は「なにもわからない」に等しい。わかることもわからないこと

も説明できなければ知的意味はない。むしろわかること，わかりにくいこと，わからないことを分離して整理する事が重要であ

る。 

 リーディング２では，テクノロジーに関する題材や社会的な事象について比較的明晰に書かれた 650 語前後の雑誌記事

のほか（記事１つを授業２回で扱う），文化的題材や可能ならば短篇小説なども扱う。記事の抜粋をそのまま用ることを基本と

し，程度に応じて担当教員が部分的に再構成・リライトしたものも用いる。なお、新しい雑誌記事を扱う準備もあるため，各回

に扱う題材は２週間前まで決定できない。 

 以下は授業の各回の内容に対応するものではないが，蓄積的に修得しつつ積み上げていくべきものを下に挙げる。 

１．大学生が持つべき辞書，辞書の活用法 

２．文章を読み解くのに必要なツール 

３．通読と精読 

４．パラグラフの一貫性 

５．文章のポイントの抽出 

６．雑誌記事・新聞記事の構成 

７．明晰な文章の論理展開各種 

８．英語の文章の論理展開（と日本語の論理展開） 

９．英語特有の表現法各種 

10．文体 

11．比喩表現・韻律・語呂・その他 

12．非論理的な部分をどう読むか 

13．フィクションや詩を読む際に論理や必然はあるのか 

 上記のうち，すでにリーディング１で扱った４～９については再確認と強化を狙うが，文化的事象の説明などはテクノロジー

の説明とはアプローチが異なるため，発展的に考える余地は大きい。10～13 については秋学期半ば以降に検討する。なお

上記については，ノウハウを講義するというよりも，何らかの題材を読み解く中で実践的に修得されるものと了解されたい。 

 
３．履修上の注意 

 物理的参加は評価対象としない（つまり出席自体に点数はつかない）が，消極的参加（遅刻の累積・無許可の早退・看過

できない受講姿勢など）は評価時のマイナス要因とし、総合評価点から適宜減点する。履修上の注意点の詳細については

初回開講時に説明する。毎授業時に小テスト（成績評価の対象）を実施するので不足のないよう注意すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習方法について初回開講時に詳しく説明する。復習の確認として教材記事の日本語による要約を３回課す（成績評価

の方法について参照）。 

 
５．教科書 

 プリントを配布する。ほか，大学生向けの英和辞典が必要。 
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６．参考書 

 使用すべき辞書について初回開講時に説明する。大半の受講者が電子辞書を使用しているものの，コンテンツが中高生

向け学習用辞典のままで，大学入学に際して買換え・アップグレードしていないケースが多い。高校生に普及している大修

館『ジーニアス英和辞典』だけが収録されているレベルでは，明大理工学部生にとって内容的に全く足りない。高額機となる

が，今後長く使用する事も考慮の上で，下記①②③のいずれかが収録されている機種の使用を推奨する。 

 ①大修館『ジーニアス英和大辞典』（「大」辞典である点に注意） 

 ②小学館『ランダムハウス英和大辞典』 

 ③研究社『リーダーズ英和辞典』/『リーダーズ・プラス』 

 中高生向け学習用辞典である④⑤⑥⑦は低スペックの辞書と理解すること。使用を推奨しない。 

 ④大修館『ジーニアス英和辞典』 

 ⑤小学館『プログレッシブ英和中辞典』 

 ⑥ほか上記ふたつに準じる収録語数 10 万語程度の学習用英和辞典 

 ⑦上記以下の中学生向け学習用辞典 

 スマホによる辞書サービスの利用を容認する。ただし辞書としての操作性が低く，アプリやサービスで済まそうとすると，英

語運用能力・思考力の低下に結びつくリスクがある。またネット上の機関翻訳サービスへの依存は，英語運用能力・理解力

の向上に一切つながらないばかりか，低下を招くため避けること。面倒でも電子辞書専用機を使用することを推奨する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

※ 下記「成績評価の方法」も併せて参照 

①授業時の小テストの答案を受講者に返却しない。次回授業時のはじめに回答例を配布し、注意を要する点がある場合に

は解説する。 

②レポートについては、書き方について授業１回分を用いて解説する。個々のレポートにダメ出しやコメントする事はしない

が、優れた部分がある事例をピックアップし、書き方ならびに工夫の仕方について解説する授業回を設ける予定がある。 

 
８．成績評価の方法 

 各授業回のはじめに出欠と遅刻を確認する。 

 ①毎授業時の小テストの合計点を百点法換算 〔60％〕 

 ②レポート（授業で扱った記事の日本語による要約）３回 

 レポート３回分の合計点を百点法換算 〔40％〕 

 ③遅刻の累積・無許可の早退・看過できない受講姿勢・等に対するマイナス評価 〔適宜〕 

 評価＝①×0.6＋②×0.4＋③ 〔合計 60 点以上で合格とする〕 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[L 組] 

担当者名 榎本悠希 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 春学期に引き続き、この授業では平易な英語で書かれた海外映画についてのテクストの精読を行います。それを通じて、

大学で専門的な学術書を読む為の基礎となる英語読解能力の向上を目指します。題材として映画を扱いますので、実際に

映像を見ることも多々あります。リーディング能力のみならずリスニング能力の向上の秘訣もお教えしたいと思います。 

 履修者の状況や進行具合によって前後しますが、基本的には二回の授業で一本の映画を扱う予定です。また、学期後半

では映像演習を行い、海外文化に触れる上で重要ではあるが普段見ないような映画体験を是非していただく予定です。 

 映画とテクスト読解を通じて是非、英語能力を向上させましょう！ 

 
２．授業内容 

授業内容 

［第１回] イントロダクション（進め方の説明、教科書の紹介、自己紹介等） 

［第２回]  映画①  

［第３回]  映画① 

  （・・・）  

［第 10 回] 映画⑤  

［第 11 回] 映画⑤ 

［第 12 回]   映像演習 

［第 13 回] 学期の総括・期末テストについて 

［第 14 回] 期末試験 

 
３．履修上の注意 

毎回、指定箇所を必ず予習してきてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

テクストの指定箇所を事前に必ず読み、知らない単語・表現は辞書等で調べておいてください。 

 
５．教科書 

Our Time, Our Lives, Our Movies 『映画で読むわたしたちの時代と社会』Joseph Tabolt/森永弘司（金星堂） 

 
６．参考書 

Our Society, Our Diversity, Our Movies 『映画に観る多文化社会のかたち』Joseph Tabolt/ 森永弘司（金星堂） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

コメントシート等を通じて随時行います。 

 
８．成績評価の方法 

平常点（出席・演習・小テスト）50%、期末試験 50%、合計 60%以上で合格とします。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[L 組] 

担当者名 小林千春 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

春学期に引き続き、本授業では、グローバル化に対応できるよう英語力と異文化理解力を身につけることを目的とする。特に

英語リーデイング力に主軸をおきながら、同時にリスニング力、ライテイング力、スピーキング力も身につけていく。 

 秋学期も、テキストに沿って、春学期とは異なる英語圏の国々に関する英文教材を読みながら、英語リーデイング力を中心

にリスニング力などの総合的な英語力の強化をはかる。また、デイスカッションやプレゼンテーションを行うことにより、発信力

としてのスピーキング力、ライテイング力も身につける。個人の英語プレゼンテーションを再度行うことにより、前回の注意点

や反省点を改善し、より完成度の高いプレゼンテーションを行うことで自己肯定力を培う。 

 また、英語圏以外の国への文化と理解を深めるためにハンドアウトを用意する。 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション/After Summer Presentation 

[第２回]   Chapter 7 South Africa 

[第３回] Chapter 7 South Africa 

[第４回] Chapter 8 New Zealand 

[第５回] Chapter 8  New Zealand 

[第６回] Chapter 9  Australia 

[第７回] Chapter 9  Australia 

[第８回] Chapter 10 Singapore 

[第９回] Chapter 10 Singapore 

[第 10 回]  Chapter 11 India 

[第 11 回]  Chapter 11 India 

[第 12 回]  Chapter 12 The Philippines 

[第 13 回]  Chapter 12 The Philippines 

[第 14 回] a 期末試験  b. 解説と総まとめ 

 

進度によって内容が変わることがあります。授業で指示するので注意して下さい。 

 
３．履修上の注意 

春学期同様に参加型の授業なので、授業中のアクティビティへの積極的な貢献が求められる。 

教科書は春学期に使用したものを引き続き使用しますので初回の授業に必ず持参してください。 

 

プレゼンテーション担当者は指示された提出方法や締め切りを厳守すること。 

プレゼンテーションに関する評価シートはきちんと記入し提出すること。 

 

出席回数が全体の２／３に満たない場合は成績評価の対象にならないので注意すること。 

授業中に様々な指示をするので注意してください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

単語テストに加え、リーディング課題・プレゼンテーション、デイスカッションの準備をきちんと行ってください。 

 
５．教科書 

『Global Perspectives in the English-speaking World：Past and Present』 Shohakusha（春学期と同じです） 

ハンドアウトを用意します。 

辞書・電子辞書 

 
６．参考書 

授業中に紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

プレゼンテーションに対するフィードバックは、各自が提出した self evaluation sheet に担当者がコメントを記入し 

原則授業で返却する。 
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８．成績評価の方法 

授業の貢献度 15％ 中間テスト・課題 25％ プレゼンテーション・評価シート 30％ 期末試験 30％  

合計 60％以上を単位取得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[M 組] 

担当者名 岡本佳奈 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では, 春学期に引き続き,イギリス、ヴィクトリア朝時代（1837-1901 年）の小説作品を複数取り上げ、リーディング力

の総合的なレベルアップをはかります。各テクストを精読し、出版当時の社会背景や歴史的文脈を踏まえた上で、作品に対

して批評的な読解を施し、議論できるようになることを目指します。特に、ヴィクトリア朝時代のイギリスにおいて「家」という空

間がどのような意味を帯びていたのかについて小説の読解を通じて理解を深めます。また、今学期は、女性を主人公とする

作品を取り上げ、フェミニズム批評の知見を踏まえた小説読解に挑戦してもらいます。 

 
２．授業内容 

[第 1 回] イントロダクション 

[第 2 回] Preparation Phase 1 

[第 3 回] Preparation Phase 2 

[第 4 回] 『ジェイン・エア』 

[第 5 回] 『ジェイン・エア』 

[第 6 回] 『ジェイン・エア』 

[第 7 回] 『ジェイン・エア』 

[第 8 回] 『ジェイン・エア』 

[第 9 回] 『不思議の国のアリス』 

[第 10 回] 『不思議の国のアリス』 

[第 11 回] 『不思議の国のアリス』 

[第 12 回] 『不思議の国のアリス』 

[第 13 回] 『不思議の国のアリス』 

[第 14 回] 期末試験・まとめ 

＊各回の授業内容には, その他にも関連する英語問題の小テスト等が含まれます。 

 
３．履修上の注意 

・授業内で単語テストおよびライティング（数行程度）を実施します。 

・欠席は４回を上限とし、これをオーバーした場合は単位取得の資格を失います。授業開始後 30 分を超えた遅刻は欠席と

してカウントします。3 回の遅刻で欠席１回分とみなします。 

・授業中の居眠り・私語は減点対象となります。他の学生に迷惑がかかると判断した場合には、退室を促すこともあります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・各回に単語テストを行うため、授業で用いたテクストを復習すること。 

・翌週に読む文章を各回の授業後に配布するので、わからない単語や文法を事前に調べてしっかり予習しておくこと（英文

法がわからなかった場合は、どこがどう分からないのかを説明できるようにしておく）。 

・授業内では各自で読む時間は取らないため、当てられても困らないようにしっかり予習しておくこと。予習していないと教員

が判断した場合は、大幅な減点となる。  

・授業内でライティング（リアクションペーパーの作成）を行なうので、予習の段階で各回のトピックに関して自身の意見を表現

できるようにしておくこと。 

 

 
５．教科書 

各授業の最初にプリントを配布します。 

 
６．参考書 

英和辞書を持参すること。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

小テスト実施回の翌週には授業内で解説を行います。 

 
８．成績評価の方法 

・小テスト 20%、ライティング 30％、期末試験 50％で評価します。全体で 60％以上を単位取得の条件とします。  
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・５回以上欠席した場合は、単位取得の資格を失います。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[M 組] 

担当者名 宮田理奈子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 インターネットの普及や，E メールによる海外とのやり取りの機会の増加により，英語を読む必要性が多くの人に生じてい

る。英文を読むことを通じて英語への抵抗感をなくし英語読解力の習得を目指し，自分が理解した事を発信する力も養成す

る。14 回をめどに，主に DVD，プリント，教科書を用いて，要約したり，必要に応じて自分なりの考えをまとめたり発表したり

する。前期で学んだことを後期ではさらに深めてゆく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] Starting up 

［第２回] Fragile Forests 

［第３回] Bright Ideas 

［第４回] Game Changers 

［第５回] Lessons in Learning 

［第６回] Food for Life 

［第７回] Body Signs 

［第８回] Energy Builders 

［第９回] Changing Perspectives 

［第 10 回] Data Detectives 

［第 11 回] プリント，演習 

［第 12 回] プリント，演習 

［第 13 回] プリント，演習 

［第 14 回] ａ）試験 ｂ）まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 辞書を持参すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 各章の PRE-READING および VOCABULARY 問題の事前予習が望まれる。（準備学習 30-45 分） 

 

 
５．教科書 

 21st Century Reading Creative Thinking and Reading with TED talks 2 Cengage Learning 

 

 
６．参考書 

 開講時に説明する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内に口頭で伝える 

 
８．成績評価の方法 

 試験 40％レポート 30％，受講への熱意，質疑応答など 30％。総合得点の 60％を合格点とする。 

 

 
９．その他 

 積極的に他者と協力して楽しみながら課題に取り組み，発言する姿勢が望ましい。 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[N 組] 

担当者名 井上善幸 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では，比較的読みやすい英語テキストを利用して文学作品を読んでゆく予定である。総合的な読解力を養成する

ことが目的であり，そのためにも，授業内では文章を CD などを利用して聞き，そのあといっしょに音読する。難解な単語は

意味を確認し，日本語に置き換えてゆく。英語と日本語の両方を往還する作業の中で，その往還運動をスポーツのような感

覚で練習できるようになれば，語学は楽しい。そのためにも，良質の英和辞典を用い，英語の logic を〈英語の中で〉身につ

けるためにも，使い勝手のよい英英辞典を購入することを強く薦める。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション―効果的な英語学習について 

［第２回] テクストの音読と意味把握。日本語訳。 

［第３回～第 13 回] 上記の目的を達成できるように，毎回，ほぼ同じような作業を反復することになる。この反復作業を通し

て語学力を養成してほしい。繰り返すが，語学もスポーツや楽器の練習と同じなのである。 

［第 14 回] まとめと試験 

 

 
３．履修上の注意 

 授業中は，質問も含め，積極的に発言すること。その毎回の積み重ねを平常学習点として加算する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習は必ずしておくこと。テクストを開き，何度か音読し，意味の不明な単語は意味を調べ，わからないところはどこかをチ

ェックしておくこと。 

 

 
５．教科書 

 Dominoes Three. Sherlock Holmes: The Sign of Four. Text adaptation by Jeremy Page（Oxford UP). 

 ISBN: 978-0-19-424823-5 

 
６．参考書 

 推薦辞書として，以下のものを挙げておきたい。 

 

１．Longman's Dictionary of Contemporary English.（6th Edition） 

２．Oxford Advanced Learner's Dictionary（New 8th Edition). 

３．ジーニアス英和辞典（最新版を利用すること） 

４．リーダーズ英和辞典（同上） 

５．Oxford Dictionary of English. 

６．Oxford Thesaurus of English. 

７．Oxford English Dictionary. 

 

 １と２の辞書は誠に素晴らしい学習者用の英英辞書で，本格的に英語を勉強しようと目指すものには大変お薦めである。

ぜひ実際に手に取ってみてほしい。授業内でもこれらの辞書を積極的に使用してゆく。 

 ６の辞書は，英作文の際，英文に磨きをかけるには必須。 

 ７の辞書は，学内のパソコンであれば，図書館のサイトから容易にアクセスできるので，ぜひ利用してみて欲しい。単語の歴

史的な意味の変遷などを知ろうと思えば、この辞書をおいて、他にはありえない。最大の英語辞典。図書館には冊子体もお

いてある。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 基本的には、毎回の授業における発言等によって行われることとなる。 
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８．成績評価の方法 

 平常学習点 50％，期末試験 50％の比重で評価し，総合評価 100 点満点で，60 点以上を合格とする。したがって，たとえ

試験で最高点を取ったとしても単位は修得できないことになる。期末試験は 5 割以上得点することが想定されている。 

 毎回の授業で，音読・和訳・質問・解答などにより，平常学習点を着実に積み重ねること。 

 出席はもちろん大変重要だが，それだけでは学習点とはならないので注意すること。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[N 組] 

担当者名 管啓次郎 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「読む」とはどういうことか。簡単な英文なら機械翻訳が完璧なものを提供してくれる時代、通り一遍の訳読にはほとんど意味

がない。文章が語ろうとしていることの本質を、その文化的背景をも含めて、精読する。その上で、「よいセンテンス」を暗唱す

る。古来の「文」の学習を、もっともよいかたちで経験したい。そして「文」を身につけたい。 

 

英語・フランス語・スペイン語からのプロの翻訳者として 40 年以上の経験をもつ教員による、確実にもっともきびしい英語の

授業。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第 2〜13 回] テクスト精読 

［第 14 回] まとめと期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

授業中に指示する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

専用のノートをつくること。 

 
５．教科書 

授業中に指示する。 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

期末試験および小課題（不定期）で判定する。欠席が４回を超えた場合、いかなる理由があろうとも期末試験の受験資格を

与えない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[O 組] 

担当者名 熊谷めぐみ 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 小説を中心とする、英語圏の文学作品を通じて、英文を正確に理解することを目標とし、英語学習に不可欠な，英語圏の

文化についても学び異文化理解を深める。必要に応じてドラマや映画などの映像作品を参照し、リスニング力を高めるととも

に、多様な英語表現にふれる。同時に、TOEIC 対策も含めた語彙力の強化を図り，英文読解の方法を学び実践する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 文学作品を読む（1） 

［第３回] 文学作品を読む（2） 

［第４回] 文学作品を読む（3） 

［第５回] 文学作品を読む（4） 

［第６回] 復習 

［第７回] 文学作品を読む（5） 

［第８回] 文学作品を読む（6） 

［第９回] 文学作品を読む（７） 

［第９回] 文学作品を読む（8） 

［第 11 回] 文学作品を読む（9） 

［第 12 回] 文学作品を読む（10） 

［第 13 回] 復習 

［第 14 回] ａ．まとめ ｂ．期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 教科書を必ず購入すること（秋学期も同じ教科書を使用）。３回の遅刻（30 分以内）で１回の欠席とする。３０分以上の遅刻・

早退は欠席とする。欠席回数が授業回数の三分の一に達した学生は単位習得が認められない（期末試験の受験資格を失

う）。課題を行う。授業への積極的参加が求められる。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業範囲を予習し，わからない単語は辞書を引いてくる。授業後，授業内容を復習する。 

 
５．教科書 

※春学期と同じテクストを使用する為、春学期受講者は購入する必要はない。  

『A Shorter Course in TOEIC® Test Vocabulary Quizzes ５分間 TOEIC®テスト英単語・熟語 1000』Seishi Sato（南雲堂） 

 

 
６．参考書 

 特に指定しない。 

 必要に応じて授業内で紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基本的に授業中にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（授業演習・課題）50％，定期試験 50％。合計が満点の 60％以上を単位習得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[O 組] 

担当者名 石川太郎 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では，リーディングスキル養成を第１の目的とするが、ライティング、スピーキング、リスニングといった総合力養成を

最終的に目指している。授業２回で１章を扱い，問題演習に加えてペアワークやグループディスカッションを行う。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Unit 7-1 

［第３回] Unit 7-2 

［第４回] Unit 8-1 

［第５回] Unit 8-2 

［第６回] Unit 9-1 

［第７回] Unit 9-2 

［第８回] Unit 10-1 

［第９回] Unit 10-2 

［第 10 回] Unit 11-1 

［第 11 回] Unit 11-2 

［第 12 回] Unit 12-1 

［第 13 回] Unit 12-2 

［第 14 回] ａ．まとめ ｂ．期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 毎回必ず英語辞書を持参すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として，事前にテキストを読み，分からない単語などは調べておくこと。 

 復習として，単語・熟語，要となるフレーズ・文の意味を確認しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 British News Update 6 （金星堂，2800 円＋税） 

 
６．参考書 

 授業時に適宜指示する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出した課題に必ずコメントを添えて返却致します。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 60％，授業内演習 40％ 

 全体の 60％以上を得点することを単位取得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[Q 組] 

担当者名 榎本悠希 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 春学期に引き続き、この授業では平易な英語で書かれた海外映画についてのテクストの精読を行います。それを通じて、

大学で専門的な学術書を読む為の基礎となる英語読解能力の向上を目指します。題材として映画を扱いますので、実際に

映像を見ることも多々あります。リーディング能力のみならずリスニング能力の向上の秘訣もお教えしたいと思います。 

 履修者の状況や進行具合によって前後しますが、基本的には二回の授業で一本の映画を扱う予定です。また、学期後半

では映像演習を行い、海外文化に触れる上で重要ではあるが普段見ないような映画体験を是非していただく予定です。 

 映画とテクスト読解を通じて是非、英語能力を向上させましょう！ 

 
２．授業内容 

授業内容 

［第１回] イントロダクション（進め方の説明、教科書の紹介、自己紹介等） 

［第２回]  映画①  

［第３回]  映画① 

  （・・・）  

［第 10 回] 映画⑤  

［第 11 回] 映画⑤ 

［第 12 回]   映像演習 

［第 13 回] 学期の総括・期末テストについて 

［第 14 回] 期末試験 

 
３．履修上の注意 

毎回、指定箇所を必ず予習してきてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

テクストの指定箇所を事前に必ず読み、知らない単語・表現は辞書等で調べておいてください。 

 
５．教科書 

Our Time, Our Lives, Our Movies 『映画で読むわたしたちの時代と社会』Joseph Tabolt/森永弘司（金星堂） 

 
６．参考書 

Our Society, Our Diversity, Our Movies 『映画に観る多文化社会のかたち』Joseph Tabolt/ 森永弘司（金星堂） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

コメントシート等を通じて随時行います。 

 
８．成績評価の方法 

平常点（出席・演習・小テスト）50%、期末試験 50%、合計 60%以上で合格とします。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[Q 組] 

担当者名 武田寿恵 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では，英語リーディング１を踏まえつつ，ミュージカル映画とその原作となった文学作品の双方を扱うことで，親しみ

やすく英語圏の文化に触れながら，読解力，語彙力，リスニング力などの総合的な英語力の向上を目指す。 

 ミュージカルは，18 世紀にイギリスで流行したバラッド・オペラを源流の一つとし，20 世紀初頭にアメリカで確立した芸術で

ある。ロンドンにはウェストエンド，ニューヨークにはブロード・ウェイと呼ばれる大規模な劇場街が存在し，数多くのミュージカ

ルが制作，上演されてきた。中にはイギリス，アメリカを舞台にした作品もあり，それぞれの文化理解にも役立てたい。また，

文学作品が映像化され，さらにはミュージカル化される際に，どのような翻案（adaptation）を伴うのかに注目することで，言語

と映像による表現方法の違いも発見していく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Musical の原作を読む（１） 

［第３回] Musical の原作を読む（２） 

［第４回] Musical の原作を読む（３） 

［第５回] Musical の原作を読む（４） 

［第６回] Musical の原作を読む（５） 

［第７回] Musical の原作を読む（６） 

［第８回] 前半のまとめ 

［第９回] Musical の原作を読む（７） 

［第 10 回] Musical の原作を読む（８） 

［第 11 回] Musical の原作を読む（９） 

［第 12 回] Musical の原作を読む（10） 

［第 13 回] 後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：期末テスト，ｂ：正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 本授業では積極的な授業参加と予習復習を重視する。特に復習は確実に行うこと。 

 許可された時間、用途外でのスマホの使用の他、おしゃべり、居眠り等を発見した場合は該当する学生への予告なく、演

習の評価より減点する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業を欠席した場合は、クラスウェブに公開される授業プリントを必ず自分で解くこと。また、DVD や配信などで作品の進行

を確認しておくことが望ましい。 

 
５．教科書 

毎授業プリントを配布する。 

 

 
６．参考書 

TEX 加藤『TOEIC L&R TEST 出る単超特急金のフレーズ』朝日新聞出版（2017 年以降発売のもの） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内、またはクラスウェブでフィードバックをおこなう。 

 
８．成績評価の方法 

演習(授業態度・コメントシート・課題)50％、期末テスト 50％とし、合計 60％以上を単位取得の条件とする。 

 また、欠席は４回までとし、５回以上欠席した者は期末試験の受験は認めない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[P 組] 

担当者名 近藤章子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 春学期に引き続き，アメリカのテレビ局 ABC 放送によるニュースのスクリプトを読む。テレビニュースはリスニング教材とし

て使われることが多いが，リスニング力強化を図る以前に，ニュースのスクリプトを読んで理解できる語彙力と読解力が不足し

ていることが少なくない。まず，聴き取った英語をディクテーションしてスクリプトの空所を埋めた後，スクリプトと要約文の内容

を理解する。次に，スクリプトなしでニュースを聴いて理解できるように音読練習をする。ニュースの話題に関連した会話で使

える表現も学ぶ。 

 次の４点を到達目標とする。 

１）英字新聞と違う文体で書かれるテレビニュースの英語と一般市民が話す口語体の英語に慣れる。 

２）辞書の使い方に習熟し，ニュースのスクリプトを読みこなせる。 

３）意味を理解した文章を正確に発音できる。 

４）リスニングにも対応できる速読力を身につける。 

 
２．授業内容 

［第１回] News Story 7：人類を再び月へ （ニュース内容の理解と音読） 

［第２回] News Story 7：人類を再び月へ （ニュースの要約文と会話表現） 

［第３回] News Story 8：アウシュビッツから大統領のテーラーへ （ニュース内容の理解と音読） 

［第４回] News Story 8：アウシュビッツから大統領のテーラーへ （ニュースの要約文と会話表現） 

［第５回] News Story 9：鳥インフルエンザに緊急警戒 （ニュース内容の理解と音読） 

［第６回] News Story 9：鳥インフルエンザに緊急警戒 （ニュースの要約文と会話表現） 

［第７回] News Story 10：NY 市で全米初の渋滞税導入か？ （ニュース内容の理解と音読） 

［第８回] News Story 10：NY 市で全米初の渋滞税導入か？ （ニュースの要約文と会話表現） 

［第９回] News Story 11：アメリカ製保護メガネで皆既日食を観察 （ニュース内容の理解と音読） 

［第 10 回] News Story 11：アメリカ製保護メガネで皆既日食を観察 （ニュースの要約文と会話表現） 

［第 11 回] News Story 12：押し寄せる移民希望者 （ニュース内容の理解と音読） 

［第 12 回] News Story 12：押し寄せる移民希望者 （ニュースの要約文と会話表現） 

［第 13 回] News Story 13：クリスマスツリーを求めて 

［第 14 回] ａ：まとめ，ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

１）必ず予習をして授業に臨むこと。 

２）授業で学ぶ語句の語法や発音を辞書で確認してもらうことが多いので，冊子形態の辞書，もしくは電子辞書を持参するこ

と。 

３）遅刻・欠席は減点対象になる。病気などのやむを得ない事情がある場合はそれを証明するものを提示してもらうが，よほ

どのことがない限りは出席することが成績評価の前提であることを心得てほしい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 各課の語句問題をし，例文の中にわからない単語と語句があったら意味と使い方を辞書で調べておく。機械的な単語調べ

で済ませるのではなく，日本語で文の意味を説明できるようにしておくこと。ニュースのリスニングが終了した課のニュース本

文と要約文についても同様である。 

 授業後はオンラインビデオをストリーミング再生することによって英文を聴き，少なくとも３回は音読してほしい。 

 

 
５．教科書 

 ABC NEWSROOM 3 （『映像で学ぶ ABC 放送のニュース英語３』），山根繁/Kathleen Yamane 著，（金星堂） 

 

 
６．参考書 

 Longman's Dictionary of Contemporary English. 6th edition（Longman） 
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 『リーダーズ英和辞典（第３版）』（研究社） 

 『ジーニアス英和辞典（第６版）』（大修館） 

 『プログレッシブ和英中辞典（第４版）』（小学館） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 小テストは採点して返却、解説する。 

 提出課題は返却し、改善すべき点をコメントする。 

 
８．成績評価の方法 

 評価の割合は，最終回での試験の点数 60％，学期中に行なう小テストの点数 10％，授業への貢献度（遅刻・欠席の有

無，予習状況，授業中の課題への取り組み，発言，音読の実技など）30％とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[P 組] 

担当者名 塩谷幸子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 世界を取り巻く様々な状況を英語で正確に理解して、それを批判的に読み解き、その上で自国の社会や文化についても

客観的かつ多面的な視点で捉えることのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 

 具体的な到達目標は，英文を意味の塊ごとに読み（チャンク・リーディング）、ある一定の速度で安定的に読める読解力を

身につけることである。音読とチャンク・リーディングは車の両輪のようなものであるから、音読練習も時間をかけて行う。英語

らしい発音やリズムを習得し、意味のかたまりを意識することによって、リスニング・スピーキング・ライティング力も鍛えることが

できる。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション・プレテスト 

［第２回] Unit 7 

［第３回] Unit 7 

［第４回] Unit 8 

［第５回] Unit 8 

［第６回] Unit 9 

［第７回] Unit 9 

［第８回] Unit 10 

［第９回] Unit 10 

［第 10 回] Unit 11 

［第 11 回] Unit 11 

［第 12 回] Unit 12 

［第 13 回] Unit 12 & プレゼンテーション 

［第 14 回] 期末試験・まとめ・ポストテスト 

 

 
３．履修上の注意 

・ペア / グループワークを多用し、主体的に、対話的に、そしてより深く学び合う参加型（＝協働学習）の授業を行う。使用

する CALL（コンピュータ支援の語学学習）教室の特性を活かして、様々な学習ツール（音声通話、文字チャット、音声録音、

グループワーク機能など）を利用しながらクラスメートと共に効率よく学習する。洋楽、洋画、TOEIC の問題等も副教材として

積極的に活用する。 

 

・ペア/グループワークを頻繁に行う参加型の授業である。予習を怠ると授業に参加できないばかりか、他の受講生にも迷惑

がかかるので十全な準備が必要である。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

本授業の準備学習・復習時間は、合わせて 60 分程度を標準とする。  

・テキストの予・復習と１日５分のシャドーイング練習を続けることによって，自律的な学習習慣を身につけて欲しい。 

 

 

 
５．教科書 

VOA News: Reading for Cross-cultural Understanding[/I]『異文化理解のための VOA ニュース 15』（英宝社, 2021） 

 
６．参考書 

Grammar in Use Intermediate, 3rd Edition (Cambridge Univ. Press, 2010) 

Practical English Usage (Oxford Univ. Press, 2005) 

 

その他の参考書や参考サイトについては授業時に適宜紹介する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出課題に対しては個別またはクラス全体のフィードバックを行う。 
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８．成績評価の方法 

 定期試験 50％＋プレゼンテーション 20％＋提出課題 20%＋平常点 10％によって評価する，総合得点の 60％以上を合

格点とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[R 組] 

担当者名 榎本悠希 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 春学期に引き続き、この授業では平易な英語で書かれた海外映画についてのテクストの精読を行います。それを通じて、

大学で専門的な学術書を読む為の基礎となる英語読解能力の向上を目指します。題材として映画を扱いますので、実際に

映像を見ることも多々あります。リーディング能力のみならずリスニング能力の向上の秘訣もお教えしたいと思います。 

 履修者の状況や進行具合によって前後しますが、基本的には二回の授業で一本の映画を扱う予定です。また、学期後半

では映像演習を行い、海外文化に触れる上で重要ではあるが普段見ないような映画体験を是非していただく予定です。 

 映画とテクスト読解を通じて是非、英語能力を向上させましょう！ 

 
２．授業内容 

授業内容 

［第１回] イントロダクション（進め方の説明、教科書の紹介、自己紹介等） 

［第２回]  映画①  

［第３回]  映画① 

  （・・・）  

［第 10 回] 映画⑤  

［第 11 回] 映画⑤ 

［第 12 回]   映像演習 

［第 13 回] 学期の総括・期末テストについて 

［第 14 回] 期末試験 

 
３．履修上の注意 

毎回、指定箇所を必ず予習してきてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

テクストの指定箇所を事前に必ず読み、知らない単語・表現は辞書等で調べておいてください。 

 
５．教科書 

Our Time, Our Lives, Our Movies 『映画で読むわたしたちの時代と社会』Joseph Tabolt/森永弘司（金星堂） 

 
６．参考書 

Our Society, Our Diversity, Our Movies 『映画に観る多文化社会のかたち』Joseph Tabolt/ 森永弘司（金星堂） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

コメントシート等を通じて随時行います。 

 
８．成績評価の方法 

平常点（出席・演習・小テスト）50%、期末試験 50%、合計 60%以上で合格とします。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[R 組] 

担当者名 井上善幸 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では，比較的読みやすい英語テキストを利用して文学作品を読んでゆく予定である。総合的な読解力を養成する

ことが目的であり，そのためにも，授業内では文章を CD などを利用して聞き，そのあといっしょに音読する。難解な単語は

意味を確認し，日本語に置き換えてゆく。英語と日本語の両方を往還する作業の中で，その往還運動をスポーツのような感

覚で練習できるようになれば，語学は楽しい。そのためにも，良質の英和辞典を用い，英語の logic を〈英語の中で〉身につ

けるためにも，使い勝手のよい英英辞典を購入することを強く薦める。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション―効果的な英語学習について 

［第２回] テクストの音読と意味把握。日本語訳。 

［第３回～第 13 回] 上記の目的を達成できるように，毎回，ほぼ同じような作業を反復することになる。この反復作業を通し

て語学力を養成してほしい。繰り返すが，語学もスポーツや楽器の練習と同じなのである。 

［第 14 回] まとめと試験 

 

 
３．履修上の注意 

 授業中は，質問も含め，積極的に発言すること。その毎回の積み重ねを平常学習点として加算する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習は必ずしておくこと。テクストを開き，何度か音読し，意味の不明な単語は意味を調べ，わからないところはどこかをチ

ェックしておくこと。 

 

 
５．教科書 

 Dominoes Three. Sherlock Holmes: The Sign of Four. Text adaptation by Jeremy Page（Oxford UP). 

 ISBN: 978-0-19-424823-5 

 
６．参考書 

 推薦辞書として，以下のものを挙げておきたい。 

 

１．Longman's Dictionary of Contemporary English.（6th Edition） 

２．Oxford Advanced Learner's Dictionary（New 8th Edition). 

３．ジーニアス英和辞典（最新版を利用すること） 

４．リーダーズ英和辞典（同上） 

５．Oxford Dictionary of English. 

６．Oxford Thesaurus of English. 

７．Oxford English Dictionary. 

 

 １と２の辞書は誠に素晴らしい学習者用の英英辞書で，本格的に英語を勉強しようと目指すものには大変お薦めである。

ぜひ実際に手に取ってみてほしい。授業内でもこれらの辞書を積極的に使用してゆく。 

 ６の辞書は，英作文の際，英文に磨きをかけるには必須。 

 ７の辞書は，学内のパソコンであれば，図書館のサイトから容易にアクセスできるので，ぜひ利用してみて欲しい。単語の歴

史的な意味の変遷などを知ろうと思えば、この辞書をおいて、他にはありえない。最大の英語辞典。図書館には冊子体もお

いてある。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 基本的には、毎回の授業における発言等によって行われることとなる。 
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８．成績評価の方法 

 平常学習点 50％，期末試験 50％の比重で評価し，総合評価 100 点満点で，60 点以上を合格とする。したがって，たとえ

試験で最高点を取ったとしても単位は修得できないことになる。期末試験は 5 割以上得点することが想定されている。 

 毎回の授業で，音読・和訳・質問・解答などにより，平常学習点を着実に積み重ねること。 

 出席はもちろん大変重要だが，それだけでは学習点とはならないので注意すること。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[S 組] 

担当者名 中村恭子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き、それをもとにことばそのものと、ことばが媒介する異文化の核心に触れ、多

元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 「英語リーディング１」に引き続き、これまでに培ってきた英語力を活かしながら、さらなる読解力を身につけ、基本的な語彙

をより多く習得することが、授業の第一目標である。また、語法、文法の確認も徹底的に行う。使用テキスト『Science Bridge 

ニュースでつなぐ日常と科学』は、アメリカの老舗科学雑誌 Science News の学生向けサイト Science News Explores から

様々な科学分野の最新の記事を厳選して取り上げている。どのトピックもみなさんの知的好奇心を大いに刺激する内容とな

っている。英文は容易ではないが、映像資料を交えながら、向上心を持って、どんどん読み進めてもらいたい。本授業を通じ

て、最先端の科学に触れながら、英文を読むことを楽しみ、英語に対する抵抗感を払拭してもらうことが授業の第二目標であ

る。 

 
２．授業内容 

 授業は音読と和訳を中心に、語彙や文法の要所をおさえながらすすめる。毎回出席者全員に発言をしてもらう。また、毎回

授業終了時にクイズ（小テスト）を行い、これを平常点として評価する。テキストに沿った各回のトピックは以下のとおり。ただ

し、授業の進度によっては内容を変更する場合もある。 

 

［第 1 回] Introduction 

［第 2・3 回] Unit 7 Delicious Insect Food 

［第 4・5 回] Unit 8 Deep-Sea Floor Microbes 

［第 6・7 回] Unit 9  Wildfire and Air Pollution 

［第 8・9 回] Unit 10 Spiders－Unfair Negative Image 

［第 10・11 回] Unit 11  Might Toothpaste Cure Allergies? 

［第 12・13 回] Unit 12  NASA's DART Spacecraft 

［第 14 回] ａ：期末試験 / ｂ：授業全体のふりかえりと試験の正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 授業速度は速いので、和訳を中心とした予習は必須。復習も欠かさないこと。授業中の居眠り、私語、メールは厳禁。授業

途中で席を離れることも控える。もちろん、ただ席に座っていれば良いわけではない。授業への積極的参加が望まれる。授

業には必ず英和辞書（電子辞書可）を携帯すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として、次回の授業範囲を一読し、わからない語は英和辞書で調べておくこと。 

 

 
５．教科書 

 『Science Bridge ニュースでつなぐ日常と科学』野﨑嘉信、松本和子、Alastair Graham-Marr 編著（金星堂） 

 

 
６．参考書 

 『新 TOEIC L&R TEST 出る単特急 金の 1000 問』TEX 加藤著（朝日新聞出版） 

 授業とは直接関係はないが、英語の語彙力を強化するためにもお勧めしたい一冊。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回のクイズ（小テスト）はクラスウェブの「アンケート機能」を使って提示し、コメントを通じてフィードバックする。 

 
８．成績評価の方法 

 遅刻３回で１回の欠席となる。欠席回数が４回に達した場合は単位を認めない。成績は、期末試験４０％、平常点（毎回の

授業における小テスト）を６０％の配分で評価する。総合評価の６０％以上を合格とする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[S 組] 

担当者名 中須賀稚子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業の主な目標は，英文をきちんと読みこなすことです。何となくこんな感じ…という訳文ではなく，この英文はこの点

をもっとも重要な情報として伝えようとしている，この動詞のニュアンスは肯定ではなく否定的な方向が強い，など，英文を読

む上での足場固めをしていきたいと考えています。 

 英文がきちんと読めるようになると，リスニングもライティングも上達します。基本の読解力を身につけることが大きな目標で

す。英語リーディング１よりもスピードアップ，さらに正確さもアップを目指します。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ イントロダクション 

            ｂ プリントによる演習 

 

［第２回] 第 7 課 

［第３回] 第 8 課 

［第４回] 第 9 課 

［第５回] 第 10 課 

［第６回] 第 11 課 

［第７回] 第 12 課 

［第８回] 第 13 課 

［第９回] 第 14 課 

［第 10 回] 第 15 課 

［第 11 回] 第 16 課 

［第 12 回] 第 17 課 

［第 13 回] 第 18 課 

 

［第 14 回] ａ 確認試験 

           ｂ 講義全体のふりかえり及び確認、試験の解説 

 

教科書が１５課までのものについては、教科書終了後の教材は別途こちらで準備します。 

新たに教科書等を購入いただくことはありません。 

 

 進行状況およびテキストに応じて変更があり得ます。また，進行により，小テストや中間テストを行うこともあり得ます。 

 

 
３．履修上の注意 

 必ず事前に予習をしてから授業に出席して下さい。 

また，授業中に教室を抜ける学生が見られますが，他の学生の気を散らすことにもなるので， 

授業中に教室を出て行かなくても大丈夫なように状況を整えて，出席してください。 

 

集中できる知的体力向上を目指して下さい。 

 

リーディング 1 (春学期)のシラバスを参照してください 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 英文を声を出して読み，わからない単語は確実に辞書で調べ，授業にも辞書を携帯して出席のこと。 

  

自分の力ではここまで理解できる、ここがどうも分かりにくかった、という場所を自分で把握して 

授業に出席することを目指してください 

 

授業中は、分からなかった部分が理解できるようになった、という時間にしてください。 

授業中でも分からなければ、授業後にもう一度教員に尋ねてください 
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５．教科書 

 英語リーディング１（中須賀）と同じ。同じ講師が同一科目を複数担当しています。曜日，時間を確認して，間違いのないよ

うに教科書を購入して下さい。 

 

 

水曜 1 限（T 組） Reading Fusion 1 (南雲堂,2025) 

水曜 2 限（S 組） Science for Tomorrow (金星堂,2025) 

金曜 4 限（B 組） Insights 2025 (金星堂,2025) 

 

 

2025 年度に使用予定の教科書はこちらです 

 

 
６．参考書 

 必要な時には授業内で指示をします。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

オンラインであれ対面であれ、総評と言う形でフィートバックします。 

個別に必要と判断した場合には、返却する課題にコメントを添えるか、オンラインであればオーメイジシステムからコメントを

記入します。 

 
８．成績評価の方法 

英語リーディング１（中須賀）と同じです。  

 

筆記試験(授業内や期末を予定)60 点，授業内パフォォーマンス 40 点，合計 100 点満点で，60 点以上を単位として認定し

ます。 

 

欠席５回以上で受験資格を失います。遅刻は 30 以内のものを認めます。ただし，遅刻３回で欠席１回とカウントしますので，

注意して下さい。（つまり、５回目に欠席すると受験資格を失います） 

 

進行状況などを鑑みて単語テストや中間テストなどを行うこともあります。 

 

 

課題の提出を求められた回は、授業出席と課題提出、両方合わせて「出席」という扱いになります。 

つまり、授業には出席したが課題は未提出、もしくは、授業は欠席したが課題は提出した、というケースは 

どちらも欠席扱いとなります。 

 

課題の点数はある程度評価しますが、課題未提出＝欠席扱い、となることに注意してください。 

 

課題の期限は、授業後４～５日となっています。 

遅れての提出は一切無効とさせていただいています。 

 

 
９．その他 

 近年授業中に安易に教室を出ていく学生が多くなり，他の学生の気を散らすことにもなっています。 

 30 分も帰ってこないなどの例も見受けられるので，授業中に途中退室，中抜けなどはくれぐれも避けて下さい。 

 減点対象とします。 

 

また、教科書を買わずにコピーで授業に出席することのないよう、自分の教科書を必ずお手元に準備して授業に出席してく

ださい。 

 

対面の授業に出席しても、その回の課題が未提出ですと欠席扱いとなります。 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[T 組] 

担当者名 中須賀稚子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業の主な目標は，英文をきちんと読みこなすことです。何となくこんな感じ…という訳文ではなく，この英文はこの点

をもっとも重要な情報として伝えようとしている，この動詞のニュアンスは肯定ではなく否定的な方向が強い，など，英文を読

む上での足場固めをしていきたいと考えています。 

 英文がきちんと読めるようになると，リスニングもライティングも上達します。基本の読解力を身につけることが大きな目標で

す。英語リーディング１よりもスピードアップ，さらに正確さもアップを目指します。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ イントロダクション 

            ｂ プリントによる演習 

 

［第２回] 第 7 課 

［第３回] 第 8 課 

［第４回] 第 9 課 

［第５回] 第 10 課 

［第６回] 第 11 課 

［第７回] 第 12 課 

［第８回] 第 13 課 

［第９回] 第 14 課 

［第 10 回] 第 15 課 

［第 11 回] 第 16 課 

［第 12 回] 第 17 課 

［第 13 回] 第 18 課 

 

［第 14 回] ａ 確認試験 

           ｂ 講義全体のふりかえり及び確認、試験の解説 

 

教科書が１５課までのものについては、教科書終了後の教材は別途こちらで準備します。 

新たに教科書等を購入いただくことはありません。 

 

 進行状況およびテキストに応じて変更があり得ます。また，進行により，小テストや中間テストを行うこともあり得ます。 

 

 
３．履修上の注意 

 必ず事前に予習をしてから授業に出席して下さい。 

また，授業中に教室を抜ける学生が見られますが，他の学生の気を散らすことにもなるので， 

授業中に教室を出て行かなくても大丈夫なように状況を整えて，出席してください。 

 

集中できる知的体力向上を目指して下さい。 

 

リーディング 1 (春学期)のシラバスを参照してください 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 英文を声を出して読み，わからない単語は確実に辞書で調べ，授業にも辞書を携帯して出席のこと。 

  

自分の力ではここまで理解できる、ここがどうも分かりにくかった、という場所を自分で把握して 

授業に出席することを目指してください 

 

授業中は、分からなかった部分が理解できるようになった、という時間にしてください。 

授業中でも分からなければ、授業後にもう一度教員に尋ねてください 
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５．教科書 

 英語リーディング１（中須賀）と同じ。同じ講師が同一科目を複数担当しています。曜日，時間を確認して，間違いのないよ

うに教科書を購入して下さい。 

 

 

水曜 1 限（T 組） Reading Fusion 1 (南雲堂,2025) 

水曜 2 限（S 組） Science for Tomorrow (金星堂,2025) 

金曜 4 限（B 組） Insights 2025 (金星堂,2025) 

 

 

2025 年度に使用予定の教科書はこちらです 

 

 
６．参考書 

 必要な時には授業内で指示をします。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

オンラインであれ対面であれ、総評と言う形でフィートバックします。 

個別に必要と判断した場合には、返却する課題にコメントを添えるか、オンラインであればオーメイジシステムからコメントを

記入します。 

 
８．成績評価の方法 

英語リーディング１（中須賀）と同じです。  

 

筆記試験(授業内や期末を予定)60 点，授業内パフォォーマンス 40 点，合計 100 点満点で，60 点以上を単位として認定し

ます。 

 

欠席５回以上で受験資格を失います。遅刻は 30 以内のものを認めます。ただし，遅刻３回で欠席１回とカウントしますので，

注意して下さい。（つまり、５回目に欠席すると受験資格を失います） 

 

進行状況などを鑑みて単語テストや中間テストなどを行うこともあります。 

 

 

課題の提出を求められた回は、授業出席と課題提出、両方合わせて「出席」という扱いになります。 

つまり、授業には出席したが課題は未提出、もしくは、授業は欠席したが課題は提出した、というケースは 

どちらも欠席扱いとなります。 

 

課題の点数はある程度評価しますが、課題未提出＝欠席扱い、となることに注意してください。 

 

課題の期限は、授業後４～５日となっています。 

遅れての提出は一切無効とさせていただいています。 

 

 
９．その他 

 近年授業中に安易に教室を出ていく学生が多くなり，他の学生の気を散らすことにもなっています。 

 30 分も帰ってこないなどの例も見受けられるので，授業中に途中退室，中抜けなどはくれぐれも避けて下さい。 

 減点対象とします。 

 

また、教科書を買わずにコピーで授業に出席することのないよう、自分の教科書を必ずお手元に準備して授業に出席してく

ださい。 

 

対面の授業に出席しても、その回の課題が未提出ですと欠席扱いとなります。 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[T 組] 

担当者名 戸嶋真弓 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業は、基本的に面接で行われます。 

 社会における科学の発展が、今どのように起こっているのかということに焦点を当てて書かれた英文を読んでいきます。ま

た、自分自身がどのようにテクノロジーに関わっていくのかということを考えます。各自、授業の前に指定されたテキストを読

んでおき、授業時に内容の確認をし、内容および自分の意見を英語でアウトプットできるようにしていきます。また、グループ

学習や英語を用いた発表を行います。 

 

 

 
２．授業内容 

第１回 ガイダンス 

第２回 発音と英語の必要性などを学習します Chapter 9 What is Quantum Computing? 

第３回 英語のまとめ方 

第４回 Chapter 10 What if Cockroaches Were Extinct? 

第５回 Chapter 11 The Mighty Tardigrade 

第６回 Chapter 9,10,11 をもとにプレゼンテーション原稿等の書き方を学習します 

第７回 Chapter 12 The Abundance of Life on a Savanna 

第８回 Chapter 13 What Makes Stone-roasted Sweet Potatoes So Sweet 

第９回 Chapter 14 Why Are Autumnal Leaves Red or Yellow? 

第１０回 Chapter 15 The Mystery of Water 

第１１回 プレゼンテーション準備 

第１２回   プレゼンテーション第１回 

第１３回 プレゼンテーション第２回 

第１４回 総括・まとめ  Reading to Outputting 

 

グループワークおよびプレゼンテーションの説明は、適宜行います。また、予告なしにミニ・テストを行うことがあります。 

 
３．履修上の注意 

 事前にテキストを読んで，内容を把握してから授業に参加して下さい。また，グループ発表には，授業外でのメンバーとの

連絡や練習が必要です。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前にテキストを読んで，次回の授業内容を知っておくことが必要です。復習として，テキストおよびノートの該当箇所を読

むこと。発表に関しては，打ち合わせと台詞等の確認，リハーサルを各人がすることが必要です。 

 

 
５．教科書 

Science Alive、 石井隆之他著、成美堂、2025 年、ISBN 978-4-7919-7304-0 

 
６．参考書 

使用しません 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業時に行います。 

 
８．成績評価の方法 

授業時の予習等に基づく発言等（20％），グループ発表（30％），ペーパーテスト（50％） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[再履] 

担当者名 中川智視 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語の学習を通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，多元

的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 日本を英語で紹介した明治時代の作品を読む。秋学期も，春学期に続き Lafcadio Hearn の作品を読む。彼のもっとも知

られている作品集 Kwaidan から，短編を数作品ほど取り上げる。英語のみならず，日本のことについて書かれた内容である

ため，日本の歴史・文化的背景にも配慮した授業を心がけたい。受講者が，英語の読解を通じて日本のことを考える機会に

することを，この授業の目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２－１３回] “Yuki-Onna”ともうひとつ短編を読む予定 

［第１４回] ａ．まとめ ｂ．期間前試験 

 

 
３．履修上の注意 

 速さについては授業を行いながら確認し調整していくつもりだが，予習を前提とした内容になる。担当を決めて輪読する予

定。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語学は継続的な学習で実力がつくものである。授業のテクストや辞書などに前もって目を通すことはきわめて地味な作業で

あるが，学習を定着させるための習慣として重要である。授業をうまく活用しながら，継続的に学ぶ習慣を身に着けていって

ほしい。 

 

 
５．教科書 

 担当者でプリントを用意し，配布する。 

 

 
６．参考書 

 初回に指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 初回授業時に連絡先（メールアドレス）を案内する。受講者が担当した訳については授業内で対応するか、メールにて受け

取る。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 60％，日常的な授業への取り組み 40％ 

 格段の理由なく 5 回以上欠席した場合は、期末試験の受験を許可しない可能性がある。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[再履] 

担当者名 榎本悠希 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 春学期に引き続きこの授業では平易な英語で書かれた海外映画についてのテクストの精読を行います。それを通じて、大

学で専門的な学術書を読む為の基礎となる英語読解能力の向上を目指します。題材として映画を扱いますので、実際に映

像を見ることも多々あります。リーディング能力のみならずリスニング能力の向上の秘訣もお教えしたいと思います。 

 履修者の状況や進行具合によって前後しますが、基本的には二回の授業で一本の映画を扱う予定です。また、学期後半

では映像演習を行い、海外文化に触れる上で重要ではあるが普段見ないような映画体験を是非していただく予定です。 

 映画とテクスト読解を通じて是非、英語能力を向上させましょう！ 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション（授業の説明、日程確認など） 

［第２回]  映画① 

［第３回]  映画① 

   （…） 

［第 10 回] 映画⑤ 

［第 11 回] 映画⑤ 

［第 12 回]   映像演習 

［第 13 回] 期末試験について 

［第 14 回]   期末試験   b: 期末試験の解説 

 

 

 
３．履修上の注意 

毎回、指定箇所を必ず予習してきてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

テクストの指定箇所を事前に必ず読み，知らない単語・表現は辞書等で調べておいてください。 

 
５．教科書 

Our Time, Our Lives, Our Movies 『映画で読むわたしたちの時代と社会』Joseph Tabolt/森永弘司（金星堂） 

 
６．参考書 

Our Society, Our Diversity, Our Movies 『映画に観る多文化社会のかたち』Joseph Tabolt/ 森永弘司（金星堂） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題に応じて適宜授業内でフィードバックを行います。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（出席・演習）60%、期末試験 40%、合計 60%以上で合格とします。欠席回数が全体の三分の一以上となった場合、

期末試験の受験資格を失うことがあるのでご注意ください。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN111M 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 2[再履] 

担当者名 中川智視 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語の学習を通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，多元

的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 日本を英語で紹介した明治時代の作品を読む。秋学期も，春学期に続き Lafcadio Hearn の作品を読む。彼のもっとも知

られている作品集 Kwaidan から，短編を数作品ほど取り上げる。英語のみならず，日本のことについて書かれた内容である

ため，日本の歴史・文化的背景にも配慮した授業を心がけたい。受講者が，英語の読解を通じて日本のことを考える機会に

することを，この授業の目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２－１３回] “Yuki-Onna”ともうひとつ短編を読む予定 

［第１４回] ａ．まとめ ｂ．期間前試験 

 

 
３．履修上の注意 

 速さについては授業を行いながら確認し調整していくつもりだが，予習を前提とした内容になる。担当を決めて輪読する予

定。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語学は継続的な学習で実力がつくものである。授業のテクストや辞書などに前もって目を通すことはきわめて地味な作業で

あるが，学習を定着させるための習慣として重要である。授業をうまく活用しながら，継続的に学ぶ習慣を身に着けていって

ほしい。 

 

 
５．教科書 

 担当者でプリントを用意し，配布する。 

 

 
６．参考書 

 初回に指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 初回授業時に連絡先（メールアドレス）を案内する。受講者が担当した訳については授業内で対応するか、メールにて受け

取る。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 60％，日常的な授業への取り組み 40％ 

 格段の理由なく 5 回以上欠席した場合は、期末試験の受験を許可しない可能性がある。 

 
９．その他 
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英語コミュニケーション 3 

科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[A 組] 

担当者名 浦部尚志 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学２年次に相応しい，英語コミュニケーション能力の伸長を主眼とした授業を進めていく。簡潔で相手に分かりやすい英

語を使い，迅速に情報をとらえ，伝えられるようになることを目指す。また，大学における外国語学習に必要不可欠な，異文

化に対する理解も深めていきたい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] ①テキスト：Unit 8 の 1/3 / ②テキスト：[Unit  7-1／3] 

［第３回] ①テキスト：Unit 8 の 2/3 / ②テキスト：[Unit  7-2／3] 

［第４回] ①テキスト：Unit 8 の 3/3 / ②テキスト：[Unit  7-3／3] 

［第５回] ①テキスト：Unit 8 の 1/3 / ②テキスト：[Unit  8-1／3] 

［第６回] ①テキスト：Unit 9 の 2/3 / ②テキスト：[Unit  8-1／3] 

［第７回] ①テキスト：Unit 9 の 3/3 / ②テキスト：[Unit  8-1／3] 

［第８回] ①テキスト：Unit 9 の 1/3 / ②テキスト：[Unit  9-1／3] 

［第９回] ①テキスト：Unit 10 の 2/3 / ②テキスト：[Unit  9-1／3] 

［第 10 回] ①テキスト：Unit 10 の 3/3 / ②テキスト：[Unit  9-1／3] 

［第 11 回] ①テキスト：Unit 11 の 1/3 / ②テキスト：[Review 2-1／3] 

［第 12 回] ①テキスト：Unit 11 の 2/3 / ②テキスト：[Review 2-1／3] 

［第 13 回] ①テキスト：Unit 11 の 3/3 / ②テキスト：[Review 2-1／3] 

［第 14 回] ａ：春学期授業全体のまとめ/ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

●視聴覚機器・教材等を利用した反復練習が中心となる。毎時の授業への取り組みがそのまま平常点として評価されるの

で，授業への積極的参加が絶対に必要である。 

●出欠席その他の扱い：語学の原理・原則にのっとり，出席率及び授業への参加度を最大限重視する。出席は毎時欠かさ

ずに取る。規定回数を越えて欠席＆遅刻をした場合，単位は絶対に認定しない。以下，その内訳： 

 ①欠席…４回までとする。５回以上の欠席は単位を認定しない（尚，遅刻３回で１欠とする）。居眠り・内職等厳禁！ やる気

がなく，授業に参加する意志がないと認められた場合も欠席扱いになる。目に余る場合，その場で単位不認定にする場合も

ある。 

 ②遅刻…５回までとする。欠席回数に関係なく，６回以上の遅刻は単位を認定しない（尚，遅刻は授業開始後 30 分以内と

する）。 

 ③特別な事情で欠席や遅刻をする場合は必ず相談すること。 

 ④病気・怪我等による「欠席取り消し」の扱いは，出席停止措置が必要な伝染病や，入院が必要な程度の重病・重傷なも

のに限る（その際，領収書等ではなく，「診断書」が必要）。普通の風邪程度の「欠席取り消し」は認めない。 

 ⑤近年，電車遅延による遅刻取り消しの要求も目に余るが，今年度から遅延届け書類提出による「遅刻取り消し」の扱いは

最高３回までとする。尚，５～10 分程度遅れによる遅延届けの提出も認めない。最低 20 分以上の遅延のみ認めることとす

る。 

 ⑥教科書は必ず購入の上，毎時持参すること。教科書を持って来ない場合は，「欠席」とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

[1]毎時，授業で行うテキストの授業範囲の事前学習を必須とする。和訳や練習問題等の解答ができるよう，事前に周到に準

備しておくこと。予習の必要なリスニング問題も多くあるので。十分確認の上，必ず予習しておくこと。尚，予習を前提としない

リスニング問題その他のものに関しては，後で十分な反復学習をしておくこと。 

[2]進度が遅れ気味の場合、Class Web の【小テスト欄】などから Web レポートを科すことがあるので、心得ておいてください。 

 
５．教科書 

①浦部尚志・著，Basic Vocabulary & Dialogues for the TOEIC<09-30> Test（開文社，2015 年） 

  ※①のテキストは、今年度はテキスト後半(Unit 8～)を学習しますので、注意して下さい。 

②浦部尚志・著，Communication Skills for English Composition & Grammar （開文社、2024 年） 
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    ※②のテキストも、今年度はテキスト後半(Unit 7～)を学習しますので、注意して下さい。 

 
６．参考書 

①『TOEIC<09-30> 公式問題集 新形式問題対応編』，Educational Testing Service 編（一般財団法人 国際ビジネスコミュ

ニケーション協会，2016 年）。 

②Success Course for the TOEIC<09-30> Listening and Reading Test，浦部尚志・著（開文社，2016 年）。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題や教科書内の設問等に関しては、授業内で口頭、白板への板書、教室内に設置してあるモニター、もしくは文書の配

布にて、即座に、フィードバックを行う。また、授業内で実行不可能な場合は、Class Web 内の「お知らせ発信」や「授業コン

テンツ」等にてなるべく早く、文書発信を行うことによってフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（授業態度，授業への参加度・貢献度，授業中の発表の良否等）15％，演習点（小テスト，練習問題，レポート等の

評点）15％，定期試験 70％。合計が満点の 60％以上を単位認定の条件とする。 

 
９．その他 

●コロナ禍等の収束状況次第で、授業形態がどのように変更になるか分からないので、常に、最新の動向に気を配っておく

こと。 

●教科書の出版社が「英光社」から「開文社」に変わっているので、注意して下さい。また、「英光社」(旧版)と「開文社」(新版)

の両方の版が混在しても、内容に変わりは無いので、心配はいりません。 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[B 組] 

担当者名 小林千春 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、加速が進むグローバル社会で生きるための英語コミュニケーション力を身につけることを目的とする。 

アメリカ、イギリスの新聞、雑誌、The New York times, The Guardian, Bloomberg などから選んだ英文記事を読みながら、馴

染みのある企業の取り組みを学ぶ。成功例のみならず衰退の様子なども取り扱い、直面している課題なども多角的に考える

ことで思考力や批判力なども扱う。 

 英文記事の中で使用されている経済や経営に関する知識を深めると同時に TOEIC の中に頻出するビジネス分野の語彙

力も培う。さらに記事に関連したトピックについて個人で英語プレゼンテーションを行うことにより、英文文献を読み、スライド

を作成し、英語で原稿を作成することにより英語で発信することの大切さを学ぶ。 

 

 
２．授業内容 

進度などによって内容が入れ替わることがあります。 

第１回  イントロダクション 

第２回  1 Zara 

第３回  1 Zara 

第４回  2 Airbnb 

第５回  2 Airbnb 

第６回  4 Adidas 

第７回  4 Adidas 

第８回  5 Toyota 

第９回.   5 Toyota 

第 10 回    6 Starbucks 

第 11 回.  6 Starbucks 

第 12 回  ７McDonald's 

第 13 回   ７McDonald's 

第 14 回 a: 期末試験  b: 解説と総まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

教科書は通年使用するので必ず初回に用意してください。 

参加型の授業なので，積極的に授業に参加すること。 

プレゼンテーションや課題などはきちんと取り組むこと。 

出席回数が全体の 2/3 に満たない場合は成績評価の対象にならないので注意すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

担当になったプレゼンテーションの準備はしっかりと行うこと。 

プレゼンテーション資料は指定された提出方法により、締め切りを厳守すること。 

予習として英語記事の単語をしっかり調べておくこと。 

また、授業後は各授業で扱った単語やイデイオムを復習すること。 

 

 
５．教科書 

『Challenges of Global Enterprises』 KINSEIDO 

必要に応じてハンドアウトも使用します。 

 
６．参考書 

授業中に紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

原則として、課題、プレゼンテーションのフィードバックは、各自が記入した self evaluation sheet に担当者がコメントを記載

し、授業で返却します。 
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８．成績評価の方法 

授業への貢献度 15%, ・会話テスト・課題 25%、プレゼンテーション（evaluation sheet 含む）30%, 期末試験３0% 

計 60％以上を単位取得の条件とする。 

（会話テストの日程等に関しては授業中に指定します。） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[C 組] 

担当者名 浦部尚志 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学２年次に相応しい，英語コミュニケーション能力の伸長を主眼とした授業を進めていく。簡潔で相手に分かりやすい英

語を使い，迅速に情報をとらえ，伝えられるようになることを目指す。また，大学における外国語学習に必要不可欠な，異文

化に対する理解も深めていきたい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] ①テキスト：Unit 8 の 1/3 / ②テキスト：[Unit  7-1／3] 

［第３回] ①テキスト：Unit 8 の 2/3 / ②テキスト：[Unit  7-2／3] 

［第４回] ①テキスト：Unit 8 の 3/3 / ②テキスト：[Unit  7-3／3] 

［第５回] ①テキスト：Unit 8 の 1/3 / ②テキスト：[Unit  8-1／3] 

［第６回] ①テキスト：Unit 9 の 2/3 / ②テキスト：[Unit  8-1／3] 

［第７回] ①テキスト：Unit 9 の 3/3 / ②テキスト：[Unit  8-1／3] 

［第８回] ①テキスト：Unit 9 の 1/3 / ②テキスト：[Unit  9-1／3] 

［第９回] ①テキスト：Unit 10 の 2/3 / ②テキスト：[Unit  9-1／3] 

［第 10 回] ①テキスト：Unit 10 の 3/3 / ②テキスト：[Unit  9-1／3] 

［第 11 回] ①テキスト：Unit 11 の 1/3 / ②テキスト：[Review 2-1／3] 

［第 12 回] ①テキスト：Unit 11 の 2/3 / ②テキスト：[Review 2-1／3] 

［第 13 回] ①テキスト：Unit 11 の 3/3 / ②テキスト：[Review 2-1／3] 

［第 14 回] ａ：春学期授業全体のまとめ/ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

●視聴覚機器・教材等を利用した反復練習が中心となる。毎時の授業への取り組みがそのまま平常点として評価されるの

で，授業への積極的参加が絶対に必要である。 

●出欠席その他の扱い：語学の原理・原則にのっとり，出席率及び授業への参加度を最大限重視する。出席は毎時欠かさ

ずに取る。規定回数を越えて欠席＆遅刻をした場合，単位は絶対に認定しない。以下，その内訳： 

 ①欠席…４回までとする。５回以上の欠席は単位を認定しない（尚，遅刻３回で１欠とする）。居眠り・内職等厳禁！ やる気

がなく，授業に参加する意志がないと認められた場合も欠席扱いになる。目に余る場合，その場で単位不認定にする場合も

ある。 

 ②遅刻…５回までとする。欠席回数に関係なく，６回以上の遅刻は単位を認定しない（尚，遅刻は授業開始後 30 分以内と

する）。 

 ③特別な事情で欠席や遅刻をする場合は必ず相談すること。 

 ④病気・怪我等による「欠席取り消し」の扱いは，出席停止措置が必要な伝染病や，入院が必要な程度の重病・重傷なも

のに限る（その際，領収書等ではなく，「診断書」が必要）。普通の風邪程度の「欠席取り消し」は認めない。 

 ⑤近年，電車遅延による遅刻取り消しの要求も目に余るが，今年度から遅延届け書類提出による「遅刻取り消し」の扱いは

最高３回までとする。尚，５～10 分程度遅れによる遅延届けの提出も認めない。最低 20 分以上の遅延のみ認めることとす

る。 

 ⑥教科書は必ず購入の上，毎時持参すること。教科書を持って来ない場合は，「欠席」とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

[1]毎時，授業で行うテキストの授業範囲の事前学習を必須とする。和訳や練習問題等の解答ができるよう，事前に周到に準

備しておくこと。予習の必要なリスニング問題も多くあるので。十分確認の上，必ず予習しておくこと。尚，予習を前提としない

リスニング問題その他のものに関しては，後で十分な反復学習をしておくこと。 

[2]進度が遅れ気味の場合、Class Web の【小テスト欄】などから Web レポートを科すことがあるので、心得ておいてください。 

 
５．教科書 

①浦部尚志・著，Basic Vocabulary & Dialogues for the TOEIC<09-30> Test（開文社，2015 年） 

  ※①のテキストは、今年度はテキスト後半(Unit 8～)を学習しますので、注意して下さい。 

②浦部尚志・著，Communication Skills for English Composition & Grammar （開文社、2024 年） 
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    ※②のテキストも、今年度はテキスト後半(Unit 7～)を学習しますので、注意して下さい。 

 
６．参考書 

①『TOEIC<09-30> 公式問題集 新形式問題対応編』，Educational Testing Service 編（一般財団法人 国際ビジネスコミュ

ニケーション協会，2016 年）。 

②Success Course for the TOEIC<09-30> Listening and Reading Test，浦部尚志・著（開文社，2016 年）。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題や教科書内の設問等に関しては、授業内で口頭、白板への板書、教室内に設置してあるモニター、もしくは文書の配

布にて、即座に、フィードバックを行う。また、授業内で実行不可能な場合は、Class Web 内の「お知らせ発信」や「授業コン

テンツ」等にてなるべく早く、文書発信を行うことによってフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（授業態度，授業への参加度・貢献度，授業中の発表の良否等）15％，演習点（小テスト，練習問題，レポート等の

評点）15％，定期試験 70％。合計が満点の 60％以上を単位認定の条件とする。 

 
９．その他 

●コロナ禍等の収束状況次第で、授業形態がどのように変更になるか分からないので、常に、最新の動向に気を配っておく

こと。 

●教科書の出版社が「英光社」から「開文社」に変わっているので、注意して下さい。また、「英光社」(旧版)と「開文社」(新版)

の両方の版が混在しても、内容に変わりは無いので、心配はいりません。 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[D 組] 

担当者名 及川一美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとに言葉そのものと，言葉が媒介する異文化の核心に触れ，多元

的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 

到達目標  

理工分野に関する専門用語や会話表現を習得する。 

科学と社会・文化・経済との関連を理解するリスニング力をつける。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] College Campus: Boston College  What is your major?   

［第２回] Introduction page 11-14  Useful vocabularies and scientific terms  /Quiz 1 Boston College 

［第３回] Unit 1 I’m a computer science major 

                Steve Jobs Stanford Commencement Speech No.1   

［第４回] Unit 1 I’m a computer science major 

                Steve Jobs Stanford Commencement Speech No.2   

［第５回] Unit 2 Drones have a wide range of uses.  

                Steve Jobs Stanford Commencement Speech No.3   

［第６回] Unit 2 Drones have a wide range of uses.  

                Anthony Goldbloom: The jobs we‘ll lose to our machines /Quiz 2 Steve Jobs 

［第７回] Unit 3 Let’s discuss the benefits and drawbacks. 

                Anthony Goldbloom: The jobs we‘ll lose to our machines  

［第８回] Unit 3 Let’s discuss the benefits and drawbacks. /Quiz 3 Jobs we'll lose 

［第９回] Unit 4 Take a look at this graph.   

［第 10 回] Unit 5 How many test tubes do we need?  

［第 11 回] Unit 6 Be sure to wear a lab coat.  

［第 12 回] Unit 7 It’s used for viewing atomic structures.  

［第 13 回] Review & Final Examination  

［第 14 回] Workshop: Projects  

 

※状況によって授業内容等に変更が生じる可能性があります。 

 

 
３．履修上の注意 

1. 出席は３分の２以上必要ですので欠席は４回まで。 

2. 発熱・部活動・忌引きなど合理的な理由で欠席をする場合は病院の領収書などを見せてください。 

3. 出席・Dictation・小テスト・レポート・プレゼンテーション・課題などにおける不正行為・剽窃は禁止されています。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

1. 予習：Dictation のために Quizlet や Hot Potato などの e-learning 教材を用いて単語の意味を確認する。(20 分） 

2. 復習：「授業内容・資料」にある TED の解説を読み辞書を使って理解し Quiz に向けて準備する。（40 分） 

3．授業外の取り組み：会話練習 （30 分） 

 

 

 

 

 

 

 
５．教科書 
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教科書：Science Talk---Communicative English for Science and Technology 

著者名：工藤多恵  Connor Edwards 

出版社：センゲージラーニング 

ISBN 9784863124363 Student Book (160 pp)  

￥2,700（￥2,970 税込） 

 

 

 

 
６．参考書 

特に定めない。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に模範例を挙げて、採点基準の説明をしながら Feedback します。 

また課題に対する個人的なフィードバックは授業の前後、質問の日に聞いてください。 

 

 
８．成績評価の方法 

評価は下記に基づいた総合評価となります。 

 

Participation         40% (in-class activities, Dictation, attitude, etc.)  

Quizzes & Exam    60% 

 

3 分の２以上の出席をした上で上記の配点に基づいた総合評価で評点６０点以上を本授業の目的であるコミュニケーション

能力を修得したものとし合格とする。 

 

 

 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[E 組] 

担当者名 原瑠美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

落書き、冗談、いたずら。一見子どもじみたそんな何かをきっかけとして、文化も言葉も専門分野も異なる人との関係が深まる

ことがある。英単語がわからなければ、イラストを描いて伝えたっていい。この授業では子ども向けコミックの人気シリーズを丁

寧に読みながら、自分の言葉と絵で発表と会話を楽しむための英語コミュニケーション力向上を目指す。課題はコミックの実

演やオリジナルコミックの制作などを含み、各課題に対し発表と講評の時間を設ける。 

 

授業の目標： 

1. 英語とイラストを使って発表・会話を楽しむことができる。 

2. わからない単語やフレーズがあってもその意味を確認しつつ発表・会話を続けることができる。 

3. 他者の発表・発言を聞き、自分の意見をその理由も含め述べることができる。 

 

 
２．授業内容 

第１回：イントロダクション、作品・作者の解説、自己紹介ゲーム 

第２回：音読・英語フレーズ確認、課題１（Live Action）スタート 

第３回：音読・英語フレーズ確認、課題１（Live Action）練習 

第４回：課題１（Live Action）発表・講評 

第５回：音読・英語フレーズ確認、課題 2（Imaginary Friend）スタート 

第６回：音読・英語フレーズ確認、課題２（Imaginary Friend）作業 

第７回：課題２（Imaginary Friend）発表・講評 

第８回：音読・英語フレーズ確認、課題３（Illustrated Journalism）スタート 

第９回：音読・英語フレーズ確認、課題３（Illustrated Journalism）作業 

第１０回：課題３（Illustrated Journalism）発表・講評 

第１１回：音読・英語フレーズ確認、課題４（Childhood Comic）スタート 

第１２回：音読・英語フレーズ確認、課題４（Childhood Comic）作業 

第１３回：課題４（Childhood Comic）発表・講評１（期末試験の代わりとする） 

第１４回：課題４（Childhood Comic）発表・講評 2（期末試験の代わりとする） 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書を入手し、作品の概要（作者について、どんな話かなど）を把握しておくこと。 

下記のものを用意して第１回目の授業に持参すること。 

 

•筆記用具（2B 以上の鉛筆、消しゴム、サインペン） 

•A4 サイズ程度以上のスケッチブック（アイデア出しやゲームに使用する。リング綴じなど１枚ずつ取り外ししやすいものがよ

い。） 

•そのほか好きな画材適宜（水彩絵具、色鉛筆、マーカーなど） 

 

 
５．教科書 

『Akissi – Tales of Mischief』 by Abouet & Sapin（Flying Eye Books） 

 
６．参考書 

なし 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に適宜行うほか、課題提出後のコメントも返す。 

 
８．成績評価の方法 

４つの課題と平常点で成績評価を行う。 
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課題１（Live Action） 20% 

課題２（Imaginary Friend） 20% 

課題３（Illustrated Journalism） 20% 

課題４（Childhood Comic） 20% 

平常点 20% 

 

欠席は 3 回まで可とする。4 回以上の欠席はよほどの理由がない限り不可。遅刻は 15 分以内のものは 2 回で欠席１回、15

分を超える遅刻は欠席 1 回とみなす。ただし交通機関遅延などやむを得ない理由がある場合を除く。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[F 組] 

担当者名 ハドランド，エリックＭ． 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

Course overview and learning targets: Course IA includes practices to read, write, speak, and listen to English. We target 

steps to a mastery of basic English vocabulary and structure. Lectures, homework, and group activities may use game 

theory. 

 
２．授業内容 

The spring semester focuses on syntax and structure in the grammar test and phrasal verb sections. 

 

01 4-07 system/goals 

02 1-01/1-03 verb/noun exercises 

03 1-02/1-03 verb/noun exercises 

04 1-05/1-04 verb/noun exercises 

05 1-06/1-04 verb/noun exercises 

06 1-07 simple sentences 

07 1-08 compound sentences 

08 1-09 complex sentences 

09 1-10 compound-complex sentences 

10 2-01 phrasal verbs 

11 2-02 phrasal verbs 

12 1-11 grammar test 

13 1-11 grammar test 

14 3-02 communication game 

 
３．履修上の注意 

There are no definite prerequisites, but it's useful to have an ability to follow directions, work in teams, and use English to 

communicate on a basic level. 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

Out of class learning includes weekly homework assignments with open communications. Students need a textbook, 

stationary supplies, various phone apps, dictionary; each team needs playing cards. 

 
５．教科書 

read write speak listen by E.M. Hadland (2021) 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

Grading and evaluation will be on individual point averages of weekly homework assignments, and performance in group 

activities. 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[G 組] 

担当者名 保坂昌光 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語のリスニングと発音について基礎的な事柄から応用的な部分まで学習する。聴解・発話に関する一般的な知識と技術

の修得を目的とする。誤解をおそれずに言えば，TOEIC 対策に焦点を特化したような内容は扱わず，聴解・発話の基礎的

一般的な運用能力を強化することをめざす。というのも，現実に話されている英語のほとんどは，様々な面において「教科書

的に正しい」英語から逸脱しており，そういった逸脱に対応できなければ，英語でのコミュニケーションはうまくいかないからで

ある。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～13 回] 英語の音声の学習と習得（下記参照） 

［第 14 回] Ⓐ総括； Ⓑ期末試験 

 プリントを用いて進める。コミュニケーション３で扱う内容は，基礎から初級レベルのものであり，本来ならば中学校・高校で

修得されているべき内容だが，大学生の視点から体系的に捉え直すことによって正しく理解できることは多く，また応用も可

能になる。なお授業では，当然ながらいわゆる「標準」の英語を中心的に扱い，折に触れて非標準の音声についても言及す

る。 

 以下は授業の各回の内容に対応するものではない（複数回にわたる場合がある）が，蓄積的に修得しつつ積み上げていく

べきものを下に挙げる。 

１．英語の音を聴き取る 

２．音素の発声（子音） 

３．音素の発声（母音） 

４．強勢とリズム 

５．音声変化（消える音） 

６．音声変化（つながる音） 

７．音声変化（変化する音） 

８．意味のグループ 

９．イントネーションの基礎 

10．発話の要点を聴き取る 

 上記内容について，聴き取るだけでは不充分であるということを理解していただきたい。聴いたことを模倣して発声する技

術をつけること。経験則から言うと，発声できるものは聴き取ることができる。 

 
３．履修上の注意 

 物理的参加は評価対象としない（つまり出席自体に点数はつかない）が，消極的参加（遅刻の累積・無許可の早退・看過

できない受講姿勢など）は評価時のマイナス要因とし、総合評価点から適宜減点する。履修上の注意点の詳細については

初回開講時に説明する。毎授業時に小テスト（成績評価の対象）を実施するので不足のないよう注意すること。 

 なお，授業内容は聴解と発話に特化されているが，語彙，文法，一般的な英語の知識がなければ，当然ながら聴き取るこ

とも話すことも不可能である。この点に注意されたい。また，聴解・発話の能力向上に関しては，日常的な練習が最も効果的

であり，週に 100 分の授業を受けるだけでは向上しない点をふまえておくこと。能力向上を望む者は１日 10 分・15 分ずつで

も自習すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 春学期の英語コミュニケーション３の学習内容は，大学生には必ず理解できる内容である。にもかかわらず、それを実践で

きるとは限らない。それは英語の聴解･発話に関する経験値が圧倒的に不足しているからにほかならない。能力向上のた

め，クラスウェブにアップする音声ファイルを模倣し，発音練習をする事は必須である。さらに高い能力向上を望む場合は，

市販教材等を用い聴解・発話の練習を短時間でも毎日行うことを強く薦める。 

 
５．教科書 

 プリントを配布する（教科書は使用しない）。 

 

 
６．参考書 

 特に指定しないが，独学で能力向上を狙う者は，日常的な練習に役立ちそうな市販の教材を目的別に探すとよい。目的も

多様である上，内容や方式の好みの問題があるため，この一冊と推薦できるものはない。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

※ 下記「成績評価の方法」も併せて参照 

①授業時の小テストの答案を受講者に返却しない。次回授業時のはじめに回答例を配布し、注意を要する点がある場合に

は解説する。 

②期末試験の答案を受講者に返却しない。試験を振り返る授業回はないが、失敗を避けるため、試験について授業内で事

前に詳しく説明する。 

 
８．成績評価の方法 

 各授業回のはじめに出欠と遅刻を確認する。 

 ①毎授業時の小テストによる評価（12 回分の合算を百点法に換算）〔50％〕 

 ②期末試験の点数（百点法）〔50％〕 

 ③遅刻の累積・無許可の早退・看過できない受講姿勢・等に対するマイナス評価 〔適宜〕 

 評価＝①×0.5＋②×0.5＋③  〔合計 60 点以上で合格とする〕 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[H 組] 

担当者名 山本洋平 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業の到達目標は、端的に、２つ。一点目は、英語でプレゼンができること。より具体的には、スライドを用いた３分の英

語でのプレゼンテーションを原稿を読み上げずにできること。二点目は、（担当教員の専門分野である）アメリカ文化の歴史と

現在を学びつつ、異文化理解の基礎を身につけること。この２つをどれだけ精度を高く習熟することができたかが評価のポイ

ントになります。 

 

英語プレゼンの修得に向かっては、音読テスト（「プレゼン Z」と呼ぶ）、１分スピーチ（「プレゼンＡ」）を経て、スライドを用いた

３分プレゼン（「プレゼンＢ」）へと段階的にプロジェクトを進めていきます。これらのパブリック・スピーキング力を支えるのは、

毎週のルーティン、すなわち、リーディング、リスニング、スピーキングとそれらを支える単語学習と例文暗唱。学期中はほぼ

毎回、単語テストと例文テストを行うことで、英語の基礎体力を養います。毎週のルーティンとプレゼンのプロジェクト型学習

（PBL）授業を通じて、異文化理解の重要性に対して内発的な気づきを得ることが最終的な到達目標です。 

 
２．授業内容 

＊単語力を養うために、複数回の小テストを行います。 

［第１回] イントロダクション：発音の理論１ 

［第２回] 英文＆リスニングから発話へ：発音の理論２ 

［第３回] 英文＆リスニングから発話へ（プレゼンテーション Z＝音読テストの実施） 

［第４回] 英文＆プレゼンテーション A：準備講座（1 分スピーチの構造） 

［第５回] 英文＆プレゼンテーション A 

［第６回] 英文＆プレゼンテーション A 

［第７回] 英文＆プレゼンテーション B：準備（パラグラフを書く） 

［第８回] 英文＆プレゼンテーション B：準備（予備日） 

［第９回] プレゼンテーション B 実践 

［第 10 回] プレゼンテーション B 実践 

［第 11 回] プレゼンテーション B 実践 

［第 12 回] プレゼンテーション B 実践 

［第 13 回] プレゼンテーション B：フィードバック 

［第 14 回] a. 講義 b. 期末試験 

 
３．履修上の注意 

毎回，教科書を用いた予習が課される（教科書は必ず購入すること）。授業内で英語による発話をする機会を多く設ける。単

語や例文を覚えるテストをほぼ毎週、授業冒頭に行う。欠席４回以上は単位取得対象から外される。遅刻 2 回で 1 回の欠席

とみなす。30 分以上の遅刻は欠席とみなす。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

学期中に複数回（10-12 回程度）、単語・例文テストが課される。学期中３回のプレゼンの準備をしてくる。 

 
５．教科書 

『America's Evolution』松柏社 

 
６．参考書 

授業時に適宜紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内にコメントする 

 
８．成績評価の方法 

授業内課題（単語テスト、プレゼン Z 含む）30％，プレゼンテーション（プレゼン A&B）30％、期末試験 40％の配分で、合計

が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

辞書（できれば紙の辞書、電子辞書可）を毎回持参すること。授業時間内は、スマホ、パッド系、PC など、あらゆるデバイスの

利用は禁止とする。ただし、クラスウェブ上での小テスト実施時とアンケート回答時、リサーチ・プロジェクト実施時は除く。他

の授業の教科書、資料の閲覧も同様に禁止とする。 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[I 組] 

担当者名 保坂昌光 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語のリスニングと発音について基礎的な事柄から応用的な部分まで学習する。聴解・発話に関する一般的な知識と技術

の修得を目的とする。誤解をおそれずに言えば，TOEIC 対策に焦点を特化したような内容は扱わず，聴解・発話の基礎的

一般的な運用能力を強化することをめざす。というのも，現実に話されている英語のほとんどは，様々な面において「教科書

的に正しい」英語から逸脱しており，そういった逸脱に対応できなければ，英語でのコミュニケーションはうまくいかないからで

ある。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～13 回] 英語の音声の学習と習得（下記参照） 

［第 14 回] Ⓐ総括； Ⓑ期末試験 

 プリントを用いて進める。コミュニケーション３で扱う内容は，基礎から初級レベルのものであり，本来ならば中学校・高校で

修得されているべき内容だが，大学生の視点から体系的に捉え直すことによって正しく理解できることは多く，また応用も可

能になる。なお授業では，当然ながらいわゆる「標準」の英語を中心的に扱い，折に触れて非標準の音声についても言及す

る。 

 以下は授業の各回の内容に対応するものではない（複数回にわたる場合がある）が，蓄積的に修得しつつ積み上げていく

べきものを下に挙げる。 

１．英語の音を聴き取る 

２．音素の発声（子音） 

３．音素の発声（母音） 

４．強勢とリズム 

５．音声変化（消える音） 

６．音声変化（つながる音） 

７．音声変化（変化する音） 

８．意味のグループ 

９．イントネーションの基礎 

10．発話の要点を聴き取る 

 上記内容について，聴き取るだけでは不充分であるということを理解していただきたい。聴いたことを模倣して発声する技

術をつけること。経験則から言うと，発声できるものは聴き取ることができる。 

 
３．履修上の注意 

 物理的参加は評価対象としない（つまり出席自体に点数はつかない）が，消極的参加（遅刻の累積・無許可の早退・看過

できない受講姿勢など）は評価時のマイナス要因とし、総合評価点から適宜減点する。履修上の注意点の詳細については

初回開講時に説明する。毎授業時に小テスト（成績評価の対象）を実施するので不足のないよう注意すること。 

 なお，授業内容は聴解と発話に特化されているが，語彙，文法，一般的な英語の知識がなければ，当然ながら聴き取るこ

とも話すことも不可能である。この点に注意されたい。また，聴解・発話の能力向上に関しては，日常的な練習が最も効果的

であり，週に 100 分の授業を受けるだけでは向上しない点をふまえておくこと。能力向上を望む者は１日 10 分・15 分ずつで

も自習すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 春学期の英語コミュニケーション３の学習内容は，大学生には必ず理解できる内容である。にもかかわらず、それを実践で

きるとは限らない。それは英語の聴解･発話に関する経験値が圧倒的に不足しているからにほかならない。能力向上のた

め，クラスウェブにアップする音声ファイルを模倣し，発音練習をする事は必須である。さらに高い能力向上を望む場合は，

市販教材等を用い聴解・発話の練習を短時間でも毎日行うことを強く薦める。 

 
５．教科書 

 プリントを配布する（教科書は使用しない）。 

 

 
６．参考書 

 特に指定しないが，独学で能力向上を狙う者は，日常的な練習に役立ちそうな市販の教材を目的別に探すとよい。目的も

多様である上，内容や方式の好みの問題があるため，この一冊と推薦できるものはない。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

※ 下記「成績評価の方法」も併せて参照 

①授業時の小テストの答案を受講者に返却しない。次回授業時のはじめに回答例を配布し、注意を要する点がある場合に

は解説する。 

②期末試験の答案を受講者に返却しない。試験を振り返る授業回はないが、失敗を避けるため、試験について授業内で事

前に詳しく説明する。 

 
８．成績評価の方法 

 各授業回のはじめに出欠と遅刻を確認する。 

 ①毎授業時の小テストによる評価（12 回分の合算を百点法に換算）〔50％〕 

 ②期末試験の点数（百点法）〔50％〕 

 ③遅刻の累積・無許可の早退・看過できない受講姿勢・等に対するマイナス評価 〔適宜〕 

 評価＝①×0.5＋②×0.5＋③  〔合計 60 点以上で合格とする〕 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[J 組] 

担当者名 石川太郎 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基本文法をおさらいしつつ，英語の表現力向上を目指します。各章ごとに実際にニュースで使用された英文を聴いてスクリ

プトを読みます。リスニング＋リーディングを軸に，語彙力アップ，内容要約，センテンスレベルの英文を書いて会話を行い，

最終的にまとまったパラグラフを書く練習をします。２回で１章終了を基本的な授業進行のペースとします。もちろん絶対では

ありません。必要に応じて，早くなったり、遅くなったりはあります。また、必要を感じれば、教科書とは別に教材を用意してリ

スニングや発音の練習を行います。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション，おためしライティング 

［第２回] Unit 1-1  

［第３回] Unit 1-2  

［第４回] Unit 2-1 

［第５回] Unit 2-2 

［第６回] Unit 3-1 

［第７回] Unit 3-2 

［第８回] Unit 4-1 

［第９回] Unit 4-2 

［第 10 回] Unit 5-1 

［第 11 回] Unit 5-2 

［第 12 回] Unit 6-1 

［第 13 回] Unit 6-2 

［第 14 回] ａ：「総括・まとめ」 ｂ：期末課題提出 

 

 
３．履修上の注意 

 授業には英和辞典を持参してください。学期末には特定のトピックについて英作文をそれぞれ書いて提出してもらう予定で

す。必要に応じて，教科書以外の教材を使います。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回の学習は前回までの学習の積み重ねの上に成り立ちます。必要に応じて復習をして授業に臨んでください。 

 
５．教科書 

 British News Update 6 （金星堂，2800 円＋税） 

 
６．参考書 

必要に応じて授業中に指示をします。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出した課題に必ずコメントを添えて返却致します。 

 
８．成績評価の方法 

 授業内活動 20％，授業内課題 30％，期末課題 50％とします。合計 60％を超えた者が成績評価の対象となります。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[K 組] 

担当者名 杉本裕代 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では、グループと個人作業を通じて、英語で発話するモチベーションを高め、各人の知識を増やし思考を深めて

いくことで、自分の思考を表現できる楽しさを実感することを目標としています。英文や動画などのインプットを行いながら、そ

れぞれの文脈のなかで個人の意見を発信する練習をし、英語でのコミュニケーションの経験値を上げていきましょう。 

 
２．授業内容 

 初回でグループ分けをして、自習以降の授業の進め方を説明します。 

 毎週、グループごとに、発音 tips とテキスト内容関連について、担当者を決めます。 

 

第１回 イントロダクション 

第２回 Unit 1 Community Leadership 

第３回 発展問題 

第４回 Unit 2 What Will the Future Vehicles Look Like? 

第５回 発展問題 

第６回 Unit 3 Young Activists Advocation Solutions 

第７回 発展問題 

第８回 Unit 4 How Smart Is Artificial Intelligence? 

第９回 Unit 5 Human Power of Adaptation 

第 10 回 発展問題 

第 11 回 Unit 6 Travel into Space 

第 12 回 Unit 7 Buildings of the Future 

第 13 回 発展問題 

第 14 回 試験 解説 

 

 
３．履修上の注意 

各自のノートパソコンを使って使う場合がありますので、なるべく持参してください。 

パソコンかスマートフォンで各自で音声を聴くことがありますので、イヤフォンを持参してください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

予習：指定されたリーディング教材を読む、または、テキストの当該箇所の音声を聴き、それに関する課題を提出する（１時

間） 

復習：テキストで使われた音声教材を聴き直し、その内容を自分なりに英語で要約し、また、記憶に残った表現をノートにリス

トアップする。（１時間） 

 

 
５．教科書 

『Imagining a Better Society: Thinking and Learning Through TBL/TBL で考えるグローバル社会』（松柏社） 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題作成プロセスでの個別コメントのほか、全体講評を Oh! Meiji で公開する 

筆記試験については、同じ授業内で解説 

 
８．成績評価の方法 

授業への貢献度（参加態度）20％、 

授業内課題（毎回の授業での提出物）30％ 

期末試験 50％ (筆記試験 25%  パフォーマンステスト 25%) 
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９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[L 組] 

担当者名 山本洋平 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業の到達目標は、端的に、２つ。一点目は、英語でプレゼンができること。より具体的には、スライドを用いた３分の英

語でのプレゼンテーションを原稿を読み上げずにできること。二点目は、（担当教員の専門分野である）アメリカ文化の歴史と

現在を学びつつ、異文化理解の基礎を身につけること。この２つをどれだけ精度を高く習熟することができたかが評価のポイ

ントになります。 

 

英語プレゼンの修得に向かっては、音読テスト（「プレゼン Z」と呼ぶ）、１分スピーチ（「プレゼンＡ」）を経て、スライドを用いた

３分プレゼン（「プレゼンＢ」）へと段階的にプロジェクトを進めていきます。これらのパブリック・スピーキング力を支えるのは、

毎週のルーティン、すなわち、リーディング、リスニング、スピーキングとそれらを支える単語学習と例文暗唱。学期中はほぼ

毎回、単語テストと例文テストを行うことで、英語の基礎体力を養います。毎週のルーティンとプレゼンのプロジェクト型学習

（PBL）授業を通じて、異文化理解の重要性に対して内発的な気づきを得ることが最終的な到達目標です。 

 
２．授業内容 

＊単語力を養うために、複数回の小テストを行います。 

［第１回] イントロダクション：発音の理論１ 

［第２回] 英文＆リスニングから発話へ：発音の理論２ 

［第３回] 英文＆リスニングから発話へ（プレゼンテーション Z＝音読テストの実施） 

［第４回] 英文＆プレゼンテーション A：準備講座（1 分スピーチの構造） 

［第５回] 英文＆プレゼンテーション A 

［第６回] 英文＆プレゼンテーション A 

［第７回] 英文＆プレゼンテーション B：準備（パラグラフを書く） 

［第８回] 英文＆プレゼンテーション B：準備（予備日） 

［第９回] プレゼンテーション B 実践 

［第 10 回] プレゼンテーション B 実践 

［第 11 回] プレゼンテーション B 実践 

［第 12 回] プレゼンテーション B 実践 

［第 13 回] プレゼンテーション B：フィードバック 

［第 14 回] a. 講義 b. 期末試験 

 
３．履修上の注意 

毎回，教科書を用いた予習が課される（教科書は必ず購入すること）。授業内で英語による発話をする機会を多く設ける。単

語や例文を覚えるテストをほぼ毎週、授業冒頭に行う。欠席４回以上は単位取得対象から外される。遅刻 2 回で 1 回の欠席

とみなす。30 分以上の遅刻は欠席とみなす。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

学期中に複数回（10-12 回程度）、単語・例文テストが課される。学期中３回のプレゼンの準備をしてくる。 

 
５．教科書 

『America's Evolution』松柏社 

 
６．参考書 

授業時に適宜紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内にコメントする 

 
８．成績評価の方法 

授業内課題（単語テスト、プレゼン Z 含む）30％，プレゼンテーション（プレゼン A&B）30％、期末試験 40％の配分で、合計

が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 



2025 年度理工学部 シラバス 

459 

 

９．その他 

辞書（できれば紙の辞書、電子辞書可）を毎回持参すること。授業時間内は、スマホ、パッド系、PC など、あらゆるデバイスの

利用は禁止とする。ただし、クラスウェブ上での小テスト実施時とアンケート回答時、リサーチ・プロジェクト実施時は除く。他

の授業の教科書、資料の閲覧も同様に禁止とする。 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[M 組] 

担当者名 小林千春 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本授業では、NHK の人気番組 Direct Talk から科学技術、社会福祉、服飾など様々な分野で活躍する人々を通じ現代社

会の課題に迫る Video 教材付き教科書を使って、英語の視聴覚技能を養うことを目的とする。教科書の各 Voice（Unit に相

当）の中心は、最大 10 分までのインタヴュー映像（Online）を前半・後半に分けて視聴すること。事前にはリーディングで予

備知識を得、語彙や主題の導入問題に取り組む。後には情報整理や要約のタスクでフォローする。以上のようなパターンで

４つの Voice（Unit）を行う予定。 

  なお、授業は原則挙手応答で進め、毎 Voice（Unit）一回課題を課す。 

 

 

 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回] イントロダクション（授業全般／教科書概観） 

[第 2 回]  Voice 1 Ride-Hailing Innovation: Creating Jobs Through Technology [1]  

[第 3 回] Voice 1 Ride-Hailing Innovation: Creating Jobs Through Technology [2]  

[第 4 回]  Voice 1 Ride-Hailing Innovation: Creating Jobs Through Technology [3]  

[第 5 回] Voice 2 Bringing Medicine to the African Backcountry [1] 

[第 6 回]  Voice 2 Bringing Medicine to the African Backcountry [2] 

[第 7 回] Voice 2 Bringing Medicine to the African Backcountry [3] 

[第 8 回] Voice 3 Saving Children in Poverty Through Music [1] 

[第 9 回]  Voice 3 Saving Children in Poverty Through Music [2] 

[第 10 回]  Voice 3 Saving Children in Poverty Through Music [3] 

[第 11 回]  Voice 4 The Matcha Business [1] 

[第 12 回]  Voice 4 The Matcha Business [2] 

[第 13 回]  Voice 4 The Matcha Business [3] 

[第 14 回] a. まとめ b. 学期末試験 

 

 

 

 

 
３．履修上の注意 

＊本授業は毎回固定席（初回あるいは 2 回目に指定）に着席すること。 

＊授業中、教室の出入りは厳にこれを慎むこと。 

＊本授業は原則的に学生の挙手応答による実践（評価対象）によって進められる。挙手のない場合はランダムに指名する。 

＊使用テキストの各 Voice（Unit に相当）から一回の課題（評価対象）を課す。課題は、それが課せられた次の週の授業時を

締め切りとする。締め切り後の提出には一定の減点がなされる。 

＊不可抗力の欠席プラス遅刻（いずれも証明あるいは妥当な説明が必要）を 4 回まで許容、5 回以上で学期末試験を無効

とする。 

 

 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：次の授業の学習個所中、不明であったり理解のあいまいな単語や表現（文法事項を含む）はなるべく予め辞書で確

認して授業に臨むこと。授業ではそれらの事柄を確認するよう心がけること。なお不明な点はなるべく確認にくること。 

 復習：授業で確認した予習事項を授業後も点検し，ノートあるいは教科書に記録しておくこと。課題箇所は重要な復習箇所

でもあるので疎かにせずに取り組むこと。 

 予習・復習を問わず、時間を見つけては教科書付録の OnlineVideo を視聴し理解を補強すること。、 
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５．教科書 

Megumi Kobayashi, Reiko Fujita, Peter J. Collins, 「Inspiring Voices: 15 Interviews from NHK Direct Talk （NHK Direct 

Talk―世界を変える声を聞く）」(2021 年、金星堂）2,600 円+税 

 
６．参考書 

授業中に適宜紹介する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する 

 
８．成績評価の方法 

100 点満点（課題実施状況 30 点、挙手応答 20 点、学期末試験 50 点）中、60 点以上の取得を合格（SABC）とする。ただ

し、授業最終回直前回までに欠席プラス遅刻が 4 回以内でなければ学期末試験を 0 点とみなす。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[N 組] 

担当者名 下山千夏子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 概要：英語でのコミュニケーション技能を実践的に養成する。音声の聞き取りを繰り返しすることで、聞き取れる語彙を増や

し，内容に関連した Q&A, listening, writing, discussion, presentation を行う。TOEIC テストリスニング，スピーキングパート

に対応できるスキルを向上させる。 

 到達目標：英文を正確に聞き取り，応答する力を習得する。英文のまま理解し，迅速かつ的確に自分の意見を述べること

ができるようにする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] Introduction, pair work, group work & writing 

［第２回] Chapter 1 Introduction: Exploring Language and Culture 

［第３回] Vocabulary Building /Listening/ Group Work 

［第４回] Chapter 2 The UK Tradition and Change 

［第５回]  Listening/ Writing/ Group Work 

［第６回]  Chapter 3 Ireland Religions and Holidays 

［第７回] Listening/ Writing/ Group Work 

［第８回] Chapter 4 Nigeria Film and Food 

［第９回]  Listening/ Writing/ Group Work 

［第 10 回] Presentation 

［第 11 回] Presentation & Feedback 

［第 12 回] Chapter 5 South Africa Resources and Identity 

［第 13 回] Listening/ Writing/ Group Work 

［第 14 回] a： Review of the semester b： Test 

 

 
３．履修上の注意 

 自律的な予習，復習は必須。小テスト（語彙，頻繁に利用する言い回し等），積極的な授業参加（グループディスカッション

やロールプレイ，プレゼンテーション，Q&A を含む）および課題の期限内の提出が単位取得の要件となる。 

 辞書を持参することが望ましい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に，教科書の該当箇所を読み，新出語は辞書で調べておくこと。復習としては，テキストの指定された箇所の音読，テ

キスト付属の音声をスクリプトを参照しながら聞く。また，宿題とされたテーマについての writing をすること。 

 

 
５．教科書 

 『Intercultural Pathways to the English-speaking World グローバルマインドでひろがる異文化の世界』 Jesse Elam 他著

（松柏社） 

 
６．参考書 

「TOEIC L&R TEST 出る単特急 金のフレーズ」 TEX 加藤 著（朝日新聞出版）  

授業では使用しないが、語彙を増やすために有益な参考書として紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で行う小テストは返却時に解答、解説を行う。プレゼンテーションは全員終了後に講評と個別フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 50％。小テスト，課題提出, 平常点 35％。プレゼンテーション 15％。合計が満点の 60％以上を単位取得の条件

とする。 

 定期試験の受験には全体の三分の 2 以上の出席が不可欠である。そのため、単位取得には 10 回以上の出席が必要とな

る。欠席回数が４回を超えた場合，定期試験の受験資格を失う。ただし，遅刻３回で欠席１回分に換算する。 
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 また，授業開始から 30 分を超えた入室は，欠席扱いとする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[O 組] 

担当者名 榎本悠希 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では、主にアメリカ映画のスクリプトの読解・音読・リスニングを通じて、大学生にとって必要な基礎的な英語力の向

上を狙います。2〜3 回の授業で一つの映画を扱う予定です。映画の中には、高校生で培ってきた単語や文法的な知識だ

けではなく、ネイティヴ特有の言い回しや表現、発音が多量に含まれます。こうした実際に発話される生の英語を通じて英語

を学ぶことは、今後英語を本格的に学んでいく皆さんにとってより有意義な機会になるでしょう。 

 
２．授業内容 

 

第一回 イントロダクション（自己紹介、シラバスの確認） 

第二回 映画① 

第三回 映画① 

第四回 映画② 

第五回 映画② 

（…） 

第十三回 プレテスト 

第十四回 期末テスト 

 
３．履修上の注意 

リスニングを中心に行う予定なので、是非、集中力や体調を整えてきてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業内で随時指示します。 

 
５．教科書 

授業内でプリント配布予定。 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

演習点(60%)＋期末テスト（40%） 

＊合計で 60％以上を合格とします。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[P 組] 

担当者名 ハドランド，エリックＭ． 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

Course overview and learning targets: Course IA includes practices to read, write, speak, and listen to English. We target 

steps to a mastery of basic English vocabulary and structure. Lectures, homework, and group activities may use game 

theory. 

 
２．授業内容 

The spring semester focuses on syntax and structure in the grammar test and phrasal verb sections. 

 

01 4-07 system/goals 

02 1-01/1-03 verb/noun exercises 

03 1-02/1-03 verb/noun exercises 

04 1-05/1-04 verb/noun exercises 

05 1-06/1-04 verb/noun exercises 

06 1-07 simple sentences 

07 1-08 compound sentences 

08 1-09 complex sentences 

09 1-10 compound-complex sentences 

10 2-01 phrasal verbs 

11 2-02 phrasal verbs 

12 1-11 grammar test 

13 1-11 grammar test 

14 3-02 communication game 

 
３．履修上の注意 

There are no definite prerequisites, but it's useful to have an ability to follow directions, work in teams, and use English to 

communicate on a basic level. 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

Out of class learning includes weekly homework assignments with open communications. Students need a textbook, 

stationary supplies, various phone apps, dictionary; each team needs playing cards. 

 
５．教科書 

read write speak listen by E.M. Hadland (2021) 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

Grading and evaluation will be on individual point averages of weekly homework assignments, and performance in group 

activities. 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[Q 組] 

担当者名 下山千夏子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 概要：英語でのコミュニケーション技能を実践的に養成する。音声の聞き取りを繰り返しすることで、聞き取れる語彙を増や

し，内容に関連した Q&A, listening, writing, discussion, presentation を行う。TOEIC テストリスニング，スピーキングパート

に対応できるスキルを向上させる。 

 到達目標：英文を正確に聞き取り，応答する力を習得する。英文のまま理解し，迅速かつ的確に自分の意見を述べること

ができるようにする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] Introduction, pair work, group work & writing 

［第２回] Chapter 1 Introduction: Exploring Language and Culture 

［第３回] Vocabulary Building /Listening/ Group Work 

［第４回] Chapter 2 The UK Tradition and Change 

［第５回]  Listening/ Writing/ Group Work 

［第６回]  Chapter 3 Ireland Religions and Holidays 

［第７回] Listening/ Writing/ Group Work 

［第８回] Chapter 4 Nigeria Film and Food 

［第９回]  Listening/ Writing/ Group Work 

［第 10 回] Presentation 

［第 11 回] Presentation & Feedback 

［第 12 回] Chapter 5 South Africa Resources and Identity 

［第 13 回] Listening/ Writing/ Group Work 

［第 14 回] a： Review of the semester b： Test 

 

 
３．履修上の注意 

 自律的な予習，復習は必須。小テスト（語彙，頻繁に利用する言い回し等），積極的な授業参加（グループディスカッション

やロールプレイ，プレゼンテーション，Q&A を含む）および課題の期限内の提出が単位取得の要件となる。 

 辞書を持参することが望ましい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に，教科書の該当箇所を読み，新出語は辞書で調べておくこと。復習としては，テキストの指定された箇所の音読，テ

キスト付属の音声をスクリプトを参照しながら聞く。また，宿題とされたテーマについての writing をすること。 

 

 
５．教科書 

 『Intercultural Pathways to the English-speaking World グローバルマインドでひろがる異文化の世界』 Jesse Elam 他著

（松柏社） 

 
６．参考書 

「TOEIC L&R TEST 出る単特急 金のフレーズ」 TEX 加藤 著（朝日新聞出版）  

授業では使用しないが、語彙を増やすために有益な参考書として紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で行う小テストは返却時に解答、解説を行う。プレゼンテーションは全員終了後に講評と個別フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 50％。小テスト，課題提出, 平常点 35％。プレゼンテーション 15％。合計が満点の 60％以上を単位取得の条件

とする。 

 定期試験の受験には全体の三分の 2 以上の出席が不可欠である。そのため、単位取得には 10 回以上の出席が必要とな

る。欠席回数が４回を超えた場合，定期試験の受験資格を失う。ただし，遅刻３回で欠席１回分に換算する。 
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 また，授業開始から 30 分を超えた入室は，欠席扱いとする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[R 組] 

担当者名 原瑠美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

落書き、冗談、いたずら。一見子どもじみたそんな何かをきっかけとして、文化も言葉も専門分野も異なる人との関係が深まる

ことがある。英単語がわからなければ、イラストを描いて伝えたっていい。この授業では子ども向けコミックの人気シリーズを丁

寧に読みながら、自分の言葉と絵で発表と会話を楽しむための英語コミュニケーション力向上を目指す。課題はコミックの実

演やオリジナルコミックの制作などを含み、各課題に対し発表と講評の時間を設ける。 

 

授業の目標： 

1. 英語とイラストを使って発表・会話を楽しむことができる。 

2. わからない単語やフレーズがあってもその意味を確認しつつ発表・会話を続けることができる。 

3. 他者の発表・発言を聞き、自分の意見をその理由も含め述べることができる。 

 

 
２．授業内容 

第１回：イントロダクション、作品・作者の解説、自己紹介ゲーム 

第２回：音読・英語フレーズ確認、課題１（Live Action）スタート 

第３回：音読・英語フレーズ確認、課題１（Live Action）練習 

第４回：課題１（Live Action）発表・講評 

第５回：音読・英語フレーズ確認、課題 2（Imaginary Friend）スタート 

第６回：音読・英語フレーズ確認、課題２（Imaginary Friend）作業 

第７回：課題２（Imaginary Friend）発表・講評 

第８回：音読・英語フレーズ確認、課題３（Illustrated Journalism）スタート 

第９回：音読・英語フレーズ確認、課題３（Illustrated Journalism）作業 

第１０回：課題３（Illustrated Journalism）発表・講評 

第１１回：音読・英語フレーズ確認、課題４（Childhood Comic）スタート 

第１２回：音読・英語フレーズ確認、課題４（Childhood Comic）作業 

第１３回：課題４（Childhood Comic）発表・講評１（期末試験の代わりとする） 

第１４回：課題４（Childhood Comic）発表・講評 2（期末試験の代わりとする） 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書を入手し、作品の概要（作者について、どんな話かなど）を把握しておくこと。 

下記のものを用意して第１回目の授業に持参すること。 

 

•筆記用具（2B 以上の鉛筆、消しゴム、サインペン） 

•A4 サイズ程度以上のスケッチブック（アイデア出しやゲームに使用する。リング綴じなど１枚ずつ取り外ししやすいものがよ

い。） 

•そのほか好きな画材適宜（水彩絵具、色鉛筆、マーカーなど） 

 

 
５．教科書 

『Akissi – Tales of Mischief』 by Abouet & Sapin（Flying Eye Books） 

 
６．参考書 

なし 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に適宜行うほか、課題提出後のコメントも返す。 

 
８．成績評価の方法 

４つの課題と平常点で成績評価を行う。 



2025 年度理工学部 シラバス 

469 

 

課題１（Live Action） 20% 

課題２（Imaginary Friend） 20% 

課題３（Illustrated Journalism） 20% 

課題４（Childhood Comic） 20% 

平常点 20% 

 

欠席は 3 回まで可とする。4 回以上の欠席はよほどの理由がない限り不可。遅刻は 15 分以内のものは 2 回で欠席１回、15

分を超える遅刻は欠席 1 回とみなす。ただし交通機関遅延などやむを得ない理由がある場合を除く。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[S 組] 

担当者名 荒木友嗣 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本授業では、NHK の人気番組 Direct Talk から科学技術、社会福祉、服飾など様々な分野で活躍する人々を通じ現代社

会の課題に迫る Video 教材付き教科書を使って、英語の視聴覚技能を養うことを目的とする。教科書の各 Voice（Unit に相

当）の中心は、最大 10 分までのインタヴュー映像（Online）を前半・後半に分けて視聴すること。事前にはリーディングで予

備知識を得、語彙や主題の導入問題に取り組む。後には情報整理や要約のタスクでフォローする。以上のようなパターンで

４つの Voice（Unit）を行う予定。 

  なお、授業は原則挙手応答で進め、毎 Voice（Unit）一回課題を課す。 

 

 

 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回] イントロダクション（授業全般／教科書概観） 

[第 2 回]  Voice 1 Ride-Hailing Innovation: Creating Jobs Through Technology [1]  

[第 3 回] Voice 1 Ride-Hailing Innovation: Creating Jobs Through Technology [2]  

[第 4 回]  Voice 1 Ride-Hailing Innovation: Creating Jobs Through Technology [3]  

[第 5 回] Voice 2 Bringing Medicine to the African Backcountry [1] 

[第 6 回]  Voice 2 Bringing Medicine to the African Backcountry [2] 

[第 7 回] Voice 2 Bringing Medicine to the African Backcountry [3] 

[第 8 回] Voice 3 Saving Children in Poverty Through Music [1] 

[第 9 回]  Voice 3 Saving Children in Poverty Through Music [2] 

[第 10 回]  Voice 3 Saving Children in Poverty Through Music [3] 

[第 11 回]  Voice 4 The Matcha Business [1] 

[第 12 回]  Voice 4 The Matcha Business [2] 

[第 13 回]  Voice 4 The Matcha Business [3] 

[第 14 回] a. まとめ b. 学期末試験 

 

 

 

 

 
３．履修上の注意 

＊本授業は毎回固定席（初回あるいは 2 回目に指定）に着席すること。 

＊授業中、教室の出入りは厳にこれを慎むこと。 

＊本授業は原則的に学生の挙手応答による実践（評価対象）によって進められる。挙手のない場合はランダムに指名する。 

＊使用テキストの各 Voice（Unit に相当）から一回の課題（評価対象）を課す。課題は、それが課せられた次の週の授業時を

締め切りとする。締め切り後の提出には一定の減点がなされる。 

＊不可抗力の欠席プラス遅刻（いずれも証明あるいは妥当な説明が必要）を 4 回まで許容、5 回以上で学期末試験を無効

とする。 

 

 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：次の授業の学習個所中、不明であったり理解のあいまいな単語や表現（文法事項を含む）はなるべく予め辞書で確

認して授業に臨むこと。授業ではそれらの事柄を確認するよう心がけること。なお不明な点はなるべく確認にくること。 

 復習：授業で確認した予習事項を授業後も点検し，ノートあるいは教科書に記録しておくこと。課題箇所は重要な復習箇所

でもあるので疎かにせずに取り組むこと。 

 予習・復習を問わず、時間を見つけては教科書付録の OnlineVideo を視聴し理解を補強すること。、 
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５．教科書 

Megumi Kobayashi, Reiko Fujita, Peter J. Collins, 「Inspiring Voices: 15 Interviews from NHK Direct Talk （NHK Direct 

Talk―世界を変える声を聞く）」(2021 年、金星堂）2,600 円+税 

 
６．参考書 

授業中に適宜紹介する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する 

 
８．成績評価の方法 

100 点満点（課題実施状況 30 点、挙手応答 20 点、学期末試験 50 点）中、60 点以上の取得を合格（SABC）とする。ただ

し、授業最終回直前回までに欠席プラス遅刻が 4 回以内でなければ学期末試験を 0 点とみなす。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[T 組] 

担当者名 石川太郎 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基本文法をおさらいしつつ，英語の表現力向上を目指します。各章ごとに実際にニュースで使用された英文を聴いてスクリ

プトを読みます。リスニング＋リーディングを軸に，語彙力アップ，内容要約，センテンスレベルの英文を書いて会話を行い，

最終的にまとまったパラグラフを書く練習をします。２回で１章終了を基本的な授業進行のペースとします。もちろん絶対では

ありません。必要に応じて，早くなったり、遅くなったりはあります。また、必要を感じれば、教科書とは別に教材を用意してリ

スニングや発音の練習を行います。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション，おためしライティング 

［第２回] Unit 1-1  

［第３回] Unit 1-2  

［第４回] Unit 2-1 

［第５回] Unit 2-2 

［第６回] Unit 3-1 

［第７回] Unit 3-2 

［第８回] Unit 4-1 

［第９回] Unit 4-2 

［第 10 回] Unit 5-1 

［第 11 回] Unit 5-2 

［第 12 回] Unit 6-1 

［第 13 回] Unit 6-2 

［第 14 回] ａ：「総括・まとめ」 ｂ：期末課題提出 

 

 
３．履修上の注意 

 授業には英和辞典を持参してください。学期末には特定のトピックについて英作文をそれぞれ書いて提出してもらう予定で

す。必要に応じて，教科書以外の教材を使います。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回の学習は前回までの学習の積み重ねの上に成り立ちます。必要に応じて復習をして授業に臨んでください。 

 
５．教科書 

 British News Update 6 （金星堂，2800 円＋税） 

 
６．参考書 

必要に応じて授業中に指示をします。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出した課題に必ずコメントを添えて返却致します。 

 
８．成績評価の方法 

 授業内活動 20％，授業内課題 30％，期末課題 50％とします。合計 60％を超えた者が成績評価の対象となります。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[再履] 

担当者名 宮田理奈子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 公私ともに海外渡航の機会が増える中，コミュニケーションの手段としての英語を用いて，自分の言葉で考え語ることがで

きるようになることが大切である。様々な英語を耳にする中で内容を理解し，かつ自分の考えを英語で口に出したり文章にし

たりできるようになることを目標とする。特にプレゼンテーションのスキルの習得を促す。教科書を用いて，練習問題を解き，

時にペアワークやグループディスカッションをすると同時に，さまざまな場面に応じた会話，プレゼンテーションができるように

する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Happiness 

［第３回] A Time To Learn 

［第４回] Sleep 

［第５回] Negotiating for Success 

［第６回] Modern Art 

［第７回] Robots 

［第８回] Interactive Games 

［第９回] Genetically Modified Food 

［第 10 回] Design Thinking 

［第 11 回] Shackleton 

［第 12 回] プレゼンテーション 質疑応答 

［第 13 回] プレゼンテーション 質疑応答 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 辞書を持参すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 各章のイントロダクション，語彙の事前予習およびテーマに対しての意見を英語で考えておく事が望まれる。（準備学習

30-45 分） 

 

 
５．教科書 

 Contemporary Topics 1 Fourth edition 

 Pearson 

 

 
６．参考書 

 特になし。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内に口頭で伝える 

 
８．成績評価の方法 

 授業参加 30％，プレゼンテーション実技及び質疑応答 50％ 課題小テスト 20％ 総合の 60％以上を合格とする。 
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９．その他 

 積極的に他者と協力して楽しみながら課題に取り組み，発言する姿勢が望ましい。 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[再履] 

担当者名 林康子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 海外旅行に出かけた時や外国人と仕事をするときなどに，最低限のコミュニケーションができるように，まずは聞くことに重

点をおいて学ぶ。言葉は音が重要な要素であるため，テープを聞いてディクテーションや，穴埋めの演習を行う。また，語彙

を増やす為，プリント教材や DVD を用いた時事英語も取り入れる予定である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクションと TOEIC 演習 

［第２回] unit 1 Tea for You 

［第３回] ニュース英語 

［第４回] unit 2 Small Is Beautiful 

［第５回] ニュース英語 

［第６回] unit 3 Youth Trip for Mutual Understanding 

［第７回] ニュース英語 

［第８回] unit 4 Building a Language Bridge 

［第９回] ニュース英語 

［第 10 回] unit 5 Sizzle and the City 

［第 11 回] ニュース英語 

［第 12 回] unit 6 Summer Spooks 

［第 13 回] unit 7 Hitmaker または DVD 鑑賞後課題提出 

［第 14 回] ａ：授業全体の復習  ｂ：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 第１回目のイントロダクションも授業回数に含まれるので出席すること（出席しないと１回欠席したとみなされる）。 

 授業態度を重視している。遅刻２回で１回の欠席とする。欠席４回以上した者に単位は与えない。 

 授業中の居眠り，私語，スマホ使用は，授業に参加する意思のないものとみなし欠席扱いとする。 

 教科書を忘れた場合は遅刻１回とみなす。 

 就職活動、体育会の試合，病気（大学の規定以外の病気）は欠席扱いとする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 NHK NEWSLINE の Review the key expressions の日本語を英訳できるように復習すること。また，次回の words ＆ 

phrases にも目を通しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 NHK NEWSLINE 金星堂 

 Listening Pointer for the TOEIC Test 成美堂 

 初回の授業までに必ず購入しておくこと。 

 第１回目から教科書を忘れた場合は遅刻１回とみなされるので注意すること。 

 

 
６．参考書 

 必ず英和及び和英辞典を持参すること。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

 欠席４回以上した者には単位を認めない。遅刻２回で１回の欠席とみなす。成績は定期試験 60％，平常点（毎回の小テス

ト，授業参加態度）40％の配分で評価する。総合得点の 60％以上を合格とする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[再履] 

担当者名 ティベール，ギイＲ． 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

1- <ACHIEVEMENT GOALS> ab 

Following spoken and written instructions, as well as demonstrations, participants will be able (0) to improve their English 

skills toward a better communicative fluency. The real objective is (1) to achieve better mutual understanding by using 

English for communication in class, especially by speaking (and writing by speaking with technological assistance). All skills 

are used to these ends. Technological help provides models and supplementary support. Improvement happens along the 

assignment production.  

 

2- <COURSE OUTLINE> ab 

This project-driven course offers a unique opportunity to break through the English language barrier for beginners to 

highly motivated participants. Though it is in English entirely, easy-to-follow instructions and demonstrations make it a 

breeze. In class, participants learn experientially by matching models and recreating them with their own topics. Language 

acquisition occurs by complying to spoken and written instructions in English. Written (and translatable) instructions 

provide additional support to complete the project parts in solo. Communicative achievement arises through preparation, 

practice, and media creation. Participants produce project parts with their own personal computer. Bringing a PC to class 

is the main way to (1) participate, (2) obtain feedback on assignments, (3) share, and (4) correct one's work swiftly. A PC 

(equipped with Windows 11) is required to pass this course. Any other kind of device (Apple, tablets, smartphones etc.) is 

not acceptable, since help won’t be provided for all these incompatible platforms. ZOOM and Dropbox are our main 

communication tools for sharing our project parts. Each semester, we create different kinds of project. 

 

 
２．授業内容 

3- <LECTURE PLAN> ab 

Spring and Autumn Semester Course Contents  

Most of the specific contents cannot be described in advance. A typical class contains a review time (RT), a media time 

(MT), and a project time (PT). Participants partly choose the contents by adapting the demo projects to their own topics. 

Participants refer to the Progressive Assignment List (PAL) for the specific weekly details.  

 

4- 2025ab <MEETING CONTENTS ab>  

<Tentative Schedule>       

The schedule is explained in the colorful version of PAL & PR (Progressive Assignment List & Proof Report).  

From M01 to M09, we create the progressive parts that will become a complete project as practice. Thus, the different 

kinds of project become integrated with their similar parts. The instructor selects the required target sites, types, tools, 

and format for the projects.  

In spring, participants create (1) Pocket Topic Projects (PTP); and (2) Reading Test Projects (RTP). Participants select the 

categories and topics for these projects.  

In autumn, participants create (1) Answer Challenge Projects (ACP), and (2) Menti Quiz Projects (MQP) from an 

audiobook. The project parts, which are graded tasks leading to the completion of a complete project, can be seen as steps 

leading to improvement in English.  

 

 

2025a Spring Semester (Summary) 

Meeting Tools & Targets 

M01 Microsoft Word & Dropbox & AYS GUGIN PNf Weekly & Final REPORTS & Portfolio folder 

M02 Ninite & Paint.Net & Lingua & Reading Test Proof 01 (Topic01).png 

M03 Google Chrome & Paint.Net & RTP02 (Topic02).png 

M04 Pocket & Paint.Net & Topic Selection (AABBCC) & TopicA & RTP03 (Topic03).png 

M05 Google Translate & Paint.Net & TopicAA & RTP04 (Topic04).png 

M06 Otter.ai & TopicAA & Paint.Net & RTP05 (Topic05).png 

M07 Microsoft Word & Menti & TopicAA & RTP06 (Topic06).png 

M08 Microsoft Word & Menti & TopicBB & RTP07 (Topic07).png 

M09 Pocket & Paint.Net & TopicCC & RTP08 (Topic08).png 
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M10 Complete Project & Topic Selection (ABCD) & TopicA & RTP09 (Topic09).png 

M11 Complete Project & TopicB & RTP10 (Topic10).png 

M12 Complete Project & TopicC & RTP11 (Topic11).png 

M13 Complete Project & TopicD & RTP12 (Topic12).png 

M14 Adjustment & Last compilation for Final Report. 

 

2025a Autumn Semester (Summary) 

Meeting Tools & Targets 

M01 Microsoft Word & Dropbox & AYS GUGIN PNf Weekly & Final REPORTS & Portfolio folder 

M02 Ninite & Paint.Net & Answer Challenge Proof 01 (Q01~07).png 

M03 Google Chrome & Paint.Net & ACP02 (Q08~14).png 

M04 Pocket & Paint.Net & TopicA & ACP03 (Q15~21).png 

M05 Google Translate & Paint.Net & TopicA & ACP04 (Q22~28).png 

M06 Otter.ai & TopicA & Paint.Net & ACP05 (Q29~35).png 

M07 Microsoft Word & Menti & TopicA & ACP06 (Q36~42).png 

M08 Microsoft Word & Menti & TopicB & ACP07 (Q43~49).png 

M09 Pocket & Paint.Net & TopicC & ACP08 (Q50~56).png 

M10 Complete Project & Topic1 & ACP09 (Q57~63).png 

M11 Complete Project & Topic2 & ACP10 (Q64~70).png 

M12 Complete Project & Topic3 & ACP11 (Q71~77).png 

M13 Complete Project & Topic4 & ACP12 (Q78~Q84).png 

M14 ACP13 (Q85~Q91).png [optional] & Last compilation for Final Report. 

 

 
３．履修上の注意 

5- <PREREQUISITES and REGISTRATION REQUIREMENTS> ab 

A- To be willing to produce files in English and share them in English. That is the main prerequisite. Most of the sharing is 

made with the participants' own (windows 11) laptop PC. We use online technology in class to share our screen.  

 

B- (BYOD)To bring one's own (Windows 11) laptop Personal Computer in class. Participants must attend in person with a 

(Windows 11) laptop PC. Be smarter than a smartphone. 

 

C- To attend the FIRST 5 MEETINGS to understand the basic process.  

Participants need:  

a) to confirm their registration;  

b) to get their Unique Group Identification Number (GUGIN or TUGIN);  

c) to get the target report URL;  

d) to give the instructor their PAL & PR static Dropbox address.  

 

Otherwise, they start at a loss and are lost. Still, without a GUGIN (or TUGIN), they won't exist on the instructor's list 

until they ask for it in class directly in order to confirm and update their data with DROPBOX.COM in the format 

instructed from the first meeting. 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

6- <PRECAUTIONS FOR TAKING THIS COURSE>ab 

a. Out-of-class time for study requires about 90 minutes (or more) every week (6 days X 15 minutes) for review 

(MOQ), reports, tasks, or projects. It may take more at the beginning and less toward the end when the process is 

understood and acquired. This is an average.  

 

b. This course is immersive. It means: All the study material (including the syllabus) and class time are entirely in 

English. It consists of instructions, guiding documents (including this syllabus), and model templates in English.  

 

c. Participants also use technological tools to understand when they are stuck. They use online dictionaries, online 

translators, and text-to-speech devices to learn pronunciation and navigate within this course. These tools guide them 

toward better understanding. There is no shame in guessing, only curiosity to see if our interpretation is adequate. Nothing 

is done in vain when it is done in English.  
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d. Participants are willing to prepare their media before class with the instruction documents or models. Taking 

notes and composing questions after each class is part of the weekly assignment too, since it consists in understanding 

English. Thus, participants become able to participate in the following weekly revision; a "live" quiz game.  

 

e. The project time is meant to share your personal projects with the whole group. This is the win-win shortcut 

that help others to understand and help yourself to improve by doing so. These projects certainly confirm your 

understanding. Participants focus on them to get superior grades.  

 

f. Being there for the initial and final meetings is the best way to start and finish properly.  

GUGIN (or TUGIN) is never given by email.  

If participants do not have GUGIN (or TUGIN), they must come to class in person, and ask for it.  

 

g. Both the Final Report and PORTFOLIO.zip must be reachable by the end of the semester to avoid a lower grade 

or failure.  

 

 
５．教科書 

7- <TEXTBOOKS>ab 

The instructor progressively adapts his instruction manuals to the perceived participants' understanding. They consist of 

guides (LG) and how-to (HT) documents (translatable PDFs). Participants access the evolving English material (under the 

form of guides, models, and media / documents) with online devices. The instructor's PALR contains all the necessary 

details and access points. The instructor recommends watching (listening + reading) the documents to improve the 

understanding of what is being instructed in class.  

 

 
６．参考書 

8- <REFERENCE BOOKS> ab 

The best references are the class documents, the chosen topics, and the class media, if any.  

"Learning how to learn (or study)" publications from your school should also be consulted regularly and applied in this 

course; especially for notetaking and recommended study habits.       

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

9- <METHOD OF FEEDBACK ON PROJECTS AND ISSUES> ab 

a. Bring Your Own Device (BYOD): A Windows 11 PC laptop (& electric connector) is best to get Participation 

points & Project marks.  

Participants are required to share their screen weekly to share their weekly project parts.  

That is how they get direct feedback for instant assessment, correction and demonstration.  

Feedback cannot be given with nothing to show for it. Just SHOW and TELL for more points.  

 

b. Feedback is given in class orally through sharing screen online with our devices. Access through the 

participants' Dropbox links from the instructor's machine is possible for oral and written feedback. 

 

c. Feedback occurs weekly in each group to provide scoring self-management. Participants: (a) evaluate their 

projects with criteria given in the HT and LG documents; (b) confirm their scores in class by sharing their screen; (c) 

update their improved (or corrected) projects through DROPBOX.COM; (d) practice / participate with partners; and (e) 

share their personal projects with the group.  

 

d. Feedback goes further with formative self-management. It implies that participants must take notes of: (a) 

Attendance; (b) Project Points; (c) Practice/Participation points; and (d) Sharing marks in their personal PAL & PR. They 

must (e) document (keep proof of) how these scores were obtained in the PAL & PR Memo Note Table, (f) take screenshots 

of the quiz results, (g) identify these screenshots properly as demonstrated, (h) calculate their various scores, (i) provide 

the calculations of those scores on edited screenshots, and (j) connect them with Dropbox links in their personal PAL & 

PR.  
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e. There is no return of assignments by the instructor, since assignments never leave the participants. Participants 

create project parts with the help of models. Participants may update their assignments, or make better attempts with the 

following project part models. 

 

 
８．成績評価の方法 

10- <GRADING & EVALUATION> ab 

(Consult LG05 GRADING when it comes out.) 

The negotiation process consists of self-evaluation, self-management and self-grading by the participants and the 

instructor. 

 

(A) NECESSARY CONDITIONS (as gates, hurdles, or threshold for success) 

1. The Attendance number must reach 10. 

2. Project & Participation points must reach 1800. 

3. The weekly report (in DOCX and PDF forms) must be completed with openable Dropbox links. 

4. The points & marks must be compiled in the PAL & PR (Progressive Assignment List & Proof Report) table. 

5. The points & marks must be compiled in the SMRS (Self-Management Report Summary) table (above the PAL & 

PR). 

6. The final grade must be calculated in the FSMR (Final Self-Management Report) table. 

7. The personal PORTFOLIO.ZIP Dropbox link must be inserted in the FSMR (Final Self-Management Report) 

table.  

8. A Dropbox link to the personal PAL & PR (PDF version) must be passed through ZOOM chat to the instructor. 

 

(B) GRADE EVALUATION METHOD IN PERCENTAGE (as point thresholds for the second gate after attendance)  

F= 0~1320 (0~44%), F+=1350~1770 (45~59%);  

C=1800~1920 (60~64%), C+=1950~2070 (65~69%),  

B=2100~2250 (70~74%), B+=2250~2370 (75~79%),  

A=2400~2520 (80~84%), and A+=2550~ (85~89%). 

S (90~94%), and S+ (95~99%) grades can only be reached with green Sharing marks and threshold jumps. 

The letter grades more or less correspond to the percentage grades as prescribed by the school. 

Conversion: 1% = 30 (project or participation) points. 

 

(C) GRADE EVALUATION CRITERIA, EVALUATION DISTRIBUTION, ETC.>  

The main evaluation criteria are:  ACCESSIBLE (through ZOOM & DROPBOX) & DONE / PARTIALLY DONE / NOT 

DONE / LATE (-50%) 

The evaluation distribution takes care of itself with the accumulation of project parts that are more or less completed: 

Producing weekly media is the way to go. Do not wait for others; Lead your own way.  

 

 
９．その他 

11- <ACCESS TO THE INSTRUCTOR> ab  

• Participants may reach the instructor with the email address and protocol from the first meeting.  

• The Zoom meeting invitation is notified in class only (from the first meeting). 

• Participants must attend in person with a (Windows 11) laptop PC.  

• Only 4 absences are permitted (Each extra absence loses 0.5 threshold.) 

• In cases of emergency (or absence of the instructor), enter the Zoom meeting to reach the class or consult the 

school notifications.  

 

12- <WEEKLY ACTIONS>ab 

• Practice, produce, evaluate, and LINK the weekly assignment with Dropbox links in the PAL&PR (pdf). 

The instructor confirms the marking in class from the first meeting and on.  

• Participants must identify the WEEKLY project parts with the naming protocol in PAL&PR,  

and make them available through permanent Dropbox links within their weekly report (personal PAL&PR).  

• The deadline for each project corresponds to the meeting number.  

• Participants' projects are transmitted weekly through their Dropbox link by updating both versions (docx & pdf) 

of PALR.  

• The 2 final versions are due for the last meeting of the semester the same way. 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[再履] 

担当者名 ティベール，ギイＲ． 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

1- <ACHIEVEMENT GOALS> ab 

Following spoken and written instructions, as well as demonstrations, participants will be able (0) to improve their English 

skills toward a better communicative fluency. The real objective is (1) to achieve better mutual understanding by using 

English for communication in class, especially by speaking (and writing by speaking with technological assistance). All skills 

are used to these ends. Technological help provides models and supplementary support. Improvement happens along the 

assignment production.  

 

2- <COURSE OUTLINE> ab 

This project-driven course offers a unique opportunity to break through the English language barrier for beginners to 

highly motivated participants. Though it is in English entirely, easy-to-follow instructions and demonstrations make it a 

breeze. In class, participants learn experientially by matching models and recreating them with their own topics. Language 

acquisition occurs by complying to spoken and written instructions in English. Written (and translatable) instructions 

provide additional support to complete the project parts in solo. Communicative achievement arises through preparation, 

practice, and media creation. Participants produce project parts with their own personal computer. Bringing a PC to class 

is the main way to (1) participate, (2) obtain feedback on assignments, (3) share, and (4) correct one's work swiftly. A PC 

(equipped with Windows 11) is required to pass this course. Any other kind of device (Apple, tablets, smartphones etc.) is 

not acceptable, since help won’t be provided for all these incompatible platforms. ZOOM and Dropbox are our main 

communication tools for sharing our project parts. Each semester, we create different kinds of project. 

 

 
２．授業内容 

3- <LECTURE PLAN> ab 

Spring and Autumn Semester Course Contents  

Most of the specific contents cannot be described in advance. A typical class contains a review time (RT), a media time 

(MT), and a project time (PT). Participants partly choose the contents by adapting the demo projects to their own topics. 

Participants refer to the Progressive Assignment List (PAL) for the specific weekly details.  

 

4- 2025ab <MEETING CONTENTS ab>  

<Tentative Schedule>       

The schedule is explained in the colorful version of PAL & PR (Progressive Assignment List & Proof Report).  

From M01 to M09, we create the progressive parts that will become a complete project as practice. Thus, the different 

kinds of project become integrated with their similar parts. The instructor selects the required target sites, types, tools, 

and format for the projects.  

In spring, participants create (1) Pocket Topic Projects (PTP); and (2) Reading Test Projects (RTP). Participants select the 

categories and topics for these projects.  

In autumn, participants create (1) Answer Challenge Projects (ACP), and (2) Menti Quiz Projects (MQP) from an 

audiobook. The project parts, which are graded tasks leading to the completion of a complete project, can be seen as steps 

leading to improvement in English.  

 

 

2025a Spring Semester (Summary) 

Meeting Tools & Targets 

M01 Microsoft Word & Dropbox & AYS GUGIN PNf Weekly & Final REPORTS & Portfolio folder 

M02 Ninite & Paint.Net & Lingua & Reading Test Proof 01 (Topic01).png 

M03 Google Chrome & Paint.Net & RTP02 (Topic02).png 

M04 Pocket & Paint.Net & Topic Selection (AABBCC) & TopicA & RTP03 (Topic03).png 

M05 Google Translate & Paint.Net & TopicAA & RTP04 (Topic04).png 

M06 Otter.ai & TopicAA & Paint.Net & RTP05 (Topic05).png 

M07 Microsoft Word & Menti & TopicAA & RTP06 (Topic06).png 

M08 Microsoft Word & Menti & TopicBB & RTP07 (Topic07).png 

M09 Pocket & Paint.Net & TopicCC & RTP08 (Topic08).png 
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M10 Complete Project & Topic Selection (ABCD) & TopicA & RTP09 (Topic09).png 

M11 Complete Project & TopicB & RTP10 (Topic10).png 

M12 Complete Project & TopicC & RTP11 (Topic11).png 

M13 Complete Project & TopicD & RTP12 (Topic12).png 

M14 Adjustment & Last compilation for Final Report. 

 

2025a Autumn Semester (Summary) 

Meeting Tools & Targets 

M01 Microsoft Word & Dropbox & AYS GUGIN PNf Weekly & Final REPORTS & Portfolio folder 

M02 Ninite & Paint.Net & Answer Challenge Proof 01 (Q01~07).png 

M03 Google Chrome & Paint.Net & ACP02 (Q08~14).png 

M04 Pocket & Paint.Net & TopicA & ACP03 (Q15~21).png 

M05 Google Translate & Paint.Net & TopicA & ACP04 (Q22~28).png 

M06 Otter.ai & TopicA & Paint.Net & ACP05 (Q29~35).png 

M07 Microsoft Word & Menti & TopicA & ACP06 (Q36~42).png 

M08 Microsoft Word & Menti & TopicB & ACP07 (Q43~49).png 

M09 Pocket & Paint.Net & TopicC & ACP08 (Q50~56).png 

M10 Complete Project & Topic1 & ACP09 (Q57~63).png 

M11 Complete Project & Topic2 & ACP10 (Q64~70).png 

M12 Complete Project & Topic3 & ACP11 (Q71~77).png 

M13 Complete Project & Topic4 & ACP12 (Q78~Q84).png 

M14 ACP13 (Q85~Q91).png [optional] & Last compilation for Final Report. 

 

 
３．履修上の注意 

5- <PREREQUISITES and REGISTRATION REQUIREMENTS> ab 

A- To be willing to produce files in English and share them in English. That is the main prerequisite. Most of the sharing is 

made with the participants' own (windows 11) laptop PC. We use online technology in class to share our screen.  

 

B- (BYOD)To bring one's own (Windows 11) laptop Personal Computer in class. Participants must attend in person with a 

(Windows 11) laptop PC. Be smarter than a smartphone. 

 

C- To attend the FIRST 5 MEETINGS to understand the basic process.  

Participants need:  

a) to confirm their registration;  

b) to get their Unique Group Identification Number (GUGIN or TUGIN);  

c) to get the target report URL;  

d) to give the instructor their PAL & PR static Dropbox address.  

 

Otherwise, they start at a loss and are lost. Still, without a GUGIN (or TUGIN), they won't exist on the instructor's list 

until they ask for it in class directly in order to confirm and update their data with DROPBOX.COM in the format 

instructed from the first meeting. 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

6- <PRECAUTIONS FOR TAKING THIS COURSE>ab 

a. Out-of-class time for study requires about 90 minutes (or more) every week (6 days X 15 minutes) for review 

(MOQ), reports, tasks, or projects. It may take more at the beginning and less toward the end when the process is 

understood and acquired. This is an average.  

 

b. This course is immersive. It means: All the study material (including the syllabus) and class time are entirely in 

English. It consists of instructions, guiding documents (including this syllabus), and model templates in English.  

 

c. Participants also use technological tools to understand when they are stuck. They use online dictionaries, online 

translators, and text-to-speech devices to learn pronunciation and navigate within this course. These tools guide them 

toward better understanding. There is no shame in guessing, only curiosity to see if our interpretation is adequate. Nothing 

is done in vain when it is done in English.  
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d. Participants are willing to prepare their media before class with the instruction documents or models. Taking 

notes and composing questions after each class is part of the weekly assignment too, since it consists in understanding 

English. Thus, participants become able to participate in the following weekly revision; a "live" quiz game.  

 

e. The project time is meant to share your personal projects with the whole group. This is the win-win shortcut 

that help others to understand and help yourself to improve by doing so. These projects certainly confirm your 

understanding. Participants focus on them to get superior grades.  

 

f. Being there for the initial and final meetings is the best way to start and finish properly.  

GUGIN (or TUGIN) is never given by email.  

If participants do not have GUGIN (or TUGIN), they must come to class in person, and ask for it.  

 

g. Both the Final Report and PORTFOLIO.zip must be reachable by the end of the semester to avoid a lower grade 

or failure.  

 

 
５．教科書 

7- <TEXTBOOKS>ab 

The instructor progressively adapts his instruction manuals to the perceived participants' understanding. They consist of 

guides (LG) and how-to (HT) documents (translatable PDFs). Participants access the evolving English material (under the 

form of guides, models, and media / documents) with online devices. The instructor's PALR contains all the necessary 

details and access points. The instructor recommends watching (listening + reading) the documents to improve the 

understanding of what is being instructed in class.  

 

 
６．参考書 

8- <REFERENCE BOOKS> ab 

The best references are the class documents, the chosen topics, and the class media, if any.  

"Learning how to learn (or study)" publications from your school should also be consulted regularly and applied in this 

course; especially for notetaking and recommended study habits.       

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

9- <METHOD OF FEEDBACK ON PROJECTS AND ISSUES> ab 

a. Bring Your Own Device (BYOD): A Windows 11 PC laptop (& electric connector) is best to get Participation 

points & Project marks.  

Participants are required to share their screen weekly to share their weekly project parts.  

That is how they get direct feedback for instant assessment, correction and demonstration.  

Feedback cannot be given with nothing to show for it. Just SHOW and TELL for more points.  

 

b. Feedback is given in class orally through sharing screen online with our devices. Access through the 

participants' Dropbox links from the instructor's machine is possible for oral and written feedback. 

 

c. Feedback occurs weekly in each group to provide scoring self-management. Participants: (a) evaluate their 

projects with criteria given in the HT and LG documents; (b) confirm their scores in class by sharing their screen; (c) 

update their improved (or corrected) projects through DROPBOX.COM; (d) practice / participate with partners; and (e) 

share their personal projects with the group.  

 

d. Feedback goes further with formative self-management. It implies that participants must take notes of: (a) 

Attendance; (b) Project Points; (c) Practice/Participation points; and (d) Sharing marks in their personal PAL & PR. They 

must (e) document (keep proof of) how these scores were obtained in the PAL & PR Memo Note Table, (f) take screenshots 

of the quiz results, (g) identify these screenshots properly as demonstrated, (h) calculate their various scores, (i) provide 

the calculations of those scores on edited screenshots, and (j) connect them with Dropbox links in their personal PAL & 

PR.  

 



2025 年度理工学部 シラバス 

485 

 

e. There is no return of assignments by the instructor, since assignments never leave the participants. Participants 

create project parts with the help of models. Participants may update their assignments, or make better attempts with the 

following project part models. 

 

 
８．成績評価の方法 

10- <GRADING & EVALUATION> ab 

(Consult LG05 GRADING when it comes out.) 

The negotiation process consists of self-evaluation, self-management and self-grading by the participants and the 

instructor. 

 

(A) NECESSARY CONDITIONS (as gates, hurdles, or threshold for success) 

1. The Attendance number must reach 10. 

2. Project & Participation points must reach 1800. 

3. The weekly report (in DOCX and PDF forms) must be completed with openable Dropbox links. 

4. The points & marks must be compiled in the PAL & PR (Progressive Assignment List & Proof Report) table. 

5. The points & marks must be compiled in the SMRS (Self-Management Report Summary) table (above the PAL & 

PR). 

6. The final grade must be calculated in the FSMR (Final Self-Management Report) table. 

7. The personal PORTFOLIO.ZIP Dropbox link must be inserted in the FSMR (Final Self-Management Report) 

table.  

8. A Dropbox link to the personal PAL & PR (PDF version) must be passed through ZOOM chat to the instructor. 

 

(B) GRADE EVALUATION METHOD IN PERCENTAGE (as point thresholds for the second gate after attendance)  

F= 0~1320 (0~44%), F+=1350~1770 (45~59%);  

C=1800~1920 (60~64%), C+=1950~2070 (65~69%),  

B=2100~2250 (70~74%), B+=2250~2370 (75~79%),  

A=2400~2520 (80~84%), and A+=2550~ (85~89%). 

S (90~94%), and S+ (95~99%) grades can only be reached with green Sharing marks and threshold jumps. 

The letter grades more or less correspond to the percentage grades as prescribed by the school. 

Conversion: 1% = 30 (project or participation) points. 

 

(C) GRADE EVALUATION CRITERIA, EVALUATION DISTRIBUTION, ETC.>  

The main evaluation criteria are:  ACCESSIBLE (through ZOOM & DROPBOX) & DONE / PARTIALLY DONE / NOT 

DONE / LATE (-50%) 

The evaluation distribution takes care of itself with the accumulation of project parts that are more or less completed: 

Producing weekly media is the way to go. Do not wait for others; Lead your own way.  

 

 
９．その他 

11- <ACCESS TO THE INSTRUCTOR> ab  

• Participants may reach the instructor with the email address and protocol from the first meeting.  

• The Zoom meeting invitation is notified in class only (from the first meeting). 

• Participants must attend in person with a (Windows 11) laptop PC.  

• Only 4 absences are permitted (Each extra absence loses 0.5 threshold.) 

• In cases of emergency (or absence of the instructor), enter the Zoom meeting to reach the class or consult the 

school notifications.  

 

12- <WEEKLY ACTIONS>ab 

• Practice, produce, evaluate, and LINK the weekly assignment with Dropbox links in the PAL&PR (pdf). 

The instructor confirms the marking in class from the first meeting and on.  

• Participants must identify the WEEKLY project parts with the naming protocol in PAL&PR,  

and make them available through permanent Dropbox links within their weekly report (personal PAL&PR).  

• The deadline for each project corresponds to the meeting number.  

• Participants' projects are transmitted weekly through their Dropbox link by updating both versions (docx & pdf) 

of PALR.  

• The 2 final versions are due for the last meeting of the semester the same way. 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[再履] 

担当者名 山本洋平 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業の到達目標は、端的に、２つ。一点目は、英語でプレゼンができること。より具体的には、スライドを用いた３分の英

語でのプレゼンテーションを原稿を読み上げずにできること。二点目は、（担当教員の専門分野である）アメリカ文化の歴史と

現在を学びつつ、異文化理解の基礎を身につけること。この２つをどれだけ精度を高く習熟することができたかが評価のポイ

ントになります。 

 

英語プレゼンの修得に向かっては、音読テスト（「プレゼン Z」と呼ぶ）、１分スピーチ（「プレゼンＡ」）を経て、スライドを用いた

３分プレゼン（「プレゼンＢ」）へと段階的にプロジェクトを進めていきます。これらのパブリック・スピーキング力を支えるのは、

毎週のルーティン、すなわち、リーディング、リスニング、スピーキングとそれらを支える単語学習と例文暗唱。学期中はほぼ

毎回、単語テストと例文テストを行うことで、英語の基礎体力を養います。毎週のルーティンとプレゼンのプロジェクト型学習

（PBL）授業を通じて、異文化理解の重要性に対して内発的な気づきを得ることが最終的な到達目標です。 

 
２．授業内容 

＊単語力を養うために、複数回の小テストを行います。 

［第１回] イントロダクション：発音の理論１ 

［第２回] 英文＆リスニングから発話へ：発音の理論２ 

［第３回] 英文＆リスニングから発話へ（プレゼンテーション Z＝音読テストの実施） 

［第４回] 英文＆プレゼンテーション A：準備講座（1 分スピーチの構造） 

［第５回] 英文＆プレゼンテーション A 

［第６回] 英文＆プレゼンテーション A 

［第７回] 英文＆プレゼンテーション B：準備（パラグラフを書く） 

［第８回] 英文＆プレゼンテーション B：準備（予備日） 

［第９回] プレゼンテーション B 実践 

［第 10 回] プレゼンテーション B 実践 

［第 11 回] プレゼンテーション B 実践 

［第 12 回] プレゼンテーション B 実践 

［第 13 回] プレゼンテーション B：フィードバック 

［第 14 回] a. 講義 b. 期末試験 

 
３．履修上の注意 

毎回，プリントを用いた予習が課される。授業内で英語による発話をする機会を多く設ける。単語や例文を覚えるテストをほ

ぼ毎週、授業冒頭に行う。欠席４回以上は単位取得対象から外される。遅刻 2 回で 1 回の欠席とみなす。30 分以上の遅刻

は欠席とみなす。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

学期中に複数回（10-12 回程度）、単語・例文テストが課される。学期中３回のプレゼンの準備をしてくる。 

 
５．教科書 

プリントを配布します。 

 
６．参考書 

授業時に適宜紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内にコメントする 

 
８．成績評価の方法 

授業内課題（単語テスト、プレゼン Z 含む）30％，プレゼンテーション（プレゼン A&B）30％、期末試験 40％の配分で、合計

が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

辞書（できれば紙の辞書、電子辞書可）を毎回持参すること。授業時間内は、スマホ、パッド系、PC など、あらゆるデバイスの

利用は禁止とする。ただし、クラスウェブ上での小テスト実施時とアンケート回答時、リサーチ・プロジェクト実施時は除く。他

の授業の教科書、資料の閲覧も同様に禁止とする。 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語コミュニケーション 3[スポーツ] 

担当者名 倉石信乃 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 アート、映画などの作品・資料を視聴覚教材として用いることで、生きた英語の基礎を学習する授業。そうした作品・資料を

手がかりにして，英語による表現・運用能力の基礎を習得すること，さらには，英語圏において表現され、伝えられる文化・芸

術に親しむ習慣を身につけることを到達目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～４回] 作品を見て、学び、発表する１ 

［第５〜７回] 作品を見て、学び、発表する２ 

［第８〜10 回】作品を見て、学び、発表する３ 

［第 11〜13 回] 作品を見て、学び、発表する４ 

［第 14 回] まとめ/試験 

 
３．履修上の注意 

 英単語を簡単に引けるツール（電子辞書等）を手に入れておくこと。また WEB でフレーズの検索が可能な『英辞郎 on 

the 

WEB』なども活用すること。 

 遅刻は，視聴覚教材を用いるこの授業においては，著しい進行の妨げになるので厳禁。また，授業開始 30 分を超えて遅

刻した 

場合は欠席とみなします。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業の前後で、授業内であつかうテーマについてインターネット等で触れておくこと。 

 
５．教科書 

 使用しない。テクストを配布します。 

 

 
６．参考書 

 特に指定しない。 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内で指示する。 

 
８．成績評価の方法 

 レポート(4 回)を含む平常点 40％と期末テスト 60％を配点比率として，全体の 60％以上の評点を得た者を合格とする。 

 成績評価の対象となるのは、初回を除き欠席が 5 回以内の者で、かつ期末試験を受験している者とする。 

  レポートの作成にあたり、生成型 AI(Chat-GPT など)の使用を禁じる。提出に際して、注意すること。 

 
９．その他 
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英語リーディング 3 

科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[A 組] 

担当者名 武田寿恵 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では，ミュージカル映画とその原作となった文学作品の双方を扱うことで，親しみやすく英語圏の文化に触れなが

ら，読解力，語彙力，リスニング力などの総合的な英語力の向上を目指す。 

 ミュージカルは，18 世紀にイギリスで流行したバラッド・オペラを源流の一つとし，20 世紀初頭にアメリカで確立した芸術で

ある。ロンドンにはウェストエンド，ニューヨークにはブロード・ウェイと呼ばれる大規模な劇場街が存在し，数多くのミュージカ

ルが制作，上演されてきた。中にはイギリス，アメリカを舞台にした作品もあり，英語圏の文化理解に役立てたい。また，文学

作品が映像化され，さらにはミュージカル化される際に，どのような翻案（adaptation）を伴うのかに注目することで，言語と映

像による表現方法の違いも発見していく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Musical の原作を読む（１） 

［第３回] Musical の原作を読む（２） 

［第４回] Musical の原作を読む（３） 

［第５回] Musical の原作を読む（４） 

［第６回] Musical の原作を読む（５） 

［第７回] Musical の原作を読む（６） 

［第８回] 前半のまとめ 

［第９回] Musical の原作を読む（７） 

［第 10 回] Musical の原作を読む（８） 

［第 11 回] Musical の原作を読む（９） 

［第 12 回] Musical の原作を読む（10） 

［第 13 回] 後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：期末テスト，ｂ：正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 本授業では積極的な授業参加と予習復習を重視する。特に復習は確実に行うこと。 

 許可された時間、用途外でのスマホの使用の他、おしゃべり、居眠り等を発見した場合は該当する学生への予告なく、演

習の評価より減点する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業を欠席した場合は、クラスウェブに公開される授業プリントを必ず自分で解くこと。また、DVD や配信などで作品の進行

を確認しておくことが望ましい。 

 
５．教科書 

毎授業プリントを配布する。 

 

 
６．参考書 

TEX 加藤『TOEIC L&R TEST 出る単超特急金のフレーズ』朝日新聞出版（2017 年以降発売のもの） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内、またはクラスウェブでフィードバックをおこなう。 

 
８．成績評価の方法 

演習(授業態度・コメントシート・課題)50％、期末テスト 50％とし、合計 60％以上を単位取得の条件とする。 

また、欠席は４回までとし、５回以上欠席した者は期末試験の受験は認めない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[B 組] 

担当者名 宮川敬子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 このクラスでは英語の実践的な力を効率よく向上させることを目標とします。リーディング、リスニング、スピーキング、ライテ

ィングの４技能全てを練習しますが、主にリーディングに焦点を当てて練習します。英語を読んで理解するということは一文

一文英語を日本語に置き換えることではなく，読みながら同時に理解し，理解した意味を積み重ねながら文章全体の趣旨を

把握することです。ただ訳すのではなく，理解したことを自分の言葉で伝えるという練習を積み重ねていくことによって，より

実践的なリーディングスキルを身につけていきます。 

 授業ではテキストの各章を読み，パラグラフごとに自分の言葉（日本語・英語）で説明する練習をし、最終的には自分の意

見を発表できるように段階を踏んで学習していただきます。 

 

 

 
２．授業内容 

第 1 回：a. シラバスと評価方法の説明 

 b. ウォームアップアクティビティ 

第 2 回：Unit 1B: Sports and Fitness; Reading B, Exercise Questions, Quiz 

第 3 回：Unit 1B: Paraphrasing/Summarizing Exercise, Quiz, Video 

第 4 回：Unit 2B: Skin Deep; Reading B, Exercise Questions, Quiz 

第 5 回：Unit 2B: Paraphrasing/Summarizing Exercise, Quiz, Video 

第 6 回：Unit 3B: Animals in Danger; Reading B, Exercise Questions, Quiz 

第 7 回：Unit 3B: Paraphrasing/Summarizing Exercise, Quiz, Video 

第 8 回：Unit 4B: Violent Earth; Reading B, Exercise Questions, Quiz 

第 9 回：Unit 4B: Paraphrasing/Summarizing Exercise, Quiz 

第 10 回：Unit 5B: Island and Beaches; Reading B, Exercise Questions, Quiz 

第 11 回：Unit 5B: Paraphrasing/Summarizing Exercise, Quiz, Video 

第 12 回：Unit 6B: Global Addictions; Reading B, Exercise Questions 

第 13 回：Unit 6B: Paraphrasing/Summarizing Exercise, Quiz, Video 

第 14 回：a.期末テスト 

 b. まとめと今後の学習 

 

 

 
３．履修上の注意 

 テキストと辞書は毎回必ず授業に持参すること。持参しない学生には平常点は加点されません。また、一学期に 2/3 以上

の出席が合格の条件とします。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

毎週欠かさず予習を行うことが重要です。準備ができて入れば積極的に参加することできます。ただし、予習で Google 翻訳

などを使用して日本語を用意して来るのは予習ではありません。細かい語彙や文法を確認し、パラグラフごとに要点をメモし

ておくことが予習です。読みながら同時に理解する実践的な練習も予習の段階で行いましょう。 

 
５．教科書 

 Reading Explorer 3, 3rd ed. (2020, Cengage Learning Inc.） 

 

 
６．参考書 

 楽しみながら、想像力も働かせながら読んでいると、様々な疑問が浮かんで来るものです。そういった場合は積極的にイン

ターネットで調べて知識を深めながら読むようにしましょう。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

オンライン予習テストに関しては、受付期間終了後にスコアが確認できます。詳しい解答の説明等は授業中に行う予定。 
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また、授業内テストに関しては、その場で答え合せをする予定。 

 
８．成績評価の方法 

 授業中の参加＆平常点（読解説明、英語での発表など） 20-30％、小テストと期末テスト合わせて 70-80％を元に総合的

に評価し，総合点６０点以上を合格とます。詳しくは第一回目の授業で説明します。 

 
９．その他 

 オフィスアワー：火曜 12：30－13：20（中央棟３F 講師控室） 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[C 組] 

担当者名 柳田恵美子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 最新のトピックを扱った主として論説形式の英字新聞を読むことを通して，英語の上達に不可欠な語彙力の増強を図るとと

もに，視野を広げ，問題意識を持つ。 

 できるだけ、英文を訳さなくても理解できるようにする。 

 英字新聞以外にも活用できるリーディングスキルについて学び，自律的に難しいレベルの英文も読みこなせるようにする。 

 リーディングの授業ではあるが，最終的には読むという行為を、発表（書く・話す）につなげることを重視する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション，プレゼンテーション の準備 

［第２回] プレゼンテーション（１） 

［第３回] プレゼンテーション（２） 

［第４回] 英字新聞記事（１）を読む 

［第５回] 英字新聞記事（１）を読む 

［第６回] 英字新聞記事（２）を読む 

［第７回] 英字新聞記事（２）を読む 

［第８回] 前半のまとめ 

［第９回] 英字新聞記事（３）を読む 

［第 10 回] 英字新聞記事（３）を読む 

［第 11 回] 英字新聞記事（４）を読む 

［第 12 回] 英字新聞記事（４）を読む 

［第 13 回] 後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：全体のまとめ ｂ：テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 単位取得のためには、配布された教材を携帯して、10 回以上の出席が必要である。（30 分以内の遅刻・早退、教材をもた

ずに出席の場合は３回で１回の欠席とみなされる） 

 授業への積極的な参加，課題およびリーディングへの意欲的な取り組みが求められる。 

 テスト、課題などについて、変更する可能性がある。授業中に連絡する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語彙学習，音読，授業で扱った記事の復習，日本語の関連資料を読んで，カレントトピックスについての理解を深める。 

 

 
５．教科書 

 特に定めない。 

 教材はこちらで準備するが紛失しないこと、当該資料を授業に必ず持ってくること 

 

 
６．参考書 

 三森ゆりか、「外国語を身につけるための日本語レッスン」、白水社 

Asahi Weekly など 

 その他適宜授業中に紹介する。 

 オンラインでよいので、英英辞書を活用できるようにする。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出期限を経過した後、提出されたものの中から数件サンプルを示し、優れた点、改善点などをコメントする。 

 
８．成績評価の方法 

 テスト 50％，プレゼンテーション 10％，通常授業時の授業参加度および課題など 40％ 
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（出席回数を満たし、総合得点、100 点の内、60％以上を得点した場合、単位修得となる） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[D 組] 

担当者名 荒木友嗣 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では、幅広い年齢層を対象とするオンライン科学ニュースサイト Science News Explores に取材した総合英語教材

（リーディング・ベース）を使って、今日的で興味深い新鮮なトピックの英文科学記事を読む。この授業の眼目（狙い）は、広

範なポピュラー・サイエンスについて、英語のより着実な理解と思考によって、そのより深い洞察を可能にする文章読解能力

の習得にある。 

 教材（以下「教科書」参照）の記事種は、Humans, Space, Life などのメイン・カテゴリーのもとに選別されている。各 Unit の

構成は以下： 

 ＊記事の紹介を兼ねた日本語の紹介文 

 ＊Word Choice：記事内の単語に目と頭を慣らしておく。 

 ＊Reading (Part1・ 2、脚注や Further Notes 有） 

 ＊Exercises  

   Key Phrases: 語句レベルの運用力をチェック 

     In-Depth Review: 記事読解力を語法ともにチェック 

     Summary: 記事の流れの把握や内容整理の成否を「要約」によって確認（DL 音声による確認可能） 

     Writing Strategy: 文法事項を踏まえての整序（並び替え） 

     Clue to Usage: 重要な文法事項や構文への注意、多彩な言い換え表現や語句の微妙なニュアンスの解説など 

     Approachng the Contents: 最後に記事の要点をもう一度確認するタスク、リスニングと内容把握を組み合わせた複合

的練習問題。 

     Over to You； 記事に関するエッセイやコラム、データにアレンジを加えて編集された応用問題。 

春学期は Unit1,3,5,7 を行う。 

   なお、授業は原則的に学生の挙手応答によって進められる。また、教科書から 1Unit につき 1 回、課題を課す。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション（授業の方法，教科書概観等） 

［第２回] Unit 1 Artificial Light on the Sea  （1） 

［第３回] Unit 1（2）  

［第４回] Unit 1（3） 

［第５回] Unit 3 Smart Clothing （1） 

［第６回] Unit 3（2） 

［第７回] Unit 3（3） 

［第８回] Unit 5  Pareidolia―Imaginary Faces (1） 

［第９回] Unit 5（2） 

［第 10 回] Unit 5（3） 

［第 11 回] Unit 7 Delicious Insect Food (1） 

［第 12 回] Unit 7（2） 

［第 13 回] Unit 7（3） 

［第 14 回] ａ：まとめ ｂ：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

1．使用教科書の 1Unit につき 1 回、課題を課す。 

2．授業では毎回同一「指定席」（指定は第 2 回目授業）に着席すること。 

3．出席：原則として，期末験の直前回までに遅刻数と欠席数の計が４回以内でなければ，期末試験を有効としない（０点扱

い）。 

4．授業への積極的な参加（挙手応答）を評価する（初回ガイダンスで詳細を説明する）。 

5．授業中の教室の出入りは厳に慎むべきこと。他に私語、応答拒否、内職など著しい消極的態度に対しては受講「放棄」と

みなし，評価そのものの対象から外すことがあるので注意すること。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：英文 Reading に関しては，教科書の注釈を参照して予め読み，不明な単語，表現を授業で確認できるようにしておく

こと。Reading の前後の練習問題は，授業の先へ先へと取り組むよう心がけること。 

 復習：授業後はなお不明な個所を点検し，調べ直したり，質問に来るなど，そのままにしておかないこと。 

  

 

 
５．教科書 

Yoshunobu Nozaki, Kazuko Matsumoto, Alastair Graham-Marr 著、『Science Bridge〈ニュースでつなぐ日常と科学〉』金星

堂、2024 年、2200 円（税別） 

 
６．参考書 

 英語辞典については，昨年まで使用していたもので十分と思われるが，電子辞書も含め最新版の学習辞典（用例や語彙

文法説明が豊富，10 万語前後の見出し）を使うことが望ましい。 

例 

 『ジーニアス英和辞典』（第５版，大修館書店） 

 『オックスフォード現代英英辞典（Oxford Advanced Learner's Dictionary）』（第９版，旺文社） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する 

 
８．成績評価の方法 

 授業平常点 50 点（挙手応答 25、課題 25），期末試験 50 点で計 100 点満点のうち，60 点以上の取得者に単位を認定す

る。但し，期末試験の得点については，その直前の回までに遅刻（授業開始後本人入室）数と欠席数の計が 4 回以内でな

ければ無効（0 点）とみなす。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[E 組] 

担当者名 鞍田崇 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 外国語は手段ではなく，ふだん慣れ親しんだのとは別の視点で世の中を見るいとなみ。たんなる暗記にはサヨウナラ。新し

いものの見方を柔軟に取り入れて，自分の「眼」を鍛え上げていきましょう。 

 テキストは，２０世紀アメリカ文学を代表するサリンジャーの名作 "The Catcher in the Rye"（1951）。刊行直後よりセンセー

ショナルな話題を呼び、原書の英語版はもちろん、３０以上の言語に翻訳され、累計発行部数は 6,500 万部以上、いまもな

お毎年２５万部が出版されている小説です。 

 主人公ホールディング・コールフィールドの「語り」を通して著者が訴えたかったものはなんなのか，一緒にたどっていきまし

ょう。 

 なお、秋学期の英語リーディング４も同じテキストです。毎週１チャップターを扱って、ちょうど一年かけて読み切ることがで

きる分量となっています。人生で一度でも英語の本を読了したっていう経験をみなさんに持っていただきたく選んだ次第で

す。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Catcher in the Rye を読む・議論する①：chapter 1 

［第３回] Catcher in the Rye を読む・議論する②：chapter 2 

［第４回] Catcher in the Rye を読む・議論する③：chapter 3 

［第５回] Catcher in the Rye を読む・議論する④：chapter 4 

［第６回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑤：chapter 5 

［第７回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑥：chapter 6 

［第８回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑦：chapter 7 

［第９回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑧：chapter 8 

［第 10 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑨：chapter 9 

［第 11 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑩：chapter 10 

［第 12 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑪：chapter 11 

［第 13 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑫：chapter 12 

［第 14 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑬：chapter 13 

 
３．履修上の注意 

 英語とともに，コミュニケーション能力を培うことをねらいとします。伝えようとすること（説明）と分かろうとすること（理解），あら

ためてそれらのやり取りをいまより深めていこうとする気持ちで臨んでください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回担当を決めて，該当箇所の発表をしていただきます（発表は成績評価上の必須項目です）。 

 それにもとづき，内容についての議論をメインとしますので，担当者以外の人も毎回，指定箇所を事前に読み込んでくるよ

うにしてください。 

 

 
５．教科書 

J. D. Salinger, "The Catcher in the Rye" ( Penguin; Reissue 版） 

 

 
６．参考書 

『ライ麦畑でつかまえて』（Ｊ．Ｄ．サリンジャー著, 野崎 孝訳，白水社） 

『キャッチャー・イン・ザ・ライ』（Ｊ．Ｄ．サリンジャー著,  村上 春樹訳，白水社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、担当者の発表に対し、受講生の中からひとりコメンテーターを指命し、感想・アドバイスをしてもらいます。 

もちろん担当教員からもコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

学期中かならず１回は発表すること。また， 
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各回とも，主要部分の読解＆議論をしますので，その際の発表内容も勘案して評価します。 

成績評価上の割合は，授業内発表：60％，平常点（ディスカッションへの参加等）40％。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[F 組] 

担当者名 中村恭子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き、それをもとにことばそのものと、ことばが媒介する異文化の核心に触れ、

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 これまでに培った英語力を活かしながら、さらなる読解力を身につけ、基本的な語彙をより多く習得することが、授業の第一

目標である。また、語法、文法の確認も徹底的に行う。使用テキスト『First Time Economics 総合英語で学ぶ大学生のため

の経済とお金のきほん』は、金利や為替から社会保険・税金、株式投資など大学生なら知っておきたい一般常識としての経

済・金融の仕組みを英語で紹介している。英語で読むことで、ビネス分野の語彙や文脈に慣れ親しんでもらいたい。また、実

社会に出る前に、経済や金融に関する知見を広げてもらうことを授業の第二目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 授業は音読と和訳を中心に、語彙や文法の要所をおさえながらすすめる。映像資料などを用いて、みなさんの知識を深め

ていきたい。毎回できる限り多くの出席者に発言をしてもらう。また、授業最後にクイズ（小テスト）を行い、平常点として評価

する。テキストに沿った各回のトピックは以下のとおり。ただし、授業進度によっては内容を変更する場合もある。 

 

［第 1 回] Introduction 

［第 2・3 回] Unit 1 Economic Trends 

［第 4・5 回] Unit 2 Interest Rate 

［第 6・7 回] Unit 3 Government Bonds 

［第 8・9 回] Unit 4 Foreign Exchange 

［第 10・11 回] Unit 5 Financial Business 

［第 12・13 回] Unit 6 The Central Bank 

［第 14 回] ａ：期末試験/ｂ：授業全体の振り返りと試験の正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 授業速度は速いので、和訳を中心とした予習は必須。復習も欠かさないこと。授業中の居眠り、私語、メールは厳禁。授業

途中で席を離れることも控える。もちろん、ただ席に座っていれば良いわけではない。授業への積極的参加が望まれる。授

業には必ず英和辞書を携帯すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として、次回の授業範囲を一読し、わからない語は英和辞書で調べておくこと。 

 
５．教科書 

 『First Time Economics 総合英語で学ぶ大学生のための経済とお金のきほん』 戸田博之、Charles LeBeau 編著（金星

堂） 

 

 
６．参考書 

 『新 TOEIC L&R TEST 出る単特急 金の 1000 問』TEX 加藤著（朝日新聞出版） 

 授業とは直接関係ないが、英語力を向上させるためにも、お勧めしたい。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回実施するクイズ（小テスト）はクラスウェブの「アンケート機能」で提示し、コメントでフィードバックする。 

 
８．成績評価の方法 

 遅刻３回で１回の欠席となる。欠席回数が４回に達した場合は単位を認めない。成績は、期末試験４０％、平常点（毎回の

授業における小テスト）を６０％の配分で評価する。総合評価の６０％以上を合格とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[G 組] 

担当者名 大須賀寿子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとに，ことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成します。 

  

 Reading は英語力を発展させるためのすべての基本となります。話すためや書くために必要な語彙や文法表現などは

Reading によって、得られます。Listening で単語を聞き取れたり、情報を理解することも Reading によって得られた語彙や

文法で習得した知識を理解しているからできることなのです。ゆえに Reading はすべてのスキルを伸ばすことの基本になりま

す。授業を介して、このスキルを十分に発揮できるようにしていきたいと思います。 

 １年時に培った英語力を発展させ，より早く，正確に英語を読むことを目標とします。授業および自習などによる Reading 

学習で理解したフレーズ，および文法の知識を応用して，Writing ，Listening ，Speaking といった総合的な英語能力を伸ば

すことにも焦点を当てます。早く，正確に読むことと同様に，英語の持つ面白さや深さを味わってもらいたいと思っておりま

す。 

 

 
２．授業内容 

 授業時には、教科書を中心に学習します。教科書の Unit は２つの読みものからなっていますので、１つの Unit を 2 回に

わけて読みます。 

 各章が終わったときには、Paragraph の構造の確認をしたり、パラフレーズの練習をします。またパラグラフの構造を意識し

ながら、英語を読むことも目指します。 

 

第１回：オリエンテーション  

第２回：Unit 1  Reading A   

第３回：Unit 1  Reading B   

第４回：Unit 2  Reading A 

第５回：Unit 2   Reading B 

第６回：  小テスト and TOEIC Reading   

第７回：Unit 3  Reading A    

第８回：Unit 3   Reading B  

第９回：Unit 4  Peer Reading  

 第 10 回: Unit  4 Pear Reading  

第 11 回： Peer Reading 解説  

第 12 回： 小テスト Unit 5 Reading 1 

第 13 回： Unit 5 Reading 2  

第 14 回：a: 春学期試験 

    b 春学期試験解答と解説 

 

＊各回の授業と並行して、小テストや授業内を行います。授業内容は必要に応じて変更する可能性があります。 

 

それから、oh-o meiiji を利用して、資料を配布しますので、ノートパソコン、タブレット、スマートホンのいずれかを授業時に持

参していることが望ましい。 

 

 

 必要に応じて，授業内容を変更することがあります。 

 小テストを２章ごとに行います。またプリントを利用して，新聞で使用されている英語を読んでいくことで現在におきているこ

と，及び世界情勢などについての学習もすすめていきます。 

 

 
３．履修上の注意 

・授業に参加する際には必ず予習をすること。 授業中にほかの授業の準備をしていたり、教員の許可なくスマートホンをず

っといじっている、その他関係ないことをずっとしている場合、授業中に眠っている、途中退室を頻繁にする学生には退室を

命じます。途中退室は他の受講者にも迷惑になることをきちんと理解してください。 
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・欠席は減点対象となります。欠席回数が 4 回に達した場合には単位を認定しません。 

・遅刻 2 回で欠席 1 回とカウントします。授業開始後 20 分までの入室を遅刻とみなし、以降は欠席とみなします。 

・教科書を持参していない場合には欠席とみなします。 

・途中退室をして 10 分以上戻らない場合には欠席とします。 

・授業中の睡眠時間が多い学生、スマートフォンをずっといじって 7 いるなど教室にいても 

 授業に参加する意思の見られない学生も同じように欠席とみなします 

・長期入院などやむをえない事情がある場合には、必ず申し出ること。ただし医師の診断書がない場合には対応しません 

・寝坊など正当な理由と判断できない自己都合、客観的に証明できる書類が提示できない場合の 

小テストの再受験などのは一切許可しません。 

 

・大学生として、そしてこれから社会で生きていく人間として、モラルをもって授業に参加すること。 

学生としての権利を主張する前に、学生として授業に取り組むための、そして参加するための義務を全うすること 

 

・授業の際に普段使用している辞書を必ず持参すること。 

 

・oh-o meiji を介して PDF などで資料配布をする場合があります 

コンピューターで作業することが予想されるので、授業にはノートパソコン、タブレット端末を持参していることが望ましい。 

必ず Oh-o meiji や授業での連絡を確認すること。[/b 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

１ 予習の際に，音読をし，丁寧に辞書をひいて内容を理解しておくこと。 

  そして paragraph ごとに情報をまとめておくこと。 

  Paragraph の Main Idea は何で、それをサポートするセンテンスは何かを意識してノートを 

  作成してみましょう。 

２ 教科書の練習問題を解いておくこと。 

３ 復習の際には，予習の際にわからなかった箇所を丁寧に見直しておくおと。 

４ 指定された課題をすること 

５ 毎日、少しの時間でもいいので、音読をしたり、日記をつけたりして英語に触れる習慣を持つこと 

 

 
５．教科書 

Reading Explorer  4  Third Edition    センゲージラーニング  

amazon などで購入した場合、版が違うとこちらは一切対応できないので、 

必ず教科書は丸善ブックセンターで購入すること。 

 

 

 
６．参考書 

英和辞典は中辞典以上が望ましい。授業時には電子辞書でもいいが、自宅での学習用には書籍の辞書が望ましい。 

 『プログレッシブ英和中辞典 第５版』（小学館） 

 リーダース英和辞典 第３版 

 Longman Advanced American Dictionary（Longman） 

 Longman Dictionary of Contemporary English（Longman） 

 Macmillan English Dictionary（Macmillan） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

小テスト、および課題は採点して返却し、個別にフィードバックをします。間違いが多かったところ、特に注意をすべきところ

は全体にフィードバックをします。 

 
８．成績評価の方法 

課題 20％及び小テスト 20％，期末試験 60％で判定します。総合得点の 60％以上の学生には単位を認定します。 

 

遅刻 2 回を欠席 1 回と数えます。欠席が 4 回に達した場合には単位を認定できません。詳しくは履修の注意の項目を確認

すること。 

また、出席状況は自分できちんと 
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９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[H 組] 

担当者名 大澤舞 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、英語で書かれたオンラインニュースの記事を扱います。その都度の時事ニュースを取り上げますが、トピック

は政治経済や自然科学、文化など多岐にわたる予定です。これらの記事を精読することで、まずは基礎的な単語力や英文

法を読みとる力を向上させ、また、重要な情報を迅速に読み取れるようになることを目指します。オンラインニュースでは動画

が配信されていることもあるので、適宜ニュース動画を閲覧しながらより正確な内容把握に努めましょう。英語力の習得と同時

に、世界の時事ニュース等を読むことで、我々が生きている「今この瞬間」に、日本だけでなく世界各地では何が起きている

のかを学びます。その上で、各自の意見や考えを自身の言葉で明確に表現できるように、ライティングも随時行ないます。

「生きた英語」を体感しつつ、国際的な視野を養っていきましょう。（基本的に時事ニュースを扱うため、各回の内容を事前に

提示することはできません。） 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] オンラインニュース記事 1（Reading, Writing） 

[第３回] オンラインニュース記事 2（Reading, Writing） 

[第４回] オンラインニュース記事 3（Reading, Writing） 

[第５回] オンラインニュース記事 4（Reading, Writing） 

[第６回] オンラインニュース記事 5（Reading, Writing） 

[第７回] オンラインニュース記事 6（Reading, Writing） 

[第８回] オンラインニュース記事 7（Reading, Writing） 

[第９回] オンラインニュース記事 8（Reading, Writing） 

[第 10 回] オンラインニュース記事 9（Reading, Writing） 

[第 11 回] オンラインニュース記事 10（Reading, Writing） 

[第 12 回] オンラインニュース記事 11（Reading, Writing） 

[第 13 回] オンラインニュース記事 12（Reading, Writing） 

[第 14 回] a. まとめ b.期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

・必ずノート（PC・タブレット・スマホ使用は NG）を持参すること。 

・毎回、単語テストを行なう。 

・毎回、授業内でリアクションペーパーを提出。 

・参加型の授業なので、アクティビティへの積極的な貢献が求められる。 

・３回の遅刻で欠席１回分とみなす。授業開始 30 分以降の入室は欠席扱いとする。 

・電車の遅延等で大幅に遅れて入室した場合、予習ノートを教員に必ず提出すること。 

・授業中の居眠り・私語は減点対象。他の学生に迷惑がかかると判断した場合には退室してもらい、欠席扱いとする。 

・授業中に関係のないことをやっている（ワイヤレスイヤホン装着／YouTube 等の視聴／ゲーム／他の授業の課題など）を見

つけた場合には即時退室してもらい、欠席扱いとする。真面目に取り組んでいる周囲に対して失礼な態度は取らないこと。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・各回に単語テストを行なうので、復習をしておくこと。 

・翌週に読む記事を各回の授業後に配布するので、わからない単語や文法を事前に調べてしっかり予習しておくこと（英文

法がわからなかった場合は、どこがどう分からないのかを説明できるようにしておく）。 

・授業内では英文を音読してもらうので、発音がわからない単語は調べておくこと。 

・授業内では各自で内容を読む時間は取らないため、当てられても困らないようにしっかり予習しておくこと。予習していない

と教員が判断した場合は、大幅減点。 

・毎回の授業内で Writing（リアクションペーパー）を行なうので、予習の段階で各回のトピックに関して自身の意見を表現で

きるようにしておくこと。 

 

 
５．教科書 

プリントを配布する（教科書は使用しない）。 
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６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、授業中にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

リアクションペーパー10％、授業参加度 20%、単語テスト 20％、期末試験 50％で総合的に評価する。合計が満点の 60％以

上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[I 組] 

担当者名 大澤舞 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、英語で書かれたオンラインニュースの記事を扱います。その都度の時事ニュースを取り上げますが、トピック

は政治経済や自然科学、文化など多岐にわたる予定です。これらの記事を精読することで、まずは基礎的な単語力や英文

法を読みとる力を向上させ、また、重要な情報を迅速に読み取れるようになることを目指します。オンラインニュースでは動画

が配信されていることもあるので、適宜ニュース動画を閲覧しながらより正確な内容把握に努めましょう。英語力の習得と同時

に、世界の時事ニュース等を読むことで、我々が生きている「今この瞬間」に、日本だけでなく世界各地では何が起きている

のかを学びます。その上で、各自の意見や考えを自身の言葉で明確に表現できるように、ライティングも随時行ないます。

「生きた英語」を体感しつつ、国際的な視野を養っていきましょう。（基本的に時事ニュースを扱うため、各回の内容を事前に

提示することはできません。） 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] オンラインニュース記事 1（Reading, Writing） 

[第３回] オンラインニュース記事 2（Reading, Writing） 

[第４回] オンラインニュース記事 3（Reading, Writing） 

[第５回] オンラインニュース記事 4（Reading, Writing） 

[第６回] オンラインニュース記事 5（Reading, Writing） 

[第７回] オンラインニュース記事 6（Reading, Writing） 

[第８回] オンラインニュース記事 7（Reading, Writing） 

[第９回] オンラインニュース記事 8（Reading, Writing） 

[第 10 回] オンラインニュース記事 9（Reading, Writing） 

[第 11 回] オンラインニュース記事 10（Reading, Writing） 

[第 12 回] オンラインニュース記事 11（Reading, Writing） 

[第 13 回] オンラインニュース記事 12（Reading, Writing） 

[第 14 回] a. まとめ b.期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

・必ずノート（PC・タブレット・スマホ使用は NG）を持参すること。 

・毎回、単語テストを行なう。 

・毎回、授業内でリアクションペーパーを提出。 

・参加型の授業なので、アクティビティへの積極的な貢献が求められる。 

・３回の遅刻で欠席１回分とみなす。授業開始 30 分以降の入室は欠席扱いとする。 

・電車の遅延等で大幅に遅れて入室した場合、予習ノートを教員に必ず提出すること。 

・授業中の居眠り・私語は減点対象。他の学生に迷惑がかかると判断した場合には退室してもらい、欠席扱いとする。 

・授業中に関係のないことをやっている（ワイヤレスイヤホン装着／YouTube 等の視聴／ゲーム／他の授業の課題など）を見

つけた場合には即時退室してもらい、欠席扱いとする。真面目に取り組んでいる周囲に対して失礼な態度は取らないこと。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・各回に単語テストを行なうので、復習をしておくこと。 

・翌週に読む記事を各回の授業後に配布するので、わからない単語や文法を事前に調べてしっかり予習しておくこと（英文

法がわからなかった場合は、どこがどう分からないのかを説明できるようにしておく）。 

・授業内では英文を音読してもらうので、発音がわからない単語は調べておくこと。 

・授業内では各自で内容を読む時間は取らないため、当てられても困らないようにしっかり予習しておくこと。予習していない

と教員が判断した場合は、大幅減点。 

・毎回の授業内で Writing（リアクションペーパー）を行なうので、予習の段階で各回のトピックに関して自身の意見を表現で

きるようにしておくこと。 

 

 
５．教科書 

プリントを配布する（教科書は使用しない）。 
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６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、授業中にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

リアクションペーパー10％、授業参加度 20%、単語テスト 20％、期末試験 50％で総合的に評価する。合計が満点の 60％以

上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[J 組] 

担当者名 宮本朋子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 下記の教科書のさまざまな題材を扱う英文記事を精読することによって，英文読解力を向上させると同時に，知識を深め，

ひいては国際的な視点を持つことを目指す。 

 なお，下記の予定表は，進捗状況次第で変更する可能性もあることをあらかじめ了承されたい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション（授業の進め方やルールについて説明するので必ず出席すること。どうしても出席できない場

合，各自で概要を確認しておく） 

［第２回] Unit 1 Art Therapy <The Arts> （１） 

［第３回] Unit 1 Art Therapy <The Arts> （２） 

［第４回] Unit 2 From Sci-Fi to Reality <Science and Technology> （１） 

［第５回] Unit 2 From Sci-Fi to Reality <Science and Technology> （２） 

［第６回] Unit 3 Exporting <Labor Business> （１） 

［第７回] Unit 3 Exporting <Labor Business>  （２） 

［第８回] Unit 4 Celebrating the Earth <The Environment> （１） 

［第９回] Unit 4 Celebrating the Earth <The Environment> （２） 

［第 10 回] Unit 5 Virtual Lives <The Internet> （１） 

［第 11 回] Unit 5 Virtual Lives <The Internet> （２） 

［第 12 回] Unit 6 Kidults <Growing and Aging> （１） 

［第 13 回] Unit 6 Kidults <Growing and Aging> （２） 

［第 14 回] ａ：まとめ ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業時に，授業のすすめ方やルール等を説明する。了解していないと単位取得ができないこともあるので必ず出席す

ること。 

・毎授業時のテキスト・プリントの持参，十分な予習，真面目な学習態度は必須事項である。それらが欠けている場合，減点

対象とする。 

・欠席した場合，進捗状況をクラスメイトに確認して次回の予習をしておくこと。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：指定された箇所（本文および演習問題）を自力で読み，内容把握・和訳・解答を行っておく。内容把握が難しい箇所

については，少なくとも未知の英単語を辞書できちんと調べる作業を忘れずに。 

 復習：授業後にその回で扱った箇所を再読し，内容や文法事項をできるだけ頭に入れるようにする。 

 

 
５．教科書 

『Reading Fusion 2〈2nd Edition〉 リーディング・フュージョン２〈改訂新版〉 』 

Andrew E. Bennett 著 

(南雲堂) 

 
６．参考書 

 参考書は特になし。 

 辞書は特に指定しないが，少なくとも『ジーニアス英和・和英辞典』やそれと同等以上の語彙数のあるものを選んで極力持

参してもらいたい。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を出した場合は、必要に応じてコメントを行う。具体的には、授業中に数点取り上げ講評を行うこととする。 

 
８．成績評価の方法 
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・期末テスト(70％）・平常点（30％）で評価する。詳細は授業時に説明する。平常点には授業態度・出席状況等が含まれる。 

・全授業回数のうち３分の２以上の出席を単位取得の必須要件とするので，くれぐれも気を付けること。 

・出欠席回数に関する個々の問い合わせには応じないので，各自で把握されたい。 

・やむを得ない事情等があって欠席回数が多くなる場合には，ただちに報告し相談すること。 

(時間が経ちすぎていたりご自分からのアクションがなかったりする場合は、ご相談やご要望に応じられないことがあります) 

 

 
９．その他 

・テキストは必ず早めに購入すること。特段の事情もなく購入しない状態が長期間続いた場合，単位は認定しない。 

・ネット上の機械翻訳や他人の訳を流用せず，くれぐれも自力で予習し、課題に取り組むこと。 

・ポータルサイトから全員あるいは個別に連絡をすることがあるので、定期的にチェックして見落とさないようにすること。 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[K 組] 

担当者名 浦部尚志 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学二年次に相応しい，英文読解力の伸長を主眼とした授業を進めていく。具体的には，三年次以上の課程に進んだ後

に，専門の難しい英文に遭遇しても困ることのないように，正確に英文を読み取ることが出来るよう指導していく。ただ英語を

訳読するだけでなく，いかに効果的に英文を読めばよいかも指導する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] ①テキスト：Unit 1 前半/②テキスト：Unit 1 前半 

［第３回] ①テキスト：Unit 1 後半/②テキスト：Unit 1 後半 

［第４回] ①テキスト：Unit 2 前半/②テキスト：Unit 2 前半 

［第５回] ①テキスト：Unit 2 後半/②テキスト：Unit 2 後半 

［第６回] ①テキスト：Unit 3 前半/②テキスト：Unit 3 前半 

［第７回] ①テキスト：Unit 3 後半/②テキスト：Unit 3 後半 

［第８回] ①テキスト：Unit 4 前半/②テキスト：Unit 4 前半 

［第９回] ①テキスト：Unit 4 後半/②テキスト：Unit 4 後半 

［第 10 回] ①テキスト：Unit 5 前半/②テキスト：Unit 5 前半 

［第 11 回] ①テキスト：Unit 5 後半/②テキスト：Unit 5 後半 

［第 12 回] ①テキスト：Unit 6 前半/②テキスト：Unit 6 前半 

［第 13 回] ①テキスト：Unit 6 後半/②テキスト：Unit 6 後半 

［第 14 回] ａ：春学期授業全体のまとめ/ｂ：試験 

 

 

 
３．履修上の注意 

●講義ではなく，学生による演習が中心の授業となる。毎時，発表があり，それが平常点として評価されるので，授業への積

極的参加が必要である。予習は必須である。原則として，予習をしていない場合，欠席とみなすので覚悟しておくこと。 

●出欠席その他の扱い：語学の原理・原則にのっとり，出席率及び授業への参加度を最大限重視する。出席は毎時欠かさ

ずに取る。 

 規定回数を越えて欠席＆遅刻をした場合，単位は絶対に認定しない。以下，その内訳： 

①欠席…４回までとする。５回以上の欠席は単位を認定しない（尚，遅刻３回で１欠とする）。居眠り・内職等厳禁！ やる気

がなく，授業に参加する意志がないと認められた場合も欠席扱いになる。目に余る場合，その場で単位不認定にする場合も

ある。 

②遅刻…５回までとする。欠席回数に関係なく，６回以上の遅刻は単位を認定しない（尚，遅刻は授業開始後 30 分以内と

する）。 

③特別な事情で欠席や遅刻をする場合は必ず相談すること。 

④病気・怪我等による「欠席取り消し」の扱いは，出席停止措置が必要な伝染病や，入院が必要な程度の重病・重傷なもの

に限る（その際，領収書等ではなく，「診断書」が必要）。普通の風邪程度の「欠席取り消し」は認めない。 

⑤近年，電車遅延による遅刻取り消しの要求も目に余るが，今年度から遅延届け書類提出による「遅刻取り消し」の扱いは

最高３回までとする。尚，５～10 分程度遅れによる遅延届けの提出も認めない。最低 20 分以上の遅延のみ認めることとす

る。 

⑥教科書は必ず購入の上，毎時持参すること。教科書を持って来ない場合は，「欠席」とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

[1]毎時，授業で行うテキストの授業範囲の事前学習を必須とする。和訳や練習問題等の解答ができるよう，事前に周到に準

備しておくこと。尚，予習を前提としない問題その他のものに関しては，後で十分な反復学習をしておくこと。 

[2]進度が遅れ気味の場合、Class Web の【小テスト欄】などから Web レポートを科すことがあるので、心得ておいてください。 

 

 
５．教科書 

①浦部尚志・著，Supreme Grammar Workbook for the TOEIC<09-30> L&R Test （開文社, 2020 年） 
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②浦部尚志・著, Success Course for the TOEIC Listening & Reading Test，（開文社，2017 年） 

 
６．参考書 

 『英語リーディングの科学―「読めたつもり」の謎を解く』，卯城祐司・編著（研究社，2009 年）。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題や教科書内の設問等に関しては、授業内で口頭、白板への板書、教室内に設置してあるモニター、もしくは文書の配

布にて、即座に、フィードバックを行う。また、授業内で実行不可能な場合は、Class Web 内の「お知らせ発信」や「授業コン

テンツ」等にてなるべく早く、文書発信を行うことによってフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（授業態度，授業への参加度・貢献度，授業中の発表の良否等）15％，演習点（小テスト，練習問題，レポート等の

評点）15％，定期試験 70％。合計が満点の 60％以上を単位認定の条件とする。 

 
９．その他 

●コロナ禍等の収束状況次第で、授業形態がどのように変更になるか分からないので、常に、最新の動向に気を配っておく

こと。 

●教科書の出版社が「英光社」から「開文社」に変わっているので、注意して下さい。また、「英光社」(旧版)と「開文社」(新版)

の両方の版が混在しても、内容に変わりは無いので、心配はいりません。 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[L 組] 

担当者名 浦部尚志 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学二年次に相応しい，英文読解力の伸長を主眼とした授業を進めていく。具体的には，三年次以上の課程に進んだ後

に，専門の難しい英文に遭遇しても困ることのないように，正確に英文を読み取ることが出来るよう指導していく。ただ英語を

訳読するだけでなく，いかに効果的に英文を読めばよいかも指導する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] ①テキスト：Unit 1 前半/②テキスト：Unit 1 前半 

［第３回] ①テキスト：Unit 1 後半/②テキスト：Unit 1 後半 

［第４回] ①テキスト：Unit 2 前半/②テキスト：Unit 2 前半 

［第５回] ①テキスト：Unit 2 後半/②テキスト：Unit 2 後半 

［第６回] ①テキスト：Unit 3 前半/②テキスト：Unit 3 前半 

［第７回] ①テキスト：Unit 3 後半/②テキスト：Unit 3 後半 

［第８回] ①テキスト：Unit 4 前半/②テキスト：Unit 4 前半 

［第９回] ①テキスト：Unit 4 後半/②テキスト：Unit 4 後半 

［第 10 回] ①テキスト：Unit 5 前半/②テキスト：Unit 5 前半 

［第 11 回] ①テキスト：Unit 5 後半/②テキスト：Unit 5 後半 

［第 12 回] ①テキスト：Unit 6 前半/②テキスト：Unit 6 前半 

［第 13 回] ①テキスト：Unit 6 後半/②テキスト：Unit 6 後半 

［第 14 回] ａ：春学期授業全体のまとめ/ｂ：試験 

 

 

 
３．履修上の注意 

●講義ではなく，学生による演習が中心の授業となる。毎時，発表があり，それが平常点として評価されるので，授業への積

極的参加が必要である。予習は必須である。原則として，予習をしていない場合，欠席とみなすので覚悟しておくこと。 

●出欠席その他の扱い：語学の原理・原則にのっとり，出席率及び授業への参加度を最大限重視する。出席は毎時欠かさ

ずに取る。 

 規定回数を越えて欠席＆遅刻をした場合，単位は絶対に認定しない。以下，その内訳： 

①欠席…４回までとする。５回以上の欠席は単位を認定しない（尚，遅刻３回で１欠とする）。居眠り・内職等厳禁！ やる気

がなく，授業に参加する意志がないと認められた場合も欠席扱いになる。目に余る場合，その場で単位不認定にする場合も

ある。 

②遅刻…５回までとする。欠席回数に関係なく，６回以上の遅刻は単位を認定しない（尚，遅刻は授業開始後 30 分以内と

する）。 

③特別な事情で欠席や遅刻をする場合は必ず相談すること。 

④病気・怪我等による「欠席取り消し」の扱いは，出席停止措置が必要な伝染病や，入院が必要な程度の重病・重傷なもの

に限る（その際，領収書等ではなく，「診断書」が必要）。普通の風邪程度の「欠席取り消し」は認めない。 

⑤近年，電車遅延による遅刻取り消しの要求も目に余るが，今年度から遅延届け書類提出による「遅刻取り消し」の扱いは

最高３回までとする。尚，５～10 分程度遅れによる遅延届けの提出も認めない。最低 20 分以上の遅延のみ認めることとす

る。 

⑥教科書は必ず購入の上，毎時持参すること。教科書を持って来ない場合は，「欠席」とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

[1]毎時，授業で行うテキストの授業範囲の事前学習を必須とする。和訳や練習問題等の解答ができるよう，事前に周到に準

備しておくこと。尚，予習を前提としない問題その他のものに関しては，後で十分な反復学習をしておくこと。 

[2]進度が遅れ気味の場合、Class Web の【小テスト欄】などから Web レポートを科すことがあるので、心得ておいてください。 

 

 
５．教科書 

①浦部尚志・著，Supreme Grammar Workbook for the TOEIC<09-30> L&R Test （開文社, 2020 年） 
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②浦部尚志・著, Success Course for the TOEIC Listening & Reading Test，（開文社，2017 年） 

 
６．参考書 

 『英語リーディングの科学―「読めたつもり」の謎を解く』，卯城祐司・編著（研究社，2009 年）。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題や教科書内の設問等に関しては、授業内で口頭、白板への板書、教室内に設置してあるモニター、もしくは文書の配

布にて、即座に、フィードバックを行う。また、授業内で実行不可能な場合は、Class Web 内の「お知らせ発信」や「授業コン

テンツ」等にてなるべく早く、文書発信を行うことによってフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（授業態度，授業への参加度・貢献度，授業中の発表の良否等）15％，演習点（小テスト，練習問題，レポート等の

評点）15％，定期試験 70％。合計が満点の 60％以上を単位認定の条件とする。 

 
９．その他 

●コロナ禍等の収束状況次第で、授業形態がどのように変更になるか分からないので、常に、最新の動向に気を配っておく

こと。 

●教科書の出版社が「英光社」から「開文社」に変わっているので、注意して下さい。また、「英光社」(旧版)と「開文社」(新版)

の両方の版が混在しても、内容に変わりは無いので、心配はいりません。 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[M 組] 

担当者名 柳田恵美子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 最新のトピックを扱った主として論説形式の英字新聞を読むことを通して，英語の上達に不可欠な語彙力の増強を図るとと

もに，視野を広げ，問題意識を持つ。 

 できるだけ、英文を訳さなくても理解できるようにする。 

 英字新聞以外にも活用できるリーディングスキルについて学び，自律的に難しいレベルの英文も読みこなせるようにする。 

 リーディングの授業ではあるが，最終的には読むという行為を、発表（書く・話す）につなげることを重視する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション，プレゼンテーション の準備 

［第２回] プレゼンテーション（１） 

［第３回] プレゼンテーション（２） 

［第４回] 英字新聞記事（１）を読む 

［第５回] 英字新聞記事（１）を読む 

［第６回] 英字新聞記事（２）を読む 

［第７回] 英字新聞記事（２）を読む 

［第８回] 前半のまとめ 

［第９回] 英字新聞記事（３）を読む 

［第 10 回] 英字新聞記事（３）を読む 

［第 11 回] 英字新聞記事（４）を読む 

［第 12 回] 英字新聞記事（４）を読む 

［第 13 回] 後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：全体のまとめ ｂ：テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 単位取得のためには、配布された教材を携帯して、10 回以上の出席が必要である。（30 分以内の遅刻・早退、教材をもた

ずに出席の場合は３回で１回の欠席とみなされる） 

 授業への積極的な参加，課題およびリーディングへの意欲的な取り組みが求められる。 

 テスト、課題などについて、変更する可能性がある。授業中に連絡する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語彙学習，音読，授業で扱った記事の復習，日本語の関連資料を読んで，カレントトピックスについての理解を深める。 

 

 
５．教科書 

 特に定めない。 

 教材はこちらで準備するが紛失しないこと、当該資料を授業に必ず持ってくること 

 

 
６．参考書 

 三森ゆりか、「外国語を身につけるための日本語レッスン」、白水社 

Asahi Weekly など 

 その他適宜授業中に紹介する。 

 オンラインでよいので、英英辞書を活用できるようにする。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出期限を経過した後、提出されたものの中から数件サンプルを示し、優れた点、改善点などをコメントする。 

 
８．成績評価の方法 

 テスト 50％，プレゼンテーション 10％，通常授業時の授業参加度および課題など 40％ 
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（出席回数を満たし、総合得点、100 点の内、60％以上を得点した場合、単位修得となる） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[N 組] 

担当者名 宮本朋子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 下記の教科書のさまざまな題材を扱う英文記事を精読することによって，英文読解力を向上させると同時に，知識を深め，

ひいては国際的な視点を持つことを目指す。 

 なお，下記の予定表は，進捗状況次第で変更する可能性もあることをあらかじめ了承されたい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション（授業の進め方やルールについて説明するので必ず出席すること。どうしても出席できない場

合，各自で概要を確認しておく） 

［第２回] Unit 1 Art Therapy <The Arts> （１） 

［第３回] Unit 1 Art Therapy <The Arts> （２） 

［第４回] Unit 2 From Sci-Fi to Reality <Science and Technology> （１） 

［第５回] Unit 2 From Sci-Fi to Reality <Science and Technology> （２） 

［第６回] Unit 3 Exporting <Labor Business> （１） 

［第７回] Unit 3 Exporting <Labor Business>  （２） 

［第８回] Unit 4 Celebrating the Earth <The Environment> （１） 

［第９回] Unit 4 Celebrating the Earth <The Environment> （２） 

［第 10 回] Unit 5 Virtual Lives <The Internet> （１） 

［第 11 回] Unit 5 Virtual Lives <The Internet> （２） 

［第 12 回] Unit 6 Kidults <Growing and Aging> （１） 

［第 13 回] Unit 6 Kidults <Growing and Aging> （２） 

［第 14 回] ａ：まとめ ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

・初回授業時に，授業のすすめ方やルール等を説明する。了解していないと単位取得ができないこともあるので必ず出席す

ること。 

・毎授業時のテキスト・プリントの持参，十分な予習，真面目な学習態度は必須事項である。それらが欠けている場合，減点

対象とする。 

・欠席した場合，進捗状況をクラスメイトに確認して次回の予習をしておくこと。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：指定された箇所（本文および演習問題）を自力で読み，内容把握・和訳・解答を行っておく。内容把握が難しい箇所

については，少なくとも未知の英単語を辞書できちんと調べる作業を忘れずに。 

 復習：授業後にその回で扱った箇所を再読し，内容や文法事項をできるだけ頭に入れるようにする。 

 

 
５．教科書 

『Reading Fusion 2〈2nd Edition〉 リーディング・フュージョン２〈改訂新版〉 』 

Andrew E. Bennett 著 

(南雲堂) 

 
６．参考書 

 参考書は特になし。 

 辞書は特に指定しないが，少なくとも『ジーニアス英和・和英辞典』やそれと同等以上の語彙数のあるものを選んで極力持

参してもらいたい。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を出した場合は、必要に応じてコメントを行う。具体的には、授業中に数点取り上げ講評を行うこととする。 

 
８．成績評価の方法 
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・期末テスト(70％）・平常点（30％）で評価する。詳細は授業時に説明する。平常点には授業態度・出席状況等が含まれる。 

・全授業回数のうち３分の２以上の出席を単位取得の必須要件とするので，くれぐれも気を付けること。 

・出欠席回数に関する個々の問い合わせには応じないので，各自で把握されたい。 

・やむを得ない事情等があって欠席回数が多くなる場合には，ただちに報告し相談すること。 

(時間が経ちすぎていたりご自分からのアクションがなかったりする場合は、ご相談やご要望に応じられないことがあります) 

 

 
９．その他 

・テキストは必ず早めに購入すること。特段の事情もなく購入しない状態が長期間続いた場合，単位は認定しない。 

・ネット上の機械翻訳や他人の訳を流用せず，くれぐれも自力で予習し、課題に取り組むこと。 

・ポータルサイトから全員あるいは個別に連絡をすることがあるので、定期的にチェックして見落とさないようにすること。 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[O 組] 

担当者名 及川英 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

アメリカの文化的・社会的な事象を題材とした英文を扱うことで、英語読解力と作文力の向上を目指します。英語で書かれた

内容を正確に理解することはもちろんのこと、社会問題などに関する自分の意見を論理的な文章で書けることを本講義の到

達目標とします。 

主にアメリカの諸問題について書かれた文章を扱いますが、アメリカ独自の問題を考えることを出発点に、人権や環境の問

題へと敷衍して思考できるよう、本講義を通して英語の読解力と作文能力を涵養します。 

 

 
２．授業内容 

指定教科書の読解と、その主題の背景知識を得るために動画視聴なども積極的に取り入れます。各トピックへの理解を深め

たら、自分の意見を英語で書いてみましょう。 

 

［第 1・2 回] Unit 1. Gun Control (初回はイントロダクション後、少し教科書を扱います) 

［第 3・4 回] Unit 2. Trump’s Border Wall 

［第 5・6 回] Unit 3. Occupy Wall Street 

［第 7 回] a. 中間テスト b. まとめ 

［第 8・9 回] Unit 4. Racism in America 

［第 10・11 回] Unit 6. Native American Struggles  

［第 12・13 回] Unit 9. The Student Loan Crisis  

［第 14 回] a. 期末テスト b. まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

1. 4 回以上の欠席で失格とします。 

2. 30 分以上の遅刻は欠席扱いです。遅刻 3 回で欠席 1 回扱いとします。 

3. 自分の出欠状況は自分で管理すること。トラブル防止のため「自分は今何回休んでますか？」あるいは「いまの出席日数

で単位もらえますか？」等の質問には回答しません。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

予習に関しては、授業内で扱う題材に関連するリサーチを指示することがあります（所要時間 30 分以内）。復習は、次回の

小テスト対策として、教科書に出てきた語彙を確認するなどしてください。小テストは、教科書の文章を「読みっぱなし」にしな

いことを目的としています。「読みっぱなし」状態が続くと、「見たことはあるのに意味はわからない」言葉ばかり増えてしまいま

す。1 回でも復習として再読すると効果があるので、ぜひ取り組んでみましょう。 

 
５．教科書 

『Inside and Out: American Culture and Society―現代アメリカを読み解く』塚田幸光, 中村嘉雄, Ayed Hasian 編著（金星

堂） 

 
６．参考書 

英単語を調べるときには電子辞書の使用を強く勧めます。持っている場合は必ず持参すること。持っていない人はオンライ

ンの辞書を使用しても構いませんが、明治大学図書館の VPN 接続で使用できる『ジャパンナレッジ』を使用するなどして、信

頼性の低いオンライン辞書の使用は避けてください。この点は授業でも詳しく解説します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の英作文課題には、直接添削して返却します。小テストも採点し返却します。 

多くの受講生が間違えた箇所などについては、次週解説をし、なるべく受講生の問題意識に沿った授業運営を心がけま

す。 

 

 
８．成績評価の方法 

平常点（小テスト・授業内課題含む）40％、中間・期末テスト（リーディング課題の理解度を測るライティング）60％ 
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９．その他 

教科書はなるべく早めに購入してください。第 1 回の授業時には教科書のコピーを用意しますが、2 回目以降は必ず自分

の教科書を持参してください。 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[P 組] 

担当者名 清水由布紀 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業では、様々なタイプの英文を読み解くことにより、語彙を広げ、文法的な理解を深め、将来に繋がる実践的な英語

力を培うことを目的とする。また記事や論文を読むことにより、グローバル社会を生き抜く国際感覚を身に着けることを目指

す。 

前半は雑誌や新聞記事を中心に様々なタイプの英文に触れ、それぞれの特徴を理解し、後半は論文を読みアカデミックな

読解力を養う 。 

「実践的な英語」とは、英語を読みそれをどう生かしていくかを考えることも含まれるので、自分の考えを持ち自律的に読むこ

とが望まれる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 英語のメールを読もう 

［第３回] 説明文を読みこなそう 

［第４回] 英語で情報を集めよう１ 

［第５回]  英語で情報を集めよう２ 

［第６回] 英字新聞を読もう 

［第７回] 英字雑誌を読もう 

［第８回] 物語を読もう１ 

［第９回] 物語を読もう２ 

［第 10 回] 日本について英語で読もう１ 

［第 11 回] 日本について英語で読もう２ 

［第 12 回] 日本について英語で読もう３ 

［第 13 回] Analyze the Information 

［第 14 回] a.まとめ b.定期試験 

 

 
３．履修上の注意 

欠席は４回を上限とし，これをオーバーした場合は期末試験の受験資格を失う。 

ただし，遅刻、早退、教材忘れ３回で欠席１回分に換算する。 

 

授業で使用する資料や課題はクラスウェブで配布するため、毎回パソコンを持参すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

課題で扱う文章の要点をまとめた Note を予習で作成する。その他グループワークの準備や文章に関連した課題がある。 

 
５．教科書 

授業中にプリントを配付する。 

 
６．参考書 

適宜紹介する 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

小テスト及びレポートは Oh-Meiji にて個別にフィードバックする 

 
８．成績評価の方法 

平常点（授業貢献度・課題等）60％、期末試験 40％。出席回数を満たし、全体で 60％以上取得したものを合格とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[Q 組] 

担当者名 鞍田崇 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 外国語は手段ではなく，ふだん慣れ親しんだのとは別の視点で世の中を見るいとなみ。たんなる暗記にはサヨウナラ。新し

いものの見方を柔軟に取り入れて，自分の「眼」を鍛え上げていきましょう。 

 テキストは，２０世紀アメリカ文学を代表するサリンジャーの名作 "The Catcher in the Rye"（1951）。刊行直後よりセンセー

ショナルな話題を呼び、原書の英語版はもちろん、３０以上の言語に翻訳され、累計発行部数は 6,500 万部以上、いまもな

お毎年２５万部が出版されている小説です。 

 主人公ホールディング・コールフィールドの「語り」を通して著者が訴えたかったものはなんなのか，一緒にたどっていきまし

ょう。 

 なお、秋学期の英語リーディング４も同じテキストです。毎週１チャップターを扱って、ちょうど一年かけて読み切ることがで

きる分量となっています。人生で一度でも英語の本を読了したっていう経験をみなさんに持っていただきたく選んだ次第で

す。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Catcher in the Rye を読む・議論する①：chapter 1 

［第３回] Catcher in the Rye を読む・議論する②：chapter 2 

［第４回] Catcher in the Rye を読む・議論する③：chapter 3 

［第５回] Catcher in the Rye を読む・議論する④：chapter 4 

［第６回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑤：chapter 5 

［第７回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑥：chapter 6 

［第８回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑦：chapter 7 

［第９回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑧：chapter 8 

［第 10 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑨：chapter 9 

［第 11 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑩：chapter 10 

［第 12 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑪：chapter 11 

［第 13 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑫：chapter 12 

［第 14 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑬：chapter 13 

 
３．履修上の注意 

 英語とともに，コミュニケーション能力を培うことをねらいとします。伝えようとすること（説明）と分かろうとすること（理解），あら

ためてそれらのやり取りをいまより深めていこうとする気持ちで臨んでください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回担当を決めて，該当箇所の発表をしていただきます（発表は成績評価上の必須項目です）。 

 それにもとづき，内容についての議論をメインとしますので，担当者以外の人も毎回，指定箇所を事前に読み込んでくるよ

うにしてください。 

 

 
５．教科書 

J. D. Salinger, "The Catcher in the Rye" ( Penguin; Reissue 版） 

 

 
６．参考書 

『ライ麦畑でつかまえて』（Ｊ．Ｄ．サリンジャー著, 野崎 孝訳，白水社） 

『キャッチャー・イン・ザ・ライ』（Ｊ．Ｄ．サリンジャー著,  村上 春樹訳，白水社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、担当者の発表に対し、受講生の中からひとりコメンテーターを指命し、感想・アドバイスをしてもらいます。 

もちろん担当教員からもコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

学期中かならず１回は発表すること。また， 
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各回とも，主要部分の読解＆議論をしますので，その際の発表内容も勘案して評価します。 

成績評価上の割合は，授業内発表：60％，平常点（ディスカッションへの参加等）40％。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[R 組] 

担当者名 杉本裕代 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では、アメリカの絵画とその批評文を題材としたテキストを使い授業を進めます。英文を精読することは、ひとつの

芸術作品をじっと眺めることに似ています。リアルタイム、即時レスポンス、瞬間の経験が当たり前である現代社会において、

じっくり、しみじみ考える時間を生活の中に確保する習慣づくりを目指し、それによって、現代社会を生きる皆さんの思考の

土台を盤石にすることを目指します。 

 このテキストで取り上げる画家のうち、前期の範囲である 19 世紀の二人（Asher B. Durand と George Inness）は、日本では

あまり認知されていませんが、その作品は文明・技術と自然という普遍的なテーマを扱っており、現代のテクノロジー論、環境

論を考えるための示唆を与えてくれます。 

 担当教員が、テキストに加えて、現代のニュースやトピックを扱う英文を適宜、プリント教材として提示しながら、過去から現

代への知の系譜の一端を感じてみましょう。 

 

 
２．授業内容 

 テキストに即しながら、英文を読みつつ、そこにある問題系を考えます。 

 読んだ内容を基に、それを要約したり、自分の考えを論理的に述べる練習をします。 

 

第１週 イントロダクション  英文の読み方について 

第２週 Chapter 1 The Axe of Civilization （PART 1 Asher B. Durand's Progress） 

第３週 Chapter 2 Nature and Progress 

第４週 Chapter 3 The Vanishing America 

第５週 Chapter 4 Progress is God 

第６週 Chapter 5 The Age of the Railroad 

第７週 ディスカッション：現代事情  環境論 

第８週 Chapter 6 An Enigmatic Painting  （PART 2 George Inness） 

第９週 Chapter 7 The Making of the Painting 

第 10 週 Chapter 8 Three Paintings 

第 11 週 Chapter 9 Inness and the Railroad Company 

第 12 週 Chapter 10 Civilized Landscape 

第 13 週 ディスカッション：現代事情  都市論 

第 14 週 試験 および 解説 

 

 最終週の筆記試験のほか、授業内で所定のプロセスを経ながら作成するライティング課題もあります。 

 

 
３．履修上の注意 

 授業中の課題等でノートパソコンを使用します。 

 担当教員は、生成 AI は、日々革新の途上にあるテクノロジーとして、皆さんの学びにどのように活用するべきか、学生と教

員で倫理を共有することが大事だと考えます。特に、語学は「筋トレ」のような側面がありますので、みなさんの語学筋力をア

ップさせるためにはどうするべきか、一緒に考えましょう。その倫理とルールから逸脱した形で課題等に使用することは大きく

減点されます。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：指示された芸術作品や事象について、インターネットで調査をする。所定の英文の単語調べや気になる表現のチェ

ックをして、じっくり英文を読み、内容を、日本語または英語で要約する（１時間） 

 復習：授業でふれたキーワードに基づいて、世界の芸術作品や建築などを検索し、それについての英文を読む。また、授

業で学んだ表現を活用して、自分でそれらの作品について、英語で表現してみる。 

 

 
５．教科書 

『アメリカ文化と風景画 American Culture through Landscape Painting』（英宝社）Kenneth W. Maddox; Nicolai Cikovsky, 

Jr. ; Gail Levin 大井浩二 編注 
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６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、授業中にフィードバックを行う。 

課題作成プロセスでの個別コメントのほか、全体講評を Oh! Meiji で公開する 

筆記試験については、同じ授業内で解説 

 

 
８．成績評価の方法 

授業への貢献度（参加態度）20％、 

授業内課題（毎回の授業での提出物）30％ 

期末試験 50％ (筆記試験 25% 英文エッセイ 25%) 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[S 組] 

担当者名 武田寿恵 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では，ミュージカル映画とその原作となった文学作品の双方を扱うことで，親しみやすく英語圏の文化に触れなが

ら，読解力，語彙力，リスニング力などの総合的な英語力の向上を目指す。 

 ミュージカルは，18 世紀にイギリスで流行したバラッド・オペラを源流の一つとし，20 世紀初頭にアメリカで確立した芸術で

ある。ロンドンにはウェストエンド，ニューヨークにはブロード・ウェイと呼ばれる大規模な劇場街が存在し，数多くのミュージカ

ルが制作，上演されてきた。中にはイギリス，アメリカを舞台にした作品もあり，英語圏の文化理解に役立てたい。また，文学

作品が映像化され，さらにはミュージカル化される際に，どのような翻案（adaptation）を伴うのかに注目することで，言語と映

像による表現方法の違いも発見していく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Musical の原作を読む（１） 

［第３回] Musical の原作を読む（２） 

［第４回] Musical の原作を読む（３） 

［第５回] Musical の原作を読む（４） 

［第６回] Musical の原作を読む（５） 

［第７回] Musical の原作を読む（６） 

［第８回] 前半のまとめ 

［第９回] Musical の原作を読む（７） 

［第 10 回] Musical の原作を読む（８） 

［第 11 回] Musical の原作を読む（９） 

［第 12 回] Musical の原作を読む（10） 

［第 13 回] 後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：期末テスト，ｂ：正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 本授業では積極的な授業参加と予習復習を重視する。特に復習は確実に行うこと。 

 許可された時間、用途外でのスマホの使用の他、おしゃべり、居眠り等を発見した場合は該当する学生への予告なく、演

習の評価より減点する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業を欠席した場合は、クラスウェブに公開される授業プリントを必ず自分で解くこと。また、DVD や配信などで作品の進行

を確認しておくことが望ましい。 

 
５．教科書 

毎授業プリントを配布する。 

 

 
６．参考書 

TEX 加藤『TOEIC L&R TEST 出る単超特急金のフレーズ』朝日新聞出版（2017 年以降発売のもの） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内、またはクラスウェブでフィードバックをおこなう。 

 
８．成績評価の方法 

演習(授業態度・コメントシート・課題)50％、期末テスト 50％とし、合計 60％以上を単位取得の条件とする。 

また、欠席は４回までとし、５回以上欠席した者は期末試験の受験は認めない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[T 組] 

担当者名 杉本裕代 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では、アメリカの絵画とその批評文を題材としたテキストを使い授業を進めます。英文を精読することは、ひとつの

芸術作品をじっと眺めることに似ています。リアルタイム、即時レスポンス、瞬間の経験が当たり前である現代社会において、

じっくり、しみじみ考える時間を生活の中に確保する習慣づくりを目指し、それによって、現代社会を生きる皆さんの思考の

土台を盤石にすることを目指します。 

 このテキストで取り上げる画家のうち、前期の範囲である 19 世紀の二人（Asher B. Durand と George Inness）は、日本では

あまり認知されていませんが、その作品は文明・技術と自然という普遍的なテーマを扱っており、現代のテクノロジー論、環境

論を考えるための示唆を与えてくれます。 

 担当教員が、テキストに加えて、現代のニュースやトピックを扱う英文を適宜、プリント教材として提示しながら、過去から現

代への知の系譜の一端を感じてみましょう。 

 

 
２．授業内容 

 テキストに即しながら、英文を読みつつ、そこにある問題系を考えます。 

 読んだ内容を基に、それを要約したり、自分の考えを論理的に述べる練習をします。 

 

第１週 イントロダクション  英文の読み方について 

第２週 Chapter 1 The Axe of Civilization （PART 1 Asher B. Durand's Progress） 

第３週 Chapter 2 Nature and Progress 

第４週 Chapter 3 The Vanishing America 

第５週 Chapter 4 Progress is God 

第６週 Chapter 5 The Age of the Railroad 

第７週 ディスカッション：現代事情  環境論 

第８週 Chapter 6 An Enigmatic Painting  （PART 2 George Inness） 

第９週 Chapter 7 The Making of the Painting 

第 10 週 Chapter 8 Three Paintings 

第 11 週 Chapter 9 Inness and the Railroad Company 

第 12 週 Chapter 10 Civilized Landscape 

第 13 週 ディスカッション：現代事情  都市論 

第 14 週 試験 および 解説 

 

 最終週の筆記試験のほか、授業内で所定のプロセスを経ながら作成するライティング課題もあります。 

 

 
３．履修上の注意 

 授業中の課題等でノートパソコンを使用します。 

 担当教員は、生成 AI は、日々革新の途上にあるテクノロジーとして、皆さんの学びにどのように活用するべきか、学生と教

員で倫理を共有することが大事だと考えます。特に、語学は「筋トレ」のような側面がありますので、みなさんの語学筋力をア

ップさせるためにはどうするべきか、一緒に考えましょう。その倫理とルールから逸脱した形で課題等に使用することは大きく

減点されます。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：指示された芸術作品や事象について、インターネットで調査をする。所定の英文の単語調べや気になる表現のチェ

ックをして、じっくり英文を読み、内容を、日本語または英語で要約する（１時間） 

 復習：授業でふれたキーワードに基づいて、世界の芸術作品や建築などを検索し、それについての英文を読む。また、授

業で学んだ表現を活用して、自分でそれらの作品について、英語で表現してみる。 

 

 
５．教科書 

『アメリカ文化と風景画 American Culture through Landscape Painting』（英宝社）Kenneth W. Maddox; Nicolai Cikovsky, 

Jr. ; Gail Levin 大井浩二 編注 
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６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、授業中にフィードバックを行う。 

課題作成プロセスでの個別コメントのほか、全体講評を Oh! Meiji で公開する 

筆記試験については、同じ授業内で解説 

 

 
８．成績評価の方法 

授業への貢献度（参加態度）20％、 

授業内課題（毎回の授業での提出物）30％ 

期末試験 50％ (筆記試験 25% 英文エッセイ 25%) 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[再履] 

担当者名 保坂昌光 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 明晰な表現や構成を持つ文章はもとより，辞書さえあれば，抽象的表現や一定のニュアンスを持つ表現を含む文章を読む

読解能力が得られるレベルに到達することを目標とする。授業では，英語圏の職業的文筆家が英語圏の一般読者向けに書

いた雑誌記事を，一切の注解なしで通読および精読する。論理的に構成され論理的に書かれた文章を論理的に読むこと，

見方を変えて言えば一般的な英語資料を論理的に理解・整理する能力の養成を目標とする。 

 なお，基礎的英語運用能力は高校レベルで足りるはずだが，忘れたことは再学習せねばならない。基礎レベル以上の運

用能力については，積極的に考えること・疑うこと・調査することによってしか得られない。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～13 回] 英語圏の雑誌記事を読む（下記参照） 

［第 14 回] ★履修者数 30 名以下の場合 Ⓐ総括； Ⓑ自己評価 

［第 14 回] ★履修者数 30 名以上の場合 Ⓐ総括； Ⓑ期末試験 

 再履修科目であるため，年度により履修登録者数の変動が大きい。履修者数に応じ最終回と評価方法を変更する。 

 文章全体の論理構成を把握する通読的観点を確保しつつ、パラグラフ内部の論理構成や表現法に配慮した精読を行う。

各パラグラフの内容整理と読解上の注意点の確認を中心に授業を展開する。「各パラグラフの内容整理」とは，パラグラフ内

に含まれる情報を誰もが理解できる表現に書き換えることであり，誤解を恐れず言えば「英文和訳」とは全くの別物である。

「読解上の注意点」とは，調べればわかること・考えればわかること・わかりにくいこと・わからないこと等を意味する。読解上の

注意点を全く指摘できない，つまり「特にわからないことはない」は「なにもわからない」に等しい。わかることもわからないこと

も説明できなければ知的意味はない。むしろわかること，わかりにくいこと，わからないことを分離して整理する事が重要であ

る。 

 主としてテクノロジーに関する題材や社会的な事象について比較的明晰に書かれた 600 語前後の記事１つを授業２回で

扱う。記事の抜粋をそのまま用いるのが基本だが，程度に応じて担当教員が再構成ないし部分的にリライトしたものも用い

る。なお新しい雑誌記事を利用する場合もあるので，各回に扱う題材は２週間前まで決定できない。 

 以下は授業の各回の内容に対応するものではないが，蓄積的に修得しつつ積み上げていくべきものを下に挙げる。 

１．大学生が持つべき辞書，辞書の活用法 

２．文章を読み解くのに必要なツール 

３．通読と精読 

４．パラグラフの一貫性 

５．文章のポイントの抽出 

６．雑誌記事・新聞記事の構成 

７．明晰な文章の論理展開各種 

８．英語の文章の論理展開（と日本語の論理展開） 

９．英語特有の表現法各種 

 上記のうち，４～６の理解については，前半に強化する。７～９については半ば以降に繰り返して理解を求める。なお上記

については，ノウハウを講義するというよりも，何らかの題材を読み解く中で実践的に修得されるものと了解されたい。 

 
３．履修上の注意 

 物理的参加は評価対象としない（つまり出席自体に点数はつかない）が，消極的参加（遅刻の累積・無許可の早退・看過

できない受講姿勢など）は評価時のマイナス要因とし、総合評価点から適宜減点する。履修上の注意点の詳細については

初回開講時に説明する。毎授業時に小テスト（成績評価の対象）を実施するので不足のないよう注意すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習の方法については初回開講時に詳しく説明する。履修登録者数 30 名以下の場合には復習の確認として教材記事の

日本語による要約を２回課す（成績評価の方法について参照）。 

 
５．教科書 

 プリントを配布する。ほか，大学生向けの英和辞典が必要。 

 

 
６．参考書 
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 使用すべき辞書について初回開講時に説明する。大半の受講者が電子辞書を使用しているものの，コンテンツが中高生

向け学習用辞典のままで，大学入学に際して買換え・アップグレードしていないケースが多い。高校生に普及している大修

館『ジーニアス英和辞典』だけが収録されているレベルでは，明大理工学部生にとって内容的に全く足りない。高額機となる

が，今後長く使用する事も考慮の上で，下記①②③のいずれかが収録されている機種の使用を推奨する。 

 ①大修館『ジーニアス英和大辞典』（「大」辞典である点に注意） 

 ②小学館『ランダムハウス英和大辞典』 

 ③研究社『リーダーズ英和辞典』/『リーダーズ・プラス』 

 中高生向け学習用辞典である④⑤⑥⑦は低スペックの辞書と理解すること。使用を推奨しない。 

 ④大修館『ジーニアス英和辞典』 

 ⑤小学館『プログレッシブ英和中辞典』 

 ⑥ほか上記ふたつに準じる収録語数 10 万語程度の学習用英和辞典 

 ⑦上記以下の中学生向け学習用辞典 

 スマホによる辞書サービスの利用を容認する。ただし辞書としての操作性が低く，アプリやサービスで済まそうとすると，英

語運用能力・思考力の低下に結びつくリスクがある。またネット上の機関翻訳サービスへの依存は，英語運用能力・理解力

の向上に一切つながらないばかりか，低下を招くため避けること。面倒でも電子辞書専用機を使用することを推奨する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

※ 下記「成績評価の方法」も併せて参照 

①授業時の小テストの答案を受講者に返却しない。次回授業時のはじめに回答例を配布し、注意を要する点がある場合に

は解説する。 

★Ⓐ履修者数 30 名以下の場合 

②レポートについては、書き方について授業１回分を用いて解説する。個々のレポートにダメ出しやコメントする事はしない

が、優れた部分がある事例をピックアップし、書き方ならびに工夫の仕方について解説する授業回を設ける予定がある。 

★Ⓑ履修者 30 名以上の場合 

②期末試験の答案を受講者に返却しない。試験を振り返る授業回はないが、失敗を避けるため、試験について事前に詳し

く説明する授業回がある。 

 
８．成績評価の方法 

 ☆各授業回のはじめに出欠と遅刻を確認する。 

 ★Ⓐ履修者数 30 名以下の場合 

 ①毎授業時の小テストの合計点（百点法換算）〔70％〕 

 ②レポート（教材記事の要約）２回の合計点（百点法換算）〔30％〕 

 ③遅刻の累積・無許可の早退・看過できない受講姿勢・等に対するマイナス評価 〔適宜〕 

 評価Ⓐ＝①×0.5＋②×0.5＋③ 〔合計 60 点以上で合格とする〕 

 ★Ⓑ履修者 30 名以上の場合 

 ④毎授業時の小テストの合計点（百点法換算）〔50％〕 

 ⑤期末試験の点数（百点法）〔50％〕 

 ⑥遅刻の累積・無許可の早退・看過できない受講姿勢・等に対するマイナス評価 〔適宜〕 

 評価Ⓑ＝④×0.5＋⑤×0.5＋⑥ 〔合計 60 点以上で合格とする〕 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[再履] 

担当者名 岡本佳奈 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、「科学技術と社会 (Science and Technology in Social Contexts)」というテーマで、複数のトピックについての

英文論説記事を精読し、基礎的な単語力や英文法を読み取る能力を向上させることを目標とします。また、広く科学技術が

社会との関わりの中で持つ問題や可能性について理解を深め、批判的に検討し、議論できるようになることを目指します。各

自の理解力を確認するため、随時小テストおよびライティングを実施します。学期の最後には、それまでの内容を踏まえたデ

ィスカッションを行います。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Topic1 前半 

［第３回] Topic1 後半 

［第４回] Topic2 前半 

［第５回] Topic2 後半 

［第６回] Topic3 前半 

［第７回] Topic3 後半 

［第８回] Topic4 前半 

［第９回] Topic4 後半 

［第 10 回] Topic5 前半 

［第 11 回] Topic5 後半 

［第 12 回] ディスカッション① 

［第 13 回] ディスカッション② 

［第 14 回] 期末試験・まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

・授業内で単語テストおよびライティング（数行程度）を実施します。 

・欠席は４回を上限とし、これをオーバーした場合は単位取得の資格を失います。授業開始後 30 分を超えた遅刻は欠席と

してカウントします。3 回の遅刻で欠席１回分とみなします。 

・授業中の居眠り・私語は減点対象となります。他の学生に迷惑がかかると判断した場合には、退室を促すこともあります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・各回に単語テストを行うため、授業で用いたテクストを復習すること。 

・翌週に読む文章を各回の授業後に配布するので、わからない単語や文法を事前に調べてしっかり予習しておくこと（英文

法がわからなかった場合は、どこがどう分からないのかを説明できるようにしておく）。 

・授業内では各自で読む時間は取らないため、当てられても困らないようにしっかり予習しておくこと。予習していないと教員

が判断した場合は、大幅な減点となる。  

・各回の授業内でライティング（リアクションペーパーの作成）を行なうので、予習の段階で各回のトピックに関して自身の意

見を表現できるようにしておくこと。 

 

 
５．教科書 

各授業の最初にプリントを配布します。 

 
６．参考書 

英和辞書を持参すること。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

小テスト実施回の翌週には授業内で解説を行います。 

 
８．成績評価の方法 
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・小テスト 20%、ライティング 30％、ディスカッション 10%、期末試験 40％で評価します。全体で 60％以上を単位取得の条件

とします。 

・５回以上欠席した場合は、単位取得の資格を失います。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[再履] 

担当者名 榎本悠希 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、 比較的平易な英語で書かれた英語圏の短編小説や、アメリカ映画のスクリプトを読み解きます。毎回、2~3

ページ程度を丁寧にじっくりと読み解きます。学期内で 2~３本の小説を読み解く予定です。また、それぞれの読了時にはそ

の小説についてのディスカッションを行い履修者感での意見交換を行います。それを通じて単に英語として読めるだけでは

なく、より深いレベルでの読解を目指します。 

 TOEIC や英字新聞だけではなく、本場の英語文学や映画作品の精読を行なってみましょう！ 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回] イントロダクション 

[第 2 回] 短編小説① 

[第 3 回] 短編小説① 

[第 4 回]  短編小説① 

[第 5 回]  短編小説① 

[第 6 回]  短編小説② 

[第 7 回] 短編小説② 

[第 8 回] 短編小説② 

[第 9 回] 短編小説② 

[第 10 回] 短編小説③ 

[第 11 回] 短編小説③ 

[第 12 回] 短編小説③ 

[第 13 回] 短編小説③、期末試験について 

[第 14 回] 期末試験 

 
３．履修上の注意 

欠席は４回を上限とし、これをオーバーした場合は期末試験の受験資格を失います。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

わからない単語や構文は必ず辞書で調べてきてください。 

 
５．教科書 

各授業の最初にプリントを配布します。 

 
６．参考書 

各授業にて紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内にて適宜課題に対するフィードバックを行います。 

 
８．成績評価の方法 

演習 50％，期末試験 50％，全体で 60％以上を合格とします。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[A 組] 

担当者名 浦部尚志 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 春学期と同様に，大学２年次に相応しい，英語コミュニケーション能力の伸長を主眼とした授業を進めていく。簡潔で相手

に分かりやすい英語を使い，迅速に情報をとらえ，伝えられるようになることを目指す。また，大学における外国語学習に必

要不可欠な，異文化に対する理解も深めていきたい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] ①テキスト：Unit 12 の 1/3 / ②テキスト：[Unit  10-1／3] 

［第３回] ①テキスト：Unit 12 の 2/3 / ②テキスト：[Unit  10-2／3] 

［第４回] ①テキスト：Unit 12 の 3/3 / ②テキスト：[Unit  10-3／3] 

［第５回] ①テキスト：Unit 13 の 1/3 / ②テキスト：[Unit  11-1／3] 

［第６回] ①テキスト：Unit 13 の 2/3 / ②テキスト：[Unit  11-1／3] 

［第７回] ①テキスト：Unit 13 の 3/3 / ②テキスト：[Unit  11-1／3] 

［第８回] ①テキスト：Unit 14 の 1/3 / ②テキスト：[Unit  12-1／3] 

［第９回] ①テキスト：Unit 14 の 2/3 / ②テキスト：[Unit  12-1／3] 

［第 10 回] ①テキスト：Unit 14 の 3/3 / ②テキスト：[Unit  12-1／3] 

［第 11 回] ①テキスト：Unit 15 の 1/3 / ②テキスト：[Review 3-1／3] 

［第 12 回] ①テキスト：Unit 15 の 2/3 / ②テキスト：[Review 3-1／3] 

［第 13 回] ①テキスト：Unit 15 の 3/3 / ②テキスト：[Review 3-1／3] 

［第 14 回] ａ：秋学期授業全体のまとめ/ｂ：試験 

 
３．履修上の注意 

●視聴覚機器・教材等を利用した反復練習が中心となる。毎時の授業への取り組みがそのまま平常点として評価されるの

で，授業への積極的参加が絶対に必要である。 

●出欠席その他の扱い：語学の原理・原則にのっとり，出席率及び授業への参加度を最大限重視する。出席は毎時欠かさ

ずに取る。規定回数を越えて欠席＆遅刻をした場合，単位は絶対に認定しない。以下，その内訳： 

 ①欠席…４回までとする。５回以上の欠席は単位を認定しない（尚，遅刻３回で１欠とする）。居眠り・内職等厳禁！ やる気

がなく，授業に参加する意志がないと認められた場合も欠席扱いになる。目に余る場合，その場で単位不認定にする場合も

ある。 

 ②遅刻…５回までとする。欠席回数に関係なく，６回以上の遅刻は単位を認定しない（尚，遅刻は授業開始後 30 分以内と

する）。 

 ③特別な事情で欠席や遅刻をする場合は必ず相談すること。 

 ④病気・怪我等による「欠席取り消し」の扱いは，出席停止措置が必要な伝染病や，入院が必要な程度の重病・重傷なも

のに限る（その際，領収書等ではなく，「診断書」が必要）。普通の風邪程度の「欠席取り消し」は認めない。 

 ⑤近年，電車遅延による遅刻取り消しの要求も目に余るが，今年度から遅延届け書類提出による「遅刻取り消し」の扱いは

最高３回までとする。尚，５～10 分程度遅れによる遅延届けの提出も認めない。最低 20 分以上の遅延のみ認めることとす

る。 

 ⑥教科書は必ず購入の上，毎時持参すること。教科書を持って来ない場合は，「欠席」とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

[1]毎時，授業で行うテキストの授業範囲の事前学習を必須とする。和訳や練習問題等の解答ができるよう，事前に周到に準

備しておくこと。予習の必要なリスニング問題も多くあるので。十分確認の上，必ず予習しておくこと。尚，予習を前提としない

リスニング問題その他のものに関しては，後で十分な反復学習をしておくこと。 

[2]進度が遅れ気味の場合、Class Web の【小テスト欄】などから Web レポートを科すことがあるので、心得ておいてください。 

 
５．教科書 

●春学期と同じテキストを使用します。 

①浦部尚志・著，Basic Vocabulary & Dialogues for the TOEIC<09-30> Test（開文社，2015 年） 

  ※①のテキストは、今年度はテキスト後半(Unit 12～)を学習しますので、注意して下さい。 

②浦部尚志・著，Communication Skills for English Composition & Grammar （開文社、2024 年） 
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    ※②のテキストも、今年度はテキスト後半(Unit 10～)を学習しますので、注意して下さい。 

 
６．参考書 

①『TOEIC<09-30>公式問題集 新形式問題対応編』，Educational Testing Service 編（一般財団法人 国際ビジネスコミュ

ニケーション協会，2016 年）。 

②Success Course for the TOEIC<09-30> Listening and Reading Test，浦部尚志・著（開文社，2016 年）。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題や教科書内の設問等に関しては、授業内で口頭、白板への板書、教室内に設置してあるモニター、もしくは文書の配

布にて、即座に、フィードバックを行う。また、授業内で実行不可能な場合は、Class Web 内の「お知らせ発信」や「授業コン

テンツ」等にてなるべく早く、文書発信を行うことによってフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（授業態度，授業への参加度・貢献度，授業中の発表の良否等）15％，演習点（小テスト，練習問題，レポート等の

評点）15％，定期試験 70％。合計が満点の 60％以上を単位認定の条件とする。 

 
９．その他 

●コロナ禍等の収束状況次第で、授業形態がどのように変更になるか分からないので、常に、最新の動向に気を配っておく

こと。 

●教科書の出版社が「英光社」から「開文社」に変わっているので、注意して下さい。また、「英光社」(旧版)と「開文社」(新版)

の両方の版が混在しても、内容に変わりは無いので、心配はいりません。 
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英語コミュニケーション 4 

科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[B 組] 

担当者名 小林千春 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

春学期に続き、本授業では、加速度を増すグローバル社会で生きるための英語コミュニケーション力を身につけることを目的

とする。アメリカ、イギリスの新聞、雑誌、The New York times, The Guardian, Bloomberg などから選んだ英文記事を読みな

がら、春学期とは異なる企業の取り組みを学ぶ。成功例のみならず衰退の様子なども取り扱い、直面している課題なども多

角的に考えることで思考力や批判力なども扱う。 

 英文記事の中で使用されている経済や経営に関する知識を深めると同時に、TOEIC の中に頻出するビジネス分野の語彙

力も培う。さらに今学期も記事に関連したトピックについて前回の問題点、反省点を踏まえ、英語プレゼンテーションを再度

行うこととする。プレゼンテーションにより、発信力の大切さを認識し、独創性を涵養することにより、グローバル人材として相

応しい英語コミュニケーション力を身につける。 

 

 

 

 

 
２．授業内容 

進度によって内容が入れ替わることがあります。 

第１回  イントロダクション  

第２回 8  TED 

第３回  8  TED 

第４回 9 Amazon 

第５回 9 Amazon 

第６回 10 Sony 

第７回 10 Sony 

第８回 11 IKEA 

第９回 11 IKEA 

第 10 回  12 Google 

第 11 回  12  Goole 

第 12 回  14 Disney 

第 13 回  14 Disney 

第 14 回 a: 期末試験 b: 解説と総まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

テキストは春学期のものを引き続き使用しますので、初回から持参してください。 

出席回数が全体の 2/3 に満たない場合は成績評価の対象にならないので注意すること。 

参加型授業なので積極的に授業に参加してください。 

プレゼンテーションの資料は指示された日時までにきちんと提出してください。 

授業中に授業や試験に関しての様々なアナウンスをします。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業で扱う reading article の単語は予習として調べてくること。 

授業で扱った単語やイデイオムを復習すること。 

 
５．教科書 

『Challenge of Global Enterprises 』（Kinseido）（春学期に使用したものと同じです) 

ハンドアウトも使用します。 

 

 
６．参考書 

授業中に紹介します。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

原則として、春学期同様、課題、プレゼンテーションのフィードバックは、各自が記入した self evaluation sheet に担当者がコ

メントを記載し、授業で返却します。 

 
８．成績評価の方法 

授業の貢献度１5％ 会話テスト・課題 25％ プレゼンテーション・評価シート 30％ 期末試験 30％  

合計 60％以上を単位取得の条件とする。 

（会話テストの日程は授業中に指定します） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[C 組] 

担当者名 浦部尚志 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 春学期と同様に，大学２年次に相応しい，英語コミュニケーション能力の伸長を主眼とした授業を進めていく。簡潔で相手

に分かりやすい英語を使い，迅速に情報をとらえ，伝えられるようになることを目指す。また，大学における外国語学習に必

要不可欠な，異文化に対する理解も深めていきたい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] ①テキスト：Unit 12 の 1/3 / ②テキスト：[Unit  10-1／3] 

［第３回] ①テキスト：Unit 12 の 2/3 / ②テキスト：[Unit  10-2／3] 

［第４回] ①テキスト：Unit 12 の 3/3 / ②テキスト：[Unit  10-3／3] 

［第５回] ①テキスト：Unit 13 の 1/3 / ②テキスト：[Unit  11-1／3] 

［第６回] ①テキスト：Unit 13 の 2/3 / ②テキスト：[Unit  11-1／3] 

［第７回] ①テキスト：Unit 13 の 3/3 / ②テキスト：[Unit  11-1／3] 

［第８回] ①テキスト：Unit 14 の 1/3 / ②テキスト：[Unit  12-1／3] 

［第９回] ①テキスト：Unit 14 の 2/3 / ②テキスト：[Unit  12-1／3] 

［第 10 回] ①テキスト：Unit 14 の 3/3 / ②テキスト：[Unit  12-1／3] 

［第 11 回] ①テキスト：Unit 15 の 1/3 / ②テキスト：[Review 3-1／3] 

［第 12 回] ①テキスト：Unit 15 の 2/3 / ②テキスト：[Review 3-1／3] 

［第 13 回] ①テキスト：Unit 15 の 3/3 / ②テキスト：[Review 3-1／3] 

［第 14 回] ａ：秋学期授業全体のまとめ/ｂ：試験 

 
３．履修上の注意 

●視聴覚機器・教材等を利用した反復練習が中心となる。毎時の授業への取り組みがそのまま平常点として評価されるの

で，授業への積極的参加が絶対に必要である。 

●出欠席その他の扱い：語学の原理・原則にのっとり，出席率及び授業への参加度を最大限重視する。出席は毎時欠かさ

ずに取る。規定回数を越えて欠席＆遅刻をした場合，単位は絶対に認定しない。以下，その内訳： 

 ①欠席…４回までとする。５回以上の欠席は単位を認定しない（尚，遅刻３回で１欠とする）。居眠り・内職等厳禁！ やる気

がなく，授業に参加する意志がないと認められた場合も欠席扱いになる。目に余る場合，その場で単位不認定にする場合も

ある。 

 ②遅刻…５回までとする。欠席回数に関係なく，６回以上の遅刻は単位を認定しない（尚，遅刻は授業開始後 30 分以内と

する）。 

 ③特別な事情で欠席や遅刻をする場合は必ず相談すること。 

 ④病気・怪我等による「欠席取り消し」の扱いは，出席停止措置が必要な伝染病や，入院が必要な程度の重病・重傷なも

のに限る（その際，領収書等ではなく，「診断書」が必要）。普通の風邪程度の「欠席取り消し」は認めない。 

 ⑤近年，電車遅延による遅刻取り消しの要求も目に余るが，今年度から遅延届け書類提出による「遅刻取り消し」の扱いは

最高３回までとする。尚，５～10 分程度遅れによる遅延届けの提出も認めない。最低 20 分以上の遅延のみ認めることとす

る。 

 ⑥教科書は必ず購入の上，毎時持参すること。教科書を持って来ない場合は，「欠席」とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

[1]毎時，授業で行うテキストの授業範囲の事前学習を必須とする。和訳や練習問題等の解答ができるよう，事前に周到に準

備しておくこと。予習の必要なリスニング問題も多くあるので。十分確認の上，必ず予習しておくこと。尚，予習を前提としない

リスニング問題その他のものに関しては，後で十分な反復学習をしておくこと。 

[2]進度が遅れ気味の場合、Class Web の【小テスト欄】などから Web レポートを科すことがあるので、心得ておいてください。 

 
５．教科書 

●春学期と同じテキストを使用します。 

①浦部尚志・著，Basic Vocabulary & Dialogues for the TOEIC<09-30> Test（開文社，2015 年） 

  ※①のテキストは、今年度はテキスト後半(Unit 12～)を学習しますので、注意して下さい。 

②浦部尚志・著，Communication Skills for English Composition & Grammar （開文社、2024 年） 
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    ※②のテキストも、今年度はテキスト後半(Unit 10～)を学習しますので、注意して下さい。 

 
６．参考書 

①『TOEIC<09-30>公式問題集 新形式問題対応編』，Educational Testing Service 編（一般財団法人 国際ビジネスコミュ

ニケーション協会，2016 年）。 

②Success Course for the TOEIC<09-30> Listening and Reading Test，浦部尚志・著（開文社，2016 年）。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題や教科書内の設問等に関しては、授業内で口頭、白板への板書、教室内に設置してあるモニター、もしくは文書の配

布にて、即座に、フィードバックを行う。また、授業内で実行不可能な場合は、Class Web 内の「お知らせ発信」や「授業コン

テンツ」等にてなるべく早く、文書発信を行うことによってフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（授業態度，授業への参加度・貢献度，授業中の発表の良否等）15％，演習点（小テスト，練習問題，レポート等の

評点）15％，定期試験 70％。合計が満点の 60％以上を単位認定の条件とする。 

 
９．その他 

●コロナ禍等の収束状況次第で、授業形態がどのように変更になるか分からないので、常に、最新の動向に気を配っておく

こと。 

●教科書の出版社が「英光社」から「開文社」に変わっているので、注意して下さい。また、「英光社」(旧版)と「開文社」(新版)

の両方の版が混在しても、内容に変わりは無いので、心配はいりません。 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[D 組] 

担当者名 及川一美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとに言葉そのものと，言葉が媒介する異文化の核心に触れ，多元

的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 

到達目標  

1.専門領域の頻出単語を使えるようにする 

2.研究の成果を発表する場で意思疎通ができるようになる 

 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回] A Day in the Life of MIT Aerospace Engineering Student   

［第２回] Unit 8 I can take care of the data analysis/How CRISPR lets you edit DNA?    

［第３回] Unit 8 I can take care of the data analysis/Kevin Slavin: How algorithms shape our world/Quiz1 CRISPR 

［第４回] Unit 9 My aim is to clean polluted water./Kevin Slavin: How algorithms shape our world//Quiz2 Algorithm（TF） 

［第５回] Unit 9 My aim is to clean polluted water./Alex Gendler: Can you solve the Alice in Wonderland riddle?    

［第６回] Unit 10 How do I use this instrument? /TED talk generated by ChatGPT   

［第７回] Unit 10 How do I use this instrument? /Sam Altman interview No.1/Quiz3 ChatGPT 

［第８回] Unit 11 There is a fire in the lab/Sam Altman interview No.２   

［第９回] Unit 12 I am interested in the automotive industry./Quiz4 Sam Altman 

［第 10 回] Unit 13 What did you think about the seminar?   

［第 11 回] Unit 14 I found some promising results.   

 

 

※状況によっては，授業内容等に変更が生じる可能性があります。 

 

 

 

 

 
３．履修上の注意 

1. 出席は３分の２以上必要です。欠席は４回まで。 

2. 発熱・部活動・忌引きなど合理的な理由で欠席をする場合は授業前後に教えてください。 

3. 出席・Dictation・小テスト・レポート・プレゼンテーションなどにおける不正行為・剽窃は禁止されています。 

 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

1. 予習：Dictation のために Quizlet や Hot Potato などの e-learning 教材を用いて単語の意味を確認する。(20 分） 

2. 復習：「授業内容・資料」にある TED の解説を読み辞書を使って理解し Quiz に向けて準備する。（40 分） 

3．授業外の取り組み：会話の練習（60 分） 

 

 
５．教科書 

教科書：Science Talk---Communicative English for Science and Technology 

著者名：工藤多恵  Connor Edwards 

出版社：センゲージラーニング 

ISBN 9784863124363 Student Book (160 pp)  

￥2,700（￥2,970 税込） 
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６．参考書 

特になし 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に模範例を挙げて、採点基準の説明をしながら Feedback します。 

また個人的な課題に対するフィードバックは授業の前後、質問の日に聞いてください。 

 

 
８．成績評価の方法 

評価は下記に基づいた総合評価となります。 

 

Participation 40% (in class activities, Dictation, attitude, etc.)  

Quizzes & Exam 60% 

 

3 分の２以上の出席をした上で上記の配点に基づいた総合評価で評点６０点以上を本授業の目的であるコミュニケーション

能力を修得したものとし合格とする。 

 

 

 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[E 組] 

担当者名 原瑠美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

落書き、冗談、いたずら。一見子どもじみたそんな何かをきっかけとして、文化も言葉も専門分野も異なる人との関係が深まる

ことがある。英単語がわからなければ、イラストを描いて伝えたっていい。この授業では子ども向けコミックの人気シリーズを丁

寧に読みながら、自分の言葉と絵で発表と会話を楽しむための英語コミュニケーション力向上を目指す。課題はコミックの実

演やオリジナルコミックの制作などを含み、各課題に対し発表と講評の時間を設ける。 

 

授業の目標： 

1. 英語とイラストを使って発表・会話を楽しむことができる。 

2. わからない単語やフレーズがあってもその意味を確認しつつ発表・会話を続けることができる。 

3. 他者の発表・発言を聞き、自分の意見をその理由も含め述べることができる。 

 

 
２．授業内容 

第１回：イントロダクション、作品・作者の解説、自己紹介ゲーム 

第２回：音読・英語フレーズ確認、課題１（Live Action）スタート 

第３回：音読・英語フレーズ確認、課題１（Live Action）練習 

第４回：課題１（Live Action）発表・講評 

第５回：音読・英語フレーズ確認、課題 2（Imaginary Friend）スタート 

第６回：音読・英語フレーズ確認、課題２（Imaginary Friend）作業 

第７回：課題２（Imaginary Friend）発表・講評 

第８回：音読・英語フレーズ確認、課題３（Illustrated Journalism）スタート 

第９回：音読・英語フレーズ確認、課題３（Illustrated Journalism）作業 

第１０回：課題３（Illustrated Journalism）発表・講評 

第１１回：音読・英語フレーズ確認、課題４（Childhood Comic）スタート 

第１２回：音読・英語フレーズ確認、課題４（Childhood Comic）作業 

第１３回：課題４（Childhood Comic）発表・講評１（期末試験の代わりとする） 

第１４回：課題４（Childhood Comic）発表・講評 2（期末試験の代わりとする） 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書を入手し、作品の概要（作者について、どんな話かなど）を把握しておくこと。 

下記のものを用意して第１回目の授業に持参すること。 

 

•筆記用具（2B 以上の鉛筆、消しゴム、サインペン） 

•A4 サイズ程度以上のスケッチブック（アイデア出しやゲームに使用する。リング綴じなど１枚ずつ取り外ししやすいものがよ

い。） 

•そのほか好きな画材適宜（水彩絵具、色鉛筆、マーカーなど） 

 

 
５．教科書 

『Akissi – Tales of Mischief』 by Abouet & Sapin（Flying Eye Books） 

 
６．参考書 

なし 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に適宜行うほか、課題提出後のコメントも返す。 

 
８．成績評価の方法 

４つの課題と平常点で成績評価を行う。 
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課題１（Live Action） 20% 

課題２（Imaginary Friend） 20% 

課題３（Illustrated Journalism） 20% 

課題４（Childhood Comic） 20% 

平常点 20% 

 

欠席は 3 回まで可とする。4 回以上の欠席はよほどの理由がない限り不可。遅刻は 15 分以内のものは 2 回で欠席１回、15

分を超える遅刻は欠席 1 回とみなす。ただし交通機関遅延などやむを得ない理由がある場合を除く。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[F 組] 

担当者名 ハドランド，エリックＭ． 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

Course overview and learning targets: Course IB builds on IA prerequisites, TOEIC vocabulary, projects, and games. 

 
２．授業内容 

The fall semester includes review of basics, and TOEIC vocabulary. We may target other topics in reading/writing or 

speaking/listening depend on student aptitude and preferences.  

 

01 3-07 system/goals, review of prerequisites 

02   10-01 communication survey 

03   2-03 phrasal verbs 

04   2-04 phrasal verbs 

05 3-03 to 05 writing test 

06 3-06 to 10 writing test 

07 3-11 to 15 writing test 

08 3-16 to 20 writing test 

09 7-04 writing game 

10 7-04 writing game 

11 7-06 writing game 

12 7-06 writing game 

13   3-02 speaking game 

14 unit 10 speaking games 

 
３．履修上の注意 

Prerequisites include some basics of Course 1A, such as 01-11 and 01-12 grammar test, and the main ideas about 

sentences. 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

Out of class learning includes weekly homework assignments with open communications. Students need a textbook, 

stationary supplies,  various phone apps, and dictionary; each team needs playing cards. 

 
５．教科書 

The textbook is read write speak listen by E.M. Hadland (2021) 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

Grades are based on weekly score averages, team and class participation. 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[G 組] 

担当者名 保坂昌光 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語のリスニングと発音について基礎的な事柄から応用的な部分まで学習する。聴解・発話に関する一般的な知識と技術

の修得を目的とする。誤解をおそれずに言えば，TOEIC 対策に焦点を特化したような内容は扱わず，聴解・発話の基礎的

一般的な運用能力を強化することをめざす。というのも，現実に話されている英語のほとんどは，様々な面において「教科書

的に正しい」英語から逸脱しており，そういった逸脱に対応できなければ，英語でのコミュニケーションはうまくいかないからで

ある。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～13 回] リスニングのスキルの学習と習得（下記参照） 

［第 14 回] Ⓐ総括； Ⓑ期末試験 

 プリントを用いて進める。コミュニケーション４では，春学期の３と比してリスニングのスキルに関する内容が多くなる（特に後

半）。難易度は初級から中級レベルだが，応用的な内容も取り込む。なお授業では，当然ながらいわゆる「標準」の英語を中

心的に扱い，折に触れて非標準の音声や表現についても言及する。 

 以下は授業の各回の内容に対応するものではない（複数回にわたる場合がある）が，蓄積的に修得しつつ積み上げていく

べきものを下に挙げる。 

１．音素（復習） 

２．強勢とリズム（復習） 

３．意味のグループ（復習） 

４．イントネーションの基礎と応用 

５．発話の要点を聴き取る 

６．必要な情報の抽出 

７．キーワードの把握 

８．話者の意図の予測 

９．話の展開の予測 

10．論理展開の予測 

 上記１～４については，聴いたことを模倣して発声する技術を身につけるよう努めること。 

 
３．履修上の注意 

 物理的参加は評価対象としない（つまり出席自体に点数はつかない）が，消極的参加（遅刻の累積・無許可の早退・看過

できない受講姿勢など）は評価時のマイナス要因とし、総合評価点から適宜減点する。履修上の注意点の詳細については

初回開講時に説明する。毎授業時に小テスト（成績評価の対象）を実施するので不足のないよう注意すること。 

 なお，授業内容は聴解と発話に特化されているが，語彙，文法，一般的な英語の知識がなければ，当然ながら聴き取るこ

とも話すことも不可能である。この点については注意されたい。また，聴解・発話の能力向上に関しては，日常的な練習が最

も効果的であり，週に 100 分の授業を受けるだけでは向上しないという点は充分ふまえておいていただきたい。能力向上を

望む者は１日 10 分・15 分ずつでも自習すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 秋学期の英語コミュニケーション４で学習する内容では，大学生でも実践が困難な要素が多くなる。実践できるようにするた

めには，不足している英語の聴解･発話に関する経験値を高めるのが最善策である。そのためには，クラスウェブにアップす

る音声ファイルを模倣し，発音練習をするだけでも一定の効果がある。さらに高い能力向上を望む場合は，市販教材等を用

いて多様な聴解問題に接する・音声だけの英語ニュースを聴く等の「実践的自主練」を短時間でも毎日行うことを強く薦め

る。 

 
５．教科書 

 プリントを配布する（教科書は使用しない）。 

 

 
６．参考書 

 特に指定しないが，独学で能力向上を狙う者は，日常的な練習に役立ちそうな市販の教材を目的別に探すとよい。目的も

多様である上，内容や方式の好みの問題があるため，この一冊と推薦できるものはない。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

※ 下記「成績評価の方法」も併せて参照 

①授業時の小テストの答案を受講者に返却しない。次回授業時のはじめに回答例を配布し、注意を要する点がある場合に

は解説する。 

②期末試験の答案を受講者に返却しない。試験を振り返る授業回はないが、失敗を避けるため、試験について授業内で事

前に詳しく説明する。 

 
８．成績評価の方法 

 各授業回のはじめに出欠と遅刻を確認する。 

 ①毎授業時の小テストによる評価（12 回分の合算を百点法に換算）〔50％〕 

 ②期末試験の点数（百点法）〔50％〕 

 ③遅刻の累積・無許可の早退・看過できない受講姿勢・等に対するマイナス評価 〔適宜〕 

 評価＝①×0.5＋②×0.5＋③  〔合計 60 点以上で合格とする〕 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[H 組] 

担当者名 山本洋平 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業の到達目標は、端的に、２つ。一点目は、英語でプレゼンができること。より具体的には、スライドを用いた３分の英

語でのプレゼンテーションを原稿を読み上げずにできること。二点目は、（担当教員の専門分野である）アメリカ文化の歴史と

現在を学びつつ、異文化理解の基礎を身につけること。この２つをどれだけ精度を高く習熟することができたかが評価のポイ

ントになります。 

 

英語プレゼンの修得に向かっては、音読テスト（「プレゼン Z」と呼ぶ）、１分スピーチ（「プレゼンＡ」）を経て、スライドを用いた

３分プレゼン（「プレゼンＢ」）へと段階的にプロジェクトを進めていきます。これらのパブリック・スピーキング力を支えるのは、

毎週のルーティン、すなわち、リーディング、リスニング、スピーキングとそれらを支える単語学習と例文暗唱。学期中はほぼ

毎回、単語テストと例文テストを行うことで、英語の基礎体力を養います。毎週のルーティンとプレゼンのプロジェクト型学習

（PBL）授業を通じて、異文化理解の重要性に対して内発的な気づきを得ることが最終的な到達目標です。 

 

なお、秋学期は、春学期のルーティン（単語・例文テスト）と３つのプレゼンを継続しつつ、文学テクストの読解やアカデミック・

ライティングの基礎を伝授する時間により多く割く予定です。 

 
２．授業内容 

＊単語力を養うために、複数回の小テストを行います。 

［第１回] イントロダクション：アカデミック・ライティング１ 

［第２回] 英文＆リスニングから発話へ：アカデミック・ライティング２ 

［第３回] 英文＆リスニングから発話へ（プレゼンテーション Z＝音読テストの実施） 

［第４回] 英文＆プレゼンテーション A：準備講座（1 分スピーチの構造） 

［第５回] 英文＆プレゼンテーション A 

［第６回] 英文＆プレゼンテーション A 

［第７回] 英文＆プレゼンテーション B：準備（パラグラフを書く） 

［第８回] 英文＆プレゼンテーション B：準備（予備日） 

［第９回] プレゼンテーション B 実践 

［第 10 回] プレゼンテーション B 実践 

［第 11 回] プレゼンテーション B 実践 

［第 12 回] プレゼンテーション B 実践 

［第 13 回] プレゼンテーション B：フィードバック 

［第 14 回] a. 講義 b. 期末試験 

 
３．履修上の注意 

毎回，教科書を用いた予習が課される（教科書は春学期からの継続。秋からの受講者はご相談ください）。授業内で英語に

よる発話をする機会を多く設ける。単語や例文を覚えるテストをほぼ毎週、授業冒頭に行う。欠席４回以上は単位取得対象

から外される。遅刻 2 回で 1 回の欠席とみなす。30 分以上の遅刻は欠席とみなす。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

学期中に複数回（10-12 回程度）、単語・例文テストが課される。学期中３回のプレゼンの準備をしてくる。 

 
５．教科書 

『America's Evolution』松柏社（教科書は春学期からの継続。秋からの受講者はご相談ください） 

 
６．参考書 

授業時に適宜紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内にコメントする 

 
８．成績評価の方法 
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授業内課題（単語テスト、プレゼン Z 含む）30％，プレゼンテーション（プレゼン A&B）30％、期末試験 40％の配分で、合計

が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

辞書（できれば紙の辞書、電子辞書可）を毎回持参すること。授業時間内は、スマホ、パッド系、PC など、あらゆるデバイスの

利用は禁止とする。ただし、クラスウェブ上での小テスト実施時とアンケート回答時、リサーチ・プロジェクト実施時は除く。他

の授業の教科書、資料の閲覧も同様に禁止とする。 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[I 組] 

担当者名 保坂昌光 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語のリスニングと発音について基礎的な事柄から応用的な部分まで学習する。聴解・発話に関する一般的な知識と技術

の修得を目的とする。誤解をおそれずに言えば，TOEIC 対策に焦点を特化したような内容は扱わず，聴解・発話の基礎的

一般的な運用能力を強化することをめざす。というのも，現実に話されている英語のほとんどは，様々な面において「教科書

的に正しい」英語から逸脱しており，そういった逸脱に対応できなければ，英語でのコミュニケーションはうまくいかないからで

ある。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～13 回] リスニングのスキルの学習と習得（下記参照） 

［第 14 回] Ⓐ総括； Ⓑ期末試験 

 プリントを用いて進める。コミュニケーション４では，春学期の３と比してリスニングのスキルに関する内容が多くなる（特に後

半）。難易度は初級から中級レベルだが，応用的な内容も取り込む。なお授業では，当然ながらいわゆる「標準」の英語を中

心的に扱い，折に触れて非標準の音声や表現についても言及する。 

 以下は授業の各回の内容に対応するものではない（複数回にわたる場合がある）が，蓄積的に修得しつつ積み上げていく

べきものを下に挙げる。 

１．音素（復習） 

２．強勢とリズム（復習） 

３．意味のグループ（復習） 

４．イントネーションの基礎と応用 

５．発話の要点を聴き取る 

６．必要な情報の抽出 

７．キーワードの把握 

８．話者の意図の予測 

９．話の展開の予測 

10．論理展開の予測 

 上記１～４については，聴いたことを模倣して発声する技術を身につけるよう努めること。 

 
３．履修上の注意 

 物理的参加は評価対象としない（つまり出席自体に点数はつかない）が，消極的参加（遅刻の累積・無許可の早退・看過

できない受講姿勢など）は評価時のマイナス要因とし、総合評価点から適宜減点する。履修上の注意点の詳細については

初回開講時に説明する。毎授業時に小テスト（成績評価の対象）を実施するので不足のないよう注意すること。 

 なお，授業内容は聴解と発話に特化されているが，語彙，文法，一般的な英語の知識がなければ，当然ながら聴き取るこ

とも話すことも不可能である。この点については注意されたい。また，聴解・発話の能力向上に関しては，日常的な練習が最

も効果的であり，週に 100 分の授業を受けるだけでは向上しないという点は充分ふまえておいていただきたい。能力向上を

望む者は１日 10 分・15 分ずつでも自習すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 秋学期の英語コミュニケーション４で学習する内容では，大学生でも実践が困難な要素が多くなる。実践できるようにするた

めには，不足している英語の聴解･発話に関する経験値を高めるのが最善策である。そのためには，クラスウェブにアップす

る音声ファイルを模倣し，発音練習をするだけでも一定の効果がある。さらに高い能力向上を望む場合は，市販教材等を用

いて多様な聴解問題に接する・音声だけの英語ニュースを聴く等の「実践的自主練」を短時間でも毎日行うことを強く薦め

る。 

 
５．教科書 

 プリントを配布する（教科書は使用しない）。 

 

 
６．参考書 

 特に指定しないが，独学で能力向上を狙う者は，日常的な練習に役立ちそうな市販の教材を目的別に探すとよい。目的も

多様である上，内容や方式の好みの問題があるため，この一冊と推薦できるものはない。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

※ 下記「成績評価の方法」も併せて参照 

①授業時の小テストの答案を受講者に返却しない。次回授業時のはじめに回答例を配布し、注意を要する点がある場合に

は解説する。 

②期末試験の答案を受講者に返却しない。試験を振り返る授業回はないが、失敗を避けるため、試験について授業内で事

前に詳しく説明する。 

 
８．成績評価の方法 

 各授業回のはじめに出欠と遅刻を確認する。 

 ①毎授業時の小テストによる評価（12 回分の合算を百点法に換算）〔50％〕 

 ②期末試験の点数（百点法）〔50％〕 

 ③遅刻の累積・無許可の早退・看過できない受講姿勢・等に対するマイナス評価 〔適宜〕 

 評価＝①×0.5＋②×0.5＋③  〔合計 60 点以上で合格とする〕 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[J 組] 

担当者名 石川太郎 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基本文法をおさらいしつつ，英語の表現力向上を目指します。各章ごとに実際にニュースで使用された英文を聴いてスクリ

プトを読みます。リスニング＋リーディングを軸に，語彙力アップ，内容要約，センテンスレベルの英文を書いて会話を行い，

最終的にまとまったパラグラフを書く練習をします。２回で１章終了を基本的な授業進行のペースとします。もちろん絶対では

ありません。必要に応じて，早くなったり、遅くなったりはあります。また、必要を感じれば、教科書とは別に教材を用意してリ

スニングや発音の練習を行います。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション，おためしライティング 

［第２回] Unit 1-1  

［第３回] Unit 1-2  

［第４回] Unit 2-1 

［第５回] Unit 2-2 

［第６回] Unit 3-1 

［第７回] Unit 3-2 

［第８回] Unit 4-1 

［第９回] Unit 4-2 

［第 10 回] Unit 5-1 

［第 11 回] Unit 5-2 

［第 12 回] Unit 6-1 

［第 13 回] Unit 6-2 

［第 14 回] ａ：「総括・まとめ」 ｂ：期末課題提出 

 

 
３．履修上の注意 

 授業には英和辞典を持参してください。学期末には特定のトピックについて英作文をそれぞれ書いて提出してもらう予定で

す。必要に応じて，教科書以外の教材を使います。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回の学習は前回までの学習の積み重ねの上に成り立ちます。必要に応じて復習をして授業に臨んでください。 

 
５．教科書 

 British News Update 6 （金星堂，2800 円＋税） 

 
６．参考書 

必要に応じて授業中に指示します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出した課題に必ずコメントを添えて返却致します。 

 
８．成績評価の方法 

 授業内活動 20％，授業内課題 30％，期末課題 50％とします。合計 60％を超えた者が成績評価の対象となります。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[K 組] 

担当者名 杉本裕代 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では、前期に続いて、グループと個人作業を通じて、英語で発話するモチベーションを高め、各人の知識を増や

し思考を深めていくことで、自分の思考を表現できる楽しさを実感することを目標としています。英文や動画などのインプット

を行いながら、それぞれの文脈のなかで個人の意見を発信する練習をし、英語でのコミュニケーションの経験値を上げてい

きましょう。 

   後期は、教科書の内容に加えて、グループ・プレゼンテーション等の活動を行います。 

 
２．授業内容 

初回でグループ分けをして、自習以降の授業の進め方を説明します。 

 毎週、グループごとに、発音 tips とテキスト内容関連について、担当者を決めます。 

 

第１回 イントロダクション 

第２回 Unit 8 Organic Farming 

第３回 Unit 9 Gene Editing 

第４回 発展問題 

第５回 Unit 10 Ocean Garbage 

第６回 Unit 11 The Peace Memorial of Hiroshima 

第７回 Unit 12 Myths About Human Motivation 

第８回 発展問題 

第９回 Unit 13 Review 1: Presenting Ideas 

第 10 回 Unit 14 Review 2: Giving a Speech 

第 11 回 期末課題活動 企画・準備 

第 12 回 期末課題活動 練習 

第 13 回 期末課題活動 発表 

第 14 回 試験 および 解説 

 

 
３．履修上の注意 

各自のノートパソコンを使って使う場合がありますので、なるべく持参してください。 

パソコンかスマートフォンで各自で音声を聴くことがありますので、イヤフォンを持参してください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

  予習：指定されたリーディング教材を読む、または、テキストの当該箇所の音声を聴き、それに関する課題を提出する（１

時間） 

  復習：テキストで使われた音声教材を聴き直し、その内容を自分なりに英語で要約し、また、記憶に残った表現をノートに

リストアップする。（１時間） 

 
５．教科書 

『Imagining a Better Society: Thinking and Learning Through TBL/TBL で考えるグローバル社会』（松柏社） 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題作成プロセスでの個別コメントのほか、全体講評を Oh-o!Meiji で公開する 

筆記試験については、同じ授業内で解説 

 
８．成績評価の方法 

授業への貢献度（参加態度）20％、 

授業内課題（毎回の授業での提出物）30％ 

期末試験 50％ (筆記試験 25%  期末課題活動 25%) 
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９．その他 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

555 

 

科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[L 組] 

担当者名 山本洋平 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業の到達目標は、端的に、２つ。一点目は、英語でプレゼンができること。より具体的には、スライドを用いた３分の英

語でのプレゼンテーションを原稿を読み上げずにできること。二点目は、（担当教員の専門分野である）アメリカ文化の歴史と

現在を学びつつ、異文化理解の基礎を身につけること。この２つをどれだけ精度を高く習熟することができたかが評価のポイ

ントになります。 

 

英語プレゼンの修得に向かっては、音読テスト（「プレゼン Z」と呼ぶ）、１分スピーチ（「プレゼンＡ」）を経て、スライドを用いた

３分プレゼン（「プレゼンＢ」）へと段階的にプロジェクトを進めていきます。これらのパブリック・スピーキング力を支えるのは、

毎週のルーティン、すなわち、リーディング、リスニング、スピーキングとそれらを支える単語学習と例文暗唱。学期中はほぼ

毎回、単語テストと例文テストを行うことで、英語の基礎体力を養います。毎週のルーティンとプレゼンのプロジェクト型学習

（PBL）授業を通じて、異文化理解の重要性に対して内発的な気づきを得ることが最終的な到達目標です。 

 

なお、秋学期は、春学期のルーティン（単語・例文テスト）と３つのプレゼンを継続しつつ、文学テクストの読解やアカデミック・

ライティングの基礎を伝授する時間により多く割く予定です。 

 
２．授業内容 

＊単語力を養うために、複数回の小テストを行います。 

［第１回] イントロダクション：アカデミック・ライティング１ 

［第２回] 英文＆リスニングから発話へ：アカデミック・ライティング２ 

［第３回] 英文＆リスニングから発話へ（プレゼンテーション Z＝音読テストの実施） 

［第４回] 英文＆プレゼンテーション A：準備講座（1 分スピーチの構造） 

［第５回] 英文＆プレゼンテーション A 

［第６回] 英文＆プレゼンテーション A 

［第７回] 英文＆プレゼンテーション B：準備（パラグラフを書く） 

［第８回] 英文＆プレゼンテーション B：準備（予備日） 

［第９回] プレゼンテーション B 実践 

［第 10 回] プレゼンテーション B 実践 

［第 11 回] プレゼンテーション B 実践 

［第 12 回] プレゼンテーション B 実践 

［第 13 回] プレゼンテーション B：フィードバック 

［第 14 回] a. 講義 b. 期末試験 

 
３．履修上の注意 

毎回，教科書を用いた予習が課される（教科書は春学期からの継続。秋からの受講者はご相談ください）。授業内で英語に

よる発話をする機会を多く設ける。単語や例文を覚えるテストをほぼ毎週、授業冒頭に行う。欠席４回以上は単位取得対象

から外される。遅刻 2 回で 1 回の欠席とみなす。30 分以上の遅刻は欠席とみなす。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

学期中に複数回（10-12 回程度）、単語・例文テストが課される。学期中３回のプレゼンの準備をしてくる。 

 
５．教科書 

『America's Evolution』松柏社（教科書は春学期からの継続。秋からの受講者はご相談ください） 

 
６．参考書 

授業時に適宜紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内にコメントする 

 
８．成績評価の方法 
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授業内課題（単語テスト、プレゼン Z 含む）30％，プレゼンテーション（プレゼン A&B）30％、期末試験 40％の配分で、合計

が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

辞書（できれば紙の辞書、電子辞書可）を毎回持参すること。授業時間内は、スマホ、パッド系、PC など、あらゆるデバイスの

利用は禁止とする。ただし、クラスウェブ上での小テスト実施時とアンケート回答時、リサーチ・プロジェクト実施時は除く。他

の授業の教科書、資料の閲覧も同様に禁止とする。 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[M 組] 

担当者名 小林千春 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

春学期に続き、本授業では、加速度を増すグローバル社会で生きるための英語コミュニケーション力を身につけることを目的

とする。アメリカ、イギリスの新聞、雑誌、The New York times, The Guardian, Bloomberg などから選んだ英文記事を読みな

がら、春学期とは異なる企業の取り組みを学ぶ。成功例のみならず衰退の様子なども取り扱い、直面している課題なども多

角的に考えることで思考力や批判力なども扱う。 

 英文記事の中で使用されている経済や経営に関する知識を深めると同時に、TOEIC の中に頻出するビジネス分野の語彙

力も培う。さらに今学期も記事に関連したトピックについて前回の問題点、反省点を踏まえ、英語プレゼンテーションを再度

行うこととする。プレゼンテーションにより、発信力の大切さを認識し、独創性を涵養することにより、グローバル人材として相

応しい英語コミュニケーション力を身につける。 

 

 

 

 

 
２．授業内容 

進度によって内容が入れ替わることがあります。 

第１回  イントロダクション  

第２回 8  TED 

第３回  8  TED 

第４回 9 Amazon 

第５回 9 Amazon 

第６回 10 Sony 

第７回 10 Sony 

第８回 11 IKEA 

第９回 11 IKEA 

第 10 回  12 Google 

第 11 回  12  Goole 

第 12 回  14 Disney 

第 13 回  14 Disney 

第 14 回 a: 期末試験 b: 解説と総まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

テキストは春学期のものを引き続き使用しますので、初回から持参してください。 

出席回数が全体の 2/3 に満たない場合は成績評価の対象にならないので注意すること。 

参加型授業なので積極的に授業に参加してください。 

プレゼンテーションの資料は指示された日時までにきちんと提出してください。 

授業中に授業や試験に関しての様々なアナウンスをします。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業で扱う reading article の単語は予習として調べてくること。 

授業で扱った単語やイデイオムを復習すること。 

 
５．教科書 

『Challenge of Global Enterprises 』（Kinseido）（春学期に使用したものと同じです) 

ハンドアウトも使用します。 

 

 
６．参考書 

授業中に紹介します。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

原則として、春学期同様、課題、プレゼンテーションのフィードバックは、各自が記入した self evaluation sheet に担当者がコ

メントを記載し、授業で返却します。 

 
８．成績評価の方法 

授業の貢献度１5％ 会話テスト・課題 25％ プレゼンテーション・評価シート 30％ 期末試験 30％  

合計 60％以上を単位取得の条件とする。 

（会話テストの日程は授業中に指定します） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[N 組] 

担当者名 下山千夏子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 概要：英語でのコミュニケーション技能を実践的に養成する。音声の聞き取りを繰り返しすることで、聞き取れる語彙を増や

し，内容に関連した Q&A, listening, writing, discussion, presentation を行う。TOEIC テストリスニング，スピーキングパート

に対応できるスキルを向上させる。 

 到達目標：英文を正確に聞き取り，応答する力を習得する。英文のまま理解し，迅速かつ的確に自分の意見を述べること

ができるようにする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] Introduction, pair work, group work & writing 

［第２回] Chapter 6 New Zealand Art and Tourism 

［第３回] Chapter 6Vocabulary/ Listening / Writing /Group Work 

［第４回] Chapter 7 Australia Stories and People 

［第５回] Chapter 7 Vocabulary/ Listening / Writing /Group Work 

［第６回]  Chapter 8 World Englishes: A Colonial Past 

［第７回] Chapter 8 Vocabulary/ Listening / Writing /Group Work 

［第８回] Chapter 9 Singapore: Social Life and Laws 

［第９回] Chapter 9 Vocabulary/ Listening / Writing / Group Work 

［第 10 回] Presentation  

［第 11 回] Presentation & Feedback 

［第 12 回] Chapter 10 India: Gender and Equality 

［第 13 回] Chapter 10 Vocabulary/ Listening / Writing / Group Work 

［第 14 回] a： Review of the semester b： Test 

 

 
３．履修上の注意 

 自律的な予習，復習は必須。小テスト（語彙，頻繁に利用する言い回し等），積極的な授業参加（グループディスカッション

やロールプレイ，プレゼンテーション，Q&A を含む）および課題の期限内の提出が単位取得の要件となる。 

 辞書を持参することが望ましい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に，教科書の該当箇所を読み，新出語は辞書で調べておくこと。復習としては，テキストの指定された箇所の音読，テ

キスト付属の音声をスクリプトを参照しながら聞く。また，宿題とされたテーマについての writing をすること。 

 

 
５．教科書 

 『Intercultural Pathways to the English-Speaking World グローバル・マインドでひろがる異文化の世界』 Jesse Elam 他著

（松柏社） 

 
６．参考書 

「TOEIC L&R TEST 出る単特急 金のフレーズ」 TEX 加藤 著（朝日新聞出版）  

授業では使用しないが、語彙を増やすために有益な参考書として紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で行う小テストは返却時に解答、解説を行う。プレゼンテーションは全員終了後に講評と個別フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 50％。小テスト，課題提出, 平常点 35％。プレゼンテーション 15％。合計が満点の 60％以上を単位取得の条件

とする。 

 定期試験の受験には全体の三分の 2 以上の出席が不可欠である。そのため、単位取得には 10 回以上の出席が必要とな

る。欠席回数が４回を超えた場合，定期試験の受験資格を失う。ただし，遅刻３回で欠席１回分に換算する。 
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 また，授業開始から 30 分を超えた入室は，欠席扱いとする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[O 組] 

担当者名 榎本悠希 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 春学期に引き続き、この授業では、主にアメリカ映画のスクリプトの読解・音読・リスニングを通じて、大学生にとって必要な

基礎的な英語力の向上を狙います。2〜3 回の授業で一つの映画を扱う予定です。映画の中には、高校生で培ってきた単

語や文法的な知識だけではなく、ネイティヴ特有の言い回しや表現、発音が多量に含まれます。こうした実際に発話される

生の英語を通じて英語を学ぶことは、今後英語を本格的に学んでいく皆さんにとってより有意義な機会になるでしょう。 

 
２．授業内容 

第一回 イントロダクション（自己紹介、シラバスの確認） 

第二回 映画① 

第三回 映画① 

第四回 映画② 

第五回 映画② 

（…） 

第十三回 プレテスト 

第十四回 期末テスト 

 
３．履修上の注意 

リスニングを中心に行う予定なので、是非、集中力や体調を整えてきてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業内で随時指示します。 

 
５．教科書 

授業内でプリント配布予定。 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

演習点(60%)＋期末テスト（40%） 

＊合計で 60％以上を合格とします。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[P 組] 

担当者名 ハドランド，エリックＭ． 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

Course overview and learning targets: Course IB builds on IA prerequisites, TOEIC vocabulary, projects, and games. 

 
２．授業内容 

The fall semester includes review of basics, and TOEIC vocabulary. We may target other topics in reading/writing or 

speaking/listening depend on student aptitude and preferences.  

 

01 3-07 system/goals, review of prerequisites 

02   10-01 communication survey 

03   2-03 phrasal verbs 

04   2-04 phrasal verbs 

05 3-03 to 05 writing test 

06 3-06 to 10 writing test 

07 3-11 to 15 writing test 

08 3-16 to 20 writing test 

09 7-04 writing game 

10 7-04 writing game 

11 7-06 writing game 

12 7-06 writing game 

13   3-02 speaking game 

14 unit 10 speaking games 

 
３．履修上の注意 

Prerequisites include some basics of Course 1A, such as 01-11 and 01-12 grammar test, and the main ideas about 

sentences. 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

Out of class learning includes weekly homework assignments with open communications. Students need a textbook, 

stationary supplies,  various phone apps, and dictionary; each team needs playing cards. 

 
５．教科書 

The textbook is read write speak listen by E.M. Hadland (2021) 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

Grades are based on weekly score averages, team and class participation. 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[Q 組] 

担当者名 下山千夏子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 概要：英語でのコミュニケーション技能を実践的に養成する。音声の聞き取りを繰り返しすることで、聞き取れる語彙を増や

し，内容に関連した Q&A, listening, writing, discussion, presentation を行う。TOEIC テストリスニング，スピーキングパート

に対応できるスキルを向上させる。 

 到達目標：英文を正確に聞き取り，応答する力を習得する。英文のまま理解し，迅速かつ的確に自分の意見を述べること

ができるようにする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] Introduction, pair work, group work & writing 

［第２回] Chapter 6 New Zealand Art and Tourism 

［第３回] Chapter 6Vocabulary/ Listening / Writing /Group Work 

［第４回] Chapter 7 Australia Stories and People 

［第５回] Chapter 7 Vocabulary/ Listening / Writing /Group Work 

［第６回]  Chapter 8 World Englishes: A Colonial Past 

［第７回] Chapter 8 Vocabulary/ Listening / Writing /Group Work 

［第８回] Chapter 9 Singapore: Social Life and Laws 

［第９回] Chapter 9 Vocabulary/ Listening / Writing / Group Work 

［第 10 回] Presentation  

［第 11 回] Presentation & Feedback 

［第 12 回] Chapter 10 India: Gender and Equality 

［第 13 回] Chapter 10 Vocabulary/ Listening / Writing / Group Work 

［第 14 回] a： Review of the semester b： Test 

 

 
３．履修上の注意 

 自律的な予習，復習は必須。小テスト（語彙，頻繁に利用する言い回し等），積極的な授業参加（グループディスカッション

やロールプレイ，プレゼンテーション，Q&A を含む）および課題の期限内の提出が単位取得の要件となる。 

 辞書を持参することが望ましい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に，教科書の該当箇所を読み，新出語は辞書で調べておくこと。復習としては，テキストの指定された箇所の音読，テ

キスト付属の音声をスクリプトを参照しながら聞く。また，宿題とされたテーマについての writing をすること。 

 

 
５．教科書 

 『Intercultural Pathways to the English-Speaking World グローバル・マインドでひろがる異文化の世界』 Jesse Elam 他著

（松柏社） 

 
６．参考書 

「TOEIC L&R TEST 出る単特急 金のフレーズ」 TEX 加藤 著（朝日新聞出版）  

授業では使用しないが、語彙を増やすために有益な参考書として紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で行う小テストは返却時に解答、解説を行う。プレゼンテーションは全員終了後に講評と個別フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 50％。小テスト，課題提出, 平常点 35％。プレゼンテーション 15％。合計が満点の 60％以上を単位取得の条件

とする。 

 定期試験の受験には全体の三分の 2 以上の出席が不可欠である。そのため、単位取得には 10 回以上の出席が必要とな

る。欠席回数が４回を超えた場合，定期試験の受験資格を失う。ただし，遅刻３回で欠席１回分に換算する。 
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 また，授業開始から 30 分を超えた入室は，欠席扱いとする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[R 組] 

担当者名 原瑠美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

落書き、冗談、いたずら。一見子どもじみたそんな何かをきっかけとして、文化も言葉も専門分野も異なる人との関係が深まる

ことがある。英単語がわからなければ、イラストを描いて伝えたっていい。この授業では子ども向けコミックの人気シリーズを丁

寧に読みながら、自分の言葉と絵で発表と会話を楽しむための英語コミュニケーション力向上を目指す。課題はコミックの実

演やオリジナルコミックの制作などを含み、各課題に対し発表と講評の時間を設ける。 

 

授業の目標： 

1. 英語とイラストを使って発表・会話を楽しむことができる。 

2. わからない単語やフレーズがあってもその意味を確認しつつ発表・会話を続けることができる。 

3. 他者の発表・発言を聞き、自分の意見をその理由も含め述べることができる。 

 

 
２．授業内容 

第１回：イントロダクション、作品・作者の解説、自己紹介ゲーム 

第２回：音読・英語フレーズ確認、課題１（Live Action）スタート 

第３回：音読・英語フレーズ確認、課題１（Live Action）練習 

第４回：課題１（Live Action）発表・講評 

第５回：音読・英語フレーズ確認、課題 2（Imaginary Friend）スタート 

第６回：音読・英語フレーズ確認、課題２（Imaginary Friend）作業 

第７回：課題２（Imaginary Friend）発表・講評 

第８回：音読・英語フレーズ確認、課題３（Illustrated Journalism）スタート 

第９回：音読・英語フレーズ確認、課題３（Illustrated Journalism）作業 

第１０回：課題３（Illustrated Journalism）発表・講評 

第１１回：音読・英語フレーズ確認、課題４（Childhood Comic）スタート 

第１２回：音読・英語フレーズ確認、課題４（Childhood Comic）作業 

第１３回：課題４（Childhood Comic）発表・講評１（期末試験の代わりとする） 

第１４回：課題４（Childhood Comic）発表・講評 2（期末試験の代わりとする） 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書を入手し、作品の概要（作者について、どんな話かなど）を把握しておくこと。 

下記のものを用意して第１回目の授業に持参すること。 

 

•筆記用具（2B 以上の鉛筆、消しゴム、サインペン） 

•A4 サイズ程度以上のスケッチブック（アイデア出しやゲームに使用する。リング綴じなど１枚ずつ取り外ししやすいものがよ

い。） 

•そのほか好きな画材適宜（水彩絵具、色鉛筆、マーカーなど） 

 

 
５．教科書 

『Akissi – Tales of Mischief』 by Abouet & Sapin（Flying Eye Books） 

 
６．参考書 

なし 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に適宜行うほか、課題提出後のコメントも返す。 

 
８．成績評価の方法 

４つの課題と平常点で成績評価を行う。 
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課題１（Live Action） 20% 

課題２（Imaginary Friend） 20% 

課題３（Illustrated Journalism） 20% 

課題４（Childhood Comic） 20% 

平常点 20% 

 

欠席は 3 回まで可とする。4 回以上の欠席はよほどの理由がない限り不可。遅刻は 15 分以内のものは 2 回で欠席１回、15

分を超える遅刻は欠席 1 回とみなす。ただし交通機関遅延などやむを得ない理由がある場合を除く。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[T 組] 

担当者名 石川太郎 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基本文法をおさらいしつつ，英語の表現力向上を目指します。各章ごとに実際にニュースで使用された英文を聴いてスクリ

プトを読みます。リスニング＋リーディングを軸に，語彙力アップ，内容要約，センテンスレベルの英文を書いて会話を行い，

最終的にまとまったパラグラフを書く練習をします。２回で１章終了を基本的な授業進行のペースとします。もちろん絶対では

ありません。必要に応じて，早くなったり、遅くなったりはあります。また、必要を感じれば、教科書とは別に教材を用意してリ

スニングや発音の練習を行います。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション，おためしライティング 

［第２回] Unit 1-1  

［第３回] Unit 1-2  

［第４回] Unit 2-1 

［第５回] Unit 2-2 

［第６回] Unit 3-1 

［第７回] Unit 3-2 

［第８回] Unit 4-1 

［第９回] Unit 4-2 

［第 10 回] Unit 5-1 

［第 11 回] Unit 5-2 

［第 12 回] Unit 6-1 

［第 13 回] Unit 6-2 

［第 14 回] ａ：「総括・まとめ」 ｂ：期末課題提出 

 

 
３．履修上の注意 

 授業には英和辞典を持参してください。学期末には特定のトピックについて英作文をそれぞれ書いて提出してもらう予定で

す。必要に応じて，教科書以外の教材を使います。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回の学習は前回までの学習の積み重ねの上に成り立ちます。必要に応じて復習をして授業に臨んでください。 

 
５．教科書 

 British News Update 6 （金星堂，2800 円＋税） 

 
６．参考書 

必要に応じて授業中に指示します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出した課題に必ずコメントを添えて返却致します。 

 
８．成績評価の方法 

 授業内活動 20％，授業内課題 30％，期末課題 50％とします。合計 60％を超えた者が成績評価の対象となります。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[S 組] 

担当者名 荒木友嗣 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、春学期に引き続き、NHK の人気番組 Direct Talk から科学技術、社会福祉、服飾など様々な分野で活躍す

る人々を通じ現代社会の課題に迫る Video 教材付き教科書を使って、英語の視聴覚技能を養うことを目的とする。教科書の

各 Voice（Unit に相当）の中心は、最大 10 分までのインタヴュー映像（Online）を前半・後半に分けて視聴すること。事前に

はリーディングで予備知識を得、語彙や主題の導入問題に取り組む。後には情報整理や要約のタスクでフォローする。以上

のようなパターンで４つの Voice（Unit）を行う予定。 

 なお、これも春学期同様、授業は原則挙手応答で進め、毎 Voice（Unit）一回課題を課す。 

 

 

 

 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回] イントロダクション（春学期の補足／後期開始 Unit の導入等） 

[第 2 回] Voice 5 French Refugee Integration / Voice 6 The Power of Biologging [1] 

[第 3 回] Voice 5 French Refugee Integration / Voice 6 The Power of Biologging [2]  

[第 4 回] Voice 5 French Refugee Integration / Voice 6 The Power of Biologging [3] 

[第 5 回] Voice 7 Farming Is the Future / Voice 8 New Challenges for a Fashion Giant [1] 

[第 6 回] Voice 7 Farming Is the Future / Voice 8 New Challenges for a Fashion Giant [2] 

[第 7 回] Voice 7 Farming Is the Future / Voice 8 New Challenges for a Fashion Giant [3] 

[第 8 回] Voice 9 Helping the Socially Vulnerable / Voice 10 The Danish Recipe for Happiness [1] 

[第 9 回] Voice 9 Helping the Socially Vulnerable / Voice 10 The Danish Recipe for Happiness [2] 

[第 10 回] Voice 9 Helping the Socially Vulnerable / Voice 10 The Danish Recipe for Happiness [3] 

[第 11 回] Voice 11 Knitting the Future by Hand / Voice 12 Towards a Zero-Waste Future [1] 

[第 12 回] Voice 11 Knitting the Future by Hand / Voice 12 Towards a Zero-Waste Future [2] 

[第 13 回] Voice 11 Knitting the Future by Hand / Voice 12 Towards a Zero-Waste Future [3] 

[第 14 回] a. まとめ／補足 b. 学期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

＊本授業は毎回固定席に着席すること。 

＊授業中、教室の出入りは厳にこれを慎むこと。 

＊本授業は原則的に学生の挙手応答による実践（評価対象）によって進められる。挙手のない場合はランダムに指名する。 

＊使用テキストの各 Voice（Unit に相当）から一回の課題（評価対象）を課す。課題は、それが課せられた次の週の授業時を

締め切りとする。締め切り後の提出には一定の減点がなされる。 

＊不可抗力の欠席プラス遅刻（いずれも証明あるいは妥当な説明が必要）を 4 回まで許容、5 回以上で学期末試験を無効

とする。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：次の授業の学習個所中、不明であったり理解のあいまいな単語や表現（文法事項を含む）はなるべく予め辞書で確

認して授業に臨むこと。授業ではそれらの事柄を確認するよう心がけること。なお不明な点はなるべく確認にくること。 

 復習：授業で確認した予習事項を授業後も点検し，ノートあるいは教科書に記録しておくこと。課題箇所は重要な復習箇所

でもあるので疎かにせずに取り組むこと。 

 予習・復習を問わず、時間を見つけては教科書付録の Online Video を視聴し理解を補強すること。、 

 

 
５．教科書 

Megumi Kobayashi, Reiko Fujita, Peter J. Collins, 「Inspiring Voices: 15 Interviews from NHK Direct Talk （NHK Direct 

Talk―世界を変える声を聞く）」（2021、金星堂）2600 円+税 
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６．参考書 

授業中に適宜紹介する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する 

 
８．成績評価の方法 

100 点満点（課題実施状況 30 点、挙手応答 20 点、学期末試験 50 点）中、60 点以上の取得を合格（SABC）とする。ただ

し、授業最終回直前回までに欠席プラス遅刻が 4 回以内でなければ学期末試験を 0 点とみなす。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[再履] 

担当者名 宮田理奈子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 公私ともに海外との接触が増えるなか，自分の言葉で考え英語で語ることができるようになることが大切であると同時に，さ

まざまな背景の人と円滑にコミュニケーションができるようになることが必要である。様々な英語を耳にする中で内容を理解

し，かつ自分の考えを英語で口に出したり文章にしたりできるようになることを目標とする。特にプレゼンテーションのスキルの

習得を促す。教科書を用いて，練習問題を解き，時にペアワークやグループディスカッションをすると同時に，さまざまな場

面，相手に応じた対応ができるようにする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Names 

［第３回] Global English 

［第４回] Phobias 

［第５回] Success in the Global Economy 

［第６回] How We Each Learn Best 

［第７回] The Silk Road 

［第８回] Sports Fans 

［第９回] Frank Gehry 

［第 10 回] Global Epidemic 

［第 11 回] 21st enturies 

［第 12 回] プレゼンテーション 質疑応答 

［第 13 回] プレゼンテーション 質疑応答 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 辞書を持参すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 各章のイントロダクション，語彙の事前予習およびテーマに対しての意見を英語で考えておく事が望まれる。（準備学習

30-45 分） 

 

 
５．教科書 

 Contemporary Topics 2 Fourth edition 

 Pearson 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内に口頭で伝える 

 
８．成績評価の方法 

 授業参加 30％，プレゼンテーション実技及び質疑応答 50％ 課題小テスト 20％ 総合の 60％以上を合格とする。 

 

 
９．その他 

 積極的に他者と協力して楽しみながら課題に取り組み，発言する姿勢が望ましい。 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[再履] 

担当者名 林康子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 海外旅行に出かけた時や外国人と仕事をするときなどに，最低限のコミュニケーションができるように，まずは聞くことに重

点をおいて学ぶ。言葉は音が重要な要素であるため，テープを聞いてディクテーションや，穴埋めの演習を行う。また，語彙

を増やす為，プリント教材や DVD を用いた時事英語も取り入れる予定である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクションと TOEIC 演習 

［第２回] unit 8 Daughters of the Soil 

［第３回] ニュース英語 

［第４回] unit 9 Engaging Youth in Politics 

［第５回] ニュース英語 

［第６回] unit 10 Magic in Moonlighting 

［第７回] ニュース英語 

［第８回] unit 11 On Your Bike 

［第９回] ニュース英語 

［第 10 回] unit 12 Designing Nations 

［第 11 回] ニュース英語 

［第 12 回] unit 13 Litter Buster 

［第 13 回] unit 14 Leaving the Playing Field または DVD 鑑賞後課題提出 

［第 14 回] ａ：授業全体の復習  ｂ：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 第１回目のイントロダクションも授業回数に含まれるので出席すること（出席しないと１回欠席したとみなされる）。 

 授業態度を重視している。遅刻２回で１回の欠席とする。欠席４回以上した者に単位は与えない。 

 授業中の居眠り，私語，スマホ使用は，授業に参加する意思のないものとみなし欠席扱いとする。 

 教科書を忘れた場合は遅刻１回とみなす。 

 就職活動、体育会の試合，病気（大学の規定以外の病気）は欠席扱いとする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 NHK NEWSLINE の Review the key expressions の日本語を英訳できるように復習すること。また，次回の words ＆ 

phrases にも目を通しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 NHK NEWSLINE 金星堂 

 Listening Pointer for the TOEIC Test 成美堂 

 初回の授業までに必ず購入しておくこと。 

 第１回目から教科書を忘れた場合は遅刻１回とみなされるので注意すること。 

 

 
６．参考書 

 必ず英和及び和英辞典を持参すること。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

 欠席４回以上した者には単位を認めない。遅刻２回で１回の欠席とみなす。成績は定期試験 60％，平常点（毎回の小テス

ト，授業参加態度）40％の配分で評価する。総合得点の 60％以上を合格とする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[再履] 

担当者名 ティベール，ギイＲ． 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

1- <ACHIEVEMENT GOALS> ab 

Following spoken and written instructions, as well as demonstrations, participants will be able (0) to improve their English 

skills toward a better communicative fluency. The real objective is (1) to achieve better mutual understanding by using 

English for communication in class, especially by speaking (and writing by speaking with technological assistance). All skills 

are used to these ends. Technological help provides models and supplementary support. Improvement happens along the 

assignment production.  

 

2- <COURSE OUTLINE> ab 

This project-driven course offers a unique opportunity to break through the English language barrier for beginners to 

highly motivated participants. Though it is in English entirely, easy-to-follow instructions and demonstrations make it a 

breeze. In class, participants learn experientially by matching models and recreating them with their own topics. Language 

acquisition occurs by complying to spoken and written instructions in English. Written (and translatable) instructions 

provide additional support to complete the project parts in solo. Communicative achievement arises through preparation, 

practice, and media creation. Participants produce project parts with their own personal computer. Bringing a PC to class 

is the main way to (1) participate, (2) obtain feedback on assignments, (3) share, and (4) correct one's work swiftly. A PC 

(equipped with Windows 11) is required to pass this course. Any other kind of device (Apple, tablets, smartphones etc.) is 

not acceptable, since help won’t be provided for all these incompatible platforms. ZOOM and Dropbox are our main 

communication tools for sharing our project parts. Each semester, we create different kinds of project. 

 

 
２．授業内容 

3- <LECTURE PLAN> ab 

Spring and Autumn Semester Course Contents  

Most of the specific contents cannot be described in advance. A typical class contains a review time (RT), a media time 

(MT), and a project time (PT). Participants partly choose the contents by adapting the demo projects to their own topics. 

Participants refer to the Progressive Assignment List (PAL) for the specific weekly details.  

 

4- 2025ab <MEETING CONTENTS ab>  

<Tentative Schedule>       

The schedule is explained in the colorful version of PAL & PR (Progressive Assignment List & Proof Report).  

From M01 to M09, we create the progressive parts that will become a complete project as practice. Thus, the different 

kinds of project become integrated with their similar parts. The instructor selects the required target sites, types, tools, 

and format for the projects.  

In spring, participants create (1) Pocket Topic Projects (PTP); and (2) Reading Test Projects (RTP). Participants select the 

categories and topics for these projects.  

In autumn, participants create (1) Answer Challenge Projects (ACP), and (2) Menti Quiz Projects (MQP) from an 

audiobook. The project parts, which are graded tasks leading to the completion of a complete project, can be seen as steps 

leading to improvement in English.  

 

 

2025a Spring Semester (Summary) 

Meeting Tools & Targets 

M01 Microsoft Word & Dropbox & AYS GUGIN PNf Weekly & Final REPORTS & Portfolio folder 

M02 Ninite & Paint.Net & Lingua & Reading Test Proof 01 (Topic01).png 

M03 Google Chrome & Paint.Net & RTP02 (Topic02).png 

M04 Pocket & Paint.Net & Topic Selection (AABBCC) & TopicA & RTP03 (Topic03).png 

M05 Google Translate & Paint.Net & TopicAA & RTP04 (Topic04).png 

M06 Otter.ai & TopicAA & Paint.Net & RTP05 (Topic05).png 

M07 Microsoft Word & Menti & TopicAA & RTP06 (Topic06).png 

M08 Microsoft Word & Menti & TopicBB & RTP07 (Topic07).png 

M09 Pocket & Paint.Net & TopicCC & RTP08 (Topic08).png 
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M10 Complete Project & Topic Selection (ABCD) & TopicA & RTP09 (Topic09).png 

M11 Complete Project & TopicB & RTP10 (Topic10).png 

M12 Complete Project & TopicC & RTP11 (Topic11).png 

M13 Complete Project & TopicD & RTP12 (Topic12).png 

M14 Adjustment & Last compilation for Final Report. 

 

2025a Autumn Semester (Summary) 

Meeting Tools & Targets 

M01 Microsoft Word & Dropbox & AYS GUGIN PNf Weekly & Final REPORTS & Portfolio folder 

M02 Ninite & Paint.Net & Answer Challenge Proof 01 (Q01~07).png 

M03 Google Chrome & Paint.Net & ACP02 (Q08~14).png 

M04 Pocket & Paint.Net & TopicA & ACP03 (Q15~21).png 

M05 Google Translate & Paint.Net & TopicA & ACP04 (Q22~28).png 

M06 Otter.ai & TopicA & Paint.Net & ACP05 (Q29~35).png 

M07 Microsoft Word & Menti & TopicA & ACP06 (Q36~42).png 

M08 Microsoft Word & Menti & TopicB & ACP07 (Q43~49).png 

M09 Pocket & Paint.Net & TopicC & ACP08 (Q50~56).png 

M10 Complete Project & Topic1 & ACP09 (Q57~63).png 

M11 Complete Project & Topic2 & ACP10 (Q64~70).png 

M12 Complete Project & Topic3 & ACP11 (Q71~77).png 

M13 Complete Project & Topic4 & ACP12 (Q78~Q84).png 

M14 ACP13 (Q85~Q91).png [optional] & Last compilation for Final Report. 

 

 
３．履修上の注意 

5- <PREREQUISITES and REGISTRATION REQUIREMENTS> ab 

A- To be willing to produce files in English and share them in English. That is the main prerequisite. Most of the sharing is 

made with the participants' own (windows 11) laptop PC. We use online technology in class to share our screen.  

 

B- (BYOD)To bring one's own (Windows 11) laptop Personal Computer in class. Participants must attend in person with a 

(Windows 11) laptop PC. Be smarter than a smartphone. 

 

C- To attend the FIRST 5 MEETINGS to understand the basic process.  

Participants need:  

a) to confirm their registration;  

b) to get their Unique Group Identification Number (GUGIN or TUGIN);  

c) to get the target report URL;  

d) to give the instructor their PAL & PR static Dropbox address.  

 

Otherwise, they start at a loss and are lost. Still, without a GUGIN (or TUGIN), they won't exist on the instructor's list 

until they ask for it in class directly in order to confirm and update their data with DROPBOX.COM in the format 

instructed from the first meeting. 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

6- <PRECAUTIONS FOR TAKING THIS COURSE>ab 

a. Out-of-class time for study requires about 90 minutes (or more) every week (6 days X 15 minutes) for review 

(MOQ), reports, tasks, or projects. It may take more at the beginning and less toward the end when the process is 

understood and acquired. This is an average.  

 

b. This course is immersive. It means: All the study material (including the syllabus) and class time are entirely in 

English. It consists of instructions, guiding documents (including this syllabus), and model templates in English.  

 

c. Participants also use technological tools to understand when they are stuck. They use online dictionaries, online 

translators, and text-to-speech devices to learn pronunciation and navigate within this course. These tools guide them 

toward better understanding. There is no shame in guessing, only curiosity to see if our interpretation is adequate. Nothing 

is done in vain when it is done in English.  
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d. Participants are willing to prepare their media before class with the instruction documents or models. Taking 

notes and composing questions after each class is part of the weekly assignment too, since it consists in understanding 

English. Thus, participants become able to participate in the following weekly revision; a "live" quiz game.  

 

e. The project time is meant to share your personal projects with the whole group. This is the win-win shortcut 

that help others to understand and help yourself to improve by doing so. These projects certainly confirm your 

understanding. Participants focus on them to get superior grades.  

 

f. Being there for the initial and final meetings is the best way to start and finish properly.  

GUGIN (or TUGIN) is never given by email.  

If participants do not have GUGIN (or TUGIN), they must come to class in person, and ask for it.  

 

g. Both the Final Report and PORTFOLIO.zip must be reachable by the end of the semester to avoid a lower grade 

or failure.  

 

 
５．教科書 

7- <TEXTBOOKS>ab 

The instructor progressively adapts his instruction manuals to the perceived participants' understanding. They consist of 

guides (LG) and how-to (HT) documents (translatable PDFs). Participants access the evolving English material (under the 

form of guides, models, and media / documents) with online devices. The instructor's PALR contains all the necessary 

details and access points. The instructor recommends watching (listening + reading) the documents to improve the 

understanding of what is being instructed in class.  

 

 
６．参考書 

8- <REFERENCE BOOKS> ab 

The best references are the class documents, the chosen topics, and the class media, if any.  

"Learning how to learn (or study)" publications from your school should also be consulted regularly and applied in this 

course; especially for notetaking and recommended study habits.       

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

9- <METHOD OF FEEDBACK ON PROJECTS AND ISSUES> ab 

a. Bring Your Own Device (BYOD): A Windows 11 PC laptop (& electric connector) is best to get Participation 

points & Project marks.  

Participants are required to share their screen weekly to share their weekly project parts.  

That is how they get direct feedback for instant assessment, correction and demonstration.  

Feedback cannot be given with nothing to show for it. Just SHOW and TELL for more points.  

 

b. Feedback is given in class orally through sharing screen online with our devices. Access through the 

participants' Dropbox links from the instructor's machine is possible for oral and written feedback. 

 

c. Feedback occurs weekly in each group to provide scoring self-management. Participants: (a) evaluate their 

projects with criteria given in the HT and LG documents; (b) confirm their scores in class by sharing their screen; (c) 

update their improved (or corrected) projects through DROPBOX.COM; (d) practice / participate with partners; and (e) 

share their personal projects with the group.  

 

d. Feedback goes further with formative self-management. It implies that participants must take notes of: (a) 

Attendance; (b) Project Points; (c) Practice/Participation points; and (d) Sharing marks in their personal PAL & PR. They 

must (e) document (keep proof of) how these scores were obtained in the PAL & PR Memo Note Table, (f) take screenshots 

of the quiz results, (g) identify these screenshots properly as demonstrated, (h) calculate their various scores, (i) provide 

the calculations of those scores on edited screenshots, and (j) connect them with Dropbox links in their personal PAL & 

PR.  

 



2025 年度理工学部 シラバス 

576 

 

e. There is no return of assignments by the instructor, since assignments never leave the participants. Participants 

create project parts with the help of models. Participants may update their assignments, or make better attempts with the 

following project part models. 

 

 
８．成績評価の方法 

10- <GRADING & EVALUATION> ab 

(Consult LG05 GRADING when it comes out.) 

The negotiation process consists of self-evaluation, self-management and self-grading by the participants and the 

instructor. 

 

(A) NECESSARY CONDITIONS (as gates, hurdles, or threshold for success) 

1. The Attendance number must reach 10. 

2. Project & Participation points must reach 1800. 

3. The weekly report (in DOCX and PDF forms) must be completed with openable Dropbox links. 

4. The points & marks must be compiled in the PAL & PR (Progressive Assignment List & Proof Report) table. 

5. The points & marks must be compiled in the SMRS (Self-Management Report Summary) table (above the PAL & 

PR). 

6. The final grade must be calculated in the FSMR (Final Self-Management Report) table. 

7. The personal PORTFOLIO.ZIP Dropbox link must be inserted in the FSMR (Final Self-Management Report) 

table.  

8. A Dropbox link to the personal PAL & PR (PDF version) must be passed through ZOOM chat to the instructor. 

 

(B) GRADE EVALUATION METHOD IN PERCENTAGE (as point thresholds for the second gate after attendance)  

F= 0~1320 (0~44%), F+=1350~1770 (45~59%);  

C=1800~1920 (60~64%), C+=1950~2070 (65~69%),  

B=2100~2250 (70~74%), B+=2250~2370 (75~79%),  

A=2400~2520 (80~84%), and A+=2550~ (85~89%). 

S (90~94%), and S+ (95~99%) grades can only be reached with green Sharing marks and threshold jumps. 

The letter grades more or less correspond to the percentage grades as prescribed by the school. 

Conversion: 1% = 30 (project or participation) points. 

 

(C) GRADE EVALUATION CRITERIA, EVALUATION DISTRIBUTION, ETC.>  

The main evaluation criteria are:  ACCESSIBLE (through ZOOM & DROPBOX) & DONE / PARTIALLY DONE / NOT 

DONE / LATE (-50%) 

The evaluation distribution takes care of itself with the accumulation of project parts that are more or less completed: 

Producing weekly media is the way to go. Do not wait for others; Lead your own way.  

 

 
９．その他 

11- <ACCESS TO THE INSTRUCTOR> ab  

• Participants may reach the instructor with the email address and protocol from the first meeting.  

• The Zoom meeting invitation is notified in class only (from the first meeting). 

• Participants must attend in person with a (Windows 11) laptop PC.  

• Only 4 absences are permitted (Each extra absence loses 0.5 threshold.) 

• In cases of emergency (or absence of the instructor), enter the Zoom meeting to reach the class or consult the 

school notifications.  

 

12- <WEEKLY ACTIONS>ab 

• Practice, produce, evaluate, and LINK the weekly assignment with Dropbox links in the PAL&PR (pdf). 

The instructor confirms the marking in class from the first meeting and on.  

• Participants must identify the WEEKLY project parts with the naming protocol in PAL&PR,  

and make them available through permanent Dropbox links within their weekly report (personal PAL&PR).  

• The deadline for each project corresponds to the meeting number.  

• Participants' projects are transmitted weekly through their Dropbox link by updating both versions (docx & pdf) 

of PALR.  

• The 2 final versions are due for the last meeting of the semester the same way. 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[再履] 

担当者名 ティベール，ギイＲ． 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

1- <ACHIEVEMENT GOALS> ab 

Following spoken and written instructions, as well as demonstrations, participants will be able (0) to improve their English 

skills toward a better communicative fluency. The real objective is (1) to achieve better mutual understanding by using 

English for communication in class, especially by speaking (and writing by speaking with technological assistance). All skills 

are used to these ends. Technological help provides models and supplementary support. Improvement happens along the 

assignment production.  

 

2- <COURSE OUTLINE> ab 

This project-driven course offers a unique opportunity to break through the English language barrier for beginners to 

highly motivated participants. Though it is in English entirely, easy-to-follow instructions and demonstrations make it a 

breeze. In class, participants learn experientially by matching models and recreating them with their own topics. Language 

acquisition occurs by complying to spoken and written instructions in English. Written (and translatable) instructions 

provide additional support to complete the project parts in solo. Communicative achievement arises through preparation, 

practice, and media creation. Participants produce project parts with their own personal computer. Bringing a PC to class 

is the main way to (1) participate, (2) obtain feedback on assignments, (3) share, and (4) correct one's work swiftly. A PC 

(equipped with Windows 11) is required to pass this course. Any other kind of device (Apple, tablets, smartphones etc.) is 

not acceptable, since help won’t be provided for all these incompatible platforms. ZOOM and Dropbox are our main 

communication tools for sharing our project parts. Each semester, we create different kinds of project. 

 

 
２．授業内容 

3- <LECTURE PLAN> ab 

Spring and Autumn Semester Course Contents  

Most of the specific contents cannot be described in advance. A typical class contains a review time (RT), a media time 

(MT), and a project time (PT). Participants partly choose the contents by adapting the demo projects to their own topics. 

Participants refer to the Progressive Assignment List (PAL) for the specific weekly details.  

 

4- 2025ab <MEETING CONTENTS ab>  

<Tentative Schedule>       

The schedule is explained in the colorful version of PAL & PR (Progressive Assignment List & Proof Report).  

From M01 to M09, we create the progressive parts that will become a complete project as practice. Thus, the different 

kinds of project become integrated with their similar parts. The instructor selects the required target sites, types, tools, 

and format for the projects.  

In spring, participants create (1) Pocket Topic Projects (PTP); and (2) Reading Test Projects (RTP). Participants select the 

categories and topics for these projects.  

In autumn, participants create (1) Answer Challenge Projects (ACP), and (2) Menti Quiz Projects (MQP) from an 

audiobook. The project parts, which are graded tasks leading to the completion of a complete project, can be seen as steps 

leading to improvement in English.  

 

 

2025a Spring Semester (Summary) 

Meeting Tools & Targets 

M01 Microsoft Word & Dropbox & AYS GUGIN PNf Weekly & Final REPORTS & Portfolio folder 

M02 Ninite & Paint.Net & Lingua & Reading Test Proof 01 (Topic01).png 

M03 Google Chrome & Paint.Net & RTP02 (Topic02).png 

M04 Pocket & Paint.Net & Topic Selection (AABBCC) & TopicA & RTP03 (Topic03).png 

M05 Google Translate & Paint.Net & TopicAA & RTP04 (Topic04).png 

M06 Otter.ai & TopicAA & Paint.Net & RTP05 (Topic05).png 

M07 Microsoft Word & Menti & TopicAA & RTP06 (Topic06).png 

M08 Microsoft Word & Menti & TopicBB & RTP07 (Topic07).png 

M09 Pocket & Paint.Net & TopicCC & RTP08 (Topic08).png 
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M10 Complete Project & Topic Selection (ABCD) & TopicA & RTP09 (Topic09).png 

M11 Complete Project & TopicB & RTP10 (Topic10).png 

M12 Complete Project & TopicC & RTP11 (Topic11).png 

M13 Complete Project & TopicD & RTP12 (Topic12).png 

M14 Adjustment & Last compilation for Final Report. 

 

2025a Autumn Semester (Summary) 

Meeting Tools & Targets 

M01 Microsoft Word & Dropbox & AYS GUGIN PNf Weekly & Final REPORTS & Portfolio folder 

M02 Ninite & Paint.Net & Answer Challenge Proof 01 (Q01~07).png 

M03 Google Chrome & Paint.Net & ACP02 (Q08~14).png 

M04 Pocket & Paint.Net & TopicA & ACP03 (Q15~21).png 

M05 Google Translate & Paint.Net & TopicA & ACP04 (Q22~28).png 

M06 Otter.ai & TopicA & Paint.Net & ACP05 (Q29~35).png 

M07 Microsoft Word & Menti & TopicA & ACP06 (Q36~42).png 

M08 Microsoft Word & Menti & TopicB & ACP07 (Q43~49).png 

M09 Pocket & Paint.Net & TopicC & ACP08 (Q50~56).png 

M10 Complete Project & Topic1 & ACP09 (Q57~63).png 

M11 Complete Project & Topic2 & ACP10 (Q64~70).png 

M12 Complete Project & Topic3 & ACP11 (Q71~77).png 

M13 Complete Project & Topic4 & ACP12 (Q78~Q84).png 

M14 ACP13 (Q85~Q91).png [optional] & Last compilation for Final Report. 

 

 
３．履修上の注意 

5- <PREREQUISITES and REGISTRATION REQUIREMENTS> ab 

A- To be willing to produce files in English and share them in English. That is the main prerequisite. Most of the sharing is 

made with the participants' own (windows 11) laptop PC. We use online technology in class to share our screen.  

 

B- (BYOD)To bring one's own (Windows 11) laptop Personal Computer in class. Participants must attend in person with a 

(Windows 11) laptop PC. Be smarter than a smartphone. 

 

C- To attend the FIRST 5 MEETINGS to understand the basic process.  

Participants need:  

a) to confirm their registration;  

b) to get their Unique Group Identification Number (GUGIN or TUGIN);  

c) to get the target report URL;  

d) to give the instructor their PAL & PR static Dropbox address.  

 

Otherwise, they start at a loss and are lost. Still, without a GUGIN (or TUGIN), they won't exist on the instructor's list 

until they ask for it in class directly in order to confirm and update their data with DROPBOX.COM in the format 

instructed from the first meeting. 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

6- <PRECAUTIONS FOR TAKING THIS COURSE>ab 

a. Out-of-class time for study requires about 90 minutes (or more) every week (6 days X 15 minutes) for review 

(MOQ), reports, tasks, or projects. It may take more at the beginning and less toward the end when the process is 

understood and acquired. This is an average.  

 

b. This course is immersive. It means: All the study material (including the syllabus) and class time are entirely in 

English. It consists of instructions, guiding documents (including this syllabus), and model templates in English.  

 

c. Participants also use technological tools to understand when they are stuck. They use online dictionaries, online 

translators, and text-to-speech devices to learn pronunciation and navigate within this course. These tools guide them 

toward better understanding. There is no shame in guessing, only curiosity to see if our interpretation is adequate. Nothing 

is done in vain when it is done in English.  

 



2025 年度理工学部 シラバス 

580 

 

d. Participants are willing to prepare their media before class with the instruction documents or models. Taking 

notes and composing questions after each class is part of the weekly assignment too, since it consists in understanding 

English. Thus, participants become able to participate in the following weekly revision; a "live" quiz game.  

 

e. The project time is meant to share your personal projects with the whole group. This is the win-win shortcut 

that help others to understand and help yourself to improve by doing so. These projects certainly confirm your 

understanding. Participants focus on them to get superior grades.  

 

f. Being there for the initial and final meetings is the best way to start and finish properly.  

GUGIN (or TUGIN) is never given by email.  

If participants do not have GUGIN (or TUGIN), they must come to class in person, and ask for it.  

 

g. Both the Final Report and PORTFOLIO.zip must be reachable by the end of the semester to avoid a lower grade 

or failure.  

 

 
５．教科書 

7- <TEXTBOOKS>ab 

The instructor progressively adapts his instruction manuals to the perceived participants' understanding. They consist of 

guides (LG) and how-to (HT) documents (translatable PDFs). Participants access the evolving English material (under the 

form of guides, models, and media / documents) with online devices. The instructor's PALR contains all the necessary 

details and access points. The instructor recommends watching (listening + reading) the documents to improve the 

understanding of what is being instructed in class.  

 

 
６．参考書 

8- <REFERENCE BOOKS> ab 

The best references are the class documents, the chosen topics, and the class media, if any.  

"Learning how to learn (or study)" publications from your school should also be consulted regularly and applied in this 

course; especially for notetaking and recommended study habits.       

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

9- <METHOD OF FEEDBACK ON PROJECTS AND ISSUES> ab 

a. Bring Your Own Device (BYOD): A Windows 11 PC laptop (& electric connector) is best to get Participation 

points & Project marks.  

Participants are required to share their screen weekly to share their weekly project parts.  

That is how they get direct feedback for instant assessment, correction and demonstration.  

Feedback cannot be given with nothing to show for it. Just SHOW and TELL for more points.  

 

b. Feedback is given in class orally through sharing screen online with our devices. Access through the 

participants' Dropbox links from the instructor's machine is possible for oral and written feedback. 

 

c. Feedback occurs weekly in each group to provide scoring self-management. Participants: (a) evaluate their 

projects with criteria given in the HT and LG documents; (b) confirm their scores in class by sharing their screen; (c) 

update their improved (or corrected) projects through DROPBOX.COM; (d) practice / participate with partners; and (e) 

share their personal projects with the group.  

 

d. Feedback goes further with formative self-management. It implies that participants must take notes of: (a) 

Attendance; (b) Project Points; (c) Practice/Participation points; and (d) Sharing marks in their personal PAL & PR. They 

must (e) document (keep proof of) how these scores were obtained in the PAL & PR Memo Note Table, (f) take screenshots 

of the quiz results, (g) identify these screenshots properly as demonstrated, (h) calculate their various scores, (i) provide 

the calculations of those scores on edited screenshots, and (j) connect them with Dropbox links in their personal PAL & 

PR.  
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e. There is no return of assignments by the instructor, since assignments never leave the participants. Participants 

create project parts with the help of models. Participants may update their assignments, or make better attempts with the 

following project part models. 

 

 
８．成績評価の方法 

10- <GRADING & EVALUATION> ab 

(Consult LG05 GRADING when it comes out.) 

The negotiation process consists of self-evaluation, self-management and self-grading by the participants and the 

instructor. 

 

(A) NECESSARY CONDITIONS (as gates, hurdles, or threshold for success) 

1. The Attendance number must reach 10. 

2. Project & Participation points must reach 1800. 

3. The weekly report (in DOCX and PDF forms) must be completed with openable Dropbox links. 

4. The points & marks must be compiled in the PAL & PR (Progressive Assignment List & Proof Report) table. 

5. The points & marks must be compiled in the SMRS (Self-Management Report Summary) table (above the PAL & 

PR). 

6. The final grade must be calculated in the FSMR (Final Self-Management Report) table. 

7. The personal PORTFOLIO.ZIP Dropbox link must be inserted in the FSMR (Final Self-Management Report) 

table.  

8. A Dropbox link to the personal PAL & PR (PDF version) must be passed through ZOOM chat to the instructor. 

 

(B) GRADE EVALUATION METHOD IN PERCENTAGE (as point thresholds for the second gate after attendance)  

F= 0~1320 (0~44%), F+=1350~1770 (45~59%);  

C=1800~1920 (60~64%), C+=1950~2070 (65~69%),  

B=2100~2250 (70~74%), B+=2250~2370 (75~79%),  

A=2400~2520 (80~84%), and A+=2550~ (85~89%). 

S (90~94%), and S+ (95~99%) grades can only be reached with green Sharing marks and threshold jumps. 

The letter grades more or less correspond to the percentage grades as prescribed by the school. 

Conversion: 1% = 30 (project or participation) points. 

 

(C) GRADE EVALUATION CRITERIA, EVALUATION DISTRIBUTION, ETC.>  

The main evaluation criteria are:  ACCESSIBLE (through ZOOM & DROPBOX) & DONE / PARTIALLY DONE / NOT 

DONE / LATE (-50%) 

The evaluation distribution takes care of itself with the accumulation of project parts that are more or less completed: 

Producing weekly media is the way to go. Do not wait for others; Lead your own way.  

 

 
９．その他 

11- <ACCESS TO THE INSTRUCTOR> ab  

• Participants may reach the instructor with the email address and protocol from the first meeting.  

• The Zoom meeting invitation is notified in class only (from the first meeting). 

• Participants must attend in person with a (Windows 11) laptop PC.  

• Only 4 absences are permitted (Each extra absence loses 0.5 threshold.) 

• In cases of emergency (or absence of the instructor), enter the Zoom meeting to reach the class or consult the 

school notifications.  

 

12- <WEEKLY ACTIONS>ab 

• Practice, produce, evaluate, and LINK the weekly assignment with Dropbox links in the PAL&PR (pdf). 

The instructor confirms the marking in class from the first meeting and on.  

• Participants must identify the WEEKLY project parts with the naming protocol in PAL&PR,  

and make them available through permanent Dropbox links within their weekly report (personal PAL&PR).  

• The deadline for each project corresponds to the meeting number.  

• Participants' projects are transmitted weekly through their Dropbox link by updating both versions (docx & pdf) 

of PALR.  

• The 2 final versions are due for the last meeting of the semester the same way. 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[再履] 

担当者名 山本洋平 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業の到達目標は、端的に、２つ。一点目は、英語でプレゼンができること。より具体的には、スライドを用いた３分の英

語でのプレゼンテーションを原稿を読み上げずにできること。二点目は、（担当教員の専門分野である）アメリカ文化の歴史と

現在を学びつつ、異文化理解の基礎を身につけること。この２つをどれだけ精度を高く習熟することができたかが評価のポイ

ントになります。 

 

英語プレゼンの修得に向かっては、音読テスト（「プレゼン Z」と呼ぶ）、１分スピーチ（「プレゼンＡ」）を経て、スライドを用いた

３分プレゼン（「プレゼンＢ」）へと段階的にプロジェクトを進めていきます。これらのパブリック・スピーキング力を支えるのは、

毎週のルーティン、すなわち、リーディング、リスニング、スピーキングとそれらを支える単語学習と例文暗唱。学期中はほぼ

毎回、単語テストと例文テストを行うことで、英語の基礎体力を養います。毎週のルーティンとプレゼンのプロジェクト型学習

（PBL）授業を通じて、異文化理解の重要性に対して内発的な気づきを得ることが最終的な到達目標です。 

 

なお、秋学期は、春学期のルーティン（単語・例文テスト）と３つのプレゼンを継続しつつ、文学テクストの読解やアカデミック・

ライティングの基礎を伝授する時間により多く割く予定です。 

 
２．授業内容 

＊単語力を養うために、複数回の小テストを行います。 

［第１回] イントロダクション：アカデミック・ライティング１ 

［第２回] 英文＆リスニングから発話へ：アカデミック・ライティング２ 

［第３回] 英文＆リスニングから発話へ（プレゼンテーション Z＝音読テストの実施） 

［第４回] 英文＆プレゼンテーション A：準備講座（1 分スピーチの構造） 

［第５回] 英文＆プレゼンテーション A 

［第６回] 英文＆プレゼンテーション A 

［第７回] 英文＆プレゼンテーション B：準備（パラグラフを書く） 

［第８回] 英文＆プレゼンテーション B：準備（予備日） 

［第９回] プレゼンテーション B 実践 

［第 10 回] プレゼンテーション B 実践 

［第 11 回] プレゼンテーション B 実践 

［第 12 回] プレゼンテーション B 実践 

［第 13 回] プレゼンテーション B：フィードバック 

［第 14 回] a. 講義 b. 期末試験 

 
３．履修上の注意 

毎回，プリントを用いた予習が課される。授業内で英語による発話をする機会を多く設ける。単語や例文を覚えるテストをほ

ぼ毎週、授業冒頭に行う。欠席４回以上は単位取得対象から外される。遅刻 2 回で 1 回の欠席とみなす。30 分以上の遅刻

は欠席とみなす。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

学期中に複数回（10-12 回程度）、単語・例文テストが課される。学期中３回のプレゼンの準備をしてくる。 

 
５．教科書 

プリントを配布します。 

 
６．参考書 

授業時に適宜紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内にコメントする 

 
８．成績評価の方法 
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授業内課題（単語テスト、プレゼン Z 含む）30％，プレゼンテーション（プレゼン A&B）30％、期末試験 40％の配分で、合計

が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

辞書（できれば紙の辞書、電子辞書可）を毎回持参すること。授業時間内は、スマホ、パッド系、PC など、あらゆるデバイスの

利用は禁止とする。ただし、クラスウェブ上での小テスト実施時とアンケート回答時、リサーチ・プロジェクト実施時は除く。他

の授業の教科書、資料の閲覧も同様に禁止とする。 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

585 

 

科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語コミュニケーション 4[スポーツ] 

担当者名 倉石信乃 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 春学期に続き、アート、映画などの作品・資料を視聴覚教材として用いることで、生きた英語の基礎を学習する授業。そうし

た作品・資料を手がかりにして、英語による表現・運用能力の基礎を習得すること、さらには，英語圏において表現され、伝

えられる文化・芸術に親しむ習慣を身につけることを到達目標とする。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～４回] 作品を見て、学び、発表する５ 

［第５～７回] 作品を見て、学び、発表する６ 

［第８～10 回】作品を見て、学び、発表する７ 

［第 11～13 回] 作品を見て、学び、発表する８ 

［第 14 回] まとめ/試験 

 
３．履修上の注意 

 英単語を簡単に引けるツール（電子辞書等）を手に入れておくこと。また WEB でフレーズの検索が可能な『英辞郎 on 

the 

WEB』なども活用すること。 

 遅刻は，視聴覚教材を用いるこの授業においては，著しい進行の妨げになるので厳禁。また，授業開始 30 分を超えて遅

刻した 

場合は欠席とみなします。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業の前後で、授業内であつかうテーマについてインターネット等で触れておくこと。 

 
５．教科書 

 使用しない。テクストを配布します。 

 

 
６．参考書 

 特に指定しない。 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内で指示する。 

 
８．成績評価の方法 

 感想レポート(4 回)を含む平常点 40％と期末テスト 60％を配点比率として、全体の 60％以上の評点を得た者を合格とす

る。 

 成績評価の対象となるのは、初回を除き欠席が 5 回以内の者で、かつ期末試験を受験している者とする。 

 感想レポートの作成にあたり、生成型 AI(Chat-GPT など)の使用を禁じる。提出に際して、注意すること。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[A 組] 

担当者名 武田寿恵 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では，英語リーディング 3 を踏まえつつ，ミュージカル映画とその原作となった文学作品の双方を扱うことで，親しみ

やすく英語圏の文化に触れながら，読解力，語彙力，リスニング力などの総合的な英語力の向上を目指す。 

 ミュージカルは，18 世紀にイギリスで流行したバラッド・オペラを源流の一つとし，20 世紀初頭にアメリカで確立した芸術で

ある。ロンドンにはウェストエンド，ニューヨークにはブロード・ウェイと呼ばれる大規模な劇場街が存在し，数多くのミュージカ

ルが制作，上演されてきた。中にはイギリス，アメリカを舞台にした作品もあり，それぞれの文化理解にも役立てたい。また，

文学作品が映像化され，さらにはミュージカル化される際に，どのような翻案（adaptation）を伴うのかに注目することで，言語

と映像による表現方法の違いも発見していく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Musical の原作を読む（１） 

［第３回] Musical の原作を読む（２） 

［第４回] Musical の原作を読む（３） 

［第５回] Musical の原作を読む（４） 

［第６回] Musical の原作を読む（５） 

［第７回] Musical の原作を読む（６） 

［第８回] 前半のまとめ 

［第９回] Musical の原作を読む（７） 

［第 10 回] Musical の原作を読む（８） 

［第 11 回] Musical の原作を読む（９） 

［第 12 回] Musical の原作を読む（10） 

［第 13 回] 後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：期末テスト，ｂ：正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 本授業では積極的な授業参加と予習復習を重視する。特に復習は確実に行うこと。 

 許可された時間、用途外でのスマホの使用の他、おしゃべり、居眠り等を発見した場合は該当する学生への予告なく、演

習の評価より減点する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業を欠席した場合は、クラスウェブに公開される授業プリントを必ず自分で解くこと。また、DVD や配信などで作品の進行

を確認しておくことが望ましい。 

 
５．教科書 

毎授業プリントを配布する。 

 

 
６．参考書 

TEX 加藤『TOEIC L&R TEST 出る単超特急金のフレーズ』朝日新聞出版（2017 年以降発売のもの） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内、またはクラスウェブでフィードバックをおこなう。 

 
８．成績評価の方法 

 演習(授業態度・コメントシート、課題)50％、期末テスト 50％とし、合計 60％以上を単位取得の条件とする。 

 また、欠席は４回までとし、５回以上欠席した者は期末試験の受験は認めない。 

 

 
９．その他 
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英語リーディング 4 

科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[B 組] 

担当者名 宮川敬子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 このクラスでは英語の実践的な力を効率よく向上させることを目標とします。リーディング、リスニング、スピーキング、ライテ

ィングの４技能全てを練習しますが、主にリーディングに焦点を当てて練習します。英語を読んで理解するということは一文

一文英語を日本語に置き換えることではなく，読みながら同時に理解し，理解した意味を積み重ねながら文章全体の趣旨を

把握することです。ただ訳すのではなく，理解したことを自分の言葉で伝えるという練習を積み重ねていくことによって，より

実践的なリーディングスキルを身につけていきます。 

 授業ではテキストの各章を読み，パラグラフごとに自分の言葉（日本語・英語）で説明する練習をし、最終的には自分の意

見を発表できるように段階を踏んで学習していただきます。 

 

 

 
２．授業内容 

第 1 回：a. シラバスと評価方法の説明 

  b. ウォームアップアクティビティ 

第 2 回：Unit 7B: Energy Solutions; Reading B, Exercise Questions 

第 3 回：Unit 7B: Paraphrasing/Summarizing Exercise, Quiz, Video 

第 4 回：Unit 8B: Epic Engineering; Reading B, Exercise Questions, Quiz 

第 5 回：Unit 8B: Paraphrasing/Summarizing Exercise, Quiz, Video 

第 6 回：Unit 9B: High-Tech Solutions; Reading B, Exercise Questions 

第 7 回：Unit 9B: Paraphrasing/Summarizing Exercise, Quiz 

第 8 回：Unit 10B: All in the Mind; Reading B, Exercise Questions 

第 9 回：Unit 10B: Paraphrasing/Summarizing Exercise, Quiz, Video 

第 10 回：Unit 11B: Visual Pioneers; Reading B, Exercise Questions, Quiz 

第 11 回：Unit 11B: Paraphrasing/Summarizing Exercise, Quiz, Video 

第 12 回：Unit 12B: Far Out; Reading B, Exercise Questions, Quiz 

第 13 回：Unit 12B: Paraphrasing/Summarizing Exercise, Quiz, Video 

第 14 回：a. 期末テスト 

  b. まとめと今後の学習 

 

 
３．履修上の注意 

 テキストと辞書は毎回必ず授業に持参すること。持参しない学生には平常点は加点されません。また、一学期に 2/3 以上

の出席が合格の条件とします。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎週欠かさず予習を行うことが重要です。準備ができて入れば積極的に参加することできます。ただし、予習で Google 翻

訳などを使用して日本語を用意して来るのは予習ではありません。細かい語彙や文法を確認し、パラグラフごとに要点をメモ

しておくことが予習です。読みながら同時に理解する実践的な練習も予習の段階で行いましょう。 

 
５．教科書 

 Reading Explorer 3, 3rd ed. (2020, Cengage Learning Inc.） 

 

 
６．参考書 

楽しみながら、想像力も働かせながら読んでいると、様々な疑問が浮かんで来るものです。そういった場合は積極的にインタ

ーネットで調べて知識を深めながら読むようにしましょう。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

オンライン予習テストに関しては、受付期間終了後にスコアが確認できます。詳しい解答の説明等は授業中に行う予定。 

また、授業内テストに関しては、その場で答え合せをする予定。 

 
８．成績評価の方法 
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授業中の参加＆平常点（読解説明、英語での発表など） 20-30％、小テストと期末テスト合わせて 70-80％を元に総合的に

評価し，総合点６０点以上を合格とます。詳しくは第一回目の授業で説明します。 

 
９．その他 

 オフィスアワー：火曜 12：30-13：20（中央棟３F 講師控室） 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[C 組] 

担当者名 柳田恵美子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 さまざまな最新のトピックを扱った英字新聞の記事，特に論説形式の記事を読むことを通して，英語の上達に不可欠な語

彙力の増強および迅速に大意を把握する技術の向上を図る。 

 記事を通し，視野を広げ，問題意識を持つことにより，英語リーディングの動機づけを高める。 

 さらに授業後半のグループプレゼンテーションに向けて，普段から関連資料を読む習慣をつける。 

 ただし、グループプレゼンテーションについては、コロナの感染状況によっては、個人のプレゼンテーションに変わる可能

性がある。 

 リーディングの授業ではあるが，最終的には読むという行為をライティングやプレゼンテーションなどの発信につなげること

を重視する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 英字新聞記事（１）を読む 

［第３回] 英字新聞記事（1）を読む 

［第４回] 英字新聞記事（１）のまとめ 

［第５回] 英字新聞記事（2）を読む 

［第６回] 英字新聞記事（2）を読む 

［第７回] 英字新聞記事（2）のまとめ、秋学期前半のまとめ 

［第８回] プレゼンテーションの準備 

［第９回] 英字新聞記事（3）を読む 

［第 10 回] 英字新聞記事（3）を読む 

［第 11 回] プレゼンテーション（１） 

［第 12 回] プレゼンテーション（２） 

［第 13 回] プレゼンテーションのまとめ 

［第 14 回] ａ：授業のまとめ ｂ：テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 単位取得のためには、配布された教材を携帯して、10 回以上の出席が必要である。（30 分以内の遅刻・早退、教材をもた

ずに出席した場合は３回で１回の欠席とみなされる） 

 授業への積極的な参加，課題およびプレゼンテーションへの意欲的な取り組みが求められる。 

 テスト、課題などについて、変更する可能性がある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語彙学習，音読，授業で扱った記事の復習，グループプレゼンテーション に向けて随時英語，日本語の関連資料を読ん

で準備する。 

 

 
５．教科書 

 特に定めない。 

 教材はこちらで準備するが、紛失しないこと 

 
６．参考書 

 三森ゆりか、「外国語を身につけるための日本語レッスン」、白水社 

 そのほか、授業中適宜紹介する。 

 オンラインでよいので、英英辞書の機能を活用できるようにする。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出期限を経過した後、提出されたものの中から数件サンプルを示し、優れた点、改善点などをコメントする。 
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８．成績評価の方法 

 テスト 50％，プレゼンテーション １0％，通常授業時の授業参加度および課題など 40％ 

（出席回数を満たし、総合得点、100 点の内、60％以上を得点した場合、単位修得となる） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[D 組] 

担当者名 荒木友嗣 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 この授業では、幅広い年齢層を対象とするオンライン科学ニュースサイト Science News Explores に取材した総合英語教材

（リーディング・ベース）を使って、今日的で興味深い新鮮なトピックの英文科学記事を読む。この授業の眼目（狙い）は、広

範なポピュラー・サイエ 

ンスについて、英語のより着実な理解と思考によって、そのより深い洞察を可能にする文章読解能力の習得にある。 

 教材（以下「教科書」参照）の記事種は、Humans, Space, Life などのメイン・カテゴリーのもとに選別されている。各 Unit の

構成は以下： 

 ＊記事の紹介を兼ねた日本語の紹介文 

 ＊Word Choice：記事内の単語に目と頭を慣らしておく。 

 ＊Reading (Part1・ 2、脚注や Further Notes 有） 

 ＊Exercises  

   Key Phrases: 語句レベルの運用力をチェック 

     In-Depth Review: 記事読解力を語法ともにチェック 

     Summary: 記事の流れの把握や内容整理の成否を「要約」によって確認（DL 音声による確認可能） 

     Writing Strategy: 文法事項を踏まえての整序（並び替え） 

     Clue to Usage: 重要な文法事項や構文への注意、多彩な言い換え表現や語句の微妙なニュアンスの解説など 

     Approachng the Contents: 最後に記事の要点をもう一度確認するタスク、リスニングと内容把握を組み合わせた複合

的練習問題。 

     Over to You； 記事に関するエッセイやコラム、データにアレンジを加えて編集された応用問題。 

秋学期は Unit8,10,12,14 を行う。 

   なお、授業は原則的に学生の挙手応答によって進められる。また、教科書から 1Unit につき 1 回、課題を課す。 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 秋学期イントロダクション（ガイダンス） 

［第２回] Unit 8 Deep-Sea Floor Microbes 1 億年の眠りから覚めた微生物（1） 

［第３回] Unit 8 (2） 

「第４回] Unit 8（3） 

［第５回] Unit 10 Spiders―Unfair Negative Image クモはフェイクニュースの犠牲者（1） 

［第６回] Unit 10 （2） 

［第７回] Unit 10 （3）  

［第８回] Unit 12 NASA's DART Spacecraft 小惑星の衝突から地球を守る (1） 

［第９回] Unit 12 （2） 

［第 10 回] Unit 12（3） 

［第 11 回]  Unit 14 The Doopler Effect 広がる応用、ドップラー効果（1） 

［第 12 回] Unit 14（2） 

［第 13 回] Unit 14（3） 

［第 14 回] ａ．まとめ ｂ．期末試験 

 
３．履修上の注意 

１．使用教科書の 1Unit につき 1 回、課題を課す。 

２．授業では毎回「指定席」（第 2 回目授業で指定）に着席すること。 

３．出席：原則として，期末試験の直前回までに遅刻数と欠席数の計が４回以内でなければ，期末試験を有効としない（０点

扱い）。 

４．授業への積極的な参加（挙手応答）を評価する。 

５．携帯電話の送受，飲食，授業中の教室の出入りなどは厳禁。万が一，これらのマナー違反が目立つ場合，その他著しく

消極的な態度（居眠り，授業に無関係な私語，内職など）に対しては受講「放棄」とみなし，評価そのものの対象から外すこと

があるので注意すること。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：英文 reading に関しては，教科書の注釈を参照して予め読み，不明な単語，表現を授業で確認できるようにしておく

こと。Reading の前後の練習問題は，授業の先へ先へと取り組むよう心がけること。 

 復習：授業後はなお不明な個所を点検し，調べ直したり，質問に来るなど，そのままにしておかないこと。 

 

 
５．教科書 

Yoshunobu Nozaki, Kazuko Matsumoto, Alastair Graham-Marr 著、『Science Bridge〈ニュースでつなぐ日常と科学〉』金星

堂、2024 年、2200 円（税別） 

 
６．参考書 

 英語辞典については，既に一年時に使用したもので十分と思われるが，電子辞書も含め最新版の学習辞典（用例や語彙

文法説明が豊富，10 万語前後の見出し）を使うことが望ましい。 

例 

 『ジーニアス英和辞典』（第５版，大修館書店） 

 『オックスフォード現代英英辞典（Oxford Advanced Learner's Dictionary）』（第９版，旺文社） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する 

 
８．成績評価の方法 

 授業平常点 50 点（挙手応答 25、課題 25），期末試験 50 点で 100 点満点のうち，60 点以上の取得者を合格とし，単位を

認定する。 

 但し，期末試験の得点は，その直前の回までに遅刻数と欠席数の計が４回以内であることを条件に有効とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[E 組] 

担当者名 鞍田崇 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語リーディング３（春学期）の続編です。 

 引きつづきテキストは，サリンジャーの "The Catcher in the Rye"（1951）。 

 物語は後半へ。季節も小説の中のそれとかさなってきます。ますます不器用で、生きづらさマックスの主人公。そんな彼で

あればこその「語り」に引きつづき耳を傾けていきましょう。 

 一緒に最後までたどり着く日を楽しみにしています。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Catcher in the Rye を読む・議論する①：chapter 14 

［第３回] Catcher in the Rye を読む・議論する②：chapter 15 

［第４回] Catcher in the Rye を読む・議論する③：chapter 16 

［第５回] Catcher in the Rye を読む・議論する④：chapter 17 

［第６回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑤：chapter 18 

［第７回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑥：chapter 19 

［第８回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑦：chapter 20 

［第９回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑧：chapter 21 

［第 10 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑨：chapter 22 

［第 11 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑩：chapter 23 

［第 12 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑪：chapter 24 

［第 13 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑫：chapter 25 

［第 14 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑫：chapter 26，まとめ 

 
３．履修上の注意 

英語とともに，コミュニケーション能力を培うことをねらいとします。伝えようとすること（説明）と分かろうとすること（理解），あら

ためてそれらのやり取りをいまより深めていこうとする気持ちで臨んでください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回担当を決めて，該当箇所の発表をしていただきます（発表は成績評価上の必須項目です）。 

 それにもとづき，内容についての議論をメインとしますので，担当者以外の人も毎回，指定箇所を事前に読み込んでくるよ

うにしてください。 

 
５．教科書 

J. D. Salinger, "The Catcher in the Rye" ( Penguin; Reissue 版） 

 

 
６．参考書 

『ライ麦畑でつかまえて』（Ｊ．Ｄ．サリンジャー著, 野崎 孝訳，白水社） 

『キャッチャー・イン・ザ・ライ』（Ｊ．Ｄ．サリンジャー著,  村上 春樹訳，白水社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、担当者の発表に対し、受講生の中からひとりコメンテーターを指命し、感想・アドバイスをしてもらいます。 

もちろん担当教員からもコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

学期中かならず１回は発表すること。また， 

各回とも，主要部分の読解＆議論をしますので，その際の発表内容も勘案して評価します。 

成績評価上の割合は，授業内発表：60％，平常点（ディスカッションへの参加等）40％。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[F 組] 

担当者名 中村恭子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き、それをもとにことばそのものと、ことばが媒介する異文化の核心に触れ、

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成する。 

 「英語リーディング３」に引き続き、これまでに培った英語力を活かしながら、さらなる読解力を身につけ、基本的な語彙をよ

り多く習得することが、授業の第一目標である。また、語法、文法の確認も徹底的に行う。使用テキスト『First Time 

Economics 総合英語で学ぶ大学生のための経済とお金のきほん』は、金利や為替から社会保険・税金、株式投資など大学

生なら知っておきたい一般常識としての経済・金融の仕組みを英語で紹介している。英語で読むことで、ビネス分野の語彙

や文脈に慣れ親しんでもらいたい。また、実社会に出る前に、経済や金融に関する知見を広げてもらうことを授業の第二目

標とする。 

 

 
２．授業内容 

 授業は音読と和訳を中心に、語彙や文法の要所をおさえながらすすめる。映像資料などを用いて、みなさんの知識を深め

ていきたい。毎回できる限り多くの出席者に発言をしてもらう。また、授業最後にクイズ（小テスト）を行い、平常点として評価

する。テキストに沿った各回のトピックは以下のとおり。ただし、授業進度によっては内容を変更する場合もある。 

［第 1 回] Introduction 

［第 2・3 回] Unit 7 Foreign Trade  

［第 4・5 回] Unit 8  Japanese Industry 

［第 6・7 回] Unit 9  Starting a Business 

［第 8・9 回] Unit 10 Social Security 

［第 10・11 回] Unit 11  Declining Birthrate and Aging Population 

［第 12・13 回] Unit 12  Stock Investment 

［第 14 回] ａ：期末試験/ｂ：授業全体の振り返りと試験の正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 授業速度は速いので、和訳を中心とした予習は必須。復習も欠かさないこと。授業中の居眠り、私語、メールは厳禁。授業

途中で席を離れることも控える。もちろん、ただ席に座っていれば良いわけではない。授業への積極的参加が望まれる。授

業には必ず英和辞書を携帯すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として、次回の授業範囲を一読し、わからない語は英和辞書で調べておくこと。 

 
５．教科書 

  『First Time Economics 総合英語で学ぶ大学生のための経済とお金のきほん』 戸田博之、Charles LeBeau 編著（金星

堂） 

 

 
６．参考書 

 『新 TOEIC L&R TEST 出る単特急 金の 1000 問』TEX 加藤著（朝日新聞出版） 

 授業とは直接関係ないが、英語力を向上させるためにも、お勧めしたい。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回実施するクイズ（小テスト）はクラスウェブの「アンケート機能」で提示し、コメントでフィードバックする。 

 
８．成績評価の方法 

 遅刻３回で１回の欠席となる。欠席回数が４回に達した場合は単位を認めない。成績は、期末試験４０％、平常点（毎回の

授業における小テスト）を６０％の配分で評価する。総合評価の６０％以上で合格とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[G 組] 

担当者名 大須賀寿子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語を学ぶことを通して相互理解の技能を磨き，それをもとにことばそのものと，ことばが媒介する異文化の核心に触れ，

多元的な地球社会を偏りなく見渡すことのできる教養豊かな国際人を養成します。 

  

 春学期同様に、構造を意識しながら読んでいきます。Reading は英語力を発展させるためのすべての基本となることを意識

して、読解などの練習を進めていきます。秋学期には、Reading 教材から得た情報をパラフレーズするという練習もしていき

ます。話すためや書くために必要な語彙や文法表現などは Reading によって、得られます。Listening で単語を聞き取れた

り、情報を理解することも Reading によって得られた語彙や文法で習得した知識を理解しているからできることなのです。ゆ

えに Reading はすべてのスキルを伸ばすことの基本になります。授業を介して、この基本を十分に発揮できるようにしていき

たいと思います。 

 1 年次、そして 2 年次春学期に培った英語力や Reading Skill を発展させ，より早く，正確に英語を読むことを目標としま

す。授業および自習などによる学習で取得したり，理解した単語，および文法の知識を応用して，Writing , Listening 、

Speaking といった総合的な英語能力を伸ばすこと、読んだ資料に関して論理的に的確に意見を述べられることを目標としま

す。早く，正確に読むことと同様に，英語の持つ面白さや深さを味わってもらいたいと思っております。 

 

 

 
２．授業内容 

 たまに TOEIC 用の単語や文法の練習問題をします。授業内作業がある日は解答の提出をもって，出席とみなします。 

 

第 1 回：オリエンテーション TOEIC  Practice 

第２回：Unit 6  Reading A  

第３回：Unit ７ Reading A 

第４回：Unit 7 Reading  B 

第５回：小テスト Unit 6and ７ Group Discussion 

第６回： Peer Reading  Unit 8  

第７回：  Peer Reading  Unit 8  

第８回  Peer Reading 解説   

第９回：Unit 9 Reading A   

第 10 回：Unit 9 Reading B 

第 11 回：Unit 10  Reading A  

第 12 回：Unit 10  Reading B   

第 13 回：総括  

第 14 回：a 秋学期試験 

    b 秋学期試験解説 

 

＊進行状況により、シラバスの内容が変更になることもあります。２章終了ごとに小テストを行います。 

 ときどき，教科書以外にも，英字新聞を利用して，時事英語の読解も行います。 

 

 
３．履修上の注意 

 授業に参加する際には必ず予習をすること。 授業中にほかの授業の準備をしていたり、教員の許可なくスマートホンをず

っといじっている、授業中に眠っている、途中退室を頻繁にする学生には退室を命じます。 

 

欠席は減点となる。欠席回数が 4 回に達した場合には単位を認定しません。 

遅刻 2 回で欠席 1 回とカウントします。授業開始後 20 分までの入室を遅刻とみなし、以降は欠席とみなします。 

教科書を持参していない場合には欠席とみなします。 

途中退室をして 10 分以上戻らない場合には欠席とします。 

授業中の睡眠時間が多い学生、授業に参加する意思の見られない学生も同じように欠席とみなします 

長期入院などやむをえない事情がある場合には、必ず申し出ること。 

正当な理由と判断できない自己都合による小テストの再受験は一切許可しません。 
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大学生として、そしてこれから社会に生きていく人間として、モラルをもって授業に参加すること。 

学生としての権利を主張する前に、学生として授業に取り組むための、そして参加するための義務を全うすること 

 

 

授業の際に普段使用している辞書を必ず持参すること。 

 

oh-o meiji を介して PDF などで資料配布をします。 

コンピューターで作業することが予想されるので、授業にはノートパソコン、タブレット端末を持参していることが望ましい。 

必ず Oh-o meiji や授業での連絡を確認すること。[/b 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

１ 予習の際に，音読をし，丁寧に辞書をひいて内容を理解しておくこと。 

  そして paragraph ごとに情報をまとめておくこと。 

  Paragraph の Main Idea は何で、それをサポートするセンテンスは何かを意識してノートを 

  作成してみましょう。 

２ 教科書の練習問題を解いておくこと。 

３ 復習の際には，予習の際にわからなかった箇所を丁寧に見直しておくおと。 

４ 指定された課題をすること 

５ 毎日、少しの時間でもいいので、音読をしたり、日記をつけたりして英語に触れる習慣を持つこと 

 

 
５．教科書 

Reading Explorer 4   Third Edition   センゲージラーニング 

  

 版を間違えるといけないので、amazon などで購入せず必ず丸善ブックセンターで購入してください。 

 
６．参考書 

 辞書は中辞典以上のものを使用することを奨励します。授業に持参するものは電子辞書でよいが、自宅での学習の際には

書籍の辞書が望ましい。 

 『プログレッシブ英和中辞典 第４版』（小学館） 

 『リーダーズ英和辞典 第３版』（研究社） 

 Longman Advanced American Dictionary (Longman) 

 Longman Dictionary of Contemporary English (Longman) 

 Macmillan English Dictionary (Macmillan) 

 

その他、授業での学習内容に関連する資料は追って提示します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

小テストは採点し、答えあわせをして多かった間違いを報告します。また課題は個別にコメントし、全体に向けて多かった間

違い、模範解答をを提示します。 

 
８．成績評価の方法 

課題 20％，小テスト 20％，期末試験 60％で判定します。総合得点の 60％以上をとった者には単位を認定します。 

欠席と遅刻は減点の対象となります。２回の遅刻は１回の欠席とみなします。教科書を忘れた場合には、欠席扱いとします。 

欠席回数が 4 回に達した学生は定期試験の受験資格を失いますので，気をつけること。詳しくは初回の授業で説明します。 

 

 

 

 
９．その他 

連絡事項は oh-o meiji から行うので、必ず確認すること 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[H 組] 

担当者名 大澤舞 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、英語で書かれたオンラインニュースの記事を扱います。その都度の時事ニュースを取り上げますが、トピック

は政治経済や自然科学、文化など多岐にわたる予定です。これらの記事を精読することで、まずは基礎的な単語力や英文

法を読みとる力を向上させ、また、重要な情報を迅速に読み取れるようになることを目指します。オンラインニュースでは動画

が配信されていることもあるので、適宜ニュース動画を閲覧しながらより正確な内容把握に努めましょう。英語力の習得と同時

に、世界の時事ニュース等を読むことで、我々が生きている「今この瞬間」に、日本だけでなく世界各地では何が起きている

のかを学びます。その上で、各自の意見や考えを自身の言葉で明確に表現できるように、ライティングも随時行ないます。

「生きた英語」を体感しつつ、国際的な視野を養っていきましょう。（基本的に時事ニュースを扱うため、各回の内容を事前に

提示することはできません。） 

 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] オンラインニュース記事 13（Reading, Writing） 

[第３回] オンラインニュース記事 14（Reading, Writing） 

[第４回] オンラインニュース記事 15（Reading, Writing） 

[第５回] オンラインニュース記事 16（Reading, Writing） 

[第６回] オンラインニュース記事 17（Reading, Writing） 

[第７回] オンラインニュース記事 18（Reading, Writing） 

[第８回] オンラインニュース記事 19（Reading, Writing） 

[第９回] オンラインニュース記事 20（Reading, Writing） 

[第 10 回] オンラインニュース記事 21（Reading, Writing） 

[第 11 回] オンラインニュース記事 22（Reading, Writing） 

[第 12 回] オンラインニュース記事 23（Reading, Writing） 

[第 13 回] オンラインニュース記事 24（Reading, Writing） 

[第 14 回] a. まとめ b.期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

・必ずノート（PC・タブレット・スマホ使用は NG）を持参すること。 

・毎回、単語テストを行なう。 

・毎回、授業内でリアクションペーパーを提出。 

・参加型の授業なので、アクティビティへの積極的な貢献が求められる。 

・３回の遅刻で欠席１回分とみなす。授業開始 30 分以降の入室は欠席扱いとする。 

・電車の遅延等で大幅に遅れて入室した場合、予習ノートを教員に必ず提出すること。 

・授業中の居眠り・私語は減点対象。他の学生に迷惑がかかると判断した場合には退室してもらい、欠席扱いとする。 

・授業中に関係のないことをやっている（ワイヤレスイヤホン装着／YouTube 等の視聴／ゲーム／他の授業の課題など）を見

つけた場合には即時退室してもらい、欠席扱いとする。真面目に取り組んでいる周囲に対して失礼な態度は取らないこと。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・各回に単語テストを行なうので、復習をしておくこと。 

・翌週に読む記事を各回の授業後に配布するので、わからない単語や文法を事前に調べてしっかり予習しておくこと（英文

法がわからなかった場合は、どこがどう分からないのかを説明できるようにしておく）。 

・授業内では英文を音読してもらうので、発音がわからない単語は調べておくこと。 

・授業内では各自で内容を読む時間は取らないため、当てられても困らないようにしっかり予習しておくこと。予習していない

と教員が判断した場合は、大幅減点。 

・毎回の授業内で Writing（リアクションペーパー）を行なうので、予習の段階で各回のトピックに関して自身の意見を表現で

きるようにしておくこと。 

 
５．教科書 

プリントを配布する。 
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６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、授業中にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

リアクションペーパー10％、授業参加度 20%、単語テスト 20％、期末試験 50％で総合的に評価する。合計が満点の 60％以

上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[I 組] 

担当者名 大澤舞 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、英語で書かれたオンラインニュースの記事を扱います。その都度の時事ニュースを取り上げますが、トピック

は政治経済や自然科学、文化など多岐にわたる予定です。これらの記事を精読することで、まずは基礎的な単語力や英文

法を読みとる力を向上させ、また、重要な情報を迅速に読み取れるようになることを目指します。オンラインニュースでは動画

が配信されていることもあるので、適宜ニュース動画を閲覧しながらより正確な内容把握に努めましょう。英語力の習得と同時

に、世界の時事ニュース等を読むことで、我々が生きている「今この瞬間」に、日本だけでなく世界各地では何が起きている

のかを学びます。その上で、各自の意見や考えを自身の言葉で明確に表現できるように、ライティングも随時行ないます。

「生きた英語」を体感しつつ、国際的な視野を養っていきましょう。（基本的に時事ニュースを扱うため、各回の内容を事前に

提示することはできません。） 

 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] オンラインニュース記事 13（Reading, Writing） 

[第３回] オンラインニュース記事 14（Reading, Writing） 

[第４回] オンラインニュース記事 15（Reading, Writing） 

[第５回] オンラインニュース記事 16（Reading, Writing） 

[第６回] オンラインニュース記事 17（Reading, Writing） 

[第７回] オンラインニュース記事 18（Reading, Writing） 

[第８回] オンラインニュース記事 19（Reading, Writing） 

[第９回] オンラインニュース記事 20（Reading, Writing） 

[第 10 回] オンラインニュース記事 21（Reading, Writing） 

[第 11 回] オンラインニュース記事 22（Reading, Writing） 

[第 12 回] オンラインニュース記事 23（Reading, Writing） 

[第 13 回] オンラインニュース記事 24（Reading, Writing） 

[第 14 回] a. まとめ b.期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

・必ずノート（PC・タブレット・スマホ使用は NG）を持参すること。 

・毎回、単語テストを行なう。 

・毎回、授業内でリアクションペーパーを提出。 

・参加型の授業なので、アクティビティへの積極的な貢献が求められる。 

・３回の遅刻で欠席１回分とみなす。授業開始 30 分以降の入室は欠席扱いとする。 

・電車の遅延等で大幅に遅れて入室した場合、予習ノートを教員に必ず提出すること。 

・授業中の居眠り・私語は減点対象。他の学生に迷惑がかかると判断した場合には退室してもらい、欠席扱いとする。 

・授業中に関係のないことをやっている（ワイヤレスイヤホン装着／YouTube 等の視聴／ゲーム／他の授業の課題など）を見

つけた場合には即時退室してもらい、欠席扱いとする。真面目に取り組んでいる周囲に対して失礼な態度は取らないこと。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・各回に単語テストを行なうので、復習をしておくこと。 

・翌週に読む記事を各回の授業後に配布するので、わからない単語や文法を事前に調べてしっかり予習しておくこと（英文

法がわからなかった場合は、どこがどう分からないのかを説明できるようにしておく）。 

・授業内では英文を音読してもらうので、発音がわからない単語は調べておくこと。 

・授業内では各自で内容を読む時間は取らないため、当てられても困らないようにしっかり予習しておくこと。予習していない

と教員が判断した場合は、大幅減点。 

・毎回の授業内で Writing（リアクションペーパー）を行なうので、予習の段階で各回のトピックに関して自身の意見を表現で

きるようにしておくこと。 

 
５．教科書 

プリントを配布する。 
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６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、授業中にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

リアクションペーパー10％、授業参加度 20%、単語テスト 20％、期末試験 50％で総合的に評価する。合計が満点の 60％以

上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[J 組] 

担当者名 宮本朋子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 リーディング３に引き続き，下記の教科書のさまざまな題材を扱う英文記事を精読することによって，英文読解力を向上させ

ると同時に，知識を深め，ひいては国際的な視点を持つことを目指す。 

 なお，下記の予定表は，進捗状況次第で変更する可能性もあることをあらかじめ了承されたい。 

 

＊秋学期は春学期の続きから再開するため、オリエンテーションは行いません。本学期から履修する方はオリエンテーション

資料を熟読し、ご不明な点があれば教員までお尋ねください。 

 
２．授業内容 

［第１回] Unit 7 Genetically Modified Foods <Agriculture> （１） 

［第２回] Unit 7 Genetically Modified Foods <Agriculture> （２） 

［第３回]  Unit 8 Empires of the Stars <Entertainment> （１） 

［第４回] Unit 8 Empires of the Stars <Entertainment> （２） 

［第５回] Unit 9 Destination: Mars <Space> （１） 

［第６回] Unit 9 Destination: Mars <Space> （２） 

［第７回] Unit 10 Cross-Cultural Friendships <Culture> （１） 

［第８回] Unit 10 Cross-Cultural Friendships <Culture> （２） 

［第９回] Unit 11 Muscle Memory <Health> （１） 

［第 10 回] Unit 11 Muscle Memory <Health> （２） 

［第 11 回] Unit 12 Maritime Piracy <Law and Crime> （１） 

［第 12 回] Unit 12 Maritime Piracy <Law and Crime> （２） 

［第 13 回]  Review 

［第 14 回] ａ：まとめ ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

・毎授業時のテキスト・プリントの持参，十分な予習，真面目な学習態度は必須事項である。それらが欠けている場合，減点

対象とする。 

・欠席した場合，進捗状況をクラスメイトに確認して次回の予習をしておくこと。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：指定された箇所（本文および演習問題）を自力で読み，内容把握・和訳・解答を行っておく。内容把握が難しい箇所

については，少なくとも未知の英単語を辞書できちんと調べる作業を忘れずに。 

 復習：授業後にその回で扱った箇所を再読し，内容や文法事項をできるだけ頭に入れるようにする。 

 

 
５．教科書 

『Reading Fusion 2〈2nd Edition〉/ リーディング・フュージョン２〈改訂新版〉』 

Andrew E. Bennett  著 

(南雲堂) 

 
６．参考書 

 参考書は特になし。 

 辞書は特に指定しないが，少なくとも『ジーニアス英和・和英辞典』やそれと同等以上の語彙数のあるものを選んで極力持

参してもらいたい。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を出した場合は、必要に応じてコメントを行う。具体的には、授業中に数点取り上げ講評を行うこととする。 

 
８．成績評価の方法 

・期末テスト（70％）・平常点（30％）で評価する。詳細は授業時に説明する。平常点には授業態度・出席状況等が含まれる。 
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・全授業回数のうち３分の２以上の出席を単位取得の必須要件とするので，くれぐれも気を付けること。 

・出欠席回数に関する個々の問い合わせには応じないので，各自で把握されたい。 

・やむを得ない事情等があって欠席回数が多くなる場合には，早めに報告し相談すること。 

 

 
９．その他 

.・テキストは必ず早めに購入すること。特段の事情もなく購入しない状態が長期間続いた場合，単位は認定しない。 

・ネット上の機械翻訳や他人の訳を流用せず，くれぐれも自力で予習し、課題に取り組むこと。 

・ポータルサイトから全員あるいは個別に連絡をすることがあるので、定期的にチェックして見落とさないようにすること。 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[K 組] 

担当者名 浦部尚志 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 春学期と同様に，大学二年次に相応しい，英文読解力の伸長を主眼とした授業を進めていく。具体的には，三年次以上の

課程に進んだ後に，専門の難しい英文に遭遇しても困ることのないように，正確に英文を読み取ることが出来るよう指導して

いく。ただ英語を訳読するだけでなく，いかに効果的に英文を読めばよいかも指導する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] ①テキスト：Unit 7 前半/②テキスト：Unit 7 前半 

［第３回] ①テキスト：Unit 7 後半/②テキスト：Unit 7 後半 

［第４回] ①テキスト：Unit 8 前半/②テキスト：Unit 8 前半 

［第５回] ①テキスト：Unit 8 後半/②テキスト：Unit 8 後半 

［第６回] ①テキスト：Unit 9 前半/②テキスト：Unit 9 前半 

［第７回] ①テキスト：Unit 9 後半/②テキスト：Unit 9 後半 

［第８回] ①テキスト：Unit 10 前半/②テキスト：Unit 10 前半 

［第９回] ①テキスト：Unit 10 後半/②テキスト：Unit 10 後半 

［第 10 回] ①テキスト：Unit 11 前半/②テキスト：Unit 11 前半 

［第 11 回] ①テキスト：Unit 11 後半/②テキスト：Unit 11 後半 

［第 12 回] ①テキスト：Unit 12 前半/②テキスト：Unit 12 前半 

［第 13 回] ①テキスト：Unit 12 後半/②テキスト：Unit 12 後半 

［第 14 回] ａ：秋学期授業全体のまとめ/ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

●講義ではなく，学生による演習が中心の授業となる。毎時，発表があり，それが平常点として評価されるので，授業への積

極的参加が必要である。予習は必須である。原則として，予習をしていない場合，欠席とみなすので覚悟しておくこと。 

●出欠席その他の扱い：語学の原理・原則にのっとり，出席率及び授業への参加度を最大限重視する。出席は毎時欠かさ

ずに取る。 

 規定回数を越えて欠席＆遅刻をした場合，単位は絶対に認定しない。以下，その内訳： 

 ①欠席…４回までとする。５回以上の欠席は単位を認定しない（尚，遅刻３回で１欠とする）。居眠り・内職等厳禁！ やる気

がなく，授業に参加する意志がないと認められた場合も欠席扱いになる。目に余る場合，その場で単位不認定にする場合も

ある。 

 ②遅刻…５回までとする。欠席回数に関係なく，６回以上の遅刻は単位を認定しない（尚，遅刻は授業開始後 30 分以内と

する）。 

 ③特別な事情で欠席や遅刻をする場合は必ず相談すること。 

 ④病気・怪我等による「欠席取り消し」の扱いは，出席停止措置が必要な伝染病や，入院が必要な程度の重病・重傷なも

のに限る（その際，領収書等ではなく，「診断書」が必要）。普通の風邪程度の「欠席取り消し」は認めない。 

 ⑤近年，電車遅延による遅刻取り消しの要求も目に余るが，今年度から遅延届け書類提出による「遅刻取り消し」の扱いは

最高３回までとする。尚，５～10 分程度遅れによる遅延届けの提出も認めない。最低 20 分以上の遅延のみ認めることとす

る。 

 ⑥教科書は必ず購入の上，毎時持参すること。教科書を持って来ない場合は，「欠席」とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

[1]毎時，授業で行うテキストの授業範囲の事前学習を必須とする。和訳や練習問題等の解答ができるよう，事前に周到に準

備しておくこと。尚，予習を前提としない問題その他のものに関しては，後で十分な反復学習をしておくこと。 

[2]進度が遅れ気味の場合、Class Web の【小テスト欄】などから Web レポートを科すことがあるので、心得ておいてください。 

 
５．教科書 

●春学期と同じテキストを使用します。 

①浦部尚志・著，Supreme Grammar Workbook for the TOEIC<09-30> L&R Test （開文社, 2020 年） 

②浦部尚志・著, Success Course for the TOEIC Listening & Reading Test，（開文社，2017 年） 
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６．参考書 

 『英語リーディングの科学―「読めたつもり」の謎を解く』，卯城祐司・編著（研究社，2009 年）。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題や教科書内の設問等に関しては、授業内で口頭、白板への板書、教室内に設置してあるモニター、もしくは文書の配

布にて、即座に、フィードバックを行う。また、授業内で実行不可能な場合は、Class Web 内の「お知らせ発信」や「授業コン

テンツ」等にてなるべく早く、文書発信を行うことによってフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（授業態度，授業への参加度・貢献度，授業中の発表の良否等）15％，演習点（小テスト，練習問題，レポート等の

評点）15％，定期試験 70％。合計が満点の 60％以上を単位認定の条件とする。 

 
９．その他 

●コロナ禍等の収束状況次第で、授業形態がどのように変更になるか分からないので、常に、最新の動向に気を配っておく

こと。 

●教科書の出版社が「英光社」から「開文社」に変わっているので、注意して下さい。また、「英光社」(旧版)と「開文社」(新版)

の両方の版が混在しても、内容に変わりは無いので、心配はいりません。 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[L 組] 

担当者名 浦部尚志 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 春学期と同様に，大学二年次に相応しい，英文読解力の伸長を主眼とした授業を進めていく。具体的には，三年次以上の

課程に進んだ後に，専門の難しい英文に遭遇しても困ることのないように，正確に英文を読み取ることが出来るよう指導して

いく。ただ英語を訳読するだけでなく，いかに効果的に英文を読めばよいかも指導する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] ①テキスト：Unit 7 前半/②テキスト：Unit 7 前半 

［第３回] ①テキスト：Unit 7 後半/②テキスト：Unit 7 後半 

［第４回] ①テキスト：Unit 8 前半/②テキスト：Unit 8 前半 

［第５回] ①テキスト：Unit 8 後半/②テキスト：Unit 8 後半 

［第６回] ①テキスト：Unit 9 前半/②テキスト：Unit 9 前半 

［第７回] ①テキスト：Unit 9 後半/②テキスト：Unit 9 後半 

［第８回] ①テキスト：Unit 10 前半/②テキスト：Unit 10 前半 

［第９回] ①テキスト：Unit 10 後半/②テキスト：Unit 10 後半 

［第 10 回] ①テキスト：Unit 11 前半/②テキスト：Unit 11 前半 

［第 11 回] ①テキスト：Unit 11 後半/②テキスト：Unit 11 後半 

［第 12 回] ①テキスト：Unit 12 前半/②テキスト：Unit 12 前半 

［第 13 回] ①テキスト：Unit 12 後半/②テキスト：Unit 12 後半 

［第 14 回] ａ：秋学期授業全体のまとめ/ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

●講義ではなく，学生による演習が中心の授業となる。毎時，発表があり，それが平常点として評価されるので，授業への積

極的参加が必要である。予習は必須である。原則として，予習をしていない場合，欠席とみなすので覚悟しておくこと。 

●出欠席その他の扱い：語学の原理・原則にのっとり，出席率及び授業への参加度を最大限重視する。出席は毎時欠かさ

ずに取る。 

 規定回数を越えて欠席＆遅刻をした場合，単位は絶対に認定しない。以下，その内訳： 

 ①欠席…４回までとする。５回以上の欠席は単位を認定しない（尚，遅刻３回で１欠とする）。居眠り・内職等厳禁！ やる気

がなく，授業に参加する意志がないと認められた場合も欠席扱いになる。目に余る場合，その場で単位不認定にする場合も

ある。 

 ②遅刻…５回までとする。欠席回数に関係なく，６回以上の遅刻は単位を認定しない（尚，遅刻は授業開始後 30 分以内と

する）。 

 ③特別な事情で欠席や遅刻をする場合は必ず相談すること。 

 ④病気・怪我等による「欠席取り消し」の扱いは，出席停止措置が必要な伝染病や，入院が必要な程度の重病・重傷なも

のに限る（その際，領収書等ではなく，「診断書」が必要）。普通の風邪程度の「欠席取り消し」は認めない。 

 ⑤近年，電車遅延による遅刻取り消しの要求も目に余るが，今年度から遅延届け書類提出による「遅刻取り消し」の扱いは

最高３回までとする。尚，５～10 分程度遅れによる遅延届けの提出も認めない。最低 20 分以上の遅延のみ認めることとす

る。 

 ⑥教科書は必ず購入の上，毎時持参すること。教科書を持って来ない場合は，「欠席」とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

[1]毎時，授業で行うテキストの授業範囲の事前学習を必須とする。和訳や練習問題等の解答ができるよう，事前に周到に準

備しておくこと。尚，予習を前提としない問題その他のものに関しては，後で十分な反復学習をしておくこと。 

[2]進度が遅れ気味の場合、Class Web の【小テスト欄】などから Web レポートを科すことがあるので、心得ておいてください。 

 
５．教科書 

●春学期と同じテキストを使用します。 

①浦部尚志・著，Supreme Grammar Workbook for the TOEIC<09-30> L&R Test （開文社, 2020 年） 

②浦部尚志・著, Success Course for the TOEIC Listening & Reading Test，（開文社，2017 年） 
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６．参考書 

 『英語リーディングの科学―「読めたつもり」の謎を解く』，卯城祐司・編著（研究社，2009 年）。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題や教科書内の設問等に関しては、授業内で口頭、白板への板書、教室内に設置してあるモニター、もしくは文書の配

布にて、即座に、フィードバックを行う。また、授業内で実行不可能な場合は、Class Web 内の「お知らせ発信」や「授業コン

テンツ」等にてなるべく早く、文書発信を行うことによってフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（授業態度，授業への参加度・貢献度，授業中の発表の良否等）15％，演習点（小テスト，練習問題，レポート等の

評点）15％，定期試験 70％。合計が満点の 60％以上を単位認定の条件とする。 

 
９．その他 

●コロナ禍等の収束状況次第で、授業形態がどのように変更になるか分からないので、常に、最新の動向に気を配っておく

こと。 

●教科書の出版社が「英光社」から「開文社」に変わっているので、注意して下さい。また、「英光社」(旧版)と「開文社」(新版)

の両方の版が混在しても、内容に変わりは無いので、心配はいりません。 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[M 組] 

担当者名 柳田恵美子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 さまざまな最新のトピックを扱った英字新聞の記事，特に論説形式の記事を読むことを通して，英語の上達に不可欠な語

彙力の増強および迅速に大意を把握する技術の向上を図る。 

 記事を通し，視野を広げ，問題意識を持つことにより，英語リーディングの動機づけを高める。 

 さらに授業後半のグループプレゼンテーションに向けて，普段から関連資料を読む習慣をつける。 

 ただし、グループプレゼンテーションについては、コロナの感染状況によっては、個人のプレゼンテーションに変わる可能

性がある。 

 リーディングの授業ではあるが，最終的には読むという行為をライティングやプレゼンテーションなどの発信につなげること

を重視する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 英字新聞記事（１）を読む 

［第３回] 英字新聞記事（1）を読む 

［第４回] 英字新聞記事（１）のまとめ 

［第５回] 英字新聞記事（2）を読む 

［第６回] 英字新聞記事（2）を読む 

［第７回] 英字新聞記事（2）のまとめ、秋学期前半のまとめ 

［第８回] プレゼンテーションの準備 

［第９回] 英字新聞記事（3）を読む 

［第 10 回] 英字新聞記事（3）を読む 

［第 11 回] プレゼンテーション（１） 

［第 12 回] プレゼンテーション（２） 

［第 13 回] プレゼンテーションのまとめ 

［第 14 回] ａ：授業のまとめ ｂ：テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 単位取得のためには、配布された教材を携帯して、10 回以上の出席が必要である。（30 分以内の遅刻・早退、教材をもた

ずに出席した場合は３回で１回の欠席とみなされる） 

 授業への積極的な参加，課題およびプレゼンテーションへの意欲的な取り組みが求められる。 

 テスト、課題などについて、変更する可能性がある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 語彙学習，音読，授業で扱った記事の復習，グループプレゼンテーション に向けて随時英語，日本語の関連資料を読ん

で準備する。 

 

 
５．教科書 

 特に定めない。 

 教材はこちらで準備するが、紛失しないこと 

 
６．参考書 

 三森ゆりか、「外国語を身につけるための日本語レッスン」、白水社 

 そのほか、授業中適宜紹介する。 

 オンラインでよいので、英英辞書の機能を活用できるようにする。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出期限を経過した後、提出されたものの中から数件サンプルを示し、優れた点、改善点などをコメントする。 
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８．成績評価の方法 

 テスト 50％，プレゼンテーション １0％，通常授業時の授業参加度および課題など 40％ 

（出席回数を満たし、総合得点、100 点の内、60％以上を得点した場合、単位修得となる） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[N 組] 

担当者名 宮本朋子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 リーディング３に引き続き，下記の教科書のさまざまな題材を扱う英文記事を精読することによって，英文読解力を向上させ

ると同時に，知識を深め，ひいては国際的な視点を持つことを目指す。 

 なお，下記の予定表は，進捗状況次第で変更する可能性もあることをあらかじめ了承されたい。 

 

＊秋学期は春学期の続きから再開するため、オリエンテーションは行いません。本学期から履修する方はオリエンテーション

資料を熟読し、ご不明な点があれば教員までお尋ねください。 

 
２．授業内容 

［第１回] Unit 7 Genetically Modified Foods <Agriculture> （１） 

［第２回] Unit 7 Genetically Modified Foods <Agriculture> （２） 

［第３回]  Unit 8 Empires of the Stars <Entertainment> （１） 

［第４回] Unit 8 Empires of the Stars <Entertainment> （２） 

［第５回] Unit 9 Destination: Mars <Space> （１） 

［第６回] Unit 9 Destination: Mars <Space> （２） 

［第７回] Unit 10 Cross-Cultural Friendships <Culture> （１） 

［第８回] Unit 10 Cross-Cultural Friendships <Culture> （２） 

［第９回] Unit 11 Muscle Memory <Health> （１） 

［第 10 回] Unit 11 Muscle Memory <Health> （２） 

［第 11 回] Unit 12 Maritime Piracy <Law and Crime> （１） 

［第 12 回] Unit 12 Maritime Piracy <Law and Crime> （２） 

［第 13 回]  Review 

［第 14 回] ａ：まとめ ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

・毎授業時のテキスト・プリントの持参，十分な予習，真面目な学習態度は必須事項である。それらが欠けている場合，減点

対象とする。 

・欠席した場合，進捗状況をクラスメイトに確認して次回の予習をしておくこと。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：指定された箇所（本文および演習問題）を自力で読み，内容把握・和訳・解答を行っておく。内容把握が難しい箇所

については，少なくとも未知の英単語を辞書できちんと調べる作業を忘れずに。 

 復習：授業後にその回で扱った箇所を再読し，内容や文法事項をできるだけ頭に入れるようにする。 

 

 
５．教科書 

『Reading Fusion 2〈2nd Edition〉/ リーディング・フュージョン２〈改訂新版〉』 

Andrew E. Bennett  著 

(南雲堂) 

 
６．参考書 

 参考書は特になし。 

 辞書は特に指定しないが，少なくとも『ジーニアス英和・和英辞典』やそれと同等以上の語彙数のあるものを選んで極力持

参してもらいたい。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を出した場合は、必要に応じてコメントを行う。具体的には、授業中に数点取り上げ講評を行うこととする。 

 
８．成績評価の方法 

・期末テスト（70％）・平常点（30％）で評価する。詳細は授業時に説明する。平常点には授業態度・出席状況等が含まれる。 
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・全授業回数のうち３分の２以上の出席を単位取得の必須要件とするので，くれぐれも気を付けること。 

・出欠席回数に関する個々の問い合わせには応じないので，各自で把握されたい。 

・やむを得ない事情等があって欠席回数が多くなる場合には，早めに報告し相談すること。 

 

 
９．その他 

.・テキストは必ず早めに購入すること。特段の事情もなく購入しない状態が長期間続いた場合，単位は認定しない。 

・ネット上の機械翻訳や他人の訳を流用せず，くれぐれも自力で予習し、課題に取り組むこと。 

・ポータルサイトから全員あるいは個別に連絡をすることがあるので、定期的にチェックして見落とさないようにすること。 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[O 組] 

担当者名 及川英 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

前期に引き続き、アメリカの文化的・社会的な事象を題材とした英文を扱うことで、英語読解力と作文力の向上を目指しま

す。英語で書かれた内容を正確に理解することはもちろんのこと、社会問題などに関する自分の意見を論理的な文章で書

けることを本講義の到達目標とします。 

主にアメリカの諸問題について書かれた文章を扱いますが、アメリカ独自の問題を考えることを出発点に、人権や環境の問

題へと敷衍して思考できるよう、本講義を通して英語の読解力と作文能力を涵養します。 

 

 
２．授業内容 

指定教科書の読解と、その主題の背景知識を得るために動画視聴なども積極的に取り入れます。各トピックへの理解を深め

たら、自分の意見を英語で書いてみましょう。 

 

［第 1・2 回] Unit 7. Women’s Rights Movement 

［第 3・4 回] Unit 10. Dirty Tricks in Congress 

［第 5・6 回] Unit 11. Shale Gas 

［第 7 回] a. 中間テスト b. まとめ 

［第 8・9 回] Unit 12. Plastic Garbage in the Ocean 

［第 10・11 回] Unit 13. Genetically Modified Foods  

［第 12・13 回] Unit 15. True Cost: Beyond Globalization  

［第 14 回] a. 期末テスト b. まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

1. 4 回以上の欠席で失格とします。 

2. 30 分以上の遅刻は欠席扱いです。遅刻 3 回で欠席 1 回扱いとします。 

3. 自分の出欠状況は自分で管理すること。トラブル防止のため「自分は今何回休んでますか？」あるいは「いまの出席日数

で単位もらえますか？」等の質問には回答しません。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

予習に関しては、授業内で扱う題材に関連するリサーチを指示することがあります（所要時間 30 分以内）。復習は、次回の

小テスト対策として、教科書に出てきた語彙を確認するなどしてください。小テストは、教科書の文章を「読みっぱなし」にしな

いことを目的としています。「読みっぱなし」状態が続くと、「見たことはあるのに意味はわからない」言葉ばかり増えてしまいま

す。1 回でも復習として再読すると効果があるので、ぜひ取り組んでみましょう。 

 
５．教科書 

前期と同じ教科書を引き続き使用します。 

『Inside and Out: American Culture and Society―現代アメリカを読み解く』塚田幸光, 中村嘉雄, Ayed Hasian 編著（金星

堂） 

 

 
６．参考書 

英単語を調べるときには電子辞書の使用を強く勧めます。持っている場合は必ず持参すること。持っていない人はオンライ

ンの辞書を使用しても構いませんが、明治大学図書館の VPN 接続で使用できる『ジャパンナレッジ』を使用するなどして、信

頼性の低いオンライン辞書の使用は避けてください。この点は授業でも詳しく解説します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の英作文課題には、直接添削して返却します。小テストも採点し返却します。 

多くの受講生が間違えた箇所などについては、次週解説をし、なるべく受講生の問題意識に沿った授業運営を心がけま

す。 
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８．成績評価の方法 

平常点（小テスト・授業内課題含む）40％、中間・期末テスト（リーディング課題の理解度を測るライティング）60％ 

 
９．その他 

前期と同じ教科書を使用するので、第 1 回から教科書の内容を扱います。忘れずに持参してください。 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

615 

 

科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[P 組] 

担当者名 清水由布紀 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業では、様々なタイプの英文を読み解くことにより、語彙を広げ、文法的な理解を深め、将来に繋がる深い英語力を培

うことを目的とする。また記事や論文を読むことにより、グローバル社会を生き抜く国際感覚を身に着けることを目指す。 

前半は英文記事や物語を中心に様々なタイプの英文に触れ、英語に関する教養を身に着け、後半は論文を読み、与えられ

た情報について、自分なりに分析や考察をする力を養う。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 英字新聞を読む 

［第３回] 英字雑誌を読む 

［第４回] 様々な英語に触れる① 

［第５回] 様々な英語に触れる② 

［第６回] 物語を読む① 

［第７回] 物語を読む② 

［第８回] 広告とその影響１ 

［第９回] 広告とその影響２ 

［第 10 回] アカデミックな文章を読んでみよう１ 

［第 11 回] アカデミックな文章を読んでみよう２ 

［第 12 回] アカデミックな文章を読んでみよう３ 

［第 13 回] Cultural Crossing Points 

［第 14 回] a.まとめ b.期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

欠席は４回を上限とし，これをオーバーした場合は期末試験の受験資格を失います。ただし，遅刻、早退、教材忘れ３回で

欠席１回分に換算します。 

授業で使用する資料や課題はクラスウェブで配布するため、毎回パソコンを持参すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

課題の文章の要点をまとめた Note を予習で作成する。その他グループワークの準備や文章に関連した課題がある。 

 
５．教科書 

授業中にプリントを配付する。 

 
６．参考書 

適宜紹介する 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

小テスト及びレポートは Oh-Meiji にて個別にフィードバックする 

 
８．成績評価の方法 

平常点（授業貢献度・課題等）60％、期末試験 40％。出席回数を満たし、全体で 60％以上取得したものを合格とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[Q 組] 

担当者名 鞍田崇 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 英語リーディング３（春学期）の続編です。 

 引きつづきテキストは，サリンジャーの "The Catcher in the Rye"（1951）。 

 物語は後半へ。季節も小説の中のそれとかさなってきます。ますます不器用で、生きづらさマックスの主人公。そんな彼で

あればこその「語り」に引きつづき耳を傾けていきましょう。 

 一緒に最後までたどり着く日を楽しみにしています。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Catcher in the Rye を読む・議論する①：chapter 14 

［第３回] Catcher in the Rye を読む・議論する②：chapter 15 

［第４回] Catcher in the Rye を読む・議論する③：chapter 16 

［第５回] Catcher in the Rye を読む・議論する④：chapter 17 

［第６回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑤：chapter 18 

［第７回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑥：chapter 19 

［第８回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑦：chapter 20 

［第９回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑧：chapter 21 

［第 10 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑨：chapter 22 

［第 11 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑩：chapter 23 

［第 12 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑪：chapter 24 

［第 13 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑫：chapter 25 

［第 14 回] Catcher in the Rye を読む・議論する⑫：chapter 26，まとめ 

 
３．履修上の注意 

英語とともに，コミュニケーション能力を培うことをねらいとします。伝えようとすること（説明）と分かろうとすること（理解），あら

ためてそれらのやり取りをいまより深めていこうとする気持ちで臨んでください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回担当を決めて，該当箇所の発表をしていただきます（発表は成績評価上の必須項目です）。 

 それにもとづき，内容についての議論をメインとしますので，担当者以外の人も毎回，指定箇所を事前に読み込んでくるよ

うにしてください。 

 
５．教科書 

J. D. Salinger, "The Catcher in the Rye" ( Penguin; Reissue 版） 

 

 
６．参考書 

『ライ麦畑でつかまえて』（Ｊ．Ｄ．サリンジャー著, 野崎 孝訳，白水社） 

『キャッチャー・イン・ザ・ライ』（Ｊ．Ｄ．サリンジャー著,  村上 春樹訳，白水社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、担当者の発表に対し、受講生の中からひとりコメンテーターを指命し、感想・アドバイスをしてもらいます。 

もちろん担当教員からもコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

学期中かならず１回は発表すること。また， 

各回とも，主要部分の読解＆議論をしますので，その際の発表内容も勘案して評価します。 

成績評価上の割合は，授業内発表：60％，平常点（ディスカッションへの参加等）40％。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[R 組] 

担当者名 杉本裕代 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では、後期に続いて、アメリカの絵画とその批評文を題材としたテキストを使い授業を進めます。英文を精読するこ

とは、ひとつの芸術作品をじっと眺めることに似ています。リアルタイム、即時レスポンス、瞬間の経験が当たり前である現代

社会において、じっくり、しみじみ考える時間を生活の中に確保する習慣づくりを目指し、それによって、現代社会を生きる皆

さんの思考の土台を盤石にすることを目指します。 

 後期は、日本でも人気の高い Edward Hopper について鉄道のテーマで論じた評論を読みます。Hopper の世界観は、現

代の私たちの社会においても広く影響を与えた風景で、作品の雰囲気の奥には、テクノロジーや都市化といったテーマがあ

ります。また、この学期の後半は、応用編として、建築をテーマにしたニュース記事や評論などを読み、期末課題として、各自

が、短い英文エッセイを書きます。 

 担当教員が、テキストに加えて、現代のニュースやトピックを扱う英文を適宜、プリント教材として提示しながら、過去から現

代への知の系譜の一端を感じてみましょう。 

 

 
２．授業内容 

テキストに即しながら、英文を読みつつ、そこにある問題系を考えます。 

読んだ内容を基に、それを要約したり、自分の考えを論理的に述べる練習をします。 

 

第１回 イントロダクション 

第２回 Edward Hopper とアメリカ社会 

第３回 Chapter 11 Hopper's Repeated Motif 

第４回 Chapter 12 Hopper's Cityscapes 

第５回 Chapter 13 Hopper's Train Passengers 

第６回 Chapter 14 Hopper's Train Travel 

第７回 Chapter 15 Hopper's Railroad Imagery 

第８回 応用問題 

第９回 アメリカの建築 19 世紀まで 

第 10 回 アメリカの建築 20 世紀 

第 11 回 世界の建築 

第 12 回 エッセイ 構想 

第 13 回 エッセイ Peer Review / Revise 

第 14 回 試験 および 解説 

 

 
３．履修上の注意 

 授業中の課題等でノートパソコンを使用します。 

 担当教員は、生成 AI は、日々革新の途上にあるテクノロジーとして、皆さんの学びにどのように活用するべきか、学生と教

員で倫理を共有することが大事だと考えます。特に、語学は「筋トレ」のような側面がありますので、みなさんの語学筋力をア

ップさせるためにはどうするべきか、一緒に考えましょう。その倫理とルールから逸脱した形で課題等に使用することは大きく

減点されます。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：指示された芸術作品や事象について、インターネットで調査をする。所定の英文の単語調べや気になる表現のチェ

ックをして、じっくり英文を読み、内容を、日本語または英語で要約する（１時間） 

 復習：授業でふれたキーワードに基づいて、世界の芸術作品や建築などを検索し、それについての英文を読む。また、授

業で学んだ表現を活用して、自分でそれらの作品について、英語で表現してみる。 

 

 
５．教科書 

『アメリカ文化と風景画 American Culture through Landscape Painting』（英宝社）Kenneth W. Maddox; Nicolai Cikovsky, 

Jr. ; Gail Levin 大井浩二 編注 

 
６．参考書 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、授業中にフィードバックを行う。 

課題作成プロセスでの個別コメントのほか、全体講評を Oh! Meiji で公開する 

筆記試験については、同じ授業内で解説 

 

 
８．成績評価の方法 

授業への貢献度（参加態度）20％、 

授業内課題（毎回の授業での提出物）30％ 

期末試験 50％ (筆記試験 25% 英文エッセイ 25%) 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[S 組] 

担当者名 武田寿恵 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では，英語リーディング 3 を踏まえつつ，ミュージカル映画とその原作となった文学作品の双方を扱うことで，親しみ

やすく英語圏の文化に触れながら，読解力，語彙力，リスニング力などの総合的な英語力の向上を目指す。 

 ミュージカルは，18 世紀にイギリスで流行したバラッド・オペラを源流の一つとし，20 世紀初頭にアメリカで確立した芸術で

ある。ロンドンにはウェストエンド，ニューヨークにはブロード・ウェイと呼ばれる大規模な劇場街が存在し，数多くのミュージカ

ルが制作，上演されてきた。中にはイギリス，アメリカを舞台にした作品もあり，それぞれの文化理解にも役立てたい。また，

文学作品が映像化され，さらにはミュージカル化される際に，どのような翻案（adaptation）を伴うのかに注目することで，言語

と映像による表現方法の違いも発見していく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Musical の原作を読む（１） 

［第３回] Musical の原作を読む（２） 

［第４回] Musical の原作を読む（３） 

［第５回] Musical の原作を読む（４） 

［第６回] Musical の原作を読む（５） 

［第７回] Musical の原作を読む（６） 

［第８回] 前半のまとめ 

［第９回] Musical の原作を読む（７） 

［第 10 回] Musical の原作を読む（８） 

［第 11 回] Musical の原作を読む（９） 

［第 12 回] Musical の原作を読む（10） 

［第 13 回] 後半のまとめ 

［第 14 回] ａ：期末テスト，ｂ：正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 本授業では積極的な授業参加と予習復習を重視する。特に復習は確実に行うこと。 

 許可された時間、用途外でのスマホの使用の他、おしゃべり、居眠り等を発見した場合は該当する学生への予告なく、演

習の評価より減点する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業を欠席した場合は、クラスウェブに公開される授業プリントを必ず自分で解くこと。また、DVD や配信などで作品の進行

を確認しておくことが望ましい。 

 
５．教科書 

毎授業プリントを配布する。 

 

 
６．参考書 

TEX 加藤『TOEIC L&R TEST 出る単超特急金のフレーズ』朝日新聞出版（2017 年以降発売のもの） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内、またはクラスウェブでフィードバックをおこなう。 

 
８．成績評価の方法 

 演習(授業態度・コメントシート・課題)50％、期末テスト 50％とし、合計 60％以上を単位取得の条件とする。 

 また、欠席は４回までとし、５回以上欠席した者は期末試験の受験は認めない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[T 組] 

担当者名 杉本裕代 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では、後期に続いて、アメリカの絵画とその批評文を題材としたテキストを使い授業を進めます。英文を精読するこ

とは、ひとつの芸術作品をじっと眺めることに似ています。リアルタイム、即時レスポンス、瞬間の経験が当たり前である現代

社会において、じっくり、しみじみ考える時間を生活の中に確保する習慣づくりを目指し、それによって、現代社会を生きる皆

さんの思考の土台を盤石にすることを目指します。 

 後期は、日本でも人気の高い Edward Hopper について鉄道のテーマで論じた評論を読みます。Hopper の世界観は、現

代の私たちの社会においても広く影響を与えた風景で、作品の雰囲気の奥には、テクノロジーや都市化といったテーマがあ

ります。また、この学期の後半は、応用編として、建築をテーマにしたニュース記事や評論などを読み、期末課題として、各自

が、短い英文エッセイを書きます。 

 担当教員が、テキストに加えて、現代のニュースやトピックを扱う英文を適宜、プリント教材として提示しながら、過去から現

代への知の系譜の一端を感じてみましょう。 

 

 
２．授業内容 

テキストに即しながら、英文を読みつつ、そこにある問題系を考えます。 

読んだ内容を基に、それを要約したり、自分の考えを論理的に述べる練習をします。 

 

第１回 イントロダクション 

第２回 Edward Hopper とアメリカ社会 

第３回 Chapter 11 Hopper's Repeated Motif 

第４回 Chapter 12 Hopper's Cityscapes 

第５回 Chapter 13 Hopper's Train Passengers 

第６回 Chapter 14 Hopper's Train Travel 

第７回 Chapter 15 Hopper's Railroad Imagery 

第８回 応用問題 

第９回 アメリカの建築 19 世紀まで 

第 10 回 アメリカの建築 20 世紀 

第 11 回 世界の建築 

第 12 回 エッセイ 構想 

第 13 回 エッセイ Peer Review / Revise 

第 14 回 試験 および 解説 

 

 
３．履修上の注意 

 授業中の課題等でノートパソコンを使用します。 

 担当教員は、生成 AI は、日々革新の途上にあるテクノロジーとして、皆さんの学びにどのように活用するべきか、学生と教

員で倫理を共有することが大事だと考えます。特に、語学は「筋トレ」のような側面がありますので、みなさんの語学筋力をア

ップさせるためにはどうするべきか、一緒に考えましょう。その倫理とルールから逸脱した形で課題等に使用することは大きく

減点されます。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：指示された芸術作品や事象について、インターネットで調査をする。所定の英文の単語調べや気になる表現のチェ

ックをして、じっくり英文を読み、内容を、日本語または英語で要約する（１時間） 

 復習：授業でふれたキーワードに基づいて、世界の芸術作品や建築などを検索し、それについての英文を読む。また、授

業で学んだ表現を活用して、自分でそれらの作品について、英語で表現してみる。 

 

 
５．教科書 

『アメリカ文化と風景画 American Culture through Landscape Painting』（英宝社）Kenneth W. Maddox; Nicolai Cikovsky, 

Jr. ; Gail Levin 大井浩二 編注 

 
６．参考書 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、授業中にフィードバックを行う。 

課題作成プロセスでの個別コメントのほか、全体講評を Oh! Meiji で公開する 

筆記試験については、同じ授業内で解説 

 

 
８．成績評価の方法 

授業への貢献度（参加態度）20％、 

授業内課題（毎回の授業での提出物）30％ 

期末試験 50％ (筆記試験 25% 英文エッセイ 25%) 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[再履] 

担当者名 保坂昌光 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 明晰な表現や構成を持つ文章はもとより，辞書さえあれば，抽象的表現や一定のニュアンスを持つ表現を含む文章を読む

読解能力が得られるレベルに到達することを目標とする。授業では，英語圏の職業的文筆家が英語圏の一般読者向けに書

いた雑誌記事を，一切の注解なしで通読および精読する。論理的に構成され論理的に書かれた文章を論理的に読むこと，

見方を変えて言えば一般的な英語資料を論理的に理解・整理する能力の養成を目標とする。 

 なお，基礎的英語運用能力は高校レベルで足りるはずだが，忘れたことは再学習せねばならない。基礎レベル以上の運

用能力については，積極的に考えること・疑うこと・調査することによってしか得られない。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～13 回] 英語圏の雑誌記事を読む（下記参照） 

［第 14 回] ★履修者数 30 名以下の場合 Ⓐ総括； Ⓑ自己評価 

［第 14 回] ★履修者数 30 名以上の場合 Ⓐ総括； Ⓑ期末試験 

 再履修科目であるため，年度により履修登録者数の変動が大きい。履修者数に応じ最終回と評価方法を変更する。 

 文章全体の論理構成を把握する通読的観点を確保しつつ、パラグラフ内部の論理構成や表現法に配慮した精読を行う。

各パラグラフの内容整理と読解上の注意点の確認を中心に授業を展開する。「各パラグラフの内容整理」とは，パラグラフ内

に含まれる情報を誰もが理解できる表現に書き換えることであり，誤解を恐れず言えば「英文和訳」とは全くの別物である。

「読解上の注意点」とは，調べればわかること・考えればわかること・わかりにくいこと・わからないこと等を意味する。読解上の

注意点を全く指摘できない，つまり「特にわからないことはない」は「なにもわからない」に等しい。わかることもわからないこと

も説明できなければ知的意味はない。むしろわかること，わかりにくいこと，わからないことを分離して整理する事が重要であ

る。 

 主としてテクノロジーに関する題材や社会的な事象について比較的明晰に書かれた 650 語前後の記事１つを授業２回で

扱う。記事の抜粋をそのまま用いるのが基本だが，程度に応じて担当教員が再構成ないし部分的にリライトしたものも用い

る。なお新しい雑誌記事を利用する場合もあるので，各回に扱う題材は２週間前まで決定できない。 

 以下は授業の各回の内容に対応するものではないが，蓄積的に修得しつつ積み上げていくべきものを下に挙げる。 

１．大学生が持つべき辞書，辞書の活用法 

２．文章を読み解くのに必要なツール 

３．通読と精読 

４．パラグラフの一貫性 

５．文章のポイントの抽出 

６．雑誌記事・新聞記事の構成 

７．明晰な文章の論理展開各種 

８．英語の文章の論理展開（と日本語の論理展開） 

９．英語特有の表現法各種 

 上記のうち，４～６の理解については，前半に強化する。７～９については半ば以降に繰り返して理解を求める。なお上記

については，ノウハウを講義するというよりも，何らかの題材を読み解く中で実践的に修得されるものと了解されたい。 

 
３．履修上の注意 

 物理的参加は評価対象としない（つまり出席自体に点数はつかない）が，消極的参加（遅刻の累積･無許可の早退・看過

できない受講姿勢など）は評価時のマイナス要因とし、総合評価点から適宜減点する。履修上の注意点の詳細については

初回開講時に説明する。毎授業時に小テスト（成績評価の対象）を実施するので不足のないよう注意すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習の方法については初回開講時に詳しく説明する。履修登録者数 30 名以下の場合には復習の確認として教材記事の

日本語による要約を２回課す（成績評価の方法について参照）。 

 
５．教科書 

 プリントを配布する。ほか，大学生向けの英和辞典が必要。 

 

 
６．参考書 
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 使用すべき辞書について初回開講時に説明する。大半の受講者が電子辞書を使用しているものの，コンテンツが中高生

向け学習用辞典のままで，大学入学に際して買換え・アップグレードしていないケースが多い。高校生に普及している大修

館『ジーニアス英和辞典』だけが収録されているレベルでは，明大理工学部生にとって内容的に全く足りない。高額機となる

が，今後長く使用する事も考慮の上で，下記①②③のいずれかが収録されている機種の使用を推奨する。 

 ①大修館『ジーニアス英和大辞典』（「大」辞典である点に注意） 

 ②小学館『ランダムハウス英和大辞典』 

 ③研究社『リーダーズ英和辞典』/『リーダーズ・プラス』 

 中高生向け学習用辞典である④⑤⑥⑦は低スペックの辞書と理解すること。使用を推奨しない。 

 ④大修館『ジーニアス英和辞典』 

 ⑤小学館『プログレッシブ英和中辞典』 

 ⑥ほか上記ふたつに準じる収録語数 10 万語程度の学習用英和辞典 

 ⑦上記以下の中学生向け学習用辞典 

 スマホによる辞書サービスの利用を容認する。ただし辞書としての操作性が低く，アプリやサービスで済まそうとすると，英

語運用能力・思考力の低下に結びつくリスクがある。またネット上の機関翻訳サービスへの依存は，英語運用能力・理解力

の向上に一切つながらないばかりか，低下を招くため避けること。面倒でも電子辞書専用機を使用することを推奨する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

※ 下記「成績評価の方法」も併せて参照 

①授業時の小テストの答案を受講者に返却しない。次回授業時のはじめに回答例を配布し、注意を要する点がある場合に

は解説する。 

★Ⓐ履修者数 30 名以下の場合 

②レポートについては、書き方について授業１回分を用いて解説する。個々のレポートにダメ出しやコメントする事はしない

が、優れた部分がある事例をピックアップし、書き方ならびに工夫の仕方について解説する授業回を設ける予定がある。 

★Ⓑ履修者 30 名以上の場合 

②期末試験の答案を受講者に返却しない。試験を振り返る授業回はないが、失敗を避けるため、試験について事前に詳し

く説明する授業回がある。 

 
８．成績評価の方法 

 ☆各授業回のはじめに出欠と遅刻を確認する。 

 ★Ⓐ履修者数 30 名以下の場合 

 ①毎授業時の小テストの合計点（百点法換算）〔70％〕 

 ②レポート（教材記事の要約）２回の合計点（百点法換算）〔30％〕 

 ③遅刻の累積・無許可の早退・看過できない受講姿勢・等に対するマイナス評価 〔適宜〕 

 評価Ⓐ＝①×0.5＋②×0.5＋③ 〔合計 60 点以上で合格とする〕 

 ★Ⓑ履修者 30 名以上の場合 

 ④毎授業時の小テストの合計点（百点法換算）〔50％〕 

 ⑤期末試験の点数（百点法）〔50％〕 

 ⑥遅刻の累積・無許可の早退・看過できない受講姿勢・等に対するマイナス評価 〔適宜〕 

 評価Ⓑ＝④×0.5＋⑤×0.5＋⑥ 〔合計 60 点以上で合格とする〕 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[再履] 

担当者名 岡本佳奈 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では、「科学技術と社会 (Science and Technology in Social Contexts)」というテーマで、複数のトピックについての

英文論説記事を精読し、基礎的な単語力や英文法を読み取る能力を向上させることを目標とします。また、広く科学技術が

社会との関わりの中で持つ問題や可能性について理解を深め、批判的に検討し、議論できるようになることを目指します。各

自の理解力を確認するため、随時小テストおよびライティングを実施します。学期の最後には、それまでの内容を踏まえたデ

ィスカッションを行います。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Topic1 前半 

［第３回] Topic1 後半 

［第４回] Topic2 前半 

［第５回] Topic2 後半 

［第６回] Topic3 前半 

［第７回] Topic3 後半 

［第８回] Topic4 前半 

［第９回] Topic4 後半 

［第 10 回] Topic5 前半 

［第 11 回] Topic5 後半 

［第 12 回] ディスカッション① 

［第 13 回] ディスカッション② 

［第 14 回] 期末試験・まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

・授業内で単語テストおよびライティング（数行程度）を実施します。 

・欠席は４回を上限とし、これをオーバーした場合は単位取得の資格を失います。授業開始後 30 分を超えた遅刻は欠席と

してカウントします。3 回の遅刻で欠席１回分とみなします。 

・授業中の居眠り・私語は減点対象となります。他の学生に迷惑がかかると判断した場合には、退室を促すこともあります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・各回に単語テストを行うため、授業で用いたテクストを復習すること。 

・翌週に読む文章を各回の授業後に配布するので、わからない単語や文法を事前に調べてしっかり予習しておくこと（英文

法がわからなかった場合は、どこがどう分からないのかを説明できるようにしておく）。 

・授業内では各自で読む時間は取らないため、当てられても困らないようにしっかり予習しておくこと。予習していないと教員 

が判断した場合は、大幅な減点となる。  

・各回の授業内でライティング（リアクションペーパーの作成）を行なうので、予習の段階で各回のトピックに関して自身の意

見を表現できるようにしておくこと。 

 

 
５．教科書 

各授業の最初にプリントを配布します。 

 
６．参考書 

英和辞書を持参すること。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

小テスト実施回の翌週には授業内で解説を行います。 

 
８．成績評価の方法 
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・小テスト 20%、ライティング 20％、ディスカッション 10%、期末試験 50％で評価します。全体で 60％以上を単位取得の条件

とします。  

・５回以上欠席した場合は、単位取得の資格を失います。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[再履] 

担当者名 榎本悠希 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業では,春学期に引き続き、 比較的平易な英語で書かれた英語圏の短編小説や映画のスクリプトを読み解きます。扱

う作家は、 Raymond Carver、Kazuo Ishiguro、Murakai Haruki、Urshula K. Le Guin などです。毎回、2~3 ページ程度を丁寧

にじっくりと読み解きます。学期内で 2~３本の小説を読み解く予定です。また、それぞれの読了時にはその小説についての

ディスカッションを行い履修者感での意見交換を行います。それを通じて単に英語として読めるだけではなく、より深いレベ

ルでの読解を目指します。 

 TOEIC や英字新聞だけではなく、本場の英語の文学作品や映画作品に大学生のうちに一度触れてみましょう！ 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回] イントロダクション 

[第 2 回] 短編小説① 

[第 3 回] 短編小説① 

[第 4 回]  短編小説① 

[第 5 回]  短編小説① 

[第 6 回]  短編小説② 

[第 7 回] 短編小説② 

[第 8 回] 短編小説② 

[第 9 回] 短編小説② 

[第 10 回] 短編小説③ 

[第 11 回] 短編小説③ 

[第 12 回] 短編小説③ 

[第 13 回] 短編小説③、期末試験について 

[第 14 回] 期末試験 

 
３．履修上の注意 

欠席は４回を上限とし、これをオーバーした場合は期末試験の受験資格を失います。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

わからない単語や構文は必ず辞書で調べてきてください。 

 
５．教科書 

授業中にプリントを配付する。 

 
６．参考書 

授業内にて適宜指示ます。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で適宜フィードバックを行います。 

 
８．成績評価の方法 

演習 50％，期末試験 50％，全体で 60％以上を合格とします。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 英語リーディング 3[留学特別/留学] 

担当者名 清水由布紀 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業では様々なトピックの英語の記事を読むことにより、英語力向上と国際理解を促すことを目指す。 

それぞれの文章を読んで、それに対しての自分の考えをまとめ、話し合うことにより、リーディングを中心に 4 技能を総合的

に身に着けるとともに、相互理解と国際的感覚を身に着けることを目的とする。 

英語を読んで、今住んでいる国や母国のことを考えて、「留学」という経験を国際人としての学びに結び付けましょう。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 英字記事を読もう① 

［第３回] 英字記事を読もう② 

［第４回] 説明文を読もう 

［第５回] 情報を集めよう１ 

［第６回] 情報を集めよう２ 

［第７回] 広告とその影響 

［第８回] 世界の中の日本① 

［第９回] 世界の中の日本② 

［第 10 回] 日本と母国① 

［第 11 回] 日本と母国② 

［第 12 回] 日本と母国③ 

［第 13 回] 国際人とは何か 

［第 14 回] a.まとめ b.期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

欠席は４回を上限とし，これをオーバーした場合は期末試験の受験資格を失います。ただし，遅刻、早退、教材忘れ３回で

欠席１回分に換算します。 

授業で使用する資料や課題はクラスウェブで配布するため、毎回パソコンを持参すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 課題で扱う文章の要点をまとめた Note を予習で作成する。その他グループワークの準備や、文章に関連した課題がある。

また初回に発表の発表日を決めるので、期限までに必要な資料を作成・提出する。 

 
５．教科書 

 プリントを配布する。 

 

 
６．参考書 

 適宜紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

小テスト及びレポートは Oh-Meiji にて個別にフィードバックする 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（授業貢献度・課題）60％，期末課題 40％ 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN211M 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 英語リーディング 4[留学特別/留学] 

担当者名 清水由布紀 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では様々なトピックの英語の記事を読むことにより、英語力向上と国際理解を促すことを目指す。それぞれの文章

を読んで、それに対しての自分の考えをまとめ、話し合うことにより、リーディングを中心に 4 技能を総合的に身に着けるとと

もに、相互理解と国際的感覚を身に着けることを目的とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 英字新聞を読もう① 

［第３回] 英字新聞を読もう② 

［第４回] 英字雑誌を読もう① 

［第５回] 英字雑誌を読もう②  

［第６回] 世界の祭日１ 

［第７回] 世界の祭日２ 

［第８回] 物語を読もう１ 

［第９回] 物語を読もう２ 

［第 10 回] 母国について英語で読もう① 

［第 11 回] 母国について英語で読もう② 

［第 12 回] 母国について英語で読もう③ 

［第 13 回] Lerning about the world in English 

［第 14 回] a.まとめ b.期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

欠席は４回を上限とし，これをオーバーした場合は期末試験の受験資格を失います。ただし，遅刻、早退、教材忘れ３回で

欠席１回分に換算します。 

授業で使用する資料や課題はクラスウェブで配布するため、毎回パソコンを持参すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 課題で扱う文章の要点をまとめた Note を予習で作成する。その他グループワークの準備や、文章に関連した課題がある。

また初回に発表の発表日を決めるので、期限までに必要な資料を作成・提出する。 

 
５．教科書 

 プリントを配布する 

 

 
６．参考書 

 適宜紹介する 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

小テスト及びレポートは Oh-Meiji にて個別にフィードバックする 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（授業貢献度・課題）60％，期末試験 40％ 

 
９．その他 
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ドイツ語 1a 

科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 1a[A 組] 

担当者名 宗宮朋子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業ではドイツ語の基礎文法を学習します。 

動詞の人称変化や名詞の格変化など、ドイツ語の文章を作文、読解する上での基礎文法項目を正確に理解して運用するこ

とが目標です。 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション／ｂ：人称代名詞 

［第２回] 動詞の現在人称変化（規則動詞） 

［第３回] sein, haben の現在人称変化／語順 

［第４回] 名詞の性・冠詞 

［第５回] 名詞の格変化／疑問代名詞 

［第６回] 動詞の現在人称変化（不規則動詞） 

［第７回] 命令形／名詞の複数形と格変化 

［第８回] 人称代名詞の格変化／定冠詞類 

［第９回] 不定冠詞類／否定冠詞 

［第 10 回] 非人称の es 

［第 11 回] 前置詞の格支配 

［第 12 回] 前置詞と定冠詞の融合形 

［第 13 回] 前置詞の熟語表現／春学期の復習 

［第 14 回] ａ：試験／ｂ：正答解説 

 

※ 授業内容は履修者の理解度に応じて変更することがあります。 

 

 
３．履修上の注意 

授業では問題演習や発音練習に積極的に取り組むこと。 

授業の終わりに対応時間を取るので、分からないことは必ず質問すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

新規学習項目は各自で必ず復習，暗記すること。 

試験は持ち込み一切不可で行うので，単語は各自で整理，暗記すること。 

 

 
５．教科書 

「アー・ツェット 楽しく学ぶドイツ語」 小野壽美子著 （朝日出版社） 

 

※ 教科書は第 1 回授業より毎回使用します。 

 

 
６．参考書 

独和辞典 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

希望者には課題の添削、試験の解答に対するコメントを直接します。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験の結果 85%、平常点 15%をもとに算出する。 

平常点は毎回の授業で「授業への貢献度」および「授業への参加度」が認められた者にのみ加点する。 

 

※ 教室に来て座っているだけの「出席」に対する加点は一切ありません。 
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※ 期末試験は対面、持ち込み一切不可の筆記試験で実施します。公正に成績評価を行うため、試験を課題等で代替する

ことはしません。 

 

 
９．その他 

授業開始時刻厳守です。 

教室への無断入退出、目に余る居眠り、教科書不携帯、私語等は授業妨害です。 

授業妨害を繰り返す者には教室への立ち入りを禁止する場合があります。 

理工学部事務室を通した正規の書類の提出が無い者への配慮等は一切しません。 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 1a[B 組] 

担当者名 松澤淳 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「ドイツ語は難しい」というイメージをもっていませんか。しかし，ドイツ語は決して難解な言語ではありません。なぜならば，

発音は規則的で，文法はきわめて合理的だからです。 

 そこで，この授業ではまず，発音の原則を覚えていきます。コツをつかめば，すぐにドイツ語は読めるようになります。その後

で，文法を学んでいきましょう。 

 この授業の到達目標は，動詞の人称変化を覚え，名詞には性と４つの役割があることを理解していくことにあります。ここ

が，ドイツ語で一番大切なところです。 

 確かに，英語と比べたとき，覚えるべき文法事項がドイツ語には多いということは事実です。しかし，だからこそ，ドイツ語を

学ぶことによってヨーロッパ言語の特徴を知ることができるのです。 

 ドイツ語を通じて，受講生と楽しく，時には厳しく，コミュニケーションを図りながら，言葉に対する好奇心を喚起できたらと考

えています。 

 

 
２．授業内容 

 およそ，以下の順番で学んでいきます。 

  授業の最後には小テストを毎回行います。 

［第１回] イントロダクション ドイツ語とは 発音してみよう 辞書の紹介 

［第２回] 母音の発音 人称代名詞 

発音の基礎を学ぶ 主語の種類を覚える 

［第３回] 子音の発音１ 動詞の人称変化１ 

発音の規則を学ぶ 主語に従って正しく動詞を変化させる 

［第４回] 子音の発音２ 動詞の人称変化２ 

語順と発音の注意点を学ぶ 重要な動詞の変化を覚える 

［第５回] 冠詞と名詞の格変化１ 

名詞の性とは何か，格とは何か 

［第６回] 冠詞と名詞の格変化２ 

冠詞の格変化を覚える 

［第７回] 冠詞と名詞の格変化３ 

格の用法を習得する 

［第８回] 動詞の人称変化２ 

命令形と不規則な動詞の変化を覚える 

［第９回] 冠詞類 

様々な冠詞の種類とその変化を覚える 

［第 10 回] 人称代名詞 

人称代名詞の格変化を覚える 

［第 11 回] 前置詞 

前置詞の意味と用法を覚える 

［第 12 回] 話法の助動詞 未来形 

助動詞の種類を覚え，語順に注意し，文を完成させる 

［第 13 回] 分離動詞 

前つづりに注意し，文を完成させる 

［第 14 回] ａ：復習 これまでの文法事項を復習する 

ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

 授業には必ず，辞書を携帯してください。辞書は第１回目の講義の中で紹介します。その後で，購入してください。 

 出席は，授業の開始時に毎回とります。 

 わからないことは，遠慮なく質問してください。 

 積極的な発言，発表を期待しています。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業の最後に課題を出します。次回の授業において発表できるように準備をしてください。辞書を使い，自分の力で課題

を解くことが大切です。解答に自信がない場合は，分からない箇所がどこなのか，質問できるようにしておきましょう。 

 

 
５．教科書 

 各クラスで使用教科書が異なります。第一回の講義において指定された教科書を購入してください。 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業の中で行う小テストの解答の発表・解説・得点は、テスト終了後にクラス WEB を通じてお伝えします。 

また、次回授業の中でも前回の課題について解説を行う場合もあります。 

 
８．成績評価の方法 

毎回の授業平常点と課題（アンケート・レポート・小テスト機能などで実施） 60％ 

期末試験  40％ 

60％以上の得点で単位を認定します。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 1a[C 組] 

担当者名 金子祥之 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ドイツ語を読み・書き・話すためのツールである初級文法と，基本的な単語を身に着けることを目標とします。口頭練習と筆

記練習をベースに，「話し」「読み」「書き」「聞く」ための技術の向上へとつながる語学力のベースを練習を通して養うことを目

指します。 

 具体的にはドイツ語検定５級～４級程度の語学力を身に着けることを目指します。 

 また，言語を理解するためにはその言語が話されている地域に関する知識と関心が不可欠です。ドイツ語圏の文化や歴

史，習慣などについての興味を喚起することも授業のねらいとします。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション 

ｂ：発音ルールの学習 

［第２回] 動詞の人称変化１ 

［第３回] 動詞の人称変化２ 

［第４回] 名詞の性と格・定冠詞の使い方１ 

［第５回] 名詞の性と格・定冠詞の使い方２ 

［第６回] haben と werden の変化 / 不定冠詞 

［第７回] 不定冠詞類 / 人称代名詞の格変化 

［第８回] 前置詞（１） 

［第９回] 前置詞（２） 

［第 10 回] 話法の助動詞（１） 

［第 11 回] 話法の助動詞（２）/未来形 

［第 12 回] 分離動詞・非分離動詞 

［第 13 回］ 総合復習 

［第 14 回] ａ：テスト 

ｂ：解説 

 

 
３．履修上の注意 

 辞書を一冊用意してください（電子辞書も可）。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習を十分に行ったうえで授業に臨んでください。予習の方法に関しては初回授業時に解説します。 

 

 
５．教科書 

 『フリューゲル CEER を意識したドイツ語文法』（清水翔太ほか著 朝日出版社）を使用いたします。 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 採点し返却後、解説を行います。 

 
８．成績評価の方法 

 試験 70 パーセント，平常点 30 パーセントから評価点を算出し，60 パーセント以上を合格とします。 

 
９．その他 

文法はあくまで言語を理解し、使うためのツールです。語学力向上の秘訣はその言語を使ってやってみたい何かを見つける

こと（留学したい、資格を取りたい、新聞や本を読んでみたい…）にあります。ぜひ学んだ知識を皆さんのこれからの生活で

生かしていってください。 
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科目ナンバー STLAN126N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 1a[D 組] 

担当者名 宗宮朋子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業ではドイツ語の基礎文法を学習します。 

動詞の人称変化や名詞の格変化など，ドイツ語の文章を作文，読解する上で基礎となる文法項目を正確に身につけること

が目標です。 

 

 
２．授業内容 

［第 1 回］ a: イントロダクション／人称と動詞の現在人称変化 

［第 2 回］ 定動詞の位置／動詞 sein 

［第 3 回］ 名詞の性／定冠詞と不定冠詞 

［第 4 回］ 名詞の格変化／動詞 haben 

［第 5 回］ 名詞の複数形／複数形の格変化 

［第 6 回］ 男性弱変化名詞／不規則動詞 

［第 7 回］ 命令形／人称代名詞 

［第 8 回］ 動詞 werden／前置詞 

［第 9 回］ 前置詞と定動詞の融合形／定冠詞類 

［第 10 回］ 不定冠詞類 

［第 11 回］ 否定の nicht, 否定冠詞 kein 

［第 12 回］ 分離動詞 

［第 13 回］ 春学期の復習 

［第 14 回］ a: 試験／b: 正答解説 

 

※ 授業内容は履修者の理解度等に応じて変更することがあります。 

 
３．履修上の注意 

授業では問題演習や発音練習に積極的に取り組むこと。 

問題には自力で取り組むこと。 

分からないことは必ず質問すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

新規学習項目は各自で必ず復習，暗記すること。 

試験は持ち込み一切不可で行うので，練習問題に出てきた単語等は各自で整理，暗記すること。 

 
５．教科書 

『大学生のドイツ語教本 「青春はうるわし」 ［新訂版］』 荻野蔵平著 （朝日出版社） 

 

※ 教科書は第 1 回授業より毎回使用する。 

 

 
６．参考書 

独和辞典 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

希望者には課題の添削、試験の解答に対するコメントを直接します。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験の結果 85%，平常点 15%で算出する。 

平常点は各回の授業において「授業への貢献度」および「授業への参加度」が認められた者にのみ加点する。 

 

※ 教室にいるだけの「出席」に対する加点は一切無い。 
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※ 期末試験は対面、持ち込み一切不可の筆記試験で実施する。公正に成績評価を行うため、試験を課題等で代替するこ

とはしない。 

 

 
９．その他 

授業開始時刻厳守です。 

教室への無断入退出、目に余る居眠り、教科書不携帯、私語等は授業妨害です。 

授業妨害を繰り返す者には教室への立ち入りを禁止する場合があります。 

理工学部事務室を通した正規の書類の提出が無い者への配慮等は一切しません。 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 1a[O 組] 

担当者名 松澤智子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

英語よりも変化が複雑なドイツ語を学ぶため、初級文法の基礎をしっかりと学習します。あいさつや数詞などの日常生活に関

連する単語を取り入れながらドイツ語の発音に慣れ、綴りを見て単語を発音できるようになりましょう。文法は、構造を説明し

た後に練習問題に取り組みます。繰り返し練習問題を解くことで、初級文法を着実に理解することを目標にします。 

 
２．授業内容 

第１回 オリエンテーション 

     イントロダクション：ドイツ語が話されているおもな国々、アルファベット   

第２回 Lektion 1 ドイツ語の発音 ①：発音の３大原則、母音  

第３回 Lektion 1 ドイツ語の発音 ②：子音 

第４回 Lektion 2 人称代名詞と動詞の現在人称変化：一般動詞の人称変化、重要動詞 sein ・haben の人称変化 

第５回 Lektion 2 ドイツ語の語順：平叙文、決定疑問文、補足疑問文 

第６回 Lektion 3 名詞の性と格 ①：名詞の性、名詞の格、格変化、複数形、定冠詞 

第７回 Lektion 3 名詞の性と格 ②：不定冠詞 

第８回 Lektion 4 不定冠詞類：所有冠詞、否定文 

第９回 Lektion 5 人称代名詞 ①：人称代名詞の格変化、3 人称の人称代名詞、3 格と 4 格の語順 

第 10 回 Lektion 5 人称代名詞 ②：非人称の es  

第 11 回 Lektion 6 不規則動詞：おもな不規則動詞、重要な不規則動詞  

第 12 回 Lektion 7 前置詞 ①：前置詞の格支配、おもな 3 格支配の前置詞、おもな 4 格支配の前置詞、3･4 格支配の前

置詞 

第 13 回 Lektion 7 前置詞 ②：前置詞と定冠詞の融合形、時をあらわす表現、イディオム 

第 14 回 春学期試験、試験の振返り   

 

※授業の進行状況により、授業内容を変更する場合があります。 

 

 
３．履修上の注意 

・授業時間だけで初級文法を理解することは非常に難しいです。練習問題で間違えた箇所をもう一度見直すなど、欠かさず

に復習することを習慣づけてください。 

・新たに学ぶ外国語の文法を身に着ける場合、一回の欠席が後の学習に大きな支障をきたす可能性が高いです。可能な限

り休まずに出席してください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・各回の授業内容を確認し、教科書の該当ページに載っているわからない単語を事前に調べておいてください。 

・授業時に提示した資料等はクラスウェブにて公開しますので、復習に活用してください。 

・予習よりも復習を重視して下ください。 

 

 
５．教科書 

荻原耕平・山崎泰孝『プロムナード やさしいドイツ語文法（三訂版）』白水社 

 
６．参考書 

・授業では独和辞書を持参してください。辞書については第 1 回の授業で説明しますので、持っていない方は説明の後で

購入してください。 

・他の参考書については、授業内で適宜紹介します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

採点後に返却と解説をします。 

 
８．成績評価の方法 
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・平常点 15％（積極的に手を挙げて練習問題を解答する、疑問点を質問する など） 

・課題（学期間中に２回出題）の点数 25％ 

・期末試験の点数 60％  

・上記の項目を基に評点を算出し、60 点以上を合格とします。 

 

 
９．その他 

・第１回の授業で重要事項をお伝えしますので、履修者は必ず出席してください。 

・連絡事項等も授業後に公開しますので、欠席した場合は必ずクラスウェブを確認してください。 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 1a[P 組] 

担当者名 金子祥之 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ドイツ語を読み・書き・話すためのツールである初級文法と，基本的な単語を身に着けることを目標とします。口頭練習と筆

記練習をベースに，「話し」「読み」「書き」「聞く」ための技術の向上へとつながる語学力のベースを練習を通して養うことを目

指します。 

 具体的にはドイツ語検定５級～４級程度の語学力を身に着けることを目指します。 

 また，言語を理解するためにはその言語が話されている地域に関する知識と関心が不可欠です。ドイツ語圏の文化や歴

史，習慣などについての興味を喚起することも授業のねらいとします。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション 

ｂ：発音ルールの学習 

［第２回] 動詞の人称変化１ 

［第３回] 動詞の人称変化２ 

［第４回] 名詞の性と格・定冠詞の使い方１ 

［第５回] 名詞の性と格・定冠詞の使い方２ 

［第６回] haben と werden の変化 / 不定冠詞 

［第７回] 不定冠詞類 / 人称代名詞の格変化 

［第８回] 前置詞（１） 

［第９回] 前置詞（２） 

［第 10 回] 話法の助動詞（１） 

［第 11 回] 話法の助動詞（２）/未来形 

［第 12 回] 分離動詞・非分離動詞 

［第 13 回］ 総合復習 

［第 14 回] ａ：テスト 

ｂ：解説 

 

 
３．履修上の注意 

 辞書を一冊用意してください（電子辞書も可）。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習を十分に行ったうえで授業に臨んでください。予習の方法に関しては初回授業時に解説します。 

 

 
５．教科書 

 『フリューゲル CEER を意識したドイツ語文法』（清水翔太ほか著 朝日出版社）を使用いたします。 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 採点し返却後、解説を行います。 

 
８．成績評価の方法 

 試験 70 パーセント，平常点 30 パーセントから評価点を算出し，60 パーセント以上を合格とします。 

 
９．その他 

文法はあくまで言語を理解し、使うためのツールです。語学力向上の秘訣はその言語を使ってやってみたい何かを見つける

こと（留学したい、資格を取りたい、新聞や本を読んでみたい…）にあります。ぜひ学んだ知識を皆さんのこれからの生活で

生かしていってください。 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 1a[Q 組] 

担当者名 松澤淳 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「ドイツ語は難しい」というイメージをもっていませんか。しかし，ドイツ語は決して難解な言語ではありません。なぜならば，

発音は規則的で，文法はきわめて合理的だからです。 

 そこで，この授業ではまず，発音の原則を覚えていきます。コツをつかめば，すぐにドイツ語は読めるようになります。その後

で，文法を学んでいきましょう。 

 この授業の到達目標は，動詞の人称変化を覚え，名詞には性と４つの役割があることを理解していくことにあります。ここ

が，ドイツ語で一番大切なところです。 

 確かに，英語と比べたとき，覚えるべき文法事項がドイツ語には多いということは事実です。しかし，だからこそ，ドイツ語を

学ぶことによってヨーロッパ言語の特徴を知ることができるのです。 

 ドイツ語を通じて，受講生と楽しく，時には厳しく，コミュニケーションを図りながら，言葉に対する好奇心を喚起できたらと考

えています。 

 

 
２．授業内容 

 およそ，以下の順番で学んでいきます。 

  授業の最後には小テストを毎回行います。 

［第１回] イントロダクション ドイツ語とは 発音してみよう 辞書の紹介 

［第２回] 母音の発音 人称代名詞 

発音の基礎を学ぶ 主語の種類を覚える 

［第３回] 子音の発音１ 動詞の人称変化１ 

発音の規則を学ぶ 主語に従って正しく動詞を変化させる 

［第４回] 子音の発音２ 動詞の人称変化２ 

語順と発音の注意点を学ぶ 重要な動詞の変化を覚える 

［第５回] 冠詞と名詞の格変化１ 

名詞の性とは何か，格とは何か 

［第６回] 冠詞と名詞の格変化２ 

冠詞の格変化を覚える 

［第７回] 冠詞と名詞の格変化３ 

格の用法を習得する 

［第８回] 動詞の人称変化２ 

命令形と不規則な動詞の変化を覚える 

［第９回] 冠詞類 

様々な冠詞の種類とその変化を覚える 

［第 10 回] 人称代名詞 

人称代名詞の格変化を覚える 

［第 11 回] 前置詞 

前置詞の意味と用法を覚える 

［第 12 回] 話法の助動詞 未来形 

助動詞の種類を覚え，語順に注意し，文を完成させる 

［第 13 回] 分離動詞 

前つづりに注意し，文を完成させる 

［第 14 回] ａ：復習 これまでの文法事項を復習する 

ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

 授業には必ず，辞書を携帯してください。辞書は第１回目の講義の中で紹介します。その後で，購入してください。 

 出席は，授業の開始時に毎回とります。 

 わからないことは，遠慮なく質問してください。 

 積極的な発言，発表を期待しています。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業の最後に課題を出します。次回の授業において発表できるように準備をしてください。辞書を使い，自分の力で課題

を解くことが大切です。解答に自信がない場合は，分からない箇所がどこなのか，質問できるようにしておきましょう。 

 

 
５．教科書 

 各クラスで使用教科書が異なります。第一回の講義において指定された教科書を購入してください。 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業の中で行う小テストの解答の発表・解説・得点は、テスト終了後にクラス WEB を通じてお伝えします。 

また、次回授業の中でも前回の課題について解説を行う場合もあります。 

 
８．成績評価の方法 

毎回の授業平常点と課題（アンケート・レポート・小テスト機能などで実施） 60％ 

期末試験  40％ 

60％以上の得点で単位を認定します。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 1a[再履] 

担当者名 松澤淳 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「ドイツ語は難しい」というイメージをもっていませんか。しかし，ドイツ語は決して難解な言語ではありません。なぜならば，

発音は規則的で，文法はきわめて合理的だからです。そんなドイツ語をもう一度学ぶ講座です。 

  この授業の到達目標は，動詞の人称変化を覚え，名詞には性と４つの役割があることを理解していくことにあります。ここ

が，ドイツ語で一番大切なところです。 

 確かに，英語と比べたとき，覚えるべき文法事項がドイツ語には多いということは事実です。しかし，だからこそ，ドイツ語を

学ぶことによってヨーロッパ言語の特徴を知ることができるのです。 

 ドイツ語を通じて，受講生と楽しく，時には厳しく，コミュニケーションを図りながら，言葉に対する好奇心を喚起できたらと考

えています。 

 

 
２．授業内容 

 およそ，以下の順番で学んでいきます。 

［第１回] イントロダクション ドイツ語とは 発音してみよう 辞書の紹介 

［第２回] 母音の発音 人称代名詞 

発音の基礎を学ぶ 主語の種類を覚える 

［第３回] 子音の発音１ 動詞の人称変化１ 

発音の規則を学ぶ 主語に従って正しく動詞を変化させる 

［第４回] 子音の発音２ 動詞の人称変化２ 

語順と発音の注意点を学ぶ 重要な動詞の変化を覚える 

［第５回] 冠詞と名詞の格変化１ 

名詞の性とは何か，格とは何か 

［第６回] 冠詞と名詞の格変化２ 

冠詞の格変化を覚える 

［第７回] 冠詞と名詞の格変化３ 

格の用法を習得する 

［第８回] 動詞の人称変化２ 

命令形と不規則な動詞の変化を覚える 

［第９回] 冠詞類 

様々な冠詞の種類とその変化を覚える 

［第 10 回] 人称代名詞 

人称代名詞の格変化を覚える 

［第 11 回] 前置詞 

前置詞の意味と用法を覚える 

［第 12 回] 話法の助動詞 未来形 

助動詞の種類を覚え，語順に注意し，文を完成させる 

［第 13 回] 分離動詞 

前つづりに注意し，文を完成させる 

［第 14 回] ａ：復習 これまでの文法事項を復習する 

ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

 授業には必ず，辞書を携帯してください。 

 出席は，授業の開始時に毎回とります。 

 わからないことは，遠慮なく質問してください。 

 積極的な発言，発表を期待しています。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業の最後に課題を出します。次回の授業において発表できるように準備をしてください。辞書を使い，自分の力で課題

を解くことが大切です。解答に自信がない場合は，分からない箇所がどこなのか，質問できるようにしておきましょう。 
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５．教科書 

 第一回の講義において指定された教科書を購入してください。 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業の中で行う小テストの解答の発表・解説・得点は、テスト終了後にクラス WEB を通じてお伝えします。 

また、次回授業の中でも前回の課題について解説を行う場合もあります。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 40％，授業中に行う小テスト・授業への貢献度 60％によって評点を算出し，60 点以上を合格とします。 

 2/3 以上の授業への出席が必要となります。 

 
９．その他 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

645 

 

科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 1a[スポーツ] 

担当者名 松澤智子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

初級文法の基礎をしっかりと学習します。ドイツ語の発音に慣れ、綴りを見て単語を発音できるようになりましょう。文法は、構

造を説明した後に練習問題に取り組みます。また、履修者の理解状況を確認する小テストを毎回の授業で実施します（前回

の授業で学習した文法を出題します）。授業で実施する練習問題と小テストで、文法の基礎知識の定着を図ります。 

 
２．授業内容 

第１回 オリエンテーション 

     イントロダクション：ドイツ語が話されているおもな国々、アルファベット   

     Stufe1－1：ドイツ語のアルファベットを学ぶ。英語との違いを意識しながら発音の練習をします。ドイツ語特有の文字

も学習します。 

第２回 Stufe1－2：発音を学ぶ ①。ドイツ語の発音に関する３大原則、母音の発音を英語との違いに注意しながら学びま

す。 

第３回 Stufe1－3：発音を学ぶ ②。子音の発音を学びます。 

第４回 Stufe2－Ⅰ－1：現在形の動詞の人称変化を学ぶ。「語幹」と「語尾」を理解し、基礎動詞の規則変化を学びます。ま

た、重要動詞 sein、haben、werden の不規則な変化を学びます。 

第５回 Stufe2－Ⅰ－2：不規則動詞の現在形を学ぶ。２人称単数 (du)・３人称単数 (er/sie/es) の場合に、母音の一部が

不規則に変化する動詞について学びます。 

第６回 Stufe2－Ⅰ－3：動詞の位置を学ぶ。動詞の位置の規則を理解して、簡単な文が作れるようにしていきます。この回で

は平叙文を学習します。 

第７回 Stufe2－Ⅰ－4：疑問文を学ぶ。前回の授業で学んだ語順を基に、疑問詞なし疑問文（決定疑問文）と疑問詞付き疑

問文（補足疑問文）を学習します。 

第８回 Stufe2－Ⅰ－６：否定文を学ぶ ①。否定の副詞 nicht を学ぶことで表現の幅を広げていきます。ポイントは nicht 

の位置です。 

第９回 Stufe2－Ⅱ－1, 2, 3：名詞の性、単数・複数、格を学ぶ。ドイツ語の名詞には、男性・女性・中性の文法上の３つの

「性」、「単数と複数」、文中での役割によって４つの「格」があります。地道に覚えましょう。 

第 10 回 Stufe2－Ⅱ－4：定冠詞の格変化を学ぶ。ドイツ語の文章を組み立てる上で 1 格～4 格の「格変化」が必要になり、

定冠詞は名詞の 格・数・性 によって形が変わります。その変化の仕組みを学びます。 

第 11 回 Stufe2－Ⅱ－５：不定冠詞の格変化を学ぶ。前回の学習内容を基にして不定冠詞の格変化の仕組みを理解し、表

現の手法をさらに増やしていきます。 

第 12 回 Stufe2－Ⅱ－６：否定文を学ぶ ②。否定の副詞 nicht を用いて否定を表すほかに、「否定冠詞」と呼ばれる冠詞

を用いる文法を学びます。 

第 13 回 Stufe2－Ⅱ－7：「私の～」を表す所有冠詞 mein（英語の my）の変化を学ぶ。「私の～」を使えるようになることで、よ

り実践的な表現ができることを目指します。 

第 14 回 春学期試験、試験の振返り  

 

※授業の進行状況により、授業内容を変更する場合があります。 

 

 
３．履修上の注意 

・履修者の理解状況を確認する小テストを毎回の授業で実施します。 

※小テストの提出で、出欠席の確認をいたします（小テストの未提出者は「欠席」です）。 

・授業時間だけで初級文法を理解することは非常に難しいです。練習問題で間違えた箇所をもう一度見直すなど、欠かさず

に復習することを習慣づけてください。 

・新たに学ぶ外国語の文法を身に着ける場合、一回の欠席が後の学習に大きな支障をきたす可能性が高いです。可能な限

り休まずに出席してください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・各回の授業内容を確認し、該当ページに載っているわからない単語を事前に調べておいてください。 

・授業時に提示した資料等はクラスウェブにて公開しますので、復習に活用してください。 

・予習よりも復習を重視して下ください。 
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５．教科書 

宍戸里佳『オールカラー 基礎から学べる はじめてのドイツ語文法』（ナツメ社） 

 
６．参考書 

・授業では独和辞書を持参してください。辞書については第 1 回の授業で説明しますので、持っていない方は説明の後で

購入してください。 

・他の参考書については、授業内で適宜紹介します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

「小テスト」と「課題」は、採点後に返却と解説をします。 

 
８．成績評価の方法 

・平常点 15％（小テストの得点、積極的に手を挙げて練習問題を解答する、疑問点を質問する など） 

・課題（学期間中に２回出題）の得点 25％ 

・期末試験の点数 60％  

・上記の項目を基に評点を算出し、60 点以上を合格とします。 

 

 
９．その他 

・第１回の授業で重要事項をお伝えしますので、履修者は必ず出席してください。 

・連絡事項等も授業後に公開しますので、欠席した場合は必ずクラスウェブを確認してください。 
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ドイツ語 1b 

科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 1b[A 組] 

担当者名 阪東知子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

【授業概要】 

「聞く・読む・話す・書く」の基本的なコミュニケーション能力を身につけます。日常生活で用いられる基本的な表現を理解し、

使うことができるようにすることで、「ヨーロッパ言語共通参照枠」の A1 レベルに相当するドイツ語能力の養成を目指します。

ペアワークやグループワークを通じて履修者同士が協力し、ドイツ語を積極的に使いながら学びます。 

 

【到達目標】 

（1）間違いを恐れずに、ドイツ語を積極的に使ってみることができる。 

（2）ドイツ語の発音とつづりに習熟し、正確に発声できる。 

（3）初級文法と日常生活に必要な基本的表現を理解し、運用できる。 

（4）言語学習を通じてドイツ語圏の文化や社会について知り、異文化を視野に入れてものを考えたり行動できる。 

 

 
２．授業内容 

第１回 イントロダクション―授業の進め方と外国語の学習について 

第２回 人と知り合う（１） 

第３回 人と知り合う（２） 

第４回 人と知り合う（３） 

第５回 自由時間（１） 

第６回 自由時間（２） 

第７回 自由時間（３） 

第８回 一日の行動（１） 

第９回 一日の行動（２） 

第 10 回 一日の行動（３） 

第 11 回 住まい（１） 

第 12 回 住まい（２） 

第 13 回 住まい（３） 

第 14 回 a: 春学期のまとめ 

             b: 期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

集中して楽しく学べる雰囲気を一緒に作りましょう。積極的な発言を歓迎します。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

毎回の授業後に学習内容を復習してください（60 分程度）。 

 
５．教科書 

『スタート！１ ノイ』：藤原三枝子／桂木忍／本河裕子／野村幸宏／Anja Poller／Rita Sachse-Toussaint 著（三修社） 

ISBN: 978-4-384-12312-8 C1084 

 

 
６．参考書 

特に指定しません。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で提示した課題・宿題にコメントをつけて返却します。 

 
８．成績評価の方法 

授業回数の３分の２以上出席した者のみを評価対象とします。 

授業への貢献度 30％、小テスト 35%、期末試験 35％を総合的に評価し、60％以上で合格とします。 
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９．その他 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 1b[B 組] 

担当者名 金子祥之 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ドイツ語を読み・書くためのツールである初級文法の学習を進めながら簡単なドイツ語文を読解し，合わせて音読・応用練

習などを通じて学習内容を定着させ，ドイツ語作文・読解能力を習得することを目指します。また，語学の学習を通じてドイツ

語圏の文化も学習できれば，と考えております。 

 現在時制を用いたドイツ語の読解と作文ができるようになることが目標です。具体的にはドイツ語検定５級～４級合格レベ

ルの語学力の習得がねらいです。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション 

ｂ：発音ルールの学習 

［第２回] 動詞の人称変化１・自己紹介・ドイツ語の響きを体験する 

［第３回] 動詞の人称変化２・挨拶表現 

［第４回] 冠詞の使い方１・名詞の性別を考える 

［第５回] 冠詞の使い方２・疑問文と返答 

［第６回] 名詞の複数形・複数形の格変化 

［第７回] 数詞の練習・値段を表現する 

［第８回] 不規則変化動詞・命令形 

［第９回] 人称代名詞の３・４格 / 読解「ドイツ以外でのドイツ語」 

［第 10 回] 前置詞の使い方１ 

［第 11 回] 前置詞の使い方２ 

［第 12 回] 定冠詞類 

［第 13 回] 不定冠詞類 / 読解「ドイツの脱原発」 

［第 14 回] ａ：テスト 

ｂ：解説 

 

 
３．履修上の注意 

 辞書を一冊用意してください（電子辞書も可）。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習を十分に行ったうえで授業に臨んでください。疑問点などが出た場合は授業前後に質問し，不明な点を放置しないよ

う心掛けてください。 

 

 
５．教科書 

 『大学生のドイツ語教本「青春はうるわし 新訂版』（荻野蔵平、Tobias Bauer 著 朝日出版社) 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 採点し返却した後、解説を行います。 

 
８．成績評価の方法 

 試験 70 パーセント，平常点 30 パーセントから評価点を算出し，60 パーセント以上を合格とします。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 1b[C 組] 

担当者名 井口祐介 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では，ドイツ語をはじめて学ぶ学生を対象とし，日常生活での基本的な表現を理解し，ドイツ語でごく簡単なやりと

りをできるようになることを目指します。ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の A1 レベルに相当する教科書を使用し，受講

者は実際にドイツ語を使う中で，少しずつドイツ語の文法規則や言い回しを身につけていきます。 

 到達目標として，以下の①から⑥までの基準を用います。 

①音とつづり字との関係を正確に把握し，ドイツ語のことばを正しく発音できる。 

②ドイツ語の言い回しが使われる状況を正確に理解し，その言い回しを正しく発声できる。 

③実際にドイツ語を使う中でドイツ語の基礎的な文法規則を「発見」し，その規則を正しく運用できる。 

④失敗や言い間違いを恐れずに，ドイツ語で積極的に簡単な意思表示をすることができる。 

⑤自分の置かれた状況を正確に理解し，それに相応しいドイツ語の言い回しを選択することができる。 

⑥日本語や英語とも違った文法構造を持つドイツ語に触れることにより，異なる言語・文化を持つ他者の存在を意識すること

ができる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション，導入（ドイツ語のアルファベートと発音，挨拶） 

［第２回] ａ：第１課①ドイツ語で挨拶する，ドイツ語のアルファベートを学ぶ 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第３回] ａ：第１課②ドイツ語で自己紹介をする―人称代名詞と動詞の現在形 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第４回] ａ：第１課③ドイツ語の数字（０～２０）を学ぶ 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第５回] ａ：第２課①ドイツ語で家族を紹介する―動詞の現在形 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第６回] ａ：第２課②ドイツ語で個人的な情報を交換する―冠詞と名詞の性 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第７回] ａ：第２課③ドイツ語で言語名、国名、大陸名、数字（２１～１００）を学ぶ 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習，読解問題 

［第８回] ａ：第３課①ドイツ語で買い物の際の会話を学ぶ―名詞の１格と４格 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第９回] ａ：第３課②ドイツ語で食べ物とスーパーマーケットの商品名を学ぶ 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第 10 回] ａ：第３課③ドイツ語で量と値段の言い方を学ぶ―決定疑問文とその答え方 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習，読解問題 

［第 11 回] ａ：第４課①ドイツ語で余暇について話す―不規則動詞 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第 12 回] ａ：第４課②ドイツ語で好きなことについて話す―所有冠詞 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第 13 回] ａ：第４課③ドイツ語で趣味やスポーツについて話す 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習，読解問題 

［第 14 回] ａ：期末試験 

ｂ：総まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 ドイツ語をはじめて学ぶ学生を対象としていますので，必要とされる知識や技能は特にありません。必ず教科書と辞書を購

入し，毎回持参してください。翻訳アプリや生成 AI の授業内での使用は厳禁です（減点の対象となります）。 

 単位の認定には総授業回数の３分の２以上の出席が必要です。３分の１を超えて欠席した場合は，単位は認定されません

ので注意してください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 
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 特に予習をする必要はありません。必要に応じて課す課題には毎回取り組むこと。また，授業前には前回学んだことを簡単

に振り返っておくこと。 

 

 
５．教科書 

藁谷郁美，Andreas Meyer，太田達也，『モドゥーレ１』，朝日出版社，2024 年。 

 

 
６．参考書 

 参考書は特に必要ではありませんが，辞書は毎回持参すること。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 必要に応じて課題の確認を授業内で行ないます。 

 
８．成績評価の方法 

 単位の認定には、総授業回数の３分の２以上の出席が必要です。 

期末試験およびレポート課題等（レポート課題等の詳細については授業内で指示します）の成績を 80 点，平常点を 20 点の

計 100 点満点で評価をし，60 点以上を合格の基準とします（ただし期末試験のクラス平均点を考慮します）。 

 平常点として評価するのは，１）授業への貢献度・参加姿勢，２）課題の提出率および正答率，の２点です。出席点はありま

せん。 

 

 
９．その他 

 語学の学習の場では，楽しく学べるかどうかが非常に重要です。楽しく学べる場を提供できるように最大限の努力をします

ので，受講生の皆さんも楽しく学ぶつもりでいらしてください。 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 1b[D 組] 

担当者名 井口祐介 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では，ドイツ語をはじめて学ぶ学生を対象とし，日常生活での基本的な表現を理解し，ドイツ語でごく簡単なやりと

りをできるようになることを目指します。ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の A1 レベルに相当する教科書を使用し，受講

者は実際にドイツ語を使う中で，少しずつドイツ語の文法規則や言い回しを身につけていきます。 

 到達目標として，以下の①から⑥までの基準を用います。 

①音とつづり字との関係を正確に把握し，ドイツ語のことばを正しく発音できる。 

②ドイツ語の言い回しが使われる状況を正確に理解し，その言い回しを正しく発声できる。 

③実際にドイツ語を使う中でドイツ語の基礎的な文法規則を「発見」し，その規則を正しく運用できる。 

④失敗や言い間違いを恐れずに，ドイツ語で積極的に簡単な意思表示をすることができる。 

⑤自分の置かれた状況を正確に理解し，それに相応しいドイツ語の言い回しを選択することができる。 

⑥日本語や英語とも違った文法構造を持つドイツ語に触れることにより，異なる言語・文化を持つ他者の存在を意識すること

ができる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション，導入（ドイツ語のアルファベートと発音，挨拶） 

［第２回] ａ：第１課①ドイツ語で挨拶する，ドイツ語のアルファベートを学ぶ 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第３回] ａ：第１課②ドイツ語で自己紹介をする―人称代名詞と動詞の現在形 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第４回] ａ：第１課③ドイツ語の数字（０～２０）を学ぶ 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第５回] ａ：第２課①ドイツ語で家族を紹介する―動詞の現在形 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第６回] ａ：第２課②ドイツ語で個人的な情報を交換する―冠詞と名詞の性 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第７回] ａ：第２課③ドイツ語で言語名、国名、大陸名、数字（２１～１００）を学ぶ 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習，読解問題 

［第８回] ａ：第３課①ドイツ語で買い物の際の会話を学ぶ―名詞の１格と４格 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第９回] ａ：第３課②ドイツ語で食べ物とスーパーマーケットの商品名を学ぶ 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第 10 回] ａ：第３課③ドイツ語で量と値段の言い方を学ぶ―決定疑問文とその答え方 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習，読解問題 

［第 11 回] ａ：第４課①ドイツ語で余暇について話す―不規則動詞 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第 12 回] ａ：第４課②ドイツ語で好きなことについて話す―所有冠詞 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第 13 回] ａ：第４課③ドイツ語で趣味やスポーツについて話す 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習，読解問題 

［第 14 回] ａ：期末試験 

ｂ：総まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 ドイツ語をはじめて学ぶ学生を対象としていますので，必要とされる知識や技能は特にありません。必ず教科書と辞書を購

入し，毎回持参してください。翻訳アプリや生成 AI の授業内での使用は厳禁です（減点の対象となります）。 

 単位の認定には総授業回数の３分の２以上の出席が必要です。３分の１を超えて欠席した場合は，単位は認定されません

ので注意してください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 
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 特に予習をする必要はありません。必要に応じて課す課題には毎回取り組むこと。また，授業前には前回学んだことを簡単

に振り返っておくこと。 

 

 
５．教科書 

藁谷郁美，Andreas Meyer，太田達也，『モドゥーレ１』，朝日出版社，2024 年。 

 

 
６．参考書 

 参考書は特に必要ではありませんが，辞書は毎回持参すること。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 必要に応じて課題の確認を授業内で行ないます。 

 
８．成績評価の方法 

 単位の認定には、総授業回数の３分の２以上の出席が必要です。 

期末試験およびレポート課題等（レポート課題等の詳細については授業内で指示します）の成績を 80 点，平常点を 20 点の

計 100 点満点で評価をし，60 点以上を合格の基準とします（ただし期末試験のクラス平均点を考慮します）。 

 平常点として評価するのは，１）授業への貢献度・参加姿勢，２）課題の提出率および正答率，の２点です。出席点はありま

せん。 

 

 
９．その他 

 語学の学習の場では，楽しく学べるかどうかが非常に重要です。楽しく学べる場を提供できるように最大限の努力をします

ので，受講生の皆さんも楽しく学ぶつもりでいらしてください。 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 1b[O 組] 

担当者名 木村裕一 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

〈概要〉 

この授業ではドイツ語を初めて学ぶ人を対象に、基礎文法を勉強していきます。語学にはどうしても反復練習が必要になっ

てきます。ですから、なるべく多くの練習問題を解いていく予定ですが、ドイツに関する情報なども適宜交えながら、少しでも

第二外国語学習のモチベーションを高めてもらうために、できるだけ無理なく楽しく授業していきたいと思います。 

 

〈到達目標〉 

初歩的なドイツ語の語彙や表現、文法規則を理解し、短いテクストであれば理解できるようになること、またそれらを正確に発

音できるようになること。 

 
２．授業内容 

第 1 回：ガイダンス、アルファベート、挨拶表現 

第 2 回: ドイツ語の発音規則、数字の読み方 

第 3 回： Lektion 1 人称代名詞と動詞の現在人称変化、語順 （１） 

第 4 回： Lektion 1 人称代名詞と動詞の現在人称変化、語順 （2） 

第 5 回： Lektion 2 不規則変化動詞、名詞の性と複数形 （1） 

第 6 回： Lektion 2 不規則変化動詞、名詞の性と複数形 （2） 

第 7 回： Lektion 3 名詞・代名詞の格変化 （1） 

第 8 回： Lektion 3 名詞・代名詞の格変化 （2） 

第 9 回： Lektion 4 冠詞類、否定文、命令形 （1） 

第 10 回： Lektion 4 冠詞類、否定文、命令形 （2） 

第 11 回： Lektion 5 前置詞、接続詞 （1） 

第 12 回： Lektion 5 前置詞、接続詞 （2） 

第 13 回： 文法事項の補足、読解演習 

第 14 回： 今学期のまとめ 

 

* 授業進度やクラスの理解度に応じて、計画を変更する可能性があります 

 
３．履修上の注意 

・対面授業における 10 分以上の遅刻は、理由にかかわらず、3 回で 1 回分の欠席とみなします。 

・5 回以上欠席がある場合、履修意思がないものと判断し、不合格とします（ただし特別な事由等がある場合は適宜対応しま

すので必ず連絡すること）。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

〈予習〉 

・予定されている課で学習する文法事項を確認すること 

・新しく出てきた単語を辞書で調べ、意味を確認すること 

 

〈復習〉 

・各回ごとに学習した例文やテキストの発音を正確に再現できるよう練習すること 

・宿題がある場合はそれらを行うこと 

・小テストがある場合は、そのための準備をすること 

 
５．教科書 

高橋亮介 /川名真矢『新・アプライゼ 伝え合うドイツ語』朝日出版、ISBN: 978-4-255-25473-9 

 
６．参考書 

ドイツ語の辞書（電子辞書も可）は必ず購入し、毎授業持参するようにしてください。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

クラスウェブを用いた課題の場合、提出後に表示される解答・解説を確認すること。 

小テストは採点後、授業内にて返却します。 
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８．成績評価の方法 

小テスト： 5０% 

平常点： 5０% 

 

数課ごとに小テストを実施します。 

小テストの実施スケジュールについては、授業内で連絡します。 

 

平常点は主に課題に対する取り組みやその評点を評価基準とします。 

その他、授業態度も考慮します。特に積極的な発言や質問などは評価します。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 1b[P 組] 

担当者名 清水明美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 授業の概要―ベルリンでの留学生活をテーマにした文章を読むことによって，ドイツ語を正しく発音し、正確に「読む」能力

を身につけます。ドイツ語は規則が多い分，不確定要素が少ないので，「語学は非論理的だから苦手」だと思っていた人も

考えが変わると思います。また，楽しい映像教材によってドイツ語を聞いたり話したりする能力も磨きます。 

 到達目標―最近は英文読解の時点で「なんとなく」訳して「誤訳する」クセが付いている人が多いので，ドイツ語の和訳を通

じて様々な言語を訳すための基礎力をつけます。また，外国語で自分の意思表示ができる力を伸ばします。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] アルファベットとドイツ語の読み方 

ドイツ語の基本的な読み方を理解できる。 

［第２～３回] ドイツ語の読み方 

ドイツ語の読み方のより細かい規則を理解できる。 

［第４～５回] ｢ベルリンに到着」 

動詞の現在人称変化を理解できる。 

ドイツ語で簡単な自己紹介ができる。 

［第５～６回] ｢パン屋さんで」 

冠詞と名詞の格変化を理解できる。 

ドイツ語の数字を読めるようになる。 

［第７～８回] ｢語学コース」 

不規則変化動詞の活用を理解できる。 

複数形になっている単語も辞書で調べることができる 

［第 10～11 回] ｢学生食堂で」 

前置詞と名詞の格支配を理解して正しく訳せる。 

従属節のある文章を読むことができる。 

［第 12～13 回] ｢お医者さんで」 

人称代名詞の種類と使い方を覚える。 

再帰代名詞，再帰動詞への理解を深める。 

［第 14 回] ａ；学期末試験 

ｂ；試験のふり返り 

 

 
３．履修上の注意 

 この授業で「わかりません」は禁句です。最初のうちはこちらからあらゆるデータを補助しますので，指名されたらゆっくりで

いいですから，しっかり自分で考えて答えてください。指名された時の訳の出来栄えで平常点がつきます。 

 また，各課終了時に習った単語や熟語の綴りの書き取り（ディクテーション）と意味を問う小テストを行います。この小テスト

でも平常点が評価されます。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習―文末の単語帳や辞書を使って，教科書の文章の個々の単語の意味や文法上の役割を明らかにしておいてくださ

い。 

 復習―新しく習った単語や熟語の綴りを発音の規則通りに書き取れるように，また，意味を覚えておくようにしてください。 

 

 
５．教科書 

 『ドイツ語の時間〈恋するベルリン〉』（web 改訂版エピローグ付き） 清野智明 朝日出版 

 

 
６．参考書 

 必要に応じて，授業中に指示します。 

 辞書は廉価版の簡単なものでなければ，どれでもかまいません。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に行われた小テストは次回返却して解説します。 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験（50％）平常点（50％）。全体の 60％をもって合格とする。 

 欠席は規定数を超えないこと。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 1b[Q 組] 

担当者名 金子祥之 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ドイツ語を読み・書くためのツールである初級文法の学習を進めながら簡単なドイツ語文を読解し，合わせて音読・応用練

習などを通じて学習内容を定着させ，ドイツ語作文・読解能力を習得することを目指します。また，語学の学習を通じてドイツ

語圏の文化も学習できれば，と考えております。 

 現在時制を用いたドイツ語の読解と作文ができるようになることが目標です。具体的にはドイツ語検定５級～４級合格レベ

ルの語学力の習得がねらいです。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション 

ｂ：発音ルールの学習 

［第２回] 動詞の人称変化１・自己紹介・ドイツ語の響きを体験する 

［第３回] 動詞の人称変化２・挨拶表現 

［第４回] 冠詞の使い方１・名詞の性別を考える 

［第５回] 冠詞の使い方２・疑問文と返答 

［第６回] 名詞の複数形・複数形の格変化 

［第７回] 数詞の練習・値段を表現する 

［第８回] 不規則変化動詞・命令形 

［第９回] 人称代名詞の３・４格 / 読解「ドイツ以外でのドイツ語」 

［第 10 回] 前置詞の使い方１ 

［第 11 回] 前置詞の使い方２ 

［第 12 回] 定冠詞類 

［第 13 回] 不定冠詞類 / 読解「ドイツの脱原発」 

［第 14 回] ａ：テスト 

ｂ：解説 

 

 
３．履修上の注意 

 辞書を一冊用意してください（電子辞書も可）。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習を十分に行ったうえで授業に臨んでください。疑問点などが出た場合は授業前後に質問し，不明な点を放置しないよ

う心掛けてください。 

 

 
５．教科書 

 『大学生のドイツ語教本「青春はうるわし 新訂版』（荻野蔵平、Tobias Bauer 著 朝日出版社) 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 採点し返却した後、解説を行います。 

 
８．成績評価の方法 

 試験 70 パーセント，平常点 30 パーセントから評価点を算出し，60 パーセント以上を合格とします。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 1b[再履] 

担当者名 阪東知子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

【授業概要】 

「聞く・読む・話す・書く」の基本的なコミュニケーション能力を身につけます。日常生活で用いられる基本的な表現を理解し、

使うことができるようにすることで、「ヨーロッパ言語共通参照枠」の A1 レベルに相当するドイツ語能力の養成を目指します。

ペアワークやグループワークを通じて履修者同士が協力し、ドイツ語を積極的に使いながら学びます。 

 

【到達目標】 

（1）間違いを恐れずに、ドイツ語を積極的に使ってみることができる。 

（2）ドイツ語の発音とつづりに習熟し、正確に発声できる。 

（3）初級文法と日常生活に必要な基本的表現を理解し、運用できる。 

（4）言語学習を通じてドイツ語圏の文化や社会について知り、異文化を視野に入れてものを考えたり行動できる。 

 

 
２．授業内容 

第１回 イントロダクション―授業の進め方と外国語の学習について 

第２回 人と知り合う（１） 

第３回 人と知り合う（２） 

第４回 人と知り合う（３） 

第５回 自由時間（１） 

第６回 自由時間（２） 

第７回 自由時間（３） 

第８回 一日の行動（１） 

第９回 一日の行動（２） 

第 10 回 一日の行動（３） 

第 11 回 住まい（１） 

第 12 回 住まい（２） 

第 13 回 住まい（３） 

第 14 回 a: 春学期のまとめ 

             b: 期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

集中して楽しく学べる雰囲気を一緒に作りましょう。積極的な発言を歓迎します。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

毎回の授業後に学習内容を復習してください（60 分程度）。 

 
５．教科書 

『スタート！１ ノイ』：藤原三枝子／桂木忍／本河裕子／野村幸宏／Anja Poller／Rita Sachse-Toussaint 著（三修社） 

ISBN: 978-4-384-12312-8 C1084 

 

 
６．参考書 

特に指定しません。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で提示した課題・宿題にコメントをつけて返却します。 

 
８．成績評価の方法 

授業回数の３分の２以上出席した者のみを評価対象とします。 

平常点（授業への貢献度、小テスト、課題等）50％と期末試験 50％を総合的に評価し、60％以上で合格とします。 
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９．その他 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 1b[スポーツ] 

担当者名 松澤智子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

初級文法の基礎をしっかりと学習します。ドイツ語の発音に慣れ、綴りを見て単語を発音できるようになりましょう。文法は、構

造を説明した後に練習問題に取り組みます。また、履修者の理解状況を確認する小テストを毎回の授業で実施します（前回

の授業で学習した文法を出題します）。授業で実施する練習問題と小テストで、文法の基礎知識の定着を図ります。 

 
２．授業内容 

第１回 オリエンテーション 

     イントロダクション：ドイツ語が話されているおもな国々、アルファベット   

     Stufe1－1：ドイツ語のアルファベットを学ぶ。英語との違いを意識しながら発音の練習をします。ドイツ語特有の文字

も学習します。 

第２回 Stufe1－2：発音を学ぶ ①。ドイツ語の発音に関する３大原則、母音の発音を英語との違いに注意しながら学びま

す。 

第３回 Stufe1－3：発音を学ぶ ②。子音の発音を学びます。 

第４回 Stufe2－Ⅰ－1：現在形の動詞の人称変化を学ぶ。「語幹」と「語尾」を理解し、基礎動詞の規則変化を学びます。ま

た、重要動詞 sein、haben、werden の不規則な変化を学びます。 

第５回 Stufe2－Ⅰ－2：不規則動詞の現在形を学ぶ。２人称単数 (du)・３人称単数 (er/sie/es) の場合に、母音の一部が

不規則に変化する動詞について学びます。 

第６回 Stufe2－Ⅰ－3：動詞の位置を学ぶ。動詞の位置の規則を理解して、簡単な文が作れるようにしていきます。この回で

は平叙文を学習します。 

第７回 Stufe2－Ⅰ－4：疑問文を学ぶ。前回の授業で学んだ語順を基に、疑問詞なし疑問文（決定疑問文）と疑問詞付き疑

問文（補足疑問文）を学習します。 

第８回 Stufe2－Ⅰ－６：否定文を学ぶ ①。否定の副詞 nicht を学ぶことで表現の幅を広げていきます。ポイントは nicht 

の位置です。 

第９回 Stufe2－Ⅱ－1, 2, 3：名詞の性、単数・複数、格を学ぶ。ドイツ語の名詞には、男性・女性・中性の文法上の３つの

「性」、「単数と複数」、文中での役割によって４つの「格」があります。地道に覚えましょう。 

第 10 回 Stufe2－Ⅱ－4：定冠詞の格変化を学ぶ。ドイツ語の文章を組み立てる上で 1 格～4 格の「格変化」が必要になり、

定冠詞は名詞の 格・数・性 によって形が変わります。その変化の仕組みを学びます。 

第 11 回 Stufe2－Ⅱ－５：不定冠詞の格変化を学ぶ。前回の学習内容を基にして不定冠詞の格変化の仕組みを理解し、表

現の手法をさらに増やしていきます。 

第 12 回 Stufe2－Ⅱ－６：否定文を学ぶ ②。否定の副詞 nicht を用いて否定を表すほかに、「否定冠詞」と呼ばれる冠詞

を用いる文法を学びます。 

第 13 回 Stufe2－Ⅱ－7：「私の～」を表す所有冠詞 mein（英語の my）の変化を学ぶ。「私の～」を使えるようになることで、よ

り実践的な表現ができることを目指します。 

第 14 回 春学期試験、試験の振返り  

 

※授業の進行状況により、授業内容を変更する場合があります。 

 

 
３．履修上の注意 

・履修者の理解状況を確認する小テストを毎回の授業で実施します。 

※小テストの提出で、出欠席の確認をいたします（小テストの未提出者は「欠席」です）。 

・授業時間だけで初級文法を理解することは非常に難しいです。練習問題で間違えた箇所をもう一度見直すなど、欠かさず

に復習することを習慣づけてください。 

・新たに学ぶ外国語の文法を身に着ける場合、一回の欠席が後の学習に大きな支障をきたす可能性が高いです。可能な限

り休まずに出席してください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・各回の授業内容を確認し、該当ページに載っているわからない単語を事前に調べておいてください。 

・授業時に提示した資料等はクラスウェブにて公開しますので、復習に活用してください。 

・予習よりも復習を重視して下ください。 
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５．教科書 

宍戸里佳『オールカラー 基礎から学べる はじめてのドイツ語文法』（ナツメ社） 

 
６．参考書 

・授業では独和辞書を持参してください。辞書については第 1 回の授業で説明しますので、持っていない方は説明の後で

購入してください。 

・他の参考書については、授業内で適宜紹介します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

「小テスト」と「課題」は、採点後に返却と解説をします。 

 
８．成績評価の方法 

・平常点 15％（小テストの得点、積極的に手を挙げて練習問題を解答する、疑問点を質問する など） 

・課題（学期間中に２回出題）の得点 25％ 

・期末試験の点数 60％  

・上記の項目を基に評点を算出し、60 点以上を合格とします。 

 

 
９．その他 

・第１回の授業で重要事項をお伝えしますので、履修者は必ず出席してください。 

・連絡事項等も授業後に公開しますので、欠席した場合は必ずクラスウェブを確認してください。 
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ドイツ語 2a 

科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 2a[A 組] 

担当者名 宗宮朋子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業では前期に引き続きドイツ語の基礎文法を学習します。 

より細かなニュアンス、自然なドイツ語の文章を作文したり読解したりすることが目標です。 

 
２．授業内容 

［第１回] 話法の助動詞／未来形 

［第２回] 従属の接続詞 

［第３回] 非人称の es／不定代名詞 man 

［第４回] 形容詞の格変化 

［第５回] 形容詞・副詞の比較変化・比較の表現 

［第６回] 分離動詞 

［第７回]  zu 不定詞 

［第８回] 動詞の 3 基本形 

［第９回] 現在完了形 

［第 10 回] 過去形 

［第 11 回] 再帰動詞 

［第 12 回] 文法の補足 

［第 13 回] 秋学期の復習 

［第 14 回] ａ：試験／ｂ：正答解説 

 

※ 授業内容は履修者の理解度に応じて変更することがあります。 

 

 
３．履修上の注意 

授業では問題演習や発音練習に積極的に取り組むこと。 

授業の終わりに対応時間を取るので、分からないことは必ず質問すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

新規学習項目は各自で必ず復習、暗記すること。 

期末試験は持ち込み一切不可で行うので、単語は各自で整理，暗記すること。 

 

 
５．教科書 

「アー・ツェット 楽しく学ぶドイツ語」 小野壽美子著 （朝日出版社） 

 

※ 教科書は第 1 回授業より毎回使用します。 

 

 
６．参考書 

独和辞典 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

希望者には課題の添削、試験の解答に対するコメントを直接します。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験の結果 85%、平常点 15%として算出する。 

平常点は毎回の授業で「授業への貢献度」および「授業への参加度」が認められた者にのみ加点する。 

 

※ 教室に来て座っているだけの「出席」に対する加点は一切ありません。 

※ 期末試験は対面、持ち込み一切不可の筆記試験で実施します。公正に成績評価を行うため、試験を課題等で代替する

ことはしません。 
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９．その他 

授業開始時刻厳守です。 

教室への無断入退出、目に余る居眠り、教科書不携帯、私語等は授業妨害です。 

授業妨害を繰り返す者には教室への立ち入りを禁止する場合があります。 

理工学部事務室を通した正規の書類の提出が無い者への配慮等は一切しません。 

 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

665 

 

科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 2a[B 組] 

担当者名 松澤淳 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ドイツ語１ａで身につけた文法事項を確認しながら，新しい項目を学んでいきます。 

 この講座の到達目標は，動詞の３基本形を覚えた上で，完了形・受動態・非現実話法などの文法事項を理解していくことに

あります。 

 当然のことながら，ドイツ語の文は複雑に，長くなっていきます。しかし，習得したドイツ語の文法の知識を丁寧に活用して

いけば，難しそうにみえるドイツ語の文章でもパズルのピースをはめるように論理的に理解することができるのだということを

確認していきましょう。 

 そして，このような言葉を持つドイツ語圏の国々が，どういった国であるのか，視聴覚教材等を利用しながら，その文化や風

土を適宜紹介していきます。教養と視野を広げるための一助になれば幸いです。 

 

 
２．授業内容 

 およそ，以下のような順番で学んでいきます。 

 授業の最後に毎回小テストを行います。 

 

［第１回] ドイツ語１ａの復習 

動詞の人称変化，名詞の格変化を中心に復習 

［第２回] 再帰動詞 非人称動詞 

再帰代名詞とは何か ｢それ」と訳さない主語の文を理解する 

［第３回] 形容詞の格変化 形容詞の名詞化 

形容詞の語尾を理解し，覚える 

［第４回] 動詞の３基本形 

不定詞を過去基本形と過去分詞に変化できるようになる 

［第５回] 過去人称変化 

文を過去形にできるようになる 

［第６回] 現在完了形 過去完了形 

語順に注意し完了形の文ができるようになる 

［第７回] 定関係代名詞 

先行詞のある関係代名詞の用法を覚える 

［第８回] 不定関係代名詞 

先行詞のない関係代名詞の用法を覚える 

［第９回] 完了形と関係代名詞の復習 

多くの問題を解きながら，完了形と関係代名詞をマスターする 

［第 10 回] 現在分詞 形容詞の比較 

比較級，最高級の表現を覚える 

［第 11 回] 受動態 

受動の文の作り方と様々な受動表現を覚える 

［第 12 回] 接続法１ 

間接話法人の言ったことをあらわす表現を覚える 

［第 13 回] 接続法２ 

非現実話法「もしも…ならば」の表現を覚える 

［第 14 回] ａ：復習 これまでの重要文法事項を復習する 

ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

 授業には必ず，辞書を携帯してください。 

 ドイツ語１ａに比べ，一回の授業の進み具合は速くなります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 
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 授業の最後に課題を出します。次回の授業において発表できるように準備をしてください。辞書を使い，自分の力で課題

を解くことが大切です。解答に自信がない場合は，分からない箇所がどこなのか，質問できるようにしておきましょう。 

 

 
５．教科書 

 ドイツ語１ａと同じテキストを使用します。 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業の中で行う小テストの解答の発表・解説・得点は、テスト終了後にクラス WEB を通じてお伝えします。 

また、次回授業の中でも前回の課題について解説を行う場合もあります。 

 
８．成績評価の方法 

毎回の授業平常点と課題（アンケート・レポート・小テスト機能などで実施） 60％ 

期末試験  40％ 

60％以上の得点で単位を認定します。 

 
９．その他 

 ドイツ語検定に挑戦してください。 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 2a[C 組] 

担当者名 金子祥之 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基本から中級へ，より複雑なドイツ語表現を学習します。過去時制や関係代名詞，接続法といった事柄を学習し，読解・作

文演習を行います。 

 基本文法を用いて口頭表現や作文ができるようになることを目標とします。具体的にはドイツ語検定４級～３級合格程度の

語学力の習得を目指します。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション 

ｂ：基本事項の復習 

［第２回] 動詞の３基本形 

［第３回] 現在完了 

［第４回] 過去形 

［第５回] 再帰代名詞 

［第６回] 定冠詞類・不定代名詞 

［第７回] 形容詞 

［第８回] 比較・最上級 

［第９回] 接続詞・間接疑問 

［第 10 回] 関係代名詞・zu 不定詞 

［第 11 回] 受動態 

［第 12 回] 接続法（１） 

［第 13 回] 接続法（２） 

［第 14 回] ａ：まとめ 

ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

 教科書・辞書を必ず携帯し，授業に臨んでください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 あらかじめテキストに目を通しておいたうえで授業に臨むよう心掛けてください。また，予習・授業等で生じた疑問点につい

ては放置しないよう心掛けてください。 

 

 
５．教科書 

 『フリューゲル CEFR を意識したドイツ語文法』（清水翔太ほか 朝日出版社） 

 

 
６．参考書 

 解説用資料を配布いたします。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 採点し返却した後、解説を行います。 

 
８．成績評価の方法 

 テスト 70 パーセント，平常点 30 パーセントから算出し，60 パーセント以上を合格とします。 

 

 
９．その他 

 ドイツ語検定（４級以上）にもチャレンジしてください。 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 2a[D 組] 

担当者名 宗宮朋子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業ではドイツ語の基礎文法を引き続き学びます。 

助動詞、様々な時制など，より複雑な文法項目を正確に理解することが目標です。 

 
２．授業内容 

［第 1 回］ 春学期の復習／非分離動詞 

［第 2 回］ 副文、従属接続詞 

［第 3 回］ 話法の助動詞／未来形 

［第 4 回］ 動詞の三基本形／過去人称変化 

［第 5 回］ 現在完了 

［第 6 回］ 非人称の es 

［第 7 回］ 形容詞の語尾変化 

［第 8 回］ 比較級、最上級 

［第 9 回］ 受動態 

［第 10 回］ 再帰代名詞／再帰動詞 

［第 11 回］ 関係代名詞 

［第 12 回］ 接続法 

［第 13 回］ 秋学期の総復習 

［第 14 回］ a: 試験／b: 正答解説 

 

※ 授業内容は履修者の理解度等に応じて変更することがある 

 
３．履修上の注意 

授業では問題演習や発音練習に積極的に取り組むこと。 

問題には自力で取り組むこと。 

分からないことは必ず質問すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

新規学習項目は各自で必ず復習、暗記すること。 

試験は持ち込み一切不可で実施するので、単語は各自で整理、暗記すること。 

 
５．教科書 

『大学生のドイツ語教本 「青春はうるわし」 ［新訂版］』 荻野蔵平著 （朝日出版社） 

 

※ 教科書は第 1 回授業より毎回使用する。 

 

 
６．参考書 

独和辞典 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

希望者には課題の添削、試験の解答に対するコメントを直接します。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験の結果 85%，平常点 15%で算出する。 

平常点は各回の授業において「授業への貢献度」および「授業への参加度」が認められた者にのみ加点する。 

 

※ 教室にいるだけの「出席」に対する加点は一切無い。 

※ 期末試験は対面、持ち込み一切不可の筆記試験で実施する。公正に成績評価を行うため、試験を課題等で代替するこ

とはしない。 
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９．その他 

授業開始時刻厳守です。 

教室への無断入退出、目に余る居眠り、教科書辞書不携帯、私語等は授業妨害です。 

授業妨害を繰り返す者には教室への立ち入りを禁止する場合があります。 

理工学部事務室を通した正規の書類の提出が無い者への配慮は一切しません。 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 2a[O 組] 

担当者名 松澤智子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

春学期で学んだ文法を踏まえて、さらに次の段階に進みます。 

話法の助動詞、動詞の３基本形、現在完了形、受動態など動詞の変化が重要な文法事項を理解し、基本的な文章を読める

ようになることやドイツ語で表現できることを目標とします。 

 

 
２．授業内容 

第１回 オリエンテーション 

     Lektion 8 分離動詞：分離動詞、非分離動詞   

第２回 Lektion 8 接続詞：従属接続詞、並列接続詞  

第３回 Lektion 9 話法の助動詞：話法の助動、未来・推量の助動詞 

第４回 Lektion 10 動詞の３基本形：動詞の３基本形 

第５回 Lektion 10 過去形 

第６回 Lektion 11 現在完了形：完了の助動詞 

第７回 Lektion 11 受動文：受動の助動詞、受動の過去、状態受動 

第８回 Lektion 12 形容詞：３つの用法、形容詞の格変化  

第９回 Lektion 13 再帰代名詞：再帰代名詞、再帰動詞 

第 10 回 Lektion 13 zu 不定詞：３つの用法  

第 11 回 Lektion 14 関係代名詞  

第 12 回 Lektion 14 接続法２式：接続法第２式の基本形、用法 

第 13 回 第１回～第 12 回の授業の振返り 

第 14 回 秋学期試験、試験の振返り   

 

※授業の進行状況により、授業内容を変更する場合があります。 

 

 
３．履修上の注意 

・授業時間だけで初級文法を理解することは非常に難しいです。練習問題で間違えた箇所をもう一度見直すなど、欠かさず

に復習することを習慣づけてください。 

・新たに学ぶ外国語の文法を身に着ける場合、一回の欠席が後の学習に大きな支障をきたす可能性が高いです。可能な限

り休まずに出席してください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・各回の授業内容を確認し、教科書の該当ページに載っているわからない単語を事前に調べておいてください。 

・授業時に提示した資料等はクラスウェブにて公開しますので、復習に活用してください。 

・予習よりも復習を重視して下ください。特にドイツ語特有の動詞の変化をしっかりと理解しましょう。 

 

 
５．教科書 

荻原耕平・山崎泰孝『プロムナード やさしいドイツ語文法（三訂版）』白水社 

 
６．参考書 

・授業では独和辞書を持参してください。 

・他の参考書については、授業内で適宜紹介します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

採点後に返却と解説をします。 

 
８．成績評価の方法 

・平常点 15％（積極的に手を挙げて練習問題を解答する、疑問点を質問する など） 
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・課題（学期間中に２回出題）の点数 25％ 

・期末試験の点数 60％  

・上記の項目を基に評点を算出し、60 点以上を合格とします。 

 

 
９．その他 

・第１回の授業で重要事項をお伝えしますので、履修者は必ず出席してください。 

・連絡事項等も授業後に公開しますので、欠席した場合は必ずクラスウェブを確認してください。 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 2a[P 組] 

担当者名 金子祥之 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基本から中級へ，より複雑なドイツ語表現を学習します。過去時制や関係代名詞，接続法といった事柄を学習し，読解・作

文演習を行います。 

 基本文法を用いて口頭表現や作文ができるようになることを目標とします。具体的にはドイツ語検定４級～３級合格程度の

語学力の習得を目指します。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション 

ｂ：基本事項の復習 

［第２回] 動詞の３基本形 

［第３回] 現在完了 

［第４回] 過去形 

［第５回] 再帰代名詞 

［第６回] 定冠詞類・不定代名詞 

［第７回] 形容詞 

［第８回] 比較・最上級 

［第９回] 接続詞・間接疑問 

［第 10 回] 関係代名詞・zu 不定詞 

［第 11 回] 受動態 

［第 12 回] 接続法（１） 

［第 13 回] 接続法（２） 

［第 14 回] ａ：まとめ 

ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

 教科書・辞書を必ず携帯し，授業に臨んでください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 あらかじめテキストに目を通しておいたうえで授業に臨むよう心掛けてください。また，予習・授業等で生じた疑問点につい

ては放置しないよう心掛けてください。 

 

 
５．教科書 

 『フリューゲル CEFR を意識したドイツ語文法』（清水翔太ほか 朝日出版社） 

 

 
６．参考書 

 解説用資料を配布いたします。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 採点し返却した後、解説を行います。 

 
８．成績評価の方法 

 テスト 70 パーセント，平常点 30 パーセントから算出し，60 パーセント以上を合格とします。 

 

 
９．その他 

 ドイツ語検定（４級以上）にもチャレンジしてください。 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 2a[Q 組] 

担当者名 松澤淳 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ドイツ語１ａで身につけた文法事項を確認しながら，新しい項目を学んでいきます。 

 この講座の到達目標は，動詞の３基本形を覚えた上で，完了形・受動態・非現実話法などの文法事項を理解していくことに

あります。 

 当然のことながら，ドイツ語の文は複雑に，長くなっていきます。しかし，習得したドイツ語の文法の知識を丁寧に活用して

いけば，難しそうにみえるドイツ語の文章でもパズルのピースをはめるように論理的に理解することができるのだということを

確認していきましょう。 

 そして，このような言葉を持つドイツ語圏の国々が，どういった国であるのか，視聴覚教材等を利用しながら，その文化や風

土を適宜紹介していきます。教養と視野を広げるための一助になれば幸いです。 

 

 
２．授業内容 

 およそ，以下のような順番で学んでいきます。 

 授業の最後に毎回小テストを行います。 

 

［第１回] ドイツ語１ａの復習 

動詞の人称変化，名詞の格変化を中心に復習 

［第２回] 再帰動詞 非人称動詞 

再帰代名詞とは何か ｢それ」と訳さない主語の文を理解する 

［第３回] 形容詞の格変化 形容詞の名詞化 

形容詞の語尾を理解し，覚える 

［第４回] 動詞の３基本形 

不定詞を過去基本形と過去分詞に変化できるようになる 

［第５回] 過去人称変化 

文を過去形にできるようになる 

［第６回] 現在完了形 過去完了形 

語順に注意し完了形の文ができるようになる 

［第７回] 定関係代名詞 

先行詞のある関係代名詞の用法を覚える 

［第８回] 不定関係代名詞 

先行詞のない関係代名詞の用法を覚える 

［第９回] 完了形と関係代名詞の復習 

多くの問題を解きながら，完了形と関係代名詞をマスターする 

［第 10 回] 現在分詞 形容詞の比較 

比較級，最高級の表現を覚える 

［第 11 回] 受動態 

受動の文の作り方と様々な受動表現を覚える 

［第 12 回] 接続法１ 

間接話法人の言ったことをあらわす表現を覚える 

［第 13 回] 接続法２ 

非現実話法「もしも…ならば」の表現を覚える 

［第 14 回] ａ：復習 これまでの重要文法事項を復習する 

ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

 授業には必ず，辞書を携帯してください。 

 ドイツ語１ａに比べ，一回の授業の進み具合は速くなります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 
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 授業の最後に課題を出します。次回の授業において発表できるように準備をしてください。辞書を使い，自分の力で課題

を解くことが大切です。解答に自信がない場合は，分からない箇所がどこなのか，質問できるようにしておきましょう。 

 

 
５．教科書 

 ドイツ語１ａと同じテキストを使用します。 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業の中で行う小テストの解答の発表・解説・得点は、テスト終了後にクラス WEB を通じてお伝えします。 

また、次回授業の中でも前回の課題について解説を行う場合もあります。 

 
８．成績評価の方法 

毎回の授業平常点と課題（アンケート・レポート・小テスト機能などで実施） 60％ 

期末試験  40％ 

60％以上の得点で単位を認定します。 

 
９．その他 

 ドイツ語検定に挑戦してください。 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 2a[再履] 

担当者名 松澤淳 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ドイツ語１ａで身につけた文法事項を確認しながら，新しい項目をもう一度学んでいきます。 

 この講座の到達目標は，動詞の３基本形を覚えた上で，完了形・受動態・非現実話法などの文法事項を理解していくことに

あります。 

 当然のことながら，ドイツ語の文は複雑に，長くなっていきます。しかし，習得したドイツ語の文法の知識を丁寧に活用して

いけば，難しそうにみえるドイツ語の文章でもパズルのピースをはめるように論理的に理解することができるのだということを

確認していきましょう。 

 そして，このような言葉を持つドイツ語圏の国々が，どういった国であるのか，視聴覚コンテンツを利用しながら，その文化

や風土を適宜紹介していきます。この授業が皆さんの教養と視野を広げるための一助になれば幸いです。 

 

 
２．授業内容 

 およそ，以下のような順番で学んでいきます。 

［第１回] ドイツ語１ａの復習 

動詞の人称変化，名詞の格変化を中心に復習 

［第２回] 再帰動詞 非人称動詞 

再帰代名詞とは何か ｢それ」と訳さない主語の文を理解する 

［第３回] 形容詞の格変化 形容詞の名詞化 

形容詞の語尾を理解し，覚える 

［第４回] 動詞の３基本形 

不定詞を過去基本形と過去分詞に変化できるようになる 

［第５回] 過去人称変化 

文を過去形にできるようになる 

［第６回] 現在完了形 過去完了形 

語順に注意し完了形の文ができるようになる 

［第７回] 定関係代名詞 

先行詞のある関係代名詞の用法を覚える 

［第８回] 不定関係代名詞 

先行詞のない関係代名詞の用法を覚える 

［第９回] 完了形と関係代名詞の復習 

多くの問題を解きながら，完了形と関係代名詞をマスターする 

［第 10 回] 現在分詞 形容詞の比較 

比較級，最高級の表現を覚える 

［第 11 回] 受動態 

受動の文の作り方と様々な受動表現を覚える 

［第 12 回] 接続法１ 

間接話法人の言ったことをあらわす表現を覚える 

［第 13 回] 接続法２ 

非現実話法「もしも…ならば」の表現を覚える 

［第 14 回] ａ：復習 これまでの重要文法事項を復習する 

ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

 授業には必ず，辞書を携帯してください。 

 ドイツ語１ａに比べ，一回の授業の進み具合は速くなります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業の最後に課題を出します。次回の授業において発表できるように準備をしてください。辞書を使い，自分の力で課題

を解くことが大切です。解答に自信がない場合は，分からない箇所がどこなのか，質問できるようにしておきましょう。 
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５．教科書 

 ドイツ語１ａと同じテキストを使用します。 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業の中で行う小テストの解答の発表・解説・得点は、テスト終了後にクラス WEB を通じてお伝えします。 

また、次回授業の中でも前回の課題について解説を行う場合もあります。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 40％，授業中に行う小テスト・授業への貢献度 60％によって評点を算出し，60 点以上を合格とします。 

 2/3 以上の授業への出席が必要となります。 

 
９．その他 

 ドイツ語検定に挑戦してください。 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 2a[スポーツ] 

担当者名 松澤智子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

春学期で学んだ文法を踏まえて、さらに次の段階に進みます。 

話法の助動詞、動詞の３基本形、現在完了形、受動態など動詞の変化が重要な文法事項を理解し、基本的な文章を読める

ようになることやドイツ語で表現できることを目標とします。 

 

 
２．授業内容 

第１回 オリエンテーション 

     春学期に学習した内容の復習    

第２回 Stufe2－Ⅱ－9：人称代名詞を学ぶ。ドイツ語では、英語と異なり「私に」と「私を」を別の形で表現します。文中の役割

が明確になることに注目し、それぞれの形を学びます。加えて、一般名詞を人称代名詞に言い換えることも学習します。 

第３回 Stufe2－Ⅱ－10：再帰代名詞と再帰動詞を学ぶ。「自分自身に」「自分自身を」を動詞と組み合わせて表現する文法

を学びます。 

第４回 Stufe2－Ⅲ－1, 2：前置詞を学ぶ。ドイツ語の前置詞は、後ろに置く名詞を何格にするかが決まっています。前置詞

を使えるようになることによって、ドイツ語での表現をさらに豊かにすることができます。 

第５回 Stufe3－Ⅰ－1：分離動詞、非分離動詞を学ぶ。動詞の一部が分離して文末に置かれる分離動詞の仕組みと、その

動詞を用いた文の作り方を学びます。 

第６回 Stufe3－Ⅰ－2：話法の助動詞を学ぶ。ドイツ語では日常生活で話法の助動詞が頻繁に用いられます。話法の助動

詞の種類と不規則な人称変化について学習します。 

第７回 Stufe3－Ⅲ－1：動詞の過去形を学ぶ。過去形の元になる「過去基本形」に人称変化の語尾をつける仕組みを学び

ます。 

第８回 Stufe3－Ⅲ－2：動詞の過去分詞を学ぶ。「完了形」や「受動態」で用いる過去分詞の作り方を学びます。 

第９回 Stufe3－Ⅲ－3 ①：現在完了形を学ぶ。ドイツ語では過去形の代わりに現在完了形がよく使われます。完了形の助

動詞の使い分けを学びます。 

第 10 回 Stufe3－Ⅲ－3 ②： 現在完了形を学ぶ。前回の授業で学んだことを基に、完了形の構造の理解を深めます。 

第 11 回 Stufe3－Ⅳ－1, 2：形容詞を学びます。名詞に形容詞をつける用法を学びます。「語尾」に悩まされますが、仕組み

を理解することを目標にしましょう。 

第 12 回 Stufe3－Ⅴ－１：受動態を学びます。「～される」を使えるようになることで、より実践的な表現ができるようになりま

す。 

第 13 回 そのほかの文法事項についての補足。これまでの授業で扱いきれなかった用法や、時刻の表現などを学びます。 

第 14 回 秋学期試験、試験の振返り   

 

※授業の進行状況により、授業内容を変更する場合があります。 

 

 
３．履修上の注意 

・履修者の理解状況を確認する小テストを毎回の授業で実施します。 

※小テストの提出で、出欠席の確認をいたします（小テストの未提出者は「欠席」です）。 

・授業時間だけで初級文法を理解することは非常に難しいです。練習問題で間違えた箇所をもう一度見直すなど、欠かさず

に復習することを習慣づけてください。 

・新たに学ぶ外国語の文法を身に着ける場合、一回の欠席が後の学習に大きな支障をきたす可能性が高いです。可能な限

り休まずに出席してください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・各回の授業内容を確認し、教科書の該当ページに載っているわからない単語を事前に調べておいてください。 

・授業時に提示した資料等はクラスウェブにて公開しますので、復習に活用してください。 

・春学期に比べて学習内容が難しくなります。予習も大切ですが、復習を重視することを心がけてください。 

 

 
５．教科書 

宍戸里佳『オールカラー 基礎から学べる はじめてのドイツ語文法』（ナツメ社） 
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６．参考書 

・授業では独和辞書を持参してください。 

・他の参考書については、授業内で適宜紹介します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

「小テスト」と「課題」は、採点後に返却と解説をします。 

 
８．成績評価の方法 

・平常点 15％（小テストの得点、積極的に手を挙げて練習問題を解答する、疑問点を質問する など） 

・課題（学期間中に２回出題）の点数 25％ 

・期末試験の点数 60％  

・上記の項目を基に評点を算出し、60 点以上を合格とします。 

 

 
９．その他 

・第１回の授業で重要事項をお伝えしますので、履修者は必ず出席してください。 

・連絡事項等も授業後に公開しますので、欠席した場合は必ずクラスウェブを確認してください。 
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ドイツ語 2b 

科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 2b[A 組] 

担当者名 阪東知子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

【授業概要】 

「聞く・読む・話す・書く」の基本的なコミュニケーション能力を身につけます。日常生活で用いられる基本的な表現を理解し、

使うことができるようにすることで、「ヨーロッパ言語共通参照枠」の A1 レベルに相当するドイツ語能力の養成を目指します。

ペアワークやグループワークを通じて履修者同士が協力し、ドイツ語を積極的に使いながら学びます。 

 

【到達目標】 

（1）間違いを恐れずに、ドイツ語を積極的に使ってみることができる。 

（2）ドイツ語の発音とつづりに習熟し、正確に発声できる。 

（3）初級文法と日常生活に必要な基本的表現を理解し、運用できる。 

（4）言語学習を通じてドイツ語圏の文化や社会について知り、異文化を視野に入れてものを考えたり行動できる。 

 

 
２．授業内容 

第１回 春学期の復習 

第２回 食事（１） 

第３回 食事（２） 

第４回 食事（３） 

第５回 買い物（１） 

第６回 買い物（２） 

第７回 買い物（３） 

第８回 買い物（４） 

第９回 家族（１） 

第 10 回 家族（２） 

第 11 回 家族（３） 

第 13 回 家族（４） 

第 14 回 a：秋学期のまとめ 

       b：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

集中して楽しく学べる雰囲気を一緒に作りましょう。積極的な発言を歓迎します。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

毎回の授業後に学習内容を復習してください（60 分程度）。 

 
５．教科書 

『スタート！１ ノイ』：藤原三枝子／桂木忍／本河裕子／野村幸宏／Anja Poller／Rita Sachse-Toussaint 著（三修社） 

ISBN: 978-4-384-12312-8 C1084 

 

 
６．参考書 

特に指定しません。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で提示した課題・宿題にコメントをつけて返却します。 

 
８．成績評価の方法 

授業回数の３分の２以上出席した者のみを評価対象とします。 

授業への貢献度 30％、小テスト 35%、期末試験 35％を総合的に評価し、60％以上で合格とします。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 2b[B 組] 

担当者名 金子祥之 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基本から中級へ，より複雑なドイツ語表現を学習します。過去時制や関係代名詞，接続法といった事柄を学習し，読解・作

文演習を行います。 

 基本文法を用いて読解や作文ができるようになることを目標とします。ドイツ語検定４級～３級レベルの語学力の習得を目

指します。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション 

ｂ：基本事項の復習 

［第２回] 分離動詞と非分離動詞 / 時間表現 

［第３回] 接続詞 / 読解「ヴァイツゼッカー大統領の演説」 

［第４回] 話法の助動詞 / スケジュール表現 

［第５回] 未来形 / 読解「白バラ運動」 

［第６回] 動詞の３基本形 

［第７回] 過去形 / 読解「ミヒャエル・エンデの『モモ』」 

［第８回] 現在完了形 

［第９回] 非人称 es / 読解「ドイツの日本文化」 

［第 10 回] 形容詞の付加語的用法 

［第 11 回] 比較・最上級表現 / 読解「ドイツの学制」 

［第 12 回] 受動態・再帰代名詞 

［第 13 回] 総復習 

［第 14 回] ａ：まとめ ｂ：試験 

 

 

 
３．履修上の注意 

 教科書・辞書を必ず携帯し，授業に臨んでください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 あらかじめテキストに目を通しておいたうえで授業に臨むよう心掛けてください。また，予習・授業等で生じた疑問点につい

ては放置しないよう心掛けてください。 

 

 
５．教科書 

『大学生のドイツ語教本「青春はうるわし 新訂版』（荻野蔵平、Tobias Bauer 著 朝日出版社) 

 
６．参考書 

 解説用資料を配布します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 採点し返却した後、解説を行います。 

 
８．成績評価の方法 

 テスト 70 パーセント，平常点 30 パーセントから算出し，60 パーセント以上を合格とします。 

 

 
９．その他 

 ドイツ語検定（４級以上）にもチャレンジしてください。 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 2b[C 組] 

担当者名 井口祐介 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では，ドイツ語をすでに約 40 時間程度学んだ学生を対象とし，日常生活での基本的な表現を理解し，ドイツ語で

ごく簡単なやりとりをできるようになることを目指します。ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の A1 レベルに相当する教科書

を使用し，受講者は実際にドイツ語を使う中で，少しずつドイツ語の文法規則や言い回しを身につけていきます。 

 到達目標として，以下の①から⑥までの基準を用います。 

①音とつづり字との関係を正確に把握し，ドイツ語のことばを正しく発音できる。 

②ドイツ語の言い回しが使われる状況を正確に理解し，その言い回しを正しく発話できる。 

③実際にドイツ語を使う中でドイツ語の基礎的な文法規則を「発見」し，その規則を正しく運用できる。 

④失敗や言い間違いを恐れずに，ドイツ語で積極的に簡単な意思表示をすることができる。 

⑤自分の置かれた状況を正確に理解し，それに相応しいドイツ語の言い回しを選択することができる。 

⑥日本語や英語とも違った文法構造を持つドイツ語に触れることにより，異なる言語・文化を持つ他者の存在を意識すること

ができる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：第５課①ドイツ語で大学での日常生活を描写する―分離動詞と文構造 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第２回] ａ：第５課②ドイツ語で１日のスケジュールについて話す 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第３回] ａ：第５課③ドイツ語で時間表現を学ぶ―時間を表す前置詞 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習，読解問題 

［第４回] ａ：第６課①ドイツ語で食事と栄養について話す 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第５回] ａ：第６課②ドイツ語でレストランについて描写する―話法の助動詞 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第６回] ａ：第６課③ドイツ語で食習慣を描写する―話法の助動詞と文構造 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第７回] ａ：第７課①ドイツ語で職業と職種について話す 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第８回] ａ：第７課②ドイツ語でインターンシップを計画する―名詞と人称代名詞の３格 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第９回] ａ：第７課③ドイツ語でフォーマルなメールを書く―３格をとる前置詞 

ｂ：聞き取り練習，発話練習，読解問題 

［第 10 回] ａ：第８課①ドイツ語で健康、フィットネス、病気について話す―指示、依頼、勧めの表現 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第 11 回] ａ：第８課②ドイツ語で医者とのやりとりを学ぶ―話法の助動詞 sollen 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第 12 回] ａ：第８課③ドイツ語で身体の部位について学ぶ―不定代名詞 man の用法 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習，読解問題 

［第 13 回] ａ：期末試験前総復習 

ｂ：聞き取り練習，発話練習，読解問題 

［第 14 回] ａ：期末試験 

ｂ：総まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 必ず教科書と辞書を購入し，毎回持参してください。翻訳アプリや生成 AI の授業内での使用は厳禁です（減点の対象とな

ります）。 

 単位の認定には総授業回数の３分の２以上の出席が必要です。３分の１を超えて欠席した場合は，単位は認定されません

ので注意してください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 
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 特に予習をする必要はありません。必要に応じて課す課題には毎回取り組むこと。また，授業前には前回学んだことを簡単

に振り返っておくこと。 

 

 
５．教科書 

藁谷郁美，Andreas Meyer，太田達也，『モドゥーレ１』，朝日出版社，2024 年。 

 

 
６．参考書 

 参考書は特に必要ではありませんが，辞書は毎回持参すること。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 必要に応じて課題の確認を授業内で行ないます。 

 
８．成績評価の方法 

 単位の認定には、総授業回数の３分の２以上の出席が必要です。 

期末試験およびレポート課題等（レポート課題等の詳細については授業内で指示します）の成績を 80 点，平常点を 20 点の

計 100 点満点で評価をし，60 点以上を合格の基準とします（ただし期末試験のクラス平均点を考慮します）。 

 平常点として評価するのは，１）授業への貢献度・参加姿勢，２）課題の提出率および正答率，の２点です。出席点はありま

せん。 

 

 
９．その他 

 語学の学習の場では，楽しく学べるかどうかが非常に重要です。楽しく学べる場を提供できるように最大限の努力をします

ので，受講生の皆さんも楽しく学ぶつもりでいらしてください。 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 2b[D 組] 

担当者名 井口祐介 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では，ドイツ語をすでに約 40 時間程度学んだ学生を対象とし，日常生活での基本的な表現を理解し，ドイツ語で

ごく簡単なやりとりをできるようになることを目指します。ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の A1 レベルに相当する教科書

を使用し，受講者は実際にドイツ語を使う中で，少しずつドイツ語の文法規則や言い回しを身につけていきます。 

 到達目標として，以下の①から⑥までの基準を用います。 

①音とつづり字との関係を正確に把握し，ドイツ語のことばを正しく発音できる。 

②ドイツ語の言い回しが使われる状況を正確に理解し，その言い回しを正しく発話できる。 

③実際にドイツ語を使う中でドイツ語の基礎的な文法規則を「発見」し，その規則を正しく運用できる。 

④失敗や言い間違いを恐れずに，ドイツ語で積極的に簡単な意思表示をすることができる。 

⑤自分の置かれた状況を正確に理解し，それに相応しいドイツ語の言い回しを選択することができる。 

⑥日本語や英語とも違った文法構造を持つドイツ語に触れることにより，異なる言語・文化を持つ他者の存在を意識すること

ができる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：第５課①ドイツ語で大学での日常生活を描写する―分離動詞と文構造 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第２回] ａ：第５課②ドイツ語で１日のスケジュールについて話す 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第３回] ａ：第５課③ドイツ語で時間表現を学ぶ―時間を表す前置詞 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習，読解問題 

［第４回] ａ：第６課①ドイツ語で食事と栄養について話す 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第５回] ａ：第６課②ドイツ語でレストランについて描写する―話法の助動詞 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第６回] ａ：第６課③ドイツ語で食習慣を描写する―話法の助動詞と文構造 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第７回] ａ：第７課①ドイツ語で職業と職種について話す 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第８回] ａ：第７課②ドイツ語でインターンシップを計画する―名詞と人称代名詞の３格 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第９回] ａ：第７課③ドイツ語でフォーマルなメールを書く―３格をとる前置詞 

ｂ：聞き取り練習，発話練習，読解問題 

［第 10 回] ａ：第８課①ドイツ語で健康、フィットネス、病気について話す―指示、依頼、勧めの表現 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第 11 回] ａ：第８課②ドイツ語で医者とのやりとりを学ぶ―話法の助動詞 sollen 

ｂ：聞き取り練習，発話練習 

［第 12 回] ａ：第８課③ドイツ語で身体の部位について学ぶ―不定代名詞 man の用法 

     ｂ：聞き取り練習，発話練習，読解問題 

［第 13 回] ａ：期末試験前総復習 

ｂ：聞き取り練習，発話練習，読解問題 

［第 14 回] ａ：期末試験 

ｂ：総まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 必ず教科書と辞書を購入し，毎回持参してください。翻訳アプリや生成 AI の授業内での使用は厳禁です（減点の対象とな

ります）。 

 単位の認定には総授業回数の３分の２以上の出席が必要です。３分の１を超えて欠席した場合は，単位は認定されません

ので注意してください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 
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 特に予習をする必要はありません。必要に応じて課す課題には毎回取り組むこと。また，授業前には前回学んだことを簡単

に振り返っておくこと。 

 

 
５．教科書 

藁谷郁美，Andreas Meyer，太田達也，『モドゥーレ１』，朝日出版社，2024 年。 

 

 
６．参考書 

 参考書は特に必要ではありませんが，辞書は毎回持参すること。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 必要に応じて課題の確認を授業内で行ないます。 

 
８．成績評価の方法 

 単位の認定には、総授業回数の３分の２以上の出席が必要です。 

期末試験およびレポート課題等（レポート課題等の詳細については授業内で指示します）の成績を 80 点，平常点を 20 点の

計 100 点満点で評価をし，60 点以上を合格の基準とします（ただし期末試験のクラス平均点を考慮します）。 

 平常点として評価するのは，１）授業への貢献度・参加姿勢，２）課題の提出率および正答率，の２点です。出席点はありま

せん。 

 

 
９．その他 

 語学の学習の場では，楽しく学べるかどうかが非常に重要です。楽しく学べる場を提供できるように最大限の努力をします

ので，受講生の皆さんも楽しく学ぶつもりでいらしてください。 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 2b[O 組] 

担当者名 木村裕一 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

〈概要〉 

この授業ではドイツ語を初めて学ぶ人を対象に、基礎文法を勉強していきます。語学にはどうしても反復練習が必要になっ

てきます。ですから、なるべく多くの練習問題を解いていく予定ですが、ドイツに関する情報なども適宜交えながら、少しでも

第二外国語学習のモチベーションを高めてもらうために、できるだけ無理なく楽しく授業していきたいと思います。 

 

〈到達目標〉 

初歩的なドイツ語の語彙や表現、文法規則を理解し、短いテクストであれば理解できるようになること、またそれらを正確に発

音できるようになること。 

 
２．授業内容 

第 1 回：ガイダンス、前学期の復習 

第 2 回: Lektion 6 話法の助動詞、分離動詞 （１） 

第 3 回： Lektion 6 話法の助動詞、分離動詞 （2） 

第 4 回： Lektion 7 動詞の三基本形、過去の表わし方 （1） 

第 5 回： Lektion 7 動詞の三基本形、過去の表わし方 （2） 

第 6 回： Lektion 8 形容詞の格変化と比較変化 （1） 

第 7 回： Lektion 8 形容詞の格変化と比較変化 （2） 

第 8 回： Lektion 9 zu 不定詞、分詞 （1） 

第 9 回： Lektion 9 zu 不定詞、分詞 （2） 

第 10 回： Lektion 10 再帰表現、関係代名詞 （1） 

第 11 回： Lektion 10 再帰表現、関係代名詞 （2） 

第 12 回： Lektion 11 受動態 

第 13 回： Lektion 12 接続法 

第 14 回： 今学期のまとめ 

 

* 授業進度やクラスの理解度に応じて、計画を変更する可能性があります 

 
３．履修上の注意 

・対面授業における 10 分以上の遅刻は、理由にかかわらず、3 回で 1 回分の欠席とみなします。 

・5 回以上欠席がある場合、履修意思がないものと判断し、不合格とします（ただし特別な事由等がある場合は適宜対応しま

すので必ず連絡すること）。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

〈予習〉 

・予定されている課で学習する文法事項を確認すること 

・新しく出てきた単語を辞書で調べ、意味を確認すること 

 

〈復習〉 

・各回ごとに学習した例文やテキストの発音を正確に再現できるよう練習すること 

・宿題がある場合はそれらを行うこと 

・小テストがある場合は、そのための準備をすること 

 
５．教科書 

高橋亮介 /川名真矢『新・アプライゼ 伝え合うドイツ語』朝日出版、ISBN: 978-4-255-25473-9 

 
６．参考書 

ドイツ語の辞書（電子辞書も可）は必ず購入し、毎授業持参するようにしてください。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

クラスウェブを用いた課題の場合、提出後に表示される解答・解説を確認すること。 

小テストは採点後、授業内にて返却します。 
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８．成績評価の方法 

小テスト： 5０% 

平常点： 5０% 

 

数課ごとに小テストを実施します。 

小テストの実施スケジュールについては、授業内で連絡します。 

 

平常点は主に課題に対する取り組みやその評点を評価基準とします。 

その他、授業態度も考慮します。特に積極的な発言や質問などは評価します。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 2b[P 組] 

担当者名 清水明美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 授業の概要―ドイツ語２ａに引き続き，ベルリンの学生生活をテーマにした文章を読み進みながら，より複雑な文章の読解

を目指します。 

 映像教材を使ってドイツ人の生活の理解も深めます。 

 到達目標―複数の句・節の連なった文章を論理的に解析していくことで，今まで語学で苦手だった長い文章をフレージン

グしながら読む力をはぐくみます。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 映画鑑賞 

［第２～３回] ｢学生寮で」 

定冠詞類，不定冠詞類の活用と役割を理解する。 

形容詞の比較を理解できる。 

［第４～５回] ｢ヴァンゼーへ」 

zu 不定詞句を訳すことができる。 

分離動詞を文中から発見して正しく辞書を引くことができる。 

［第６～７回] ｢美容院に行く」 

話法の助動詞の入った文章を訳すことができる。 

未来形を発見し訳すことができる。 

［第８～９回] ｢ビアガーデンで」 

受動態を訳すことができる。 

過去の事柄を書いた文章を訳すことができる。 

［第 10～11 回] ｢ブティックで」 

形容詞の格変化を特定できる。 

形容詞の比較級と最上級を特定して訳すことができる。 

［第 12～13 回] ｢フィリップの誕生日」 

関係代名詞のある文章を訳すことができる。 

命令形を訳すことができる。 

［第 14 回] ａ；学期末試験 

ｂ；試験のふり返り 

 

 
３．履修上の注意 

 前期に引き続き単語の意味と文法上の役割を明らかにしておいてください。指名された時の和訳の出来栄えで平常点が

つきます。 

 また，指名されたときは恥ずかしがらずに声を出して答えられるようになりましょう。 

 平常点は各課終了時のディクテーションでも評価されます。単語や文章を聞き取って，発音の規則通りに綴りや意味を再

現できるようにしましょう。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習―各課の文章の単語の意味と文法上の役割を明らかにして，実力に応じて和訳できるようにしておくこと。 

 復習―新しく習った単語や熟語の綴りや意味を覚えていくこと。 

 

 
５．教科書 

 『ドイツ語の時間〈恋するベルリン〉』（web 改定版エピローグ付き） 清野智明 朝日出版社 

 

 
６．参考書 

 春学期に買ったものがあれば，それでかまいません。独検など何らかの検定を目指す人には，別に指示します。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に行われた小テストは次回の授業で返却して解説します。 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験（50％），平常点（50％）。 

 全体の 60％をもって合格とする。 

 欠席は規定数を超えないこと。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 2b[Q 組] 

担当者名 金子祥之 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基本から中級へ，より複雑なドイツ語表現を学習します。過去時制や関係代名詞，接続法といった事柄を学習し，読解・作

文演習を行います。 

 基本文法を用いて読解や作文ができるようになることを目標とします。ドイツ語検定４級～３級レベルの語学力の習得を目

指します。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション 

ｂ：基本事項の復習 

［第２回] 分離動詞と非分離動詞 / 時間表現 

［第３回] 接続詞 / 読解「ヴァイツゼッカー大統領の演説」 

［第４回] 話法の助動詞 / スケジュール表現 

［第５回] 未来形 / 読解「白バラ運動」 

［第６回] 動詞の３基本形 

［第７回] 過去形 / 読解「ミヒャエル・エンデの『モモ』」 

［第８回] 現在完了形 

［第９回] 非人称 es / 読解「ドイツの日本文化」 

［第 10 回] 形容詞の付加語的用法 

［第 11 回] 比較・最上級表現 / 読解「ドイツの学制」 

［第 12 回] 受動態・再帰代名詞 

［第 13 回] 総復習 

［第 14 回] ａ：まとめ ｂ：試験 

 

 

 
３．履修上の注意 

 教科書・辞書を必ず携帯し，授業に臨んでください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 あらかじめテキストに目を通しておいたうえで授業に臨むよう心掛けてください。また，予習・授業等で生じた疑問点につい

ては放置しないよう心掛けてください。 

 

 
５．教科書 

『大学生のドイツ語教本「青春はうるわし 新訂版』（荻野蔵平、Tobias Bauer 著 朝日出版社) 

 
６．参考書 

 解説用資料を配布します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 採点し返却した後、解説を行います。 

 
８．成績評価の方法 

 テスト 70 パーセント，平常点 30 パーセントから算出し，60 パーセント以上を合格とします。 

 

 
９．その他 

 ドイツ語検定（４級以上）にもチャレンジしてください。 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 2b[再履] 

担当者名 阪東知子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

【授業概要】 

「聞く・読む・話す・書く」の基本的なコミュニケーション能力を身につけます。日常生活で用いられる基本的な表現を理解し、

使うことができるようにすることで、「ヨーロッパ言語共通参照枠」の A1 レベルに相当するドイツ語能力の養成を目指します。

ペアワークやグループワークを通じて履修者同士が協力し、ドイツ語を積極的に使いながら学びます。 

 

【到達目標】 

（1）間違いを恐れずに、ドイツ語を積極的に使ってみることができる。 

（2）ドイツ語の発音とつづりに習熟し、正確に発声できる。 

（3）初級文法と日常生活に必要な基本的表現を理解し、運用できる。 

（4）言語学習を通じてドイツ語圏の文化や社会について知り、異文化を視野に入れてものを考えたり行動できる。 

 

 
２．授業内容 

第１回 春学期の復習 

第２回 食事（１） 

第３回 食事（２） 

第４回 食事（３） 

第５回 買い物（１） 

第６回 買い物（２） 

第７回 買い物（３） 

第８回 買い物（４） 

第９回 家族（１） 

第 10 回 家族（２） 

第 11 回 家族（３） 

第 13 回 家族（４） 

第 14 回 a：秋学期のまとめ 

       b：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

集中して楽しく学べる雰囲気を一緒に作りましょう。積極的な発言を歓迎します。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

毎回の授業後に学習内容を復習してください（60 分程度）。 

 
５．教科書 

『スタート！１ ノイ』：藤原三枝子／桂木忍／本河裕子／野村幸宏／Anja Poller／Rita Sachse-Toussaint 著（三修社） 

ISBN: 978-4-384-12312-8 C1084 

 

 
６．参考書 

特に指定しません。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で提示した課題・宿題にコメントをつけて返却します。 

 
８．成績評価の方法 

授業回数の３分の２以上出席した者のみを評価対象とします。 

平常点（授業への貢献度、小テスト、課題等）50％と期末試験 50％を総合的に評価し、60％以上で合格とします。 

 
９．その他 



2025 年度理工学部 シラバス 

694 
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科目ナンバー STLAN121N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 2b[スポーツ] 

担当者名 松澤智子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

春学期で学んだ文法を踏まえて、さらに次の段階に進みます。 

話法の助動詞、動詞の３基本形、現在完了形、受動態など動詞の変化が重要な文法事項を理解し、基本的な文章を読める

ようになることやドイツ語で表現できることを目標とします。 

 

 
２．授業内容 

第１回 オリエンテーション 

     春学期に学習した内容の復習    

第２回 Stufe2－Ⅱ－9：人称代名詞を学ぶ。ドイツ語では、英語と異なり「私に」と「私を」を別の形で表現します。文中の役割

が明確になることに注目し、それぞれの形を学びます。加えて、一般名詞を人称代名詞に言い換えることも学習します。 

第３回 Stufe2－Ⅱ－10：再帰代名詞と再帰動詞を学ぶ。「自分自身に」「自分自身を」を動詞と組み合わせて表現する文法

を学びます。 

第４回 Stufe2－Ⅲ－1, 2：前置詞を学ぶ。ドイツ語の前置詞は、後ろに置く名詞を何格にするかが決まっています。前置詞

を使えるようになることによって、ドイツ語での表現をさらに豊かにすることができます。 

第５回 Stufe3－Ⅰ－1：分離動詞、非分離動詞を学ぶ。動詞の一部が分離して文末に置かれる分離動詞の仕組みと、その

動詞を用いた文の作り方を学びます。 

第６回 Stufe3－Ⅰ－2：話法の助動詞を学ぶ。ドイツ語では日常生活で話法の助動詞が頻繁に用いられます。話法の助動

詞の種類と不規則な人称変化について学習します。 

第７回 Stufe3－Ⅲ－1：動詞の過去形を学ぶ。過去形の元になる「過去基本形」に人称変化の語尾をつける仕組みを学び

ます。 

第８回 Stufe3－Ⅲ－2：動詞の過去分詞を学ぶ。「完了形」や「受動態」で用いる過去分詞の作り方を学びます。 

第９回 Stufe3－Ⅲ－3 ①：現在完了形を学ぶ。ドイツ語では過去形の代わりに現在完了形がよく使われます。完了形の助

動詞の使い分けを学びます。 

第 10 回 Stufe3－Ⅲ－3 ②： 現在完了形を学ぶ。前回の授業で学んだことを基に、完了形の構造の理解を深めます。 

第 11 回 Stufe3－Ⅳ－1, 2：形容詞を学びます。名詞に形容詞をつける用法を学びます。「語尾」に悩まされますが、仕組み

を理解することを目標にしましょう。 

第 12 回 Stufe3－Ⅴ－１：受動態を学びます。「～される」を使えるようになることで、より実践的な表現ができるようになりま

す。 

第 13 回 そのほかの文法事項についての補足。これまでの授業で扱いきれなかった用法や、時刻の表現などを学びます。 

第 14 回 秋学期試験、試験の振返り   

 

※授業の進行状況により、授業内容を変更する場合があります。 

 

 
３．履修上の注意 

・履修者の理解状況を確認する小テストを毎回の授業で実施します。 

※小テストの提出で、出欠席の確認をいたします（小テストの未提出者は「欠席」です）。 

・授業時間だけで初級文法を理解することは非常に難しいです。練習問題で間違えた箇所をもう一度見直すなど、欠かさず

に復習することを習慣づけてください。 

・新たに学ぶ外国語の文法を身に着ける場合、一回の欠席が後の学習に大きな支障をきたす可能性が高いです。可能な限

り休まずに出席してください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・各回の授業内容を確認し、教科書の該当ページに載っているわからない単語を事前に調べておいてください。 

・授業時に提示した資料等はクラスウェブにて公開しますので、復習に活用してください。 

・春学期に比べて学習内容が難しくなります。予習も大切ですが、復習を重視することを心がけてください。 

 

 
５．教科書 

宍戸里佳『オールカラー 基礎から学べる はじめてのドイツ語文法』（ナツメ社） 
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６．参考書 

・授業では独和辞書を持参してください。 

・他の参考書については、授業内で適宜紹介します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

「小テスト」と「課題」は、採点後に返却と解説をします。 

 
８．成績評価の方法 

・平常点 15％（小テストの得点、積極的に手を挙げて練習問題を解答する、疑問点を質問する など） 

・課題（学期間中に２回出題）の点数 25％ 

・期末試験の点数 60％  

・上記の項目を基に評点を算出し、60 点以上を合格とします。 

 

 
９．その他 

・第１回の授業で重要事項をお伝えしますので、履修者は必ず出席してください。 

・連絡事項等も授業後に公開しますので、欠席した場合は必ずクラスウェブを確認してください。 
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ドイツ語 3 

科目ナンバー STLAN221N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 3[A 組] 

担当者名 井口祐介 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では、ドイツ語をすでに約８０時間程度学んだ学生を対象とし、日常生活での基本的な表現を理解し、ドイツ語で

ごく簡単なやりとりをできるようになることを目指します。ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の A2 レベルに相当する教科書

を使用し、受講者は実際にドイツ語を使う中で、少しずつドイツ語の文法規則や言い回しを身につけていきます。 

到達目標として、以下の①から⑥までの基準を用います。 

①音とつづり字との関係を正確に把握し、ドイツ語のことばを正しく発音できる。 

②ドイツ語の言い回しが使われる状況を正確に理解し、その言い回しを正しく発声できる。 

③実際にドイツ語を使う中でドイツ語の基礎的な文法規則を「発見」し、その規則を正しく運用できる。 

④失敗や言い間違いを恐れずに、ドイツ語で積極的に簡単な意思表示をすることができる。 

⑤自分の置かれた状況を正確に理解し、それに相応しいドイツ語の言い回しを選択することができる。 

⑥日本語や英語とも違った文法構造を持つドイツ語に触れることにより、異なる言語・文化を持つ他者の存在を意識すること

ができる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回］ ａ：第１課①ドイツ語で旅行での経験について話す―２格の用法 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第２回］ ａ：第１課②ドイツ語でアクシデントについて話す―順序を表す副詞 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第３回］ ａ：第１課③ドイツ語のテクストの中身を吟味する 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第４回］ ａ：第１課④現在完了形 

ｂ：聞き取り練習、発話練習、読解問題 

［第５回］ ａ：第２課①ドイツ語で余暇の過ごし方について話す―受動文 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第６回］ ａ：第２課②ドイツ語で誰かと会う約束をする―zu 不定詞句 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第７回］ ａ：第２課③ドイツ語で音楽について話す―接続詞 

ｂ：聞き取り練習、発話練習、読解問題 

［第８回］ ａ：第３課①ドイツ語でデジタル技術について話す―副文 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第９回］ ａ：第３課②デジタルツールでドイツ語を学ぶ―男性弱変化名詞 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第１０回］ ａ：第３課③ドイツ語でディスカッションをする―um...zu 不定詞句 

ｂ：聞き取り練習、発話練習、読解問題 

［第１１回］ ａ：第４課①ドイツ語で多様なパートナーの形について話す 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第１２回］ ａ：第４課②ドイツ語で家族の在り方について話す―時を表す副文 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第１３回］ ａ：第４課③ドイツ語の歴史的な読み物を理解する―過去の表現 

ｂ：聞き取り練習、発話練習、読解問題 

［第１４回］ ａ：期末試験 

ｂ：総まとめ 

 
３．履修上の注意 

必ず教科書と辞書を購入し，毎回持参してください。翻訳アプリや生成 AI の授業内での使用は厳禁です（減点の対象となり

ます）。 

 単位の認定には総授業回数の３分の２以上の出席が必要です。３分の１を超えて欠席した場合は，単位は認定されません

ので注意してください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 
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特に予習をする必要はありません。必要に応じて課す課題には毎回取り組むこと。また、授業前には前回学んだことを簡単

に振り返っておくこと。 

 
５．教科書 

藁谷郁美，Andreas Meyer，Anette Schilling，太田達也，『モドゥーレ２』，朝日出版社，2025 年。 

 
６．参考書 

参考書は特に必要ではありませんが、辞書は毎回持参すること。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 必要に応じて課題の確認を授業内で行ないます。 

 
８．成績評価の方法 

 単位の認定には、総授業回数の３分の２以上の出席が必要です。 

期末試験およびレポート課題等（レポート課題等の詳細については授業内で指示します）の成績を 80 点，平常点を 20 点の

計 100 点満点で評価をし，60 点以上を合格の基準とします（ただし期末試験のクラス平均点を考慮します）。 

 平常点として評価するのは，１）授業への貢献度・参加姿勢，２）課題の提出率および正答率，の２点です。出席点はありま

せん。 

 
９．その他 

語学の学習の場では、楽しく学べるかどうかが非常に重要です。楽しく学べる場を提供できるように最大限の努力をします。 
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科目ナンバー STLAN221N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 3[B 組] 

担当者名 清水明美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 授業の概要―初級文法，読解の知識を生かしながら，現代のドイツ語圏がもっと身近に感じられるようなテキストを読んで

いきます。社会・教育・政治・文化など，ドイツから届いた新しいニュースを読む事によって，ネットニュースや新聞を理解する

のに必要な語彙，論理的な文章を読み解く文法力を養います。また文章を読むことによってドイツ語圏の人のものの考え方

に触れます。 

 到達目標―社会問題・教育・文化に対するドイツ人の考え方を知って、現代の日本について考えるための視野を広めま

す。文法構造をはっきりさせなければ読めないドイツ語読解の練習を積むことによって，中高の英語教育に欠けていた「語学

の論理的読解力」をアップさせます。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 発音の復習/１年生で習ったドイツ語の発音規則を正しく覚えている 

［第２～４回] 第 1 章 「琵琶湖とオーストリア、「そっくり」からはじまった国際交流」 

  日本とオーストリアとの国際交流の一例からオーストリアという国を知る。 

  関係代名詞のある文章、再帰動詞のある文章を訳すことができる。 

［第５～７回］ 第２章 正書法ーつづりのミスをどこまで減点すべきか 

  ドイツの若者が正しいつづり方で書けないことに関して様々な人の考え方を知る。 

  関係代名詞を使った文章、分離動詞が使われた文章を訳すことができる。 

［第８～10 回] 第３章 ザクセン、テューリンゲンの州議会選挙で極右が躍進 政権の行方に注目 

  現代ドイツの政治情勢について知る。 

  ドイツの政党の名前や略称を訳すことができる。 

［第 11～13 回］ 第４章 歴史あるテレビアニメや児童書 時代に合わせつつ後世に引き継がれていく 

  ドイツにおける昨今のアニメや児童書の古典の改変について知る 

  接続法一式の使い方を学び、正しく訳すことができる。 

［第 14 回] ａ；期末試験 

       ｂ；試験のふり返り 

 

 
３．履修上の注意 

 毎回の授業でできるだけ多くの人に，訳してもらえるよう心がけます。文法構造に関して説明しながらゆっくり授業をすすめ

るので，全員がせめて単語の意味だけでも調べてから授業に臨んでください。毎回の発表がそのまま平常点に繋がります。

もし，わからないところがあっても，辞書のひき方からきちんと指導しますので，すらすら訳せなくても，最後まで自力で課題

に取り組んだ人は評価します。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習・問題文の単語の意味を調べ，各人の実力に応じて和訳をしてくること 

 復習・授業で明らかになった訳文が，どうしてそのような訳になるのか単語一つ一つの意味や文法的役割にさかのぼって

明らかにすること 

 

 
５．教科書 

 『DACH・トピックス１０ ２０２５年度版』 Diana Beier-Taguchi  田中雅敏 朝日出版社 

 

 
６．参考書 

 参考書は特に指定しませんが、1 年生の文法教科書を見ながら予習をしたり授業を受けたりするとわかりやすいと思いま

す。 

 辞書は各自がすでに持っているもので構いませんが，単語数の少ない辞書しか持っていない方には新しいものを紹介しま

す。web 上の無料辞書は役に立たないので使わないでください。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

指名されて答えた人の訳がどうしてそのような訳になるのか、口頭でまたは板書で解説します。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点 50％，期末試験 50％。 

 出席は規定数を超えなければかまいませんが，指名された時に欠席だとその日の平常点がつかなくなるので，なるべく欠

席しない事を勧めます。 

 全体の 60％をもって合格とします。 

 

 
９．その他 

 毎回，辞書を持ってきてください。 
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科目ナンバー STLAN221N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 3[C 組] 

担当者名 清水明美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 授業の概要―初級文法，読解の知識を生かしながら，現代のドイツ語圏がもっと身近に感じられるようなテキストを読んで

いきます。社会・教育・政治・文化など，ドイツから届いた新しいニュースを読む事によって，ネットニュースや新聞を理解する

のに必要な語彙，論理的な文章を読み解く文法力を養います。また文章を読むことによってドイツ語圏の人のものの考え方

に触れます。 

 到達目標―社会問題・教育・文化に対するドイツ人の考え方を知って、現代の日本について考えるための視野を広めま

す。文法構造をはっきりさせなければ読めないドイツ語読解の練習を積むことによって，中高の英語教育に欠けていた「語学

の論理的読解力」をアップさせます。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 発音の復習/１年生で習ったドイツ語の発音規則を正しく覚えている 

［第２～４回] 第 1 章 「琵琶湖とオーストリア、「そっくり」からはじまった国際交流」 

  日本とオーストリアとの国際交流の一例からオーストリアという国を知る。 

  関係代名詞のある文章、再帰動詞のある文章を訳すことができる。 

［第５～７回］ 第２章 正書法ーつづりのミスをどこまで減点すべきか 

  ドイツの若者が正しいつづり方で書けないことに関して様々な人の考え方を知る。 

  関係代名詞を使った文章、分離動詞が使われた文章を訳すことができる。 

［第８～10 回] 第３章 ザクセン、テューリンゲンの州議会選挙で極右が躍進 政権の行方に注目 

  現代ドイツの政治情勢について知る。 

  ドイツの政党の名前や略称を訳すことができる。 

［第 11～13 回］ 第４章 歴史あるテレビアニメや児童書 時代に合わせつつ後世に引き継がれていく 

  ドイツにおける昨今のアニメや児童書の古典の改変について知る 

  接続法一式の使い方を学び、正しく訳すことができる。 

［第 14 回] ａ；期末試験 

       ｂ；試験のふり返り 

 

 
３．履修上の注意 

 毎回の授業でできるだけ多くの人に，訳してもらえるよう心がけます。文法構造に関して説明しながらゆっくり授業をすすめ

るので，全員がせめて単語の意味だけでも調べてから授業に臨んでください。毎回の発表がそのまま平常点に繋がります。

もし，わからないところがあっても，辞書のひき方からきちんと指導しますので，すらすら訳せなくても，最後まで自力で課題

に取り組んだ人は評価します。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習・問題文の単語の意味を調べ，各人の実力に応じて和訳をしてくること 

 復習・授業で明らかになった訳文が，どうしてそのような訳になるのか単語一つ一つの意味や文法的役割にさかのぼって

明らかにすること 

 

 
５．教科書 

 『DACH・トピックス１０ ２０２５年度版』 Diana Beier-Taguchi  田中雅敏 朝日出版社 

 

 
６．参考書 

 参考書は特に指定しませんが、1 年生の文法教科書を見ながら予習をしたり授業を受けたりするとわかりやすいと思いま

す。 

 辞書は各自がすでに持っているもので構いませんが，単語数の少ない辞書しか持っていない方には新しいものを紹介しま

す。web 上の無料辞書は役に立たないので使わないでください。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

指名されて答えた人の訳がどうしてそのような訳になるのか、口頭でまたは板書で解説します。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点 50％，期末試験 50％。 

 出席は規定数を超えなければかまいませんが，指名された時に欠席だとその日の平常点がつかなくなるので，なるべく欠

席しない事を勧めます。 

 全体の 60％をもって合格とします。 

 

 
９．その他 

 毎回，辞書を持ってきてください。 
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科目ナンバー STLAN221N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 3[D 組] 

担当者名 羽田野まち子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では、一年次のドイツ語（１/２ａ，１/２ｂ）の授業を通して習得した文法事項を復習しながらワンランク上のドイツ語

力を身につけていきます。これまでに学習した文法事項がドイツ語の文章の中でどのように使われているのか、丁寧に読み

解いて理解を深めていきましょう。ドイツ語の発音や文法の特徴を捉えると同時に、ドイツ語圏の文化に触れることで視野を

広げていきましょう。 

 到達目標としては、辞書をひきながらまとまったドイツ語の文章を読めるようになることを目指します。単語を日本語に置き

かえるだけではなく、文法や文脈を理解した上で、その内容を自分の言葉で説明できるようにしていきましょう。 

 

 
２．授業内容 

［第 1 回] ドイツ語１・２の復習 

［第 2〜3 回］ Lektion 1  

［第 4〜5 回] Lektion 2  

［第 6〜7 回] Lektion 3  

［第 8 回] ここまでのまとめ 

［第 9〜10 回] Lektion 4  

［第 11〜12 回] Lektion 5   

［第 13 回] ここまでのまとめ 

［第 14 回] ａ．今学期のまとめ  

                  ｂ．試験 

 

 
３．履修上の注意 

 必ず予習をしておくこと。辞書を忘れずに持ってくること。なお、授業中のスマホの使用は、辞書や時計としての使用も含め

て禁止します。 

 また初回授業には必ず 1 年次の教科書も持参してください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 文章は、辞書を丁寧にひいて単語を調べて読んできてください。「きれいな日本語訳」を作ってくる必要はありませんが、主

語や動詞、目的語の関係などをしっかり確認して文の構造をつかんで意味をとるように努めてください。練習問題などは特に

指示がなくとも和訳できるように、わからない単語などは調べておくようにしましょう。 

また、予習をしていて疑問に思ったことなどはメモしておいて、授業中に質問ができるように準備をしておいてください。 

 

 
５．教科書 

 『ドイツ語トライアングル やさしい中級テキスト 9 章』荻原耕平・畠山寛・高本教之（同学社） 

 

 開講時までに教科書を購入しておくこと。 

 

 
６．参考書 

 授業内で必要に応じて指示しますが、すでに持っている 1 年次に使用した文法の教科書も活用するようにしてください。 

 また、辞書は毎回持参してください。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

対面もしくは Oh-o!Meiji にてコメントをつけて返却する。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点 70%、期末試験 30%。 
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 平常点には、授業内に行なう小テスト、中間テスト、指名した際に予習をしてきてあるかどうかなども含まれます。また、4 回

以上の欠席は履修放棄と見なします。 

 

 

 
９．その他 

 初回授業で教科書を使って発音の練習や確認を行なうので、予め購入して持参するようにお願いします。 

 外国語学習においては「辞書がひけるようになること」がとても重要です。繰り返しになりますが、必ず辞書を持参してくださ

い。最初は面倒くさく感じることもあると思いますが、コツを掴めば複雑な文章でも辞書を片手に自分で読めるようになるので

一緒に練習をしていきましょう。 
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科目ナンバー STLAN221N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 3[O 組] 

担当者名 井口祐介 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では、ドイツ語をすでに約８０時間程度学んだ学生を対象とし、日常生活での基本的な表現を理解し、ドイツ語で

ごく簡単なやりとりをできるようになることを目指します。ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の A2 レベルに相当する教科書

を使用し、受講者は実際にドイツ語を使う中で、少しずつドイツ語の文法規則や言い回しを身につけていきます。 

到達目標として、以下の①から⑥までの基準を用います。 

①音とつづり字との関係を正確に把握し、ドイツ語のことばを正しく発音できる。 

②ドイツ語の言い回しが使われる状況を正確に理解し、その言い回しを正しく発声できる。 

③実際にドイツ語を使う中でドイツ語の基礎的な文法規則を「発見」し、その規則を正しく運用できる。 

④失敗や言い間違いを恐れずに、ドイツ語で積極的に簡単な意思表示をすることができる。 

⑤自分の置かれた状況を正確に理解し、それに相応しいドイツ語の言い回しを選択することができる。 

⑥日本語や英語とも違った文法構造を持つドイツ語に触れることにより、異なる言語・文化を持つ他者の存在を意識すること

ができる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回］ ａ：第１課①ドイツ語で旅行での経験について話す―２格の用法 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第２回］ ａ：第１課②ドイツ語でアクシデントについて話す―順序を表す副詞 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第３回］ ａ：第１課③ドイツ語のテクストの中身を吟味する 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第４回］ ａ：第１課④現在完了形 

ｂ：聞き取り練習、発話練習、読解問題 

［第５回］ ａ：第２課①ドイツ語で余暇の過ごし方について話す―受動文 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第６回］ ａ：第２課②ドイツ語で誰かと会う約束をする―zu 不定詞句 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第７回］ ａ：第２課③ドイツ語で音楽について話す―接続詞 

ｂ：聞き取り練習、発話練習、読解問題 

［第８回］ ａ：第３課①ドイツ語でデジタル技術について話す―副文 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第９回］ ａ：第３課②デジタルツールでドイツ語を学ぶ―男性弱変化名詞 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第１０回］ ａ：第３課③ドイツ語でディスカッションをする―um...zu 不定詞句 

ｂ：聞き取り練習、発話練習、読解問題 

［第１１回］ ａ：第４課①ドイツ語で多様なパートナーの形について話す 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第１２回］ ａ：第４課②ドイツ語で家族の在り方について話す―時を表す副文 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第１３回］ ａ：第４課③ドイツ語の歴史的な読み物を理解する―過去の表現 

ｂ：聞き取り練習、発話練習、読解問題 

［第１４回］ ａ：期末試験 

ｂ：総まとめ 

 
３．履修上の注意 

必ず教科書と辞書を購入し，毎回持参してください。翻訳アプリや生成 AI の授業内での使用は厳禁です（減点の対象となり

ます）。 

 単位の認定には総授業回数の３分の２以上の出席が必要です。３分の１を超えて欠席した場合は，単位は認定されません

ので注意してください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 
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特に予習をする必要はありません。必要に応じて課す課題には毎回取り組むこと。また、授業前には前回学んだことを簡単

に振り返っておくこと。 

 
５．教科書 

藁谷郁美，Andreas Meyer，Anette Schilling，太田達也，『モドゥーレ２』，朝日出版社，2025 年。 

 
６．参考書 

参考書は特に必要ではありませんが、辞書は毎回持参すること。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 必要に応じて課題の確認を授業内で行ないます。 

 
８．成績評価の方法 

 単位の認定には、総授業回数の３分の２以上の出席が必要です。 

期末試験およびレポート課題等（レポート課題等の詳細については授業内で指示します）の成績を 80 点，平常点を 20 点の

計 100 点満点で評価をし，60 点以上を合格の基準とします（ただし期末試験のクラス平均点を考慮します）。 

 平常点として評価するのは，１）授業への貢献度・参加姿勢，２）課題の提出率および正答率，の２点です。出席点はありま

せん。 

 
９．その他 

語学の学習の場では、楽しく学べるかどうかが非常に重要です。楽しく学べる場を提供できるように最大限の努力をします。 
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科目ナンバー STLAN221N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 3[P 組] 

担当者名 羽田野まち子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業では、一年次のドイツ語（１/２ａ，１/２ｂ）の授業を通して習得した文法事項を復習しながらワンランク上のドイツ語

力を身につけていきます。これまでに学習した文法事項がドイツ語の文章の中でどのように使われているのか、丁寧に読み

解いて理解を深めていきましょう。ドイツ語の発音や文法の特徴を捉えると同時に、ドイツ語圏の文化に触れることで視野を

広げていきましょう。 

 到達目標としては、辞書をひきながらまとまったドイツ語の文章を読めるようになることを目指します。単語を日本語に置き

かえるだけではなく、文法や文脈を理解した上で、その内容を自分の言葉で説明できるようにしていきましょう。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 発音の確認と 1 年次の復習 Lektion 0 

［第 2〜3 回] Lektion 1   

［第 4〜5 回] Lektion 2  

［第 6〜7 回]   Lektion 3  

［第 8 回]   ここまでのまとめ 

［第 9〜10 回]   Lektion 4 

［第 11〜12 回] Lektion 5 

［第 13 回] ここまでのまとめ 

［第 14 回] ａ．春学期のまとめ  

                  ｂ．期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 必ず予習をしておくこと。辞書を忘れずに持ってくること。なお、授業中のスマホの使用は、辞書や時計としての使用も含め

て禁止します。 

 また初回授業には必ず 1 年次の教科書も持参してください。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 文章は、辞書を丁寧にひいて単語を調べて読んできてください。「きれいな日本語訳」を作ってくる必要はありませんが、主

語や動詞、目的語の関係などをしっかり確認して文の構造をつかんで意味をとるように努めてください。練習問題などは特に

指示がなくとも和訳できるように、わからない単語などは調べておくようにしましょう。また、予習をしていて疑問に思ったことな

どはメモしておいて、授業中に質問ができるように準備をしておいてください。 

 

 
５．教科書 

 『知りたいドイツ語 〜読みながらステップアップ〜』Siegfried Kohlhammer・斎藤太郎（朝日出版社） 

 

 開講時までに教科書を購入しておくこと。 

 

 
６．参考書 

 授業内で必要に応じて指示しますが、すでに持っている 1 年次に使用した文法の教科書も活用するようにしてください。 

 また、辞書は毎回持参してください。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 対面もしくは Oh-o!Meiji にてコメントをつけて返却する。 

 
８．成績評価の方法 

平常点 70%、期末試験 30%。 
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 平常点には、授業内に行なう小テスト、中間テスト、提出物の他、指名した際に予習をしてきてあるかどうかなども含まれま

す。 

 
９．その他 

 初回授業で教科書を使って発音の練習や確認を行なうので、予め購入して持参するようにお願いします。 

 外国語学習においては「辞書がひけるようになること」がとても重要です。繰り返しになりますが、必ず辞書を持参してくださ

い。最初は面倒くさく感じることもあると思いますが、コツを掴めば複雑な文章でも辞書を片手に自分で読めるようになるので

一緒に練習をしていきましょう。 
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科目ナンバー STLAN221N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 3[Q 組] 

担当者名 松澤智子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

世界保健機関（WHO）が 2020 年 3 月 11 日に新型コロナウィルスについてパンデミック宣言をした一週間後、当時のドイツ

連邦共和国の首相であったアンゲラ・メルケルが、テレビを通じて国民に向けてメッセージを届けました。そのテレビ演説の

全文を用いて学習します。平易な文法構造と言葉遣いが使われていますので、ドイツ語１a・２a で学んだ初級文法を活用し

て演説を訳すことができるでしょう（演説は 10 章に分けられています）。ドイツ語の文章を訳すだけではなく、文法に関する練

習問題を解くことで、ドイツ語の基礎能力の定着を目指します。 

 
２．授業内容 

第１回 オリエンテーション 

     ドイツ語１a・２a の復習   

第２回 ドイツ語１a・２a の復習 

第３回－第４回 １章の訳、１章の練習問題、追加練習問題  

第５回－第６回 ２章の訳、２章の練習問題、追加練習問題 

第７回－第８回 ３章の訳、３章の練習問題、追加練習問題 

第９回－第 10 回 ４章の訳、４章の練習問題、追加練習問題 

第 11 回－第 13 回 ５章の訳、５章の練習問題、追加練習問題 

第 14 回 春学期試験、試験の振返り   

 

※授業の進行状況等により、授業内容を変更する場合があります。 

※授業が早く進行した場合は、後期に予定している 6 章以降を学習します。 

 

 
３．履修上の注意 

・ドイツ語の文章を日本語に訳す担当者を事前に指名します（翌週の授業で発表してください）。担当者は、割り振られたドイ

ツ語の文章を読んで、訳を発表してください。加えて担当者には、訳した文章で用いられている文法を使った簡単な独作を

していただきます（訳の発表後に出題します）。 

・必ず担当箇所を訳して授業に出席してください。ただ訳すのではなく、ドイツ語の文章の構造などを意識しながら日本語に

訳してください。 

・担当者が発表の準備をせずに出席した場合や無断欠席した場合は減点（低評価）します。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

〔予習〕発表の担当者でなかったとしても、テキストを訳して出席しましょう。 

〔復習〕テキストの訳や練習問題で間違えた箇所は、なぜ間違えたのかを必ず明らかにしてください。 

 

 
５．教科書 

荻野蔵平『メルケル首相のテレビ演説 ―コロナ危機に挑むドイツ―』(同学社, 2021) 

 
６．参考書 

・授業には独和辞書を持参してください。辞書については第 1 回の授業で説明しますので、 

持っていない方は説明の後で購入してください。 

・ドイツ語 1a、2a で使用していた教科書も持参して授業に出席してください。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

テキストの訳や練習問題の解説を、口頭あるいは板書で解説します。授業後にクラスウェブでも訳例と練習問題の解答を公

開します。 

 
８．成績評価の方法 

・テキストの担当箇所の訳 25% 

・平常点 15％（積極的に手を挙げて練習問題を解答する、疑問点を質問する など） 
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・期末試験の点数 60％  

・上記の項目を基に評点を算出し、60 点以上を合格とします。 

 

 
９．その他 

・第１回の授業で重要事項をお伝えしますので、履修者は必ず出席してください。 

・授業で提示したスライドや配布物に加え、連絡事項等も授業後にクラスウェブ公開しますので、欠席した場合は必ずクラス

ウェブを確認してください。 
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科目ナンバー STLAN226N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 3〔M〕[再履] 

担当者名 松澤淳 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

基本的な文法を改めて学習しながら，ドイツ語の長めの文章を読み，和訳していきます。正しく発音できるようにもなりましょ

う。動詞の人称変化，格の用法については繰り返し学習していきます。 

この授業の到達目標は，最終的には辞書を使いながらドイツ語の文章を読み的確に理解し，かつ簡単な作文ができる程度

のドイツ語能力を身につけることとします。 

楽しくドイツ語をもう一度学んでいきましょう。 

 

 
２．授業内容 

 およそ，以下のような順番で授業を進めます。 

［第１回] イントロダクション ドイツ語の特徴をもう一度考えよう 受講上の注意 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

［第２回] 母音の発音 人称代名詞  〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

発音の基礎を学ぶ 主語の種類を覚える 

［第３回] 子音の発音 動詞の人称変化１〔メディア授業（オンデマンド型）〕  

発音の規則を学ぶ 主語に従って正しく動詞を変化させる 

［第４回] 動詞の人称変化２ 語順  〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

重要な動詞の変化を覚える 

［第５回] 冠詞と名詞の格変化１ 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

名詞の性とは何か，格とは何か 

［第６回] 冠詞と名詞の格変化２ 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

冠詞の格変化を覚える 

［第７回] 冠詞と名詞の格変化３ 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

格の用法を学ぶ 

［第８回] 動詞の人称変化２ 命令形 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

不規則な動詞の変化を覚える 

［第９回] 冠詞類 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

様々な冠詞の種類と否定文の作り方を覚える 

［第 10 回] 人称代名詞 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

人称代名詞の格変化を覚える  

［第 11 回] 前置詞  〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

前置詞の意味と用法を覚える 

［第 12 回] 話法の助動詞 未来形 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

助動詞の種類を覚え，語順に注意し，文を完成させる 

［第 13 回] 分離動詞 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

前つづりに注意し，文を完成させる 

［第 14 回] 復習 これまでの文法事項を復習する 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

 

 

 
３．履修上の注意 

この授業はメディア授業科目として開講されます。 

授業はすべて，講義動画を Oh-o! Meiji システムを通じて配信するオンデマンド型で行います。 

なお，授業資料は毎週の授業日前日までに公開します。 

授業資料・課題などのクラス WEB の更新はその都度、「授業お知らせ管理」よりお知らせをします。 

なお，毎回の講義動画に対して，課題の提出を求め，出席確認及び理解度確認を行います。 

動画ファイルの視聴時間の確認も行いますので、指示に従った視聴方法で受講を進めてください。 

また，Oh-o! Meiji クラスウェブのディスカッション機能・アンケート機能を活用し，意見交換の場とするとともに、教員への質

問・相談窓口ともします。 

授業に関する質問・意見・相談等はディスカッション機能から、個人的な成績・履修についての問い合わせ・相談等はアンケ

ート機能から連絡してください。 

わからないことは，遠慮なく質問・問い合わせをしてください。 

Zoom を使用して、質問等を受ける時間も設ける予定です。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の最後に課題を出します。授業ファイルを視聴した後、辞書を使い，自分の力で課題を解き、提出期限内に Oh-o! 

Meiji システムを通じて課題を提出をしてください。解答に自信がない場合は，分からない箇所がどこなのか，自由コメント欄

で質問をしてください。課題はフィードバック・コメントを付けてお返しします。不正解だった問題の復習を行ってください。 

 
５．教科書 

 ｢ドイツから来たよ！」 Rita Briel, 井戸田総一郎著 （郁文堂）2,600 円 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

アンケート、小テスト、レポート機能を利用した課題の提出後に正解・解説・得点をコメント欄を使ってフィードバックします。 

 
８．成績評価の方法 

毎回の課題（アンケート・レポート・小テスト機能にて実施） 100％                    

60％以上の得点で単位を認定します。 

 

※対面形式での試験は行いません。 

 
９．その他 

積極的な授業への参加を期待しています。分からないことは遠慮なく質問してください。ドイツ語検定にも挑戦してください。 
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科目ナンバー STLAN221N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 ドイツ語 3[スポーツ] 

担当者名 松澤淳 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 楽しくドイツ語を学ぶ講座です。日常的な表現を用いて，自分と相手の個人的な情報について簡単なやりとりができるよう

になることを目指します。また，ドイツ語圏の文化についての知識を習得することにも力を入れたいと思います。 

 

 

 
２．授業内容 

 受講生同士で協力しながら、楽しくドイツ語を学びましょう。 

 ドイツ語圏の音楽を聴いたり、映画を観る時間を取って、ドイツ文化を学ぶ時間を多く設けます。 

 

教科書に従い以下のテーマを扱います。受講者の理解度によって進み方を決定します。 

およそ，以下の順番で学んでいきます。 

   

［第１回] イントロダクション ドイツ語とは  

［第２回] 母音の発音 人称代名詞 

発音の基礎を学ぶ 主語の種類を覚える 

［第３回] 子音の発音１ 動詞の人称変化１ 

発音の規則を学ぶ 主語に従って正しく動詞を変化させる 

［第４回] 子音の発音２ 動詞の人称変化２ 

語順と発音の注意点を学ぶ 重要な動詞の変化を覚える 

［第５回] 冠詞と名詞の格変化１ 

名詞の性とは何か，格とは何か 

［第６回] 冠詞と名詞の格変化２ 

冠詞の格変化を覚える 

［第７回] 冠詞と名詞の格変化３ 

格の用法を習得する 

［第８回] 動詞の人称変化２ 

命令形と不規則な動詞の変化を覚える 

［第９回] 冠詞類 

様々な冠詞の種類とその変化を覚える 

［第 10 回] 人称代名詞 

人称代名詞の格変化を覚える 

［第 11 回] 前置詞 

前置詞の意味と用法を覚える 

［第 12 回] 話法の助動詞 未来形 

助動詞の種類を覚え，語順に注意し，文を完成させる 

［第 13 回] 分離動詞 

前つづりに注意し，文を完成させる 

［第 14 回] ａ：復習 これまでの文法事項を復習する 

ｂ：試験 

 
３．履修上の注意 

 いくら間違っても良いので，積極的に声を出して話してください。自ら学んでいく姿勢を評価します。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の予習は必要ありません。 

 授業内で学んだことを次回の授業までに確認してください。 

 
５．教科書 

「ミニマムドイツ・フェアシュテーン」 熊谷・大喜著 朝日出版社 

 
６．参考書 
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参考資料は随時クラスウェブにアップロードします。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業時にコメントするかクラスウェブ上でコメントを返します。 

 
８．成績評価の方法 

積極的な授業参加の評価 60%、期末テストの成績 40％で評価します。合計 60％以上で合格とします。 

 

 

 
９．その他 
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ドイツ語 4 

科目ナンバー STLAN221N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 4[A 組] 

担当者名 井口祐介 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業では、ドイツ語をすでに約１００時間程度学んだ学生を対象とし、日常生活での基本的な表現を理解し、ドイツ語で

ごく簡単なやりとりをできるようになることを目指します。ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の A2 レベルに相当する教科書

を使用し、受講者は実際にドイツ語を使う中で、少しずつドイツ語の文法規則や言い回しを身につけていきます。 

到達目標として、以下の①から⑥までの基準を用います。 

①音とつづり字との関係を正確に把握し、ドイツ語のことばを正しく発音できる。 

②ドイツ語の言い回しが使われる状況を正確に理解し、その言い回しを正しく発話できる。 

③実際にドイツ語を使う中でドイツ語の基礎的な文法規則を「発見」し、その規則を正しく運用できる。 

④失敗や言い間違いを恐れずに、ドイツ語で積極的に簡単な意思表示をすることができる。 

⑤自分の置かれた状況を正確に理解し、それに相応しいドイツ語の言い回しを選択することができる。 

⑥日本語や英語とも違った文法構造を持つドイツ語に触れることにより、異なる言語・文化を持つ他者の存在を意識すること

ができる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回］ ａ：第５課①ドイツ語で住居内のトラブルについて苦情を言う 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第２回］ ａ：第５課②ドイツ語でルームシェアの人間関係トラブルの対処する―３・４格支配の前置詞 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第３回］ ａ：第５課③ドイツ語で不動産屋とやりとりする―再帰動詞 

ｂ：聞き取り練習、発話練習、読解問題 

［第４回］ ａ：第６課①ドイツ語でボランティア、社会活動をする―間接疑問文 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第５回］ ａ：第６課②ドイツ語で人生計画について話す―接続法第Ⅱ式 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第６回］ ａ：第６課③ドイツ語で公式・非公式のメッセージを理解する―指示代名詞 

ｂ：聞き取り練習、発話練習、読解問題 

［第７回］ ａ：第７課①ドイツ語で芸術作品を描写する 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第８回］ ａ：第７課②ドイツ語で美術館ガイドを理解する 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第９回］ ａ：第７課③ドイツ語でインタビューのメモをとる 

ｂ：聞き取り練習、発話練習、読解問題 

［第１０回］ ａ：第８課①ドイツ語でデジタル時代の健康について学ぶ―再帰動詞 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第１１回］ ａ：第８課②ドイツ語で遠隔医療についてのグラフを理解する―sollte を使った勧めの表現 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第１２回］ ａ：第８課③ドイツ語で年を取ることについて話す 

ｂ：聞き取り練習、発話練習、読解問題 

［第１３回］ ａ：第８課④ドイツ語のテクストの要約をする 

ｂ：聞き取り練習、発話練習、読解問題 

［第１４回］ ａ：期末試験 

ｂ：総まとめ 

 
３．履修上の注意 

必ず教科書と辞書を購入し，毎回持参してください。翻訳アプリや生成 AI の授業内での使用は厳禁です（減点の対象となり

ます）。 

 単位の認定には総授業回数の３分の２以上の出席が必要です。３分の１を超えて欠席した場合は，単位は認定されません

ので注意してください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 
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特に予習をする必要はありません。必要に応じて課す課題には毎回取り組むこと。また、授業前には前回学んだことを簡単

に振り返っておくこと。 

 
５．教科書 

藁谷郁美，Andreas Meyer，Anette Schilling，太田達也，『モドゥーレ２』，朝日出版社，2025 年。 

 
６．参考書 

参考書は特に必要ではありませんが、辞書は毎回持参すること。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 必要に応じて課題の確認を授業内で行ないます。 

 
８．成績評価の方法 

 単位の認定には、総授業回数の３分の２以上の出席が必要です。 

期末試験およびレポート課題等（レポート課題等の詳細については授業内で指示します）の成績を 80 点，平常点を 20 点の

計 100 点満点で評価をし，60 点以上を合格の基準とします（ただし期末試験のクラス平均点を考慮します）。 

 平常点として評価するのは，１）授業への貢献度・参加姿勢，２）課題の提出率および正答率，の２点です。出席点はありま

せん。 

 

 
９．その他 

語学の学習の場では、楽しく学べるかどうかが非常に重要です。楽しく学べる場を提供できるように最大限の努力をします。 
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科目ナンバー STLAN221N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 4[B 組] 

担当者名 清水明美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 授業の概要―春学期に引き続き，ドイツ語圏の社会、文化、政治に関する文章を読んでいきます。従属節のある長い文章

や，分詞や zu 不定詞を使った文章など，より複雑な文章を読むテクニックを教えます。 

 到達目標―ドイツ語圏の社会や文化を学ぶことによって、異文化交流をはかったり、自国の将来について考えたりする力

を養います。また、言語を問わず，文章を「なんとなく」誤読するクセを徹底的に根絶することによって，既習の英文読解から

第３，第４の外国語にいたるまで，将来にわたって「使える言語能力」が身につくよう指導します。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 映画鑑賞 

［第２～３回] 第５章 フードロスを減らすための取り組み：支援に回したり、アプリを活用して割安で販売したり 

  ドイツのフードロス対策について知る。 

  多様な複数形、形容詞の名詞化などを正しく訳すことができる。 

［第４～５回] 第６章 ストライキの嵐が吹き荒れた 2023-2024 年のドイツ、ついに農業従事者も抗議に立ち上がった 

  ドイツの農家が直面する問題についての知識を得る。 

  受動態のある文章を正しく訳すことができる。 

［第６～７回] 第７章 激甚化する自然災害 危機一髪の飛行機破損、洪水 

  DACH を襲った様々な飛行機事故を通じて気候変動の危機について学ぶ。 

  現在分詞、過去分詞を正しく訳すことができる。 

［第８～９回] 第８章 多様な性で生きること、ドイツで進む法整備 

  ドイツにおける多様な性の受容について学ぶ。 

  接続法 2 式について学び、正しく訳すことができるようになる。 

［第１０～１１回] 第９章 注目を集めるイベントは政治的メッセージ発信の場？ スキャンダラスだった 2024 年の ESC  

  世界情勢に翻弄された音楽祭での出来事を通じて音楽の本質について考える。 

  過去形を正しく訳すことができる。 

［第１２～１３回] 第１０章 音楽のないクリスマスマーケット、その理由とは？ 

  ドイツのクリスマスマーケットと音楽著作権との対立を知る。 

  形容詞の比較級、最上級を正しく訳すことができる。 

［第 14 回] ａ；期末試験 

      ｂ；試験のふり返り 

 

 
３．履修上の注意 

 春学期に引き続き，できるだけ多くの人を指名しますので，しっかり自力で答えられるように準備しておいてください。翻訳

ソフトを 3 参考にしてもかまいませんが、なぜそのような訳になるのかを答えられなければ平常点はつきません。準備した上

でわからないところがあれば，考える方法を丁寧に指導しますので，落ち着いて課題に取り組んでください。全く準備してい

ない場合には平常点が減点されます。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習―春学期に引き続き未知の単語の意味を辞書でていねいに調べ，実力に応じて和訳ができるよう準備してください 

 復習―なぜそのような訳になるのか，単語一つ一つの意味や文法的役割を明らかにしてください 

 

 
５．教科書 

 春学期と同じ 

 

 
６．参考書 

 参考書は特にありません。 

 辞書は各自が既に持っているものでかまいませんが，語彙数の少ないものは新しいものに買い替えてください 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

指名された人の訳がどうしてそのような訳になるのか、口頭または板書で詳しく解説します。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点 50％，期末試験 50％。 

 全体の 60％をもって合格とします。 

 欠席は規定数を超えないこと。 

 

 
９．その他 

 毎回辞書を持ってきてください。 
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科目ナンバー STLAN221N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 4[C 組] 

担当者名 清水明美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 授業の概要―春学期に引き続き，ドイツ語圏の社会、文化、政治に関する文章を読んでいきます。従属節のある長い文章

や，分詞や zu 不定詞を使った文章など，より複雑な文章を読むテクニックを教えます。 

 到達目標―ドイツ語圏の社会や文化を学ぶことによって、異文化交流をはかったり、自国の将来について考えたりする力

を養います。また、言語を問わず，文章を「なんとなく」誤読するクセを徹底的に根絶することによって，既習の英文読解から

第３，第４の外国語にいたるまで，将来にわたって「使える言語能力」が身につくよう指導します。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 映画鑑賞 

［第２～３回] 第５章 フードロスを減らすための取り組み：支援に回したり、アプリを活用して割安で販売したり 

  ドイツのフードロス対策について知る。 

  多様な複数形、形容詞の名詞化などを正しく訳すことができる。 

［第４～５回] 第６章 ストライキの嵐が吹き荒れた 2023-2024 年のドイツ、ついに農業従事者も抗議に立ち上がった 

  ドイツの農家が直面する問題についての知識を得る。 

  受動態のある文章を正しく訳すことができる。 

［第６～７回] 第７章 激甚化する自然災害 危機一髪の飛行機破損、洪水 

  DACH を襲った様々な飛行機事故を通じて気候変動の危機について学ぶ。 

  現在分詞、過去分詞を正しく訳すことができる。 

［第８～９回] 第８章 多様な性で生きること、ドイツで進む法整備 

  ドイツにおける多様な性の受容について学ぶ。 

  接続法 2 式について学び、正しく訳すことができるようになる。 

［第１０～１１回] 第９章 注目を集めるイベントは政治的メッセージ発信の場？ スキャンダラスだった 2024 年の ESC  

  世界情勢に翻弄された音楽祭での出来事を通じて音楽の本質について考える。 

  過去形を正しく訳すことができる。 

［第１２～１３回] 第１０章 音楽のないクリスマスマーケット、その理由とは？ 

  ドイツのクリスマスマーケットと音楽著作権との対立を知る。 

  形容詞の比較級、最上級を正しく訳すことができる。 

［第 14 回] ａ；期末試験 

      ｂ；試験のふり返り 

 

 
３．履修上の注意 

 春学期に引き続き，できるだけ多くの人を指名しますので，しっかり自力で答えられるように準備しておいてください。翻訳

ソフトを 3 参考にしてもかまいませんが、なぜそのような訳になるのかを答えられなければ平常点はつきません。準備した上

でわからないところがあれば，考える方法を丁寧に指導しますので，落ち着いて課題に取り組んでください。全く準備してい

ない場合には平常点が減点されます。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習―春学期に引き続き未知の単語の意味を辞書でていねいに調べ，実力に応じて和訳ができるよう準備してください 

 復習―なぜそのような訳になるのか，単語一つ一つの意味や文法的役割を明らかにしてください 

 

 
５．教科書 

 春学期と同じ 

 

 
６．参考書 

 参考書は特にありません。 

 辞書は各自が既に持っているものでかまいませんが，語彙数の少ないものは新しいものに買い替えてください 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

指名された人の訳がどうしてそのような訳になるのか、口頭または板書で詳しく解説します。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点 50％，期末試験 50％。 

 全体の 60％をもって合格とします。 

 欠席は規定数を超えないこと。 

 

 
９．その他 

 毎回辞書を持ってきてください。 
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科目ナンバー STLAN221N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 4[D 組] 

担当者名 羽田野まち子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ドイツ語 3 に引き続き，さらにドイツ語力をブラッシュアップしていきます。 

 これまでに学習した文法事項がドイツ語の文章の中でどのように使われているのか、丁寧に読み解いて理解を深めていき

ましょう。ドイツ語の発音や文法の特徴を捉えると同時に、ドイツ語圏の文化に触れることで視野を広げていきましょう。 

 到達目標としては、辞書をひきながらまとまったドイツ語の文章を読めるようになることを目指します。単語を日本語に置き

かえるだけではなく、文法や文脈を理解した上で、その内容を自分の言葉で説明できるようにしていきましょう。 

 

 
２．授業内容 

［第 1 回] 春学期の復習 

［第 2〜3 回] Lektion 6  

［第 4〜5 回] Lektion 7  

［第 6 回] ここまでのまとめ 

［第 7〜9 回] Lektion 8 

［第 10〜12 回] Lektion 9  

［第 13 回] ここまでのまとめ 

［第 14 回] ａ．今学期のまとめ    

       ｂ．期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 必ず予習をしておくこと。辞書を忘れずに持ってくること。なお、授業中のスマホの使用は、辞書や時計としての使用も含め

て禁止します。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 辞書を丁寧にひいて単語を調べて文章を読んできてください。「きれいな日本語訳」を作ってくる必要はありませんが、主

語や動詞、目的語の関係などをしっかり確認して文の構造をつかんで意味をとるように努めてください。また、その際にわか

らなかったことなどはメモして質問ができるように準備をしておいてください。 

 
５．教科書 

『ドイツ語トライアングル』荻原耕平・畠山寛・高本教之（同学社） 

 

 秋学期のみ履修する学生も４月の時点で購入しておいてください。 

 

 
６．参考書 

 授業内で必要に応じて指示しますが、すでに持っている 1 年次に使用した文法の教科書も活用するようにしてください。 

 また、辞書は毎回持参してください。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

対面もしくは Oh-o!Meiji にてコメントをつけて返却する。 

 
８．成績評価の方法 

平常点 70%、期末試験 30%。 

 平常点には、授業内に行なう小テスト、中間テスト、指名した際に予習をしてきてあるかどうかなども含まれます。また、4 回

以上の欠席は履修放棄と見なします。 

 
９．その他 
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外国語学習においては「辞書がひけるようになること」がとても重要です。繰り返しになりますが、必ず辞書を持参してくださ

い。最初は面倒くさく感じることもあると思いますが、コツを掴めば複雑な文章でも辞書を片手に自分で読めるようになるので

一緒に練習をしていきましょう。 
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科目ナンバー STLAN221N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 4[O 組] 

担当者名 井口祐介 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業では、ドイツ語をすでに約１００時間程度学んだ学生を対象とし、日常生活での基本的な表現を理解し、ドイツ語で

ごく簡単なやりとりをできるようになることを目指します。ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の A2 レベルに相当する教科書

を使用し、受講者は実際にドイツ語を使う中で、少しずつドイツ語の文法規則や言い回しを身につけていきます。 

到達目標として、以下の①から⑥までの基準を用います。 

①音とつづり字との関係を正確に把握し、ドイツ語のことばを正しく発音できる。 

②ドイツ語の言い回しが使われる状況を正確に理解し、その言い回しを正しく発話できる。 

③実際にドイツ語を使う中でドイツ語の基礎的な文法規則を「発見」し、その規則を正しく運用できる。 

④失敗や言い間違いを恐れずに、ドイツ語で積極的に簡単な意思表示をすることができる。 

⑤自分の置かれた状況を正確に理解し、それに相応しいドイツ語の言い回しを選択することができる。 

⑥日本語や英語とも違った文法構造を持つドイツ語に触れることにより、異なる言語・文化を持つ他者の存在を意識すること

ができる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回］ ａ：第５課①ドイツ語で住居内のトラブルについて苦情を言う 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第２回］ ａ：第５課②ドイツ語でルームシェアの人間関係トラブルの対処する―３・４格支配の前置詞 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第３回］ ａ：第５課③ドイツ語で不動産屋とやりとりする―再帰動詞 

ｂ：聞き取り練習、発話練習、読解問題 

［第４回］ ａ：第６課①ドイツ語でボランティア、社会活動をする―間接疑問文 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第５回］ ａ：第６課②ドイツ語で人生計画について話す―接続法第Ⅱ式 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第６回］ ａ：第６課③ドイツ語で公式・非公式のメッセージを理解する―指示代名詞 

ｂ：聞き取り練習、発話練習、読解問題 

［第７回］ ａ：第７課①ドイツ語で芸術作品を描写する 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第８回］ ａ：第７課②ドイツ語で美術館ガイドを理解する 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第９回］ ａ：第７課③ドイツ語でインタビューのメモをとる 

ｂ：聞き取り練習、発話練習、読解問題 

［第１０回］ ａ：第８課①ドイツ語でデジタル時代の健康について学ぶ―再帰動詞 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第１１回］ ａ：第８課②ドイツ語で遠隔医療についてのグラフを理解する―sollte を使った勧めの表現 

ｂ：聞き取り練習、発話練習 

［第１２回］ ａ：第８課③ドイツ語で年を取ることについて話す 

ｂ：聞き取り練習、発話練習、読解問題 

［第１３回］ ａ：第８課④ドイツ語のテクストの要約をする 

ｂ：聞き取り練習、発話練習、読解問題 

［第１４回］ ａ：期末試験 

ｂ：総まとめ 

 
３．履修上の注意 

必ず教科書と辞書を購入し，毎回持参してください。翻訳アプリや生成 AI の授業内での使用は厳禁です（減点の対象となり

ます）。 

 単位の認定には総授業回数の３分の２以上の出席が必要です。３分の１を超えて欠席した場合は，単位は認定されません

ので注意してください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 
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特に予習をする必要はありません。必要に応じて課す課題には毎回取り組むこと。また、授業前には前回学んだことを簡単

に振り返っておくこと。 

 
５．教科書 

藁谷郁美，Andreas Meyer，Anette Schilling，太田達也，『モドゥーレ２』，朝日出版社，2025 年。 

 
６．参考書 

参考書は特に必要ではありませんが、辞書は毎回持参すること。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 必要に応じて課題の確認を授業内で行ないます。 

 
８．成績評価の方法 

 単位の認定には、総授業回数の３分の２以上の出席が必要です。 

期末試験およびレポート課題等（レポート課題等の詳細については授業内で指示します）の成績を 80 点，平常点を 20 点の

計 100 点満点で評価をし，60 点以上を合格の基準とします（ただし期末試験のクラス平均点を考慮します）。 

 平常点として評価するのは，１）授業への貢献度・参加姿勢，２）課題の提出率および正答率，の２点です。出席点はありま

せん。 

 

 
９．その他 

語学の学習の場では、楽しく学べるかどうかが非常に重要です。楽しく学べる場を提供できるように最大限の努力をします。 
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科目ナンバー STLAN221N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 4[P 組] 

担当者名 羽田野まち子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ドイツ語 3 に引き続き，さらにドイツ語力をブラッシュアップしていきます。 

 これまでに学習した文法事項がドイツ語の文章の中でどのように使われているのか、丁寧に読み解いて理解を深めていき

ましょう。ドイツ語の発音や文法の特徴を捉えると同時に、ドイツ語圏の文化に触れることで視野を広げていきましょう。 

 到達目標としては、辞書をひきながらまとまったドイツ語の文章を読めるようになることを目指します。単語を日本語に置き

かえるだけではなく、文法や文脈を理解した上で、その内容を自分の言葉で説明できるようにしていきましょう。 

 

 
２．授業内容 

［第 1 回] 春学期の復習 

［第 2〜3 回] Lektion 6   

［第 4〜6 回] Lektion 7  

［第 7 回]  ここまでのまとめ   

［第 8〜10 回]   Lektion 8 

［第 11〜12 回]   Lektion 9 

［第 13 回] ここまでのまとめ 

［第 14 回] ａ．秋学期のまとめ    

                  ｂ．期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 必ず予習をしておくこと。辞書を忘れずに持ってくること。なお、授業中のスマホの使用は、辞書や時計としての使用も含め

て禁止します。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 辞書を丁寧にひいて単語を調べて文章を読んできてください。「きれいな日本語訳」を作ってくる必要はありませんが、主

語や動詞、目的語の関係などをしっかり確認して文の構造をつかんで意味をとるように努めてください。練習問題などは特に

指示がなくとも和訳できるように、わからない単語などは調べておくようにしましょう。また、その際にわからなかったことなどは

メモして質問ができるように準備をしておいてください。 

 
５．教科書 

 『知りたいドイツ語 〜読みながらステップアップ〜』Siegfried Kohlhammer・斎藤太郎（朝日出版社） 

 

 秋学期のみ履修する学生も４月の時点で購入しておいてください。 

 
６．参考書 

 授業内で必要に応じて指示しますが、すでに持っている 1 年次に使用した文法の教科書も活用するようにしてください。 

 また、辞書は毎回持参してください。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

対面もしくは Oh-o!Meiji にてコメントをつけて返却する。 

 
８．成績評価の方法 

平常点 70%、期末試験 30%。 

 平常点には、授業内に行なう小テスト、中間テスト、提出物の他、指名した際に予習をしてきてあるかどうかなども含まれま

す。また、4 回以上の欠席は履修放棄と見なします。 

 
９．その他 

 外国語学習においては「辞書がひけるようになること」がとても重要です。繰り返しになりますが、必ず辞書を持参してくださ

い。最初は面倒くさく感じることもあると思いますが、コツを掴めば複雑な文章でも辞書を片手に自分で読めるようになるので

一緒に練習をしていきましょう。 
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科目ナンバー STLAN221N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 4[Q 組] 

担当者名 松澤智子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

世界保健機関（WHO）が 2020 年 3 月 11 日に新型コロナウィルスについてパンデミック宣言をした一週間後、当時のドイツ

連邦共和国の首相であったアンゲラ・メルケルが、テレビを通じて国民に向けてメッセージを届けました。そのテレビ演説の

全文を用いて学習します。平易な文法構造と言葉遣いが使われていますので、ドイツ語１a・２a で学んだ初級文法を活用し

て演説を訳すことができるでしょう（演説は 10 章に分けられています）。ドイツ語の文章を訳すだけではなく、文法に関する練

習問題を解くことで、ドイツ語の基礎能力の定着を目指します。 

 
２．授業内容 

第１回 オリエンテーション 

     初級ドイツ語の復習練習問題 

第２回－第３回 ６章の訳、６章の練習問題、追加練習問題  

第４回－第５回 ７章の訳、７章の練習問題、追加練習問題 

第６回－第８回 ８章の訳、８章の練習問題、追加練習問題 

第９回－第 11 回 ９章の訳、９章の練習問題、追加練習問題 

第 12 回－第 13 回 10 章の訳、10 章の練習問題、追加練習問題 

第 14 回 秋学期試験、試験の振返り  

 

※授業の進行状況等により、授業内容を変更する場合があります。 

※教科書の学習が授業内容よりも早く終了した場合は、新たなテキストを配布します。 

 

 
３．履修上の注意 

・ドイツ語の文章を日本語に訳す担当者を事前に指名します（翌週の授業で発表してください）。担当者は、割り振られたドイ

ツ語の文章を読んで、訳を発表してください。加えて担当者には、訳した文章で用いられている文法を使った簡単な独作を

していただきます（訳の発表後に出題します）。 

・必ず担当箇所を訳して授業に出席してください。ただ訳すのではなく、ドイツ語の文章の構造などを意識しながら日本語に

訳してください。 

・担当者が、発表の準備をせずに出席した場合や無断欠席した場合は減点（低評価）します。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

〔予習〕発表の担当者でなかったとしても、テキストを訳して出席しましょう。 

〔復習〕テキストの訳や練習問題で間違えた箇所は、なぜ間違えたのかを必ず明らかにしてください。 

 

 
５．教科書 

荻野蔵平『メルケル首相のテレビ演説 ―コロナ危機に挑むドイツ―』(同学社, 2021) 

 
６．参考書 

授業には独和辞書とドイツ語 1a、2a で使用していた教科書を持参してください。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

テキストの訳や練習問題の解説を、口頭あるいは板書で解説します。授業後にクラスウェブでも訳例と練習問題の解答を公

開します。 

 
８．成績評価の方法 

・テキストの担当箇所の訳 25% 

・平常点 15％（積極的に手を挙げて練習問題を解答する、疑問点を質問する など） 

・期末試験の点数 60％  

・上記の項目を基に評点を算出し、60 点以上を合格とします。 
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９．その他 

・第１回の授業で重要事項をお伝えしますので、履修者は必ず出席してください。 

・授業で提示したスライドや配布物に加え、連絡事項等も授業後にクラスウェブ公開しますので、欠席した場合は必ずクラス

ウェブを確認してください。 
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科目ナンバー STLAN226N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 4〔M〕[再履] 

担当者名 松澤淳 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

基本的な文法を改めて学習しながら，ドイツ語の文章を読み・書き・発音する練習を繰り返し行う授業です。 

最終的には辞書を使いながらドイツ語の文章を読み正確に理解し，かつ簡単な作文ができるドイツ語の能力を身につけるこ

とをこの授業の到達目標とします。とくに，過去形・完了形・関係代名詞・受動態の使い方がこの講座のポイントとなります。 

楽しくドイツ語をもう一度学んでいきましょう。 

 

 
２．授業内容 

 およそ，以下のような順番で学んでいきます。 

［第１回] 動詞の人称変化，名詞の格変化を中心に復習 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

［第２回] 動詞の３基本形 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

不定詞を過去基本形と過去分詞に変化できるようになる 

［第３回] 過去人称変化 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

文を過去形にできるようになる 

［第４回] 現在完了形 過去完了形 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

語順に注意し完了形の文ができるようになる 

［第５回] 再帰動詞 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

再帰代名詞とは何か 再帰動詞の使い方を覚える 

［第６回] 形容詞の格変化 形容詞の名詞化 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

形容詞の語尾を理解し，覚える 

［第７回] 現在分詞 形容詞の比較 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

比較級，最高級の表現を覚える 

［第８回] 受動態 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

受動の文の作り方と様々な受動表現を覚える 

［第９回] 定関係代名詞 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

先行詞のある関係代名詞の用法を覚える 

［第 10 回] 不定関係代名詞 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

先行詞のない関係代名詞の用法を覚える 

［第 11 回] 完了形と関係代名詞の復習 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

多くの問題を解きながら，完了形と関係代名詞をマスターする 

［第 12 回] 接続法１ 間接話法 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

人の言ったことをあらわす表現を覚える 

［第 13 回] 接続法２ 非現実話法 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

「もしも…ならば」の表現を覚える 

［第 14 回] これまでの重要文法事項を復習する 〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

 

 

 
３．履修上の注意 

この授業はメディア授業科目として開講されます。 

授業はすべて，講義動画を Oh-o! Meiji システムを通じて配信するオンデマンド型で行います。 

なお，授業資料は毎週の授業日前日までに公開します。 

授業資料・課題などのクラス WEB の更新はその都度、「授業お知らせ管理」よりお知らせをします。 

なお，毎回の講義動画に対して，課題の提出を求め，出席確認及び理解度確認を行います。 

動画ファイルの視聴時間の確認も行いますので、指示に従った視聴方法で受講を進めてください。 

また，Oh-o! Meiji クラスウェブのディスカッション機能・アンケート機能を活用し，意見交換の場とするとともに、教員への質

問・相談窓口ともします。 

授業に関する質問・意見・相談等はディスカッション機能から、個人的な成績・履修についての問い合わせ・相談等はアンケ

ート機能から連絡してください。 

わからないことは，遠慮なく質問・問い合わせをしてください。 

Zoom を使用して、質問等を受ける時間も設ける予定です。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の最後に課題を出します。授業ファイルを視聴した後、辞書を使い，自分の力で課題を解き、提出期限内に Oh-o! 

Meiji システムを通じて課題を提出をしてください。解答に自信がない場合は，分からない箇所がどこなのか，自由コメント欄

で質問してください。課題はフィードバック・コメントを付けてお返しします。不正解だった問題の復習を行ってください。 

 

 
５．教科書 

｢ドイツから来たよ！」 Rita Briel, 井戸田総一郎著 （郁文堂）2,600 円 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

アンケート、小テスト、レポート機能を利用した課題の提出後に正解・解説・得点をコメント欄を使ってフィードバックします。 

 
８．成績評価の方法 

毎回の課題（アンケート・レポート・小テスト機能にて実施） 100％                    

 60％以上の得点で単位を認定します。 

 

※対面形式での試験は行いません。 

 
９．その他 

積極的な授業への参加を期待しています。分からないことは遠慮なく質問してください。ドイツ語検定にも挑戦してください。 
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科目ナンバー STLAN221N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 ドイツ語 4[スポーツ] 

担当者名 松澤淳 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 楽しくドイツ語を学ぶ講座です。日常的な表現を用いて，自分と相手の個人的な情報について簡単なやりとりができるよう

になることを目指します。また，ドイツ語を読むことを通じて、ドイツ語圏の文化についての知識を習得することにも力を入れ

たいと思います。 

 

 

 
２．授業内容 

 受講生同士で協力しながら、楽しくドイツ語を学びましょう。 

 ドイツ語圏の音楽を聴いたり、映画を観る時間を取って、ドイツ文化を学ぶ時間を多く設けます。 

 

教科書に従い以下のテーマを扱います。受講者の理解度によって進み方を決定します。 

およそ，以下のような順番で学んでいきます。 

  

［第１回] ドイツ語１ａの復習 

動詞の人称変化，名詞の格変化を中心に復習 

［第２回] 再帰動詞 非人称動詞 

再帰代名詞とは何か ｢それ」と訳さない主語の文を理解する 

［第３回] 形容詞の格変化 形容詞の名詞化 

形容詞の語尾を理解し，覚える 

［第４回] 動詞の３基本形 

不定詞を過去基本形と過去分詞に変化できるようになる 

［第５回] 過去人称変化 

文を過去形にできるようになる 

［第６回] 現在完了形 過去完了形 

語順に注意し完了形の文ができるようになる 

［第７回] 定関係代名詞 

先行詞のある関係代名詞の用法を覚える 

［第８回] 不定関係代名詞 

先行詞のない関係代名詞の用法を覚える 

［第９回] 完了形と関係代名詞の復習 

多くの問題を解きながら，完了形と関係代名詞をマスターする 

［第 10 回] 現在分詞 形容詞の比較 

比較級，最高級の表現を覚える 

［第 11 回] 受動態 

受動の文の作り方と様々な受動表現を覚える 

［第 12 回] 接続法１ 

間接話法人の言ったことをあらわす表現を覚える 

［第 13 回] 接続法２ 

非現実話法「もしも…ならば」の表現を覚える 

［第 14 回] ａ：復習 これまでの重要文法事項を復習する 

ｂ：試験 

 
３．履修上の注意 

 いくら間違っても良いので，積極的に声を出して話してください。自ら学んでいく姿勢を評価します。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の予習は必要ありません。 

 授業内で学んだことを，次回の授業までに確認してください。 
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５．教科書 

「ミニマムドイツ・フェアシュテーン」 熊谷・大喜著 朝日出版社 

 
６．参考書 

 初回授業で辞書について案内します。 

 参考資料は随時クラスウェブにアップロードします。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業時にコメントするかクラスウェブ上でコメントを返します。 

 
８．成績評価の方法 

積極的な授業参加の評価 60%、期末テストの成績 40％で評価します。合計 60％以上で合格とします。 

 

 

 
９．その他 

 



2025 年度理工学部 シラバス 

733 

 

フランス語 1a 

科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 1a[E 組] 

担当者名 小野ゆり子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 フランス語の初級文法を習得する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 概論，アルファべ 

［第２回] L. 1．発音 

［第３回] L. 2．名詞の性・数，冠詞 

［第４回] L. 3．etre と avoir の活用 

［第５回] L. 4．規則動詞，形容詞の性・数 

［第６回] L. 5．基本文型，否定形 

［第７回] L. 6．疑問形，所有形容詞 

［第８回] L. 7．指示形容詞，特殊な形容詞 

［第９回] L. 8．aller, venir，冠詞の縮約 

［第 10 回] L. 9．疑問代名詞，疑問副詞 

［第 11 回] L. 10．疑問形容詞，比較級，最上級 

［第 12 回] L. 11．命令法，非人称構文 

［第 13 回] 復習 

［第 14 回] ａ：期末試験 ｂ：解説 

 

 
３．履修上の注意 

 積極的に授業に参加すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

次に習う項目の発音と単語の意味を十分に時間をかけて事前に調べておくこと。また、習った項目を反復練習して習得し、

課題の練習問題を解いてから、次の授業に臨むこと。 

 
５．教科書 

 『マ・グラメール（四訂版）』小野ゆり子，村松マリ＝エマニュエル著（白水社） 

 

 
６．参考書 

 特になし 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％ 平常点（小テスト，宿題，授業中の練習問題）30％。総合得点の 60％以上を合格とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 1a[F 組] 

担当者名 小野ゆり子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 フランス語の初級文法を習得する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 概論，アルファべ 

［第２回] L. 1．発音 

［第３回] L. 2．名詞の性・数，冠詞 

［第４回] L. 3．etre と avoir の活用 

［第５回] L. 4．規則動詞，形容詞の性・数 

［第６回] L. 5．基本文型，否定形 

［第７回] L. 6．疑問形，所有形容詞 

［第８回] L. 7．指示形容詞，特殊な形容詞 

［第９回] L. 8．aller, venir，冠詞の縮約 

［第 10 回] L. 9．疑問代名詞，疑問副詞 

［第 11 回] L. 10．疑問形容詞，比較級，最上級 

［第 12 回] L. 11．命令法，非人称構文 

［第 13 回] 復習 

［第 14 回] ａ：期末試験 ｂ：解説 

 

 
３．履修上の注意 

 積極的に授業に参加すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

次に習う項目の発音と単語の意味を十分に時間をかけて事前に調べておくこと。また、習った項目を反復練習して習得し、

課題の練習問題を解いてから、次の授業に臨むこと。 

 
５．教科書 

 『マ・グラメール（四訂版）』小野ゆり子，村松マリ＝エマニュエル著（白水社） 

 

 
６．参考書 

 特になし 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％ 平常点（小テスト，宿題，授業中の練習問題）30％。総合得点の 60％以上を合格とする。 

 
９．その他 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

735 

 

科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 1a[G 組] 

担当者名 小野ゆり子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 フランス語の初級文法を習得する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 概論，アルファべ 

［第２回] L. 1．発音 

［第３回] L. 2．名詞の性・数，冠詞 

［第４回] L. 3．etre と avoir の活用 

［第５回] L. 4．規則動詞，形容詞の性・数 

［第６回] L. 5．基本文型，否定形 

［第７回] L. 6．疑問形，所有形容詞 

［第８回] L. 7．指示形容詞，特殊な形容詞 

［第９回] L. 8．aller, venir，冠詞の縮約 

［第 10 回] L. 9．疑問代名詞，疑問副詞 

［第 11 回] L. 10．疑問形容詞，比較級，最上級 

［第 12 回] L. 11．命令法，非人称構文 

［第 13 回] 復習 

［第 14 回] ａ：期末試験 ｂ：解説 

 

 
３．履修上の注意 

 積極的に授業に参加すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

次に習う項目の発音と単語の意味を十分に時間をかけて事前に調べておくこと。また、習った項目を反復練習して習得し、

課題の練習問題を解いてから、次の授業に臨むこと。 

 
５．教科書 

 『マ・グラメール（四訂版）』小野ゆり子，村松マリ＝エマニュエル著（白水社） 

 

 
６．参考書 

 特になし 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％ 平常点（小テスト，宿題，授業中の練習問題）30％。総合得点の 60％以上を合格とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 1a[R 組] 

担当者名 清岡智比古 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ヨーロッパの知と文化の中心であるフランス語の習得は，西洋思想・文化の理解を深め，豊かな感性を研いでゆく上で，最

も価値のあるものの１つに数えられるべきだろう。その第１歩として，フランス語世界の“ルール”である文法の体系的理解を

目指す。一見スタティックに見える“ルール”も，その運用を常に念頭に置くなら，システムの内に用意されたダイナミズムを感

じ取ることができるだろう。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 発音練習 

［第３回] 名詞・不定冠詞・定冠詞・部分冠詞 

［第４回] 主格人称代名詞・提示の表現 

［第５回] 否定形・形容詞 

［第６回] 動詞１・疑問文 

［第７回] 指示形容詞・疑問形容詞・所有形容詞 

［第８回] 動詞２・前置詞と定冠詞の縮約 

［第９回] 動詞３～動詞のまとめ・疑問詞 

［第 10 回] 動詞４・比較級・最上級 

［第 11 回] 動詞５ 

［第 12 回] 非人称表現・命令形 

［第 13 回] 目的格人称代名詞～直接・間接，ともに書きかえができるように。 

［第 14 回] ａ・まとめ講義 ｂ・試験 

 

 
３．履修上の注意 

 小テスト（単語テスト等）は随時行われる。 

 語学は積み重ねが大事なので，毎回の試験範囲を着実に身につけること。 

 また，レポートが課される。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の「単語帳」のページは，必ず予習して授業に参加すること。 

 また，教科書の音声は白水社 HP で DL できるので，自宅学習に活用して欲しい。 

 

 
５．教科書 

 『ル・フランセ・クレール（三訂版）』清岡智比古，白水社 

 

 
６．参考書 

 『フラ語入門，わかりやすいにもホドがある！』（改訂版・CD 付）白水社 

  

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o ! Meiji を通じてコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

 出席３分の２以上で定期試験の受験資格を得る。成績評価は，小テスト（30％），期末試験（70％）を，総合的に評価する。

ただし，ブック・レポートや通常のレポートが未提出の場合，総合点から減点される。遅刻や欠席も減点の対象となる。また，

期末試験が 40％以下だった場合は，総合点に関わらず不合格となる。 
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９．その他 

 上記以外に課題が課される場合がある。 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 1a[S 組] 

担当者名 坂口哲啓 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「明晰ならざるものはフランス語にあらず」とは，18 世紀の思想家リヴァロルの言葉ですが，フランス人は自分たちの言葉に

自負と誇りをもち，それがより明晰で厳密であるようたゆまぬ努力をしてきました。言語は，もちろん第一にはコミュニケーショ

ンの道具ですが，それを磨き上げてゆくことでデカルトの思想やプルーストの小説世界が生まれたのです。フランス語を学ぶ

ことはそうした西洋文明の精髄に触れる経験の第一歩でもあります。日本語とはまったく異なるフランス語の仕組みを論理的

に理解してゆくことは自分の世界観を大きく広げることにもなります。そういう大きな目標をもって基礎となる文法を一年間か

けてマスターしたいと思います。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 発音の基礎 

［第３回] 名詞・不定冠詞・定冠詞・部分冠詞 

［第４回] 主格人称代名詞・提示の表現 

［第５回] 否定形・形容詞 

［第６回] 動詞１・疑問文 

［第７回] 指示形容詞・疑問形容詞・所有形容詞 

［第８回] 動詞２・前置詞と定冠詞の縮約 

［第９回] 動詞３・動詞のまとめ・疑問詞 

［第 10 回] 動詞４・比較級・最上級 

［第 11 回] 動詞５ 

［第 12 回] 命令形・過去分詞 

［第 13 回] 複合過去形（１） 

［第 14 回] 試験および学習内容の総まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

授業形態は教室での対面授業です。授業に臨むにあたり以下の点に注意してください。 

 

１）仏和辞典を必ず準備すること。 

教科書には別冊単語集が付いていますが、辞書を引くことは語学学習の基本です。新しい単語が出てきたら必ず辞書で調

べましょう。 

 

２）復習を必ず行う。 

予習以上に復習が重要ですから，授業のあった日は必ずその日の学習内容を復習しましょう。 

 

３）質問等があったら授業中、授業後に受け付けます。 

 

４）欠席する場合は、必ず理由を知らせること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

１） 次回の授業範囲について事前に単語の意味などを調べておくこと（60 分）。 

 

２） 復習として，教科書の学習内容について該当箇所をよく読み、動詞活用、単語、基本例文は何度も書いて覚えること

（90 分）。 

 

 
５．教科書 

 「ル・フランセ・クレール(三訂版）」清岡 智比古著，白水社（2300 円＋税） 
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６．参考書 

１）「フラ語入門，わかりやすいにもホドがある！」（改訂版・CD 付）清岡 智比古著，白水社 

２）「フラ語練習，楽しいだけじゃだめかしら？」（同） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出課題がある場合は、Oh-o ! Meiji を使い、評価とコメントを加えて返却します。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価については、基本的に学期末試験の成績によって評価します。100 点満点で 60 点以上が合格となります。 

 

 

 

 
９．その他 

休講をした場合は、補講をオンデマンド（授業動画の配信）で実施します。 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 1a[T 組] 

担当者名 高山花子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

ヨーロッパの知と文化の中心であるフランス語の習得は，西洋思想・文化の理解を深め，豊かな感性を研いでゆく上で，最も

価値のあるものの１つに数えられるべきだろう。その第１歩として，フランス語世界の“ルール”である文法の体系的理解を目

指す。一見スタティックに見える“ルール”も，その運用を常に念頭に置くなら，システムの内に用意されたダイナミズムを感じ

取ることができるだろう。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 発音練習 

［第３回] 名詞・不定冠詞・定冠詞・部分冠詞 

［第４回] 主格人称代名詞・提示の表現 

［第５回] 否定形・形容詞 

［第６回] 動詞１・疑問文 

［第７回] 指示形容詞・疑問形容詞・所有形容詞 

［第８回] 動詞２・前置詞と定冠詞の縮約 

［第９回] 動詞３～動詞のまとめ・疑問詞 

［第 10 回] 動詞４・比較級・最上級 

［第 11 回] 動詞５ 

［第 12 回] 非人称表現・命令形 

［第 13 回] 目的格人称代名詞～直接・間接，ともに書きかえができるように。 

［第 14 回] ａ・まとめ講義 ｂ・試験 

 

 
３．履修上の注意 

小テスト（単語テスト等）は随時行われる。 

語学は積み重ねが大事なので，毎回の試験範囲を着実に身につけること。 

また，レポートが課される。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の「単語帳」のページは，必ず予習して授業に参加すること。 

また，教科書の音声は白水社 HP で DL できるので，自宅学習に活用して欲しい。 

 

 
５．教科書 

『ル・フランセ・クレール（三訂版）』清岡智比古，白水社 

 
６．参考書 

『フラ語入門，わかりやすいにもホドがある！』（改訂版・CD 付）白水社 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o ! Meiji を通じてコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

出席３分の２以上で定期試験の受験資格を得る。成績評価は，小テスト（30％），期末試験（70％）を，総合的に評価する。た

だし，ブック・レポートが未提出の場合，総合点から減点される。遅刻や欠席も減点の対象となる。また，期末試験が 40％以

下だった場合は，総合点に関わらず不合格となる。 

 
９．その他 

上記以外に課題が課される場合がある。 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 1a[再履] 

担当者名 谷川かおる 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 フランス語の基礎を学び直す。発音の法則から始め，もっとも初歩的な文法事項を学んでいく。 

それとともに、簡単な会話も習得する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] フランス語の生い立ちの記，親族関係。発音の法則の初歩の初歩。 

［第２回] 発音の法則１ 

［第３回] 発音の法則２ 

［第４回] 動詞の活用 

［第５回] 疑問文の作り方 

［第６回] 名詞，冠詞 

［第７回] 特殊な動詞 

［第８回] 比較 

［第９回] 「行く，来る」の表現 

［第 10 回] 「行く，来る」の表現２ 

［第 11 回] 複合過去１ 

［第 12 回] 複合過去２ 

［第 13 回] 複合過去のまとめ 

［第 14 回] 前期のまとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 授業は、積極的に参加すること。 

 毎週発言が求められます。 

 さらに、指名されていない時、自分から発言した場合は、授業への積極的参加（貢献）として、加点の対象になります。 

 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回、不規則動詞など、動詞を指定するので、その活用を覚えてくること（10 分〜20 分程度の予習） 

 翌週、その確認の小テストを行います。 

 教科書中、課題とされた練習問題をやってくること（１時間程度の復習） 

  

 

 
５．教科書 

 『ヴワラ！』，伊勢晃，谷口千賀子著 （早美出版）2100 円＋税 

 

 
６．参考書 

 とくに使用しない。 

 必要がある場合は、こちらでプリントを用意します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内に答え合わせと説明をします。 

暗記問題の場合は、小テスト。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験の点を基本とし（80％），小テストの点（20％）などを加算し，総合的に見て 60 点以上を合格とする。 



2025 年度理工学部 シラバス 

742 

 

 

 
９．その他 

 再履修をチャンスだと思って頑張ってほしい。 

 月曜、水曜の昼休みをオフィスアワーにします。場所は中央棟３F 講師控室。 

 質問や相談など、その時間帯に受け付けます。 

 

急ぎの連絡や質問、インフルやコロナの連絡は、このアドレスからもどうぞ： 

kaoruguchuan3@gmail.com 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 1a[スポーツ] 

担当者名 小谷奈津子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 フランス語入門の教材を用いて、発音・初級文法・実用的な基本表現を学んでいきます。生活の中で活用できるフレーズ

の発音や言葉の入れ替えなどの練習を繰り返し行い、フランス語の基礎を身につけることが目標です。またフランスの文化

にも関心を広げていきます。 

 
２．授業内容 

第１回 アルファベ、フランス語の特色 

第２回 あいさつ 

第３回 不定冠詞，名詞の性・数 

第４回 定冠詞，構文 C'est〜 

第５回 主語人称代名詞，er 動詞, 疑問文 

第６回 形容詞，否定文 

第７回 所有形容詞，疑問文の答え方 

第８回 不規則動詞 etre，指示形容詞 

第９回 不規則動詞 avoir，冠詞の変形 

第 10 回 不規則動詞 prendre，部分冠詞 

第 11 回 第２群規則動詞，疑問形容詞 

第 12 回 不規則動詞 aller/venir 

第 13 回 副詞的代名詞 y, en 

第 14 回 a : 試験 / b : まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 教科書と仏和辞典を必ず持参すること。第１回の授業から教科書を使用します。 

はじめて学ぶ言語ですから、間違いを恐れずに声に出して練習しましょう。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に授業範囲を確認し、単語調べをすること。授業後、新しく学んだ動詞の活用などは、発音をして覚えておくこと。 

 
５．教科書 

 『フランス語へのパスポート』，内藤陽哉、玉田健二著，（白水社） 

 
６．参考書 

 必要に応じて授業中に指示します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で回答します。 

 
８．成績評価の方法 

 積極的な授業参加（発表・課題）60％、定期試験 40％で評価します。 

 
９．その他 
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フランス語 1b 

科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 1b[E 組] 

担当者名 谷川かおる 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「聴く」「話す」訓練を中心に，フランス語の基礎を学ぶ。 

 まずはフランス語の発音の法則と音に慣れることから始め，基礎文法を学びながら会話的表現を覚えていく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] フランス語の生い立ちの記。発音の基礎の基礎。 

［第２回] 発音の法則１ 

［第３回] 発音の法則２ 

［第４回] 第一課。挨拶と自己紹介の仕方。 

［第５回] 第二課。お礼をいう。「何か」を尋ねる。 

［第６回] 形容詞の使い方 

［第７回] 第三課。提示の表現。「誰か」を尋ねる。 

［第８回] 第四課。疑問文の応答。 

［第９回] 「何が好き」か尋ねる。 

［第 10 回] 第五課。命令文。 

［第 11 回] 第六課。所有形容詞。疑問形容詞。 

［第 12 回] 年齢を言う。強勢人称代名詞の使い方。 

［第 13 回] 第七課。，部分冠詞。 

［第 14 回] 第八課。非人称構文。 

 

 
３．履修上の注意 

 授業は、積極的に参加すること。 

 毎回発言が求められます。 

 さらに、指名されていない時、自分から発言した場合は、授業への積極的参加（貢献）として、加点の対象になります。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回、不規則動詞など、動詞を指定するので、その活用を覚えてくること（10 分〜20 分程度の予習） 

 翌週、その確認の小テストを行います。 

 教科書中、課題とされた練習問題をやってくること（１時間程度の復習） 

  

 

 
５．教科書 

 「ピエールとユゴー 三訂版」，小笠原洋子著，（白水社），定価 2500 円＋税 

 

 
６．参考書 

とくに使用しない。 

必要があれば、こちらでプリントを用意します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内に答え合わせと説明をします。 

暗記問題の場合は、小テスト。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験の点数を基本とし（80％)、小テスト点（20％）を加算し，さらに，日常の授業への取り組み点を加味して，全体で

60 点以上を合格とする。 
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９．その他 

 月曜、水曜の昼休みをオフィスアワーにします。場所は中央棟３F 講師控室。 

 質問や相談など、その時間帯に受け付けます。 

 

急ぎの連絡や質問、インフルやコロナの連絡は、このアドレスからもどうぞ： 

kaoruguchuan3@gmail.com 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 1b[F 組] 

担当者名 今関アン 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

《授業の達成目標及びテーマ》 

 初習外国語は文法・講読・聞き取り・会話など総合的に学習していくことが大切である。この時間ではとくに耳を鍛えてコミュ

ニケーション能力を高め，綴り字と発音の関係を徹底的に習得していく。あわせてフランスの文化に親しんでゆくつもりであ

る。 

《授業の概要》 

 教科書に従って，DVD，発音，文法，表現，演習，読解の順に進めていく。随時暗唱，会話，訳読などを行う。毎回発音，

動詞活用・単語などのテストを行う。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：アンケート，座席決め，イントロダクション：フランスについて。フランス語の歴史 

ｂ：アルファべ．単母音字の発音 

［第２回] 小テスト，Lecon 1．DVD，主語人称代名詞，動詞 etre，国籍・身分を言う 

［第３回] 小テスト，Lecon 1．Expressions，挨拶，自己紹介，Exercices，Lecon 2．DVD 

［第４回] 小テスト，Lecon 2．動詞 avoir，名詞と不定冠詞．形容詞 

［第５回] 小テスト，Lecon 2．Exercices, Lecon 3．DVD，定冠詞，-er 動詞，否定文 

［第６回] 小テスト，Lecon 3．Expressions, Exercices，暗唱 

［第７回] L. 3 までの総復習 

［第８回] 小テスト，Lecon 4．DVD，指示形容詞，動詞 faire, descendre 

［第９回] 小テスト，Lecon 4．疑問文，Expressions, Exercices, Lecon 5．DVD 

［第 10 回] 小テスト，Lecon 5．動詞 aller, venir，命令形，Expressions, Exercices 

［第 11 回] 小テスト，Lecon 5．暗唱，Lecon 6，所有形容詞，強勢形，数字 

［第 12 回] 小テスト，Lecon 6．疑問形容詞，数字，Expressions, Exercices 

［第 13 回] Lecon 7．DVD，部分冠詞，動詞-ir, vouloir, Expressions, Exercices 

［第 14 回] ａ：試験 ｂ：試験の解説 

 

 
３．履修上の注意 

・宿題・連絡事項は Oh-o! Meiji の class web で告知するので，必ず確認すること。 

・教科書・辞書を忘れた場合，受講態度不良と見なし，欠席とする。 

.・ノートパソコン、タブレット端末、スマートフォンを持参するように。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

小テストの比重が高いので，日々の予習・復習を欠かさないように。 

予習は該当箇所の単語調べ、これまで学んだつづり字と発音の規則を確認して新しいところを読めるようにする。予習時間

の目安は 30 分。 

復習 60 分は学習事項の練習問題、会話練習、ネット教材での復習にあてること。 

また随時フランス関係の展覧会・映画・講演を紹介する。語学のみならずフランス文化に積極的に接することを期待する。 

 

 
５．教科書 

 『ピエールとユゴー[三訂版]』小笠原洋子著，白水社 

 

 
６．参考書 

http://navifr.fj.tokoha-u.ac.jp/wnf/ 

 

ネット教材 web なびふらんせ 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で解答・説明する。 
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８．成績評価の方法 

・定期試験 100％ 

・小テスト未受験、課題未提出点は定期試験の点数から減じる。評点 60 点以上を合格とする。 

 
９．その他 

・出席・成績管理は各自で行うこと。出席・成績状況の質問は一切受け付けない。 

・教科書・辞書忘れ，無断退席は欠席と見なす。 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 1b[G 組] 

担当者名 今関アン 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

《授業の達成目標及びテーマ》 

 初習外国語は文法・講読・聞き取り・会話など総合的に学習していくことが大切である。この時間ではとくに耳を鍛えてコミュ

ニケーション能力を高め，綴り字と発音の関係を徹底的に習得していく。あわせてフランスの文化に親しんでゆくつもりであ

る。 

《授業の概要》 

 教科書に従って，DVD，発音，文法，表現，演習，読解の順に進めていく。随時暗唱，会話，訳読などを行う。毎回発音，

動詞活用・単語などのテストを行う。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：アンケート，座席決め，イントロダクション：フランスについて。フランス語の歴史 

ｂ：アルファべ．単母音字の発音 

［第２回] 小テスト，Lecon 1．DVD，主語人称代名詞，動詞 etre，国籍・身分を言う 

［第３回] 小テスト，Lecon 1．Expressions，挨拶，自己紹介，Exercices，Lecon 2．DVD 

［第４回] 小テスト，Lecon 2．動詞 avoir，名詞と不定冠詞．形容詞 

［第５回] 小テスト，Lecon 2．Exercices, Lecon 3．DVD，定冠詞，-er 動詞，否定文 

［第６回] 小テスト，Lecon 3．Expressions, Exercices，暗唱 

［第７回] L. 3 までの総復習 

［第８回] 小テスト，Lecon 4．DVD，指示形容詞，動詞 faire, descendre 

［第９回] 小テスト，Lecon 4．疑問文，Expressions, Exercices, Lecon 5．DVD 

［第 10 回] 小テスト，Lecon 5．動詞 aller, venir，命令形，Expressions, Exercices 

［第 11 回] 小テスト，Lecon 5．暗唱，Lecon 6，所有形容詞，強勢形，数字 

［第 12 回] 小テスト，Lecon 6．疑問形容詞，数字，Expressions, Exercices 

［第 13 回] Lecon 7．DVD，部分冠詞，動詞-ir, vouloir, Expressions, Exercices 

［第 14 回] ａ：試験 ｂ：試験の解説 

 

 
３．履修上の注意 

・宿題・連絡事項は Oh-o! Meiji の class web で告知するので，必ず確認すること。 

・教科書・辞書を忘れた場合，受講態度不良と見なし，欠席とする。 

.・ノートパソコン、タブレット端末、スマートフォンを持参するように。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

小テストの比重が高いので，日々の予習・復習を欠かさないように。 

予習は該当箇所の単語調べ、これまで学んだつづり字と発音の規則を確認して新しいところを読めるようにする。予習時間

の目安は 30 分。 

復習 60 分は学習事項の練習問題、会話練習、ネット教材での復習にあてること。 

また随時フランス関係の展覧会・映画・講演を紹介する。語学のみならずフランス文化に積極的に接することを期待する。 

 

 
５．教科書 

 『ピエールとユゴー[三訂版]』小笠原洋子著，白水社 

 

 
６．参考書 

http://navifr.fj.tokoha-u.ac.jp/wnf/ 

 

ネット教材 web なびふらんせ 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で解答・説明する。 
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８．成績評価の方法 

・定期試験 100％ 

・小テスト未受験、課題未提出点は定期試験の点数から減じる。評点 60 点以上を合格とする。 

 
９．その他 

・出席・成績管理は各自で行うこと。出席・成績状況の質問は一切受け付けない。 

・教科書・辞書忘れ，無断退席は欠席と見なす。 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 1b[R 組] 

担当者名 小谷奈津子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 日常で使うフレーズを発音し覚えながら，文法，日常表現を学び，語彙を増やしていきます。 

 フランス語の発音に慣れること，文の構造を理解し，簡単な日常会話ができるようになることを目指します。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] Lecon 0 アルファべ，数詞，あいさつ表現 

［第２回] Lecon 1 名前と住んでいる所をたずねる，序数詞，数詞 

［第３回] 練習 

［第４回] Lecon 2 身分・職業・国籍をたずねる，数詞 

［第５回] 練習 

［第６回] Lecon 3 年齢・話す言語・電話番号をたずねる，数詞 

［第７回] 練習 

［第８回] Dialogue 1 家族のことを話す，所有形容詞，強勢形 

［第９回] 練習 

［第 10 回] Lecon 4 買い物をする，好き嫌いを言う 

［第 11 回] 練習 

［第 12 回] Lecon 5 衣服を描写する，好みを言う 

［第 13 回] 練習 

［第 14 回] ａ 試験 ｂ まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 授業には仏和辞典を必ず持参すること。音読や会話にも時間をとるので，しっかり声を出して積極的に参加しましょう。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として，教科書に指示されているアドレスから音声データにアクセスしてキーフレーズの録音を聞いておきましょう。繰り

返し聞いているうちに，フランス語のリズムにも慣れていきます。わからない単語は辞書をひいて調べておくこと。 

 授業後は，その日学んだキーフレーズや表現を確認し，動詞の活用は，発音しながら綴りを覚えて書けるようにします。覚

えることが多いので，日々の積み重ねが重要になります。 

 

 
５．教科書 

 『キーフレーズで学ぶフランス語』，小谷，藤井著，（三修社） 

 

 
６．参考書 

 必要とあれば授業中に紹介します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で回答します。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（課題・発表）50％，試験 50％で評価します。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 1b[S 組] 

担当者名 谷川かおる 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「聴く」「話す」訓練を中心に，フランス語の基礎を学ぶ。 

 まずはフランス語の発音の法則と音に慣れることから始め，基礎文法を学びながら会話的表現を覚えていく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] フランス語の生い立ちの記。発音の基礎の基礎。 

［第２回] 発音の法則１ 

［第３回] 発音の法則２ 

［第４回] 第一課。挨拶と自己紹介の仕方。 

［第５回] 第二課。お礼をいう。「何か」を尋ねる。 

［第６回] 形容詞の使い方 

［第７回] 第三課。提示の表現。「誰か」を尋ねる。 

［第８回] 第四課。疑問文の応答。 

［第９回] 「何が好き」か尋ねる。 

［第 10 回] 第五課。命令文。 

［第 11 回] 第六課。所有形容詞。疑問形容詞。 

［第 12 回] 年齢を言う。強勢人称代名詞の使い方。 

［第 13 回] 第七課。，部分冠詞。 

［第 14 回] 第八課。非人称構文。 

 

 
３．履修上の注意 

 授業は、積極的に参加すること。 

 毎回発言が求められます。 

 さらに、指名されていない時、自分から発言した場合は、授業への積極的参加（貢献）として、加点の対象になります。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回、不規則動詞など、動詞を指定するので、その活用を覚えてくること（10 分〜20 分程度の予習） 

 翌週、その確認の小テストを行います。 

 教科書中、課題とされた練習問題をやってくること（１時間程度の復習） 

  

 

 
５．教科書 

 「ピエールとユゴー 三訂版」，小笠原洋子著，（白水社），定価 2500 円＋税 

 

 
６．参考書 

とくに使用しない。 

必要があれば、こちらでプリントを用意します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内に答え合わせと説明をします。 

暗記問題の場合は、小テスト。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験の点数を基本とし（80％)、小テスト点（20％）を加算し，さらに，日常の授業への取り組み点を加味して，全体で

60 点以上を合格とする。 
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９．その他 

 月曜、水曜の昼休みをオフィスアワーにします。場所は中央棟３F 講師控室。 

 質問や相談など、その時間帯に受け付けます。 

 

急ぎの連絡や質問、インフルやコロナの連絡は、このアドレスからもどうぞ： 

kaoruguchuan3@gmail.com 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 1b[T 組] 

担当者名 増田晴美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 今日，様々な民族が共生・対立する世界情勢の中で，問題を発見し解決する柔軟な思考方法を獲得するには，「グローバ

ル・ランゲージ＝英語」以外の言語が担う文化や表現形式を識ることが重要である。フランス語は，国際的な外交言語・作業

言語であるため，フランス語を介したコミュニケーション能力を身につけたいと考える人は少なくないだろう。 

 本授業では，「ことばの仕組み＝文法」を理解し，フランス語で表現するための基礎を身につけ，英語圏（anglophone）とは

異なるフランス語圏（francophone）の存在に慣れ親しむことを目的とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション ｂ：あいさつや自己紹介の表現（１） 

［第２回] あいさつや自己紹介の表現（２） 

［第３回] 提示表現（１） 

［第４回] 提示表現（２） 

［第５回] 否定文・質問と答え方（１） 

［第６回] 否定文・質問と答え方（２） 

［第７回] 「どんな～？」の表現（１） 

［第８回] 「どんな～？」の表現（２） 

［第９回] 買い物の表現，数量表現（１） 

［第 10 回] 買い物の表現，数量表現（２） 

［第 11 回] どこに？ いつ？ 何時に？ なぜ？ など（１） 

［第 12 回] どこに？ いつ？ 何時に？ なぜ？ など（２） 

［第 13 回] まとめ（１） 

［第 14 回] ａ：まとめ（２） ｂ：試験により理解度の確認 

 

 
３．履修上の注意 

・教科書は必ず用意すること。学期開始時に教科書チェックを行う。 

・度重なる注意にも関わらず教科書を用意しない場合は単位「不可」とする。 

・辞書は紙の辞書，電子辞書のどちらでも可。 

・授業の進行を妨げるような講義途中の入室，退出，私語等を慎むこと。 

場合によっては減点や単位「不可」の対象とする。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・ふだんから，フランス発，あるいはヨーローッパ発の情報・ニュースに関心を持つようにするとよい。 

・授業に先立ち，前回学んだことを復習しておくことが望ましい。 

 

 
５．教科書 

 『きみはな（きみと話したい！ フランス語 スマート版）』大久保政憲・木島愛（朝日出版社）2019 年 

 

 
６．参考書 

特になし。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内に簡易な小テストを行った場合は、次の授業時に返却し、解説を行う。 

 

 
８．成績評価の方法 
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授業と定期試験の総合評価とする（試験 40％，授業内の活動 60％）。 

なお，定期試験の得点が 100 点満点中 30 点に満たない場合は，上の総合評価とは無関係に「不可」とする。 

 

 
９．その他 

授業内容は，進度や習熟度等，必要に応じて調整することがある。 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

755 

 

科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 1b[再履] 

担当者名 西村美穂 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 やさしいフランス語の文章を音読しながら，フランス語の仕組みを理解する。はじめはアルファべから。 

 

 
２．授業内容 

 ① テクスト音読 

 ② 文法確認 

 ③ 仏会話・歌・詩などの聞きとり・音読 

 ④ フランス語の暗記 

 

［第１回] アルファべ 

［第２回] 綴り字の読み方 

［第３回] お名前は？ 

［第４回] 住んでいるところは？ 

［第５回] 何歳ですか？ 数字 

［第６回] 何をしていますか？ 

［第７回] 好きですか？ 嫌いですか？ 

［第８回] 何曜日？ 

［第９回] ご家族は？ 

［第 10 回] 何をしますか？ 

［第 11 回] どこにいますか？ 

［第 12 回] ～してください 

［第 13 回] そちらの天気は？ 

［第 14 回] ａ．試験 ｂ．解説 

 

 
３．履修上の注意 

 教室で指示する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 フランス語を，何度も繰り返し聴き，声に出す。 

 

 
５．教科書 

 プリント 

 

 
６．参考書 

 教室で指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題等は基本、Oh-o!Meiji システムを利用する。また最終授業日に試験を実施し、同日に解説を説明または公開する。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（小テストを含む）５０％、定期試験５０％ 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 1b[再履] 

担当者名 坂口哲啓 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

フランス語１ｂの再履修クラスです。会話表現を中心としたテキストを使って、さまざまな場面で使える会話表現を覚えながら、

基本的な語彙や文法も学習していきます。最終的に、フランス語圏諸国へ一人旅したときに、出会った人々とフランス語で簡

単なコミュニケーションをしながら、旅を楽しむことができるよになることを目指します。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション、履修上の注意点など説明 

［第２回] 発音の基礎 

［第３回] さまざまなあいさつの表現 

［第４回] お礼・おわびの表現 

［第５回] 自己紹介の表現 

［第６回] 好きなもの・ことを言う、尋ねる 

［第７回] 注文の表現 

［第８回] 自分の職業・身分を言ったり、相手に尋ねたりする 

［第９回] 提示の言い方 

［第 10 回] 性質や状態を言う 

［第 11 回] 時刻を聞いたり、答えたりする 

［第 12 回] 何をするかを言ったり、聞いたりする 

［第 13 回] 近い未来のことや終わったばかりのことを言う 

［第 14 回] 試験および学習内容の総まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

授業形態は教室での対面授業です。授業に臨むにあたり以下の点に注意してください。 

 

１）仏和辞典を必ず準備すること。 

辞書を引くことは語学学習の基本です。新しい単語が出てきたら必ず辞書で調べましょう。 

 

２）復習を必ず行う。 

予習以上に復習が重要ですから，授業のあった日は必ずその日の学習内容を復習しましょう。 

 

３）質問等があったら授業中、授業後に受け付けます。 

 

４）欠席する場合は、必ず理由を知らせること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

１） 次回の授業範囲について事前に単語の意味などを調べておくこと（60 分）。 

 

２） 復習として，教科書の学習内容について該当箇所をよく読み、動詞活用、単語、基本例文は何度も書いて覚えること

（90 分）。 

 

 
５．教科書 

『クロワッサン―基礎からわかるフランス語―』 松村博史ほか著、朝日出版社（2300 円＋税） 

 
６．参考書 

１）「フラ語入門，わかりやすいにもホドがある！」（改訂版・CD 付）清岡 智比古著，白水社 

２）「フラ語練習，楽しいだけじゃだめかしら？」（同） 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

提出課題がある場合は、Oh-o ! Meiji を使い、評価とコメントを加えて返却します。 

 
８．成績評価の方法 

成績評価については、基本的に学期末試験の成績によって評価します。100 点満点で 60 点以上が合格となります。 

 

 

 

 
９．その他 

休講をした場合は、補講をオンデマンド（授業動画の配信）で実施します。 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 1b[スポーツ] 

担当者名 小谷奈津子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 フランス語入門の教材を用いて、発音・初級文法・実用的な基本表現を学んでいきます。生活の中で活用できるフレーズ

の発音や言葉の入れ替えなどの練習を繰り返し行い、フランス語の基礎を身につけることが目標です。またフランスの文化

にも関心を広げていきます。 

 
２．授業内容 

第１回 アルファベ、フランス語の特色 

第２回 あいさつ 

第３回 不定冠詞，名詞の性・数 

第４回 定冠詞，構文 C'est〜 

第５回 主語人称代名詞，er 動詞, 疑問文 

第６回 形容詞，否定文 

第７回 所有形容詞，疑問文の答え方 

第８回 不規則動詞 etre，指示形容詞 

第９回 不規則動詞 avoir，冠詞の変形 

第 10 回 不規則動詞 prendre，部分冠詞 

第 11 回 第２群規則動詞，疑問形容詞 

第 12 回 不規則動詞 aller/venir 

第 13 回 副詞的代名詞 y, en 

第 14 回 a : 試験 / b : まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 教科書と仏和辞典を必ず持参すること。第１回の授業から教科書を使用します。 

はじめて学ぶ言語ですから、間違いを恐れずに声に出して練習しましょう。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に授業範囲を確認し、単語調べをすること。授業後、新しく学んだ動詞の活用などは、発音をして覚えておくこと。 

 
５．教科書 

 『フランス語へのパスポート』，内藤陽哉、玉田健二著，（白水社） 

 
６．参考書 

 必要に応じて授業中に指示します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で回答します。 

 
８．成績評価の方法 

 積極的な授業参加（発表・課題）60％、定期試験 40％で評価します。 

 
９．その他 
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フランス語 2a 

科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 2a[E 組] 

担当者名 小野ゆり子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 春学期に学習した知識を基に，さらにフランス語文法の理解を深め，フランス語検定４級合格程度の実力を身につける。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] フランス語１ａの復習 

［第２回] L. 12．複合過去 

［第３回] L. 13．目的補語人称代名詞 

［第４回] L. 14．複合過去と目的補語人称代名詞 

［第５回] L. 15．関係代名詞，強調構文，指示代名詞 

［第６回] L. 16．代名動詞 

［第７回] L. 16 までのまとめ 

［第８回] L. 17．単純未来，中性代名詞 

［第９回] L. 18．半過去 

［第 10 回] L. 19．受動態，現在分詞，ジェロンディフ 

［第 11 回] L. 20．条件法現在 

［第 12 回] L. 21．接続法 

［第 13 回] L. 17-L. 21 のまとめ 

［第 14 回] ａ：期末試験 ｂ：解説 

 

 
３．履修上の注意 

 積極的に授業に参加すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

次に習う項目の発音と単語の意味を十分に時間をかけて事前に調べておくこと。また、習った項目を反復練習して習得し、

課題の練習問題を解いてから、次の授業に臨むこと。 

 
５．教科書 

 『マ・グラメール（四訂版）』小野ゆり子，村松マリ＝エマニュエル著（白水社） 

 

 
６．参考書 

 特になし 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％ 平常点（小テスト，宿題，授業中の練習問題）30％。総合得点の 60％以上を合格とする 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 2a[F 組] 

担当者名 小野ゆり子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 春学期に学習した知識を基に，さらにフランス語文法の理解を深め，フランス語検定４級合格程度の実力を身につける。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] フランス語１ａの復習 

［第２回] L. 12．複合過去 

［第３回] L. 13．目的補語人称代名詞 

［第４回] L. 14．複合過去と目的補語人称代名詞 

［第５回] L. 15．関係代名詞，強調構文，指示代名詞 

［第６回] L. 16．代名動詞 

［第７回] L. 16 までのまとめ 

［第８回] L. 17．単純未来，中性代名詞 

［第９回] L. 18．半過去 

［第 10 回] L. 19．受動態，現在分詞，ジェロンディフ 

［第 11 回] L. 20．条件法現在 

［第 12 回] L. 21．接続法 

［第 13 回] L. 17-L. 21 のまとめ 

［第 14 回] ａ：期末試験 ｂ：解説 

 

 
３．履修上の注意 

 積極的に授業に参加すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

次に習う項目の発音と単語の意味を十分に時間をかけて事前に調べておくこと。また、習った項目を反復練習して習得し、

課題の練習問題を解いてから、次の授業に臨むこと。 

 
５．教科書 

 『マ・グラメール（四訂版）』小野ゆり子，村松マリ＝エマニュエル著（白水社） 

 

 
６．参考書 

 特になし 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％ 平常点（小テスト，宿題，授業中の練習問題）30％。総合得点の 60％以上を合格とする 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 2a[G 組] 

担当者名 小野ゆり子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 春学期に学習した知識を基に，さらにフランス語文法の理解を深め，フランス語検定４級合格程度の実力を身につける。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] フランス語１ａの復習 

［第２回] L. 12．複合過去 

［第３回] L. 13．目的補語人称代名詞 

［第４回] L. 14．複合過去と目的補語人称代名詞 

［第５回] L. 15．関係代名詞，強調構文，指示代名詞 

［第６回] L. 16．代名動詞 

［第７回] L. 16 までのまとめ 

［第８回] L. 17．単純未来，中性代名詞 

［第９回] L. 18．半過去 

［第 10 回] L. 19．受動態，現在分詞，ジェロンディフ 

［第 11 回] L. 20．条件法現在 

［第 12 回] L. 21．接続法 

［第 13 回] L. 17-L. 21 のまとめ 

［第 14 回] ａ：期末試験 ｂ：解説 

 

 
３．履修上の注意 

 積極的に授業に参加すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

次に習う項目の発音と単語の意味を十分に時間をかけて事前に調べておくこと。また、習った項目を反復練習して習得し、

課題の練習問題を解いてから、次の授業に臨むこと。 

 
５．教科書 

 『マ・グラメール（四訂版）』小野ゆり子，村松マリ＝エマニュエル著（白水社） 

 

 
６．参考書 

 特になし 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％ 平常点（小テスト，宿題，授業中の練習問題）30％。総合得点の 60％以上を合格とする 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 2a[R 組] 

担当者名 清岡智比古 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ヨーロッパの知と文化の中心であるフランス語の習得は，西洋思想・文化の理解を深め，豊かな感性を研いでゆく上で，最

も価値のあるものの１つに数えられるべきだろう。その第１歩として，フランス語世界の“ルール”である文法の体系的理解を

目指す。一見スタティックに見える“ルール”も，その運用を常に念頭に置くなら，システムの内に用意されたダイナミズムを感

じ取ることができるだろう。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] フランス語１ａの復習 

［第２回] 複合過去形 

［第３回] 関係代名詞，強調構文 

［第４回] 代名動詞，指示代名詞 

［第５回] 動詞５・単純未来形 

［第６回] 中性代名詞 

［第７回] 半過去形 

［第８回] 受動態・現在分詞 

［第９回] ジェロンディフ 

［第 10 回] 動詞時制変化のまとめ 

［第 11 回] 条件法 

［第 12 回] 接続法 

［第 13 回] 「叙法」について 

［第 14 回] ａ・まとめ講義 ｂ・試験 

 

 
３．履修上の注意 

 小テスト（単語テスト等）は随時行われる。 

 語学は積み重ねが大事なので，毎回の試験範囲を着実に身につけること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の「単語帳」のページは，必ず予習して授業に参加すること。 

 また，教科書の音声は白水社 HP から DL できるので，自宅学習に活用して欲しい。 

 

 
５．教科書 

 『ル・フランセ・クレール（三訂版）』清岡智比古，白水社 

 

 
６．参考書 

 『フラ語入門，わかりやすいにもホドがある！』白水社 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o ! Meiji を通じてコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

 出席３分の２以上で定期試験の受験資格を得る。成績評価は，小テスト（30％），期末試験（70％）を，総合的に評価する。

ブック・レポートや通常のレポートが未提出の場合，総合点から減点される。遅刻や欠席も減点の対象となる。また，期末試

験が 40％以下だった場合は，総合点に関わらず不合格となる。 
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９．その他 

 上記以外に課題が課される場合がある。 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 2a[S 組] 

担当者名 坂口哲啓 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「明晰ならざるものはフランス語にあらず」とは，18 世紀の思想家リヴァロルの言葉ですが，フランス人は自分たちの言葉に

自負と誇りをもち，それがより明晰で厳密であるようたゆまぬ努力をしてきました。言語は，もちろん第一にはコミュニケーショ

ンの道具ですが，それを磨き上げてゆくことでデカルトの思想やプルーストの小説世界が生まれたのです。フランス語を学ぶ

ことはそうした西洋文明の精髄に触れる経験の第一歩でもあります。日本語とはまったく異なるフランス語の仕組みを論理的

に理解してゆくことは自分の世界観を大きく広げることにもなります。そういう大きな目標をもって基礎となる文法を一年間か

けてマスターしたいと思います。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 春学期の学習内容の復習 

［第２回] 関係代名詞 

［第３回] 疑問代名詞 

［第４回] 代名動詞 

［第５回] 単純未来形・前未来形 

［第６回] 中性代名詞 

［第７回] 半過去形 

［第８回] 受動態・現在分詞 

［第９回] ジェロンディフ 

［第 10 回] 非人称構文 

［第 11 回] 単純過去 

［第 12 回] 条件法 

［第 13 回] 接続法 

［第 14 回] 試験および学習内容の総まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

まず春学期の学習内容を総復習した後、秋学期の学習を進めていきます。文法解説が中心となりますが、授業中に練習問

題を解いてもらうこともありますから、教科書のほか、仏和辞典を必ず持参してください。予習以上に復習が重要なので，授

業があった日は必ず学習内容を復習するようにしましょう。質問は授業中および授業後に受け付けます。欠席する場合は必

ず理由を知らせること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について新しい単語を、仏和辞典を使って調べておくこと（60 分）。 

 復習として，教科書の学習内容について該当箇所をよく読み、動詞活用、単語、基本例文は何度も書いて覚えること（90

分）。 

 

 
５．教科書 

 「ル・フランセ・クレール（三訂版）」清岡 智比古著，白水社（2300 円＋税）（春学期の継続） 

 

 
６．参考書 

１）「フラ語入門，わかりやすいにもホドがある！」清岡 智比古著，白水社 

２）「フラ語練習，楽しいだけじゃだめかしら？」（同） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出課題がある場合は、Oh-o ! Meiji を使い、評価とコメントを加えて返却します。 

 
８．成績評価の方法 
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 成績評価は、基本的に学期末試験の成績によって評価します。100 点満点で 60 点以上が合格となります。 

 
９．その他 

休講をした場合は、補講をオンデマンド（授業動画の配信）で実施します。 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

766 

 

科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 2a[T 組] 

担当者名 高山花子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

ヨーロッパの知と文化の中心であるフランス語の習得は，西洋思想・文化の理解を深め，豊かな感性を研いでゆく上で，最も

価値のあるものの１つに数えられるべきだろう。その第１歩として，フランス語世界の“ルール”である文法の体系的理解を目

指す。一見スタティックに見える“ルール”も，その運用を常に念頭に置くなら，システムの内に用意されたダイナミズムを感じ

取ることができるだろう。 

 
２．授業内容 

［第１回] フランス語１ａの復習 

［第２回] 複合過去形 

［第３回] 関係代名詞，強調構文 

［第４回] 代名動詞，指示代名詞 

［第５回] 動詞５・単純未来形 

［第６回] 中性代名詞 

［第７回] 半過去形 

［第８回] 受動態・現在分詞 

［第９回] ジェロンディフ 

［第 10 回] 動詞時制変化のまとめ 

［第 11 回] 条件法 

［第 12 回] 接続法 

［第 13 回] 「叙法」について 

［第 14 回] ａ・まとめ講義 ｂ・試験 

 

 
３．履修上の注意 

小テスト（単語テスト等）は随時行われる。 

語学は積み重ねが大事なので，毎回の試験範囲を着実に身につけること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の「単語帳」のページは，必ず予習して授業に参加すること。 

また，教科書の音声は白水社 HP から DL できるので，自宅学習に活用して欲しい 

 

 
５．教科書 

『ル・フランセ・クレール（三訂版）』清岡智比古，白水社 

 
６．参考書 

『フラ語入門，わかりやすいにもホドがある！』白水社 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o ! Meiji を通じてコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

出席３分の２以上で定期試験の受験資格を得る。成績評価は，小テスト（30％），期末試験（70％）を，総合的に評価する。ブ

ック・レポートが未提出の場合，総合点から減点される。遅刻や欠席も減点の対象となる。また，期末試験が 40％以下だった

場合は，総合点に関わらず不合格となる。 

 
９．その他 

上記以外に課題が課される場合がある。 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 2a[再履] 

担当者名 谷川かおる 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 フランス語の基礎を学び直す。 

 春学期で学んだ文法事項をもとに，フランス語基本文法の全体を学んでいく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 春学期で学んだ文法事項の復習 

［第２回] 目的語代名詞，強勢代名詞 

［第３回] 直接・間接代名詞 

［第４回] 代名動詞 

［第５回] 代名動詞の複合過去 

［第６回] 複合過去の総まとめ 

［第７回] 半過去，大過去 

［第８回] 疑問複の使い方 

［第９回] 関係代名詞 

［第 10 回] 中性代名詞 

［第 11 回] 単純未来 

［第 12 回] 現在分詞，ジェロンディフ 

［第 13 回] 条件法 

［第 14 回] 接続法 

 

 
３．履修上の注意 

 授業は、積極的に参加すること。 

 毎週発言が求められます。 

 さらに、指名されていない時、自分から発言した場合は、授業への積極的参加（貢献）として、加点の対象になります。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

毎回、不規則動詞など、動詞を指定するので、その活用を覚えてくること（10 分〜20 分程度の予習） 

 翌週、その確認の小テストを行います。 

 教科書中、課題とされた練習問題をやってくること（１時間程度の復習） 

  

 

 
５．教科書 

 『ヴワラ！』，伊勢晃，谷口千賀子著，（早美出版社）2100 円＋税 

 

 
６．参考書 

 とくに使用しない。 

 必要がある場合は、こちらでプリントを用意します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内に答え合わせと説明をします。 

暗記問題の場合は、小テスト。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験の点を基本とし（80％），小テストの点（20％）などを加算し，総合的に見て 60 点以上を合格とする。 
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９．その他 

 覚えなくてはならない規則が増えてくるので是非頑張ってほしい。 

  

 月曜、水曜の昼休みをオフィスアワーにします。場所は中央棟３F 講師控室。 

 質問や相談など、その時間帯に受け付けます。 

 

急ぎの連絡や質問、インフルやコロナの連絡は、このアドレスからもどうぞ： 

kaoruguchuan3@gmail.com 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 2a[スポーツ] 

担当者名 小谷奈津子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 フランス語入門の教材を用いて、発音・初級文法・実用的な基本表現を学んでいきます。生活の中で活用できるフレーズ

の発音や言葉の入れ替えなどの練習を繰り返し行い、フランス語の基礎を身につけることが目標です。またフランスの文化

にも関心を広げていきます。 

 
２．授業内容 

第１回 近い未来・近い過去 

第２回 命令法，疑問副詞 

第３回 目的語になる代名詞 

第４回 不規則動詞 pouvoir / vouloir，原形構文 

第５回 疑問代名詞，関係代名詞 qui, que 

第６回 比較，強勢形 

第７回 代名動詞，指示代名詞 

第８回 複合過去１ 

第９回 複合過去２ 

第 10 回 非人称，ジェロンディフ 

第 11 回 単純未来 

第 12 回 強調構文 

第 13 回 復習 

第 14 回 a : 試験 / b : まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 教科書と仏和辞典を必ず持参すること。第１回の授業から教科書を使用します。 

はじめて学ぶ言語ですから、間違いを恐れずに声に出して練習しましょう。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

ｖ事前に授業範囲を確認し、単語調べをすること。授業後、新しく学んだ動詞の活用などは、発音をして覚えておくこと。 

 
５．教科書 

 『フランス語へのパスポート』，内藤陽哉、玉田健二著，（白水社） 

 
６．参考書 

 必要に応じて授業中に指示します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で回答します。 

 
８．成績評価の方法 

 積極的な授業参加（発表・課題）50％、定期試験 50％で評価します。 

 
９．その他 
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フランス語 2b 

科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 2b[E 組] 

担当者名 谷川かおる 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 春学期で学んだことを踏まえながら，少しずつ複雑な表現に慣れていく。 

 一人で，あるいは友人と，フランス語圏が旅行できるようにな語学力を身につけることが目標です。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 第九課。代名動詞。 

［第２回] 値段を尋ねる。好みに合うか尋ねる。 

［第３回] 第十課。近接未来。近接過去。 

［第４回] お詫びの表現。料理を選ぶ。 

［第５回] 第十一課。比較級，最上級。 

［第６回] 「心地が良い」の表現。比較の仕方。 

［第７回] 第十二課。直説法複合過去１。 

［第８回] 第十三課。直説法複合過去２。 

［第９回] 代名動詞の複合過去。 

［第 10 回] 第十四課。直説法半過去，大過去。 

［第 11 回] 第十五課。直説法単純未来。 

［第 12 回] 第十六課。条件法現在。 

［第 13 回] 第十七課。接続法現在。接続法過去。 

［第 14 回] 第十八課。関係代名詞。 

 

 
３．履修上の注意 

 授業は、積極的に参加すること。 

 毎回発言が求められます。 

 さらに、指名されていない時、自分から発言した場合は、授業への積極的参加（貢献）として、加点の対象になります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回、不規則動詞など、動詞を指定するので、その活用を覚えてくること（10 分〜20 分程度の予習） 

 翌週、その確認の小テストを行います。 

 教科書中、課題とされた練習問題をやってくること（１時間程度の復習） 

  

 

 
５．教科書 

 「ピエールとユゴー 三訂版」，小笠原洋子著，（白水社），定価 2500 円＋税。 

 

 
６．参考書 

とくに使用しない。 

 必要があれば、こちらでプリントを用意します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内に答え合わせと説明をします。 

暗記問題の場合は、小テスト。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験の点数を基本とし（80％），それに小テスト点（20％）を加算し，さらに，日常の授業への取り組みを加味し，全体で

60 点以上を合格とする。 
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９．その他 

 月曜、水曜の昼休みをオフィスアワーにします。 

 場所は中央棟３F 講師控室。 

 質問や相談など、その時間帯に受け付けます。 

 

急ぎの連絡や質問、インフルやコロナの連絡は、このアドレスからもどうぞ： 

kaoruguchuan3@gmail.com 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 2b[F 組] 

担当者名 今関アン 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

《授業の達成目標及びテーマ》 

 半期間学んだフランス語をいっそう確実なものにし，実用フランス語検定４級合格レベルのコミュニケーション能力，文法，

読解など総合的な力を養う。また発音と綴り字の関係を完全に理解する。 

《授業の概要》 

 春学期同様教科書に従って，DVD，会話，文法，表現，問題の順に進めていく。毎回発音・動詞活用・学習事項に関する

小テスト，暗唱，会話，訳読などを行う。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 小テスト，Lecon 8．DVD，非人称構文，直接目的の代名詞，動詞 pouvoir, Vocabulaire 

［第２回] 小テスト，Lecon 8，Expressions, Exercices, Lecon 9. DVD 

［第３回] 小テスト，Lecon 9．発音，目的の代名詞，動詞 prendre，代名動詞．Expressions 

［第４回] 小テスト，Lecon 9. Exercices, Lecon 10. DVD，近接未来・過去，中性代名詞，Expressions 

［第５回] 小テスト，Lecon 10. Exercices, Lecon 11. DVD，比較級・最上級 

［第６回] 小テスト，Lecon 11. Expressions. Exercices 

［第７回] L. 11 までの総復習，Lecon 12. DVD，過去分詞，複合過去（１），Expressions 

［第８回] Lecon 12. Exercices, Lecon 13. DVD，複合過去（２），Expressions, Exercices，小テスト 

［第９回] Lecon 14. DVD，半過去，大過去，Expressions, Exercices 1，2，小テスト 

［第 10 回] Lecon 14. Exercices 3. Lecon 15. DVD，単純未来，前未来，Expressions，小テスト 

［第 11 回] Lecon 15. Exercices, Lecon 16. DVD，条件法現在・過去，Expressions，小テスト 

［第 12 回] Lecon 16. Exercices, Lecon 17. DVD，接続法現在・過去，Expressions，小テスト 

［第 13 回] Lecon 18. DVD，関係代名詞，小テスト 

［第 14 回] ａ：試験 ｂ：解説 

 

 
３．履修上の注意 

・小テスト未受験-3、課題未提出-5 点と減点するので要注意。 

・宿題・連絡事項は oh-o! Meiji の class web で告知するので、必ず確認すること。 

・教科書を忘れた場合、受講態度不良と見なし欠席とする。 

・必要教材は oh-o! meiji から各自ダウンロードやプリントアウトしておくこと。また持参するように。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

小テストの比重が高いので，日々の予習・復習を欠かさないように。 

予習は該当箇所の単語調べ、これまで学んだつづり字と発音の規則を確認して新しいところを読めるようにする。予習時間

の目安は 30 分。 

復習 60 分は学習事項の練習問題、会話練習、ネット教材での復習にあてること。 

また随時フランス関係の展覧会・映画・講演を紹介する。語学のみならずフランス文化に積極的に接することを期待する。 

 
５．教科書 

 『ピエールとユゴー［三訂版]』小笠原洋子著，白水社 

 

 
６．参考書 

http://navifr.fj.tokoha-u.ac.jp/wnf/ 

 

ネット教材 web なびふらんせ 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で解答・説明する。 
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８．成績評価の方法 

・定期試験 100％ 

・小テスト未受験、課題未提出点は定期試験の点数から減じる。評点 60 点以上を合格とする。 

 

 
９．その他 

・出席・成績管理は各自で行うこと。出席・成績状況の質問は一切受け付けない。 

・教科書・辞書忘れ，無断退席は欠席と見なす 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 2b[G 組] 

担当者名 今関アン 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

《授業の達成目標及びテーマ》 

 半期間学んだフランス語をいっそう確実なものにし，実用フランス語検定４級合格レベルのコミュニケーション能力，文法，

読解など総合的な力を養う。また発音と綴り字の関係を完全に理解する。 

《授業の概要》 

 春学期同様教科書に従って，DVD，会話，文法，表現，問題の順に進めていく。毎回発音・動詞活用・学習事項に関する

小テスト，暗唱，会話，訳読などを行う。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 小テスト，Lecon 8．DVD，非人称構文，直接目的の代名詞，動詞 pouvoir, Vocabulaire 

［第２回] 小テスト，Lecon 8，Expressions, Exercices, Lecon 9. DVD 

［第３回] 小テスト，Lecon 9．発音，目的の代名詞，動詞 prendre，代名動詞．Expressions 

［第４回] 小テスト，Lecon 9. Exercices, Lecon 10. DVD，近接未来・過去，中性代名詞，Expressions 

［第５回] 小テスト，Lecon 10. Exercices, Lecon 11. DVD，比較級・最上級 

［第６回] 小テスト，Lecon 11. Expressions. Exercices 

［第７回] L. 11 までの総復習，Lecon 12. DVD，過去分詞，複合過去（１），Expressions 

［第８回] Lecon 12. Exercices, Lecon 13. DVD，複合過去（２），Expressions, Exercices，小テスト 

［第９回] Lecon 14. DVD，半過去，大過去，Expressions, Exercices 1，2，小テスト 

［第 10 回] Lecon 14. Exercices 3. Lecon 15. DVD，単純未来，前未来，Expressions，小テスト 

［第 11 回] Lecon 15. Exercices, Lecon 16. DVD，条件法現在・過去，Expressions，小テスト 

［第 12 回] Lecon 16. Exercices, Lecon 17. DVD，接続法現在・過去，Expressions，小テスト 

［第 13 回] Lecon 18. DVD，関係代名詞，小テスト 

［第 14 回] ａ：試験 ｂ：解説 

 

 
３．履修上の注意 

・小テスト未受験-3、課題未提出-5 点と減点するので要注意。 

・宿題・連絡事項は oh-o! Meiji の class web で告知するので、必ず確認すること。 

・教科書を忘れた場合、受講態度不良と見なし欠席とする。 

・必要教材は oh-o! meiji から各自ダウンロードやプリントアウトしておくこと。また持参するように。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

小テストの比重が高いので，日々の予習・復習を欠かさないように。 

予習は該当箇所の単語調べ、これまで学んだつづり字と発音の規則を確認して新しいところを読めるようにする。予習時間

の目安は 30 分。 

復習 60 分は学習事項の練習問題、会話練習、ネット教材での復習にあてること。 

また随時フランス関係の展覧会・映画・講演を紹介する。語学のみならずフランス文化に積極的に接することを期待する。 

 
５．教科書 

 『ピエールとユゴー［三訂版]』小笠原洋子著，白水社 

 

 
６．参考書 

http://navifr.fj.tokoha-u.ac.jp/wnf/ 

 

ネット教材 web なびふらんせ 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で解答・説明する。 
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８．成績評価の方法 

・定期試験 100％ 

・小テスト未受験、課題未提出点は定期試験の点数から減じる。評点 60 点以上を合格とする。 

 

 
９．その他 

・出席・成績管理は各自で行うこと。出席・成績状況の質問は一切受け付けない。 

・教科書・辞書忘れ，無断退席は欠席と見なす 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 2b[R 組] 

担当者名 小谷奈津子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 日常で使うフレーズを発音し覚えながら，文法，日常表現を学び，語彙を増やしていきます。 

 フランス語の発音に慣れること，文の構造を理解し，簡単な日常会話ができるようになることを目指します。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] Lecon 6  時間・予定をたずねる 

［第２回] Dialogue 2 休暇の計画を話す 

［第３回] 練習 

［第４回] Lecon 7 勧める，許可を得る，週末の話をする 

［第５回] 練習 

［第６回] Lecon 8 過去のことを話す 

［第７回] 練習 

［第８回] Lecon 9 日常生活を話す 

［第９回] 練習 

［第 10 回] Dialogue 3 作家の人生を話す，４桁の数字，受動態 

［第 11 回] 練習 

［第 12 回] Lecon 10 比較する，願望を表す 

［第 13 回] 練習 

［第 14 回] ａ 試験 ｂ まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 授業には仏和辞典を必ず持参すること。音読や会話にも時間をとるので，しっかり声を出して積極的に参加しましょう。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として，教科書に指示されているアドレスから音声データにアクセスしてキーフレーズの録音を聞いておきましょう。繰り

返し聞いているうちに，フランス語のリズムにも慣れていきます。わからない単語は辞書をひいて調べておくこと。 

 授業後は，その日学んだキーフレーズや表現を確認し，動詞の活用は，発音しながら綴りを覚えて書けるようにします。覚

えることが多いので，日々の積み重ねが重要になります。 

 

 
５．教科書 

 『キーフレーズで学ぶフランス語』，小谷，藤井著，（三修社） 

 

 
６．参考書 

 必要とあれば授業中に紹介します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で回答します。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（課題・発表）50％，試験 50％で評価します。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 2b[S 組] 

担当者名 谷川かおる 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 春学期で学んだことを踏まえながら，少しずつ複雑な表現に慣れていく。 

 一人で，あるいは友人と，フランス語圏が旅行できるようにな語学力を身につけることが目標です。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 第九課。代名動詞。 

［第２回] 値段を尋ねる。好みに合うか尋ねる。 

［第３回] 第十課。近接未来。近接過去。 

［第４回] お詫びの表現。料理を選ぶ。 

［第５回] 第十一課。比較級，最上級。 

［第６回] 「心地が良い」の表現。比較の仕方。 

［第７回] 第十二課。直説法複合過去１。 

［第８回] 第十三課。直説法複合過去２。 

［第９回] 代名動詞の複合過去。 

［第 10 回] 第十四課。直説法半過去，大過去。 

［第 11 回] 第十五課。直説法単純未来。 

［第 12 回] 第十六課。条件法現在。 

［第 13 回] 第十七課。接続法現在。接続法過去。 

［第 14 回] 第十八課。関係代名詞。 

 

 
３．履修上の注意 

 授業は、積極的に参加すること。 

 毎回発言が求められます。 

 さらに、指名されていない時、自分から発言した場合は、授業への積極的参加（貢献）として、加点の対象になります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回、不規則動詞など、動詞を指定するので、その活用を覚えてくること（10 分〜20 分程度の予習） 

 翌週、その確認の小テストを行います。 

 教科書中、課題とされた練習問題をやってくること（１時間程度の復習） 

  

 

 
５．教科書 

 「ピエールとユゴー 三訂版」，小笠原洋子著，（白水社），定価 2500 円＋税。 

 

 
６．参考書 

とくに使用しない。 

 必要があれば、こちらでプリントを用意します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内に答え合わせと説明をします。 

暗記問題の場合は、小テスト。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験の点数を基本とし（80％），それに小テスト点（20％）を加算し，さらに，日常の授業への取り組みを加味し，全体で

60 点以上を合格とする。 
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９．その他 

 月曜、水曜の昼休みをオフィスアワーにします。 

 場所は中央棟３F 講師控室。 

 質問や相談など、その時間帯に受け付けます。 

 

急ぎの連絡や質問、インフルやコロナの連絡は、このアドレスからもどうぞ： 

kaoruguchuan3@gmail.com 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 2b[T 組] 

担当者名 増田晴美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 今日，様々な民族が共生・対立する世界情勢の中で，問題を発見し解決する柔軟な思考方法を獲得するには，「グローバ

ル・ランゲージ＝英語」以外の言語が担う文化や表現形式を識ることが重要である。フランス語は，国際的な外交言語・作業

言語であるため，フランス語を介したコミュニケーション能力を身につけたいと考える人は少なくないだろう。 

 本授業では，「ことばの仕組み＝文法」を理解し，フランス語で表現するための基礎を身につけ，英語圏（anglophone）とは

異なるフランス語圏（francophone）の存在に慣れ親しむことを目的とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 復習による知識の確認 

［第２回] 近い未来，近い過去の表現（１） 

［第３回] 近い未来，近い過去の表現（２） 

［第４回] 比較の表現（１） 

［第５回] 比較の表現（２） 

［第６回] 誰を？ 誰に？ の表現（１） 

［第７回] 誰を？ 誰に？ の表現（２） 

［第８回] 日常の生活を語る（１） 

［第９回] 日常の生活を語る（２） 

［第 10 回] 過去や未来について語る（１） 

［第 11 回] 過去や未来について語る（２） 

［第 12 回] 過去や未来について語る（３） 

［第 13 回] まとめ（１） 

［第 14 回] ａ：まとめ（２） ｂ：筆記試験形式で理解度を確認 

 

 
３．履修上の注意 

・教科書は必ず用意すること。学期開始時に教科書チェックを行う。 

・度重なる注意にも関わらず教科書を用意しない場合は単位「不可」とする。 

・辞書は紙の辞書，電子辞書のどちらでも可。 

・授業の進行を妨げるような講義途中の入室，退出，私語等を慎むこと。 

場合によっては減点や単位「不可」の対象とする。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・ふだんから，フランス発，あるいはヨーローッパ発の情報・ニュースに関心を持つようにするとよい。 

・毎回の授業で学んだことをその週のうちに復習しておくのが望ましい。 

 

 
５．教科書 

 『きみはな（きみと話したい！ フランス語 スマート版）』大久保政憲・木島愛（朝日出版社）2019 年 

 

 
６．参考書 

特になし。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内に簡易な小テストを行った場合は、次の授業時に返却し、解説を行う。 

 

 
８．成績評価の方法 

授業と定期試験の総合評価とする（試験 40％，授業内の活動 60％）。 
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なお，定期試験の得点が 100 点満点中 30 点に満たない場合は，上の総合評価とは無関係に「不可」とする。 

 

 
９．その他 

授業内容は，進度や習熟度等，必要に応じて調整することがある。 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 2b[再履] 

担当者名 西村美穂 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 やさしいフランス語の文章を音読しながら，フランス語の仕組みを理解する。フランス文化にも理解を深めたい。 

 

 
２．授業内容 

① テクスト音読 

② 文法確認 

③ 仏会話・歌・詩などの聞きとり・音読 

④ フランス語の暗記 

 

［第１回] 復習 

［第２回] 人称代名詞 

［第３回] 過去の表現 

［第４回] 過去の表現 

［第５回] 過去の表現 

［第６回] 過去の表現 

［第７回] 否定形 

［第８回] 中性代名詞 

［第９回] 条件法 

［第 10 回] 未来の表現 

［第 11 回] 未来の表現 

［第 12 回] 関係代名詞 

［第 13 回] 強調構文 

［第 14 回] ａ．試験 ｂ．解説 

 

 
３．履修上の注意 

 教室で指示する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 フランス語を，何度も繰り返し聴き，声に出す。 

 

 
５．教科書 

 プリント 

 

 
６．参考書 

 教室で指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題等は基本、Oh-o!Meiji システムを利用する。また最終授業日に試験を実施し、同日に解説を説明または公開する。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（小テストを含む）５０％，定期試験５０％ 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 2b[再履] 

担当者名 坂口哲啓 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

フランス語 2ｂの再履修クラスです。会話表現を中心としたテキストを使って、さまざまな場面で使える会話表現を覚えなが

ら、基本的な語彙や文法も学習していきます。最終的に、フランス語圏諸国へ一人旅したときに、出会った人々とフランス語

で簡単なコミュニケーションをしながら、旅を楽しむことができるよになることを目指します。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 春学期の復習 

［第２回] 自分の家族や友人について言う 

［第３回] さまざまな前置詞の使い方 

［第４回] 自分のいる場所を言ったり、相手のいる場所を尋ねる 

［第５回] 命令の言い方 

［第６回] 数字の言い方 

［第７回] いつ、どこで、だれが、何を、なぜ、の言い方 

［第８回] 天候・気候の表現 

［第９回] 買い物のときの表現 

［第 10 回] 過去のことを言う（1） 

［第 11 回] 過去のことを言う（2） 

［第 12 回] 比較の表現 

［第 13 回] 最上級の表現 

［第 14 回] 試験および学習内容の総まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

授業形態は教室での対面授業です。授業に臨むにあたり以下の点に注意してください。 

 

１）仏和辞典を必ず準備すること。 

辞書を引くことは語学学習の基本です。新しい単語が出てきたら必ず辞書で調べましょう。 

 

２）復習を必ず行う。 

予習以上に復習が重要ですから，授業のあった日は必ずその日の学習内容を復習しましょう。 

 

３）質問等があったら授業中、授業後に受け付けます。 

 

４）欠席する場合は、必ず理由を知らせること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

１） 次回の授業範囲について事前に単語の意味などを調べておくこと（60 分）。 

 

２） 復習として，教科書の学習内容について該当箇所をよく読み、動詞活用、単語、基本例文は何度も書いて覚えること

（90 分）。 

 

 
５．教科書 

『クロワッサン―基礎からわかるフランス語―』 松村博史ほか著、朝日出版社（2300 円＋税）（春学期の継続） 

 
６．参考書 

１）「フラ語入門，わかりやすいにもホドがある！」（改訂版・CD 付）清岡 智比古著，白水社 

２）「フラ語練習，楽しいだけじゃだめかしら？」（同） 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

提出課題がある場合は、Oh-o ! Meiji を使い、評価とコメントを加えて返却します。 

 
８．成績評価の方法 

成績評価については、基本的に学期末試験の成績によって評価します。100 点満点で 60 点以上が合格となります。 

 
９．その他 

休講をした場合は、補講をオンデマンド（授業動画の配信）で実施します。 
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科目ナンバー STLAN131N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 2b[スポーツ] 

担当者名 小谷奈津子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 フランス語入門の教材を用いて、発音・初級文法・実用的な基本表現を学んでいきます。生活の中で活用できるフレーズ

の発音や言葉の入れ替えなどの練習を繰り返し行い、フランス語の基礎を身につけることが目標です。またフランスの文化

にも関心を広げていきます。 

 
２．授業内容 

第１回 近い未来・近い過去 

第２回 命令法，疑問副詞 

第３回 目的語になる代名詞 

第４回 不規則動詞 pouvoir / vouloir，原形構文 

第５回 疑問代名詞，関係代名詞 qui, que 

第６回 比較，強勢形 

第７回 代名動詞，指示代名詞 

第８回 複合過去１ 

第９回 複合過去２ 

第 10 回 非人称，ジェロンディフ 

第 11 回 単純未来 

第 12 回 強調構文 

第 13 回 復習 

第 14 回 a : 試験 / b : まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 教科書と仏和辞典を必ず持参すること。第１回の授業から教科書を使用します。 

はじめて学ぶ言語ですから、間違いを恐れずに声に出して練習しましょう。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

ｖ事前に授業範囲を確認し、単語調べをすること。授業後、新しく学んだ動詞の活用などは、発音をして覚えておくこと。 

 
５．教科書 

 『フランス語へのパスポート』，内藤陽哉、玉田健二著，（白水社） 

 
６．参考書 

 必要に応じて授業中に指示します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で回答します。 

 
８．成績評価の方法 

 積極的な授業参加（発表・課題）50％、定期試験 50％で評価します。 

 
９．その他 
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フランス語 3 

科目ナンバー STLAN231N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 3[E 組] 

担当者名 増田晴美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業は，１年次に習得した事項を復習・確認しながら，その発展・応用として，ある程度の長さのフランス語が訳せ，聴き

取れ，また表現できることを目的とします。今日，様々な民族が共生・対立する世界情勢の中で，問題を発見し解決する柔軟

な思考方法を獲得するには，「グローバル・ランゲージ＝英語」以外の言語が担う文化や表現形式を識ることが大切です。そ

のため，国際的な外交言語・作業言語であるフランス語の基本的な文法をさらに理解し，語彙や表現を増やし，読解力を広

げる作業を行います。将来，多様な専門分野に進んでゆく皆さんに，英語圏（anglophone）とは異なるフランス語圏

（francophone）の存在に慣れ親しんでほしいと思います。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 知識の確認，さまざまな自己紹介（１） 

［第２回] さまざまな自己紹介（２） 

［第３回] 趣味について語る（１） 

［第４回] 趣味について語る（２） 

［第５回] フランスの食生活（１） 

［第６回] フランスの食生活（２） 

［第７回] 日本食のイメージ（１） 

［第８回] 日本食のイメージ（２） 

［第９回] ブルターニュについて（１） 

［第 10 回] ブルターニュについて（２） 

［第 11 回] パリや地方に住む（１） 

［第 12 回] パリや地方に住む（２） 

［第 13 回] まとめ（１） 

［第 14 回] ａ：まとめ（２） ｂ：筆記試験形式で理解度を確認 

 

 
３．履修上の注意 

・毎回、授業開始時に出席確認をする。 

・教科書は必ず用意すること。学期開始時に教科書チェックを行う。 

・度重なる注意にも関わらず教科書を用意しない場合は単位「不可」とする。 

・辞書は紙の辞書，電子辞書のどちらでも可。 

・遅刻を繰り返す、教科書を何度も忘れる、授業の進行を妨げる講義途中の入室・退出がある、私語が甚だしい、等、著しい

問題行為が見られる場合は、警告の上、「減点」、または単位「不可」の対象とする。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・ふだんから，フランス発，あるいはヨーロッパ発の情報・ニュースに関心を持つようにするとよい。 

・音声は web 上に用意されているので，時間があるときに耳慣らしに聴いてみるとよい。 

 

 
５．教科書 

 『フランスの若者は「いま」』井上櫻子 他（朝日出版社）2016 年初版 

 

 
６．参考書 

特に指定なし。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内に簡易な小テストを行った場合は、次の授業時に返却し、解説を行う。 
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８．成績評価の方法 

定期試験 100%を原則とする。 

以下、注意事項： 

・定期試験を受けるためには、3 分の 2 以上の出席が必要となる。 

・「調整点」として、必要に応じて、「授業内の活動」を付加することがある。 

 授業内の活動とは、指名されたときの答えや、小テスト（リアクションペーパー）の内容等から成る。 

  【成績評価の例】 

     定期試験 100 点 → 原則、総合評価 100 点とする。 

     定期試験 59 点 → 授業内の活動が良好だった場合は、それを評価し、繰り上げて合格とする。 

・定期試験の得点が 100 点満点中 30 点に満たない場合は，授業内の活動とは無関係に「不可」とする。 

・「履修上の注意」もよく確認すること。出席態度に大きな問題が認められ、度重なる注意に対しても改善が見られなかった場

合は、受験資格なしの「不可」と判定する。 

 

 

 
９．その他 

授業内容は，進度や習熟度等，必要に応じて調整することがある。 
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科目ナンバー STLAN231N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 3[F 組] 

担当者名 谷川かおる 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 一年次に学んだ基礎文法を復習しつつ，さらに詳しい文法事項を学びます。 

 フランス語の実際のテキストに慣れ，少しずつ読めるようになること、比較的簡単な表現を聞き取り、自分でも使えるようにな

ること、が目標です。 

 

 
２．授業内容 

第１回～第２回 発音の法則の確認 

第３回 フランス語の歌 ①（歌詞の読解） 

第４回 フランス語の歌 ②（歌詞の暗記。発音の確認） 

第５回 フランスのアニメ① アニメのセリフから見る複合過去 

第６回 フランスのアニメ②   アニメのセリフに見る複合過去、受動態 

第７回 フランスのアニメ③ アニメのセリフで聞く半過去 

第８回 フランスのアニメ④ アニメのセリフで使われている接続法 

第９回 フランスのアニメ⑤ アニメのセリフで使われている条件法 

第 10 回 フランス人学生へのインタビュー記事① 半過去の使い方の復習 

第 11 回 フランス人学生へのインタビュー記事② 自分の過去の語り方 

第１２回 フランス人学生へのインタビュー記事③ 大過去 

第１３回 フランス人学生へのインタビュー記事④ 複合過去、半過去、大過去の組み合わせ 

第 14 回 まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 辞書は毎回必ず持参すること。 

 

 授業は、積極的に参加すること。 

 毎週発言が求められます。 

 さらに、指名されていない時、自分から発言した場合は、授業への積極的参加（貢献）として、加点の対象になります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回、不規則動詞など、動詞を指定するので、その活用を覚えてくること（10 分〜20 分程度の予習） 

 翌週、その確認の小テストを行います。 

 教科書中、課題とされた練習問題をやってくること（１時間程度の復習） 

  

 

 
５．教科書 

 教科書は用いず、毎回こちらでプリントを用意します。 

 

 

 
６．参考書 

とくに使用しない。 

必要があれば、それもこちらでプリントを用意します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内に答え合わせと説明をします。 

暗記問題の場合は、小テスト。 

 
８．成績評価の方法 
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 期末試験の点数に，小テストの点数を足したものを中心として（60 点以上が合格点），これに授業への取り組み姿勢などを

加味し，総合的に評価する。期末試験 60％，小テスト 20％，レポート点 20％の予定。 

 

 
９．その他 

 月曜、水曜の昼休みをオフィスアワーにします。場所は中央棟３F 講師控室。 

 質問や相談など、その時間帯に受け付けます。 

 

急ぎの連絡や質問、インフルやコロナの連絡は、このアドレスからもどうぞ： 

kaoruguchuan3@gmail.com 
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科目ナンバー STLAN231N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 3[G 組] 

担当者名 西村美穂 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 フランス語の基礎を生かして，仏語の会話文に親しむ。フランス文化，そしてフランス語圏文化への理解も深めたい。 

 

 
２．授業内容 

① テクスト音読 

② 文法確認 

③ 仏会話・歌・詩などの聞きとり・音読 

④ フランス語の暗記 

 

［第１回]  復習（綴り字の読み方）  

［第２回]  Des villes francophones 

［第３回]  Nous sommes étudiants 

［第４回]  Elle travaille beaucoup! 

［第５回]  Qu'est-ce qu'on fait ce week-end? 

［第６回]  Quel pays francophone visiter? 

［第７回]  Un week-end à Bruxelles 

［第８回]  Les grandes vacances 

［第９回]  Je n'habitais pas en France 

［第 10 回] J'irai dans un pay africain 

［第 11 回] Les voyages forment la jeunesse 

［第 12 回] Grammaire 

［第 13 回] Grammaire 

［第 14 回] ａ．試験 ｂ．解説 

 
３．履修上の注意 

 教室にて指示する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 テクストを声に出して何度も繰り返し読む。 

 

 
５．教科書 

 『フランコフォニーへの旅（改訂版）』 

 小松祐子・Gilles Delmaire，駿河台出版社，2019. 

 

 
６．参考書 

 教室にて指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 課題等は基本、Oh-o!Meiji システムを利用する。また最終授業日に試験を実施し、同日に解説を説明または公開する。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（課題・小テストを含む）４０％，定期試験６０％ 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN231N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 3[R 組] 

担当者名 小野ゆり子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 一年次に学んだ基礎文法を復習し，また新たな要素を学びながら，旅行に関する簡単な会話，フランスの諸地方に関する

簡単な文章の読解を行い，一年次で学んだものより高度なフランス語運用能力を身に着けます。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 発音の復習 

［第２回] １課１・複合過去 

［第３回] １課２・ル・アーヴル 

［第４回] ２課１・半過去，大過去 

［第５回] ２課２・モン・サン・ミッシェル 

［第６回] ３課１・単純未来，前未来 

［第７回] ３課２・トゥール 

［第８回] ４課１・受動態，強調構文 

［第９回] ４課２・ボルドー 

［第 10 回] ５課１・現在分詞，ジェロンディフ 

［第 11 回] ５課２・トゥールーズ 

［第 12 回] ６課１・比較級，最上級 

［第 13 回] ６課２・コート・ダジュール 

［第 14 回] ａ：期末試験 ｂ：解説 

 

 
３．履修上の注意 

 積極的に授業に参加すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

次に習う項目の発音と単語の意味を十分に時間をかけて事前に調べておくこと。また、習った項目を反復練習して習得し、

課題の練習問題を解いてから、次の授業に臨むこと。 

 

 
５．教科書 

 有富智世他，『なびふらんせ２ ―フランス世界遺産をめぐる―』，朝日出版社 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％，平常点 30％。総合得点の 60％以上で合格。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN231N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 3[S 組] 

担当者名 増田晴美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業は，１年次に習得した事項を復習・確認しながら，その発展・応用として，ある程度の長さのフランス語が訳せ，聴き

取れ，また表現できることを目的とします。今日，様々な民族が共生・対立する世界情勢の中で，問題を発見し解決する柔軟

な思考方法を獲得するには，「グローバル・ランゲージ＝英語」以外の言語が担う文化や表現形式を識ることが大切です。そ

のため，国際的な外交言語・作業言語であるフランス語の基本的な文法をさらに理解し，語彙や表現を増やし，読解力を広

げる作業を行います。将来，多様な専門分野に進んでゆく皆さんに，英語圏（anglophone）とは異なるフランス語圏

（francophone）の存在に慣れ親しんでほしいと思います。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 知識の確認，さまざまな自己紹介（１） 

［第２回] さまざまな自己紹介（２） 

［第３回] 趣味について語る（１） 

［第４回] 趣味について語る（２） 

［第５回] フランスの食生活（１） 

［第６回] フランスの食生活（２） 

［第７回] 日本食のイメージ（１） 

［第８回] 日本食のイメージ（２） 

［第９回] ブルターニュについて（１） 

［第 10 回] ブルターニュについて（２） 

［第 11 回] パリや地方に住む（１） 

［第 12 回] パリや地方に住む（２） 

［第 13 回] まとめ（１） 

［第 14 回] ａ：まとめ（２） ｂ：筆記試験形式で理解度を確認 

 

 
３．履修上の注意 

・毎回、授業開始時に出席確認をする。 

・教科書は必ず用意すること。学期開始時に教科書チェックを行う。 

・度重なる注意にも関わらず教科書を用意しない場合は単位「不可」とする。 

・辞書は紙の辞書，電子辞書のどちらでも可。 

・遅刻を繰り返す、教科書を何度も忘れる、授業の進行を妨げる講義途中の入室・退出がある、私語が甚だしい、等、著しい

問題行為が見られる場合は、警告の上、「減点」、または単位「不可」の対象とする。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・ふだんから，フランス発，あるいはヨーロッパ発の情報・ニュースに関心を持つようにするとよい。 

・音声は web 上に用意されているので，時間があるときに耳慣らしに聴いてみるとよい。 

 

 
５．教科書 

 『フランスの若者は「いま」』井上櫻子 他（朝日出版社）2016 年初版 

 

 
６．参考書 

特に指定なし。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内に簡易な小テストを行った場合は、次の授業時に返却し、解説を行う。 
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８．成績評価の方法 

定期試験 100%を原則とする。 

以下、注意事項： 

・定期試験を受けるためには、3 分の 2 以上の出席が必要となる。 

・「調整点」として、必要に応じて、「授業内の活動」を付加することがある。 

 授業内の活動とは、指名されたときの答えや、小テスト（リアクションペーパー）の内容等から成る。 

  【成績評価の例】 

     定期試験 100 点 → 原則、総合評価 100 点とする。 

     定期試験 59 点 → 授業内の活動が良好だった場合は、それを評価し、繰り上げて合格とする。 

・定期試験の得点が 100 点満点中 30 点に満たない場合は，授業内の活動とは無関係に「不可」とする。 

・「履修上の注意」もよく確認すること。出席態度に大きな問題が認められ、度重なる注意に対しても改善が見られなかった場

合は、受験資格なしの「不可」と判定する。 

 

 

 
９．その他 

授業内容は，進度や習熟度等，必要に応じて調整することがある。 
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科目ナンバー STLAN231N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 3[T 組] 

担当者名 小野ゆり子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 一年次に学んだ基礎文法を復習し，また新たな要素を学びながら，旅行に関する簡単な会話，フランスの諸地方に関する

簡単な文章の読解を行い，一年次で学んだものより高度なフランス語運用能力を身に着けます。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 発音の復習 

［第２回] １課１・複合過去 

［第３回] １課２・ル・アーヴル 

［第４回] ２課１・半過去，大過去 

［第５回] ２課２・モン・サン・ミッシェル 

［第６回] ３課１・単純未来，前未来 

［第７回] ３課２・トゥール 

［第８回] ４課１・受動態，強調構文 

［第９回] ４課２・ボルドー 

［第 10 回] ５課１・現在分詞，ジェロンディフ 

［第 11 回] ５課２・トゥールーズ 

［第 12 回] ６課１・比較級，最上級 

［第 13 回] ６課２・コート・ダジュール 

［第 14 回] ａ：期末試験 ｂ：解説 

 

 
３．履修上の注意 

 積極的に授業に参加すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

次に習う項目の発音と単語の意味を十分に時間をかけて事前に調べておくこと。また、習った項目を反復練習して習得し、

課題の練習問題を解いてから、次の授業に臨むこと。 

 

 
５．教科書 

 有富智世他，『なびふらんせ２ ―フランス世界遺産をめぐる―』，朝日出版社 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％，平常点 30％。総合得点の 60％以上で合格。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN231N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 3[再履] 

担当者名 清岡智比古 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 １年次に学んだ内容のさらなる定着を目指して，フランス語文法全体の復習を行いながら，その運用力の向上を目指す。

特に，日常的場面での表現に重点を置く。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 発音練習・リエゾン等 

［第３回] 名詞・不定冠詞・定冠詞 

［第４回] 提示の表現・主格代名詞 

［第５回] avoir の現在形・形容詞 

［第６回] 第一群規則動詞 

［第７回] 疑問形・部分冠詞 

［第８回] 縮約・etre の現在形 

［第９回] 指示形容詞・疑問形容詞 

［第 10 回] 命令形・不規則動詞１ 

［第 11 回] 近接未来・近接過去 

［第 12 回] さまざまな否定表現 

［第 13 回] 音声練習 

［第 14 回] ａ・まとめ ｂ・試験 

 

 
３．履修上の注意 

演習形式であるので，出席のもつ意味は重要である。必ず初回から出席すること。 遅刻・欠席は減点の対象となる。 

また、随時レポートが課される。（これは、授業中に小テストとして課される場合もある。） 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 テキストは各課４ページで構成されているが，３ページ目の文法項目については，各自予習して授業に臨むこと。 

 

 
５．教科書 

 『ボンボン・ショコラ』清岡智比古，白水社 

 初回授業までに必ず用意すること。 

 

 
６．参考書 

 『フラ語入門，わかりやすいにもホドがある！』白水社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o ! Meiji を通じてコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

 授業への参加度・レポート（30％），期末試験（70％）で，60％以上を合格とする。遅刻や欠席も減点の対象となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN231N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 フランス語 3[スポーツ] 

担当者名 西村美穂 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 フランス語の基礎を生かして，仏語の会話文に親しむ。フランス文化，そしてフランス語圏文化への理解も深めたい。 

 

 
２．授業内容 

① テクスト音読 

② 文法確認 

③ 仏会話・歌・詩などの聞きとり・音読 

④ フランス語の暗記 

 

［第１回]  復習（綴り字の読み方）  

［第２回]  Des villes francophones 

［第３回]  Nous sommes étudiants 

［第４回]  Elle travaille beaucoup! 

［第５回]  Qu'est-ce qu'on fait ce week-end? 

［第６回]  Quel pays francophone visiter? 

［第７回]  Un week-end à Bruxelles 

［第８回]  Les grandes vacances 

［第９回]  Je n'habitais pas en France 

［第 10 回] J'irai dans un pay africain 

［第 11 回] Les voyages forment la jeunesse 

［第 12 回] Grammaire 

［第 13 回] Grammaire 

［第 14 回] ａ．試験 ｂ．解説 

 
３．履修上の注意 

 教室にて指示する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 テクストを声に出して何度も繰り返し読む。 

 

 
５．教科書 

プリント 

 

 
６．参考書 

 教室にて指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 課題等は基本、Oh-o!Meiji システムを利用する。また最終授業日に試験を実施し、同日に解説を説明または公開する。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点６０％，定期試験４０％ 

 
９．その他 
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フランス語 4 

科目ナンバー STLAN231N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 4[E 組] 

担当者名 増田晴美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業は，１年次に習得した事項を復習・確認しながら，その発展・応用として，ある程度の長さのフランス語が訳せ，聴き

取れ，また表現できることを目的とします。今日，様々な民族が共生・対立する世界情勢の中で，問題を発見し解決する柔軟

な思考方法を獲得するには，「グローバル・ランゲージ＝英語」以外の言語が担う文化や表現形式を識ることが大切です。そ

のため，国際的な外交言語・作業言語であるフランス語の基本的な文法をさらに理解し，語彙や表現を増やし，読解力を広

げる作業を行います。将来，多様な専門分野に進んでゆく皆さんに，英語圏（anglophone）とは異なるフランス語圏

（francophone）の存在に慣れ親しんでほしいと思います。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 春学期の復習，一日の出来事を語る（１） 

［第２回] 一日の出来事を語る（２） 

［第３回] 過去の出来事を語る（１） 

［第４回] 過去の出来事を語る（２） 

［第５回] 過去の出来事を語る（３） 

［第６回] 過去の出来事を語る（４） 

［第７回] 家族関係について（１） 

［第８回] 家族関係について（２） 

［第９回] 就職問題について（１） 

［第 10 回] 就職問題について（２） 

［第 11 回] 未来の予定や希望について（１） 

［第 12 回] 未来の予定や希望について（２） 

［第 13 回] まとめ（１） 

［第 14 回] ａ：まとめ（２） ｂ：筆記試験形式で理解度を確認 

 

 
３．履修上の注意 

・毎回、授業開始時に出席確認をする。 

・教科書は必ず用意すること。学期開始時に教科書チェックを行う。 

・度重なる注意にも関わらず教科書を用意しない場合は単位「不可」とする。 

・辞書は紙の辞書，電子辞書のどちらでも可。 

・遅刻を繰り返す、教科書を何度も忘れる、授業の進行を妨げる講義途中の入室・退出がある、私語が甚だしい、等、著しい

問題行為が見られる場合は、警告の上、「減点」、または単位「不可」の対象とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・ふだんから，フランス発，あるいはヨーロッパ発の情報・ニュースに関心を持つようにするとよい。 

・音声は web 上に用意されているので，時間があるときに耳慣らしに聴いてみるとよい。 

 

 
５．教科書 

 『フランスの若者は「いま」』井上櫻子 他（朝日出版社）2016 年初版 

 

 
６．参考書 

特に指定なし。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内に簡易な小テストを行った場合は、次の授業時に返却し、解説を行う。 
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８．成績評価の方法 

定期試験 100%を原則とする。 

以下、注意事項： 

・定期試験を受けるためには、3 分の 2 以上の出席が必要となる。 

・「調整点」として、必要に応じて、「授業内の活動」を付加することがある。 

 授業内の活動とは、指名されたときの答えや、小テスト（リアクションペーパー）の内容等から成る。 

  【成績評価の例】 

     定期試験 100 点 → 原則、総合評価 100 点とする。 

     定期試験 59 点 → 授業内の活動が良好だった場合は、それを評価し、繰り上げて合格とする。 

・定期試験の得点が 100 点満点中 30 点に満たない場合は，授業内の活動とは無関係に「不可」とする。 

・「履修上の注意」もよく確認すること。出席態度に大きな問題が認められ、度重なる注意に対しても改善が見られなかった場

合は、受験資格なしの「不可」と判定する。 

 

 

 
９．その他 

授業内容は，進度や習熟度等，必要に応じて調整することがある。 
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科目ナンバー STLAN231N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 4[F 組] 

担当者名 谷川かおる 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 前期で学び直した基本文法をもとに，さらに詳しく基本的事項を学びます。 

 じっさいに使われているフランス語に慣れ親しみ，辞書さえあれば古典的な文章も読めるようになること、じっさいの TV 放

送や映画などの音声や表現に慣れること、決まった表現を使いこなせるようになること、さらに、文化的な側面にも触れること

を目標としています， 

 

 
２．授業内容 

第１回 春学期の復習 

第２回 フランスの映画① 映画のセリフに使われている複合過去 

第３回 フランスの映画② 映画のセリフに使われている大過去 

第４回 フランスの映画③ 映画のセリフに使われている半過去 

第５回 フランスの映画④ 映画のセリフに使われている条件法 

第６回 フランスの映画⑤ 映画のセリフに使われている接続法 

第７回] フランスの小説に挑戦。２０世紀半ばの小説に見る文語的表現 

第８回 フランスの小説に挑戦。条件法過去の効果的な使い方 

第９回] 短編アニメ映画。 朗読を聞き取る練習 

第１０回 古典に挑戦①。独立節の接続法の使い方 

第１２回 古典に挑戦② 単純過去の使い方 

第１３回 古典に挑戦③ 接続法のまとめ 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 授業は、積極的に参加すること。 

 毎週発言が求められます。 

 さらに、指名されていない時、自分から発言した場合は、授業への積極的参加（貢献）として、加点の対象になります。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回、不規則動詞など、動詞を指定するので、その活用を覚えてくること（10 分〜20 分程度の予習） 

 翌週、その確認の小テストを行います。 

 教科書中、課題とされた練習問題をやってくること（１時間程度の復習） 

  

 

 
５．教科書 

とくに使用しない。 

こちらで毎回プリントを用意します。 

 

 
６．参考書 

とくに使用しない。 

必要があれば、それもこちらでプリントを用意します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内に答え合わせと説明をします。 

暗記問題の場合は、小テスト。 

 
８．成績評価の方法 
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 期末試験の点数を基本とし（80％），それに小テスト点（20％）を加算し，さらに，授業への取り組みを加味して，全体で 60

点以上を合格とする。 

 

 
９．その他 

 月曜、水曜の昼休みをオフィスアワーにします。場所は中央棟３F 講師控室。 

 質問や相談など、その時間帯に受け付けます。 

 

急ぎの連絡や質問、インフルやコロナの連絡は、このアドレスからもどうぞ： 

kaoruguchuan3@gmail.com 
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科目ナンバー STLAN231N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 4[G 組] 

担当者名 西村美穂 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 フランス語の基礎を生かして，フランス語の文章に親しむ。フランス文化，そしてフランス語圏文化への理解も深める。 

 

 
２．授業内容 

 ① テクスト音読 

 ② 文法確認 

 ③ 仏会話・歌・詩などの聞きとり・音読 

 ④ フランス語の暗記 

 

［第１回]  復習 

［第２回]  Les francophone dans le monde 

［第３回]  Les langues de France 

［第４回]  Le français en Europe 

［第５回]  Le français en Amérique du Nord 

［第６回]  Le fran?ais dans les Caraibes 

［第７回]  Le français au Maghreb 

［第８回]  Le français en Afrique noire 

［第９回]  Le français en Asie du Sud-Est 

［第 10 回] Le français dans le Pacifique 

［第 11 回] Les institutions de la Francophonie 

［第 12 回] Grammaire 

［第 13 回] Grammaire 

［第 14 回] ａ．試験 ｂ．解説 

 

 
３．履修上の注意 

 教室にて指示する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 テクストを声に出して何度も繰り返し読む。 

 

 
５．教科書 

 『フランコフォニーへの旅（改訂版）』 

 小松祐子・Gilles Delmaire，駿河台出版社，2019. 

 

 
６．参考書 

 教室にて指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題等は基本、Oh-o!Meiji システムを利用する。また最終授業日に試験を実施し、同日に解説を説明または公開する。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（課題・小テストを含む）４０％，定期試験６０％ 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN231N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 4[R 組] 

担当者名 小野ゆり子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 フランス語３の内容をさらに進め，フランス語運用能力のさらなる向上を目指します。フランス語検定 3 級程度の実力を身

につけます。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 人称代名詞の復習 

［第２回] ７課１・中性代名詞，代名詞の語順 

［第３回] ７課２・プロヴァンス 

［第４回] ８課１・関係代名詞１，過去分詞の一致 

［第５回] ８課２・リヨン 

［第６回] ９課１・疑問代名詞，関係代名詞２，所有代名詞 

［第７回] ９課２・ディジョン 

［第８回] 10 課１・条件法 

［第９回] 10 課２・ストラスブール 

［第 10 回] 11 課１・話法 

［第 11 回] 11 課２・ナンシー 

［第 12 回] 12 課１・接続法 

［第 13 回] 12 課２・ヴェルサイユ 

［第 14 回] ａ：期末試験 ｂ：解説 

 

 
３．履修上の注意 

 積極的に授業に参加すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

次に習う項目の発音と単語の意味を十分に時間をかけて事前に調べておくこと。また、習った項目を反復練習して習得し、

課題の練習問題を解いてから、次の授業に臨むこと。 

 
５．教科書 

 有富智世他，『なびふらんせ２ ―フランス世界遺産をめぐる―』，朝日出版社 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％，平常点 30％。総合得点の 60％以上で合格。 

 
９．その他 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

802 

 

科目ナンバー STLAN231N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 4[S 組] 

担当者名 増田晴美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本授業は，１年次に習得した事項を復習・確認しながら，その発展・応用として，ある程度の長さのフランス語が訳せ，聴き

取れ，また表現できることを目的とします。今日，様々な民族が共生・対立する世界情勢の中で，問題を発見し解決する柔軟

な思考方法を獲得するには，「グローバル・ランゲージ＝英語」以外の言語が担う文化や表現形式を識ることが大切です。そ

のため，国際的な外交言語・作業言語であるフランス語の基本的な文法をさらに理解し，語彙や表現を増やし，読解力を広

げる作業を行います。将来，多様な専門分野に進んでゆく皆さんに，英語圏（anglophone）とは異なるフランス語圏

（francophone）の存在に慣れ親しんでほしいと思います。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 春学期の復習，一日の出来事を語る（１） 

［第２回] 一日の出来事を語る（２） 

［第３回] 過去の出来事を語る（１） 

［第４回] 過去の出来事を語る（２） 

［第５回] 過去の出来事を語る（３） 

［第６回] 過去の出来事を語る（４） 

［第７回] 家族関係について（１） 

［第８回] 家族関係について（２） 

［第９回] 就職問題について（１） 

［第 10 回] 就職問題について（２） 

［第 11 回] 未来の予定や希望について（１） 

［第 12 回] 未来の予定や希望について（２） 

［第 13 回] まとめ（１） 

［第 14 回] ａ：まとめ（２） ｂ：筆記試験形式で理解度を確認 

 

 
３．履修上の注意 

・毎回、授業開始時に出席確認をする。 

・教科書は必ず用意すること。学期開始時に教科書チェックを行う。 

・度重なる注意にも関わらず教科書を用意しない場合は単位「不可」とする。 

・辞書は紙の辞書，電子辞書のどちらでも可。 

・遅刻を繰り返す、教科書を何度も忘れる、授業の進行を妨げる講義途中の入室・退出がある、私語が甚だしい、等、著しい

問題行為が見られる場合は、警告の上、「減点」、または単位「不可」の対象とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・ふだんから，フランス発，あるいはヨーロッパ発の情報・ニュースに関心を持つようにするとよい。 

・音声は web 上に用意されているので，時間があるときに耳慣らしに聴いてみるとよい。 

 

 
５．教科書 

 『フランスの若者は「いま」』井上櫻子 他（朝日出版社）2016 年初版 

 

 
６．参考書 

特に指定なし。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内に簡易な小テストを行った場合は、次の授業時に返却し、解説を行う。 
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８．成績評価の方法 

定期試験 100%を原則とする。 

以下、注意事項： 

・定期試験を受けるためには、3 分の 2 以上の出席が必要となる。 

・「調整点」として、必要に応じて、「授業内の活動」を付加することがある。 

 授業内の活動とは、指名されたときの答えや、小テスト（リアクションペーパー）の内容等から成る。 

  【成績評価の例】 

     定期試験 100 点 → 原則、総合評価 100 点とする。 

     定期試験 59 点 → 授業内の活動が良好だった場合は、それを評価し、繰り上げて合格とする。 

・定期試験の得点が 100 点満点中 30 点に満たない場合は，授業内の活動とは無関係に「不可」とする。 

・「履修上の注意」もよく確認すること。出席態度に大きな問題が認められ、度重なる注意に対しても改善が見られなかった場

合は、受験資格なしの「不可」と判定する。 

 

 

 
９．その他 

授業内容は，進度や習熟度等，必要に応じて調整することがある。 
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科目ナンバー STLAN231N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 4[T 組] 

担当者名 小野ゆり子 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 フランス語３の内容をさらに進め，フランス語運用能力のさらなる向上を目指します。フランス語検定 3 級程度の実力を身

につけます。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 人称代名詞の復習 

［第２回] ７課１・中性代名詞，代名詞の語順 

［第３回] ７課２・プロヴァンス 

［第４回] ８課１・関係代名詞１，過去分詞の一致 

［第５回] ８課２・リヨン 

［第６回] ９課１・疑問代名詞，関係代名詞２，所有代名詞 

［第７回] ９課２・ディジョン 

［第８回] 10 課１・条件法 

［第９回] 10 課２・ストラスブール 

［第 10 回] 11 課１・話法 

［第 11 回] 11 課２・ナンシー 

［第 12 回] 12 課１・接続法 

［第 13 回] 12 課２・ヴェルサイユ 

［第 14 回] ａ：期末試験 ｂ：解説 

 

 
３．履修上の注意 

 積極的に授業に参加すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

次に習う項目の発音と単語の意味を十分に時間をかけて事前に調べておくこと。また、習った項目を反復練習して習得し、

課題の練習問題を解いてから、次の授業に臨むこと。 

 
５．教科書 

 有富智世他，『なびふらんせ２ ―フランス世界遺産をめぐる―』，朝日出版社 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％，平常点 30％。総合得点の 60％以上で合格。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN231N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 4[再履] 

担当者名 清岡智比古 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

１年次に学んだ内容のさらなる定着を目指して，フランス語文法全体の復習を行いながら，その運用力の向上を目指す。特

に，日常的場面での表現に重点を置く。 

 
２．授業内容 

［第１回] フランス語・３の復習 

［第２回] 不規則動詞２ 

［第３回] 不規則動詞３，動詞まとめ 

［第４回] 比較級・最上級 

［第５回] faire の用法，否定の de 

［第６回] 非人称表現１ 

［第７回] 目的格人称代名詞 

［第８回] 強調構文 

［第９回] 提示表現 

［第 10 回] 非人称表現２ 

［第 11 回] 複合過去１ 

［第 12 回] 複合過去２ 

［第 13 回] 音声練習 

［第 14 回] ａ・まとめ ｂ・試験 

 

 
３．履修上の注意 

演習形式なので，出席の持つ意味は重大である。必ず初回から出席すること。 遅刻・欠席は減点の対象となる。 

また、随時レポートが課される。（これは、授業中に小テストとして課される場合もある。） 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 テキストは各課４ページで構成されているが，３ページ目の文法項目については，各自予習して授業に臨むこと。 

 

 
５．教科書 

 『ボンボン・ショコラ』清岡智比古・白水社 

 

 
６．参考書 

 『フラ語入門，わかりやすいにもホドがある！』白水社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o ! Meiji を通じてコメントします。 

 
８．成績評価の方法 

授業への参加度・レポート（30％），期末試験（70％）で，60％以上を合格とする。遅刻や欠席も減点の対象となる。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN231N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 フランス語 4[スポーツ] 

担当者名 西村美穂 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 フランス語の基礎を生かして，フランス語の文章に親しむ。フランス文化，そしてフランス語圏文化への理解も深める。 

 

 
２．授業内容 

 ① テクスト音読 

 ② 文法確認 

 ③ 仏会話・歌・詩などの聞きとり・音読 

 ④ フランス語の暗記 

 

［第１回]  復習 

［第２回]  Les francophone dans le monde 

［第３回]  Les langues de France 

［第４回]  Le français en Europe 

［第５回]  Le français en Amérique du Nord 

［第６回]  Le fran?ais dans les Caraibes 

［第７回]  Le français au Maghreb 

［第８回]  Le français en Afrique noire 

［第９回]  Le français en Asie du Sud-Est 

［第 10 回] Le français dans le Pacifique 

［第 11 回] Les institutions de la Francophonie 

［第 12 回] Grammaire 

［第 13 回] Grammaire 

［第 14 回] ａ．試験 ｂ．解説 

 

 
３．履修上の注意 

 教室にて指示する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 テクストを声に出して何度も繰り返し読む。 

 

 
５．教科書 

 プリント 

 

 
６．参考書 

 教室にて指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 課題等は基本、Oh-o!Meiji システムを利用する。また最終授業日に試験を実施し、同日に解説を説明または公開する。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（課題・小テストを含む）６０％，定期試験４０％ 

 
９．その他 
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ロシア語 1a 

科目ナンバー STLAN151N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ロシア語 1a[T 組] 

担当者名 松本隆志 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 ロシア語のアルファベット、発音から始め、文法の基礎を学びます。音声教材を用いて、発音やイントネーションに慣れるよ

うにします。馴染みのないアルファベットですが、正確に読めるように、発音練習を繰り返し行います。また，簡単な文の構造

のほか、動詞の現在人称変化、名詞の変化、形容詞の変化など、ロシア語文法の基礎を学びます。あいさつや自己紹介な

どの簡単な会話練習も行います。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] アルファベット 

［第２回] 発音（１） 

［第３回] 発音（２） 

［第４回] ｢A は B です」、「これは誰・何ですか？」、「A は B ですか？」 

［第５回] 否定文，人称代名詞，「A は B にいます」 

［第６回] 動詞の現在人称変化（第 1 変化）、名詞の性 

［第７回] 名詞の複数形、所有代名詞 

［第８回] 指示代名詞 

［第９回] 名と父称、格について 

［第 10 回] 前置格 

［第 11 回] 動詞の現在人称変化（第 2 変化） 

［第 12 回] 形容詞の性・数変化と用法 

［第 13 回] 復習 

［第 14 回] ａ：試験 

ｂ：試験の解説 

 

 
３．履修上の注意 

  

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業内で指定された単語、例文、文法の規則（語形変化）等を覚えること。 

 

 
５．教科書 

 『初級ロシア語 20 課』桑野隆著、白水社 

 

 
６．参考書 

辞書 

 『博友社ロシア語辞典』（博友社） 

 『プログレッシブロシア語辞典』（小学館） 

 『パスポート初級露和辞典』（白水社） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 最終授業日に試験を実施し、同日に解説の時間を設けます。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％、平常点（小テスト、課題など）30％ 合計の 60％以上を合格とする。 

 
９．その他 
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ロシア語 1b 

科目ナンバー STLAN151N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 ロシア語 1b[T 組] 

担当者名 宮川絹代 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業ではロシア語の基礎を学びます。アルファベット、発音から、簡単な文の作り方、基本的な文法事項（名詞の性、

動詞の変化、対格、前置格など）を学びます。解説の後、練習問題を解き、理解を深めて、知識の定着を目指します。また、

挨拶などの日常表現を学ぶほか、学んだ表現が使われているアニメや映画、歌などを紹介します。 

 今学期の授業を受けることで、ロシア文字で書かれた単語や文を読み、書くことができるようになります。また文法の基礎を

知り、簡単な表現を身につけることができます。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション アルファベット 

［第２回] 発音の基礎  

［第３回] 名詞の性と複数形 

［第４回] 形容詞  

［第５回] 人称代名詞と動詞の現在人称変化  

［第６回] 所有代名詞 

［第７回] 基本的な文  

［第８回]  対格 

［第９回]  動詞の過去形 

［第 10 回]  未来形 

［第 11 回] 前置格 

［第 12 回] 移動の動詞 

［第 13 回] 春学期の復習  

 [第 14 回] ａ：試験 

       ｂ：試験解説，まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

 ロシア語は英語とは文字も異なります。しっかりと読めるようにしてから、知識を積み重ねていく必要があるので、できる限り

欠席しないようにしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に教科書の内容に目を通しておきましょう。学期中に数回、確認テストを実施するので、授業後はしっかりと復習してく

ださい。特に声に出して読む練習をしながら、覚えるべき変化などは身につけていきましょう。 

 
５．教科書 

 『ミニマムロシア語』，朝妻恵理子, クセーニヤ・ゴロウィナ著（朝日出版社） 

 
６．参考書 

 『博友社ロシア語辞典』（博友社） 

 『パスポート初級露和辞典』（白水社） 

 『プログレッシブロシア語辞典』（小学館） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

確認テストの返却時に解説し、結果を踏まえて、理解が不十分な点などを再確認します。第 14 回の試験の解説は、b モジュ

ールおよび Oh-o!Meiji のお知らせで行います。 

 
８．成績評価の方法 

 定期試験（評価の 70％）と授業の参加姿勢（確認テストを含む）（30％）により評価します。総合得点の 60％以上を合格とし

ます。 
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９．その他 

問い合わせなどは以下のメールにお願いします。 

kinuyo@mbd.ocn.ne.jp 
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ロシア語 2a 

科目ナンバー STLAN151N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ロシア語 2a[T 組] 

担当者名 松本隆志 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 春学期で学習した内容を踏まえ、新たな文法事項を学びます。特に動詞の時制については、過去形、未来形のほか、完

了体と不完了体の違いも学びます。過去に学んだ文法も復習しながら、新たな知識を積み重ねることで、少しずつ応用力も

身につけていきます。また、視聴覚教材を用いて、学んだ文法がどのように活かされているかを確認し、ロシア語の基礎の定

着を目指します。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 前期の復習 

［第２回] 生格、所有の表現、人称代名詞の格変化 

［第３回] 形容詞の性・数変化（２）、動詞の過去形 

［第４回] 与格 

［第５回] 定動詞の用法、「v/na＋前置格」と「v/na＋対格」 

［第６回] 不定人称文、「o＋前置格」と「chto 節」 

［第７回] 未来形 

［第８回] 対格と活動名詞・不活動名詞 

［第９回] 動詞の体（１） 

［第 10 回] 動詞の体（２） 

［第 11 回] 形容詞の短語尾形 

［第 12 回] １人称命令法、順序数詞 

［第 13 回] 復習 

［第 14 回] ａ：試験 

ｂ：試験の解説 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業内で指定された単語、例文、文法の規則（語形変化）等を覚えること。 

 

 
５．教科書 

 『初級ロシア語 20 課』桑野隆著、白水社 

 

 
６．参考書 

辞書 

 『博友社ロシア語辞典』（博友社） 

 『プログレッシブロシア語辞典』（小学館） 

 『パスポート初級露和辞典）』（白水社） 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 最終授業日に試験を実施し、同日に解説の時間を設けます。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％、平常点（小テスト、課題など）30％ 合計の 60％以上を合格とする。 

 

 
９．その他 
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ロシア語 2b 

科目ナンバー STLAN151N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 ロシア語 2b[T 組] 

担当者名 宮川絹代 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 春学期に続き、ロシア語の文法の基礎を学びます。新たな格に加え、難易度が増しますが、ロシア語の面白さと受け止め

て、学んでいきましょう。春学期同様に、解説の後、練習問題を解いて、理解を深めます。適宜、視聴覚教材も用いるので、

ロシアに対する関心を高めて、知識を身につけていってほしいです。 

 今学期の授業を受けることで、より複雑なロシア語の文法を知り、日常的なことについて、ロシア語の文を読んで理解し、自

らも表現できるようになります。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 春学期の復習、生格 

［第２回] 所有の表現 

［第３回] 否定生格 

［第４回] 与格 

［第５回] 形容詞短語尾形、無人称文 

［第６回] 造格 

［第７回] ся 動詞、人称代名詞・疑問詞の格変化 

［第８回] アスペクト 

［第９回] アスペクトと時制 

［第 10 回] 形容詞の格変化 

［第 11 回] 関係代名詞 

［第 12 回] 接頭辞つき移動の動詞 

［第 13 回] 秋学期の復習  

［第 14 回] ａ：試験 

      ｂ：試験解説，まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

 ロシア語１b の内容を理解しておきましょう。より難しい文法を学ぶので、できる限り欠席しないようにしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に教科書の内容に目を通しておきましょう。学期中に数回、確認テストを実施するので、しっかりと復習して、知識を身

につけてください。 

 
５．教科書 

 『ミニマムロシア語』，朝妻恵理子, クセーニヤ・ゴロウィナ著（朝日出版社） 

 
６．参考書 

 『博友社ロシア語辞典』（博友社） 

 『パスポート初級露和辞典』（白水社） 

 『プログレッシブロシア語辞典』（小学館） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

確認テスト返却時に解説し、理解が不十分な点などについて再確認します。第 14 回の試験の解説は、b モジュールおよび

Oh-o!Meiji のお知らせで行います。 

 
８．成績評価の方法 

 定期試験（評価の 70％）と授業の参加姿勢（確認テストを含む）（30％）により評価します。総合得点の 60％以上を合格とし

ます。 

 
９．その他 
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問い合わせなどは以下のメールにお願いします。 

kinuyo@mbd.ocn.ne.jp 
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ロシア語 3 

科目ナンバー STLAN251N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 ロシア語 3[T 組] 

担当者名 松本隆志 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 より難易度の高い文法を学びます。特に、命令法や比較級、否定生格、数詞と名詞の結合なども学び、実際に使えるロシ

ア語を身につけることを目指します。これまで学んだ知識を復習しながら、自分のことについてロシア語で表現する練習も行

います。知識が生きたものとなるように、映画や歌、ニュースなども教材として利用し、適宜、学んだ文法や表現がどのように

用いられるのかを確認しながら進める予定です。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 動詞の体と時制の復習 

［第２回] 形容詞短語尾 

［第３回] １人称命令法、順序数詞 

［第４回] ２人称命令法 

［第５回] 造格（１） 

［第６回] 形容詞の格変化 

［第７回] 比較級（１） 

［第８回] 比較級（２） 

［第９回] 否定生格、名詞の複数格変化 

［第 10 回] 個数詞と名詞の結合 

［第 11 回] 数量生格、時間の表現 

［第 12 回] 無人称文 

［第 13 回] 復習 

［第 14 回] ａ：試験 

ｂ：試験の正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業内で指定された単語，、文、文法の規則（語形変化）等を覚えること。 

 

 
５．教科書 

 『初級ロシア語 20 課』桑野隆著、白水社 

 

 
６．参考書 

授業中に適宜紹介します。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 最終授業日に試験を実施し、同日に解説の時間を設けます。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％、平常点（小テスト、課題など）30％ 合計の 60％以上を合格とする。 

 
９．その他 
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ロシア語 4 

科目ナンバー STLAN251N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 ロシア語 4[T 組] 

担当者名 松本隆志 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 値段や年齢のような数詞を用いた表現など、実生活に密着したロシア語を身につけます。旅行の際に役に立つ表現も学

びます。また、関係代名詞や仮定法を取り上げ、複雑な文にも触れることで、実際にロシア語の文章を読み、書き、話すため

の基礎を固めます。引き続き、視聴覚教材を用い、簡単な文のリスニングやディクテーションを行います。さらに、これまでに

学習した内容を踏まえて自分でロシア語の文を作り、表現する練習も行います。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 名詞／動詞の復習 

［第２回] 個数詞と名詞の結合の復習 

［第３回] 値段の表現 

［第４回] 「気に入る」の言い方 

［第５回] 造格（２） 

［第６回] 年数・年齢の表現 

［第７回] 形容詞の最上級 

［第８回] 定動詞と不定動詞 

［第９回] 関係代名詞 

［第 10 回] 仮定法 

［第 11 回] 作文（自分について） 

［第 12 回] 長文読解 

［第 13 回] 復習 

［第 14 回] ａ：試験 

ｂ：試験の正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業内で指定された単語、例文、文法の規則（語形変化）等を覚えること。 

 
５．教科書 

 『初級ロシア語 20 課』桑野隆著、白水社 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 最終授業日に試験を実施し、同日に解説の時間を設けます。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％、平常点（小テスト・課題など）30％ 合計の 60％以上を合格とする。 

 
９．その他 
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中国語 1a 

科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 中国語 1a[H 組] 

担当者名 冨田絵美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

＜講義概要＞ 

初めて中国語を学習する際に多くの学生が困難を感じる点は、発音とリスニングである。本講義では、まず 4・5 月に、中国

語の発音表記（ピンイン）を学び、主に発音とリスニングの練習を集中的に行う。次に 5 月半頃から、あいさつや数字など基

本的な日常表現について、文法や語法の基本的な知識を習得し、主に会話練習を行う。今学期の最後には、正確な発音と

文法を用いて自己紹介ができることを目指す。 

 

＜到達目標＞ 

ピンインを正確に発音でき、初歩的な聞き取りができるようになること、基本的な文法事項、語句、慣用表現を習得して、日常

的な場面で用いる比較的簡単な文章の読解と作文ができるようになることを到達目標として設定している。 

 

 
２．授業内容 

（１） ａ．イントロダクション、ｂ．中国語とはどんな言語か 

ａ．学習にあたって注意すべき点などについて確認する。ｂ．中国語の文字の特徴や発音表記の構造と、勉強方法や必要な

ツールについて学ぶ。 

 

（２） 発音（１）声調と母音 ：テキスト第１課 

中国語の発音において、４種類の音の調子によって表す「声調」は、非常に重要な要素である。正確に発音し聴き取れるよう

に練習する。つぎに、中国語の発音に用いられる７種の基本の母音（単母音）とその組み合わせ（複母音）について、日本語

との違いに注意しながら学ぶ。 

 

（３） 発音（２）子音 ：テキスト第２課 

中国語の発音に用いられる２１種の子音を、紛らわしい表記や日本語には無い音に注意しながら学ぶ。とりわけ有気音と無

気音の違い、そり舌音の発声法、zi, ci, si など、日本人学習者が間違えやすいつづりの発音を習得する。 

 

（４） 発音（３）鼻母音、ピンイン表記のルール ：テキスト第３課 

「鼻母音」と呼ばれる、日本人には区別の難しい“-n”と“-ng”の２つの音について、発音と聴き取りの練習を行う。 

 

（５） 発音（４）声調変化、軽声 ：テキスト第４課 

中国語において、母音と子音の組み合わせを「音節」という。音節の組み合わせによって一部の声調が変化する場合があ

り、そのルールについて、発音練習をしながら学ぶ。 

 

（６） 発音（５）発音とピンインの総括 

中国語音節表を見ながら、紛らわしい発音や日本語には無い音を整理する。つぎに、基本的な単語やあいさつ表現を取り

上げ、いろいろな音節や声調の組み合わせからなる単語の発音練習をする。 

 

（７） 発音とピンイン表記について定着度の確認 

リスニングおよび書き取りの演習を通じて、中国語学習の基本的な知識の定着を図る。また、授業中に用いる表現や、１～１

０までの数字を取り上げ、発音練習をする。 

 

（８） 人称代名詞、“是”の文 ：テキスト第５課「どうぞよろしく」 

人称代名詞と、「主語（Ａ）＋“是”＋名詞（Ｂ）」（ＡはＢです）という基本的な構文について学ぶ。いろいろな国名や人の呼び

方を確認したうえで、基本文型とその否定形・疑問形を用いて会話練習を行う。 

 

（９） 姓名の言い方、文末の“呢”“吧” ：テキスト第６課「お名前は」 

名前の言い方と尋ね方を学び、自分とクラスメイトの名前のピンイン表記と発音の仕方を確認したうえで、会話練習を行う。 

 

（１０） 指示代名詞、動詞述語文、副詞“都”“也” ：テキスト第７課「ご出身は」 

指示代名詞と、基本的な構文「主語＋述語（動詞）＋目的語」（動詞述語文）を学ぶ。日常生活で特によく使う「動詞＋目的

語」の表現を確認したうえで、動詞述語文を用いて会話練習を行う。 
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（１１） 疑問詞、助動詞“想”、反復疑問文 ：テキスト第８課「飲み物は」 

助動詞の用法を学び、願望「～したい」を表す助動詞“想”を用いて会話練習を行う。また、疑問詞の用法を理解するととも

に、肯定形と否定形を並べて疑問形を作る「反復疑問文」について学び、さまざまな疑問文の形を確認する。 

 

（１２） 数詞、年齢の言い方、量詞、動詞“有” ：テキスト第９課「おいくつ」 

「量詞」とは、ものを数えるときの単位である。数字の発音を復習した後、数に関する表現と量詞について学ぶ。さらに、存在・

所有を表す“有”の用法について学び、絵を見ながら物の存在・所有や数を説明する練習を行う。 

 

（１３） 文法の復習 

教科書のトレーニング問題とプリントを使って、第１～９課の文法ポイントを振り返り、問題演習を行う。 

 

（１４） ａ．期末試験、ｂ．解説 

ａ．春学期授業で扱った内容について、授業時間中に試験を実施する。ｂ．解答とポイントを確認する。 

 

 
３．履修上の注意 

課題と試験については、提出日や試験日の約１ヶ月前に授業で説明します。 

授業中はスライドを使用しますが、撮影は禁止します。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の内容を先取りして予習する必要はありません。授業内容の復習に力をいれてください。5 月上旬までは、授業で扱

った語句について、音声を聞いて何度も発音練習をしてください。5 月中旬以降は、授業中に復習すべき箇所を指定するの

で、教科書やノートを見返してください。復習の所要時間は毎週１時間程度で、原則的に提出チェックなどは行いません。 

 
５．教科書 

《教科書》 

相原茂・陳淑梅・飯田敦子著『日中いぶこみ交差点 エッセンシャル版』（朝日出版社、2019 年） 

 

（注）2017 年に出版されたものではなく、2019 年に出版された「エッセンシャル版」を用意してください。 

 
６．参考書 

授業に紙の辞書を持参する必要はありません。おすすめの辞書や参考書などは、授業中に紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

各回授業で指定する復習箇所については、次回授業で解答の確認を行う。 

授業時間内の小テストは、授業中に解説を行う。 

中間課題・期末課題については、理解度と授業進度に応じて授業中もしくは解説資料配付の形で解説を行う。 

期末試験は原則的に返却せず、授業中にポイントの確認と解説を行う。 

 

 
８．成績評価の方法 

（１）成績評価方法 

以下の２つの要件を満たしている学生を評価対象とする。 

１． 出席率が全授業日数の 2/3 以上。 

２． 下記「成績評価基準・評価の配分等」記載のＡ・Ｂ・Ｃの課題をすべて提出している。 

 

（２）成績評価基準・評価の配分等 

評点は以下の項目から算出する。 

Ａ． 中間課題（「授業中に用いる表現」に関する文章の読解と音読） ２５％ 

Ｂ． 期末課題（「自己紹介」に関する文章の作文と音読） ２５％ 

Ｃ． 期末試験（ピンイン・単語・文法・読解に関する問題） ５０％ 

 

・ 提出期限後に提出した場合は、該当課題の評点を０．６倍とする。 

・ Ａ・Ｂ・Ｃ以外の小テスト等は、理解度確認等に使用し、評点には関係しない。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 中国語 1a[I 組] 

担当者名 中本梅衣 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 中国語を初めて学ぶ学生を対象として楽しみながら学び、後期の中国語Ⅱにつなげていく。 

 到達目標は、（１）ピンイン（発音表記）と正確な発音の習得、（２）日常生活で使われる基本的な単語と会話文の習得、（３）

初歩的な文法力を身につけることに置く。 

 中国語は特に発音が命なので、間違えてもいいから大きな声を出して発音してもらう。語彙・文法を学ぶために教科書の表

現を暗記する。中国の文化・社会についても随時取り上げる。 

 
２．授業内容 

第１回： オリエンテーション 年間授業の計画についての説明と指示。 

第２回： 発音１ ピンイン、声調、単母音。 

第３回： 発音２ 子音。 

第４回： 発音３ 複合母音（前半）。 

第５回： 発音４ 複合母音（後半）と挨拶言葉。 

第６回： 発音小テストと第一課「学習の要点と文型練習」。 

第７回： 第一課本文と練習問題、副課文。 

第８回： 第二課「学習の要点と文型練習」。 

第９回： 第二課本文と練習問題、副課文。 

第 10 回：第三課「学習の要点と文型練習」。 

第 11 回：第三課本文と練習問題、副課文。 

第 12 回：第四課「学習の要点と文型練習」。 

第 13 回：第四課本文と練習問題、副課文。 

第 14 回：まとめ。 

第 15 回：期末試験及び解説。 

 
３．履修上の注意 

１ ５回及びそれ以上欠席した者は単位取得を認めない。 

２ 欠席・遅刻した者は一回あたり５点の減点とする。 

３ 教科書を忘れた場合、一回あたり５点の減点とする。もし忘れた場合、授業前にコピーをして準備をしていれば減点とはし

ない。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

毎回クラスウェブで宿題を提示するので必ずすること。授業の最初に確認する。評価の対象となる。 

 
５．教科書 

『初級中国語 花ばな －改訂版－』池上貞子ほか、朝日新聞社、2200 円。 

 
６．参考書 

『中日辞典』・『日中辞典』は必需品！電子辞書を勧める。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

授業への参加度 30％、中間テスト 30％、期末試験 40％。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 中国語 1a[J 組] 

担当者名 中本梅衣 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 中国語を初めて学ぶ学生を対象として楽しみながら学び、後期の中国語Ⅱにつなげていく。 

 到達目標は、（１）ピンイン（発音表記）と正確な発音の習得、（２）日常生活で使われる基本的な単語と会話文の習得、（３）

初歩的な文法力を身につけることに置く。 

 中国語は特に発音が命なので、間違えてもいいから大きな声を出して発音してもらう。語彙・文法を学ぶために教科書の表

現を暗記する。中国の文化・社会についても随時取り上げる。 

 
２．授業内容 

第１回： オリエンテーション 年間授業の計画についての説明と指示。 

第２回： 発音１ ピンイン、声調、単母音。 

第３回： 発音２ 子音。 

第４回： 発音３ 複合母音（前半）。 

第５回： 発音４ 複合母音（後半）と挨拶言葉。 

第６回： 発音小テストと第一課「学習の要点と文型練習」。 

第７回： 第一課本文と練習問題、副課文。 

第８回： 第二課「学習の要点と文型練習」。 

第９回： 第二課本文と練習問題、副課文。 

第 10 回：第三課「学習の要点と文型練習」。 

第 11 回：第三課本文と練習問題、副課文。 

第 12 回：第四課「学習の要点と文型練習」。 

第 13 回：第四課本文と練習問題、副課文。 

第 14 回：まとめ。 

第 15 回：期末試験及び解説。 

 
３．履修上の注意 

１ ５回及びそれ以上欠席した者は単位取得を認めない。 

２ 欠席・遅刻した者は一回あたり５点の減点とする。 

３ 教科書を忘れた場合、一回あたり５点の減点とする。もし忘れた場合、授業前にコピーをして準備をしていれば減点とはし

ない。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

毎回クラスウェブで宿題を提示するので必ずすること。授業の最初に確認する。評価の対象となる。 

 
５．教科書 

『初級中国語 花ばな －改訂版－』池上貞子ほか、朝日新聞社、2200 円。 

 
６．参考書 

『中日辞典』・『日中辞典』は必需品！電子辞書を勧める。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

授業への参加度 30％、中間テスト 30％、期末試験 40％。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 中国語 1a[K 組] 

担当者名 吉野正史 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

目標①初歩の中国語を身につけよう！ 

目標②異文化を日常化しよう！ 

 

 これまで中国語を学んだことがない人を対象に、中国語の発音、発音表記、基礎文法を指導して行きます。終了までに、

①アルファベットによる発音表記（ピンイン）を正しく読み書きできること、②簡単な文を作れること、③デジタルデバイス上で

初歩的な中国語を扱えるようにすること、を学習目標とします。 

 中国語は本来多様性に富む言語です。本講義では日本国内の中国語教育がほぼ簡体字（中国の漢字）で行われている

ことに鑑み基本的に簡体字で授業を行いますが、課題などでの繁体字（台湾などの漢字）の使用は可能です。また授業中も

一部で繁体字を使います。また台湾と中国での用法の違いなども説明していきます。 

 本講義では AI 翻訳の利用を特に禁止しません。但し適切な利用方法を身につけていきましょう。 

 また AI 翻訳が一般的になった社会であるがこそ、言葉の背景にある文化を理解することが重要です。そこで本講義では

毎回台湾・中国・香港・マレーシアなど中華圏のポップカルチャー（ゲーム、アニメ、漫画、音楽、スポーツなど）を紹介し講義

にも利用していきます。また日本のポップカルチャーがそれらの国でどのように受容されているのかについても解説を行いま

す。 

 

 
２．授業内容 

※コラムと音楽紹介の内容は変更になる可能性があります。 

 

［第 1 回] ①授業ガイダンス ②中国語ってなんだろう？  

               ③ゲームで中国語に触れてみよう！ 

［第 2 回] ①発音Ⅰ ②音楽紹介「TRASH」 

［第 3 回] ①発音Ⅱ ②発音聞き取りバトル⑴ ③音楽紹介「張惠妹」 

［第 4 回] ①発音Ⅲ ②コラム「中国ドラマ『三体』紹介」 ③音楽紹介「玖壹壹」 

［第 5 回] ①発音Ⅳ ②発音聞き取りバトル⑵ ③音楽紹介「邱鋒澤」 

［第 6 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑴「人称代名詞」  

               ②文法練習「動詞述語文」 

     ③コラム「『原神』で中国観光」 ④音楽紹介「二胡」 

［第 7 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑵「名詞述語文」  

               ②文法練習「名前の言い方と答え方」 ③文法解説「簡単な疑問文」 

               ④コラム「『古剣奇譚』で中国観光」 ⑤音楽紹介「黃明志」 

［第 8 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑶「指示代名詞と場所代名詞」 

               ②文法練習「存在を表す“有”と“在”」 ③文法解説「的」 

               ④コラム「台湾を観光しよう⑴」 ⑤音楽紹介「滅火器」 

［第 9 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑷「経験の“過”」  

               ②文法練習「前置詞“離”」 ③文法解説「連動文」 

               ④コラム「台湾を観光しよう⑵」 ⑤音楽紹介「魏嘉瑩」 

［第 10 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑸「形容詞述語文」  

               ②文法練習「年齢の尋ね方」 ③文法解説「都と也」 

               ④コラム「ゲーム『ダスクダイバー』で台北観光⑴」 ⑤音楽紹介「文慧如」 

［第 11 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑹「選択疑問文」  

              ②文法練習「動詞の重ね方」 ③文法解説「文末の“了”」 

              ④コラム「ゲーム『ダスクダイバー』で台北観光⑵」 ⑤音楽紹介「五月天」 

［第 12 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑺「動詞の後の“了”」  

              ②文法練習「時点と時量」 ③文法解説「時量補語」 

              ④コラム「ゲーム紹介『返校』」 ⑤音楽紹介「安溥」 

［第 13 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑻「疑問詞疑問文」  

              ②文法練習「“是…的”構文」 ③文法解説「使役文“譲”」 

              ④夏休み課題コンテンツ紹介 ⑤音楽紹介「茄子蛋」 

［第 14 回] 期末課題充当日 
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３．履修上の注意 

 語学の授業は継続的に行うことが非常に重要です。①欠席の場合は１回につき 5 点、②遅刻の場合は１回につき１点、③

課題の提出がない場合 1 回につき 10 点を総合点から引きます。 

 課題・期末課題は Oh-o!Meiji を利用して提出してください。提出時のファイル形式は「Word ファイル」とします。（手書きは

不可） 

 他人の課題をコピーして提出した場合は 100 点を総合点から引きます。 

 不正出席を行った場合は 100 点を総合点から引きます。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎週火曜日に講義資料を Oh-o!Meiji にアップロードします。授業前に予習を行ってください。講義資料は各自保存し復

習にも役立ててください。 

 ピンインの読み書きは中国語学習の基本です。今期の間に確実に身に付けるようにしてください。 

 

 
５．教科書 

①『初級中国語 きっかけ 24』（朝日出版社，相原茂・蘇紅） 

②自分の好きな辞典を一種以上用意して下さい。（オンライン辞典でも構いませんがグーグル翻訳や AI などの自動翻訳の

み頼るのは不可） 

 

 
６．参考書 

 以下の書籍を推奨図書とします。必要に応じて各自準備して下さい。（任意） 

①池田巧『中国語のしくみ≪新版≫』白水社、2014 

②大修館書店『中日大辭典』 

③『講談社中日辞典』 

④三省堂『デイリーコンサイス中日・日中辞典』 

 

 またリスニング体験の向上、語彙の増加のため、以下のゲームを「中国語ボイスで」通年で遊ぶことも推奨します。 

①『原神』 

②『ゼンレスゾーンゼロ』 

③『リバース：1999』 

④『鈴蘭の剣』 

⑤『EA SPORTS FC25』 

⑥その他中国語ボイスで遊べるゲーム 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji を利用しコメントをフィードバックします。 

 
８．成績評価の方法 

授業参加および課題 30％、期末課題 70％、総合 100 点とし、60 点以上を合格とします。 

授業内容の理解度により総合点に対し加点および減点を行います（例：積極的な挙手、指名された際に答えられた→加点、

答えられなかった→減点） 

ただし、出席回数が総授業数の３分の２に満たない場合、期末課題の提出資格を失うので注意してください。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 中国語 1a[L 組] 

担当者名 吉野正史 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

目標①初歩の中国語を身につけよう！ 

目標②異文化を日常化しよう！ 

 

 これまで中国語を学んだことがない人を対象に、中国語の発音、発音表記、基礎文法を指導して行きます。終了までに、

①アルファベットによる発音表記（ピンイン）を正しく読み書きできること、②簡単な文を作れること、③デジタルデバイス上で

初歩的な中国語を扱えるようにすること、を学習目標とします。 

 中国語は本来多様性に富む言語です。本講義では日本国内の中国語教育がほぼ簡体字（中国の漢字）で行われている

ことに鑑み基本的に簡体字で授業を行いますが、課題などでの繁体字（台湾などの漢字）の使用は可能です。また授業中も

一部で繁体字を使います。また台湾と中国での用法の違いなども説明していきます。 

 本講義では AI 翻訳の利用を特に禁止しません。但し適切な利用方法を身につけていきましょう。 

 また AI 翻訳が一般的になった社会であるがこそ、言葉の背景にある文化を理解することが重要です。そこで本講義では

毎回台湾・中国・香港・マレーシアなど中華圏のポップカルチャー（ゲーム、アニメ、漫画、音楽、スポーツなど）を紹介し講義

にも利用していきます。また日本のポップカルチャーがそれらの国でどのように受容されているのかについても解説を行いま

す。 

 

 
２．授業内容 

※コラムと音楽紹介の内容は変更になる可能性があります。 

 

［第 1 回] ①授業ガイダンス ②中国語ってなんだろう？  

               ③ゲームで中国語に触れてみよう！ 

［第 2 回] ①発音Ⅰ ②音楽紹介「TRASH」 

［第 3 回] ①発音Ⅱ ②発音聞き取りバトル⑴ ③音楽紹介「張惠妹」 

［第 4 回] ①発音Ⅲ ②コラム「中国ドラマ『三体』紹介」 ③音楽紹介「玖壹壹」 

［第 5 回] ①発音Ⅳ ②発音聞き取りバトル⑵ ③音楽紹介「邱鋒澤」 

［第 6 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑴「人称代名詞」  

               ②文法練習「動詞述語文」 

     ③コラム「『原神』で中国観光」 ④音楽紹介「二胡」 

［第 7 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑵「名詞述語文」  

               ②文法練習「名前の言い方と答え方」 ③文法解説「簡単な疑問文」 

               ④コラム「『古剣奇譚』で中国観光」 ⑤音楽紹介「黃明志」 

［第 8 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑶「指示代名詞と場所代名詞」 

               ②文法練習「存在を表す“有”と“在”」 ③文法解説「的」 

               ④コラム「台湾を観光しよう⑴」 ⑤音楽紹介「滅火器」 

［第 9 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑷「経験の“過”」  

               ②文法練習「前置詞“離”」 ③文法解説「連動文」 

               ④コラム「台湾を観光しよう⑵」 ⑤音楽紹介「魏嘉瑩」 

［第 10 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑸「形容詞述語文」  

               ②文法練習「年齢の尋ね方」 ③文法解説「都と也」 

               ④コラム「ゲーム『ダスクダイバー』で台北観光⑴」 ⑤音楽紹介「文慧如」 

［第 11 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑹「選択疑問文」  

              ②文法練習「動詞の重ね方」 ③文法解説「文末の“了”」 

              ④コラム「ゲーム『ダスクダイバー』で台北観光⑵」 ⑤音楽紹介「五月天」 

［第 12 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑺「動詞の後の“了”」  

              ②文法練習「時点と時量」 ③文法解説「時量補語」 

              ④コラム「ゲーム紹介『返校』」 ⑤音楽紹介「安溥」 

［第 13 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑻「疑問詞疑問文」  

              ②文法練習「“是…的”構文」 ③文法解説「使役文“譲”」 

              ④夏休み課題コンテンツ紹介 ⑤音楽紹介「茄子蛋」 

［第 14 回] 期末課題充当日 
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３．履修上の注意 

 語学の授業は継続的に行うことが非常に重要です。①欠席の場合は１回につき 5 点、②遅刻の場合は１回につき１点、③

課題の提出がない場合 1 回につき 10 点を総合点から引きます。 

 課題・期末課題は Oh-o!Meiji を利用して提出してください。提出時のファイル形式は「Word ファイル」とします。（手書きは

不可） 

 他人の課題をコピーして提出した場合は 100 点を総合点から引きます。 

 不正出席を行った場合は 100 点を総合点から引きます。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎週火曜日に講義資料を Oh-o!Meiji にアップロードします。授業前に予習を行ってください。講義資料は各自保存し復

習にも役立ててください。 

 ピンインの読み書きは中国語学習の基本です。今期の間に確実に身に付けるようにしてください。 

 

 
５．教科書 

①『初級中国語 きっかけ 24』（朝日出版社，相原茂・蘇紅） 

②自分の好きな辞典を一種以上用意して下さい。（オンライン辞典でも構いませんがグーグル翻訳や AI などの自動翻訳の

み頼るのは不可） 

 

 
６．参考書 

 以下の書籍を推奨図書とします。必要に応じて各自準備して下さい。（任意） 

①池田巧『中国語のしくみ≪新版≫』白水社、2014 

②大修館書店『中日大辭典』 

③『講談社中日辞典』 

④三省堂『デイリーコンサイス中日・日中辞典』 

 

 またリスニング体験の向上、語彙の増加のため、以下のゲームを「中国語ボイスで」通年で遊ぶことも推奨します。 

①『原神』 

②『ゼンレスゾーンゼロ』 

③『リバース：1999』 

④『鈴蘭の剣』 

⑤『EA SPORTS FC25』 

⑥その他中国語ボイスで遊べるゲーム 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji を利用しコメントをフィードバックします。 

 
８．成績評価の方法 

授業参加および課題 30％、期末課題 70％、総合 100 点とし、60 点以上を合格とします。 

授業内容の理解度により総合点に対し加点および減点を行います（例：積極的な挙手、指名された際に答えられた→加点、

答えられなかった→減点） 

ただし、出席回数が総授業数の３分の２に満たない場合、期末課題の提出資格を失うので注意してください。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 中国語 1a[M 組] 

担当者名 清水則夫 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 中国語初級。中国語の文法及び発音の基礎を学習する。 

 中国語では漢字を使用する。諸君は小学校以来，書きとり，音読みと訓読みの暗記といった，漢字の勉強を積み重ねて今

に至っていることだろう。中国語を学ぶとは，こうした勉強をもう一度やり直すようなものである。 

 中国語の発音は日本語とは全く異なり，日本語に存在しない音さえある。発音の表記のしかたも，日中で異なる。日本語で

あれば，漢字の読みは仮名を使って表記するが，中国語に仮名は存在せず，ピンインを習得しなければならない。動詞と目

的語の位置も，日本語では動詞が後に置かれるが，中国語では動詞が前になる。 

 こうした発音や文法を身につけることが，この講義の目的となる。また随時，中国の社会と文化，また日本と中国の関係に

ついて紹介していく。 

 
２．授業内容 

[第１回] a：イントロダクション（中国語とは） 

      b：発音 ウォーミングアップ 

[第２回] 第１課 人称代詞 動詞述語文 疑問詞疑問文 省略疑問文 

[第３回] 第１課 トレーニング 総合練習 

[第４回] 第２課 指示代詞 名詞の前の修飾語 動詞“是”の文 YES/NO で答える疑問文 

[第５回] 第２課 トレーニング 総合練習 

[第６回] 第３課 形容詞述語文 主述述語文 “喜欢” 選択疑問文 

[第７回] 第３課 トレーニング 総合練習 

[第８回] 第４課 数量の数え方 動詞“有”の文 “几”と“多少” 助動詞“想” 

[第９回] 第４課 トレーニング 総合練習 

[第 10 回] 第５課 方位詞 動詞“在”の文 介詞“在” 介詞“离” 

[第 11 回] 第５課 トレーニング 総合練習 

[第 12 回] 第６課 連動文 介詞“跟” 助動詞“要” 文末の“了” 

[第 13 回] 第６課 トレーニング 総合練習 

[第 14 回] a：試験 

       b：試験の正答解説とまとめ 

 
３．履修上の注意 

 初回の授業までに教科書を用意しておくこと。出席は毎回取る。特別な事情がない限り，欠席はしないように。授業に無関

係な私語は慎んで欲しいが，質問は歓迎する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習としては，次回講義までに教科書の該当箇所を読み，かつ教科書会社の HP で配布されている音声データを聞いて

おくこと。復習としては，教科書に即して講義時に説明した内容を再確認し，予習と同様に音声データを聞くこと。いずれの

場合も，不明な点があれば，教員に質問して理解すること。 

 
５．教科書 

『しっかり初級中国語』石田友美 桑野弘美 島田亜美 鈴木ひろみ 白水社 

 
６．参考書 

辞書等については最初の授業において，そのほかのものは随時指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に随時フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（小テストを含む）30％，期末テスト 70％，総合 100 点とし，60 点以上を合格とする。ただし，出席回数が総授業数

の３分の２に満たない場合，期末試験の受験資格を失うので注意すること。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 中国語 1a[N 組] 

担当者名 冨田絵美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

＜講義概要＞ 

初めて中国語を学習する際に多くの学生が困難を感じる点は、発音とリスニングである。本講義では、まず 4・5 月に、中国

語の発音表記（ピンイン）を学び、主に発音とリスニングの練習を集中的に行う。次に 5 月半頃から、あいさつや数字など基

本的な日常表現について、文法や語法の基本的な知識を習得し、主に会話練習を行う。今学期の最後には、正確な発音と

文法を用いて自己紹介ができることを目指す。 

 

＜到達目標＞ 

ピンインを正確に発音でき、初歩的な聞き取りができるようになること、基本的な文法事項、語句、慣用表現を習得して、日常

的な場面で用いる比較的簡単な文章の読解と作文ができるようになることを到達目標として設定している。 

 

 
２．授業内容 

（１） ａ．イントロダクション、ｂ．中国語とはどんな言語か 

ａ．学習にあたって注意すべき点などについて確認する。ｂ．中国語の文字の特徴や発音表記の構造と、勉強方法や必要な

ツールについて学ぶ。 

 

（２） 発音（１）声調と母音 ：テキスト第１課 

中国語の発音において、４種類の音の調子によって表す「声調」は、非常に重要な要素である。正確に発音し聴き取れるよう

に練習する。つぎに、中国語の発音に用いられる７種の基本の母音（単母音）とその組み合わせ（複母音）について、日本語

との違いに注意しながら学ぶ。 

 

（３） 発音（２）子音 ：テキスト第２課 

中国語の発音に用いられる２１種の子音を、紛らわしい表記や日本語には無い音に注意しながら学ぶ。とりわけ有気音と無

気音の違い、そり舌音の発声法、zi, ci, si など、日本人学習者が間違えやすいつづりの発音を習得する。 

 

（４） 発音（３）鼻母音、ピンイン表記のルール ：テキスト第３課 

「鼻母音」と呼ばれる、日本人には区別の難しい“-n”と“-ng”の２つの音について、発音と聴き取りの練習を行う。 

 

（５） 発音（４）声調変化、軽声 ：テキスト第４課 

中国語において、母音と子音の組み合わせを「音節」という。音節の組み合わせによって一部の声調が変化する場合があ

り、そのルールについて、発音練習をしながら学ぶ。 

 

（６） 発音（５）発音とピンインの総括 

中国語音節表を見ながら、紛らわしい発音や日本語には無い音を整理する。つぎに、基本的な単語やあいさつ表現を取り

上げ、いろいろな音節や声調の組み合わせからなる単語の発音練習をする。 

 

（７） 発音とピンイン表記について定着度の確認 

リスニングおよび書き取りの演習を通じて、中国語学習の基本的な知識の定着を図る。また、授業中に用いる表現や、１～１

０までの数字を取り上げ、発音練習をする。 

 

（８） 人称代名詞、“是”の文 ：テキスト第５課「どうぞよろしく」 

人称代名詞と、「主語（Ａ）＋“是”＋名詞（Ｂ）」（ＡはＢです）という基本的な構文について学ぶ。いろいろな国名や人の呼び

方を確認したうえで、基本文型とその否定形・疑問形を用いて会話練習を行う。 

 

（９） 姓名の言い方、文末の“呢”“吧” ：テキスト第６課「お名前は」 

名前の言い方と尋ね方を学び、自分とクラスメイトの名前のピンイン表記と発音の仕方を確認したうえで、会話練習を行う。 

 

（１０） 指示代名詞、動詞述語文、副詞“都”“也” ：テキスト第７課「ご出身は」 

指示代名詞と、基本的な構文「主語＋述語（動詞）＋目的語」（動詞述語文）を学ぶ。日常生活で特によく使う「動詞＋目的

語」の表現を確認したうえで、動詞述語文を用いて会話練習を行う。 
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（１１） 疑問詞、助動詞“想”、反復疑問文 ：テキスト第８課「飲み物は」 

助動詞の用法を学び、願望「～したい」を表す助動詞“想”を用いて会話練習を行う。また、疑問詞の用法を理解するととも

に、肯定形と否定形を並べて疑問形を作る「反復疑問文」について学び、さまざまな疑問文の形を確認する。 

 

（１２） 数詞、年齢の言い方、量詞、動詞“有” ：テキスト第９課「おいくつ」 

「量詞」とは、ものを数えるときの単位である。数字の発音を復習した後、数に関する表現と量詞について学ぶ。さらに、存在・

所有を表す“有”の用法について学び、絵を見ながら物の存在・所有や数を説明する練習を行う。 

 

（１３） 文法の復習 

教科書のトレーニング問題とプリントを使って、第１～９課の文法ポイントを振り返り、問題演習を行う。 

 

（１４） ａ．期末試験、ｂ．解説 

ａ．春学期授業で扱った内容について、授業時間中に試験を実施する。ｂ．解答とポイントを確認する。 

 

 
３．履修上の注意 

課題と試験については、提出日や試験日の約１ヶ月前に授業で説明します。 

授業中はスライドを使用しますが、撮影は禁止します。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の内容を先取りして予習する必要はありません。授業内容の復習に力をいれてください。5 月上旬までは、授業で扱

った語句について、音声を聞いて何度も発音練習をしてください。5 月中旬以降は、授業中に復習すべき箇所を指定するの

で、教科書やノートを見返してください。復習の所要時間は毎週１時間程度で、原則的に提出チェックなどは行いません。 

 
５．教科書 

《教科書》 

相原茂・陳淑梅・飯田敦子著『日中いぶこみ交差点 エッセンシャル版』（朝日出版社、2019 年） 

 

（注）2017 年に出版されたものではなく、2019 年に出版された「エッセンシャル版」を用意してください。 

 
６．参考書 

授業に紙の辞書を持参する必要はありません。おすすめの辞書や参考書などは、授業中に紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

各回授業で指定する復習箇所については、次回授業で解答の確認を行う。 

授業時間内の小テストは、授業中に解説を行う。 

中間課題・期末課題については、理解度と授業進度に応じて授業中もしくは解説資料配付の形で解説を行う。 

期末試験は原則的に返却せず、授業中にポイントの確認と解説を行う。 

 

 
８．成績評価の方法 

（１）成績評価方法 

以下の２つの要件を満たしている学生を評価対象とする。 

１． 出席率が全授業日数の 2/3 以上。 

２． 下記「成績評価基準・評価の配分等」記載のＡ・Ｂ・Ｃの課題をすべて提出している。 

 

（２）成績評価基準・評価の配分等 

評点は以下の項目から算出する。 

Ａ． 中間課題（「授業中に用いる表現」に関する文章の読解と音読） ２５％ 

Ｂ． 期末課題（「自己紹介」に関する文章の作文と音読） ２５％ 

Ｃ． 期末試験（ピンイン・単語・文法・読解に関する問題） ５０％ 

 

・ 提出期限後に提出した場合は、該当課題の評点を０．６倍とする。 

・ Ａ・Ｂ・Ｃ以外の小テスト等は、理解度確認等に使用し、評点には関係しない。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 中国語 1a[再履] 

担当者名 冨田絵美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

＜講義概要＞ 

再履修者のためのクラス。本講義では、まず 4・5 月に、中国語の発音表記（ピンイン）を学び、主に発音とリスニングの練習

を集中的に行う。次に 5 月半頃から、あいさつや数字など基本的な日常表現について、文法や語法の基本的な知識を習得

し、主に会話練習を行う。今学期の最後には、正確な発音と文法を用いて自己紹介ができることを目指す。 

 

＜到達目標＞ 

ピンインを正確に発音でき、初歩的な聞き取りができるようになること、基本的な文法事項、語句、慣用表現を習得して、日常

的な場面で用いる比較的簡単な文章の読解と作文ができるようになることを到達目標として設定している。 

 

 
２．授業内容 

（１） ａ．イントロダクション、ｂ．中国語とはどんな言語か 

ａ．学習にあたって注意すべき点などについて確認する。ｂ．中国語の文字の特徴や発音表記の構造と、勉強方法や必要な

ツールについて学ぶ。 

 

（２） 発音（１）声調と母音 ：テキスト第１課 

中国語の発音において、４種類の音の調子によって表す「声調」は、非常に重要な要素である。正確に発音し聴き取れるよう

に練習する。つぎに、中国語の発音に用いられる７種の基本の母音（単母音）とその組み合わせ（複母音）について、日本語

との違いに注意しながら学ぶ。 

 

（３） 発音（２）子音 ：テキスト第２課 

中国語の発音に用いられる２１種の子音を、紛らわしい表記や日本語には無い音に注意しながら学ぶ。とりわけ有気音と無

気音の違い、そり舌音の発声法、zi, ci, si など、日本人学習者が間違えやすいつづりの発音を習得する。 

 

（４） 発音（３）鼻母音、ピンイン表記のルール ：テキスト第３課 

「鼻母音」と呼ばれる、日本人には区別の難しい“-n”と“-ng”の２つの音について、発音と聴き取りの練習を行う。 

 

（５） 発音（４）声調変化、軽声 ：テキスト第４課 

中国語において、母音と子音の組み合わせを「音節」という。音節の組み合わせによって一部の声調が変化する場合があ

り、そのルールについて、発音練習をしながら学ぶ。 

 

（６） 発音（５）発音とピンインの総括 

中国語音節表を見ながら、紛らわしい発音や日本語には無い音を整理する。つぎに、基本的な単語やあいさつ表現を取り

上げ、いろいろな音節や声調の組み合わせからなる単語の発音練習をする。 

 

（７） 発音とピンイン表記について定着度の確認 

リスニングおよび書き取りの演習を通じて、中国語学習の基本的な知識の定着を図る。また、授業中に用いる表現や、１～１

０までの数字を取り上げ、発音練習をする。 

 

（８） 人称代名詞、“是”の文 ：テキスト第５課「どうぞよろしく」 

人称代名詞と、「主語（Ａ）＋“是”＋名詞（Ｂ）」（ＡはＢです）という基本的な構文について学ぶ。いろいろな国名や人の呼び

方を確認したうえで、基本文型とその否定形・疑問形を用いて会話練習を行う。 

 

（９） 姓名の言い方、文末の“呢”“吧” ：テキスト第６課「お名前は」 

名前の言い方と尋ね方を学び、自分とクラスメイトの名前のピンイン表記と発音の仕方を確認したうえで、会話練習を行う。 

 

（１０） 指示代名詞、動詞述語文、副詞“都”“也” ：テキスト第７課「ご出身は」 

指示代名詞と、基本的な構文「主語＋述語（動詞）＋目的語」（動詞述語文）を学ぶ。日常生活で特によく使う「動詞＋目的

語」の表現を確認したうえで、動詞述語文を用いて会話練習を行う。 

 

（１１） 疑問詞、助動詞“想”、反復疑問文 ：テキスト第８課「飲み物は」 
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助動詞の用法を学び、願望「～したい」を表す助動詞“想”を用いて会話練習を行う。また、疑問詞の用法を理解するととも

に、肯定形と否定形を並べて疑問形を作る「反復疑問文」について学び、さまざまな疑問文の形を確認する。 

 

（１２） 数詞、年齢の言い方、量詞、動詞“有” ：テキスト第９課「おいくつ」 

「量詞」とは、ものを数えるときの単位である。数字の発音を復習した後、数に関する表現と量詞について学ぶ。さらに、存在・

所有を表す“有”の用法について学び、絵を見ながら物の存在・所有や数を説明する練習を行う。 

 

（１３） 文法の復習 

教科書のトレーニング問題とプリントを使って、第１～９課の文法ポイントを振り返り、問題演習を行う。 

 

（１４） ａ．期末試験、ｂ．解説 

ａ．春学期授業で扱った内容について、授業時間中に試験を実施する。ｂ．解答とポイントを確認する。 

 

 
３．履修上の注意 

課題と試験については、提出日や試験日の約１ヶ月前に授業で説明します。 

授業中はスライドを使用しますが、撮影は禁止します。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の内容を先取りして予習する必要はありません。授業内容の復習に力をいれてください。5 月上旬までは、授業で扱

った語句について、音声を聞いて何度も発音練習をしてください。5 月中旬以降は、授業中に復習すべき箇所を指定するの

で、教科書やノートを見返してください。復習の所要時間は毎週１時間程度で、原則的に提出チェックなどは行いません。 

 
５．教科書 

《教科書》 

相原茂・陳淑梅・飯田敦子著『日中いぶこみ交差点 エッセンシャル版』（朝日出版社、2019 年） 

 

（注）2017 年に出版されたものではなく、2019 年に出版された「エッセンシャル版」を用意してください。 

 
６．参考書 

授業に紙の辞書を持参する必要はありません。おすすめの辞書や参考書などは、授業中に紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

各回授業で指定する復習箇所については、次回授業で解答の確認を行う。 

授業時間内の小テストは、授業中に解説を行う。 

中間課題・期末課題については、理解度と授業進度に応じて授業中もしくは解説資料配付の形で解説を行う。 

期末試験は原則的に返却せず、授業中にポイントの確認と解説を行う。 

 

 
８．成績評価の方法 

（１）成績評価方法 

以下の２つの要件を満たしている学生を評価対象とする。 

１． 出席率が全授業日数の 2/3 以上。 

２． 下記「成績評価基準・評価の配分等」記載のＡ・Ｂ・Ｃの課題をすべて提出している。 

 

（２）成績評価基準・評価の配分等 

評点は以下の項目から算出する。 

Ａ． 中間課題（「授業中に用いる表現」に関する文章の読解と音読） ２５％ 

Ｂ． 期末課題（「自己紹介」に関する文章の作文と音読） ２５％ 

Ｃ． 期末試験（ピンイン・単語・文法・読解に関する問題） ５０％ 

 

・ 提出期限後に提出した場合は、該当課題の評点を０．６倍とする。 

・ Ａ・Ｂ・Ｃ以外の小テスト等は、理解度確認等に使用し、評点には関係しない。 

 

 
９．その他 
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中国語 1b 

科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 中国語 1b[H 組] 

担当者名 劉霊均 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

［第１回] 発音（１） 

［第２回] 発音（２） 

［第３回] 発音（３） 

［第４回] 教科書第１課 

［第５回] 教科書第１課 

［第６回] 教科書第２課  

［第７回] 教科書第２課  

［第８回] 教科書第３課 

［第９回] 教科書第３課 

［第 10 回] 教科書第４課 

［第 11 回] 教科書第４課 

［第 12 回] 自己紹介に向けて 

［第 13 回] 復習 

［第 14 回] 今学期のまとめ，期末試験 

 

 
２．授業内容 

中国語の発音をしっかり学び、初級的な文法を理解し、簡単な自己紹介ができるまで。また、中国語圏に関する文化、政治

などの知識にも随時補充する。 

 
３．履修上の注意 

授業にはちゃんと出席し、宿題をちゃんと書いてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の内容について、毎回の予習、復習、宿題を欠かさずにやってください。 

 
５．教科書 

いつでも中国語１（朝日出版社） 

 
６．参考書 

 新井一二三 『中国語はおもしろい』（講談社現代新書） 

 新井一二三 『中国語は楽しいーー華語から世界を眺める』（ちくま新書） 

 赤松美和子・若松大佑編『台湾を知るための 72 章』（明石書店） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する。 

 
８．成績評価の方法 

平常出席と宿題など 40%、期末試験 60% 

 
９．その他 

連絡などは dearlittlecookie@gmail.com まで。 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 中国語 1b[I 組] 

担当者名 馮 青 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

授業の概要： 

 中国語の特徴に則して，入門段階では正しい発音と基本文法，そして標準的会話表現の練習，習得に力点を置く。教科

書のほかビジュアル教材や相互の会話練習などにより，話す能力を身につけるようにしたい。 

到達目標： 

 中国語の面白さを知り，初級レベルに必要な知識や運用能力を身に付けるとともに，中国に関する理解を深めることを目

的とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

発音練習（１）：a o e i u ü er，ā á ǎ à 

［第２回] 発音練習（２）：ai ei ao ou ia ie ua üe 

iao iou（iu）uai uei（ui） 

［第３回] 発音練習（３）：b p m f d t n l g k h 

j q x zh ch sh r z c s 

［第４回] 発音練習（４）：an en ang eng ong 

ian in iang ing iong uan uen（un）uang ueng üan  ün 

［第５回] 発音練習（５）：数字と挨拶 

 「不」の声調変化 「一」の声調変化 「儿 er」化 

［第６回] 第一課 我是日本人。 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第７回] 第一課 我是日本人。（続） 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．グループ会話練習 

［第８回] 第二課 我的专业是建筑设计。 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．中間まとめ 

［第９回] 第二課 我的专业是建筑设计。（続） 

ａ．会話練習 

ｂ．中間まとめ 

［第 10 回] 第三課 我家在东京。 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第 11 回] 第三課 我家在东京。（続） 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．グループ会話練習 

［第 12 回] 第四課 大学生活非常充实。 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第 13 回] 聞き取り練習，総まとめ 

［第 14 回] 試験前指導・期末テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 毎回必ず出席を取る。30 分以上の遅刻は欠席とみなす。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回の授業で指示された内容について，予復習を行うこと。 
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５．教科書 

 『４ステップ 大学生初級中国語』（白帝社） 

 

 
６．参考書 

 新井一二三 『中国語はおもしろい』（講談社現代新書） 

 新井一二三 『中国語は楽しいーー華語から世界を眺める』（ちくま新書） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji などインターネットシステムも利用するが、基本的に授業中で説明を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（30％）及び学期末試験の成績（70％）に基づき評価する。平常点には出席状況，課題，小テスト，授業態度等も含

む。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 中国語 1b[J 組] 

担当者名 陳淑梅 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本授業の目的は以下のとおりである。 １）中国語の知識を学び、コミュニケーション力をつける。２）中国という国や文化につ

いての総合的理解を深める。 本授業は中国語を初めて学ぶ学生を対象とする。前期は特に発音に重点をおき、耳と口の

徹底的なトレーニングを通して、中国語の音声を聞き分け、また発音できるようにする。同時に、会話力を身につけるために、

教室ではできるだけ中国語の使用環境を作り、重要表現や基本文型を覚えるために、寸劇やグループ会話等を随時行う。

到達目標は、１）中国語の発音（声調、母音、子音、変調など）をマスターする。 ２）挨拶と簡単な日常会話を覚える。 ３）語

学とともに中国という国と中国人の知識を少しずつ身に着けていく。 

 
２．授業内容 

第 1 回：ガイダンス 第１課 発音その１ 声調  

第 2 回：第２課 発音その２  母音、複母音  

第 3 回：第３課 発音その３ 子音  

第 4 回：第４課 発音その４  子音２ 鼻音  

第 5 回：第５課（前） 自己紹介、姓名の言い方 「～である」の言い方  

第 6 回：第５課（後） ドリル 寸劇  

第 7 回：第６課（前） 年齢、年月日の言い方、動詞文  

第 8 回：第６課（後） ドリル 寸劇  

第 9 回：中間復習・中国文化について  

第 10 回：第７課（前）動詞“有”、“在” 、 選択疑問文の使い方  

第 11 回：第７課（後） ドリル 寸劇  

第 12 回：第８課（前）形容詞の使い方、連動文、「～が好きだ」の言い方  

第 13 回：第８課（後） ドリル 寸劇  

第 14 回：a：試験 ｂ：まとめ ＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

 
３．履修上の注意 

授業は発音と会話が中心であるため、授業中、積極的に練習に参加してほしい。また出席も語学を続ける上で重要なことな

ので、極力欠席を避けてほしい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の前に、授業映像を見て事前学習を行ってもらう。授業ではまず、事前学習の理解度をチェックするための小テストを受

け、そのあと授業に臨んでもらう。授業後、学修レポートを書き、振り返りを行ってもらう。 

 
５．教科書 

初めての異文化おもしろ体験  初級中国語 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o! Meiji を通じて配信するため、確認すること。 

 
８．成績評価の方法 

小テスト、課題（30％）、期末試験（70％） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 中国語 1b[K 組] 

担当者名 許家晟 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 中国語を初めて学習する者が対象です。この授業では，中国語の発音をはじめ，基本的な語彙・表現・文法を学習しま

す。 

 中国語の知識として身に付けるだけでなく，中国語でコミュニケーションできるようになることを目指します。具体的には，耳

で中国語の音声に馴染み，発音できるように学びます。中国語の発音を表記する「ピンイン」のルールも覚え，発音を聞いて

「ピンイン」で書き，また「ピンイン」を見て発音できるようにします。語彙・表現・文法に関しては，それぞれの意味の理解はも

ちろん，いつ，だれと，どのような話をするときに，どのように使えるかを意識的に考え，それらを使って，言いたいことを中国

語で伝えられる力をつけます。 

 
２．授業内容 

［第１回] 中国語を学ぶ上での留意点，発音〈１〉：声調，単母音，複母音，あいさつ（１） 

［第２回] 発音〈２〉：子音，有気音，無気音，そり舌音，あいさつ（２） 

［第３回] 発音〈３〉：鼻音を伴う母音，声調の組み合わせ，あいさつ（３） 

［第４回] 発音〈４〉：発音の強化練習および総復習 

［第５回] 第１課 単語，文法ポイント，本文，トレーニング 

［第６回] 第２課 単語，文法ポイント，本文，トレーニング 

［第７回] 第３課 単語，文法ポイント，本文，トレーニング 

［第 8 回] 復習〈１〉：第 1～3 課の復習 

［第 9 回] 第４課 単語，文法ポイント，本文，トレーニング 

［第 10 回] 第５課 単語，文法ポイント，本文，トレーニング 

［第 11 回] 第６課 単語，文法ポイント，本文，トレーニング 

［第 12 回] 復習〈２〉：第１～6 課 

［第 13 回] 学習状況の確認（口頭形式） 

［第 14 回] ａ：筆記試験 ｂ：講義全体の振り返りと試験の正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 開講前に必ず教科書を用意してください。 

 毎回，出席を取ります。特別な事情がない限り，遅刻や欠席は減点の対象となります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回，リスニング小テストを行いますので，授業までに復習すること。 

 
５．教科書 

 『中国語ポイント 55』（本間史，白水社，2007 年初版第 32 刷） 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度フィードバックを行う 

 
８．成績評価の方法 

 期末テスト（70％），小テスト（30％）に出席状況を加味して総合点を算出し，60 点以上を合格とします。５回以上欠席した

者は単位を認めません。出席点はありませんが，欠席および遅刻がある場合，総合点から減点します。欠席は１回につき３

点，遅刻は１回につき２点という基準で減点します。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 中国語 1b[L 組] 

担当者名 馮 青 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

授業の概要： 

 中国語の特徴に則して，入門段階では正しい発音と基本文法，そして標準的会話表現の練習，習得に力点を置く。教科

書のほかビジュアル教材や相互の会話練習などにより，話す能力を身につけるようにしたい。 

到達目標： 

 中国語の面白さを知り，初級レベルに必要な知識や運用能力を身に付けるとともに，中国に関する理解を深めることを目

的とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

発音練習（１）：a o e i u ü er，ā á ǎà 

［第２回] 発音練習（２）：ai ei ao ou  ia ie ua üe 

iao iou（iu）uai uei（ui） 

［第３回] 発音練習（３）：b p m f d t n l g k h 

j q x zh ch sh r z c s 

［第４回] 発音練習（４）：an en ang eng ong 

ian in iang ing iong uan uen（un）uang ueng üan  ün 

［第５回] 発音練習（５）：数字と挨拶 

 「不」の声調変化 「一」の声調変化 

［第６回] 第５課 初対面の自己紹介 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第７回] 第６課 誕生日祝いに何を食べる？ 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第８回] 第７課 家族の話（１） 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．中間まとめ 

［第９回] 第７課 家族の話（２） 

ａ．会話練習 

ｂ．中間まとめ 

［第 10 回] 第８課 パンダを見に行こう！（１） 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第 11 回] 第８課 パンダを見に行こう！（２） 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．聴き取り練習 

［第 12 回] 第９課 ショッピング 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第 13 回] 聴き取り練習，総まとめ 

［第 14 回] 試験前指導・期末テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 毎回必ず出席を取る。30 分以上の遅刻は欠席とみなす。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回の授業で指示された内容について，予復習を行うこと。 
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５．教科書 

 『初めての異文化おもしろ体験』（朝日出版社） 

 

 
６．参考書 

 新井一二三 『中国語はおもしろい』（講談社現代新書） 

 新井一二三 『中国語は楽しいーー華語から世界を眺める』（ちくま新書） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji などインターネットシステムも利用するが、基本的に授業中で説明を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（30％）及び学期末試験の成績（70％）に基づき評価する。平常点には出席状況，課題，小テスト，授業態度等も含

む。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 中国語 1b[M 組] 

担当者名 陳淑梅 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本授業の目的は以下のとおりである。 １）中国語の知識を学び、コミュニケーション力をつける。２）中国という国や文化につ

いての総合的理解を深める。 本授業は中国語を初めて学ぶ学生を対象とする。前期は特に発音に重点をおき、耳と口の

徹底的なトレーニングを通して、中国語の音声を聞き分け、また発音できるようにする。同時に、会話力を身につけるために、

教室ではできるだけ中国語の使用環境を作り、重要表現や基本文型を覚えるために、寸劇やグループ会話等を随時行う。

到達目標は、１）中国語の発音（声調、母音、子音、変調など）をマスターする。 ２）挨拶と簡単な日常会話を覚える。 ３）語

学とともに中国という国と中国人の知識を少しずつ身に着けていく。 

 
２．授業内容 

第 1 回：ガイダンス 第１課 発音その１ 声調  

第 2 回：第２課 発音その２  母音、複母音  

第 3 回：第３課 発音その３ 子音  

第 4 回：第４課 発音その４  子音２ 鼻音  

第 5 回：第５課（前） 自己紹介、姓名の言い方 「～である」の言い方  

第 6 回：第５課（後） ドリル 寸劇  

第 7 回：第６課（前） 年齢、年月日の言い方、動詞文  

第 8 回：第６課（後） ドリル 寸劇  

第 9 回：中間復習・中国文化について  

第 10 回：第７課（前）動詞“有”、“在” 、 選択疑問文の使い方  

第 11 回：第７課（後） ドリル 寸劇  

第 12 回：第８課（前）形容詞の使い方、連動文、「～が好きだ」の言い方  

第 13 回：第８課（後） ドリル 寸劇  

第 14 回：a：試験 ｂ：まとめ ＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

 
３．履修上の注意 

授業は発音と会話が中心であるため、授業中、積極的に練習に参加してほしい。また出席も語学を続ける上で重要なことな

ので、極力欠席を避けてほしい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の前に、授業映像を見て事前学習を行ってもらう。授業ではまず、事前学習の理解度をチェックするための小テストを受

け、そのあと授業に臨んでもらう。授業後、学修レポートを書き、振り返りを行ってもらう。 

 
５．教科書 

初めての異文化おもしろ体験  初級中国語 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o! Meiji を通じて配信するため、確認すること。 

 
８．成績評価の方法 

小テスト、課題（30％）、期末試験（70％） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 中国語 1b[N 組] 

担当者名 馮 青 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

授業の概要： 

 中国語の特徴に則して，入門段階では正しい発音と基本文法，そして標準的会話表現の練習，習得に力点を置く。教科

書のほかビジュアル教材や相互の会話練習などにより，話す能力を身につけるようにしたい。 

到達目標： 

 中国語の面白さを知り，初級レベルに必要な知識や運用能力を身に付けるとともに，中国に関する理解を深めることを目

的とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

発音練習（１）：a o e i u ü er，ā á ǎà 

［第２回] 発音練習（２）：ai ei ao ou  ia ie ua üe 

iao iou（iu）uai uei（ui） 

［第３回] 発音練習（３）：b p m f d t n l g k h 

j q x zh ch sh r z c s 

［第４回] 発音練習（４）：an en ang eng ong 

ian in iang ing iong uan uen（un）uang ueng üan  ün 

［第５回] 発音練習（５）：数字と挨拶 

 「不」の声調変化 「一」の声調変化 

［第６回] 第５課 初対面の自己紹介 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第７回] 第６課 誕生日祝いに何を食べる？ 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第８回] 第７課 家族の話（１） 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．中間まとめ 

［第９回] 第７課 家族の話（２） 

ａ．会話練習 

ｂ．中間まとめ 

［第 10 回] 第８課 パンダを見に行こう！（１） 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第 11 回] 第８課 パンダを見に行こう！（２） 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．聴き取り練習 

［第 12 回] 第９課 ショッピング 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第 13 回] 聴き取り練習，総まとめ 

［第 14 回] 試験前指導・期末テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 毎回必ず出席を取る。30 分以上の遅刻は欠席とみなす。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回の授業で指示された内容について，予復習を行うこと。 
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５．教科書 

 『初めての異文化おもしろ体験』（朝日出版社） 

 

 
６．参考書 

 新井一二三 『中国語はおもしろい』（講談社現代新書） 

 新井一二三 『中国語は楽しいーー華語から世界を眺める』（ちくま新書） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji などインターネットシステムも利用するが、基本的に授業中で説明を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（30％）及び学期末試験の成績（70％）に基づき評価する。平常点には出席状況，課題，小テスト，授業態度等も含

む。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 中国語 1b[再履] 

担当者名 劉霊均 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

中国語の発音をしっかり学び、初級的な文法を理解し、簡単な自己紹介ができるまで。また、中国語圏に関する文化、政治

などの知識にも随時補充する。 

 
２．授業内容 

第１回] 発音（１） 

［第２回] 発音（２） 

［第３回] 発音（３） 

［第４回] 教科書第１課 

［第５回] 教科書第１課 

［第６回] 教科書第２課  

［第７回] 教科書第２課  

［第８回] 教科書第３課 

［第９回] 教科書第３課 

［第 10 回] 教科書第４課 

［第 11 回] 教科書第４課 

［第 12 回] 自己紹介に向けて 

［第 13 回] 復習 

［第 14 回] 今学期のまとめ，期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

授業にはちゃんと出席し、宿題をちゃんと書いてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の内容について、毎回の予習、復習、宿題を欠かさずにやってください。 

 
５．教科書 

いつでも中国語１（朝日出版社） 

 
６．参考書 

 新井一二三 『中国語はおもしろい』（講談社現代新書） 

 新井一二三 『中国語は楽しいーー華語から世界を眺める』（ちくま新書） 

 赤松美和子・若松大佑編『台湾を知るための 72 章』（明石書店） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する。 

 
８．成績評価の方法 

平常出席と宿題など 40%、期末試験 60% 

 
９．その他 

連絡などは dearlittlecookie@gmail.com まで。 
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中国語 2a 

科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 2a[H 組] 

担当者名 冨田絵美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

＜講義概要＞ 

本講義は、春学期に学んだ発音と文法知識を十分に習得していることを前提に学習を進める。発音の正確性を向上させると

ともに、既習の知識に基づきながら文法や単語・表現の知識をさらに拡充し、多様な表現を的確に用いて読解し記述するた

めの練習を行う。今学期の最後には、日常生活についての比較的長い文章を正確に聴き取り理解できることを目指す。 

 

＜到達目標＞ 

ピンインを正確に発音でき、初歩的な聞き取りができるようになること、基本的な文法事項、語句、慣用表現を習得して、日常

的な場面で用いる比較的簡単な文章の読解と作文ができるようになることを到達目標として設定している。 

 

 
２．授業内容 

（１） ａ．イントロダクション、ｂ．文法の復習 

ａ．学習にあたって注意すべき点などについて確認する。ｂ．プリントを使って、春学期に学習した文法ポイントを振り返り、会

話練習を行う。 

 

（２） 経験の“过”、選択疑問文を作る“还是”、形容詞述語文 ：テキスト第１０課「和食はいかが」 

基本的な構文「主語＋述語（形容詞）」（形容詞述語文）について学び、日常生活でよく使われる形容詞を確認したうえで、

会話練習を行う。二つのもののうちどちらか一方の選択を求める言い方（選択疑問文）と、動詞の後に付いて経験「～したこと

がある」を表す“过”について用法を整理し、否定形や疑問形の形に注意しながら読解と作文の練習をする。 

 

（３） 主述述語文、比較の言い方、前置詞“给”  ：テキスト第１１課「家庭訪問」 

前置詞の用法を学び、「～に」「～のために」という意味の前置詞“给”を用いた文の読解と作文の練習をする。また、日本語

の「象は鼻が長い」に相当する構文（主述述語文）や、「A は B より～だ」という比較の言い方を確認する。 

 

（４） 動詞の重ね型、方向補語、連動文 ：テキスト第１２課「買い物」 

中国語の文における補語の役割について理解し、動作・行為の方向を表す「方向補語」の用法やいろいろな表現ついて学

ぶ。また、動詞の重ね型や連動文の特徴を確認し、読解と作文の練習を行う。 

 

（５） 位置と方向の前置詞、動詞“在”、動詞のあとの“了” ：テキスト第１３課「道案内」 

動作の完了・実現を表す“了”について学び、否定形や疑問形の形に注意しながら読解と作文の練習をする。中国語におい

て動作の完了・継続・進行などの態（アスペクト）を表す助詞の役割について、日本語の時制との違いを理解する。 

 

（６） 文末の“了”、月日・曜日の言い方 ：テキスト第１４課「中秋節」 

状態の変化や新事態の発生を表す“了”について、動作の完了・実現を表す“了”との違いに注意しながら理解する。また、

数字の発音とピンイン表記を復習し、日時に関する表現を学ぶ。 

 

（７） 時刻の言い方、時間量の言い方 ：テキスト第１５課「食事の前は」 

時刻の言い方と、回数や時間の長さ（時間量）の言い方を学ぶ。両者の文中の位置や表現の違いに注意しながら、作文と会

話の練習をする。 

 

（８） 学習内容の整理 

リスニングおよび書き取りの問題演習を通じて、文法知識の定着度を確認する。 

 

（９） 結果補語、方位詞、“不”と“没” ：テキスト第１６課「手作り料理」   

動作や行為の結果を表す「結果補語」のいろいろな表現について学ぶ。また、否定を表す“不”と“没”の違いを確認し、いろ

いろな文型の否定形を整理する。 

 

（１０） 可能補語、前置詞“在” ：テキスト第１７課「カニの季節」 

方向補語と結果補語について復習したあと、「動詞＋“得／不”＋補語」の語順で「～できる／できない」を表す「可能補語」

の用法を学ぶ。 
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（１１） 様態補語と程度補語、二重目的語 ：テキスト第１８課「スキー場で」 

様態補語“得”を使って、動作の状態や様態を説明する用法を学び、会話練習を行う。また、二重目的語の構造を理解し、

二重目的語をとる動詞の意味を確認したうえで、読解と作文の練習を行う。 

 

（１２） 動作の進行、持続を表す“着”、使役文 ：テキスト第１９課「おみやげ」 

動作の進行を表す“在～呢”などと、動作や状態の持続を表す“着”について学ぶ。また、兼語文の構造を理解し、使役文の

読解と作文の練習を行う。中国語の文においてさまざまな品詞で用いられる“在”について、語順と意味を整理する。 

 

（１３） “把”構文、受け身構文、存現文 ：テキスト第２０課「空港まで」 

前置詞“把”の用法と意味を学び、文中の目的語の位置について理解する。受け身文の用法と、存在・現象・出現および消

滅を表す存現文の構造について学ぶ。 

 

（１４） ａ．期末試験、ｂ．解説 

ａ．春・秋学期授業で扱った内容について、授業時間中に期末試験を実施する。ｂ．解答とポイントを確認する。 

 

 
３．履修上の注意 

課題と試験については、方法や内容等を提出日と試験日の約１ヶ月前に授業で説明します。 

授業中はスライドを使用しますが、撮影は禁止します。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の内容を先取りして予習する必要はありません。授業内容の復習に力をいれてください授業中に復習すべき箇所を

指定するので、教科書やノートを見返してください。復習の所要時間は毎週１時間程度で、原則的に提出チェックなどは行

いません。 

 
５．教科書 

《教科書》 

相原茂・陳淑梅・飯田敦子著『日中いぶこみ交差点 エッセンシャル版』（朝日出版社、2019 年） 

 

（注）2017 年に出版されたものではなく、2019 年に出版された「エッセンシャル版」を用意してください。 

 

 
６．参考書 

授業に紙の辞書を持参する必要はありません。おすすめの辞書や参考書などは、授業中に紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

各回授業で指定する復習箇所については、次回授業で解答の確認を行う。 

授業時間内の小テストは、授業中に解説を行う。 

中間課題・期末課題については、理解度と授業進度に応じて授業中もしくは解説資料配付の形で解説を行う。 

期末試験は原則的に返却せず、授業中にポイントの確認と解説を行う。 

 

 

 
８．成績評価の方法 

（１）成績評価方法 

以下の２つの要件を満たしている学生を評価対象とする。 

１． 出席率が全授業日数の 2/3 以上。 

２． 下記「成績評価基準・評価の配分等」記載のＡ・Ｂ・Ｃの課題をすべて提出している。 

 

（２）成績評価基準・評価の配分等 

評点は以下の項目から算出する。 

Ａ． 中間課題（「親族の呼称と年齢文化」に関する文章の翻訳） ２５％ 

Ｂ． 期末課題（「日常生活」に関する文章の翻訳） ２５％ 

Ｃ． 期末試験（ピンイン・単語・文法・読解に関する問題） ５０％ 

 

・ 提出期限後に提出した場合は、該当課題の評点を０．６倍とする。 

・ Ａ・Ｂ・Ｃ以外の小テスト等は、理解度確認と出席回数集計に使用し、評点には関係しない。 
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９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 2a[I 組] 

担当者名 中本梅衣 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 中国語Ⅰを学んだ学生を対象とし、より中国語の能力を高める。 

 達成目標は、（１）語彙を増やすこと、（２）多様な場面における会話表現の習得、（３）辞書を使いながら読み書き能力を習

得することである。 

 中国語Ⅰの復習として、発音と基本的な表現の再確認をする。色々な会話表現を学びながら、語彙数を増やし、文法力を

高める。辞書の使い方を学び、読解・作文能力を習得する。中国語でメールのやりとりもできるようにする。 

 
２．授業内容 

第１回： 第五課「学習の要点と文型練習」。 

第２回： 第五課本文と練習問題、副課文。 

第３回： 第六課「学習の要点と文型練習」。 

第４回： 第六課本文と練習問題、副課文。 

第５回： 第七課「学習の要点と文型練習」。 

第６回： 第七課本文と練習問題、副課文。 

第７回： 第八課「学習の要点と文型練習」。 

第８回： 第八課本文と練習問題、副課文。 

第９回： 第九課「学習の要点と文型練習」。 

第 10 回：第九課本文と練習問題、副課文。 

第 11 回：作文の発表会。 

第 12 回：第十課「学習の要点と文型練習」。 

第 13 回：第十課本文と練習問題、副課文。   

第 14 回：まとめ。 

第 15 回：期末試験及び解説。 

 

 
３．履修上の注意 

１ ５回及びそれ以上欠席した者は単位取得を認めない。 

２ 欠席・遅刻した者は一回あたり５点の減点とする。 

３ 教科書を忘れた場合、一回あたり５点の減点とする。もし忘れた場合、授業前にコピーをして準備をしていれば減点とはし

ない。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

毎回クラスウェブで宿題を提示するので必ずすること。授業の最初に確認する。評価の対象となる。 

 
５．教科書 

『初級中国語 花ばな －改訂版－』池上貞子ほか、朝日新聞社、2200 円。 

 
６．参考書 

『中日辞典』・『日中辞典』は必需品！電子辞書を勧める。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

授業への参加度 30％、作文及び口頭発表 30％、期末試験 40％。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 2a[J 組] 

担当者名 中本梅衣 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 中国語Ⅰを学んだ学生を対象とし、より中国語の能力を高める。 

 達成目標は、（１）語彙を増やすこと、（２）多様な場面における会話表現の習得、（３）辞書を使いながら読み書き能力を習

得することである。 

 中国語Ⅰの復習として、発音と基本的な表現の再確認をする。色々な会話表現を学びながら、語彙数を増やし、文法力を

高める。辞書の使い方を学び、読解・作文能力を習得する。中国語でメールのやりとりもできるようにする。 

 
２．授業内容 

第１回： 第五課「学習の要点と文型練習」。 

第２回： 第五課本文と練習問題、副課文。 

第３回： 第六課「学習の要点と文型練習」。 

第４回： 第六課本文と練習問題、副課文。 

第５回： 第七課「学習の要点と文型練習」。 

第６回： 第七課本文と練習問題、副課文。 

第７回： 第八課「学習の要点と文型練習」。 

第８回： 第八課本文と練習問題、副課文。 

第９回： 第九課「学習の要点と文型練習」。 

第 10 回：第九課本文と練習問題、副課文。 

第 11 回：作文の発表会。 

第 12 回：第十課「学習の要点と文型練習」。 

第 13 回：第十課本文と練習問題、副課文。   

第 14 回：まとめ。 

第 15 回：期末試験及び解説。 

 

 
３．履修上の注意 

１ ５回及びそれ以上欠席した者は単位取得を認めない。 

２ 欠席・遅刻した者は一回あたり５点の減点とする。 

３ 教科書を忘れた場合、一回あたり５点の減点とする。もし忘れた場合、授業前にコピーをして準備をしていれば減点とはし

ない。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

毎回クラスウェブで宿題を提示するので必ずすること。授業の最初に確認する。評価の対象となる。 

 
５．教科書 

『初級中国語 花ばな －改訂版－』池上貞子ほか、朝日新聞社、2200 円。 

 
６．参考書 

『中日辞典』・『日中辞典』は必需品！電子辞書を勧める。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

授業への参加度 30％、作文及び口頭発表 30％、期末試験 40％。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 2a[K 組] 

担当者名 吉野正史 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

目標①基礎＋α の中国語を身につけよう！ 

目標②異文化をもっと日常化しよう！ 

 

 春学期の学習内容をしっかり把握していることを前提とし、春学期に引き続いて中国語検定４級合格に必要な文法の知識

と発音を身につけることを目的とします。また中国語のデジタル入力により慣れていきましょう。 

 中国語は本来多様性に富む言語です。本講義では日本国内の中国語教育がほぼ簡体字（中国の漢字）で行われている

ことに鑑み基本的に簡体字で授業を行いますが、課題などでの繁体字（台湾などの漢字）の使用は可能です。また授業中も

一部で繁体字を使います。また台湾と中国での用法の違いなども説明していきます。 

 本講義では AI 翻訳の利用を特に禁止しません。但し適切な利用方法を身につけていきましょう。 

 また AI 翻訳が一般的になった社会であるがこそ、言葉の背景にある文化を理解することが重要です。そこで本講義では

毎回台湾・中国・香港・マレーシアなど中華圏のポップカルチャー（ゲーム、アニメ、漫画、音楽、スポーツなど）を紹介し講義

にも利用していきます。また日本のポップカルチャーがそれらの国でどのように受容されているのかについても解説を行いま

す。 

 
２．授業内容 

※コラムと音楽紹介の内容は変更になる可能性があります。 

 

［第 15 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑼「助動詞“想”」  

              ②文法練習「助動詞“能/可以”」 ③「量詞」 

              ④コラム「台湾グルメ紀行⑴」 ⑤音楽紹介「八三夭」 

［第 16 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑽「進行の“在”」  

              ②文法練習「結果補語」 ③「100 以上の数字＆金額の言い方」 

              ④コラム「台湾グルメ紀行⑵」 ⑤音楽紹介「鄧紫棋」 

［第 17 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑾「方位詞」  

              ②文法練習「程度補語」 ③文法解説「様態補語」 

              ④コラム「台湾グルメ紀行⑶」 ⑤音楽紹介「蔡依林」 

［第 18 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑿「二重目的語」  

              ②文法練習「副詞“就”」 ③文法解説「前置詞“対” 」 

              ④コラム「ゲーム『ゼンレスゾーンゼロ』で中国語に触れよう！」 ⑤音楽紹介「Mirror」 

［第 19 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒀「方向補語」  

     ②文法練習「持続の“着” 」 ③文法解説「動詞＋“一下” 」 

     ④コラム「15 分でわかる！中国映画 5 選」 ⑤音楽紹介「洛天依」 

［第 20 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒁「終了の“過”  

     ②文法練習「疑問詞の不定用法」 ③文法解説「可能補語」 

     ④コラム「15 分でわかる！台湾映画 5 選」 ⑤音楽紹介「魏禮安」 

［第 21 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒂「反復疑問文」  

     ②文法練習「比較文」 ③文法解説「助動詞“会” 」 

     ④コラム「台湾の「伝統」芸能『布袋戲』」 ⑤音楽紹介「自從」 

［第 22 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒃「疑問詞疑問文が目的語になる文」  

     ②文法練習「疑問詞“怎么?” 」 ③文法解説「助動詞“応該” 」 

     ④コラム「15 分でわかる！中国蹴球事情」 ⑤音楽紹介「蔡恩雨」 

［第 23 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒄「前置詞“在” 」  

     ②文法練習「“把”構文」 ③文法解説「補語のまとめ」 

     ④コラム「ゲーム『野狗子』で 90 年代の香港へ行こう！」 ⑤音楽紹介「hanser」 

［第 24 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒅「“多”の疑問用法」  

     ②文法練習「存現文」 ③文法解説「“一点儿/一下/一会儿” 」  

     ④コラム「15 分でわかる！台湾史⑴」 ⑤音楽紹介「滅火器」 

［第 25 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒆「動詞＋“着”＋動詞＋“着” 」  

     ②文法練習「助動詞“可能” 」 ③文法解説「副詞“別” 」  

     ④コラム「15 分でわかる！台湾史⑵」 ⑤音楽紹介「閃靈」 

［第 26 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒇「助動詞“会” 」  
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     ②文法練習「祝福の表現」 ③文法解説「前置詞のまとめ」 

     ④コラム「15 分でわかる！台湾史⑶」 ⑤音楽紹介「柯佳嬿」 

［第 27 回] ①映像作品で学ぶ中国語と現代中国の歴史 ②音楽紹介「五月天」 

［第 28 回] 期末課題充当日 

 

 

 
３．履修上の注意 

 語学の授業は継続的に行うことが非常に重要です。①欠席の場合は１回につき 5 点、②遅刻の場合は１回につき１点、③

課題の提出がない場合 1 回につき 10 点を総合点から引きます。 

 課題・期末課題は Oh-o!Meiji を利用して提出してください。提出時のファイル形式は「Word ファイル」とします。（手書きは

不可） 

 他人の課題をコピーして提出した場合は 100 点を総合点から引きます。 

 不正出席を行った場合は 100 点を総合点から引きます。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎週火曜日に講義資料を Oh-o!Meiji にアップロードします。授業前に予習を行ってください。講義資料は各自保存し復

習にも役立ててください。 

 
５．教科書 

①『初級中国語 きっかけ 24』（朝日出版社，相原茂・蘇紅） 

②自分の好きな辞典を一種以上用意して下さい。（オンライン辞典でも構いませんがグーグル翻訳などの自動翻訳のみ頼る

のは不可） 

 

 

 
６．参考書 

 以下の書籍を推奨図書とします。必要に応じて各自準備して下さい。（任意） 

①池田巧『中国語のしくみ≪新版≫』白水社、2014 

②大修館書店『中日大辭典』 

③『講談社中日辞典』 

④三省堂『デイリーコンサイス中日・日中辞典』 

 

 またリスニング体験の向上、語彙の増加のため、以下のゲームを「中国語ボイスで」通年で遊ぶことも推奨します。 

①『原神』 

②『ゼンレスゾーンゼロ』 

③『リバース：1999』 

④『鈴蘭の剣』 

⑤『EA SPORTS FC25』 

⑥その他中国語ボイスで遊べるゲーム 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji を利用しコメントをフィードバックします。 

 
８．成績評価の方法 

授業参加および課題 30％、期末課題 70％、総合 100 点とし、60 点以上を合格とします。 

授業内容の理解度により総合点に対し加点および減点を行います（例：積極的な挙手、指名された際に答えられた→加点、

答えられなかった→減点） 

ただし、出席回数が総授業数の３分の２に満たない場合、期末課題の提出資格を失うので注意してください。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 2a[L 組] 

担当者名 吉野正史 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

目標①基礎＋α の中国語を身につけよう！ 

目標②異文化をもっと日常化しよう！ 

 

 春学期の学習内容をしっかり把握していることを前提とし、春学期に引き続いて中国語検定４級合格に必要な文法の知識

と発音を身につけることを目的とします。また中国語のデジタル入力により慣れていきましょう。 

 中国語は本来多様性に富む言語です。本講義では日本国内の中国語教育がほぼ簡体字（中国の漢字）で行われている

ことに鑑み基本的に簡体字で授業を行いますが、課題などでの繁体字（台湾などの漢字）の使用は可能です。また授業中も

一部で繁体字を使います。また台湾と中国での用法の違いなども説明していきます。 

 本講義では AI 翻訳の利用を特に禁止しません。但し適切な利用方法を身につけていきましょう。 

 また AI 翻訳が一般的になった社会であるがこそ、言葉の背景にある文化を理解することが重要です。そこで本講義では

毎回台湾・中国・香港・マレーシアなど中華圏のポップカルチャー（ゲーム、アニメ、漫画、音楽、スポーツなど）を紹介し講義

にも利用していきます。また日本のポップカルチャーがそれらの国でどのように受容されているのかについても解説を行いま

す。 

 
２．授業内容 

※コラムと音楽紹介の内容は変更になる可能性があります。 

 

［第 15 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑼「助動詞“想”」  

              ②文法練習「助動詞“能/可以”」 ③「量詞」 

              ④コラム「台湾グルメ紀行⑴」 ⑤音楽紹介「八三夭」 

［第 16 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑽「進行の“在”」  

              ②文法練習「結果補語」 ③「100 以上の数字＆金額の言い方」 

              ④コラム「台湾グルメ紀行⑵」 ⑤音楽紹介「鄧紫棋」 

［第 17 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑾「方位詞」  

              ②文法練習「程度補語」 ③文法解説「様態補語」 

              ④コラム「台湾グルメ紀行⑶」 ⑤音楽紹介「蔡依林」 

［第 18 回] ①『原神』で学ぶ中国語⑿「二重目的語」  

              ②文法練習「副詞“就”」 ③文法解説「前置詞“対” 」 

              ④コラム「ゲーム『ゼンレスゾーンゼロ』で中国語に触れよう！」 ⑤音楽紹介「Mirror」 

［第 19 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒀「方向補語」  

     ②文法練習「持続の“着” 」 ③文法解説「動詞＋“一下” 」 

     ④コラム「15 分でわかる！中国映画 5 選」 ⑤音楽紹介「洛天依」 

［第 20 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒁「終了の“過”  

     ②文法練習「疑問詞の不定用法」 ③文法解説「可能補語」 

     ④コラム「15 分でわかる！台湾映画 5 選」 ⑤音楽紹介「魏禮安」 

［第 21 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒂「反復疑問文」  

     ②文法練習「比較文」 ③文法解説「助動詞“会” 」 

     ④コラム「台湾の「伝統」芸能『布袋戲』」 ⑤音楽紹介「自從」 

［第 22 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒃「疑問詞疑問文が目的語になる文」  

     ②文法練習「疑問詞“怎么?” 」 ③文法解説「助動詞“応該” 」 

     ④コラム「15 分でわかる！中国蹴球事情」 ⑤音楽紹介「蔡恩雨」 

［第 23 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒄「前置詞“在” 」  

     ②文法練習「“把”構文」 ③文法解説「補語のまとめ」 

     ④コラム「ゲーム『野狗子』で 90 年代の香港へ行こう！」 ⑤音楽紹介「hanser」 

［第 24 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒅「“多”の疑問用法」  

     ②文法練習「存現文」 ③文法解説「“一点儿/一下/一会儿” 」  

     ④コラム「15 分でわかる！台湾史⑴」 ⑤音楽紹介「滅火器」 

［第 25 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒆「動詞＋“着”＋動詞＋“着” 」  

     ②文法練習「助動詞“可能” 」 ③文法解説「副詞“別” 」  

     ④コラム「15 分でわかる！台湾史⑵」 ⑤音楽紹介「閃靈」 

［第 26 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒇「助動詞“会” 」  
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     ②文法練習「祝福の表現」 ③文法解説「前置詞のまとめ」 

     ④コラム「15 分でわかる！台湾史⑶」 ⑤音楽紹介「柯佳嬿」 

［第 27 回] ①映像作品で学ぶ中国語と現代中国の歴史 ②音楽紹介「五月天」 

［第 28 回] 期末課題充当日 

 

 

 
３．履修上の注意 

 語学の授業は継続的に行うことが非常に重要です。①欠席の場合は１回につき 5 点、②遅刻の場合は１回につき１点、③

課題の提出がない場合 1 回につき 10 点を総合点から引きます。 

 課題・期末課題は Oh-o!Meiji を利用して提出してください。提出時のファイル形式は「Word ファイル」とします。（手書きは

不可） 

 他人の課題をコピーして提出した場合は 100 点を総合点から引きます。 

 不正出席を行った場合は 100 点を総合点から引きます。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎週火曜日に講義資料を Oh-o!Meiji にアップロードします。授業前に予習を行ってください。講義資料は各自保存し復

習にも役立ててください。 

 
５．教科書 

①『初級中国語 きっかけ 24』（朝日出版社，相原茂・蘇紅） 

②自分の好きな辞典を一種以上用意して下さい。（オンライン辞典でも構いませんがグーグル翻訳などの自動翻訳のみ頼る

のは不可） 

 

 

 
６．参考書 

 以下の書籍を推奨図書とします。必要に応じて各自準備して下さい。（任意） 

①池田巧『中国語のしくみ≪新版≫』白水社、2014 

②大修館書店『中日大辭典』 

③『講談社中日辞典』 

④三省堂『デイリーコンサイス中日・日中辞典』 

 

 またリスニング体験の向上、語彙の増加のため、以下のゲームを「中国語ボイスで」通年で遊ぶことも推奨します。 

①『原神』 

②『ゼンレスゾーンゼロ』 

③『リバース：1999』 

④『鈴蘭の剣』 

⑤『EA SPORTS FC25』 

⑥その他中国語ボイスで遊べるゲーム 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji を利用しコメントをフィードバックします。 

 
８．成績評価の方法 

授業参加および課題 30％、期末課題 70％、総合 100 点とし、60 点以上を合格とします。 

授業内容の理解度により総合点に対し加点および減点を行います（例：積極的な挙手、指名された際に答えられた→加点、

答えられなかった→減点） 

ただし、出席回数が総授業数の３分の２に満たない場合、期末課題の提出資格を失うので注意してください。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 2a[M 組] 

担当者名 清水則夫 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

中国語初級の続き。 

 春学期の学習内容を完璧にマスターしておくこと。そのうえで，春学期に引き続き，中国語の初級として必要な文法の知識

と発音を身につけることを目的とする。また随時，中国の社会と文化，また日本と中国の関係について紹介していく。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] 春学期の復習 

[第２回] 第７課 動詞の後の“了”と文末の“了” 目的語を一度に２つ取れる動詞 時刻の言い方 介詞“从” 

[第３回] 第７課 トレーニング 総合練習 

[第４回] 第８課 動詞の重ね型と動作量“一下” 介詞“给” 助動詞“可以” 100 以上の数 

[第５回] 第８課 トレーニング 総合練習 

[第６回] 第９課 過去の経験を表す助詞“过” 持続を表す助詞“着” 助動詞“能” 助動詞“会” 

[第７回] 第９課 トレーニング 総合練習 

[第８回] 第 10 課 時間量を表す語句 様態補語 進行の表現 “快～了”；“要～了”；“就要～了” 

[第９回] 第 10 課 トレーニング 総合練習 

[第 10 回] 第 11 課 回数を表す語句 結果補語 比較の言い方 副詞“不要，別” 

[第 11 回] 第 11 課 トレーニング 総合練習 

[第 12 回] 第 12 課 方向補語 使役の言い方 “（是）～的”構文 “一点儿”と“有点儿” 

[第 13 回] 第 12 課 トレーニング 総合練習 

[第 14 回] a：試験 

       b：試験の正答解説とまとめ 

 
３．履修上の注意 

 初回の授業までに教科書を用意しておくこと。出席は毎回取る。特別な事情がない限り，欠席はしないように。授業に無関

係な私語は慎んで欲しいが，質問は歓迎する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習としては，次回講義までに教科書の該当箇所を読み，かつ教科書会社の HP で配布されている音声データを聞いて

おくこと。復習としては，教科書に即して講義時に説明した内容を再確認し，予習と同様に音声データを聞くこと。いずれの

場合も，不明な点があれば，教員に質問して理解すること。 

 
５．教科書 

『しっかり初級中国語』石田友美 桑野弘美 島田亜美 鈴木ひろみ 白水社 

 
６．参考書 

 辞書等については最初の授業において，そのほかのものは随時指示する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

宿題中に随時フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（小テストを含む）30％，期末テスト 70％，総合 100 点とし，60 点以上を合格とする。ただし，出席回数が総授業数

の３分の２に満たない場合，期末試験の受験資格を失うので注意すること。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 2a[N 組] 

担当者名 冨田絵美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

＜講義概要＞ 

本講義は、春学期に学んだ発音と文法知識を十分に習得していることを前提に学習を進める。発音の正確性を向上させると

ともに、既習の知識に基づきながら文法や単語・表現の知識をさらに拡充し、多様な表現を的確に用いて読解し記述するた

めの練習を行う。今学期の最後には、日常生活についての比較的長い文章を正確に聴き取り理解できることを目指す。 

 

＜到達目標＞ 

ピンインを正確に発音でき、初歩的な聞き取りができるようになること、基本的な文法事項、語句、慣用表現を習得して、日常

的な場面で用いる比較的簡単な文章の読解と作文ができるようになることを到達目標として設定している。 

 

 
２．授業内容 

（１） ａ．イントロダクション、ｂ．文法の復習 

ａ．学習にあたって注意すべき点などについて確認する。ｂ．プリントを使って、春学期に学習した文法ポイントを振り返り、会

話練習を行う。 

 

（２） 経験の“过”、選択疑問文を作る“还是”、形容詞述語文 ：テキスト第１０課「和食はいかが」 

基本的な構文「主語＋述語（形容詞）」（形容詞述語文）について学び、日常生活でよく使われる形容詞を確認したうえで、

会話練習を行う。二つのもののうちどちらか一方の選択を求める言い方（選択疑問文）と、動詞の後に付いて経験「～したこと

がある」を表す“过”について用法を整理し、否定形や疑問形の形に注意しながら読解と作文の練習をする。 

 

（３） 主述述語文、比較の言い方、前置詞“给”  ：テキスト第１１課「家庭訪問」 

前置詞の用法を学び、「～に」「～のために」という意味の前置詞“给”を用いた文の読解と作文の練習をする。また、日本語

の「象は鼻が長い」に相当する構文（主述述語文）や、「A は B より～だ」という比較の言い方を確認する。 

 

（４） 動詞の重ね型、方向補語、連動文 ：テキスト第１２課「買い物」 

中国語の文における補語の役割について理解し、動作・行為の方向を表す「方向補語」の用法やいろいろな表現ついて学

ぶ。また、動詞の重ね型や連動文の特徴を確認し、読解と作文の練習を行う。 

 

（５） 位置と方向の前置詞、動詞“在”、動詞のあとの“了” ：テキスト第１３課「道案内」 

動作の完了・実現を表す“了”について学び、否定形や疑問形の形に注意しながら読解と作文の練習をする。中国語におい

て動作の完了・継続・進行などの態（アスペクト）を表す助詞の役割について、日本語の時制との違いを理解する。 

 

（６） 文末の“了”、月日・曜日の言い方 ：テキスト第１４課「中秋節」 

状態の変化や新事態の発生を表す“了”について、動作の完了・実現を表す“了”との違いに注意しながら理解する。また、

数字の発音とピンイン表記を復習し、日時に関する表現を学ぶ。 

 

（７） 時刻の言い方、時間量の言い方 ：テキスト第１５課「食事の前は」 

時刻の言い方と、回数や時間の長さ（時間量）の言い方を学ぶ。両者の文中の位置や表現の違いに注意しながら、作文と会

話の練習をする。 

 

（８） 学習内容の整理 

リスニングおよび書き取りの問題演習を通じて、文法知識の定着度を確認する。 

 

（９） 結果補語、方位詞、“不”と“没” ：テキスト第１６課「手作り料理」   

動作や行為の結果を表す「結果補語」のいろいろな表現について学ぶ。また、否定を表す“不”と“没”の違いを確認し、いろ

いろな文型の否定形を整理する。 

 

（１０） 可能補語、前置詞“在” ：テキスト第１７課「カニの季節」 

方向補語と結果補語について復習したあと、「動詞＋“得／不”＋補語」の語順で「～できる／できない」を表す「可能補語」

の用法を学ぶ。 
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（１１） 様態補語と程度補語、二重目的語 ：テキスト第１８課「スキー場で」 

様態補語“得”を使って、動作の状態や様態を説明する用法を学び、会話練習を行う。また、二重目的語の構造を理解し、

二重目的語をとる動詞の意味を確認したうえで、読解と作文の練習を行う。 

 

（１２） 動作の進行、持続を表す“着”、使役文 ：テキスト第１９課「おみやげ」 

動作の進行を表す“在～呢”などと、動作や状態の持続を表す“着”について学ぶ。また、兼語文の構造を理解し、使役文の

読解と作文の練習を行う。中国語の文においてさまざまな品詞で用いられる“在”について、語順と意味を整理する。 

 

（１３） “把”構文、受け身構文、存現文 ：テキスト第２０課「空港まで」 

前置詞“把”の用法と意味を学び、文中の目的語の位置について理解する。受け身文の用法と、存在・現象・出現および消

滅を表す存現文の構造について学ぶ。 

 

（１４） ａ．期末試験、ｂ．解説 

ａ．春・秋学期授業で扱った内容について、授業時間中に期末試験を実施する。ｂ．解答とポイントを確認する。 

 

 
３．履修上の注意 

課題と試験については、方法や内容等を提出日と試験日の約１ヶ月前に授業で説明します。 

授業中はスライドを使用しますが、撮影は禁止します。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の内容を先取りして予習する必要はありません。授業内容の復習に力をいれてください授業中に復習すべき箇所を

指定するので、教科書やノートを見返してください。復習の所要時間は毎週１時間程度で、原則的に提出チェックなどは行

いません。 

 
５．教科書 

《教科書》 

相原茂・陳淑梅・飯田敦子著『日中いぶこみ交差点 エッセンシャル版』（朝日出版社、2019 年） 

 

（注）2017 年に出版されたものではなく、2019 年に出版された「エッセンシャル版」を用意してください。 

 

 
６．参考書 

授業に紙の辞書を持参する必要はありません。おすすめの辞書や参考書などは、授業中に紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

各回授業で指定する復習箇所については、次回授業で解答の確認を行う。 

授業時間内の小テストは、授業中に解説を行う。 

中間課題・期末課題については、理解度と授業進度に応じて授業中もしくは解説資料配付の形で解説を行う。 

期末試験は原則的に返却せず、授業中にポイントの確認と解説を行う。 

 

 

 
８．成績評価の方法 

（１）成績評価方法 

以下の２つの要件を満たしている学生を評価対象とする。 

１． 出席率が全授業日数の 2/3 以上。 

２． 下記「成績評価基準・評価の配分等」記載のＡ・Ｂ・Ｃの課題をすべて提出している。 

 

（２）成績評価基準・評価の配分等 

評点は以下の項目から算出する。 

Ａ． 中間課題（「親族の呼称と年齢文化」に関する文章の翻訳） ２５％ 

Ｂ． 期末課題（「日常生活」に関する文章の翻訳） ２５％ 

Ｃ． 期末試験（ピンイン・単語・文法・読解に関する問題） ５０％ 

 

・ 提出期限後に提出した場合は、該当課題の評点を０．６倍とする。 

・ Ａ・Ｂ・Ｃ以外の小テスト等は、理解度確認と出席回数集計に使用し、評点には関係しない。 



2025 年度理工学部 シラバス 

854 

 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 2a[再履] 

担当者名 冨田絵美 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

＜講義概要＞ 

再履修者のためのクラス。本講義は、春学期に学んだ発音と文法知識を十分に習得していることを前提に学習を進める。発

音の正確性を向上させるとともに、既習の知識に基づきながら文法や単語・表現の知識をさらに拡充し、多様な表現を的確

に用いて読解し記述するための練習を行う。今学期の最後には、日常生活についての比較的長い文章を正確に聴き取り理

解できることを目指す。 

 

＜到達目標＞ 

ピンインを正確に発音でき、初歩的な聞き取りができるようになること、基本的な文法事項、語句、慣用表現を習得して、日常

的な場面で用いる比較的簡単な文章の読解と作文ができるようになることを到達目標として設定している。 

 

 
２．授業内容 

（１） ａ．イントロダクション、ｂ．文法の復習 

ａ．学習にあたって注意すべき点などについて確認する。ｂ．プリントを使って、春学期に学習した文法ポイントを振り返り、会

話練習を行う。 

 

（２） 経験の“过”、選択疑問文を作る“还是”、形容詞述語文 ：テキスト第１０課「和食はいかが」 

基本的な構文「主語＋述語（形容詞）」（形容詞述語文）について学び、日常生活でよく使われる形容詞を確認したうえで、

会話練習を行う。二つのもののうちどちらか一方の選択を求める言い方（選択疑問文）と、動詞の後に付いて経験「～したこと

がある」を表す“过”について用法を整理し、否定形や疑問形の形に注意しながら読解と作文の練習をする。 

 

（３） 主述述語文、比較の言い方、前置詞“给”  ：テキスト第１１課「家庭訪問」 

前置詞の用法を学び、「～に」「～のために」という意味の前置詞“给”を用いた文の読解と作文の練習をする。また、日本語

の「象は鼻が長い」に相当する構文（主述述語文）や、「A は B より～だ」という比較の言い方を確認する。 

 

（４） 動詞の重ね型、方向補語、連動文 ：テキスト第１２課「買い物」 

中国語の文における補語の役割について理解し、動作・行為の方向を表す「方向補語」の用法やいろいろな表現ついて学

ぶ。また、動詞の重ね型や連動文の特徴を確認し、読解と作文の練習を行う。 

 

（５） 位置と方向の前置詞、動詞“在”、動詞のあとの“了” ：テキスト第１３課「道案内」 

動作の完了・実現を表す“了”について学び、否定形や疑問形の形に注意しながら読解と作文の練習をする。中国語におい

て動作の完了・継続・進行などの態（アスペクト）を表す助詞の役割について、日本語の時制との違いを理解する。 

 

（６） 文末の“了”、月日・曜日の言い方 ：テキスト第１４課「中秋節」 

状態の変化や新事態の発生を表す“了”について、動作の完了・実現を表す“了”との違いに注意しながら理解する。また、

数字の発音とピンイン表記を復習し、日時に関する表現を学ぶ。 

 

（７） 時刻の言い方、時間量の言い方 ：テキスト第１５課「食事の前は」 

時刻の言い方と、回数や時間の長さ（時間量）の言い方を学ぶ。両者の文中の位置や表現の違いに注意しながら、作文と会

話の練習をする。 

 

（８） 学習内容の整理 

リスニングおよび書き取りの問題演習を通じて、文法知識の定着度を確認する。 

 

（９） 結果補語、方位詞、“不”と“没” ：テキスト第１６課「手作り料理」   

動作や行為の結果を表す「結果補語」のいろいろな表現について学ぶ。また、否定を表す“不”と“没”の違いを確認し、いろ

いろな文型の否定形を整理する。 

 

（１０） 可能補語、前置詞“在” ：テキスト第１７課「カニの季節」 

方向補語と結果補語について復習したあと、「動詞＋“得／不”＋補語」の語順で「～できる／できない」を表す「可能補語」

の用法を学ぶ。 
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（１１） 様態補語と程度補語、二重目的語 ：テキスト第１８課「スキー場で」 

様態補語“得”を使って、動作の状態や様態を説明する用法を学び、会話練習を行う。また、二重目的語の構造を理解し、

二重目的語をとる動詞の意味を確認したうえで、読解と作文の練習を行う。 

 

（１２） 動作の進行、持続を表す“着”、使役文 ：テキスト第１９課「おみやげ」 

動作の進行を表す“在～呢”などと、動作や状態の持続を表す“着”について学ぶ。また、兼語文の構造を理解し、使役文の

読解と作文の練習を行う。中国語の文においてさまざまな品詞で用いられる“在”について、語順と意味を整理する。 

 

（１３） “把”構文、受け身構文、存現文 ：テキスト第２０課「空港まで」 

前置詞“把”の用法と意味を学び、文中の目的語の位置について理解する。受け身文の用法と、存在・現象・出現および消

滅を表す存現文の構造について学ぶ。 

 

（１４） ａ．期末試験、ｂ．解説 

ａ．春・秋学期授業で扱った内容について、授業時間中に期末試験を実施する。ｂ．解答とポイントを確認する。 

 

 
３．履修上の注意 

課題と試験については、方法や内容等を提出日と試験日の約１ヶ月前に授業で説明します。 

授業中はスライドを使用しますが、撮影は禁止します。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の内容を先取りして予習する必要はありません。授業内容の復習に力をいれてください授業中に復習すべき箇所を

指定するので、教科書やノートを見返してください。復習の所要時間は毎週１時間程度で、原則的に提出チェックなどは行

いません。 

 
５．教科書 

《教科書》 

相原茂・陳淑梅・飯田敦子著『日中いぶこみ交差点 エッセンシャル版』（朝日出版社、2019 年） 

 

（注）2017 年に出版されたものではなく、2019 年に出版された「エッセンシャル版」を用意してください。 

 

 
６．参考書 

授業に紙の辞書を持参する必要はありません。おすすめの辞書や参考書などは、授業中に紹介します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

各回授業で指定する復習箇所については、次回授業で解答の確認を行う。 

授業時間内の小テストは、授業中に解説を行う。 

中間課題・期末課題については、理解度と授業進度に応じて授業中もしくは解説資料配付の形で解説を行う。 

期末試験は原則的に返却せず、授業中にポイントの確認と解説を行う。 

 

 

 
８．成績評価の方法 

（１）成績評価方法 

以下の２つの要件を満たしている学生を評価対象とする。 

１． 出席率が全授業日数の 2/3 以上。 

２． 下記「成績評価基準・評価の配分等」記載のＡ・Ｂ・Ｃの課題をすべて提出している。 

 

（２）成績評価基準・評価の配分等 

評点は以下の項目から算出する。 

Ａ． 中間課題（「親族の呼称と年齢文化」に関する文章の翻訳） ２５％ 

Ｂ． 期末課題（「日常生活」に関する文章の翻訳） ２５％ 

Ｃ． 期末試験（ピンイン・単語・文法・読解に関する問題） ５０％ 

 

・ 提出期限後に提出した場合は、該当課題の評点を０．６倍とする。 
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・ Ａ・Ｂ・Ｃ以外の小テスト等は、理解度確認と出席回数集計に使用し、評点には関係しない。 

 

 
９．その他 
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中国語 2b 

科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 2b[H 組] 

担当者名 劉霊均 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

中国語１の授業内容を基礎に、より複雑な文法を理解し、文を造られるようにまでできるまで。また、中国語圏に関する文化、

政治などの知識にも随時補充する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 復習 

［第２回] 教科書第５課 

［第３回] 教科書第５課 

［第４回] 教科書第６課 

［第５回] 教科書第６課 

［第６回] 教科書第７課  

［第７回] 教科書第７課  

［第８回] 教科書第８課 

［第９回] 教科書第８課 

［第 10 回] 教科書第９課 

［第 11 回] 教科書第９課 

［第 12 回] 教科書第１０課 

［第 13 回] 教科書第１０課 

［第 14 回] 今学期のまとめ，期末試験 

 
３．履修上の注意 

授業にはちゃんと出席し、宿題をちゃんと書いてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の内容について、毎回の予習、復習、宿題を欠かさずにやってください。 

 
５．教科書 

いつでも中国語１（朝日出版社） 

 
６．参考書 

 新井一二三 『中国語はおもしろい』（講談社現代新書） 

 新井一二三 『中国語は楽しいーー華語から世界を眺める』（ちくま新書） 

 赤松美和子・若松大佑編『台湾を知るための 72 章』（明石書店） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する。 

 
８．成績評価の方法 

平常出席と宿題など 40%、期末試験 60% 

 
９．その他 

連絡などは dearlittlecookie@gmail.com まで。 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 2b[I 組] 

担当者名 馮 青 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

授業概要： 

 春学期と同様，中国語の正しい発音と基本文法を正確に習得するべく努め，さらに標準的な会話表現の練習を積むことに

より，中国語で表現する力をつける。中国の映画や音楽の鑑賞なども行う。 

到達目標： 

 春学期の学習に引き続き，初級レベルの知識や運用能力を身に付ける。また，具体的な学習を通じて中国に関する理解

を深める。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 春学期テストの解説・復習 

［第２回] 第五課 你家有几口人？ 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第３回] 第五課 你家有几口人？（续） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．グループ会話練習 

［第４回] 第六課 我去过故宫和长城。 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第５回] 第六課 我去过故宫和长城。（续） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．グループ会話練習 

［第６回] 第七課 老舍茶馆离这儿不太远。 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第７回] 第七課 老舍茶馆离这儿不太远。（续） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．中間まとめ 

［第８回] 第八課 你会游泳吗？ 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第９回] 第八課 你会游泳吗？（续） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．グループ会話練習 

［第 10 回] 第九課 我准备春节前去丽江旅游。 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第 11 回] 第九課 我准备春节前去丽江旅游。（续） 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．グループ会話練習 

［第 12 回] 中国映画鑑賞，聞き取り練習 

［第 13 回] 総まとめ 

［第 14 回] 試験前指導・期末テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 毎回必ず出席を取る。30 分以上の遅刻は欠席とみなす。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回の授業で指示された内容について，予復習を行うこと。 
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５．教科書 

 『４ステップ 大学生初級中国語』（白帝社） 

 

 
６．参考書 

 新井一二三 『中国語はおもしろい』（講談社現代新書） 

 新井一二三 『中国語は楽しいーー華語から世界を眺める』（ちくま新書） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji などインターネットシステムも利用するが、基本的に授業中で説明を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（30％）及び学期末試験の成績（70％）に基づき評価する。平常点には出席状況，課題，小テスト，授業態度等も含

む。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 2b[J 組] 

担当者名 陳淑梅 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本授業の目的は以下のとおりである。 １）中国語の知識を学び、コミュニケーション力をつける。２）中国という国や文化につ

いての総合的理解を深める。 本授業は中国語を初めて学ぶ学生を対象とする。前期は特に発音に重点をおき、耳と口の

徹底的なトレーニングを通して、中国語の音声を聞き分け、また発音できるようにする。同時に、会話力を身につけるために、

教室ではできるだけ中国語の使用環境を作り、重要表現や基本文型を覚えるために、寸劇やグループ会話等を随時行う。

到達目標は、１）中国語の発音（声調、母音、子音、変調など）をマスターする。 ２）挨拶と簡単な日常会話を覚える。 ３）語

学とともに中国という国と中国人の知識を少しずつ身に着けていく。 

 
２．授業内容 

第 1 回：前期復習 第９課（前）「～したい」の言い方、「量詞」の言い方 

第 2 回：第 9 課（後）   ドリル 寸劇  

第 3 回：第 10 課（前） 進行表現の言い方、文末に置かれる助詞“了”の使い方、時刻、 

第 4 回：第 10 課（後） ドリル 寸劇  

第 5 回：第 11 課（前） 注文の仕方、比較表現、動詞の重ね型  

第 6 回：第 11 課（後） ドリル 寸劇  

第 7 回：第 12 課（前） 動作の完了を表す助詞“了”、毛権を表す助詞“过”の使い方 

第 8 回：第 12 課（後） ドリル 寸劇  

第 9 回：中間復習・中国文化について  

第 10 回：第 13 課（前）助動詞“可以”、前置詞“从”、“往”、在”の使い方  

第 11 回：第 13 課（後） ドリル 寸劇  

第 12 回：第 14 課（前）結果補語、様態補語、助動詞“会” の使い方 

第 13 回：第 14 課（後） ドリル 寸劇  

第 14 回：a：試験 ｂ：まとめ ＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

 
３．履修上の注意 

授業は発音と会話が中心であるため、授業中、積極的に練習に参加してほしい。また出席も語学を続ける上で重要なことな

ので、極力欠席を避けてほしい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の前に、授業映像を見て事前学習を行ってもらう。授業ではまず、事前学習の理解度をチェックするための小テストを受

け、そのあと授業に臨んでもらう。授業後、学修レポートを書き、振り返りを行ってもらう。 

 
５．教科書 

初めての異文化おもしろ体験  初級中国語 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o! Meiji を通じて配信するため、確認すること。 

 
８．成績評価の方法 

小テスト、課題（30％）、期末試験（70％） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 2b[K 組] 

担当者名 許家晟 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 春学期の「中国語１ｂ」を履修した人が対象です。この授業では，中国語の基本的な語彙・表現・文法を学習します。 

 それぞれの意味の理解はもちろん，いつ，だれと，どのような話をするときに，どのように使えるかを意識的に考え，それらを

使って，言いたいことを中国語で伝えられる力をつけることが目標です。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 第 7 課 単語，文法ポイント，本文，トレーニング 

［第２回] 第 8 課 単語，文法ポイント，本文，トレーニング 

［第３回] 第 9 課 単語，文法ポイント，本文，トレーニング 

［第４回] 復習〈１〉：第 7～9 課の復習 

［第５回] 第 10 課 単語，文法ポイント，本文，トレーニング 

［第６回] 第 11 課 単語，文法ポイント，本文，トレーニング 

［第７回] 第 12 課 単語，文法ポイント，本文，トレーニング 

［第８回] 復習〈２〉：第 10～12 課の復習 

［第９回] 第 13 課 単語，文法ポイント，本文，トレーニング 

［第 10 回] 第 14 課 単語，文法ポイント，本文，トレーニング 

［第 11 回] 第 15 課 単語，文法ポイント，本文，トレーニング 

［第 12 回] 復習〈３〉：第 13～15 課 

［第 13 回] 学習状況の確認（口頭形式） 

［第 14 回] ａ：筆記試験 ｂ：講義全体の振り返りと試験の正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 開講前に必ず教科書を用意してください。 

 毎回，出席を取ります。特別な事情がない限り，遅刻や欠席は減点の対象となります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回，リスニング小テストを行いますので，授業までに復習すること。 

 
５．教科書 

 『中国語ポイント 55』（本間史，白水社，2007 年初版第 32 刷） 

 
６．参考書 

 『中国語はおもしろい』新井一二三，講談社 

 『Why？ にこたえるはじめての中国語の文法書（新訂版）』相原茂・石田知子・戸沼市子，同学社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度フィードバックを行う 

 
８．成績評価の方法 

 期末テスト（70％），小テスト（30％）に出席状況を加味して総合点を算出し，60 点以上を合格とします。５回以上欠席した

者は単位を認めません。出席点はありませんが，欠席および遅刻がある場合，総合点から減点します。欠席は１回につき３

点，遅刻は１回につき２点という基準で減点します。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 2b[L 組] 

担当者名 馮 青 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

授業概要： 

 春学期と同様，中国語の正しい発音と基本文法を正確に習得するべく努め，さらに標準的な会話表現の練習を積むことに

より，中国語で表現する力をつける。中国の映画や音楽の鑑賞なども行う。 

到達目標： 

 春学期の学習に引き続き，初級レベルの知識や運用能力を身に付ける。また，具体的な学習を通じて中国に関する理解

を深める。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 春学期テストの解説・復習 

［第２回] 第 10 課 一緒に昼ご飯を食べましょう（１） 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第３回] 第 10 課 一緒に昼ご飯を食べましょう（2） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．会話練習 

［第４回] 第 11 課 中国料理屋で（1） 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第５回] 第 11 課 中国料理屋で（2） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．会話練習 

［第６回] 第 12 課 中秋節（1） 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第７回] 第 12 課 中秋節（2） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．会話練習 

［第８回] 第 13 課 道を尋ねる（1） 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．中間まとめ 

［第９回] 第 13 課 道を尋ねる（2） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．中間まとめ 

［第 10 回] 第 14 課 カラオケで 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第 11 回] 第 15 課 冬休みはどうする？ 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第 12 回] 第 16 課 バレンタインのプレゼント 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第 13 回] 総まとめ、中国映画鑑賞 

［第 14 回] 試験前指導・期末テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 毎回必ず出席を取る。30 分以上の遅刻は欠席とみなす。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回の授業で指示された内容について，予復習を行うこと。 

 

 
５．教科書 

 『初めての異文化おもしろ体験』（朝日出版社） 

 

 
６．参考書 

 新井一二三 『中国語はおもしろい』（講談社現代新書） 

 新井一二三 『中国語は楽しいーー華語から世界を眺める』（ちくま新書） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji などインターネットシステムも利用するが、基本的に授業中で説明を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（30％）及び学期末試験の成績（70％）に基づき評価する。平常点には出席状況，課題，小テスト，授業態度等も含

む。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 2b[M 組] 

担当者名 陳淑梅 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本授業の目的は以下のとおりである。 １）中国語の知識を学び、コミュニケーション力をつける。２）中国という国や文化につ

いての総合的理解を深める。 本授業は中国語を初めて学ぶ学生を対象とする。前期は特に発音に重点をおき、耳と口の

徹底的なトレーニングを通して、中国語の音声を聞き分け、また発音できるようにする。同時に、会話力を身につけるために、

教室ではできるだけ中国語の使用環境を作り、重要表現や基本文型を覚えるために、寸劇やグループ会話等を随時行う。

到達目標は、１）中国語の発音（声調、母音、子音、変調など）をマスターする。 ２）挨拶と簡単な日常会話を覚える。 ３）語

学とともに中国という国と中国人の知識を少しずつ身に着けていく。 

 
２．授業内容 

第 1 回：前期復習 第９課（前）「～したい」の言い方、「量詞」の言い方 

第 2 回：第 9 課（後）   ドリル 寸劇  

第 3 回：第 10 課（前） 進行表現の言い方、文末に置かれる助詞“了”の使い方、時刻、 

第 4 回：第 10 課（後） ドリル 寸劇  

第 5 回：第 11 課（前） 注文の仕方、比較表現、動詞の重ね型  

第 6 回：第 11 課（後） ドリル 寸劇  

第 7 回：第 12 課（前） 動作の完了を表す助詞“了”、毛権を表す助詞“过”の使い方 

第 8 回：第 12 課（後） ドリル 寸劇  

第 9 回：中間復習・中国文化について  

第 10 回：第 13 課（前）助動詞“可以”、前置詞“从”、“往”、在”の使い方  

第 11 回：第 13 課（後） ドリル 寸劇  

第 12 回：第 14 課（前）結果補語、様態補語、助動詞“会” の使い方 

第 13 回：第 14 課（後） ドリル 寸劇  

第 14 回：a：試験 ｂ：まとめ ＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

 
３．履修上の注意 

授業は発音と会話が中心であるため、授業中、積極的に練習に参加してほしい。また出席も語学を続ける上で重要なことな

ので、極力欠席を避けてほしい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の前に、授業映像を見て事前学習を行ってもらう。授業ではまず、事前学習の理解度をチェックするための小テストを受

け、そのあと授業に臨んでもらう。授業後、学修レポートを書き、振り返りを行ってもらう。 

 
５．教科書 

初めての異文化おもしろ体験  初級中国語 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o! Meiji を通じて配信するため、確認すること。 

 
８．成績評価の方法 

小テスト、課題（30％）、期末試験（70％） 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 2b[N 組] 

担当者名 馮 青 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

授業概要： 

 春学期と同様，中国語の正しい発音と基本文法を正確に習得するべく努め，さらに標準的な会話表現の練習を積むことに

より，中国語で表現する力をつける。中国の映画や音楽の鑑賞なども行う。 

到達目標： 

 春学期の学習に引き続き，初級レベルの知識や運用能力を身に付ける。また，具体的な学習を通じて中国に関する理解

を深める。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 春学期テストの解説・復習 

［第２回] 第 10 課 一緒に昼ご飯を食べましょう（１） 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第３回] 第 10 課 一緒に昼ご飯を食べましょう（2） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．会話練習 

［第４回] 第 11 課 中国料理屋で（1） 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第５回] 第 11 課 中国料理屋で（2） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．会話練習 

［第６回] 第 12 課 中秋節（1） 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第７回] 第 12 課 中秋節（2） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．会話練習 

［第８回] 第 13 課 道を尋ねる（1） 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．中間まとめ 

［第９回] 第 13 課 道を尋ねる（2） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．中間まとめ 

［第 10 回] 第 14 課 カラオケで 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第 11 回] 第 15 課 冬休みはどうする？ 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第 12 回] 第 16 課 バレンタインのプレゼント 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第 13 回] 総まとめ、中国映画鑑賞 

［第 14 回] 試験前指導・期末テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 毎回必ず出席を取る。30 分以上の遅刻は欠席とみなす。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回の授業で指示された内容について，予復習を行うこと。 

 

 
５．教科書 

 『初めての異文化おもしろ体験』（朝日出版社） 

 

 
６．参考書 

 新井一二三 『中国語はおもしろい』（講談社現代新書） 

 新井一二三 『中国語は楽しいーー華語から世界を眺める』（ちくま新書） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji などインターネットシステムも利用するが、基本的に授業中で説明を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（30％）及び学期末試験の成績（70％）に基づき評価する。平常点には出席状況，課題，小テスト，授業態度等も含

む。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN161N 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 2b[再履] 

担当者名 劉霊均 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

中国語１の授業内容を基礎に、より複雑な文法を理解し、文を造られるようにまでできるまで。また、中国語圏に関する文化、

政治などの知識にも随時補充する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 復習 

［第２回] 教科書第５課 

［第３回] 教科書第５課 

［第４回] 教科書第６課 

［第５回] 教科書第６課 

［第６回] 教科書第７課  

［第７回] 教科書第７課  

［第８回] 教科書第８課 

［第９回] 教科書第８課 

［第 10 回] 教科書第９課 

［第 11 回] 教科書第９課 

［第 12 回] 教科書第１０課 

［第 13 回] 教科書第１０課 

［第 14 回] 今学期のまとめ，期末試験 

 
３．履修上の注意 

授業にはちゃんと出席し、宿題をちゃんと書いてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の内容について、毎回の予習、復習、宿題を欠かさずにやってください。 

 
５．教科書 

いつでも中国語１（朝日出版社） 

 
６．参考書 

 新井一二三 『中国語はおもしろい』（講談社現代新書） 

 新井一二三 『中国語は楽しいーー華語から世界を眺める』（ちくま新書） 

 赤松美和子・若松大佑編『台湾を知るための 72 章』（明石書店） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する。 

 
８．成績評価の方法 

平常出席と宿題など 40%、期末試験 60% 

 
９．その他 

連絡などは dearlittlecookie@gmail.com まで。 
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中国語 3 

科目ナンバー STLAN261N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 中国語 3[H 組] 

担当者名 吉野正史 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

目標①中国語の基礎をより固めよう！ 

目標②異文化を日常化しよう！ 

 

中国語初級履修者を対象に、中級程度の文法及び発音を指導して行きます。終了までに、①中級程度の文章を読み取れ

ること（ピンイン含む）、②中級程度の文を作れること、③デジタルデバイス上で中級程度の中国語を扱えるようにすること、を

学習目標とします。文法を覚えるだけでなく語彙も増やしていきましょう。 

 

 中国語は本来多様性に富む言語です。本講義では日本国内の中国語教育がほぼ簡体字（中国の漢字）で行われている

ことに鑑み基本的に簡体字で授業を行いますが、課題などでの繁体字（台湾などの漢字）の使用は可能です。また授業中も

一部で繁体字を使います。また台湾と中国での用法の違いなども説明していきます。 

 本講義では AI 翻訳の利用を特に禁止しません。但し適切な利用方法を身につけていきましょう。 

 また AI 翻訳が一般的になった社会であるがこそ、言葉の背景にある文化を理解することが重要です。そこで本講義では

毎回台湾・中国・香港・マレーシアなど中華圏のポップカルチャー（ゲーム、アニメ、漫画、音楽、スポーツなど）を紹介し講義

にも利用していきます。また日本のポップカルチャーがそれらの国でどのように受容されているのかについても解説を行いま

す。 

 
２．授業内容 

※コラムと音楽紹介の内容は変更になる可能性があります。 

 

［第 1 回] ①授業ガイダンス ②中国語ってなんだっけ？  

     ③ゲームで中国語に触れてみよう！ 

［第 2 回] ①『原神』学ぶ中国語⑴「動詞述語文」  

     ②文法練習「名前の紹介」 ③文法解説「副詞“也”」 

     ④発音聞き取りバトル⑴ ⑤音楽紹介「TRASH」 

［第 3 回] ①『原神』学ぶ中国語⑵「動詞“給”」  

     ②文法練習「辺～辺～」 ③文法解説「感嘆詞“哦”」 

     ④発音聞き取りバトル⑵ ⑤音楽紹介「張惠妹」 

［第 4 回] ①『原神』学ぶ中国語⑶「形容詞述語文」  

     ②文法練習「愛+動詞」 ③文法解説「動詞の重ね型」 

     ④コラム「中国ドラマ紹介『三体』」 ⑤音楽紹介「玖壹壹」 

［第 5 回] ①『原神』学ぶ中国語⑷「別～了」  

     ②文法練習「“是＋的”」 ③文法解説「語気助詞“嘛”」 

     ④コラム「中国ドラマ紹介『マスターオブスキル』」 ⑤音楽紹介「邱鋒澤」 

［第 6 回] ①『原神』学ぶ中国語⑸「様態補語」  

     ②文法練習「比～还～」 ③文法解説「前置詞“对”」 

     ③コラム「『原神』で中国旅行」 ④音楽紹介「二胡」 

［第 7 回] ①『原神』学ぶ中国語⑹「在+動詞」  

     ②文法練習「就要～了」 ③文法解説「不～了」 

     ④コラム「ゲーム『古剣奇譚』で中国旅行」 ⑤音楽紹介「黃明志」 

［第 8 回] ①『原神』学ぶ中国語⑺「助動詞“会～的”」  

     ②文法練習「副詞“挺～的”」 ③文法解説「結果補語“動詞+好”」 

     ④コラム「台湾を観光しよう⑴」 ⑤音楽紹介「滅火器」 

［第 9 回] ①『原神』学ぶ中国語⑻「为什么」  

     ②文法練習「是～的」 ③文法解説「動詞“听说”」 

     ④コラム「台湾を観光しよう⑵」 ⑤音楽紹介「魏嘉瑩」 

［第 10 回] ①『原神』学ぶ中国語⑼「副詞“就”」  

     ②文法練習「動詞+过」 ③文法解説「这么と那么」 

     ④コラム「ゲーム『ダスクダイバー』で台北観光⑴」 ⑤音楽紹介「文慧如」 

［第 11 回] ①『原神』学ぶ中国語⑽「程度補語」  

     ②文法練習「副詞“不要”」 ③文法解説「先～再～」 

     ④コラム「ゲーム『ダスクダイバー』で台北観光⑵」 ⑤音楽紹介「五月天」 
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［第 12 回] ①『原神』学ぶ中国語⑾「“把”構文」  

     ②文法練習「副詞+形容詞+的+名詞」 ③文法解説「助詞“得了”」 

     ④コラム「ゲーム紹介『返校』 ⑤音楽紹介「安溥」 

［第 13 回] ①『原神』学ぶ中国語⑿「方向補語」  

     ②文法練習「是不是」 ③文法解説「副詞“又”」 

     ④夏休み課題コンテンツ紹介 ⑤音楽紹介「茄子蛋」 

［第 14 回] 期末課題充当日 

 

 
３．履修上の注意 

 語学の授業は継続的に行うことが非常に重要です。①欠席の場合は１回につき 5 点、②遅刻の場合は１回につき１点、③

課題の提出がない場合 1 回につき 10 点を総合点から引きます。 

 課題・期末課題は Oh-o!Meiji を利用して提出してください。提出時のファイル形式は「Word ファイル」とします。（手書きは

不可） 

 他人の課題をコピーして提出した場合は 100 点を総合点から引きます。 

 不正出席を行った場合は 100 点を総合点から引きます。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎週土曜日に講義資料を Oh-o!Meiji にアップロードします。授業前に予習を行ってください。講義資料は各自保存し復

習にも役立ててください。 

 ピンインの読み書きは中国語学習の基本です。不安な場合は、授業開始前にしっかり復習しておきましょう。 

 

 
５．教科書 

①『中国の知恵 ことわざで学ぶ初中級中国語』（朝日出版社，相原茂・蘇紅） 

②自分の好きな辞典を一種以上用意して下さい。（オンライン辞典でも構いませんがグーグル翻訳のみ頼るのは不可） 

 
６．参考書 

 以下の書籍のうち一冊を選び学期中に読んでください。（期末課題の時に中国語で感想を提出してもらいます） 

①『台湾のアイデンティティ』（家永真幸、文春新書） 

②『台湾の若者を知りたい』（水野俊平、岩波ジュニア新書） 

③『北京の台所、東京の台所』（ウー・ウェン、ちくま文庫） 

④『あぶない中国共産党』（橋爪大三郎・峯村健司、小学館新書） 

⑤『日本のなかの中国』（中島恵、日経プレミアシリーズ） 

 

※選択可能な書籍は追加される可能性があります 

 

 

 またリスニング体験の向上、語彙の増加のため、以下のゲームを「中国語ボイスで」通年で遊ぶことも推奨します。 

①『原神』 

②『ゼンレスゾーンゼロ』 

③『リバース：1999』 

④『鈴蘭の剣』 

⑤『EA SPORTS FC25』 

⑥その他中国語ボイスで遊べるゲーム 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji を利用しコメントをフィードバックします。 

 
８．成績評価の方法 

授業参加および課題 30％、期末課題 70％、総合 100 点とし、60 点以上を合格とします。 

授業内容の理解度により総合点に対し加点および減点を行います（例：積極的な挙手、指名された際に答えられた→加点、

答えられなかった→減点） 

ただし、出席回数が総授業数の３分の２に満たない場合、期末課題の提出資格を失うので注意してください。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN261N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 中国語 3[I 組] 

担当者名 許家晟 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 中国語中級。初級で学習した基礎的事項を踏まえ，本年は中級へと移行することを目的とする。 

 既習の声調，ピンイン，文法を身に付けたうえで，より高度な中国語運用能力を修得するべく努力してもらいたい。この講

義では，特に読解力の向上をはかりたい。同時に，今日の中国に対する理解をも深めてもらえればなお良い。本講義での教

科書は，そうした目的にも有益であろう内容を備えている。 

 

 
２．授業内容 

第１回：a イントロダクション 

第２回：第１課 文法ポイントや表現のパターンの学習 

第３回：第１課 会話練習，リスニング練習 

第４回：第２課 文法ポイントや表現のパターンの学習 

第５回：第２課 会話練習，リスニング練習 

第６回：第３課 文法ポイントや表現のパターンの学習 

第７回：第３課 会話練習，リスニング練習 

第８回：第４課 文法ポイントや表現のパターンの学習 

第９回：第４課 会話練習，リスニング練習 

第 10 回：第５課 文法ポイントや表現のパターンの学習 

第 11 回：第５課 会話練習，リスニング練習 

第 12 回：第６課 文法ポイントや表現のパターンの学習 

第 13 回：第６課 会話練習，リスニング練習 

第 14 回：a 総合復習，b 期末理解度確認 

その他：課題，小テスト 

 
３．履修上の注意 

 初回の授業までに教科書を用意しておくこと。出席は毎回取る。特別な事情がない限り，欠席はしないように。授業に無関

係な私語は慎んで欲しいが，質問は歓迎する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習としては，次回講義までに教科書の該当箇所を読み，かつ付属の CD ないし教科書会社の HP で配布されている音

声データを聞いておくこと。復習としては，教科書に即して講義時に説明した内容を再確認し，予習と同様に付属の CD ま

たは音声データ を聞くこと。いずれの場合も，不明な点があれば，教員に質問して理解すること。 

 

 
５．教科書 

『中国語の基本 ステップアップ編』（新谷秀明，朝日出版社，2021 年初版） 

 
６．参考書 

 辞書等については最初の授業において，そのほかのものは随時指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度フィードバックを行う 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（小テストを含む）30％，期末テスト 70％，総合 100 点とし，60 点以上を合格とする。ただし，出席回数が総授業数

の３分の２に満たない場合，期末試験の受験資格を失うので注意すること。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN261N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 中国語 3[J 組] 

担当者名 吉野正史 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

目標①中国語の基礎をより固めよう！ 

目標②異文化を日常化しよう！ 

 

中国語初級履修者を対象に、中級程度の文法及び発音を指導して行きます。終了までに、①中級程度の文章を読み取れ

ること（ピンイン含む）、②中級程度の文を作れること、③デジタルデバイス上で中級程度の中国語を扱えるようにすること、を

学習目標とします。文法を覚えるだけでなく語彙も増やしていきましょう。 

 

 中国語は本来多様性に富む言語です。本講義では日本国内の中国語教育がほぼ簡体字（中国の漢字）で行われている

ことに鑑み基本的に簡体字で授業を行いますが、課題などでの繁体字（台湾などの漢字）の使用は可能です。また授業中も

一部で繁体字を使います。また台湾と中国での用法の違いなども説明していきます。 

 本講義では AI 翻訳の利用を特に禁止しません。但し適切な利用方法を身につけていきましょう。 

 また AI 翻訳が一般的になった社会であるがこそ、言葉の背景にある文化を理解することが重要です。そこで本講義では

毎回台湾・中国・香港・マレーシアなど中華圏のポップカルチャー（ゲーム、アニメ、漫画、音楽、スポーツなど）を紹介し講義

にも利用していきます。また日本のポップカルチャーがそれらの国でどのように受容されているのかについても解説を行いま

す。 

 
２．授業内容 

※コラムと音楽紹介の内容は変更になる可能性があります。 

 

［第 1 回] ①授業ガイダンス ②中国語ってなんだっけ？  

     ③ゲームで中国語に触れてみよう！ 

［第 2 回] ①『原神』学ぶ中国語⑴「動詞述語文」  

     ②文法練習「名前の紹介」 ③文法解説「副詞“也”」 

     ④発音聞き取りバトル⑴ ⑤音楽紹介「TRASH」 

［第 3 回] ①『原神』学ぶ中国語⑵「動詞“給”」  

     ②文法練習「辺～辺～」 ③文法解説「感嘆詞“哦”」 

     ④発音聞き取りバトル⑵ ⑤音楽紹介「張惠妹」 

［第 4 回] ①『原神』学ぶ中国語⑶「形容詞述語文」  

     ②文法練習「愛+動詞」 ③文法解説「動詞の重ね型」 

     ④コラム「中国ドラマ紹介『三体』」 ⑤音楽紹介「玖壹壹」 

［第 5 回] ①『原神』学ぶ中国語⑷「別～了」  

     ②文法練習「“是＋的”」 ③文法解説「語気助詞“嘛”」 

     ④コラム「中国ドラマ紹介『マスターオブスキル』」 ⑤音楽紹介「邱鋒澤」 

［第 6 回] ①『原神』学ぶ中国語⑸「様態補語」  

     ②文法練習「比～还～」 ③文法解説「前置詞“对”」 

     ③コラム「『原神』で中国旅行」 ④音楽紹介「二胡」 

［第 7 回] ①『原神』学ぶ中国語⑹「在+動詞」  

     ②文法練習「就要～了」 ③文法解説「不～了」 

     ④コラム「ゲーム『古剣奇譚』で中国旅行」 ⑤音楽紹介「黃明志」 

［第 8 回] ①『原神』学ぶ中国語⑺「助動詞“会～的”」  

     ②文法練習「副詞“挺～的”」 ③文法解説「結果補語“動詞+好”」 

     ④コラム「台湾を観光しよう⑴」 ⑤音楽紹介「滅火器」 

［第 9 回] ①『原神』学ぶ中国語⑻「为什么」  

     ②文法練習「是～的」 ③文法解説「動詞“听说”」 

     ④コラム「台湾を観光しよう⑵」 ⑤音楽紹介「魏嘉瑩」 

［第 10 回] ①『原神』学ぶ中国語⑼「副詞“就”」  

     ②文法練習「動詞+过」 ③文法解説「这么と那么」 

     ④コラム「ゲーム『ダスクダイバー』で台北観光⑴」 ⑤音楽紹介「文慧如」 

［第 11 回] ①『原神』学ぶ中国語⑽「程度補語」  

     ②文法練習「副詞“不要”」 ③文法解説「先～再～」 

     ④コラム「ゲーム『ダスクダイバー』で台北観光⑵」 ⑤音楽紹介「五月天」 
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［第 12 回] ①『原神』学ぶ中国語⑾「“把”構文」  

     ②文法練習「副詞+形容詞+的+名詞」 ③文法解説「助詞“得了”」 

     ④コラム「ゲーム紹介『返校』 ⑤音楽紹介「安溥」 

［第 13 回] ①『原神』学ぶ中国語⑿「方向補語」  

     ②文法練習「是不是」 ③文法解説「副詞“又”」 

     ④夏休み課題コンテンツ紹介 ⑤音楽紹介「茄子蛋」 

［第 14 回] 期末課題充当日 

 

 
３．履修上の注意 

 語学の授業は継続的に行うことが非常に重要です。①欠席の場合は１回につき 5 点、②遅刻の場合は１回につき１点、③

課題の提出がない場合 1 回につき 10 点を総合点から引きます。 

 課題・期末課題は Oh-o!Meiji を利用して提出してください。提出時のファイル形式は「Word ファイル」とします。（手書きは

不可） 

 他人の課題をコピーして提出した場合は 100 点を総合点から引きます。 

 不正出席を行った場合は 100 点を総合点から引きます。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎週土曜日に講義資料を Oh-o!Meiji にアップロードします。授業前に予習を行ってください。講義資料は各自保存し復

習にも役立ててください。 

 ピンインの読み書きは中国語学習の基本です。不安な場合は、授業開始前にしっかり復習しておきましょう。 

 

 
５．教科書 

①『中国の知恵 ことわざで学ぶ初中級中国語』（朝日出版社，相原茂・蘇紅） 

②自分の好きな辞典を一種以上用意して下さい。（オンライン辞典でも構いませんがグーグル翻訳のみ頼るのは不可） 

 
６．参考書 

 以下の書籍のうち一冊を選び学期中に読んでください。（期末課題の時に中国語で感想を提出してもらいます） 

①『台湾のアイデンティティ』（家永真幸、文春新書） 

②『台湾の若者を知りたい』（水野俊平、岩波ジュニア新書） 

③『北京の台所、東京の台所』（ウー・ウェン、ちくま文庫） 

④『あぶない中国共産党』（橋爪大三郎・峯村健司、小学館新書） 

⑤『日本のなかの中国』（中島恵、日経プレミアシリーズ） 

 

※選択可能な書籍は追加される可能性があります 

 

 

 またリスニング体験の向上、語彙の増加のため、以下のゲームを「中国語ボイスで」通年で遊ぶことも推奨します。 

①『原神』 

②『ゼンレスゾーンゼロ』 

③『リバース：1999』 

④『鈴蘭の剣』 

⑤『EA SPORTS FC25』 

⑥その他中国語ボイスで遊べるゲーム 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji を利用しコメントをフィードバックします。 

 
８．成績評価の方法 

授業参加および課題 30％、期末課題 70％、総合 100 点とし、60 点以上を合格とします。 

授業内容の理解度により総合点に対し加点および減点を行います（例：積極的な挙手、指名された際に答えられた→加点、

答えられなかった→減点） 

ただし、出席回数が総授業数の３分の２に満たない場合、期末課題の提出資格を失うので注意してください。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN261N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 中国語 3[K 組] 

担当者名 清水則夫 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 中国語中級。初級で学習した基礎的事項を踏まえ，本年は中級へと移行することを目的とする。 

 既習の声調，ピンイン，文法を身に付けたうえで，より高度な中国語運用能力を修得するべく努力してもらいたい。この講

義では，特に読解力の向上をはかりたい。同時に，今日の中国に対する理解をも深めてもらえればなお良い。本講義での教

科書は，そうした目的にも有益であろう内容を備えている。 

 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 初級文法のおさらい（１） 

［第２回] 初級文法のおさらい（２） 

［第３回] 初級文法のおさらい（３） 

［第４回] 教科書第１課（１） 

［第５回] 教科書第１課（２） 

［第６回] 教科書第２課（１） 

［第７回] 教科書第２課（２） 

［第８回] 教科書第３課（１） 

［第９回] 教科書第３課（２） 

［第 10 回] 教科書第４課（１） 

［第 11 回] 教科書第４課（２） 

［第 12 回] 教科書第５課（１） 

［第 13 回] 教科書第５課（２） 

［第 14 回] a：試験 

       b：試験の正答解説とまとめ 

 
３．履修上の注意 

 初回の授業までに教科書を用意しておくこと。出席は毎回取る。特別な事情がない限り，欠席はしないように。授業に無関

係な私語は慎んで欲しいが，質問は歓迎する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習としては，次回講義までに教科書の該当箇所を読み，かつ教科書会社の HP で配布されている音声データを聞いて

おくこと。復習としては，教科書に即して講義時に説明した内容を再確認し，予習と同様に音声データ を聞くこと。いずれの

場合も，不明な点があれば，教員に質問して理解すること。 

 

 
５．教科書 

『16 テーマで読む現代中国』及川淳子 朱力 白水社 

 

 
６．参考書 

 辞書等については最初の授業において，そのほかのものは随時指示する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中に随時フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（小テストを含む）30％，期末テスト 70％，総合 100 点とし，60 点以上を合格とする。ただし，出席回数が総授業数

の３分の２に満たない場合，期末試験の受験資格を失うので注意すること。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN261N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 中国語 3[L 組] 

担当者名 清水則夫 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 中国語中級。初級で学習した基礎的事項を踏まえ，本年は中級へと移行することを目的とする。 

 既習の声調，ピンイン，文法を身に付けたうえで，より高度な中国語運用能力を修得するべく努力してもらいたい。この講

義では，特に読解力の向上をはかりたい。同時に，今日の中国に対する理解をも深めてもらえればなお良い。本講義での教

科書は，そうした目的にも有益であろう内容を備えている。 

 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 初級文法のおさらい（１） 

［第２回] 初級文法のおさらい（２） 

［第３回] 初級文法のおさらい（３） 

［第４回] 教科書第１課（１） 

［第５回] 教科書第１課（２） 

［第６回] 教科書第２課（１） 

［第７回] 教科書第２課（２） 

［第８回] 教科書第３課（１） 

［第９回] 教科書第３課（２） 

［第 10 回] 教科書第４課（１） 

［第 11 回] 教科書第４課（２） 

［第 12 回] 教科書第５課（１） 

［第 13 回] 教科書第５課（２） 

［第 14 回] a：試験 

       b：試験の正答解説とまとめ 

 
３．履修上の注意 

 初回の授業までに教科書を用意しておくこと。出席は毎回取る。特別な事情がない限り，欠席はしないように。授業に無関

係な私語は慎んで欲しいが，質問は歓迎する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習としては，次回講義までに教科書の該当箇所を読み，かつ教科書会社の HP で配布されている音声データを聞いて

おくこと。復習としては，教科書に即して講義時に説明した内容を再確認し，予習と同様に音声データ を聞くこと。いずれの

場合も，不明な点があれば，教員に質問して理解すること。 

 

 
５．教科書 

『16 テーマで読む現代中国』及川淳子 朱力 白水社 

 

 
６．参考書 

 辞書等については最初の授業において，そのほかのものは随時指示する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中に随時フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（小テストを含む）30％，期末テスト 70％，総合 100 点とし，60 点以上を合格とする。ただし，出席回数が総授業数

の３分の２に満たない場合，期末試験の受験資格を失うので注意すること。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN261N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 中国語 3[M 組] 

担当者名 劉霊均 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 １年次に学習した中国語初級から中級への移行を目指します。レベルとしては，中国語検定３級合格程度が目標となりま

す。中国語学習の基礎となるピンインの読み書きを固め，文法面では基礎段階から，やや複雑な構成の文も理解できること

を目指します。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 復習 

［第２回] 教科書第１課  

［第３回] 教科書第１課 

［第４回] 教科書第２課 

［第５回] 教科書第２課 

［第６回] 教科書第３課  

［第７回] 教科書第３課  

［第８回] 復習 

［第９回] 教科書第４課 

［第 10 回] 教科書第４課 

［第 11 回] 教科書第５課 

［第 12 回] 教科書第５課 

［第 13 回] 復習 

［第 14 回] 今学期のまとめ，期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 欠席，遅刻，教科書不所持，授業中のおしゃべりは減点の対象となります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 紙の辞書，電子辞書，スマホアプリなど，いずれの形でも構わないので，中日辞典を用意してください。教科書に出てくる

単語の意味は必ず調べておくこと。単語が調べられていない場合，減点の対象となります。自分の姓名の言い方，ピンイン

表記，発音を確認しておくこと。 

 
５．教科書 

 『いつでも中国語２』（朝日出版社） 

 

 
６．参考書 

 新井一二三 『中国語はおもしろい』（講談社現代新書） 

 新井一二三 『中国語は楽しいーー華語から世界を眺める』（ちくま新書） 

 赤松美和子・若松大佑編『台湾を知るための 72 章』（明石書店） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 授業参加＋課題を 40％，期末試験 60％とし，合計 100 点のうち 60 点以上を合格とする。 

 
９．その他 

連絡などは dearlittlecookie@gmail.com まで。 
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科目ナンバー STLAN261N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 中国語 3[N 組] 

担当者名 劉霊均 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 １年次に学習した中国語初級から中級への移行を目指します。レベルとしては，中国語検定３級合格程度が目標となりま

す。中国語学習の基礎となるピンインの読み書きを固め，文法面では基礎段階から，やや複雑な構成の文も理解できること

を目指します。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 復習 

［第２回] 教科書第１課  

［第３回] 教科書第１課 

［第４回] 教科書第２課 

［第５回] 教科書第２課 

［第６回] 教科書第３課  

［第７回] 教科書第３課  

［第８回] 復習 

［第９回] 教科書第４課 

［第 10 回] 教科書第４課 

［第 11 回] 教科書第５課 

［第 12 回] 教科書第５課 

［第 13 回] 復習 

［第 14 回] 今学期のまとめ，期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 欠席，遅刻，教科書不所持，授業中のおしゃべりは減点の対象となります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 紙の辞書，電子辞書，スマホアプリなど，いずれの形でも構わないので，中日辞典を用意してください。教科書に出てくる

単語の意味は必ず調べておくこと。単語が調べられていない場合，減点の対象となります。自分の姓名の言い方，ピンイン

表記，発音を確認しておくこと。 

 
５．教科書 

 『いつでも中国語２』（朝日出版社） 

 

 
６．参考書 

 新井一二三 『中国語はおもしろい』（講談社現代新書） 

 新井一二三 『中国語は楽しいーー華語から世界を眺める』（ちくま新書） 

 赤松美和子・若松大佑編『台湾を知るための 72 章』（明石書店） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 授業参加＋課題を 40％，期末試験 60％とし，合計 100 点のうち 60 点以上を合格とする。 

 
９．その他 

連絡などは dearlittlecookie@gmail.com まで。 
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科目ナンバー STLAN261N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 中国語 3[再履] 

担当者名 馮 青 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

授業概要： 

 発音，ピンイン，語彙及び基本文法習得のこつを紹介し，わかりやすく楽しい授業に努める。毎回の講義では，ａモジュー

ルを「文章」の学習に，ｂモジュールを「会話」の学習に分けて行う。春学期は，とりわけ中級レベルの応用会話練習に力点を

置く。また，中国の映画や音楽も紹介し，中国に親近感を持って学習できるように配慮する。 

到達目標： 

 中国語の面白さを知り，中級レベルに必要な知識と応用能力を身に付けるとともに，中国に関する理解を深めることを目的

とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション，基本表現の復習 

［第２回] 第１課 大熊猫 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第３回] 第１課 大熊猫（续） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．会話練習 

［第４回] 第２課 游古镇 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第５回] 第２課 游古镇（续） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．会話練習 

［第６回] 第３課 在列车上 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第７回] 第３課 在列车上（续） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．会話練習 

［第８回] 中間まとめ，聞き取り練習 

［第９回] 第４課 逛拉萨 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第 10 回] 第４課 逛拉萨（续） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．会話練習 

［第 11 回] 第５課 家宴 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第 12 回] 第６課 颐和园观光 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第 13 回] 総まとめ，聞き取り練習 

［第 14 回] 試験前指導・期末テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 毎回必ず出席を取る。30 分以上の遅刻は欠席とみなす。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 
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 毎回の授業で指示された内容について，予復習を行うこと。 

 

 
５．教科書 

 『カレント中国 ―初級から中級へ―』（朝日出版社） 

 

 
６．参考書 

 新井一二三 『中国語はおもしろい』（講談社現代新書） 

 新井一二三 『中国語は楽しいーー華語から世界を眺める』（ちくま新書） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji などインターネットシステムも利用するが、基本的に授業中で説明を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（50％）及び学期末試験の成績（50％）に基づき評価する。平常点には中間テスト，出席状況，課題，授業態度等も

含む。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN261N 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 中国語 3[スポーツ] 

担当者名 清水則夫 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 中国語中級。初級で学習した基礎的事項を踏まえ，本年は中級へと移行することを目指す。既習の声調，ピンイン，文法

を身に付けたうえで，より高度な中国語運用能力を修得できるように努力してもらいたい。同時に，今日の中国に対する理解

をも深めてもらえればなお良い。 

 

 
２．授業内容 

第１回：１年次の学習内容の復習 

第２回：第１課 名詞の前の“的”動詞の前の“地”助動詞“要”連動文 

第３回：第１課 チャレンジ スキット 

第４回：第２課 動態助詞“了” 語気助詞“了” 語気助詞“吗”と“〈吧〉” 禁止の表現 

第５回：第２課 チャレンジ スキット 

第６回：第３課 経験の“过” “怎么”の２つの用法 離合詞 副詞“才”の用法 

第７回：第３課 チャレンジ スキット 

第８回：第４課 動作の進行 動作・状態の持続を表す“着” 動作を行う時間の長さ・動作の回数 “因为～所以…” 

第９回：第４課 チャレンジ スキット 

第 10 回：第５課 近い未来 反語 副詞“就”“要是（/如果）～就…” 

第 11 回：第５課 チャレンジ スキット 

第 12 回：第６課 結果補語 感嘆文 副詞“还” “虽然～但（是）…” 

第 13 回：第６課 チャレンジ スキット 

第 14 回 a：試験 

      b：試験の正答解説とまとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 初回の授業までに教科書を用意しておくこと。出席は毎回取る。事情があって欠席せざるを得ない場合は，なるべくなら事

前に，無理であれば事後でもよいので，欠席理由を説明すること。授業に無関係な私語は慎んで欲しいが，質問は歓迎す

る。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習としては，次回講義までに教科書の該当箇所を読み，かつ教科書会社の HP で配布されている音声データを聞いて

おくこと。復習としては，教科書に即して講義時に説明した内容を再確認し，予習と同様に音声データ を聞くこと。いずれの

場合も，不明な点があれば，教員に質問して理解すること。 

 

 
５．教科書 

『２年めの中国語ポイント 45』本間史・孟広学 白水社 

 

 

 
６．参考書 

辞書等については最初の授業において，そのほかのものは随時指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に随時フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

平常点（小テストを含む）30％，期末テスト 70％，総合 100 点とし，60 点以上を合格とする。ただし，出席回数が総授業数の

３分の２に満たない場合，期末試験の受験資格を失うので注意すること。 
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９．その他 
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中国語 4 

科目ナンバー STLAN261N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 4[H 組] 

担当者名 吉野正史 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

目標①中国語中級への道を切り拓こう！ 

目標②異文化をもっと日常化しよう！ 

 

 中国語中級の続き。春学期に引き続いて中国語検定 3～4 級程度の文法と発音を身につけることを目的とします。また中

国語のデジタル入力にもより慣れていきましょう。 

 中国語は本来多様性に富む言語です。本講義では日本国内の中国語教育がほぼ簡体字（中国の漢字）で行われている

ことに鑑み基本的に簡体字で授業を行いますが、課題などでの繁体字（台湾などの漢字）の使用は可能です。また授業中も

一部で繁体字を使います。また台湾と中国での用法の違いなども説明していきます。 

 本講義では AI 翻訳の利用を特に禁止しません。但し適切な利用方法を身につけていきましょう。 

 また AI 翻訳が一般的になった社会であるがこそ、言葉の背景にある文化を理解することが重要です。そこで本講義では

毎回台湾・中国・香港・マレーシアなど中華圏のポップカルチャー（ゲーム、アニメ、漫画、音楽、スポーツなど）を紹介し講義

にも利用していきます。また日本のポップカルチャーがそれらの国でどのように受容されているのかについても解説を行いま

す。 

 

 
２．授業内容 

※コラムと音楽紹介の内容は変更になる可能性があります。 

 

［第 15 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒀「動詞+了⑴」  

     ②文法練習「時量補語・動量補語」 ③文法解説「副詞“差点”」 

     ④コラム「台湾グルメ紀行⑴」 ⑤音楽紹介「八三夭」 

［第 16 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒁「疑問詞の不定用法」  

     ②文法練習「可能補語⑴」 ③文法解説「副詞“倒”」 

     ④コラム「台湾グルメ紀行⑵」 ⑤音楽紹介「鄧紫棋」 

［第 17 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒂「動詞+了⑵」  

     ②文法練習「動詞“怕”」 ③文法解説「副詞“来”」 

     ④コラム「台湾グルメ紀行⑶」 ⑤音楽紹介「蔡依林」 

［第 18 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒃「存現文」  

     ②文法練習「助動詞“可以”」 ③文法解説「反語文⑴」 

     ④コラム「ゲーム『ゼンレスゾーンゼロ』で中国語に触れよう！」 ⑤音楽紹介「Mirror」 

［第 19 回] ①漫『原神』で学ぶ中国語⒄「副詞“就是”」  

     ②文法練習「お金に関する役立つ表現」 ③文法解説「お金に関する諺」 

     ④コラム「15 分でわかる！中国映画 5 選」 ⑤音楽紹介「洛天依」 

［第 20 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒅「接続詞“所以”」  

     ②文法練習「兼語文」 ③文法解説「副詞“多”」 

     ④コラム「15 分でわかる！台湾映画 5 選」 ⑤音楽紹介「魏禮安」 

［第 21 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒆「受け身文“被”」  

     ②文法練習「選択疑問文」 ③文法解説「副詞“终于”」 

     ④コラム「台湾の「伝統」芸能「布袋戲」」 ⑤音楽紹介「自從」 

［第 22 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒇「可能補語⑵」  

     ②文法練習「好好儿」 ③文法解説「動詞“过去”」 

     ④コラム「15 分でわかる！中国蹴球事情」 ⑤音楽紹介「蔡恩雨」 

［第 23 回] ①『原神』で学ぶ中国㉑「副詞“也” ⑵」 

     ②文法練習「反語文⑵」 ③文法解説「知道+文」 

     ④コラム「ゲーム『野狗子』で 90 年代香港に行こう！」 ⑤音楽紹介「hanser」 

［第 24 回] ①『原神』で学ぶ中国語㉒「副詞“非”」  

     ②文法練習「怎么了？」 ③文法解説「動詞 or 形容詞+点儿」 

     ④コラム「15 分でわかる！台湾史⑴」 ⑤音楽紹介「滅火器」 

［第 25 回] ①『原神』で学ぶ中国語㉓「動詞“来”」  

     ②文法練習「副詞“还是”」 ③文法解説「不如」 

     ④コラム「15 分でわかる！台湾史⑵」 ⑤音楽紹介「閃靈」 
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［第 26 回] ①『原神』で学ぶ中国語㉔「助詞“着”」  

     ②文法練習「副詞“才”」 ③文法解説「差得远」 

     ④コラム「15 分でわかる！台湾史⑶」 ⑤音楽紹介「柯佳嬿」 

［第 27 回] ①映像で学ぶ中国語と現代中国の歴史 ②音楽紹介「五月天」 

［第 28 回] 期末課題充当日 

 

 
３．履修上の注意 

 語学の授業は継続的に行うことが非常に重要です。①欠席の場合は１回につき 5 点、②遅刻の場合は１回につき１点、③

課題の提出がない場合 1 回につき 10 点を総合点から引きます。 

 課題・期末課題は Oh-o!Meiji を利用して提出してください。提出時のファイル形式は「Word ファイル」とします。（手書きは

不可） 

 他人の課題をコピーして提出した場合は 100 点を総合点から引きます。 

 不正出席を行った場合は 100 点を総合点から引きます。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎週土曜日に講義資料を Oh-o!Meiji にアップロードします。授業前に予習を行ってください。講義資料は各自保存し復

習にも役立ててください。 

 ピンインの読み書きは中国語学習の基本です。不安な場合は、授業開始前にしっかり復習しておきましょう。 

 

 
５．教科書 

①『中国の知恵 ことわざで学ぶ初中級中国語』（朝日出版社，相原茂・蘇紅） 

②自分の好きな辞典を一種以上用意して下さい。（オンライン辞典でも構いませんがグーグル翻訳などの自動翻訳のみ頼る

のは不可） 

 

 
６．参考書 

 以下の書籍のうち一冊を選び学期中に読んでください。（任意） 

①『台湾の歴史と文化 六つの時代が織りなす「美麗島」』（大東和重、中公新書） 

②『習近平の中国 百年の夢と現実』（林望、岩波新書） 

③『八九六四完全版 「天安門事件」から香港デモへ』（安田峰俊、角川新書） 

④『超限戦 21 世紀の「新しい戦争」』（喬良・王湘穂、角川新書） 

 

 

 またリスニング体験の向上、語彙の増加のため、以下のゲームを「中国語ボイスで」通年で遊ぶことも推奨します。 

①『原神』 

②『ゼンレスゾーンゼロ』 

③『リバース：1999』 

④『鈴蘭の剣』 

⑤『EA SPORTS FC25』 

⑥その他中国語ボイスで遊べるゲーム 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji を利用しコメントをフィードバックします。 

 
８．成績評価の方法 

授業参加および課題 30％、期末課題 70％、総合 100 点とし、60 点以上を合格とします。 

授業内容の理解度により総合点に対し加点および減点を行います（例：積極的な挙手、指名された際に答えられた→加点、

答えられなかった→減点） 

ただし、出席回数が総授業数の３分の２に満たない場合、期末課題の提出資格を失うので注意してください。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN261N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 4[I 組] 

担当者名 許家晟 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 中国語中級の続き。同時に，これまでの中国語学習の総まとめでもある。 

 従来の学習内容を完璧にマスターしておくこと。そのうえで，春学期に引き続き，中級としての中国語運用能力を身につけ

ることを目的とする。 

読み，書き，聞き，話せるようになってこそ，語学が身に着いたと言える。それら全ての点で，少しでも高い水準を目指しても

らいたい。 

 

 
２．授業内容 

第１回：春学期の復習 

第２回：第 7 課 文法ポイントや表現のパターンの学習 

第３回：第 7 課 会話練習，リスニング練習 

第４回：第 8 課 文法ポイントや表現のパターンの学習 

第５回：第 8 課 会話練習，リスニング練習 

第６回：第 9 課 文法ポイントや表現のパターンの学習 

第７回：第 9 課 会話練習，リスニング練習 

第８回：第 10 課 文法ポイントや表現のパターンの学習 

第９回：第 10 課 会話練習，リスニング練習 

第 10 回：第 11 課 文法ポイントや表現のパターンの学習 

第 11 回：第 11 課 会話練習，リスニング練習 

第 12 回：第 12 課 文法ポイントや表現のパターンの学習 

第 13 回：第 12 課 会話練習，リスニング練習 

第 14 回：a 総合復習，b 期末理解度確認 

その他：課題，小テスト 

 
３．履修上の注意 

 初回の授業までに教科書を用意しておくこと。出席は毎回取る。特別な事情がない限り，欠席はしないように。授業に無関

係な私語は慎んで欲しいが，質問は歓迎する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習としては，次回講義までに教科書の該当箇所を読み，かつ付属の CD ないし教科書会社の HP で配布されている音

声データを聞いておくこと。復習としては，教科書に即して講義時に説明した内容を再確認し，予習と同様に付属の CD ま

たは音声データ を聞くこと。いずれの場合も，不明な点があれば，教員に質問して理解すること。 

 

 
５．教科書 

『中国語の基本 ステップアップ編』（新谷秀明，朝日出版社，2021 年初版） 

 
６．参考書 

 辞書等については最初の授業において，そのほかのものは随時指示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度フィードバックを行う 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（小テストを含む）30％，期末テスト 70％，総合 100 点とし，60 点以上を合格とする。ただし，出席回数が総授業数

の３分の２に満たない場合，期末試験の受験資格を失うので注意すること。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN261N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 4[J 組] 

担当者名 吉野正史 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

目標①中国語中級への道を切り拓こう！ 

目標②異文化をもっと日常化しよう！ 

 

 中国語中級の続き。春学期に引き続いて中国語検定 3～4 級程度の文法と発音を身につけることを目的とします。また中

国語のデジタル入力にもより慣れていきましょう。 

 中国語は本来多様性に富む言語です。本講義では日本国内の中国語教育がほぼ簡体字（中国の漢字）で行われている

ことに鑑み基本的に簡体字で授業を行いますが、課題などでの繁体字（台湾などの漢字）の使用は可能です。また授業中も

一部で繁体字を使います。また台湾と中国での用法の違いなども説明していきます。 

 本講義では AI 翻訳の利用を特に禁止しません。但し適切な利用方法を身につけていきましょう。 

 また AI 翻訳が一般的になった社会であるがこそ、言葉の背景にある文化を理解することが重要です。そこで本講義では

毎回台湾・中国・香港・マレーシアなど中華圏のポップカルチャー（ゲーム、アニメ、漫画、音楽、スポーツなど）を紹介し講義

にも利用していきます。また日本のポップカルチャーがそれらの国でどのように受容されているのかについても解説を行いま

す。 

 

 
２．授業内容 

※コラムと音楽紹介の内容は変更になる可能性があります。 

 

［第 15 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒀「動詞+了⑴」  

     ②文法練習「時量補語・動量補語」 ③文法解説「副詞“差点”」 

     ④コラム「台湾グルメ紀行⑴」 ⑤音楽紹介「八三夭」 

［第 16 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒁「疑問詞の不定用法」  

     ②文法練習「可能補語⑴」 ③文法解説「副詞“倒”」 

     ④コラム「台湾グルメ紀行⑵」 ⑤音楽紹介「鄧紫棋」 

［第 17 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒂「動詞+了⑵」  

     ②文法練習「動詞“怕”」 ③文法解説「副詞“来”」 

     ④コラム「台湾グルメ紀行⑶」 ⑤音楽紹介「蔡依林」 

［第 18 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒃「存現文」  

     ②文法練習「助動詞“可以”」 ③文法解説「反語文⑴」 

     ④コラム「ゲーム『ゼンレスゾーンゼロ』で中国語に触れよう！」 ⑤音楽紹介「Mirror」 

［第 19 回] ①漫『原神』で学ぶ中国語⒄「副詞“就是”」  

     ②文法練習「お金に関する役立つ表現」 ③文法解説「お金に関する諺」 

     ④コラム「15 分でわかる！中国映画 5 選」 ⑤音楽紹介「洛天依」 

［第 20 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒅「接続詞“所以”」  

     ②文法練習「兼語文」 ③文法解説「副詞“多”」 

     ④コラム「15 分でわかる！台湾映画 5 選」 ⑤音楽紹介「魏禮安」 

［第 21 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒆「受け身文“被”」  

     ②文法練習「選択疑問文」 ③文法解説「副詞“终于”」 

     ④コラム「台湾の「伝統」芸能「布袋戲」」 ⑤音楽紹介「自從」 

［第 22 回] ①『原神』で学ぶ中国語⒇「可能補語⑵」  

     ②文法練習「好好儿」 ③文法解説「動詞“过去”」 

     ④コラム「15 分でわかる！中国蹴球事情」 ⑤音楽紹介「蔡恩雨」 

［第 23 回] ①『原神』で学ぶ中国㉑「副詞“也” ⑵」 

     ②文法練習「反語文⑵」 ③文法解説「知道+文」 

     ④コラム「ゲーム『野狗子』で 90 年代香港に行こう！」 ⑤音楽紹介「hanser」 

［第 24 回] ①『原神』で学ぶ中国語㉒「副詞“非”」  

     ②文法練習「怎么了？」 ③文法解説「動詞 or 形容詞+点儿」 

     ④コラム「15 分でわかる！台湾史⑴」 ⑤音楽紹介「滅火器」 

［第 25 回] ①『原神』で学ぶ中国語㉓「動詞“来”」  

     ②文法練習「副詞“还是”」 ③文法解説「不如」 

     ④コラム「15 分でわかる！台湾史⑵」 ⑤音楽紹介「閃靈」 
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［第 26 回] ①『原神』で学ぶ中国語㉔「助詞“着”」  

     ②文法練習「副詞“才”」 ③文法解説「差得远」 

     ④コラム「15 分でわかる！台湾史⑶」 ⑤音楽紹介「柯佳嬿」 

［第 27 回] ①映像で学ぶ中国語と現代中国の歴史 ②音楽紹介「五月天」 

［第 28 回] 期末課題充当日 

 

 
３．履修上の注意 

 語学の授業は継続的に行うことが非常に重要です。①欠席の場合は１回につき 5 点、②遅刻の場合は１回につき１点、③

課題の提出がない場合 1 回につき 10 点を総合点から引きます。 

 課題・期末課題は Oh-o!Meiji を利用して提出してください。提出時のファイル形式は「Word ファイル」とします。（手書きは

不可） 

 他人の課題をコピーして提出した場合は 100 点を総合点から引きます。 

 不正出席を行った場合は 100 点を総合点から引きます。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎週土曜日に講義資料を Oh-o!Meiji にアップロードします。授業前に予習を行ってください。講義資料は各自保存し復

習にも役立ててください。 

 ピンインの読み書きは中国語学習の基本です。不安な場合は、授業開始前にしっかり復習しておきましょう。 

 

 
５．教科書 

①『中国の知恵 ことわざで学ぶ初中級中国語』（朝日出版社，相原茂・蘇紅） 

②自分の好きな辞典を一種以上用意して下さい。（オンライン辞典でも構いませんがグーグル翻訳などの自動翻訳のみ頼る

のは不可） 

 

 
６．参考書 

 以下の書籍のうち一冊を選び学期中に読んでください。（任意） 

①『台湾の歴史と文化 六つの時代が織りなす「美麗島」』（大東和重、中公新書） 

②『習近平の中国 百年の夢と現実』（林望、岩波新書） 

③『八九六四完全版 「天安門事件」から香港デモへ』（安田峰俊、角川新書） 

④『超限戦 21 世紀の「新しい戦争」』（喬良・王湘穂、角川新書） 

 

 

 またリスニング体験の向上、語彙の増加のため、以下のゲームを「中国語ボイスで」通年で遊ぶことも推奨します。 

①『原神』 

②『ゼンレスゾーンゼロ』 

③『リバース：1999』 

④『鈴蘭の剣』 

⑤『EA SPORTS FC25』 

⑥その他中国語ボイスで遊べるゲーム 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji を利用しコメントをフィードバックします。 

 
８．成績評価の方法 

授業参加および課題 30％、期末課題 70％、総合 100 点とし、60 点以上を合格とします。 

授業内容の理解度により総合点に対し加点および減点を行います（例：積極的な挙手、指名された際に答えられた→加点、

答えられなかった→減点） 

ただし、出席回数が総授業数の３分の２に満たない場合、期末課題の提出資格を失うので注意してください。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN261N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 4[K 組] 

担当者名 清水則夫 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 中国語中級の続き。同時に，これまでの中国語学習の総まとめでもある。 

 従来の学習内容を完璧にマスターしておくこと。そのうえで，春学期に引き続き，中級としての中国語運用能力を身につけ

ることを目的とする。読み，書き，聞き，話せるようになってこそ，語学が身に着いたと言える。それら全ての点で，少しでも高

い水準を目指してもらいたい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 春学期の復習 

［第２回] 教科書第６課（１） 

［第３回] 教科書第６課（２） 

［第４回] 教科書第７課（１） 

［第５回] 教科書第７課（２） 

［第６回] 教科書第８課（１） 

［第７回] 教科書第８課（２） 

［第８回] 教科書第９課（１） 

［第９回] 教科書第９課（２） 

［第 10 回] 教科書第 10 課（１） 

［第 11 回] 教科書第 10 課（２） 

［第 12 回] 教科書第 11 課（１） 

［第 13 回] 教科書第 11 課（２） 

［第 14 回] a：試験 

       b：試験の正答解説とまとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 初回の授業までに教科書を用意しておくこと。出席は毎回取る。特別な事情がない限り，欠席はしないように。授業に無関

係な私語は慎んで欲しいが，質問は歓迎する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習としては，次回講義までに教科書の該当箇所を読み，かつ教科書会社の HP で配布されている音声データを聞いて

おくこと。復習としては，教科書に即して講義時に説明した内容を再確認し，予習と同様に音声データ を聞くこと。いずれの

場合も，不明な点があれば，教員に質問して理解すること。 

 

 

 
５．教科書 

『16 テーマで読む現代中国』及川淳子 朱力 白水社 

 

 
６．参考書 

 辞書等については最初の授業において，そのほかのものは随時指示する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中に随時フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（小テストを含む）30％，期末テスト 70％，総合 100 点とし，60 点以上を合格とする。ただし，出席回数が総授業数

の３分の２に満たない場合，期末試験の受験資格を失うので注意すること。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN261N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 4[L 組] 

担当者名 清水則夫 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 中国語中級の続き。同時に，これまでの中国語学習の総まとめでもある。 

 従来の学習内容を完璧にマスターしておくこと。そのうえで，春学期に引き続き，中級としての中国語運用能力を身につけ

ることを目的とする。読み，書き，聞き，話せるようになってこそ，語学が身に着いたと言える。それら全ての点で，少しでも高

い水準を目指してもらいたい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 春学期の復習 

［第２回] 教科書第６課（１） 

［第３回] 教科書第６課（２） 

［第４回] 教科書第７課（１） 

［第５回] 教科書第７課（２） 

［第６回] 教科書第８課（１） 

［第７回] 教科書第８課（２） 

［第８回] 教科書第９課（１） 

［第９回] 教科書第９課（２） 

［第 10 回] 教科書第 10 課（１） 

［第 11 回] 教科書第 10 課（２） 

［第 12 回] 教科書第 11 課（１） 

［第 13 回] 教科書第 11 課（２） 

［第 14 回] a：試験 

       b：試験の正答解説とまとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 初回の授業までに教科書を用意しておくこと。出席は毎回取る。特別な事情がない限り，欠席はしないように。授業に無関

係な私語は慎んで欲しいが，質問は歓迎する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習としては，次回講義までに教科書の該当箇所を読み，かつ教科書会社の HP で配布されている音声データを聞いて

おくこと。復習としては，教科書に即して講義時に説明した内容を再確認し，予習と同様に音声データ を聞くこと。いずれの

場合も，不明な点があれば，教員に質問して理解すること。 

 

 

 
５．教科書 

『16 テーマで読む現代中国』及川淳子 朱力 白水社 

 

 
６．参考書 

 辞書等については最初の授業において，そのほかのものは随時指示する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中に随時フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（小テストを含む）30％，期末テスト 70％，総合 100 点とし，60 点以上を合格とする。ただし，出席回数が総授業数

の３分の２に満たない場合，期末試験の受験資格を失うので注意すること。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN261N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 4[M 組] 

担当者名 劉霊均 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 中国語検定３級合格レベルに達するため，ピンインの読み書き，基礎文法の把握の上に立ち，語彙の増加に努めます。単

語は覚えようとしなければ覚えられません。自分の口で発した音を自分の耳に入れ，自分の脳裏に定着させるよう努力するこ

と。 

 
２．授業内容 

［第１回] 復習 

［第２回] 教科書第６課  

［第３回] 教科書第６課 

［第４回] 教科書第７課 

［第５回] 教科書第７課 

［第６回] 教科書第８課  

［第７回] 教科書第８課  

［第８回] 復習 

［第９回] 教科書第９課 

［第 10 回] 教科書第９課 

［第 11 回] 教科書第１０課 

［第 12 回] 教科書第１０課 

［第 13 回] 復習 

［第 14 回] 今学期のまとめ，期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 遅刻，欠席，教科書不所持，授業中のおしゃべりは減点の対象となります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 春学期の学習内容を復習しておくこと。 

 

 
５．教科書 

『いつでも中国語２』朝日出版社 

 
６．参考書 

 新井一二三 『中国語はおもしろい』（講談社現代新書） 

 新井一二三 『中国語は楽しいーー華語から世界を眺める』（ちくま新書） 

 赤松美和子・若松大佑編『台湾を知るための 72 章』（明石書店） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 授業参加＋課題を 40％，期末テストを 60％とし，計 100 点のうち 60 点以上を合格とする。 

 
９．その他 

連絡などは dearlittlecookie@gmail.com まで。 
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科目ナンバー STLAN261N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 4[N 組] 

担当者名 劉霊均 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 中国語検定３級合格レベルに達するため，ピンインの読み書き，基礎文法の把握の上に立ち，語彙の増加に努めます。単

語は覚えようとしなければ覚えられません。自分の口で発した音を自分の耳に入れ，自分の脳裏に定着させるよう努力するこ

と。 

 
２．授業内容 

［第１回] 復習 

［第２回] 教科書第６課  

［第３回] 教科書第６課 

［第４回] 教科書第７課 

［第５回] 教科書第７課 

［第６回] 教科書第８課  

［第７回] 教科書第８課  

［第８回] 復習 

［第９回] 教科書第９課 

［第 10 回] 教科書第９課 

［第 11 回] 教科書第１０課 

［第 12 回] 教科書第１０課 

［第 13 回] 復習 

［第 14 回] 今学期のまとめ，期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 遅刻，欠席，教科書不所持，授業中のおしゃべりは減点の対象となります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 春学期の学習内容を復習しておくこと。 

 

 
５．教科書 

『いつでも中国語２』朝日出版社 

 
６．参考書 

 新井一二三 『中国語はおもしろい』（講談社現代新書） 

 新井一二三 『中国語は楽しいーー華語から世界を眺める』（ちくま新書） 

 赤松美和子・若松大佑編『台湾を知るための 72 章』（明石書店） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 授業参加＋課題を 40％，期末テストを 60％とし，計 100 点のうち 60 点以上を合格とする。 

 
９．その他 

連絡などは dearlittlecookie@gmail.com まで。 
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科目ナンバー STLAN261N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 4[再履] 

担当者名 馮 青 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

授業概要： 

 発音，ピンイン，語彙及び基本文法習得のこつを紹介し，わかりやすく楽しい授業に努める。毎回の講義では，ａモジュー

ルを「文章」の学習に，ｂモジュールを「会話」の学習に分けて行う。秋学期は，中級レベルの文章の習得やそれに関連する

中国語の会話練習に力点を置く。また，中国の映画や音楽も紹介し，中国に親近感を持って学習できるように配慮する。 

到達目標： 

 中国語の面白さを知り，中級レベルに必要な知識と応用能力を身に付けるとともに，中国に関する理解を深めることを目的

とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション，基本表現の復習 

［第２回] 第７課 独生子女 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第３回] 第７課 独生子女（续） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．グループ会話練習 

［第４回] 第８課 四川菜 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第５回] 第８課 四川菜（续） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．グループ会話練習 

［第６回] 第９課 共享单车 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第７回] 第９課 共享单车（续） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．中間まとめ 

［第８回] 第 10 課 去文化街 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第９回] 第 10 課 去文化街（续） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．グループ会話練習 

［第 10 回] 第 11 課 感冒和中药 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第 11 回] 第 11 課 感冒和中药（续） 

ａ．基本表現の応用 

ｂ．グループ会話練習 

［第 12 回] 第 12 課 云岗石窟 

ａ．基本表現，語彙の学習 

ｂ．会話練習 

［第 13 回] 総まとめ 

［第 14 回] 試験前指導・期末テスト 

 

 
３．履修上の注意 

 毎回必ず出席を取る。30 分以上の遅刻は欠席とみなす。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回の授業で指示された内容について，予復習を行うこと。 

 

 
５．教科書 

 『カレント中国―初級から中級へ―』（朝日出版社） 

 

 
６．参考書 

 新井一二三 『中国語はおもしろい』（講談社現代新書） 

 新井一二三 『中国語は楽しいーー華語から世界を眺める』（ちくま新書） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji などインターネットシステムも利用するが、基本的に授業中で説明を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（50％）及び学期末試験の成績（５0％）に基づき評価する。平常点には中間テスト，出席状況，課題，授業態度等も

含む。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN261N 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 中国語 4[スポーツ] 

担当者名 清水則夫 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 中国語中級の続き。同時に，これまでの中国語学習の総まとめでもある。春学期に引き続き，中級としての中国語運用能

力を身につけることを目的とする。読み，書き，聞き，話せるようになってこそ，語学が身に着いたと言える。それら全ての点

で，少しでも高い水準を目指してもらいたい。 

 
２．授業内容 

第１回：春学期の復習 

第２回：第７課 様態補語 比較 形容詞の重ね型 “不但～而且…” 

第３回：第７課 チャレンジ スキット 

第４回：第８課 方向補語 複合方向補語 強調表現“连～也（/都）…” “一～就…” 

第５回：第８課 チャレンジ スキット 

第６回：第９課 “把”構文 受身 副詞“再”と“又”の用法 “只要～就…” 

第７回：第９課 チャレンジ スキット 

第８回：第 10 課 可能補語 “是～的”の構文 “只有～才…” 

第９回：第 10 課 チャレンジ スキット 

第 10 回：第 11 課 “～得了”/“～不了”の可能補語 兼語文 “不是～而是…” 

第 11 回：第 11 課 チャレンジ スキット 

第 12 回：第 12 課 存現文 同じ疑問詞の呼応 “不管～都…” 

第 13 回：第 12 課 チャレンジ スキット 

第 14 回 a：試験 

     b：試験の正答解説とまとめ 

 
３．履修上の注意 

 初回の授業までに教科書を用意しておくこと。出席は毎回取る。事情があって欠席せざるを得ない場合は，なるべくなら事

前に，無理であれば事後でもよいので，欠席理由を説明すること。授業に無関係な私語は慎んで欲しいが，質問は歓迎す

る。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習としては，次回講義までに教科書の該当箇所を読み，かつ教科書会社の HP で配布されている音声データを聞いて

おくこと。復習としては，教科書に即して講義時に説明した内容を再確認し，予習と同様に音声データ を聞くこと。いずれの

場合も，不明な点があれば，教員に質問して理解すること。 

 
５．教科書 

『２年めの中国語ポイント 45』本間史・孟広学 白水社 

 

 

 
６．参考書 

辞書等については最初の授業において，そのほかのものは随時指示する。 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業で随時フィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（小テストを含む）30％，期末テスト 70％，総合 100 点とし，60 点以上を合格とする。ただし，出席回数が総授業数

の３分の２に満たない場合，期末試験の受験資格を失うので注意すること。 

 

 

 
９．その他 
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基礎線形代数 1 

科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1[1 組] 

担当者名 長友康行 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 行列・行列式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列・行列式などの概念を正しく理解し，逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 集合と写像（1.1）（1.2 節は省略） 

［第２回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第３回] ２次のベクトルと行列（2.1.1） 

［第４回] ２次のベクトルと行列（2.1.2） 

［第５回] 行列の定義，行列のスカラー倍と和，行列の積 

［第６回] 単位行列と正則行列，掃き出し法による逆行列の計算 

［第７回] 行列の転置と共役 

［第８回] 行列の分割 

［第９回] 行列と線形写像 

［第 10 回] 順列の偶奇 

［第 11 回] 行列式の定義と性質 

［第 12 回] 行列式の展開 

［第 13 回] 行列式の積，行列式の幾何学的意味 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の本文中に配置されている問題（問 1.1，問 1.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習

支援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

 『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内において実施される小テストの解答例を、小テスト実施後すぐに紹介し、復習に役立つようにする。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 90％，小テスト 5％，授業への貢献度 5％で評価する。合計が満点の 60％以上を単位取得の条件とする。 

 

 
９．その他 

 教科書の正誤表は次のサイトにある。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 
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 １年秋学期の基礎線形代数２と２年次の線形代数学１，２，微分積分学１，２の履修には基礎線形代数１の履修が前提とな

る。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1[2 組] 

担当者名 文賢淑 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 行列・行列式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列・行列式などの概念を正しく理解し，逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 集合と写像（1.1）（1.2 節は省略） 

［第２回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第３回] ２次のベクトルと行列（2.1.1） 

［第４回] ２次のベクトルと行列（2.1.2） 

［第５回] 行列の定義，行列のスカラー倍と和，行列の積 

［第６回] 単位行列と正則行列，掃き出し法による逆行列の計算 

［第７回] 行列の転置と共役 

［第８回] 中間テストと解説 

［第９回] 行列の分割 

［第 10 回] 行列と線形写像 

［第 11 回] 順列の偶奇 

［第 12 回] 行列式の定義と性質 

［第 13 回] 行列式の展開 

［第 14 回] 行列式の積，行列式の幾何学的意味 

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題(問 1.1，問 1.2 など)は必ず自分で考えて理解すること。  

分からない場合は，学習支援室などを活用して次週までに理解すること。  

これらの問題を理解していることを前提として試験を行う。 

 

 
５．教科書 

 『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

三宅敏恒「入門線形代数」培風館 

斎藤正彦「線形代数入門」東京大学出版会 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

宿題に関しては、(時間が許す限り)次の時間で解説する。 

 
８．成績評価の方法 

中間試験(50 点)と期末試験(50 点)の合計 60 点以上を単位取得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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 教科書の正誤表は次のサイトにある。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

 １年秋学期の基礎線形代数２と２年次の線形代数学１，２，微分積分学１，２の履修には基礎線形代数１の履修が前提とな

る。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1[3 組] 

担当者名 田鎖聡史 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

行列・行列式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

行列・行列式などの概念を正しく理解し、逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

この科目は、2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回］ 集合と写像(1.1) (1.2 節は省略) 

［第２回］ 空間内の直線と平面(1.3) 

［第３回］ ２次のベクトルと行列(2.1.1) 

［第４回］ ２次のベクトルと行列(2.1.2) 

［第５回］ 行列の定義，行列のスカラー倍と和，行列の積 

［第６回］ 単位行列と正則行列，掃き出し法による逆行列の計算 

［第７回］ 行列の転置と共役 

［第８回］ 行列の分割 

［第９回］ 行列と線形写像 

［第 10 回］ 順列の偶奇 

［第 11 回］ 行列式の定義と性質 

［第 12 回］ 行列式の展開 

［第 13 回］ 行列式の積，行列式の幾何学的意味 

［第 14 回］ まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 1.1、問 1.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中、または Oh-o!Meiji を介してフィードバックを行う 

 
８．成績評価の方法 

期末試験７０%、演習・レポート３０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

１年秋学期の基礎線形代数２と２年次の線形代数学１・２、微分積分学１・２の履修には基礎線形代数１の履修が前提とな

る。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1[4 組] 

担当者名 西山賢一 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 行列・行列式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列・行列式などの概念を正しく理解し，逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 集合と写像（1.1）（1.2 節は省略） 

［第２回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第３回] ２次のベクトルと行列（2.1.1） 

［第４回] ２次のベクトルと行列（2.1.2） 

［第５回] 行列の定義，行列のスカラー倍と和，行列の積 

［第６回] 単位行列と正則行列，掃き出し法による逆行列の計算 

［第７回] 行列の転置と共役 

［第８回] 行列の分割 

［第９回] 行列と線形写像 

［第 10 回] 順列の偶奇 

［第 11 回] 行列式の定義と性質 

［第 12 回] 行列式の展開 

［第 13 回] 行列式の積，行列式の幾何学的意味 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

課題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 1.1，問 1.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の解答例を Oh-o! Meiji で公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80％，課題 20％で評価する。合計が満点の 60％以上を単位取得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

１年秋学期の基礎線形代数２と２年次の線形代数学１，２，微分積分学１，２の履修には基礎線形代数１の履修が前提とな

る。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1[5 組] 

担当者名 沼田崇宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 行列・行列式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列・行列式などの概念を正しく理解し，逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 集合と写像（1.1）（1.2 節は省略） 

［第２回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第３回] ２次のベクトルと行列（2.1.1） 

［第４回] ２次のベクトルと行列（2.1.2） 

［第５回] 行列の定義，行列のスカラー倍と和，行列の積 

［第６回] 単位行列と正則行列，掃き出し法による逆行列の計算 

［第７回] 行列の転置と共役 

［第８回] 行列の分割 

［第９回] 行列と線形写像 

［第 10 回] 順列の偶奇 

［第 11 回] 行列式の定義と性質 

［第 12 回] 行列式の展開 

［第 13 回] 行列式の積，行列式の幾何学的意味 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の本文中に配置されている問題（問 1.1，問 1.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習

支援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 
５．教科書 

 『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80%,、演習・レポート 20%で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

 教科書の正誤表は次のサイトにある。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 
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 １年秋学期の基礎線形代数２と２年次の線形代数学１，２，微分積分学１，２の履修には基礎線形代数１の履修が前提とな

る。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1[6 組] 

担当者名 川崎健 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 行列・行列式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列・行列式などの概念を正しく理解し、逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

この科目は、2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 集合と写像（1.1）（1.2 節は省略） 

［第２回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第３回] ２次のベクトルと行列（2.1.1） 

［第４回] ２次のベクトルと行列（2.1.2） 

［第５回] 行列の定義，行列のスカラー倍と和，行列の積 

［第６回] 単位行列と正則行列，掃き出し法による逆行列の計算 

［第７回] 行列の転置と共役 

［第８回] 行列の分割 

［第９回] 行列と線形写像 

［第 10 回] 順列の偶奇 

［第 11 回] 行列式の定義と性質 

［第 12 回] 行列式の展開 

［第 13 回] 行列式の積，行列式の幾何学的意味 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

毎回演習を行う。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

毎回出席を取り、遅刻・欠席・早退の多いものは不合格とする。 

自分の出席状況は各自で管理せよ。 

必ず学生証を携帯し、指示があればこれを提示すること。 

学生証の不携帯が見つかったときは、退席を命ずる。 

講義中、私語・携帯電話の使用・その他授業と無関係な行為が 

はなはだしいものは退席を命じ、以後の出席を禁ずることもある。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題(問 1.1、問 1.2 など)は必ず自分で考えて理解すること。  

分からない場合は、学習支援室などを活用して次週までに理解すること。  

これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

 『線形代数学講義（改訂版）』、対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

『線形代数学』川久保勝夫(日本評論社) 

『線形代数入門』斎藤正彦(東京大学出版会) 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

解答例を Oh-o! Meiji に掲示する。 
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８．成績評価の方法 

期末試験(80 点)と演習・宿題(20 点)の合計 60 点以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

１年秋学期の基礎線形代数２と２年次の線形代数学１、２、 

微分積分学１、２の履修には基礎線形代数１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1[7 組] 

担当者名 田鎖聡史 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

行列・行列式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

行列・行列式などの概念を正しく理解し、逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

この科目は、2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回］ 集合と写像(1.1) (1.2 節は省略) 

［第２回］ 空間内の直線と平面(1.3) 

［第３回］ ２次のベクトルと行列(2.1.1) 

［第４回］ ２次のベクトルと行列(2.1.2) 

［第５回］ 行列の定義，行列のスカラー倍と和，行列の積 

［第６回］ 単位行列と正則行列，掃き出し法による逆行列の計算 

［第７回］ 行列の転置と共役 

［第８回］ 行列の分割 

［第９回］ 行列と線形写像 

［第 10 回］ 順列の偶奇 

［第 11 回］ 行列式の定義と性質 

［第 12 回］ 行列式の展開 

［第 13 回］ 行列式の積，行列式の幾何学的意味 

［第 14 回］ まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 1.1、問 1.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中、または Oh-o!Meiji を介してフィードバックを行う 

 
８．成績評価の方法 

期末試験７０%、演習・レポート３０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

１年秋学期の基礎線形代数２と２年次の線形代数学１・２、微分積分学１・２の履修には基礎線形代数１の履修が前提とな

る。 



2025 年度理工学部 シラバス 

908 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1[8 組] 

担当者名 西山賢一 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 行列・行列式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列・行列式などの概念を正しく理解し，逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 集合と写像（1.1）（1.2 節は省略） 

［第２回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第３回] ２次のベクトルと行列（2.1.1） 

［第４回] ２次のベクトルと行列（2.1.2） 

［第５回] 行列の定義，行列のスカラー倍と和，行列の積 

［第６回] 単位行列と正則行列，掃き出し法による逆行列の計算 

［第７回] 行列の転置と共役 

［第８回] 行列の分割 

［第９回] 行列と線形写像 

［第 10 回] 順列の偶奇 

［第 11 回] 行列式の定義と性質 

［第 12 回] 行列式の展開 

［第 13 回] 行列式の積，行列式の幾何学的意味 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

課題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 1.1，問 1.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の解答例を Oh-o! Meiji で公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80％，課題 20％で評価する。合計が満点の 60％以上を単位取得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

１年秋学期の基礎線形代数２と２年次の線形代数学１，２，微分積分学１，２の履修には基礎線形代数１の履修が前提とな

る。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1[9・10a 組] 

担当者名 田鎖聡史 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

行列・行列式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

行列・行列式などの概念を正しく理解し、逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

この科目は、2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回］ 集合と写像(1.1) (1.2 節は省略) 

［第２回］ 空間内の直線と平面(1.3) 

［第３回］ ２次のベクトルと行列(2.1.1) 

［第４回］ ２次のベクトルと行列(2.1.2) 

［第５回］ 行列の定義，行列のスカラー倍と和，行列の積 

［第６回］ 単位行列と正則行列，掃き出し法による逆行列の計算 

［第７回］ 行列の転置と共役 

［第８回］ 行列の分割 

［第９回］ 行列と線形写像 

［第 10 回］ 順列の偶奇 

［第 11 回］ 行列式の定義と性質 

［第 12 回］ 行列式の展開 

［第 13 回］ 行列式の積，行列式の幾何学的意味 

［第 14 回］ まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 1.1、問 1.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中、または Oh-o!Meiji を介してフィードバックを行う 

 
８．成績評価の方法 

期末試験７０%、演習・レポート３０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

１年秋学期の基礎線形代数２と２年次の線形代数学１・２、微分積分学１・２の履修には基礎線形代数１の履修が前提とな

る。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1[10b・11 組] 

担当者名 嶋田芳 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

行列・行列式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

行列・行列式などの概念を正しく理解し，逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回］ 集合と写像(1.1) (1.2 節は省略) 

［第２回］ 空間内の直線と平面(1.3) 

［第３回］ ２次のベクトルと行列(2.1.1) 

［第４回］ ２次のベクトルと行列(2.1.2) 

［第５回］ 行列の定義，行列のスカラー倍と和，行列の積 

［第６回］ 単位行列と正則行列，掃き出し法による逆行列の計算 

［第７回］ 行列の転置と共役 

［第８回］ 行列の分割 

［第９回］ 行列と線形写像 

［第 10 回］ 順列の偶奇 

［第 11 回］ 行列式の定義と性質 

［第 12 回］ 行列式の展開 

［第 13 回］ 行列式の積，行列式の幾何学的意味 

［第 14 回］ まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 1.1，問 1.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%，演習・レポート２０%で評価する。合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

１年秋学期の基礎線形代数２と２年次の線形代数学１，２，微分積分学１，２の履修には基礎線形代数１の履修が前提とな

る。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1[12 組] 

担当者名 文賢淑 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 行列・行列式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列・行列式などの概念を正しく理解し，逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 集合と写像（1.1）（1.2 節は省略） 

［第２回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第３回] ２次のベクトルと行列（2.1.1） 

［第４回] ２次のベクトルと行列（2.1.2） 

［第５回] 行列の定義，行列のスカラー倍と和，行列の積 

［第６回] 単位行列と正則行列，掃き出し法による逆行列の計算 

［第７回] 行列の転置と共役 

［第８回] 中間テストと解説 

［第９回] 行列の分割 

［第 10 回] 行列と線形写像 

［第 11 回] 順列の偶奇 

［第 12 回] 行列式の定義と性質 

［第 13 回] 行列式の展開 

［第 14 回] 行列式の積，行列式の幾何学的意味 

 
３．履修上の注意 

授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 1.1，問 1.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。 

分からない場合は，学習支援室などを活用して次週までに理解すること。 

これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

三宅敏恒「入門線形代数」培風館 

斎藤正彦「線形代数入門」東京大学出版会 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

宿題に関しては、(時間が許す限り)次の時間で解説する。 

 
８．成績評価の方法 

中間試験(50 点)と期末試験(50 点)の合計 60 点以上を単位取得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 
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http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

１年秋学期の基礎線形代数２と２年次の線形代数学１，２，微分積分学１，２の履修には基礎線形代数１の履修が前提とな

る。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1[13 組] 

担当者名 文賢淑 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 行列・行列式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列・行列式などの概念を正しく理解し，逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 集合と写像（1.1）（1.2 節は省略） 

［第２回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第３回] ２次のベクトルと行列（2.1.1） 

［第４回] ２次のベクトルと行列（2.1.2） 

［第５回] 行列の定義，行列のスカラー倍と和，行列の積 

［第６回] 単位行列と正則行列，掃き出し法による逆行列の計算 

［第７回] 行列の転置と共役 

［第８回] 中間テストと解説 

［第９回] 行列の分割 

［第 10 回] 行列と線形写像 

［第 11 回] 順列の偶奇 

［第 12 回] 行列式の定義と性質 

［第 13 回] 行列式の展開 

［第 14 回] 行列式の積，行列式の幾何学的意味 

 
３．履修上の注意 

授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 1.1，問 1.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。 

分からない場合は，学習支援室などを活用して次週までに理解すること。 

これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

三宅敏恒「入門線形代数」培風館 

斎藤正彦「線形代数入門」東京大学出版会 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

宿題に関しては、(時間が許す限り)次の時間で解説する。 

 
８．成績評価の方法 

中間試験(50 点)と期末試験(50 点)の合計 60 点以上を単位取得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 
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http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

１年秋学期の基礎線形代数２と２年次の線形代数学１，２，微分積分学１，２の履修には基礎線形代数１の履修が前提とな

る。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1[14 組] 

担当者名 沼田崇宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 行列・行列式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列・行列式などの概念を正しく理解し，逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 集合と写像（1.1）（1.2 節は省略） 

［第２回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第３回] ２次のベクトルと行列（2.1.1） 

［第４回] ２次のベクトルと行列（2.1.2） 

［第５回] 行列の定義，行列のスカラー倍と和，行列の積 

［第６回] 単位行列と正則行列，掃き出し法による逆行列の計算 

［第７回] 行列の転置と共役 

［第８回] 行列の分割 

［第９回] 行列と線形写像 

［第 10 回] 順列の偶奇 

［第 11 回] 行列式の定義と性質 

［第 12 回] 行列式の展開 

［第 13 回] 行列式の積，行列式の幾何学的意味 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の本文中に配置されている問題（問 1.1，問 1.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習

支援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 
５．教科書 

 『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80%,、演習・レポート 20%で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

 教科書の正誤表は次のサイトにある。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 
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 １年秋学期の基礎線形代数２と２年次の線形代数学１，２，微分積分学１，２の履修には基礎線形代数１の履修が前提とな

る。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1[15 組] 

担当者名 沼田崇宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 行列・行列式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列・行列式などの概念を正しく理解し，逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 集合と写像（1.1）（1.2 節は省略） 

［第２回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第３回] ２次のベクトルと行列（2.1.1） 

［第４回] ２次のベクトルと行列（2.1.2） 

［第５回] 行列の定義，行列のスカラー倍と和，行列の積 

［第６回] 単位行列と正則行列，掃き出し法による逆行列の計算 

［第７回] 行列の転置と共役 

［第８回] 行列の分割 

［第９回] 行列と線形写像 

［第 10 回] 順列の偶奇 

［第 11 回] 行列式の定義と性質 

［第 12 回] 行列式の展開 

［第 13 回] 行列式の積，行列式の幾何学的意味 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の本文中に配置されている問題（問 1.1，問 1.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習

支援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 
５．教科書 

 『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80%,、演習・レポート 20%で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

 教科書の正誤表は次のサイトにある。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 
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 １年秋学期の基礎線形代数２と２年次の線形代数学１，２，微分積分学１，２の履修には基礎線形代数１の履修が前提とな

る。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1[物理] 

担当者名 田鎖聡史 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

行列・行列式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

行列・行列式などの概念を正しく理解し、逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

この科目は、2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回］ 集合と写像(1.1) (1.2 節は省略) 

［第２回］ 空間内の直線と平面(1.3) 

［第３回］ ２次のベクトルと行列(2.1.1) 

［第４回］ ２次のベクトルと行列(2.1.2) 

［第５回］ 行列の定義，行列のスカラー倍と和，行列の積 

［第６回］ 単位行列と正則行列，掃き出し法による逆行列の計算 

［第７回］ 行列の転置と共役 

［第８回］ 行列の分割 

［第９回］ 行列と線形写像 

［第 10 回］ 順列の偶奇 

［第 11 回］ 行列式の定義と性質 

［第 12 回］ 行列式の展開 

［第 13 回］ 行列式の積，行列式の幾何学的意味 

［第 14 回］ まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 1.1、問 1.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中、または Oh-o!Meiji を介してフィードバックを行う 

 
８．成績評価の方法 

期末試験７０%、演習・レポート３０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

１年秋学期の基礎線形代数２と２年次の線形代数学１・２、微分積分学１・２の履修には基礎線形代数１の履修が前提とな

る。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1[アドバンス] 

担当者名 松岡直之 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 行列・行列式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列・行列式などの概念を正しく理解し，逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（応用基礎レベル）」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 導入 

［第２回] 空間内の直線と平面 

［第３回] 行列の定義と演算，正則行列 

［第４回] 逆行列の求め方，行列の分割 

［第５回] 行列の転置と共役 

［第６回] 行列式の定義 

［第７回] 行列式の基本的な性質 

［第８回] 行列式の展開 

［第９回] a: これまでのまとめ b: 中間試験 

［第 10 回] 行列式の幾何学的意味 

［第 11 回] 行列の基本変形 

［第 12 回] 行列の階数 

［第 13 回] 連立１次方程式の解法 

［第 14 回] 行列と線形写像 

 

 
３．履修上の注意 

 必ず基礎線形代数１演習を履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の本文中に配置されている問題（問 1.1，問 1.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習

支援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

 『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 『線型代数入門』，齋藤正彦（東京大学出版会） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 添削して返却をするか，次の時間に解説を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 基礎線形代数１演習と同一の評価を与える。 

 ２回の試験（中間・期末）を行う。中間試験は 20%，期末試験は 50%として評価する。また，授業・演習・課題への取り組み姿

勢によって残り 30％の評価を加える。合計で 60％以上を合格とする 
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９．その他 

 教科書の正誤表は次のサイトにある。 

 https://www.isc.meiji.ac.jp/~math/senkei/senkei.html 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1[ベーシック] 

担当者名 西田康二 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 行列・行列式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列・行列式などの概念を正しく理解し，逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 集合と写像（1.1）（1.2 節は省略） 

［第２回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第３回] ２次のベクトルと行列（2.1.1） 

［第３回] ２次のベクトルと行列（2.1.1） 

［第４回] ２次のベクトルと行列（2.1.2） 

［第５回] 行列の定義，行列のスカラー倍と和，行列の積 

［第６回] 単位行列と正則行列，掃き出し法による逆行列の計算 

［第７回] 行列の転置と共役 

［第８回] 行列の分割 

［第９回] 行列と線形写像 

［第 10 回] 順列の偶奇 

［第 11 回] 行列式の定義と性質 

［第 12 回] 行列式の展開 

［第 13 回] 行列式の積，行列式の幾何学的意味 

［第 14 回] ａ：まとめ，ｂ：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 基礎線形代数１（ベーシック）を履修する場合は，基礎線形代数１実習（ベーシック）も同時に履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の本文中に配置されている問題（問 1.1，問 1.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習

支援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

 『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

クラスウェブを通してフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 基礎線形代数１（ベーシック）と基礎線形代数１実習（ベーシック）を一緒に評価する。 

 レポート（20％），試験（80％）で評価する。 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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 教科書の正誤表は次のサイトにある。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

 １年秋学期の基礎線形代数２と２年次の線形代数学１，２，微分積分学１，２の履修には基礎線形代数１の履修が前提とな

る。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1[再履] 

担当者名 西山賢一 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 行列・行列式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列・行列式などの概念を正しく理解し，逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 集合と写像（1.1）（1.2 節は省略） 

［第２回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第３回] ２次のベクトルと行列（2.1.1） 

［第４回] ２次のベクトルと行列（2.1.2） 

［第５回] 行列の定義，行列のスカラー倍と和，行列の積 

［第６回] 単位行列と正則行列，掃き出し法による逆行列の計算 

［第７回] 行列の転置と共役 

［第８回] 行列の分割 

［第９回] 行列と線形写像 

［第 10 回] 順列の偶奇 

［第 11 回] 行列式の定義と性質 

［第 12 回] 行列式の展開 

［第 13 回] 行列式の積，行列式の幾何学的意味 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

課題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 1.1，問 1.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の解答例を Oh-o! Meiji で公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80％，課題 20％で評価する。合計が満点の 60％以上を単位取得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

１年秋学期の基礎線形代数２と２年次の線形代数学１，２，微分積分学１，２の履修には基礎線形代数１の履修が前提とな

る。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1[再履] 

担当者名 西山賢一 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 行列・行列式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列・行列式などの概念を正しく理解し，逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 集合と写像（1.1）（1.2 節は省略） 

［第２回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第３回] ２次のベクトルと行列（2.1.1） 

［第４回] ２次のベクトルと行列（2.1.2） 

［第５回] 行列の定義，行列のスカラー倍と和，行列の積 

［第６回] 単位行列と正則行列，掃き出し法による逆行列の計算 

［第７回] 行列の転置と共役 

［第８回] 行列の分割 

［第９回] 行列と線形写像 

［第 10 回] 順列の偶奇 

［第 11 回] 行列式の定義と性質 

［第 12 回] 行列式の展開 

［第 13 回] 行列式の積，行列式の幾何学的意味 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

課題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 1.1，問 1.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の解答例を Oh-o! Meiji で公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80％，課題 20％で評価する。合計が満点の 60％以上を単位取得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

１年秋学期の基礎線形代数２と２年次の線形代数学１，２，微分積分学１，２の履修には基礎線形代数１の履修が前提とな

る。 
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基礎線形代数 1 実習 

科目ナンバー STMAT115J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎線形代数 1 実習[ベーシック] 

担当者名 西田康二 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 行列・行列式の基本事項の理解を深めるために演習を行う。 

「到達目標」 

 行列・行列式などの概念を正しく理解し，逆行列・行列式などの計算に習熟することが目標である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 集合と写像（1.1）（1.2 節は省略） 

［第２回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第３回] ２次のベクトルと行列（2.1.1） 

［第４回] ２次のベクトルと行列（2.1.2） 

［第５回] 行列の定義，行列のスカラー倍と和，行列の積 

［第６回] 単位行列と正則行列，掃き出し法による逆行列の計算 

［第７回] 行列の転置と共役 

［第８回] 行列の分割 

［第９回] 行列と線形写像 

［第 10 回] 順列の偶奇 

［第 11 回] 行列式の定義と性質 

［第 12 回] 行列式の展開 

［第 13 回] 行列式の積，行列式の幾何学的意味 

［第 14 回] ａ：まとめ，ｂ：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 基礎線形代数１実習（ベーシック）を履修する場合は，基礎線形代数１（ベーシック）も同時に履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の本文中に配置されている問題（問 1.1，問 1.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習

支援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

 『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

クラスウェブを通してフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 基礎線形代数１（ベーシック）と基礎線形代数１実習（ベーシック）を一緒に評価する。 

 レポート（20％），試験（80％）で評価する。 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

 教科書の正誤表は次のサイトにある。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 
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 １年秋学期の基礎線形代数２と２年次の線形代数学１，２，微分積分学１，２の履修には基礎線形代数１の履修が前提とな

る。 
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基礎線形代数 2 

科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎線形代数 2[1 組] 

担当者名 沼田崇宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 連立１次方程式，ベクトル空間，ベクトルの内積の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列の階数・ベクトル空間・部分空間の基底・ベクトルの内積などの概念を正しく理解し，連立１次方程式の解法・部分空

間の基底（および正規直交基底）の求め方などに習熟することが目標である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第２回] 部分空間の定義 

［第３回] １次独立と１次従属，部分空間の基底と次元 

［第４回] 行列の基本変形と標準型 

［第５回] 行列の階数 

［第６回] 連立１次方程式の解法 

［第７回] 解の構造，応用 

［第８回] 部分空間の基底の存在 

［第９回] 基底の求め方，和空間 

［第 10 回] ベクトルの内積 

［第 11 回] 直交系，シュミットの直交化法 

［第 12 回] ユニタリ行列と直交行列 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の本文中に配置されている問題（問 4.1，問 4.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習

支援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80%,、演習・レポート 20%で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

 教科書の正誤表は次のサイトにある。 
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 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

 線形代数学１，２の履修には基礎線形代数２の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎線形代数 2[2 組] 

担当者名 西山賢一 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 連立１次方程式，ベクトル空間，ベクトルの内積の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列の階数・ベクトル空間・部分空間の基底・ベクトルの内積などの概念を正しく理解し，連立１次方程式の解法・部分空

間の基底（および正規直交基底）の求め方などに習熟することが目標である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第２回] 部分空間の定義 

［第３回] １次独立と１次従属，部分空間の基底と次元 

［第４回] 行列の基本変形と標準型 

［第５回] 行列の階数 

［第６回] 連立１次方程式の解法 

［第７回] 解の構造，応用 

［第８回] 部分空間の基底の存在 

［第９回] 基底の求め方，和空間 

［第 10 回] ベクトルの内積 

［第 11 回] 直交系，シュミットの直交化法 

［第 12 回] ユニタリ行列と直交行列 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１の履修を前提とする。課題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 4.1，問 4.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の解答例を Oh-o! Meiji で公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80％，課題 20％で評価する。合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

線形代数学１，２の履修には基礎線形代数２の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎線形代数 2[3 組] 

担当者名 田鎖聡史 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

連立１次方程式、ベクトル空間、ベクトルの内積の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

行列の階数・ベクトル空間・部分空間の基底・ベクトルの内積などの概念を正しく理解し、連立１次方程式の解法・部分空間

の基底（および正規直交基底）の求め方などに習熟することが目標である。 

 
２．授業内容 

［第１回］空間内の直線と平面(1.3) 

［第２回］部分空間の定義 

［第３回］１次独立と１次従属，部分空間の基底と次元 

［第４回］行列の基本変形と標準型 

［第５回］行列の階数 

［第６回］連立１次方程式の解法 

［第７回］解の構造，応用 

［第８回］部分空間の基底の存在 

［第９回］基底の求め方，和空間 

［第 10 回］ベクトルの内積 

［第 11 回］直交系，シュミットの直交化法 

［第 12 回］ユニタリ行列と直交行列 

［第 13 回］問題演習による総復習 

［第 14 回］まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 4.1、問 4.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中、または Oh-o!Meiji を介してフィードバックを行う 

 
８．成績評価の方法 

期末試験７０%、演習・レポート３０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

線形代数学１，２の履修には基礎線形代数２の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎線形代数 2[4 組] 

担当者名 西山賢一 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 連立１次方程式，ベクトル空間，ベクトルの内積の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列の階数・ベクトル空間・部分空間の基底・ベクトルの内積などの概念を正しく理解し，連立１次方程式の解法・部分空

間の基底（および正規直交基底）の求め方などに習熟することが目標である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第２回] 部分空間の定義 

［第３回] １次独立と１次従属，部分空間の基底と次元 

［第４回] 行列の基本変形と標準型 

［第５回] 行列の階数 

［第６回] 連立１次方程式の解法 

［第７回] 解の構造，応用 

［第８回] 部分空間の基底の存在 

［第９回] 基底の求め方，和空間 

［第 10 回] ベクトルの内積 

［第 11 回] 直交系，シュミットの直交化法 

［第 12 回] ユニタリ行列と直交行列 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１の履修を前提とする。課題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 4.1，問 4.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の解答例を Oh-o! Meiji で公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80％，課題 20％で評価する。合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

線形代数学１，２の履修には基礎線形代数２の履修が前提となる。 

 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

940 

 

科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎線形代数 2[5 組] 

担当者名 沼田崇宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 連立１次方程式，ベクトル空間，ベクトルの内積の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列の階数・ベクトル空間・部分空間の基底・ベクトルの内積などの概念を正しく理解し，連立１次方程式の解法・部分空

間の基底（および正規直交基底）の求め方などに習熟することが目標である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第２回] 部分空間の定義 

［第３回] １次独立と１次従属，部分空間の基底と次元 

［第４回] 行列の基本変形と標準型 

［第５回] 行列の階数 

［第６回] 連立１次方程式の解法 

［第７回] 解の構造，応用 

［第８回] 部分空間の基底の存在 

［第９回] 基底の求め方，和空間 

［第 10 回] ベクトルの内積 

［第 11 回] 直交系，シュミットの直交化法 

［第 12 回] ユニタリ行列と直交行列 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の本文中に配置されている問題（問 4.1，問 4.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習

支援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80%,、演習・レポート 20%で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

 教科書の正誤表は次のサイトにある。 



2025 年度理工学部 シラバス 

941 

 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

 線形代数学１，２の履修には基礎線形代数２の履修が前提となる。 

 

 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

942 

 

科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎線形代数 2[6・10b 組] 

担当者名 川崎健 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 連立１次方程式、ベクトル空間、ベクトルの内積の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列の階数・ベクトル空間・部分空間の基底・ベクトルの内積などの概念を正しく理解し、 

連立１次方程式の解法・部分空間の基底（および正規直交基底）の求め方などに習熟することが 

目標である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第２回] 部分空間の定義 

［第３回] １次独立と１次従属，部分空間の基底と次元 

［第４回] 行列の基本変形と標準型 

［第５回] 行列の階数 

［第６回] 連立１次方程式の解法 

［第７回] 解の構造，応用 

［第８回] 部分空間の基底の存在 

［第９回] 基底の求め方，和空間 

［第 10 回] ベクトルの内積 

［第 11 回] 直交系，シュミットの直交化法 

［第 12 回] ユニタリ行列と直交行列 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数 1 の履修を前提とする。 

毎回演習を行う。その他宿題によって演習時間の不足を補う。  

毎回出席を取り、遅刻・欠席・早退の多いものは不合格とする。 

自分の出席状況は各自で管理せよ。 

必ず学生証を携帯し、指示があればこれを提示すること。 

学生証の不携帯が見つかったときは、退席を命ずる。 

講義中，私語・携帯電話の使用・その他授業と無関係な行為が 

はなはだしいものは退席を命じ、以後の出席を禁ずることもある。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題(問 4.1、問 4.2 など)は必ず自分で考えて理解すること。  

分からない場合は、学習支援室などを活用して次週までに理解すること。  

これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 
５．教科書 

 『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

『線形代数学』川久保勝夫(日本評論社) 

『線形代数入門』斎藤正彦(東京大学出版会) 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

解答例を Oh-o! Meiji に掲示する。 



2025 年度理工学部 シラバス 

943 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験(80 点)と演習・宿題(20 点)の合計 60 点以上を単位修得の条件とする。 

 

 

 
９．その他 

 教科書の正誤表は次のサイトにある。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

 線形代数学１、２の履修には基礎線形代数２の履修が前提となる。 

 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

944 

 

科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎線形代数 2[7 組] 

担当者名 藤沢潤 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 連立１次方程式，ベクトル空間，ベクトルの内積の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列の階数・ベクトル空間・部分空間の基底・ベクトルの内積などの概念を正しく理解し，連立１次方程式の解法・部分空

間の基底（および正規直交基底）の求め方などに習熟することが目標である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第２回] 部分空間の定義 

［第３回] １次独立と１次従属，部分空間の基底と次元 

［第４回] 行列の基本変形と標準型 

［第５回] 行列の階数 

［第６回] 連立１次方程式の解法 

［第７回] 解の構造，応用 

［第８回] 部分空間の基底の存在 

［第９回] 基底の求め方，和空間 

［第 10 回] ベクトルの内積 

［第 11 回] 直交系，シュミットの直交化法 

［第 12 回] ユニタリ行列と直交行列 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の本文中に配置されている問題（問 4.1，問 4.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習

支援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

 『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の答案に対する総評を、次回の授業の際に解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％，演習 30％で評価する。 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

 教科書の正誤表は次のサイトにある。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 



2025 年度理工学部 シラバス 

945 

 

 線形代数学１，２の履修には基礎線形代数２の履修が前提となる。 

 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

946 

 

科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎線形代数 2[8・11 組] 

担当者名 西山賢一 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 連立１次方程式，ベクトル空間，ベクトルの内積の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列の階数・ベクトル空間・部分空間の基底・ベクトルの内積などの概念を正しく理解し，連立１次方程式の解法・部分空

間の基底（および正規直交基底）の求め方などに習熟することが目標である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第２回] 部分空間の定義 

［第３回] １次独立と１次従属，部分空間の基底と次元 

［第４回] 行列の基本変形と標準型 

［第５回] 行列の階数 

［第６回] 連立１次方程式の解法 

［第７回] 解の構造，応用 

［第８回] 部分空間の基底の存在 

［第９回] 基底の求め方，和空間 

［第 10 回] ベクトルの内積 

［第 11 回] 直交系，シュミットの直交化法 

［第 12 回] ユニタリ行列と直交行列 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１の履修を前提とする。課題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 4.1，問 4.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の解答例を Oh-o! Meiji で公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80％，課題 20％で評価する。合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

線形代数学１，２の履修には基礎線形代数２の履修が前提となる。 

 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

947 

 

科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎線形代数 2[9・10a・12 組] 

担当者名 藤沢潤 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 連立１次方程式，ベクトル空間，ベクトルの内積の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列の階数・ベクトル空間・部分空間の基底・ベクトルの内積などの概念を正しく理解し，連立１次方程式の解法・部分空

間の基底（および正規直交基底）の求め方などに習熟することが目標である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第２回] 部分空間の定義 

［第３回] １次独立と１次従属，部分空間の基底と次元 

［第４回] 行列の基本変形と標準型 

［第５回] 行列の階数 

［第６回] 連立１次方程式の解法 

［第７回] 解の構造，応用 

［第８回] 部分空間の基底の存在 

［第９回] 基底の求め方，和空間 

［第 10 回] ベクトルの内積 

［第 11 回] 直交系，シュミットの直交化法 

［第 12 回] ユニタリ行列と直交行列 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の本文中に配置されている問題（問 4.1，問 4.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習

支援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

 『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の答案に対する総評を、次回の授業の際に解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％，演習 30％で評価する。 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

 教科書の正誤表は次のサイトにある。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 



2025 年度理工学部 シラバス 

948 

 

 線形代数学１，２の履修には基礎線形代数２の履修が前提となる。 

 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

949 

 

科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎線形代数 2[13 組] 

担当者名 西田康二 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 連立１次方程式，ベクトル空間，ベクトルの内積の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列の階数・ベクトル空間・部分空間の基底・ベクトルの内積などの概念を正しく理解し，連立１次方程式の解法・部分空

間の基底（および正規直交基底）の求め方などに習熟することが目標である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第２回] 部分空間の定義 

［第３回] １次独立と１次従属，部分空間の基底と次元 

［第４回] 行列の基本変形と標準型 

［第５回] 行列の階数 

［第６回] 連立１次方程式の解法 

［第７回] 解の構造，応用 

［第８回] 部分空間の基底の存在 

［第９回] 基底の求め方，和空間 

［第 10 回] ベクトルの内積 

［第 11 回] 直交系，シュミットの直交化法 

［第 12 回] ユニタリ行列と直交行列 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] a：まとめ，b：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の本文中に配置されている問題（問 4.1，問 4.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習

支援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

 『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

クラスウェブを通してフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 レポート（20％），試験（80％）で評価する。 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 

 
９．その他 

 教科書の正誤表は次のサイトにある。 



2025 年度理工学部 シラバス 

950 

 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

 線形代数学１，２の履修には基礎線形代数２の履修が前提となる。 

 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

951 

 

科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎線形代数 2[14 組] 

担当者名 沼田崇宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 連立１次方程式，ベクトル空間，ベクトルの内積の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列の階数・ベクトル空間・部分空間の基底・ベクトルの内積などの概念を正しく理解し，連立１次方程式の解法・部分空

間の基底（および正規直交基底）の求め方などに習熟することが目標である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第２回] 部分空間の定義 

［第３回] １次独立と１次従属，部分空間の基底と次元 

［第４回] 行列の基本変形と標準型 

［第５回] 行列の階数 

［第６回] 連立１次方程式の解法 

［第７回] 解の構造，応用 

［第８回] 部分空間の基底の存在 

［第９回] 基底の求め方，和空間 

［第 10 回] ベクトルの内積 

［第 11 回] 直交系，シュミットの直交化法 

［第 12 回] ユニタリ行列と直交行列 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の本文中に配置されている問題（問 4.1，問 4.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習

支援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80%,、演習・レポート 20%で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

 教科書の正誤表は次のサイトにある。 
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 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

 線形代数学１，２の履修には基礎線形代数２の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎線形代数 2[15 組] 

担当者名 嶋田芳 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

連立１次方程式，ベクトル空間，ベクトルの内積の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列の階数・ベクトル空間・部分空間の基底・ベクトルの内積などの概念を正しく理解し，連立１次方程式の解法・部分空

間の基底（および正規直交基底）の求め方などに習熟することが目標である。 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回］空間内の直線と平面(1.3) 

［第２回］部分空間の定義 

［第３回］１次独立と１次従属，部分空間の基底と次元 

［第４回］行列の基本変形と標準型 

［第５回］行列の階数 

［第６回］連立１次方程式の解法 

［第７回］解の構造，応用 

［第８回］部分空間の基底の存在 

［第９回］基底の求め方，和空間 

［第 10 回］ベクトルの内積 

［第 11 回］直交系，シュミットの直交化法 

［第 12 回］ユニタリ行列と直交行列 

［第 13 回］問題演習による総復習 

［第 14 回］まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 4.1，問 4.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%，演習・レポート２０%で評価する。合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

線形代数学１，２の履修には基礎線形代数２の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎線形代数 2[物理] 

担当者名 田鎖聡史 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

連立１次方程式、ベクトル空間、ベクトルの内積の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

行列の階数・ベクトル空間・部分空間の基底・ベクトルの内積などの概念を正しく理解し、連立１次方程式の解法・部分空間

の基底（および正規直交基底）の求め方などに習熟することが目標である。 

 
２．授業内容 

［第１回］空間内の直線と平面(1.3) 

［第２回］部分空間の定義 

［第３回］１次独立と１次従属，部分空間の基底と次元 

［第４回］行列の基本変形と標準型 

［第５回］行列の階数 

［第６回］連立１次方程式の解法 

［第７回］解の構造，応用 

［第８回］部分空間の基底の存在 

［第９回］基底の求め方，和空間 

［第 10 回］ベクトルの内積 

［第 11 回］直交系，シュミットの直交化法 

［第 12 回］ユニタリ行列と直交行列 

［第 13 回］問題演習による総復習 

［第 14 回］まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 4.1、問 4.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中、または Oh-o!Meiji を介してフィードバックを行う 

 
８．成績評価の方法 

期末試験７０%、演習・レポート３０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

線形代数学１，２の履修には基礎線形代数２の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎線形代数 2[アドバンス] 

担当者名 野原雄一 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 ベクトルの 1 次独立性、部分空間とその基底、ベクトルの内積, 線形写像などの線形代数の基本的な概念について学ぶ。 

「到達目標」 

 行列の階数、ベクトル空間・部分空間の基底、ベクトルの内積などの概念を正しく理解し、連立１次方程式の解法・部分空

間の基底（および正規直交基底）の求め方などに習熟することが目標である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 導入 

［第２回] 部分空間 

［第３回] １次独立と１次従属，部分空間の基底と次元 

［第４回] 行列の基本変形と基本行列 

［第５回] 行列の階数とベクトルの 1 次独立性 

［第６回] 連立１次方程式の解空間 

［第７回] 基底の存在 

［第８回] ベクトルの内積 

［第９回] 直交系，シュミットの直交化法 

［第 10 回] 線形写像 

［第 11 回] 基底の取り替えと表現行列 

［第 12 回] 固有値と固有ベクトル 

［第 13 回] 行列の対角化 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 この授業はアドバンスト・コースである。基礎線形代数１（アドバンス）の履修を前提とする。 

 基礎線形代数２演習と合わせて成績の評価をするため、基礎線形代数２演習も必ず履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の本文中に配置されている問題（問 4.1，問 4.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習

支援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

 『線形代数学講義（改訂版）』、対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

『線形代数学（新装版）』、川久保 勝夫 （日本評論社） 

『線型代数（改訂版）』、長谷川 浩司 （日本評論社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 提出されたレポートを採点し、後日返却する。また、略解とコメントを載せた資料を配布する。 

 
８．成績評価の方法 

 基礎線形代数２演習と合わせて成績の評価をする。期末試験 80％、演習・レポート・小テスト 20％で評価し、合計が満点

の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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 教科書の正誤表は次のサイトにある。 

 https://www.isc.meiji.ac.jp/~math/senkei/senkei.html 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎線形代数 2[再履] 

担当者名 西山賢一 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 連立１次方程式，ベクトル空間，ベクトルの内積の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列の階数・ベクトル空間・部分空間の基底・ベクトルの内積などの概念を正しく理解し，連立１次方程式の解法・部分空

間の基底（および正規直交基底）の求め方などに習熟することが目標である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第２回] 部分空間の定義 

［第３回] １次独立と１次従属，部分空間の基底と次元 

［第４回] 行列の基本変形と標準型 

［第５回] 行列の階数 

［第６回] 連立１次方程式の解法 

［第７回] 解の構造，応用 

［第８回] 部分空間の基底の存在 

［第９回] 基底の求め方，和空間 

［第 10 回] ベクトルの内積 

［第 11 回] 直交系，シュミットの直交化法 

［第 12 回] ユニタリ行列と直交行列 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１の履修を前提とする。課題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 4.1，問 4.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の解答例を Oh-o! Meiji で公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80％，課題 20％で評価する。合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

線形代数学１，２の履修には基礎線形代数２の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎線形代数 2[再履] 

担当者名 西山賢一 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 連立１次方程式，ベクトル空間，ベクトルの内積の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 行列の階数・ベクトル空間・部分空間の基底・ベクトルの内積などの概念を正しく理解し，連立１次方程式の解法・部分空

間の基底（および正規直交基底）の求め方などに習熟することが目標である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 空間内の直線と平面（1.3） 

［第２回] 部分空間の定義 

［第３回] １次独立と１次従属，部分空間の基底と次元 

［第４回] 行列の基本変形と標準型 

［第５回] 行列の階数 

［第６回] 連立１次方程式の解法 

［第７回] 解の構造，応用 

［第８回] 部分空間の基底の存在 

［第９回] 基底の求め方，和空間 

［第 10 回] ベクトルの内積 

［第 11 回] 直交系，シュミットの直交化法 

［第 12 回] ユニタリ行列と直交行列 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１の履修を前提とする。課題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 4.1，問 4.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の解答例を Oh-o! Meiji で公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80％，課題 20％で評価する。合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

線形代数学１，２の履修には基礎線形代数２の履修が前提となる。 
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基礎微分積分 1 

科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1[1 組] 

担当者名 伊藤要平 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎、特に１変数関数の微分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

１変数関数の微分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

[第１回] 実数の性質と数列の極限（１） 

[第２回] 実数の性質と数列の極限（２） 

[第３回] 関数の極限と連続関数（１） 

[第４回] 関数の極限と連続関数（２） 

[第５回] 導関数（１） 

[第６回] 導関数（２） 

[第７回] 高次導関数（１）  

[第８回] 高次導関数 （２） 

[第９回] 平均値の定理（１） 

[第 10 回] 平均値の定理（２） 

[第 11 回] テイラーの定理（１） 

[第 12 回] テイラーの定理（２） 

[第 13 回] 微分法の応用 

[第 14 回] まとめ  

 

 
３．履修上の注意 

授業時間のおよそ３０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の返却はしませんので各自コピーを取るなり写真に収めるなりすること。 

解説しきれなかった問題や質問についてはメールにて受け付ける。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%、演習・レポート２０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

１年次秋学期の基礎微分積分２と微分方程式，及び２年次の微分積分学１，２，応用数理概論１，２の履修には基礎微分積

分１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1[2 組] 

担当者名 藤田吾郎 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎，特に１変数関数の微分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

微分積分学の基礎や微分とその応用に関する事項の理解を目標とする。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

[第１回] 実数の性質と数列の極限（１） 

[第２回] 実数の性質と数列の極限（２） 

[第３回] 関数の極限と連続関数（１） 

[第４回] 関数の極限と連続関数（２） 

[第５回] 導関数（１） 

[第６回] 導関数（２） 

[第７回] 高次導関数（１）  

[第８回] 高次導関数 （２） 

[第９回] 平均値の定理（１） 

[第 10 回] 平均値の定理（２） 

[第 11 回] テイラーの定理（１） 

[第 12 回] テイラーの定理（２） 

[第 13 回] 微分法の応用 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『詳解 微分積分演習』加藤幹雄・柳研二郎・三谷健一・高橋泰嗣（サイエンス社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 100％にて評価する。 

合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

１年次秋学期の基礎微分積分２と微分方程式，及び２年次の微分積分学１，２，応用数理概論１，２の履修には基礎微分積

分１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1[3 組] 

担当者名 坂元孝志 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎，特に１変数関数の微分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

１変数関数の微分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

[第１回] 実数の性質と数列の極限（１） 

[第２回] 実数の性質と数列の極限（２） 

[第３回] 関数の極限と連続関数（１） 

[第４回] 関数の極限と連続関数（２） 

[第５回] 導関数（１） 

[第６回] 導関数（２） 

[第７回] 高次導関数（１）  

[第８回] 高次導関数 （２） 

[第９回] 平均値の定理（１） 

[第 10 回] 平均値の定理（２） 

[第 11 回] テイラーの定理（１） 

[第 12 回] テイラーの定理（２） 

[第 13 回] 微分法の応用 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『詳解 微分積分演習』加藤幹雄・柳研二郎・三谷健一・高橋泰嗣（サイエンス社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

講義中に解答例を示す。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 100％で評価する。合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

１年次秋学期の基礎微分積分２と微分方程式，及び２年次の微分積分学１，２，応用数理概論１，２の履修には基礎微分積

分１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1[4 組] 

担当者名 岩尾昌央 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎、特に１変数関数の微分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

１変数関数の微分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

この科目は、2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム（応用基礎レベル）」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] 実数の性質と数列の極限（１） 

[第２回] 実数の性質と数列の極限（２） 

[第３回] 関数の極限と連続関数（１） 

[第４回] 関数の極限と連続関数（２） 

[第５回] 導関数（１） 

[第６回] 導関数（２） 

[第７回] 高次導関数（１）  

[第８回] 高次導関数 （２） 

[第９回] 平均値の定理（１） 

[第 10 回] 平均値の定理（２） 

[第 11 回] テイラーの定理（１） 

[第 12 回] テイラーの定理（２） 

[第 13 回] 微分法の応用 

[第 14 回] まとめ  

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の 30%を自主学習・質疑応答に当てる。その他、Oh-o! Meiji にアップロードされた「授業ファイル（PDF）」の読了を

宿題とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。 

また、各回の「授業ファイル（PDF）」に「復習問題」あるいは「確認問題」が記載されている 

場合には、これらの問題を解いて復習・確認し、疑問については質問して解消すること。 

なお、本科目の範囲外の質問に関しては学習支援室を利用すること。 

 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 

 
６．参考書 

 『新しい微積分〈上〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

第 13 回までに教科書や「授業ファイル（PDF）」で提示された問については、 

各回最後の自主学習・質疑応答の時間（授業時間の 30 パーセント）にて個別に対面で質問に応じる。 

また、e メール（アドレスは第１回の「授業ファイル（PDF）」に記載する）にて随時、個別に質疑応答する。 

これらの質疑応答の内容に基づいて、第 14 回の a モジュールにおいて全体講評を行い、 
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関連して期末試験の模擬問題を第 14 回の「授業ファイル（PDF）」にて提示する。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験（100%）で評価する。満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 

 
９．その他 

１年次秋学期の基礎微分積分２と微分方程式、及び２年次の微分積分学１・２、応用数理概論１・２の履修には基礎微分積

分１の履修が前提となる。 

 

授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。変更する場合は、授業時間中に口頭で知ら

せるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1[5 組] 

担当者名 谷口由紀 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎、特に１変数関数の微分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

１変数関数の微分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

この科目は、2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム（応用基礎レベル）」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] 実数の性質と数列の極限（１） 

[第２回] 実数の性質と数列の極限（２） 

[第３回] 関数の極限と連続関数（１） 

[第４回] 関数の極限と連続関数（２） 

[第５回] 導関数（１） 

[第６回] 導関数（２） 

[第７回] 高次導関数（１）  

[第８回] 高次導関数 （２） 

[第９回] 平均値の定理（１） 

[第 10 回] 平均値の定理（２） 

[第 11 回] テイラーの定理（１） 

[第 12 回] テイラーの定理（２） 

[第 13 回] 微分法の応用 

[第 14 回] まとめ  

 

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『詳解 微分積分演習』加藤幹雄・柳研二郎・三谷健一・高橋泰嗣（サイエンス社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

演習は提出して、採点し、次回の授業で解説する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 40％，中間試験 40％，演習・レポート 20％で評価する。合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

１年次秋学期の基礎微分積分２と微分方程式、及び２年次の微分積分学１・２、応用数理概論１・２の履修には基礎微分積

分１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1[6 組] 

担当者名 小林徹平 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎、特に１変数関数の微分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

微分積分学の基礎や微分とその応用に関する事項の理解を目標とする。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

[第１回] 実数の性質と数列の極限（１） 

[第２回] 実数の性質と数列の極限（２） 

[第３回] 関数の極限と連続関数（１） 

[第４回] 関数の極限と連続関数（２） 

[第５回] 導関数（１） 

[第６回] 導関数（２） 

[第７回] 高次導関数（１）  

[第８回] 高次導関数 （２） 

[第９回] 平均値の定理（１） 

[第 10 回] 平均値の定理（２） 

[第 11 回] テイラーの定理（１） 

[第 12 回] テイラーの定理（２） 

[第 13 回] 微分法の応用 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『詳解 微分積分演習』加藤幹雄・柳研二郎・三谷健一・高橋泰嗣（サイエンス社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する. 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70%，中間試験 20%，レポート 10%で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

１年次秋学期の基礎微分積分２と微分方程式，及び２年次の微分積分学１，２，応用数理概論１，２の履修には基礎微分積

分１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1[7 組] 

担当者名 吉田尚彦 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎、特に１変数関数の微分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

１変数関数の微分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

この科目は、2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム（応用基礎レベル）」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

[第１回] 実数の性質と数列の極限（１） 

[第２回] 実数の性質と数列の極限（２） 

[第３回] 関数の極限と連続関数（１） 

[第４回] 関数の極限と連続関数（２） 

[第５回] 導関数（１） 

[第６回] 導関数（２） 

[第７回] 高次導関数（１）  

[第８回] 高次導関数 （２） 

[第９回] 平均値の定理（１） 

[第 10 回] 平均値の定理（２） 

[第 11 回] テイラーの定理（１） 

[第 12 回] テイラーの定理（２） 

[第 13 回] 微分法の応用 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の２０%を演習・小テストに当てる。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『詳解 微分積分演習』加藤幹雄・柳研二郎・三谷健一・高橋泰嗣（サイエンス社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内の演習の答案をチェックし、Oh-o! Meiji システムを通じて返却する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 7０%、演習 3０%で評価する。合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

１年次秋学期の基礎微分積分２と微分方程式、及び２年次の微分積分学１・２、応用数理概論１・２の履修には基礎微分積

分１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1[8 組] 

担当者名 藤田吾郎 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎，特に１変数関数の微分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

微分積分学の基礎や微分とその応用に関する事項の理解を目標とする。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

[第１回] 実数の性質と数列の極限（１） 

[第２回] 実数の性質と数列の極限（２） 

[第３回] 関数の極限と連続関数（１） 

[第４回] 関数の極限と連続関数（２） 

[第５回] 導関数（１） 

[第６回] 導関数（２） 

[第７回] 高次導関数（１）  

[第８回] 高次導関数 （２） 

[第９回] 平均値の定理（１） 

[第 10 回] 平均値の定理（２） 

[第 11 回] テイラーの定理（１） 

[第 12 回] テイラーの定理（２） 

[第 13 回] 微分法の応用 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『詳解 微分積分演習』加藤幹雄・柳研二郎・三谷健一・高橋泰嗣（サイエンス社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 100％にて評価する。 

合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

１年次秋学期の基礎微分積分２と微分方程式，及び２年次の微分積分学１，２，応用数理概論１，２の履修には基礎微分積

分１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1[9・10a 組] 

担当者名 岩尾昌央 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎、特に１変数関数の微分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

１変数関数の微分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

この科目は、2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム（応用基礎レベル）」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] 実数の性質と数列の極限（１） 

[第２回] 実数の性質と数列の極限（２） 

[第３回] 関数の極限と連続関数（１） 

[第４回] 関数の極限と連続関数（２） 

[第５回] 導関数（１） 

[第６回] 導関数（２） 

[第７回] 高次導関数（１）  

[第８回] 高次導関数 （２） 

[第９回] 平均値の定理（１） 

[第 10 回] 平均値の定理（２） 

[第 11 回] テイラーの定理（１） 

[第 12 回] テイラーの定理（２） 

[第 13 回] 微分法の応用 

[第 14 回] まとめ  

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の 30%を自主学習・質疑応答に当てる。その他、Oh-o! Meiji にアップロードされた「授業ファイル（PDF）」の読了を

宿題とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。 

また、各回の「授業ファイル（PDF）」に「復習問題」あるいは「確認問題」が記載されている 

場合には、これらの問題を解いて復習・確認し、疑問については質問して解消すること。 

なお、本科目の範囲外の質問に関しては学習支援室を利用すること。 

 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 

 
６．参考書 

 『新しい微積分〈上〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

第 13 回までに教科書や「授業ファイル（PDF）」で提示された問については、 

各回最後の自主学習・質疑応答の時間（授業時間の 30 パーセント）にて個別に対面で質問に応じる。 

また、e メール（アドレスは第１回の「授業ファイル（PDF）」に記載する）にて随時、個別に質疑応答する。 

これらの質疑応答の内容に基づいて、第 14 回の a モジュールにおいて全体講評を行い、 
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関連して期末試験の模擬問題を第 14 回の「授業ファイル（PDF）」にて提示する。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験（100%）で評価する。満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 

 
９．その他 

１年次秋学期の基礎微分積分２と微分方程式、及び２年次の微分積分学１・２、応用数理概論１・２の履修には基礎微分積

分１の履修が前提となる。 

 

授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。変更する場合は、授業時間中に口頭で知ら

せるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1[10b・11 組] 

担当者名 岩尾昌央 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎、特に１変数関数の微分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

１変数関数の微分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

この科目は、2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム（応用基礎レベル）」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] 実数の性質と数列の極限（１） 

[第２回] 実数の性質と数列の極限（２） 

[第３回] 関数の極限と連続関数（１） 

[第４回] 関数の極限と連続関数（２） 

[第５回] 導関数（１） 

[第６回] 導関数（２） 

[第７回] 高次導関数（１）  

[第８回] 高次導関数 （２） 

[第９回] 平均値の定理（１） 

[第 10 回] 平均値の定理（２） 

[第 11 回] テイラーの定理（１） 

[第 12 回] テイラーの定理（２） 

[第 13 回] 微分法の応用 

[第 14 回] まとめ  

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の 30%を自主学習・質疑応答に当てる。その他、Oh-o! Meiji にアップロードされた「授業ファイル（PDF）」の読了を

宿題とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。 

また、各回の「授業ファイル（PDF）」に「復習問題」あるいは「確認問題」が記載されている 

場合には、これらの問題を解いて復習・確認し、疑問については質問して解消すること。 

なお、本科目の範囲外の質問に関しては学習支援室を利用すること。 

 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 

 
６．参考書 

 『新しい微積分〈上〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

第 13 回までに教科書や「授業ファイル（PDF）」で提示された問については、 

各回最後の自主学習・質疑応答の時間（授業時間の 30 パーセント）にて個別に対面で質問に応じる。 

また、e メール（アドレスは第１回の「授業ファイル（PDF）」に記載する）にて随時、個別に質疑応答する。 

これらの質疑応答の内容に基づいて、第 14 回の a モジュールにおいて全体講評を行い、 



2025 年度理工学部 シラバス 

972 

 

関連して期末試験の模擬問題を第 14 回の「授業ファイル（PDF）」にて提示する。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験（100%）で評価する。満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 

 
９．その他 

１年次秋学期の基礎微分積分２と微分方程式、及び２年次の微分積分学１・２、応用数理概論１・２の履修には基礎微分積

分１の履修が前提となる。 

 

授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。変更する場合は、授業時間中に口頭で知ら

せるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1[12 組] 

担当者名 福室康介 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎，特に１変数関数の微分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

１変数関数の微分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

[第 1 回] 実数の性質と数列の極限（１）  

[第 2 回] 実数の性質と数列の極限（２）  

[第 3 回] 関数の極限と連続関数 （１） 

[第 4 回] 関数の極限と連続関数 （２） 

[第 5 回] 導関数 （１） 

[第 6 回] 導関数 （２） 

[第 7 回] 高次導関数 （１） 

[第 8 回] 高次導関数 （２）  

[第 9 回] 平均値の定理 （１） 

[第 10 回] 平均値の定理 （２） 

[第 11 回] テイラーの定理 （１） 

[第 12 回] テイラーの定理 （２） 

[第 13 回] 微分法の応用 

[第 14 回] まとめ  

 

 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著） （サイエンス社） 

 
６．参考書 

特になし。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業前後に質問対応する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80%．平常点（レポート，小テスト等）20%で評価する． 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 

 
９．その他 

１年次秋学期の基礎微分積分２と微分方程式，及び２年次の微分積分学１，２，応用数理概論１，２の履修には基礎微分積

分１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1[13 組] 

担当者名 小林徹平 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎、特に１変数関数の微分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

微分積分学の基礎や微分とその応用に関する事項の理解を目標とする。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

[第１回] 実数の性質と数列の極限（１） 

[第２回] 実数の性質と数列の極限（２） 

[第３回] 関数の極限と連続関数（１） 

[第４回] 関数の極限と連続関数（２） 

[第５回] 導関数（１） 

[第６回] 導関数（２） 

[第７回] 高次導関数（１）  

[第８回] 高次導関数 （２） 

[第９回] 平均値の定理（１） 

[第 10 回] 平均値の定理（２） 

[第 11 回] テイラーの定理（１） 

[第 12 回] テイラーの定理（２） 

[第 13 回] 微分法の応用 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『詳解 微分積分演習』加藤幹雄・柳研二郎・三谷健一・高橋泰嗣（サイエンス社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する. 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70%，中間試験 20%，レポート 10%で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

１年次秋学期の基礎微分積分２と微分方程式，及び２年次の微分積分学１，２，応用数理概論１，２の履修には基礎微分積

分１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1[14 組] 

担当者名 谷口由紀 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎、特に１変数関数の微分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

１変数関数の微分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

この科目は、2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム（応用基礎レベル）」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] 実数の性質と数列の極限（１） 

[第２回] 実数の性質と数列の極限（２） 

[第３回] 関数の極限と連続関数（１） 

[第４回] 関数の極限と連続関数（２） 

[第５回] 導関数（１） 

[第６回] 導関数（２） 

[第７回] 高次導関数（１）  

[第８回] 高次導関数 （２） 

[第９回] 平均値の定理（１） 

[第 10 回] 平均値の定理（２） 

[第 11 回] テイラーの定理（１） 

[第 12 回] テイラーの定理（２） 

[第 13 回] 微分法の応用 

[第 14 回] まとめ  

 

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『詳解 微分積分演習』加藤幹雄・柳研二郎・三谷健一・高橋泰嗣（サイエンス社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

演習は提出して、採点し、次回の授業で解説する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 40％，中間試験 40％，演習・レポート 20％で評価する。合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

１年次秋学期の基礎微分積分２と微分方程式、及び２年次の微分積分学１・２、応用数理概論１・２の履修には基礎微分積

分１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1[15 組] 

担当者名 小林徹平 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎、特に１変数関数の微分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

微分積分学の基礎や微分とその応用に関する事項の理解を目標とする。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

[第１回] 実数の性質と数列の極限（１） 

[第２回] 実数の性質と数列の極限（２） 

[第３回] 関数の極限と連続関数（１） 

[第４回] 関数の極限と連続関数（２） 

[第５回] 導関数（１） 

[第６回] 導関数（２） 

[第７回] 高次導関数（１）  

[第８回] 高次導関数 （２） 

[第９回] 平均値の定理（１） 

[第 10 回] 平均値の定理（２） 

[第 11 回] テイラーの定理（１） 

[第 12 回] テイラーの定理（２） 

[第 13 回] 微分法の応用 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『詳解 微分積分演習』加藤幹雄・柳研二郎・三谷健一・高橋泰嗣（サイエンス社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する. 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70%，中間試験 20%，レポート 10%で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

１年次秋学期の基礎微分積分２と微分方程式，及び２年次の微分積分学１，２，応用数理概論１，２の履修には基礎微分積

分１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1[物理] 

担当者名 小林徹平 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎、特に１変数関数の微分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

微分積分学の基礎や微分とその応用に関する事項の理解を目標とする。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

[第１回] 実数の性質と数列の極限（１） 

[第２回] 実数の性質と数列の極限（２） 

[第３回] 関数の極限と連続関数（１） 

[第４回] 関数の極限と連続関数（２） 

[第５回] 導関数（１） 

[第６回] 導関数（２） 

[第７回] 高次導関数（１）  

[第８回] 高次導関数 （２） 

[第９回] 平均値の定理（１） 

[第 10 回] 平均値の定理（２） 

[第 11 回] テイラーの定理（１） 

[第 12 回] テイラーの定理（２） 

[第 13 回] 微分法の応用 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『詳解 微分積分演習』加藤幹雄・柳研二郎・三谷健一・高橋泰嗣（サイエンス社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する. 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70%，中間試験 20%，レポート 10%で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

１年次秋学期の基礎微分積分２と微分方程式，及び２年次の微分積分学１，２，応用数理概論１，２の履修には基礎微分積

分１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1[アドバンス] 

担当者名 中島秀太 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 微分積分学の基礎，特に実数の連続性、極限、テイラー展開に関する演習を行う。  この科目は、2022 年度以降入学者

を対象とした「理工学部数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」の「基礎科目群」の科目として履修可

能である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回]  導入 

［第２回]  極限  

［第３回]  微分法（１） 

［第４回]  微分法（２） 

［第５回]  双曲線関数と逆三角関数 

［第６回]  平均値の定理 

［第７回]  テイラーの定理 

［第８回]  中間試験と解説 

［第９回]  イプシロン・エヌ論法 

［第１０回] 極限に関する性質の証明 

［第１１回] 実数の連続性 

［第１２回] イプシロン・デルタ論法  

［第１３回] 関数の極限に関する性質の証明 

［第１４回] 関数の連続性 

 

 
３．履修上の注意 

 基礎微分積分１演習とあわせて評価するので，基礎微分積分１演習の履修を必須とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 講義の内容および演習問題を復習して理解を深めること。 

 
５．教科書 

「理⼯系の微分積分学」吹⽥信之，新保経彦，学術図書出版 

 
６．参考書 

 『新しい微積分〈上〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の答案を添削し，次回の授業の際に返却する。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 40％，中間試験 30％，演習 20％, 授業態度 ・ 小テスト 10％で評価する。合計が満点の 60%以上を単位修得

の条件とする。基礎微分積分１と基礎微分積分１演習を一緒に評価する。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1[ベーシック] 

担当者名 福室康介 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎，特に１変数関数の微分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

１変数関数の微分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

[第 1 回] 実数の性質と数列の極限（１）  

[第 2 回] 実数の性質と数列の極限（２）  

[第 3 回] 関数の極限と連続関数 （１） 

[第 4 回] 関数の極限と連続関数 （２） 

[第 5 回] 導関数 （１） 

[第 6 回] 導関数 （２） 

[第 7 回］高次導関数 （１） 

[第 8 回］高次導関数 （２）  

[第 9 回］平均値の定理 （１） 

[第 10 回］平均値の定理 （２） 

[第 11 回］テイラーの定理 （１） 

[第 12 回］テイラーの定理 （２） 

[第 13 回］微分法の応用 

[第 14 回］まとめ  

 

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１(ベーシック)を履修する場合は，基礎微分積分１実習(ベーシック)も同時に履修すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論』，高橋泰嗣，加藤幹雄（サイエンス社） 

 
６．参考書 

特になし。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業前後に質問対応する。翌週の授業で演習，小テスト，課題等の模範解答を示す．提出物に関しては採点して返却す

る。 

 
８．成績評価の方法 

基礎微分積分１(ベーシック)と基礎微分積分 1 実習(ベーシック)を一緒に評価する。 

期末試験８０%，演習・レポート２０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

１年次秋学期の基礎微分積分２と微分方程式，及び２年次の微分積分学１，２，応用数理概論１，２の履修には基礎微分積

分１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1[ベーシック] 

担当者名 田鎖聡史 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎、特に１変数関数の微分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

１変数関数の微分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

この科目は、2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム（応用基礎レベル）」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

[第１回] 実数の性質と数列の極限（１） 

[第２回] 実数の性質と数列の極限（２） 

[第３回] 関数の極限と連続関数（１） 

[第４回] 関数の極限と連続関数（２） 

[第５回] 導関数（１） 

[第６回] 導関数（２） 

[第７回] 高次導関数（１）  

[第８回] 高次導関数 （２） 

[第９回] 平均値の定理（１） 

[第 10 回] 平均値の定理（２） 

[第 11 回] テイラーの定理（１） 

[第 12 回] テイラーの定理（２） 

[第 13 回] 微分法の応用 

[第 14 回］まとめ 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１(ベーシック)を履修する場合は、基礎微分積分１実習(ベーシック)も同時に履修すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』 越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『詳解 微分積分演習』 加藤幹雄・柳研二郎・三谷健一・高橋泰嗣（サイエンス社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の答案を添削し、次回の授業の際に返却する。 

 
８．成績評価の方法 

基礎微分積分１(ベーシック)と基礎微分積分 1 実習(ベーシック)を一緒に評価する。 

期末試験７０%、演習・レポート３０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 

 
９．その他 

１年次秋学期の基礎微分積分２と微分方程式、及び２年次の微分積分学１・２、応用数理概論１・２の履修には基礎微分積

分１の履修が前提となる。 
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基礎微分積分 1 実習 

科目ナンバー STMAT135J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1 実習[ベーシック] 

担当者名 福室康介 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎，特に１変数関数の微分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

１変数関数の微分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

[第 1 回] 実数の性質と数列の極限（１）  

[第 2 回] 実数の性質と数列の極限（２）  

[第 3 回] 関数の極限と連続関数 （１） 

[第 4 回] 関数の極限と連続関数 （２） 

[第 5 回] 導関数 （１） 

[第 6 回] 導関数 （２） 

[第 7 回] 高次導関数 （１） 

[第 8 回] 高次導関数 （２）  

[第 9 回] 平均値の定理 （１） 

[第 10 回] 平均値の定理 （２） 

[第 11 回] テイラーの定理 （１） 

[第 12 回] テイラーの定理 （２） 

[第 13 回] 微分法の応用 

[第 14 回] まとめ  

 

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１実習(ベーシック)を履修する場合は，基礎微分積分１(ベーシック)も同時に履修すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著） （サイエンス社） 

 
６．参考書 

特になし。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業前後に質問対応する。翌週の授業で演習，小テスト，課題等の模範解答を示す．提出物に関しては採点して返却す

る。 

 
８．成績評価の方法 

基礎微分積分１(ベーシック)と基礎微分積分 1 実習(ベーシック)を一緒に評価する。 

期末試験８０%，演習・レポート２０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

１年次秋学期の基礎微分積分２と微分方程式，及び２年次の微分積分学１，２，応用数理概論１，２の履修には基礎微分積

分１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT135J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎微分積分 1 実習[ベーシック] 

担当者名 田鎖聡史 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎、特に１変数関数の微分とその応用に関する事項の理解を深めるために演習を行う。 

「到達目標」 

１変数関数の微分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 
２．授業内容 

[第１回] 実数の性質と数列の極限（１） 

[第２回] 実数の性質と数列の極限（２） 

[第３回] 関数の極限と連続関数（１） 

[第４回] 関数の極限と連続関数（２） 

[第５回] 導関数（１） 

[第６回] 導関数（２） 

[第７回] 高次導関数（１）  

[第８回] 高次導関数 （２） 

[第９回] 平均値の定理（１） 

[第 10 回] 平均値の定理（２） 

[第 11 回] テイラーの定理（１） 

[第 12 回] テイラーの定理（２） 

[第 13 回] 微分法の応用 

[第 14 回] まとめ 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１実習(ベーシック)を履修する場合は、基礎微分積分１(ベーシック)も同時に履修すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『詳解 微分積分演習』加藤幹雄・柳研二郎・三谷健一・高橋泰嗣（サイエンス社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の答案を添削し、次回の授業の際に返却する。 

 
８．成績評価の方法 

基礎微分積分１(ベーシック)と基礎微分積分 1 実習(ベーシック)を一緒に評価する。 

期末試験７０%、演習・レポート３０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

１年次秋学期の基礎微分積分２と微分方程式、及び２年次の微分積分学１・２、応用数理概論１・２の履修には基礎微分積

分１の履修が前提となる。 
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基礎微分積分 2 

科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎微分積分 2[1 組] 

担当者名 伊藤要平 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎、特に１変数関数の積分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

微分積分学の基礎、および１変数関数の積分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 不定積分（１） 

[第３回] 不定積分（２） 

[第４回] 有理関数の積分（１） 

[第５回] 有理関数の積分（２） 

[第６回] 三角関数、無理関数他の積分（１） 

[第７回] 三角関数、無理関数他の積分（２） 

[第８回] 定積分（１） 

[第９回] 定積分（２） 

[第 10 回] 広義積分（１） 

[第 11 回] 広義積分（２） 

[第 12 回] 積分の応用（１） 

[第 13 回] 積分の応用（２） 

[第 14 回] まとめ 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。授業時間の３０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の返却はしませんので各自コピーを取るなり写真に収めるなりすること。 

解説しきれなかった問題や質問についてはメールにて受け付ける。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%、演習・レポート２０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

２年次秋学期の微分積分学２の履修には基礎微分積分２の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎微分積分 2[2 組] 

担当者名 藤田吾郎 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 微分積分学の基礎、特に１変数関数の積分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

 微分積分学の基礎や積分とその応用に関する事項の理解を目標とする。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 不定積分（１） 

[第３回] 不定積分（２） 

[第４回] 有理関数の積分（１） 

[第５回] 有理関数の積分（２） 

[第６回] 三角関数、無理関数他の積分（１） 

[第７回] 三角関数、無理関数他の積分（２） 

[第８回] 定積分（１） 

[第９回] 定積分（２） 

[第 10 回] 広義積分（１） 

[第 11 回] 広義積分（２） 

[第 12 回] 積分の応用（１） 

[第 13 回] 積分の応用（２） 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 基礎微分積分１の履修を前提とする。 

授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『詳解 微分積分演習』加藤幹雄・柳研二郎・三谷健一・高橋泰嗣（サイエンス社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 100％にて評価する。 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

 ２年次秋学期の微分積分学２の履修には基礎微分積分２の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎微分積分 2[3 組] 

担当者名 福室康介 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎，特に１変数関数の積分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

微分積分学の基礎，および１変数関数の積分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回] イントロダクション 

[第 2 回] 不定積分（１）  

[第 3 回] 不定積分（２） 

[第 4 回] 有理関数の積分 （１） 

[第 5 回] 有理関数の積分 （２） 

[第 6 回] 三角関数，無理関数他の積分 （１） 

[第 7 回] 三角関数，無理関数他の積分 （２） 

[第 8 回] 定積分 （１） 

[第 9 回] 定積分 （２） 

[第 10 回] 広義積分 （１） 

[第 11 回] 広義積分 （２） 

[第 12 回] 積分の応用 （１） 

[第 13 回] 積分の応用 （２） 

[第 14 回］まとめ  

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著） （サイエンス社） 

 
６．参考書 

特になし。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業の前後に質問対応する。翌週の授業で演習，課題，小テストの模範解答を示す。提出物は採点して返却する。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%，演習・レポート２０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

２年次秋学期の微分積分学２の履修には基礎微分積分２の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎微分積分 2[4 組] 

担当者名 伊藤要平 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎、特に１変数関数の積分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

微分積分学の基礎、および１変数関数の積分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 不定積分（１） 

[第３回] 不定積分（２） 

[第４回] 有理関数の積分（１） 

[第５回] 有理関数の積分（２） 

[第６回] 三角関数、無理関数他の積分（１） 

[第７回] 三角関数、無理関数他の積分（２） 

[第８回] 定積分（１） 

[第９回] 定積分（２） 

[第 10 回] 広義積分（１） 

[第 11 回] 広義積分（２） 

[第 12 回] 積分の応用（１） 

[第 13 回] 積分の応用（２） 

[第 14 回] まとめ 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。授業時間の３０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の返却はしませんので各自コピーを取るなり写真に収めるなりすること。 

解説しきれなかった問題や質問についてはメールにて受け付ける。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%、演習・レポート２０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

２年次秋学期の微分積分学２の履修には基礎微分積分２の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎微分積分 2[5 組] 

担当者名 谷口由紀 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 微分積分学の基礎、特に１変数関数の積分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

 微分積分学の基礎、および１変数関数の積分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 不定積分（１） 

[第３回] 不定積分（２） 

[第４回] 有理関数の積分（１） 

[第５回] 有理関数の積分（２） 

[第６回] 三角関数、無理関数他の積分（１） 

[第７回] 三角関数、無理関数他の積分（２） 

[第８回] 定積分（１） 

[第９回] 定積分（２） 

[第 10 回] 広義積分（１） 

[第 11 回] 広義積分（２） 

[第 12 回] 積分の応用（１） 

[第 13 回] 積分の応用（２） 

[第 14 回] まとめ  

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

 『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『詳解 微分積分演習』加藤幹雄・柳研二郎・三谷健一・高橋泰嗣（サイエンス社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

演習は提出して、採点し、次回の授業で解説する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 40％，中間試験 40％，演習・レポート 20％で評価する。合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

２年次秋学期の微分積分学２の履修には基礎微分積分２の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎微分積分 2[6 組] 

担当者名 福室康介 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎，特に１変数関数の積分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

微分積分学の基礎，および１変数関数の積分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回] イントロダクション 

[第 2 回] 不定積分（１）  

[第 3 回] 不定積分（２） 

[第 4 回] 有理関数の積分 （１） 

[第 5 回] 有理関数の積分 （２） 

[第 6 回] 三角関数，無理関数他の積分 （１） 

[第 7 回] 三角関数，無理関数他の積分 （２） 

[第 8 回] 定積分 （１） 

[第 9 回] 定積分 （２） 

[第 10 回] 広義積分 （１） 

[第 11 回] 広義積分 （２） 

[第 12 回] 積分の応用 （１） 

[第 13 回] 積分の応用 （２） 

[第 14 回］まとめ  

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著） （サイエンス社） 

 
６．参考書 

特になし。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業の前後に質問対応する。翌週の授業で演習，課題，小テストの模範解答を示す。提出物は採点して返却する。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%，演習・レポート２０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

２年次秋学期の微分積分学２の履修には基礎微分積分２の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎微分積分 2[7 組] 

担当者名 梅田典晃 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎、特に１変数関数の積分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

微分積分学の基礎、および１変数関数の積分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 不定積分（１） 

[第３回] 不定積分（２） 

[第４回] 有理関数の積分（１） 

[第５回] 有理関数の積分（２） 

[第６回] 三角関数、無理関数他の積分（１） 

[第７回] 三角関数、無理関数他の積分（２） 

[第８回] 定積分（１） 

[第９回] 定積分（２） 

[第 10 回] 広義積分（１） 

[第 11 回] 広義積分（２） 

[第 12 回] 積分の応用（１） 

[第 13 回] 積分の応用（２） 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 

 
６．参考書 

『詳解 微分積分演習』加藤幹雄・柳研二郎・三谷健一・高橋泰嗣（サイエンス社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji でレポートの提出を行ってもらうが、 

これに対して、締め切り後コメントを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 80％，レポート 20％で評価する。 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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２年次秋学期の微分積分学２の履修には基礎微分積分２の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎微分積分 2[8 組] 

担当者名 藤田吾郎 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 微分積分学の基礎、特に１変数関数の積分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

 微分積分学の基礎や積分とその応用に関する事項の理解を目標とする。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 不定積分（１） 

[第３回] 不定積分（２） 

[第４回] 有理関数の積分（１） 

[第５回] 有理関数の積分（２） 

[第６回] 三角関数、無理関数他の積分（１） 

[第７回] 三角関数、無理関数他の積分（２） 

[第８回] 定積分（１） 

[第９回] 定積分（２） 

[第 10 回] 広義積分（１） 

[第 11 回] 広義積分（２） 

[第 12 回] 積分の応用（１） 

[第 13 回] 積分の応用（２） 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 基礎微分積分１の履修を前提とする。 

授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『詳解 微分積分演習』加藤幹雄・柳研二郎・三谷健一・高橋泰嗣（サイエンス社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 100％にて評価する。 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

 ２年次秋学期の微分積分学２の履修には基礎微分積分２の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎微分積分 2[建,化] 

担当者名 田鎖聡史 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎、特に１変数関数の積分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

微分積分学の基礎、および１変数関数の積分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 不定積分（１） 

[第３回] 不定積分（２） 

[第４回] 有理関数の積分（１） 

[第５回] 有理関数の積分（２） 

[第６回] 三角関数、無理関数他の積分（１） 

[第７回] 三角関数、無理関数他の積分（２） 

[第８回] 定積分（１） 

[第９回] 定積分（２） 

[第 10 回] 広義積分（１） 

[第 11 回] 広義積分（２） 

[第 12 回] 積分の応用（１） 

[第 13 回] 積分の応用（２） 

[第 14 回] まとめ 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『詳解 微分積分演習』加藤幹雄・柳研二郎・三谷健一・高橋泰嗣（サイエンス社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中、または Oh-o!Meiji を介してフィードバックを行う 

 
８．成績評価の方法 

期末試験７０%、演習・レポート３０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

２年次秋学期の微分積分学２の履修には基礎微分積分２の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎微分積分 2[14 組] 

担当者名 谷口由紀 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 微分積分学の基礎、特に１変数関数の積分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

 微分積分学の基礎、および１変数関数の積分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 不定積分（１） 

[第３回] 不定積分（２） 

[第４回] 有理関数の積分（１） 

[第５回] 有理関数の積分（２） 

[第６回] 三角関数、無理関数他の積分（１） 

[第７回] 三角関数、無理関数他の積分（２） 

[第８回] 定積分（１） 

[第９回] 定積分（２） 

[第 10 回] 広義積分（１） 

[第 11 回] 広義積分（２） 

[第 12 回] 積分の応用（１） 

[第 13 回] 積分の応用（２） 

[第 14 回] まとめ  

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

 『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『詳解 微分積分演習』加藤幹雄・柳研二郎・三谷健一・高橋泰嗣（サイエンス社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

演習は提出して、採点し、次回の授業で解説する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 40％，中間試験 40％，演習・レポート 20％で評価する。合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

２年次秋学期の微分積分学２の履修には基礎微分積分２の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎微分積分 2[15 組] 

担当者名 梅田典晃 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎、特に１変数関数の積分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」 

微分積分学の基礎、および１変数関数の積分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 

 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 不定積分（１） 

[第３回] 不定積分（２） 

[第４回] 有理関数の積分（１） 

[第５回] 有理関数の積分（２） 

[第６回] 三角関数、無理関数他の積分（１） 

[第７回] 三角関数、無理関数他の積分（２） 

[第８回] 定積分（１） 

[第９回] 定積分（２） 

[第 10 回] 広義積分（１） 

[第 11 回] 広義積分（２） 

[第 12 回] 積分の応用（１） 

[第 13 回] 積分の応用（２） 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 

 
６．参考書 

『詳解 微分積分演習』加藤幹雄・柳研二郎・三谷健一・高橋泰嗣（サイエンス社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji でレポートの提出を行ってもらうが、 

これに対して、締め切り後コメントを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 80％，レポート 20％で評価する。 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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２年次秋学期の微分積分学２の履修には基礎微分積分２の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎微分積分 2[物理] 

担当者名 石原裕信 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微分積分学の基礎、特に１変数関数の積分とその応用に関する事項を学ぶ。 

「到達目標」  

微分積分学の基礎、および１変数関数の積分とその応用に関する事項を理解することを目標とする。 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 不定積分（１）  

[第３回] 不定積分（２）   

[第４回] 有理関数の積分（１）  

[第５回] 有理関数の積分（２）  

[第６回] 三角関数、無理関数他の積分（１）  

[第７回] 三角関数、無理関数他の積分（２）  

[第８回] 定積分（１）  

[第９回] 定積分（２）  

[第 10 回] 広義積分（１）  

[第 11 回] 広義積分（２）  

[第 12 回] 積分の応用（１）  

[第 13 回] 積分の応用（２）  

[第 14 回］ まとめ 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。 

基本的に毎回、授業の最後に課題を出題する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』 越昭三（監修） / 高橋泰嗣・加藤幹雄（著） （サイエンス社） 

 
６．参考書 

使用しない。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の課題の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70％、課題 30％で評価する。 

合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。 

変更する場合は、授業時間中に口頭で知らせるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎微分積分 2[アドバンス] 

担当者名 宮部賢志 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この授業では，微積分学の中でも 1 変数の積分に焦点を当て，不定積分，定積分，広義積分について理論と計算方法を学

びます．特に，有理関数や三角関数，無理関数の積分計算の手法を広く身につけるほか，積分計算の理論的背景を理解し

論理的な説明ができるようになることを目指します． 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回] 不定積分(1) 

[第 2 回] 不定積分(2) 

[第 3 回] 有理関数・三角関数・無理関数の積分(1) 

[第 4 回] 有理関数・三角関数・無理関数の積分(2) 

[第 5 回] 定積分(1) 

[第 6 回] 定積分(2) 

[第 7 回] 定積分(3) 

[第 8 回] 前半内容の総合演習 

[第 9 回] 不定積分と定積分の計算(1) 

[第 10 回] 不定積分と定積分の計算(2) 

[第 11 回] 広義積分(1) 

[第 12 回] 広義積分(2) 

[第 13 回] 定積分の応用 

[第 14 回 a] 期末試験 

[第 14 回 b] 解答解説 

 
３．履修上の注意 

 本講義は，アドバンスト・コースである。基礎微分積分１（アドバンスト・コース）と同演習の履修を前提とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として，教科書の該当箇所を読み，不明点を明らかにしておくこと。復習として，教科書の演習問題を解くこと。 

 

 
５．教科書 

『理工系の微分積分学』吹田信之,新保経彦（学術図書出版） 

 

 
６．参考書 

 『新しい微積分〈上〉』長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 『新しい微積分〈下〉』長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

コメントしたものを Oh-o!Meiji 経由で返却および次の授業でのコメントを行う 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％，中間試験および毎回のレポート 30％により評価する。得点が満点の 60％以上であることを単位修得の条

件とする。 

 
９．その他 
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基礎力学 1 

科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎力学 1[1・2 組] 

担当者名 猿渡茂 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 １年次に設置されている基礎力学１，２では，いわゆる古典力学と言われる「ニュートン力学」について学ぶ。力学は力と運

動の関係を扱う学問であり，物理学はもとより，他の多くの分野の基礎にもなっている。力学は質点の力学，質点系の力学及

び剛体の力学に分けられる。基礎力学１では質点の力学について学ぶ。これは高等学校ですでに学んでいるが，大学での

取り扱い方は高校のそれとはまったく異なっており，より一般的な力学現象を扱えるように微分方程式を用いて基本法則を

記述し，それらを適用して系の挙動を解析する手法を学ぶ。ここで学ぶ「物理学の方法」は専門科目を学ぶ上での基礎でも

あり，基礎線形代数や基礎微分積分と並んで重要な理系基礎科目の一つである。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

「基礎力学１」で学ぶ内容（シラバス）について説明を受ける。 

物理学の全体像と力学の位置づけ，歴史的な背景，物理と数学の関係，物理量の次元と単位について学ぶ。 

［第２回] 運動の記述 

１）位置を表す座標系について 

質点の位置を表すには座標系が必要である。直交座標系が基礎となるが，運動によっては，その運動をより簡単に表示でき

るような座標系を選ぶことがある。２次元極座標，３次元極座標，円筒座標について学ぶ。 

２）ベクトル表示について 

物理量には速度，加速度，力などのように大きさと向きを表すベクトル量と，長さ，時間，温度などのように大きさだけを表す

スカラー量がある。力学を学ぶにあたってはベクトルの性質についてよく理解する必要がある。 

ベクトルを用いて質点の位置（位置ベクトル），速度，加速度を定義する。 

［第３回] ベクトルの数学 

ベクトルの成分表示と微分について学ぶ。また，ベクトルの積として，スカラー積（内積）に加え，ベクトル積（外積）について

学ぶ。 

［第４回] 円運動，曲線上の運動 

円運動を２次元極座標により取り扱う。また，曲線上の運動についても学ぶ。 

［第５回] 運動の法則 

ニュートンは物体の運動を次の三つの法則で表した。ここでは，これらの法則について学ぶ。 

・第一法則：慣性の法則 

・第二法則：運動の法則、ニュートンの運動方程式 

・第三法則；作用反作用の法則 

［第６回] 重力による運動 

質点が，重力の作用のもとで任意の方向に放り出された場合の運動を扱う。運動の第二法則から運動方程式を立て，それ

を解いて一般解を求める。さらに，初期条件から特解を求める。これにより質点の位置と時間の関係が求まる。 

［第７回] 束縛力と摩擦力 

束縛力や摩擦力がある場合の運動について学ぶ。空気抵抗がある場合の運動も取り扱い，変数分離による運動方程式の

解法について学ぶ。 

［第８回] 単振動 

単振動をしている質点には，変位に比例する復元力と呼ばれる力が働いている。重力の場合とは異なる運動方程式になり，

これを解いて質点の位置と時間の関係を導く。自然界には力学的な振動のみでなく，電気振動や分子振動など振動現象が

多く存在する。したがって振動現象について学ぶことは高学年での学習において極めて重要である。また，振動運動に対す

る運動方程式を解くために必要な，線形微分方程式の解法についても学ぶ。 

［第９回] 減衰振動 

速度に比例する抵抗力がある場合の振動運動に対する運動方程式を解く。条件により，減衰振動，臨界減衰，過減衰と呼

ばれる運動となることを理解する。 

［第 10 回] 強制振動と共振 

外力により強制的に起こる振動現象（強制振動）に対する運動方程式を解く。強制振動で特徴的な共振（共鳴）現象につい

ても学ぶ。 

［第 11 回] 運動量 

運動量を導入し、運動方程式の時間積分から運動量保存則が導かれることを学ぶ。また，運動量の変化と力積の関係につ

いても学ぶ。 

［第 12 回] 角運動量 
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角運動量は高校物理には出てこないが，回転運動を考えるときに重要な概念である。角運動量は，位置ベクトルと運動量ベ

クトルのベクトル積で与えられる。また，中心力が作用する場合には角運動量が保存することについて理解する。 

［第 13 回] 仕事とエネルギー 

運動の第二法則から導かれる重要な力学的概念であるエネルギーについて学び，仕事とエネルギーの関係について理解

を深める。 

［第 14 回] 保存力と力学的エネルギー保存則 

運動方程式の空間積分から，力学的エネルギー保存則が導かれることを学ぶ。保存力と位置エネルギー（ポテンシャルエネ

ルギー）の関係について理解を深める。 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習を行う

が，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ 「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」 戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」 ファインマン 岩波書店 

 「力学」 原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」 小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」 本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」 工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」 戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」 明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎力学 1[3・4 組] 

担当者名 安井幸夫 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 １年次に設置されている基礎力学１，２では，いわゆる古典力学と言われる「ニュートン力学」について学ぶ。力学は力と運

動の関係を扱う学問であり，物理学はもとより，他の多くの分野の基礎にもなっている。力学は質点の力学，質点系の力学及

び剛体の力学に分けられる。基礎力学１では質点の力学について学ぶ。これは高等学校ですでに学んでいるが，大学での

取り扱い方は高校のそれとはまったく異なっており，より一般的な力学現象を扱えるように微分方程式を用いて基本法則を

記述し，それらを適用して系の挙動を解析する手法を学ぶ。ここで学ぶ「物理学の方法」は専門科目を学ぶ上での基礎でも

あり，基礎線形代数や基礎微分積分と並んで重要な理系基礎科目の一つである。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

「基礎力学１」で学ぶ内容（シラバス）について説明を受ける。 

物理学の全体像と力学の位置づけ，歴史的な背景，物理と数学の関係，物理量の次元と単位について学ぶ。 

［第２回] 運動の記述 

１）位置を表す座標系について 

質点の位置を表すには座標系が必要である。直交座標系が基礎となるが，運動によっては，その運動をより簡単に表示でき

るような座標系を選ぶことがある。２次元極座標，３次元極座標，円筒座標について学ぶ。 

２）ベクトル表示について 

物理量には速度，加速度，力などのように大きさと向きを表すベクトル量と，長さ，時間，温度などのように大きさだけを表す

スカラー量がある。力学を学ぶにあたってはベクトルの性質についてよく理解する必要がある。 

ベクトルを用いて質点の位置（位置ベクトル），速度，加速度を定義する。 

［第３回] ベクトルの数学 

ベクトルの成分表示と微分について学ぶ。また，ベクトルの積として，スカラー積（内積）に加え，ベクトル積（外積）について

学ぶ。 

［第４回] 円運動，曲線上の運動 

円運動を２次元極座標により取り扱う。また，曲線上の運動についても学ぶ。 

［第５回] 運動の法則 

ニュートンは物体の運動を次の三つの法則で表した。ここでは，これらの法則について学ぶ。 

・第一法則：慣性の法則 

・第二法則：運動の法則、ニュートンの運動方程式 

・第三法則；作用反作用の法則 

［第６回] 重力による運動 

質点が，重力の作用のもとで任意の方向に放り出された場合の運動を扱う。運動の第二法則から運動方程式を立て，それ

を解いて一般解を求める。さらに，初期条件から特解を求める。これにより質点の位置と時間の関係が求まる。 

［第７回] 束縛力と摩擦力 

束縛力や摩擦力がある場合の運動について学ぶ。空気抵抗がある場合の運動も取り扱い，変数分離による運動方程式の

解法について学ぶ。 

［第８回] 単振動 

単振動をしている質点には，変位に比例する復元力と呼ばれる力が働いている。重力の場合とは異なる運動方程式になり，

これを解いて質点の位置と時間の関係を導く。自然界には力学的な振動のみでなく，電気振動や分子振動など振動現象が

多く存在する。したがって振動現象について学ぶことは高学年での学習において極めて重要である。また，振動運動に対す

る運動方程式を解くために必要な，線形微分方程式の解法についても学ぶ。 

［第９回] 減衰振動 

速度に比例する抵抗力がある場合の振動運動に対する運動方程式を解く。条件により，減衰振動，臨界減衰，過減衰と呼

ばれる運動となることを理解する。 

［第 10 回] 強制振動と共振 

外力により強制的に起こる振動現象（強制振動）に対する運動方程式を解く。強制振動で特徴的な共振（共鳴）現象につい

ても学ぶ。 

［第 11 回] 運動量 

運動量を導入し、運動方程式の時間積分から運動量保存則が導かれることを学ぶ。また，運動量の変化と力積の関係につ

いても学ぶ。 

［第 12 回] 角運動量 
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角運動量は高校物理には出てこないが，回転運動を考えるときに重要な概念である。角運動量は，位置ベクトルと運動量ベ

クトルのベクトル積で与えられる。また，中心力が作用する場合には角運動量が保存することについて理解する。 

［第 13 回] 仕事とエネルギー 

運動の第二法則から導かれる重要な力学的概念であるエネルギーについて学び，仕事とエネルギーの関係について理解

を深める。 

［第 14 回] 保存力と力学的エネルギー保存則 

運動方程式の空間積分から，力学的エネルギー保存則が導かれることを学ぶ。保存力と位置エネルギー（ポテンシャルエネ

ルギー）の関係について理解を深める。 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習を行う

が，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ 「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」 戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」 ファインマン 岩波書店 

 「力学」 原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」 小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」 本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」 工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」 戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」 明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎力学 1[5・7 組] 

担当者名 猿渡茂 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 １年次に設置されている基礎力学１，２では，いわゆる古典力学と言われる「ニュートン力学」について学ぶ。力学は力と運

動の関係を扱う学問であり，物理学はもとより，他の多くの分野の基礎にもなっている。力学は質点の力学，質点系の力学及

び剛体の力学に分けられる。基礎力学１では質点の力学について学ぶ。これは高等学校ですでに学んでいるが，大学での

取り扱い方は高校のそれとはまったく異なっており，より一般的な力学現象を扱えるように微分方程式を用いて基本法則を

記述し，それらを適用して系の挙動を解析する手法を学ぶ。ここで学ぶ「物理学の方法」は専門科目を学ぶ上での基礎でも

あり，基礎線形代数や基礎微分積分と並んで重要な理系基礎科目の一つである。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

「基礎力学１」で学ぶ内容（シラバス）について説明を受ける。 

物理学の全体像と力学の位置づけ，歴史的な背景，物理と数学の関係，物理量の次元と単位について学ぶ。 

［第２回] 運動の記述 

１）位置を表す座標系について 

質点の位置を表すには座標系が必要である。直交座標系が基礎となるが，運動によっては，その運動をより簡単に表示でき

るような座標系を選ぶことがある。２次元極座標，３次元極座標，円筒座標について学ぶ。 

２）ベクトル表示について 

物理量には速度，加速度，力などのように大きさと向きを表すベクトル量と，長さ，時間，温度などのように大きさだけを表す

スカラー量がある。力学を学ぶにあたってはベクトルの性質についてよく理解する必要がある。 

ベクトルを用いて質点の位置（位置ベクトル），速度，加速度を定義する。 

［第３回] ベクトルの数学 

ベクトルの成分表示と微分について学ぶ。また，ベクトルの積として，スカラー積（内積）に加え，ベクトル積（外積）について

学ぶ。 

［第４回] 円運動，曲線上の運動 

円運動を２次元極座標により取り扱う。また，曲線上の運動についても学ぶ。 

［第５回] 運動の法則 

ニュートンは物体の運動を次の三つの法則で表した。ここでは，これらの法則について学ぶ。 

・第一法則：慣性の法則 

・第二法則：運動の法則、ニュートンの運動方程式 

・第三法則；作用反作用の法則 

［第６回] 重力による運動 

質点が，重力の作用のもとで任意の方向に放り出された場合の運動を扱う。運動の第二法則から運動方程式を立て，それ

を解いて一般解を求める。さらに，初期条件から特解を求める。これにより質点の位置と時間の関係が求まる。 

［第７回] 束縛力と摩擦力 

束縛力や摩擦力がある場合の運動について学ぶ。空気抵抗がある場合の運動も取り扱い，変数分離による運動方程式の

解法について学ぶ。 

［第８回] 単振動 

単振動をしている質点には，変位に比例する復元力と呼ばれる力が働いている。重力の場合とは異なる運動方程式になり，

これを解いて質点の位置と時間の関係を導く。自然界には力学的な振動のみでなく，電気振動や分子振動など振動現象が

多く存在する。したがって振動現象について学ぶことは高学年での学習において極めて重要である。また，振動運動に対す

る運動方程式を解くために必要な，線形微分方程式の解法についても学ぶ。 

［第９回] 減衰振動 

速度に比例する抵抗力がある場合の振動運動に対する運動方程式を解く。条件により，減衰振動，臨界減衰，過減衰と呼

ばれる運動となることを理解する。 

［第 10 回] 強制振動と共振 

外力により強制的に起こる振動現象（強制振動）に対する運動方程式を解く。強制振動で特徴的な共振（共鳴）現象につい

ても学ぶ。 

［第 11 回] 運動量 

運動量を導入し、運動方程式の時間積分から運動量保存則が導かれることを学ぶ。また，運動量の変化と力積の関係につ

いても学ぶ。 

［第 12 回] 角運動量 
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角運動量は高校物理には出てこないが，回転運動を考えるときに重要な概念である。角運動量は，位置ベクトルと運動量ベ

クトルのベクトル積で与えられる。また，中心力が作用する場合には角運動量が保存することについて理解する。 

［第 13 回] 仕事とエネルギー 

運動の第二法則から導かれる重要な力学的概念であるエネルギーについて学び，仕事とエネルギーの関係について理解

を深める。 

［第 14 回] 保存力と力学的エネルギー保存則 

運動方程式の空間積分から，力学的エネルギー保存則が導かれることを学ぶ。保存力と位置エネルギー（ポテンシャルエネ

ルギー）の関係について理解を深める。 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習を行う

が，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ 「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」 戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」 ファインマン 岩波書店 

 「力学」 原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」 小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」 本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」 工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」 戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」 明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎力学 1[6・8 組] 

担当者名 本宮佳典 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 １年次に設置されている基礎力学１，２では，いわゆる古典力学と言われる「ニュートン力学」について学ぶ。力学は力と運

動の関係を扱う学問であり，物理学はもとより，他の多くの分野の基礎にもなっている。力学は質点の力学，質点系の力学及

び剛体の力学に分けられる。基礎力学１では質点の力学について学ぶ。これは高等学校ですでに学んでいるが，大学での

取り扱い方は高校のそれとはまったく異なっており，より一般的な力学現象を扱えるように微分方程式を用いて基本法則を

記述し，それらを適用して系の挙動を解析する手法を学ぶ。ここで学ぶ「物理学の方法」は専門科目を学ぶ上での基礎でも

あり，基礎線形代数や基礎微分積分と並んで重要な理系基礎科目の一つである。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

「基礎力学１」で学ぶ内容（シラバス）について説明を受ける。 

物理学の全体像と力学の位置づけ，歴史的な背景，物理と数学の関係，物理量の次元と単位について学ぶ。 

［第２回] 運動の記述 

１）位置を表す座標系について 

質点の位置を表すには座標系が必要である。直交座標系が基礎となるが，運動によっては，その運動をより簡単に表示でき

るような座標系を選ぶことがある。２次元極座標，３次元極座標，円筒座標について学ぶ。 

２）ベクトル表示について 

物理量には速度，加速度，力などのように大きさと向きを表すベクトル量と，長さ，時間，温度などのように大きさだけを表す

スカラー量がある。力学を学ぶにあたってはベクトルの性質についてよく理解する必要がある。 

ベクトルを用いて質点の位置（位置ベクトル），速度，加速度を定義する。 

［第３回] ベクトルの数学 

ベクトルの成分表示と微分について学ぶ。また，ベクトルの積として，スカラー積（内積）に加え，ベクトル積（外積）について

学ぶ。 

［第４回] 円運動，曲線上の運動 

円運動を２次元極座標により取り扱う。また，曲線上の運動についても学ぶ。 

［第５回] 運動の法則 

ニュートンは物体の運動を次の三つの法則で表した。ここでは，これらの法則について学ぶ。 

・第一法則：慣性の法則 

・第二法則：運動の法則、ニュートンの運動方程式 

・第三法則；作用反作用の法則 

［第６回] 重力による運動 

質点が，重力の作用のもとで任意の方向に放り出された場合の運動を扱う。運動の第二法則から運動方程式を立て，それ

を解いて一般解を求める。さらに，初期条件から特解を求める。これにより質点の位置と時間の関係が求まる。 

［第７回] 束縛力と摩擦力 

束縛力や摩擦力がある場合の運動について学ぶ。空気抵抗がある場合の運動も取り扱い，変数分離による運動方程式の

解法について学ぶ。 

［第８回] 単振動 

単振動をしている質点には，変位に比例する復元力と呼ばれる力が働いている。重力の場合とは異なる運動方程式になり，

これを解いて質点の位置と時間の関係を導く。自然界には力学的な振動のみでなく，電気振動や分子振動など振動現象が

多く存在する。したがって振動現象について学ぶことは高学年での学習において極めて重要である。また，振動運動に対す

る運動方程式を解くために必要な，線形微分方程式の解法についても学ぶ。 

［第９回] 減衰振動 

速度に比例する抵抗力がある場合の振動運動に対する運動方程式を解く。条件により，減衰振動，臨界減衰，過減衰と呼

ばれる運動となることを理解する。 

［第 10 回] 強制振動と共振 

外力により強制的に起こる振動現象（強制振動）に対する運動方程式を解く。強制振動で特徴的な共振（共鳴）現象につい

ても学ぶ。 

［第 11 回] 運動量 

運動量を導入し、運動方程式の時間積分から運動量保存則が導かれることを学ぶ。また，運動量の変化と力積の関係につ

いても学ぶ。 

［第 12 回] 角運動量 
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角運動量は高校物理には出てこないが，回転運動を考えるときに重要な概念である。角運動量は，位置ベクトルと運動量ベ

クトルのベクトル積で与えられる。また，中心力が作用する場合には角運動量が保存することについて理解する。 

［第 13 回] 仕事とエネルギー 

運動の第二法則から導かれる重要な力学的概念であるエネルギーについて学び，仕事とエネルギーの関係について理解

を深める。 

［第 14 回] 保存力と力学的エネルギー保存則 

運動方程式の空間積分から，力学的エネルギー保存則が導かれることを学ぶ。保存力と位置エネルギー（ポテンシャルエネ

ルギー）の関係について理解を深める。 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習を行う

が，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ 「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」 戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」 ファインマン 岩波書店 

 「力学」 原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」 小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」 本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」 工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」 戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」 明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎力学 1[9・10a 組] 

担当者名 横山大輔 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 １年次に設置されている基礎力学１，２では，いわゆる古典力学と言われる「ニュートン力学」について学ぶ。力学は力と運

動の関係を扱う学問であり，物理学はもとより，他の多くの分野の基礎にもなっている。力学は質点の力学，質点系の力学及

び剛体の力学に分けられる。基礎力学１では質点の力学について学ぶ。これは高等学校ですでに学んでいるが，大学での

取り扱い方は高校のそれとはまったく異なっており，より一般的な力学現象を扱えるように微分方程式を用いて基本法則を

記述し，それらを適用して系の挙動を解析する手法を学ぶ。ここで学ぶ「物理学の方法」は専門科目を学ぶ上での基礎でも

あり，基礎線形代数や基礎微分積分と並んで重要な理系基礎科目の一つである。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

「基礎力学１」で学ぶ内容（シラバス）について説明を受ける。 

物理学の全体像と力学の位置づけ，歴史的な背景，物理と数学の関係，物理量の次元と単位について学ぶ。 

［第２回] 運動の記述 

１）位置を表す座標系について 

質点の位置を表すには座標系が必要である。直交座標系が基礎となるが，運動によっては，その運動をより簡単に表示でき

るような座標系を選ぶことがある。２次元極座標，３次元極座標，円筒座標について学ぶ。 

２）ベクトル表示について 

物理量には速度，加速度，力などのように大きさと向きを表すベクトル量と，長さ，時間，温度などのように大きさだけを表す

スカラー量がある。力学を学ぶにあたってはベクトルの性質についてよく理解する必要がある。 

ベクトルを用いて質点の位置（位置ベクトル），速度，加速度を定義する。 

［第３回] ベクトルの数学 

ベクトルの成分表示と微分について学ぶ。また，ベクトルの積として，スカラー積（内積）に加え，ベクトル積（外積）について

学ぶ。 

［第４回] 円運動，曲線上の運動 

円運動を２次元極座標により取り扱う。また，曲線上の運動についても学ぶ。 

［第５回] 運動の法則 

ニュートンは物体の運動を次の三つの法則で表した。ここでは，これらの法則について学ぶ。 

・第一法則：慣性の法則 

・第二法則：運動の法則、ニュートンの運動方程式 

・第三法則；作用反作用の法則 

［第６回] 重力による運動 

質点が，重力の作用のもとで任意の方向に放り出された場合の運動を扱う。運動の第二法則から運動方程式を立て，それ

を解いて一般解を求める。さらに，初期条件から特解を求める。これにより質点の位置と時間の関係が求まる。 

［第７回] 束縛力と摩擦力 

束縛力や摩擦力がある場合の運動について学ぶ。空気抵抗がある場合の運動も取り扱い，変数分離による運動方程式の

解法について学ぶ。 

［第８回] 単振動 

単振動をしている質点には，変位に比例する復元力と呼ばれる力が働いている。重力の場合とは異なる運動方程式になり，

これを解いて質点の位置と時間の関係を導く。自然界には力学的な振動のみでなく，電気振動や分子振動など振動現象が

多く存在する。したがって振動現象について学ぶことは高学年での学習において極めて重要である。また，振動運動に対す

る運動方程式を解くために必要な，線形微分方程式の解法についても学ぶ。 

［第９回] 減衰振動 

速度に比例する抵抗力がある場合の振動運動に対する運動方程式を解く。条件により，減衰振動，臨界減衰，過減衰と呼

ばれる運動となることを理解する。 

［第 10 回] 強制振動と共振 

外力により強制的に起こる振動現象（強制振動）に対する運動方程式を解く。強制振動で特徴的な共振（共鳴）現象につい

ても学ぶ。 

［第 11 回] 運動量 

運動量を導入し、運動方程式の時間積分から運動量保存則が導かれることを学ぶ。また，運動量の変化と力積の関係につ

いても学ぶ。 

［第 12 回] 角運動量 
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角運動量は高校物理には出てこないが，回転運動を考えるときに重要な概念である。角運動量は，位置ベクトルと運動量ベ

クトルのベクトル積で与えられる。また，中心力が作用する場合には角運動量が保存することについて理解する。 

［第 13 回] 仕事とエネルギー 

運動の第二法則から導かれる重要な力学的概念であるエネルギーについて学び，仕事とエネルギーの関係について理解

を深める。 

［第 14 回] 保存力と力学的エネルギー保存則 

運動方程式の空間積分から，力学的エネルギー保存則が導かれることを学ぶ。保存力と位置エネルギー（ポテンシャルエネ

ルギー）の関係について理解を深める。 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習を行う

が，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ 「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」 戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」 ファインマン 岩波書店 

 「力学」 原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」 小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」 本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」 工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」 戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」 明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎力学 1[10b・11 組] 

担当者名 齋賀康宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 １年次に設置されている基礎力学１，２では，いわゆる古典力学と言われる「ニュートン力学」について学ぶ。力学は力と運

動の関係を扱う学問であり，物理学はもとより，他の多くの分野の基礎にもなっている。力学は質点の力学，質点系の力学及

び剛体の力学に分けられる。基礎力学１では質点の力学について学ぶ。これは高等学校ですでに学んでいるが，大学での

取り扱い方は高校のそれとはまったく異なっており，より一般的な力学現象を扱えるように微分方程式を用いて基本法則を

記述し，それらを適用して系の挙動を解析する手法を学ぶ。ここで学ぶ「物理学の方法」は専門科目を学ぶ上での基礎でも

あり，基礎線形代数や基礎微分積分と並んで重要な理系基礎科目の一つである。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

「基礎力学１」で学ぶ内容（シラバス）について説明を受ける。 

物理学の全体像と力学の位置づけ，歴史的な背景，物理と数学の関係，物理量の次元と単位について学ぶ。 

［第２回] 運動の記述 

１）位置を表す座標系について 

質点の位置を表すには座標系が必要である。直交座標系が基礎となるが，運動によっては，その運動をより簡単に表示でき

るような座標系を選ぶことがある。２次元極座標，３次元極座標，円筒座標について学ぶ。 

２）ベクトル表示について 

物理量には速度，加速度，力などのように大きさと向きを表すベクトル量と，長さ，時間，温度などのように大きさだけを表す

スカラー量がある。力学を学ぶにあたってはベクトルの性質についてよく理解する必要がある。 

ベクトルを用いて質点の位置（位置ベクトル），速度，加速度を定義する。 

［第３回] ベクトルの数学 

ベクトルの成分表示と微分について学ぶ。また，ベクトルの積として，スカラー積（内積）に加え，ベクトル積（外積）について

学ぶ。 

［第４回] 円運動，曲線上の運動 

円運動を２次元極座標により取り扱う。また，曲線上の運動についても学ぶ。 

［第５回] 運動の法則 

ニュートンは物体の運動を次の三つの法則で表した。ここでは，これらの法則について学ぶ。 

・第一法則：慣性の法則 

・第二法則：運動の法則、ニュートンの運動方程式 

・第三法則；作用反作用の法則 

［第６回] 重力による運動 

質点が，重力の作用のもとで任意の方向に放り出された場合の運動を扱う。運動の第二法則から運動方程式を立て，それ

を解いて一般解を求める。さらに，初期条件から特解を求める。これにより質点の位置と時間の関係が求まる。 

［第７回] 束縛力と摩擦力 

束縛力や摩擦力がある場合の運動について学ぶ。空気抵抗がある場合の運動も取り扱い，変数分離による運動方程式の

解法について学ぶ。 

［第８回] 単振動 

単振動をしている質点には，変位に比例する復元力と呼ばれる力が働いている。重力の場合とは異なる運動方程式になり，

これを解いて質点の位置と時間の関係を導く。自然界には力学的な振動のみでなく，電気振動や分子振動など振動現象が

多く存在する。したがって振動現象について学ぶことは高学年での学習において極めて重要である。また，振動運動に対す

る運動方程式を解くために必要な，線形微分方程式の解法についても学ぶ。 

［第９回] 減衰振動 

速度に比例する抵抗力がある場合の振動運動に対する運動方程式を解く。条件により，減衰振動，臨界減衰，過減衰と呼

ばれる運動となることを理解する。 

［第 10 回] 強制振動と共振 

外力により強制的に起こる振動現象（強制振動）に対する運動方程式を解く。強制振動で特徴的な共振（共鳴）現象につい

ても学ぶ。 

［第 11 回] 運動量 

運動量を導入し、運動方程式の時間積分から運動量保存則が導かれることを学ぶ。また，運動量の変化と力積の関係につ

いても学ぶ。 

［第 12 回] 角運動量 
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角運動量は高校物理には出てこないが，回転運動を考えるときに重要な概念である。角運動量は，位置ベクトルと運動量ベ

クトルのベクトル積で与えられる。また，中心力が作用する場合には角運動量が保存することについて理解する。 

［第 13 回] 仕事とエネルギー 

運動の第二法則から導かれる重要な力学的概念であるエネルギーについて学び，仕事とエネルギーの関係について理解

を深める。 

［第 14 回] 保存力と力学的エネルギー保存則 

運動方程式の空間積分から，力学的エネルギー保存則が導かれることを学ぶ。保存力と位置エネルギー（ポテンシャルエネ

ルギー）の関係について理解を深める。 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習を行う

が，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ 「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」 戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」 ファインマン 岩波書店 

 「力学」 原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」 小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」 本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」 工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」 戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」 明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

1015 

 

科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎力学 1[12・13 組] 

担当者名 齋賀康宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 １年次に設置されている基礎力学１，２では，いわゆる古典力学と言われる「ニュートン力学」について学ぶ。力学は力と運

動の関係を扱う学問であり，物理学はもとより，他の多くの分野の基礎にもなっている。力学は質点の力学，質点系の力学及

び剛体の力学に分けられる。基礎力学１では質点の力学について学ぶ。これは高等学校ですでに学んでいるが，大学での

取り扱い方は高校のそれとはまったく異なっており，より一般的な力学現象を扱えるように微分方程式を用いて基本法則を

記述し，それらを適用して系の挙動を解析する手法を学ぶ。ここで学ぶ「物理学の方法」は専門科目を学ぶ上での基礎でも

あり，基礎線形代数や基礎微分積分と並んで重要な理系基礎科目の一つである。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

「基礎力学１」で学ぶ内容（シラバス）について説明を受ける。 

物理学の全体像と力学の位置づけ，歴史的な背景，物理と数学の関係，物理量の次元と単位について学ぶ。 

［第２回] 運動の記述 

１）位置を表す座標系について 

質点の位置を表すには座標系が必要である。直交座標系が基礎となるが，運動によっては，その運動をより簡単に表示でき

るような座標系を選ぶことがある。２次元極座標，３次元極座標，円筒座標について学ぶ。 

２）ベクトル表示について 

物理量には速度，加速度，力などのように大きさと向きを表すベクトル量と，長さ，時間，温度などのように大きさだけを表す

スカラー量がある。力学を学ぶにあたってはベクトルの性質についてよく理解する必要がある。 

ベクトルを用いて質点の位置（位置ベクトル），速度，加速度を定義する。 

［第３回] ベクトルの数学 

ベクトルの成分表示と微分について学ぶ。また，ベクトルの積として，スカラー積（内積）に加え，ベクトル積（外積）について

学ぶ。 

［第４回] 円運動，曲線上の運動 

円運動を２次元極座標により取り扱う。また，曲線上の運動についても学ぶ。 

［第５回] 運動の法則 

ニュートンは物体の運動を次の三つの法則で表した。ここでは，これらの法則について学ぶ。 

・第一法則：慣性の法則 

・第二法則：運動の法則、ニュートンの運動方程式 

・第三法則；作用反作用の法則 

［第６回] 重力による運動 

質点が，重力の作用のもとで任意の方向に放り出された場合の運動を扱う。運動の第二法則から運動方程式を立て，それ

を解いて一般解を求める。さらに，初期条件から特解を求める。これにより質点の位置と時間の関係が求まる。 

［第７回] 束縛力と摩擦力 

束縛力や摩擦力がある場合の運動について学ぶ。空気抵抗がある場合の運動も取り扱い，変数分離による運動方程式の

解法について学ぶ。 

［第８回] 単振動 

単振動をしている質点には，変位に比例する復元力と呼ばれる力が働いている。重力の場合とは異なる運動方程式になり，

これを解いて質点の位置と時間の関係を導く。自然界には力学的な振動のみでなく，電気振動や分子振動など振動現象が

多く存在する。したがって振動現象について学ぶことは高学年での学習において極めて重要である。また，振動運動に対す

る運動方程式を解くために必要な，線形微分方程式の解法についても学ぶ。 

［第９回] 減衰振動 

速度に比例する抵抗力がある場合の振動運動に対する運動方程式を解く。条件により，減衰振動，臨界減衰，過減衰と呼

ばれる運動となることを理解する。 

［第 10 回] 強制振動と共振 

外力により強制的に起こる振動現象（強制振動）に対する運動方程式を解く。強制振動で特徴的な共振（共鳴）現象につい

ても学ぶ。 

［第 11 回] 運動量 

運動量を導入し、運動方程式の時間積分から運動量保存則が導かれることを学ぶ。また，運動量の変化と力積の関係につ

いても学ぶ。 

［第 12 回] 角運動量 
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角運動量は高校物理には出てこないが，回転運動を考えるときに重要な概念である。角運動量は，位置ベクトルと運動量ベ

クトルのベクトル積で与えられる。また，中心力が作用する場合には角運動量が保存することについて理解する。 

［第 13 回] 仕事とエネルギー 

運動の第二法則から導かれる重要な力学的概念であるエネルギーについて学び，仕事とエネルギーの関係について理解

を深める。 

［第 14 回] 保存力と力学的エネルギー保存則 

運動方程式の空間積分から，力学的エネルギー保存則が導かれることを学ぶ。保存力と位置エネルギー（ポテンシャルエネ

ルギー）の関係について理解を深める。 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習を行う

が，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ 「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」 戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」 ファインマン 岩波書店 

 「力学」 原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」 小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」 本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」 工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」 戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」 明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎力学 1[14・15 組] 

担当者名 鈴木秀彦 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 １年次に設置されている基礎力学１，２では，いわゆる古典力学と言われる「ニュートン力学」について学ぶ。力学は力と運

動の関係を扱う学問であり，物理学はもとより，他の多くの分野の基礎にもなっている。力学は質点の力学，質点系の力学及

び剛体の力学に分けられる。基礎力学１では質点の力学について学ぶ。これは高等学校ですでに学んでいるが，大学での

取り扱い方は高校のそれとはまったく異なっており，より一般的な力学現象を扱えるように微分方程式を用いて基本法則を

記述し，それらを適用して系の挙動を解析する手法を学ぶ。ここで学ぶ「物理学の方法」は専門科目を学ぶ上での基礎でも

あり，基礎線形代数や基礎微分積分と並んで重要な理系基礎科目の一つである。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

「基礎力学１」で学ぶ内容（シラバス）について説明を受ける。 

物理学の全体像と力学の位置づけ，歴史的な背景，物理と数学の関係，物理量の次元と単位について学ぶ。 

［第２回] 運動の記述 

１）位置を表す座標系について 

質点の位置を表すには座標系が必要である。直交座標系が基礎となるが，運動によっては，その運動をより簡単に表示でき

るような座標系を選ぶことがある。２次元極座標，３次元極座標，円筒座標について学ぶ。 

２）ベクトル表示について 

物理量には速度，加速度，力などのように大きさと向きを表すベクトル量と，長さ，時間，温度などのように大きさだけを表す

スカラー量がある。力学を学ぶにあたってはベクトルの性質についてよく理解する必要がある。 

ベクトルを用いて質点の位置（位置ベクトル），速度，加速度を定義する。 

［第３回] ベクトルの数学 

ベクトルの成分表示と微分について学ぶ。また，ベクトルの積として，スカラー積（内積）に加え，ベクトル積（外積）について

学ぶ。 

［第４回] 円運動，曲線上の運動 

円運動を２次元極座標により取り扱う。また，曲線上の運動についても学ぶ。 

［第５回] 運動の法則 

ニュートンは物体の運動を次の三つの法則で表した。ここでは，これらの法則について学ぶ。 

・第一法則：慣性の法則 

・第二法則：運動の法則、ニュートンの運動方程式 

・第三法則；作用反作用の法則 

［第６回] 重力による運動 

質点が，重力の作用のもとで任意の方向に放り出された場合の運動を扱う。運動の第二法則から運動方程式を立て，それ

を解いて一般解を求める。さらに，初期条件から特解を求める。これにより質点の位置と時間の関係が求まる。 

［第７回] 束縛力と摩擦力 

束縛力や摩擦力がある場合の運動について学ぶ。空気抵抗がある場合の運動も取り扱い，変数分離による運動方程式の

解法について学ぶ。 

［第８回] 単振動 

単振動をしている質点には，変位に比例する復元力と呼ばれる力が働いている。重力の場合とは異なる運動方程式になり，

これを解いて質点の位置と時間の関係を導く。自然界には力学的な振動のみでなく，電気振動や分子振動など振動現象が

多く存在する。したがって振動現象について学ぶことは高学年での学習において極めて重要である。また，振動運動に対す

る運動方程式を解くために必要な，線形微分方程式の解法についても学ぶ。 

［第９回] 減衰振動 

速度に比例する抵抗力がある場合の振動運動に対する運動方程式を解く。条件により，減衰振動，臨界減衰，過減衰と呼

ばれる運動となることを理解する。 

［第 10 回] 強制振動と共振 

外力により強制的に起こる振動現象（強制振動）に対する運動方程式を解く。強制振動で特徴的な共振（共鳴）現象につい

ても学ぶ。 

［第 11 回] 運動量 

運動量を導入し、運動方程式の時間積分から運動量保存則が導かれることを学ぶ。また，運動量の変化と力積の関係につ

いても学ぶ。 

［第 12 回] 角運動量 
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角運動量は高校物理には出てこないが，回転運動を考えるときに重要な概念である。角運動量は，位置ベクトルと運動量ベ

クトルのベクトル積で与えられる。また，中心力が作用する場合には角運動量が保存することについて理解する。 

［第 13 回] 仕事とエネルギー 

運動の第二法則から導かれる重要な力学的概念であるエネルギーについて学び，仕事とエネルギーの関係について理解

を深める。 

［第 14 回] 保存力と力学的エネルギー保存則 

運動方程式の空間積分から，力学的エネルギー保存則が導かれることを学ぶ。保存力と位置エネルギー（ポテンシャルエネ

ルギー）の関係について理解を深める。 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習を行う

が，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ 「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」 戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」 ファインマン 岩波書店 

 「力学」 原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」 小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」 本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」 工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」 戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」 明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎力学 1[16a・17a 組] 

担当者名 本宮佳典 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 １年次に設置されている基礎力学１，２では，いわゆる古典力学と言われる「ニュートン力学」について学ぶ。力学は力と運

動の関係を扱う学問であり，物理学はもとより，他の多くの分野の基礎にもなっている。力学は質点の力学，質点系の力学及

び剛体の力学に分けられる。基礎力学１では質点の力学について学ぶ。これは高等学校ですでに学んでいるが，大学での

取り扱い方は高校のそれとはまったく異なっており，より一般的な力学現象を扱えるように微分方程式を用いて基本法則を

記述し，それらを適用して系の挙動を解析する手法を学ぶ。ここで学ぶ「物理学の方法」は専門科目を学ぶ上での基礎でも

あり，基礎線形代数や基礎微分積分と並んで重要な理系基礎科目の一つである。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

「基礎力学１」で学ぶ内容（シラバス）について説明を受ける。 

物理学の全体像と力学の位置づけ，歴史的な背景，物理と数学の関係，物理量の次元と単位について学ぶ。 

［第２回] 運動の記述 

１）位置を表す座標系について 

質点の位置を表すには座標系が必要である。直交座標系が基礎となるが，運動によっては，その運動をより簡単に表示でき

るような座標系を選ぶことがある。２次元極座標，３次元極座標，円筒座標について学ぶ。 

２）ベクトル表示について 

物理量には速度，加速度，力などのように大きさと向きを表すベクトル量と，長さ，時間，温度などのように大きさだけを表す

スカラー量がある。力学を学ぶにあたってはベクトルの性質についてよく理解する必要がある。 

ベクトルを用いて質点の位置（位置ベクトル），速度，加速度を定義する。 

［第３回] ベクトルの数学 

ベクトルの成分表示と微分について学ぶ。また，ベクトルの積として，スカラー積（内積）に加え，ベクトル積（外積）について

学ぶ。 

［第４回] 円運動，曲線上の運動 

円運動を２次元極座標により取り扱う。また，曲線上の運動についても学ぶ。 

［第５回] 運動の法則 

ニュートンは物体の運動を次の三つの法則で表した。ここでは，これらの法則について学ぶ。 

・第一法則：慣性の法則 

・第二法則：運動の法則、ニュートンの運動方程式 

・第三法則；作用反作用の法則 

［第６回] 重力による運動 

質点が，重力の作用のもとで任意の方向に放り出された場合の運動を扱う。運動の第二法則から運動方程式を立て，それ

を解いて一般解を求める。さらに，初期条件から特解を求める。これにより質点の位置と時間の関係が求まる。 

［第７回] 束縛力と摩擦力 

束縛力や摩擦力がある場合の運動について学ぶ。空気抵抗がある場合の運動も取り扱い，変数分離による運動方程式の

解法について学ぶ。 

［第８回] 単振動 

単振動をしている質点には，変位に比例する復元力と呼ばれる力が働いている。重力の場合とは異なる運動方程式になり，

これを解いて質点の位置と時間の関係を導く。自然界には力学的な振動のみでなく，電気振動や分子振動など振動現象が

多く存在する。したがって振動現象について学ぶことは高学年での学習において極めて重要である。また，振動運動に対す

る運動方程式を解くために必要な，線形微分方程式の解法についても学ぶ。 

［第９回] 減衰振動 

速度に比例する抵抗力がある場合の振動運動に対する運動方程式を解く。条件により，減衰振動，臨界減衰，過減衰と呼

ばれる運動となることを理解する。 

［第 10 回] 強制振動と共振 

外力により強制的に起こる振動現象（強制振動）に対する運動方程式を解く。強制振動で特徴的な共振（共鳴）現象につい

ても学ぶ。 

［第 11 回] 運動量 

運動量を導入し、運動方程式の時間積分から運動量保存則が導かれることを学ぶ。また，運動量の変化と力積の関係につ

いても学ぶ。 

［第 12 回] 角運動量 
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角運動量は高校物理には出てこないが，回転運動を考えるときに重要な概念である。角運動量は，位置ベクトルと運動量ベ

クトルのベクトル積で与えられる。また，中心力が作用する場合には角運動量が保存することについて理解する。 

［第 13 回] 仕事とエネルギー 

運動の第二法則から導かれる重要な力学的概念であるエネルギーについて学び，仕事とエネルギーの関係について理解

を深める。 

［第 14 回] 保存力と力学的エネルギー保存則 

運動方程式の空間積分から，力学的エネルギー保存則が導かれることを学ぶ。保存力と位置エネルギー（ポテンシャルエネ

ルギー）の関係について理解を深める。 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習を行う

が，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ 「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」 戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」 ファインマン 岩波書店 

 「力学」 原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」 小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」 本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」 工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」 戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」 明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎力学 1[16b・17b 組] 

担当者名 齋賀康宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 １年次に設置されている基礎力学１，２では，いわゆる古典力学と言われる「ニュートン力学」について学ぶ。力学は力と運

動の関係を扱う学問であり，物理学はもとより，他の多くの分野の基礎にもなっている。力学は質点の力学，質点系の力学及

び剛体の力学に分けられる。基礎力学１では質点の力学について学ぶ。これは高等学校ですでに学んでいるが，大学での

取り扱い方は高校のそれとはまったく異なっており，より一般的な力学現象を扱えるように微分方程式を用いて基本法則を

記述し，それらを適用して系の挙動を解析する手法を学ぶ。ここで学ぶ「物理学の方法」は専門科目を学ぶ上での基礎でも

あり，基礎線形代数や基礎微分積分と並んで重要な理系基礎科目の一つである。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

「基礎力学１」で学ぶ内容（シラバス）について説明を受ける。 

物理学の全体像と力学の位置づけ，歴史的な背景，物理と数学の関係，物理量の次元と単位について学ぶ。 

［第２回] 運動の記述 

１）位置を表す座標系について 

質点の位置を表すには座標系が必要である。直交座標系が基礎となるが，運動によっては，その運動をより簡単に表示でき

るような座標系を選ぶことがある。２次元極座標，３次元極座標，円筒座標について学ぶ。 

２）ベクトル表示について 

物理量には速度，加速度，力などのように大きさと向きを表すベクトル量と，長さ，時間，温度などのように大きさだけを表す

スカラー量がある。力学を学ぶにあたってはベクトルの性質についてよく理解する必要がある。 

ベクトルを用いて質点の位置（位置ベクトル），速度，加速度を定義する。 

［第３回] ベクトルの数学 

ベクトルの成分表示と微分について学ぶ。また，ベクトルの積として，スカラー積（内積）に加え，ベクトル積（外積）について

学ぶ。 

［第４回] 円運動，曲線上の運動 

円運動を２次元極座標により取り扱う。また，曲線上の運動についても学ぶ。 

［第５回] 運動の法則 

ニュートンは物体の運動を次の三つの法則で表した。ここでは，これらの法則について学ぶ。 

・第一法則：慣性の法則 

・第二法則：運動の法則、ニュートンの運動方程式 

・第三法則；作用反作用の法則 

［第６回] 重力による運動 

質点が，重力の作用のもとで任意の方向に放り出された場合の運動を扱う。運動の第二法則から運動方程式を立て，それ

を解いて一般解を求める。さらに，初期条件から特解を求める。これにより質点の位置と時間の関係が求まる。 

［第７回] 束縛力と摩擦力 

束縛力や摩擦力がある場合の運動について学ぶ。空気抵抗がある場合の運動も取り扱い，変数分離による運動方程式の

解法について学ぶ。 

［第８回] 単振動 

単振動をしている質点には，変位に比例する復元力と呼ばれる力が働いている。重力の場合とは異なる運動方程式になり，

これを解いて質点の位置と時間の関係を導く。自然界には力学的な振動のみでなく，電気振動や分子振動など振動現象が

多く存在する。したがって振動現象について学ぶことは高学年での学習において極めて重要である。また，振動運動に対す

る運動方程式を解くために必要な，線形微分方程式の解法についても学ぶ。 

［第９回] 減衰振動 

速度に比例する抵抗力がある場合の振動運動に対する運動方程式を解く。条件により，減衰振動，臨界減衰，過減衰と呼

ばれる運動となることを理解する。 

［第 10 回] 強制振動と共振 

外力により強制的に起こる振動現象（強制振動）に対する運動方程式を解く。強制振動で特徴的な共振（共鳴）現象につい

ても学ぶ。 

［第 11 回] 運動量 

運動量を導入し、運動方程式の時間積分から運動量保存則が導かれることを学ぶ。また，運動量の変化と力積の関係につ

いても学ぶ。 

［第 12 回] 角運動量 
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角運動量は高校物理には出てこないが，回転運動を考えるときに重要な概念である。角運動量は，位置ベクトルと運動量ベ

クトルのベクトル積で与えられる。また，中心力が作用する場合には角運動量が保存することについて理解する。 

［第 13 回] 仕事とエネルギー 

運動の第二法則から導かれる重要な力学的概念であるエネルギーについて学び，仕事とエネルギーの関係について理解

を深める。 

［第 14 回] 保存力と力学的エネルギー保存則 

運動方程式の空間積分から，力学的エネルギー保存則が導かれることを学ぶ。保存力と位置エネルギー（ポテンシャルエネ

ルギー）の関係について理解を深める。 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習を行う

が，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ 「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」 戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」 ファインマン 岩波書店 

 「力学」 原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」 小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」 本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」 工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」 戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」 明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎力学 1[ベーシック] 

担当者名 長島和茂 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「基礎力学１」（ベーシック）では，質点の力学を学習する。力学現象は最も身近な自然現象であり，イメージを思い浮かべ

ながら原理を理解することが重要である。また，運動の解法に際しては，現象を正確に図示し，定式化し，解を求める一連の

プロセスを習得することが目的である。公式や解法の暗記科目ではない。以上により，物理的なものの見方や考え方を習得

して，どんな問に対しても数学を基礎力として論理的に解を導けるようになることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ガイダンスと数学の復習 

（１）大学の物理学とは何か？ 

（２）高校数学の復習は必須である！ 

微分係数と導関数，不定積分，定積分（付録 B（B2 偏微分を除く）），２次関数，指数法則，対数関数（付録 D1-D3） 

［第２回] 運動の表し方（ベクトル，座標系） 

（１）物体の運動の取り扱いには，座標系や位置ベクトルの概念が重要であることを理解する。 

（２）本講義に必要なベクトルの計算（付録 C1 と C3）を復習する。 

（３）物理量の表し方（付録 A）を学ぶ。 

［第３回] １次元運動 

（１）物体の変位の時間微分が速度，速度の時間微分が加速度であることを理解する。つまり，時間による変位の２階微分が

加速度である。 

（２）加速度の時間積分により速度が求まり，さらに積分し変位が求まることを理解する。 

［第４回] ２次元運動 

（１）平面上の運動を扱うために位置ベクトルを用い，物体の変位を考え，さらには速度や加速度の考察を行う。 

（２）円運動を表すには，極座標を導入することが便利であり，その扱いを習得する。また，角速度や周期，回転数の概念を

理解する。 

（３）三角関数の公式，三角関数のグラフ，その他の公式の復習（付録 D4-D6）， 

［第５回] いろいろな力，力のつりあい 

（１）力の表し方や単位，また，いろいろな力（重力，糸の張力，ばねの弾性力，垂直抗力，摩擦力，浮力）や圧力について学

ぶ。 

（２）力の合成や分解の仕方を学び，力のつりあいを理解する。 

［第６回] 運動の法則 

（１）運動の第１法則（慣性の法則）：物体には速度を一定に保とうとする性質（慣性）がある（静止している物体は静止したま

まの状態を保とうとする）ことを学ぶ。 

（２）運動の第２法則（運動の法則）：物体の加速度は，物体に働く力に比例し，質量に反比例することを理解する。 

（３）運動の第３法則（作用反作用の法則）：物体 A が物体 B に力をおよぼすとき，物体 B は物体 A に逆向きで同じ大

きさの力を及ぼす。 

［第７回] 落体の運動１ 

（１）重力と万有引力について学ぶ。 

（２）落体の運動の典型として，自由落下，水平投射，斜方投射の考察から，以下の解法の手順を習得する。最適な座標系

を設定，物体に働く力を図示，物体の運動方程式をたて，その積分により，速度，さらに積分して変位を求める。このとき初

期条件を用い，積分定数を決定する。 

［第８回] 空気抵抗を受ける運動 

（１）落体の運動は，実際には空気の抵抗が無視できない。落下速度に比例する空気抵抗と重力のつり合いから，落下する

物体の終端速度を求める。 

（２）物体が速度に比例する抵抗力を受けて落下するとき，変数分離法を用いた運動方程式の解法を理解する。 

［第９回] 摩擦を受ける運動 

（１）静止摩擦力，最大静止摩擦力，動摩擦力の概念を習得する。 

（２）粗い斜面に沿った物体の運動を調べ，摩擦力が働くときの運動方程式の解法を習得する。 

［第 10 回] 等速円運動と単振動１ 

（１）等速円運動の例として，万有引力を受けて等速円運動する人工衛星の運動を考察する。 

（２）復元力が働く運動の典型として，ばねにつながれた物体の水平面上の運動を理解する（特性方程式による運動方程式

の解法）。 

［第 11 回] 等速円運動と単振動２ 
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（１）復元力が働く運動の典型として，鉛直ばね振り子や単振り子の運動を理解する。 

（２）〈発展〉減衰振動や強制振動の概要を理解する。 

［第 12 回] 力と仕事 

（１）力が物体にする仕事は，物体の変位に対する力の平行成分の作用である。 

（２）仕事率の定義を理解する。 

［第 13 回] 運動エネルギーとポテンシャルエネルギー 

（１）物体の運動エネルギーの変化は，力が物体にする仕事に等しいことを理解する。 

（２）保存力下の運動では，保存力による仕事がポテンシャルエネルギー（位置エネルギー）の変化に等しいことを理解する。

重力やばねの復元力についての例題を行う。 

［第 14 回] 力学的エネルギー保存則 

（１）物体の運動エネルギーとポテンシャルエネルギーの和が力学的エネルギーである。保存力しか働いていない運動では，

力学的エネルギー保存則が成り立つことを理解する。 

 
３．履修上の注意 

 仮履修登録をして、初回の授業から出席してください。履修希望者が多い場合は、人数制限を行う場合があります。 

また、毎回出席確認をして、3 分の 2 以上の出席が無い学生には期末試験の受験資格を与えません。 

 高校で物理基礎しか履修していない学生でも理解できるように，基礎から丁寧に説明を行うことがベーシッククラスの特徴

ですが，みなさんの努力も要求されます。通常のクラスよりも楽をして単位が取れることは無いです。☆ほぼ毎回宿題を提出

してもらいます。これにより，みなさんは何をどこまで理解できて，どこが理解できないかを明らかにしてください。どのように理

解できていないかをうまく教員に説明できる自信がなくとも，気軽に質問をしてみましょう！ 質問の仕方の練習と思ってもらう

とよいでしょう。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業前の自宅学習としては，その授業時間内で習得すべき内容の概要の把握に努めてください。どのような運動をどのよ

うな考え方で扱おうとしているかの大まかな流れを頭に入れておくだけでも授業時間内の理解度や吸収率は上がるもので

す。 

 授業後の自宅学習としては，理解があいまいな点の洗い出しが大切です。分からなかったことがどこにあるのか（どこまでは

分かったのか）を明らかにすることは効果的な学習と言えます。再度，講義内容をじっくりと読み返してみましょう。 

 さらには，授業時間内に解いた問題を答えを見ずに解いてください。簡単な問題であっても計算ミスや問題文の条件の読

み落としがあると解にたどり着けません。問題を解けない場合には答えを参照しても良いですが，この場合もどの点が理解で

きていなかったのか，どんな考え方をしなければいけなかったのかの確認をしっかりするとともに，再度答えを隠して問題を

解いてみましょう。それでもわからない点があれば，質問すべき事柄として整理しておきましょう。 

 

 
５．教科書 

 『演習で理解する「基礎物理学」―力学―』御法川幸雄・新居毅人著（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

宿題での疑問点や授業後の質問については、個別説明あるいは、授業内で全体へと解説する 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70％，その他（演習及び宿題等）30％として評価し，総合得点 60％以上を合格とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎力学 1[ベーシック] 

担当者名 小笠原康太 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「基礎力学１」（ベーシック）では，質点の力学を学習する。力学現象は最も身近な自然現象であり，イメージを思い浮かべ

ながら原理を理解することが重要である。また，運動の解法に際しては，現象を正確に図示し，定式化し，解を求める一連の

プロセスを習得することが目的である。公式や解法の暗記科目ではない。以上により，物理的なものの見方や考え方を習得

して，どんな問に対しても数学を基礎力として論理的に解を導けるようになることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ガイダンスと数学の復習 

（１）大学の物理学とは何か？ 

（２）高校数学の復習は必須である！ 

微分係数と導関数，不定積分，定積分（付録 B（B2 偏微分を除く）），２次関数，指数法則，対数関数（付録 D1-D3） 

［第２回] 運動の表し方（ベクトル，座標系） 

（１）物体の運動の取り扱いには，座標系や位置ベクトルの概念が重要であることを理解する。 

（２）本講義に必要なベクトルの計算（付録 C1 と C3）を復習する。 

（３）物理量の表し方（付録 A）を学ぶ。 

［第３回] １次元運動 

（１）物体の変位の時間微分が速度，速度の時間微分が加速度であることを理解する。つまり，時間による変位の２階微分が

加速度である。 

（２）加速度の時間積分により速度が求まり，さらに積分し変位が求まることを理解する。 

［第４回] ２次元運動 

（１）平面上の運動を扱うために位置ベクトルを用い，物体の変位を考え，さらには速度や加速度の考察を行う。 

（２）円運動を表すには，極座標を導入することが便利であり，その扱いを習得する。また，角速度や周期，回転数の概念を

理解する。 

（３）三角関数の公式，三角関数のグラフ，その他の公式の復習（付録 D4-D6）， 

［第５回] いろいろな力，力のつりあい 

（１）力の表し方や単位，また，いろいろな力（重力，糸の張力，ばねの弾性力，垂直抗力，摩擦力，浮力）や圧力について学

ぶ。 

（２）力の合成や分解の仕方を学び，力のつりあいを理解する。 

［第６回] 運動の法則 

（１）運動の第１法則（慣性の法則）：物体には速度を一定に保とうとする性質（慣性）がある（静止している物体は静止したま

まの状態を保とうとする）ことを学ぶ。 

（２）運動の第２法則（運動の法則）：物体の加速度は，物体に働く力に比例し，質量に反比例することを理解する。 

（３）運動の第３法則（作用反作用の法則）：物体 A が物体 B に力をおよぼすとき，物体 B は物体 A に逆向きで同じ大

きさの力を及ぼす。 

［第７回] 落体の運動１ 

（１）重力と万有引力について学ぶ。 

（２）落体の運動の典型として，自由落下，水平投射，斜方投射の考察から，以下の解法の手順を習得する。最適な座標系

を設定，物体に働く力を図示，物体の運動方程式をたて，その積分により，速度，さらに積分して変位を求める。このとき初

期条件を用い，積分定数を決定する。 

［第８回] 空気抵抗を受ける運動 

（１）落体の運動は，実際には空気の抵抗が無視できない。落下速度に比例する空気抵抗と重力のつり合いから，落下する

物体の終端速度を求める。 

（２）物体が速度に比例する抵抗力を受けて落下するとき，変数分離法を用いた運動方程式の解法を理解する。 

［第９回] 摩擦を受ける運動 

（１）静止摩擦力，最大静止摩擦力，動摩擦力の概念を習得する。 

（２）粗い斜面に沿った物体の運動を調べ，摩擦力が働くときの運動方程式の解法を習得する。 

［第 10 回] 等速円運動と単振動１ 

（１）等速円運動の例として，万有引力を受けて等速円運動する人工衛星の運動を考察する。 

（２）復元力が働く運動の典型として，ばねにつながれた物体の水平面上の運動を理解する（特性方程式による運動方程式

の解法）。 

［第 11 回] 等速円運動と単振動２ 
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（１）復元力が働く運動の典型として，鉛直ばね振り子や単振り子の運動を理解する。 

（２）〈発展〉減衰振動や強制振動の概要を理解する。 

［第 12 回] 力と仕事 

（１）力が物体にする仕事は，物体の変位に対する力の平行成分の作用である。 

（２）仕事率の定義を理解する。 

［第 13 回] 運動エネルギーとポテンシャルエネルギー 

（１）物体の運動エネルギーの変化は，力が物体にする仕事に等しいことを理解する。 

（２）保存力下の運動では，保存力による仕事がポテンシャルエネルギー（位置エネルギー）の変化に等しいことを理解する。

重力やばねの復元力についての例題を行う。 

［第 14 回] 力学的エネルギー保存則 

（１）物体の運動エネルギーとポテンシャルエネルギーの和が力学的エネルギーである。保存力しか働いていない運動では，

力学的エネルギー保存則が成り立つことを理解する。 

 
３．履修上の注意 

 仮履修登録をして、初回の授業から出席してください。履修希望者が多い場合は、人数制限を行う場合があります。 

また、毎回出席確認をして、3 分の 2 以上の出席が無い学生には期末試験の受験資格を与えません。 

 高校で物理基礎しか履修していない学生でも理解できるように，基礎から丁寧に説明を行うことがベーシッククラスの特徴

ですが，みなさんの努力も要求されます。通常のクラスよりも楽をして単位が取れることは無いです。☆ほぼ毎回宿題を提出

してもらいます。これにより，みなさんは何をどこまで理解できて，どこが理解できないかを明らかにしてください。どのように理

解できていないかをうまく教員に説明できる自信がなくとも，気軽に質問をしてみましょう！ 質問の仕方の練習と思ってもらう

とよいでしょう。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業前の自宅学習としては，その授業時間内で習得すべき内容の概要の把握に努めてください。どのような運動をどのよ

うな考え方で扱おうとしているかの大まかな流れを頭に入れておくだけでも授業時間内の理解度や吸収率は上がるもので

す。 

 授業後の自宅学習としては，理解があいまいな点の洗い出しが大切です。分からなかったことがどこにあるのか（どこまでは

分かったのか）を明らかにすることは効果的な学習と言えます。再度，講義内容をじっくりと読み返してみましょう。 

 さらには，授業時間内に解いた問題を答えを見ずに解いてください。簡単な問題であっても計算ミスや問題文の条件の読

み落としがあると解にたどり着けません。問題を解けない場合には答えを参照しても良いですが，この場合もどの点が理解で

きていなかったのか，どんな考え方をしなければいけなかったのかの確認をしっかりするとともに，再度答えを隠して問題を

解いてみましょう。それでもわからない点があれば，質問すべき事柄として整理しておきましょう。 

 

 
５．教科書 

 『演習で理解する「基礎物理学」―力学―』御法川幸雄・新居毅人著（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

宿題での疑問点や授業後の質問については、個別説明あるいは、授業内で全体へと解説する 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70％，その他（演習及び宿題等）30％として評価し，総合得点 60％以上を合格とする。 

 
９．その他 
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基礎力学 2 

科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎力学 2[1・2 組] 

担当者名 猿渡茂 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「基礎力学１」に続いて，質点系及び剛体の運動，非慣性系における質点の運動を扱う。二つ以上の質点の集まりが互い

に何らかの作用を及ぼし合う場合，これを質点系という。太陽のまわりを回る地球の運動も質点系の運動の一つである。質点

の運動法則を基にして，質点系の運動法則について学ぶ。剛体とは変形しない物体のことであり，剛体の運動を質点系の

運動法則を基にして考える。非慣性系とは，ニュートンの運動の第一法則が成立しない座標系のことである。このような座標

系における運動法則について学ぶ。「基礎力学２」では，高校では扱わない多くの事柄を学ぶ。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

基礎力学１と基礎力学２の関係や，基礎力学２で学ぶことなど，「基礎力学２」のシラバスについて説明を受ける。 

［第２回] 二体問題 

基礎力学１では一つの質点の運動を取り扱ったが，それを基礎として二つの質点からなる系の運動，すなわち，二体問題に

ついて学ぶ。二つの質点の運動方程式から，重心運動と相対運動の運動方程式を導き，二体問題を一つの質点の運動に

帰着させる。 

［第３回] 惑星の運動（ケプラーの第二法則） 

二体問題の例として，惑星の運動を取り扱う。ニュートンは太陽と惑星の間には万有引力という力が働いているとして，自らが

見出した運動方程式を用いて惑星の運動を説明した。ニュートンはケプラーの得た経験則を理論的に説明したのである。ま

ず，ケプラーの第二法則と角運動量保存則の関係を考える。 

［第４回] 惑星の運動（ケプラーの第一法則，第三法則） 

ケプラーの第一法則と第三法則をニュートン力学により導く。 

［第５回] 二物体の衝突 

二体問題のもう一つの例として，二つの質点の衝突について学ぶ。二質点の重心運動を運動量保存則より求める。また，非

弾性衝突における全運動エネルギーの変化について考える。さらに，二質点の衝突の具体例として，直線上の衝突と斜め

衝突について学ぶ。 

［第６回] 質点系の力学 

質点系の運動量，角運動量について学び，それらの時間変化を与える式を導く。 

［第７回] 質点系の運動方程式 

質点系の重心について学び，重心の運動方程式を導く。また，質点系の運動エネルギーについて学ぶ。 

［第８回] 固定軸のまわりの剛体の運動 

剛体を質点系の特別な場合として捉え，質点系の運動法則をもとに剛体の運動を考える。剛体の簡単な運動として，固定軸

のまわりの回転運動を取り扱う。 

［第９回] 剛体の慣性モーメント 

慣性モーメントは，剛体の回転運動を考えるうえで基本的な物理量である。慣性モーメントについて学ぶとともに，その計算

に有用な平行軸の定理，平板剛体の定理について学ぶ。 

［第 10 回] 剛体の運動の例 

剛体の運動の例として，剛体振り子，剛体の平面運動を取り上げる。 

［第 11 回] 剛体のつり合い 

剛体がつり合いの状態にある条件を求める。 

［第 12 回] コマの歳差運動 

回転軸の向き（角運動量の方向）が時間変化する運動の例として，コマの歳差運動を取り上げる。 

［第 13 回] 非慣性系での運動（並進座標系の場合） 

質点の運動を表すとき，今までは慣性系で考えてきた。しかし，非慣性系で質点の運動を表すとどうなるだろうか。例えば，

電車の中でボールを落としたとき，そのボールはどう見えるだろうか？ 電車が等速で動いているときと，加速しているときで

異なるだろう。これらのことをまとめて扱う方法を学ぶ。 

［第 14 回] 非慣性系での運動（回転座標系の場合） 

回転している円盤上で小物体を動かすと，円盤上に固定された観測者からは小物体がどう見えるだろうか？ 回転座標系に

おける運動方程式に現れる慣性力として，遠心力とコリオリ力について学ぶ。回転座標系の例として，地表に固定された座

標系を用いて，地球の自転の影響について考える。 

 

 
３．履修上の注意 
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 「基礎力学１」を履修していること。 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習問題を

行うが，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」ファインマン 岩波書店 

 「力学」原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会 学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎力学 2[3・4 組] 

担当者名 安井幸夫 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「基礎力学１」に続いて，質点系及び剛体の運動，非慣性系における質点の運動を扱う。二つ以上の質点の集まりが互い

に何らかの作用を及ぼし合う場合，これを質点系という。太陽のまわりを回る地球の運動も質点系の運動の一つである。質点

の運動法則を基にして，質点系の運動法則について学ぶ。剛体とは変形しない物体のことであり，剛体の運動を質点系の

運動法則を基にして考える。非慣性系とは，ニュートンの運動の第一法則が成立しない座標系のことである。このような座標

系における運動法則について学ぶ。「基礎力学２」では，高校では扱わない多くの事柄を学ぶ。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

基礎力学１と基礎力学２の関係や，基礎力学２で学ぶことなど，「基礎力学２」のシラバスについて説明を受ける。 

［第２回] 二体問題 

基礎力学１では一つの質点の運動を取り扱ったが，それを基礎として二つの質点からなる系の運動，すなわち，二体問題に

ついて学ぶ。二つの質点の運動方程式から，重心運動と相対運動の運動方程式を導き，二体問題を一つの質点の運動に

帰着させる。 

［第３回] 惑星の運動（ケプラーの第二法則） 

二体問題の例として，惑星の運動を取り扱う。ニュートンは太陽と惑星の間には万有引力という力が働いているとして，自らが

見出した運動方程式を用いて惑星の運動を説明した。ニュートンはケプラーの得た経験則を理論的に説明したのである。ま

ず，ケプラーの第二法則と角運動量保存則の関係を考える。 

［第４回] 惑星の運動（ケプラーの第一法則，第三法則） 

ケプラーの第一法則と第三法則をニュートン力学により導く。 

［第５回] 二物体の衝突 

二体問題のもう一つの例として，二つの質点の衝突について学ぶ。二質点の重心運動を運動量保存則より求める。また，非

弾性衝突における全運動エネルギーの変化について考える。さらに，二質点の衝突の具体例として，直線上の衝突と斜め

衝突について学ぶ。 

［第６回] 質点系の力学 

質点系の運動量，角運動量について学び，それらの時間変化を与える式を導く。 

［第７回] 質点系の運動方程式 

質点系の重心について学び，重心の運動方程式を導く。また，質点系の運動エネルギーについて学ぶ。 

［第８回] 固定軸のまわりの剛体の運動 

剛体を質点系の特別な場合として捉え，質点系の運動法則をもとに剛体の運動を考える。剛体の簡単な運動として，固定軸

のまわりの回転運動を取り扱う。 

［第９回] 剛体の慣性モーメント 

慣性モーメントは，剛体の回転運動を考えるうえで基本的な物理量である。慣性モーメントについて学ぶとともに，その計算

に有用な平行軸の定理，平板剛体の定理について学ぶ。 

［第 10 回] 剛体の運動の例 

剛体の運動の例として，剛体振り子，剛体の平面運動を取り上げる。 

［第 11 回] 剛体のつり合い 

剛体がつり合いの状態にある条件を求める。 

［第 12 回] コマの歳差運動 

回転軸の向き（角運動量の方向）が時間変化する運動の例として，コマの歳差運動を取り上げる。 

［第 13 回] 非慣性系での運動（並進座標系の場合） 

質点の運動を表すとき，今までは慣性系で考えてきた。しかし，非慣性系で質点の運動を表すとどうなるだろうか。例えば，

電車の中でボールを落としたとき，そのボールはどう見えるだろうか？ 電車が等速で動いているときと，加速しているときで

異なるだろう。これらのことをまとめて扱う方法を学ぶ。 

［第 14 回] 非慣性系での運動（回転座標系の場合） 

回転している円盤上で小物体を動かすと，円盤上に固定された観測者からは小物体がどう見えるだろうか？ 回転座標系に

おける運動方程式に現れる慣性力として，遠心力とコリオリ力について学ぶ。回転座標系の例として，地表に固定された座

標系を用いて，地球の自転の影響について考える。 

 

 
３．履修上の注意 
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 「基礎力学１」を履修していること。 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習問題を

行うが，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」ファインマン 岩波書店 

 「力学」原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会 学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎力学 2[5・7 組] 

担当者名 猿渡茂 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「基礎力学１」に続いて，質点系及び剛体の運動，非慣性系における質点の運動を扱う。二つ以上の質点の集まりが互い

に何らかの作用を及ぼし合う場合，これを質点系という。太陽のまわりを回る地球の運動も質点系の運動の一つである。質点

の運動法則を基にして，質点系の運動法則について学ぶ。剛体とは変形しない物体のことであり，剛体の運動を質点系の

運動法則を基にして考える。非慣性系とは，ニュートンの運動の第一法則が成立しない座標系のことである。このような座標

系における運動法則について学ぶ。「基礎力学２」では，高校では扱わない多くの事柄を学ぶ。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

基礎力学１と基礎力学２の関係や，基礎力学２で学ぶことなど，「基礎力学２」のシラバスについて説明を受ける。 

［第２回] 二体問題 

基礎力学１では一つの質点の運動を取り扱ったが，それを基礎として二つの質点からなる系の運動，すなわち，二体問題に

ついて学ぶ。二つの質点の運動方程式から，重心運動と相対運動の運動方程式を導き，二体問題を一つの質点の運動に

帰着させる。 

［第３回] 惑星の運動（ケプラーの第二法則） 

二体問題の例として，惑星の運動を取り扱う。ニュートンは太陽と惑星の間には万有引力という力が働いているとして，自らが

見出した運動方程式を用いて惑星の運動を説明した。ニュートンはケプラーの得た経験則を理論的に説明したのである。ま

ず，ケプラーの第二法則と角運動量保存則の関係を考える。 

［第４回] 惑星の運動（ケプラーの第一法則，第三法則） 

ケプラーの第一法則と第三法則をニュートン力学により導く。 

［第５回] 二物体の衝突 

二体問題のもう一つの例として，二つの質点の衝突について学ぶ。二質点の重心運動を運動量保存則より求める。また，非

弾性衝突における全運動エネルギーの変化について考える。さらに，二質点の衝突の具体例として，直線上の衝突と斜め

衝突について学ぶ。 

［第６回] 質点系の力学 

質点系の運動量，角運動量について学び，それらの時間変化を与える式を導く。 

［第７回] 質点系の運動方程式 

質点系の重心について学び，重心の運動方程式を導く。また，質点系の運動エネルギーについて学ぶ。 

［第８回] 固定軸のまわりの剛体の運動 

剛体を質点系の特別な場合として捉え，質点系の運動法則をもとに剛体の運動を考える。剛体の簡単な運動として，固定軸

のまわりの回転運動を取り扱う。 

［第９回] 剛体の慣性モーメント 

慣性モーメントは，剛体の回転運動を考えるうえで基本的な物理量である。慣性モーメントについて学ぶとともに，その計算

に有用な平行軸の定理，平板剛体の定理について学ぶ。 

［第 10 回] 剛体の運動の例 

剛体の運動の例として，剛体振り子，剛体の平面運動を取り上げる。 

［第 11 回] 剛体のつり合い 

剛体がつり合いの状態にある条件を求める。 

［第 12 回] コマの歳差運動 

回転軸の向き（角運動量の方向）が時間変化する運動の例として，コマの歳差運動を取り上げる。 

［第 13 回] 非慣性系での運動（並進座標系の場合） 

質点の運動を表すとき，今までは慣性系で考えてきた。しかし，非慣性系で質点の運動を表すとどうなるだろうか。例えば，

電車の中でボールを落としたとき，そのボールはどう見えるだろうか？ 電車が等速で動いているときと，加速しているときで

異なるだろう。これらのことをまとめて扱う方法を学ぶ。 

［第 14 回] 非慣性系での運動（回転座標系の場合） 

回転している円盤上で小物体を動かすと，円盤上に固定された観測者からは小物体がどう見えるだろうか？ 回転座標系に

おける運動方程式に現れる慣性力として，遠心力とコリオリ力について学ぶ。回転座標系の例として，地表に固定された座

標系を用いて，地球の自転の影響について考える。 

 

 
３．履修上の注意 
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 「基礎力学１」を履修していること。 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習問題を

行うが，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」ファインマン 岩波書店 

 「力学」原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会 学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎力学 2[6・8 組] 

担当者名 本宮佳典 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「基礎力学１」に続いて，質点系及び剛体の運動，非慣性系における質点の運動を扱う。二つ以上の質点の集まりが互い

に何らかの作用を及ぼし合う場合，これを質点系という。太陽のまわりを回る地球の運動も質点系の運動の一つである。質点

の運動法則を基にして，質点系の運動法則について学ぶ。剛体とは変形しない物体のことであり，剛体の運動を質点系の

運動法則を基にして考える。非慣性系とは，ニュートンの運動の第一法則が成立しない座標系のことである。このような座標

系における運動法則について学ぶ。「基礎力学２」では，高校では扱わない多くの事柄を学ぶ。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

基礎力学１と基礎力学２の関係や，基礎力学２で学ぶことなど，「基礎力学２」のシラバスについて説明を受ける。 

［第２回] 二体問題 

基礎力学１では一つの質点の運動を取り扱ったが，それを基礎として二つの質点からなる系の運動，すなわち，二体問題に

ついて学ぶ。二つの質点の運動方程式から，重心運動と相対運動の運動方程式を導き，二体問題を一つの質点の運動に

帰着させる。 

［第３回] 惑星の運動（ケプラーの第二法則） 

二体問題の例として，惑星の運動を取り扱う。ニュートンは太陽と惑星の間には万有引力という力が働いているとして，自らが

見出した運動方程式を用いて惑星の運動を説明した。ニュートンはケプラーの得た経験則を理論的に説明したのである。ま

ず，ケプラーの第二法則と角運動量保存則の関係を考える。 

［第４回] 惑星の運動（ケプラーの第一法則，第三法則） 

ケプラーの第一法則と第三法則をニュートン力学により導く。 

［第５回] 二物体の衝突 

二体問題のもう一つの例として，二つの質点の衝突について学ぶ。二質点の重心運動を運動量保存則より求める。また，非

弾性衝突における全運動エネルギーの変化について考える。さらに，二質点の衝突の具体例として，直線上の衝突と斜め

衝突について学ぶ。 

［第６回] 質点系の力学 

質点系の運動量，角運動量について学び，それらの時間変化を与える式を導く。 

［第７回] 質点系の運動方程式 

質点系の重心について学び，重心の運動方程式を導く。また，質点系の運動エネルギーについて学ぶ。 

［第８回] 固定軸のまわりの剛体の運動 

剛体を質点系の特別な場合として捉え，質点系の運動法則をもとに剛体の運動を考える。剛体の簡単な運動として，固定軸

のまわりの回転運動を取り扱う。 

［第９回] 剛体の慣性モーメント 

慣性モーメントは，剛体の回転運動を考えるうえで基本的な物理量である。慣性モーメントについて学ぶとともに，その計算

に有用な平行軸の定理，平板剛体の定理について学ぶ。 

［第 10 回] 剛体の運動の例 

剛体の運動の例として，剛体振り子，剛体の平面運動を取り上げる。 

［第 11 回] 剛体のつり合い 

剛体がつり合いの状態にある条件を求める。 

［第 12 回] コマの歳差運動 

回転軸の向き（角運動量の方向）が時間変化する運動の例として，コマの歳差運動を取り上げる。 

［第 13 回] 非慣性系での運動（並進座標系の場合） 

質点の運動を表すとき，今までは慣性系で考えてきた。しかし，非慣性系で質点の運動を表すとどうなるだろうか。例えば，

電車の中でボールを落としたとき，そのボールはどう見えるだろうか？ 電車が等速で動いているときと，加速しているときで

異なるだろう。これらのことをまとめて扱う方法を学ぶ。 

［第 14 回] 非慣性系での運動（回転座標系の場合） 

回転している円盤上で小物体を動かすと，円盤上に固定された観測者からは小物体がどう見えるだろうか？ 回転座標系に

おける運動方程式に現れる慣性力として，遠心力とコリオリ力について学ぶ。回転座標系の例として，地表に固定された座

標系を用いて，地球の自転の影響について考える。 

 

 
３．履修上の注意 
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 「基礎力学１」を履修していること。 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習問題を

行うが，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」ファインマン 岩波書店 

 「力学」原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会 学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎力学 2[9・10a 組] 

担当者名 横山大輔 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「基礎力学１」に続いて，質点系及び剛体の運動，非慣性系における質点の運動を扱う。二つ以上の質点の集まりが互い

に何らかの作用を及ぼし合う場合，これを質点系という。太陽のまわりを回る地球の運動も質点系の運動の一つである。質点

の運動法則を基にして，質点系の運動法則について学ぶ。剛体とは変形しない物体のことであり，剛体の運動を質点系の

運動法則を基にして考える。非慣性系とは，ニュートンの運動の第一法則が成立しない座標系のことである。このような座標

系における運動法則について学ぶ。「基礎力学２」では，高校では扱わない多くの事柄を学ぶ。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

基礎力学１と基礎力学２の関係や，基礎力学２で学ぶことなど，「基礎力学２」のシラバスについて説明を受ける。 

［第２回] 二体問題 

基礎力学１では一つの質点の運動を取り扱ったが，それを基礎として二つの質点からなる系の運動，すなわち，二体問題に

ついて学ぶ。二つの質点の運動方程式から，重心運動と相対運動の運動方程式を導き，二体問題を一つの質点の運動に

帰着させる。 

［第３回] 惑星の運動（ケプラーの第二法則） 

二体問題の例として，惑星の運動を取り扱う。ニュートンは太陽と惑星の間には万有引力という力が働いているとして，自らが

見出した運動方程式を用いて惑星の運動を説明した。ニュートンはケプラーの得た経験則を理論的に説明したのである。ま

ず，ケプラーの第二法則と角運動量保存則の関係を考える。 

［第４回] 惑星の運動（ケプラーの第一法則，第三法則） 

ケプラーの第一法則と第三法則をニュートン力学により導く。 

［第５回] 二物体の衝突 

二体問題のもう一つの例として，二つの質点の衝突について学ぶ。二質点の重心運動を運動量保存則より求める。また，非

弾性衝突における全運動エネルギーの変化について考える。さらに，二質点の衝突の具体例として，直線上の衝突と斜め

衝突について学ぶ。 

［第６回] 質点系の力学 

質点系の運動量，角運動量について学び，それらの時間変化を与える式を導く。 

［第７回] 質点系の運動方程式 

質点系の重心について学び，重心の運動方程式を導く。また，質点系の運動エネルギーについて学ぶ。 

［第８回] 固定軸のまわりの剛体の運動 

剛体を質点系の特別な場合として捉え，質点系の運動法則をもとに剛体の運動を考える。剛体の簡単な運動として，固定軸

のまわりの回転運動を取り扱う。 

［第９回] 剛体の慣性モーメント 

慣性モーメントは，剛体の回転運動を考えるうえで基本的な物理量である。慣性モーメントについて学ぶとともに，その計算

に有用な平行軸の定理，平板剛体の定理について学ぶ。 

［第 10 回] 剛体の運動の例 

剛体の運動の例として，剛体振り子，剛体の平面運動を取り上げる。 

［第 11 回] 剛体のつり合い 

剛体がつり合いの状態にある条件を求める。 

［第 12 回] コマの歳差運動 

回転軸の向き（角運動量の方向）が時間変化する運動の例として，コマの歳差運動を取り上げる。 

［第 13 回] 非慣性系での運動（並進座標系の場合） 

質点の運動を表すとき，今までは慣性系で考えてきた。しかし，非慣性系で質点の運動を表すとどうなるだろうか。例えば，

電車の中でボールを落としたとき，そのボールはどう見えるだろうか？ 電車が等速で動いているときと，加速しているときで

異なるだろう。これらのことをまとめて扱う方法を学ぶ。 

［第 14 回] 非慣性系での運動（回転座標系の場合） 

回転している円盤上で小物体を動かすと，円盤上に固定された観測者からは小物体がどう見えるだろうか？ 回転座標系に

おける運動方程式に現れる慣性力として，遠心力とコリオリ力について学ぶ。回転座標系の例として，地表に固定された座

標系を用いて，地球の自転の影響について考える。 

 

 
３．履修上の注意 
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 「基礎力学１」を履修していること。 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習問題を

行うが，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」ファインマン 岩波書店 

 「力学」原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会 学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 

 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

1037 

 

科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎力学 2[10b・11 組] 

担当者名 齋賀康宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「基礎力学１」に続いて，質点系及び剛体の運動，非慣性系における質点の運動を扱う。二つ以上の質点の集まりが互い

に何らかの作用を及ぼし合う場合，これを質点系という。太陽のまわりを回る地球の運動も質点系の運動の一つである。質点

の運動法則を基にして，質点系の運動法則について学ぶ。剛体とは変形しない物体のことであり，剛体の運動を質点系の

運動法則を基にして考える。非慣性系とは，ニュートンの運動の第一法則が成立しない座標系のことである。このような座標

系における運動法則について学ぶ。「基礎力学２」では，高校では扱わない多くの事柄を学ぶ。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

基礎力学１と基礎力学２の関係や，基礎力学２で学ぶことなど，「基礎力学２」のシラバスについて説明を受ける。 

［第２回] 二体問題 

基礎力学１では一つの質点の運動を取り扱ったが，それを基礎として二つの質点からなる系の運動，すなわち，二体問題に

ついて学ぶ。二つの質点の運動方程式から，重心運動と相対運動の運動方程式を導き，二体問題を一つの質点の運動に

帰着させる。 

［第３回] 惑星の運動（ケプラーの第二法則） 

二体問題の例として，惑星の運動を取り扱う。ニュートンは太陽と惑星の間には万有引力という力が働いているとして，自らが

見出した運動方程式を用いて惑星の運動を説明した。ニュートンはケプラーの得た経験則を理論的に説明したのである。ま

ず，ケプラーの第二法則と角運動量保存則の関係を考える。 

［第４回] 惑星の運動（ケプラーの第一法則，第三法則） 

ケプラーの第一法則と第三法則をニュートン力学により導く。 

［第５回] 二物体の衝突 

二体問題のもう一つの例として，二つの質点の衝突について学ぶ。二質点の重心運動を運動量保存則より求める。また，非

弾性衝突における全運動エネルギーの変化について考える。さらに，二質点の衝突の具体例として，直線上の衝突と斜め

衝突について学ぶ。 

［第６回] 質点系の力学 

質点系の運動量，角運動量について学び，それらの時間変化を与える式を導く。 

［第７回] 質点系の運動方程式 

質点系の重心について学び，重心の運動方程式を導く。また，質点系の運動エネルギーについて学ぶ。 

［第８回] 固定軸のまわりの剛体の運動 

剛体を質点系の特別な場合として捉え，質点系の運動法則をもとに剛体の運動を考える。剛体の簡単な運動として，固定軸

のまわりの回転運動を取り扱う。 

［第９回] 剛体の慣性モーメント 

慣性モーメントは，剛体の回転運動を考えるうえで基本的な物理量である。慣性モーメントについて学ぶとともに，その計算

に有用な平行軸の定理，平板剛体の定理について学ぶ。 

［第 10 回] 剛体の運動の例 

剛体の運動の例として，剛体振り子，剛体の平面運動を取り上げる。 

［第 11 回] 剛体のつり合い 

剛体がつり合いの状態にある条件を求める。 

［第 12 回] コマの歳差運動 

回転軸の向き（角運動量の方向）が時間変化する運動の例として，コマの歳差運動を取り上げる。 

［第 13 回] 非慣性系での運動（並進座標系の場合） 

質点の運動を表すとき，今までは慣性系で考えてきた。しかし，非慣性系で質点の運動を表すとどうなるだろうか。例えば，

電車の中でボールを落としたとき，そのボールはどう見えるだろうか？ 電車が等速で動いているときと，加速しているときで

異なるだろう。これらのことをまとめて扱う方法を学ぶ。 

［第 14 回] 非慣性系での運動（回転座標系の場合） 

回転している円盤上で小物体を動かすと，円盤上に固定された観測者からは小物体がどう見えるだろうか？ 回転座標系に

おける運動方程式に現れる慣性力として，遠心力とコリオリ力について学ぶ。回転座標系の例として，地表に固定された座

標系を用いて，地球の自転の影響について考える。 

 

 
３．履修上の注意 
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 「基礎力学１」を履修していること。 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習問題を

行うが，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」ファインマン 岩波書店 

 「力学」原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会 学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎力学 2[12・13 組] 

担当者名 齋賀康宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「基礎力学１」に続いて，質点系及び剛体の運動，非慣性系における質点の運動を扱う。二つ以上の質点の集まりが互い

に何らかの作用を及ぼし合う場合，これを質点系という。太陽のまわりを回る地球の運動も質点系の運動の一つである。質点

の運動法則を基にして，質点系の運動法則について学ぶ。剛体とは変形しない物体のことであり，剛体の運動を質点系の

運動法則を基にして考える。非慣性系とは，ニュートンの運動の第一法則が成立しない座標系のことである。このような座標

系における運動法則について学ぶ。「基礎力学２」では，高校では扱わない多くの事柄を学ぶ。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

基礎力学１と基礎力学２の関係や，基礎力学２で学ぶことなど，「基礎力学２」のシラバスについて説明を受ける。 

［第２回] 二体問題 

基礎力学１では一つの質点の運動を取り扱ったが，それを基礎として二つの質点からなる系の運動，すなわち，二体問題に

ついて学ぶ。二つの質点の運動方程式から，重心運動と相対運動の運動方程式を導き，二体問題を一つの質点の運動に

帰着させる。 

［第３回] 惑星の運動（ケプラーの第二法則） 

二体問題の例として，惑星の運動を取り扱う。ニュートンは太陽と惑星の間には万有引力という力が働いているとして，自らが

見出した運動方程式を用いて惑星の運動を説明した。ニュートンはケプラーの得た経験則を理論的に説明したのである。ま

ず，ケプラーの第二法則と角運動量保存則の関係を考える。 

［第４回] 惑星の運動（ケプラーの第一法則，第三法則） 

ケプラーの第一法則と第三法則をニュートン力学により導く。 

［第５回] 二物体の衝突 

二体問題のもう一つの例として，二つの質点の衝突について学ぶ。二質点の重心運動を運動量保存則より求める。また，非

弾性衝突における全運動エネルギーの変化について考える。さらに，二質点の衝突の具体例として，直線上の衝突と斜め

衝突について学ぶ。 

［第６回] 質点系の力学 

質点系の運動量，角運動量について学び，それらの時間変化を与える式を導く。 

［第７回] 質点系の運動方程式 

質点系の重心について学び，重心の運動方程式を導く。また，質点系の運動エネルギーについて学ぶ。 

［第８回] 固定軸のまわりの剛体の運動 

剛体を質点系の特別な場合として捉え，質点系の運動法則をもとに剛体の運動を考える。剛体の簡単な運動として，固定軸

のまわりの回転運動を取り扱う。 

［第９回] 剛体の慣性モーメント 

慣性モーメントは，剛体の回転運動を考えるうえで基本的な物理量である。慣性モーメントについて学ぶとともに，その計算

に有用な平行軸の定理，平板剛体の定理について学ぶ。 

［第 10 回] 剛体の運動の例 

剛体の運動の例として，剛体振り子，剛体の平面運動を取り上げる。 

［第 11 回] 剛体のつり合い 

剛体がつり合いの状態にある条件を求める。 

［第 12 回] コマの歳差運動 

回転軸の向き（角運動量の方向）が時間変化する運動の例として，コマの歳差運動を取り上げる。 

［第 13 回] 非慣性系での運動（並進座標系の場合） 

質点の運動を表すとき，今までは慣性系で考えてきた。しかし，非慣性系で質点の運動を表すとどうなるだろうか。例えば，

電車の中でボールを落としたとき，そのボールはどう見えるだろうか？ 電車が等速で動いているときと，加速しているときで

異なるだろう。これらのことをまとめて扱う方法を学ぶ。 

［第 14 回] 非慣性系での運動（回転座標系の場合） 

回転している円盤上で小物体を動かすと，円盤上に固定された観測者からは小物体がどう見えるだろうか？ 回転座標系に

おける運動方程式に現れる慣性力として，遠心力とコリオリ力について学ぶ。回転座標系の例として，地表に固定された座

標系を用いて，地球の自転の影響について考える。 

 

 
３．履修上の注意 
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 「基礎力学１」を履修していること。 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習問題を

行うが，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」ファインマン 岩波書店 

 「力学」原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会 学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎力学 2[14・15 組] 

担当者名 鈴木秀彦 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「基礎力学１」に続いて，質点系及び剛体の運動，非慣性系における質点の運動を扱う。二つ以上の質点の集まりが互い

に何らかの作用を及ぼし合う場合，これを質点系という。太陽のまわりを回る地球の運動も質点系の運動の一つである。質点

の運動法則を基にして，質点系の運動法則について学ぶ。剛体とは変形しない物体のことであり，剛体の運動を質点系の

運動法則を基にして考える。非慣性系とは，ニュートンの運動の第一法則が成立しない座標系のことである。このような座標

系における運動法則について学ぶ。「基礎力学２」では，高校では扱わない多くの事柄を学ぶ。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

基礎力学１と基礎力学２の関係や，基礎力学２で学ぶことなど，「基礎力学２」のシラバスについて説明を受ける。 

［第２回] 二体問題 

基礎力学１では一つの質点の運動を取り扱ったが，それを基礎として二つの質点からなる系の運動，すなわち，二体問題に

ついて学ぶ。二つの質点の運動方程式から，重心運動と相対運動の運動方程式を導き，二体問題を一つの質点の運動に

帰着させる。 

［第３回] 惑星の運動（ケプラーの第二法則） 

二体問題の例として，惑星の運動を取り扱う。ニュートンは太陽と惑星の間には万有引力という力が働いているとして，自らが

見出した運動方程式を用いて惑星の運動を説明した。ニュートンはケプラーの得た経験則を理論的に説明したのである。ま

ず，ケプラーの第二法則と角運動量保存則の関係を考える。 

［第４回] 惑星の運動（ケプラーの第一法則，第三法則） 

ケプラーの第一法則と第三法則をニュートン力学により導く。 

［第５回] 二物体の衝突 

二体問題のもう一つの例として，二つの質点の衝突について学ぶ。二質点の重心運動を運動量保存則より求める。また，非

弾性衝突における全運動エネルギーの変化について考える。さらに，二質点の衝突の具体例として，直線上の衝突と斜め

衝突について学ぶ。 

［第６回] 質点系の力学 

質点系の運動量，角運動量について学び，それらの時間変化を与える式を導く。 

［第７回] 質点系の運動方程式 

質点系の重心について学び，重心の運動方程式を導く。また，質点系の運動エネルギーについて学ぶ。 

［第８回] 固定軸のまわりの剛体の運動 

剛体を質点系の特別な場合として捉え，質点系の運動法則をもとに剛体の運動を考える。剛体の簡単な運動として，固定軸

のまわりの回転運動を取り扱う。 

［第９回] 剛体の慣性モーメント 

慣性モーメントは，剛体の回転運動を考えるうえで基本的な物理量である。慣性モーメントについて学ぶとともに，その計算

に有用な平行軸の定理，平板剛体の定理について学ぶ。 

［第 10 回] 剛体の運動の例 

剛体の運動の例として，剛体振り子，剛体の平面運動を取り上げる。 

［第 11 回] 剛体のつり合い 

剛体がつり合いの状態にある条件を求める。 

［第 12 回] コマの歳差運動 

回転軸の向き（角運動量の方向）が時間変化する運動の例として，コマの歳差運動を取り上げる。 

［第 13 回] 非慣性系での運動（並進座標系の場合） 

質点の運動を表すとき，今までは慣性系で考えてきた。しかし，非慣性系で質点の運動を表すとどうなるだろうか。例えば，

電車の中でボールを落としたとき，そのボールはどう見えるだろうか？ 電車が等速で動いているときと，加速しているときで

異なるだろう。これらのことをまとめて扱う方法を学ぶ。 

［第 14 回] 非慣性系での運動（回転座標系の場合） 

回転している円盤上で小物体を動かすと，円盤上に固定された観測者からは小物体がどう見えるだろうか？ 回転座標系に

おける運動方程式に現れる慣性力として，遠心力とコリオリ力について学ぶ。回転座標系の例として，地表に固定された座

標系を用いて，地球の自転の影響について考える。 

 

 
３．履修上の注意 
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 「基礎力学１」を履修していること。 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習問題を

行うが，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」ファインマン 岩波書店 

 「力学」原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会 学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎力学 2[16a・17a 組] 

担当者名 本宮佳典 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「基礎力学１」に続いて，質点系及び剛体の運動，非慣性系における質点の運動を扱う。二つ以上の質点の集まりが互い

に何らかの作用を及ぼし合う場合，これを質点系という。太陽のまわりを回る地球の運動も質点系の運動の一つである。質点

の運動法則を基にして，質点系の運動法則について学ぶ。剛体とは変形しない物体のことであり，剛体の運動を質点系の

運動法則を基にして考える。非慣性系とは，ニュートンの運動の第一法則が成立しない座標系のことである。このような座標

系における運動法則について学ぶ。「基礎力学２」では，高校では扱わない多くの事柄を学ぶ。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

基礎力学１と基礎力学２の関係や，基礎力学２で学ぶことなど，「基礎力学２」のシラバスについて説明を受ける。 

［第２回] 二体問題 

基礎力学１では一つの質点の運動を取り扱ったが，それを基礎として二つの質点からなる系の運動，すなわち，二体問題に

ついて学ぶ。二つの質点の運動方程式から，重心運動と相対運動の運動方程式を導き，二体問題を一つの質点の運動に

帰着させる。 

［第３回] 惑星の運動（ケプラーの第二法則） 

二体問題の例として，惑星の運動を取り扱う。ニュートンは太陽と惑星の間には万有引力という力が働いているとして，自らが

見出した運動方程式を用いて惑星の運動を説明した。ニュートンはケプラーの得た経験則を理論的に説明したのである。ま

ず，ケプラーの第二法則と角運動量保存則の関係を考える。 

［第４回] 惑星の運動（ケプラーの第一法則，第三法則） 

ケプラーの第一法則と第三法則をニュートン力学により導く。 

［第５回] 二物体の衝突 

二体問題のもう一つの例として，二つの質点の衝突について学ぶ。二質点の重心運動を運動量保存則より求める。また，非

弾性衝突における全運動エネルギーの変化について考える。さらに，二質点の衝突の具体例として，直線上の衝突と斜め

衝突について学ぶ。 

［第６回] 質点系の力学 

質点系の運動量，角運動量について学び，それらの時間変化を与える式を導く。 

［第７回] 質点系の運動方程式 

質点系の重心について学び，重心の運動方程式を導く。また，質点系の運動エネルギーについて学ぶ。 

［第８回] 固定軸のまわりの剛体の運動 

剛体を質点系の特別な場合として捉え，質点系の運動法則をもとに剛体の運動を考える。剛体の簡単な運動として，固定軸

のまわりの回転運動を取り扱う。 

［第９回] 剛体の慣性モーメント 

慣性モーメントは，剛体の回転運動を考えるうえで基本的な物理量である。慣性モーメントについて学ぶとともに，その計算

に有用な平行軸の定理，平板剛体の定理について学ぶ。 

［第 10 回] 剛体の運動の例 

剛体の運動の例として，剛体振り子，剛体の平面運動を取り上げる。 

［第 11 回] 剛体のつり合い 

剛体がつり合いの状態にある条件を求める。 

［第 12 回] コマの歳差運動 

回転軸の向き（角運動量の方向）が時間変化する運動の例として，コマの歳差運動を取り上げる。 

［第 13 回] 非慣性系での運動（並進座標系の場合） 

質点の運動を表すとき，今までは慣性系で考えてきた。しかし，非慣性系で質点の運動を表すとどうなるだろうか。例えば，

電車の中でボールを落としたとき，そのボールはどう見えるだろうか？ 電車が等速で動いているときと，加速しているときで

異なるだろう。これらのことをまとめて扱う方法を学ぶ。 

［第 14 回] 非慣性系での運動（回転座標系の場合） 

回転している円盤上で小物体を動かすと，円盤上に固定された観測者からは小物体がどう見えるだろうか？ 回転座標系に

おける運動方程式に現れる慣性力として，遠心力とコリオリ力について学ぶ。回転座標系の例として，地表に固定された座

標系を用いて，地球の自転の影響について考える。 

 

 
３．履修上の注意 
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 「基礎力学１」を履修していること。 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習問題を

行うが，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」ファインマン 岩波書店 

 「力学」原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会 学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎力学 2[16b・17b 組] 

担当者名 齋賀康宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「基礎力学１」に続いて，質点系及び剛体の運動，非慣性系における質点の運動を扱う。二つ以上の質点の集まりが互い

に何らかの作用を及ぼし合う場合，これを質点系という。太陽のまわりを回る地球の運動も質点系の運動の一つである。質点

の運動法則を基にして，質点系の運動法則について学ぶ。剛体とは変形しない物体のことであり，剛体の運動を質点系の

運動法則を基にして考える。非慣性系とは，ニュートンの運動の第一法則が成立しない座標系のことである。このような座標

系における運動法則について学ぶ。「基礎力学２」では，高校では扱わない多くの事柄を学ぶ。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] はじめに 

基礎力学１と基礎力学２の関係や，基礎力学２で学ぶことなど，「基礎力学２」のシラバスについて説明を受ける。 

［第２回] 二体問題 

基礎力学１では一つの質点の運動を取り扱ったが，それを基礎として二つの質点からなる系の運動，すなわち，二体問題に

ついて学ぶ。二つの質点の運動方程式から，重心運動と相対運動の運動方程式を導き，二体問題を一つの質点の運動に

帰着させる。 

［第３回] 惑星の運動（ケプラーの第二法則） 

二体問題の例として，惑星の運動を取り扱う。ニュートンは太陽と惑星の間には万有引力という力が働いているとして，自らが

見出した運動方程式を用いて惑星の運動を説明した。ニュートンはケプラーの得た経験則を理論的に説明したのである。ま

ず，ケプラーの第二法則と角運動量保存則の関係を考える。 

［第４回] 惑星の運動（ケプラーの第一法則，第三法則） 

ケプラーの第一法則と第三法則をニュートン力学により導く。 

［第５回] 二物体の衝突 

二体問題のもう一つの例として，二つの質点の衝突について学ぶ。二質点の重心運動を運動量保存則より求める。また，非

弾性衝突における全運動エネルギーの変化について考える。さらに，二質点の衝突の具体例として，直線上の衝突と斜め

衝突について学ぶ。 

［第６回] 質点系の力学 

質点系の運動量，角運動量について学び，それらの時間変化を与える式を導く。 

［第７回] 質点系の運動方程式 

質点系の重心について学び，重心の運動方程式を導く。また，質点系の運動エネルギーについて学ぶ。 

［第８回] 固定軸のまわりの剛体の運動 

剛体を質点系の特別な場合として捉え，質点系の運動法則をもとに剛体の運動を考える。剛体の簡単な運動として，固定軸

のまわりの回転運動を取り扱う。 

［第９回] 剛体の慣性モーメント 

慣性モーメントは，剛体の回転運動を考えるうえで基本的な物理量である。慣性モーメントについて学ぶとともに，その計算

に有用な平行軸の定理，平板剛体の定理について学ぶ。 

［第 10 回] 剛体の運動の例 

剛体の運動の例として，剛体振り子，剛体の平面運動を取り上げる。 

［第 11 回] 剛体のつり合い 

剛体がつり合いの状態にある条件を求める。 

［第 12 回] コマの歳差運動 

回転軸の向き（角運動量の方向）が時間変化する運動の例として，コマの歳差運動を取り上げる。 

［第 13 回] 非慣性系での運動（並進座標系の場合） 

質点の運動を表すとき，今までは慣性系で考えてきた。しかし，非慣性系で質点の運動を表すとどうなるだろうか。例えば，

電車の中でボールを落としたとき，そのボールはどう見えるだろうか？ 電車が等速で動いているときと，加速しているときで

異なるだろう。これらのことをまとめて扱う方法を学ぶ。 

［第 14 回] 非慣性系での運動（回転座標系の場合） 

回転している円盤上で小物体を動かすと，円盤上に固定された観測者からは小物体がどう見えるだろうか？ 回転座標系に

おける運動方程式に現れる慣性力として，遠心力とコリオリ力について学ぶ。回転座標系の例として，地表に固定された座

標系を用いて，地球の自転の影響について考える。 

 

 
３．履修上の注意 
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 「基礎力学１」を履修していること。 

 大学での授業はあくまで，学生が主体的に学ぶことを前提としている。時間の許す範囲で授業中に小テストや演習問題を

行うが，レポートとして提出してもらう場合もある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について，事前に教科書・参考書を調べておくこと。復習として授業ノートや教科書の該当箇所を読み返

しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「基礎から学ぶ力学」 乾雅祝・畠中憲之・星野公三 培風館 

 

 
６．参考書 

 裳華房テキストシリーズ「力学」川村清 裳華房 

 物理入門コース１「力学」戸田盛和 岩波書店 

 物理学１「力学」ファインマン 岩波書店 

 「力学」原島鮮 裳華房 

 「なっとくするベクトル」小野寺嘉孝 講談社 

 「力学」本間昭夫 学術図書出版社 

 「物理ミニマム」工学基礎ミニマム研究会編 学術図書出版社 

 物理入門コース/演習シリーズ１「例解力学演習」戸田盛和 岩波書店 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会 学術図書出版社 

 「理工系の基礎物理 力学」 原康夫 学術図書出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中，あるいは，Oh-o! Meiji システムにより課題の解説を行う。 

 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験を 70％，その他（授業中の演習及びレポート，中間試験等）を 30％として評価する。総合得点の 60％以上を

合格点とする。 

 

 
９．その他 

 授業の内容が理解できない場合は，教員のところに質問に行くか，ラーニングサポートスペース（センターフォレスト 4 階）

を利用するとよい。また，図書館には多くの力学の本が用意されているので，自分にあった本を探して併用するとよい。 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎力学 2[ベーシック] 

担当者名 長島和茂 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「基礎力学２」（べーシック）では，質点系の力学，剛体の力学，非慣性系での質点の力学を学習する。質点系の力学で

は，複数の質点が相互作用するときの運動を，剛体の力学では，物体の形や大きさも考慮して運動を考える。非慣性系での

質点の運動では，見かけの力を導入して運動を学習する。 

 以上により，身近に見られる高度な力学的現象を解析する力を養い，物理的なものの見方や考え方を習得することを目的

とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 運動量 

（１）物体の運動の勢いは，速さと質量に関係し，運動量により表すことを理解する。 

（２）運動量の変化は力積に等しく，これは力が加えられた時間に物体に及ぼされた効果であることを理解する。 

（３）運動量保存則：内力のみを及ぼしあう２物体の全運動量は保存されることを理解する。 

［第２回] 衝突 

（１）運動量保存則と，はねかえり係数の式から，２物体の衝突の前後における速度変化を導く方法を習得する。 

（２）弾性衝突の場合，系の運動エネルギーは保存される。一方，非弾性衝突の場合，系の運動エネルギーは熱エネルギー

等による散逸により保存されないことを理解する。 

［第３回] 角運動量と力のモーメント 

（１）外積とベクトルの微分を習得する（付録 C.4）。 

（２）回転運動の勢いを表すために，角運動量と力のモーメントの概念を導入する。 

（３）回転の運動方程式：力のモーメントの作用が角運動量の時間変化を生じるということを理解する。 

［第４回] 中心力と角運動量保存則 

（１）中心力だけを受ける運動では，物体に働く力のモーメントがゼロであり，このとき角運動量は保存されることを理解する。 

（２）等速円運動では中心力のため，角運動量が保存されることを理解する。 

（３）一方，単振り子では，力のモーメントがゼロではないため，角運動量は保存されない。回転の運動方程式を用い，運動を

考察する。 

（４）円運動の場合においてケプラーの第２法則と第３法則を考察する。 

［第５回] 質点系の重心 

（１）質点系の重心の定義を理解する。 

（２）質点系の重心の運動，質点系の角運動量を考察する。 

（３）重心に対する相対運動では，重心の運動エネルギーや角運動量と，重心に対する相対運動の運動エネルギーや角運

動量の和であることを理解する。 

［第６回] 剛体のつりあい 

（１）剛体のつりあいには，剛体に働く力の和がゼロであることに加え，力のモーメントの和もゼロでなければならないことを理

解する。 

（２）壁にたてかけられた棒のつりあいの条件などの解法を行う。 

［第７回] 剛体の重心 

 質点系の重心の考え方を応用して，剛体の重心の概念を理解する。さまざまな形状の物体を例に，重心の計算法を習得

する。 

［第８回] 慣性モーメント 

（１）回転運動の変化のしにくさを表す物理量である慣性モーメントの概念を理解する。また，簡単な形状（一様な細い棒，円

板等）の剛体について，慣性モーメントの導出を習得する。 

（２）慣性モーメントの基本法則（平行軸の定理）を理解する。 

［第９回] 固定軸のまわりの剛体の回転運動 

（１）固定軸のまわりの剛体の回転運動を考えるため，固定軸のまわりの角運動量と力のモーメントを導き，回転の運動方程

式を導出する。 

（２）回転運動の運動エネルギーを慣性モーメントと角運動量により記述する方法を理解する。 

（３）物理振り子の振動の周期の導出や同じ周期を持つ単振り子の考察をする。 

［第 10 回] 物理振り子の実験 

（１）棒状と円盤状の振り子の実験を行い，周期を測定し，理論との比較を行う。 

（２）上記の実験で，速度センサーを用いた，振り子先端の速度の測定により，回転運動の力学的エネルギーと剛体の位置

エネルギーを測定値から計算し，力学的エネルギー保存則を実験的に理解する。 
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［第 11 回] 剛体の平面運動１ 

剛体の運動は，重心の並進運動と重心のまわりの回転運動に分解して，運動方程式を導き，運動を考察する手順を習得す

る。 

［第 12 回] 剛体の平面運動２ 

具体的に，滑車やヨーヨーやビリヤードの問題を計算する。 

［第 13 回] 見かけの力（並進加速系） 

（１）慣性系に対し加速度を持つ系（非慣性系）では，質点にみかけの力（慣性力）が働くものとして運動を記述することを理

解する。 

（２）水平方向に加速する電車の中や，鉛直方向に加速するエレベーターの中における物体の運動を考察し，理解を深め

る。 

［第 14 回] 見かけの力（回転座標系） 

（１）回転座標系では，物体に遠心力（みかけの力）が働き，さらには，物体がある速度で運動するとコリオリ力（みかけの力）

が働くことを理解する。 

（２）地球上での物体の運動には，遠心力とコリオリカが働くことを理解する。 

 
３．履修上の注意 

  履修登録（あるいは仮履修登録）をして、初回の授業から出席してください。履修希望者が多い場合は、人数制限を行う

場合があります。 

また、毎回出席確認をして、3 分の 2 以上の出席が無い学生には期末試験の受験資格を与えません。  

 基礎力学１を履修していること。高校で物理基礎しか履修していない学生でも理解できるように，基礎から丁寧に説明を行

うことがベーシッククラスの特徴ですが，みなさんの努力も要求されます。通常のクラスよりも楽をして単位が取れることは無い

です。☆ほぼ毎回宿題を提出してもらいます。これにより，みなさんは何をどこまで理解できて，どこが理解できないかを明ら

かにしてください。どのように理解できていないかをうまく教員に説明できる自信がなくとも，気軽に質問をしてみましょう！ 

質問の仕方の練習と思ってもらうとよいでしょう。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業前の自宅学習としては，その授業時間内で習得すべき内容の概要の把握に努めてください。どのような運動をどのよ

うな考え方で扱おうとしているかの大まかな流れを頭に入れておくだけでも授業時間内の理解度や吸収率は上がるもので

す。 

 授業後の自宅学習としては，理解があいまいな点の洗い出しが大切です。分からなかったことがどこにあるのか（どこまでは

分かったのか）を明らかにすることは効果的な学習と言えます。再度，講義内容をじっくりと読み返してみましょう。 

 さらには，授業時間内に解いた問題を答えを見ずに解いてください。簡単な問題であっても計算ミスや問題文の条件の読

み落としがあると解にたどり着けません。問題を解けない場合には答えを参照しても良いですが，この場合もどの点が理解で

きていなかったのか，どんな考え方をしなければいけなかったのかの確認をしっかりするとともに，再度答えを隠して問題を

解いてみましょう。それでもわからない点があれば，質問すべき事柄として整理しておきましょう。 

 

 
５．教科書 

 『演習で理解する「基礎物理学」―力学―』御法川幸雄・新居毅人著（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

宿題での疑問点や授業後の質問については、個別説明あるいは、授業内で全体へと解説する 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70％，その他（演習及び宿題等）30％として評価し，総合得点 60％以上を合格とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBPH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎力学 2[ベーシック] 

担当者名 小笠原康太 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「基礎力学２」（べーシック）では，質点系の力学，剛体の力学，非慣性系での質点の力学を学習する。質点系の力学で

は，複数の質点が相互作用するときの運動を，剛体の力学では，物体の形や大きさも考慮して運動を考える。非慣性系での

質点の運動では，見かけの力を導入して運動を学習する。 

 以上により，身近に見られる高度な力学的現象を解析する力を養い，物理的なものの見方や考え方を習得することを目的

とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 運動量 

（１）物体の運動の勢いは，速さと質量に関係し，運動量により表すことを理解する。 

（２）運動量の変化は力積に等しく，これは力が加えられた時間に物体に及ぼされた効果であることを理解する。 

（３）運動量保存則：内力のみを及ぼしあう２物体の全運動量は保存されることを理解する。 

［第２回] 衝突 

（１）運動量保存則と，はねかえり係数の式から，２物体の衝突の前後における速度変化を導く方法を習得する。 

（２）弾性衝突の場合，系の運動エネルギーは保存される。一方，非弾性衝突の場合，系の運動エネルギーは熱エネルギー

等による散逸により保存されないことを理解する。 

［第３回] 角運動量と力のモーメント 

（１）外積とベクトルの微分を習得する（付録 C.4）。 

（２）回転運動の勢いを表すために，角運動量と力のモーメントの概念を導入する。 

（３）回転の運動方程式：力のモーメントの作用が角運動量の時間変化を生じるということを理解する。 

［第４回] 中心力と角運動量保存則 

（１）中心力だけを受ける運動では，物体に働く力のモーメントがゼロであり，このとき角運動量は保存されることを理解する。 

（２）等速円運動では中心力のため，角運動量が保存されることを理解する。 

（３）一方，単振り子では，力のモーメントがゼロではないため，角運動量は保存されない。回転の運動方程式を用い，運動を

考察する。 

（４）円運動の場合においてケプラーの第２法則と第３法則を考察する。 

［第５回] 質点系の重心 

（１）質点系の重心の定義を理解する。 

（２）質点系の重心の運動，質点系の角運動量を考察する。 

（３）重心に対する相対運動では，重心の運動エネルギーや角運動量と，重心に対する相対運動の運動エネルギーや角運

動量の和であることを理解する。 

［第６回] 剛体のつりあい 

（１）剛体のつりあいには，剛体に働く力の和がゼロであることに加え，力のモーメントの和もゼロでなければならないことを理

解する。 

（２）壁にたてかけられた棒のつりあいの条件などの解法を行う。 

［第７回] 剛体の重心 

 質点系の重心の考え方を応用して，剛体の重心の概念を理解する。さまざまな形状の物体を例に，重心の計算法を習得

する。 

［第８回] 慣性モーメント 

（１）回転運動の変化のしにくさを表す物理量である慣性モーメントの概念を理解する。また，簡単な形状（一様な細い棒，円

板等）の剛体について，慣性モーメントの導出を習得する。 

（２）慣性モーメントの基本法則（平行軸の定理）を理解する。 

［第９回] 固定軸のまわりの剛体の回転運動 

（１）固定軸のまわりの剛体の回転運動を考えるため，固定軸のまわりの角運動量と力のモーメントを導き，回転の運動方程

式を導出する。 

（２）回転運動の運動エネルギーを慣性モーメントと角運動量により記述する方法を理解する。 

（３）物理振り子の振動の周期の導出や同じ周期を持つ単振り子の考察をする。 

［第 10 回] 物理振り子の実験 

（１）棒状と円盤状の振り子の実験を行い，周期を測定し，理論との比較を行う。 

（２）上記の実験で，速度センサーを用いた，振り子先端の速度の測定により，回転運動の力学的エネルギーと剛体の位置

エネルギーを測定値から計算し，力学的エネルギー保存則を実験的に理解する。 
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［第 11 回] 剛体の平面運動１ 

剛体の運動は，重心の並進運動と重心のまわりの回転運動に分解して，運動方程式を導き，運動を考察する手順を習得す

る。 

［第 12 回] 剛体の平面運動２ 

具体的に，滑車やヨーヨーやビリヤードの問題を計算する。 

［第 13 回] 見かけの力（並進加速系） 

（１）慣性系に対し加速度を持つ系（非慣性系）では，質点にみかけの力（慣性力）が働くものとして運動を記述することを理

解する。 

（２）水平方向に加速する電車の中や，鉛直方向に加速するエレベーターの中における物体の運動を考察し，理解を深め

る。 

［第 14 回] 見かけの力（回転座標系） 

（１）回転座標系では，物体に遠心力（みかけの力）が働き，さらには，物体がある速度で運動するとコリオリ力（みかけの力）

が働くことを理解する。 

（２）地球上での物体の運動には，遠心力とコリオリカが働くことを理解する。 

 
３．履修上の注意 

  履修登録（あるいは仮履修登録）をして、初回の授業から出席してください。履修希望者が多い場合は、人数制限を行う

場合があります。 

また、毎回出席確認をして、3 分の 2 以上の出席が無い学生には期末試験の受験資格を与えません。  

 基礎力学１を履修していること。高校で物理基礎しか履修していない学生でも理解できるように，基礎から丁寧に説明を行

うことがベーシッククラスの特徴ですが，みなさんの努力も要求されます。通常のクラスよりも楽をして単位が取れることは無い

です。☆ほぼ毎回宿題を提出してもらいます。これにより，みなさんは何をどこまで理解できて，どこが理解できないかを明ら

かにしてください。どのように理解できていないかをうまく教員に説明できる自信がなくとも，気軽に質問をしてみましょう！ 

質問の仕方の練習と思ってもらうとよいでしょう。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業前の自宅学習としては，その授業時間内で習得すべき内容の概要の把握に努めてください。どのような運動をどのよ

うな考え方で扱おうとしているかの大まかな流れを頭に入れておくだけでも授業時間内の理解度や吸収率は上がるもので

す。 

 授業後の自宅学習としては，理解があいまいな点の洗い出しが大切です。分からなかったことがどこにあるのか（どこまでは

分かったのか）を明らかにすることは効果的な学習と言えます。再度，講義内容をじっくりと読み返してみましょう。 

 さらには，授業時間内に解いた問題を答えを見ずに解いてください。簡単な問題であっても計算ミスや問題文の条件の読

み落としがあると解にたどり着けません。問題を解けない場合には答えを参照しても良いですが，この場合もどの点が理解で

きていなかったのか，どんな考え方をしなければいけなかったのかの確認をしっかりするとともに，再度答えを隠して問題を

解いてみましょう。それでもわからない点があれば，質問すべき事柄として整理しておきましょう。 

 

 
５．教科書 

 『演習で理解する「基礎物理学」―力学―』御法川幸雄・新居毅人著（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

宿題での疑問点や授業後の質問については、個別説明あるいは、授業内で全体へと解説する 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70％，その他（演習及び宿題等）30％として評価し，総合得点 60％以上を合格とする。 

 
９．その他 
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基礎物理学実験 1 

科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 春前 

科目名 基礎物理学実験 1[A・B 組] 

担当者名 長島和茂 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 理工学の基礎である物理学は実験的事実と理論が深くかかわりながら未知の現象を解明してきた。授業で物理学を学習

すると同時に実際に自分の目で物理現象を確かめ，実感として感じとることは物理学という学問を勉強する上で非常に大切

なことである。基礎物理学実験１では基本的ないくつかのテーマを取り上げ，その現象が分かり易いように実験が組立てられ

ている。また，各自が実験装置に直接ふれ，測定を行うことも基礎物理学実験１の大きな目的である。予習や復習ができるよ

うに，デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からも勉強することができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢１．はじめに，２．体積の測定」 

１．では基礎物理学実験の進め方の説明を受ける。２．では基礎物理学実験の基本的な事柄を身につけるために，丸棒の

体積の測定を行う。マイクロメータとノギスを用いた測定を通して，器具の使い方，副尺の読み方，有効数字の扱い方につい

て学ぶ。 

［第２回]～[第６回] クラスを 10 班に分け，２班ごとに以下の実験を行う。 

「３―２．クントの実験による音速とヤング率の測定」クントの実験によって金属棒を伝わる音の速度とヤング率を測定し，気柱

や固体を伝わる音波について理解を深める。 

「４―１．熱電対の熱起電力」熱起電力を利用したアルメルークロメル熱電対を使って，金属（Sn，Zn）の融点を測定し，融点

についての知識を深める。 

「５―１．直流回路」電気回路の基礎である簡単な直流回路を用いて，電圧，電流，抵抗等を測定し，キルヒホッフの法則を

確かめ，電気回路についての理解を深める。 

「６．屈折率」読取顕微鏡を用いて固体（ガラス）の屈折率を測定，アッベ屈折計により液体（水）の屈折率を測定，またジャマ

ン干渉計を用いて気体（空気）の屈折率を測定し，物質の三態による屈折率の違いについて理解を深める。 

「７―１．水素原子のスペクトル」回折格子を用いた分光計で，水素原子のバルマー系列のスペクトル線を測定し，そのエネ

ルギー準位についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験１，基礎化学実験１実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目はレポート帳の配布とこの授業の進め方の説明及び基礎的な実験を行うが，２回目以降は班ごとに異なった実験

を行う。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 第１回目の実験では，教科書の「１．はじめに」を読んで予習をしておくこと。第２回目以降は，実験日の前日までに，予習と

して次回の実験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 
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 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験１では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●混合クラス（２クラス）で行われる。 

●基礎物理学実験１と基礎化学実験１は春学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●２冊目のレポート帳は基礎物理学実験２で使うので，紛失しないようにすること。 
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科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 春後 

科目名 基礎物理学実験 1[C・D 組] 

担当者名 長島和茂 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 理工学の基礎である物理学は実験的事実と理論が深くかかわりながら未知の現象を解明してきた。授業で物理学を学習

すると同時に実際に自分の目で物理現象を確かめ，実感として感じとることは物理学という学問を勉強する上で非常に大切

なことである。基礎物理学実験１では基本的ないくつかのテーマを取り上げ，その現象が分かり易いように実験が組立てられ

ている。また，各自が実験装置に直接ふれ，測定を行うことも基礎物理学実験１の大きな目的である。予習や復習ができるよ

うに，デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からも勉強することができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢１．はじめに，２．体積の測定」 

１．では基礎物理学実験の進め方の説明を受ける。２．では基礎物理学実験の基本的な事柄を身につけるために，丸棒の

体積の測定を行う。マイクロメータとノギスを用いた測定を通して，器具の使い方，副尺の読み方，有効数字の扱い方につい

て学ぶ。 

［第２回]～[第６回] クラスを 10 班に分け，２班ごとに以下の実験を行う。 

「３―２．クントの実験による音速とヤング率の測定」クントの実験によって金属棒を伝わる音の速度とヤング率を測定し，気柱

や固体を伝わる音波について理解を深める。 

「４―１．熱電対の熱起電力」熱起電力を利用したアルメルークロメル熱電対を使って，金属（Sn，Zn）の融点を測定し，融点

についての知識を深める。 

「５―１．直流回路」電気回路の基礎である簡単な直流回路を用いて，電圧，電流，抵抗等を測定し，キルヒホッフの法則を

確かめ，電気回路についての理解を深める。 

「６．屈折率」読取顕微鏡を用いて固体（ガラス）の屈折率を測定，アッベ屈折計により液体（水）の屈折率を測定，またジャマ

ン干渉計を用いて気体（空気）の屈折率を測定し，物質の三態による屈折率の違いについて理解を深める。 

「７―１．水素原子のスペクトル」回折格子を用いた分光計で，水素原子のバルマー系列のスペクトル線を測定し，そのエネ

ルギー準位についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験１，基礎化学実験１実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目はレポート帳の配布とこの授業の進め方の説明及び基礎的な実験を行うが，２回目以降は班ごとに異なった実験

を行う。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 第１回目の実験では，教科書の「１．はじめに」を読んで予習をしておくこと。第２回目以降は，実験日の前日までに，予習と

して次回の実験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 
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 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験１では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●混合クラス（２クラス）で行われる。 

●基礎物理学実験１と基礎化学実験１は春学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●２冊目のレポート帳は基礎物理学実験２で使うので，紛失しないようにすること。 

 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

1055 

 

科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 春前 

科目名 基礎物理学実験 1[E・F 組] 

担当者名 長島和茂 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 理工学の基礎である物理学は実験的事実と理論が深くかかわりながら未知の現象を解明してきた。授業で物理学を学習

すると同時に実際に自分の目で物理現象を確かめ，実感として感じとることは物理学という学問を勉強する上で非常に大切

なことである。基礎物理学実験１では基本的ないくつかのテーマを取り上げ，その現象が分かり易いように実験が組立てられ

ている。また，各自が実験装置に直接ふれ，測定を行うことも基礎物理学実験１の大きな目的である。予習や復習ができるよ

うに，デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からも勉強することができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢１．はじめに，２．体積の測定」 

１．では基礎物理学実験の進め方の説明を受ける。２．では基礎物理学実験の基本的な事柄を身につけるために，丸棒の

体積の測定を行う。マイクロメータとノギスを用いた測定を通して，器具の使い方，副尺の読み方，有効数字の扱い方につい

て学ぶ。 

［第２回]～[第６回] クラスを 10 班に分け，２班ごとに以下の実験を行う。 

「３―２．クントの実験による音速とヤング率の測定」クントの実験によって金属棒を伝わる音の速度とヤング率を測定し，気柱

や固体を伝わる音波について理解を深める。 

「４―１．熱電対の熱起電力」熱起電力を利用したアルメルークロメル熱電対を使って，金属（Sn，Zn）の融点を測定し，融点

についての知識を深める。 

「５―１．直流回路」電気回路の基礎である簡単な直流回路を用いて，電圧，電流，抵抗等を測定し，キルヒホッフの法則を

確かめ，電気回路についての理解を深める。 

「６．屈折率」読取顕微鏡を用いて固体（ガラス）の屈折率を測定，アッベ屈折計により液体（水）の屈折率を測定，またジャマ

ン干渉計を用いて気体（空気）の屈折率を測定し，物質の三態による屈折率の違いについて理解を深める。 

「７―１．水素原子のスペクトル」回折格子を用いた分光計で，水素原子のバルマー系列のスペクトル線を測定し，そのエネ

ルギー準位についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験１，基礎化学実験１実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目はレポート帳の配布とこの授業の進め方の説明及び基礎的な実験を行うが，２回目以降は班ごとに異なった実験

を行う。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 第１回目の実験では，教科書の「１．はじめに」を読んで予習をしておくこと。第２回目以降は，実験日の前日までに，予習と

して次回の実験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 
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 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験１では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●混合クラス（２クラス）で行われる。 

●基礎物理学実験１と基礎化学実験１は春学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●２冊目のレポート帳は基礎物理学実験２で使うので，紛失しないようにすること。 
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科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 春後 

科目名 基礎物理学実験 1[G・H 組] 

担当者名 鈴木秀彦 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 理工学の基礎である物理学は実験的事実と理論が深くかかわりながら未知の現象を解明してきた。授業で物理学を学習

すると同時に実際に自分の目で物理現象を確かめ，実感として感じとることは物理学という学問を勉強する上で非常に大切

なことである。基礎物理学実験１では基本的ないくつかのテーマを取り上げ，その現象が分かり易いように実験が組立てられ

ている。また，各自が実験装置に直接ふれ，測定を行うことも基礎物理学実験１の大きな目的である。予習や復習ができるよ

うに，デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からも勉強することができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢１．はじめに，２．体積の測定」 

１．では基礎物理学実験の進め方の説明を受ける。２．では基礎物理学実験の基本的な事柄を身につけるために，丸棒の

体積の測定を行う。マイクロメータとノギスを用いた測定を通して，器具の使い方，副尺の読み方，有効数字の扱い方につい

て学ぶ。 

［第２回]～[第６回] クラスを 10 班に分け，２班ごとに以下の実験を行う。 

「３―２．クントの実験による音速とヤング率の測定」クントの実験によって金属棒を伝わる音の速度とヤング率を測定し，気柱

や固体を伝わる音波について理解を深める。 

「４―１．熱電対の熱起電力」熱起電力を利用したアルメルークロメル熱電対を使って，金属（Sn，Zn）の融点を測定し，融点

についての知識を深める。 

「５―１．直流回路」電気回路の基礎である簡単な直流回路を用いて，電圧，電流，抵抗等を測定し，キルヒホッフの法則を

確かめ，電気回路についての理解を深める。 

「６．屈折率」読取顕微鏡を用いて固体（ガラス）の屈折率を測定，アッベ屈折計により液体（水）の屈折率を測定，またジャマ

ン干渉計を用いて気体（空気）の屈折率を測定し，物質の三態による屈折率の違いについて理解を深める。 

「７―１．水素原子のスペクトル」回折格子を用いた分光計で，水素原子のバルマー系列のスペクトル線を測定し，そのエネ

ルギー準位についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験１，基礎化学実験１実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目はレポート帳の配布とこの授業の進め方の説明及び基礎的な実験を行うが，２回目以降は班ごとに異なった実験

を行う。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 第１回目の実験では，教科書の「１．はじめに」を読んで予習をしておくこと。第２回目以降は，実験日の前日までに，予習と

して次回の実験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 
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 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験１では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●混合クラス（２クラス）で行われる。 

●基礎物理学実験１と基礎化学実験１は春学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●２冊目のレポート帳は基礎物理学実験２で使うので，紛失しないようにすること。 
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科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 春前 

科目名 基礎物理学実験 1[I・J 組] 

担当者名 鈴木秀彦 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 理工学の基礎である物理学は実験的事実と理論が深くかかわりながら未知の現象を解明してきた。授業で物理学を学習

すると同時に実際に自分の目で物理現象を確かめ，実感として感じとることは物理学という学問を勉強する上で非常に大切

なことである。基礎物理学実験１では基本的ないくつかのテーマを取り上げ，その現象が分かり易いように実験が組立てられ

ている。また，各自が実験装置に直接ふれ，測定を行うことも基礎物理学実験１の大きな目的である。予習や復習ができるよ

うに，デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からも勉強することができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢１．はじめに，２．体積の測定」 

１．では基礎物理学実験の進め方の説明を受ける。２．では基礎物理学実験の基本的な事柄を身につけるために，丸棒の

体積の測定を行う。マイクロメータとノギスを用いた測定を通して，器具の使い方，副尺の読み方，有効数字の扱い方につい

て学ぶ。 

［第２回]～[第６回] クラスを 10 班に分け，２班ごとに以下の実験を行う。 

「３―２．クントの実験による音速とヤング率の測定」クントの実験によって金属棒を伝わる音の速度とヤング率を測定し，気柱

や固体を伝わる音波について理解を深める。 

「４―１．熱電対の熱起電力」熱起電力を利用したアルメルークロメル熱電対を使って，金属（Sn，Zn）の融点を測定し，融点

についての知識を深める。 

「５―１．直流回路」電気回路の基礎である簡単な直流回路を用いて，電圧，電流，抵抗等を測定し，キルヒホッフの法則を

確かめ，電気回路についての理解を深める。 

「６．屈折率」読取顕微鏡を用いて固体（ガラス）の屈折率を測定，アッベ屈折計により液体（水）の屈折率を測定，またジャマ

ン干渉計を用いて気体（空気）の屈折率を測定し，物質の三態による屈折率の違いについて理解を深める。 

「７―１．水素原子のスペクトル」回折格子を用いた分光計で，水素原子のバルマー系列のスペクトル線を測定し，そのエネ

ルギー準位についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験１，基礎化学実験１実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目はレポート帳の配布とこの授業の進め方の説明及び基礎的な実験を行うが，２回目以降は班ごとに異なった実験

を行う。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 第１回目の実験では，教科書の「１．はじめに」を読んで予習をしておくこと。第２回目以降は，実験日の前日までに，予習と

して次回の実験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 
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 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験１では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●混合クラス（２クラス）で行われる。 

●基礎物理学実験１と基礎化学実験１は春学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●２冊目のレポート帳は基礎物理学実験２で使うので，紛失しないようにすること。 
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科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 春後 

科目名 基礎物理学実験 1[K・L 組] 

担当者名 角谷啓太 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 理工学の基礎である物理学は実験的事実と理論が深くかかわりながら未知の現象を解明してきた。授業で物理学を学習

すると同時に実際に自分の目で物理現象を確かめ，実感として感じとることは物理学という学問を勉強する上で非常に大切

なことである。基礎物理学実験１では基本的ないくつかのテーマを取り上げ，その現象が分かり易いように実験が組立てられ

ている。また，各自が実験装置に直接ふれ，測定を行うことも基礎物理学実験１の大きな目的である。予習や復習ができるよ

うに，デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からも勉強することができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢１．はじめに，２．体積の測定」 

１．では基礎物理学実験の進め方の説明を受ける。２．では基礎物理学実験の基本的な事柄を身につけるために，丸棒の

体積の測定を行う。マイクロメータとノギスを用いた測定を通して，器具の使い方，副尺の読み方，有効数字の扱い方につい

て学ぶ。 

［第２回]～[第６回] クラスを 10 班に分け，２班ごとに以下の実験を行う。 

「３―２．クントの実験による音速とヤング率の測定」クントの実験によって金属棒を伝わる音の速度とヤング率を測定し，気柱

や固体を伝わる音波について理解を深める。 

「４―１．熱電対の熱起電力」熱起電力を利用したアルメルークロメル熱電対を使って，金属（Sn，Zn）の融点を測定し，融点

についての知識を深める。 

「５―１．直流回路」電気回路の基礎である簡単な直流回路を用いて，電圧，電流，抵抗等を測定し，キルヒホッフの法則を

確かめ，電気回路についての理解を深める。 

「６．屈折率」読取顕微鏡を用いて固体（ガラス）の屈折率を測定，アッベ屈折計により液体（水）の屈折率を測定，またジャマ

ン干渉計を用いて気体（空気）の屈折率を測定し，物質の三態による屈折率の違いについて理解を深める。 

「７―１．水素原子のスペクトル」回折格子を用いた分光計で，水素原子のバルマー系列のスペクトル線を測定し，そのエネ

ルギー準位についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験１，基礎化学実験１実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目はレポート帳の配布とこの授業の進め方の説明及び基礎的な実験を行うが，２回目以降は班ごとに異なった実験

を行う。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 第１回目の実験では，教科書の「１．はじめに」を読んで予習をしておくこと。第２回目以降は，実験日の前日までに，予習と

して次回の実験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 
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 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験１では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●混合クラス（２クラス）で行われる。 

●基礎物理学実験１と基礎化学実験１は春学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●２冊目のレポート帳は基礎物理学実験２で使うので，紛失しないようにすること。 
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科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 春前 

科目名 基礎物理学実験 1[M・N 組] 

担当者名 安井幸夫 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 理工学の基礎である物理学は実験的事実と理論が深くかかわりながら未知の現象を解明してきた。授業で物理学を学習

すると同時に実際に自分の目で物理現象を確かめ，実感として感じとることは物理学という学問を勉強する上で非常に大切

なことである。基礎物理学実験１では基本的ないくつかのテーマを取り上げ，その現象が分かり易いように実験が組立てられ

ている。また，各自が実験装置に直接ふれ，測定を行うことも基礎物理学実験１の大きな目的である。予習や復習ができるよ

うに，デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からも勉強することができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢１．はじめに，２．体積の測定」 

１．では基礎物理学実験の進め方の説明を受ける。２．では基礎物理学実験の基本的な事柄を身につけるために，丸棒の

体積の測定を行う。マイクロメータとノギスを用いた測定を通して，器具の使い方，副尺の読み方，有効数字の扱い方につい

て学ぶ。 

［第２回]～[第６回] クラスを 10 班に分け，２班ごとに以下の実験を行う。 

「３―２．クントの実験による音速とヤング率の測定」クントの実験によって金属棒を伝わる音の速度とヤング率を測定し，気柱

や固体を伝わる音波について理解を深める。 

「４―１．熱電対の熱起電力」熱起電力を利用したアルメルークロメル熱電対を使って，金属（Sn，Zn）の融点を測定し，融点

についての知識を深める。 

「５―１．直流回路」電気回路の基礎である簡単な直流回路を用いて，電圧，電流，抵抗等を測定し，キルヒホッフの法則を

確かめ，電気回路についての理解を深める。 

「６．屈折率」読取顕微鏡を用いて固体（ガラス）の屈折率を測定，アッベ屈折計により液体（水）の屈折率を測定，またジャマ

ン干渉計を用いて気体（空気）の屈折率を測定し，物質の三態による屈折率の違いについて理解を深める。 

「７―１．水素原子のスペクトル」回折格子を用いた分光計で，水素原子のバルマー系列のスペクトル線を測定し，そのエネ

ルギー準位についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験１，基礎化学実験１実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目はレポート帳の配布とこの授業の進め方の説明及び基礎的な実験を行うが，２回目以降は班ごとに異なった実験

を行う。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 第１回目の実験では，教科書の「１．はじめに」を読んで予習をしておくこと。第２回目以降は，実験日の前日までに，予習と

して次回の実験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 
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 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験１では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●混合クラス（２クラス）で行われる。 

●基礎物理学実験１と基礎化学実験１は春学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●２冊目のレポート帳は基礎物理学実験２で使うので，紛失しないようにすること。 
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科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 春後 

科目名 基礎物理学実験 1[O・P 組] 

担当者名 安井幸夫 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 理工学の基礎である物理学は実験的事実と理論が深くかかわりながら未知の現象を解明してきた。授業で物理学を学習

すると同時に実際に自分の目で物理現象を確かめ，実感として感じとることは物理学という学問を勉強する上で非常に大切

なことである。基礎物理学実験１では基本的ないくつかのテーマを取り上げ，その現象が分かり易いように実験が組立てられ

ている。また，各自が実験装置に直接ふれ，測定を行うことも基礎物理学実験１の大きな目的である。予習や復習ができるよ

うに，デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からも勉強することができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢１．はじめに，２．体積の測定」 

１．では基礎物理学実験の進め方の説明を受ける。２．では基礎物理学実験の基本的な事柄を身につけるために，丸棒の

体積の測定を行う。マイクロメータとノギスを用いた測定を通して，器具の使い方，副尺の読み方，有効数字の扱い方につい

て学ぶ。 

［第２回]～[第６回] クラスを 10 班に分け，２班ごとに以下の実験を行う。 

「３―２．クントの実験による音速とヤング率の測定」クントの実験によって金属棒を伝わる音の速度とヤング率を測定し，気柱

や固体を伝わる音波について理解を深める。 

「４―１．熱電対の熱起電力」熱起電力を利用したアルメルークロメル熱電対を使って，金属（Sn，Zn）の融点を測定し，融点

についての知識を深める。 

「５―１．直流回路」電気回路の基礎である簡単な直流回路を用いて，電圧，電流，抵抗等を測定し，キルヒホッフの法則を

確かめ，電気回路についての理解を深める。 

「６．屈折率」読取顕微鏡を用いて固体（ガラス）の屈折率を測定，アッベ屈折計により液体（水）の屈折率を測定，またジャマ

ン干渉計を用いて気体（空気）の屈折率を測定し，物質の三態による屈折率の違いについて理解を深める。 

「７―１．水素原子のスペクトル」回折格子を用いた分光計で，水素原子のバルマー系列のスペクトル線を測定し，そのエネ

ルギー準位についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験１，基礎化学実験１実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目はレポート帳の配布とこの授業の進め方の説明及び基礎的な実験を行うが，２回目以降は班ごとに異なった実験

を行う。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 第１回目の実験では，教科書の「１．はじめに」を読んで予習をしておくこと。第２回目以降は，実験日の前日までに，予習と

して次回の実験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 
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 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験１では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●混合クラス（２クラス）で行われる。 

●基礎物理学実験１と基礎化学実験１は春学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●２冊目のレポート帳は基礎物理学実験２で使うので，紛失しないようにすること。 
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科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 春前 

科目名 基礎物理学実験 1[Q・R 組] 

担当者名 安井幸夫 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 理工学の基礎である物理学は実験的事実と理論が深くかかわりながら未知の現象を解明してきた。授業で物理学を学習

すると同時に実際に自分の目で物理現象を確かめ，実感として感じとることは物理学という学問を勉強する上で非常に大切

なことである。基礎物理学実験１では基本的ないくつかのテーマを取り上げ，その現象が分かり易いように実験が組立てられ

ている。また，各自が実験装置に直接ふれ，測定を行うことも基礎物理学実験１の大きな目的である。予習や復習ができるよ

うに，デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からも勉強することができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢１．はじめに，２．体積の測定」 

１．では基礎物理学実験の進め方の説明を受ける。２．では基礎物理学実験の基本的な事柄を身につけるために，丸棒の

体積の測定を行う。マイクロメータとノギスを用いた測定を通して，器具の使い方，副尺の読み方，有効数字の扱い方につい

て学ぶ。 

［第２回]～[第６回] クラスを 10 班に分け，２班ごとに以下の実験を行う。 

「３―２．クントの実験による音速とヤング率の測定」クントの実験によって金属棒を伝わる音の速度とヤング率を測定し，気柱

や固体を伝わる音波について理解を深める。 

「４―１．熱電対の熱起電力」熱起電力を利用したアルメルークロメル熱電対を使って，金属（Sn，Zn）の融点を測定し，融点

についての知識を深める。 

「５―１．直流回路」電気回路の基礎である簡単な直流回路を用いて，電圧，電流，抵抗等を測定し，キルヒホッフの法則を

確かめ，電気回路についての理解を深める。 

「６．屈折率」読取顕微鏡を用いて固体（ガラス）の屈折率を測定，アッベ屈折計により液体（水）の屈折率を測定，またジャマ

ン干渉計を用いて気体（空気）の屈折率を測定し，物質の三態による屈折率の違いについて理解を深める。 

「７―１．水素原子のスペクトル」回折格子を用いた分光計で，水素原子のバルマー系列のスペクトル線を測定し，そのエネ

ルギー準位についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験１，基礎化学実験１実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目はレポート帳の配布とこの授業の進め方の説明及び基礎的な実験を行うが，２回目以降は班ごとに異なった実験

を行う。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 第１回目の実験では，教科書の「１．はじめに」を読んで予習をしておくこと。第２回目以降は，実験日の前日までに，予習と

して次回の実験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 
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 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験１では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●混合クラス（２クラス）で行われる。 

●基礎物理学実験１と基礎化学実験１は春学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●２冊目のレポート帳は基礎物理学実験２で使うので，紛失しないようにすること。 
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科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 春後 

科目名 基礎物理学実験 1[S・T 組] 

担当者名 安井幸夫 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 理工学の基礎である物理学は実験的事実と理論が深くかかわりながら未知の現象を解明してきた。授業で物理学を学習

すると同時に実際に自分の目で物理現象を確かめ，実感として感じとることは物理学という学問を勉強する上で非常に大切

なことである。基礎物理学実験１では基本的ないくつかのテーマを取り上げ，その現象が分かり易いように実験が組立てられ

ている。また，各自が実験装置に直接ふれ，測定を行うことも基礎物理学実験１の大きな目的である。予習や復習ができるよ

うに，デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からも勉強することができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢１．はじめに，２．体積の測定」 

１．では基礎物理学実験の進め方の説明を受ける。２．では基礎物理学実験の基本的な事柄を身につけるために，丸棒の

体積の測定を行う。マイクロメータとノギスを用いた測定を通して，器具の使い方，副尺の読み方，有効数字の扱い方につい

て学ぶ。 

［第２回]～[第６回] クラスを 10 班に分け，２班ごとに以下の実験を行う。 

「３―２．クントの実験による音速とヤング率の測定」クントの実験によって金属棒を伝わる音の速度とヤング率を測定し，気柱

や固体を伝わる音波について理解を深める。 

「４―１．熱電対の熱起電力」熱起電力を利用したアルメルークロメル熱電対を使って，金属（Sn，Zn）の融点を測定し，融点

についての知識を深める。 

「５―１．直流回路」電気回路の基礎である簡単な直流回路を用いて，電圧，電流，抵抗等を測定し，キルヒホッフの法則を

確かめ，電気回路についての理解を深める。 

「６．屈折率」読取顕微鏡を用いて固体（ガラス）の屈折率を測定，アッベ屈折計により液体（水）の屈折率を測定，またジャマ

ン干渉計を用いて気体（空気）の屈折率を測定し，物質の三態による屈折率の違いについて理解を深める。 

「７―１．水素原子のスペクトル」回折格子を用いた分光計で，水素原子のバルマー系列のスペクトル線を測定し，そのエネ

ルギー準位についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験１，基礎化学実験１実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目はレポート帳の配布とこの授業の進め方の説明及び基礎的な実験を行うが，２回目以降は班ごとに異なった実験

を行う。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 第１回目の実験では，教科書の「１．はじめに」を読んで予習をしておくこと。第２回目以降は，実験日の前日までに，予習と

して次回の実験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 
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 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験１では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●混合クラス（２クラス）で行われる。 

●基礎物理学実験１と基礎化学実験１は春学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●２冊目のレポート帳は基礎物理学実験２で使うので，紛失しないようにすること。 
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基礎物理学実験 2 

科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 秋前 

科目名 基礎物理学実験 2[A・B 組] 

担当者名 長島和茂 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎物理学実験２は基礎物理学実験１の内容を深めたものとなっている。テーマによっては基礎力学１で学んだ内容にな

っている。２年以降の授業で学ぶ内容も含まれているが，できるだけ実験中に解説を行うようにしている。基礎物理学実験１

と同様デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からこれを見て予習や復習ができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢13．単振り子の実験」単振り子の周期を測り，重力加速度の大きさを求める。 

［第２回]～[第６回] 基礎物理学実験１と同様に班ごとで行う。 

「８―２．連成振動」ねじれ振動を用いた連成振動の実験を行い，基準振動，うなり現象等の振動現象について理解を深め

る。 

「９．オシロスコープ」 

９―１．ではオシロスコープの基本的な使い方を学ぶ。 

９―２．では２つの正弦波の位相差を測定して，位相についての理解を深める。 

９―３．では電子ピアノの音階を題材にして，オシロスコープの FFT 機能について学ぶ。 

「10．半導体素子」 

10―１．ではダイオードの特性曲線， 

10―２．ではトランジスターの特性曲線を測定し，半導体素子の特性について理解を深める。 

「11．電気抵抗」 

銅線とサーミスターの電気抵抗の温度変化を測定し，導体と半導体の温度係数の違いについて考察する。 

「12―１．レーザー光を用いた干渉実験」 

レーザー光を用いて２つのスリットによる干渉実験を行い，光の干渉についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験２，基礎化学実験２実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目の単振り子の実験は全員同じ実験を行うが，２回目以降は班ごとに行う。班は基礎物理学実験１と同じである。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験２は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 実験の進め方は基礎物理学実験１と同じである。第１回目の実験では，教科書の「１３．単振り子の実験」を読んで実験計

画を２冊目のレポート帳に書き，実験当日に持参すること。第２回目以降は，毎回実験日の前日までに，予習として次回の実

験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 

 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験２では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●基礎物理学実験２と基礎化学実験２は秋学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●レポート帳は２冊目を使用する。 
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科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 秋後 

科目名 基礎物理学実験 2[C・D 組] 

担当者名 長島和茂 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎物理学実験２は基礎物理学実験１の内容を深めたものとなっている。テーマによっては基礎力学１で学んだ内容にな

っている。２年以降の授業で学ぶ内容も含まれているが，できるだけ実験中に解説を行うようにしている。基礎物理学実験１

と同様デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からこれを見て予習や復習ができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢13．単振り子の実験」単振り子の周期を測り，重力加速度の大きさを求める。 

［第２回]～[第６回] 基礎物理学実験１と同様に班ごとで行う。 

「８―２．連成振動」ねじれ振動を用いた連成振動の実験を行い，基準振動，うなり現象等の振動現象について理解を深め

る。 

「９．オシロスコープ」 

９―１．ではオシロスコープの基本的な使い方を学ぶ。 

９―２．では２つの正弦波の位相差を測定して，位相についての理解を深める。 

９―３．では電子ピアノの音階を題材にして，オシロスコープの FFT 機能について学ぶ。 

「10．半導体素子」 

10―１．ではダイオードの特性曲線， 

10―２．ではトランジスターの特性曲線を測定し，半導体素子の特性について理解を深める。 

「11．電気抵抗」 

銅線とサーミスターの電気抵抗の温度変化を測定し，導体と半導体の温度係数の違いについて考察する。 

「12―１．レーザー光を用いた干渉実験」 

レーザー光を用いて２つのスリットによる干渉実験を行い，光の干渉についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験２，基礎化学実験２実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目の単振り子の実験は全員同じ実験を行うが，２回目以降は班ごとに行う。班は基礎物理学実験１と同じである。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験２は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 実験の進め方は基礎物理学実験１と同じである。第１回目の実験では，教科書の「１３．単振り子の実験」を読んで実験計

画を２冊目のレポート帳に書き，実験当日に持参すること。第２回目以降は，毎回実験日の前日までに，予習として次回の実

験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 

 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験２では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●基礎物理学実験２と基礎化学実験２は秋学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●レポート帳は２冊目を使用する。 
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科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 秋前 

科目名 基礎物理学実験 2[E・F 組] 

担当者名 安井幸夫 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎物理学実験２は基礎物理学実験１の内容を深めたものとなっている。テーマによっては基礎力学１で学んだ内容にな

っている。２年以降の授業で学ぶ内容も含まれているが，できるだけ実験中に解説を行うようにしている。基礎物理学実験１

と同様デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からこれを見て予習や復習ができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢13．単振り子の実験」単振り子の周期を測り，重力加速度の大きさを求める。 

［第２回]～[第６回] 基礎物理学実験１と同様に班ごとで行う。 

「８―２．連成振動」ねじれ振動を用いた連成振動の実験を行い，基準振動，うなり現象等の振動現象について理解を深め

る。 

「９．オシロスコープ」 

９―１．ではオシロスコープの基本的な使い方を学ぶ。 

９―２．では２つの正弦波の位相差を測定して，位相についての理解を深める。 

９―３．では電子ピアノの音階を題材にして，オシロスコープの FFT 機能について学ぶ。 

「10．半導体素子」 

10―１．ではダイオードの特性曲線， 

10―２．ではトランジスターの特性曲線を測定し，半導体素子の特性について理解を深める。 

「11．電気抵抗」 

銅線とサーミスターの電気抵抗の温度変化を測定し，導体と半導体の温度係数の違いについて考察する。 

「12―１．レーザー光を用いた干渉実験」 

レーザー光を用いて２つのスリットによる干渉実験を行い，光の干渉についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験２，基礎化学実験２実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目の単振り子の実験は全員同じ実験を行うが，２回目以降は班ごとに行う。班は基礎物理学実験１と同じである。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験２は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 実験の進め方は基礎物理学実験１と同じである。第１回目の実験では，教科書の「１３．単振り子の実験」を読んで実験計

画を２冊目のレポート帳に書き，実験当日に持参すること。第２回目以降は，毎回実験日の前日までに，予習として次回の実

験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 

 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験２では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●基礎物理学実験２と基礎化学実験２は秋学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●レポート帳は２冊目を使用する。 
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科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 秋後 

科目名 基礎物理学実験 2[G・H 組] 

担当者名 角谷啓太 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎物理学実験２は基礎物理学実験１の内容を深めたものとなっている。テーマによっては基礎力学１で学んだ内容にな

っている。２年以降の授業で学ぶ内容も含まれているが，できるだけ実験中に解説を行うようにしている。基礎物理学実験１

と同様デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からこれを見て予習や復習ができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢13．単振り子の実験」単振り子の周期を測り，重力加速度の大きさを求める。 

［第２回]～[第６回] 基礎物理学実験１と同様に班ごとで行う。 

「８―２．連成振動」ねじれ振動を用いた連成振動の実験を行い，基準振動，うなり現象等の振動現象について理解を深め

る。 

「９．オシロスコープ」 

９―１．ではオシロスコープの基本的な使い方を学ぶ。 

９―２．では２つの正弦波の位相差を測定して，位相についての理解を深める。 

９―３．では電子ピアノの音階を題材にして，オシロスコープの FFT 機能について学ぶ。 

「10．半導体素子」 

10―１．ではダイオードの特性曲線， 

10―２．ではトランジスターの特性曲線を測定し，半導体素子の特性について理解を深める。 

「11．電気抵抗」 

銅線とサーミスターの電気抵抗の温度変化を測定し，導体と半導体の温度係数の違いについて考察する。 

「12―１．レーザー光を用いた干渉実験」 

レーザー光を用いて２つのスリットによる干渉実験を行い，光の干渉についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験２，基礎化学実験２実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目の単振り子の実験は全員同じ実験を行うが，２回目以降は班ごとに行う。班は基礎物理学実験１と同じである。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験２は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 実験の進め方は基礎物理学実験１と同じである。第１回目の実験では，教科書の「１３．単振り子の実験」を読んで実験計

画を２冊目のレポート帳に書き，実験当日に持参すること。第２回目以降は，毎回実験日の前日までに，予習として次回の実

験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 

 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 

 



2025 年度理工学部 シラバス 

1078 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験２では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●基礎物理学実験２と基礎化学実験２は秋学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●レポート帳は２冊目を使用する。 
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科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 秋前 

科目名 基礎物理学実験 2[I・J 組] 

担当者名 鈴木秀彦 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎物理学実験２は基礎物理学実験１の内容を深めたものとなっている。テーマによっては基礎力学１で学んだ内容にな

っている。２年以降の授業で学ぶ内容も含まれているが，できるだけ実験中に解説を行うようにしている。基礎物理学実験１

と同様デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からこれを見て予習や復習ができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢13．単振り子の実験」単振り子の周期を測り，重力加速度の大きさを求める。 

［第２回]～[第６回] 基礎物理学実験１と同様に班ごとで行う。 

「８―２．連成振動」ねじれ振動を用いた連成振動の実験を行い，基準振動，うなり現象等の振動現象について理解を深め

る。 

「９．オシロスコープ」 

９―１．ではオシロスコープの基本的な使い方を学ぶ。 

９―２．では２つの正弦波の位相差を測定して，位相についての理解を深める。 

９―３．では電子ピアノの音階を題材にして，オシロスコープの FFT 機能について学ぶ。 

「10．半導体素子」 

10―１．ではダイオードの特性曲線， 

10―２．ではトランジスターの特性曲線を測定し，半導体素子の特性について理解を深める。 

「11．電気抵抗」 

銅線とサーミスターの電気抵抗の温度変化を測定し，導体と半導体の温度係数の違いについて考察する。 

「12―１．レーザー光を用いた干渉実験」 

レーザー光を用いて２つのスリットによる干渉実験を行い，光の干渉についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験２，基礎化学実験２実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目の単振り子の実験は全員同じ実験を行うが，２回目以降は班ごとに行う。班は基礎物理学実験１と同じである。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験２は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 実験の進め方は基礎物理学実験１と同じである。第１回目の実験では，教科書の「１３．単振り子の実験」を読んで実験計

画を２冊目のレポート帳に書き，実験当日に持参すること。第２回目以降は，毎回実験日の前日までに，予習として次回の実

験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 

 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験２では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●基礎物理学実験２と基礎化学実験２は秋学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●レポート帳は２冊目を使用する。 
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科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 秋後 

科目名 基礎物理学実験 2[K・L 組] 

担当者名 角谷啓太 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎物理学実験２は基礎物理学実験１の内容を深めたものとなっている。テーマによっては基礎力学１で学んだ内容にな

っている。２年以降の授業で学ぶ内容も含まれているが，できるだけ実験中に解説を行うようにしている。基礎物理学実験１

と同様デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からこれを見て予習や復習ができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢13．単振り子の実験」単振り子の周期を測り，重力加速度の大きさを求める。 

［第２回]～[第６回] 基礎物理学実験１と同様に班ごとで行う。 

「８―２．連成振動」ねじれ振動を用いた連成振動の実験を行い，基準振動，うなり現象等の振動現象について理解を深め

る。 

「９．オシロスコープ」 

９―１．ではオシロスコープの基本的な使い方を学ぶ。 

９―２．では２つの正弦波の位相差を測定して，位相についての理解を深める。 

９―３．では電子ピアノの音階を題材にして，オシロスコープの FFT 機能について学ぶ。 

「10．半導体素子」 

10―１．ではダイオードの特性曲線， 

10―２．ではトランジスターの特性曲線を測定し，半導体素子の特性について理解を深める。 

「11．電気抵抗」 

銅線とサーミスターの電気抵抗の温度変化を測定し，導体と半導体の温度係数の違いについて考察する。 

「12―１．レーザー光を用いた干渉実験」 

レーザー光を用いて２つのスリットによる干渉実験を行い，光の干渉についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験２，基礎化学実験２実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目の単振り子の実験は全員同じ実験を行うが，２回目以降は班ごとに行う。班は基礎物理学実験１と同じである。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験２は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 実験の進め方は基礎物理学実験１と同じである。第１回目の実験では，教科書の「１３．単振り子の実験」を読んで実験計

画を２冊目のレポート帳に書き，実験当日に持参すること。第２回目以降は，毎回実験日の前日までに，予習として次回の実

験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 

 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験２では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●基礎物理学実験２と基礎化学実験２は秋学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●レポート帳は２冊目を使用する。 
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科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 秋前 

科目名 基礎物理学実験 2[M・N 組] 

担当者名 長島和茂 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎物理学実験２は基礎物理学実験１の内容を深めたものとなっている。テーマによっては基礎力学１で学んだ内容にな

っている。２年以降の授業で学ぶ内容も含まれているが，できるだけ実験中に解説を行うようにしている。基礎物理学実験１

と同様デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からこれを見て予習や復習ができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢13．単振り子の実験」単振り子の周期を測り，重力加速度の大きさを求める。 

［第２回]～[第６回] 基礎物理学実験１と同様に班ごとで行う。 

「８―２．連成振動」ねじれ振動を用いた連成振動の実験を行い，基準振動，うなり現象等の振動現象について理解を深め

る。 

「９．オシロスコープ」 

９―１．ではオシロスコープの基本的な使い方を学ぶ。 

９―２．では２つの正弦波の位相差を測定して，位相についての理解を深める。 

９―３．では電子ピアノの音階を題材にして，オシロスコープの FFT 機能について学ぶ。 

「10．半導体素子」 

10―１．ではダイオードの特性曲線， 

10―２．ではトランジスターの特性曲線を測定し，半導体素子の特性について理解を深める。 

「11．電気抵抗」 

銅線とサーミスターの電気抵抗の温度変化を測定し，導体と半導体の温度係数の違いについて考察する。 

「12―１．レーザー光を用いた干渉実験」 

レーザー光を用いて２つのスリットによる干渉実験を行い，光の干渉についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験２，基礎化学実験２実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目の単振り子の実験は全員同じ実験を行うが，２回目以降は班ごとに行う。班は基礎物理学実験１と同じである。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験２は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 実験の進め方は基礎物理学実験１と同じである。第１回目の実験では，教科書の「１３．単振り子の実験」を読んで実験計

画を２冊目のレポート帳に書き，実験当日に持参すること。第２回目以降は，毎回実験日の前日までに，予習として次回の実

験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 

 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験２では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●基礎物理学実験２と基礎化学実験２は秋学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●レポート帳は２冊目を使用する。 
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科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 秋後 

科目名 基礎物理学実験 2[O・P 組] 

担当者名 鈴木秀彦 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎物理学実験２は基礎物理学実験１の内容を深めたものとなっている。テーマによっては基礎力学１で学んだ内容にな

っている。２年以降の授業で学ぶ内容も含まれているが，できるだけ実験中に解説を行うようにしている。基礎物理学実験１

と同様デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からこれを見て予習や復習ができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢13．単振り子の実験」単振り子の周期を測り，重力加速度の大きさを求める。 

［第２回]～[第６回] 基礎物理学実験１と同様に班ごとで行う。 

「８―２．連成振動」ねじれ振動を用いた連成振動の実験を行い，基準振動，うなり現象等の振動現象について理解を深め

る。 

「９．オシロスコープ」 

９―１．ではオシロスコープの基本的な使い方を学ぶ。 

９―２．では２つの正弦波の位相差を測定して，位相についての理解を深める。 

９―３．では電子ピアノの音階を題材にして，オシロスコープの FFT 機能について学ぶ。 

「10．半導体素子」 

10―１．ではダイオードの特性曲線， 

10―２．ではトランジスターの特性曲線を測定し，半導体素子の特性について理解を深める。 

「11．電気抵抗」 

銅線とサーミスターの電気抵抗の温度変化を測定し，導体と半導体の温度係数の違いについて考察する。 

「12―１．レーザー光を用いた干渉実験」 

レーザー光を用いて２つのスリットによる干渉実験を行い，光の干渉についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験２，基礎化学実験２実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目の単振り子の実験は全員同じ実験を行うが，２回目以降は班ごとに行う。班は基礎物理学実験１と同じである。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験２は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 実験の進め方は基礎物理学実験１と同じである。第１回目の実験では，教科書の「１３．単振り子の実験」を読んで実験計

画を２冊目のレポート帳に書き，実験当日に持参すること。第２回目以降は，毎回実験日の前日までに，予習として次回の実

験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 

 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験２では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●基礎物理学実験２と基礎化学実験２は秋学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●レポート帳は２冊目を使用する。 
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科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 秋前 

科目名 基礎物理学実験 2[Q・R 組] 

担当者名 安井幸夫 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎物理学実験２は基礎物理学実験１の内容を深めたものとなっている。テーマによっては基礎力学１で学んだ内容にな

っている。２年以降の授業で学ぶ内容も含まれているが，できるだけ実験中に解説を行うようにしている。基礎物理学実験１

と同様デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からこれを見て予習や復習ができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢13．単振り子の実験」単振り子の周期を測り，重力加速度の大きさを求める。 

［第２回]～[第６回] 基礎物理学実験１と同様に班ごとで行う。 

「８―２．連成振動」ねじれ振動を用いた連成振動の実験を行い，基準振動，うなり現象等の振動現象について理解を深め

る。 

「９．オシロスコープ」 

９―１．ではオシロスコープの基本的な使い方を学ぶ。 

９―２．では２つの正弦波の位相差を測定して，位相についての理解を深める。 

９―３．では電子ピアノの音階を題材にして，オシロスコープの FFT 機能について学ぶ。 

「10．半導体素子」 

10―１．ではダイオードの特性曲線， 

10―２．ではトランジスターの特性曲線を測定し，半導体素子の特性について理解を深める。 

「11．電気抵抗」 

銅線とサーミスターの電気抵抗の温度変化を測定し，導体と半導体の温度係数の違いについて考察する。 

「12―１．レーザー光を用いた干渉実験」 

レーザー光を用いて２つのスリットによる干渉実験を行い，光の干渉についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験２，基礎化学実験２実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目の単振り子の実験は全員同じ実験を行うが，２回目以降は班ごとに行う。班は基礎物理学実験１と同じである。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験２は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 実験の進め方は基礎物理学実験１と同じである。第１回目の実験では，教科書の「１３．単振り子の実験」を読んで実験計

画を２冊目のレポート帳に書き，実験当日に持参すること。第２回目以降は，毎回実験日の前日までに，予習として次回の実

験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 

 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験２では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●基礎物理学実験２と基礎化学実験２は秋学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●レポート帳は２冊目を使用する。 
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科目ナンバー STBPH174J 配当学年 1 年 開講学期 秋後 

科目名 基礎物理学実験 2[S・T 組] 

担当者名 安井幸夫 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎物理学実験２は基礎物理学実験１の内容を深めたものとなっている。テーマによっては基礎力学１で学んだ内容にな

っている。２年以降の授業で学ぶ内容も含まれているが，できるだけ実験中に解説を行うようにしている。基礎物理学実験１

と同様デジタルコンテンツが用意されており，実験室以外からこれを見て予習や復習ができるようになっている。 

 実感を伴って物理現象を理解し，さらに，実験レポートの書き方，グラフの描き方，有効数字の扱い方など実験を行う上で

の基本的な作法を身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢13．単振り子の実験」単振り子の周期を測り，重力加速度の大きさを求める。 

［第２回]～[第６回] 基礎物理学実験１と同様に班ごとで行う。 

「８―２．連成振動」ねじれ振動を用いた連成振動の実験を行い，基準振動，うなり現象等の振動現象について理解を深め

る。 

「９．オシロスコープ」 

９―１．ではオシロスコープの基本的な使い方を学ぶ。 

９―２．では２つの正弦波の位相差を測定して，位相についての理解を深める。 

９―３．では電子ピアノの音階を題材にして，オシロスコープの FFT 機能について学ぶ。 

「10．半導体素子」 

10―１．ではダイオードの特性曲線， 

10―２．ではトランジスターの特性曲線を測定し，半導体素子の特性について理解を深める。 

「11．電気抵抗」 

銅線とサーミスターの電気抵抗の温度変化を測定し，導体と半導体の温度係数の違いについて考察する。 

「12―１．レーザー光を用いた干渉実験」 

レーザー光を用いて２つのスリットによる干渉実験を行い，光の干渉についての理解を深める。 

［第７回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

●必修科目である。 

●開始日及び持ち物については，「基礎物理学実験２，基礎化学実験２実施予定表」のページを見ること。 

●第１回目の単振り子の実験は全員同じ実験を行うが，２回目以降は班ごとに行う。班は基礎物理学実験１と同じである。 

●実験が終了したら，必ずレポート帳を担当者に見せ，「実験印」を押してもらうこと。 

●基礎物理学実験２は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の「データリテラシー実習」科

目群となっている。物理学実験の中で，「データを読む，説明する，扱う」といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活

用法の学習として，実験データの取扱いや分析・解析・統計処理方法等の基礎についても学ぶこととなる。物理学実験で得

られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 実験の進め方は基礎物理学実験１と同じである。第１回目の実験では，教科書の「１３．単振り子の実験」を読んで実験計

画を２冊目のレポート帳に書き，実験当日に持参すること。第２回目以降は，毎回実験日の前日までに，予習として次回の実

験計画，及び復習として前回の実験のまとめをレポート帳に書いて提出すること。 

 
５．教科書 

 「基礎物理学実験」明治大学理工学部基礎物理学実験テキスト編集委員会編 学術図書出版社 

 

 
６．参考書 

 「物理学実験」安福精一他 共立出版 

 「物理学実験」中村誠太郎 東海大学出版会 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

●実験計画が正しく記されている場合は「計画印」，前回の実験のまとめが正しく記されている場合は「終了印」が押されるの

で各自確認すること。押印欄にチェックマークが書かれている場合は，レポート内容に不備がある（朱書きで間違いが指摘さ

れている）ので，指示に従い訂正すること。 

●実験計画の修正や実験レポートの修正は，レポート帳の最終提出までに行うこと。 

 

 
８．成績評価の方法 

 基礎物理学実験２では各実験テーマのレポートの成績を出し，その合計で評価する。レポートの評価方法は，実験計画，

データ整理，考察と課題について，図表やグラフの描き方や数式の書き方，単位の記載等，レポート作成の作法に従ってい

るかどうか，さらには計算や記載内容が正しいかをふまえて３段階で行う。総合得点の 60％を合格点とする。 

 
９．その他 

●基礎物理学実験２と基礎化学実験２は秋学期を前半と後半の二つの期間に分けて，実施予定表に従って行われるので

間違いのないように注意すること。 

●レポート帳は２冊目を使用する。 
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基礎化学 1 

科目ナンバー STBCH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎化学 1[1・2 組] 

担当者名 鈴木来 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学化学は量子力学と熱力学を基本にして作り上げられている。春学期は量子力学が主にかかわる項目，つまり原子と結

合について解説する。結果だけを見れば高校の化学と似ているが，知識を身につけるまでの過程が大切であり，その訓練に

より，将来出合うであろう化学に関連した仕事上の問題を解決する最大の力を獲得してほしい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 講義内容の紹介，大学での勉強の仕方，高校での履修状況などのアンケート。物理量，数値と単位。 

［第２回] 単位と次元，単位の変換，SI 単位，科学系文書での約束事。 

［第３～８回] ｢化学の基礎」 

原子とその性質 

原子から元素・周期表 

［第９～13 回] ｢物質の化学」 

化学結合と立体構造 

化学物質の基礎 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での理科の考え方は高校までと異なり，様々な分野の専門科目及び研究で必要となる基礎知識，理解力及び考え方

を身に着けることを目的としている。高校で化学を履修していなくても，講義をしっかり受講することで化学の基礎を習得でき

る内容である。「あらゆる理工系学生のための化学」「将来役に立つ化学」「身近にある化学」として化学に興味・関心を持て

るような授業を実施するので，化学に対する疑問が解決できることを期待する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業中に指示する。 

 

 
５．教科書 

 授業の中で指定する。 

 

 
６．参考書 

 授業の中で紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回、授業中にフィードバックを行なう。 

 
８．成績評価の方法 

 授業時間内演習を 30％，期末試験を 70％の割合で評価する。合計が満点の 60％以上を単位習得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBCH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎化学 1[3・4 組] 

担当者名 塙隆夫 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学化学は量子力学と熱力学を基本にして作り上げられている。春学期は量子力学が主にかかわる項目，つまり原子と結

合について解説する。結果だけを見れば高校の化学と似ているが，知識を身につけるまでの過程が大切であり，その訓練に

より，将来出合うであろう化学に関連した仕事上の問題を解決する最大の力を獲得してほしい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 講義内容の紹介，大学での勉強の仕方，高校での履修状況などのアンケート。物理量，数値と単位。 

［第２回] 単位と次元，単位の変換，SI 単位，科学系文書での約束事。 

［第３～８回] ｢化学の基礎」 

原子とその性質 

原子から元素・周期表 

［第９～13 回] ｢物質の化学」 

化学結合と立体構造 

化学物質の基礎 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での理科の考え方は高校までと異なり，様々な分野の専門科目及び研究で必要となる基礎知識，理解力及び考え方

を身に着けることを目的としている。高校で化学を履修していなくても，講義をしっかり受講することで化学の基礎を習得でき

る内容である。「あらゆる理工系学生のための化学」「将来役に立つ化学」「身近にある化学」として化学に興味・関心を持て

るような授業を実施するので，化学に対する疑問が解決できることを期待する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業中に指示する。 

 

 
５．教科書 

 授業の中で指定する。 

 

 
６．参考書 

 授業の中で紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回、授業中にフィードバックを行なう。 

 
８．成績評価の方法 

 授業時間内演習を 30％，期末試験を 70％の割合で評価する。合計が満点の 60％以上を単位習得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBCH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎化学 1[機械] 

担当者名 藤野正家 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学化学は量子力学と熱力学を基本にして作り上げられている。春学期は量子力学が主にかかわる項目，つまり原子と結

合について解説する。結果だけを見れば高校の化学と似ているが，知識を身につけるまでの過程が大切であり，その訓練に

より，将来出合うであろう化学に関連した仕事上の問題を解決する最大の力を獲得してほしい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 講義内容の紹介，大学での勉強の仕方，高校での履修状況などのアンケート。物理量，数値と単位。 

［第２回] 単位と次元，単位の変換，SI 単位，科学系文書での約束事。 

［第３～８回] ｢化学の基礎」 

原子とその性質 

原子から元素・周期表 

［第９～13 回] ｢物質の化学」 

化学結合と立体構造 

化学物質の基礎 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での理科の考え方は高校までと異なり，様々な分野の専門科目及び研究で必要となる基礎知識，理解力及び考え方

を身に着けることを目的としている。高校で化学を履修していなくても，講義をしっかり受講することで化学の基礎を習得でき

る内容である。「あらゆる理工系学生のための化学」「将来役に立つ化学」「身近にある化学」として化学に興味・関心を持て

るような授業を実施するので，化学に対する疑問が解決できることを期待する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業中に指示する。 

 

 
５．教科書 

 授業の中で指定する。 

 

 
６．参考書 

 授業の中で紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回、授業中にフィードバックを行なう。 

 
８．成績評価の方法 

 授業時間内演習を 30％，期末試験を 70％の割合で評価する。合計が満点の 60％以上を単位習得の条件とする。 

 
９．その他 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

1094 

 

科目ナンバー STBCH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎化学 1[機情] 

担当者名 林勇佑 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学化学は量子力学と熱力学を基本にして作り上げられている。春学期は量子力学が主にかかわる項目，つまり原子と結

合について解説する。結果だけを見れば高校の化学と似ているが，知識を身につけるまでの過程が大切であり，その訓練に

より，将来出合うであろう化学に関連した仕事上の問題を解決する最大の力を獲得してほしい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 講義内容の紹介，大学での勉強の仕方，高校での履修状況などのアンケート。物理量，数値と単位。 

［第２回] 単位と次元，単位の変換，SI 単位，科学系文書での約束事。 

［第３～８回] ｢化学の基礎」 

原子とその性質 

原子から元素・周期表 

［第９～13 回] ｢物質の化学」 

化学結合と立体構造 

化学物質の基礎 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での理科の考え方は高校までと異なり，様々な分野の専門科目及び研究で必要となる基礎知識，理解力及び考え方

を身に着けることを目的としている。高校で化学を履修していなくても，講義をしっかり受講することで化学の基礎を習得でき

る内容である。「あらゆる理工系学生のための化学」「将来役に立つ化学」「身近にある化学」として化学に興味・関心を持て

るような授業を実施するので，化学に対する疑問が解決できることを期待する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業中に指示する。 

 

 
５．教科書 

 授業の中で指定する。 

 

 
６．参考書 

 授業の中で紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回、授業中にフィードバックを行なう。 

 
８．成績評価の方法 

 授業時間内演習を 30％，期末試験を 70％の割合で評価する。合計が満点の 60％以上を単位習得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBCH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎化学 1[9・10a 組] 

担当者名 蒼見桂子 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学化学は量子力学と熱力学を基本にして作り上げられている。春学期は量子力学が主にかかわる項目，つまり原子と結

合について解説する。結果だけを見れば高校の化学と似ているが，知識を身につけるまでの過程が大切であり，その訓練に

より，将来出合うであろう化学に関連した仕事上の問題を解決する最大の力を獲得してほしい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 講義内容の紹介，大学での勉強の仕方，高校での履修状況などのアンケート。物理量，数値と単位。 

［第２回] 単位と次元，単位の変換，SI 単位，科学系文書での約束事。 

［第３～８回] ｢化学の基礎」 

原子とその性質 

原子から元素・周期表 

［第９～13 回] ｢物質の化学」 

化学結合と立体構造 

化学物質の基礎 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での理科の考え方は高校までと異なり，様々な分野の専門科目及び研究で必要となる基礎知識，理解力及び考え方

を身に着けることを目的としている。高校で化学を履修していなくても，講義をしっかり受講することで化学の基礎を習得でき

る内容である。「あらゆる理工系学生のための化学」「将来役に立つ化学」「身近にある化学」として化学に興味・関心を持て

るような授業を実施するので，化学に対する疑問が解決できることを期待する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業中に指示する。 

 

 
５．教科書 

 授業の中で指定する。 

 

 
６．参考書 

 授業の中で紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回、授業中にフィードバックを行なう。 

 
８．成績評価の方法 

 授業時間内演習を 30％，期末試験を 70％の割合で評価する。合計が満点の 60％以上を単位習得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBCH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎化学 1[10b・11 組] 

担当者名 村田剛 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学化学は量子力学と熱力学を基本にして作り上げられている。春学期は量子力学が主にかかわる項目，つまり原子と結

合について解説する。結果だけを見れば高校の化学と似ているが，知識を身につけるまでの過程が大切であり，その訓練に

より，将来出合うであろう化学に関連した仕事上の問題を解決する最大の力を獲得してほしい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 講義内容の紹介，大学での勉強の仕方，高校での履修状況などのアンケート。物理量，数値と単位。 

［第２回] 単位と次元，単位の変換，SI 単位，科学系文書での約束事。 

［第３～８回] ｢化学の基礎」 

原子とその性質 

原子から元素・周期表 

［第９～13 回] ｢物質の化学」 

化学結合と立体構造 

化学物質の基礎 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での理科の考え方は高校までと異なり，様々な分野の専門科目及び研究で必要となる基礎知識，理解力及び考え方

を身に着けることを目的としている。高校で化学を履修していなくても，講義をしっかり受講することで化学の基礎を習得でき

る内容である。「あらゆる理工系学生のための化学」「将来役に立つ化学」「身近にある化学」として化学に興味・関心を持て

るような授業を実施するので，化学に対する疑問が解決できることを期待する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業中に指示する。 

 

 
５．教科書 

 授業の中で指定する。 

 

 
６．参考書 

 授業の中で紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回、授業中にフィードバックを行なう。 

 
８．成績評価の方法 

 授業時間内演習を 30％，期末試験を 70％の割合で評価する。合計が満点の 60％以上を単位習得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBCH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎化学 1[12 組] 

担当者名 李沅錫 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学化学は量子力学と熱力学を基本にして作り上げられている。春学期は量子力学が主にかかわる項目，つまり原子と結

合について解説する。結果だけを見れば高校の化学と似ているが，知識を身につけるまでの過程が大切であり，その訓練に

より，将来出合うであろう化学に関連した仕事上の問題を解決する最大の力を獲得してほしい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 講義内容の紹介，大学での勉強の仕方，高校での履修状況などのアンケート。物理量，数値と単位。 

［第２回] 単位と次元，単位の変換，SI 単位，科学系文書での約束事。 

［第３～８回] ｢化学の基礎」 

原子とその性質 

原子から元素・周期表 

［第９～13 回] ｢物質の化学」 

化学結合と立体構造 

化学物質の基礎 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での理科の考え方は高校までと異なり，様々な分野の専門科目及び研究で必要となる基礎知識，理解力及び考え方

を身に着けることを目的としている。高校で化学を履修していなくても，講義をしっかり受講することで化学の基礎を習得でき

る内容である。「あらゆる理工系学生のための化学」「将来役に立つ化学」「身近にある化学」として化学に興味・関心を持て

るような授業を実施するので，化学に対する疑問が解決できることを期待する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業中に指示する。 

 

 
５．教科書 

 授業の中で指定する。 

 

 
６．参考書 

 授業の中で紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回、授業中にフィードバックを行なう。 

 
８．成績評価の方法 

 授業時間内演習を 30％，期末試験を 70％の割合で評価する。合計が満点の 60％以上を単位習得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBCH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎化学 1[13 組] 

担当者名 田中裕也 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学化学は量子力学と熱力学を基本にして作り上げられている。春学期は量子力学が主にかかわる項目，つまり原子と結

合について解説する。結果だけを見れば高校の化学と似ているが，知識を身につけるまでの過程が大切であり，その訓練に

より，将来出合うであろう化学に関連した仕事上の問題を解決する最大の力を獲得してほしい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 講義内容の紹介，大学での勉強の仕方，高校での履修状況などのアンケート。物理量，数値と単位。 

［第２回] 単位と次元，単位の変換，SI 単位，科学系文書での約束事。 

［第３～８回] ｢化学の基礎」 

原子とその性質 

原子から元素・周期表 

［第９～13 回] ｢物質の化学」 

化学結合と立体構造 

化学物質の基礎 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での理科の考え方は高校までと異なり，様々な分野の専門科目及び研究で必要となる基礎知識，理解力及び考え方

を身に着けることを目的としている。高校で化学を履修していなくても，講義をしっかり受講することで化学の基礎を習得でき

る内容である。「あらゆる理工系学生のための化学」「将来役に立つ化学」「身近にある化学」として化学に興味・関心を持て

るような授業を実施するので，化学に対する疑問が解決できることを期待する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業中に指示する。 

 

 
５．教科書 

 授業の中で指定する。 

 

 
６．参考書 

 授業の中で紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回、授業中にフィードバックを行なう。 

 
８．成績評価の方法 

 授業時間内演習を 30％，期末試験を 70％の割合で評価する。合計が満点の 60％以上を単位習得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBCH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎化学 1[14・16a・17a 組] 

担当者名 相澤守 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学化学は量子力学と熱力学を基本にして作り上げられている。春学期は量子力学が主にかかわる項目，つまり原子と結

合について解説する。結果だけを見れば高校の化学と似ているが，知識を身につけるまでの過程が大切であり，その訓練に

より，将来出合うであろう化学に関連した仕事上の問題を解決する最大の力を獲得してほしい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 講義内容の紹介，大学での勉強の仕方，高校での履修状況などのアンケート。物理量，数値と単位。 

［第２回] 単位と次元，単位の変換，SI 単位，科学系文書での約束事。 

［第３～８回] ｢化学の基礎」 

原子とその性質 

原子から元素・周期表 

［第９～13 回] ｢物質の化学」 

化学結合と立体構造 

化学物質の基礎 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での理科の考え方は高校までと異なり，様々な分野の専門科目及び研究で必要となる基礎知識，理解力及び考え方

を身に着けることを目的としている。高校で化学を履修していなくても，講義をしっかり受講することで化学の基礎を習得でき

る内容である。「あらゆる理工系学生のための化学」「将来役に立つ化学」「身近にある化学」として化学に興味・関心を持て

るような授業を実施するので，化学に対する疑問が解決できることを期待する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業中に指示する。 

 

 
５．教科書 

 授業の中で指定する。 

 

 
６．参考書 

 授業の中で紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回、授業中にフィードバックを行なう。 

 
８．成績評価の方法 

 授業時間内演習を 30％，期末試験を 70％の割合で評価する。合計が満点の 60％以上を単位習得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBCH111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎化学 1[15・16b・17b 組] 

担当者名 村串まどか 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学化学は量子力学と熱力学を基本にして作り上げられている。春学期は量子力学が主にかかわる項目，つまり原子と結

合について解説する。結果だけを見れば高校の化学と似ているが，知識を身につけるまでの過程が大切であり，その訓練に

より，将来出合うであろう化学に関連した仕事上の問題を解決する最大の力を獲得してほしい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 講義内容の紹介，大学での勉強の仕方，高校での履修状況などのアンケート。物理量，数値と単位。 

［第２回] 単位と次元，単位の変換，SI 単位，科学系文書での約束事。 

［第３～８回] ｢化学の基礎」 

原子とその性質 

原子から元素・周期表 

［第９～13 回] ｢物質の化学」 

化学結合と立体構造 

化学物質の基礎 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 大学での理科の考え方は高校までと異なり，様々な分野の専門科目及び研究で必要となる基礎知識，理解力及び考え方

を身に着けることを目的としている。高校で化学を履修していなくても，講義をしっかり受講することで化学の基礎を習得でき

る内容である。「あらゆる理工系学生のための化学」「将来役に立つ化学」「身近にある化学」として化学に興味・関心を持て

るような授業を実施するので，化学に対する疑問が解決できることを期待する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業中に指示する。 

 

 
５．教科書 

 授業の中で指定する。 

 

 
６．参考書 

 授業の中で紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回、授業中にフィードバックを行なう。 

 
８．成績評価の方法 

 授業時間内演習を 30％，期末試験を 70％の割合で評価する。合計が満点の 60％以上を単位習得の条件とする。 

 
９．その他 
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基礎化学 2 

科目ナンバー STBCH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎化学 2[1・2 組] 

担当者名 藤野正家 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学化学は量子力学と熱力学を基本にして作り上げられている。秋学期は熱力学が主にかかわる項目，つまり物質が他

の物質，あるいは他の状態に変化する原動力は何か，化学平衡を支配する要素は何か，などについて解説する。春学期と

同じく，知識を身につけるまでの過程を実際にたどることが大切である。多くの現象を理解するために必要な基礎理論である

ことに驚くだろう。 

 

 
２．授業内容 

［第１～２回] 講義内容の紹介，理想気体分子の運動と圧力。内部エネルギー 

［第３回] 系と状態量。状態方程式，熱力学第一法則 

［第４～５回] 熱容量，圧縮の仕事，内部エネルギーとエンタルピー，熱化学方程式 

［第６回] 理想気体の等温圧縮。可逆過程 

［第７回] 断熱圧縮，断熱膨張。 

［第８～９回] Carnot サイクル。熱力学第二法則と熱力学温度。 

［第 10～14 回] 自由エネルギーが関連する項目 

 

 
３．履修上の注意 

基礎化学２も基礎化学１と同様に高校で化学を履修していなくても，習得できる内容としている。「身近にある化学」をより強く

感じられる授業を展開するので，化学に興味・関心を持つことを期待する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業で学習した内容について，復習すること。 

 

 
５．教科書 

授業の中で指定する。 

 

 
６．参考書 

授業の中で必要に応じて紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内または Oh-Meiji によりフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

授業時間内の演習を 30％，期末試験を 70％の割合で評価する。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBCH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎化学 2[3・4 組] 

担当者名 川下将一 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学化学は量子力学と熱力学を基本にして作り上げられている。秋学期は熱力学が主にかかわる項目，つまり物質が他

の物質，あるいは他の状態に変化する原動力は何か，化学平衡を支配する要素は何か，などについて解説する。春学期と

同じく，知識を身につけるまでの過程を実際にたどることが大切である。多くの現象を理解するために必要な基礎理論である

ことに驚くだろう。 

 

 
２．授業内容 

［第１～２回] 講義内容の紹介，理想気体分子の運動と圧力。内部エネルギー 

［第３回] 系と状態量。状態方程式，熱力学第一法則 

［第４～５回] 熱容量，圧縮の仕事，内部エネルギーとエンタルピー，熱化学方程式 

［第６回] 理想気体の等温圧縮。可逆過程 

［第７回] 断熱圧縮，断熱膨張。 

［第８～９回] Carnot サイクル。熱力学第二法則と熱力学温度。 

［第 10～14 回] 自由エネルギーが関連する項目 

 

 
３．履修上の注意 

基礎化学２も基礎化学１と同様に高校で化学を履修していなくても，習得できる内容としている。「身近にある化学」をより強く

感じられる授業を展開するので，化学に興味・関心を持つことを期待する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業で学習した内容について，復習すること。 

 

 
５．教科書 

授業の中で指定する。 

 

 
６．参考書 

授業の中で必要に応じて紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内または Oh-Meiji によりフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

授業時間内の演習を 30％，期末試験を 70％の割合で評価する。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBCH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎化学 2[機械] 

担当者名 藤野正家 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学化学は量子力学と熱力学を基本にして作り上げられている。秋学期は熱力学が主にかかわる項目，つまり物質が他

の物質，あるいは他の状態に変化する原動力は何か，化学平衡を支配する要素は何か，などについて解説する。春学期と

同じく，知識を身につけるまでの過程を実際にたどることが大切である。多くの現象を理解するために必要な基礎理論である

ことに驚くだろう。 

 

 
２．授業内容 

［第１～２回] 講義内容の紹介，理想気体分子の運動と圧力。内部エネルギー 

［第３回] 系と状態量。状態方程式，熱力学第一法則 

［第４～５回] 熱容量，圧縮の仕事，内部エネルギーとエンタルピー，熱化学方程式 

［第６回] 理想気体の等温圧縮。可逆過程 

［第７回] 断熱圧縮，断熱膨張。 

［第８～９回] Carnot サイクル。熱力学第二法則と熱力学温度。 

［第 10～14 回] 自由エネルギーが関連する項目 

 

 
３．履修上の注意 

基礎化学２も基礎化学１と同様に高校で化学を履修していなくても，習得できる内容としている。「身近にある化学」をより強く

感じられる授業を展開するので，化学に興味・関心を持つことを期待する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業で学習した内容について，復習すること。 

 

 
５．教科書 

授業の中で指定する。 

 

 
６．参考書 

授業の中で必要に応じて紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内または Oh-Meiji によりフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

授業時間内の演習を 30％，期末試験を 70％の割合で評価する。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBCH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎化学 2[機情] 

担当者名 林勇佑 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学化学は量子力学と熱力学を基本にして作り上げられている。秋学期は熱力学が主にかかわる項目，つまり物質が他

の物質，あるいは他の状態に変化する原動力は何か，化学平衡を支配する要素は何か，などについて解説する。春学期と

同じく，知識を身につけるまでの過程を実際にたどることが大切である。多くの現象を理解するために必要な基礎理論である

ことに驚くだろう。 

 

 
２．授業内容 

［第１～２回] 講義内容の紹介，理想気体分子の運動と圧力。内部エネルギー 

［第３回] 系と状態量。状態方程式，熱力学第一法則 

［第４～５回] 熱容量，圧縮の仕事，内部エネルギーとエンタルピー，熱化学方程式 

［第６回] 理想気体の等温圧縮。可逆過程 

［第７回] 断熱圧縮，断熱膨張。 

［第８～９回] Carnot サイクル。熱力学第二法則と熱力学温度。 

［第 10～14 回] 自由エネルギーが関連する項目 

 

 
３．履修上の注意 

基礎化学２も基礎化学１と同様に高校で化学を履修していなくても，習得できる内容としている。「身近にある化学」をより強く

感じられる授業を展開するので，化学に興味・関心を持つことを期待する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業で学習した内容について，復習すること。 

 

 
５．教科書 

授業の中で指定する。 

 

 
６．参考書 

授業の中で必要に応じて紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内または Oh-Meiji によりフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

授業時間内の演習を 30％，期末試験を 70％の割合で評価する。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBCH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎化学 2[建築] 

担当者名 蒼見桂子 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学化学は量子力学と熱力学を基本にして作り上げられている。秋学期は熱力学が主にかかわる項目，つまり物質が他

の物質，あるいは他の状態に変化する原動力は何か，化学平衡を支配する要素は何か，などについて解説する。春学期と

同じく，知識を身につけるまでの過程を実際にたどることが大切である。多くの現象を理解するために必要な基礎理論である

ことに驚くだろう。 

 

 
２．授業内容 

［第１～２回] 講義内容の紹介，理想気体分子の運動と圧力。内部エネルギー 

［第３回] 系と状態量。状態方程式，熱力学第一法則 

［第４～５回] 熱容量，圧縮の仕事，内部エネルギーとエンタルピー，熱化学方程式 

［第６回] 理想気体の等温圧縮。可逆過程 

［第７回] 断熱圧縮，断熱膨張。 

［第８～９回] Carnot サイクル。熱力学第二法則と熱力学温度。 

［第 10～14 回] 自由エネルギーが関連する項目 

 

 
３．履修上の注意 

基礎化学２も基礎化学１と同様に高校で化学を履修していなくても，習得できる内容としている。「身近にある化学」をより強く

感じられる授業を展開するので，化学に興味・関心を持つことを期待する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業で学習した内容について，復習すること。 

 

 
５．教科書 

授業の中で指定する。 

 

 
６．参考書 

授業の中で必要に応じて紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内または Oh-Meiji によりフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

授業時間内の演習を 30％，期末試験を 70％の割合で評価する。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBCH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎化学 2[12 組] 

担当者名 李沅錫 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学化学は量子力学と熱力学を基本にして作り上げられている。秋学期は熱力学が主にかかわる項目，つまり物質が他

の物質，あるいは他の状態に変化する原動力は何か，化学平衡を支配する要素は何か，などについて解説する。春学期と

同じく，知識を身につけるまでの過程を実際にたどることが大切である。多くの現象を理解するために必要な基礎理論である

ことに驚くだろう。 

 

 
２．授業内容 

［第１～２回] 講義内容の紹介，理想気体分子の運動と圧力。内部エネルギー 

［第３回] 系と状態量。状態方程式，熱力学第一法則 

［第４～５回] 熱容量，圧縮の仕事，内部エネルギーとエンタルピー，熱化学方程式 

［第６回] 理想気体の等温圧縮。可逆過程 

［第７回] 断熱圧縮，断熱膨張。 

［第８～９回] Carnot サイクル。熱力学第二法則と熱力学温度。 

［第 10～14 回] 自由エネルギーが関連する項目 

 

 
３．履修上の注意 

基礎化学２も基礎化学１と同様に高校で化学を履修していなくても，習得できる内容としている。「身近にある化学」をより強く

感じられる授業を展開するので，化学に興味・関心を持つことを期待する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業で学習した内容について，復習すること。 

 

 
５．教科書 

授業の中で指定する。 

 

 
６．参考書 

授業の中で必要に応じて紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内または Oh-Meiji によりフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

授業時間内の演習を 30％，期末試験を 70％の割合で評価する。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBCH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎化学 2[13 組] 

担当者名 占部弘和 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学化学は量子力学と熱力学を基本にして作り上げられている。秋学期は熱力学が主にかかわる項目，つまり物質が他

の物質，あるいは他の状態に変化する原動力は何か，化学平衡を支配する要素は何か，などについて解説する。春学期と

同じく，知識を身につけるまでの過程を実際にたどることが大切である。多くの現象を理解するために必要な基礎理論である

ことに驚くだろう。 

 

 
２．授業内容 

［第１～２回] 講義内容の紹介，理想気体分子の運動と圧力。内部エネルギー 

［第３回] 系と状態量。状態方程式，熱力学第一法則 

［第４～５回] 熱容量，圧縮の仕事，内部エネルギーとエンタルピー，熱化学方程式 

［第６回] 理想気体の等温圧縮。可逆過程 

［第７回] 断熱圧縮，断熱膨張。 

［第８～９回] Carnot サイクル。熱力学第二法則と熱力学温度。 

［第 10～14 回] 自由エネルギーが関連する項目 

 

 
３．履修上の注意 

基礎化学２も基礎化学１と同様に高校で化学を履修していなくても，習得できる内容としている。「身近にある化学」をより強く

感じられる授業を展開するので，化学に興味・関心を持つことを期待する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業で学習した内容について，復習すること。 

 

 
５．教科書 

授業の中で指定する。 

 

 
６．参考書 

授業の中で必要に応じて紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内または Oh-Meiji によりフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

授業時間内の演習を 30％，期末試験を 70％の割合で評価する。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBCH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎化学 2[14・16a・17a 組] 

担当者名 石飛宏和 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学化学は量子力学と熱力学を基本にして作り上げられている。秋学期は熱力学が主にかかわる項目，つまり物質が他

の物質，あるいは他の状態に変化する原動力は何か，化学平衡を支配する要素は何か，などについて解説する。春学期と

同じく，知識を身につけるまでの過程を実際にたどることが大切である。多くの現象を理解するために必要な基礎理論である

ことに驚くだろう。 

 

 
２．授業内容 

［第１～２回] 講義内容の紹介，理想気体分子の運動と圧力。内部エネルギー 

［第３回] 系と状態量。状態方程式，熱力学第一法則 

［第４～５回] 熱容量，圧縮の仕事，内部エネルギーとエンタルピー，熱化学方程式 

［第６回] 理想気体の等温圧縮。可逆過程 

［第７回] 断熱圧縮，断熱膨張。 

［第８～９回] Carnot サイクル。熱力学第二法則と熱力学温度。 

［第 10～14 回] 自由エネルギーが関連する項目 

 

 
３．履修上の注意 

基礎化学２も基礎化学１と同様に高校で化学を履修していなくても，習得できる内容としている。「身近にある化学」をより強く

感じられる授業を展開するので，化学に興味・関心を持つことを期待する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業で学習した内容について，復習すること。 

 

 
５．教科書 

授業の中で指定する。 

 

 
６．参考書 

授業の中で必要に応じて紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内または Oh-Meiji によりフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

授業時間内の演習を 30％，期末試験を 70％の割合で評価する。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBCH111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎化学 2[15・16b・17b 組] 

担当者名 村串まどか 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 大学化学は量子力学と熱力学を基本にして作り上げられている。秋学期は熱力学が主にかかわる項目，つまり物質が他

の物質，あるいは他の状態に変化する原動力は何か，化学平衡を支配する要素は何か，などについて解説する。春学期と

同じく，知識を身につけるまでの過程を実際にたどることが大切である。多くの現象を理解するために必要な基礎理論である

ことに驚くだろう。 

 

 
２．授業内容 

［第１～２回] 講義内容の紹介，理想気体分子の運動と圧力。内部エネルギー 

［第３回] 系と状態量。状態方程式，熱力学第一法則 

［第４～５回] 熱容量，圧縮の仕事，内部エネルギーとエンタルピー，熱化学方程式 

［第６回] 理想気体の等温圧縮。可逆過程 

［第７回] 断熱圧縮，断熱膨張。 

［第８～９回] Carnot サイクル。熱力学第二法則と熱力学温度。 

［第 10～14 回] 自由エネルギーが関連する項目 

 

 
３．履修上の注意 

基礎化学２も基礎化学１と同様に高校で化学を履修していなくても，習得できる内容としている。「身近にある化学」をより強く

感じられる授業を展開するので，化学に興味・関心を持つことを期待する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業で学習した内容について，復習すること。 

 

 
５．教科書 

授業の中で指定する。 

 

 
６．参考書 

授業の中で必要に応じて紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内または Oh-Meiji によりフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

授業時間内の演習を 30％，期末試験を 70％の割合で評価する。 

 
９．その他 
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基礎化学実験 1 

科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 春後 

科目名 基礎化学実験 1[A・B 組] 

担当者名 大竹芳信 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験１は，「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに，“身近な化学現象”として『電池』『プラスチック』

『セラミック』の３種類をキーワードとした実験を行う。生活の中にある最先端技術の基盤には化学の基礎が隠れており，これ

らについて五感を通して自ら見つけ出してほしい。さらに，自身で取り組んだ化学実験で得られる様々なデータを「読み，扱

い，説明する」ことで，実験結果を正しく理解し，化学実験の現場のデータを適切に分析する方法を学んでほしい。基礎化

学実験１では，化学実験で得られる実験結果を用いることで「平均，分散，標準偏差の求め方と扱い方」といったデータ解析

の基礎について取り扱う。 

基礎化学実験の流れは以下のとおりである。 

 １）実験の説明及び安全教育，２）実験，３）測定値等の評価及びリザルトシートの作成，４）リザルトシートの提出, ５）データ

サイエンス課題への取り組み及び提出 

 実験に取り組む際は，真摯な態度・姿勢が大切である。化学薬品や実験器具を取り扱うため，将来研究を行うための安全

教育の一つとして実験に望んでほしい。 

 身の回りにある物質・材料・資源に関する実験を通して科学的探求能力を養うと共に，生活の中にある「化学」に気づき理

解を深めること，そして実験で得られたデータをどのように処理し，活用すべきかを知ることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間をかけて，前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）に

分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グループ

を例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，実験で得られるデータの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（１）：第２回～第３回 

金属の溶解性とイオン化傾向を調べ，電池の仕組みを学ぶ。 

［第２回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（１） 

［第３回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（２） 

DATA: 金属の溶解試験及び電位差測定データについて，平均，分散，標準偏差，理論値との誤差を算出することで実験

値の精確さ (accuracy) について評価する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（２）：第４回～第５回 

ボルタ電池，ダニエル電池および鉛畜電池を作製し，その性質を学ぶ。 

［第４回] 電池の作製と観察（１） 

［第５回] 電池の作製と観察（２） 

DATA: 作製した３種類の電池を使用し，電圧測定に基づく起電力の時間応答グラフを作成することでその性能を評価す

る。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（１）：第６回～第７回 

低分子から高分子への化学反応とそれに伴う物性変化を学ぶ。 

［第６回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（１） 

［第７回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（２） 

DATA: PMMA を合成する過程の物性評価データを整理して，身の回りの繊維と比較する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（２）：第８回～第９回 

高分子の分離手法/固形化手法の違いによる物性変化を学ぶ。 

［第８回] プラスチックの分離とリサイクル（１） 

［第９回] プラスチックの分離とリサイクル（２） 

DATA: プラスチックの分離に必要な密度の活用法と視覚的データの取得方法を理解する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（１）：第 10 回～第 11 回 

天然の粘土を使用して成形及び素焼を行い，セラミックの基礎を学ぶ。 

［第 10 回] 粘土の成形と焼成（１） 

［第 11 回] 粘土の成形と焼成（２） 

DATA: 粘土の素焼による変化を熱分析と硬度測定のデータにより焼成の仕組みを理解する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（２）：第 12 回～第 13 回 

粘土の焼成および密度測定から，セラミックの特性を学ぶ。 

［第 12 回] 素焼物の密度測定と本焼（１） 
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［第 13 回] 素焼物の密度測定と本焼（２） 

DATA: 密度測定の基本を知り，得られる密度のデータ群から平均，分散，標準偏差を求め，実験の精度 (precision) を評

価する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データの取扱いに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験１及び基礎物理学実験１の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験１

は全学科必修である。また，基礎化学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の

「データリテラシー実習」科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験１は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は Oh-o! Meiji 及び D 館３階ラウンジ掲

示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験１」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験１の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト（実験当日までに丸善で購入しておくこと）※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験１」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験１」の成績評価となる。 
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９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 

・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書内の所定の届出用紙に

全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌週までに 

D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 
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科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 春前 

科目名 基礎化学実験 1[C・D 組] 

担当者名 大竹芳信 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験１は，「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに，“身近な化学現象”として『電池』『プラスチック』

『セラミック』の３種類をキーワードとした実験を行う。生活の中にある最先端技術の基盤には化学の基礎が隠れており，これ

らについて五感を通して自ら見つけ出してほしい。さらに，自身で取り組んだ化学実験で得られる様々なデータを「読み，扱

い，説明する」ことで，実験結果を正しく理解し，化学実験の現場のデータを適切に分析する方法を学んでほしい。基礎化

学実験１では，化学実験で得られる実験結果を用いることで「平均，分散，標準偏差の求め方と扱い方」といったデータ解析

の基礎について取り扱う。 

基礎化学実験の流れは以下のとおりである。 

 １）実験の説明及び安全教育，２）実験，３）測定値等の評価及びリザルトシートの作成，４）リザルトシートの提出, ５）データ

サイエンス課題への取り組み及び提出 

 実験に取り組む際は，真摯な態度・姿勢が大切である。化学薬品や実験器具を取り扱うため，将来研究を行うための安全

教育の一つとして実験に望んでほしい。 

 身の回りにある物質・材料・資源に関する実験を通して科学的探求能力を養うと共に，生活の中にある「化学」に気づき理

解を深めること，そして実験で得られたデータをどのように処理し，活用すべきかを知ることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間をかけて，前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）に

分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グループ

を例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，実験で得られるデータの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（１）：第２回～第３回 

金属の溶解性とイオン化傾向を調べ，電池の仕組みを学ぶ。 

［第２回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（１） 

［第３回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（２） 

DATA: 金属の溶解試験及び電位差測定データについて，平均，分散，標準偏差，理論値との誤差を算出することで実験

値の精確さ (accuracy) について評価する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（２）：第４回～第５回 

ボルタ電池，ダニエル電池および鉛畜電池を作製し，その性質を学ぶ。 

［第４回] 電池の作製と観察（１） 

［第５回] 電池の作製と観察（２） 

DATA: 作製した３種類の電池を使用し，電圧測定に基づく起電力の時間応答グラフを作成することでその性能を評価す

る。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（１）：第６回～第７回 

低分子から高分子への化学反応とそれに伴う物性変化を学ぶ。 

［第６回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（１） 

［第７回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（２） 

DATA: PMMA を合成する過程の物性評価データを整理して，身の回りの繊維と比較する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（２）：第８回～第９回 

高分子の分離手法/固形化手法の違いによる物性変化を学ぶ。 

［第８回] プラスチックの分離とリサイクル（１） 

［第９回] プラスチックの分離とリサイクル（２） 

DATA: プラスチックの分離に必要な密度の活用法と視覚的データの取得方法を理解する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（１）：第 10 回～第 11 回 

天然の粘土を使用して成形及び素焼を行い，セラミックの基礎を学ぶ。 

［第 10 回] 粘土の成形と焼成（１） 

［第 11 回] 粘土の成形と焼成（２） 

DATA: 粘土の素焼による変化を熱分析と硬度測定のデータにより焼成の仕組みを理解する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（２）：第 12 回～第 13 回 

粘土の焼成および密度測定から，セラミックの特性を学ぶ。 

［第 12 回] 素焼物の密度測定と本焼（１） 
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［第 13 回] 素焼物の密度測定と本焼（２） 

DATA: 密度測定の基本を知り，得られる密度のデータ群から平均，分散，標準偏差を求め，実験の精度 (precision) を評

価する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データの取扱いに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験１及び基礎物理学実験１の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験１

は全学科必修である。また，基礎化学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の

「データリテラシー実習」科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験１は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は Oh-o! Meiji 及び D 館３階ラウンジ掲

示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験１」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験１の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト（実験当日までに丸善で購入しておくこと）※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験１」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験１」の成績評価となる。 
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９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 

・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書内の所定の届出用紙に

全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌週までに 

D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 
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科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 春後 

科目名 基礎化学実験 1[E・F 組] 

担当者名 小川熟人 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験１は，「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに，“身近な化学現象”として『電池』『プラスチック』

『セラミック』の３種類をキーワードとした実験を行う。生活の中にある最先端技術の基盤には化学の基礎が隠れており，これ

らについて五感を通して自ら見つけ出してほしい。さらに，自身で取り組んだ化学実験で得られる様々なデータを「読み，扱

い，説明する」ことで，実験結果を正しく理解し，化学実験の現場のデータを適切に分析する方法を学んでほしい。基礎化

学実験１では，化学実験で得られる実験結果を用いることで「平均，分散，標準偏差の求め方と扱い方」といったデータ解析

の基礎について取り扱う。 

基礎化学実験の流れは以下のとおりである。 

 １）実験の説明及び安全教育，２）実験，３）測定値等の評価及びリザルトシートの作成，４）リザルトシートの提出, ５）データ

サイエンス課題への取り組み及び提出 

 実験に取り組む際は，真摯な態度・姿勢が大切である。化学薬品や実験器具を取り扱うため，将来研究を行うための安全

教育の一つとして実験に望んでほしい。 

 身の回りにある物質・材料・資源に関する実験を通して科学的探求能力を養うと共に，生活の中にある「化学」に気づき理

解を深めること，そして実験で得られたデータをどのように処理し，活用すべきかを知ることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間をかけて，前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）に

分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グループ

を例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，実験で得られるデータの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（１）：第２回～第３回 

金属の溶解性とイオン化傾向を調べ，電池の仕組みを学ぶ。 

［第２回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（１） 

［第３回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（２） 

DATA: 金属の溶解試験及び電位差測定データについて，平均，分散，標準偏差，理論値との誤差を算出することで実験

値の精確さ (accuracy) について評価する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（２）：第４回～第５回 

ボルタ電池，ダニエル電池および鉛畜電池を作製し，その性質を学ぶ。 

［第４回] 電池の作製と観察（１） 

［第５回] 電池の作製と観察（２） 

DATA: 作製した３種類の電池を使用し，電圧測定に基づく起電力の時間応答グラフを作成することでその性能を評価す

る。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（１）：第６回～第７回 

低分子から高分子への化学反応とそれに伴う物性変化を学ぶ。 

［第６回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（１） 

［第７回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（２） 

DATA: PMMA を合成する過程の物性評価データを整理して，身の回りの繊維と比較する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（２）：第８回～第９回 

高分子の分離手法/固形化手法の違いによる物性変化を学ぶ。 

［第８回] プラスチックの分離とリサイクル（１） 

［第９回] プラスチックの分離とリサイクル（２） 

DATA: プラスチックの分離に必要な密度の活用法と視覚的データの取得方法を理解する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（１）：第 10 回～第 11 回 

天然の粘土を使用して成形及び素焼を行い，セラミックの基礎を学ぶ。 

［第 10 回] 粘土の成形と焼成（１） 

［第 11 回] 粘土の成形と焼成（２） 

DATA: 粘土の素焼による変化を熱分析と硬度測定のデータにより焼成の仕組みを理解する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（２）：第 12 回～第 13 回 

粘土の焼成および密度測定から，セラミックの特性を学ぶ。 

［第 12 回] 素焼物の密度測定と本焼（１） 
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［第 13 回] 素焼物の密度測定と本焼（２） 

DATA: 密度測定の基本を知り，得られる密度のデータ群から平均，分散，標準偏差を求め，実験の精度 (precision) を評

価する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データの取扱いに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験１及び基礎物理学実験１の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験１

は全学科必修である。また，基礎化学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の

「データリテラシー実習」科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験１は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は Oh-o! Meiji 及び D 館３階ラウンジ掲

示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験１」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験１の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト（実験当日までに丸善で購入しておくこと）※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験１」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験１」の成績評価となる。 
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９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 

・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書内の所定の届出用紙に

全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌週までに 

D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 
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科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 春前 

科目名 基礎化学実験 1[G・H 組] 

担当者名 小川熟人 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験１は，「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに，“身近な化学現象”として『電池』『プラスチック』

『セラミック』の３種類をキーワードとした実験を行う。生活の中にある最先端技術の基盤には化学の基礎が隠れており，これ

らについて五感を通して自ら見つけ出してほしい。さらに，自身で取り組んだ化学実験で得られる様々なデータを「読み，扱

い，説明する」ことで，実験結果を正しく理解し，化学実験の現場のデータを適切に分析する方法を学んでほしい。基礎化

学実験１では，化学実験で得られる実験結果を用いることで「平均，分散，標準偏差の求め方と扱い方」といったデータ解析

の基礎について取り扱う。 

基礎化学実験の流れは以下のとおりである。 

 １）実験の説明及び安全教育，２）実験，３）測定値等の評価及びリザルトシートの作成，４）リザルトシートの提出, ５）データ

サイエンス課題への取り組み及び提出 

 実験に取り組む際は，真摯な態度・姿勢が大切である。化学薬品や実験器具を取り扱うため，将来研究を行うための安全

教育の一つとして実験に望んでほしい。 

 身の回りにある物質・材料・資源に関する実験を通して科学的探求能力を養うと共に，生活の中にある「化学」に気づき理

解を深めること，そして実験で得られたデータをどのように処理し，活用すべきかを知ることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間をかけて，前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）に

分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グループ

を例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，実験で得られるデータの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（１）：第２回～第３回 

金属の溶解性とイオン化傾向を調べ，電池の仕組みを学ぶ。 

［第２回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（１） 

［第３回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（２） 

DATA: 金属の溶解試験及び電位差測定データについて，平均，分散，標準偏差，理論値との誤差を算出することで実験

値の精確さ (accuracy) について評価する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（２）：第４回～第５回 

ボルタ電池，ダニエル電池および鉛畜電池を作製し，その性質を学ぶ。 

［第４回] 電池の作製と観察（１） 

［第５回] 電池の作製と観察（２） 

DATA: 作製した３種類の電池を使用し，電圧測定に基づく起電力の時間応答グラフを作成することでその性能を評価す

る。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（１）：第６回～第７回 

低分子から高分子への化学反応とそれに伴う物性変化を学ぶ。 

［第６回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（１） 

［第７回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（２） 

DATA: PMMA を合成する過程の物性評価データを整理して，身の回りの繊維と比較する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（２）：第８回～第９回 

高分子の分離手法/固形化手法の違いによる物性変化を学ぶ。 

［第８回] プラスチックの分離とリサイクル（１） 

［第９回] プラスチックの分離とリサイクル（２） 

DATA: プラスチックの分離に必要な密度の活用法と視覚的データの取得方法を理解する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（１）：第 10 回～第 11 回 

天然の粘土を使用して成形及び素焼を行い，セラミックの基礎を学ぶ。 

［第 10 回] 粘土の成形と焼成（１） 

［第 11 回] 粘土の成形と焼成（２） 

DATA: 粘土の素焼による変化を熱分析と硬度測定のデータにより焼成の仕組みを理解する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（２）：第 12 回～第 13 回 

粘土の焼成および密度測定から，セラミックの特性を学ぶ。 

［第 12 回] 素焼物の密度測定と本焼（１） 
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［第 13 回] 素焼物の密度測定と本焼（２） 

DATA: 密度測定の基本を知り，得られる密度のデータ群から平均，分散，標準偏差を求め，実験の精度 (precision) を評

価する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データの取扱いに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験１及び基礎物理学実験１の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験１

は全学科必修である。また，基礎化学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の

「データリテラシー実習」科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験１は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は Oh-o! Meiji 及び D 館３階ラウンジ掲

示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験１」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験１の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト（実験当日までに丸善で購入しておくこと）※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験１」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験１」の成績評価となる。 
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９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 

・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書内の所定の届出用紙に

全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌週までに 

D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

1122 

 

科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 春後 

科目名 基礎化学実験 1[I・J 組] 

担当者名 本多貴之 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験１は，「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに，“身近な化学現象”として『電池』『プラスチック』

『セラミック』の３種類をキーワードとした実験を行う。生活の中にある最先端技術の基盤には化学の基礎が隠れており，これ

らについて五感を通して自ら見つけ出してほしい。さらに，自身で取り組んだ化学実験で得られる様々なデータを「読み，扱

い，説明する」ことで，実験結果を正しく理解し，化学実験の現場のデータを適切に分析する方法を学んでほしい。基礎化

学実験１では，化学実験で得られる実験結果を用いることで「平均，分散，標準偏差の求め方と扱い方」といったデータ解析

の基礎について取り扱う。 

基礎化学実験の流れは以下のとおりである。 

 １）実験の説明及び安全教育，２）実験，３）測定値等の評価及びリザルトシートの作成，４）リザルトシートの提出, ５）データ

サイエンス課題への取り組み及び提出 

 実験に取り組む際は，真摯な態度・姿勢が大切である。化学薬品や実験器具を取り扱うため，将来研究を行うための安全

教育の一つとして実験に望んでほしい。 

 身の回りにある物質・材料・資源に関する実験を通して科学的探求能力を養うと共に，生活の中にある「化学」に気づき理

解を深めること，そして実験で得られたデータをどのように処理し，活用すべきかを知ることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間をかけて，前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）に

分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グループ

を例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，実験で得られるデータの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（１）：第２回～第３回 

金属の溶解性とイオン化傾向を調べ，電池の仕組みを学ぶ。 

［第２回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（１） 

［第３回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（２） 

DATA: 金属の溶解試験及び電位差測定データについて，平均，分散，標準偏差，理論値との誤差を算出することで実験

値の精確さ (accuracy) について評価する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（２）：第４回～第５回 

ボルタ電池，ダニエル電池および鉛畜電池を作製し，その性質を学ぶ。 

［第４回] 電池の作製と観察（１） 

［第５回] 電池の作製と観察（２） 

DATA: 作製した３種類の電池を使用し，電圧測定に基づく起電力の時間応答グラフを作成することでその性能を評価す

る。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（１）：第６回～第７回 

低分子から高分子への化学反応とそれに伴う物性変化を学ぶ。 

［第６回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（１） 

［第７回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（２） 

DATA: PMMA を合成する過程の物性評価データを整理して，身の回りの繊維と比較する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（２）：第８回～第９回 

高分子の分離手法/固形化手法の違いによる物性変化を学ぶ。 

［第８回] プラスチックの分離とリサイクル（１） 

［第９回] プラスチックの分離とリサイクル（２） 

DATA: プラスチックの分離に必要な密度の活用法と視覚的データの取得方法を理解する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（１）：第 10 回～第 11 回 

天然の粘土を使用して成形及び素焼を行い，セラミックの基礎を学ぶ。 

［第 10 回] 粘土の成形と焼成（１） 

［第 11 回] 粘土の成形と焼成（２） 

DATA: 粘土の素焼による変化を熱分析と硬度測定のデータにより焼成の仕組みを理解する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（２）：第 12 回～第 13 回 

粘土の焼成および密度測定から，セラミックの特性を学ぶ。 

［第 12 回] 素焼物の密度測定と本焼（１） 
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［第 13 回] 素焼物の密度測定と本焼（２） 

DATA: 密度測定の基本を知り，得られる密度のデータ群から平均，分散，標準偏差を求め，実験の精度 (precision) を評

価する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データの取扱いに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験１及び基礎物理学実験１の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験１

は全学科必修である。また，基礎化学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の

「データリテラシー実習」科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験１は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は Oh-o! Meiji 及び D 館３階ラウンジ掲

示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験１」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験１の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト（実験当日までに丸善で購入しておくこと）※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験１」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験１」の成績評価となる。 
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９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 

・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書内の所定の届出用紙に

全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌週までに 

D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 
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科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 春前 

科目名 基礎化学実験 1[K・L 組] 

担当者名 本多貴之 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験１は，「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに，“身近な化学現象”として『電池』『プラスチック』

『セラミック』の３種類をキーワードとした実験を行う。生活の中にある最先端技術の基盤には化学の基礎が隠れており，これ

らについて五感を通して自ら見つけ出してほしい。さらに，自身で取り組んだ化学実験で得られる様々なデータを「読み，扱

い，説明する」ことで，実験結果を正しく理解し，化学実験の現場のデータを適切に分析する方法を学んでほしい。基礎化

学実験１では，化学実験で得られる実験結果を用いることで「平均，分散，標準偏差の求め方と扱い方」といったデータ解析

の基礎について取り扱う。 

基礎化学実験の流れは以下のとおりである。 

 １）実験の説明及び安全教育，２）実験，３）測定値等の評価及びリザルトシートの作成，４）リザルトシートの提出, ５）データ

サイエンス課題への取り組み及び提出 

 実験に取り組む際は，真摯な態度・姿勢が大切である。化学薬品や実験器具を取り扱うため，将来研究を行うための安全

教育の一つとして実験に望んでほしい。 

 身の回りにある物質・材料・資源に関する実験を通して科学的探求能力を養うと共に，生活の中にある「化学」に気づき理

解を深めること，そして実験で得られたデータをどのように処理し，活用すべきかを知ることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間をかけて，前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）に

分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グループ

を例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，実験で得られるデータの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（１）：第２回～第３回 

金属の溶解性とイオン化傾向を調べ，電池の仕組みを学ぶ。 

［第２回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（１） 

［第３回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（２） 

DATA: 金属の溶解試験及び電位差測定データについて，平均，分散，標準偏差，理論値との誤差を算出することで実験

値の精確さ (accuracy) について評価する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（２）：第４回～第５回 

ボルタ電池，ダニエル電池および鉛畜電池を作製し，その性質を学ぶ。 

［第４回] 電池の作製と観察（１） 

［第５回] 電池の作製と観察（２） 

DATA: 作製した３種類の電池を使用し，電圧測定に基づく起電力の時間応答グラフを作成することでその性能を評価す

る。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（１）：第６回～第７回 

低分子から高分子への化学反応とそれに伴う物性変化を学ぶ。 

［第６回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（１） 

［第７回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（２） 

DATA: PMMA を合成する過程の物性評価データを整理して，身の回りの繊維と比較する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（２）：第８回～第９回 

高分子の分離手法/固形化手法の違いによる物性変化を学ぶ。 

［第８回] プラスチックの分離とリサイクル（１） 

［第９回] プラスチックの分離とリサイクル（２） 

DATA: プラスチックの分離に必要な密度の活用法と視覚的データの取得方法を理解する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（１）：第 10 回～第 11 回 

天然の粘土を使用して成形及び素焼を行い，セラミックの基礎を学ぶ。 

［第 10 回] 粘土の成形と焼成（１） 

［第 11 回] 粘土の成形と焼成（２） 

DATA: 粘土の素焼による変化を熱分析と硬度測定のデータにより焼成の仕組みを理解する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（２）：第 12 回～第 13 回 

粘土の焼成および密度測定から，セラミックの特性を学ぶ。 

［第 12 回] 素焼物の密度測定と本焼（１） 
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［第 13 回] 素焼物の密度測定と本焼（２） 

DATA: 密度測定の基本を知り，得られる密度のデータ群から平均，分散，標準偏差を求め，実験の精度 (precision) を評

価する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データの取扱いに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験１及び基礎物理学実験１の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験１

は全学科必修である。また，基礎化学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の

「データリテラシー実習」科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験１は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は Oh-o! Meiji 及び D 館３階ラウンジ掲

示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験１」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験１の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト（実験当日までに丸善で購入しておくこと）※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験１」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験１」の成績評価となる。 
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９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 

・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書内の所定の届出用紙に

全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌週までに 

D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 
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科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 春後 

科目名 基礎化学実験 1[M・N 組] 

担当者名 村串まどか 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験１は，「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに，“身近な化学現象”として『電池』『プラスチック』

『セラミック』の３種類をキーワードとした実験を行う。生活の中にある最先端技術の基盤には化学の基礎が隠れており，これ

らについて五感を通して自ら見つけ出してほしい。さらに，自身で取り組んだ化学実験で得られる様々なデータを「読み，扱

い，説明する」ことで，実験結果を正しく理解し，化学実験の現場のデータを適切に分析する方法を学んでほしい。基礎化

学実験１では，化学実験で得られる実験結果を用いることで「平均，分散，標準偏差の求め方と扱い方」といったデータ解析

の基礎について取り扱う。 

基礎化学実験の流れは以下のとおりである。 

 １）実験の説明及び安全教育，２）実験，３）測定値等の評価及びリザルトシートの作成，４）リザルトシートの提出, ５）データ

サイエンス課題への取り組み及び提出 

 実験に取り組む際は，真摯な態度・姿勢が大切である。化学薬品や実験器具を取り扱うため，将来研究を行うための安全

教育の一つとして実験に望んでほしい。 

 身の回りにある物質・材料・資源に関する実験を通して科学的探求能力を養うと共に，生活の中にある「化学」に気づき理

解を深めること，そして実験で得られたデータをどのように処理し，活用すべきかを知ることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間をかけて，前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）に

分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グループ

を例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，実験で得られるデータの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（１）：第２回～第３回 

金属の溶解性とイオン化傾向を調べ，電池の仕組みを学ぶ。 

［第２回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（１） 

［第３回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（２） 

DATA: 金属の溶解試験及び電位差測定データについて，平均，分散，標準偏差，理論値との誤差を算出することで実験

値の精確さ (accuracy) について評価する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（２）：第４回～第５回 

ボルタ電池，ダニエル電池および鉛畜電池を作製し，その性質を学ぶ。 

［第４回] 電池の作製と観察（１） 

［第５回] 電池の作製と観察（２） 

DATA: 作製した３種類の電池を使用し，電圧測定に基づく起電力の時間応答グラフを作成することでその性能を評価す

る。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（１）：第６回～第７回 

低分子から高分子への化学反応とそれに伴う物性変化を学ぶ。 

［第６回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（１） 

［第７回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（２） 

DATA: PMMA を合成する過程の物性評価データを整理して，身の回りの繊維と比較する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（２）：第８回～第９回 

高分子の分離手法/固形化手法の違いによる物性変化を学ぶ。 

［第８回] プラスチックの分離とリサイクル（１） 

［第９回] プラスチックの分離とリサイクル（２） 

DATA: プラスチックの分離に必要な密度の活用法と視覚的データの取得方法を理解する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（１）：第 10 回～第 11 回 

天然の粘土を使用して成形及び素焼を行い，セラミックの基礎を学ぶ。 

［第 10 回] 粘土の成形と焼成（１） 

［第 11 回] 粘土の成形と焼成（２） 

DATA: 粘土の素焼による変化を熱分析と硬度測定のデータにより焼成の仕組みを理解する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（２）：第 12 回～第 13 回 

粘土の焼成および密度測定から，セラミックの特性を学ぶ。 

［第 12 回] 素焼物の密度測定と本焼（１） 
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［第 13 回] 素焼物の密度測定と本焼（２） 

DATA: 密度測定の基本を知り，得られる密度のデータ群から平均，分散，標準偏差を求め，実験の精度 (precision) を評

価する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データの取扱いに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験１及び基礎物理学実験１の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験１

は全学科必修である。また，基礎化学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の

「データリテラシー実習」科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験１は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は Oh-o! Meiji 及び D 館３階ラウンジ掲

示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験１」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験１の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト（実験当日までに丸善で購入しておくこと）※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験１」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験１」の成績評価となる。 
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９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 

・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書内の所定の届出用紙に

全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌週までに 

D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 
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科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 春前 

科目名 基礎化学実験 1[O・P 組] 

担当者名 村串まどか 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験１は，「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに，“身近な化学現象”として『電池』『プラスチック』

『セラミック』の３種類をキーワードとした実験を行う。生活の中にある最先端技術の基盤には化学の基礎が隠れており，これ

らについて五感を通して自ら見つけ出してほしい。さらに，自身で取り組んだ化学実験で得られる様々なデータを「読み，扱

い，説明する」ことで，実験結果を正しく理解し，化学実験の現場のデータを適切に分析する方法を学んでほしい。基礎化

学実験１では，化学実験で得られる実験結果を用いることで「平均，分散，標準偏差の求め方と扱い方」といったデータ解析

の基礎について取り扱う。 

基礎化学実験の流れは以下のとおりである。 

 １）実験の説明及び安全教育，２）実験，３）測定値等の評価及びリザルトシートの作成，４）リザルトシートの提出, ５）データ

サイエンス課題への取り組み及び提出 

 実験に取り組む際は，真摯な態度・姿勢が大切である。化学薬品や実験器具を取り扱うため，将来研究を行うための安全

教育の一つとして実験に望んでほしい。 

 身の回りにある物質・材料・資源に関する実験を通して科学的探求能力を養うと共に，生活の中にある「化学」に気づき理

解を深めること，そして実験で得られたデータをどのように処理し，活用すべきかを知ることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間をかけて，前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）に

分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グループ

を例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，実験で得られるデータの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（１）：第２回～第３回 

金属の溶解性とイオン化傾向を調べ，電池の仕組みを学ぶ。 

［第２回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（１） 

［第３回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（２） 

DATA: 金属の溶解試験及び電位差測定データについて，平均，分散，標準偏差，理論値との誤差を算出することで実験

値の精確さ (accuracy) について評価する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（２）：第４回～第５回 

ボルタ電池，ダニエル電池および鉛畜電池を作製し，その性質を学ぶ。 

［第４回] 電池の作製と観察（１） 

［第５回] 電池の作製と観察（２） 

DATA: 作製した３種類の電池を使用し，電圧測定に基づく起電力の時間応答グラフを作成することでその性能を評価す

る。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（１）：第６回～第７回 

低分子から高分子への化学反応とそれに伴う物性変化を学ぶ。 

［第６回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（１） 

［第７回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（２） 

DATA: PMMA を合成する過程の物性評価データを整理して，身の回りの繊維と比較する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（２）：第８回～第９回 

高分子の分離手法/固形化手法の違いによる物性変化を学ぶ。 

［第８回] プラスチックの分離とリサイクル（１） 

［第９回] プラスチックの分離とリサイクル（２） 

DATA: プラスチックの分離に必要な密度の活用法と視覚的データの取得方法を理解する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（１）：第 10 回～第 11 回 

天然の粘土を使用して成形及び素焼を行い，セラミックの基礎を学ぶ。 

［第 10 回] 粘土の成形と焼成（１） 

［第 11 回] 粘土の成形と焼成（２） 

DATA: 粘土の素焼による変化を熱分析と硬度測定のデータにより焼成の仕組みを理解する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（２）：第 12 回～第 13 回 

粘土の焼成および密度測定から，セラミックの特性を学ぶ。 

［第 12 回] 素焼物の密度測定と本焼（１） 
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［第 13 回] 素焼物の密度測定と本焼（２） 

DATA: 密度測定の基本を知り，得られる密度のデータ群から平均，分散，標準偏差を求め，実験の精度 (precision) を評

価する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データの取扱いに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験１及び基礎物理学実験１の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験１

は全学科必修である。また，基礎化学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の

「データリテラシー実習」科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験１は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は Oh-o! Meiji 及び D 館３階ラウンジ掲

示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験１」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験１の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト（実験当日までに丸善で購入しておくこと）※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験１」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験１」の成績評価となる。 
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９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 

・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書内の所定の届出用紙に

全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌週までに 

D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 
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科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 春後 

科目名 基礎化学実験 1[Q・R 組] 

担当者名 李沅錫 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験１は，「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに，“身近な化学現象”として『電池』『プラスチック』

『セラミック』の３種類をキーワードとした実験を行う。生活の中にある最先端技術の基盤には化学の基礎が隠れており，これ

らについて五感を通して自ら見つけ出してほしい。さらに，自身で取り組んだ化学実験で得られる様々なデータを「読み，扱

い，説明する」ことで，実験結果を正しく理解し，化学実験の現場のデータを適切に分析する方法を学んでほしい。基礎化

学実験１では，化学実験で得られる実験結果を用いることで「平均，分散，標準偏差の求め方と扱い方」といったデータ解析

の基礎について取り扱う。 

基礎化学実験の流れは以下のとおりである。 

 １）実験の説明及び安全教育，２）実験，３）測定値等の評価及びリザルトシートの作成，４）リザルトシートの提出, ５）データ

サイエンス課題への取り組み及び提出 

 実験に取り組む際は，真摯な態度・姿勢が大切である。化学薬品や実験器具を取り扱うため，将来研究を行うための安全

教育の一つとして実験に望んでほしい。 

 身の回りにある物質・材料・資源に関する実験を通して科学的探求能力を養うと共に，生活の中にある「化学」に気づき理

解を深めること，そして実験で得られたデータをどのように処理し，活用すべきかを知ることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間をかけて，前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）に

分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グループ

を例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，実験で得られるデータの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（１）：第２回～第３回 

金属の溶解性とイオン化傾向を調べ，電池の仕組みを学ぶ。 

［第２回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（１） 

［第３回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（２） 

DATA: 金属の溶解試験及び電位差測定データについて，平均，分散，標準偏差，理論値との誤差を算出することで実験

値の精確さ (accuracy) について評価する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（２）：第４回～第５回 

ボルタ電池，ダニエル電池および鉛畜電池を作製し，その性質を学ぶ。 

［第４回] 電池の作製と観察（１） 

［第５回] 電池の作製と観察（２） 

DATA: 作製した３種類の電池を使用し，電圧測定に基づく起電力の時間応答グラフを作成することでその性能を評価す

る。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（１）：第６回～第７回 

低分子から高分子への化学反応とそれに伴う物性変化を学ぶ。 

［第６回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（１） 

［第７回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（２） 

DATA: PMMA を合成する過程の物性評価データを整理して，身の回りの繊維と比較する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（２）：第８回～第９回 

高分子の分離手法/固形化手法の違いによる物性変化を学ぶ。 

［第８回] プラスチックの分離とリサイクル（１） 

［第９回] プラスチックの分離とリサイクル（２） 

DATA: プラスチックの分離に必要な密度の活用法と視覚的データの取得方法を理解する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（１）：第 10 回～第 11 回 

天然の粘土を使用して成形及び素焼を行い，セラミックの基礎を学ぶ。 

［第 10 回] 粘土の成形と焼成（１） 

［第 11 回] 粘土の成形と焼成（２） 

DATA: 粘土の素焼による変化を熱分析と硬度測定のデータにより焼成の仕組みを理解する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（２）：第 12 回～第 13 回 

粘土の焼成および密度測定から，セラミックの特性を学ぶ。 

［第 12 回] 素焼物の密度測定と本焼（１） 
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［第 13 回] 素焼物の密度測定と本焼（２） 

DATA: 密度測定の基本を知り，得られる密度のデータ群から平均，分散，標準偏差を求め，実験の精度 (precision) を評

価する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データの取扱いに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験１及び基礎物理学実験１の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験１

は全学科必修である。また，基礎化学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の

「データリテラシー実習」科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験１は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は Oh-o! Meiji 及び D 館３階ラウンジ掲

示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験１」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験１の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト（実験当日までに丸善で購入しておくこと）※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験１」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験１」の成績評価となる。 
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９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 

・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書内の所定の届出用紙に

全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌週までに 

D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 
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科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 春前 

科目名 基礎化学実験 1[S・T 組] 

担当者名 李沅錫 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験１は，「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに，“身近な化学現象”として『電池』『プラスチック』

『セラミック』の３種類をキーワードとした実験を行う。生活の中にある最先端技術の基盤には化学の基礎が隠れており，これ

らについて五感を通して自ら見つけ出してほしい。さらに，自身で取り組んだ化学実験で得られる様々なデータを「読み，扱

い，説明する」ことで，実験結果を正しく理解し，化学実験の現場のデータを適切に分析する方法を学んでほしい。基礎化

学実験１では，化学実験で得られる実験結果を用いることで「平均，分散，標準偏差の求め方と扱い方」といったデータ解析

の基礎について取り扱う。 

基礎化学実験の流れは以下のとおりである。 

 １）実験の説明及び安全教育，２）実験，３）測定値等の評価及びリザルトシートの作成，４）リザルトシートの提出, ５）データ

サイエンス課題への取り組み及び提出 

 実験に取り組む際は，真摯な態度・姿勢が大切である。化学薬品や実験器具を取り扱うため，将来研究を行うための安全

教育の一つとして実験に望んでほしい。 

 身の回りにある物質・材料・資源に関する実験を通して科学的探求能力を養うと共に，生活の中にある「化学」に気づき理

解を深めること，そして実験で得られたデータをどのように処理し，活用すべきかを知ることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間をかけて，前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）に

分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グループ

を例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，実験で得られるデータの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（１）：第２回～第３回 

金属の溶解性とイオン化傾向を調べ，電池の仕組みを学ぶ。 

［第２回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（１） 

［第３回] 金属のイオン化傾向と電池の基礎（２） 

DATA: 金属の溶解試験及び電位差測定データについて，平均，分散，標準偏差，理論値との誤差を算出することで実験

値の精確さ (accuracy) について評価する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（２）：第４回～第５回 

ボルタ電池，ダニエル電池および鉛畜電池を作製し，その性質を学ぶ。 

［第４回] 電池の作製と観察（１） 

［第５回] 電池の作製と観察（２） 

DATA: 作製した３種類の電池を使用し，電圧測定に基づく起電力の時間応答グラフを作成することでその性能を評価す

る。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（１）：第６回～第７回 

低分子から高分子への化学反応とそれに伴う物性変化を学ぶ。 

［第６回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（１） 

［第７回] PMMA（有機ガラス）の合成と観察（２） 

DATA: PMMA を合成する過程の物性評価データを整理して，身の回りの繊維と比較する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（２）：第８回～第９回 

高分子の分離手法/固形化手法の違いによる物性変化を学ぶ。 

［第８回] プラスチックの分離とリサイクル（１） 

［第９回] プラスチックの分離とリサイクル（２） 

DATA: プラスチックの分離に必要な密度の活用法と視覚的データの取得方法を理解する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（１）：第 10 回～第 11 回 

天然の粘土を使用して成形及び素焼を行い，セラミックの基礎を学ぶ。 

［第 10 回] 粘土の成形と焼成（１） 

［第 11 回] 粘土の成形と焼成（２） 

DATA: 粘土の素焼による変化を熱分析と硬度測定のデータにより焼成の仕組みを理解する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（２）：第 12 回～第 13 回 

粘土の焼成および密度測定から，セラミックの特性を学ぶ。 

［第 12 回] 素焼物の密度測定と本焼（１） 
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［第 13 回] 素焼物の密度測定と本焼（２） 

DATA: 密度測定の基本を知り，得られる密度のデータ群から平均，分散，標準偏差を求め，実験の精度 (precision) を評

価する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データの取扱いに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験１及び基礎物理学実験１の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験１

は全学科必修である。また，基礎化学実験１は「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシーレベルプログラム」の

「データリテラシー実習」科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験１は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は Oh-o! Meiji 及び D 館３階ラウンジ掲

示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験１」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験１の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト（実験当日までに丸善で購入しておくこと）※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験１」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験１」の成績評価となる。 
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９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 

・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書内の所定の届出用紙に

全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌週までに 

D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 
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基礎化学実験 2 

科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 秋後 

科目名 基礎化学実験 2[A・B 組] 

担当者名 大竹芳信 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験２では，基礎化学実験１に引き続き「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに『新エネルギー』『ライ

フサイエンス』『LED』の３種類のキーワードに基づき実験を展開する。『新エネルギー』では水素燃料電池と次世代色素増感

型電池，『ライフサイエンス』ではタンパク質の定量とナイロン６，６の合成，『LED』では LED 電球について実験を行う。化学

実験では数多くのデータを取り扱う。実験結果より得られるデータに関する基礎的な知識や理解能力（Data Literacy）および

実験データの分析方法を，実験に取り組む中で培うことも基礎化学実験２の課題である。基礎化学実験２では，化学実験で

得られる実験結果を評価・説明するために「データの相関，グラフを用いた統計処理，エクセルの使い方」といったデータ解

析の方法についても学ぶ。 

 基礎化学実験２についても実験を安全かつ適切に行うための様々なノウハウが含まれている。生活の一部となっている化

学製品を製作し，様々な実験を通して原理，性能，機能について学び，考える。さらに，実験によって得られるデータを適切

に解析する方法を理解・習得することにより，理系の学生としての知識とセンスを身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間を単位として前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）

に分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グルー

プを例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，データの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（３）：第２回～第３回 

水素燃料電池の発見までの過程を学ぶ。 

［第２回] 水の電気分解と水素燃料電池（１） 

［第３回] 水の電気分解と水素燃料電池（２） 

DATA: 二種類の水の電気分解における気体発生量を理論値と比較し，真度 (trueness) を評価することで実験体系を検証

する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（４）：第４回～第５回 

色素増感太陽電池を作製し，実用化されているシリコン電池と比較する。 

［第４回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（１） 

［第５回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（２） 

DATA: 作製する色素増感太陽電池で得られた電圧データを集計し，過去の実験データと比較することで標本調査につい

て学ぶ。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（３）：第６回～第７回 

タンパク質の性質を理解し，定量実験から比色法の原理を学ぶ。 

［第６回] 生物化学におけるタンパク質の定量（１） 

［第７回] 生物化学におけるタンパク質の定量（２） 

DATA: タンパク質定量実験で用いる検量線を一つの例に，グラフを用いたデータ解析と回帰分析の方法を学ぶ。実験では

手書きのグラフを作成するが，代表値を用いてエクセルの使い方も解説する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（４）：第８回～第９回 

繊維の種類による染まり方の違いを学ぶ。 

［第８回] ナイロン６，６の合成と染織（１） 

［第９回] ナイロン６，６の合成と染織（２） 

DATA: ナイロン 6,6，絹，綿の強度や触感などの物理的性質の違いを実試料から検証する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（３）：第 10 回～第 11 回 

高機能セラミックの一例として白色 LED 照明用蛍光体について学ぶ。 

［第 10 回] 蛍光体の固相合成（１） 

［第 11 回] 蛍光体の固相合成（２） 

DATA: 蛍光体の固相合成が化学量論的な反応であるか重量測定より考察する。反応による理論値と実際の実験データの

相関から，実験で生じる誤差を評価する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（４）：第 12 回～第 13 回 

蛍光灯用蛍光体と LED 用蛍光体の違いを実験により学ぶ。 

［第 12 回] 蛍光灯と LED の発光機構（１） 

［第 13 回] 蛍光灯と LED の発光機構（２） 
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DATA: 紫外 LED の電圧電流特性について実験値をグラフ用紙にプロットし調査することで，グラフの種類と作成法を理解

する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データリテラシーに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験２及び基礎物理学実験２の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験２

は全学科必修である。また，基礎化学実験２は，基礎化学実験１と同様に「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシ

ーレベルプログラム」の科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験２は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は理工学部掲示板及び D 館３階ラウンジ

掲示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験２」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験２の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験２」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験２」の成績評価となる。 

 
９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 
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・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書に添付してある所定の届

出用紙に全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌

週までに D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 

 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

1143 

 

科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 秋前 

科目名 基礎化学実験 2[C・D 組] 

担当者名 大竹芳信 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験２では，基礎化学実験１に引き続き「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに『新エネルギー』『ライ

フサイエンス』『LED』の３種類のキーワードに基づき実験を展開する。『新エネルギー』では水素燃料電池と次世代色素増感

型電池，『ライフサイエンス』ではタンパク質の定量とナイロン６，６の合成，『LED』では LED 電球について実験を行う。化学

実験では数多くのデータを取り扱う。実験結果より得られるデータに関する基礎的な知識や理解能力（Data Literacy）および

実験データの分析方法を，実験に取り組む中で培うことも基礎化学実験２の課題である。基礎化学実験２では，化学実験で

得られる実験結果を評価・説明するために「データの相関，グラフを用いた統計処理，エクセルの使い方」といったデータ解

析の方法についても学ぶ。 

 基礎化学実験２についても実験を安全かつ適切に行うための様々なノウハウが含まれている。生活の一部となっている化

学製品を製作し，様々な実験を通して原理，性能，機能について学び，考える。さらに，実験によって得られるデータを適切

に解析する方法を理解・習得することにより，理系の学生としての知識とセンスを身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間を単位として前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）

に分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グルー

プを例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，データの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（３）：第２回～第３回 

水素燃料電池の発見までの過程を学ぶ。 

［第２回] 水の電気分解と水素燃料電池（１） 

［第３回] 水の電気分解と水素燃料電池（２） 

DATA: 二種類の水の電気分解における気体発生量を理論値と比較し，真度 (trueness) を評価することで実験体系を検証

する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（４）：第４回～第５回 

色素増感太陽電池を作製し，実用化されているシリコン電池と比較する。 

［第４回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（１） 

［第５回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（２） 

DATA: 作製する色素増感太陽電池で得られた電圧データを集計し，過去の実験データと比較することで標本調査につい

て学ぶ。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（３）：第６回～第７回 

タンパク質の性質を理解し，定量実験から比色法の原理を学ぶ。 

［第６回] 生物化学におけるタンパク質の定量（１） 

［第７回] 生物化学におけるタンパク質の定量（２） 

DATA: タンパク質定量実験で用いる検量線を一つの例に，グラフを用いたデータ解析と回帰分析の方法を学ぶ。実験では

手書きのグラフを作成するが，代表値を用いてエクセルの使い方も解説する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（４）：第８回～第９回 

繊維の種類による染まり方の違いを学ぶ。 

［第８回] ナイロン６，６の合成と染織（１） 

［第９回] ナイロン６，６の合成と染織（２） 

DATA: ナイロン 6,6，絹，綿の強度や触感などの物理的性質の違いを実試料から検証する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（３）：第 10 回～第 11 回 

高機能セラミックの一例として白色 LED 照明用蛍光体について学ぶ。 

［第 10 回] 蛍光体の固相合成（１） 

［第 11 回] 蛍光体の固相合成（２） 

DATA: 蛍光体の固相合成が化学量論的な反応であるか重量測定より考察する。反応による理論値と実際の実験データの

相関から，実験で生じる誤差を評価する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（４）：第 12 回～第 13 回 

蛍光灯用蛍光体と LED 用蛍光体の違いを実験により学ぶ。 

［第 12 回] 蛍光灯と LED の発光機構（１） 

［第 13 回] 蛍光灯と LED の発光機構（２） 
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DATA: 紫外 LED の電圧電流特性について実験値をグラフ用紙にプロットし調査することで，グラフの種類と作成法を理解

する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データリテラシーに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験２及び基礎物理学実験２の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験２

は全学科必修である。また，基礎化学実験２は，基礎化学実験１と同様に「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシ

ーレベルプログラム」の科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験２は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は理工学部掲示板及び D 館３階ラウンジ

掲示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験２」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験２の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験２」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験２」の成績評価となる。 

 
９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 
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・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書に添付してある所定の届

出用紙に全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌

週までに D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 
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科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 秋後 

科目名 基礎化学実験 2[E・F 組] 

担当者名 村串まどか 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験２では，基礎化学実験１に引き続き「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに『新エネルギー』『ライ

フサイエンス』『LED』の３種類のキーワードに基づき実験を展開する。『新エネルギー』では水素燃料電池と次世代色素増感

型電池，『ライフサイエンス』ではタンパク質の定量とナイロン６，６の合成，『LED』では LED 電球について実験を行う。化学

実験では数多くのデータを取り扱う。実験結果より得られるデータに関する基礎的な知識や理解能力（Data Literacy）および

実験データの分析方法を，実験に取り組む中で培うことも基礎化学実験２の課題である。基礎化学実験２では，化学実験で

得られる実験結果を評価・説明するために「データの相関，グラフを用いた統計処理，エクセルの使い方」といったデータ解

析の方法についても学ぶ。 

 基礎化学実験２についても実験を安全かつ適切に行うための様々なノウハウが含まれている。生活の一部となっている化

学製品を製作し，様々な実験を通して原理，性能，機能について学び，考える。さらに，実験によって得られるデータを適切

に解析する方法を理解・習得することにより，理系の学生としての知識とセンスを身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間を単位として前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）

に分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グルー

プを例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，データの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（３）：第２回～第３回 

水素燃料電池の発見までの過程を学ぶ。 

［第２回] 水の電気分解と水素燃料電池（１） 

［第３回] 水の電気分解と水素燃料電池（２） 

DATA: 二種類の水の電気分解における気体発生量を理論値と比較し，真度 (trueness) を評価することで実験体系を検証

する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（４）：第４回～第５回 

色素増感太陽電池を作製し，実用化されているシリコン電池と比較する。 

［第４回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（１） 

［第５回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（２） 

DATA: 作製する色素増感太陽電池で得られた電圧データを集計し，過去の実験データと比較することで標本調査につい

て学ぶ。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（３）：第６回～第７回 

タンパク質の性質を理解し，定量実験から比色法の原理を学ぶ。 

［第６回] 生物化学におけるタンパク質の定量（１） 

［第７回] 生物化学におけるタンパク質の定量（２） 

DATA: タンパク質定量実験で用いる検量線を一つの例に，グラフを用いたデータ解析と回帰分析の方法を学ぶ。実験では

手書きのグラフを作成するが，代表値を用いてエクセルの使い方も解説する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（４）：第８回～第９回 

繊維の種類による染まり方の違いを学ぶ。 

［第８回] ナイロン６，６の合成と染織（１） 

［第９回] ナイロン６，６の合成と染織（２） 

DATA: ナイロン 6,6，絹，綿の強度や触感などの物理的性質の違いを実試料から検証する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（３）：第 10 回～第 11 回 

高機能セラミックの一例として白色 LED 照明用蛍光体について学ぶ。 

［第 10 回] 蛍光体の固相合成（１） 

［第 11 回] 蛍光体の固相合成（２） 

DATA: 蛍光体の固相合成が化学量論的な反応であるか重量測定より考察する。反応による理論値と実際の実験データの

相関から，実験で生じる誤差を評価する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（４）：第 12 回～第 13 回 

蛍光灯用蛍光体と LED 用蛍光体の違いを実験により学ぶ。 

［第 12 回] 蛍光灯と LED の発光機構（１） 

［第 13 回] 蛍光灯と LED の発光機構（２） 
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DATA: 紫外 LED の電圧電流特性について実験値をグラフ用紙にプロットし調査することで，グラフの種類と作成法を理解

する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データリテラシーに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験２及び基礎物理学実験２の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験２

は全学科必修である。また，基礎化学実験２は，基礎化学実験１と同様に「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシ

ーレベルプログラム」の科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験２は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は理工学部掲示板及び D 館３階ラウンジ

掲示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験２」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験２の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験２」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験２」の成績評価となる。 

 
９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 
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・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書に添付してある所定の届

出用紙に全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌

週までに D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 
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科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 秋前 

科目名 基礎化学実験 2[G・H 組] 

担当者名 村串まどか 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験２では，基礎化学実験１に引き続き「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに『新エネルギー』『ライ

フサイエンス』『LED』の３種類のキーワードに基づき実験を展開する。『新エネルギー』では水素燃料電池と次世代色素増感

型電池，『ライフサイエンス』ではタンパク質の定量とナイロン６，６の合成，『LED』では LED 電球について実験を行う。化学

実験では数多くのデータを取り扱う。実験結果より得られるデータに関する基礎的な知識や理解能力（Data Literacy）および

実験データの分析方法を，実験に取り組む中で培うことも基礎化学実験２の課題である。基礎化学実験２では，化学実験で

得られる実験結果を評価・説明するために「データの相関，グラフを用いた統計処理，エクセルの使い方」といったデータ解

析の方法についても学ぶ。 

 基礎化学実験２についても実験を安全かつ適切に行うための様々なノウハウが含まれている。生活の一部となっている化

学製品を製作し，様々な実験を通して原理，性能，機能について学び，考える。さらに，実験によって得られるデータを適切

に解析する方法を理解・習得することにより，理系の学生としての知識とセンスを身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間を単位として前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）

に分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グルー

プを例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，データの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（３）：第２回～第３回 

水素燃料電池の発見までの過程を学ぶ。 

［第２回] 水の電気分解と水素燃料電池（１） 

［第３回] 水の電気分解と水素燃料電池（２） 

DATA: 二種類の水の電気分解における気体発生量を理論値と比較し，真度 (trueness) を評価することで実験体系を検証

する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（４）：第４回～第５回 

色素増感太陽電池を作製し，実用化されているシリコン電池と比較する。 

［第４回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（１） 

［第５回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（２） 

DATA: 作製する色素増感太陽電池で得られた電圧データを集計し，過去の実験データと比較することで標本調査につい

て学ぶ。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（３）：第６回～第７回 

タンパク質の性質を理解し，定量実験から比色法の原理を学ぶ。 

［第６回] 生物化学におけるタンパク質の定量（１） 

［第７回] 生物化学におけるタンパク質の定量（２） 

DATA: タンパク質定量実験で用いる検量線を一つの例に，グラフを用いたデータ解析と回帰分析の方法を学ぶ。実験では

手書きのグラフを作成するが，代表値を用いてエクセルの使い方も解説する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（４）：第８回～第９回 

繊維の種類による染まり方の違いを学ぶ。 

［第８回] ナイロン６，６の合成と染織（１） 

［第９回] ナイロン６，６の合成と染織（２） 

DATA: ナイロン 6,6，絹，綿の強度や触感などの物理的性質の違いを実試料から検証する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（３）：第 10 回～第 11 回 

高機能セラミックの一例として白色 LED 照明用蛍光体について学ぶ。 

［第 10 回] 蛍光体の固相合成（１） 

［第 11 回] 蛍光体の固相合成（２） 

DATA: 蛍光体の固相合成が化学量論的な反応であるか重量測定より考察する。反応による理論値と実際の実験データの

相関から，実験で生じる誤差を評価する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（４）：第 12 回～第 13 回 

蛍光灯用蛍光体と LED 用蛍光体の違いを実験により学ぶ。 

［第 12 回] 蛍光灯と LED の発光機構（１） 

［第 13 回] 蛍光灯と LED の発光機構（２） 
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DATA: 紫外 LED の電圧電流特性について実験値をグラフ用紙にプロットし調査することで，グラフの種類と作成法を理解

する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データリテラシーに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験２及び基礎物理学実験２の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験２

は全学科必修である。また，基礎化学実験２は，基礎化学実験１と同様に「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシ

ーレベルプログラム」の科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験２は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は理工学部掲示板及び D 館３階ラウンジ

掲示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験２」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験２の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験２」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験２」の成績評価となる。 

 
９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 
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・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書に添付してある所定の届

出用紙に全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌

週までに D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 
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科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 秋後 

科目名 基礎化学実験 2[I・J 組] 

担当者名 小池裕也 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験２では，基礎化学実験１に引き続き「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに『新エネルギー』『ライ

フサイエンス』『LED』の３種類のキーワードに基づき実験を展開する。『新エネルギー』では水素燃料電池と次世代色素増感

型電池，『ライフサイエンス』ではタンパク質の定量とナイロン６，６の合成，『LED』では LED 電球について実験を行う。化学

実験では数多くのデータを取り扱う。実験結果より得られるデータに関する基礎的な知識や理解能力（Data Literacy）および

実験データの分析方法を，実験に取り組む中で培うことも基礎化学実験２の課題である。基礎化学実験２では，化学実験で

得られる実験結果を評価・説明するために「データの相関，グラフを用いた統計処理，エクセルの使い方」といったデータ解

析の方法についても学ぶ。 

 基礎化学実験２についても実験を安全かつ適切に行うための様々なノウハウが含まれている。生活の一部となっている化

学製品を製作し，様々な実験を通して原理，性能，機能について学び，考える。さらに，実験によって得られるデータを適切

に解析する方法を理解・習得することにより，理系の学生としての知識とセンスを身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間を単位として前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）

に分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グルー

プを例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，データの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（３）：第２回～第３回 

水素燃料電池の発見までの過程を学ぶ。 

［第２回] 水の電気分解と水素燃料電池（１） 

［第３回] 水の電気分解と水素燃料電池（２） 

DATA: 二種類の水の電気分解における気体発生量を理論値と比較し，真度 (trueness) を評価することで実験体系を検証

する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（４）：第４回～第５回 

色素増感太陽電池を作製し，実用化されているシリコン電池と比較する。 

［第４回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（１） 

［第５回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（２） 

DATA: 作製する色素増感太陽電池で得られた電圧データを集計し，過去の実験データと比較することで標本調査につい

て学ぶ。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（３）：第６回～第７回 

タンパク質の性質を理解し，定量実験から比色法の原理を学ぶ。 

［第６回] 生物化学におけるタンパク質の定量（１） 

［第７回] 生物化学におけるタンパク質の定量（２） 

DATA: タンパク質定量実験で用いる検量線を一つの例に，グラフを用いたデータ解析と回帰分析の方法を学ぶ。実験では

手書きのグラフを作成するが，代表値を用いてエクセルの使い方も解説する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（４）：第８回～第９回 

繊維の種類による染まり方の違いを学ぶ。 

［第８回] ナイロン６，６の合成と染織（１） 

［第９回] ナイロン６，６の合成と染織（２） 

DATA: ナイロン 6,6，絹，綿の強度や触感などの物理的性質の違いを実試料から検証する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（３）：第 10 回～第 11 回 

高機能セラミックの一例として白色 LED 照明用蛍光体について学ぶ。 

［第 10 回] 蛍光体の固相合成（１） 

［第 11 回] 蛍光体の固相合成（２） 

DATA: 蛍光体の固相合成が化学量論的な反応であるか重量測定より考察する。反応による理論値と実際の実験データの

相関から，実験で生じる誤差を評価する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（４）：第 12 回～第 13 回 

蛍光灯用蛍光体と LED 用蛍光体の違いを実験により学ぶ。 

［第 12 回] 蛍光灯と LED の発光機構（１） 

［第 13 回] 蛍光灯と LED の発光機構（２） 
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DATA: 紫外 LED の電圧電流特性について実験値をグラフ用紙にプロットし調査することで，グラフの種類と作成法を理解

する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データリテラシーに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験２及び基礎物理学実験２の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験２

は全学科必修である。また，基礎化学実験２は，基礎化学実験１と同様に「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシ

ーレベルプログラム」の科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験２は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は理工学部掲示板及び D 館３階ラウンジ

掲示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験２」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験２の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験２」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験２」の成績評価となる。 

 
９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 
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・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書に添付してある所定の届

出用紙に全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌

週までに D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 
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科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 秋前 

科目名 基礎化学実験 2[K・L 組] 

担当者名 小池裕也 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験２では，基礎化学実験１に引き続き「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに『新エネルギー』『ライ

フサイエンス』『LED』の３種類のキーワードに基づき実験を展開する。『新エネルギー』では水素燃料電池と次世代色素増感

型電池，『ライフサイエンス』ではタンパク質の定量とナイロン６，６の合成，『LED』では LED 電球について実験を行う。化学

実験では数多くのデータを取り扱う。実験結果より得られるデータに関する基礎的な知識や理解能力（Data Literacy）および

実験データの分析方法を，実験に取り組む中で培うことも基礎化学実験２の課題である。基礎化学実験２では，化学実験で

得られる実験結果を評価・説明するために「データの相関，グラフを用いた統計処理，エクセルの使い方」といったデータ解

析の方法についても学ぶ。 

 基礎化学実験２についても実験を安全かつ適切に行うための様々なノウハウが含まれている。生活の一部となっている化

学製品を製作し，様々な実験を通して原理，性能，機能について学び，考える。さらに，実験によって得られるデータを適切

に解析する方法を理解・習得することにより，理系の学生としての知識とセンスを身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間を単位として前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）

に分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グルー

プを例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，データの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（３）：第２回～第３回 

水素燃料電池の発見までの過程を学ぶ。 

［第２回] 水の電気分解と水素燃料電池（１） 

［第３回] 水の電気分解と水素燃料電池（２） 

DATA: 二種類の水の電気分解における気体発生量を理論値と比較し，真度 (trueness) を評価することで実験体系を検証

する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（４）：第４回～第５回 

色素増感太陽電池を作製し，実用化されているシリコン電池と比較する。 

［第４回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（１） 

［第５回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（２） 

DATA: 作製する色素増感太陽電池で得られた電圧データを集計し，過去の実験データと比較することで標本調査につい

て学ぶ。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（３）：第６回～第７回 

タンパク質の性質を理解し，定量実験から比色法の原理を学ぶ。 

［第６回] 生物化学におけるタンパク質の定量（１） 

［第７回] 生物化学におけるタンパク質の定量（２） 

DATA: タンパク質定量実験で用いる検量線を一つの例に，グラフを用いたデータ解析と回帰分析の方法を学ぶ。実験では

手書きのグラフを作成するが，代表値を用いてエクセルの使い方も解説する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（４）：第８回～第９回 

繊維の種類による染まり方の違いを学ぶ。 

［第８回] ナイロン６，６の合成と染織（１） 

［第９回] ナイロン６，６の合成と染織（２） 

DATA: ナイロン 6,6，絹，綿の強度や触感などの物理的性質の違いを実試料から検証する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（３）：第 10 回～第 11 回 

高機能セラミックの一例として白色 LED 照明用蛍光体について学ぶ。 

［第 10 回] 蛍光体の固相合成（１） 

［第 11 回] 蛍光体の固相合成（２） 

DATA: 蛍光体の固相合成が化学量論的な反応であるか重量測定より考察する。反応による理論値と実際の実験データの

相関から，実験で生じる誤差を評価する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（４）：第 12 回～第 13 回 

蛍光灯用蛍光体と LED 用蛍光体の違いを実験により学ぶ。 

［第 12 回] 蛍光灯と LED の発光機構（１） 

［第 13 回] 蛍光灯と LED の発光機構（２） 
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DATA: 紫外 LED の電圧電流特性について実験値をグラフ用紙にプロットし調査することで，グラフの種類と作成法を理解

する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データリテラシーに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験２及び基礎物理学実験２の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験２

は全学科必修である。また，基礎化学実験２は，基礎化学実験１と同様に「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシ

ーレベルプログラム」の科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験２は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は理工学部掲示板及び D 館３階ラウンジ

掲示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験２」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験２の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験２」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験２」の成績評価となる。 

 
９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 
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・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書に添付してある所定の届

出用紙に全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌

週までに D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 
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科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 秋後 

科目名 基礎化学実験 2[M・N 組] 

担当者名 本田みちよ 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験２では，基礎化学実験１に引き続き「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに『新エネルギー』『ライ

フサイエンス』『LED』の３種類のキーワードに基づき実験を展開する。『新エネルギー』では水素燃料電池と次世代色素増感

型電池，『ライフサイエンス』ではタンパク質の定量とナイロン６，６の合成，『LED』では LED 電球について実験を行う。化学

実験では数多くのデータを取り扱う。実験結果より得られるデータに関する基礎的な知識や理解能力（Data Literacy）および

実験データの分析方法を，実験に取り組む中で培うことも基礎化学実験２の課題である。基礎化学実験２では，化学実験で

得られる実験結果を評価・説明するために「データの相関，グラフを用いた統計処理，エクセルの使い方」といったデータ解

析の方法についても学ぶ。 

 基礎化学実験２についても実験を安全かつ適切に行うための様々なノウハウが含まれている。生活の一部となっている化

学製品を製作し，様々な実験を通して原理，性能，機能について学び，考える。さらに，実験によって得られるデータを適切

に解析する方法を理解・習得することにより，理系の学生としての知識とセンスを身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間を単位として前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）

に分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グルー

プを例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，データの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（３）：第２回～第３回 

水素燃料電池の発見までの過程を学ぶ。 

［第２回] 水の電気分解と水素燃料電池（１） 

［第３回] 水の電気分解と水素燃料電池（２） 

DATA: 二種類の水の電気分解における気体発生量を理論値と比較し，真度 (trueness) を評価することで実験体系を検証

する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（４）：第４回～第５回 

色素増感太陽電池を作製し，実用化されているシリコン電池と比較する。 

［第４回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（１） 

［第５回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（２） 

DATA: 作製する色素増感太陽電池で得られた電圧データを集計し，過去の実験データと比較することで標本調査につい

て学ぶ。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（３）：第６回～第７回 

タンパク質の性質を理解し，定量実験から比色法の原理を学ぶ。 

［第６回] 生物化学におけるタンパク質の定量（１） 

［第７回] 生物化学におけるタンパク質の定量（２） 

DATA: タンパク質定量実験で用いる検量線を一つの例に，グラフを用いたデータ解析と回帰分析の方法を学ぶ。実験では

手書きのグラフを作成するが，代表値を用いてエクセルの使い方も解説する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（４）：第８回～第９回 

繊維の種類による染まり方の違いを学ぶ。 

［第８回] ナイロン６，６の合成と染織（１） 

［第９回] ナイロン６，６の合成と染織（２） 

DATA: ナイロン 6,6，絹，綿の強度や触感などの物理的性質の違いを実試料から検証する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（３）：第 10 回～第 11 回 

高機能セラミックの一例として白色 LED 照明用蛍光体について学ぶ。 

［第 10 回] 蛍光体の固相合成（１） 

［第 11 回] 蛍光体の固相合成（２） 

DATA: 蛍光体の固相合成が化学量論的な反応であるか重量測定より考察する。反応による理論値と実際の実験データの

相関から，実験で生じる誤差を評価する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（４）：第 12 回～第 13 回 

蛍光灯用蛍光体と LED 用蛍光体の違いを実験により学ぶ。 

［第 12 回] 蛍光灯と LED の発光機構（１） 

［第 13 回] 蛍光灯と LED の発光機構（２） 
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DATA: 紫外 LED の電圧電流特性について実験値をグラフ用紙にプロットし調査することで，グラフの種類と作成法を理解

する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データリテラシーに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験２及び基礎物理学実験２の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験２

は全学科必修である。また，基礎化学実験２は，基礎化学実験１と同様に「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシ

ーレベルプログラム」の科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験２は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は理工学部掲示板及び D 館３階ラウンジ

掲示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験２」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験２の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験２」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験２」の成績評価となる。 

 
９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 
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・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書に添付してある所定の届

出用紙に全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌

週までに D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 
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科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 秋前 

科目名 基礎化学実験 2[O・P 組] 

担当者名 本田みちよ 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験２では，基礎化学実験１に引き続き「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに『新エネルギー』『ライ

フサイエンス』『LED』の３種類のキーワードに基づき実験を展開する。『新エネルギー』では水素燃料電池と次世代色素増感

型電池，『ライフサイエンス』ではタンパク質の定量とナイロン６，６の合成，『LED』では LED 電球について実験を行う。化学

実験では数多くのデータを取り扱う。実験結果より得られるデータに関する基礎的な知識や理解能力（Data Literacy）および

実験データの分析方法を，実験に取り組む中で培うことも基礎化学実験２の課題である。基礎化学実験２では，化学実験で

得られる実験結果を評価・説明するために「データの相関，グラフを用いた統計処理，エクセルの使い方」といったデータ解

析の方法についても学ぶ。 

 基礎化学実験２についても実験を安全かつ適切に行うための様々なノウハウが含まれている。生活の一部となっている化

学製品を製作し，様々な実験を通して原理，性能，機能について学び，考える。さらに，実験によって得られるデータを適切

に解析する方法を理解・習得することにより，理系の学生としての知識とセンスを身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間を単位として前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）

に分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グルー

プを例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，データの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（３）：第２回～第３回 

水素燃料電池の発見までの過程を学ぶ。 

［第２回] 水の電気分解と水素燃料電池（１） 

［第３回] 水の電気分解と水素燃料電池（２） 

DATA: 二種類の水の電気分解における気体発生量を理論値と比較し，真度 (trueness) を評価することで実験体系を検証

する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（４）：第４回～第５回 

色素増感太陽電池を作製し，実用化されているシリコン電池と比較する。 

［第４回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（１） 

［第５回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（２） 

DATA: 作製する色素増感太陽電池で得られた電圧データを集計し，過去の実験データと比較することで標本調査につい

て学ぶ。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（３）：第６回～第７回 

タンパク質の性質を理解し，定量実験から比色法の原理を学ぶ。 

［第６回] 生物化学におけるタンパク質の定量（１） 

［第７回] 生物化学におけるタンパク質の定量（２） 

DATA: タンパク質定量実験で用いる検量線を一つの例に，グラフを用いたデータ解析と回帰分析の方法を学ぶ。実験では

手書きのグラフを作成するが，代表値を用いてエクセルの使い方も解説する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（４）：第８回～第９回 

繊維の種類による染まり方の違いを学ぶ。 

［第８回] ナイロン６，６の合成と染織（１） 

［第９回] ナイロン６，６の合成と染織（２） 

DATA: ナイロン 6,6，絹，綿の強度や触感などの物理的性質の違いを実試料から検証する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（３）：第 10 回～第 11 回 

高機能セラミックの一例として白色 LED 照明用蛍光体について学ぶ。 

［第 10 回] 蛍光体の固相合成（１） 

［第 11 回] 蛍光体の固相合成（２） 

DATA: 蛍光体の固相合成が化学量論的な反応であるか重量測定より考察する。反応による理論値と実際の実験データの

相関から，実験で生じる誤差を評価する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（４）：第 12 回～第 13 回 

蛍光灯用蛍光体と LED 用蛍光体の違いを実験により学ぶ。 

［第 12 回] 蛍光灯と LED の発光機構（１） 

［第 13 回] 蛍光灯と LED の発光機構（２） 
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DATA: 紫外 LED の電圧電流特性について実験値をグラフ用紙にプロットし調査することで，グラフの種類と作成法を理解

する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データリテラシーに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験２及び基礎物理学実験２の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験２

は全学科必修である。また，基礎化学実験２は，基礎化学実験１と同様に「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシ

ーレベルプログラム」の科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験２は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は理工学部掲示板及び D 館３階ラウンジ

掲示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験２」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験２の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験２」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験２」の成績評価となる。 

 
９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 
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・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書に添付してある所定の届

出用紙に全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌

週までに D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 
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科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 秋後 

科目名 基礎化学実験 2[Q・R 組] 

担当者名 李沅錫 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験２では，基礎化学実験１に引き続き「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに『新エネルギー』『ライ

フサイエンス』『LED』の３種類のキーワードに基づき実験を展開する。『新エネルギー』では水素燃料電池と次世代色素増感

型電池，『ライフサイエンス』ではタンパク質の定量とナイロン６，６の合成，『LED』では LED 電球について実験を行う。化学

実験では数多くのデータを取り扱う。実験結果より得られるデータに関する基礎的な知識や理解能力（Data Literacy）および

実験データの分析方法を，実験に取り組む中で培うことも基礎化学実験２の課題である。基礎化学実験２では，化学実験で

得られる実験結果を評価・説明するために「データの相関，グラフを用いた統計処理，エクセルの使い方」といったデータ解

析の方法についても学ぶ。 

 基礎化学実験２についても実験を安全かつ適切に行うための様々なノウハウが含まれている。生活の一部となっている化

学製品を製作し，様々な実験を通して原理，性能，機能について学び，考える。さらに，実験によって得られるデータを適切

に解析する方法を理解・習得することにより，理系の学生としての知識とセンスを身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間を単位として前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）

に分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グルー

プを例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，データの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（３）：第２回～第３回 

水素燃料電池の発見までの過程を学ぶ。 

［第２回] 水の電気分解と水素燃料電池（１） 

［第３回] 水の電気分解と水素燃料電池（２） 

DATA: 二種類の水の電気分解における気体発生量を理論値と比較し，真度 (trueness) を評価することで実験体系を検証

する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（４）：第４回～第５回 

色素増感太陽電池を作製し，実用化されているシリコン電池と比較する。 

［第４回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（１） 

［第５回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（２） 

DATA: 作製する色素増感太陽電池で得られた電圧データを集計し，過去の実験データと比較することで標本調査につい

て学ぶ。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（３）：第６回～第７回 

タンパク質の性質を理解し，定量実験から比色法の原理を学ぶ。 

［第６回] 生物化学におけるタンパク質の定量（１） 

［第７回] 生物化学におけるタンパク質の定量（２） 

DATA: タンパク質定量実験で用いる検量線を一つの例に，グラフを用いたデータ解析と回帰分析の方法を学ぶ。実験では

手書きのグラフを作成するが，代表値を用いてエクセルの使い方も解説する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（４）：第８回～第９回 

繊維の種類による染まり方の違いを学ぶ。 

［第８回] ナイロン６，６の合成と染織（１） 

［第９回] ナイロン６，６の合成と染織（２） 

DATA: ナイロン 6,6，絹，綿の強度や触感などの物理的性質の違いを実試料から検証する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（３）：第 10 回～第 11 回 

高機能セラミックの一例として白色 LED 照明用蛍光体について学ぶ。 

［第 10 回] 蛍光体の固相合成（１） 

［第 11 回] 蛍光体の固相合成（２） 

DATA: 蛍光体の固相合成が化学量論的な反応であるか重量測定より考察する。反応による理論値と実際の実験データの

相関から，実験で生じる誤差を評価する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（４）：第 12 回～第 13 回 

蛍光灯用蛍光体と LED 用蛍光体の違いを実験により学ぶ。 

［第 12 回] 蛍光灯と LED の発光機構（１） 

［第 13 回] 蛍光灯と LED の発光機構（２） 
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DATA: 紫外 LED の電圧電流特性について実験値をグラフ用紙にプロットし調査することで，グラフの種類と作成法を理解

する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データリテラシーに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験２及び基礎物理学実験２の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験２

は全学科必修である。また，基礎化学実験２は，基礎化学実験１と同様に「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシ

ーレベルプログラム」の科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験２は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は理工学部掲示板及び D 館３階ラウンジ

掲示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験２」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験２の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験２」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験２」の成績評価となる。 

 
９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 
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・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書に添付してある所定の届

出用紙に全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌

週までに D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 
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科目ナンバー STBCH194J 配当学年 1 年 開講学期 秋前 

科目名 基礎化学実験 2[S・T 組] 

担当者名 李沅錫 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎化学実験２では，基礎化学実験１に引き続き「化学実験の入門から最先端技術まで」をテーマに『新エネルギー』『ライ

フサイエンス』『LED』の３種類のキーワードに基づき実験を展開する。『新エネルギー』では水素燃料電池と次世代色素増感

型電池，『ライフサイエンス』ではタンパク質の定量とナイロン６，６の合成，『LED』では LED 電球について実験を行う。化学

実験では数多くのデータを取り扱う。実験結果より得られるデータに関する基礎的な知識や理解能力（Data Literacy）および

実験データの分析方法を，実験に取り組む中で培うことも基礎化学実験２の課題である。基礎化学実験２では，化学実験で

得られる実験結果を評価・説明するために「データの相関，グラフを用いた統計処理，エクセルの使い方」といったデータ解

析の方法についても学ぶ。 

 基礎化学実験２についても実験を安全かつ適切に行うための様々なノウハウが含まれている。生活の一部となっている化

学製品を製作し，様々な実験を通して原理，性能，機能について学び，考える。さらに，実験によって得られるデータを適切

に解析する方法を理解・習得することにより，理系の学生としての知識とセンスを身につけることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

 基礎化学実験は，語学クラスを基本に６週間を単位として前半，後半に分かれて行う。全体を三つのグループ（α，β，γ）

に分けて実施し，各グループは２週間単位で実験課題を学習する（１日の実験で授業２回分の課題を実施する）。α グルー

プを例に授業内容を示すので，実験の際には各自のグループのスケジュールを確認すること。 

［第１回] イントロダクションと安全教育（Oh-o! Meiji による事前学修【必須】，第２回に確認） 

実験を行うための安全教育，データの取扱いの説明，班分け等を行う。 

【実験課題１Ａ】電気と化学反応エネルギー（３）：第２回～第３回 

水素燃料電池の発見までの過程を学ぶ。 

［第２回] 水の電気分解と水素燃料電池（１） 

［第３回] 水の電気分解と水素燃料電池（２） 

DATA: 二種類の水の電気分解における気体発生量を理論値と比較し，真度 (trueness) を評価することで実験体系を検証

する。 

【実験課題１Ｂ】電気と化学反応エネルギー（４）：第４回～第５回 

色素増感太陽電池を作製し，実用化されているシリコン電池と比較する。 

［第４回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（１） 

［第５回] 色素増感太陽電池とシリコン太陽電池（２） 

DATA: 作製する色素増感太陽電池で得られた電圧データを集計し，過去の実験データと比較することで標本調査につい

て学ぶ。 

【実験課題２Ａ】高分子と有機化学反応（３）：第６回～第７回 

タンパク質の性質を理解し，定量実験から比色法の原理を学ぶ。 

［第６回] 生物化学におけるタンパク質の定量（１） 

［第７回] 生物化学におけるタンパク質の定量（２） 

DATA: タンパク質定量実験で用いる検量線を一つの例に，グラフを用いたデータ解析と回帰分析の方法を学ぶ。実験では

手書きのグラフを作成するが，代表値を用いてエクセルの使い方も解説する。 

【実験課題２Ｂ】高分子と有機化学反応（４）：第８回～第９回 

繊維の種類による染まり方の違いを学ぶ。 

［第８回] ナイロン６，６の合成と染織（１） 

［第９回] ナイロン６，６の合成と染織（２） 

DATA: ナイロン 6,6，絹，綿の強度や触感などの物理的性質の違いを実試料から検証する。 

【実験課題３Ａ】セラミックスと無機化学反応（３）：第 10 回～第 11 回 

高機能セラミックの一例として白色 LED 照明用蛍光体について学ぶ。 

［第 10 回] 蛍光体の固相合成（１） 

［第 11 回] 蛍光体の固相合成（２） 

DATA: 蛍光体の固相合成が化学量論的な反応であるか重量測定より考察する。反応による理論値と実際の実験データの

相関から，実験で生じる誤差を評価する。 

【実験課題３Ｂ】セラミックスと無機化学反応（４）：第 12 回～第 13 回 

蛍光灯用蛍光体と LED 用蛍光体の違いを実験により学ぶ。 

［第 12 回] 蛍光灯と LED の発光機構（１） 

［第 13 回] 蛍光灯と LED の発光機構（２） 
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DATA: 紫外 LED の電圧電流特性について実験値をグラフ用紙にプロットし調査することで，グラフの種類と作成法を理解

する。 

［第 14 回] まとめ 

※DATA は基礎化学実験で学んでほしい，データリテラシーに関する内容である。 

 
３．履修上の注意 

 基礎化学実験２及び基礎物理学実験２の単位申請は別々であるので，申請時には十分注意をすること。基礎化学実験２

は全学科必修である。また，基礎化学実験２は，基礎化学実験１と同様に「明治大学数理データサイエンス人工知能リテラシ

ーレベルプログラム」の科目群となっている。化学実験の中で，数理・データサイエンス・AI 教育となる基礎的な実験データ

の取扱いおよび分析について学ぶこととなる。化学実験で得られる結果は様々であり，データ利活用の一つの場として履修

してほしい。 

 日程及び実験室の割り振りなどについては，変更になることがあるので Oh-o! Meiji のお知らせ及び基礎化学実験室の

掲示板（D 館３階ラウンジ）を確認すること。 

 基礎化学実験２は履修にあたり，以下を原則とする。 

１）実験を行う上で，安全教育は必須であるため，授業開始後 20 分以降の入室はみとめない（電車の遅延の場合であっても

安全管理の面から当日の授業への参加は許可しない）。 

２）電車の遅延や止むを得ない事情により，補講を１回に限り受講できる。実施日は理工学部掲示板及び D 館３階ラウンジ

掲示板を確認すること。 

３）補講を受けずに，２回欠席したものには単位を与えない（最低５回の出席が必要である）。 

４）実験室内では白衣を必ず着用すること。実験上の安全に配慮するため，決められた服装で実験に望むこと（ヒールの高い

靴・サンダルでの入室は許可しない）。 

５）適切な廃液処理を学ぶ。廃液と洗液は自分の判断で流しに捨てず，教員の指示に従い廃液タンクに棄てること。 

６）データサイエンス課題を課すので Oh-o! Meiji のお知らせを確認すること。 

７）基礎化学実験に関する問い合わせをメールで行う場合，必ず Meiji Mail を利用すること。 

 

【重要】「基礎化学実験２」に関する情報は, 「授業に関するお知らせ」より配信します。 

重要なお知らせをメールで受け取ることができるよう，必ず「お知らせ転送設定」をしてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 基礎化学実験２の受講前に必ず Oh-o! Meiji のガイダンス及び安全教育動画を視聴すること。化学実験では日常馴染み

のない薬品・器具・装置を多用するので，実験前に必ず実験テキスト及び「実験・実習における安全の手引き」を熟読してお

くこと。基礎化学実験に必要な情報をテキストに記載しているので確認すること。実験テキストに示した収録動画を予習として

視聴し，実験に取り組んでほしい。 

 
５．教科書 

 基礎化学実験１・２実験テキスト※過去の実験テキストの使用は認めない。 

 
６．参考書 

1)「実験データを正しく扱うために」，化学同人編集部編，化学同人（2007） 

2)「データのとり方とまとめ方―分析化学のための統計学とケモメトリックス―」第２版， 

James N. Miller・Jane C. Miller 著・宗森 信・佐藤 寿 邦訳，共立出版（2004） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

基礎的な実験データの取扱いおよび分析に関連するデータサイエンス課題の一部を Oh-o! Meiji の「小テスト」より提出す

る。 

提出された内容について「採点・フィードバックコメント」によりフィードバックを行う。 

リザルトシートの内容については実験室での面接の際に学修度合いを面接により確認して，質問を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，実験終了後に提出する所定のリザルトシート，データサイエンス課題（Oh-o! Meiji の小テスト），実験への取

り組み及び面接での質疑応答より行う。実験説明および安全教育の未受講（動画未視聴や遅刻等）および実験テキスト・白

衣忘れ等は，実験に取り組む姿勢として評価する。 

 小テストは「基礎化学実験２」のまとめとして，化学実験で得られる様々な実験データの取扱いについて学修するための課

題である。対面実験への出席と小テストによるデータサイエンス課題提出をもって「基礎化学実験２」の成績評価となる。 

 
９．その他 

○基礎化学実験を受けるにあたり必要なもの 
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・基礎化学実験１・２テキスト及び白衣 

 ※実験テキストは事前に購入しておくこと 

 ※スカートや短パン等，肌を露出する服装での入室は許可しない 

・筆記用具，直線定規，関数電卓・秒までわかる時計（携帯電話等の時計機能は利用しない） 

・名札（春学期第１回の授業で配付する） 

・足の甲の隠れる靴（ヒールの高い靴・サンダルでの入室は許可しない） 

○基礎化学実験の補講 

 原則として実験の欠席者は１回に限り補講を受けることができる。補講を希望する場合は，教科書に添付してある所定の届

出用紙に全ての事項を記入の上，届出が必要となる（記入が不十分な場合，補講の受講はみとめない）。届出は休んだ翌

週までに D 館３階ラウンジにある専用の届出箱に投函すること。 
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基礎生物学 1 

科目ナンバー STBBI191J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎生物学 1[全組] 

担当者名 平岡和佳子 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生物学は，理工学分野の様々な知識や技術と融合して，私たちの生活を支える基盤となっているサイエンスの一つです。

基礎生物学１・２の授業は，「理系基礎科目」として，理工学部の学生である皆さんが，将来自身の専門と生物学を結びつ

け，新たな技術や考え方を創造していくための基盤を作っていくことが目的です。授業の内容は，生物学を今まで選択して

こなかった方にも理解できるよう，生物学を基礎から学習し，最新の生物学の話題も取り入れながら進めていきます。 

 基礎生物学１の内容は，動物や植物の生理機構（生きていくためのメカニズム）や動物の生殖と発生及び生態系（生物と生

物を取り巻く環境）を主要テーマとします。 

 基礎生物学１と基礎生物２をあわせて学習することで，基礎生物学全体に対するより深い理解が得られます。 

 

 

 
２．授業内容 

 講義内容と履修項目概要は，以下のとおりです。各担当教員により，進行が前後する場合があります。 

［第１回] ガイダンス 

基礎生物学の概要について説明をします。また，半年間の講義の進め方や，成績の評価方法なども説明します。 

［第２回] 発生・分化１―動物の生殖に関して 

動物の生殖から受精までのメカニズムを学習します。 

［第３回] 発生・分化２―動物の発生と器官形成 

動物の受精卵から器官が形成され，動物個体として発生するメカニズムを学習します。 

［第４回] 植物の組織と生理機構 

動物と異なった植物の特性や組織の構造，受精から発生までの過程を学習します。 

［第５回] 動物の生理機構１―感覚器（１） 

物を見る仕組み，臭いを嗅ぐ仕組み，つまり視覚と嗅覚について学習します。 

［第６回] 動物の生理機構２―感覚器（２） 

味を味わう，また，音を聴く仕組み，つまり味覚と聴覚について学習します。 

［第７回] 動物の生理機構３―神経の働きについて（１） 

神経系はどのようなシステムか。感覚器の情報をいかにして中枢神経に伝えるか，中枢神経の指令をいかにして内蔵や筋

肉に伝えるかなどを学習します。 

［第８回] 動物の生理機構３―神経の働きについて（２） 

中枢神経はどのようなはたらきをするか。動物の行動と学習をいかに制御しているかなどを学習します。 

［第９回] 動物の生理機構４―体温，血糖，体液の調節 

生物の恒常性の維持（ホメオスタシス）の機構を学びます。体温や血糖値，体液量の異常をヒトはどのように認識し，どのよう

に正常に戻すのか，また，それらの調節機構の異状によって引き起こされる疾患について学習します。 

［第 10 回] 動物の生理機構５―ホルモンに関して 

生物の恒常性の維持機構に中心的な役割を演じるホルモンについて，化学的実体，作用機構，調整機構などについて学

習します。 

［第 11 回] 動物の生理機構６―免疫調節の仕組み（１） 

体外から細菌やウイルスなどの異物が進入したとき，生体はいかにしてそれを認識し，排除するかについて学習します。 

［第 12 回] 動物の生理機構７―免疫調節の仕組み 

免疫調節について，さらに詳しく抗体の働きやアレルギーについて学習します。 

［第 13 回] 生態系について 

生物群の挙動，食物連鎖などを通して，生態系とは何か，生態系の破壊はなぜ起こるのか学習します。 

［第 14 回] 進化と系統について 

生物がどのように自然環境に適応し進化してきたのか，地球環境の変遷とあわせて学習します。 

 

 
３．履修上の注意 

 履修上の注意： 

 ① 「基礎生物学１」は，下記のとおり、春学期内に同一シラバスで複数クラスが用意されています。この中から１クラスに限

り、履修登録が可能です。今年度は、各クラスとも全学科が履修可能でおり、クラスによる履修制限は設けません。 

    

   火曜 １限 武藤 昌図 
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   火曜 ２限 関根 絵美子 

   火曜 ３限 武藤 昌図 

   木曜 ２限 平岡 和佳子 

  

 ② 履修登録をしているクラス以外での受講・定期試験の受験は無効になります。 

 

 ③ 春学科に設置されている「基礎生物学１」と秋学期に設置されている「基礎生物学２」は，それぞれ単独の科目としても

履修・学習が可能です。それぞれ履修の順番が違っても支障が無い内容になっています。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業は，教科書に沿って実施されます。毎回の授業後，実施内容について教科書内の重要事項を確認するようにしてくだ

さい。また，次回授業の前には，予定されている教科書の内容について事前に予習をし，授業に臨むようにしてください。 

 

 
５．教科書 

 生物学入門（大学生のための基礎シリーズ②）第３版 石川統・大森正之・嶋田正和 編 東京化学同人 ISBN4-978-4-

8079-0952-0 参考価格 2200 円 基礎生物学１では，第６章から第 13 章までを学習します。基礎生物学２では，第１章か

ら第５章までを学習します。 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を提出する場合には、オーメイジのレポート機能を利用する予定です。 

提出後には、フィードバックコメントをよく読み、以降の学習に反映させてください｡ 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験で成績を評価します。 

 試験の内容は，教科書と講義内容（板書，配布プリント，PowerPoint，ビデオ映像などを含む）の範囲で出題します（100

点）。得られた点数が 60 点以上を単位取得とします。 

 

 

 
９．その他 

・質問は歓迎します。授業後にどうぞ。気軽にコンタクトしてください。 

・時間・期限厳守，講義の途中退場禁止（体調不良は別），携帯電話オフ，私語禁止など常識的に。 
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科目ナンバー STBBI191J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎生物学 1[全組] 

担当者名 関根絵美子 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生物学は，理工学分野の様々な知識や技術と融合して，私たちの生活を支える基盤となっているサイエンスの一つです。

基礎生物学１・２の授業は，「理系基礎科目」として，理工学部の学生である皆さんが，将来自身の専門と生物学を結びつ

け，新たな技術や考え方を創造していくための基盤を作っていくことが目的です。授業の内容は，生物学を今まで選択して

こなかった方にも理解できるよう，生物学を基礎から学習し，最新の生物学の話題も取り入れながら進めていきます。 

 基礎生物学１の内容は，動物や植物の生理機構（生きていくためのメカニズム）や動物の生殖と発生及び生態系（生物と生

物を取り巻く環境）を主要テーマとします。 

 基礎生物学１と基礎生物２をあわせて学習することで，基礎生物学全体に対するより深い理解が得られます。 

 

 

 
２．授業内容 

 講義内容と履修項目概要は，以下のとおりです。各担当教員により，進行が前後する場合があります。 

［第１回] ガイダンス 

基礎生物学の概要について説明をします。また，半年間の講義の進め方や，成績の評価方法なども説明します。 

［第２回] 発生・分化１―動物の生殖に関して 

動物の生殖から受精までのメカニズムを学習します。 

［第３回] 発生・分化２―動物の発生と器官形成 

動物の受精卵から器官が形成され，動物個体として発生するメカニズムを学習します。 

［第４回] 植物の組織と生理機構 

動物と異なった植物の特性や組織の構造，受精から発生までの過程を学習します。 

［第５回] 動物の生理機構１―感覚器（１） 

物を見る仕組み，臭いを嗅ぐ仕組み，つまり視覚と嗅覚について学習します。 

［第６回] 動物の生理機構２―感覚器（２） 

味を味わう，また，音を聴く仕組み，つまり味覚と聴覚について学習します。 

［第７回] 動物の生理機構３―神経の働きについて（１） 

神経系はどのようなシステムか。感覚器の情報をいかにして中枢神経に伝えるか，中枢神経の指令をいかにして内蔵や筋

肉に伝えるかなどを学習します。 

［第８回] 動物の生理機構３―神経の働きについて（２） 

中枢神経はどのようなはたらきをするか。動物の行動と学習をいかに制御しているかなどを学習します。 

［第９回] 動物の生理機構４―体温，血糖，体液の調節 

生物の恒常性の維持（ホメオスタシス）の機構を学びます。体温や血糖値，体液量の異常をヒトはどのように認識し，どのよう

に正常に戻すのか，また，それらの調節機構の異状によって引き起こされる疾患について学習します。 

［第 10 回] 動物の生理機構５―ホルモンに関して 

生物の恒常性の維持機構に中心的な役割を演じるホルモンについて，化学的実体，作用機構，調整機構などについて学

習します。 

［第 11 回] 動物の生理機構６―免疫調節の仕組み（１） 

体外から細菌やウイルスなどの異物が進入したとき，生体はいかにしてそれを認識し，排除するかについて学習します。 

［第 12 回] 動物の生理機構７―免疫調節の仕組み 

免疫調節について，さらに詳しく抗体の働きやアレルギーについて学習します。 

［第 13 回] 生態系について 

生物群の挙動，食物連鎖などを通して，生態系とは何か，生態系の破壊はなぜ起こるのか学習します。 

［第 14 回] 進化と系統について 

生物がどのように自然環境に適応し進化してきたのか，地球環境の変遷とあわせて学習します。 

 

 
３．履修上の注意 

 履修上の注意： 

 ① 「基礎生物学１」は，下記のとおり、春学期内に同一シラバスで複数クラスが用意されています。この中から１クラスに限

り、履修登録が可能です。今年度は、各クラスとも全学科が履修可能でおり、クラスによる履修制限は設けません。 

    

   火曜 １限 武藤 昌図 
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   火曜 ２限 関根 絵美子 

   火曜 ３限 武藤 昌図 

   木曜 ２限 平岡 和佳子 

  

 ② 履修登録をしているクラス以外での受講・定期試験の受験は無効になります。 

 

 ③ 春学科に設置されている「基礎生物学１」と秋学期に設置されている「基礎生物学２」は，それぞれ単独の科目としても

履修・学習が可能です。それぞれ履修の順番が違っても支障が無い内容になっています。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業は，教科書に沿って実施されます。毎回の授業後，実施内容について教科書内の重要事項を確認するようにしてくだ

さい。また，次回授業の前には，予定されている教科書の内容について事前に予習をし，授業に臨むようにしてください。 

 

 
５．教科書 

 生物学入門（大学生のための基礎シリーズ②）第３版 石川統・大森正之・嶋田正和 編 東京化学同人 ISBN4-978-4-

8079-0952-0 参考価格 2200 円 基礎生物学１では，第６章から第 13 章までを学習します。基礎生物学２では，第１章か

ら第５章までを学習します。 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を提出する場合には、オーメイジのレポート機能を利用する予定です。 

提出後には、フィードバックコメントをよく読み、以降の学習に反映させてください｡ 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験で成績を評価します。 

 試験の内容は，教科書と講義内容（板書，配布プリント，PowerPoint，ビデオ映像などを含む）の範囲で出題します（100

点）。得られた点数が 60 点以上を単位取得とします。 

 

 

 
９．その他 

・質問は歓迎します。授業後にどうぞ。気軽にコンタクトしてください。 

・時間・期限厳守，講義の途中退場禁止（体調不良は別），携帯電話オフ，私語禁止など常識的に。 
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科目ナンバー STBBI191J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎生物学 1[全組] 

担当者名 武藤昌図 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生物学は，理工学分野の様々な知識や技術と融合して，私たちの生活を支える基盤となっているサイエンスの一つです。

基礎生物学１・２の授業は，「理系基礎科目」として，理工学部の学生である皆さんが，将来自身の専門と生物学を結びつ

け，新たな技術や考え方を創造していくための基盤を作っていくことが目的です。授業の内容は，生物学を今まで選択して

こなかった方にも理解できるよう，生物学を基礎から学習し，最新の生物学の話題も取り入れながら進めていきます。 

 基礎生物学１の内容は，動物や植物の生理機構（生きていくためのメカニズム）や動物の生殖と発生及び生態系（生物と生

物を取り巻く環境）を主要テーマとします。 

 基礎生物学１と基礎生物２をあわせて学習することで，基礎生物学全体に対するより深い理解が得られます。 

 

 

 
２．授業内容 

 講義内容と履修項目概要は，以下のとおりです。各担当教員により，進行が前後する場合があります。 

［第１回] ガイダンス 

基礎生物学の概要について説明をします。また，半年間の講義の進め方や，成績の評価方法なども説明します。 

［第２回] 発生・分化１―動物の生殖に関して 

動物の生殖から受精までのメカニズムを学習します。 

［第３回] 発生・分化２―動物の発生と器官形成 

動物の受精卵から器官が形成され，動物個体として発生するメカニズムを学習します。 

［第４回] 植物の組織と生理機構 

動物と異なった植物の特性や組織の構造，受精から発生までの過程を学習します。 

［第５回] 動物の生理機構１―感覚器（１） 

物を見る仕組み，臭いを嗅ぐ仕組み，つまり視覚と嗅覚について学習します。 

［第６回] 動物の生理機構２―感覚器（２） 

味を味わう，また，音を聴く仕組み，つまり味覚と聴覚について学習します。 

［第７回] 動物の生理機構３―神経の働きについて（１） 

神経系はどのようなシステムか。感覚器の情報をいかにして中枢神経に伝えるか，中枢神経の指令をいかにして内蔵や筋

肉に伝えるかなどを学習します。 

［第８回] 動物の生理機構３―神経の働きについて（２） 

中枢神経はどのようなはたらきをするか。動物の行動と学習をいかに制御しているかなどを学習します。 

［第９回] 動物の生理機構４―体温，血糖，体液の調節 

生物の恒常性の維持（ホメオスタシス）の機構を学びます。体温や血糖値，体液量の異常をヒトはどのように認識し，どのよう

に正常に戻すのか，また，それらの調節機構の異状によって引き起こされる疾患について学習します。 

［第 10 回] 動物の生理機構５―ホルモンに関して 

生物の恒常性の維持機構に中心的な役割を演じるホルモンについて，化学的実体，作用機構，調整機構などについて学

習します。 

［第 11 回] 動物の生理機構６―免疫調節の仕組み（１） 

体外から細菌やウイルスなどの異物が進入したとき，生体はいかにしてそれを認識し，排除するかについて学習します。 

［第 12 回] 動物の生理機構７―免疫調節の仕組み 

免疫調節について，さらに詳しく抗体の働きやアレルギーについて学習します。 

［第 13 回] 生態系について 

生物群の挙動，食物連鎖などを通して，生態系とは何か，生態系の破壊はなぜ起こるのか学習します。 

［第 14 回] 進化と系統について 

生物がどのように自然環境に適応し進化してきたのか，地球環境の変遷とあわせて学習します。 

 

 
３．履修上の注意 

 履修上の注意： 

 ① 「基礎生物学１」は，下記のとおり、春学期内に同一シラバスで複数クラスが用意されています。この中から１クラスに限

り、履修登録が可能です。今年度は、各クラスとも全学科が履修可能でおり、クラスによる履修制限は設けません。 

    

   火曜 １限 武藤 昌図 
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   火曜 ２限 関根 絵美子 

   火曜 ３限 武藤 昌図 

   木曜 ２限 平岡 和佳子 

  

 ② 履修登録をしているクラス以外での受講・定期試験の受験は無効になります。 

 

 ③ 春学科に設置されている「基礎生物学１」と秋学期に設置されている「基礎生物学２」は，それぞれ単独の科目としても

履修・学習が可能です。それぞれ履修の順番が違っても支障が無い内容になっています。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業は，教科書に沿って実施されます。毎回の授業後，実施内容について教科書内の重要事項を確認するようにしてくだ

さい。また，次回授業の前には，予定されている教科書の内容について事前に予習をし，授業に臨むようにしてください。 

 

 
５．教科書 

 生物学入門（大学生のための基礎シリーズ②）第３版 石川統・大森正之・嶋田正和 編 東京化学同人 ISBN4-978-4-

8079-0952-0 参考価格 2200 円 基礎生物学１では，第６章から第 13 章までを学習します。基礎生物学２では，第１章か

ら第５章までを学習します。 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を提出する場合には、オーメイジのレポート機能を利用する予定です。 

提出後には、フィードバックコメントをよく読み、以降の学習に反映させてください｡ 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験で成績を評価します。 

 試験の内容は，教科書と講義内容（板書，配布プリント，PowerPoint，ビデオ映像などを含む）の範囲で出題します（100

点）。得られた点数が 60 点以上を単位取得とします。 

 

 

 
９．その他 

・質問は歓迎します。授業後にどうぞ。気軽にコンタクトしてください。 

・時間・期限厳守，講義の途中退場禁止（体調不良は別），携帯電話オフ，私語禁止など常識的に。 
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科目ナンバー STBBI191J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎生物学 1[全組] 

担当者名 武藤昌図 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生物学は，理工学分野の様々な知識や技術と融合して，私たちの生活を支える基盤となっているサイエンスの一つです。

基礎生物学１・２の授業は，「理系基礎科目」として，理工学部の学生である皆さんが，将来自身の専門と生物学を結びつ

け，新たな技術や考え方を創造していくための基盤を作っていくことが目的です。授業の内容は，生物学を今まで選択して

こなかった方にも理解できるよう，生物学を基礎から学習し，最新の生物学の話題も取り入れながら進めていきます。 

 基礎生物学１の内容は，動物や植物の生理機構（生きていくためのメカニズム）や動物の生殖と発生及び生態系（生物と生

物を取り巻く環境）を主要テーマとします。 

 基礎生物学１と基礎生物２をあわせて学習することで，基礎生物学全体に対するより深い理解が得られます。 

 

 

 
２．授業内容 

 講義内容と履修項目概要は，以下のとおりです。各担当教員により，進行が前後する場合があります。 

［第１回] ガイダンス 

基礎生物学の概要について説明をします。また，半年間の講義の進め方や，成績の評価方法なども説明します。 

［第２回] 発生・分化１―動物の生殖に関して 

動物の生殖から受精までのメカニズムを学習します。 

［第３回] 発生・分化２―動物の発生と器官形成 

動物の受精卵から器官が形成され，動物個体として発生するメカニズムを学習します。 

［第４回] 植物の組織と生理機構 

動物と異なった植物の特性や組織の構造，受精から発生までの過程を学習します。 

［第５回] 動物の生理機構１―感覚器（１） 

物を見る仕組み，臭いを嗅ぐ仕組み，つまり視覚と嗅覚について学習します。 

［第６回] 動物の生理機構２―感覚器（２） 

味を味わう，また，音を聴く仕組み，つまり味覚と聴覚について学習します。 

［第７回] 動物の生理機構３―神経の働きについて（１） 

神経系はどのようなシステムか。感覚器の情報をいかにして中枢神経に伝えるか，中枢神経の指令をいかにして内蔵や筋

肉に伝えるかなどを学習します。 

［第８回] 動物の生理機構３―神経の働きについて（２） 

中枢神経はどのようなはたらきをするか。動物の行動と学習をいかに制御しているかなどを学習します。 

［第９回] 動物の生理機構４―体温，血糖，体液の調節 

生物の恒常性の維持（ホメオスタシス）の機構を学びます。体温や血糖値，体液量の異常をヒトはどのように認識し，どのよう

に正常に戻すのか，また，それらの調節機構の異状によって引き起こされる疾患について学習します。 

［第 10 回] 動物の生理機構５―ホルモンに関して 

生物の恒常性の維持機構に中心的な役割を演じるホルモンについて，化学的実体，作用機構，調整機構などについて学

習します。 

［第 11 回] 動物の生理機構６―免疫調節の仕組み（１） 

体外から細菌やウイルスなどの異物が進入したとき，生体はいかにしてそれを認識し，排除するかについて学習します。 

［第 12 回] 動物の生理機構７―免疫調節の仕組み 

免疫調節について，さらに詳しく抗体の働きやアレルギーについて学習します。 

［第 13 回] 生態系について 

生物群の挙動，食物連鎖などを通して，生態系とは何か，生態系の破壊はなぜ起こるのか学習します。 

［第 14 回] 進化と系統について 

生物がどのように自然環境に適応し進化してきたのか，地球環境の変遷とあわせて学習します。 

 

 
３．履修上の注意 

 履修上の注意： 

 ① 「基礎生物学１」は，下記のとおり、春学期内に同一シラバスで複数クラスが用意されています。この中から１クラスに限

り、履修登録が可能です。今年度は、各クラスとも全学科が履修可能でおり、クラスによる履修制限は設けません。 

    

   火曜 １限 武藤 昌図 
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   火曜 ２限 関根 絵美子 

   火曜 ３限 武藤 昌図 

   木曜 ２限 平岡 和佳子 

  

 ② 履修登録をしているクラス以外での受講・定期試験の受験は無効になります。 

 

 ③ 春学科に設置されている「基礎生物学１」と秋学期に設置されている「基礎生物学２」は，それぞれ単独の科目としても

履修・学習が可能です。それぞれ履修の順番が違っても支障が無い内容になっています。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業は，教科書に沿って実施されます。毎回の授業後，実施内容について教科書内の重要事項を確認するようにしてくだ

さい。また，次回授業の前には，予定されている教科書の内容について事前に予習をし，授業に臨むようにしてください。 

 

 
５．教科書 

 生物学入門（大学生のための基礎シリーズ②）第３版 石川統・大森正之・嶋田正和 編 東京化学同人 ISBN4-978-4-

8079-0952-0 参考価格 2200 円 基礎生物学１では，第６章から第 13 章までを学習します。基礎生物学２では，第１章か

ら第５章までを学習します。 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を提出する場合には、オーメイジのレポート機能を利用する予定です。 

提出後には、フィードバックコメントをよく読み、以降の学習に反映させてください｡ 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験で成績を評価します。 

 試験の内容は，教科書と講義内容（板書，配布プリント，PowerPoint，ビデオ映像などを含む）の範囲で出題します（100

点）。得られた点数が 60 点以上を単位取得とします。 

 

 

 
９．その他 

・質問は歓迎します。授業後にどうぞ。気軽にコンタクトしてください。 

・時間・期限厳守，講義の途中退場禁止（体調不良は別），携帯電話オフ，私語禁止など常識的に。 
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基礎生物学 2 

科目ナンバー STBBI191J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎生物学 2[全組] 

担当者名 齋藤憲一郎 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生物学は，理工学分野の様々な知識や技術と融合して，私たちの生活を支える基盤となっているサイエンスの一つです。

基礎生物学１・２の授業は，「理系基礎科目」として，理工学部の学生である皆さんが，将来自身の専門と生物学を結びつ

け，新たな技術や考え方を創造していくための基盤を作っていくことが目的です。授業の内容は，生物学を今まで選択して

こなかった方にも理解できるよう，生物学を基礎から学習し，最新の生物学の話題も取り入れながら進めていきます。 

 基礎生物学２では，生物を構成する材料である遺伝子，タンパク質に関して物質面での特性を知り，親から子へどのように

して遺伝が起こるかを学びます。また，生物を構成する単位である細胞に関して構成や働きを学びます。 

 基礎生物学１を選択しなかった方も受講に問題はありません。 

 

 
２．授業内容 

 講義内容と履修項目概要は，以下のとおりです。各担当教員により，進行の前後があります。 

［第１回] ガイダンス 

基礎生物学の概要について説明します。 

また半年間の講義の進め方や，成績評価方法なども説明します。 

［第２回] 生体の構成物質―アミノ酸とタンパク質について 

生物の身体の中で様々な機能をするタンパク質と，それを構成するアミノ酸について，化学構造，物質的性質や生理機能を

学習します。 

［第３回] 生体の構成物質―核酸とヌクレオチドについて 

生物の遺伝情報が組み込まれたソフトウェアである核酸とそれを構成するヌクレオチドについて，化学構造，物質的性質や

遺伝情報発現の概要に関して学習します。 

［第４回] 生体の構成物質―脂質と糖質について 

生体のエネルギー源であり，生体を構成する成分である脂質と糖質に関して，化学構造，物質的性質及び生理機能に関し

て学習します。 

［第５回] 生命の単位―細胞について 

生命の基本単位である細胞に関して構造・種類・性質を学習し，次に細胞の構成成分である，細胞膜の構造と機能に関して

学習します。 

［第６回] 細胞内器官の機能について 

細胞の内部にある核，小胞体，ミトコンドリア，細胞骨格などの構造と機能を学習します。 

［第７回] 細胞分裂，細胞周期について 

細胞が「細胞周期」という過程を経て，分裂して増殖する仕組みについて学習します。 

［第８回] 減数分裂，遺伝子と染色体について 

生殖細胞の分裂の仕方や，いかにして遺伝子が次世代に受け継がれるか，その仕組みと，遺伝的に多様な子孫が生まれる

理由について学習します。 

［第９回] 遺伝の法則，遺伝子発現について 

メンデルが発見した遺伝の法則にはじまり，遺伝学は発展してきました。その概要とセントラルドグマと言われる遺伝情報の

発現プロセスについて学習します。 

［第 10 回] 変異と進化について 

生物は同じ種であっても個々に違いがあり，それらはどのようにして起こり，子孫に伝わっていくのか，遺伝子の変化のしくみ

について学習します。 

［第 11 回] 遺伝子工学，細胞工学技術について 

ヒトのタンパク質を微生物に産生させたり，極微量の遺伝子を増幅させたりする遺伝子工学的手法について学習します。 

［第 12 回] 生命の営み―代謝について 

動物が体内に取り込んだ糖質や脂質などを，どのようにエネルギーとして利用していくかなど，代謝に関して学習します。 

［第 13 回] 生命の営み―光合成，酵素反応について 

植物の代謝機構である光合成の機構と，機能タンパク質である酵素の反応機構に関して学習します。 

［第 14 回] 生物分野の研究および産業の未来像 

ゲノムの解読が終了し，ポストゲノムの時代を迎えた今，生物学研究はどのような方向に進み，産業にどのような恩恵をもたら

していくかなど未来像に関して学習します。 

 

 
３．履修上の注意 
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履修上の注意： 

 ① 基礎生物学２は，秋学期内に同一シラバスで複数クラスが用意されています。履修届を提出した教員のクラス以外での

受講・定期試験は無効になります。 

 ② 用意されている全クラスは，いずれも，全学科の学生が履修することができます。 

 ③ 基礎生物学１と基礎生物学２は，それぞれ単独の科目としても履修・学習が可能です。それぞれ履修の順番が違って

も支障が無い内容になっています。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業は，教科書に沿って実施されます。毎回の授業後，実施内容について教科書内の重要事項を確認するようにしてくだ

さい。また，次回授業の前には，予定されている教科書の内容について事前に予習をし，授業に臨むようにしてください。 

 

 
５．教科書 

 生物学入門（大学生のための基礎シリーズ②）第３版 石川統・大森正之・嶋田正和 編 東京化学同人 ISBN4-978-4-

8079-0952-0 参考価格 2200 円 基礎生物学１では，第６章から第 13 章までを学習し，基礎生物学２では，第１章から第５

章までを学習します。 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を提出する場合には、オーメイジのレポート機能を利用する予定です。提出後には、フィードバックコメントをよく読み、

以降の学習に反映してください。 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験で成績評価をします。 

 試験の内容は，教科書と講義内容（板書，スライド含む）の範囲で出題します（100 点）。得られた点数が 60 点以上を単位

取得とします。 

 

 
９．その他 

・質問は歓迎します。授業後にどうぞ。気軽にコンタクトしてください。この科目は兼任教員が担当しますので，案内がある場

合には，メールも利用してください。 

・時間・期限厳守，講義の途中退場禁止（体調不良は別），携帯電話オフ，私語禁止など常識的に。 
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科目ナンバー STBBI191J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎生物学 2[全組] 

担当者名 上芝秀博 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生物学は，理工学分野の様々な知識や技術と融合して，私たちの生活を支える基盤となっているサイエンスの一つです。

基礎生物学１・２の授業は，「理系基礎科目」として，理工学部の学生である皆さんが，将来自身の専門と生物学を結びつ

け，新たな技術や考え方を創造していくための基盤を作っていくことが目的です。授業の内容は，生物学を今まで選択して

こなかった方にも理解できるよう，生物学を基礎から学習し，最新の生物学の話題も取り入れながら進めていきます。 

 基礎生物学２では，生物を構成する材料である遺伝子，タンパク質に関して物質面での特性を知り，親から子へどのように

して遺伝が起こるかを学びます。また，生物を構成する単位である細胞に関して構成や働きを学びます。 

 基礎生物学１を選択しなかった方も受講に問題はありません。 

 

 
２．授業内容 

 講義内容と履修項目概要は，以下のとおりです。各担当教員により，進行の前後があります。 

［第１回] ガイダンス 

基礎生物学の概要について説明します。 

また半年間の講義の進め方や，成績評価方法なども説明します。 

［第２回] 生体の構成物質―アミノ酸とタンパク質について 

生物の身体の中で様々な機能をするタンパク質と，それを構成するアミノ酸について，化学構造，物質的性質や生理機能を

学習します。 

［第３回] 生体の構成物質―核酸とヌクレオチドについて 

生物の遺伝情報が組み込まれたソフトウェアである核酸とそれを構成するヌクレオチドについて，化学構造，物質的性質や

遺伝情報発現の概要に関して学習します。 

［第４回] 生体の構成物質―脂質と糖質について 

生体のエネルギー源であり，生体を構成する成分である脂質と糖質に関して，化学構造，物質的性質及び生理機能に関し

て学習します。 

［第５回] 生命の単位―細胞について 

生命の基本単位である細胞に関して構造・種類・性質を学習し，次に細胞の構成成分である，細胞膜の構造と機能に関して

学習します。 

［第６回] 細胞内器官の機能について 

細胞の内部にある核，小胞体，ミトコンドリア，細胞骨格などの構造と機能を学習します。 

［第７回] 細胞分裂，細胞周期について 

細胞が「細胞周期」という過程を経て，分裂して増殖する仕組みについて学習します。 

［第８回] 減数分裂，遺伝子と染色体について 

生殖細胞の分裂の仕方や，いかにして遺伝子が次世代に受け継がれるか，その仕組みと，遺伝的に多様な子孫が生まれる

理由について学習します。 

［第９回] 遺伝の法則，遺伝子発現について 

メンデルが発見した遺伝の法則にはじまり，遺伝学は発展してきました。その概要とセントラルドグマと言われる遺伝情報の

発現プロセスについて学習します。 

［第 10 回] 変異と進化について 

生物は同じ種であっても個々に違いがあり，それらはどのようにして起こり，子孫に伝わっていくのか，遺伝子の変化のしくみ

について学習します。 

［第 11 回] 遺伝子工学，細胞工学技術について 

ヒトのタンパク質を微生物に産生させたり，極微量の遺伝子を増幅させたりする遺伝子工学的手法について学習します。 

［第 12 回] 生命の営み―代謝について 

動物が体内に取り込んだ糖質や脂質などを，どのようにエネルギーとして利用していくかなど，代謝に関して学習します。 

［第 13 回] 生命の営み―光合成，酵素反応について 

植物の代謝機構である光合成の機構と，機能タンパク質である酵素の反応機構に関して学習します。 

［第 14 回] 生物分野の研究および産業の未来像 

ゲノムの解読が終了し，ポストゲノムの時代を迎えた今，生物学研究はどのような方向に進み，産業にどのような恩恵をもたら

していくかなど未来像に関して学習します。 

 

 
３．履修上の注意 
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履修上の注意： 

 ① 基礎生物学２は，秋学期内に同一シラバスで複数クラスが用意されています。履修届を提出した教員のクラス以外での

受講・定期試験は無効になります。 

 ② 用意されている全クラスは，いずれも，全学科の学生が履修することができます。 

 ③ 基礎生物学１と基礎生物学２は，それぞれ単独の科目としても履修・学習が可能です。それぞれ履修の順番が違って

も支障が無い内容になっています。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業は，教科書に沿って実施されます。毎回の授業後，実施内容について教科書内の重要事項を確認するようにしてくだ

さい。また，次回授業の前には，予定されている教科書の内容について事前に予習をし，授業に臨むようにしてください。 

 

 
５．教科書 

 生物学入門（大学生のための基礎シリーズ②）第３版 石川統・大森正之・嶋田正和 編 東京化学同人 ISBN4-978-4-

8079-0952-0 参考価格 2200 円 基礎生物学１では，第６章から第 13 章までを学習し，基礎生物学２では，第１章から第５

章までを学習します。 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を提出する場合には、オーメイジのレポート機能を利用する予定です。提出後には、フィードバックコメントをよく読み、

以降の学習に反映してください。 

 
８．成績評価の方法 

 学期末試験で成績評価をします。 

 試験の内容は，教科書と講義内容（板書，スライド含む）の範囲で出題します（100 点）。得られた点数が 60 点以上を単位

取得とします。 

 

 
９．その他 

・質問は歓迎します。授業後にどうぞ。気軽にコンタクトしてください。この科目は兼任教員が担当しますので，案内がある場

合には，メールも利用してください。 

・時間・期限厳守，講義の途中退場禁止（体調不良は別），携帯電話オフ，私語禁止など常識的に。 
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基礎地学 1 

科目ナンバー STEPS111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎地学 1[全組] 

担当者名 田村糸子 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 固体地球科学の基礎的な項目として，地球の概観，内部構造，地殻の構成物質（岩石・鉱物），プレートテクトニクス，火山

活動，地震・活断層，第四紀の気候変動について学ぶ。地球は何からできているか，そこで何が起きているのかという地球と

その変動に関連する知識を獲得し，地球を理解することが大きな目的である。 

 上記の様に，扱う内容は多岐にわたるが，項目の羅列（断片的）ではなく，相互の関連性を重視し，系統的に授業を進めて

行く。 

 プレート境界での様々な現象と，プレート収束域である日本列島，さらに身近な地域である南関東の地形・地質・変動につ

いて理解を深め，様々な地球のシステムが存在していることを認識することを目指す。特に，火山活動や地震現象，第四紀

の気候変動などは日常生活に深く関わる内容であるので，自然災害を意識しながら講義を進めてゆく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション（地球科学とは）     ｂ：頻発する自然災害 検証と課題  

［第 2 回] 地球の概観（１）：宇宙の構成，太陽系の概要，惑星地球の特徴 

［第 3 回] 地球の概観（２）：地球の形，大きさ，内部構造（地殻・マントル・コア） 

［第 4 回] 地殻の構成（１）：鉱物について 

［第 5 回] 地殻の構成（２）：岩石について 

［第 6 回] プレートテクトニクス（１）：地球のプレート，大陸移動説からプレートテクトニクスへ 

［第 7 回] プレートテクトニクス（２）：プレートテクトニクスと地震・火成活動，プリュームテクトニクス 

［第 8 回] 火山とマグマ（１）：マグマの誕生とその場所，火山分布，活火山 

［第 9 回] 火山とマグマ（２）：噴火の多様性と火山噴出物，火山災害，日本列島の火山とその活動 

［第 10 回] 地震発生のメカニズム：地震とは何か，地震動，地震断層，震度とマグニチュード 

［第 11 回] 活断層とプレートテクトニクス：活断層とは何か，日本の主な活断層，地震災害 

［第 12 回] 南関東の地震とテクトニクス：過去の被害地震（関東地震など）と防災について 

［第 13 回] 第四紀の気候変動：ミランコビッチサイクル，氷海面変動のメカニズム，海面変動と地形 

［第 14 回] ａ：まとめ  ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

本授業で扱う地球科学の事項の内，特に地質（地盤）に関わる部分は，インフラ整備，ビルや家屋の建設，資源探査等，工

学に関連する様々な分野で必要な基礎知識である。高校で地学分野を学んでこなかった人は，特に履修して欲しい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 地学は地球を対象とする自然科学であり，地球で生きることに直結している。講義において，地球（自然）をより深く理解す

るのに参考となる具体的な情報（博物館やジオパークなどの関連施設，最新の出版物など）を出来るだけ紹介する予定であ

る。これらを手掛かりとして，各個人が地球について学びを進め，地球（自然）に関心を持つことを心がけてほしい。そして，

学んだことを，環境保全，自然災害対応等に活かしてほしいと願っている。 

 
５．教科書 

 特に指定しない。 

 

 
６．参考書 

 『地球・環境・資源 地球と人類の共生をめざして』内田悦生・高木秀雄編著（共立出版） 

 『富士山はどうしてそこにあるのか 地形から見る日本列島史』山崎晴雄（NHK 出版新書） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

キーとなる課題に対しては，授業中にその都度解説する。 

 

 
８．成績評価の方法 
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 期末試験（70％）とレポート（30％）の総点によって評価し，満点の６割以上を単位修得の条件とする。試験では，講義内容

の理解を試すため論述式の問題を課し，基礎的内容の習得度と自主的な学習の成果，および記述の論理性などを評価す

る。レポートでは，授業の発展的内容の課題とし，内容や時期，書式などは講義中に指示する。 

 

 
９．その他 

 高等学校で使用した地図帳があると良い 
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基礎地学 2 

科目ナンバー STEPS111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎地学 2[全組] 

担当者名 田村糸子 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基礎地学１では，地球の概観，内部構造，地殻の構成物質，プレートテクトニクス，火成活動，地震・活断層について学

び，地球は何からできているか，そこで何が起きているのかという地球とその現状を理解することを目的とした。これを踏まえ

て，基礎地学２では，地球がどのような過程を経て現在に至ったのかという，地球の歴史を学ぶ。 

 太陽系と地球が誕生してから，46 億年という時間の流れの中で，進化してきた地球の特性，地球システムの成り立ち・変

遷，生命誕生から現在に至る生物の変遷等について理解することを目的とする。特に，人類の時代といわれる第四紀の気

候変動は，人間社会生活に深く関わる内容であり，将来への持続可能な地球環境への取り組みを意識しながら講義を進め

て行く。 

  

 また，地球の歴史は地層や化石等の情報を基に構築されていくものであるが，例えば化石と聞くと，アンモナイトや恐竜を

思い浮かべる人が多いと思う。しかし昨今の化石研究は，様々な工学的手法を用いることにより，著しい進展を遂げている。

例えば，サンゴ化石の縞々模様（日輪や年輪）の解析からは，地球の自転速度の変遷（４億年前は一日が 22 時間等）が明

らかとなり，また，化石人骨（ネアンデルタール）の DNA 解析が可能となった（2022 年にノーベル生理学・医学賞を受賞した

研究）。本講義では，出来る限り最新の知見を取り上げ，従来とは異なる新しい歴史観を紹介する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション（歴史科学としての地学について） 

             ｂ：最近の地球：頻発する異常気象と地球温暖化，気象災害 

［第２回] 天体としての地球：宇宙と太陽系，太陽系の特徴，太陽系の誕生  

［第３回]  地球の誕生：初期の地球環境，月の起源，大気と海洋の起源  

［第４回]  地球の年齢：隕石，最古の岩石の年代，放射年代測定の原理 

［第５回]  地層と化石：地層の基礎，化石の定義，示準化石と示相化石，化石研究の進展 

［第６回]  地質年代：地層累重の法則，地質年代区分，相対年代，チバニアン 

［第７回]  生命の起源：生命誕生までの化学的進化，生命の誕生 

［第８回]  陰生代：原核生物の出現，光合成生物の出現，真核生物の出現と多細胞生物への進化 

［第９回]  古生代：カンブリア紀の生物爆発，脊椎動物の出現，オゾン層の形成と生物の上陸，シダ植物の発展，古生代末

の大量絶滅 

［第 10 回]  中生代：三畳紀，ジュラ紀，白亜紀，恐竜と裸子植物の発展，大量絶滅と巨大隕石の衝突  

［第 11 回]  新生代：新生代の時代区分，ほ乳類の進化と人類の出現，人類進化の系統，環境変化と人類の移動・農耕の

発生 

［第 12 回]  第四紀の気候変動：ヒマラヤ山脈の形成とモンスーン，氷期・間氷期，海洋酸素同位体ステージ  

［第 13 回]  地球の将来：人間社会活動と地球，エネルギー資源の現状と将来，地球温暖化，IPCC 報告書 

［第 14 回] ａ：まとめ   ｂ：試験 

 

 
３．履修上の注意 

 46 億年という地球の歴史が中心であるが，自然科学の発見・進歩の歴史，生物進化の歴史など，地球以外の自然科学の

教養を深める内容も多く含みます． 

 また，氷期・間氷期等の気候変動は，天体としての地球の運動（公転軌道や変化や地軸の傾斜角度の周期的変化）による

ものであり，自然の必然で起きる現象である。しかし，現在はそこに人間活動（CO2 増加による温暖化）が絡み，地球の歴史

上，今まで経験したことのない次元に突入している。将来の地球がどのようになっていくか，環境評価等に関心のある人は是

非，履修して欲しい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 地学は地球を対象とする自然科学であり，地球で生きることに直結している。講義において，地球（自然）をより深く理解す

るのに参考となる具体的な情報（博物館やジオパークなどの関連施設，最新の出版物など）を出来るだけ紹介する予定であ

る。これらを手掛かりとして，各個人が地球に関する学びを深めて，持続可能な地球の将来について考え行動ができるように

してほしい．日常生活において，自然現象に関心を持ち続けることを心がけてほしいと思っています． 

 

 
５．教科書 
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 特に指定しない。 

 

 
６．参考書 

 『地球・環境・資源 地球と人類の共生をめざして』内田悦生・高木秀雄 編（共立出版） 

 『日本列島 100 万年史 大地に刻まれた壮大な物語』山崎晴雄・久保純子（講談社ブルーバックス） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

キーとなる課題に対しては，授業中にその都度解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験（70％）とレポート（30％）の総点によって評価し，満点の６割以上を単位修得の条件とする。試験では，講義内容

の理解を試すため論述式の問題を課し，基礎的内容の習得度と自主的な学習の成果，および記述の論理性などを評価す

る。レポートでは，授業の発展的内容の課題とし，内容や時期，書式などは講義中に指示する。 

 

 
９．その他 

 高等学校で使用した地図帳があると良い 
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線形代数学 1 

科目ナンバー STMAT211J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 線形代数学 1[1 組] 

担当者名 梅田典晃 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 固有値・固有ベクトルおよび行列の対角化，ユニタリ行列による対角化，２次形式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 基底の取り替えのもたらす写像の表現行列の変化，その応用としての行列の対角化を理解し計算に習熟する。また，ユニ

タリ行列による対角化の応用として，２次形式の理論と計算を理解する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 線形写像の核と像 

［第２回] 基底の取り替え 

［第３回] 固有値・固有ベクトル・固有空間 

［第４回] 行列の対角化 

［第５回] 行列の三角化 

［第６回] 行列の三角化（続） 

［第７回] 実対称行列とエルミート行列 

［第８回] 正規行列 

［第９回] 正規行列（続） 

［第 10 回] ２次形式とエルミート形式 

［第 11 回] ２次形式とエルミート形式（続） 

［第 12 回] ２次曲線および２次曲面の分類 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１，２の履修を前提とする。課題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 6.1，問 6.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の解答例を Oh-o! Meiji で公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80％，レポート 20％で評価する。 

合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

２年次秋学期の線形代数学２の履修には線形代数学１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT211J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 線形代数学 1[2 組] 

担当者名 西山賢一 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 固有値・固有ベクトルおよび行列の対角化，ユニタリ行列による対角化，２次形式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 基底の取り替えのもたらす写像の表現行列の変化，その応用としての行列の対角化を理解し計算に習熟する。また，ユニ

タリ行列による対角化の応用として，２次形式の理論と計算を理解する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 線形写像の核と像 

［第２回] 基底の取り替え 

［第３回] 固有値・固有ベクトル・固有空間 

［第４回] 行列の対角化 

［第５回] 行列の三角化 

［第６回] 行列の三角化（続） 

［第７回] 実対称行列とエルミート行列 

［第８回] 正規行列 

［第９回] 正規行列（続） 

［第 10 回] ２次形式とエルミート形式 

［第 11 回] ２次形式とエルミート形式（続） 

［第 12 回] ２次曲線および２次曲面の分類 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１，２の履修を前提とする。課題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 6.1，問 6.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

 『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の解答例を Oh-o! Meiji で公開することを予定している。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 72％，課題 28％で評価する。合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

 教科書の正誤表は次のサイトにある。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

 ２年次秋学期の線形代数学２の履修には線形代数学１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT211J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 線形代数学 1[3・4 組,化] 

担当者名 小林稔周 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

固有値・固有ベクトルおよび行列の対角化，ユニタリ行列による対角化，２次形式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 基底の取り替えのもたらす写像の表現行列の変化，その応用としての行列の対角化を理解し計算に習熟する。また，ユニ

タリ行列による対角化の応用として，２次形式の理論と計算を理解する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回］線形写像の核と像 

［第２回］基底の取り替え 

［第３回］固有値・固有ベクトル・固有空間 

［第４回］行列の対角化 

［第５回］行列の三角化 

［第６回］行列の三角化（続） 

［第７回］実対称行列とエルミート行列 

［第８回］正規行列 

［第９回］正規行列（続） 

［第 10 回］２次形式とエルミート形式 

［第 11 回］２次形式とエルミート形式（続） 

［第 12 回］２次曲線および２次曲面の分類 

［第 13 回］問題演習による総復習 

［第 14 回］まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１，２の履修を前提とする。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 6.1，問 6.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

『線形代数学入門』，斎藤正彦（東京大学出版会） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

解答例を作成し、Oh-o! Meiji 上に公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験７５%，レポート２５%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT211J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 線形代数学 1[5 組] 

担当者名 長友康行 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 固有値・固有ベクトルおよび行列の対角化，ユニタリ行列による対角化，２次形式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 基底の取り替えのもたらす写像の表現行列の変化，その応用としての行列の対角化を理解し計算に習熟する。また，ユニ

タリ行列による対角化の応用として，２次形式の理論と計算を理解する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 線形写像の核と像 

［第２回] 基底の取り替え 

［第３回] 固有値・固有ベクトル・固有空間 

［第４回] 行列の対角化 

［第５回] 行列の三角化 

［第６回] 行列の三角化（続） 

［第７回] 実対称行列とエルミート行列 

［第８回] 正規行列 

［第９回] 正規行列（続） 

［第 10 回] ２次形式とエルミート形式 

［第 11 回] ２次形式とエルミート形式（続） 

［第 12 回] ２次曲線および２次曲面の分類 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 基礎線形代数１，２の履修を前提とする。 

 授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の本文中に配置されている問題（問 6.1，問 6.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習

支援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

 『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内において実施される小テストの解答例を、小テスト実施後すぐに紹介し、復習に役立つようにする。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 90％，小テスト 5％，授業への貢献度 5％で評価する。合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

 教科書の正誤表は次のサイトにある。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

 ２年次秋学期の線形代数学２の履修には線形代数学１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT211J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 線形代数学 1[6 組] 

担当者名 西山賢一 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 固有値・固有ベクトルおよび行列の対角化，ユニタリ行列による対角化，２次形式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 基底の取り替えのもたらす写像の表現行列の変化，その応用としての行列の対角化を理解し計算に習熟する。また，ユニ

タリ行列による対角化の応用として，２次形式の理論と計算を理解する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 線形写像の核と像 

［第２回] 基底の取り替え 

［第３回] 固有値・固有ベクトル・固有空間 

［第４回] 行列の対角化 

［第５回] 行列の三角化 

［第６回] 行列の三角化（続） 

［第７回] 実対称行列とエルミート行列 

［第８回] 正規行列 

［第９回] 正規行列（続） 

［第 10 回] ２次形式とエルミート形式 

［第 11 回] ２次形式とエルミート形式（続） 

［第 12 回] ２次曲線および２次曲面の分類 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１，２の履修を前提とする。課題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 6.1，問 6.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

 『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の解答例を Oh-o! Meiji で公開することを予定している。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 72％，課題 28％で評価する。合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

 教科書の正誤表は次のサイトにある。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

 ２年次秋学期の線形代数学２の履修には線形代数学１の履修が前提となる。 



2025 年度理工学部 シラバス 

1194 
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科目ナンバー STMAT211J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 線形代数学 1[機情] 

担当者名 文賢淑 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 固有値・固有ベクトルおよび行列の対角化，ユニタリ行列による対角化，２次形式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 基底の取り替えのもたらす写像の表現行列の変化，その応用としての行列の対角化を理解し計算に習熟する。また，ユニ

タリ行列による対角化の応用として，２次形式の理論と計算を理解する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 線形写像の核と像 

［第２回] 基底の取り替え 

［第３回] 固有値・固有ベクトル・固有空間 

［第４回] 行列の対角化 

［第５回] 行列の三角化 

［第６回] 行列の三角化（続） 

［第７回] 中間テストと解説 

［第８回] 実対称行列とエルミート行列 

［第９回] 正規行列 

［第 10 回] 正規行列（続） 

［第 11 回] ２次形式とエルミート形式 

［第 12 回] ２次形式とエルミート形式（続） 

［第 13 回] ２次曲線および２次曲面の分類 

［第 14 回] 問題演習による総復習 

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１，２の履修を前提とする。 

授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 6.1，問 6.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。 

分からない場合は，学習支援室などを活用して次週までに理解すること。 

これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

斎藤正彦「線形代数入門」東京大学出版会 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出されたレポート答案に対する総評を、Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

中間試験(50 点)と期末試験(50 点)の合計 60 点以上を単位取得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

２年次秋学期の線形代数学２の履修には線形代数学１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT211J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 線形代数学 1[建,物] 

担当者名 石原裕信 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

固有値・固有ベクトルおよび行列の対角化、ユニタリ行列による対角化、２次形式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

基底の取り替えのもたらす写像の表現行列の変化、その応用としての行列の対角化を理解し計算に習熟する。また、ユニタ

リ行列による対角化の応用として、２次形式の理論と計算を理解する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 線形写像の核と像 

［第２回] 基底の取り替え 

［第３回] 固有値・固有ベクトル・固有空間 

［第４回] 行列の対角化 

［第５回] 行列の三角化 

［第６回] 行列の三角化（続） 

［第７回] 実対称行列とエルミート行列 

［第８回] 正規行列 

［第９回] 正規行列（続） 

［第 10 回] ２次形式とエルミート形式 

［第 11 回] ２次形式とエルミート形式（続） 

［第 12 回] ２次曲線および２次曲面の分類 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ  

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１、２の履修を前提とする。 

基本的に毎回、授業の最後に課題を出題する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』 対馬龍司 （共立出版） 

 

 
６．参考書 

使用しない。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の課題の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70％、課題 30％で評価する。 

合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。 

変更する場合は、授業時間中に口頭で知らせるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 
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http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

２年次秋学期の線形代数学２の履修には線形代数学１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT211J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 線形代数学 1[14 組] 

担当者名 梅田典晃 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 固有値・固有ベクトルおよび行列の対角化，ユニタリ行列による対角化，２次形式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

 基底の取り替えのもたらす写像の表現行列の変化，その応用としての行列の対角化を理解し計算に習熟する。また，ユニ

タリ行列による対角化の応用として，２次形式の理論と計算を理解する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 線形写像の核と像 

［第２回] 基底の取り替え 

［第３回] 固有値・固有ベクトル・固有空間 

［第４回] 行列の対角化 

［第５回] 行列の三角化 

［第６回] 行列の三角化（続） 

［第７回] 実対称行列とエルミート行列 

［第８回] 正規行列 

［第９回] 正規行列（続） 

［第 10 回] ２次形式とエルミート形式 

［第 11 回] ２次形式とエルミート形式（続） 

［第 12 回] ２次曲線および２次曲面の分類 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１，２の履修を前提とする。課題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 6.1，問 6.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の解答例を Oh-o! Meiji で公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80％，レポート 20％で評価する。 

合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

２年次秋学期の線形代数学２の履修には線形代数学１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT211J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 線形代数学 1[15 組] 

担当者名 石原裕信 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

固有値・固有ベクトルおよび行列の対角化、ユニタリ行列による対角化、２次形式の基本事項を説明する。 

「到達目標」 

基底の取り替えのもたらす写像の表現行列の変化、その応用としての行列の対角化を理解し計算に習熟する。また、ユニタ

リ行列による対角化の応用として、２次形式の理論と計算を理解する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 線形写像の核と像 

［第２回] 基底の取り替え 

［第３回] 固有値・固有ベクトル・固有空間 

［第４回] 行列の対角化 

［第５回] 行列の三角化 

［第６回] 行列の三角化（続） 

［第７回] 実対称行列とエルミート行列 

［第８回] 正規行列 

［第９回] 正規行列（続） 

［第 10 回] ２次形式とエルミート形式 

［第 11 回] ２次形式とエルミート形式（続） 

［第 12 回] ２次曲線および２次曲面の分類 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ  

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１、２の履修を前提とする。 

基本的に毎回、授業の最後に課題を出題する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』 対馬龍司 （共立出版） 

 

 
６．参考書 

使用しない。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の課題の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70％、課題 30％で評価する。 

合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。 

変更する場合は、授業時間中に口頭で知らせるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 
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http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

２年次秋学期の線形代数学２の履修には線形代数学１の履修が前提となる。 
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線形代数学 2 

科目ナンバー STMAT211J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 線形代数学 2[1・2 組,機械] 

担当者名 梅田典晃 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 x-行列の単因子を説明し，その応用として任意の行列がジョルダン標準形に変換されることを示す。また，ジョルダン標準

形の応用として定数係数線形微分方程式の解法を説明する。 

「到達目標」 

 x-行列の基本変形と単因子の計算法，ジョルダン標準形の求め方，定数係数線形微分方程式の解法に習熟する。また，

その理論の基礎となる体と多項式の理論について理解する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 単因子 

［第２回] 単因子（続） 

［第３回] ジョルダン標準形 

［第４回] ジョルダン標準形（続） 

［第５回] ジョルダン標準形の求め方 

［第６回] ジョルダン標準形の求め方（続） 

［第７回] 行列の指数関数 

［第８回] 線形微分方程式 

［第９回] 線形微分方程式（続） 

［第 10 回] 体と多項式 

［第 11 回] 体と多項式（続） 

［第 12 回] 体と多項式（続々） 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] :まとめ 

 
３．履修上の注意 

 基礎線形代数１，２，線形代数学１の履修を前提とする。 

授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の本文中に配置されている問題（問 8.1，問 8.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習

支援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

 『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 教科書の９章・10 章（第７回以降の範囲）は次のサイトからダウンロードすること。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji でレポートの提出を行ってもらうが、 

これに対して、締め切り後コメントを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 80％，レポート 20％で評価する。 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

 教科書の正誤表は次のサイトにある。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 
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科目ナンバー STMAT211J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 線形代数学 2[3・4 組,化,物] 

担当者名 沼田崇宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 x-行列の単因子を説明し，その応用として任意の行列がジョルダン標準形に変換されることを示す。また，ジョルダン標準

形の応用として定数係数線形微分方程式の解法を説明する。 

「到達目標」 

 x-行列の基本変形と単因子の計算法，ジョルダン標準形の求め方，定数係数線形微分方程式の解法に習熟する。また，

その理論の基礎となる体と多項式の理論について理解する。 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 単因子 

［第２回] 単因子（続） 

［第３回] ジョルダン標準形 

［第４回] ジョルダン標準形（続） 

［第５回] ジョルダン標準形の求め方 

［第６回] ジョルダン標準形の求め方（続） 

［第７回] 行列の指数関数 

［第８回] 線形微分方程式 

［第９回] 線形微分方程式（続） 

［第 10 回] 体と多項式 

［第 11 回] 体と多項式（続） 

［第 12 回] 体と多項式（続々） 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 基礎線形代数１，２，線形代数学１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の本文中に配置されている問題（問 8.1，問 8.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習

支援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 教科書の９章・10 章（第７回以降の範囲）は次のサイトからダウンロードすること。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80%,、演習・レポート 20%で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

 教科書の正誤表は次のサイトにある。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 
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科目ナンバー STMAT211J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 線形代数学 2[機情] 

担当者名 西山賢一 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 x-行列の単因子を説明し，その応用として任意の行列がジョルダン標準形に変換されることを示す。また，ジョルダン標準

形の応用として定数係数線形微分方程式の解法を説明する。 

「到達目標」 

 x-行列の基本変形と単因子の計算法，ジョルダン標準形の求め方，定数係数線形微分方程式の解法に習熟する。また，

その理論の基礎となる体と多項式の理論について理解する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 単因子 

［第２回] 単因子（続） 

［第３回] ジョルダン標準形 

［第４回] ジョルダン標準形（続） 

［第５回] ジョルダン標準形の求め方 

［第６回] ジョルダン標準形の求め方（続） 

［第７回] 行列の指数関数 

［第８回] 線形微分方程式 

［第９回] 線形微分方程式（続） 

［第 10 回] 体と多項式 

［第 11 回] 体と多項式（続） 

［第 12 回] 体と多項式（続々） 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] まとめ 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１，２，線形代数学１の履修を前提とする。課題によって演習時間の不足を補う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書の本文中に配置されている問題（問 8.1，問 8.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

教科書の９章・10 章（第７回以降の範囲）は次のサイトからダウンロードすること。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の解答例を Oh-o! Meiji で公開することを予定している。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 68％，課題 32％で評価する。合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

教科書の正誤表は次のサイトにある。 

http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 
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科目ナンバー STMAT211J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 線形代数学 2[建,情] 

担当者名 梅田典晃 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 x-行列の単因子を説明し，その応用として任意の行列がジョルダン標準形に変換されることを示す。また，ジョルダン標準

形の応用として定数係数線形微分方程式の解法を説明する。 

「到達目標」 

 x-行列の基本変形と単因子の計算法，ジョルダン標準形の求め方，定数係数線形微分方程式の解法に習熟する。また，

その理論の基礎となる体と多項式の理論について理解する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 単因子 

［第２回] 単因子（続） 

［第３回] ジョルダン標準形 

［第４回] ジョルダン標準形（続） 

［第５回] ジョルダン標準形の求め方 

［第６回] ジョルダン標準形の求め方（続） 

［第７回] 行列の指数関数 

［第８回] 線形微分方程式 

［第９回] 線形微分方程式（続） 

［第 10 回] 体と多項式 

［第 11 回] 体と多項式（続） 

［第 12 回] 体と多項式（続々） 

［第 13 回] 問題演習による総復習 

［第 14 回] :まとめ 

 
３．履修上の注意 

 基礎線形代数１，２，線形代数学１の履修を前提とする。 

授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の本文中に配置されている問題（問 8.1，問 8.2 など）は必ず自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習

支援室などを活用して次週までに理解すること。これらの問題を理解していることを前提として期末試験を行う。 

 

 
５．教科書 

 『線形代数学講義（改訂版）』，対馬龍司（共立出版） 

 教科書の９章・10 章（第７回以降の範囲）は次のサイトからダウンロードすること。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji でレポートの提出を行ってもらうが、 

これに対して、締め切り後コメントを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 80％，レポート 20％で評価する。 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

 教科書の正誤表は次のサイトにある。 

 http://www.isc.meiji.ac.jp/~tsushima/senkei.html 
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微分積分学 1 

科目ナンバー STMAT231J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 微分積分学 1[1・2 組] 

担当者名 岩尾昌央 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

2 変数(以上)の関数の微分法について学ぶ．計算技法に習熟するとともに，その背景にある幾何的な意味を理解することに

重点を置く．また数学的な厳密性については，時間の許す範囲で言及する． 

「到達目標」 

学生が多変数関数の偏微分について熟知することを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回]  偏微分の定義と計算 

[第 2 回]  平面と曲面 

[第 3 回]  接平面 

[第 4 回]  偏微分と全微分 

[第 5 回]  合成関数の微分 

[第 6 回]  極座標による微分 

[第 7 回]  極値の定義 

[第 8 回]  2 次関数の極値 

[第 9 回]  テイラー展開と極値 

[第 10 回] 極値の判定 

[第 11 回] 写像の微分とヤコビアン 

[第 12 回] 逆写像 

[第 13 回] 陰関数 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１，基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の 30%を自主学習・質疑応答に当てる。その他「授業ファイル（PDF）」の読了を宿題とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

事前に教科書の該当箇所を読み、理解できない項目については、Oh-o! Meiji にアップロードされた 

各回の「授業ファイル（PDF）」に記載の解説で調べて確認しておくこと。 

また、各回の「授業ファイル（PDF）」に「復習問題」あるいは「確認問題」が記載されている 

場合には、これらの問題を解いて復習・確認し、疑問については質問して解消すること。 

なお、本科目の範囲外の質問に関しては学習支援室を利用すること。 

 

 
５．教科書 

『新しい微積分〈下〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 
６．参考書 

『力のつく微分積分 II－多変数の微積分』，桂田祐史，佐藤篤之（共立出版） 

『微分積分学』，一樂重雄，池田裕司（朝倉書店）（第６，７章） 

『大学課程 微分積分学概説』，大学数学教育研究会編（共立出版）（第３章） 

『基礎解析 I，II（岩波講座 応用数学）』，藤田宏，今野礼二（岩波書店） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

第 13 回までの「授業ファイル（PDF）」で提示された「復習問題」あるいは「確認問題」の解説 

については、各回最後の自主学習・質疑応答の時間（授業時間の 30 パーセント）に個別に対面 

にて質問に応じる。また、e メール（アドレスは第１回の「授業ファイル（PDF）」に記載する） 
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にて随時、個別に質疑応答する。 

これらの質疑応答の内容に基づいて、第 14 回の a モジュールにおいて「復習問題」と「確認問題」 

の全体講評を行い、関連して期末試験の模擬問題を第 14 回の「授業ファイル（PDF）」にて提示する。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験（100%）で評価する。満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

２年次秋学期の微分積分学２の履修には微分積分学１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT231J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 微分積分学 1[3 組] 

担当者名 岩尾昌央 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

2 変数(以上)の関数の微分法について学ぶ．計算技法に習熟するとともに，その背景にある幾何的な意味を理解することに

重点を置く．また数学的な厳密性については，時間の許す範囲で言及する． 

「到達目標」 

学生が多変数関数の偏微分について熟知することを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回]  偏微分の定義と計算 

[第 2 回]  平面と曲面 

[第 3 回]  接平面 

[第 4 回]  偏微分と全微分 

[第 5 回]  合成関数の微分 

[第 6 回]  極座標による微分 

[第 7 回]  極値の定義 

[第 8 回]  2 次関数の極値 

[第 9 回]  テイラー展開と極値 

[第 10 回] 極値の判定 

[第 11 回] 写像の微分とヤコビアン 

[第 12 回] 逆写像 

[第 13 回] 陰関数 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１，基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の 30%を自主学習・質疑応答に当てる。その他「授業ファイル（PDF）」の読了を宿題とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

事前に教科書の該当箇所を読み、理解できない項目については、Oh-o! Meiji にアップロードされた 

各回の「授業ファイル（PDF）」に記載の解説で調べて確認しておくこと。 

また、各回の「授業ファイル（PDF）」に「復習問題」あるいは「確認問題」が記載されている 

場合には、これらの問題を解いて復習・確認し、疑問については質問して解消すること。 

なお、本科目の範囲外の質問に関しては学習支援室を利用すること。 

 

 
５．教科書 

『新しい微積分〈下〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 
６．参考書 

『力のつく微分積分 II－多変数の微積分』，桂田祐史，佐藤篤之（共立出版） 

『微分積分学』，一樂重雄，池田裕司（朝倉書店）（第６，７章） 

『大学課程 微分積分学概説』，大学数学教育研究会編（共立出版）（第３章） 

『基礎解析 I，II（岩波講座 応用数学）』，藤田宏，今野礼二（岩波書店） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

第 13 回までの「授業ファイル（PDF）」で提示された「復習問題」あるいは「確認問題」の解説 

については、各回最後の自主学習・質疑応答の時間（授業時間の 30 パーセント）に個別に対面 

にて質問に応じる。また、e メール（アドレスは第１回の「授業ファイル（PDF）」に記載する） 
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にて随時、個別に質疑応答する。 

これらの質疑応答の内容に基づいて、第 14 回の a モジュールにおいて「復習問題」と「確認問題」 

の全体講評を行い、関連して期末試験の模擬問題を第 14 回の「授業ファイル（PDF）」にて提示する。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験（100%）で評価する。満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

２年次秋学期の微分積分学２の履修には微分積分学１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT231J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 微分積分学 1[4 組] 

担当者名 中島秀太 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

2 変数(以上)の関数の微分法について学ぶ．計算技法に習熟するとともに，その背景にある幾何的な意味を理解することに

重点を置く．また数学的な厳密性については，時間の許す範囲で言及する． 

「到達目標」 

学生が多変数関数の偏微分について熟知することを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回]  偏微分の定義と計算 

[第 2 回]  平面と曲面 

[第 3 回]  接平面 

[第 4 回]  偏微分と全微分 

[第 5 回]  合成関数の微分 

[第 6 回]  極座標による微分 

[第 7 回]  極値の定義 

[第 8 回]  2 次関数の極値 

[第 9 回]  テイラー展開と極値 

[第 10 回] 極値の判定 

[第 11 回] 写像の微分とヤコビアン 

[第 12 回] 逆写像 

[第 13 回] 陰関数 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１，基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習にあてる。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。授業にて提示する演習問題はその日の授業内容の理解の手助けとなるもの

を含むため，復習の際には教科書の問と合わせて取り組むこと。 

 

 
５．教科書 

『新しい微積分〈下〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 
６．参考書 

『力のつく微分積分 II－多変数の微積分』，桂田祐史，佐藤篤之（共立出版） 

『微分積分学』，一樂重雄，池田裕司（朝倉書店）（第６，７章） 

『大学課程 微分積分学概説』，大学数学教育研究会編（共立出版）（第３章） 

『基礎解析 I，II（岩波講座 応用数学）』，藤田宏，今野礼二（岩波書店） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を課す場合，その答案は Oh-o! Meiji システムを通じて返却する。 

 
８．成績評価の方法 

評価は、小テストおよび演習を 20%、期末試験を 80%の割合で行う。ただし、状況に応じて授業態度も考慮する。単位修得の

条件は、総得点が満点の 60%以上であることとする。 
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９．その他 

２年次秋学期の微分積分学２の履修には微分積分学１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT231J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 微分積分学 1[5 組] 

担当者名 嶋田芳 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

2 変数(以上)の関数の微分法について学ぶ．計算技法に習熟するとともに，その背景にある幾何的な意味を理解することに

重点を置く．また数学的な厳密性については，時間の許す範囲で言及する． 

「到達目標」 

学生が多変数関数の偏微分について熟知することを目標とする。 

 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回]  偏微分の定義と計算 

[第 2 回]  平面と曲面 

[第 3 回]  接平面 

[第 4 回]  偏微分と全微分 

[第 5 回]  合成関数の微分 

[第 6 回]  極座標による微分 

[第 7 回]  極値の定義 

[第 8 回]  2 次関数の極値 

[第 9 回]  テイラー展開と極値 

[第 10 回] 極値の判定 

[第 11 回] 写像の微分とヤコビアン 

[第 12 回] 逆写像 

[第 13 回] 陰関数 

[第 14 回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１，基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習にあてる。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『新しい微積分〈下〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 
６．参考書 

『力のつく微分積分 II－多変数の微積分』，桂田祐史，佐藤篤之（共立出版） 

『微分積分学』，一樂重雄，池田裕司（朝倉書店）（第６，７章） 

『大学課程 微分積分学概説』，大学数学教育研究会編（共立出版）（第３章） 

『基礎解析 I，II（岩波講座 応用数学）』，藤田宏，今野礼二（岩波書店） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%，演習・レポート２０%で評価する。合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

２年次秋学期の微分積分学２の履修には微分積分学１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT231J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 微分積分学 1[6 組] 

担当者名 嶋田芳 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

2 変数(以上)の関数の微分法について学ぶ．計算技法に習熟するとともに，その背景にある幾何的な意味を理解することに

重点を置く．また数学的な厳密性については，時間の許す範囲で言及する． 

「到達目標」 

学生が多変数関数の偏微分について熟知することを目標とする。 

 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回]  偏微分の定義と計算 

[第 2 回]  平面と曲面 

[第 3 回]  接平面 

[第 4 回]  偏微分と全微分 

[第 5 回]  合成関数の微分 

[第 6 回]  極座標による微分 

[第 7 回]  極値の定義 

[第 8 回]  2 次関数の極値 

[第 9 回]  テイラー展開と極値 

[第 10 回] 極値の判定 

[第 11 回] 写像の微分とヤコビアン 

[第 12 回] 逆写像 

[第 13 回] 陰関数 

[第 14 回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１，基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習にあてる。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『新しい微積分〈下〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 
６．参考書 

『力のつく微分積分 II－多変数の微積分』，桂田祐史，佐藤篤之（共立出版） 

『微分積分学』，一樂重雄，池田裕司（朝倉書店）（第６，７章） 

『大学課程 微分積分学概説』，大学数学教育研究会編（共立出版）（第３章） 

『基礎解析 I，II（岩波講座 応用数学）』，藤田宏，今野礼二（岩波書店） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%，演習・レポート２０%で評価する。合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

２年次秋学期の微分積分学２の履修には微分積分学１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT231J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 微分積分学 1[7 組] 

担当者名 早乙女飛成 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

2 変数(以上)の関数の微分法について学ぶ．計算技法に習熟するとともに，その背景にある幾何的な意味を理解することに

重点を置く．また数学的な厳密性については，時間の許す範囲で言及する． 

「到達目標」 

学生が多変数関数の偏微分について熟知することを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回]  偏微分の定義と計算 

[第 2 回]  平面と曲面 

[第 3 回]  接平面 

[第 4 回]  偏微分と全微分 

[第 5 回]  合成関数の微分 

[第 6 回]  極座標による微分 

[第 7 回]  極値の定義 

[第 8 回]  2 次関数の極値 

[第 9 回]  テイラー展開と極値 

[第 10 回] 極値の判定 

[第 11 回] 写像の微分とヤコビアン 

[第 12 回] 逆写像 

[第 13 回] 陰関数 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１，基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習にあてる。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『新しい微積分〈下〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 
６．参考書 

『力のつく微分積分 II－多変数の微積分』，桂田祐史，佐藤篤之（共立出版） 

『微分積分学』，一樂重雄，池田裕司（朝倉書店）（第６，７章） 

『大学課程 微分積分学概説』，大学数学教育研究会編（共立出版）（第３章） 

『基礎解析 I，II（岩波講座 応用数学）』，藤田宏，今野礼二（岩波書店） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題に対するフィードバックは、課題の解答例を Oh-o!Meiji レポート機能のシステムを通じて配布する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70％，小テスト 30％で評価する。 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

２年次秋学期の微分積分学２の履修には微分積分学１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT231J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 微分積分学 1[8 組] 

担当者名 今野宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

2 変数(以上)の関数の微分法について学ぶ。計算技法に習熟するとともに，その背景にある幾何的な意味を理解することに

重点を置く。また数学的な厳密性については，時間の許す範囲で言及する。 

「到達目標」 

学生が多変数関数の偏微分について熟知することを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回]  偏微分の定義と計算 

[第 2 回]  平面と曲面 

[第 3 回]  接平面 

[第 4 回]  偏微分と全微分 

[第 5 回]  合成関数の微分 

[第 6 回]  極座標による微分 

[第 7 回]  極値の定義 

[第 8 回]  2 次関数の極値 

[第 9 回]  テイラー展開と極値 

[第 10 回] 極値の判定 

[第 11 回] 写像の微分とヤコビアン 

[第 12 回] 逆写像 

[第 13 回] 陰関数 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１，基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習にあてる。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『新しい微積分〈下〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 
６．参考書 

『力のつく微分積分 II－多変数の微積分』，桂田祐史，佐藤篤之（共立出版） 

『微分積分学』，一樂重雄，池田裕司（朝倉書店）（第６，７章） 

『大学課程 微分積分学概説』，大学数学教育研究会編（共立出版）（第３章） 

『基礎解析 I，II（岩波講座 応用数学）』，藤田宏，今野礼二（岩波書店） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を課す場合，その答案は Oh-o! Meiji システムを通じて返却する。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験１００%で評価する。また，授業への貢献度や授業中の提出物の評価に応じて加点する。 

得点が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

２年次秋学期の微分積分学２の履修には微分積分学１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT231J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 微分積分学 1[建,化,物] 

担当者名 小林徹平 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

2 変数(以上)の関数の微分法について学ぶ．計算技法に習熟するとともに，その背景にある幾何的な意味を理解することに

重点を置く．また数学的な厳密性については，時間の許す範囲で言及する． 

「到達目標」 

学生が多変数関数の偏微分について熟知することを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回]  偏微分の定義と計算 

[第 2 回]  平面と曲面 

[第 3 回]  接平面 

[第 4 回]  偏微分と全微分 

[第 5 回]  合成関数の微分 

[第 6 回]  極座標による微分 

[第 7 回]  極値の定義 

[第 8 回]  2 次関数の極値 

[第 9 回]  テイラー展開と極値 

[第 10 回] 極値の判定 

[第 11 回] 写像の微分とヤコビアン 

[第 12 回] 逆写像 

[第 13 回] 陰関数 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１，基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習にあてる。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『新しい微積分〈下〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 
６．参考書 

『力のつく微分積分 II－多変数の微積分』，桂田祐史，佐藤篤之（共立出版） 

『微分積分学』，一樂重雄，池田裕司（朝倉書店）（第６，７章） 

『大学課程 微分積分学概説』，大学数学教育研究会編（共立出版）（第３章） 

『基礎解析 I，II（岩波講座 応用数学）』，藤田宏，今野礼二（岩波書店） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する. 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70%，中間試験 20%，レポート 10%で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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２年次秋学期の微分積分学２の履修には微分積分学１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT231J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 微分積分学 1[14 組] 

担当者名 早乙女飛成 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

2 変数(以上)の関数の微分法について学ぶ．計算技法に習熟するとともに，その背景にある幾何的な意味を理解することに

重点を置く．また数学的な厳密性については，時間の許す範囲で言及する． 

「到達目標」 

学生が多変数関数の偏微分について熟知することを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回]  偏微分の定義と計算 

[第 2 回]  平面と曲面 

[第 3 回]  接平面 

[第 4 回]  偏微分と全微分 

[第 5 回]  合成関数の微分 

[第 6 回]  極座標による微分 

[第 7 回]  極値の定義 

[第 8 回]  2 次関数の極値 

[第 9 回]  テイラー展開と極値 

[第 10 回] 極値の判定 

[第 11 回] 写像の微分とヤコビアン 

[第 12 回] 逆写像 

[第 13 回] 陰関数 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１，基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習にあてる。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『新しい微積分〈下〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 
６．参考書 

『力のつく微分積分 II－多変数の微積分』，桂田祐史，佐藤篤之（共立出版） 

『微分積分学』，一樂重雄，池田裕司（朝倉書店）（第６，７章） 

『大学課程 微分積分学概説』，大学数学教育研究会編（共立出版）（第３章） 

『基礎解析 I，II（岩波講座 応用数学）』，藤田宏，今野礼二（岩波書店） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題に対するフィードバックは、課題の解答例を Oh-o!Meiji レポート機能のシステムを通じて配布する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70％，小テスト 30％で評価する。 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

２年次秋学期の微分積分学２の履修には微分積分学１の履修が前提となる。 
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科目ナンバー STMAT231J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 微分積分学 1[15 組] 

担当者名 岩尾昌央 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

2 変数(以上)の関数の微分法について学ぶ．計算技法に習熟するとともに，その背景にある幾何的な意味を理解することに

重点を置く．また数学的な厳密性については，時間の許す範囲で言及する． 

「到達目標」 

学生が多変数関数の偏微分について熟知することを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回]  偏微分の定義と計算 

[第 2 回]  平面と曲面 

[第 3 回]  接平面 

[第 4 回]  偏微分と全微分 

[第 5 回]  合成関数の微分 

[第 6 回]  極座標による微分 

[第 7 回]  極値の定義 

[第 8 回]  2 次関数の極値 

[第 9 回]  テイラー展開と極値 

[第 10 回] 極値の判定 

[第 11 回] 写像の微分とヤコビアン 

[第 12 回] 逆写像 

[第 13 回] 陰関数 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１，基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の 30%を自主学習・質疑応答に当てる。その他「授業ファイル（PDF）」の読了を宿題とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

事前に教科書の該当箇所を読み、理解できない項目については、Oh-o! Meiji にアップロードされた 

各回の「授業ファイル（PDF）」に記載の解説で調べて確認しておくこと。 

また、各回の「授業ファイル（PDF）」に「復習問題」あるいは「確認問題」が記載されている 

場合には、これらの問題を解いて復習・確認し、疑問については質問して解消すること。 

なお、本科目の範囲外の質問に関しては学習支援室を利用すること。 

 

 
５．教科書 

『新しい微積分〈下〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 
６．参考書 

『力のつく微分積分 II－多変数の微積分』，桂田祐史，佐藤篤之（共立出版） 

『微分積分学』，一樂重雄，池田裕司（朝倉書店）（第６，７章） 

『大学課程 微分積分学概説』，大学数学教育研究会編（共立出版）（第３章） 

『基礎解析 I，II（岩波講座 応用数学）』，藤田宏，今野礼二（岩波書店） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

第 13 回までの「授業ファイル（PDF）」で提示された「復習問題」あるいは「確認問題」の解説 

については、各回最後の自主学習・質疑応答の時間（授業時間の 30 パーセント）に個別に対面 

にて質問に応じる。また、e メール（アドレスは第１回の「授業ファイル（PDF）」に記載する） 
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にて随時、個別に質疑応答する。 

これらの質疑応答の内容に基づいて、第 14 回の a モジュールにおいて「復習問題」と「確認問題」 

の全体講評を行い、関連して期末試験の模擬問題を第 14 回の「授業ファイル（PDF）」にて提示する。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験（100%）で評価する。満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

２年次秋学期の微分積分学２の履修には微分積分学１の履修が前提となる。 
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微分積分学 2 

科目ナンバー STMAT231J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 微分積分学 2[1・2 組] 

担当者名 岩尾昌央 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

2 変数(以上)の関数の積分法について学ぶ．計算技法に習熟するとともに，積分法の直観的な考え方を理解することに重

点を置く．また 2 変数関数の勾配やベクトル場の線積分とポテンシャルについて，手短に言及する． 

「到達目標」 

学生が重積分，ベクトル解析の諸概念になじみ，基本的な計算法を習得することを目標とする。 

 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回]  累次積分（１） 長方形領域での積分 

[第 2 回]  累次積分（２） 円領域での積分 

[第 3 回]  区分求積法の考え方 

[第 4 回]  極座標による積分 

[第 5 回]  斜交座標による積分 

[第 6 回]  変数変換とヤコビアン 

[第 7 回]  広義積分（１） xy 平面上の積分 

[第 8 回]  広義積分（２） 非有界関数の積分 

[第 9 回]  まとめと演習（１） 

[第 10 回] 2 変数関数の勾配 

[第 11 回] 勾配とポテンシャル 

[第 12 回] 線積分 

[第 13 回] ポテンシャルの存在条件 

[第 14 回] まとめと演習（２） 

 

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１，２，微分積分学１，基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の 30%を自主学習・質疑応答に当てる。その他「授業ファイル（PDF）」の読了を宿題とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

事前に教科書の該当箇所を読み、理解できない項目については、Oh-o! Meiji にアップロードされた 

各回の「授業ファイル（PDF）」に記載の解説で調べて確認しておくこと。 

また、各回の「授業ファイル（PDF）」に「復習問題」あるいは「確認問題」が記載されている 

場合には、これらの問題を解いて復習・確認し、疑問については質問して解消すること。 

なお、本科目の範囲外の質問に関しては学習支援室を利用すること。 

 

 
５．教科書 

『新しい微積分〈上〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

『新しい微積分〈下〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 

 

 
６．参考書 

『力のつく微分積分 II－多変数の微積分』，桂田祐史，佐藤篤之（共立出版） 

『微分積分学』，一樂重雄，池田裕司（朝倉書店）（第６，７章） 

『大学課程 微分積分学概説』，大学数学教育研究会編（共立出版）（第３章） 

『続 微分積分読本 --多変数--』，小林昭七（裳華房） 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

第 13 回までの「授業ファイル（PDF）」で提示された「復習問題」あるいは「確認問題」の解説 

については、各回最後の自主学習・質疑応答の時間（授業時間の 30 パーセント）に個別に対面 

にて質問に応じる。また、e メール（アドレスは第１回の「授業ファイル（PDF）」に記載する） 

にて随時、個別に質疑応答する。 

これらの質疑応答の内容に基づいて、第 14 回の a モジュールにおいて「復習問題」と「確認問題」 

の全体講評を行い、関連して期末試験の模擬問題を第 14 回の「授業ファイル（PDF）」にて提示する。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験（100%）で評価する。満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT231J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 微分積分学 2[3 組] 

担当者名 岩尾昌央 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

2 変数(以上)の関数の積分法について学ぶ．計算技法に習熟するとともに，積分法の直観的な考え方を理解することに重

点を置く．また 2 変数関数の勾配やベクトル場の線積分とポテンシャルについて，手短に言及する． 

「到達目標」 

学生が重積分，ベクトル解析の諸概念になじみ，基本的な計算法を習得することを目標とする。 

 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回]  累次積分（１） 長方形領域での積分 

[第 2 回]  累次積分（２） 円領域での積分 

[第 3 回]  区分求積法の考え方 

[第 4 回]  極座標による積分 

[第 5 回]  斜交座標による積分 

[第 6 回]  変数変換とヤコビアン 

[第 7 回]  広義積分（１） xy 平面上の積分 

[第 8 回]  広義積分（２） 非有界関数の積分 

[第 9 回]  まとめと演習（１） 

[第 10 回] 2 変数関数の勾配 

[第 11 回] 勾配とポテンシャル 

[第 12 回] 線積分 

[第 13 回] ポテンシャルの存在条件 

[第 14 回] まとめと演習（２） 

 

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１，２，微分積分学１，基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の 30%を自主学習・質疑応答に当てる。その他「授業ファイル（PDF）」の読了を宿題とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

事前に教科書の該当箇所を読み、理解できない項目については、Oh-o! Meiji にアップロードされた 

各回の「授業ファイル（PDF）」に記載の解説で調べて確認しておくこと。 

また、各回の「授業ファイル（PDF）」に「復習問題」あるいは「確認問題」が記載されている 

場合には、これらの問題を解いて復習・確認し、疑問については質問して解消すること。 

なお、本科目の範囲外の質問に関しては学習支援室を利用すること。 

 

 
５．教科書 

『新しい微積分〈上〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

『新しい微積分〈下〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 

 

 
６．参考書 

『力のつく微分積分 II－多変数の微積分』，桂田祐史，佐藤篤之（共立出版） 

『微分積分学』，一樂重雄，池田裕司（朝倉書店）（第６，７章） 

『大学課程 微分積分学概説』，大学数学教育研究会編（共立出版）（第３章） 

『続 微分積分読本 --多変数--』，小林昭七（裳華房） 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

第 13 回までの「授業ファイル（PDF）」で提示された「復習問題」あるいは「確認問題」の解説 

については、各回最後の自主学習・質疑応答の時間（授業時間の 30 パーセント）に個別に対面 

にて質問に応じる。また、e メール（アドレスは第１回の「授業ファイル（PDF）」に記載する） 

にて随時、個別に質疑応答する。 

これらの質疑応答の内容に基づいて、第 14 回の a モジュールにおいて「復習問題」と「確認問題」 

の全体講評を行い、関連して期末試験の模擬問題を第 14 回の「授業ファイル（PDF）」にて提示する。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験（100%）で評価する。満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT231J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 微分積分学 2[4・5・6 組,化] 

担当者名 小林徹平 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

2 変数(以上)の関数の積分法について学ぶ．計算技法に習熟するとともに，積分法の直観的な考え方を理解することに重

点を置く．また 2 変数関数の勾配やベクトル場の線積分とポテンシャルについて，手短に言及する． 

「到達目標」 

学生が重積分，ベクトル解析の諸概念になじみ，基本的な計算法を習得することを目標とする。 

 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回]  累次積分（１） 長方形領域での積分 

[第 2 回]  累次積分（２） 円領域での積分 

[第 3 回]  区分求積法の考え方 

[第 4 回]  極座標による積分 

[第 5 回]  斜交座標による積分 

[第 6 回]  変数変換とヤコビアン 

[第 7 回]  広義積分（１） xy 平面上の積分 

[第 8 回]  広義積分（２） 非有界関数の積分 

[第 9 回]  まとめと演習（１） 

[第 10 回] 2 変数関数の勾配 

[第 11 回] 勾配とポテンシャル 

[第 12 回] 線積分 

[第 13 回] ポテンシャルの存在条件 

[第 14 回] まとめと演習（２） 

 

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１，２，微分積分学１，基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習にあてる。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『新しい微積分〈上〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

『新しい微積分〈下〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 

 

 
６．参考書 

『力のつく微分積分 II－多変数の微積分』，桂田祐史，佐藤篤之（共立出版） 

『微分積分学』，一樂重雄，池田裕司（朝倉書店）（第６，７章） 

『大学課程 微分積分学概説』，大学数学教育研究会編（共立出版）（第３章） 

『続 微分積分読本 --多変数--』，小林昭七（裳華房） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 
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授業中にその都度解説する. 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70%，中間試験 20%，レポート 10%で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

1235 

 

科目ナンバー STMAT231J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 微分積分学 2[7 組] 

担当者名 小林徹平 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

2 変数(以上)の関数の積分法について学ぶ．計算技法に習熟するとともに，積分法の直観的な考え方を理解することに重

点を置く．また 2 変数関数の勾配やベクトル場の線積分とポテンシャルについて，手短に言及する． 

「到達目標」 

学生が重積分，ベクトル解析の諸概念になじみ，基本的な計算法を習得することを目標とする。 

 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回]  累次積分（１） 長方形領域での積分 

[第 2 回]  累次積分（２） 円領域での積分 

[第 3 回]  区分求積法の考え方 

[第 4 回]  極座標による積分 

[第 5 回]  斜交座標による積分 

[第 6 回]  変数変換とヤコビアン 

[第 7 回]  広義積分（１） xy 平面上の積分 

[第 8 回]  広義積分（２） 非有界関数の積分 

[第 9 回]  まとめと演習（１） 

[第 10 回] 2 変数関数の勾配 

[第 11 回] 勾配とポテンシャル 

[第 12 回] 線積分 

[第 13 回] ポテンシャルの存在条件 

[第 14 回] まとめと演習（２） 

 

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１，２，微分積分学１，基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習にあてる。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『新しい微積分〈上〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

『新しい微積分〈下〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 

 

 
６．参考書 

『力のつく微分積分 II－多変数の微積分』，桂田祐史，佐藤篤之（共立出版） 

『微分積分学』，一樂重雄，池田裕司（朝倉書店）（第６，７章） 

『大学課程 微分積分学概説』，大学数学教育研究会編（共立出版）（第３章） 

『続 微分積分読本 --多変数--』，小林昭七（裳華房） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 
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授業中にその都度解説する. 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70%，中間試験 20%，レポート 10%で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT231J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 微分積分学 2[8 組] 

担当者名 岩尾昌央 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

2 変数(以上)の関数の積分法について学ぶ．計算技法に習熟するとともに，積分法の直観的な考え方を理解することに重

点を置く．また 2 変数関数の勾配やベクトル場の線積分とポテンシャルについて，手短に言及する． 

「到達目標」 

学生が重積分，ベクトル解析の諸概念になじみ，基本的な計算法を習得することを目標とする。 

 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回]  累次積分（１） 長方形領域での積分 

[第 2 回]  累次積分（２） 円領域での積分 

[第 3 回]  区分求積法の考え方 

[第 4 回]  極座標による積分 

[第 5 回]  斜交座標による積分 

[第 6 回]  変数変換とヤコビアン 

[第 7 回]  広義積分（１） xy 平面上の積分 

[第 8 回]  広義積分（２） 非有界関数の積分 

[第 9 回]  まとめと演習（１） 

[第 10 回] 2 変数関数の勾配 

[第 11 回] 勾配とポテンシャル 

[第 12 回] 線積分 

[第 13 回] ポテンシャルの存在条件 

[第 14 回] まとめと演習（２） 

 

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１，２，微分積分学１，基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の 30%を自主学習・質疑応答に当てる。その他「授業ファイル（PDF）」の読了を宿題とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

事前に教科書の該当箇所を読み、理解できない項目については、Oh-o! Meiji にアップロードされた 

各回の「授業ファイル（PDF）」に記載の解説で調べて確認しておくこと。 

また、各回の「授業ファイル（PDF）」に「復習問題」あるいは「確認問題」が記載されている 

場合には、これらの問題を解いて復習・確認し、疑問については質問して解消すること。 

なお、本科目の範囲外の質問に関しては学習支援室を利用すること。 

 

 
５．教科書 

『新しい微積分〈上〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

『新しい微積分〈下〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 

 

 
６．参考書 

『力のつく微分積分 II－多変数の微積分』，桂田祐史，佐藤篤之（共立出版） 

『微分積分学』，一樂重雄，池田裕司（朝倉書店）（第６，７章） 

『大学課程 微分積分学概説』，大学数学教育研究会編（共立出版）（第３章） 

『続 微分積分読本 --多変数--』，小林昭七（裳華房） 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

第 13 回までの「授業ファイル（PDF）」で提示された「復習問題」あるいは「確認問題」の解説 

については、各回最後の自主学習・質疑応答の時間（授業時間の 30 パーセント）に個別に対面 

にて質問に応じる。また、e メール（アドレスは第１回の「授業ファイル（PDF）」に記載する） 

にて随時、個別に質疑応答する。 

これらの質疑応答の内容に基づいて、第 14 回の a モジュールにおいて「復習問題」と「確認問題」 

の全体講評を行い、関連して期末試験の模擬問題を第 14 回の「授業ファイル（PDF）」にて提示する。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験（100%）で評価する。満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT231J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 微分積分学 2[建,情,物] 

担当者名 未定 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

2 変数(以上)の関数の積分法について学ぶ．計算技法に習熟するとともに、積分法の直観的な考え方を理解することに重

点を置く。また 2 変数関数の勾配やベクトル場の線積分とポテンシャルについて、手短に言及する。 

「到達目標」 

学生が重積分、ベクトル解析の諸概念になじみ、基本的な計算法を習得することを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] 累次積分（１） 長方形領域での積分 

[第２回] 累次積分（２） 円領域での積分 

[第３回] 区分求積法の考え方 

[第４回] 極座標による積分 

[第５回] 斜交座標による積分 

[第６回] 変数変換とヤコビアン 

[第７回] 広義積分（１） xy 平面上の積分 

[第８回] 広義積分（２） 非有界関数の積分 

[第９回] まとめと演習（１） 

[第 10 回] 2 変数関数の勾配 

[第 11 回] 勾配とポテンシャル 

[第 12 回] 線積分 

[第 13 回] ポテンシャルの存在条件 

[第 14 回] 【未定】 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１・２、微分積分学１、基礎線形代数１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習にあてる。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『新しい微積分〈上〉』長岡亮介・渡辺浩・矢崎成俊・宮部賢志（講談社） 

『新しい微積分〈下〉』長岡亮介・渡辺浩・矢崎成俊・宮部賢志（講談社） 

 

 
６．参考書 

『力のつく微分積分 II－多変数の微積分』桂田祐史・佐藤篤之（共立出版） 

『微分積分学』一樂重雄・池田裕司（朝倉書店）（第６、７章） 

『大学課程 微分積分学概説』大学数学教育研究会編（共立出版）（第３章） 

『続 微分積分読本 --多変数--』小林昭七（裳華房） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

【準備中】 

 
８．成績評価の方法 

【準備中】 

 
９．その他 
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応用数理概論 1 

科目ナンバー STMAT251J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 応用数理概論 1[1 組] 

担当者名 阿部弘樹 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

複素数を変数とする関数（複素関数）の微積分について講義を行う。実数の世界で無関係に見えたことが、複素数の世界で

はつながりを持っていて、統一的な理論（複素関数論）が出来上がっている事を俯瞰する。講義では、いくつかの初等的な

正則関数について実数の世界との相違点に注意しながら解説し、コーシーの積分定理、積分公式などを導き出す。 

「到達目標」 

この授業の目的は複素数の世界に慣れ、その豊かさを体得することであるが、具体的な学習教育目標は、コーシーの定理

を理解すること、留数定理を用いて複素積分の計算ができるようになることである。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] 複素平面、極形式、ド・モアブルの定理 

[第２回] n 乗根 

[第３回] 複素数列の極限、無限級数 

[第４回] 複素関数、連続性 

[第５回] 正則関数、コーシー・リーマンの方程式 

[第６回] 初等関数（指数関数、三角関数、対数関数） 

[第７回] 複素積分の定義と性質 

[第８回] コーシーの積分定理、積分路の変更 

[第９回] コーシーの積分公式 

[第 10 回] テイラー展開、零点、一致の定理 

[第 11 回] ローラン展開、孤立特異点 

[第 12 回] 留数定理、留数の計算 

[第 13 回] 留数の応用（実積分の計算） 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１・２の履修を前提とする。 

毎回、授業中または最後にその日の課題を出題する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『基礎解析学コース 複素解析』矢野健太郎・石原繁（裳華房） 

 
６．参考書 

『エクササイズ 複素関数』立花俊一ほか（共立出版） 

『関数論』吉田洋一（岩波書店） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に出題した自習用の課題の解答例は Oh-o! Meiji システムを通じて配布する。 

授業中に実施した小テストの解答例および評価は Oh-o! Meiji システムを通じて通知する。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%、小テスト２０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STMAT251J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 応用数理概論 1[2 組] 

担当者名 石原裕信 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

複素数を変数とする関数（複素関数）の微積分について講義を行う。実数の世界で無関係に見えたことが、複素数の世界で

はつながりを持っていて、統一的な理論（複素関数論）が出来上がっている事を俯瞰する。講義では、いくつかの初等的な

正則関数について実数の世界との相違点に注意しながら解説し、コーシーの積分定理、積分公式などを導き出す。 

「到達目標」 

この授業の目的は複素数の世界に慣れ、その豊かさを体得することであるが、具体的な学習教育目標は、コーシーの定理

を理解すること、留数定理を用いて複素積分の計算ができるようになることである。 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回］ 複素平面、極形式、ド・モアブルの定理 

［第２回］ n 乗根 

［第３回］ 複素数列の極限、無限級数 

［第４回］ 複素関数、連続性 

［第５回］ 正則関数、コーシー・リーマンの方程式 

［第６回］ 初等関数（指数関数、三角関数、対数関数） 

［第７回］ 複素積分の定義と性質 

［第８回］ コーシーの積分定理、積分路の変更 

［第９回］ コーシーの積分公式 

［第 10 回］ テイラー展開、零点、一致の定理 

［第 11 回］ ローラン展開、孤立特異点 

［第 12 回］ 留数定理、留数の計算 

［第 13 回］ 留数の応用（実積分の計算） 

［第 14 回］ まとめ  

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１、２の履修を前提とする。 

基本的に毎回、授業の最後に課題を出題する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『基礎解析学コース 複素解析』 矢野健太郎・石原繁 （裳華房） 

 

 
６．参考書 

使用しない。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の課題の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70%、課題 30%で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。 

変更する場合は、授業時間中に口頭で知らせるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

1245 

 

科目ナンバー STMAT251J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 応用数理概論 1[3 組] 

担当者名 石原裕信 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

複素数を変数とする関数（複素関数）の微積分について講義を行う。実数の世界で無関係に見えたことが、複素数の世界で

はつながりを持っていて、統一的な理論（複素関数論）が出来上がっている事を俯瞰する。講義では、いくつかの初等的な

正則関数について実数の世界との相違点に注意しながら解説し、コーシーの積分定理、積分公式などを導き出す。 

「到達目標」 

この授業の目的は複素数の世界に慣れ、その豊かさを体得することであるが、具体的な学習教育目標は、コーシーの定理

を理解すること、留数定理を用いて複素積分の計算ができるようになることである。 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回］ 複素平面、極形式、ド・モアブルの定理 

［第２回］ n 乗根 

［第３回］ 複素数列の極限、無限級数 

［第４回］ 複素関数、連続性 

［第５回］ 正則関数、コーシー・リーマンの方程式 

［第６回］ 初等関数（指数関数、三角関数、対数関数） 

［第７回］ 複素積分の定義と性質 

［第８回］ コーシーの積分定理、積分路の変更 

［第９回］ コーシーの積分公式 

［第 10 回］ テイラー展開、零点、一致の定理 

［第 11 回］ ローラン展開、孤立特異点 

［第 12 回］ 留数定理、留数の計算 

［第 13 回］ 留数の応用（実積分の計算） 

［第 14 回］ まとめ  

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１、２の履修を前提とする。 

基本的に毎回、授業の最後に課題を出題する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『基礎解析学コース 複素解析』 矢野健太郎・石原繁 （裳華房） 

 

 
６．参考書 

使用しない。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の課題の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70%、課題 30%で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。 

変更する場合は、授業時間中に口頭で知らせるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 
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科目ナンバー STMAT251J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 応用数理概論 1[4 組,建,化] 

担当者名 伊藤要平 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

複素数を変数とする関数（複素関数）の微積分について講義を行う。実数の世界で無関係に見えたことが、複素数の世界で

はつながりを持っていて、統一的な理論（複素関数論）が出来上がっている事を俯瞰する。講義では、いくつかの初等的な

正則関数について実数の世界との相違点に注意しながら解説し、コーシーの積分定理、積分公式などを導き出す。 

 

「到達目標」 

この授業の目的は複素数の世界に慣れ、その豊かさを体得することであるが、具体的な学習教育目標は、コーシーの定理

を理解すること、留数定理を用いて複素積分の計算ができるようになることである。 

 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回］ 複素平面、極形式、ド・モアブルの定理 

［第２回］ n 乗根 

［第３回］ 複素数列の極限、無限級数 

［第４回］ 複素関数、連続性 

［第５回］ 正則関数、コーシー・リーマンの方程式 

［第６回］ 初等関数（指数関数、三角関数、対数関数） 

［第７回］ 複素積分の定義と性質 

［第８回］ コーシーの積分定理、積分路の変更 

［第９回］ コーシーの積分公式 

［第 10 回］ テイラー展開、零点、一致の定理 

［第 11 回］ ローラン展開、孤立特異点 

［第 12 回］ 留数定理、留数の計算 

［第 13 回］ 留数の応用（実積分の計算） 

［第 14 回］ a のみ:まとめ 

 

授業内容は予告なく変更されることがあります。 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１，２の履修を前提とする。 

毎回、授業中または最後にその日の課題を出題する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、板書ノートを見返したり、レジュメの演習問題に取り組むと良い。分からない場合は、授業担当者

にメールして聞くか学習支援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

 『基礎解析学コース 複素解析』，矢野健太郎，石原繁（裳華房） 

 

 
６．参考書 

 『エクササイズ 複素関数』，立花俊一ほか（共立出版） 

 『関数論』，吉田洋一（岩波書店） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の返却はしませんので各自コピーを取るなり写真に収めるなりすること。 
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解説しきれなかった問題や質問についてはメールにて受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%、演習・レポート２０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT251J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 応用数理概論 1[5 組] 

担当者名 齋藤峻也 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

複素数を変数とする関数（複素関数）の微積分について講義を行う。実数の世界で無関係に見えたことが、複素数の世界で

はつながりを持っていて、統一的な理論（複素関数論）が出来上がっている事を俯瞰する。講義では、いくつかの初等的な

正則関数について実数の世界との相違点に注意しながら解説し、コーシーの積分定理、積分公式などを導き出す。 

「到達目標」 

この授業の目的は複素数の世界に慣れ、その豊かさを体得することであるが、具体的な学習教育目標は、コーシーの定理

を理解すること、留数定理を用いて複素積分の計算ができるようになることである。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] 複素平面、極形式、ド・モアブルの定理 

[第２回] n 乗根 

[第３回] 複素数列の極限、無限級数 

[第４回] 複素関数、連続性 

[第５回] 正則関数、コーシー・リーマンの方程式 

[第６回] 初等関数（指数関数、三角関数、対数関数） 

[第７回] 複素積分の定義と性質 

[第８回] コーシーの積分定理、積分路の変更 

[第９回] コーシーの積分公式 

[第 10 回] テイラー展開、零点、一致の定理 

[第 11 回] ローラン展開、孤立特異点 

[第 12 回] 留数定理、留数の計算 

[第 13 回] 留数の応用（実積分の計算） 

[第 14 回] まとめ 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１・２の履修を前提とする。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『基礎解析学コース 複素解析』矢野健太郎・石原繁（裳華房） 

 
６．参考書 

『エクササイズ 複素関数』立花俊一ほか（共立出版） 

『関数論』吉田洋一（岩波書店） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80％、演習・レポート 20％で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

1250 

 

科目ナンバー STMAT251J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 応用数理概論 1[6 組] 

担当者名 齋藤峻也 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

複素数を変数とする関数（複素関数）の微積分について講義を行う。実数の世界で無関係に見えたことが、複素数の世界で

はつながりを持っていて、統一的な理論（複素関数論）が出来上がっている事を俯瞰する。講義では、いくつかの初等的な

正則関数について実数の世界との相違点に注意しながら解説し、コーシーの積分定理、積分公式などを導き出す。 

「到達目標」 

この授業の目的は複素数の世界に慣れ、その豊かさを体得することであるが、具体的な学習教育目標は、コーシーの定理

を理解すること、留数定理を用いて複素積分の計算ができるようになることである。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] 複素平面、極形式、ド・モアブルの定理 

[第２回] n 乗根 

[第３回] 複素数列の極限、無限級数 

[第４回] 複素関数、連続性 

[第５回] 正則関数、コーシー・リーマンの方程式 

[第６回] 初等関数（指数関数、三角関数、対数関数） 

[第７回] 複素積分の定義と性質 

[第８回] コーシーの積分定理、積分路の変更 

[第９回] コーシーの積分公式 

[第 10 回] テイラー展開、零点、一致の定理 

[第 11 回] ローラン展開、孤立特異点 

[第 12 回] 留数定理、留数の計算 

[第 13 回] 留数の応用（実積分の計算） 

[第 14 回] まとめ 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１・２の履修を前提とする。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『基礎解析学コース 複素解析』矢野健太郎・石原繁（裳華房） 

 
６．参考書 

『エクササイズ 複素関数』立花俊一ほか（共立出版） 

『関数論』吉田洋一（岩波書店） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 80％、演習・レポート 20％で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT251J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 応用数理概論 1[7 組] 

担当者名 阿部弘樹 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

複素数を変数とする関数（複素関数）の微積分について講義を行う。実数の世界で無関係に見えたことが、複素数の世界で

はつながりを持っていて、統一的な理論（複素関数論）が出来上がっている事を俯瞰する。講義では、いくつかの初等的な

正則関数について実数の世界との相違点に注意しながら解説し、コーシーの積分定理、積分公式などを導き出す。 

「到達目標」 

この授業の目的は複素数の世界に慣れ、その豊かさを体得することであるが、具体的な学習教育目標は、コーシーの定理

を理解すること、留数定理を用いて複素積分の計算ができるようになることである。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] 複素平面、極形式、ド・モアブルの定理 

[第２回] n 乗根 

[第３回] 複素数列の極限、無限級数 

[第４回] 複素関数、連続性 

[第５回] 正則関数、コーシー・リーマンの方程式 

[第６回] 初等関数（指数関数、三角関数、対数関数） 

[第７回] 複素積分の定義と性質 

[第８回] コーシーの積分定理、積分路の変更 

[第９回] コーシーの積分公式 

[第 10 回] テイラー展開、零点、一致の定理 

[第 11 回] ローラン展開、孤立特異点 

[第 12 回] 留数定理、留数の計算 

[第 13 回] 留数の応用（実積分の計算） 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１・２の履修を前提とする。 

毎回、授業中または最後にその日の課題を出題する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『基礎解析学コース 複素解析』矢野健太郎・石原繁（裳華房） 

 
６．参考書 

『エクササイズ 複素関数』立花俊一ほか（共立出版） 

『関数論』吉田洋一（岩波書店） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に出題した自習用の課題の解答例は Oh-o! Meiji システムを通じて配布する。 

授業中に実施した小テストの解答例および評価は Oh-o! Meiji システムを通じて通知する。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%、小テスト２０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STMAT251J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 応用数理概論 1[8 組] 

担当者名 石原裕信 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

複素数を変数とする関数（複素関数）の微積分について講義を行う。実数の世界で無関係に見えたことが、複素数の世界で

はつながりを持っていて、統一的な理論（複素関数論）が出来上がっている事を俯瞰する。講義では、いくつかの初等的な

正則関数について実数の世界との相違点に注意しながら解説し、コーシーの積分定理、積分公式などを導き出す。 

「到達目標」 

この授業の目的は複素数の世界に慣れ、その豊かさを体得することであるが、具体的な学習教育目標は、コーシーの定理

を理解すること、留数定理を用いて複素積分の計算ができるようになることである。 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回］ 複素平面、極形式、ド・モアブルの定理 

［第２回］ n 乗根 

［第３回］ 複素数列の極限、無限級数 

［第４回］ 複素関数、連続性 

［第５回］ 正則関数、コーシー・リーマンの方程式 

［第６回］ 初等関数（指数関数、三角関数、対数関数） 

［第７回］ 複素積分の定義と性質 

［第８回］ コーシーの積分定理、積分路の変更 

［第９回］ コーシーの積分公式 

［第 10 回］ テイラー展開、零点、一致の定理 

［第 11 回］ ローラン展開、孤立特異点 

［第 12 回］ 留数定理、留数の計算 

［第 13 回］ 留数の応用（実積分の計算） 

［第 14 回］ まとめ  

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１、２の履修を前提とする。 

基本的に毎回、授業の最後に課題を出題する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『基礎解析学コース 複素解析』 矢野健太郎・石原繁 （裳華房） 

 

 
６．参考書 

使用しない。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の課題の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70%、課題 30%で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。 

変更する場合は、授業時間中に口頭で知らせるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

1255 

 

科目ナンバー STMAT251J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 応用数理概論 1[14・15 組,物] 

担当者名 廣瀬宗光 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

複素数を変数とする関数（複素関数）の微積分について講義を行う。実数の世界で無関係に見えたことが、複素数の世界で

はつながりを持っていて、統一的な理論（複素関数論）が出来上がっている事を俯瞰する。講義では、いくつかの初等的な

正則関数について実数の世界との相違点に注意しながら解説し、コーシーの積分定理、積分公式などを導き出す。 

「到達目標」 

この授業の目的は複素数の世界に慣れ、その豊かさを体得することであるが、具体的な学習教育目標は、コーシーの定理

を理解すること、留数定理を用いて複素積分の計算ができるようになることである。 

 
２．授業内容 

[第１回] 複素平面、極形式、ド・モアブルの定理 

[第２回] n 乗根 

[第３回] 複素数列の極限、無限級数 

[第４回] 複素関数、連続性 

[第５回] 正則関数、コーシー・リーマンの方程式 

[第６回] 初等関数（指数関数、三角関数、対数関数） 

[第７回] 複素積分の定義と性質 

[第８回] コーシーの積分定理、積分路の変更 

[第９回] コーシーの積分公式 

[第 10 回] テイラー展開、零点、一致の定理 

[第 11 回] ローラン展開、孤立特異点 

[第 12 回] 留数定理、留数の計算 

[第 13 回] 留数の応用（実積分の計算） 

[第 14 回] まとめ 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１・２の履修を前提とする。 

毎回、授業中または最後にその日の課題を出題する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『基礎解析学コース 複素解析』 矢野健太郎・石原繁（裳華房） 

 

 
６．参考書 

『エクササイズ 複素関数』 立花俊一ほか（共立出版） 

『関数論』 吉田洋一（岩波書店） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を課す場合、その答案は Oh-o! Meiji システムを通じて返却する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験１００%で評価する。 

得点が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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応用数理概論 2 

科目ナンバー STMAT251J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 応用数理概論 2[1・2 組] 

担当者名 阿部弘樹 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

様々な自然現象を解析する上で重要な手段であるラプラス変換、フーリエ級数、フーリエ変換について基本的性質を講義

する。また、実際に常微分方程式や偏微分方程式を解くさいに、これらを道具として使えるよう応用練習にも時間を充てる。 

「到達目標」 

ここでの学習教育目標は、第一に周期関数のフーリエ級数展開ができること、次に、ラプラス変換、逆変換を理解してその計

算ができること。最後に、それを利用して初期条件つきの定数係数線形微分方程式を解けるようになることである。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] フーリエ級数の定義、三角関数系の直交性 

[第２回] フーリエ級数の計算（１） 周期 2π の関数について 

[第３回] フーリエ級数の計算（２） 一般の周期関数の場合などについて 

[第４回] フーリエ正弦級数、フーリエ余弦級数 

[第５回] フーリエ級数の応用（１） 熱伝導方程式を解く 

[第６回] フーリエ級数の応用（２） 波動方程式を解く 

[第７回] ラプラス変換の定義と性質 

[第８回] ラプラス逆変換、合成積 

[第９回] ラプラス変換の応用（定数係数微分方程式を解く） 

[第 10 回] 単位関数、デルタ関数 

[第 11 回] フーリエ積分 

[第 12 回] フーリエ変換の定義とその性質 

[第 13 回] フーリエ変換の応用 

[第 14 回] まとめ  

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１・２の履修を前提とする。 

毎回、授業中または最後にその日の課題を出題する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『基礎解析学コース 応用解析』矢野健太郎・石原繁（裳華房） 

 
６．参考書 

『サイエンスライブラリ理工系の数学 19 新応用解析』洲之内治男・網屋正信（サイエンス社） 

『弱点克服 大学生のフーリエ解析』矢崎成俊（東京図書） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に出題した自習用の課題の解答例は Oh-o! Meiji システムを通じて配布する。 

授業中に実施した小テストの解答例および評価は Oh-o! Meiji システムを通じて通知する。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%、小テスト２０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STMAT251J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 応用数理概論 2[3 組,機械,建,化,情,物] 

担当者名 早乙女飛成 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 様々な自然現象を解析する上で重要な手段であるラプラス変換，フーリエ級数，フーリエ変換について基本的性質を講義

する。また，実際に常微分方程式や偏微分方程式を解くさいに，これらを道具として使えるよう応用練習にも時間を充てる。 

「到達目標」 

 ここでの学習教育目標は，第一に周期関数のフーリエ級数展開ができること，次に，ラプラス変換，逆変換を理解してその

計算ができること。最後に，それを利用して初期条件つきの定数係数線形微分方程式を解けるようになることである。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] フーリエ級数の定義、三角関数系の直交性 

[第２回] フーリエ級数の計算（１） 周期 2π の関数について 

[第３回] フーリエ級数の計算（２） 一般の周期関数の場合などについて 

[第４回] フーリエ正弦級数、フーリエ余弦級数 

[第５回] フーリエ級数の応用（１） 熱伝導方程式を解く 

[第６回] フーリエ級数の応用（２） 波動方程式を解く 

[第７回] ラプラス変換の定義と性質 

[第８回] ラプラス逆変換、合成積 

[第９回] ラプラス変換の応用（定数係数微分方程式を解く） 

[第 10 回] 単位関数、デルタ関数 

[第 11 回] フーリエ積分 

[第 12 回] フーリエ変換の定義とその性質 

[第 13 回] フーリエ変換の応用 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 基礎微分積分１，２の履修を前提とする。 

 毎回，授業中または最後にその日の課題を出題する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 

 
５．教科書 

 『基礎解析学コース 応用解析』，矢野健太郎 石原繁（裳華房） 

 

 
６．参考書 

 『サイエンスライブラリ理工系の数学 19 新応用解析』，洲之内治男，網屋正信（サイエンス社） 

 『弱点克服 大学生のフーリエ解析』，矢崎成俊（東京図書） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題に対するフィードバックは、課題の解答例を Oh-o!Meiji レポート機能のシステムを通じて配布する。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％，演習・レポート 30％で評価する。 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。変更する場合は、授業時間中に口頭で知ら

せるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 
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科目ナンバー STMAT251J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 応用数理概論 2[4 組] 

担当者名 笹谷晃平 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

様々な自然現象を解析する上で重要な手段であるラプラス変換、フーリエ級数、フーリエ変換について基本的性質を講義

する。また、実際に常微分方程式や偏微分方程式を解くさいに、これらを道具として使えるよう応用練習にも時間を充てる。 

 

「到達目標」 

ここでの学習教育目標は、第一に周期関数のフーリエ級数展開ができること、次に、ラプラス変換、逆変換を理解してその計

算ができること。最後に、それを利用して初期条件つきの定数係数線形微分方程式を解けるようになることである。 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回］ フーリエ級数の定義、三角関数系の直交性 

［第２回］ フーリエ級数の計算（１） 周期 2π の関数について 

［第３回］ フーリエ級数の計算（２） 一般の周期関数の場合などについて 

［第４回］ フーリエ正弦級数、フーリエ余弦級数 

［第５回］ フーリエ級数の応用（１） 熱伝導方程式を解く 

［第６回］ フーリエ級数の応用（２） 波動方程式を解く 

［第７回］ ラプラス変換の定義と性質 

［第８回］ ラプラス逆変換，合成積 

［第９回］ ラプラス変換の応用（定数係数微分方程式を解く） 

［第 10 回］ 単位関数，デルタ関数 

［第 11 回］ フーリエ積分 

［第 12 回］ フーリエ変換の定義とその性質 

［第 13 回］ フーリエ変換の応用 

［第 14 回］ まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１，２の履修を前提とする。応用数理概論 1 の内容は必須としないが、複素数の四則演算、共役などの基本

的な性質については理解していることが望ましい。 

第 12 回までの各授業後に、Oh-o! Meiji システム上で課題を出題する。(奇数回: 選択式問題、偶数回: 記述式レポート) 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習にあたっては、以下の点に留意すること。 

1． いきなり個々の定理・命題を厳密に理解しようとするのではなく、初回授業における説明や各授業でのまとめを参

考に、まずはその回の授業内容の流れ(個々の主張の論理的関係性)や、半年の講義の中における位置付けを把握するこ

と。先に学習内容の見通しを立てることは、そのあと個別の数学的主張について理解する際にも、のちに学習内容を復習す

る際にも非常に役に立つ。 

2． 個々の定理や計算方法については、それらが適用できるための条件を正しく理解すること。そのための王道は、

証明の内容を理解しそれぞれの仮定が証明のどの部分に効いているかを把握することであるが、定理の条件を変えた場合

の反例を知っておくことや，教科書などの演習問題を解いて理解を確かめることもまた効果的である。 

授業内容が分からない場合は，学習支援室などを活用して次週までに理解すること。 

 

 
５．教科書 

『基礎解析学コース 応用解析』，矢野健太郎 石原繁（裳華房） 

 
６．参考書 

特に指定しない。 
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各回の授業前に、講義ノートを Oh-o! Meiji システム上にアップロードするのでそちらを活用すること。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出された課題を採点・添削し，Oh-o! Meiji システム上またはフォームにて返却する。 

また、解答・解説を Oh-Meiji システム上にアップロードし、頻出の誤りや注意点についてコメントする。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%、課題２０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。変更する場合は、授業時間中または Oh-o! 

Meiji システムを通じて事前に通達する。 
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科目ナンバー STMAT251J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 応用数理概論 2[7 組] 

担当者名 阿部弘樹 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

様々な自然現象を解析する上で重要な手段であるラプラス変換、フーリエ級数、フーリエ変換について基本的性質を講義

する。また、実際に常微分方程式や偏微分方程式を解くさいに、これらを道具として使えるよう応用練習にも時間を充てる。 

「到達目標」 

ここでの学習教育目標は、第一に周期関数のフーリエ級数展開ができること、次に、ラプラス変換、逆変換を理解してその計

算ができること。最後に、それを利用して初期条件つきの定数係数線形微分方程式を解けるようになることである。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] フーリエ級数の定義、三角関数系の直交性 

[第２回] フーリエ級数の計算（１） 周期 2π の関数について 

[第３回] フーリエ級数の計算（２） 一般の周期関数の場合などについて 

[第４回] フーリエ正弦級数、フーリエ余弦級数 

[第５回] フーリエ級数の応用（１） 熱伝導方程式を解く 

[第６回] フーリエ級数の応用（２） 波動方程式を解く 

[第７回] ラプラス変換の定義と性質 

[第８回] ラプラス逆変換、合成積 

[第９回] ラプラス変換の応用（定数係数微分方程式を解く） 

[第 10 回] 単位関数、デルタ関数 

[第 11 回] フーリエ積分 

[第 12 回] フーリエ変換の定義とその性質 

[第 13 回] フーリエ変換の応用 

[第 14 回] まとめ  

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１・２の履修を前提とする。 

毎回、授業中または最後にその日の課題を出題する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『基礎解析学コース 応用解析』矢野健太郎・石原繁（裳華房） 

 
６．参考書 

『サイエンスライブラリ理工系の数学 19 新応用解析』洲之内治男・網屋正信（サイエンス社） 

『弱点克服 大学生のフーリエ解析』矢崎成俊（東京図書） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に出題した自習用の課題の解答例は Oh-o! Meiji システムを通じて配布する。 

授業中に実施した小テストの解答例および評価は Oh-o! Meiji システムを通じて通知する。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%、小テスト２０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STMAT251J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 応用数理概論 2[8 組] 

担当者名 石原裕信 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

様々な自然現象を解析する上で重要な手段であるラプラス変換、フーリエ級数、フーリエ変換について基本的性質を講義

する。また、実際に常微分方程式や偏微分方程式を解くさいに、これらを道具として使えるよう応用練習にも時間を充てる。 

「到達目標」 

ここでの学習教育目標は、第一に周期関数のフーリエ級数展開ができること。次に、ラプラス変換、逆変換を理解してその計

算ができること。最後に、それを利用して初期条件つきの定数係数線形微分方程式を解けるようになることである。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] フーリエ級数の定義、三角関数系の直交性 

［第２回] フーリエ級数の計算（１） 周期 2π の関数について 

［第３回] フーリエ級数の計算（２） 一般の周期関数の場合などについて 

［第４回] フーリエ正弦級数，フーリエ余弦級数 

［第５回] フーリエ級数の応用（１） 熱伝導方程式を解く 

［第６回] フーリエ級数の応用（２） 波動方程式を解く 

［第７回] ラプラス変換の定義と性質 

［第８回] ラプラス逆変換、合成積 

［第９回] ラプラス変換の応用（定数係数微分方程式を解く） 

［第 10 回] 単位関数、デルタ関数 

［第 11 回] フーリエ積分 

［第 12 回] フーリエ変換の定義とその性質 

［第 13 回] フーリエ変換の応用 

［第 14 回] まとめ  

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１、２の履修を前提とする。 

基本的に毎回、授業の最後に課題を出題する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 

 
５．教科書 

『基礎解析学コース 応用解析』 矢野健太郎・石原繁 （裳華房） 

 

 
６．参考書 

使用しない。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の課題の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70％、課題 30％で評価する。 

合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。 

変更する場合は、授業時間中に口頭で知らせるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 
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確率・統計 

科目ナンバー STMAT141J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 確率・統計[1 組] 

担当者名 橋本哲 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微積分法に基づく確率論および統計学の基本事項を講義・演習する。 

「到達目標」 

確率変数の概念を理解し，代表的な確率分布の期待値や分散の計算ができるようになる。統計的仮説検定の概念を理解

し，信頼区間を求めることができるようになる。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 確率概念 

確率という概念を導入し，和の法則や独立性などの確率の性質を学ぶ。 

［第２回] 条件付き確率 

条件付き確率の計算方法を学ぶ。 

［第３回] 確率変数 

確率変数の概念と，幾何分布と指数分布などの確率分布を学ぶ。 

［第４回] 期待値（離散的確率変数） 

期待値の概念を導入し，離散的確率変数に対する期待値の計算方法を学ぶ。 

［第５回] 分散（離散的確率変数） 

分散の概念を導入し，離散的確率変数に対する分散の計算方法を学ぶ。 

［第６回] 期待値と分散（連続的確率変数） 

連続的確率変数に対する期待値と分散の概念を導入し，その基本的性質を学ぶ。 

［第７回] 二項分布 

二項分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第８回] 正規分布 

正規分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第９回] 検定の考え方１ 

対戦ゲームの例を通して確率モデルと帰無仮説の作り方を学ぶ。 

［第 10 回] 検定の考え方２ 

帰無仮説のもとでの判断の誤りと仮説検定の方法を学ぶ。 

［第 11 回] 推定の考え方１ 

視聴率の例を通して無作為標本による推定の考え方を学ぶ。 

［第 12 回] 推定の考え方２ 

推定の誤差を考慮する区間推定の方法を学ぶ。 

［第 13 回] 正規母集団の検定 

正規母集団を仮定することによる検定の方法を学ぶ。 

［第 14 回］まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 授業時間の８０%講義を行い，２０%演習を行う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『確率統計入門 ―モデル化からその解析へ―』，宮部賢志，渡辺浩（森北出版） 

 
６．参考書 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 100％で評価する。 

合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT141J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 確率・統計[2 組] 

担当者名 藤沢潤 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微積分法に基づく確率論および統計学の基本事項を講義・演習する。 

「到達目標」 

確率変数の概念を理解し，代表的な確率分布の期待値や分散の計算ができるようになる。統計的仮説検定の概念を理解

し，信頼区間を求めることができるようになる。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 確率概念 

確率という概念を導入し，和の法則や独立性などの確率の性質を学ぶ。 

［第２回] 条件付き確率 

条件付き確率の計算方法を学ぶ。 

［第３回] 確率変数 

確率変数の概念と，幾何分布と指数分布などの確率分布を学ぶ。 

［第４回] 期待値（離散的確率変数） 

期待値の概念を導入し，離散的確率変数に対する期待値の計算方法を学ぶ。 

［第５回] 分散（離散的確率変数） 

分散の概念を導入し，離散的確率変数に対する分散の計算方法を学ぶ。 

［第６回] 期待値と分散（連続的確率変数） 

連続的確率変数に対する期待値と分散の概念を導入し，その基本的性質を学ぶ。 

［第７回] 二項分布 

二項分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第８回] 正規分布 

正規分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第９回] 検定の考え方１ 

対戦ゲームの例を通して確率モデルと帰無仮説の作り方を学ぶ。 

［第 10 回] 検定の考え方２ 

帰無仮説のもとでの判断の誤りと仮説検定の方法を学ぶ。 

［第 11 回] 推定の考え方１ 

視聴率の例を通して無作為標本による推定の考え方を学ぶ。 

［第 12 回] 推定の考え方２ 

推定の誤差を考慮する区間推定の方法を学ぶ。 

［第 13 回] 正規母集団の検定 

正規母集団を仮定することによる検定の方法を学ぶ。 

［第 14 回］ まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 授業時間の８０%講義を行い，２０%演習を行う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『確率統計入門 ―モデル化からその解析へ―』，宮部賢志，渡辺浩（森北出版） 

 
６．参考書 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の答案に対する総評を，次回の授業の際に解説する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70％，演習 30％で評価する。 

合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT141J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 確率・統計[3 組] 

担当者名 梅田典晃 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微積分法に基づく確率論および統計学の基本事項を講義・演習する。 

「到達目標」 

確率変数の概念を理解し，代表的な確率分布の期待値や分散の計算ができるようになる。統計的仮説検定の概念を理解

し，信頼区間を求めることができるようになる。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 確率概念 

確率という概念を導入し，和の法則や独立性などの確率の性質を学ぶ。 

［第２回] 条件付き確率 

条件付き確率の計算方法を学ぶ。 

［第３回] 確率変数 

確率変数の概念と，幾何分布と指数分布などの確率分布を学ぶ。 

［第４回] 期待値（離散的確率変数） 

期待値の概念を導入し，離散的確率変数に対する期待値の計算方法を学ぶ。 

［第５回] 分散（離散的確率変数） 

分散の概念を導入し，離散的確率変数に対する分散の計算方法を学ぶ。 

［第６回] 期待値と分散（連続的確率変数） 

連続的確率変数に対する期待値と分散の概念を導入し，その基本的性質を学ぶ。 

［第７回] 二項分布 

二項分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第８回] 正規分布 

正規分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第９回] 検定の考え方１ 

対戦ゲームの例を通して確率モデルと帰無仮説の作り方を学ぶ。 

［第 10 回] 検定の考え方２ 

帰無仮説のもとでの判断の誤りと仮説検定の方法を学ぶ。 

［第 11 回] 推定の考え方１ 

視聴率の例を通して無作為標本による推定の考え方を学ぶ。 

［第 12 回] 推定の考え方２ 

推定の誤差を考慮する区間推定の方法を学ぶ。 

［第 13 回] 正規母集団の検定 

正規母集団を仮定することによる検定の方法を学ぶ。 

［第 14 回］まとめ 

 
３．履修上の注意 

 授業時間の８０%講義を行い，２０%演習を行う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『確率統計入門 ―モデル化からその解析へ―』，宮部賢志，渡辺浩（森北出版） 

 
６．参考書 

「確率・統計の初歩」，阿原一志著，培風館 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji でレポートの提出を行ってもらうが、 

これに対して、締め切り後コメントを行う。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%，レポート２０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT141J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 確率・統計[4 組] 

担当者名 梅田典晃 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微積分法に基づく確率論および統計学の基本事項を講義・演習する。 

「到達目標」 

確率変数の概念を理解し，代表的な確率分布の期待値や分散の計算ができるようになる。統計的仮説検定の概念を理解

し，信頼区間を求めることができるようになる。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 確率概念 

確率という概念を導入し，和の法則や独立性などの確率の性質を学ぶ。 

［第２回] 条件付き確率 

条件付き確率の計算方法を学ぶ。 

［第３回] 確率変数 

確率変数の概念と，幾何分布と指数分布などの確率分布を学ぶ。 

［第４回] 期待値（離散的確率変数） 

期待値の概念を導入し，離散的確率変数に対する期待値の計算方法を学ぶ。 

［第５回] 分散（離散的確率変数） 

分散の概念を導入し，離散的確率変数に対する分散の計算方法を学ぶ。 

［第６回] 期待値と分散（連続的確率変数） 

連続的確率変数に対する期待値と分散の概念を導入し，その基本的性質を学ぶ。 

［第７回] 二項分布 

二項分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第８回] 正規分布 

正規分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第９回] 検定の考え方１ 

対戦ゲームの例を通して確率モデルと帰無仮説の作り方を学ぶ。 

［第 10 回] 検定の考え方２ 

帰無仮説のもとでの判断の誤りと仮説検定の方法を学ぶ。 

［第 11 回] 推定の考え方１ 

視聴率の例を通して無作為標本による推定の考え方を学ぶ。 

［第 12 回] 推定の考え方２ 

推定の誤差を考慮する区間推定の方法を学ぶ。 

［第 13 回] 正規母集団の検定 

正規母集団を仮定することによる検定の方法を学ぶ。 

［第 14 回］まとめ 

 
３．履修上の注意 

 授業時間の８０%講義を行い，２０%演習を行う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『確率統計入門 ―モデル化からその解析へ―』，宮部賢志，渡辺浩（森北出版） 

 
６．参考書 

「確率・統計の初歩」，阿原一志著，培風館 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji でレポートの提出を行ってもらうが、 

これに対して、締め切り後コメントを行う。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%，レポート２０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT141J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 確率・統計[5・7 組] 

担当者名 沼田崇宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微積分法に基づく確率論および統計学の基本事項を講義・演習する。 

「到達目標」 

確率変数の概念を理解し，代表的な確率分布の期待値や分散の計算ができるようになる。統計的仮説検定の概念を理解

し，信頼区間を求めることができるようになる。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 確率概念 

確率という概念を導入し，和の法則や独立性などの確率の性質を学ぶ。 

［第２回] 条件付き確率 

条件付き確率の計算方法を学ぶ。 

［第３回] 確率変数 

確率変数の概念と，幾何分布と指数分布などの確率分布を学ぶ。 

［第４回] 期待値（離散的確率変数） 

期待値の概念を導入し，離散的確率変数に対する期待値の計算方法を学ぶ。 

［第５回] 分散（離散的確率変数） 

分散の概念を導入し，離散的確率変数に対する分散の計算方法を学ぶ。 

［第６回] 期待値と分散（連続的確率変数） 

連続的確率変数に対する期待値と分散の概念を導入し，その基本的性質を学ぶ。 

［第７回] 二項分布 

二項分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第８回] 正規分布 

正規分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第９回] 検定の考え方１ 

対戦ゲームの例を通して確率モデルと帰無仮説の作り方を学ぶ。 

［第 10 回] 検定の考え方２ 

帰無仮説のもとでの判断の誤りと仮説検定の方法を学ぶ。 

［第 11 回] 推定の考え方１ 

視聴率の例を通して無作為標本による推定の考え方を学ぶ。 

［第 12 回] 推定の考え方２ 

推定の誤差を考慮する区間推定の方法を学ぶ。 

［第 13 回] 正規母集団の検定 

正規母集団を仮定することによる検定の方法を学ぶ。 

［第 14 回］まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 授業時間の８０%講義を行い，２０%演習を行う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『確率統計入門 ―モデル化からその解析へ―』，宮部賢志，渡辺浩（森北出版） 

 
６．参考書 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 100%で評価する。 

満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。 

変更する場合は、授業時間中に口頭で知らせるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 
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科目ナンバー STMAT141J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 確率・統計[6・8 組] 

担当者名 福室康介 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微積分法に基づく確率論および統計学の基本事項を講義・演習する。 

「到達目標」 

確率変数の概念を理解し，代表的な確率分布の期待値や分散の計算ができるようになる。統計的仮説検定の概念を理解

し，信頼区間を求めることができるようになる。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 確率概念 

確率という概念を導入し，和の法則や独立性などの確率の性質を学ぶ。 

［第２回] 条件付き確率 

条件付き確率の計算方法を学ぶ。 

［第３回] 確率変数 

確率変数の概念と，幾何分布と指数分布などの確率分布を学ぶ。 

［第４回] 期待値（離散的確率変数） 

期待値の概念を導入し，離散的確率変数に対する期待値の計算方法を学ぶ。 

［第５回] 分散（離散的確率変数） 

分散の概念を導入し，離散的確率変数に対する分散の計算方法を学ぶ。 

［第６回] 期待値と分散（連続的確率変数） 

連続的確率変数に対する期待値と分散の概念を導入し，その基本的性質を学ぶ。 

［第７回] 二項分布 

二項分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第８回] 正規分布 

正規分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第９回] 検定の考え方１ 

対戦ゲームの例を通して確率モデルと帰無仮説の作り方を学ぶ。 

［第 10 回] 検定の考え方２ 

帰無仮説のもとでの判断の誤りと仮説検定の方法を学ぶ。 

［第 11 回] 推定の考え方１ 

視聴率の例を通して無作為標本による推定の考え方を学ぶ。 

［第 12 回] 推定の考え方２ 

推定の誤差を考慮する区間推定の方法を学ぶ。 

［第 13 回] 正規母集団の検定 

正規母集団を仮定することによる検定の方法を学ぶ。 

［第 14 回］まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

授業時間の８０%講義を行い，２０%演習を行う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『確率統計入門 ―モデル化からその解析へ―』，宮部賢志，渡辺浩（森北出版） 

 
６．参考書 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

授業前後に質問対応する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%．平常点（レポート，小テスト等）２０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT141J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 確率・統計[9・10a 組] 

担当者名 梅田典晃 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微積分法に基づく確率論および統計学の基本事項を講義・演習する。 

「到達目標」 

確率変数の概念を理解し，代表的な確率分布の期待値や分散の計算ができるようになる。統計的仮説検定の概念を理解

し，信頼区間を求めることができるようになる。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 確率概念 

確率という概念を導入し，和の法則や独立性などの確率の性質を学ぶ。 

［第２回] 条件付き確率 

条件付き確率の計算方法を学ぶ。 

［第３回] 確率変数 

確率変数の概念と，幾何分布と指数分布などの確率分布を学ぶ。 

［第４回] 期待値（離散的確率変数） 

期待値の概念を導入し，離散的確率変数に対する期待値の計算方法を学ぶ。 

［第５回] 分散（離散的確率変数） 

分散の概念を導入し，離散的確率変数に対する分散の計算方法を学ぶ。 

［第６回] 期待値と分散（連続的確率変数） 

連続的確率変数に対する期待値と分散の概念を導入し，その基本的性質を学ぶ。 

［第７回] 二項分布 

二項分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第８回] 正規分布 

正規分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第９回] 検定の考え方１ 

対戦ゲームの例を通して確率モデルと帰無仮説の作り方を学ぶ。 

［第 10 回] 検定の考え方２ 

帰無仮説のもとでの判断の誤りと仮説検定の方法を学ぶ。 

［第 11 回] 推定の考え方１ 

視聴率の例を通して無作為標本による推定の考え方を学ぶ。 

［第 12 回] 推定の考え方２ 

推定の誤差を考慮する区間推定の方法を学ぶ。 

［第 13 回] 正規母集団の検定 

正規母集団を仮定することによる検定の方法を学ぶ。 

［第 14 回］まとめ 

 
３．履修上の注意 

 授業時間の８０%講義を行い，２０%演習を行う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『確率統計入門 ―モデル化からその解析へ―』，宮部賢志，渡辺浩（森北出版） 

 
６．参考書 

「確率・統計の初歩」，阿原一志著，培風館 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji でレポートの提出を行ってもらうが、 

これに対して、締め切り後コメントを行う。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%，レポート２０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT141J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 確率・統計[10b・11 組] 

担当者名 沼田崇宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微積分法に基づく確率論および統計学の基本事項を講義・演習する。 

「到達目標」 

確率変数の概念を理解し，代表的な確率分布の期待値や分散の計算ができるようになる。統計的仮説検定の概念を理解

し，信頼区間を求めることができるようになる。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 確率概念 

確率という概念を導入し，和の法則や独立性などの確率の性質を学ぶ。 

［第２回] 条件付き確率 

条件付き確率の計算方法を学ぶ。 

［第３回] 確率変数 

確率変数の概念と，幾何分布と指数分布などの確率分布を学ぶ。 

［第４回] 期待値（離散的確率変数） 

期待値の概念を導入し，離散的確率変数に対する期待値の計算方法を学ぶ。 

［第５回] 分散（離散的確率変数） 

分散の概念を導入し，離散的確率変数に対する分散の計算方法を学ぶ。 

［第６回] 期待値と分散（連続的確率変数） 

連続的確率変数に対する期待値と分散の概念を導入し，その基本的性質を学ぶ。 

［第７回] 二項分布 

二項分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第８回] 正規分布 

正規分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第９回] 検定の考え方１ 

対戦ゲームの例を通して確率モデルと帰無仮説の作り方を学ぶ。 

［第 10 回] 検定の考え方２ 

帰無仮説のもとでの判断の誤りと仮説検定の方法を学ぶ。 

［第 11 回] 推定の考え方１ 

視聴率の例を通して無作為標本による推定の考え方を学ぶ。 

［第 12 回] 推定の考え方２ 

推定の誤差を考慮する区間推定の方法を学ぶ。 

［第 13 回] 正規母集団の検定 

正規母集団を仮定することによる検定の方法を学ぶ。 

［第 14 回］まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 授業時間の８０%講義を行い，２０%演習を行う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『確率統計入門 ―モデル化からその解析へ―』，宮部賢志，渡辺浩（森北出版） 

 
６．参考書 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 100%で評価する。 

満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。 

変更する場合は、授業時間中に口頭で知らせるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 
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科目ナンバー STMAT141J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 確率・統計[12 組] 

担当者名 藤沢潤 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微積分法に基づく確率論および統計学の基本事項を講義・演習する。 

「到達目標」 

確率変数の概念を理解し，代表的な確率分布の期待値や分散の計算ができるようになる。統計的仮説検定の概念を理解

し，信頼区間を求めることができるようになる。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 確率概念 

確率という概念を導入し，和の法則や独立性などの確率の性質を学ぶ。 

［第２回] 条件付き確率 

条件付き確率の計算方法を学ぶ。 

［第３回] 確率変数 

確率変数の概念と，幾何分布と指数分布などの確率分布を学ぶ。 

［第４回] 期待値（離散的確率変数） 

期待値の概念を導入し，離散的確率変数に対する期待値の計算方法を学ぶ。 

［第５回] 分散（離散的確率変数） 

分散の概念を導入し，離散的確率変数に対する分散の計算方法を学ぶ。 

［第６回] 期待値と分散（連続的確率変数） 

連続的確率変数に対する期待値と分散の概念を導入し，その基本的性質を学ぶ。 

［第７回] 二項分布 

二項分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第８回] 正規分布 

正規分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第９回] 検定の考え方１ 

対戦ゲームの例を通して確率モデルと帰無仮説の作り方を学ぶ。 

［第 10 回] 検定の考え方２ 

帰無仮説のもとでの判断の誤りと仮説検定の方法を学ぶ。 

［第 11 回] 推定の考え方１ 

視聴率の例を通して無作為標本による推定の考え方を学ぶ。 

［第 12 回] 推定の考え方２ 

推定の誤差を考慮する区間推定の方法を学ぶ。 

［第 13 回] 正規母集団の検定 

正規母集団を仮定することによる検定の方法を学ぶ。 

［第 14 回］ まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 授業時間の８０%講義を行い，２０%演習を行う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『確率統計入門 ―モデル化からその解析へ―』，宮部賢志，渡辺浩（森北出版） 

 
６．参考書 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の答案に対する総評を，次回の授業の際に解説する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70％，演習 30％で評価する。 

合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT141J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 確率・統計[13 組] 

担当者名 梅田典晃 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微積分法に基づく確率論および統計学の基本事項を講義・演習する。 

「到達目標」 

確率変数の概念を理解し，代表的な確率分布の期待値や分散の計算ができるようになる。統計的仮説検定の概念を理解

し，信頼区間を求めることができるようになる。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 確率概念 

確率という概念を導入し，和の法則や独立性などの確率の性質を学ぶ。 

［第２回] 条件付き確率 

条件付き確率の計算方法を学ぶ。 

［第３回] 確率変数 

確率変数の概念と，幾何分布と指数分布などの確率分布を学ぶ。 

［第４回] 期待値（離散的確率変数） 

期待値の概念を導入し，離散的確率変数に対する期待値の計算方法を学ぶ。 

［第５回] 分散（離散的確率変数） 

分散の概念を導入し，離散的確率変数に対する分散の計算方法を学ぶ。 

［第６回] 期待値と分散（連続的確率変数） 

連続的確率変数に対する期待値と分散の概念を導入し，その基本的性質を学ぶ。 

［第７回] 二項分布 

二項分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第８回] 正規分布 

正規分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第９回] 検定の考え方１ 

対戦ゲームの例を通して確率モデルと帰無仮説の作り方を学ぶ。 

［第 10 回] 検定の考え方２ 

帰無仮説のもとでの判断の誤りと仮説検定の方法を学ぶ。 

［第 11 回] 推定の考え方１ 

視聴率の例を通して無作為標本による推定の考え方を学ぶ。 

［第 12 回] 推定の考え方２ 

推定の誤差を考慮する区間推定の方法を学ぶ。 

［第 13 回] 正規母集団の検定 

正規母集団を仮定することによる検定の方法を学ぶ。 

［第 14 回］まとめ 

 
３．履修上の注意 

 授業時間の８０%講義を行い，２０%演習を行う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『確率統計入門 ―モデル化からその解析へ―』，宮部賢志，渡辺浩（森北出版） 

 
６．参考書 

「確率・統計の初歩」，阿原一志著，培風館 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji でレポートの提出を行ってもらうが、 

これに対して、締め切り後コメントを行う。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%，レポート２０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT141J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 確率・統計[14 組] 

担当者名 石原裕信 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微積分法に基づく確率論および統計学の基本事項を講義・演習する。 

「到達目標」 

確率変数の概念を理解し、代表的な確率分布の期待値や分散の計算ができるようになる。統計的仮説検定の概念を理解

し、信頼区間を求めることができるようになる。 

 

この科目は、2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 確率概念 

確率という概念を導入し、和の法則や独立性などの確率の性質を学ぶ。 

［第２回] 条件付き確率 

条件付き確率の計算方法を学ぶ。 

［第３回] 確率変数 

確率変数の概念と、幾何分布と指数分布などの確率分布を学ぶ。 

［第４回] 期待値（離散的確率変数） 

期待値の概念を導入し、離散的確率変数に対する期待値の計算方法を学ぶ。 

［第５回] 分散（離散的確率変数） 

分散の概念を導入し、離散的確率変数に対する分散の計算方法を学ぶ。 

［第６回] 期待値と分散（連続的確率変数） 

連続的確率変数に対する期待値と分散の概念を導入し、その基本的性質を学ぶ。 

［第７回] 二項分布 

二項分布を導入し、その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第８回] 正規分布 

正規分布を導入し、その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第９回] 検定の考え方１ 

対戦ゲームの例を通して確率モデルと帰無仮説の作り方を学ぶ。 

［第 10 回] 検定の考え方２ 

帰無仮説のもとでの判断の誤りと仮説検定の方法を学ぶ。 

［第 11 回] 推定の考え方１ 

視聴率の例を通して無作為標本による推定の考え方を学ぶ。 

［第 12 回] 推定の考え方２ 

推定の誤差を考慮する区間推定の方法を学ぶ。 

［第 13 回] 正規母集団の検定 

正規母集団を仮定することによる検定の方法を学ぶ。 

［第 14 回］まとめ  

 

 
３．履修上の注意 

基本的に毎回、授業の最後に課題を出題する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。 分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『確率統計入門 ―モデル化からその解析へ―』 宮部賢志・渡辺浩 （森北出版） 

 
６．参考書 

使用しない。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の課題の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70%、課題 30%で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。 

変更する場合は、授業時間中に口頭で知らせるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 
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科目ナンバー STMAT141J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 確率・統計[15 組] 

担当者名 梅田典晃 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微積分法に基づく確率論および統計学の基本事項を講義・演習する。 

「到達目標」 

確率変数の概念を理解し，代表的な確率分布の期待値や分散の計算ができるようになる。統計的仮説検定の概念を理解

し，信頼区間を求めることができるようになる。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 確率概念 

確率という概念を導入し，和の法則や独立性などの確率の性質を学ぶ。 

［第２回] 条件付き確率 

条件付き確率の計算方法を学ぶ。 

［第３回] 確率変数 

確率変数の概念と，幾何分布と指数分布などの確率分布を学ぶ。 

［第４回] 期待値（離散的確率変数） 

期待値の概念を導入し，離散的確率変数に対する期待値の計算方法を学ぶ。 

［第５回] 分散（離散的確率変数） 

分散の概念を導入し，離散的確率変数に対する分散の計算方法を学ぶ。 

［第６回] 期待値と分散（連続的確率変数） 

連続的確率変数に対する期待値と分散の概念を導入し，その基本的性質を学ぶ。 

［第７回] 二項分布 

二項分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第８回] 正規分布 

正規分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第９回] 検定の考え方１ 

対戦ゲームの例を通して確率モデルと帰無仮説の作り方を学ぶ。 

［第 10 回] 検定の考え方２ 

帰無仮説のもとでの判断の誤りと仮説検定の方法を学ぶ。 

［第 11 回] 推定の考え方１ 

視聴率の例を通して無作為標本による推定の考え方を学ぶ。 

［第 12 回] 推定の考え方２ 

推定の誤差を考慮する区間推定の方法を学ぶ。 

［第 13 回] 正規母集団の検定 

正規母集団を仮定することによる検定の方法を学ぶ。 

［第 14 回］まとめ 

 
３．履修上の注意 

 授業時間の８０%講義を行い，２０%演習を行う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『確率統計入門 ―モデル化からその解析へ―』，宮部賢志，渡辺浩（森北出版） 

 
６．参考書 

「確率・統計の初歩」，阿原一志著，培風館 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji でレポートの提出を行ってもらうが、 

これに対して、締め切り後コメントを行う。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%，レポート２０%で評価する。 

合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT141J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 確率・統計[16a・17a 組] 

担当者名 橋本哲 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微積分法に基づく確率論および統計学の基本事項を講義・演習する。 

「到達目標」 

確率変数の概念を理解し，代表的な確率分布の期待値や分散の計算ができるようになる。統計的仮説検定の概念を理解

し，信頼区間を求めることができるようになる。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 確率概念 

確率という概念を導入し，和の法則や独立性などの確率の性質を学ぶ。 

［第２回] 条件付き確率 

条件付き確率の計算方法を学ぶ。 

［第３回] 確率変数 

確率変数の概念と，幾何分布と指数分布などの確率分布を学ぶ。 

［第４回] 期待値（離散的確率変数） 

期待値の概念を導入し，離散的確率変数に対する期待値の計算方法を学ぶ。 

［第５回] 分散（離散的確率変数） 

分散の概念を導入し，離散的確率変数に対する分散の計算方法を学ぶ。 

［第６回] 期待値と分散（連続的確率変数） 

連続的確率変数に対する期待値と分散の概念を導入し，その基本的性質を学ぶ。 

［第７回] 二項分布 

二項分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第８回] 正規分布 

正規分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第９回] 検定の考え方１ 

対戦ゲームの例を通して確率モデルと帰無仮説の作り方を学ぶ。 

［第 10 回] 検定の考え方２ 

帰無仮説のもとでの判断の誤りと仮説検定の方法を学ぶ。 

［第 11 回] 推定の考え方１ 

視聴率の例を通して無作為標本による推定の考え方を学ぶ。 

［第 12 回] 推定の考え方２ 

推定の誤差を考慮する区間推定の方法を学ぶ。 

［第 13 回] 正規母集団の検定 

正規母集団を仮定することによる検定の方法を学ぶ。 

［第 14 回］まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 授業時間の８０%講義を行い，２０%演習を行う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『確率統計入門 ―モデル化からその解析へ―』，宮部賢志，渡辺浩（森北出版） 

 
６．参考書 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 100％で評価する。 

合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT141J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 確率・統計[16b・17b 組] 

担当者名 橋本哲 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

微積分法に基づく確率論および統計学の基本事項を講義・演習する。 

「到達目標」 

確率変数の概念を理解し，代表的な確率分布の期待値や分散の計算ができるようになる。統計的仮説検定の概念を理解

し，信頼区間を求めることができるようになる。 

 

この科目は，2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「基礎科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] 確率概念 

確率という概念を導入し，和の法則や独立性などの確率の性質を学ぶ。 

［第２回] 条件付き確率 

条件付き確率の計算方法を学ぶ。 

［第３回] 確率変数 

確率変数の概念と，幾何分布と指数分布などの確率分布を学ぶ。 

［第４回] 期待値（離散的確率変数） 

期待値の概念を導入し，離散的確率変数に対する期待値の計算方法を学ぶ。 

［第５回] 分散（離散的確率変数） 

分散の概念を導入し，離散的確率変数に対する分散の計算方法を学ぶ。 

［第６回] 期待値と分散（連続的確率変数） 

連続的確率変数に対する期待値と分散の概念を導入し，その基本的性質を学ぶ。 

［第７回] 二項分布 

二項分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第８回] 正規分布 

正規分布を導入し，その期待値と分散の計算方法を学ぶ。 

［第９回] 検定の考え方１ 

対戦ゲームの例を通して確率モデルと帰無仮説の作り方を学ぶ。 

［第 10 回] 検定の考え方２ 

帰無仮説のもとでの判断の誤りと仮説検定の方法を学ぶ。 

［第 11 回] 推定の考え方１ 

視聴率の例を通して無作為標本による推定の考え方を学ぶ。 

［第 12 回] 推定の考え方２ 

推定の誤差を考慮する区間推定の方法を学ぶ。 

［第 13 回] 正規母集団の検定 

正規母集団を仮定することによる検定の方法を学ぶ。 

［第 14 回］まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 授業時間の８０%講義を行い，２０%演習を行う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『確率統計入門 ―モデル化からその解析へ―』，宮部賢志，渡辺浩（森北出版） 

 
６．参考書 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 100％で評価する。 

合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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微分方程式 

科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 微分方程式[1 組] 

担当者名 橋本哲 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法について学ぶ。 

常微分方程式の応用ならびに、数学的な理論的背景については、時間の許す範囲で言及する。 

「到達目標」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法を習得する。また、それらの解の性質について理解する。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 微分方程式と微分方程式の初期値問題 

[第３回] 一般解、特殊解、特異解 

[第４回] 変数分離型の解法 

[第５回] 同次型の解法 

[第６回] １階線形微分方程式の解法 

[第７回] ベルヌーイの微分方程式 

[第８回] ここまでのまとめと問題演習 

[第９回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（１） 

[第 10 回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（２） 

[第 11 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（１） 

[第 12 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（２） 

[第 13 回] 問題演習 

[第 14 回] まとめ  

 

 
３．履修上の注意 

 基礎微分積分１の履修を前提とする。 

 授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『理工系の微分積分学』吹田信之・新保経彦（学術図書出版） 

『力のつく微分積分－１変数の微積分』桂田祐史・佐藤篤之（共立出版） 

『微分方程式』長瀬道弘（共立出版） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 100％で評価する。 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

 適宜，講義内容に即した資料を配付し，授業で活用します。 

 配付された資料・演習問題等を用いて，十分な復習を期待します。 

 学期後半の演習中に確認テスト（２回を予定）を実施します。 

 この確認テストを単位修得のために活用して下さい。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 微分方程式[2 組] 

担当者名 石原裕信 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法について学ぶ。 

常微分方程式の応用ならびに、数学的な理論的背景については、時間の許す範囲で言及する。 

「到達目標」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法を修得する。また、それらの解の性質について理解する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 微分方程式と微分方程式の初期値問題 

［第３回] 一般解、特殊解、特異解 

［第４回] 変数分離形の解法 

［第５回] 同次型の解法 

［第６回] １階線形微分方程式の解法 

［第７回] ベルヌーイの微分方程式 

［第８回] ここまでのまとめと問題演習 

［第９回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（１） 

［第 10 回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（２） 

［第 11 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（１） 

［第 12 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（２） 

［第 13 回] 問題演習 

［第 14 回] まとめ  

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。 

基本的に毎回、授業の最後に課題を出題する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』 越昭三（監修） / 高橋泰嗣・加藤幹雄（著） （サイエンス社）  

 

 
６．参考書 

『力のつく微分積分ー１変数の微積分』 桂田祐史・佐藤篤之 （共立出版）  

『常微分方程式キャンパス・ゼミ』 馬場敬之 （マセマ出版） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の課題の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70％、課題 30％で評価する。 

合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。 

変更する場合は、授業時間中に口頭で知らせるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 微分方程式[3 組] 

担当者名 岩尾昌央 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法について学ぶ。 

常微分方程式の応用ならびに、数学的な理論的背景については、時間の許す範囲で言及する。 

「到達目標」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法を習得する。また、それらの解の性質について理解する。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 微分方程式と微分方程式の初期値問題 

[第３回] 一般解、特殊解、特異解 

[第４回] 変数分離型の解法 

[第５回] 同次型の解法 

[第６回] １階線形微分方程式の解法 

[第７回] ベルヌーイの微分方程式 

[第８回] ここまでのまとめと問題演習 

[第９回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（１） 

[第 10 回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（２） 

[第 11 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（１） 

[第 12 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（２） 

[第 13 回] 問題演習 

[第 14 回] まとめ  

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。 

授業時間の 30%を自主学習・質疑応答に当てる。その他、Oh-o! Meiji にアップロードされた「授業ファイル（PDF）」の読了を

宿題とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。 

また、各回の「授業ファイル（PDF）」に「復習問題」あるいは「確認問題」が記載されている 

場合には、これらの問題を解いて復習・確認し、疑問については質問して解消すること。 

なお、本科目の範囲外の質問に関しては学習支援室を利用すること。 

 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 

 
６．参考書 

 『新しい微積分〈上〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

第 13 回までに教科書や「授業ファイル（PDF）」で提示された問については、 

各回最後の自主学習・質疑応答の時間（授業時間の 30 パーセント）にて個別に対面で質問に応じる。 

また、e メール（アドレスは第１回の「授業ファイル（PDF）」に記載する）にて随時、個別に質疑応答する。 

これらの質疑応答の内容に基づいて、第 14 回の a モジュールにおいて全体講評を行い、 

関連して期末試験の模擬問題を第 14 回の「授業ファイル（PDF）」にて提示する。 
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８．成績評価の方法 

期末試験（100%）で評価する。満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 

 

 
９．その他 

授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。変更する場合は、授業時間中に口頭で知ら

せるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 微分方程式[4 組] 

担当者名 梅田典晃 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法について学ぶ。 

常微分方程式の応用ならびに、数学的な理論的背景については、時間の許す範囲で言及する。 

「到達目標」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法を習得する。また、それらの解の性質について理解する。 

 

 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 微分方程式と微分方程式の初期値問題 

[第３回] 一般解、特殊解、特異解 

[第４回] 変数分離型の解法 

[第５回] 同次型の解法 

[第６回] １階線形微分方程式の解法 

[第７回] ベルヌーイの微分方程式 

[第８回] ここまでのまとめと問題演習 

[第９回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（１） 

[第 10 回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（２） 

[第 11 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（１） 

[第 12 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（２） 

[第 13 回] 問題演習 

[第 14 回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 

 
６．参考書 

『理工系の微分積分学』吹田信之・新保経彦（学術図書出版） 

『力のつく微分積分－１変数の微積分』桂田祐史・佐藤篤之（共立出版） 

『微分方程式』長瀬道弘（共立出版） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o!Meiji でレポートの提出を行ってもらうが、 

これに対して、締め切り後コメントを行う。 

 



2025 年度理工学部 シラバス 

1302 

 

８．成績評価の方法 

 期末試験 80％，レポート 20％で評価する。 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 微分方程式[5 組] 

担当者名 未定 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法について学ぶ。 

常微分方程式の応用ならびに、数学的な理論的背景については、時間の許す範囲で言及する。 

「到達目標」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法を習得する。また、それらの解の性質について理解する。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 微分方程式と微分方程式の初期値問題 

[第３回] 一般解、特殊解、特異解 

[第４回] 変数分離型の解法 

[第５回] 同次型の解法 

[第６回] １階線形微分方程式の解法 

[第７回] ベルヌーイの微分方程式 

[第８回] ここまでのまとめと問題演習 

[第９回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（１） 

[第 10 回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（２） 

[第 11 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（１） 

[第 12 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（２） 

[第 13 回] 問題演習 

[第 14 回] 【未定】 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『理工系の微分積分学』吹田信之・新保経彦（学術図書出版） 

『力のつく微分積分－１変数の微積分』桂田祐史・佐藤篤之（共立出版） 

『微分方程式』長瀬道弘（共立出版） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

【準備中】 

 
８．成績評価の方法 

【準備中】 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 微分方程式[6 組] 

担当者名 未定 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法について学ぶ。 

常微分方程式の応用ならびに、数学的な理論的背景については、時間の許す範囲で言及する。 

「到達目標」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法を習得する。また、それらの解の性質について理解する。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 微分方程式と微分方程式の初期値問題 

[第３回] 一般解、特殊解、特異解 

[第４回] 変数分離型の解法 

[第５回] 同次型の解法 

[第６回] １階線形微分方程式の解法 

[第７回] ベルヌーイの微分方程式 

[第８回] ここまでのまとめと問題演習 

[第９回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（１） 

[第 10 回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（２） 

[第 11 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（１） 

[第 12 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（２） 

[第 13 回] 問題演習 

[第 14 回] 【未定】 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『理工系の微分積分学』吹田信之・新保経彦（学術図書出版） 

『力のつく微分積分－１変数の微積分』桂田祐史・佐藤篤之（共立出版） 

『微分方程式』長瀬道弘（共立出版） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

【準備中】 

 
８．成績評価の方法 

【準備中】 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 微分方程式[7 組] 

担当者名 石原裕信 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法について学ぶ。 

常微分方程式の応用ならびに、数学的な理論的背景については、時間の許す範囲で言及する。 

「到達目標」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法を修得する。また、それらの解の性質について理解する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 微分方程式と微分方程式の初期値問題 

［第３回] 一般解、特殊解、特異解 

［第４回] 変数分離形の解法 

［第５回] 同次型の解法 

［第６回] １階線形微分方程式の解法 

［第７回] ベルヌーイの微分方程式 

［第８回] ここまでのまとめと問題演習 

［第９回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（１） 

［第 10 回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（２） 

［第 11 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（１） 

［第 12 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（２） 

［第 13 回] 問題演習 

［第 14 回] まとめ  

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。 

基本的に毎回、授業の最後に課題を出題する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』 越昭三（監修） / 高橋泰嗣・加藤幹雄（著） （サイエンス社）  

 

 
６．参考書 

『力のつく微分積分ー１変数の微積分』 桂田祐史・佐藤篤之 （共立出版）  

『常微分方程式キャンパス・ゼミ』 馬場敬之 （マセマ出版） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の課題の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70％、課題 30％で評価する。 

合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。 

変更する場合は、授業時間中に口頭で知らせるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 微分方程式[8 組] 

担当者名 嶋田芳 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

1 階線形微分方程式および定数係数 2 階線形微分方程式の解法について学ぶ。 

常微分方程式の応用ならびに、数学的な理論的背景については、時間の許す範囲で言及する。 

「到達目標」 

1 階線形微分方程式および定数係数 2 階線形微分方程式の解法を習得する。また、それらの解の性質について理解す

る。 

 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回] イントロダクション 

[第 2 回] 微分方程式と微分方程式の初期値問題 

[第 3 回] 一般解, 特殊解, 特異解 

[第 4 回] 変数分離型の解法 

[第 5 回] 同次型の解法 

[第 6 回] 1 階線形微分方程式の解法 

[第 7 回] ベルヌーイの微分方程式 

[第 8 回] ここまでのまとめと問題演習 

[第 9 回] 定数係数 2 階線形微分方程式（斉次形）（１） 

[第 10 回] 定数係数 2 階線形微分方程式（斉次形）（２） 

[第 11 回] 定数係数 2 階線形微分方程式（非斉次形）（１） 

[第 12 回] 定数係数 2 階線形微分方程式（非斉次形）（２） 

[第 13 回] 問題演習 

[第 14 回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 

 
５．教科書 

「微分積分概論[改訂版]」越昭三（監修）／高橋泰嗣・加藤幹雄（著）, サイエンス社 

 
６．参考書 

講義中に適宜紹介する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%，演習・レポート２０%で評価する。合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 微分方程式[9・10a 組] 

担当者名 岩尾昌央 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法について学ぶ。 

常微分方程式の応用ならびに、数学的な理論的背景については、時間の許す範囲で言及する。 

「到達目標」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法を習得する。また、それらの解の性質について理解する。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 微分方程式と微分方程式の初期値問題 

[第３回] 一般解、特殊解、特異解 

[第４回] 変数分離型の解法 

[第５回] 同次型の解法 

[第６回] １階線形微分方程式の解法 

[第７回] ベルヌーイの微分方程式 

[第８回] ここまでのまとめと問題演習 

[第９回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（１） 

[第 10 回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（２） 

[第 11 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（１） 

[第 12 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（２） 

[第 13 回] 問題演習 

[第 14 回] まとめ  

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。 

授業時間の 30%を自主学習・質疑応答に当てる。その他、Oh-o! Meiji にアップロードされた「授業ファイル（PDF）」の読了を

宿題とする。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。 

また、各回の「授業ファイル（PDF）」に「復習問題」あるいは「確認問題」が記載されている 

場合には、これらの問題を解いて復習・確認し、疑問については質問して解消すること。 

なお、本科目の範囲外の質問に関しては学習支援室を利用すること。 

 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 

 
６．参考書 

 『新しい微積分〈上〉』，長岡亮介，渡辺浩，矢崎成俊，宮部賢志（講談社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

第 13 回までに教科書や「授業ファイル（PDF）」で提示された問については、 

各回最後の自主学習・質疑応答の時間（授業時間の 30 パーセント）にて個別に対面で質問に応じる。 

また、e メール（アドレスは第１回の「授業ファイル（PDF）」に記載する）にて随時、個別に質疑応答する。 

これらの質疑応答の内容に基づいて、第 14 回の a モジュールにおいて全体講評を行い、 

関連して期末試験の模擬問題を第 14 回の「授業ファイル（PDF）」にて提示する。 
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８．成績評価の方法 

期末試験（100%）で評価する。満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 

 

 

 
９．その他 

授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。変更する場合は、授業時間中に口頭で知ら

せるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 微分方程式[10b・11 組] 

担当者名 嶋田芳 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

1 階線形微分方程式および定数係数 2 階線形微分方程式の解法について学ぶ。 

常微分方程式の応用ならびに、数学的な理論的背景については、時間の許す範囲で言及する。 

「到達目標」 

1 階線形微分方程式および定数係数 2 階線形微分方程式の解法を習得する。また、それらの解の性質について理解す

る。 

 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回] イントロダクション 

[第 2 回] 微分方程式と微分方程式の初期値問題 

[第 3 回] 一般解, 特殊解, 特異解 

[第 4 回] 変数分離型の解法 

[第 5 回] 同次型の解法 

[第 6 回] 1 階線形微分方程式の解法 

[第 7 回] ベルヌーイの微分方程式 

[第 8 回] ここまでのまとめと問題演習 

[第 9 回] 定数係数 2 階線形微分方程式（斉次形）（１） 

[第 10 回] 定数係数 2 階線形微分方程式（斉次形）（２） 

[第 11 回] 定数係数 2 階線形微分方程式（非斉次形）（１） 

[第 12 回] 定数係数 2 階線形微分方程式（非斉次形）（２） 

[第 13 回] 問題演習 

[第 14 回] まとめ 

 

 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 

 
５．教科書 

「微分積分概論[改訂版]」越昭三（監修）／高橋泰嗣・加藤幹雄（著）, サイエンス社 

 
６．参考書 

講義中に適宜紹介する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験８０%，演習・レポート２０%で評価する。合計が満点の６０%以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 微分方程式[12 組] 

担当者名 小林徹平 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法について学ぶ。 

常微分方程式の応用ならびに、数学的な理論的背景については、時間の許す範囲で言及する。 

「到達目標」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法を習得する。また、それらの解の性質について理解する。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 微分方程式と微分方程式の初期値問題 

[第３回] 一般解、特殊解、特異解 

[第４回] 変数分離型の解法 

[第５回] 同次型の解法 

[第６回] １階線形微分方程式の解法 

[第７回] ベルヌーイの微分方程式 

[第８回] ここまでのまとめと問題演習 

[第９回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（１） 

[第 10 回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（２） 

[第 11 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（１） 

[第 12 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（２） 

[第 13 回] 問題演習 

[第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 基礎微分積分１の履修を前提とする。 

 授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『理工系の微分積分学』吹田信之・新保経彦（学術図書出版） 

『力のつく微分積分－１変数の微積分』桂田祐史・佐藤篤之（共立出版） 

『微分方程式』長瀬道弘（共立出版） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説する. 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70%，中間試験 20%，レポート 10%で評価する。 

合計が満点の 60%以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 微分方程式[13 組] 

担当者名 早乙女飛成 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法について学ぶ。 

常微分方程式の応用ならびに、数学的な理論的背景については、時間の許す範囲で言及する。 

「到達目標」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法を習得する。また、それらの解の性質について理解する。 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 微分方程式と微分方程式の初期値問題 

[第３回] 一般解、特殊解、特異解 

[第４回] 変数分離型の解法 

[第５回] 同次型の解法 

[第６回] １階線形微分方程式の解法 

[第７回] ベルヌーイの微分方程式 

[第８回] ここまでのまとめと問題演習 

[第９回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（１） 

[第 10 回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（２） 

[第 11 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（１） 

[第 12 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（２） 

[第 13 回] 問題演習 

[第 14 回] まとめ 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 

 
６．参考書 

『理工系の微分積分学』吹田信之・新保経彦（学術図書出版） 

『力のつく微分積分－１変数の微積分』桂田祐史・佐藤篤之（共立出版） 

『微分方程式』長瀬道弘（共立出版） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題に対するフィードバックは、課題の解答例を Oh-o!Meiji レポート機能のシステムを通じて配布する。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％，演習・レポート 30％で評価する。 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 微分方程式[情報] 

担当者名 早乙女飛成 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法について学ぶ。 

常微分方程式の応用ならびに、数学的な理論的背景については、時間の許す範囲で言及する。 

「到達目標」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法を習得する。また、それらの解の性質について理解する。 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 微分方程式と微分方程式の初期値問題 

[第３回] 一般解、特殊解、特異解 

[第４回] 変数分離型の解法 

[第５回] 同次型の解法 

[第６回] １階線形微分方程式の解法 

[第７回] ベルヌーイの微分方程式 

[第８回] ここまでのまとめと問題演習 

[第９回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（１） 

[第 10 回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（２） 

[第 11 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（１） 

[第 12 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（２） 

[第 13 回] 問題演習 

[第 14 回] まとめ 

 
３．履修上の注意 

基礎微分積分１の履修を前提とする。 

授業時間の２０%を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の復習をする際には、教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は、学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 

 
６．参考書 

『理工系の微分積分学』吹田信之・新保経彦（学術図書出版） 

『力のつく微分積分－１変数の微積分』桂田祐史・佐藤篤之（共立出版） 

『微分方程式』長瀬道弘（共立出版） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題に対するフィードバックは、課題の解答例を Oh-o!Meiji レポート機能のシステムを通じて配布する。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 70％，演習・レポート 30％で評価する。 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 微分方程式[16a・17a 組] 

担当者名 橋本哲 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法について学ぶ。 

常微分方程式の応用ならびに、数学的な理論的背景については、時間の許す範囲で言及する。 

「到達目標」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法を習得する。また、それらの解の性質について理解する。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 微分方程式と微分方程式の初期値問題 

[第３回] 一般解、特殊解、特異解 

[第４回] 変数分離型の解法 

[第５回] 同次型の解法 

[第６回] １階線形微分方程式の解法 

[第７回] ベルヌーイの微分方程式 

[第８回] ここまでのまとめと問題演習 

[第９回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（１） 

[第 10 回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（２） 

[第 11 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（１） 

[第 12 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（２） 

[第 13 回] 問題演習 

[第 14 回] まとめ  

 

 
３．履修上の注意 

 基礎微分積分１の履修を前提とする。 

 授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『理工系の微分積分学』吹田信之・新保経彦（学術図書出版） 

『力のつく微分積分－１変数の微積分』桂田祐史・佐藤篤之（共立出版） 

『微分方程式』長瀬道弘（共立出版） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 100％で評価する。 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

 適宜，講義内容に即した資料を配付し，授業で活用します。 

 配付された資料・演習問題等を用いて，十分な復習を期待します。 

 学期後半の演習中に確認テスト（２回を予定）を実施します。 

 この確認テストを単位修得のために活用して下さい。 
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科目ナンバー STMAT131J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 微分方程式[16b・17b 組] 

担当者名 橋本哲 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法について学ぶ。 

常微分方程式の応用ならびに、数学的な理論的背景については、時間の許す範囲で言及する。 

「到達目標」 

１階線形微分方程式および定数係数２階線形微分方程式の解法を習得する。また、それらの解の性質について理解する。 

 

 
２．授業内容 

[第１回] イントロダクション 

[第２回] 微分方程式と微分方程式の初期値問題 

[第３回] 一般解、特殊解、特異解 

[第４回] 変数分離型の解法 

[第５回] 同次型の解法 

[第６回] １階線形微分方程式の解法 

[第７回] ベルヌーイの微分方程式 

[第８回] ここまでのまとめと問題演習 

[第９回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（１） 

[第 10 回] 定数係数２階線形微分方程式（斉次形）（２） 

[第 11 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（１） 

[第 12 回] 定数係数２階線形微分方程式（非斉次形）（２） 

[第 13 回] 問題演習 

[第 14 回] まとめ  

 

 
３．履修上の注意 

 基礎微分積分１の履修を前提とする。 

 授業時間の 20％を演習に当てる。その他宿題によって演習時間の不足を補う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業の復習をする際には，教科書の本文中に配置されている問を自分で考えて理解すること。分からない場合は，学習支

援室などを活用して次週までに理解すること。 

 

 
５．教科書 

『微分積分概論[改訂版]』越昭三（監修）/ 高橋泰嗣・加藤幹雄（著）（サイエンス社） 

 
６．参考書 

『理工系の微分積分学』吹田信之・新保経彦（学術図書出版） 

『力のつく微分積分－１変数の微積分』桂田祐史・佐藤篤之（共立出版） 

『微分方程式』長瀬道弘（共立出版） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験 100％で評価する。 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

 適宜，講義内容に即した資料を配付し，授業で活用します。 

 配付された資料・演習問題等を用いて，十分な復習を期待します。 

 学期後半の演習中に確認テスト（２回を予定）を実施します。 

 この確認テストを単位修得のために活用して下さい。 
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基礎電磁気学 

科目ナンバー STBPH221J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 基礎電磁気学[機械] 

担当者名 齋賀康宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 電磁気学は、われわれがふだん利用している携帯電話、パソコン、テレビのような電気機器と密接に関係している。これら

の仕組みを理解するためには、電荷のつくる電場、電流のつくる磁場、電磁場によって生じる力、さらには抵抗・コンデンサ

ー・コイルという素子の性質などを知っておく必要がある。電磁的現象を支配する法則は一見多種多様にわたり複雑にみえ

るが、理論的にはマクスウェルの方程式と呼ばれる４つの数式が基礎になっていることがわかる。理工学部の学生として電磁

気学は身につけておくべき科目の１つである。本講義では、電磁気学における基本的な現象とそれに関連する法則につい

て順を追って説明する。それらの諸法則はマクスウェルの方程式の形でまとめられることを示す。 

 講義で扱う諸法則について図や数式を使って自ら再現できること、具体的な問題に適用できることを到達目標とする。 

 

 
２．授業内容 

第１回：クーロンの法則 

第２回：電場とガウスの法則 

第３回：静電ポテンシャル（電位） 

第４回：コンデンサー 

第５回：定常電流と直流回路 

第６回：電流と磁場１―アンペールの法則 

第７回：電流と磁場２―ビオ・サバールの法則 

第８回：電流が磁場から受ける力 

第９回：電磁誘導 

第 10 回：インダクタンス 

第 11 回：交流回路 

第 12 回：マクスウェルの方程式 

第 13 回：電磁波 

第 14 回ａ：まとめ、ｂ：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 時間の許す範囲で授業中に演習を行い、それを提出してもらう。また、小テストを実施する予定である。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習としては教科書の該当部分を読んでおくこと。復習としては講義ノートを見直し、重要な式を図とともに再現できるよう

にしておくこと。講義で扱った演習問題はもう一度解き直しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 『電磁気学（初めて学ぶ人のために）』、砂川重信、（培風館） 

 

 
６．参考書 

 『よくわかる電磁気学』、前野昌弘、（東京図書） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 小テストの解答は Oh-o!Meiji で公開し、演習問題は授業で解説する。 

 

 
８．成績評価の方法 

 授業中の演習・小テスト等による平常点を 40％、期末試験を 60％として評価する。総合得点の 60％以上を合格点とする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STBPH221J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 基礎電磁気学[機情,化] 

担当者名 佐藤寿紀 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 電磁気学は，電気を持った粒子（電荷）が及ぼし合う力（電磁気力）を記述する学問である。電磁気力は，化学反応や電気

伝導など，身の回りの多種多様な物理現象を支配する力であるが，電磁場と呼ばれる空間が持つ性質を仮定することで，統

一的に理解することができる。電磁気学の法則をまとめたマクスウェル方程式を解くことで，空間を伝播する電磁場が得ら

れ、これこそが可視光やマイクロ波，X 線などの電磁波の正体である。電磁場が力を記述するための単なる方便ではなく，

物理的な実体を持つことを理解するのが本講義の最終目標である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 静電場（１）：クーロンの法則 

［第２回] 静電場（２）：ガウスの法則 

［第３回] 静電場（３）：導体と静電ポテンシャル 

［第４回] 静電場（４）：コンデンサー・誘電体 

［第５回] 定常電流と直流回路 

［第６回] 電流と磁場（１）：アンペールの法則  

［第７回] 電流と磁場（２）：ビオ・サバールの法則 

［第８回] 電流と磁場（３）：電流が磁場から受ける力 

［第９回] 電磁誘導 

［第 10 回] 準定常電流（１）：インダクタンス 

［第 11 回] 準定常電流（２）：交流回路 

［第 12 回] マクスウェル方程式 

［第 13 回] 電磁波 

［第 14 回] まとめと展望 

 

 

 
３．履修上の注意 

 ほぼ毎回の授業中に演習・小テスト・レポート等を課し、それらを平常点 (成績の 50%) として換算する予定である。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習は特に必要ないが，講義で学んだことをよく復習し，論理展開を自力で再現できるようになることが重要である。また、

講義で扱った演習問題やレポート課題等を繰り返し解き直すことで理解を深めてもらいたい。 

 
５．教科書 

「電磁気学（初めて学ぶ人のために）」砂川重信著, （培風館） 

 

 
６．参考書 

「よくわかる電磁気学」前野昌弘，（東京図書） 

「電磁気学」横山順一，（講談社）など 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o! Meiji 通して、もしくは、直接課題を返答し、間違った点を指摘するので、それを元に間違いを修正できるようにする。 

 
８．成績評価の方法 

 定期試験 50％，演習・小テスト・レポート等による平常点 50％として合計が満点の 60％を単位取得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBPH221J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 基礎電磁気学[建,情] 

担当者名 齋賀康宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 電磁気学は、われわれがふだん利用している携帯電話、パソコン、テレビのような電気機器と密接に関係している。これら

の仕組みを理解するためには、電荷のつくる電場、電流のつくる磁場、電磁場によって生じる力、さらには抵抗・コンデンサ

ー・コイルという素子の性質などを知っておく必要がある。電磁的現象を支配する法則は一見多種多様にわたり複雑にみえ

るが、理論的にはマクスウェルの方程式と呼ばれる４つの数式が基礎になっていることがわかる。理工学部の学生として電磁

気学は身につけておくべき科目の１つである。本講義では、電磁気学における基本的な現象とそれに関連する法則につい

て順を追って説明する。それらの諸法則はマクスウェルの方程式の形でまとめられることを示す。 

 講義で扱う諸法則について図や数式を使って自ら再現できること、具体的な問題に適用できることを到達目標とする。 

 

 
２．授業内容 

第１回：クーロンの法則 

第２回：電場とガウスの法則 

第３回：静電ポテンシャル（電位） 

第４回：コンデンサー 

第５回：定常電流と直流回路 

第６回：電流と磁場１―アンペールの法則 

第７回：電流と磁場２―ビオ・サバールの法則 

第８回：電流が磁場から受ける力 

第９回：電磁誘導 

第 10 回：インダクタンス 

第 11 回：交流回路 

第 12 回：マクスウェルの方程式 

第 13 回：電磁波 

第 14 回ａ：まとめ、ｂ：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 時間の許す範囲で授業中に演習を行い、それを提出してもらう。また、小テストを実施する予定である。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習としては教科書の該当部分を読んでおくこと。復習としては講義ノートを見直し、重要な式を図とともに再現できるよう

にしておくこと。講義で扱った演習問題はもう一度解き直しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 『電磁気学（初めて学ぶ人のために）』、砂川重信、（培風館） 

 

 
６．参考書 

 『よくわかる電磁気学』、前野昌弘、（東京図書） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 小テストの解答は Oh-o!Meiji で公開し、演習問題は授業で解説する。 

 

 
８．成績評価の方法 

 授業中の演習・小テスト等による平常点を 40％、期末試験を 60％として評価する。総合得点の 60％以上を合格点とする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STBPH221J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 基礎電磁気学[数学] 

担当者名 齋賀康宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 電磁気学は、われわれがふだん利用している携帯電話、パソコン、テレビのような電気機器と密接に関係している。これら

の仕組みを理解するためには、電荷のつくる電場、電流のつくる磁場、電磁場によって生じる力、さらには抵抗・コンデンサ

ー・コイルという素子の性質などを知っておく必要がある。電磁的現象を支配する法則は一見多種多様にわたり複雑にみえ

るが、理論的にはマクスウェルの方程式と呼ばれる４つの数式が基礎になっていることがわかる。理工学部の学生として電磁

気学は身につけておくべき科目の１つである。本講義では、電磁気学における基本的な現象とそれに関連する法則につい

て順を追って説明する。それらの諸法則はマクスウェルの方程式の形でまとめられることを示す。 

 講義で扱う諸法則について図や数式を使って自ら再現できること、具体的な問題に適用できることを到達目標とする。 

 

 
２．授業内容 

第１回：クーロンの法則 

第２回：電場とガウスの法則 

第３回：静電ポテンシャル（電位） 

第４回：コンデンサー 

第５回：定常電流と直流回路 

第６回：電流と磁場１―アンペールの法則 

第７回：電流と磁場２―ビオ・サバールの法則 

第８回：電流が磁場から受ける力 

第９回：電磁誘導 

第 10 回：インダクタンス 

第 11 回：交流回路 

第 12 回：マクスウェルの方程式 

第 13 回：電磁波 

第 14 回ａ：まとめ、ｂ：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 時間の許す範囲で授業中に演習を行い、それを提出してもらう。また、小テストを実施する予定である。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習としては教科書の該当部分を読んでおくこと。復習としては講義ノートを見直し、重要な式を図とともに再現できるよう

にしておくこと。講義で扱った演習問題はもう一度解き直しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 『電磁気学（初めて学ぶ人のために）』、砂川重信、（培風館） 

 

 
６．参考書 

 『よくわかる電磁気学』、前野昌弘、（東京図書） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 小テストの解答は Oh-o!Meiji で公開し、演習問題は授業で解説する。 

 

 
８．成績評価の方法 

 授業中の演習・小テスト等による平常点を 40％、期末試験を 60％として評価する。総合得点の 60％以上を合格点とする。 

 
９．その他 
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熱・統計力学基礎 

科目ナンバー STBPH231J 配当学年 3 年 開講学期 秋 

科目名 熱・統計力学基礎[電生] 

担当者名 梶田雅稔 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 熱力学及び統計力学に関する初歩を学ぶ。熱的現象とは，巨視的な系（多数の粒子からなる系）の巨視的なふるまいによ

る現象であり，およそ日常現象のすべてを含んでいる。気体の膨張・収縮，液体の沸騰・固体の融解，熱伝導などは身近な

例であるが，さらに宇宙の進化や生命現象も含まれる。熱的現象を理解するための巨視的な理論（現象論）が熱力学であ

り，微視的な理論（分子論）として統計力学がある。巨視的な系には不可逆変化という属性が伴うということを理解したとき，自

然を見つめる目に変化が生まれるだろう。本講義では熱的現象を理解するための基本概念を，理想気体のような簡単な例

に沿いながら解説する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 熱力学，統計力学とはどんな学問か 

［第２回] 温度と熱 

［第３回] 熱力学第一法則 

［第４回] 定積比熱と定圧比熱 

［第５回] 等温変化と断熱変化 

［第６回] カルノーサイクル 

［第７回] 熱力学第二法則 

［第８回] エントロピー 

［第９回] 微分形式と熱力学的関係式の例 

［第 10 回] 気体の分子運動論 

［第 11 回] 巨視的な系のエネルギー分布確率と絶対温度 

［第 12 回] 正準分布と分配関数 

［第 13 回] エネルギー等分配則 

［第 14 回] ａ：まとめ 

ｂ：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 この授業を履修するにあたり，初歩的な力学および微分積分の知識を期待する。更に，多変数関数に関する微分積分・線

形代数の知識があることが望ましい。要点をまとめた ppt 資料をアップロードしそれにもとづいて講義を行う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 ppt 資料を事前に読んでおいてほしい 

 

 
５．教科書 

  

ppt 資料をアップロードする 

 

講義ではとくに用いないが，自分で教科書をじっくりと読み込むことが大切である。これまでの授業経験を元に 

"Fundamentals of Analysis in Physics" by M. Kajita    (Bentham) 

を出版しており、学内の PC からは 

 

https://www.eurekaselect.com/ebook_volume/3309 

 

からフリーでダウンロードできるので参考にされたい 

 

本授業の内容は 6 章に単純にまとめてある。他の章は他授業に役立てて欲しい 

 
６．参考書 

関連部分を部分的に You Tube で解説しているので参考にしてほしい 
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https://www.youtube.com/@%E6%A2%B6%E7%94%B0%E9%9B%85%E7%A8%94-s7b 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

レポートに対してはできるだけ早くコメントを出し、再提出も認めているけれども、満点にはできないことを了解願いたい 

授業中の質問も受け付ける 

 
８．成績評価の方法 

 適宜課すレポートの点数、及び定期試験で評価する 

 
９．その他 

質問は適宜受け付ける。メールでの質問も歓迎する。nuke3904@s4.dion.ne.jp 
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科目ナンバー STBPH231J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 熱・統計力学基礎[機械,15 組] 

担当者名 小山舜平 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本講義では、私たちの日常生活と密接に関わる熱力学の基本概念と法則を学ぶ。「熱い」「冷たい」といった感覚的な言葉

や、「温度」「熱」といった日常でよく使われる概念を、熱力学を通してより正確に理解することを目指す。後半では統計力学

の内容に触れ、ミクロな粒子の運動とマクロな熱現象のつながりを学ぶ。 

本講義の目標は以下の通りである： 

1. 熱現象に関する基本的な概念と法則を理解する。  

2. 日常生活における熱現象を科学的に説明できるようになる。  

3. 統計力学の基礎を学ぶ。 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回] 熱力学とは 

[第 2 回] 理想気体、熱平衡状態 

[第 3 回] 仕事と熱 

[第 4 回] 熱力学第一法則 

[第 5 回] 熱機関とカルノーの定理 

[第 6 回] 熱力学第二法則とエントロピー 

[第 7 回] 熱力学の関係式 

[第 8 回] 熱力学関数の性質 

[第 9 回] 熱力学まとめ 

[第 10 回] 統計力学の導入 

[第 11 回] ミクロカノニカル分布 

[第 12 回] カノニカル分布 

[第 13 回] 量子統計力学 

[第 14 回] a. 講義まとめ b. 試験 

 

 
３．履修上の注意 

偏微分や、二変数関数の微分と線積分，面積分に関する予備知識があると良い。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業後に講義資料やノートを振り返り、分からなかった部分があれば、メール、もしくは次回以降の授業で質問をすること。 

 
５．教科書 

特に定めない。 

 
６．参考書 

「熱力学・統計力学 熱をめぐる諸相」高橋和孝（講談社） 

「ゼロからの熱力学と統計力学」和達三樹、他（岩波書店） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

試験の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

授業への参加度 30%、期末試験 70%で評価する。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBPH231J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 熱・統計力学基礎[機情,14 組] 

担当者名 小野里宏樹 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

熱力学と統計力学の基礎的な部分について学び、熱の関与する現象を巨視的に記述する熱力学と微視的に記述する統計

力学の双方から理解することを目標とする。授業は熱・統計力学の歴史的な発展を重視し、その経緯に基づいて進めてい

く。授業の前半では熱機関、熱力学の基本法則、エントロピーについて理解し、様々な熱現象を熱力学関数と関係式を解

析できるようにする。後半では統計力学の観点から、多数の粒子からなる集団の運動が日常生活で測定される量とどのよう

に関係してくるのかについて学ぶ。 

 
２．授業内容 

［第 1 回］熱・統計力学とは 

［第 2 回］理想気体の状態方程式と熱学 

［第 3 回］熱力学第 1 法則 

［第 4 回］熱機関 

［第 5 回］熱力学第 2 法則 

［第 6 回］熱力学の定式化 

［第 7 回］熱力学第 3 法則 

［第 8 回］熱力学に関する演習 

［第 9 回］気体の分子運動論 

［第 10 回］ミクロカノニカル分布 

［第 11 回］カノニカル分布 

［第 12 回］量子統計 

［第 13 回］量子統計 2 

［第 14 回］統計力学に関する演習 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

偏微分の計算がよく用いられるため、数学で学んだ偏微分についての知識を復習しておくことを勧める。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

（1）熱学思想の史的展開 第 1-3 巻 山本義隆（著） ちくま学芸文庫 

（2）熱力学 三宅哲（著） 裳華房 

（3）現代物理学［基礎シリーズ］4 統計物理学 川勝年洋（著） 朝倉書店 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

講義中に課題を出し、その解答から理解度を判断し、それに応じてコメントによりフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

2 回の演習の結果と講義中に出す課題の実施状況をもとに総合的に判断する。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBPH231J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 熱・統計力学基礎[建,化] 

担当者名 梶田雅稔 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 基本的にすべての物理現象は古典力学，電磁気学，量子力学，相対論があれば記述できるはずであるが，非常に多数の

原子，分子からなる物体の物理現象を記述するには一個一個の原子分子の運動を解析することは現実的でない。そのため

多数の原子分子で成り立つ系全体を解釈するには確率論を用いた議論がなされる。たとえば，気体分子が容器の半分の領

域に局在することは物理的に必ずしも禁止されていることではないが，その確率は全体に均一に分布する確率に比べて非

常に低いということである。エネルギーの分布，たとえば各気体分子が持つ運動エネルギーの分布等を確率論を用いて議論

することが熱学，統計力学の目的である。そのため，熱力学で扱う事象はすべて確率論に基づいている，ということを理解す

ることが最初の目標である。そのうえで，系を形成する原子分子の平均エネルギー，各エネルギー状態の分布等の簡単な計

算が自力でできるようになることが次の目標である。最後には確率論のもとになる独立事象の適用範囲等にも言及していき

たい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 熱・統計力学が物理学全体に占める位置づけ 

［第２回] 容器内の２部分内の気体分子の分布比についての確率論的考察 

［第３回] 統計力学的温度，エントロピーの定義 

［第４回] エネルギー分布，平均エネルギーの求め方 

［第５回] 気体の状態方程式の導出 

［第６回] 気体の比熱について 

［第７回] 断熱膨張，圧縮 

［第８回] 動力機関としてのカルノーサイクル 

［第９回] 熱平衡状態 １ 

［第 10 回] 熱平衡状態 ２ 

［第 11 回] 独立事象としての確率論が成り立たない場合のエネルギー分布 

［第 12 回] 黒体輻射の紹介 

［第 13 回] まとめ 

［第 14 回] ａ：試験 

ｂ：講義全体の振り返りと試験の正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 この授業では積分計算が良く用いられる。∫(1/x)dx＝ln(x)＋cn の関係式を頻繁に用いる。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 アップロードされた ppt ファイルを読んでおいてほしい 

 

 
５．教科書 

ppt ファイルをアップロードする 

 

 

 講義ではとくに用いないが，自分で教科書をじっくりと読み込むことが大切である。これまでの授業経験を元に 

"Fundamentals of Analysis in Physics" by M. Kajita    (Bentham) 

を出版しており、学内の PC からは 

 

https://www.eurekaselect.com/ebook_volume/3309 

 

からフリーでダウンロードできるので参考にされたい 

本授業の内容は 6 章に単純にまとめてある。他の部分も他授業に役立てて欲しい 

 
６．参考書 
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関連する解説動画を You Tube に出しているので参考にしてほしい 

 

https://www.youtube.com/@%E6%A2%B6%E7%94%B0%E9%9B%85%E7%A8%94-s7b 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

レポートに対してはできるだけ早くコメントを出し、再提出も認めている 

授業中の質問も受け付ける 

 
８．成績評価の方法 

適宜課すレポート及び定期試験で評価する 

 
９．その他 

 不明の点，質問は nuke3904@s4.dion.ne.jp まで問い合わせ可 
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科目ナンバー STBPH231J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 熱・統計力学基礎[数学] 

担当者名 鈴木隆行 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

直感的な“熱”の概念を、定量化し学術的な知見に昇華することを目的とする。 

本講義では、歴史的な経緯を重視し、熱を物質的に捉えた“熱素”を導入し、それによって明らかになることを一通り学ぶ。 

その上で、熱素では説明できない状況を説明し、エネルギーとの等価性や絶対温度概念、さらにはエントロピーへと展開し、

熱力学の考え方の全体像を説明する。全 14 回の講義の後半では、これまでの熱力学を統計学的に見直すことに使う。近

代物理学の一つの柱である統計力学の導入をここで行う。 

 
２．授業内容 

［第１回] 熱量と温度の定量的取り扱い 

［第２回] 熱機関と仕事 

［第３回] 内部エネルギーと熱力学第 1 法則 

［第４回] クラウジウスの考察 絶対温度 

［第５回] エントロピーと熱力学第 2 法則 

［第６回] 熱力学の諸性質の定式化 

［第７回] 示強変数と示量変数 熱力学第 3 法則 

［第８回] 熱力学に関する演習 

［第９回] 統計的取り扱い 気体の分子運動論 

［第 10 回] 等重率の仮定 ミクロカノニカル分布 

［第 11 回] カノニカル分布と分配関数 

［第 12 回] 量子統計 フェルミ分布とボーズ分布 

［第 13 回] 反転分布と負温度 レーザー発振理論 

［第 14 回] 統計力学に関する演習 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 偏微分について復習しておくこと。また、二変数関数の微分と線積分、面積分に関する予備知識があると本講義を理解す

るために有用である。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

（１）熱学思想の史的展開 第１巻～第３巻 ちくま学芸文庫（難解） 

（２）ファイマン物理学２「光，熱，波動」岩波書店（かなり難解） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

講義時間中に適宜解説する。 

 
８．成績評価の方法 

試験の受験資格と合わせ、講義の 2/3 以上の出席を単位認定の条件とする。 

講義中 2 回実施予定の演習の結果に、講義への参加状況を加味して総合的に判断する。 

 
９．その他 
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振動波動論 

科目ナンバー STBPH291J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 振動波動論[1・2 組] 

担当者名 前橋英明 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 振動と波動について学ぶ。振り子やバネの振動、交流回路、水面を伝わる波や電波、光や音など、われわれの身のまわり

では数多くの振動、波動現象を観測することができる。本科目では、特にモードという概念を理解することを主眼とし、一見複

雑に見える振動現象もいくつかのモードの重ね合せとして理解できることを学ぶ。波動については、モードの概念に対応す

るものは進行波であり、いろいろな波数の進行波の重ね合せとして一般の波動現象が理解できることを学ぶ。 

 このような振動、波動現象に共通する性質を理解し、その数学的取り扱いに慣れることを到達目標とする。 

 

 
２．授業内容 

第１回：イントロダクション（振動波動現象とは） 

第２回：重ね合せの原理 

第３回：モードという概念 

第４回：連成振動 

第５回：うなり 

第６回：多自由度の振動 

第７回：分散関係 

第８回：これまでの復習 

第９回：連続体の振動 

第 10 回：フーリエ級数 

第 11 回：1 次元の波 

第 12 回：分散がない場合の進行波 

第 13 回：波束とフーリエ変換 

第 14 回  ａ：まとめ 

    ｂ：試験 

 
３．履修上の注意 

 基礎力学１を履修済みであることが望ましい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業内容を復習し、不明な部分があれば授業で質問すること。また、次の回の内容について教科書に目を通しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 『振動・波動』 小形正男 著（裳華房） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 ほぼ毎回演習問題付きの授業資料を Oh-o! Meiji を通じて配布し、授業内で解説の時間を設ける。 

 
８．成績評価の方法 

 レポート（30％）、授業への貢献度（10％）、期末試験（60％）。ただし、正当な理由なく欠席を 5 回以上した場合、単位の

認定はしない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBPH291J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 振動波動論[3・4 組,情,数] 

担当者名 前橋英明 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 振動と波動について学ぶ。振り子やバネの振動、交流回路、水面を伝わる波や電波、光や音など、われわれの身のまわり

では数多くの振動、波動現象を観測することができる。本科目では、特にモードという概念を理解することを主眼とし、一見複

雑に見える振動現象もいくつかのモードの重ね合せとして理解できることを学ぶ。波動については、モードの概念に対応す

るものは進行波であり、いろいろな波数の進行波の重ね合せとして一般の波動現象が理解できることを学ぶ。 

 このような振動、波動現象に共通する性質を理解し、その数学的取り扱いに慣れることを到達目標とする。 

 

 
２．授業内容 

第１回：イントロダクション（振動波動現象とは） 

第２回：重ね合せの原理 

第３回：モードという概念 

第４回：連成振動 

第５回：うなり 

第６回：多自由度の振動 

第７回：分散関係 

第８回：これまでの復習 

第９回：連続体の振動 

第 10 回：フーリエ級数 

第 11 回：1 次元の波 

第 12 回：分散がない場合の進行波 

第 13 回：波束とフーリエ変換 

第 14 回  ａ：まとめ 

    ｂ：試験 

 
３．履修上の注意 

 基礎力学１を履修済みであることが望ましい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業内容を復習し、不明な部分があれば授業で質問すること。また、次の回の内容について教科書に目を通しておくこと。 

 
５．教科書 

 『振動・波動』 小形正男 著（裳華房） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 ほぼ毎回演習問題付きの授業資料を Oh-o! Meiji を通じて配布し、授業内で解説の時間を設ける。 

 
８．成績評価の方法 

 レポート（30％）、授業への貢献度（10％）、期末試験（60％）。ただし、正当な理由なく欠席を 5 回以上した場合、単位の

認定はしない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBPH291J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 振動波動論[機械] 

担当者名 鈴木隆行 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

振動と波動に関する物理の初歩について講義する。身の回りの振動・波動現象には，ブランコの運動、振り子時計、水面を

伝わる波、地震、音、さらには光や電波などがある。これらはそれぞれ違った原因で起こる別々の現象であるが、振動運動と

して共通する性質がある。複雑な振動が実は単純な周期運動の重ね合せで表わされたり、また回折や干渉という波動特有

の現象もある。本講義では振動・波動現象に共通の性質を理解するための基本概念を、フーリエ変換や微分方程式などの

数学的方法を用いて解説する。 

 
２．授業内容 

［第１回] さまざまな振動と波動 

［第２回] 簡単な系の単振動 

［第３回] 減衰振動と強制振動 

［第４回] 連成系の振動 

［第５回] 連続体の振動 

［第６回] 基準振動とフーリエ変換 

［第７回] 波動方程式とその解 

［第８回] 音波 

［第９回] 電磁波・光 

［第 10 回] 電磁波波の反射，透過，屈折 

［第 11 回] 波動の干渉 

［第 12 回] 波動の回折 

［第 13 回] 波束と群速度，位相速度 

［第 14 回] まとめと演習 

 
３．履修上の注意 

授業予定は変更の可能性もあります。Oh-o! Meiji を通じてアナウンスするので、注意しておいてください。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

微分方程式とフーリエ変換を講義内容に含みます。この講義だけでも理解できるように努めますが、他の講義でも補ってい

ると理解しやすいです。 

 
５．教科書 

特に指定しない。 

 
６．参考書 

 『振動・波動入門』 鹿児島誠一（サイエンス社） コンパクトによくまとまっています。基本的にはこの本を参考にすればよい

です。 

 『振動・波動』 小形正男（裳華房） これも標準的な教科書です。分散についてはこちらに詳しく載っています。 

 『振動・波動』 有山正孝（裳華房） 波の干渉と回折理論までを詳しく扱っています。講義よりも先の部分を知りたい場合に

参考になります。 

 『バークレー物理学コース 波動』 高橋秀俊（丸善） 分厚い教科書であるが丁寧な解説があります。現在では復刻版なの

で、図書館で参照してみるといいです。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

レポートについて、全体の出来具合や目立った間違いなどを講義時間中に一括して解説する。 

また、授業後やメールなどで質問があった場合にも、授業時間中に全体に共有しつつ解説をする。 

 
８．成績評価の方法 

授業の理解を深めるために、学期中にレポートを課す場合がある。 

成績は、最終回で行う演習に加えて、レポートの内容と普段の取り組みを加味して総合的に評価する。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBPH291J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 振動波動論[機情,化] 

担当者名 齋賀康宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 振動・波動に関連する現象は多岐にわたり、われわれの身のまわりにも数多く見出すことができる。振動現象としては、バ

ネによる物体の振動や単振り子などがある。音波、光、電波、地震波などは波動現象の典型例である。これらの現象は、力

学的・電磁気学的考察によって同一の微分方程式の形に帰着され、共通の性質をもつことがわかる。振動波動論は多彩な

現象を統一的に理解するための考え方を提供するものである。本講義では、質点が１個の場合の振動から始め、多数の質

点の連成系へと拡張し、連成系の極限として連続体の振動を考える。次に、弦を伝わる波を例として波動方程式を導出し、

その解の性質について学ぶ。さらに、異なる媒質の境界で生じる波の反射・透過・屈折や、波動特有の現象である干渉・回

折について説明する。 

 講義で扱う振動・波動現象について図や数式を使って自ら説明できることを到達目標とする。その過程の中で、微分方程

式の解き方やフーリエ級数の考え方など数学的手法も習得できるようにする。 

 

 
２．授業内容 

第１回：単振動 

第２回：減衰振動 

第３回：強制振動 

第４回：連成系の振動 

第５回：連続体の振動 

第６回：フーリエ級数 

第７回：波動方程式とその解 

第８回：音波と電磁波 

第９回：１次元波の反射と透過 

第 10 回：３次元波の反射と屈折 

第 11 回：波の干渉 

第 12 回：波の回折 

第 13 回：波の変調と波束 

第 14 回ａ：まとめ、ｂ：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 時間の許す範囲で授業中に演習を行い、それを提出してもらう。また、小テストを実施する予定である。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習としては教科書の該当部分を読んでおくこと。復習としては講義ノートを見直し、重要な式を図とともに再現できるよう

にしておくこと。講義で扱った演習問題はもう一度解き直しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 『振動・波動入門』、鹿児島誠一、（サイエンス社） 

 

 
６．参考書 

 『振動・波動』、有山正孝、（裳華房） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 小テストの解答は Oh-o!Meiji で公開し、演習問題は授業で解説する。 

 

 
８．成績評価の方法 

 授業中の演習・小テスト等による平常点を 40％、期末試験を 60％として評価する。総合得点の 60％以上を合格点とする。 
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９．その他 
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科目ナンバー STBPH291J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 振動波動論[建築] 

担当者名 齋賀康宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 振動・波動に関連する現象は多岐にわたり、われわれの身のまわりにも数多く見出すことができる。振動現象としては、バ

ネによる物体の振動や単振り子などがある。音波、光、電波、地震波などは波動現象の典型例である。これらの現象は、力

学的・電磁気学的考察によって同一の微分方程式の形に帰着され、共通の性質をもつことがわかる。振動波動論は多彩な

現象を統一的に理解するための考え方を提供するものである。本講義では、質点が１個の場合の振動から始め、多数の質

点の連成系へと拡張し、連成系の極限として連続体の振動を考える。次に、弦を伝わる波を例として波動方程式を導出し、

その解の性質について学ぶ。さらに、異なる媒質の境界で生じる波の反射・透過・屈折や、波動特有の現象である干渉・回

折について説明する。 

 講義で扱う振動・波動現象について図や数式を使って自ら説明できることを到達目標とする。その過程の中で、微分方程

式の解き方やフーリエ級数の考え方など数学的手法も習得できるようにする。 

 

 
２．授業内容 

第１回：単振動 

第２回：減衰振動 

第３回：強制振動 

第４回：連成系の振動 

第５回：連続体の振動 

第６回：フーリエ級数 

第７回：波動方程式とその解 

第８回：音波と電磁波 

第９回：１次元波の反射と透過 

第 10 回：３次元波の反射と屈折 

第 11 回：波の干渉 

第 12 回：波の回折 

第 13 回：波の変調と波束 

第 14 回ａ：まとめ、ｂ：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 時間の許す範囲で授業中に演習を行い、それを提出してもらう。また、小テストを実施する予定である。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習としては教科書の該当部分を読んでおくこと。復習としては講義ノートを見直し、重要な式を図とともに再現できるよう

にしておくこと。講義で扱った演習問題はもう一度解き直しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 『振動・波動入門』、鹿児島誠一、（サイエンス社） 

 

 
６．参考書 

 『振動・波動』、有山正孝、（裳華房） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 小テストの解答は Oh-o!Meiji で公開し、演習問題は授業で解説する。 

 

 
８．成績評価の方法 

 授業中の演習・小テスト等による平常点を 40％、期末試験を 60％として評価する。総合得点の 60％以上を合格点とする。 
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９．その他 
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現代物理学 

科目ナンバー STPHY251J 配当学年 3 年 開講学期 春 

科目名 現代物理学[電生] 

担当者名 樋口あや 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

我々が今、古典物理学と呼んでいる力学・電磁気学・熱力学は 19 世紀末でほぼ完成の域に達した。その時代の多くの物理

学者は、それらの物理学を用いてすべての物理現象を理解できると考えた。身の回りの世界で観察される物理現象を対象

にする限り、確かにそうかもしれない。しかし物体の運動速度が光速に近い世界や重力が著しく強い世界での物理現象を相

手にする場合には相対論という別種の物理学が必要となる。また、原子や分子、さらには素粒子などの微視的なものの振る

舞いを明らかにしようとすると、量子論が必要となる。相対論と量子論は 20 世紀に発展した物理学の中心的分野であり、物

質の根源を探る素粒子論を始め、他の物理学分野の基礎となるものである。この授業では、相対論と量子論の入門的な内

容を講義する。 

 
２．授業内容 

［第１回] 講義の目的とニュートンの運動方程式 

［第２回] Maxwell の電磁理論とガリレイ変換 

［第３回] ガリレイ変換に代る座標変換 

［第４回] ミンコフスキー時空 

［第５回] 速度の合成則 

［第６回] 磁場（相対論的電場） 

［第７回] 講義前半の内容に関する演習 

［第８回] 光の波動性と粒子性 

［第９回] 原子のスペクトルと物質波 

［第 10 回] シュレーディンガー方程式と波動関数 

［第 11 回] 波束とフーリエ変換 

［第 12 回] 井戸型ポテンシャルと離散エネルギー・トンネル効果 

［第 13 回] フェルミ粒子とボーズ粒子 

［第 14 回] 講義後半の内容に関する演習 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

•講義では広い範囲を概観する形式で行う。このため、数式の導出などは詳細に行わない。適宜指示を出すので、授業時間

外に確認しておくこと。 

•演習の時間は自筆のノートを参照して回答する形式とする。 

•普段の講義の内容だけでなく、時々講義で出す課題も各自で調べ自分なりの回答をノートに記しておくこと。 

•またテーラー展開やフーリエ級数展開なども用いるので、あらかじめ予習しておくこと。 

 

 
５．教科書 

特に指定しない。 

 

 
６．参考書 

「基礎現代物理学」A.P. アーヤ、森北出版 

「現代物理学」小出昭一郎、東京大学出版 

「量子力学・統計力学」星野公三・岩松雅夫、裳華房 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題や質問の回答は、講義時間中に開設することで、クラス全体に共有する。 

 
８．成績評価の方法 

期間中 2 回実施する演習の出来に加え、講義中に出す課題の実施状況も加味して総合的に評価する。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STPHY251J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 現代物理学[機械,数] 

担当者名 横山大輔 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

我々が今，古典物理学と呼んでいる力学，電磁気学，熱力学は 19 世紀末でほぼ完成の域に達した。その時代の多くの物

理学者はそれらの物理学を用いてすべての物理現象を理解できると考えた。 

 身の回りの世界で観察される物理現象を対象にする限り，確かにそうかもしれない。しかし物体の運動速度が光速に近い

世界や重力が著しく強い世界での物理現象を相手にする場合には相対論という別種の物理学が必要となる。また，原子や

分子，さらには素粒子などの微視的なものの振る舞いを明らかにしようとすると，量子論が必要となる。相対論と量子論は 20

世紀に発展した物理学の中心的分野であり，物質の根源を探る素粒子論を始め，他の物理学分野の基礎となるものであ

る。この授業では，相対論と量子論の入門的な内容を講義する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 講義の目的とニュートンの運動方程式〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

［第２回] Maxwell の電磁理論とガリレイ変換〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

［第３回] ガリレイ変換に代る座標変換〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

［第４回] ミンコフスキー時空〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

［第５回] 速度の合成則〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

［第６回] 磁場（相対論的電場）〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

［第７回] 講義前半の内容に関する演習〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

［第８回] 光の波動性と粒子性〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

［第９回] 原子のスペクトルと物質波〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

［第 10 回] シュレーディンガー方程式と波動関数〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

［第 11 回] 波束とフーリエ変換〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

［第 12 回] 井戸型ポテンシャルと離散エネルギー・トンネル効果〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

［第 13 回] フェルミ粒子とボーズ粒子〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

［第 14 回] 講義後半の内容に関する演習〔メディア授業（オンデマンド型）〕 

 

 
３．履修上の注意 

 この授業はメディア授業科目として開講される。授業はすべて講義動画を Oh-o! Meiji システムを通じて配信するオンデ

マンド型で行う。講義動画は原則毎週水曜日に Oh-o! Meiji システムを通じて配信し、授業動画は当該学期中の視聴を可

能とする。なお、毎回の講義動画に対して、小テストの実施やアンケート機能を使ったコメントの提出を求め、 出席確認及び

理解度確認を行う。また、Oh-o! Meiji クラスウェブのディスカッション機能を活用し、意見交換の場を設ける。教員への質

問・相談窓口として、メールアドレスを履修者に通知する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 講義では広い範囲を概観する形式で行う。このため、数式の導出などは詳細に行わない。適宜指示を出すので、授業時

間外に確認しておくこと。 

 演習は自筆のノートを参照して回答する形式とする。 

 普段の講義の内容だけでなく、時々講義で出す課題も各自で調べ自分なりの回答をノートに記しておくこと。 

 また、テーラー展開やフーリエ級数展開なども用いるので、あらかじめ予習しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 特に指定しない。 

 

 
６．参考書 

 「基礎現代物理学」，A.P. アーヤ，森北出版 

 「現代物理学」，小出昭一郎，東京大学出版 

 「量子力学・統計力学」星野公三・岩松雅夫，裳華房 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

 Oh-o! Meiji システムによりフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 期間中２回実施するレポート演習の出来に加え、講義中に出す課題やアンケートの実施状況も加味して総合的に評価す

る。 

※対面形式での試験は行わない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STPHY251J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 現代物理学[機情,建,情] 

担当者名 奥田充宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この講義の目的は，現代物理学を構成する相対性理論，量子力学の考え方についての理解を深めていくことである。毎回

の講義では現代物理学の発展について，歴史的経緯も解説しながら説明していく。光速に近い世界や原子レベルの世界で

の現象を記述するための諸概念が、身の回りの世界で適用される古典物理学とは如何に異なるかを理解することを到達目

標とする． 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 講義全体の概要説明 

相対性理論，量子力学の概要とアインシュタインの３大論文 

［第２～３回] 古典物理学の限界と現代物理学の夜明け 

方程式の座標変換不変性の問題（ガリレイ変換，ローレンツ変換） 

［第４～6 回] 相対性理論について 

光速度不変の原理 ローレンツ収縮，ミンコフスキー時空、物質とエネルギーの関係 

［第７回] 講義前半の内容に関する演習 

［第８～９回] 波動と粒子の二重性 

光電効果、陰極線の実験 比熱の異常 

アインシュタインの光量子論へ 

［第 10～1３回] 量子力学の誕生 

波動方程式（シュレーディンガー方程式） 

不確定性関係，原子構造の理論 

トンネル効果、フェルミ粒子とボーズ粒子 

［第 14 回] 講義後半の内容に関する演習 

 
３．履修上の注意 

 現代物理学の対象は我々が通常考えるスケール（時間，質量，長さ）より極端に大きいか小さい領域である。そこで観測さ

れる現象を理解しようとするとき，我々の常識や直感はしばしば理解の壁に突き当たってしまう。そのため現代物理学の理解

には基礎的な微分積分学の知識と、繰り返し自分で思考して自分自身で結果が得られるようになることが重要となる。 

講義中に皆さんが自分自身で考える時間を積極的に設けていく予定である。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 参考書（比較的多数が参考書欄に参照してあります）の中から自分に合う本を選んで通読し，理解しにくい点などを把握し

ておくと講義を受けたときに理解が深まります． 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

・原康夫「現代物理学」裳華房 

・小山慶太「物理学史」裳華房 

・長岡洋介「現代物理学」東京教学社 

・米沢富美子「ブラウン運動」共立出版 

・並木美喜雄「不確定性原理」共立出版 

・米沢富美子「人物で語る物理入門（上・下）」岩波新書 

・ワインバーグ「原子と原子核の発見」ちくま学芸文庫 

・江沢洋「だれが原子をみたか」岩波書店 

・量子力学の考え方，砂川重信，岩波書店 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中もしくは次の授業中にフィードバックを行う。 
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８．成績評価の方法 

 講義中に出題した演習等問題の回答評価（平常点）と期末テストの点数を基準に評価する。評価割合は，平常点：40％＋

中間と期末演習：60％とする。総合得点の 60％以上を合格とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STPHY251J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 現代物理学[応化] 

担当者名 梶田雅稔 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 現在「古典物理学」と呼ばれている力学・電磁気学・熱力学は 19 世紀末までにほぼ完成されており，身の回りの物理は大

抵説明することが出来る。20 世紀になって古典力学の適用範囲が限られることが分かった。高速度の現象は相対論、ミクロ

な領域の現象には量子論が必要である。本授業では相対論や量子論の基本的な部分に限定して紹介する 

その上で原子時計による精密計測、レーザー冷却などの最新の物理学成果、さらに現代にも残された謎をも紹介する 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 古典力学のまとめ 

［第２回] 光の本質について（電磁波、粒子の二重構造） 

［第３回] 光速度の不変性と特殊相対論 

［第４回] 原子構造と前期量子論 

［第５回] 量子論における波動関数の扱い 

［第６回] 水素原子内の電子のエネルギー状態 

［第７回] スピンの概念と相対論的量子力学 

［第８回] ディラック方程式で導けるもの 

［第９回] 原子時計の原理 

［第 10 回] レーザーがもたらした測定精度向上 

［第 11 回] 粒子・反粒子の対称性 

［第 12 回] 光学異性体の存在比 

［第 13 回] 一般相対論と宇宙論 

［第 14 回] まとめ 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

基本的な部分のみに焦点を当てるので複雑な予備知識は必要としないが、微分方程式の基本的な部分は理解してほしい 

 

 
５．教科書 

 PPT 資料を提供する 

 
６．参考書 

関連の解説動画を You Tube に出しているので参考にしてほしい 

 

https://www.youtube.com/@%E6%A2%B6%E7%94%B0%E9%9B%85%E7%A8%94-s7b  

 

 

 

私の著書 

Fundamentals of Analysis in Physics 

 

明治大学内の PC からはフリーにダウンロード可能 

 

https://www.eurekaselect.com/ebook_volume/3309 

 

このページの右上の部分のボタンをクリックするとダウンロードできる 

本授業の内容はこの本に沿っています 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 
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レポートに対してはできるだけ早くコメントを出し、再提出も認めているが、満点にはしないことを理解してほしい 

授業中の質問も受け付ける 

 
８．成績評価の方法 

 レポートによって評価する 

 
９．その他 

質問は適宜受け付ける。メール nuke3904@s4.dion.ne.jp 
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物理学概論 

科目ナンバー STPHY291J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 物理学概論[除物理] 

担当者名 奥田充宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業は、古典物理学における力学、熱力学、波動そして電磁気学の基本的な法則や概念を基礎的な大学数学を使っ

て理解することを目標とする。また、それぞれの物理分野を連携し、現代物理学を含む物理学の全体を理解するための基礎

力をつける科目である。 

 
２．授業内容 

［第１回] ガイダンスと基礎物理学のための数学 

［第２回] 力学１ 力と運動の法則力学 

［第３回] 力学２ 運動量の保存則，力学的エネルギー保存則 

［第４回] 力学３ 円運動と惑星の運動 

［第５回] 力学４ 剛体の力学  

［第６回] 振動・波動・光１ 振動と波動 

［第７回] 振動・波動・光２ 波動の重ね合わせと光の二重性 

［第８回] 電磁気学１ 静電場と定常電流 

［第９回] 電磁気学２ 静磁場 

［第 10 回] 電磁気学３ 電磁誘導 

［第 11 回] 熱力学１ 熱平衡状態と気体の状態方程式 

［第 12 回] 熱力学２ 熱力学第一法則 

［第 13 回] 熱力学３ エントロピー 

［第 14 回] 現代物理学 古典物理学で説明できない事象 

 
３．履修上の注意 

 この授業を履修するにあたり，初歩的な力学および微分積分の知識を期待する。また履修した学生の理解力により、授業

の進め方を柔軟に変更する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業中のプレゼンテーション該当箇所を振り返り，不明な部分があれば授業で質問すること。配布するプリントを事前に読

み，理解の助けにして欲しい。 

 
５．教科書 

 講義ではとくに用いないが，自分で教科書をじっくりと読み込むことが大切である。そのための書として，下記に比較的読

み易い参考書、及び専門的な参考書を掲げる。 

 
６．参考書 

「ビジュアルアプローチ 基礎物理 上 力学・波動」（森北出版） 

「新物理学ライブラリ 1 物理学」、阿部龍蔵・川村清 共著、（サイエンス社） 

「物理学」、小出昭一郎 著、（裳華房） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中もしくは次の授業中にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

毎講義に 10 分程度の確認テスト、もしくは次の回まで締め切りの課題を出す。確認テストと課題の合計点 50%、定期試験 

50%で評価する。 

 
９．その他 

同じ授業を履修した学生間で、積極的に授業内容に関して議論することを勧める。 
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基礎有機化学 

科目ナンバー STBCH221J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎有機化学[応化のみ] 

担当者名 小川熟人 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「基礎有機化学」は有機化学の基礎知識、および基礎概念を使って化合物の性質と反応性を予測し、有機化学を理解す

るための基礎的な考え方を学ぶ。特に、分子構造や化学反応における基本概念について詳細に講義する。そして、基本的

な有機化合物であるアルカンやアルケンについて基本概念に基づいて分子構造や性質を理解する。これらの習得は今後

の有機化学を学習する上で基本となる考え方であるため、しっかり学習してほしい。 

 最終的に、様々な有機分子の性質や反応性を理解するために、その分子構造や化学反応について基本的な知識や概念

が習得できていることを到達目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 構造と結合（１）原子の構造と軌道、古典的結合論を説明する。 

［第２回] 構造と結合（２）結合理論、混成軌道：新旧の結合理論を説明する。 

［第３回] 極性結合とその重要性（１）極性結合と軌道の混成、共鳴など、結合を説明する。 

［第４回] 極性結合とその重要性（２）酸と塩基、化学構造の表し方、有機化学向けの酸塩基の定義を説明する。 

［第５回] アルカンとシクロアルカン（１）異性体、命名法、多数ある構造異性体の構造、命名法を説明する。 

［第６回] アルカンとシクロアルカン（２）アルカンの反応とシクロアルカンについて、沸点と融点を決める分子間相互作用を

説明する。 

［第７回] アルカンとシクロアルカンの立体化学（１）立体配座、配座異性体と歪みエネルギー、シクロプロパンの立体構造を

説明する。 

［第８回] アルカンとシクロアルカンの立体化学（２）シクロブタン-シクロヘキサンの立体構造を説明する。 

［第９回] 多環状分子の配座と有機化学反応の概要を説明する。 

［第 10 回] 化学反応の考え方、求核試薬と求電子試薬、自由エネルギー、結合解離エネルギー、反応エネルギー図と遷

移状態、反応中間体を説明する。 

［第 11 回] アルケンの概説と不飽和度、アルケンの命名法、シス-トランス異性と E-Z 表示を説明する。 

［第 12 回] アルケンの安定性と反応の特徴、カルボカチオン中間体を説明する。 

［第 13 回] Hammond の仮説とカルボカチオンの転位を説明する。 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 テキストとしてマクマリー有機化学（上）を使用し、シラバスに授業の進行予定が示してあるので、あらかじめテキストを読

み、予習して授業に望むこと。また、授業終了後は授業の内容を復習し、それに関係した問題がテキストに多数あるので、そ

れを解き、内容の理解に努めること。 

 

 
５．教科書 

 『マクマリー有機化学（上）第９版』 John McMurry 著 （東京化学同人） 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 課題を実施する場合は、授業にてアナウンスする。 

 
８．成績評価の方法 

 定期試験 85％、演習および平常点 15％とし、合計が満点の 60％以上を単位習得の条件とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STBCH221J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎有機化学[応化,再,原] 

担当者名 本多貴之 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 有機化学の基礎知識，及び基礎概念を使って化合物の性質と反応性を予測し，有機化学を理解するための基礎的考え

方を学ぶ。従って有機化学の上位科目を修得するためには必ず必要な内容である。 

 有機化学を学ぶ上で，基礎となる物質の命名法や炭化水素類の性質，反応の考え方について学ぶため，これらの知識等

を修得することが必須である。また，知識の量よりも考え方を重視するため，単純な暗記科目ではないことに注意をすること。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 有機物の命名法の確認 

［第２回] 構造と結合（１）：原子の構造と軌道，古典的結合論：有機化学の基礎となる結合と電子軌道について学ぶ。 

［第３回] 構造と結合（２）：結合理論，混成軌道：新旧の結合理論を概説する。 

［第４回] 極性結合とその重要性（１）：極性結合と軌道の混成，共鳴など，結合の考え方の応用を学ぶ。 

［第５回] 極性結合とその重要性（２）：酸と塩基，化学構造の表し方。有機化学向けの酸塩基の定義を学ぶ。 

［第６回] アルカンとシクロアルカン：立体的な概念を中心に学ぶ。 

［第７回] アルカンとシクロアルカンの立体化学（１）：立体配座，配座異性体と歪みエネルギーについて学ぶ。シクロプロパ

ンの立体構造。情報化学実験２と密接に関連する。分子の形を立体的に把握する訓練の基礎である。 

［第８回] アルカンとシクロアルカンの立体化学（２）：シクロブタン～シクロヘキサンの立体構造を学ぶ。 

［第９回] 多環状分子の配座と有機化学反応の概観：上位学年ではここで紹介された用語は当然分かっているものとして扱

われるから，時折読み返して記憶する必要がある。 

［第 10 回] 化学反応の考え方：求核試薬と求電子試薬，自由エネルギー，結合解離エネルギー，反応エネルギー図と遷移

状態，反応中間体について学ぶ。化学反応を考える上でもっとも重要な概念を含む項目を紹介する。 

［第 11 回] アルケンの概説と不飽和度：アルケンの命名法，シスートランス異性 E-Z 表示法。習慣的に使われていた命名

法は対象化合物の増加とともに規則の不完全さが深刻化し，厳格な E-Z 表示法に変わった。 

［第 12 回] アルケンの安定性と反応の特徴：カルボカチオン中間体の重要性について学ぶ。有機化学の特徴の１つ，反応

様式の多様性の元となる様々な因子の初歩を学ぶ。 

［第 13 回] Hammmond の仮説とカルボカチオンの転位：第 12 回の内容を発展させた内容について学ぶ。 

［第 14 回] a のみ まとめと演習 

 

 
３．履修上の注意 

 テキストとして「マクマリー有機化学」（上） を使用し，シラバスに授業の進行予定が示してあるので，あらかじめテキストを

読み，予習して授業に望むこと。 

 ２年生の化学情報実験ともつながりがあるので，なぜそのような現象が起こるのかを「なんとなく」ではなく「ちゃんと」理解す

るように。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 あらかじめ Oh-o! Meiji に授業テキストをアップロードするので，授業内で学ぶ範囲を確認すること。分かりにくい部分や理

解できない部分については積極的に質問を行うようにすること。 

 また，授業内での確認テストを授業内で複数回行うので，授業の復習は忘れずに毎回行う事。 

 

 
５．教科書 

 『マクマリー有機化学」（上）』，」JOHN McMURRY（東京化学同人） 

＊第９版を元に授業は進めます。 

 

 
６．参考書 

 『電子の動きで見る有機反応の仕組み』，奥山 格（東京化学同人） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 
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授業で取り扱った問題については，基本的にその次の授業内で回答を詳しく解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 定期試験 80％，中間試験 10％，演習・宿題点 10％ 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

授業形態は教科書を利用し，プロジェクターを利用し説明しながら講義を行う。 

授業期間中に課題を課す。また授業中に演習を行なうことがある。 

連絡先は研究室（理工学部 D 館 D516 室, t-honda@meiji.ac.jp）です。 

 

基本的に授業時間以外は D516 にいるので，質問等を直接しに来ても構いません。 
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科目ナンバー STBCH221J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 基礎有機化学[除応化] 

担当者名 鬟谷要 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 我々は日常生活の中で非常に多種の有機化学物質に囲まれて生きている。有機化学物質とは本来生命活動に伴って生

じた物質であり必ず炭素を含んでいる。この炭素が持つ４本の結合の手がプラスチックスから我々の生命活動までを支配し

ている。有機化学反応を理解することは炭素の性質を理解することから始まる。合わせてこの世界を支配するもう一つの物質

「水」についても、有機化合物との相互作用の観点から少し詳しく解説していく。 

 本講義では，まず日常生活の視点からいかに我々が有機化学物質の恩恵を受けて暮らしているかを，高分子，医薬，洗

剤，色素，化粧品，香料，糖，アミノ酸，繊維などの身近な例から説いていく。今日特に注目されているライフサイエンスや地

球環境の視点も取り入れて多角的に講義する。併せて有機合成化学の最も基礎である，置換反応や付加反応がどのような

ものかを極力平易に解説し，炭素骨格を持つ化合物がどのように形作られていくかを理解する。この中で炭素化合物の最も

興味深い性質である光学活性について具体例を通じて講義する。 

 本講義は化学が専門でない学生を対象に，啓蒙的意義を含めて開かれているため，専門的な反応機構や電子論は他に

譲る。受講する学生諸君には本講義を通じ，化学物質の機能発現の原理を正しく理解することで様々な物質に興味を持っ

てもらうと共に，正確で安全な物質の取り扱いを理解してもらいたい。また身の回りの様々な化合物の性質が化学構造との関

連で非常によく説明できること，各種有機化合物がどのように合成され利用されているのかを理解して欲しい。具体例をふん

だんに取り入れた講義を通じ，是非化学が身近にあることを実感してもらいたい。 

 受講者の取り上げて欲しい内容についても，可能な限り取り入れていく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 有機化学の基礎 

【授業内容】有機化学物質，有機合成化学とはどのようなものかを紹介し，本講義の全体を概観する。 

【学習目標】有機化学の取り扱う範囲を理解する。 

［第２回] 有機化合物の構造 

【授業内容】有機化学物質の基本的な構造を紹介する。化合物の命名規則の基礎，特に接頭数詞を使った命名法ついて

触れる。代表的な原子団，官能基についても整理する。 

【学習目標】有機化合物の基本構造を理解する 

［第３回] 有機化合物の構造２ 

【授業内容】炭素原子が４本の結合の手を持ち，それらが全て異なった置換基を持つとき不斉炭素原子となり光学活性を示

す。この分野を特に立体化学といい，天然物や生体関連物質を理解する上で特に重要となる。 

【学習目標】不斉炭素原子，光学活性について理解する 

［第４回] 有機化学反応 

【授業内容】炭素原子が主役となる有機化学反応にはどのようなものがあるか，またその特徴について講義する。不斉炭素

原子の関与する場合についても触れる。代表的な化学結合であり身近な例の多いエステルやアミドについて，具体的な合

成法を紹介する。 

【学習目標】置換，付加，脱離反応の過程を理解する。エステル，アミドなどの化学結合の形成を理解する。 

［第５回] 高分子の化学 

【授業内容】分子が多数つながることで，素晴らしい性質を発現する高分子化合物の構造上の特徴とその合成方法を講義

する。合成高分子と天然高分子の違いについても実例を紹介しながら示す。 

【学習目標】高分子化合物の特徴と合成法を理解する。モノマーとポリマーで劇的に性質が異なることを知る。 

［第６回] 糖の化学 

【授業内容】糖は身近な天然物でありながら有機化学的に非常に興味深い構造を持っている。近年特に注目されている糖

を，多糖，オリゴ糖，小糖類に分け，その性質と反応性における特徴を講義する。 

【学習目標】糖の化学的構造と性質を理解する。また分子量によってその性質が大きく変わることを知る。 

［第７回] タンパクの化学 

【授業内容】生体を構成するタンパクはアミノ酸が遺伝子で決められた配列に従って多数つながった構造を持つ。代表的な

アミノ酸の性質，タンパクの高次構造等を説く。ウイルスとタンパクの構造などのトピックスにも触れる。 

【学習目標】アミノ酸とタンパクを理解する。天然高分子としてきわめて複雑な構造を取るタンパクについて知る。 

［第８回] 界面活性剤の化学 

【授業内容】洗剤をはじめ食品添加物まで我々の生活に深く関わっている界面活性剤の構造と機能を紹介する。界面活性

剤は我々の生活に非常に有益である反面，毒性をも合わせ持つことを知ってもらう。 

【学習目標】界面活性剤の機能と毒性について理解する 

［第９回] 化粧品の化学 
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【授業内容】化粧品は機能性化学物質の混合物である。代表的な化粧品原料の性質と合成方法を講義する。パーマネント

ウエーブ剤や染毛剤などの毛髪化粧品についても紹介する。 

【学習目標】化粧品を化学的に理解する。 

［第 10 回] 色の化学 

【授業内容】ドイツで発展した染料合成化学は今日の有機化学の基礎を作った。有機化学物質が色を持つためには化学構

造に電子雲で作られる共役系と呼ばれる特別な構造を持つ。本講では染料や色素の性質とその合成法について講義す

る。 

【学習目標】色を持つ有機化合物の発色の原理と代表的合成法を知る。 

［第 11 回] 香りの化学 

【授業内容】匂いと化学構造の関係には今日でもなお未知の部分が多いが，悪臭や芳香を持つ化合物には共通の化学構

造が知られている。一般的な化学構造と匂いの関係について講義する。併せて消臭剤や消臭繊維について化学的な視点

で説く。 

【学習目標】悪臭，芳香を持つ化合物について整理する 

［第 12 回] 接着剤の化学 

【授業内容】接着剤はどのようにして物質を固定することが出来るのか，分子レベルでその仕組みを説く。瞬間接着剤やエポ

キシ系接着剤は化学反応によって固化する。その際のメカニズムについても紹介する。 

【学習目標】接着剤の原理，反応性接着剤のメカニズムについて理解する。 

［第 13 回] 環境の化学 

【授業内容】化学者や化学工業は環境に対して大きな責任を持つ時代になった。環境ホルモン，ダイオキシン等をキーワー

ドに，化学物質による環境汚染とその具体的対策について論じる。 

【学習目標】環境問題を化学の視点で理解する。 

［第 14 回] 化学のトピックス紹介と今期のフィードバック 

【学習目標】有機化学分野の最先端を知る。 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 講義の中で受講生の皆さんの提案を適宜取り上げるので，日頃から有機化学の分野で興味を持ったキーワードを探して

おくこと。 

 

 
５．教科書 

 定めない 

 

 
６．参考書 

 「からだと化学物質」，John Emsley and Peter Fell 著・渡辺正訳，丸善 

 「逆説・化学物質」，John Emsley 著・渡辺正訳，丸善 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業時間内に与えた課題に対して、ディスカッション型式でフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 定期試験の成績により評価する。定期試験は 100 点満点とし 60 点以上を合格とする。試験の出題分野と配点予定は以

下の通りである。 

 １）有機化合物の基本構造に関する理解を問うもの（20％） 

 ２）有機化学反応の基本的理解を問うもの（20％） 

 ３）講義で紹介した有機化学的事象の把握に関するもの（30％） 

 ４）広く講義で紹介した内容に関連した論述を求めるもの（30％） 

 

 
９．その他 

 講義で取り上げて欲しい具体的内容について，また講義への要望など以下のメールアドレスに遠慮なく送って欲しい。 

 katsuraya@wayo.ac.jp 
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科目ナンバー STBCH231J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎無機化学[応化のみ] 

担当者名 相澤守 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「基礎無機化学」は，これから大学で化学（無機化学，有機化学，分析化学，化学工学，物理化学など化学全体を含む）を

学ぶにあたって最低限知っておかなければならない基礎を取り扱う。化学は物質についての学問であり，その物質は必ず一

つまたはそれ以上の種類の原子の組み合わせから成り立っている。物質の性質はその構成原子の種類とその原子のつな

がり方によって決定されるといってもよい。したがって，高校までに学習する「化学」では原子や電子そのものについての議論

はあまりなされていないが，物質の性質をきちんと理解する上では非常に重要になってくる。本講義の目的は，万物のもとで

ある電子や原子についての理解を高校レベルから今一歩進めて２年生以降で化学の専門の講義を理解するための基礎の

レベルを揃えることにある。できうる限り数式などは使わずに，直感的な理解ができるように議論を進めるが，いくつかのところ

で数式を使うことを避けられない場合もある。したがって，高校レベルの物理や数学の知識は必須であるので，不安がある場

合は復習をしておくことが望ましい。 

 なお，大学の講義は高校までの授業と異なり厳密な学習範囲が決められていない。したがって，講義の時間のみですべて

を説明することは不可能であり，また講義を一所懸命に聞くだけではとても本質的な理解には到達できない。常に複数の教

科書を使った予習復習が不可欠である。本講義では限られた時間を有効に使うべく，教科書を読んだだけでは理解しにくい

ようなところを優先的に取り上げるつもりであるので，教科書を読めば理解できるような部分には自習が要求される。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 原子のふしぎ 

［第３回] 原子模型のはじまり 

［第４回] 電子の発見 

［第５回] 原子核の発見と原子模型 

［第６回] 古典力学の限界 

［第７回] Bohr の理論と量子論 

［第８回] De Broglie の物質波 

［第９回] 電子を波で表現する 

［第 10 回] Schroedinger の波動関数 

［第 11 回] 電子軌道の形 

［第 12 回] イオン化ポテンシャル 

［第 13 回] 化学結合・共有結合 

［第 14 回] 混成軌道 

 

 
３．履修上の注意 

 「教育とは，学校で習ったすべてを忘れたあとに残るものをいう」という物理学者アインシュタインの言葉があるそうだ。小・中

学せいぜい高校程度までは人類の長く蓄積された英知を単に習得する過程も必要であろうが，大学の学習はそれだけでは

何も残らない。従って，高校までの主な学習スタイルであろう，授業を聞いて，その内容を理解・記憶して，特定の範囲に限

った知識試験をするというルーチンだけでは不十分であるといわざるを得ない。化学をきちんと学び活かしたいと考えるので

あれば，大学の試験で高得点さえとればいい，という発想はやめていただきたい。化学を学び理解しようとすることは，物理

や数学はもとより材料やプロセス，社会問題に渡る一見無関係に見えるような広範囲な視点を必要とする。あまりに漠然とし

てとらえどころがないだろうから，一つだけ心がけてほしいことがある。日頃からどんな些細なことに対しても科学的な疑問を

持ち，そしてその答えを見つけようとする姿勢だけはいつも持ち続けてほしいと考える。もちろん広範囲の知識がなければそ

れらの答えを自力で見つけ出すのは困難であろうから，たとえ講義内容に直接関係のないことでも，いつでも質問にきてほし

い。ただし，人に質問する前に自分で最大限の努力を払って調べ考えることが肝要である。それを繰り返すうちに，今まで習

得した知識や，これから習得するであろうそれぞれ離れた個別の知識が有機的につながっていき，やがて単なる知識の範囲

を超えて自身の思考能力となると思う。知識は使わなくなれば失われてゆくが，その思考能力こそが生涯にわたって失われ

ることのないものであろう。今後大学４年間で習得すべき大切なものの一つはその「思考能力」であろう。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 講義中に指示する。 
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５．教科書 

 

 

 
６．参考書 

 レイナーキャナム 無機化学，Geof Rayner-Canham・Tina Oventon 著，東京化学同人 

 アトキンス物理化学（上）第６版，P.W. Atkins 著，東京化学同人 アトキンス物理化学（下）第６版，P.W. Atkins 著，東京

化学同人 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

特段の必要がある際には、次回の講義にて解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 学期末に定期試験（100 点満点）を実施し，60 点以上を合格とする。 

 

 
９．その他 

 特になし 
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科目ナンバー STBCH231J 配当学年 1 年 開講学期 秋集中 

科目名 基礎無機化学[応化,再,原] 

担当者名 渡邉友亮 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「基礎無機化学」はこれから大学で化学（無機化学，有機化学，分析化学，物理化学，生物化学，化学工学など化学全体

を含む）を学ぶにあたって最低限知っておかなければならない基礎を取り扱う。化学は物質についての学問であり，その物

質は必ず一つまたはそれ以上の種類の原子の組み合わせから成り立っている。物質の性質はその構成原子の種類とその

原子のつながり方によって決定されるといってもよい。したがって，高校までに学習する「化学」では原子や電子そのものに

ついての議論はあまりなされていないが，物質の性質をきちんと理解する上では非常に重要になってくる。本講義の目的

は，万物のもとである電子や原子についての理解を高校レベルから今一歩進めて２年生以降で化学の専門の講義を理解す

るための基礎のレベルを揃えることにある。できうる限り数式などは使わずに，直感的な理解ができるように議論を進めるが，

いくつかのところで数式を使うことを避けられない場合もある。したがって，高校レベルの物理や数学の知識は必須であるの

で，不安がある場合は復習をしておくことが望ましい。 

 なお，大学の講義は高校までの授業と異なり厳密な学習範囲が決められていない。したがって，講義の時間のみですべて

を説明することは不可能であり，また講義を一生懸命に聞くだけではとても本質的な理解には到達できない。常に複数の教

科書を使った予習復習が不可欠である。本講義では限られた時間を有効に使うべく，教科書を読んだだけでは理解しにくい

ようなところを優先的に取り上げるつもりであるので，教科書を読めば理解できるような部分には自習が要求される。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 原子のふしぎ 

［第３回] 原子模型のはじまり 

［第４回] 電子の発見 

［第５回] 原子核の発見と原子模型 

［第６回] 古典力学の限界 

［第７回] Bohr の理論と量子論 

［第８回] De Broglie の物質波 

［第９回] 電子を波で表現する 

［第 10 回] Schroedinger の波動関数 

［第 11 回] 電子軌道の形 

［第 12 回] イオン化ポテンシャル 

［第 13 回] 化学結合・共有結合 

［第 14 回] 混成軌道 

 

 
３．履修上の注意 

 「教育とは，学校で習ったすべてを忘れたあとに残るものをいう」という物理学者アインシュタインの言葉があるそうだ。小・中

学せいぜい高校程度までは人類の長く蓄積された英知を単に習得する過程も必要であろうが，大学の学習はそれだけでは

何も残らない。したがって，高校までの主な学習スタイルであろう，授業を聞いて，その内容を理解・記憶して，特定の範囲に

限った知識試験をするというルーチンだけでは不十分であるといわざるを得ない。化学をきちんと学び活かしたいと考えるの

であれば，大学の試験で高得点さえとればいい，という発想はやめていただきたい。化学を学び理解しようとすることは，物

理や数学はもとより材料やプロセス，社会問題に渡る一見無関係に見えるような広範囲な視点を必要とする。あまりに漠然と

してとらえどころがないだろうから，一つだけ心がけてほしいことがある。日頃からどんな些細なことに対しても科学的な疑問

を持ち，そしてその答えを見つけようとする姿勢だけはいつも持ち続けてほしいと考える。もちろん広範囲の知識がなければ

それらの答えを自力で見つけ出すのは困難であろうから，たとえ講義内容に直接関係のないことでも，いつでも質問にきて

ほしい。ただし，人に質問する前に自分で最大限の努力を払って調べ考えることが肝要である。それを繰り返すうちに，今ま

で習得した知識や，これから習得するであろうそれぞれ離れた個別の知識が有機的につながっていき，やがて単なる知識の

範囲を超えて自身の思考能力となると思う。知識は使わなくなれば失われてゆくが，その思考能力こそが生涯にわたって失

われることのないものであろう。今後、大学４年間で習得すべき大切なものの一つはその「思考能力」であろう。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 講義中に指示する。 
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５．教科書 

 レイナーキャナム 無機化学，Geof Rayner-Canham・Tina Oventon 著，東京化学同人 

 

 
６．参考書 

 アトキンス物理化学（上）第６版，P.W. Atkins 著，東京化学同人 アトキンス物理化学（下）第６版，P.W. Atkins 著，東京

化学同人 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回、授業中にフィードバックを行なう。 

 
８．成績評価の方法 

 学期末に定期試験（100 点満点）を実施し，60 点以上を合格とする。 

 

 
９．その他 

 特になし 
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科目ナンバー STBCH231J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 基礎無機化学[除応化] 

担当者名 弓削秀隆 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 化学は自然現象を原子や分子あるいはイオン等の実体を伴う物質のふるまいとして捉える学問であり、物理化学、有機化

学、無機化学と大別される基礎領域から細分化された応用分野まで、様々な組み合わせにより複雑化している。一見化学と

無関係と思われる物理、電気、機械、建築、土木、数学、生物、薬学などの分野でも、物質が関係する限り、化学の基礎的

知識は不可欠と言える。特に無機化学領域は、全元素のふるまいを周期表に基づいて系統的に理解することを目的とする

ため、本講義でも原子の成り立ちから原子間の結合形成・分子の構成を経て、周期表へと展開、それらに基づいた物質の

性質の包括的把握を目標とする。 

 
２．授業内容 

第１回：イントロダクション（高校での履修状況と基礎知識の調査、無機化学についての概説） 

第２回：元素と原子の起源 

第３回：周期表と元素の性質の周期性  

第４回：電子の軌道と波動関数 

第５回：ルイス構造式と共鳴構造、VSEPR 理論  

第６回：混成軌道と多重結合  

第７回：分子軌道法 

第８回 a：これまでの講義のふりかえり 

 b：講義の演習 

第９回：結晶の基礎と固体化合物 

第 10 回：酸塩基反応 

第 11 回：酸化還元反応 

第 12 回： s-および p-ブロック元素の性質（主に水素化合物について） 

第 13 回： d-および f-ブロック元素の性質（主に d-ブロック元素のふるまいについて） 

第 14 回 a： 9 回目以降の講義のふりかえり 

 b：講義の演習 

 

 
３．履修上の注意 

高校の「化学基礎」「化学」の内容を基礎に講義を展開する。初回講義にて履修状況を調査し、結果を基に進める予定。「化

学基礎」の内容について、理解が曖昧な場合は、履修者自身でも高校の教科書を開いて、再確認しながら学習を進めるこ

と。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

講義は下記の教科書を用いて行うが、講義の概要を記したレジュメも事前にオンライン配布する予定。あらかじめレジュメや

教科書の基本事項を理解して講義に臨むこと。 

 
５．教科書 

『無機化学の基礎』，坪村太郎，川本達也，佃 俊明（化学同人）。 

 
６．参考書 

『シュライバー・アトキンス無機化学 第 6 版』（上）（下），M. Weller, T. Overton, 

J. Rourke, F. Armstrong（東京化学同人）。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

演習・試験を含めた講義全般の解説は、講義中に行うか、Oh! Meiji を通じて配信する。 

 
８．成績評価の方法 

講義の演習を 40％，期末試験を 40％，講義への参加度を 20％で評価する。 

 
９．その他 
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基礎物理化学 

科目ナンバー STBCH211J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎物理化学[応化のみ] 

担当者名 岩瀬顕秀 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 物理化学の基礎として古典化学熱力学の基礎を主に学ぶ講義である。 

 熱力学の第１，第２法則とそれに関連する熱力学の理論的知識を身につける。本講義は，①エネルギー保存則にもとづき

様々な物理化学プロセスにおけるエネルギーを理論的に導くことができる，②反応に伴うエントロピー変化を求め現象の自

発性を判断することができる，③自由エネルギーの考え方を利用して，現象の自発性や熱力学的量を求めることができる，

等の力がつくことを到達目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション（講義における注意事項，物理化学で用いる単位など） 

［第２回] 化学熱力学の全体の見通し：状態，過程，状態量，実在気体について学ぶ。 

［第３回] 第一法則（１）仕事，熱，内部エネルギーについて学ぶ。 

［第４回] 第一法則（２）定圧過程における熱のやりとりを学ぶ。 

［第５回] 第一法則（３） 熱容量について学ぶ。 

［第６回] 第二法則（１）熱と仕事の変換について学ぶ。 

［第７回] 第二法則（２）熱と仕事の変換について学ぶ。 

［第８回] 第二法則（３）エントロピーおよび孤立系について学ぶ。 

［第９回] 第二法則（４）孤立系における自発変化について学ぶ。 

［第 10 回] 第零法則，第三法則について学ぶ。 

［第 11 回] 自由エネルギーおよび閉鎖系について学ぶ。 

［第 12 回] 状態関数と熱力学の基本式について学ぶ。 

［第 13 回] 化学ポテンシャルおよび開放系について学ぶ。 

［第 14 回] a：テスト， b： 解説 

 
３．履修上の注意 

 高校レベルの微分・積分の基本を学習しておいてください。 

 講義では演習を行うので電卓（ただし，対数，指数，計算の可能なもの）を用意してください。 

 板書またはスライド投影による講義を基本とする。スマホなどによる板書の撮影を禁止する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 前の授業で出てきたことは既知のこととして扱うので，ノートを中心に復習をしっかりと行うこと。 

 

 
５．教科書 

 特に指定しない。 

 

 
６．参考書 

 『アトキンス物理化学（上）』第 10 版，Peter Atkins, Julio de Paula 著，中野元裕・上田貴洋・奥村光隆・北河康隆 

ISBN978-4-8079-0908-7（東京化学同人） 

 『かいせつ化学熱力学』小島和夫（培風館） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 小テスト等の結果は Oh-o! Meiji を通じて配信する。結果に応じて個別に質問等を受け付ける。 

 
８．成績評価の方法 

 定期試験 60％，平常点（小テストなど）40％とする。明治大学の成績評価基準に準拠して総合評価する。 

 

 
９．その他 

 必要に応じて小テスト，レポートを課すことがある。 
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科目ナンバー STBCH211J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎物理化学[応化,再,原] 

担当者名 大竹芳信 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 物理化学の基礎としてのマクロ化学熱力学を理論的観点から学ぶ講義であり, 化学に関する疑問についてエネルギーの

観点から深く学ぶことができる科目である。 

 本講義で理解すべき事柄は以下の通りである。 

1)熱力学がどのような歴史的背景の下で誕生したのかを学び,  熱力学の概念と適応範囲について理解する, 2) 非状態量

を特定の過程で限定することによって状態量の変化で表す熱力学の考えを学び, 状態量の組み合わせで定義されている

熱力学関数の定義式とその定義式が適用できる条件を理解する, 3)熱力学第一法則にもとづき様々な物理化学プロセスに

おけるエネルギー変化量を理論的に導くことができる，4)エントピーを定義するカルノーサイクルについて学び, カルノーサ

イクルからエントピーを定義していく過程, さらにエントロピーの増大則、クラウジウスの不等式について理解する, 5)系の情

報だけで議論できる自由エネルギーと化学反応における自発的変化の方向や平衡条件について理解する。 

 

 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回] 

 ・シラバスの確認 

 ・イントロダクション 

[第 2 回] 

 ・基本となる用語 

 ・国際単位系 (SI 単位) と単位換算  

[第 3 回 & [4 回]  

 ・状態関数の偏微分と全微分 

 ・マクスウェル(Maxwell) の関係式 

[第 5 回] 

 ・ 熱力学の誕生 

[第 6 回] 

 ・完全気体と実在気体  

 ・気体分子運動論 （ミクロとマクロ） 

[第 7 回] 

 ・熱力学の概念と適応範囲  

 ・仕事と熱の相違 

 ・内部エネルギーとエンタルピー 

 [第 8 回] 

 ・力学的仕事の定義 

 ・準静的過程の導入 

[第９回] 

 ・カルノーサイクルの概念 

[第 10 回] 

 ・断熱準静的過程（膨張, 圧縮）と ポアソンの式 

[第 11 回] 

 ・等温準静的過程（膨張, 圧縮） 

[第 12 回] 

 ・カルノーサイクル& カルノー効率 

 ・エントロピーの定義式とクラウジウス不等式 

[第 13 回] 

 ・エントロピーから自由エネルギーへ 

 [第 14 回] 

 ・ギブズエネルギーの化学反応への応用 

 ・平衡定数とギブズエネルギーの関係 
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３．履修上の注意 

 この科目は 1 年秋学期に開講された「基礎物理化学」の再履修科目である。1 週目の授業が始まるまでに, 前年度秋学期

に受講した「基礎物理化学」のノートを見返して復習をしておく。 

 質問の場を設けながら講義を進めていくので，積極性な態度で授業に参加する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 Oh-o! Meiji にアップロードされる資料は,  必ず決められた期限内にダウンロードする。 予習後にプリントアウトした資料

を持参して授業に参加しなければならない。 

 

 

 
５．教科書 

 Oh-o! Meiji にアップロード資料を教科書として使用する。 

 
６．参考書 

＊ 前年度秋学期「基礎物理化学」のノート 

＊「解説物理化学」小島和夫（培風館） 

＊「アトキンス 物理化学（上）」中野元裕・上田貴洋・奥村光隆・北河康隆（東京化学同人） 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中, あるいは Oh-Meiji を通じて解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 定期試験 85%，平常点(予習への準備, 授業中での取組みなど) 15%とし，合計が満点の 60%以上を単位習得の条件とす

る。 

 
９．その他 

 パワーホイントによる講義とする。 教員の指示がある場合を除いて, 講義中でのスマートフォン , タブレットの使用は禁止

する。 
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科目ナンバー STBCH211J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 基礎物理化学[除応化] 

担当者名 酒井宗寿 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 我々の身の回りには，天然由来の物質に加え，人工的に作り出された多数の物質が存在する。それら物質は多様な構造

を持ち，様々な物性を示すことから，人類に対して正負両面に寄与する。例えば，生命の維持・活動に使われる物質であっ

たり，我々の日々の生活を豊かにしてくれるエネルギー源・素材・医薬品，さらには地球環境や生命を脅かす有害物質であ

ったりする。本講義では，このような物質（化合物）の分子構造と物性（特性）に対する理解を深めることを目的とする。単純な

化合物の分子構造が理解できるように初歩的な化学結合論を学び，地球規模の物質循環（特に，水素・炭素・窒素・酸素・

硫黄）の視点から，環境・エネルギー・素材の分野でのトピックとなっている物質（化合物）についての知識を高めていく。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 身近に存在する地球環境問題と物質循環 

 講義の全体概要及び進め方や，成績評価等のガイダンズも含む。 

［第２回] 大気汚染物質の生成と，その影響 

 燃焼・大気汚染物質の生成。特に，オゾンについて。 

［第３回] 原子の構造と周期性 

 ボアーモデル・ルイス構造。 

［第４回] 光の性質とオゾン層 

 オゾンの分子構造と物性。さらに，オゾンホールの形成メカニズムについて解説する。 

［第５回] 温室効果に影響する物質の分子構造 

 電子対反発則から，環境汚染物質の分子構造を理解する。 

［第６回] エネルギー・化学・社会 

仕事と熱，エネルギーの変換（クラウジウス則），燃エネルギー。 

［第７回] エネルギー・化学・社会２ 

 化石燃料（石油・石炭）と、カーボンリサイクルのための関連技術。 

［第８回] 水 

 飲料水としての水，溶媒としての水，環境変動因子としての水。 

［第９回] 水２ 

 水素結合，イオン結合性物質や共有結合性物質の溶解 

［第 10 回] 酸性雨 

 窒素酸化物及び硫黄酸化物による酸性化，湖沼や海洋の富栄養化 

［第 11 回] 医薬品化学 

 医薬と有機化学の関わりを学び，代表的な医薬分子の化学構造とその物性を理解する。 

［第 12 回] 材料化学 

 ポリマー分子について学び，機能性プラスチック（例えば，超伝導性ポリマー）についての理解を深める。 

［第 13 回] 電子で取り出すエネルギー 

 一次電池，二次電池，燃料電池。カーボンニュートラルの現状と実際。 

［第 14 回] 電子で取り出すエネルギー２ 

 太陽電池。まとめ。 

 

 
３．履修上の注意 

 「基礎物理化学」の授業では，身近な物質と地球環境問題を題材として分子構造とその性質についての理解を図ってい

く。事前学習としては，高校化学の教科書や下記指定の参考書に目を通しておくこと。理解不足，欠席等の場合には積極的

に聞きに来ること。欠席時の配布資料は，必ず，次の回の授業の前後に受け取りに来ること。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習：各回のタイトルをキーワードとして，WEB 検索等による事前知識を導入しておくこと。 

 復習：各回の配布資料を，適宜，読み直す。初回後に学んだ内容を前提として進行するので，復習が講義の予習となる意

味合いもある。 
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５．教科書 

 特に指定しない。毎回，授業開始時に講義資料を配布する。 

 

 
６．参考書 

 「実感する化学（上巻），（下巻）」，A Project of the American Chemical Society，廣瀬千秋訳，エヌ・ティー・エス 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業中にその都度解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 演習で 50％，レポートで 50％，合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 レポートの提出は，日本語または英語。（日本語を母国語としない学生さんへの措置であり，採点は内容重視なので，英語

で提出したことによる得点加算は行わない。） 

 この授業は、「メディア授業ありの対面授業」である。今年度より、授業回数の半分以上は「教室で対面で受講」することが

厳密に求められることから、単位の取得には 7 回以上は教室で受講する必要がある。 

 

 
９．その他 

 パソコンと板書を用いて講義を行う。身近な所にある化学現象に触れるために，動画や時事問題を取り入れることで理解を

補っていく。講義中に数回演習を行い，学生，自らの板書での答えを課す。本講義は化学を専門としない学生を対象にする

ために，基礎化学実験１・２に準じた内容や，高校の化学レベルの復習も兼ねたわかりやすい授業を行う。小テストやレポー

ト課題に関しては，ネットリテラシーや著作権に照らした WEB 利用や引用方法等についても触れていく。学生が積極的に

参加できる授業形態を目指して，現代の化学技術やその課題等にも言及する。 
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物質・材料の化学 

科目ナンバー STMCH291J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 物質・材料の化学[応化] 

担当者名 我田元 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 現代社会を支えているものの多くは化学製品である。化学製品は無機や有機の分野に捕らわれることなく，幅広い視野に

立って作り出されているものが多い。我々の身の回りの化学製品を「物質」と「材料」という観点から見つめ直し，なぜそのよう

な材料が作り出されたか，どのような工夫がなされているのか，化学的な知見から見るとどのような理論に裏打ちされている

のか，といった多角的な視点から理解することを目的とする。 

 物質・材料・資源に関する実験を通して科学的探求能力を養うと共に，生活の中にある「化学」に気づき理解を深めてほし

い。基礎化学実験では，「物質を知る，作る，そして考える材料・資源の基礎を学ぶ」をテーマに理工系の学生に関連する物

質と材料を化学実験を通して学んだ。さらに，「物質・材料の化学」では，様々な分野の物質と材料を取り上げ，どのように化

学が関わっているのかを解説する。 

 

 
２．授業内容 

 応用化学科の各専任教員がリレー形式で講義を行う。応用化学における様々な分野について学習してほしい。全 14 回を

予定しており，講義内容は決定次第連絡する。昨年度の講義内容は以下の通りであった。 

［第１回] ａ：イントロダクション 

［第２～５回] 生体材料の化学 

［第６～９回] 無機 10 材料の化学 

［第 10～13 回] 有機材料の化学 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 春学期の最先端化学から一歩踏み込んだ内容について，基礎から実用まで幅広く取り扱う。2015 カリキュラム（2015~2019

年度入学者）では、応用化学科必修科目となっている。2020 年度以降入学者については選択科目である。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 復習として，授業で紹介した課題について文献等で調査すること。 

 

 
５．教科書 

 特に指定しない。 

 

 
６．参考書 

 特になし。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 各回の担当教員からアナウンスする。 

 
８．成績評価の方法 

 各教員が設定する演習やレポート等の結果から評価し、総合的に判断して満点の 60%以上を単位取得の条件とする。な

お、分担担当であるため、課題は教員ごとに異なる。 

 

 
９．その他 

 講義は，板書・パワーポイントを用い，必要に応じて印刷物を配布する。教員により講義形式が異なる 
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科目ナンバー STMCH291J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 物質・材料の化学[除応化] 

担当者名 小川熟人 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 現代社会を支えているものの多くは化学製品である。化学製品は無機や有機の分野に捕らわれることなく，幅広い視野に

立って作り出されているものが多い。我々の身の回りの化学製品を「物質」と「材料」という観点から見つめ直し，なぜそのよう

な材料が作り出されたのか，どのような工夫がなされているのか，化学的な知見から見るとどのような理論に裏打ちされてい

るのか，といった多角的な視点から理解することを目的とする。 

 物質・材料・資源に関する実験を通して科学的探求能力を養うと共に，生活の中にある「化学」に気づき理解を深めてほし

い。基礎化学実験では，「物質を知る，作る，そして考える材料・資源の基礎を学ぶ」をテーマに理工系の学生に関連する物

質と材料を化学実験を通して学んだ。さらに，「物質・材料の化学」では，担当する一部の教員の企業等での実務経験も交

えながら，様々な分野の物質と材料を取り上げ，どのように化学が関わっているのかを解説する。 

 

 
２．授業内容 

 応用化学科の各専任教員がリレー形式で講義を行う。応用化学における様々な分野について学習してほしい。全 14 回を

予定しており，講義内容は決定次第連絡する。昨年度の講義内容は以下の通りであった。 

［第１回] イントロダクション 

［第２～５回] 有機材料の化学 

［第６～９回] 無機材料の化学 

［第 10～13 回] 生体材料の化学 

［第 14 回] まとめ 定期試験 

 

本科目は対面授業で実施するが、一部メディア授業で実施する場合がある。決まり次第 Oh-o! Meiji で連絡する。 

 
３．履修上の注意 

 春学期の最先端化学から一歩踏み込んだ内容について，基礎から実用まで幅広く取り扱う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 復習として，授業で紹介した課題について文献等で調査すること。 

 

 
５．教科書 

 特に指定しない。 

 

 
６．参考書 

 特になし。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 各回の担当教員からアナウンスする。 

 
８．成績評価の方法 

 授業ごとに実施するレポート・演習および期末テストの結果から評価し，総合的に判断して満点の 60％以上を単位修得の

条件とする。 

 授業成績の 50％はレポート・演習，50％は期末試験で評価する。 

 なお，分担担当であるため課題は教員ごとに異なる。 

 

 
９．その他 

 講義は，板書・パワーポイントを用い，必要に応じて印刷物を配布する。教員により講義形式が異なる。 
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最先端化学 

科目ナンバー STACH291J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 最先端化学[応化] 

担当者名 金子弘昌 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 化学工業は 20 世紀に急速な進歩を遂げ，今や社会のあらゆる場面，すなわち衣，食，住，医療，環境，エネルギー等の

人間生活の基盤を支えることに深い係わりを持つに至った。また近年は，基礎化学と科学技術の発展により種々の新素材が

生み出され，高齢化社会，情報化社会，共生社会といわれる世の中を支えている。このような背景を踏まえ，これからの化学

の基礎を学ぶ諸君が，実際の化学工業や社会との係わりを知ることを目的とした講義である。 

 応用化学科では，4 年生で卒業研究として研究室に配属される。将来夢を持って学生生活を過ごしてもらうために，各分

野の専門家が研究に関連する話題や最新の技術をわかりやすく解説する。応用化学における様々な分野について学習し

てほしい。後半は学生間のグループワークによる理解の共有や話し合いを行う。応用化学に関連する内容で討論・発表する

力を身につけてほしい。 

 
２．授業内容 

各回の講師については現在検討中であり，決定次第 Oh-o!Meij にて詳細を配信する。 

 

第１回：イントロダクション・有機化学分野の最先端化学（１） 

第２回：有機化学分野の最先端化学（２） 

第３回：有機化学分野の最先端化学（３） 

第４回：無機化学分野の最先端化学（１） 

第５回：無機化学分野の最先端化学（２） 

第６回：無機化学分野の最先端化学（３） 

第７回：物理化学・化学工学分野の最先端化学（１） 

第８回：物理化学・化学工学分野の最先端化学（２） 

第９回：物理化学・化学工学分野の最先端化学（３） 

第１０回：分析化学分野の最先端化学（１） 

第１１回：分析化学分野の最先端化学（２） 

第１２回：分析化学分野の最先端化学（３） 

第１３回：グループワーク・討論 

第１４回：グループワーク・発表 

 
３．履修上の注意 

 現在，膨大な領域に関わる多種多様な技術が日夜開発されている。「最先端化学」では，様々なニーズに応える化学技術

の最前線について理解を深めてほしい。各分野の専門家による講義を企画しており，内容については逐次連絡する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 講師により講義形式が異なるが，講義資料を配布する場合がある。資料配付には Oh-o!Meiji も利用するため情報をよく

確認すること。講義資料が事前に配付された場合，あらかじめ目を通しておくこと。リアクションペーパーにより講義の理解度

を問うため，不明な点は記述して質問すること。 

 
５．教科書 

 特に指定しない。Oh-o! Meiji から講義資料を送付したり，当日講義資料を配付したりする場合もある。 

 
６．参考書 

 特に指定しない。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 グループワークにおいてフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 リアクションペーパーを提出することとし，そのリアクションペーパーの点数の総計を平常点とする。またグループワークにお

ける討論・発表への貢献度も評価する。平常点を８０％，グループワークを２０％で評価する。 

 
９．その他 
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 「最先端化学」では理工系で横断した最先端材料への化学の関わりについて取り扱う。最新のトピックスを中心に化学の利

用，研究について理工系分野でのかかわりを概論的に展開する。普段の授業とは違った視点，そして雰囲気で化学を学ぶ

ことができることが最大の特徴である。 
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科目ナンバー STACH291J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 最先端化学[除応化] 

担当者名 小川熟人 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 化学工業は 20 世紀に急速な進歩を遂げ，今や社会のあらゆる場面，すなわち衣，食，住，医療，環境，エネルギー等の

人間生活の基盤を支えることに深い係わりを持つに至った。また近年は，基礎化学と科学技術の発展により種々の新素材が

生み出され，高齢化社会，情報化社会，共生社会といわれる世の中を支えている。このような背景を考え，これから理学・工

学の基礎を学ぶ諸君が，実際の化学製品と各理工系分野の係わりを知ることを目的とした講義である。学科による分野の垣

根を越え，「理系学生として社会に出たときに知っておくと役に立つ知識」をキーワードに，応用化学科の教員によるリレー形

式の講義を行うため化学分野全般の知識が身につくはずである。理工学部の基礎科目の一端を担う科目であり，将来的に

材料や化学に関わる分野を目指す諸君に是非受講して欲しい。 

 

 
２．授業内容 

 応用化学科の各専任教員がリレー形式で講義を行う。応用化学における様々な分野について学習してほしい。全 14 回を

予定している。各講義の内容は決定次第最新のものを公開するが，各回の講義内容は，概ね，以下を考えている。 

［第１回] イントロダクションと，最先端化学とは 

［第２回] 原子とは 

［第３回] 医薬品や農薬品の開発 

［第４回] 化学に関連する資格の最先端と環境分析の最先端 

［第５回] 分離技術と環境 

［第６回] 電子顕微鏡，プローブ顕微鏡による最先端化学 

［第７回] 生活に密着した有機化学・有機化合物 

［第８回] 再生医療技術の発展 

［第９回] 南極の氷とミクロの世界 

［第 10 回] 暮らしの中のプラスチック 

［第 11 回] 身の回りにある化学 

［第 12 回] 応用化学におけるデータサイエンス 

［第 13 回] 次世代エネルギー，光触媒 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 応用化学科各教員の専門とする分野について，分野の初歩からわかりやすく解説を行う。特に予習などは必要ない。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業では，授業内容に即した配布物が，Oh-o! meiji を通じて配られる場合がある。お知らせ等をチェックすること。 

 

 
５．教科書 

 指定しない。 

 

 
６．参考書 

 特になし。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 各回の担当教員からアナウンスする。 

 
８．成績評価の方法 

 授業への参加度に基づいた平常点（60％）と提出物（40％）の結果をもとに評価する。提出物における課題の内容は，講

義を担当する教員によって異なるが，全 14 回の講義においての，平常点と提出物の総合点が 60％に達していれば，単位

修得可とする。 
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９．その他 

 講義は，板書・パワーポイントを用い，必要に応じて印刷物を配布する。教員により講義形式が異なる。 
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情報処理実習 1 

科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 情報処理実習 1[1 組] 

担当者名 村上隆啓 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

概要 

 コンピュータの利用に必要な基礎知識，専門用語，及びコンピュータの操作，実践的な利用方法を，講義と実習を交えて

講述する。この授業は，１年次秋学期の情報処理実習２，２年次以降の情報処理科目及びコンピュータ利用を伴う全科目の

基礎となるものである。 

到達目標 

・コンピュータ利用にかかわる各種専門用語の概要を理解する。 

・C 言語によるコンピュータプログラミングの基礎を習得する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション：現時点でのコンピュータの知識に関する調査（アンケート）を実施する。本授業の到達目標の

一つは，ここで実施するアンケートで試問されるコンピュータ用語の意味するところを理解することにある。用語によっては，

単に記憶すればよいものもあれば，十分に理解すべき用語，あるいはおぼろげながらでも概要を把握し，後に学ぶ専門科

目で深い知識を獲得すべき内容の用語も含まれている。いずれの単語も，電気電子生命学科の学生としてコンピュータを活

用するのに当面必要なものであり，授業で知るだけでなく，アンケート項目を元に自ら調査すること。 

［第１回] ｂ：コンピュータリテラシー：本学所有のコンピュータとネットワークシステムとを想定して，ネットワークコンピューティ

ング，インターネットや電子メールの原理を習得する。本学のコンピュータ活用の要領を習得し，大規模システムの基礎知識

を獲得する。また情報倫理について解説し，コンピュータネットワークを活用するに当たり遵守すべき重要事項を習得する。

また，本講義で利用するコンピュータ環境を想定して，コマンドプロンプト，テキストエディタ，コンパイラの使用法等を習得す

る。また自宅での実習等に備え、PC のセットアップ方法等を説明する。 

［第２回] プログラミングの概要（講義および実習）：プログラミングによってできるものの概要を示す。またアルゴリズム表記に

関する授業を行い，それにしたがってプログラムする要領を解説する。さらにプログラムを実際に作成する手順を解説する。

また，本講義で利用するコンピュータ環境を想定して，C 言語プログラムを作成し実行する要領（コマンドプロンプト，テキス

トエディタ，コンパイラの使用法等）を，コンピュータ実習を交えて習得する。 

［第３回] C 言語プログラムの基本形（講義および実習）：プログラミングに伴う基本操作の復習と，C 言語プログラムの基本

形であるメイン文およぶ画面表示命令について解説する。また，メイン文，画面表示命令の実習を行う。 

［第４回] 変数および演算１（講義および実習）：C 言語プログラムによるメイン文，画面表示命令，および数値の表現方法

および各種の演算について使用法を習得する。また，基礎的な数値の演算プログラムを作成し，実行する。 

［第５回] 変数および演算２（講義および実習）：C 言語プログラムによるメイン文，画面表示命令，数値表現，演算につい

て，より高度な利用について解説する。また，実践的な数値の演算プログラムを作成し，実行する。 

［第６回] 変数および演算３（講義および実習）：C 言語プログラムによるメイン文，画面表示命令，入力命令，数値表現，演

算について，実用的なプログラムについて解説し，実践する。 

［第７回] 条件分岐１（講義および実習）：プログラムによる条件分岐の使用法を習得する。また，条件分岐のプログラムを作

成し，実行する。 

［第８回] 条件分岐２（講義および実習）：プログラムによる条件分岐の高度な使用法を習得する。また，条件分岐を応用した

プログラムを作成し，実行する。 

［第９回] 繰り返し文１（講義および実習）：繰り返し文の使用法を習得する。また，コンピュータによる問題解決法について説

明し，プログラム作成に必要となる考え方の一端を習得する。また，繰り返し文１を活用した数値計算プログラムを作成し，実

行する。 

［第 10 回] 繰り返し文２（講義および実習）：繰り返し文の使用法，実用的な利用方法を習得する。また，繰り返し文を活用し

た数値計算プログラムを作成し，実行する。 

［第 11 回] 繰り返し文３（講義および実習）：プログラミングにおいて重要な繰り返し文の応用法，実用的な数値計算プログ

ラムをもとに解説し，実践する。 

［第 12 回] 配列１（講義および実習）：配列の意義とその取扱い，応用法を習得する。また，配列を活用した数値計算プログ

ラムを作成し，実行する。 

［第 13 回] 配列２と総括１（講義および実習）：配列の利用とこれまで示した各種命令等を総括し，各種応用法を習得する。

また数値計算プログラムを作成し，実行する。 

［第 14 回] 総括２（講義または実習）：本講義全体を総括し，実践的な C 言語プログラムの作成，展望について示す。実

用的なプログラムを作成し，実行する。 
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３．履修上の注意 

授業の進め方 

 授業は情報処理教室にて行い，原則として a モジュールを講義，b モジュールを実習とする。 

 復習のためのオンライン小テストを頻繁に実施する。 

注意事項 

 C 言語は，利用し続けることや，自分なりに自由にプログラムを作成し続けること，さらに他者が作成したプログラムを読ん

で理解することが，プログラミング能力を身につけ多方面への応用を可能にする。この授業をきっかけにし，授業のみにこだ

わることなく，積極的にプログラミングに触れる機会を増やすことを強く要望する。 

 なお，大学が用意している情報教室は Microsoft 社製 Windows による PC であり，原則として，本科目では同システムの利

用を想定した解説を行う。 

さらに自宅にノート PC 等を用意し，授業中に解説する資料により C 言語プログラミング環境を整備して自習を行うこと。 

また引き続き，情報処理実習２，情報処理１，２，コンピュータシミュレーション１，２他を履修すること。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 各講義及び実習の内容を振り返り，不明な部分があれば授業あるいは Oh-o！Meiji のディスカッション BOX にて質問す

ること。 

また自宅でのプログラミング練習のためノート PC を用意すること。機種は Windows パソコンを推奨する。 

なお本授業ではオンラインコンテンツを補助的に利用し、授業の予習、補習、および発展的内容について解説する。 

 

 
５．教科書 

 『新・明解 C 言語 入門編』柴田望洋（SB クリエイティブ） 

 パワーポイント，PDF 等の資料を併せて利用する。 

 

 
６．参考書 

 授業中にプリントを配布する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

小テストは、解答締め切り後、解説文書の配布とともに正解例を示す。レポートは、可能な限り早急にコメントを返し、当該授

業内容の確認、習熟を求める。 

 
８．成績評価の方法 

 コンピュータの基礎知識及び C 言語プログラミングに関する期末テスト（50％程度），小テスト及び実習中に提出を求める

課題（50％程度）により判定する。また，出席は毎時間確認する。総合点の 60％以上を合格とする。 

なお小テスト未受験者または不合格者に対する追試験、課題等による救済措置は一切行わない。 

 

 

 
９．その他 

本学では Microsoft 社製製品（Office 等）を在学中無料で利用することができます。レポート作成等に Office 製品が必要に

なる場合が多いので、以下のサイトから手続きして自分の PC にて利用してください。 

https://www.meiji.ac.jp/isc/msca/ 

 電子メールやインターネット利用に関しては，生田情報メディア支援事務室が開く講習会も有効である。積極的に講習会に

参加すること。 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 情報処理実習 1[2 組] 

担当者名 屋敷聡 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

概要 

 コンピュータの利用に必要な基礎知識，専門用語，及びコンピュータの操作，実践的な利用方法を，講義と実習を交えて

講述する。この授業は，１年次秋学期の情報処理実習２，２年次以降の情報処理科目及びコンピュータ利用を伴う全科目の

基礎となるものである。 

到達目標 

・コンピュータ利用にかかわる各種専門用語の概要を理解する。 

・C 言語によるコンピュータプログラミングの基礎を習得する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション：現時点でのコンピュータの知識に関する調査（アンケート）を実施する。本授業の到達目標の

一つは，ここで実施するアンケートで試問されるコンピュータ用語の意味するところを理解することにある。用語によっては，

単に記憶すればよいものもあれば，十分に理解すべき用語，あるいはおぼろげながらでも概要を把握し，後に学ぶ専門科

目で深い知識を獲得すべき内容の用語も含まれている。いずれの単語も，電気電子生命学科の学生としてコンピュータを活

用するのに当面必要なものであり，授業で知るだけでなく，アンケート項目を元に自ら調査すること。 

［第１回] ｂ：コンピュータリテラシー：本学所有のコンピュータとネットワークシステムとを想定して，ネットワークコンピューティ

ング，インターネットや電子メールの原理を習得する。本学のコンピュータ活用の要領を習得し，大規模システムの基礎知識

を獲得する。また情報倫理について解説し，コンピュータネットワークを活用するに当たり遵守すべき重要事項を習得する。

また，本講義で利用するコンピュータ環境を想定して，コマンドプロンプト，テキストエディタ，コンパイラの使用法等を習得す

る。また自宅での実習等に備え、PC のセットアップ方法等を説明する。 

［第２回] プログラミングの概要（講義および実習）：プログラミングによってできるものの概要を示す。またアルゴリズム表記に

関する授業を行い，それにしたがってプログラムする要領を解説する。さらにプログラムを実際に作成する手順を解説する。

また，本講義で利用するコンピュータ環境を想定して，C 言語プログラムを作成し実行する要領（コマンドプロンプト，テキス

トエディタ，コンパイラの使用法等）を，コンピュータ実習を交えて習得する。 

［第３回] C 言語プログラムの基本形（講義および実習）：プログラミングに伴う基本操作の復習と，C 言語プログラムの基本

形であるメイン文およぶ画面表示命令について解説する。また，メイン文，画面表示命令の実習を行う。 

［第４回] 変数および演算１（講義および実習）：C 言語プログラムによるメイン文，画面表示命令，および数値の表現方法

および各種の演算について使用法を習得する。また，基礎的な数値の演算プログラムを作成し，実行する。 

［第５回] 変数および演算２（講義および実習）：C 言語プログラムによるメイン文，画面表示命令，数値表現，演算につい

て，より高度な利用について解説する。また，実践的な数値の演算プログラムを作成し，実行する。 

［第６回] 変数および演算３（講義および実習）：C 言語プログラムによるメイン文，画面表示命令，入力命令，数値表現，演

算について，実用的なプログラムについて解説し，実践する。 

［第７回] 条件分岐１（講義および実習）：プログラムによる条件分岐の使用法を習得する。また，条件分岐のプログラムを作

成し，実行する。 

［第８回] 条件分岐２（講義および実習）：プログラムによる条件分岐の高度な使用法を習得する。また，条件分岐を応用した

プログラムを作成し，実行する。 

［第９回] 繰り返し文１（講義および実習）：繰り返し文の使用法を習得する。また，コンピュータによる問題解決法について説

明し，プログラム作成に必要となる考え方の一端を習得する。また，繰り返し文１を活用した数値計算プログラムを作成し，実

行する。 

［第 10 回] 繰り返し文２（講義および実習）：繰り返し文の使用法，実用的な利用方法を習得する。また，繰り返し文を活用し

た数値計算プログラムを作成し，実行する。 

［第 11 回] 繰り返し文３（講義および実習）：プログラミングにおいて重要な繰り返し文の応用法，実用的な数値計算プログ

ラムをもとに解説し，実践する。 

［第 12 回] 配列１（講義および実習）：配列の意義とその取扱い，応用法を習得する。また，配列を活用した数値計算プログ

ラムを作成し，実行する。 

［第 13 回] 配列２と総括１（講義および実習）：配列の利用とこれまで示した各種命令等を総括し，各種応用法を習得する。

また数値計算プログラムを作成し，実行する。 

［第 14 回] 総括２（講義または実習）：本講義全体を総括し，実践的な C 言語プログラムの作成，展望について示す。実

用的なプログラムを作成し，実行する。 
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３．履修上の注意 

授業の進め方 

 授業は情報処理教室にて行い，原則として a モジュールを講義，b モジュールを実習とする。 

 復習のためのオンライン小テストを頻繁に実施する。 

注意事項 

 C 言語は，利用し続けることや，自分なりに自由にプログラムを作成し続けること，さらに他者が作成したプログラムを読ん

で理解することが，プログラミング能力を身につけ多方面への応用を可能にする。この授業をきっかけにし，授業のみにこだ

わることなく，積極的にプログラミングに触れる機会を増やすことを強く要望する。 

 なお，大学が用意している情報教室は Microsoft 社製 Windows による PC であり，原則として，本科目では同システムの利

用を想定した解説を行う。 

さらに自宅にノート PC 等を用意し，授業中に解説する資料により C 言語プログラミング環境を整備して自習を行うこと。 

また引き続き，情報処理実習２，情報処理１，２，コンピュータシミュレーション１，２他を履修すること。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 各講義及び実習の内容を振り返り，不明な部分があれば授業あるいは Oh-o！Meiji のディスカッション BOX にて質問す

ること。 

また自宅でのプログラミング練習のためノート PC を用意すること。機種は Windows パソコンを推奨する。 

なお本授業ではオンラインコンテンツを補助的に利用し、授業の予習、補習、および発展的内容について解説する。 

 

 
５．教科書 

 『新・明解 C 言語 入門編』柴田望洋（SB クリエイティブ） 

 パワーポイント，PDF 等の資料を併せて利用する。 

 

 
６．参考書 

 授業中にプリントを配布する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

小テストは、解答締め切り後、解説文書の配布とともに正解例を示す。レポートは、可能な限り早急にコメントを返し、当該授

業内容の確認、習熟を求める。 

 
８．成績評価の方法 

 コンピュータの基礎知識及び C 言語プログラミングに関する期末テスト（50％程度），小テスト及び実習中に提出を求める

課題（50％程度）により判定する。また，出席は毎時間確認する。総合点の 60％以上を合格とする。 

なお小テスト未受験者または不合格者に対する追試験、課題等による救済措置は一切行わない。 

 

 

 
９．その他 

本学では Microsoft 社製製品（Office 等）を在学中無料で利用することができます。レポート作成等に Office 製品が必要に

なる場合が多いので、以下のサイトから手続きして自分の PC にて利用してください。 

https://www.meiji.ac.jp/isc/msca/ 

 電子メールやインターネット利用に関しては，生田情報メディア支援事務室が開く講習会も有効である。積極的に講習会に

参加すること。 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 情報処理実習 1[3 組] 

担当者名 鎌田弘之 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

概要 

 コンピュータの利用に必要な基礎知識，専門用語，及びコンピュータの操作，実践的な利用方法を，講義と実習を交えて

講述する。この授業は，１年次秋学期の情報処理実習２，２年次以降の情報処理科目及びコンピュータ利用を伴う全科目の

基礎となるものである。 

到達目標 

・コンピュータ利用にかかわる各種専門用語の概要を理解する。 

・C 言語によるコンピュータプログラミングの基礎を習得する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション：現時点でのコンピュータの知識に関する調査（アンケート）を実施する。本授業の到達目標の

一つは，ここで実施するアンケートで試問されるコンピュータ用語の意味するところを理解することにある。用語によっては，

単に記憶すればよいものもあれば，十分に理解すべき用語，あるいはおぼろげながらでも概要を把握し，後に学ぶ専門科

目で深い知識を獲得すべき内容の用語も含まれている。いずれの単語も，電気電子生命学科の学生としてコンピュータを活

用するのに当面必要なものであり，授業で知るだけでなく，アンケート項目を元に自ら調査すること。 

［第１回] ｂ：コンピュータリテラシー：本学所有のコンピュータとネットワークシステムとを想定して，ネットワークコンピューティ

ング，インターネットや電子メールの原理を習得する。本学のコンピュータ活用の要領を習得し，大規模システムの基礎知識

を獲得する。また情報倫理について解説し，コンピュータネットワークを活用するに当たり遵守すべき重要事項を習得する。

また，本講義で利用するコンピュータ環境を想定して，コマンドプロンプト，テキストエディタ，コンパイラの使用法等を習得す

る。また自宅での実習等に備え、PC のセットアップ方法等を説明する。 

［第２回] プログラミングの概要（講義および実習）：プログラミングによってできるものの概要を示す。またアルゴリズム表記に

関する授業を行い，それにしたがってプログラムする要領を解説する。さらにプログラムを実際に作成する手順を解説する。

また，本講義で利用するコンピュータ環境を想定して，C 言語プログラムを作成し実行する要領（コマンドプロンプト，テキス

トエディタ，コンパイラの使用法等）を，コンピュータ実習を交えて習得する。 

［第３回] C 言語プログラムの基本形（講義および実習）：プログラミングに伴う基本操作の復習と，C 言語プログラムの基本

形であるメイン文およぶ画面表示命令について解説する。また，メイン文，画面表示命令の実習を行う。 

［第４回] 変数および演算１（講義および実習）：C 言語プログラムによるメイン文，画面表示命令，および数値の表現方法

および各種の演算について使用法を習得する。また，基礎的な数値の演算プログラムを作成し，実行する。 

［第５回] 変数および演算２（講義および実習）：C 言語プログラムによるメイン文，画面表示命令，数値表現，演算につい

て，より高度な利用について解説する。また，実践的な数値の演算プログラムを作成し，実行する。 

［第６回] 変数および演算３（講義および実習）：C 言語プログラムによるメイン文，画面表示命令，入力命令，数値表現，演

算について，実用的なプログラムについて解説し，実践する。 

［第７回] 条件分岐１（講義および実習）：プログラムによる条件分岐の使用法を習得する。また，条件分岐のプログラムを作

成し，実行する。 

［第８回] 条件分岐２（講義および実習）：プログラムによる条件分岐の高度な使用法を習得する。また，条件分岐を応用した

プログラムを作成し，実行する。 

［第９回] 繰り返し文１（講義および実習）：繰り返し文の使用法を習得する。また，コンピュータによる問題解決法について説

明し，プログラム作成に必要となる考え方の一端を習得する。また，繰り返し文１を活用した数値計算プログラムを作成し，実

行する。 

［第 10 回] 繰り返し文２（講義および実習）：繰り返し文の使用法，実用的な利用方法を習得する。また，繰り返し文を活用し

た数値計算プログラムを作成し，実行する。 

［第 11 回] 繰り返し文３（講義および実習）：プログラミングにおいて重要な繰り返し文の応用法，実用的な数値計算プログ

ラムをもとに解説し，実践する。 

［第 12 回] 配列１（講義および実習）：配列の意義とその取扱い，応用法を習得する。また，配列を活用した数値計算プログ

ラムを作成し，実行する。 

［第 13 回] 配列２と総括１（講義および実習）：配列の利用とこれまで示した各種命令等を総括し，各種応用法を習得する。

また数値計算プログラムを作成し，実行する。 

［第 14 回] 総括２（講義または実習）：本講義全体を総括し，実践的な C 言語プログラムの作成，展望について示す。実

用的なプログラムを作成し，実行する。 
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３．履修上の注意 

授業の進め方 

 授業は情報処理教室にて行い，原則として a モジュールを講義，b モジュールを実習とする。 

 復習のためのオンライン小テストを頻繁に実施する。 

注意事項 

 C 言語は，利用し続けることや，自分なりに自由にプログラムを作成し続けること，さらに他者が作成したプログラムを読ん

で理解することが，プログラミング能力を身につけ多方面への応用を可能にする。この授業をきっかけにし，授業のみにこだ

わることなく，積極的にプログラミングに触れる機会を増やすことを強く要望する。 

 なお，大学が用意している情報教室は Microsoft 社製 Windows による PC であり，原則として，本科目では同システムの利

用を想定した解説を行う。 

さらに自宅にノート PC 等を用意し，授業中に解説する資料により C 言語プログラミング環境を整備して自習を行うこと。 

また引き続き，情報処理実習２，情報処理１，２，コンピュータシミュレーション１，２他を履修すること。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 各講義及び実習の内容を振り返り，不明な部分があれば授業あるいは Oh-o！Meiji のディスカッション BOX にて質問す

ること。 

また自宅でのプログラミング練習のためノート PC を用意すること。機種は Windows パソコンを推奨する。 

なお本授業ではオンラインコンテンツを補助的に利用し、授業の予習、補習、および発展的内容について解説する。 

 

 
５．教科書 

 『新・明解 C 言語 入門編』柴田望洋（SB クリエイティブ） 

 パワーポイント，PDF 等の資料を併せて利用する。 

 

 
６．参考書 

 授業中にプリントを配布する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

小テストは、解答締め切り後、解説文書の配布とともに正解例を示す。レポートは、可能な限り早急にコメントを返し、当該授

業内容の確認、習熟を求める。 

 
８．成績評価の方法 

 コンピュータの基礎知識及び C 言語プログラミングに関する期末テスト（50％程度），小テスト及び実習中に提出を求める

課題（50％程度）により判定する。また，出席は毎時間確認する。総合点の 60％以上を合格とする。 

なお小テスト未受験者または不合格者に対する追試験、課題等による救済措置は一切行わない。 

 

 

 
９．その他 

本学では Microsoft 社製製品（Office 等）を在学中無料で利用することができます。レポート作成等に Office 製品が必要に

なる場合が多いので、以下のサイトから手続きして自分の PC にて利用してください。 

https://www.meiji.ac.jp/isc/msca/ 

 電子メールやインターネット利用に関しては，生田情報メディア支援事務室が開く講習会も有効である。積極的に講習会に

参加すること。 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 情報処理実習 1[4 組] 

担当者名 梶原利一 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

概要 

 コンピュータの利用に必要な基礎知識，専門用語，及びコンピュータの操作，実践的な利用方法を，講義と実習を交えて

講述する。この授業は，１年次秋学期の情報処理実習２，２年次以降の情報処理科目及びコンピュータ利用を伴う全科目の

基礎となるものである。 

到達目標 

・コンピュータ利用にかかわる各種専門用語の概要を理解する。 

・C 言語によるコンピュータプログラミングの基礎を習得する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション：現時点でのコンピュータの知識に関する調査（アンケート）を実施する。本授業の到達目標の

一つは，ここで実施するアンケートで試問されるコンピュータ用語の意味するところを理解することにある。用語によっては，

単に記憶すればよいものもあれば，十分に理解すべき用語，あるいはおぼろげながらでも概要を把握し，後に学ぶ専門科

目で深い知識を獲得すべき内容の用語も含まれている。いずれの単語も，電気電子生命学科の学生としてコンピュータを活

用するのに当面必要なものであり，授業で知るだけでなく，アンケート項目を元に自ら調査すること。 

［第１回] ｂ：コンピュータリテラシー：本学所有のコンピュータとネットワークシステムとを想定して，ネットワークコンピューティ

ング，インターネットや電子メールの原理を習得する。本学のコンピュータ活用の要領を習得し，大規模システムの基礎知識

を獲得する。また情報倫理について解説し，コンピュータネットワークを活用するに当たり遵守すべき重要事項を習得する。

また，本講義で利用するコンピュータ環境を想定して，コマンドプロンプト，テキストエディタ，コンパイラの使用法等を習得す

る。また自宅での実習等に備え、PC のセットアップ方法等を説明する。 

［第２回] プログラミングの概要（講義および実習）：プログラミングによってできるものの概要を示す。またアルゴリズム表記に

関する授業を行い，それにしたがってプログラムする要領を解説する。さらにプログラムを実際に作成する手順を解説する。

また，本講義で利用するコンピュータ環境を想定して，C 言語プログラムを作成し実行する要領（コマンドプロンプト，テキス

トエディタ，コンパイラの使用法等）を，コンピュータ実習を交えて習得する。 

［第３回] C 言語プログラムの基本形（講義および実習）：プログラミングに伴う基本操作の復習と，C 言語プログラムの基本

形であるメイン文およぶ画面表示命令について解説する。また，メイン文，画面表示命令の実習を行う。 

［第４回] 変数および演算１（講義および実習）：C 言語プログラムによるメイン文，画面表示命令，および数値の表現方法

および各種の演算について使用法を習得する。また，基礎的な数値の演算プログラムを作成し，実行する。 

［第５回] 変数および演算２（講義および実習）：C 言語プログラムによるメイン文，画面表示命令，数値表現，演算につい

て，より高度な利用について解説する。また，実践的な数値の演算プログラムを作成し，実行する。 

［第６回] 変数および演算３（講義および実習）：C 言語プログラムによるメイン文，画面表示命令，入力命令，数値表現，演

算について，実用的なプログラムについて解説し，実践する。 

［第７回] 条件分岐１（講義および実習）：プログラムによる条件分岐の使用法を習得する。また，条件分岐のプログラムを作

成し，実行する。 

［第８回] 条件分岐２（講義および実習）：プログラムによる条件分岐の高度な使用法を習得する。また，条件分岐を応用した

プログラムを作成し，実行する。 

［第９回] 繰り返し文１（講義および実習）：繰り返し文の使用法を習得する。また，コンピュータによる問題解決法について説

明し，プログラム作成に必要となる考え方の一端を習得する。また，繰り返し文１を活用した数値計算プログラムを作成し，実

行する。 

［第 10 回] 繰り返し文２（講義および実習）：繰り返し文の使用法，実用的な利用方法を習得する。また，繰り返し文を活用し

た数値計算プログラムを作成し，実行する。 

［第 11 回] 繰り返し文３（講義および実習）：プログラミングにおいて重要な繰り返し文の応用法，実用的な数値計算プログ

ラムをもとに解説し，実践する。 

［第 12 回] 配列１（講義および実習）：配列の意義とその取扱い，応用法を習得する。また，配列を活用した数値計算プログ

ラムを作成し，実行する。 

［第 13 回] 配列２と総括１（講義および実習）：配列の利用とこれまで示した各種命令等を総括し，各種応用法を習得する。

また数値計算プログラムを作成し，実行する。 

［第 14 回] 総括２（講義または実習）：本講義全体を総括し，実践的な C 言語プログラムの作成，展望について示す。実

用的なプログラムを作成し，実行する。 

 

 



2025 年度理工学部 シラバス 

1380 

 

３．履修上の注意 

授業の進め方 

 授業は情報処理教室にて行い，原則として a モジュールを講義，b モジュールを実習とする。 

 復習のためのオンライン小テストを頻繁に実施する。 

注意事項 

 C 言語は，利用し続けることや，自分なりに自由にプログラムを作成し続けること，さらに他者が作成したプログラムを読ん

で理解することが，プログラミング能力を身につけ多方面への応用を可能にする。この授業をきっかけにし，授業のみにこだ

わることなく，積極的にプログラミングに触れる機会を増やすことを強く要望する。 

 なお，大学が用意している情報教室は Microsoft 社製 Windows による PC であり，原則として，本科目では同システムの利

用を想定した解説を行う。 

さらに自宅にノート PC 等を用意し，授業中に解説する資料により C 言語プログラミング環境を整備して自習を行うこと。 

また引き続き，情報処理実習２，情報処理１，２，コンピュータシミュレーション１，２他を履修すること。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 各講義及び実習の内容を振り返り，不明な部分があれば授業あるいは Oh-o！Meiji のディスカッション BOX にて質問す

ること。 

また自宅でのプログラミング練習のためノート PC を用意すること。機種は Windows パソコンを推奨する。 

なお本授業ではオンラインコンテンツを補助的に利用し、授業の予習、補習、および発展的内容について解説する。 

 

 
５．教科書 

 『新・明解 C 言語 入門編』柴田望洋（SB クリエイティブ） 

 パワーポイント，PDF 等の資料を併せて利用する。 

 

 
６．参考書 

 授業中にプリントを配布する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

小テストは、解答締め切り後、解説文書の配布とともに正解例を示す。レポートは、可能な限り早急にコメントを返し、当該授

業内容の確認、習熟を求める。 

 
８．成績評価の方法 

 コンピュータの基礎知識及び C 言語プログラミングに関する期末テスト（50％程度），小テスト及び実習中に提出を求める

課題（50％程度）により判定する。また，出席は毎時間確認する。総合点の 60％以上を合格とする。 

なお小テスト未受験者または不合格者に対する追試験、課題等による救済措置は一切行わない。 

 

 

 
９．その他 

本学では Microsoft 社製製品（Office 等）を在学中無料で利用することができます。レポート作成等に Office 製品が必要に

なる場合が多いので、以下のサイトから手続きして自分の PC にて利用してください。 

https://www.meiji.ac.jp/isc/msca/ 

 電子メールやインターネット利用に関しては，生田情報メディア支援事務室が開く講習会も有効である。積極的に講習会に

参加すること。 
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科目ナンバー STINF116J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 情報処理実習 1〔M〕[5 組] 

担当者名 川口達也 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本科目は，「学習教育目標（B-1）工学基礎（情報）」に重要な科目である。 

 本講義では，情報を発信するための，工学文書の記述方法とデータ処理の仕方の基礎を学んだ後，表面からは見えにく

いコンピュータの重要な役割とソフトウェア，それを実現するためのコンピュータ言語およびプログラム手法について学ぶこと

を通じて，コンピュータを道具として利用するための基礎知識と技術の修得を目標とする。 

 尚，本講義は情報処理実習１と密接にリンクしている。また，本講義によって身につけた知識は以下の科目等の理解を補

助する。実験工学・演習，弾性力学 FEM，機械設計製図 B，メカトロニクス実習，コンピュータ機械工学，機械工学実験 A

及び B，制御工学１及び２，機械力学，ロボット工学，その他レポートの提出が要求される科目，ゼミナール，卒業研究，大学

院での研究，企業での報告書作成など。 

 

 

 

 
２．授業内容 

［第 01 回] 【情報処理教室での対面実施】授業の進め方 接続や開発環境の設定方法など 

［第 02 回] 【メディア授業・オンライン】プログラミング言語入門 

［第 03 回] 【メディア授業・オンライン】制御文１～条件分岐と繰り返し複雑な構造を表現する制御文 

［第 04 回] 【メディア授業・オンライン】制御文２～条件分岐と繰り返し複雑な構造を表現する制御文 

［第 05 回] 【メディア授業・オンライン】配列１ 

［第 06 回] 【メディア授業・オンライン】配列２（文字列） 

［第 07 回] 【メディア授業・オンライン】関数 

［第 08 回] 【メディア授業・オンライン】ポインタ１ 

［第 09 回] 【メディア授業・オンライン】ポインタ２ 

［第 10 回] 【情報処理教室での対面実施】中間試験（実技） 

［第 11 回] 【メディア授業・オンライン】Python 入門１ 

［第 12 回] 【メディア授業・オンライン】Python 入門２ 

［第 13 回] 【メディア授業・オンライン】まとめ 

［第 14 回] 【情報処理教室での対面実施】期末試験（実技） 

 
３．履修上の注意 

 本科目はメディア授業である．初回の授業（対面）にて各種設定方法等の説明を行う．２回目以降のオンライン授業は通

常，Zoom を用いて実施する．オンラインの場合は大学外から接続しても構わない（もちろん情報処理教室も使用可）． 

 大学外から接続して受講する場合は，ネット接続環境や VPN 接続設定，および開発環境の整備等が必要になる．これら

の設定方法は初回の授業で説明する．大学外から接続するには，高速なインターネット接続環境，Windows 系の PC または

Mac が必要であるが，詳しくは第１回目の講義で説明する． 

 情報処理実習１と連携して講義を進めるので，本講義を情報処理実習１と同時に履修することが強く望まれる．コンピュー

タ言語も「語学」と同様，数多くのトレーニングを経なければ上達しない．このため，毎回課題を課す．毎回の講義内容は，そ

の回毎に自力で出来るようになることが要求される．個人個人の達成度を的確に評価するため，中間および最終回に実技

試験を行う．中間試験および期末試験は大学の所定の教室で実施する．指定された以外の場所からの受験はできないので

注意すること． 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 大学の情報処理機器を利用するには事前に学内ネットワーク（MIND）利用講習会を受講し，MIND が利用できるようになっ

ておく必要がある．第１回講義までに済ませておくこと．質問の受け付けおよび回答には Teams を利用するが，これには

Meiji Mail が利用できる必要がある．課題の提出や中間，期末試験には Online Judge を用いる．このシステムの使用方法

は授業内で説明する． 

 
５．教科書 

Web 上のテキストを参照のこと。アドレスは Oh-o! meiji にて通知する。 
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６．参考書 

ハーバートシルト，独習 C，翔泳社 

ハーバートシルト，独習 C＋＋，翔泳社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内容の連絡には主に Oh-o! meiji を，質問の受付と応答には Teams を用いる。Teams ではオフィスアワーの時間に囚

われずにいつでも質問することができる。 

 
８．成績評価の方法 

演習課題（50％）と試験（50％）により評価する。試験では実際にプログラム作成能力が問われる。講義内容 60％の理解を

合格基準とする。 

 
９．その他 

オフィスアワー 火曜日 15：20～17：00 

ロボット工学研究室：D103 

「情報と計測・制御」 

基本キーワード：計算機利用の基礎（16 時間） 

個別キーワード：数式処理（３時間），プログラム言語（18 時間） 
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科目ナンバー STINF116J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 情報処理実習 1〔M〕[6 組] 

担当者名 黒田洋司 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本科目は，「学習教育目標（B-1）工学基礎（情報）」の達成に必要な必修科目である。 

 本講義では，情報を発信するための，工学文書の記述方法とデータ処理の仕方の基礎を学んだ後，表面からは見えにく

いコンピュータの重要な役割とソフトウェア，それを実現するためのコンピュータ言語およびプログラム手法について学ぶこと

を通じて，コンピュータを道具として利用するための基礎知識と技術の修得を目標とする。 

 尚，本講義は情報処理実習１と密接にリンクしている。 

 また，本講義によって身につけた知識は以下の科目等の理解を補助する。 

 実験工学・演習，弾性力学 FEM，機械設計製図 B，メカトロニクス実習，コンピュータ機械工学，機械工学実験 A 及び

B，制御工学１及び２，機械力学，ロボット工学，その他レポートの提出が要求される科目，ゼミナール，卒業研究，大学院で

の研究，企業での報告書作成など。 

 
２．授業内容 

［第 01 回] 【情報処理教室での対面実施】授業の進め方 接続や開発環境の設定方法など 

［第 02 回] 【メディア授業・オンライン】プログラミング言語入門 

［第 03 回] 【メディア授業・オンライン】制御文１～条件分岐と繰り返し複雑な構造を表現する制御文 

［第 04 回] 【メディア授業・オンライン】制御文２～条件分岐と繰り返し複雑な構造を表現する制御文 

［第 05 回] 【メディア授業・オンライン】配列１ 

［第 06 回] 【メディア授業・オンライン】配列２（文字列） 

［第 07 回] 【メディア授業・オンライン】関数 

［第 08 回] 【メディア授業・オンライン】ポインタ１ 

［第 09 回] 【メディア授業・オンライン】ポインタ２ 

［第 10 回] 【情報処理教室での対面実施】中間試験（実技） 

［第 11 回] 【メディア授業・オンライン】Python 入門１ 

［第 12 回] 【メディア授業・オンライン】Python 入門２ 

［第 13 回] 【メディア授業・オンライン】まとめ 

［第 14 回] 【情報処理教室での対面実施】期末試験（実技） 

 
３．履修上の注意 

 本科目はメディア授業である．初回の授業（対面）にて各種設定方法等の説明を行う．２回目以降のオンライン授業は通

常，Zoom を用いて実施する．オンラインの場合は大学外から接続しても構わない（もちろん情報処理教室も使用可）．大学

外から接続して受講する場合は，ネット接続環境や VPN 接続設定，および開発環境の整備等が必要になる．これらの設定

方法は初回の授業で説明する．大学外から接続するには，高速なインターネット接続環境，Windows 系の PC または Mac

が必要であるが，詳しくは第１回目の講義で説明する． 

 情報処理実習１と連携して講義を進めるので，本講義を情報処理実習１と同時に履修することが強く望まれる．コンピュー

タ言語も「語学」と同様，数多くのトレーニングを経なければ上達しない．このため，毎回課題を課す．毎回の講義内容は，そ

の回毎に自力で出来るようになることが要求される．個人個人の達成度を的確に評価するため，中間および最終回に実技

試験を行う．中間試験および期末試験は大学の所定の教室で実施する．指定された以外の場所からの受験はできないので

注意すること． 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

大学の情報処理機器を利用するには事前に学内ネットワーク（MIND）利用講習会を受講し，MIND が利用できるようになっ

ておく必要がある．第１回講義までに済ませておくこと．質問の受け付けおよび回答には Teams を利用するが，これには

Meiji Mail が利用できる必要がある．課題の提出や中間，期末試験には Online Judge を用いる．このシステムの使用方法

は授業内で説明する． 

 
５．教科書 

Web 上のテキストを参照のこと。アドレスは Oh-o! meiji にて通知する。 

 
６．参考書 

ハーバートシルト，独習 C，翔泳社 

ハーバートシルト，独習 C＋＋，翔泳社 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内容の連絡には主に Oh-o! meiji を，質問の受付と応答には Teams を用いる。Teams ではオフィスアワーの時間に囚

われずにいつでも質問することができる。 

 
８．成績評価の方法 

演習課題（20％）と試験（80％）により評価する．試験では実際にプログラム作成能力が問われる．試験中にはネット検索等

は利用できないので注意すること．講義内容 60％の理解を合格基準とする． 

 
９．その他 

オフィスアワー 火曜日 15：20～17：00 

ロボット工学研究室：D103 

「情報と計測・制御」 

基本キーワード：計算機利用の基礎（３時間） 

個別キーワード：データ解析（３時間），プログラム言語（18 時間） 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 情報処理実習 1[7b・8a 組] 

担当者名 新藤康弘 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この科目は学位授与方針に定められた A（幅広い基礎知識と応用能力）に関与する。C 言語を用いたプログラミングの基

礎を修得する。また、数値計算技法や情報処理分野で不可欠な Linux コンピュータシステムの意味と使い方を理解する。 

【到達目標】コンピュータシステムの基本的操作を身につけるともに、C 言語を用いたプログラミング技法の基礎を修得する。 

 
２．授業内容 

［第 1 回］イントロダクション、プログラミングの基礎知識 

［第 2 回］Linux の基本操作 

［第 3 回］プログラミング入門、標準入出力 

［第 4 回］演算と型 

［第 5 回］プログラムの流れの分岐：if 文 

［第 6 回］プログラムの流れの分岐：switch 文，break 文 

［第 7 回］理解度チェック演習 1（中間） 

［第 8 回］繰返し：while 文  

［第 9 回］繰返し：for 文 

［第 10 回］繰返し：多重ループ、プログラムの要素と書式 

［第 11 回］配列（1） 

［第 12 回］配列（2） 

［第 13 回］復習演習 

［第 14 回］理解度チェック演習 2（総合） 

 
３．履修上の注意 

 授業はコンピュータを操作しながら実施し、適宜演習を行う。生田メディア支援事務室による各種情報関連講習会を受講

することが望ましい。 

 この科目は秋学期に実施される情報処理実習２と連動している。この科目を履修することが必要である。本科目の分野は、

情報処理実習２、データ構造とアルゴリズム実習、数値計算実習、シミュレーション工学・演習、コンピュータビジョン・演習、

AI プログラミング実習に関連している。これらの関連科目をあわせて履修することが望ましい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

予習として、次回の授業内容に関して事前に教科書・参考資料等の該当箇所を読み、予備的な理解を進めること。復習とし

て、教科書・参資料等の該当箇所を読み返し、演習問題等のプログラミング課題を各自でこなすこと。 

 
５．教科書 

「新・明解 C 言語 入門編 第 2 版」柴田望洋、SB クリエイティブ 

 
６．参考書 

Linux および C 言語のプログラミングに関する書籍を適宜参考にすること。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

原則として次回の講義中に解説を行うが、適宜 Oh-o! Meiji を通じての配信も併用する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験（40％）と演習課題（60％）の合計を評価点とする。満点 100％に対し 60％以上を合格とする。 

 
９．その他 

オフィスアワー 

相談時間：講義終了後 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 情報処理実習 1[7a 組] 

担当者名 麓耕二 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この科目は学位授与方針に定められた A（幅広い基礎知識と応用能力）に関与する。C 言語を用いたプログラミングの基

礎を修得する。また、数値計算技法や情報処理分野で不可欠な Linux コンピュータシステムの意味と使い方を理解する。 

【到達目標】コンピュータシステムの基本的操作を身につけるともに、C 言語を用いたプログラミング技法の基礎を修得する。 

 
２．授業内容 

［第 1 回］イントロダクション、プログラミングの基礎知識 

［第 2 回］Linux の基本操作 

［第 3 回］プログラミング入門、標準入出力 

［第 4 回］演算と型 

［第 5 回］プログラムの流れの分岐：if 文 

［第 6 回］プログラムの流れの分岐：switch 文，break 文 

［第 7 回］理解度チェック演習 1（中間） 

［第 8 回］繰返し：while 文  

［第 9 回］繰返し：for 文 

［第 10 回］繰返し：多重ループ、プログラムの要素と書式 

［第 11 回］配列（1） 

［第 12 回］配列（2） 

［第 13 回］復習演習 

［第 14 回］理解度チェック演習 2（総合） 

 
３．履修上の注意 

 授業はコンピュータを操作しながら実施し、適宜演習を行う。生田メディア支援事務室による各種情報関連講習会を受講

することが望ましい。 

 この科目は秋学期に実施される情報処理実習２と連動している。この科目を履修することが必要である。本科目の分野は、

情報処理実習２、データ構造とアルゴリズム実習、数値計算実習、シミュレーション工学・演習、コンピュータビジョン・演習、

AI プログラミング実習に関連している。これらの関連科目をあわせて履修することが望ましい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として、次回の授業内容に関して事前に教科書・参考資料等の該当箇所を読み、予備的な理解を進めること。復習と

して、教科書・参資料等の該当箇所を読み返し、演習問題等のプログラミング課題を各自でこなすこと。 

 
５．教科書 

「新・明解 C 言語 入門編 第 2 版」柴田望洋、SB クリエイティブ 

 
６．参考書 

Linux および C 言語のプログラミングに関する書籍を適宜参考にすること。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

原則として次回の講義中に解説を行うが、適宜 Oh-o! Meiji を通じての配信も併用する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験（40％）と演習課題（60％）の合計を評価点とする。満点 100％に対し 60％以上を合格とする。 

 
９．その他 

オフィスアワー 

相談時間：講義終了後 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 情報処理実習 1[8b 組] 

担当者名 木本充彦 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この科目は学位授与方針に定められた A（幅広い基礎知識と応用能力）に関与する。C 言語を用いたプログラミングの基

礎を修得する。また、数値計算技法や情報処理分野で不可欠な Linux コンピュータシステムの意味と使い方を理解する。 

【到達目標】コンピュータシステムの基本的操作を身につけるともに、C 言語を用いたプログラミング技法の基礎を修得する。 

 
２．授業内容 

［第 1 回］イントロダクション、プログラミングの基礎知識 

［第 2 回］Linux の基本操作 

［第 3 回］プログラミング入門、標準入出力 

［第 4 回］演算と型 

［第 5 回］プログラムの流れの分岐：if 文 

［第 6 回］プログラムの流れの分岐：switch 文，break 文 

［第 7 回］理解度チェック演習 1（中間） 

［第 8 回］繰返し：while 文  

［第 9 回］繰返し：for 文 

［第 10 回］繰返し：多重ループ、プログラムの要素と書式 

［第 11 回］配列（1） 

［第 12 回］配列（2） 

［第 13 回］復習演習 

［第 14 回］理解度チェック演習 2（総合） 

 
３．履修上の注意 

 授業はコンピュータを操作しながら実施し、適宜演習を行う。生田メディア支援事務室による各種情報関連講習会を受講

することが望ましい。 

 この科目は秋学期に実施される情報処理実習２と連動している。この科目を履修することが必要である。本科目の分野は、

情報処理実習２、データ構造とアルゴリズム実習、数値計算実習、シミュレーション工学・演習、コンピュータビジョン・演習、

AI プログラミング実習に関連している。これらの関連科目をあわせて履修することが望ましい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

予習として、次回の授業内容に関して事前に教科書・参考資料等の該当箇所を読み、予備的な理解を進めること。復習とし

て、教科書・参資料等の該当箇所を読み返し、演習問題等のプログラミング課題を各自でこなすこと。 

 
５．教科書 

「新・明解 C 言語 入門編 第 2 版」柴田望洋、SB クリエイティブ 

 
６．参考書 

Linux および C 言語のプログラミングに関する書籍を適宜参考にすること。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

原則として次回の講義中に解説を行うが、適宜 Oh-o! Meiji システムを通じての配信も併用する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験（40％）と演習課題（60％）の合計を評価点とする。満点 100％に対し 60％以上を合格とする。 

 
９．その他 

オフィスアワー 

相談時間：講義終了後 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理実習 1[建築] 

担当者名 光永威彦 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

〈科目種別〉：選択 

〈教育目標〉 

 建築の分野にかぎらず、多量な情報にあふれている社会の中では、良質な情報の収集、その手法・処理といったものが、

個人の能力を向上するための重要な要素のひとつとなっている。 

 建築では、計画・設計、構造、設備の各分野でさまざまな CAD（Computer Aided Design）が用いられている。また、道具と

して表計算・図形ソフトといったものが普通に使われている。さらに、数値解析手法は CAD や研究などで多用されている。

本科目では、それらの概要にふれ、演習を通して実際に関連ソフト利用を経験し、各々の情報処理能力を向上する事を目

的としている。 

 到達目標としては、表計算、CAD といった建築の業務等で一般的に利用されている情報処理ツールについて理解し、こ

れら支援ソフトの活用方法等について講義・演習をとおして習熟する。 

 
２．授業内容 

［第１回 a] イントロダクション：授業の進め方についてガイダンスする。また、情報収集・処理とコンピュータの利用、課題説

明コンピュータの歴史について解説するとともに、今後のコンピュータ活用の意識向上を目的に、建築分野におけるコンピュ

ータの活用事例を紹介する。 

［第２回] 表計算ソフトの使い方-１（表の作り方と簡単な計算）取得した情報をまとめるための表の作り方および簡単な計算

方法について講義し、表計算ソフトを使った演習を実施する。これによって簡単な表の作り方および利用方法を習得する。 

［第３回] 表計算ソフトの使い方-２（関数の利用）複雑な計算を行うための手法（関数の利用）について解説し、表計算ソフト

を使った演習を実施する。これによってさまざまな計算に対する表計算ソフトの活用方法を習得する。 

［第４回] 表計算による演習 １：構造分野への応用-１連立方程式、積分等といった数学の問題を表計算で解き、それらの

表計算ソフトの活用方法を習得する。 

［第５回] 表計算による演習 ２：構造分野への応用-２演習として、表計算ソフトを用いて構造物の力学問題を解き、それら

の表計算ソフトの活用方法を習得する。 

［第６回] 表計算による演習 ３：環境分野への応用-１演習として、表計算ソフトを用いて湿り空気の状態を解き、それらの表

計算ソフトの活用方法を習得する。 

［第７回] 表計算による演習 ４：環境分野への応用-２演習として、表計算ソフトを用いて太陽位置を解き、それらの表計算ソ

フトの活用方法を習得する。 

［第８回] CAD 演習 １：簡単な作図・描画方法について演習し、CAD ソフトの使用方法、主に画層と線種の使い分けを習

得する。 

［第９回] CAD 演習 ２：簡単な作図・描画方法について演習し、CAD ソフトの使用方法、主に図形の作成と加工編集を習

得する。 

［第 10 回] CAD 演習 ３：簡単な作図・描画方法について演習し、CAD ソフトの使用方法、主に寸法の記入方法とレイア

ウト空間の操作を習得する。 

［第 11 回]  CAD 演習 ４：著名な建築作品の図面をトレースすることにより、基礎的な作図技術の習得、優れた建築作品

の空間構成、スケール、おさまり等の読みとり、縮尺に見合った図面の書き方の習得を行う。主に 1F 平面図について作

図・演習する 

［第 12 回] CAD 演習 ５：著名な建築作品の図面をトレースすることにより、基礎的な作図技術の習得、優れた建築作品の

空間構成、スケール、おさまり等の読みとり、縮尺に見合った図面の書き方の習得を行う。主に 2、3、4F の平面図について

作図・演習する。 

［第 13 回] CAD 演習 ６：著名な建築作品の図面をトレースすることにより、基礎的な作図技術の習得、優れた建築作品の

空間構成、スケール、おさまり等の読みとり、縮尺に見合った図面の書き方の習得を行う。主に立面図について作図・演習す

る。 

［第 14 回] 建築における情報処理技術の活用および全体まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 情報処理技術を向上させるためには、「情報処理」、「情報処理実習２」を併せて履修すべきである。履修者数に応じて、２

クラス（教室）に分かれて実施することがある。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 講義中に扱った例題等の演習問題について、再度取り組むこと。 
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５．教科書 

 特に指定しない。随時資料を配布する。 

 

 
６．参考書 

 特になし。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 講義時に出題する演習課題に関する解説は、次回以降の講義にて実施する。 

 
８．成績評価の方法 

 レポート 60％、各回の演習 40％として評価する。レポートの内容は以下のとおりである。 

（１）表計算レポート 

（２）CAD レポート 

 

 
９．その他 

〈建築学科の学習・教育到達目標との対応〉 

 本科目は、「学習教育到達目標（C）技術力とデザイン力」の達成に必要な選択科目である。 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 情報処理実習 1[12 組] 

担当者名 曽根高則義 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本科目は応用化学実験や専門科目における客観的データの取扱いや結果を報告するためのレポートの作成，それを発

表するためのプレゼンテーションの作成などの習得を目的としている。 

 本科目は大きく３つの内容で構成されており，Windows・Microsoft のアプリケーション（Word, Power Point, Excel）の基本

操作を図解入りのテキストを使用して進める。１）Word の授業では次年度以降の応用化学実験や専門科目におけるレポー

トの作成などで必要となる基本的な操作から図表の挿入などの応用までを習得することを目的とする。２）Power Point の授

業ではパワーポイントを使った発表資料の作成やプレゼンテーションを通して次年度以降の授業内の発表方法などを経験・

習得する。３）毎回授業の開始時にタイピング練習をし，その文字数を実験データとして蓄積し，Excel の演習で使用する。

Excel の表計算機能や簡単な関数の使い方を習得することによって「情報処理実習２」の Excel-VBA の導入編につなが

る。更に，授業の中では，コンピュータの仕組みやインターネットの利点・問題点などにも触れる。Oh-o! Meiji システムを使

ったレポートの提出の演習も行う。 

 

 
２．授業内容 

［第１～４回] Microsoft Office 2013～Word～目的：Word の基本操作を経験・習得する。簡単な文書作成ができる。第１回

目『ガイダンス＋Microsoft Office 2013～Word（１）～』授業の進め方のガイダンスを行う。アンケートと簡単な文書の作成を

行う。第２回目『コンピュータ（１）＋Microsoft Office 2013～Word（２）～』コンピュータ（OS とアプリケーション）日本語文書の

作成・保存・出力。第３回目『コンピュータ（２）＋Microsoft Office 2013～Word（３）～』コンピュータネットワーク文書の呼び出

し特殊文字（化学記号，数式など）を含む文書の作成。第４回目『コンピュータ（３）＋Microsoft Office 2013～Word（４）～』拡

張子単位を含む数字・表を含む文書の作成。 

［第５～６回] Microsoft Office 2013～Power Point～目的：Power Point の基本操作を経験・習得する。第５回目『Microsoft 

Office 2013～Power Point（１）～』画面の構成の確認，スライドの作成・追加，図の追加（アニメーション）などの基本操作の

習得する。第６回目『Microsoft Office 2013～Power Point（２）～』テーマに沿ったプレゼンテーションを各自作成する。また，

Oh-o! Meiji システムを使ったレポートの提出を経験する。 

［第７～９回] Microsoft Office 2013～Power Point 2～目的：Power Point を使ったプレゼンテーション。第７～９回目

『Microsoft Office 2013～Power Point（３）（４）～』提出したファイルを使いプレゼンテーションをする。 

［第 10～12 回] Microsoft Office 2013～Excel～目的：Excel の基本操作を経験・習得する。簡単な表計算・グラフの作成を

経験・習得する。作成したグラフを使いレポートを作成する。第 10 回目『Microsoft Office 2013～Excel（１）～』画面の構成，

基本操作（四則演算・組み込み関数など）。第 11 回目『Microsoft Office 2013～Excel（２）～』セルのコピー（セル番地・相対

参照・絶対参照）などグラフウィザードを使ったグラフの作成１。第 12 回目『Microsoft Office 2013～Excel（３）～』グラフウィザ

ードを使ったグラフの作成２作成したグラフを Word に貼り付けレポートを作成する。 

［第 13 回] 第１～12 回までの内容を踏襲して図表等の機能を全て使った化学レポートの作成を行い，Oh-o! Meiji システ

ムへのレポートの提出を行う。 

［第 14 回] 全体のまとめ 

ａ：まとめ講義 

ｂ：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 授業は講義と演習を併用する。演習は講義内容に沿った演習問題を毎回配布するテキストに沿って（解説図付きの操作

方法を参考にして）各自のペースで取り組む。 

・毎回，必ず演習課題を提出する。 

・この科目を履修する学生は，必ず「インターネット講習会」を受講すること。 

・第一回目の授業からパソコンを使用するので，必ず自分のログイン ID，パスワードを確認してくること。 

・個人でのパソコン購入の必要はない。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回配布されたテキストの該当箇所を振り返り，不明な箇所などがあれば授業で質問をすること。また，次の回の内容につ

いては事前に Oh-o! Meiji にテキストを掲載する。そのテキストに目を通しておくこと。 
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５．教科書 

 特に指定はしない。Oh-o! Meiji から毎回授業の前にテキストをアップロードして使用する。 

 

 
６．参考書 

 特に指定しない。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を課した場合には、授業の中で模範解答の例を示す。講義内容の復習に役立てること。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，毎回の演習課題（50％）＋学期末の定期試験（50％）で行う。合計が 60％以上を単位取得の条件とする。 

 

 
９．その他 

 第一回目の授業で授業の進め方の説明を行い，パソコンの使用経験に関するアンケートをとる 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 情報処理実習 1[13 組] 

担当者名 曽根高則義 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本科目は応用化学実験や専門科目における客観的データの取扱いや結果を報告するためのレポートの作成，それを発

表するためのプレゼンテーションの作成などの習得を目的としている。 

 本科目は大きく３つの内容で構成されており，Windows・Microsoft のアプリケーション（Word, Power Point, Excel）の基本

操作を図解入りのテキストを使用して進める。１）Word の授業では次年度以降の応用化学実験や専門科目におけるレポー

トの作成などで必要となる基本的な操作から図表の挿入などの応用までを習得することを目的とする。２）Power Point の授

業ではパワーポイントを使った発表資料の作成やプレゼンテーションを通して次年度以降の授業内の発表方法などを経験・

習得する。３）毎回授業の開始時にタイピング練習をし，その文字数を実験データとして蓄積し，Excel の演習で使用する。

Excel の表計算機能や簡単な関数の使い方を習得することによって「情報処理実習２」の Excel-VBA の導入編につなが

る。更に，授業の中では，コンピュータの仕組みやインターネットの利点・問題点などにも触れる。Oh-o! Meiji システムを使

ったレポートの提出の演習も行う。 

 

 
２．授業内容 

［第１～４回] Microsoft Office 2013～Word～目的：Word の基本操作を経験・習得する。簡単な文書作成ができる。第１回

目『ガイダンス＋Microsoft Office 2013～Word（１）～』授業の進め方のガイダンスを行う。アンケートと簡単な文書の作成を

行う。第２回目『コンピュータ（１）＋Microsoft Office 2013～Word（２）～』コンピュータ（OS とアプリケーション）日本語文書の

作成・保存・出力。第３回目『コンピュータ（２）＋Microsoft Office 2013～Word（３）～』コンピュータネットワーク文書の呼び出

し特殊文字（化学記号，数式など）を含む文書の作成。第４回目『コンピュータ（３）＋Microsoft Office 2013～Word（４）～』拡

張子単位を含む数字・表を含む文書の作成。 

［第５～６回] Microsoft Office 2013～Power Point～目的：Power Point の基本操作を経験・習得する。第５回目『Microsoft 

Office 2013～Power Point（１）～』画面の構成の確認，スライドの作成・追加，図の追加（アニメーション）などの基本操作の

習得する。第６回目『Microsoft Office 2013～Power Point（２）～』テーマに沿ったプレゼンテーションを各自作成する。また，

Oh-o! Meiji システムを使ったレポートの提出を経験する。 

［第７～９回] Microsoft Office 2013～Power Point 2～目的：Power Point を使ったプレゼンテーション。第７～９回目

『Microsoft Office 2013～Power Point（３）（４）～』提出したファイルを使いプレゼンテーションをする。 

［第 10～12 回] Microsoft Office 2013～Excel～目的：Excel の基本操作を経験・習得する。簡単な表計算・グラフの作成を

経験・習得する。作成したグラフを使いレポートを作成する。第 10 回目『Microsoft Office 2013～Excel（１）～』画面の構成，

基本操作（四則演算・組み込み関数など）。第 11 回目『Microsoft Office 2013～Excel（２）～』セルのコピー（セル番地・相対

参照・絶対参照）などグラフウィザードを使ったグラフの作成１。第 12 回目『Microsoft Office 2013～Excel（３）～』グラフウィザ

ードを使ったグラフの作成２作成したグラフを Word に貼り付けレポートを作成する。 

［第 13 回] 第１～12 回までの内容を踏襲して図表等の機能を全て使った化学レポートの作成を行い，Oh-o! Meiji システ

ムへのレポートの提出を行う。 

［第 14 回] 全体のまとめ 

ａ：まとめ講義 

ｂ：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 授業は講義と演習を併用する。演習は講義内容に沿った演習問題を毎回配布するテキストに沿って（解説図付きの操作

方法を参考にして）各自のペースで取り組む。 

・毎回，必ず演習課題を提出する。 

・この科目を履修する学生は，必ず「インターネット講習会」を受講すること。 

・第一回目の授業からパソコンを使用するので，必ず自分のログイン ID，パスワードを確認してくること。 

・個人でのパソコン購入の必要はない。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回配布されたテキストの該当箇所を振り返り，不明な箇所などがあれば授業で質問をすること。また，次の回の内容につ

いては事前に Oh-o! Meiji にテキストを掲載する。そのテキストに目を通しておくこと。 
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５．教科書 

 特に指定はしない。Oh-o! Meiji から毎回授業の前にテキストをアップロードして使用する。 

 

 
６．参考書 

 特に指定しない。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を課した場合には、授業の中で模範解答の例を示す。講義内容の復習に役立てること。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，毎回の演習課題（50％）＋学期末の定期試験（50％）で行う。合計が 60％以上を単位取得の条件とする。 

 

 
９．その他 

 第一回目の授業で授業の進め方の説明を行い，パソコンの使用経験に関するアンケートをとる 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 情報処理実習 1[情報] 

担当者名 早川智一 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この授業はプログラム作成の入門コースで、C という言語によるプログラムの基本的な作り方を実習授業と共同で学習する

ものである。同時に、計算機の基本構成、動作原理、プログラムに関する基礎知識を習得する。最終的には、各自が簡単な

C のプログラムを正しく作れるようになることを目指す。 

 
２．授業内容 

［第１回] コンピュータの基本操作 

［第２回] はじめての C プログラミング 

［第３回] 変数を使ったプログラミング 

［第４回] if 文による条件判定 

［第５回] Unix の利用法あれこれ 

［第６回]  while 文による繰返し 

［第７回] 繰返しの続き for 文 

［第８回] 大量データの扱いと配列 

［第９回] 2 次元以上の配列 

［第 10 回] 関数 

［第 11 回] 値を返さない関数 

［第 12 回] 配列引数 

［第 13 回] 授業のまとめ 

［第 14 回] a：確認テスト、b：総括 

 
３．履修上の注意 

・各授業時間は講義形式で行なうが、ノートパソコンを持参することを強く推奨する。 

・予習・復習のために授業で指定する演習環境を自分で構築することを強く推奨する。 

・授業中の態度やレポートの内容等に応じて特別に加点や減点を行うことがある。 

・授業への出席回数が 2/3 を下回ると、成績の如何に関わらず単位を取得することはできない。 

・原則として、本学が認める理由（例：法定伝染病など）以外での遅刻・早退・欠席に対する特段の配慮は行わない。 

・休講した場合には補講を行うので、学年暦で補講日を確認して予定を終日空けておくこと。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・予習として、次回の授業範囲について事前に教科書等で調べておくこと。 

・復習として、教科書等の該当箇所を読み直すこと。 

 
５．教科書 

『情報処理実習１テキスト』 

 

 
６．参考書 

『新・明解 C 言語 入門編 第 2 版』柴田望洋著（ソフトバンククリエイティブ） 

『プログラミング言語 C 第 2 版』Brian W.カーニハン 著・ D.M.リッチー 著・ 石田 晴久 訳（共立出版） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の全体講評を授業中に（または Oh-o! Meiji で）行う。 

 
８．成績評価の方法 

レポート課題 50%、確認テスト 50% 

 

学期末に、レポート課題が履修者自身の力で作成されていることを確認するための確認テストを実施する。確認テストを未受

験の場合には、レポート課題の解答状況の如何に関わらず、単位を取得することはできない。 

 
９．その他 

・履修者に、授業での提出課題について発表してもらう場合がある。 



2025 年度理工学部 シラバス 

1395 

 

・履修者の人数や理解度などに応じて、授業の内容や進度などを変更・調整する場合がある。 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 情報処理実習 1[数学] 

担当者名 川合康央 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 「情報処理実習 1」では，現代の情報社会において不可欠なデジタルスキルを習得することを目的とし，Microsoft Office

（Word、Excel、PowerPoint）と Web 制作（HTML&CSS）の基本を学びます。文書作成，表計算，プレゼンテーション資料の作

成に加え，基本的な Web ページの構築までを実践的な演習を通じて習得します。本講義は，単なるツールの操作方法を学

ぶだけでなく，効率的で見やすい資料作成・データ管理・情報発信の技術を身につけることを目的とします。 

 
２．授業内容 

［第１回] Word 入門（文書作成の基本） 

［第２回] Word によるレポート作成 

［第３回] Excel の基本操作 

［第４回] Excel によるデータ操作 

［第５回] Excel の関数とグラフ作成 

［第６回] PowerPoint の基本 

［第７回] PowerPoint によるプレゼン資料作成 

［第８回] PowerPoint のデザインと発表 

［第９回] Web の仕組み 

［第 10 回] HTML の基本 

［第 11 回] CSS の基本 

［第 12 回] HTML と CSS の組み合わせ 

［第 13 回] 簡単な Web ページの作成 

［第 14 回] 実践的な Web サイト構築・最終課題 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業で解説した課題をもとに，授業時間外の学習時間を用いて課題を完成させる。 

 

 
５．教科書 

 授業時に資料を配布する。 

 

 
６．参考書 

 授業時に適宜紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題作成時にアドバイスを行うとともに，提出された課題に適宜コメントを行う。 

 

 
８．成績評価の方法 

 毎回の演習課題 60％，最終課題 40％で評価し，合計 100 点満点で，60 点以上を合格とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 情報処理実習 1[物理] 

担当者名 小笠原康太 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

今日の情報化社会において，あらゆる情報がインターネットを介して電子的にやりとりされます．また，理工系の学問（職業）

では，コンピュータを用いて数値データを整理し，効果的なレポートおよびプレゼンテーション資料を作成することが求めら

れます． 

この授業では学内共用のコンピュータの利用法，インターネットを用いた情報交換の方法を学びます．また，表計算・文書作

成・プレゼンテーション用ソフトウェアの利用法を学び，体裁の整った理工系のレポート作成・プレゼンテーション技法を習得

することを目標とします． 

 
２．授業内容 

［第１回] ａのみ：イントロダクション 

今後の授業の進め方，共用コンピュータの利用方法について理解する． 

［第２回] Meiji Mail の利用 

本大学のメールシステムの利用方法について学び，学内外において Meiji Mail が使えるようになることを目標とする． 

［第３回] Oh-o! Meiji の利用 

本大学の教育支援システムの利用方法について学び，授業情報へのアクセス方法およびシラバス内容の検索方法を習得

する． 

［第４回] Excel 入門編 

文字の入力，基本的な表計算とグラフの作成方法を学び，体裁が整ったグラフの作成方法を習得する． 

［第５回] Excel 基本編 

表計算においてよく使われる関数について学び，簡単な数値積分とその誤差評価に関するグラフを作成する． 

［第６回] Excel 応用編 

分析ツールの使用方法について学び，最小自乗法による数値データのフィッティングを行う． 

［第７回] Word 入門編 

文字の入力，基本的文書の作成方法について学び，体裁の整ったレポートのひな型作成を習得する． 

［第８回] Word 基本編 

文書書式の設定方法と図の挿入方法について学び，レポートの作成方法を習得する． 

［第９回] Word 応用編 

数式の入力方法について学び，物理や数学でよく使われる数式をレポートに埋め込む． 

［第 10 回] PowerPoint 入門編 

文字の入力，基本的なスライドの作成方法を学び，体裁の整ったプレゼンテーション資料のひな型作成を習得する． 

［第 11 回] PowerPoint 基本編 

フォントの種類やサイズ，カラーを用いて，効果的なスライド作成を習得する． 

［第 12 回] PowerPoint 応用編 

口頭発表の基本的な流れを学び，プレゼンテーション実習の資料を作成する． 

［第 13 回] プレゼンテーション実習（その１） 

与えられたテーマに関して２分間のショートプレゼンテーションを履修者がローテーションで行う．適切に発表資料を準備し，

PowerPoint を利用して聴衆に必要な情報を伝える経験を積む． 

［第 14 回] プレゼンテーション実習（その２） 

前回ローテーションが回らなかった履修者のショートプレゼンテーションを行う． 

 
３．履修上の注意 

実習中はよく考えながら作業することが求められます． 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

特に予習の必要は無いが，原則として毎回，実習の理解を深めるためのレポート課題を課します． 

 
５．教科書 

特に指定しません．講義で使用するスライドをクラスウェブ上で公開します． 

 
６．参考書 

入門書が多数出版されているので，必要ならば購入を検討してください． 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中にその都度解説します． 

 
８．成績評価の方法 

レポート 80％，プレゼンテーション 20％とし，合計が満点の 60％以上を単位取得の条件とします． 

 
９．その他 
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情報処理実習 2 

科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理実習 2[1 組] 

担当者名 網嶋武 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 コンピュータ及びプログラミングは，電気電子生命学における種々の現象の解析，実験データの処理，あるいはディジタル

制御，数値計算，シミュレーションにおいて，極めて重要なツールである。この講義では，プログラミング言語として C 言語

を用い，実際にプログラムを作成することで理解を深める。また講義とコンピュータ実習を隔週毎に交互に実施する。 

達成目標 C 言語プログラムをコンピュータ上で作成し，数値計算に応用できること。なお，詳細な個々の目標は以下の通り

である。 

□整数型と実数型の演算を含んだプログラムを作成・実行できる。 

□分岐を含んだプログラムを作成・実行できる。 

□繰り返しを含んだプログラムを作成・実行できる。 

□配列変数を使用したプログラムを作成・実行できる。 

□関数を使用したプログラムを作成・実行できる。 

□ポインタを使用したプログラムを作成・実行できる。 

□基本的な数値計算を行うプログラムを組むことができる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] C 言語プログラムの基礎１（一般教室）条件判断命令（if 文）と繰り返し命令（for 文，while 文，do～while 文）に

ついて復習する。また数学的には基礎的な素数判定や素因数分解，最小公倍数，最大公約数などを求めるプログラムを例

にとり，コンピュータプログラムなりの考え方について習得する。 

［第２回] C 言語プログラムの実践１（情報処理教室）条件判断命令や繰り返し命令を用いた数値計算プログラムを作成，

実行して，レポートにまとめる。 

［第３回] C 言語プログラムの基礎２（一般教室）繰り返しと配列について復習する。 

［第４回] C 言語プログラムの実践２（情報処理教室）繰り返し命令や配列を用いた数値計算プログラムを作成，実行して，

レポートにまとめる。 

［第５回] 関数の作成１（一般教室）一連の処理をひとまとめにして利用できる関数の作成方法，利用方法を学ぶ。 

［第６回] 関数の作成の実践１（情報処理教室）自分自身で関数を作成，利用する数値計算プログラムを作り，これを実践し

てレポートにまとめる。 

［第７回] 関数の作成２（一般教室）void 関数や引数に配列を含む関数の作成方法，利用方法を学ぶ。 

［第８回] 関数の作成の実践２（情報処理教室）void 関数や引数に配列を含む関数を作成，利用する数値計算プログラム

を作り，これを実践してレポートにまとめる。 

［第９回] 関数とポインタ（一般教室）関数から２つ以上の値を返してもらう場合に必要となるポインタについて，その原理や

記述方法，利用方法を学ぶ。 

［第 10 回] 関数とポインタの利用（情報処理教室）ポインタを利用したプログラム及び引数に配列を使用した関数を作り，そ

の関数を呼び出すことによって処理が行われるプログラムを作成・実行し，レポートにまとめる。 

［第 11 回] 数値計算法１（一般教室）これまで修得した内容を利用した，基本的な数値計算を行うプログラムについて学

ぶ。具体的には，ニュートン法による非線形方程式の解法，オイラー法による微分方程式の近似解法などが挙げられる。 

［第 12 回] 数値計算法の実践１（情報処理教室）これまで修得した内容を利用した，基本的な数値計算を行うプログラムを

作成・実行し，レポートにまとめる。 

［第 13 回] 数値計算法２（一般教室）これまで修得した内容を利用した，基本的な数値計算を行うプログラムについて学

ぶ。具体的には，逆行列，連立方程式の解法などが挙げられる。 

［第 14 回ａ] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 引き続き，情報処理１，２，コンピュータシミュレーション他を履修すること。 

 一般教室での講義内容に関して翌週に各自でプログラムを組むので，翌週までに講義内容を十分に復習しておくこと。理

解が不十分な点は担当教員や学習支援センター等で質問し，解決しておくこと。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前学習として情報処理実習１を復習しておくこと。授業時間中に終わらなかった課題については，次回までに必ず終わ

らせておくこと。自宅に PC を持っている場合は C 言語の環境を構築し，予習・復習に活用することを薦める。 
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５．教科書 

 柴田望洋著「新版 明解 C 言語 入門編 第２版」ソフトバンクパブリッシング。 

 その他，要点をまとめたプリント 

 

 
６．参考書 

 「C 言語入門」，Les Hancock 他，アスキー，「はじめての C」，椋田實，技術評論社，「プログラミング言語 C」，B. W. カ

ーニハン他，共立出版，「C 入門」，浦昭二 他，培風館 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出された実習課題について、 必要に応じて授業中または Oh-o! Meiji を通じてフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 C 言語プログラミングに関する期末テスト（50％），小テスト及び実習中に提出を求める課題（50％）により判定する。また，

出席は毎時間確認する。総合点の 60％以上を合格とする。 

 

 
９．その他 

 春学期中に生田情報メディアサービスで行われるコンピュータの使い方に関する講習会に参加すること。 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理実習 2[2 組] 

担当者名 屋敷聡 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 コンピュータ及びプログラミングは，電気電子生命学における種々の現象の解析，実験データの処理，あるいはディジタル

制御，数値計算，シミュレーションにおいて，極めて重要なツールである。この講義では，プログラミング言語として C 言語

を用い，実際にプログラムを作成することで理解を深める。また講義とコンピュータ実習を隔週毎に交互に実施する。 

達成目標 C 言語プログラムをコンピュータ上で作成し，数値計算に応用できること。なお，詳細な個々の目標は以下の通り

である。 

□整数型と実数型の演算を含んだプログラムを作成・実行できる。 

□分岐を含んだプログラムを作成・実行できる。 

□繰り返しを含んだプログラムを作成・実行できる。 

□配列変数を使用したプログラムを作成・実行できる。 

□関数を使用したプログラムを作成・実行できる。 

□ポインタを使用したプログラムを作成・実行できる。 

□基本的な数値計算を行うプログラムを組むことができる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] C 言語プログラムの基礎１（一般教室）条件判断命令（if 文）と繰り返し命令（for 文，while 文，do～while 文）に

ついて復習する。また数学的には基礎的な素数判定や素因数分解，最小公倍数，最大公約数などを求めるプログラムを例

にとり，コンピュータプログラムなりの考え方について習得する。 

［第２回] C 言語プログラムの実践１（情報処理教室）条件判断命令や繰り返し命令を用いた数値計算プログラムを作成，

実行して，レポートにまとめる。 

［第３回] C 言語プログラムの基礎２（一般教室）繰り返しと配列について復習する。 

［第４回] C 言語プログラムの実践２（情報処理教室）繰り返し命令や配列を用いた数値計算プログラムを作成，実行して，

レポートにまとめる。 

［第５回] 関数の作成１（一般教室）一連の処理をひとまとめにして利用できる関数の作成方法，利用方法を学ぶ。 

［第６回] 関数の作成の実践１（情報処理教室）自分自身で関数を作成，利用する数値計算プログラムを作り，これを実践し

てレポートにまとめる。 

［第７回] 関数の作成２（一般教室）void 関数や引数に配列を含む関数の作成方法，利用方法を学ぶ。 

［第８回] 関数の作成の実践２（情報処理教室）void 関数や引数に配列を含む関数を作成，利用する数値計算プログラム

を作り，これを実践してレポートにまとめる。 

［第９回] 関数とポインタ（一般教室）関数から２つ以上の値を返してもらう場合に必要となるポインタについて，その原理や

記述方法，利用方法を学ぶ。 

［第 10 回] 関数とポインタの利用（情報処理教室）ポインタを利用したプログラム及び引数に配列を使用した関数を作り，そ

の関数を呼び出すことによって処理が行われるプログラムを作成・実行し，レポートにまとめる。 

［第 11 回] 数値計算法１（一般教室）これまで修得した内容を利用した，基本的な数値計算を行うプログラムについて学

ぶ。具体的には，ニュートン法による非線形方程式の解法，オイラー法による微分方程式の近似解法などが挙げられる。 

［第 12 回] 数値計算法の実践１（情報処理教室）これまで修得した内容を利用した，基本的な数値計算を行うプログラムを

作成・実行し，レポートにまとめる。 

［第 13 回] 数値計算法２（一般教室）これまで修得した内容を利用した，基本的な数値計算を行うプログラムについて学

ぶ。具体的には，逆行列，連立方程式の解法などが挙げられる。 

［第 14 回ａ] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 引き続き，情報処理１，２，コンピュータシミュレーション他を履修すること。 

 一般教室での講義内容に関して翌週に各自でプログラムを組むので，翌週までに講義内容を十分に復習しておくこと。理

解が不十分な点は担当教員や学習支援センター等で質問し，解決しておくこと。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前学習として情報処理実習１を復習しておくこと。授業時間中に終わらなかった課題については，次回までに必ず終わ

らせておくこと。自宅に PC を持っている場合は C 言語の環境を構築し，予習・復習に活用することを薦める。 
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５．教科書 

 柴田望洋著「新版 明解 C 言語 入門編 第２版」ソフトバンクパブリッシング。 

 その他，要点をまとめたプリント 

 

 
６．参考書 

 「C 言語入門」，Les Hancock 他，アスキー，「はじめての C」，椋田實，技術評論社，「プログラミング言語 C」，B. W. カ

ーニハン他，共立出版，「C 入門」，浦昭二 他，培風館 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出された実習課題について、 必要に応じて授業中または Oh-o! Meiji を通じてフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 C 言語プログラミングに関する期末テスト（50％），小テスト及び実習中に提出を求める課題（50％）により判定する。また，

出席は毎時間確認する。総合点の 60％以上を合格とする。 

 

 
９．その他 

 春学期中に生田情報メディアサービスで行われるコンピュータの使い方に関する講習会に参加すること。 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理実習 2[3 組] 

担当者名 皆川忠相 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 コンピュータ及びプログラミングは，電気電子生命学における種々の現象の解析，実験データの処理，あるいはディジタル

制御，数値計算，シミュレーションにおいて，極めて重要なツールである。この講義では，プログラミング言語として C 言語

を用い，実際にプログラムを作成することで理解を深める。また講義とコンピュータ実習を隔週毎に交互に実施する。 

達成目標 C 言語プログラムをコンピュータ上で作成し，数値計算に応用できること。なお，詳細な個々の目標は以下の通り

である。 

□整数型と実数型の演算を含んだプログラムを作成・実行できる。 

□分岐を含んだプログラムを作成・実行できる。 

□繰り返しを含んだプログラムを作成・実行できる。 

□配列変数を使用したプログラムを作成・実行できる。 

□関数を使用したプログラムを作成・実行できる。 

□ポインタを使用したプログラムを作成・実行できる。 

□基本的な数値計算を行うプログラムを組むことができる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] C 言語プログラムの基礎１（一般教室）条件判断命令（if 文）と繰り返し命令（for 文，while 文，do～while 文）に

ついて復習する。また数学的には基礎的な素数判定や素因数分解，最小公倍数，最大公約数などを求めるプログラムを例

にとり，コンピュータプログラムなりの考え方について習得する。 

［第２回] C 言語プログラムの実践１（情報処理教室）条件判断命令や繰り返し命令を用いた数値計算プログラムを作成，

実行して，レポートにまとめる。 

［第３回] C 言語プログラムの基礎２（一般教室）繰り返しと配列について復習する。 

［第４回] C 言語プログラムの実践２（情報処理教室）繰り返し命令や配列を用いた数値計算プログラムを作成，実行して，

レポートにまとめる。 

［第５回] 関数の作成１（一般教室）一連の処理をひとまとめにして利用できる関数の作成方法，利用方法を学ぶ。 

［第６回] 関数の作成の実践１（情報処理教室）自分自身で関数を作成，利用する数値計算プログラムを作り，これを実践し

てレポートにまとめる。 

［第７回] 関数の作成２（一般教室）void 関数や引数に配列を含む関数の作成方法，利用方法を学ぶ。 

［第８回] 関数の作成の実践２（情報処理教室）void 関数や引数に配列を含む関数を作成，利用する数値計算プログラム

を作り，これを実践してレポートにまとめる。 

［第９回] 関数とポインタ（一般教室）関数から２つ以上の値を返してもらう場合に必要となるポインタについて，その原理や

記述方法，利用方法を学ぶ。 

［第 10 回] 関数とポインタの利用（情報処理教室）ポインタを利用したプログラム及び引数に配列を使用した関数を作り，そ

の関数を呼び出すことによって処理が行われるプログラムを作成・実行し，レポートにまとめる。 

［第 11 回] 数値計算法１（一般教室）これまで修得した内容を利用した，基本的な数値計算を行うプログラムについて学

ぶ。具体的には，ニュートン法による非線形方程式の解法，オイラー法による微分方程式の近似解法などが挙げられる。 

［第 12 回] 数値計算法の実践１（情報処理教室）これまで修得した内容を利用した，基本的な数値計算を行うプログラムを

作成・実行し，レポートにまとめる。 

［第 13 回] 数値計算法２（一般教室）これまで修得した内容を利用した，基本的な数値計算を行うプログラムについて学

ぶ。具体的には，逆行列，連立方程式の解法などが挙げられる。 

［第 14 回ａ] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 引き続き，情報処理１，２，コンピュータシミュレーション他を履修すること。 

 一般教室での講義内容に関して翌週に各自でプログラムを組むので，翌週までに講義内容を十分に復習しておくこと。理

解が不十分な点は担当教員や学習支援センター等で質問し，解決しておくこと。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前学習として情報処理実習１を復習しておくこと。授業時間中に終わらなかった課題については，次回までに必ず終わ

らせておくこと。自宅に PC を持っている場合は C 言語の環境を構築し，予習・復習に活用することを薦める。 
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５．教科書 

 柴田望洋著「新版 明解 C 言語 入門編 第２版」ソフトバンクパブリッシング。 

 その他，要点をまとめたプリント 

 

 
６．参考書 

 「C 言語入門」，Les Hancock 他，アスキー，「はじめての C」，椋田實，技術評論社，「プログラミング言語 C」，B. W. カ

ーニハン他，共立出版，「C 入門」，浦昭二 他，培風館 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出された実習課題について、 必要に応じて授業中または Oh-o! Meiji を通じてフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 C 言語プログラミングに関する期末テスト（50％），小テスト及び実習中に提出を求める課題（50％）により判定する。また，

出席は毎時間確認する。総合点の 60％以上を合格とする。 

 

 
９．その他 

 春学期中に生田情報メディアサービスで行われるコンピュータの使い方に関する講習会に参加すること。 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理実習 2[4 組] 

担当者名 嶋田総太郎 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 コンピュータ及びプログラミングは，電気電子生命学における種々の現象の解析，実験データの処理，あるいはディジタル

制御，数値計算，シミュレーションにおいて，極めて重要なツールである。この講義では，プログラミング言語として C 言語

を用い，実際にプログラムを作成することで理解を深める。また講義とコンピュータ実習を隔週毎に交互に実施する。 

達成目標 C 言語プログラムをコンピュータ上で作成し，数値計算に応用できること。なお，詳細な個々の目標は以下の通り

である。 

□整数型と実数型の演算を含んだプログラムを作成・実行できる。 

□分岐を含んだプログラムを作成・実行できる。 

□繰り返しを含んだプログラムを作成・実行できる。 

□配列変数を使用したプログラムを作成・実行できる。 

□関数を使用したプログラムを作成・実行できる。 

□ポインタを使用したプログラムを作成・実行できる。 

□基本的な数値計算を行うプログラムを組むことができる。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] C 言語プログラムの基礎１（一般教室）条件判断命令（if 文）と繰り返し命令（for 文，while 文，do～while 文）に

ついて復習する。また数学的には基礎的な素数判定や素因数分解，最小公倍数，最大公約数などを求めるプログラムを例

にとり，コンピュータプログラムなりの考え方について習得する。 

［第２回] C 言語プログラムの実践１（情報処理教室）条件判断命令や繰り返し命令を用いた数値計算プログラムを作成，

実行して，レポートにまとめる。 

［第３回] C 言語プログラムの基礎２（一般教室）繰り返しと配列について復習する。 

［第４回] C 言語プログラムの実践２（情報処理教室）繰り返し命令や配列を用いた数値計算プログラムを作成，実行して，

レポートにまとめる。 

［第５回] 関数の作成１（一般教室）一連の処理をひとまとめにして利用できる関数の作成方法，利用方法を学ぶ。 

［第６回] 関数の作成の実践１（情報処理教室）自分自身で関数を作成，利用する数値計算プログラムを作り，これを実践し

てレポートにまとめる。 

［第７回] 関数の作成２（一般教室）void 関数や引数に配列を含む関数の作成方法，利用方法を学ぶ。 

［第８回] 関数の作成の実践２（情報処理教室）void 関数や引数に配列を含む関数を作成，利用する数値計算プログラム

を作り，これを実践してレポートにまとめる。 

［第９回] 関数とポインタ（一般教室）関数から２つ以上の値を返してもらう場合に必要となるポインタについて，その原理や

記述方法，利用方法を学ぶ。 

［第 10 回] 関数とポインタの利用（情報処理教室）ポインタを利用したプログラム及び引数に配列を使用した関数を作り，そ

の関数を呼び出すことによって処理が行われるプログラムを作成・実行し，レポートにまとめる。 

［第 11 回] 数値計算法１（一般教室）これまで修得した内容を利用した，基本的な数値計算を行うプログラムについて学

ぶ。具体的には，ニュートン法による非線形方程式の解法，オイラー法による微分方程式の近似解法などが挙げられる。 

［第 12 回] 数値計算法の実践１（情報処理教室）これまで修得した内容を利用した，基本的な数値計算を行うプログラムを

作成・実行し，レポートにまとめる。 

［第 13 回] 数値計算法２（一般教室）これまで修得した内容を利用した，基本的な数値計算を行うプログラムについて学

ぶ。具体的には，逆行列，連立方程式の解法などが挙げられる。 

［第 14 回ａ] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 引き続き，情報処理１，２，コンピュータシミュレーション他を履修すること。 

 一般教室での講義内容に関して翌週に各自でプログラムを組むので，翌週までに講義内容を十分に復習しておくこと。理

解が不十分な点は担当教員や学習支援センター等で質問し，解決しておくこと。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前学習として情報処理実習１を復習しておくこと。授業時間中に終わらなかった課題については，次回までに必ず終わ

らせておくこと。自宅に PC を持っている場合は C 言語の環境を構築し，予習・復習に活用することを薦める。 
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５．教科書 

 柴田望洋著「新版 明解 C 言語 入門編 第２版」ソフトバンクパブリッシング。 

 その他，要点をまとめたプリント 

 

 
６．参考書 

 「C 言語入門」，Les Hancock 他，アスキー，「はじめての C」，椋田實，技術評論社，「プログラミング言語 C」，B. W. カ

ーニハン他，共立出版，「C 入門」，浦昭二 他，培風館 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出された実習課題について、 必要に応じて授業中または Oh-o! Meiji を通じてフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 C 言語プログラミングに関する期末テスト（50％），小テスト及び実習中に提出を求める課題（50％）により判定する。また，

出席は毎時間確認する。総合点の 60％以上を合格とする。 

 

 
９．その他 

 春学期中に生田情報メディアサービスで行われるコンピュータの使い方に関する講習会に参加すること。 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理実習 2[5 組] 

担当者名 加藤恵輔 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本科目は，「学習教育目標（B-1）工学基礎（情報）」の達成に必要な必修科目である。 

 情報処理実習１に引き続き C 言語によるプログラミングを，実際に計算機を利用しながら演習を行うことにより習得するこ

とを目的とする。 

 本授業では，既に情報処理・演習１にて学んだ C 言語を用いたプログラミング技術を利用し，科学技術計算，数値シミュ

レーションに利用していくことを目的とする。計測データを処理する上で必要な補間演算，ベクトル演算，FFT，最小二乗法，

微分方程式の数値的解法及び考え方を学習する。 

 

 
２．授業内容 

 

［第１回] イントロダクション，開発環境の確認（情報処理実習 1 と同じ），C 言語の復習 

［第２回] コンピュータハードウェアの利用，C++言語入門 

［第３回] Python 入門 

［第４回] 人工知能入門 

［第５回] メモリの利用法 と 補間法 

［第６回] データのグラフ表現：最小二乗法 

［第７回] フーリエ変換(1) 

［第８回] フーリエ変換(2) 

［第９回] 微分方程式の数値解法 1 

［第 10 回] 微分方程式の数値解法 2，前半まとめ 

［第 11 回] 中間試験 

［第 12 回] 応用プログラミング演習（制御）（1） 

［第 13 回] 応用プログラミング演習（制御）（2） 

［第 14 回] 期末試験 

 
３．履修上の注意 

 情報処理１，情報処理実習１を受講し，充分に理解していることが望ましい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 

本講義で実習や課題を行うには，大学の情報処理機器が利用できる必要がある。 

事前に学内ネットワーク（MIND）利用講習会を受講し，MIND が利用できるようになっておくこと。 

また，Teams を利用するには Meiji Mail が利用できる必要がある。 

 
５．教科書 

Web/プリントにて資料を配布する。 

 

 
６．参考書 

 高橋麻奈著「やさしい C」ソフトバンク 

 小池慎一著「C による科学技術計算」CQ 出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内容の連絡および課題の提出には主に Oh-o! meiji を用い，課題の理解度等を以降の授業に反映しフィードバックす

る． 

 
８．成績評価の方法 

 演習（50％）と試験（50％）により評価する。 

 60％以上を合格とする。 
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９．その他 

 基本キーワード：計算機利用の基礎（３時間） 

 個別キーワード：プログラム言語（18 時間） 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理実習 2[6 組] 

担当者名 川口達也 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本科目は，「学習教育目標（B-1）工学基礎（情報）」の達成に必要な必修科目である。 

情報処理実習 1 に引き続きコンピュータプログラミングを，実際に計算機を利用しながら演習を行うことにより習得することを

目的とする。 

本授業では，プログラミング技術を応用し，科学技術計算，数値シミュレーションに利用していくことを目的とする。計測デー

タを処理する上で必要なベクトル演算，DFT，グラフィック，制御の数値的解法及び考え方を学習する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション，開発環境の確認（情報処理実習 1 と同じ），C 言語の復習 

［第２回] コンピュータハードウェアの利用，C++言語入門 

［第３回] Python 入門 

［第４回] 人工知能入門 

［第５回] メモリの利用法 と 補間法 

［第６回] データのグラフ表現：最小二乗法 

［第７回] フーリエ変換(1) 

［第８回] フーリエ変換(2) 

［第９回] 微分方程式の数値解法(1) 

［第 10 回] 微分方程式の数値解法(2)，前半まとめ 

［第 11 回] 中間試験 

［第 12 回] 応用プログラミング演習（制御）（1） 

［第 13 回] 応用プログラミング演習（制御）（2） 

［第 14 回] 期末試験 

 
３．履修上の注意 

情報処理 1，情報処理実習 1 を受講し，充分に理解していることが望ましい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

本講義で実習や課題を行うには，大学の情報処理機器が利用できる必要がある。事前に学内ネットワーク（MIND）利用講習

会を受講し，MIND が利用できるようになっておくこと。また，Teams を利用するには Meiji Mail が利用できる必要がある。 

 
５．教科書 

Web/プリントにて資料を配布する。 

 

 
６．参考書 

高橋麻奈著「やさしい C」ソフトバンク 

小池慎一著「C による科学技術計算」CQ 出版社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内容の連絡および課題の提出には主に Oh-o! meiji を用い，課題の理解度等を以降の授業に反映しフィードバックす

る． 

 
８．成績評価の方法 

実習（50％）と試験（50％）により評価する。 

60％以上を合格とする。 

 

 
９．その他 

基本キーワード：計算機利用の基礎（３時間） 
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個別キーワード：プログラム言語（18 時間） 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理実習 2〔M〕[機情] 

担当者名 木本充彦 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この科目は理工学部機械情報工学科の学位授与方針に定められた項目「（A） 機械技術者・研究者としての幅広い基礎

知識と応用能力の習得 」に資する。機械情報工学分野において必要な各種の数値処理法を扱い、数値計算法の基礎とア

ルゴリズムを理解するとともに、Ｃ言語を用いたプログラミング技法を修得する。 

【到達目標】Ｃ言語の基礎を身につけるとともに、連立一次方程式の解法、数値積分法、補間法、および最小二乗法のアル

ゴリズムを理解し、プログラミングできることを目標とする。 

 
２．授業内容 

［第 1 回］イントロダクション、C 言語の復習 〔メディア授業（リアルタイム配信型）〕 

［第 2 回］配列の操作、二次元配列を使った行列計算〔メディア授業（リアルタイム配信型）〕 

［第 3 回］数値積分法（中点則、台形則）〔メディア授業（リアルタイム配信型）〕 

［第 4 回］数値積分法（シンプソン則）〔メディア授業（リアルタイム配信型）〕 

［第 5 回］連立一次方程式（掃き出し法、行列形式）〔メディア授業（リアルタイム配信型）〕 

［第 6 回］連立一次方程式（掃き出し法）〔メディア授業（リアルタイム配信型）〕 

［第 7 回］連立一次方程式（ガウス法）〔メディア授業（リアルタイム配信型）〕 

［第 8 回］ラグランジュ補間法（アルゴリズム）〔メディア授業（リアルタイム配信型）〕 

［第 9 回］ラグランジュ補間法（プログラミング）〔メディア授業（リアルタイム配信型）〕 

［第 10 回］ラグランジュ補間法（応用）〔メディア授業（リアルタイム配信型）〕 

［第 11 回］最小二乗法（原点を通る直線）〔メディア授業（リアルタイム配信型）〕 

［第 12 回］最小二乗法（直線近似）〔メディア授業（リアルタイム配信型）〕 

［第 13 回］最小二乗法（応用）〔メディア授業（リアルタイム配信型）〕 

［第 14 回］a：理解度確認演習、b：解説〔メディア授業（リアルタイム配信型）〕 

 
３．履修上の注意 

 この授業はメディア授業科目として開講される。授業はすべて、Zoom を使ったリアルタイム配信型で実施する。授業は録

画を行い、授業後に Oh-o! Meiji システムを通じて配信し、当該授業期間中の視聴を可能とする。ただし、録画動画は復習

を目的としたものであり、受講生は毎回のリアルタイム配信型の授業へ出席する必要がある。出席確認は授業中に行う。質

問・相談は授業中の口頭、Zoom チャット機能、Oh-o! Meiji クラスウェブのアンケート機能、メールにより受け付ける。また、

Oh o! Meiji クラスウェブのディスカッション機能を活用し 、意見交換の場を設ける。教員の連絡先：kimoto@meiji.ac.jp（メー

ルで問い合わせる際は、Meiji Mail アドレスを使用すること。それ以外のメールアドレスからの問い合わせには対応しない。） 

 授業中に C 言語のプログラミング演習を行うため、ノート PC またはデスクトップ PC を使用して受講すること。 

 本講義科目は、C 言語プログラミングの基礎的な知識に基づいてアルゴリズムの実装を行うため、情報処理実習１を履修

し、その内容を習得していることが望ましい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

配布テキストを事前に読んでおくこと。復習として、授業で行ったプログラム演習の課題を再度実施すること。 

 
５．教科書 

教科書は指定せず、演習テキストを配布する。 

 
６．参考書 

「新・明解Ｃ言語 入門編 第 2 版」柴田望洋、ソフトバンククリエイティブ 

「プログラミング言語Ｃ 第 2 版」B. W. Kernighan、D. M. Ritchie、共立出版 

「Ｃ言語による数値計算入門」皆本晃弥、サイエンス社 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

前回の課題について講義の冒頭で総評・解説を行う。 

 
８．成績評価の方法 

レポート課題（100％）で評価する。満点 100％に対し 60％以上を合格とする。 

※対面形式での試験は行わない。 
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９．その他 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理実習 2[7a] 

担当者名 新山龍馬 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

現代社会においてコンピュータ及び IT（information technology）は必要不可欠な要素となっている。本講義では、コンピュ

ータ及び IT に関する理解を深めるために、代表的なプログラミング言語のひとつである「C 言語」の学習を通して、プログラ

ミングの基本を学ぶ。 

 

到達目標： 

種々の問題をコンピュータで解くための基本アルゴリズムを理解し、プログラミング能力を養う。 

 

この科目は学位授与方針に定められた A（幅広い基礎知識と応用能力）に関与する。 

 
２．授業内容 

第 1 回 プログラミング環境確認、理解度チェック演習 

第 2 回 制御文（while/for 文）・配列の復習 

第 3 回 関数 1 

第 4 回 型と 2 進数による表現、演算子 

第 5 回 文字と文字列 

第 6 回 関数 2 

第 7 回 ポインタ 1 

第 8 回 ポインタ 2 

第 9 回 文字列とポインタ 

第 10 回 理解度チェック演習 1 

第 11 回 構造体 1 

第 12 回 構造体 2 

第 13 回 ファイル処理 

第 14 回 理解度チェック演習 2・解説 

 
３．履修上の注意 

「情報処理実習 1」の内容を習得していること。 

4 月第 1 週に発表されるクラス分けにしたがって講義が行われるので、該当する担当教員のクラスを受講（履修登録）するこ

と。 受講クラスのシラバスの補足をよく確認すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

事前に各回の範囲に対応する教科書の章に目を通し、疑問点を明確にしておくこと。 

講義中に出題された演習問題に関して、理解が不十分なところはプログラムを作成・実行して復習し、基礎を固めること。 

 

 
５．教科書 

「新・明解 C 言語 入門編 第 2 版」柴田望洋、SB クリエイティブ 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

各回の冒頭に解説を行う。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 60％、演習 40％で評価し、合計 60％以上を合格とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理実習 2[7b・8a] 

担当者名 新藤康弘 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

現代社会においてコンピュータ及び IT（information technology）は必要不可欠な要素となっている。本講義では、コンピュ

ータ及び IT に関する理解を深めるために、代表的なプログラミング言語のひとつである「C 言語」の学習を通して、プログラ

ミングの基本を学ぶ。 

 

到達目標： 

種々の問題をコンピュータで解くための基本アルゴリズムを理解し、プログラミング能力を養う。 

 

この科目は学位授与方針に定められた A（幅広い基礎知識と応用能力）に関与する。 

 
２．授業内容 

第 1 回 プログラミング環境確認、理解度チェック演習 

第 2 回 制御文（while/for 文）・配列の復習 

第 3 回 関数 1 

第 4 回 型と 2 進数による表現、演算子 

第 5 回 文字と文字列 

第 6 回 関数 2 

第 7 回 ポインタ 1 

第 8 回 ポインタ 2 

第 9 回 文字列とポインタ 

第 10 回 理解度チェック演習 1 

第 11 回 構造体 1 

第 12 回 構造体 2 

第 13 回 ファイル処理 

第 14 回 理解度チェック演習 2・解説 

 
３．履修上の注意 

「情報処理実習 1」の内容を習得していること。 

4 月第 1 週に発表されるクラス分けにしたがって講義が行われるので、該当する担当教員のクラスを受講（履修登録）するこ

と。 受講クラスのシラバスの補足をよく確認すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

事前に各回の範囲に対応する教科書の章に目を通し、疑問点を明確にしておくこと。 

講義中に出題された演習問題に関して、理解が不十分なところはプログラムを作成・実行して復習し、基礎を固めること。 

 

 
５．教科書 

「新・明解 C 言語 入門編 第 2 版」柴田望洋、SB クリエイティブ 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

各回の冒頭に解説を行う。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 60％、演習 40％で評価し、合計 60％以上を合格とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理実習 2[8b] 

担当者名 渡邉英宏 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

現代社会においてコンピュータ及び IT（information technology）は必要不可欠な要素となっている。本講義では、コンピュ

ータ及び IT に関する理解を深めるために、代表的なプログラミング言語のひとつである「C 言語」の学習を通して、プログラ

ミングの基本を学ぶ。 

 

到達目標： 

種々の問題をコンピュータで解くための基本アルゴリズムを理解し、プログラミング能力を養う。 

 

この科目は学位授与方針に定められた A（幅広い基礎知識と応用能力）に関与する。 

 
２．授業内容 

第 1 回 プログラミング環境確認、理解度チェック演習 

第 2 回 制御文（while/for 文）・配列の復習 

第 3 回 関数 1 

第 4 回 型と 2 進数による表現、演算子 

第 5 回 文字と文字列 

第 6 回 関数 2 

第 7 回 ポインタ 1 

第 8 回 ポインタ 2 

第 9 回 文字列とポインタ 

第 10 回 理解度チェック演習 1 

第 11 回 構造体 1 

第 12 回 構造体 2 

第 13 回 ファイル処理 

第 14 回 理解度チェック演習 2・解説 

 
３．履修上の注意 

「情報処理実習 1」の内容を習得していること。 

4 月第 1 週に発表されるクラス分けにしたがって講義が行われるので、該当する担当教員のクラスを受講（履修登録）するこ

と。 受講クラスのシラバスの補足をよく確認すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

事前に各回の範囲に対応する教科書の章に目を通し、疑問点を明確にしておくこと。 

講義中に出題された演習問題に関して、理解が不十分なところはプログラムを作成・実行して復習し、基礎を固めること。 

 

 
５．教科書 

「新・明解 C 言語 入門編 第 2 版」柴田望洋、SB クリエイティブ 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

各回の冒頭に解説を行う。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 60％、演習 40％で評価し、合計 60％以上を合格とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 3 年 開講学期 春 

科目名 情報処理実習 2[建築] 

担当者名 川津彩可 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 建築設計の現場では，CAD（Computer Aided Design）が広く普及しており，コンピュータによる作図が一般化している。近

年では，手や模型では扱えない複雑な形状のボリュームを 3D ソフトで検討し，美しいグラフィクスや動画も比較的簡単に

作成することが可能になった。このように CAD ソフトは，設計の初期段階であるスタディから最終段階であるプレゼンテーシ

ョンに至るまで，様々な場面で活用され，設計を行う上で必要不可欠な技術の一つとなっている。こうした背景を踏まえ，この

講義では，実際に CAD ソフトとグラフィックソフトをパーソナルな環境で操作しながら，作図とプレゼンテーション図面製作

についての応用的な技術・ノウハウを習得することを目的とする。 

 本演習は，比較的単純な小空間を設計しながら，CAD（特に３次元空間のモデリング機能）のスキルを獲得できるように考

えられている。CAD ソフトの 3D 機能を用いて，各種図面とパースを作成し，プレゼンテーションボードに美しくレイアウトす

る能力を身につける。従って，単なるソフトの操作技術を習得することにとどまらず，3D 機能を用いた効率的なボリュームス

タディと建築図面の実践的なプレゼンテーション技術についても有益なノウハウを学ぶことができる。建築設計演習と併せて

履修すると相乗的なレベルアップが期待できる。 

 

 
２．授業内容 

課題の主旨 

 建築プレゼンテーションを行う際に必要な基礎的なグラフックテクニックを学ぶことを目的とする。授業は２つのパートに分

けれ，まず CAD ソフト（Autodesk Revit）を使い小規模建築のモデリングすることで図面とパースを作成し，それらをグラフィ

ックソフト（Adobe Illustrator）を用いてプレゼンテーションシートを作成することにより，一連の基本的な技術を身につける。次

にこれまで設計演習科目で取り組んだ過去の作品を題材に CAD ソフト（Autodesk Revit）にて図面とパースを作成し，画像

処理ソフト（Adobe Photoshop）やグラフィックソフト（Adobe Illustrator）を使ったプレゼンテーションを行い，技術の定着と応用

を計る。それによって以下の習得を目指す。 

１）汎用的な CAD ソフト（Autodesk Revit），画像ソフト（Adobe Photoshop），グラフィックソフト（Adobe Illustrator）の基礎的ス

キル 

２）グラフィックプレゼンテーションの理論 

３）わかりやすく魅力的なプレゼンテーションの作成技術 

４）CAD やプレゼンテーション技術を身につけることで広がる設計の視野 

第１課題 

 「篠原一男「上原通りの住宅」のプレゼンテーションシート作成」 

第２課題 

 これまでの設計課題の中から１作品を選び，プレゼンテーションシート（ポートフォリオ使用を想定）の作成。 

[第 1 回]  ガイダンス・課題説明、第 1 課題モデリング（1） 

[第 2 回]  モデリング（2） 

[第 3 回]  モデリング（3） 

[第 4 回]  モデリング（4）、図面作成 

[第 5 回]  図面・パース作成・レイアウト 

[第 6 回]  第 1 課題講評会、第 2 課題の対象課題選定 

[第 7 回]  モデリング（1） 

[第 8 回]  モデリング（2） 

[第 9 回]  モデリング（3） 

[第 10 回]  モデリング（4） 

[第 11 回]  モデリング（5） 

[第 12 回]  第 2 課題モデリングデータ提出、図面・パース作成・レイアウト・表現（1） 

[第 13 回]  図面・パース作成・レイアウト・表現（2） 

[第 14 回] 第 2 課題講評会、まとめ 学内における展示，成果の公表 

 

 
３．履修上の注意 

 情報処理・実習１を履修していることが望ましい。 

 ガイダンスの際に習熟度に関するアンケートを行う。 

 プロジェクター使用。実際に操作を行い解説する。 

 OS（オペレーションシステム）：Windows 
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 ソフトウェア：Autodesk Revit, Autodesk AutoCad, Adobe Illustrator, Adobe Photoshop 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業中に配布する講義メモの該当箇所を振り返り，不明な部分があれば授業で質問すること。また次の回の内容について

教科書や参考書に目を通しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 特に指定しない。適宜プリントを配布する。 

 

 
６．参考書 

「はじめての Autodesk Revit & Revit LT [Revit/Revit LT 2021 対応]」林美砂子・中川まゆ・内田公平，エクスナレッジ，2020 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 講評会において特に重点的にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

〈達成度評価の方法と基準〉 

 演習への取り組みと課題の提出物により評価する。 

 配点は演習への取り組み（20％），第１課題提出物（30％），第２課題提出物（50％）とする。単位取得の条件は，評価の合

計が満点の 60％以上とする。 

提出期限に遅れた作品は素点から５点減点する 

 
９．その他 

〈人材養成および教育研究上の目的との対応〉 

〈建築学科の学習・教育到達目標との対応〉 

 本科目は，「学習教育到達目標（C）技術力とデザイン力」の達成に必要な選択科目である。 

〈オフィスアワー〉 

水曜日 12：45～13：15，場所：4303C 室 

e-mail による質問も可とする（kawazu@meiji.ac.jp）。この質問に対する回答は，原則として授業中に行う。 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理実習 2[12 組] 

担当者名 曽根高則義 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この科目は大きく２つの内容で構成する。 

１）Excel の表計算機能（主に組み込み関数・グラフ）を使って処理する方法について学ぶ。この内容は「情報処理・演習１」

で学んだ Excel の基本操作を基に進める。したがってこの科目を履修するには情報処理・演習１を受講していることが望ま

しい。 

２）Excel のマクロ機能を用い，Visual Basic によるプログラミングについて学ぶ。Excel のマクロ機能の基本操作の理解と，

マクロ機能を使った応用の経験を目的とする。 

 カリキュラムの中での位置づけ：２年次以降の応用化学実験や化学情報実験における実験データの整理方法の取得やマ

クロ機能を用いたプログラミングの導入となることを目的としている。 

 到達目標：（１）Excel を使ったデータ処理ができる。（２）Excel と Word を使ったレポートの作成ができる。（３）Excel-VBA 

の基本操作を理解する。（４）自分でプログラムをかくことで，論理的な思考法のトレーニングをする。 

 

 
２．授業内容 

［第１～４回] Excel の表計算機能を使った実験データの取り扱い 

第１回目『Excel の計算機能を使ったデータ処理～回帰分析（１）～』 

目的：目的に応じたグラフの作成，利用，近似曲線の追加 

第２回目『Excel の計算機能を使ったデータ処理～回帰分析（２）～』 

目的：目的に応じた組み込み関数を選択し利用できる・直線最小二乗法 

第３回目『Excel の計算機能を使ったデータ処理～度数分布～』 

目的：正確さと精度・有効数字・代表値・標準偏差の理解 

第４回目『Excel を使ったデータ処理，まとめ』 

目的：第１回～第３回の内容の確認。 

［第５～９回] Excel-VBA～基本操作編～ 

第５回目『Excel-VBA（１）』 

目的：Excel のマクロ機能の経験 

第６回目『Excel-VBA（２）』 

目的：Excel-VBA の編集（プロシージャ，ステートメント） 

第７回目『Excel-VBA（３）』 

目的：変数とループを使った簡単なプログラムの作成 

第８回目『Excel-VBA（４）』 

目的：変数の宣言やデータ型の認識・条件分岐（If, Do While...Loop ステートメント）を使ったプログラムの作成 

第９回目『Excel-VBA（５）』 

目的：条件分岐を使ったプログラムの作成・フローチャートを基にしたコードの作成 

［第 10～13 回] Excel-VBA～応用・実用編～ 

第 10 回目『Excel-VBA（６）～データのよみ込み～』 

目的：Excel から数値データをよみ込んでマクロに利用する。 

第 11 回目『Excel-VBA（７）～一変数非線形方程式の解法（１）～』 

目的：２分割法で一変数非線形方程式を解くマクロを作成する。 

第 12 回目『Excel-VBA（８）～一変数非線形方程式の解法（２）～』 

目的：単純代入法で一変数非線形方程式を解くマクロを作成する。 

第 13 回目『Excel-VBA（９）～一変数非線形方程式の解法（３）～』 

目的：Newton 法で一変数非線形方程式を解くマクロを作成する。 

［第 14 回] まとめ 

ａ：まとめ講義 

ｂ：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 授業は「情報処理実習１」と同様に，講義（練習問題の解説を含む）と演習を併用する。 

 Excel の演習：講義内容に沿った演習問題を解説図付きの操作方法を記したテキストを参考にして各自のペースで取り組

む。 
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 VBA の演習：講義中の練習問題と類似した問題を各自のペースで取り組む。 

 この科目を履修する学生は，春学期設置科目である「情報処理実習１」を履修しておくこと。 

 情報処理実習１および情報処理実習２は情報処理１および情報処理２の内容の演習ではないため，履修においては誤解

をしないように注意をすること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回配布されたテキストの該当箇所を振り返り，不明な箇所などがあれば授業で質問をすること。また，次の回の内容につ

いては事前に Oh-o! Meiji にテキストを掲載する。そのテキストに目を通しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 特に指定しない。毎回授業の前にテキストを Oh-o! Meiji に展開して使用する。 

 

 
６．参考書 

 特に指定はない。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を課した場合には、授業の中で模範解答の例を示す。講義内容の復習に役立てること。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，毎回の演習課題（50％）＋学期末の定期試験（50％）で行う予定でいる。合計が 60％以上を単位修得の条

件とする。 

 

 
９．その他 

 「情報処理実習１」を履修していることを前提に，授業を進める 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理実習 2[13 組] 

担当者名 曽根高則義 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 この科目は大きく２つの内容で構成する。 

１）Excel の表計算機能（主に組み込み関数・グラフ）を使って処理する方法について学ぶ。この内容は「情報処理・演習１」

で学んだ Excel の基本操作を基に進める。したがってこの科目を履修するには情報処理・演習１を受講していることが望ま

しい。 

２）Excel のマクロ機能を用い，Visual Basic によるプログラミングについて学ぶ。Excel のマクロ機能の基本操作の理解と，

マクロ機能を使った応用の経験を目的とする。 

 カリキュラムの中での位置づけ：２年次以降の応用化学実験や化学情報実験における実験データの整理方法の取得やマ

クロ機能を用いたプログラミングの導入となることを目的としている。 

 到達目標：（１）Excel を使ったデータ処理ができる。（２）Excel と Word を使ったレポートの作成ができる。（３）Excel-VBA 

の基本操作を理解する。（４）自分でプログラムをかくことで，論理的な思考法のトレーニングをする。 

 

 
２．授業内容 

［第１～４回] Excel の表計算機能を使った実験データの取り扱い 

第１回目『Excel の計算機能を使ったデータ処理～回帰分析（１）～』 

目的：目的に応じたグラフの作成，利用，近似曲線の追加 

第２回目『Excel の計算機能を使ったデータ処理～回帰分析（２）～』 

目的：目的に応じた組み込み関数を選択し利用できる・直線最小二乗法 

第３回目『Excel の計算機能を使ったデータ処理～度数分布～』 

目的：正確さと精度・有効数字・代表値・標準偏差の理解 

第４回目『Excel を使ったデータ処理，まとめ』 

目的：第１回～第３回の内容の確認。 

［第５～９回] Excel-VBA～基本操作編～ 

第５回目『Excel-VBA（１）』 

目的：Excel のマクロ機能の経験 

第６回目『Excel-VBA（２）』 

目的：Excel-VBA の編集（プロシージャ，ステートメント） 

第７回目『Excel-VBA（３）』 

目的：変数とループを使った簡単なプログラムの作成 

第８回目『Excel-VBA（４）』 

目的：変数の宣言やデータ型の認識・条件分岐（If, Do While...Loop ステートメント）を使ったプログラムの作成 

第９回目『Excel-VBA（５）』 

目的：条件分岐を使ったプログラムの作成・フローチャートを基にしたコードの作成 

［第 10～13 回] Excel-VBA～応用・実用編～ 

第 10 回目『Excel-VBA（６）～データのよみ込み～』 

目的：Excel から数値データをよみ込んでマクロに利用する。 

第 11 回目『Excel-VBA（７）～一変数非線形方程式の解法（１）～』 

目的：２分割法で一変数非線形方程式を解くマクロを作成する。 

第 12 回目『Excel-VBA（８）～一変数非線形方程式の解法（２）～』 

目的：単純代入法で一変数非線形方程式を解くマクロを作成する。 

第 13 回目『Excel-VBA（９）～一変数非線形方程式の解法（３）～』 

目的：Newton 法で一変数非線形方程式を解くマクロを作成する。 

［第 14 回] まとめ 

ａ：まとめ講義 

ｂ：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 授業は「情報処理実習１」と同様に，講義（練習問題の解説を含む）と演習を併用する。 

 Excel の演習：講義内容に沿った演習問題を解説図付きの操作方法を記したテキストを参考にして各自のペースで取り組

む。 
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 VBA の演習：講義中の練習問題と類似した問題を各自のペースで取り組む。 

 この科目を履修する学生は，春学期設置科目である「情報処理実習１」を履修しておくこと。 

 情報処理実習１および情報処理実習２は情報処理１および情報処理２の内容の演習ではないため，履修においては誤解

をしないように注意をすること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回配布されたテキストの該当箇所を振り返り，不明な箇所などがあれば授業で質問をすること。また，次の回の内容につ

いては事前に Oh-o! Meiji にテキストを掲載する。そのテキストに目を通しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 特に指定しない。毎回授業の前にテキストを Oh-o! Meiji に展開して使用する。 

 

 
６．参考書 

 特に指定はない。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を課した場合には、授業の中で模範解答の例を示す。講義内容の復習に役立てること。 

 
８．成績評価の方法 

 成績評価は，毎回の演習課題（50％）＋学期末の定期試験（50％）で行う予定でいる。合計が 60％以上を単位修得の条

件とする。 

 

 
９．その他 

 「情報処理実習１」を履修していることを前提に，授業を進める 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理実習 2[情報] 

担当者名 早川智一 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 情報処理実習１に引き続いてプログラミング言語 C によるプログラミングを学ぶ。 

 情報処理実習１・２を合わせて C 言語の基本的な仕様を把握し、ポインタ・構造体等の操作に習熟し、基本的なプログラミ

ング技能を身につけることを目標とする。 

 
２．授業内容 

［第１回] 前処理とマクロ 

［第２回] 整数以外のデータと型 

［第３回] 文字や文字列の処理 

［第４回] ファイルの入出力 

［第５回] 構造体 

［第６回] ポインタ 

［第７回] 構造体へのポインタ 

［第８回] ポインタと配列 

［第９回] ポインタと文字列 

［第 10 回] 再帰呼出し 

［第 11 回] コマンド引数と分割コンパイル 

［第 12 回] 文字と式のまとめ 

［第 13 回] 宣言のまとめ 

［第 14 回] a：確認テスト、b：総括 

 

 
３．履修上の注意 

・各授業時間は講義形式で行なうが、ノートパソコンを持参することを強く推奨する。 

・予習・復習のために授業で指定する演習環境を自分で構築することを強く推奨する。 

・授業中の態度やレポートの内容等に応じて特別に加点や減点を行うことがある。 

・授業への出席回数が 2/3 を下回ると、成績の如何に関わらず単位を取得することはできない。 

・原則として、本学が認める理由（例：法定伝染病など）以外での遅刻・早退・欠席に対する特段の配慮は行わない。 

・休講した場合には補講を行うので、学年暦で補講日を確認して予定を終日空けておくこと。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・先に履修した情報処理実習１およびプログラム実習１の内容が身についていることが前提となるので、授業前に十分復習し

ておくこと。 

・予習として、次回の授業範囲について事前に教科書等で調べておくこと。 

・復習として、教科書等の該当箇所を読み直すこと。 

 
５．教科書 

『情報処理実習２テキスト』 

 

 
６．参考書 

『新・明解 C 言語 入門編 第 2 版』柴田望洋著（ソフトバンククリエイティブ） 

『プログラミング言語 C 第 2 版』Brian W.カーニハン 著・ D.M.リッチー 著・ 石田 晴久 訳（共立出版） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の全体講評を授業中に（または Oh-o! Meiji で）行う。 

 
８．成績評価の方法 

レポート課題 50%、確認テスト 50% 

 

学期末に、レポート課題が履修者自身の力で作成されていることを確認するための確認テストを実施する。確認テストを未受

験の場合には、レポート課題の解答状況の如何に関わらず、単位を取得することはできない。 
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９．その他 

・履修者に、授業での提出課題について発表してもらう場合がある。 

・履修者の人数や理解度などに応じて、授業の内容や進度などを変更・調整する場合がある。 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理実習 2[数学] 

担当者名 佐久間拓也 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 数学科の学習や研究活動において，強力な道具である LaTeX について数式の記述や表の作成など実践的にかつ理論

的に学ぶ。さらに，数式処理ソフトウェアによるグラフの描画やその図版を LaTeX に取り込み，より表現力のある文書作成

をする。 

 特に，数式や表の表現，グラフによるシミュレーションなどの実習も行い，論文作成や教材作成等が出来るようになることを

目標にする。 

 また、Unix/Linux システムの基本的な操作についての実習を行う。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] TeX と LaTeX の概要 

［第２回] LaTeX 入門（１）LaTeX の文書構造 

［第３回] LaTeX 入門（２）書体・文字装飾 

［第４回] LaTeX 入門（３）文書の論理構造の表現 

［第５回] LaTeX 入門（４）数式の表現（基礎） 

［第６回] LaTeX 入門（５）表の作成 

［第７回] LaTeX 入門（６）相互参照・索引 

［第８回] LaTeX 入門（７）数式の表現（応用） 

［第９回] 数式処理ソフトウェアによる数式処理 

［第 10 回] LaTeX 文書への図版の取り込み 

［第 11 回] TeX, LaTeX の macro の定義 

［第 12 回] Unix/Linux システムの概要 

［第 13 回] Unix/Linux システムの操作実習 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 授業はコンピュータを操作しながら実施する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 参考書として挙げた書籍を予習・復習に役立てること。 

 

 
５．教科書 

 特に指定しないが，参考書の本は読むことを推奨する。 

 

 
６．参考書 

 奥村晴彦，LaTeX2e 美文書作成入門，技術評論社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の演習の解答例を最終授業で解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 毎回の演習課題 50 点，レポート 50 点で評価し，合計 100 点満点で，60 点以上を合格とする。欠席は減点対象である。 

 

 
９．その他 

 情報処理実習１を受講しておくことが望ましい。 
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科目ナンバー STINF115J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理実習 2[物理] 

担当者名 北條泰嗣 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

到達目標：この授業では、次の二点を到達目標とする。 

 

（１）UNIX の基本的なコマンド・使い方をマスターすること。 

（２）C 言語を用いて基本的なプログラミングができるようになること。 

 

 C 言語のプログラミングをする環境として UNIX （2024 年度から生田においてはそのひとつである Ubuntu が導入予定） 

を使う。履修者のほとんどが Windows や MacOS 以外の環境を使ったことがないと思われる。これら OS やスマホと違う環

境に触れることで、コンピュータやネットワークに関する知識や理解を深めてもらいたい。 

 C 言語・UNIX ともに、物理学の研究だけではなく、プログラミングやネットワークを理解するうえでの基礎となるので、この

授業を通じて基本を身につけてもらいたい。 

 

 
２．授業内容 

 14 回を予定している。講義回数・内容・順番は変更になる可能性がある。 

［第１回] UNIX の使い方： 

 授業の進め方を説明した後、UNIX にログイン・ログアウトする。また、基本的な UNIX のコマンドの使い方を練習し、スマ

ートフォン、Windows などとの環境・操作性の違いなどを体験する。 

 

［第２回] 画面に文字を表示するプログラム printf 文： 

 この回から C 言語のプログラム作成を始める。プログラムは、プログラムの元ファイル（ソースファイルという）を作っただけ

では動かない。ソースファイルを作った後に、コンパイル・実行という２つの作業をすることが必要だが、そのやり方をおぼえ

る。画面上に文字を表示するプログラムを作り、プログラムを動かすための操作に慣れてもらう。 

 

［第３回] 変数・演算子： 

 この回から数値を使ったプログラムを作り始める。加減乗除の四則演算や割り算の余りを求めるプログラムを作る。また、プ

ログラムの中で使われる変数には、整数・実数という型（かた）があることを理解する。 

 

［第４回] 条件分岐 if 文： 

 プログラムをする上で、ある条件を満たした場合だけ、ある計算をしたい場合がある。if 文を使うことでそのような処理が可

能になる。if 文を使って、場合分けをして処理するプログラムの習得を目標にする。 

 

［第５回] 繰り返し処理（１）for 文： 

 例えば１からある整数 n までの和を求めるプログラムを作る場合、繰り返し処理を使うと簡単である。C 言語ではこのような

処理をする場合 for を使う。for 文の習得を目標にする。 

 

［第６回] 繰り返し処理（２）while、 do 文： 

 for 文の他に、繰り返し処理は while 文、do 文を使って書くこともできる。これらのプログラムは繰り返しの回数が予めわか

らない場合に有効である。 

 

［第７回] 配列（１）： 

 例えば 10 人の生徒の点数や３次元ベクトルなど、数のまとまりは配列を使って表現すると便利である。この回では 1 次元

配列を用いたプログラムの習得を目標とする。 

 

［第８回] 配列（２）： 

 行列などのように数を２次元に並べたものは、２次元配列を使うと表現できる。行列の演算や、３次元以上の多次元配列を

用いたプログラムを習得する。 

 

［第９回] 関数（１）： 

 プログラムの中で、ある処理をまとめたものは「関数」として独立したブロックに書くことができる。例えば足し算をする処理を

関数として独立させておくと、この部分をコピーすれば、他のプログラムで足し算をするときに利用できる。C 言語で使う「関

数」について理解し、関数を使ったプログラム作成を習得する。 
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［第 10 回] 関数（２）： 

 関数に入力する変数（プログラムでは引数という）として配列を使うこともできる。前回よりも複雑な、配列を引数とする関数

や、戻り値を持たない void 型の関数について学習する。 

 

[第 11 回] 文字列・ポインタ（１）： 

 これまで扱った変数は全て数値（整数・実数）であったが、変数として文字や文字列を扱うこともできる。その使い方をマスタ

ーする。変数は、コンピュータのメモリ上のある番地（アドレス）に書き込まれている。ポインタはその変数のアドレスを記憶す

るために使う。変数のアドレスと変数の値そのものの違いを理解する。 

 

［第 12 回] ポインタ（２）： 

 ポインタはある変数や配列のアドレスを指定するので、これを使って変数や配列をリモートで操作して関数のブロック内で

処理できる。このようなポインタを応用したプログラムを習得する。 

 

［第 13 回] 構造体： 

 配列では同じ型のデータの集まりしか扱うことができない。しかし、ある人物の｛名前（文字列）、年齢（整数）、身長（実数）｝

などという、型が違うデータをまとめて扱いたい場合がある。そのようなときに C 言語では構造体というものを用いる。構造体

について理解する。 

 

［第 14 回] ファイルの入出力： 

 今まではプログラムの実行結果が画面に表示されるだけであったが、これを別のファイルに保存する、あるいは、あるファイ

ルに保存されたデータを読み込んでプログラムを実行するには、プログラムの中にファイルの入出力操作を書いておく必要

がある。その方法を習得する。 

 
３．履修上の注意 

（１）履修者は C 言語や UNIX を全く知らないものと前提して授業する。必要な予備知識は、Oh-o! Meiji を使えることの

みである。C 言語や UNIX について、すでに予備知識のある人は、自分でどんどん先の内容を進んで自習する、もしくは、

周囲でわからない人の相談に乗ってあげること。 

 

（２）授業中に作業としてプログラムを作成してもらうが、プログラムは一回でうまく動くことはほとんどない。大抵エラーが出る。

エラーが出ても深刻に悩む必要は全くない。むしろ、エラーは出るものだと気楽に考えること。エラーを直していく過程で理

解が深まっていくものである。エラーが出たらすぐに講師か TA を呼び、トラブルを解決すること。あまり窮屈に考えず、とり

あえず、プログラムを作って動かすことを楽しんでほしい。 

 

（３）その他注意点 

 大学以降の勉強は、授業を受けるだけでは不十分である。各自が興味を持ったところを自分で調べて深めていくという能

動的な態度が必要になる。わからないところはどんなに小さなことであっても、恥ずかしがらずに質問すること 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

（１）授業の進め方： 

 Oh-o! Meiji の「資料」ページに、その回で使う講義資料と、紹介するプログラムのファイル（ソースファイルという .c のファ

イル）を毎週 Upload しておくので、各自ダウンロードして予習しておくこと。 

 

（２）授業以外の時間： 

 １コマの授業を聴講しただけで、全てを習得しようとするのは不可能である。授業を受けた後は、授業で紹介したサンプル

プログラムや資料についている練習問題を各自プログラムして復習すること。練習問題の解答例も Oh-o! Meiji に Upload 

する。各自最低でも復習だけはすること。 

 

（３）その他注意点 

 スマートフォン・タブレットの普及に伴って、キーボードからの入力に不慣れな人が増えているので、タイピングの練習ソフト

（無料のものもある）などを使って、キーボード入力に慣れておくとよい。 

 
５．教科書 

 指定しない。 

 

 
６．参考書 
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（１）C 言語の基本事項について 

 「新・明解 C 言語 入門編 第 2 版」（柴田望洋 ソフトバンクパブリッシング） 

 ISBN-13: 978-4815609795 

 

（２）プログラムをとにかく作って遊んでみたい人には 

 「10 日でおぼえる C 言語入門教室 第３版」（坂下夕里 翔泳社） 

 ISBN-13: 978-4798129662 など 

 

（３）あまりお金をかけずに勉強したい人には 

 http://www9.plala.or.jp/sgwr-t/   （初心者のためのポイント学習 C 言語 https 接続でないので注意） 

 https://9cguide.appspot.com/      （苦しんで覚える C 言語） 

 

 などのサイトにわかりやすい説明がある。 

 その他、自分に合った入門書やサイトを探してみること 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

随時質問を受け付ける。講義中に直接、あるいはメールにて。 

 
８．成績評価の方法 

 レポート課題（例年８回）を出す。 

 レポート課題の点数の合計が満点の 60％以上を単位習得の条件とする。 

 

 

 
９．その他 
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情報処理 

科目ナンバー STINF111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 情報処理〔M〕[5 組] 

担当者名 川口達也 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本科目は，「学習教育目標（B-1）工学基礎（情報）」に重要な科目である。 

 本講義では，情報を発信するための，工学文書の記述方法とデータ処理の仕方の基礎を学んだ後，表面からは見えにく

いコンピュータの重要な役割とソフトウェア，それを実現するためのコンピュータ言語およびプログラム手法について学ぶこと

を通じて，コンピュータを道具として利用するための基礎知識と技術の修得を目標とする。 

 尚，本講義は情報処理実習１と密接にリンクしている。また，本講義によって身につけた知識は以下の科目等の理解を補

助する。実験工学・演習，弾性力学 FEM，機械設計製図 B，メカトロニクス実習，コンピュータ機械工学，機械工学実験 A

及び B，制御工学１及び２，機械力学，ロボット工学，その他レポートの提出が要求される科目，ゼミナール，卒業研究，大学

院での研究，企業での報告書作成など。 

 

 
２．授業内容 

［第 01 回] 【情報処理教室での対面実施】授業の進め方 接続や開発環境の設定方法など 

［第 02 回] 【メディア授業・オンライン】プログラミング言語入門 

［第 03 回] 【メディア授業・オンライン】制御文１～条件分岐と繰り返し複雑な構造を表現する制御文 

［第 04 回] 【メディア授業・オンライン】制御文２～条件分岐と繰り返し複雑な構造を表現する制御文 

［第 05 回] 【メディア授業・オンライン】配列１ 

［第 06 回] 【メディア授業・オンライン】配列２（文字列） 

［第 07 回] 【メディア授業・オンライン】関数 

［第 08 回] 【メディア授業・オンライン】ポインタ１ 

［第 09 回] 【メディア授業・オンライン】ポインタ２ 

［第 10 回] 【情報処理教室での対面実施】中間試験（実技） 

［第 11 回] 【メディア授業・オンライン】Python 入門１ 

［第 12 回] 【メディア授業・オンライン】Python 入門２ 

［第 13 回] 【メディア授業・オンライン】まとめ 

［第 14 回] 【情報処理教室での対面実施】期末試験（実技） 

 
３．履修上の注意 

 本科目はメディア授業である．初回の授業（対面）にて各種設定方法等の説明を行う．２回目以降のオンライン授業は通

常，Zoom を用いて実施する．オンラインの場合は大学外から接続しても構わない（もちろん情報処理教室も使用可）． 

 大学外から接続して受講する場合は，ネット接続環境や VPN 接続設定，および開発環境の整備等が必要になる．これら

の設定方法は初回の授業で説明する．大学外から接続するには，高速なインターネット接続環境，Windows 系の PC または

Mac が必要であるが，詳しくは第１回目の講義で説明する． 

 情報処理実習１と連携して講義を進めるので，本講義を情報処理実習１と同時に履修することが強く望まれる．コンピュー

タ言語も「語学」と同様，数多くのトレーニングを経なければ上達しない．このため，毎回課題を課す．毎回の講義内容は，そ

の回毎に自力で出来るようになることが要求される．個人個人の達成度を的確に評価するため，中間および最終回に実技

試験を行う．中間試験および期末試験は大学の所定の教室で実施する．指定された以外の場所からの受験はできないので

注意すること． 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 大学の情報処理機器を利用するには事前に学内ネットワーク（MIND）利用講習会を受講し，MIND が利用できるようになっ

ておく必要がある．第１回講義までに済ませておくこと．質問の受け付けおよび回答には Teams を利用するが，これには

Meiji Mail が利用できる必要がある．課題の提出や中間，期末試験には Online Judge を用いる．このシステムの使用方法

は授業内で説明する． 

 
５．教科書 

Web 上のテキストを参照のこと。アドレスは Oh-o! meiji にて通知する。 

 
６．参考書 

ハーバートシルト，独習 C，翔泳社 
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ハーバートシルト，独習 C＋＋，翔泳社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内容の連絡には主に Oh-o! meiji を，質問の受付と応答には Teams を用いる。 

Teams ではオフィスアワーの時間に囚われずにいつでも質問することができる。 

 
８．成績評価の方法 

演習課題（50％）と試験（50％）により評価する。試験では実際にプログラム作成能力が問われる。講義内容 60％の理解を

合格基準とする。 

 
９．その他 

オフィスアワー 火曜日 15：20～17：00 

ロボット工学研究室：D103 

「情報と計測・制御」 

基本キーワード：計算機利用の基礎（16 時間） 

個別キーワード：数式処理（３時間），プログラム言語（18 時間） 
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科目ナンバー STINF111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 情報処理〔M〕[6 組] 

担当者名 黒田洋司 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本科目は，「学習教育目標（B-1）工学基礎（情報）」に重要な科目である。 

 本講義では，情報を発信するための，工学文書の記述方法とデータ処理の仕方の基礎を学んだ後，表面からは見えにく

いコンピュータの重要な役割とソフトウェア，それを実現するためのコンピュータ言語およびプログラム手法について学ぶこと

を通じて，コンピュータを道具として利用するための基礎知識と技術の修得を目標とする。 

 尚，本講義は情報処理実習１と密接にリンクしている。また，本講義によって身につけた知識は以下の科目等の理解を補

助する。実験工学・演習，弾性力学 FEM，機械設計製図 B，メカトロニクス実習，コンピュータ機械工学，機械工学実験 A

及び B，制御工学１及び２，機械力学，ロボット工学，その他レポートの提出が要求される科目，ゼミナール，卒業研究，大学

院での研究，企業での報告書作成など。 

 

 
２．授業内容 

［第 01 回] 【情報処理教室での対面実施】授業の進め方 接続や開発環境の設定方法など 

［第 02 回] 【メディア授業・オンライン】プログラミング言語入門 

［第 03 回] 【メディア授業・オンライン】制御文１～条件分岐と繰り返し複雑な構造を表現する制御文 

［第 04 回] 【メディア授業・オンライン】制御文２～条件分岐と繰り返し複雑な構造を表現する制御文 

［第 05 回] 【メディア授業・オンライン】配列１ 

［第 06 回] 【メディア授業・オンライン】配列２（文字列） 

［第 07 回] 【メディア授業・オンライン】関数 

［第 08 回] 【メディア授業・オンライン】ポインタ１ 

［第 09 回] 【メディア授業・オンライン】ポインタ２ 

［第 10 回] 【情報処理教室での対面実施】中間試験（実技） 

［第 11 回] 【メディア授業・オンライン】Python 入門１ 

［第 12 回] 【メディア授業・オンライン】Python 入門２ 

［第 13 回] 【メディア授業・オンライン】まとめ 

［第 14 回] 【情報処理教室での対面実施】期末試験（実技） 

 

 
３．履修上の注意 

 本科目はメディア授業である．初回の授業（対面）にて各種設定方法等の説明を行う．２回目以降のオンライン授業は通

常，Zoom を用いて実施する．オンラインの場合は大学外から接続しても構わない（もちろん情報処理教室も使用可）． 

 大学外から接続して受講する場合は，ネット接続環境や VPN 接続設定，および開発環境の整備等が必要になる．これら

の設定方法は初回の授業で説明する．大学外から接続するには，高速なインターネット接続環境，Windows 系の PC または

Mac が必要であるが，詳しくは第１回目の講義で説明する． 

 情報処理実習１と連携して講義を進めるので，本講義を情報処理実習１と同時に履修することが強く望まれる．コンピュー

タ言語も「語学」と同様，数多くのトレーニングを経なければ上達しない．このため，毎回課題を課す．毎回の講義内容は，そ

の回毎に自力で出来るようになることが要求される．個人個人の達成度を的確に評価するため，中間および最終回に実技

試験を行う．中間試験および期末試験は大学の所定の教室で実施する．指定された以外の場所からの受験はできないので

注意すること． 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 大学の情報処理機器を利用するには事前に学内ネットワーク（MIND）利用講習会を受講し，MIND が利用できるようになっ

ておく必要がある．第１回講義までに済ませておくこと．質問の受け付けおよび回答には Teams を利用するが，これには

Meiji Mail が利用できる必要がある．課題の提出や中間，期末試験には Online Judge を用いる．このシステムの使用方法

は授業内で説明する． 

 

 
５．教科書 

Web 上のテキストを参照のこと。アドレスは Oh-o! meiji にて通知する。 

 
６．参考書 
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ハーバートシルト，独習 C，翔泳社 

ハーバートシルト，独習 C＋＋，翔泳社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内容の連絡には主に Oh-o! meiji を，質問の受付と応答には Teams を用いる。Teams ではオフィスアワーの時間に囚

われずにいつでも質問することができる。 

 

 
８．成績評価の方法 

演習課題（50％）と試験（50％）により評価する．試験では実際にプログラム作成能力が問われる．試験中にはネット検索等

は利用できないので注意すること．講義内容 60％の理解を合格基準とする． 

 

 
９．その他 

オフィスアワー 火曜日 15：20～17：00 

ロボット工学研究室：D103 

「情報と計測・制御」 

基本キーワード：計算機利用の基礎（16 時間） 

個別キーワード：数式処理（３時間），プログラム言語（18 時間） 
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科目ナンバー STINF111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理[応化] 

担当者名 曽根高則義 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 現代社会における理系技術・研究者への要求は，大量に発生する情報を如何に素早く分析・解析するかであり，そのツー

ルとしてコンピュータの利用は無くてはならないものになっています。このような環境下において，化学はコンピュータの発展

に大きく寄与しており，逆にコンピュータの力によって加速度的に化学が発展したことも確かです。本講義では，今後の応用

化学において必要となるコンピュータの基礎的な考え方をハードおよびソフトを通して習得していきます。更に集められたデ

ータを分析・解析する方法や，Ai（人工知能）の仕組みについても言及していきます。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] コンピュータの発展と化学との関係について 

（１）コンピュータの歴史（黎明期～発展期） 

〇コンピュータの歴史とその概要が理解できること。 

［第２回] コンピュータと情報処理について 

（１）コンピュータの種類と基本構成 

（２）アルゴリズムの考え方 

〇コンピュータの基本構成とその動作原理が理解できること。 

［第３回] アルゴリズムについて 

（１）構造化プログラミングの基本 

（２）データ処理と変数，配列の考え方 

〇構造化プログラミング（アルゴリズム）の考え方が理解できること。 

［第４回] コンピュータの動作原理について 

（１）基本的なコンピュータの構成 

（２）コンピュータの動作の基本 

〇コンピュータの構成とその動作原理が理解できること。 

［第５～６回] 情報表現について 

（１）プログラム手順と表現方法 

（２）２進数の扱い，数値の表現・文字の表現 

（３）r 進数の変換および四則演算 

〇コンピュータが理解できる機械語（２進数）の表現方法が理解できること。 

［第７～９回] コンピュータ内部の動作と言語について 

（１）コンピュータの CPU 内部動作 

（２）機械語とアセンブリ言語 

（３）プログラムとコンピュータの動作 

〇機械語とアセンブリ言語の関係と機械語に対するコンピュータの動作が理解できること。 

［第 10 回] ソフトウェアとプログラミング言語について 

（１）ソフトウェアの歴史（高級言語） 

（２）ソフトウェア言語の種類と分類 

（３）プログラムの翻訳方法の種類と分類 

〇ソフトウェアの歴史，プログラム言語の種類と分類が理解できること。 

［第 11～12 回] オペレーティングシステムについて 

（１）オペレーティングシステムの歴史 

（２）コンピュータの生産性と性能評価 

（３）オペレーティングシステム基本動作 

（４）リアルタイムオペレーティングシステム 

〇コンピュータの機能を最大限に引き出すためのオペレーティングシステムの役割が理解できること。 

［第 13 回] 化学とコンピュータの発展、データ分析手法について 

（１）コンピュータの発展を支える化学の役割 

（２）コンピュータの進展により化学計算が発展した過程 

〇如何に化学工業がコンピュータ産業に支えられるかとコンピュータ化学で成し得ることを理解できること。 

［第 14 回] まとめおよび期末試験 

a：まとめ講義 

b：期末試験 
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３．履修上の注意 

 講義を中心に進めるが，理解を深めるためにレポート等を課す場合があります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業中に配布するレジュメの該当箇所を振り返り，不明な箇所などがあれば授業で質問をすること。また，次の講義の内容

についても授業中に配布したレジュメおよび指定する参考書に目を通しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 特に指定しない。授業の内容をまとめたレジュメを毎回授業前に配布します。 

 

 
６．参考書 

 「コンピュータ時代の基礎知識」赤間世紀，コロナ社 

 「図解コンピュータ概論（ハードウェア）」橋本洋志 編著，オーム社 

 「図解コンピュータ概論（ソフトウェア）」橋本洋志 編著，オーム社 

 「データサイエンスの基本がわかる本」鈴木孝弘著、オーム社 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を課した場合には、授業の中で模範解答の例を示す。講義内容の復習に役立てること。 

 
８．成績評価の方法 

 事前学習（宿題）および授業内容の理解を確認するレポート等の評価点（50％）と期末試験の得点（50％）の合計による評

価で，単位修得の条件は合計点が 60％以上とする。 

 

 
９．その他 

 特になし 
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科目ナンバー STINF111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理[情報] 

担当者名 松田匠未 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 情報科学を理解する上で必要であろう項目を取り上げ，授業を通して情報科学の概観を紹介する。授業内での演習を通し

て，コンピュータによる情報処理の基礎を学ぶ。 

 Unix システムにおける情報処理およびコンピュータに関する基礎知識の修得を到達目標とする。 

 
２．授業内容 

［第１回] コンピュータ入門 

［第２回] Unix 入門 

［第３回] csh 入門 

［第４回] csh スクリプト（１） 

［第５回] csh スクリプト（２） 

［第６回] csh スクリプト（３） 

［第７回] sh スクリプト（１） 

［第８回] sh スクリプト（２） 

［第９回] sh スクリプト（３） 

［第 10 回] Make 入門 

［第 11 回] コンピュータによるドキュメント作成１ 

［第 12 回] コンピュータによるドキュメント作成２ 

［第 13 回] ネットワーク入門 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 授業中にコンピュータを用いた演習を行う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業中に終わらなかった課題がある場合は，次回までに解答例を作成すること。 

 
５．教科書 

 特に定めない。 

 

 
６．参考書 

 特に定めない。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回講義内容に関する問題を出題して，解説する時間を設ける。 

 
８．成績評価の方法 

 レポート課題（40％）および期末テスト（60％）の合計（100％）で評価を行う。合計が満点の 60％以上の場合を合格とする。 

 ただし，授業中の態度やレポートの内容等に応じて特別に加点や減点を行うことがある。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STINF111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理[数学] 

担当者名 山岸昌夫 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 近年のコンピュータの著しい発展に伴い，情報処理と数学の両方を適切に理解し活用することの重要性は益々高まってい

る．本講義では，情報処理と数学との関係を紹介するとともに，計算機科学の基礎となる考え方を解説する． 

 

 本講義の到達目標は以下の通りである． 

  (a) 整数や実数のデジタルデータとしての表現方法とその利点を理解し，適切に説明することができる 

  (b) 論理代数と論理回路の概要を理解し，適切に説明することができる 

  (c) コンピュータのハードウェア・ソフトウェア両側面の概要を理解し，適切に説明することができる 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] コンピュータの構成要素：CPU・メモリ 

［第３回] コンピュータの構成要素：バス・入出力デバイス 【メディア授業(リアルタイム配信型)】 

［第４回] デジタルデータの表現 

［第５回] デジタルデータの圧縮と誤り訂正 I 【メディア授業(リアルタイム配信型)】  

［第６回] デジタルデータの圧縮と誤り訂正 II  

［第７回] プログラム 【メディア授業(リアルタイム配信型)】 

［第８回] アルゴリズムの設計：ソートアルゴリズム 

［第９回] アルゴリズムの設計：分割統治法 【メディア授業(リアルタイム配信型)】 

［第 10 回] 論理代数と論理回路 I  

［第 11 回] 論理代数と論理回路 II 【メディア授業(リアルタイム配信型)】 

［第 12 回] システムとしてのコンピュータ I  

［第 13 回] システムとしてのコンピュータ II 【メディア授業(リアルタイム配信型)】 

［第 14 回] まとめ 

 
３．履修上の注意 

 本講義は，メディア授業６回を含む対面授業である．メディア授業の形式は「リアルタイム配信型」とする．メディア授業は，

Zoom ミーティング上で行う．メディア授業中は Zoom ミーティングを開いたままにし，随時学生からの質問を受け付ける．ま

た，授業時間以外も，随時メールでの問い合わせを受け付ける．（メールアドレスは、第 1 回の授業の際に伝えることにす

る．） 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 講義中に出される課題演習の解答作成を通して，講義資料を読み返し，講義内容の理解を深める等の復習が求められ

る．予習は求めない． 

 

 
５．教科書 

 教科書は用いない．必要に応じて資料を配布する． 

 
６．参考書 

『理工系のコンピュータ基礎学』稲垣耕作著（コロナ社）など，講義中に適宜提示する． 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題の一部について，回答例を授業中に提示し解説する． 

 
８．成績評価の方法 

レポート課題を 80%，対面授業時の積極性などを 20%として評価する．60％以上を単位修得の条件とする． 

 
９．その他 
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科目ナンバー STINF111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理[物理] 

担当者名 北條泰嗣 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

目的：この授業では、次の三点を到達目標とする。 

 

（１）物理学の問題を数値的に解くことで、物理学に対する理解を深める。 

（２）C 言語を使ったプログラミングの習得 

（３）コンピュータを使って計算するときに生じる特有の問題の理解 

 

 物理学の授業を受けていて、解析的に――紙と鉛筆だけでは――解けない問題に出会った経験があると思う。例えば、単

振り子という簡単な系であっても、振り子の開いた角度 θ が小さい――sinθ≒θ と見なせる――場合は単振動と見なして

解くことができるが、一般の場合はもう計算できない。このようなときはコンピュータの出番である。 

 この授業では、簡単な数値計算プログラムを自分で実際に作って、計算結果を目に見える形（グラフ）にする練習をする。

そこから、難しい方程式を眺めているだけではイメージできない、物理現象をイメージする経験を積んでもらいたい。よって、

プログラムが苦手だという人は、プログラム作成をいったん棚上げして、「まずは講義資料としてアップロードするプログラムを

走らせて、グラフやアニメーションを表示し、「この方程式を解くとこういう状態になるのか」というイメージをつかむことを優先し

てほしい。そしてその後に、動かしたプログラムの中身を眺めて文法の勉強をする、という順番で学習するのがよいと思う。 

 プログラムの言語としては C 言語を使用する。C 言語を知らない、忘れてしまったという人のために授業時間の一部を C

の文法説明のために割くが、あまり文法の細かいことにはこだわらず、とにかく、「物理を目に見える形にして楽しむ」というこ

とを第一に考えて受講してほしい。 

 

この科目は、2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「応用・ 発展科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

14 回を予定している。講義回数・内容・順番は、変更になる可能性がある。以下は前年度の履修者の C 言語習熟度に応

じた内容であるが、習熟度に応じて C 言語の復習の回数は変更する予定である。 

 

［第１回] イントロダクション・gnuplot （１）・C 言語の復習（１） 

ａ．授業の進め方、履修する上での注意事項を説明する。その後、グラフ描画ソフト gnuplot の使い方を説明する。 

 数値計算のメリットは、計算結果を視覚的に表せることである。難しい方程式であっても、物理量が変化していく様子をグラ

フにしてみると、現象をわかりやすく理解できる。 

ｂ．C 言語のプログラムを始める。プログラムを動かすために必要なコンパイル・実行という２つの作業をおぼえる。１年生の

情報処理実習２での UNIX 環境との違いも理解する。 

 

［第２回] gnuplot（２）・C 言語の復習（２） 

ａ．前回に引き続き、gnuplot の使い方、特に 3 次元のグラフの描画方法や細かい設定の仕方などを説明する。 

ｂ．加減乗除の四則演算や割り算の余りを求める簡単なプログラムを作成し、変数の型（整数型・実数型）や演算子について

復習する。 

 

［第３回] C 言語の復習（３）・浮動小数点数の表現 

ａ．if 文を復習する。プログラムをする上で、ある条件を満たした場合だけ、ある計算をしたい場合がある。if 文を使うことでそ

のような処理が可能になる。 

ｂ．浮動小数点型である float と double は計算機上ではどのように表現されているのか、また、どの程度の範囲の数を表現

できるのかを学習し、次回の数値計算における誤差を理解するための準備とする。二進数についても理解する。 

 

［第４回] C 言語の復習（４）・計算機特有の誤差 

ａ．繰り返し処理を行う for 文について復習し、次回の数値積分の準備とする。 

ｂ．計算機では数値は有限の桁までしか表現できない。このため打ち切り誤差・丸め誤差といった誤差が生じる。例えば、計

算機で 0.1 という数を表現しようとすると、２進数のために循環小数となって正確な値を表現できない。また、けた落ちなどの

精度が著しく下がる現象も存在する。このような、計算機特有の問題を学び、数値計算する上での誤差と精度を理解する。 

 

［第５回] 数値積分（１)・C 言語の復習（５） 
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ａ．解析的に積分できない関数は、長方形や台形に分割して、その面積の合計として計算できる。分割する台形の数を変化

させ、数値積分の精度がいかに向上されるか体験する。また、単振り子で sin θ≒θ と近似できないとき、振り子の周期を

計算するには楕円積分という積分が必要だが、これは解析的に積分できないので、数値計算をして値を求める。 

ｂ．C 言語の関数について復習する。 

 

［第６回] 補間・数値積分（２） 

ａ．補間法について学ぶ。台形に分割する数値積分は一次補間の例となっていることを理解する。 

ｂ．二次補間を用いて数値積分を行う方法として Simpson の公式を取り上げ、前回までの内容と合わせて、計算精度の比

較を行う。 

 

［第７回] 方程式の数値解法（１）・C 言語の復習（６） 

ａ．繰り返し処理のうち、do 文を復習する。 

ｂ．５次以上の代数方程式には解の公式が存在しない（一般的に解けない）。また、非線型方程式、x cos(x)＋log(x)＝0 など

の方程式は計算機で数値的に解くしかない。このような方程式の解を数値的に求める方法として二分法、Newton 法を紹介

する。 

 

［第８回] 方程式の数値解法（２）・C 言語の復習（７） 

ａ．前回紹介した二分法、Newton 法のプログラムを作成し、方程式の解を求める作業を通じて、両者のメリット・デメリットの比

較、解への収束速度について議論する。 

ｂ．C 言語の配列について復習し、次回のベクトル、行列演算の準備とする。 

 

［第９回] 連立１次方程式の解法 

前回習得した二次元配列の演算をもとに、ガウスの掃き出し法・ガウス・ジョルダン法を紹介し、行列の演算と連立一次方程

式を解く。 

 

［第 10 回] 常微分方程式の解法（１） 

ａ．常微分方程式の解法として、一次の微分までで近似する Euler 法を紹介し、そのプログラムを作成する。 

ｂ．Euler 法では一次の微分までしか計算しないので、誤差が大きくなり、正しい計算結果が得られない場合がある。その問

題点を理解したうえで、より計算精度の高い方法として Runge-Kutta 法を紹介し、その考え方を学ぶ。 

 

［第 11 回] 常微分方程式の解法（２）・C 言語の復習（８） 

ａ．単振動・放物運動・簡単な電気回路などの具体例について Runge-Kutta 法のプログラムを実際に作り、微分方程式を

数値的に解く。 

ｂ．ポインタはある変数や配列のアドレスを指定する変数である。これを使うと、変数や配列をリモートで操作して関数に代入

するなどの操作ができる。このようなポインタを応用したプログラムを復習する。 

 

［第 12 回] C 言語の復習（９）・偏微分方程式の解法（１） 

ａ．プログラムの実行結果（例えば、微分方程式を計算して求めた各時刻の位置と速度）を別のファイルに保存する、あるい

は、あるファイルに保存されたデータを読み込んでプログラムを実行するには、プログラムの中にファイルの入出力操作を書

いておく必要がある。その方法を習得する。 

ｂ．偏微分方程式の例として波動方程式や拡散方程式を取り上げ、差分法による解法を習得する。主に 1 次元の系につい

て取り扱う。 

 

［第 13 回] 偏微分方程式の解法（２） 

 ２次元以上の系の波動方程式や拡散方程式を数値的に解き、グラフ化することで、物理現象を視覚的にとらえる。 

 

［第 14 回] 乱数 

 ランダムな事象を扱う場合、乱数の活用が極めて重要である。乱数はある領域上の定積分（特に多重積分）を数値的に求

める場合にも用いられる。乱数の関与する計算技法を習得する。モンテカルロ法なども学習する。 

 

 
３．履修上の注意 

（１）履修者は C 言語の基本を習得していることが望ましいが、C 言語の知識がない、あるいは、忘れてしまったという履修

者のために授業の一部を C 言語の復習に充てる。 

 

（２）その他注意点 

 大学以降の勉強は、授業を受けるだけでは不十分である。各自が興味を持ったところを自分で調べて深めていくという能

動的な態度が必要になる。わからないところについては、どんなに小さなことであっても、恥ずかしがらずに質問すること。 
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 プログラムは一回でうまくいくことはほとんどない。大抵エラーが出る。うまくいかなくてもがっかりせずに、何度もエラーをな

くす作業をすること。もちろん、エラーの原因がわからないときは遠慮なく質問すること。 

 初めにも書いたが、「プログラム作成が苦手な人は、まずは正しく動くプログラム（資料としてアップロードする）を動かしてみ

て、物理現象を目に見える形にして楽しむ、ということを優先すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の進め方： 

 Oh-o! Meiji の「資料」ページにその回で使う講義資料と、紹介するプログラムのファイル（ソースファイルという .c のファイ

ル）を毎週 Upload しておくので、各自ダウンロードして予習しておくこと。 

 １コマの授業を聴講しただけで全てを習得しようとするのは不可能である。授業を聞いたら、授業で紹介したサンプルプロ

グラムや資料についている練習問題を各自プログラムして復習すること。練習問題の解答例も Oh-o! Meiji に Upload す

る。語学や運動と同じで、プログラムも練習しただけ力になる。各自最低でも復習だけはすること。 

自宅で C のプログラムを作りたい場合：要相談 

 

 
５．教科書 

 指定しない 

 

 
６．参考書 

（１）C 言語について 

 「新・明解 C 言語 入門編 第 2 版」（柴田望洋 ソフトバンクパブリッシング） 

 ISBN-13: 978-4815609795 

 「10 日でおぼえる C 言語入門教室 第３版」（坂下夕里 翔泳社） 

 ISBN-13: 978-4798129662 

 http://www9.plala.or.jp/sgwr-t/（初心者のためのポイント学習 C 言語 https ではないので接続注意） 

 https://9cguide.appspot.com/（苦しんで覚える C 言語） 

 など 

 

（２）GNUPLOT について：計算結果をグラフにするアプリ 

 1． https://hep.s.kanazawa-u.ac.jp/kogi/gnuplot/index.php.html 

 2．https://graph.pc-physics.com/ 

 

（３）物理・数学について 

 特に指定しないので、自分に合った教科書・参考書を探して使うこと 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

随時質問を受け付ける。講義中に直接、あるいはメールにて。 

 
８．成績評価の方法 

レポート課題を出題する（５回程度）。 

課題の合計点数が満点の 60％以上を単位習得の条件とする。 

 
９．その他 
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情報処理 1 

科目ナンバー STINF111J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 情報処理 1[1・2 組] 

担当者名 久保田寿夫 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本講義では，情報処理の基礎的な内容を，ハードウェアとソフトウェアとの両面から学ぶ。本講義の内容は，今後開講され

る情報処理２，電子回路，情報理論，コンピュータアーキテクチャなど，さまざまな科目を履修するために必要な基本的なも

のを含んでいる。これにより，電気電子工学とりわけ情報科学ならびに電子工学における高度な内容を習得するための最低

限の素養を身につける。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] コンピュータと情報処理 コンピュータの歴史，種類，基本構成などについて学ぶ。 

［第２回] 情報表現１ ２進数の扱い，数値（整数）の表現について学ぶ。 

［第３回] 情報表現２ 数値（実数）・文字の表現について学ぶ。 

［第４回] 論理回路１ 論理代数について学ぶ。 

［第５回] 論理回路２ 簡略化手法，組み合わせ回路について学ぶ。 

［第６回] 論理回路３ 順序回路，正論理・負論理について学ぶ。 

［第７回] 中間試験と解説 

［第８回] ハードウェア CPU，記憶装置，入出力装置などコンピュータの構造について学ぶ。 

［第９回] プログラマブル・ロジック・デバイスとハードウェア記述言語の概要について学ぶ。 

［第 10 回] ソフトウェア OS，プログラミング言語などについて学ぶ。 

［第 11 回] アルゴリズムと計算理論１ アルゴリズム，構造化プログラミングとフローチャートについて学ぶ。 

［第 12 回] アルゴリズムと計算理論２ 計算理論，データ構造，データベースについて学ぶ。 

［第 13 回] ネットワーク，インターネットの仕組みについて学ぶ。 

［第 14 回] コンピュータの応用とその将来 マルチメディア，人工知能の概要について学ぶ。 

 

 
３．履修上の注意 

 講義を中心に進めるが，理解を深めるためにレポート課題や演習を行う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業内容を復習しておくこと。特に演習問題は完全に解けるようにしておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「コンピュータ時代の基礎知識」赤間世紀，コロナ社 

 

 
６．参考書 

 「コンピュータの基礎知識」岡田博美 編著，昭晃堂 

 「コンピュータ概論」稲垣耕作，コロナ社 

 「基本からわかるディジタル回路講義ノート」安藤・井口・竜田・平栗，オーム社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

前回の課題について、講義中に解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 レポート・演習 20％，中間試験 40％，定期試験 40％ 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

 必要に応じてプリントを配布する 
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科目ナンバー STINF111J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 情報処理 1[3・4 組] 

担当者名 久保田寿夫 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本講義では，情報処理の基礎的な内容を，ハードウェアとソフトウェアとの両面から学ぶ。本講義の内容は，今後開講され

る情報処理２，電子回路，情報理論，コンピュータアーキテクチャなど，さまざまな科目を履修するために必要な基本的なも

のを含んでいる。これにより，電気電子工学とりわけ情報科学ならびに電子工学における高度な内容を習得するための最低

限の素養を身につける。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] コンピュータと情報処理 コンピュータの歴史，種類，基本構成などについて学ぶ。 

［第２回] 情報表現１ ２進数の扱い，数値（整数）の表現について学ぶ。 

［第３回] 情報表現２ 数値（実数）・文字の表現について学ぶ。 

［第４回] 論理回路１ 論理代数について学ぶ。 

［第５回] 論理回路２ 簡略化手法，組み合わせ回路について学ぶ。 

［第６回] 論理回路３ 順序回路，正論理・負論理について学ぶ。 

［第７回] 中間試験と解説 

［第８回] ハードウェア CPU，記憶装置，入出力装置などコンピュータの構造について学ぶ。 

［第９回] プログラマブル・ロジック・デバイスとハードウェア記述言語の概要について学ぶ。 

［第 10 回] ソフトウェア OS，プログラミング言語などについて学ぶ。 

［第 11 回] アルゴリズムと計算理論１ アルゴリズム，構造化プログラミングとフローチャートについて学ぶ。 

［第 12 回] アルゴリズムと計算理論２ 計算理論，データ構造，データベースについて学ぶ。 

［第 13 回] ネットワーク，インターネットの仕組みについて学ぶ。 

［第 14 回] コンピュータの応用とその将来 マルチメディア，人工知能の概要について学ぶ。 

 

 
３．履修上の注意 

 講義を中心に進めるが，理解を深めるためにレポート課題や演習を行う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業内容を復習しておくこと。特に演習問題は完全に解けるようにしておくこと。 

 

 
５．教科書 

 「コンピュータ時代の基礎知識」赤間世紀，コロナ社 

 

 
６．参考書 

 「コンピュータの基礎知識」岡田博美 編著，昭晃堂 

 「コンピュータ概論」稲垣耕作，コロナ社 

 「基本からわかるディジタル回路講義ノート」安藤・井口・竜田・平栗，オーム社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

前回の課題について、講義中に解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 レポート・演習 20％，中間試験 40％，定期試験 40％ 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 

 
９．その他 

 必要に応じてプリントを配布する 
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科目ナンバー STINF116J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 情報処理 1〔M〕[5 組] 

担当者名 川口達也 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本科目は，「学習教育目標（B-1）工学基礎（情報）」に重要な科目である。 

 本講義では，情報を発信するための，工学文書の記述方法とデータ処理の仕方の基礎を学んだ後，表面からは見えにく

いコンピュータの重要な役割とソフトウェア，それを実現するためのコンピュータ言語およびプログラム手法について学ぶこと

を通じて，コンピュータを道具として利用するための基礎知識と技術の修得を目標とする。 

 尚，本講義は情報処理実習１と密接にリンクしている。また，本講義によって身につけた知識は以下の科目等の理解を補

助する。実験工学・演習，弾性力学 FEM，機械設計製図 B，メカトロニクス実習，コンピュータ機械工学，機械工学実験 A

及び B，制御工学１及び２，機械力学，ロボット工学，その他レポートの提出が要求される科目，ゼミナール，卒業研究，大学

院での研究，企業での報告書作成など。 

 

 
２．授業内容 

［第 01 回] 【情報処理教室での対面実施】授業の進め方 接続や開発環境の設定方法など 

［第 02 回] 【メディア授業・オンライン】プログラミング言語入門 

［第 03 回] 【メディア授業・オンライン】制御文１～条件分岐と繰り返し複雑な構造を表現する制御文 

［第 04 回] 【メディア授業・オンライン】制御文２～条件分岐と繰り返し複雑な構造を表現する制御文 

［第 05 回] 【メディア授業・オンライン】配列１ 

［第 06 回] 【メディア授業・オンライン】配列２（文字列） 

［第 07 回] 【メディア授業・オンライン】関数 

［第 08 回] 【メディア授業・オンライン】ポインタ１ 

［第 09 回] 【メディア授業・オンライン】ポインタ２ 

［第 10 回] 【情報処理教室での対面実施】中間試験（実技） 

［第 11 回] 【メディア授業・オンライン】Python 入門１ 

［第 12 回] 【メディア授業・オンライン】Python 入門２ 

［第 13 回] 【メディア授業・オンライン】まとめ 

［第 14 回] 【情報処理教室での対面実施】期末試験（実技） 

 
３．履修上の注意 

 本科目はメディア授業である．初回の授業（対面）にて各種設定方法等の説明を行う．２回目以降のオンライン授業は通

常，Zoom を用いて実施する．オンラインの場合は大学外から接続しても構わない（もちろん情報処理教室も使用可）． 

 大学外から接続して受講する場合は，ネット接続環境や VPN 接続設定，および開発環境の整備等が必要になる．これら

の設定方法は初回の授業で説明する．大学外から接続するには，高速なインターネット接続環境，Windows 系の PC または

Mac が必要であるが，詳しくは第１回目の講義で説明する． 

 情報処理実習１と連携して講義を進めるので，本講義を情報処理実習１と同時に履修することが強く望まれる．コンピュー

タ言語も「語学」と同様，数多くのトレーニングを経なければ上達しない．このため，毎回課題を課す．毎回の講義内容は，そ

の回毎に自力で出来るようになることが要求される．個人個人の達成度を的確に評価するため，中間および最終回に実技

試験を行う．中間試験および期末試験は大学の所定の教室で実施する．指定された以外の場所からの受験はできないので

注意すること． 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 大学の情報処理機器を利用するには事前に学内ネットワーク（MIND）利用講習会を受講し，MIND が利用できるようになっ

ておく必要がある．第１回講義までに済ませておくこと．質問の受け付けおよび回答には Teams を利用するが，これには

Meiji Mail が利用できる必要がある．課題の提出や中間，期末試験には Online Judge を用いる．このシステムの使用方法

は授業内で説明する． 

 
５．教科書 

Web 上のテキストを参照のこと。アドレスは Oh-o! meiji にて通知する。 

 
６．参考書 

ハーバートシルト，独習 C，翔泳社 
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ハーバートシルト，独習 C＋＋，翔泳社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内容の連絡には主に Oh-o! meiji を，質問の受付と応答には Teams を用いる。 

Teams ではオフィスアワーの時間に囚われずにいつでも質問することができる。 

 
８．成績評価の方法 

演習課題（50％）と試験（50％）により評価する。試験では実際にプログラム作成能力が問われる。講義内容 60％の理解を

合格基準とする。 

 
９．その他 

オフィスアワー 火曜日 15：20～17：00 

ロボット工学研究室：D103 

「情報と計測・制御」 

基本キーワード：計算機利用の基礎（16 時間） 

個別キーワード：数式処理（３時間），プログラム言語（18 時間） 
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科目ナンバー STINF116J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 情報処理 1〔M〕[6 組] 

担当者名 黒田洋司 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本科目は，「学習教育目標（B-1）工学基礎（情報）」に重要な科目である。 

 本講義では，情報を発信するための，工学文書の記述方法とデータ処理の仕方の基礎を学んだ後，表面からは見えにく

いコンピュータの重要な役割とソフトウェア，それを実現するためのコンピュータ言語およびプログラム手法について学ぶこと

を通じて，コンピュータを道具として利用するための基礎知識と技術の修得を目標とする。 

 尚，本講義は情報処理実習１と密接にリンクしている。また，本講義によって身につけた知識は以下の科目等の理解を補

助する。実験工学・演習，弾性力学 FEM，機械設計製図 B，メカトロニクス実習，コンピュータ機械工学，機械工学実験 A

及び B，制御工学１及び２，機械力学，ロボット工学，その他レポートの提出が要求される科目，ゼミナール，卒業研究，大学

院での研究，企業での報告書作成など。 

 

 
２．授業内容 

［第 01 回] 【情報処理教室での対面実施】授業の進め方 接続や開発環境の設定方法など 

［第 02 回] 【メディア授業・オンライン】プログラミング言語入門 

［第 03 回] 【メディア授業・オンライン】制御文１～条件分岐と繰り返し複雑な構造を表現する制御文 

［第 04 回] 【メディア授業・オンライン】制御文２～条件分岐と繰り返し複雑な構造を表現する制御文 

［第 05 回] 【メディア授業・オンライン】配列１ 

［第 06 回] 【メディア授業・オンライン】配列２（文字列） 

［第 07 回] 【メディア授業・オンライン】関数 

［第 08 回] 【メディア授業・オンライン】ポインタ１ 

［第 09 回] 【メディア授業・オンライン】ポインタ２ 

［第 10 回] 【情報処理教室での対面実施】中間試験（実技） 

［第 11 回] 【メディア授業・オンライン】Python 入門１ 

［第 12 回] 【メディア授業・オンライン】Python 入門２ 

［第 13 回] 【メディア授業・オンライン】まとめ 

［第 14 回] 【情報処理教室での対面実施】期末試験（実技） 

 

 
３．履修上の注意 

 本科目はメディア授業である．初回の授業（対面）にて各種設定方法等の説明を行う．２回目以降のオンライン授業は通

常，Zoom を用いて実施する．オンラインの場合は大学外から接続しても構わない（もちろん情報処理教室も使用可）． 

 大学外から接続して受講する場合は，ネット接続環境や VPN 接続設定，および開発環境の整備等が必要になる．これら

の設定方法は初回の授業で説明する．大学外から接続するには，高速なインターネット接続環境，Windows 系の PC または

Mac が必要であるが，詳しくは第１回目の講義で説明する． 

 情報処理実習１と連携して講義を進めるので，本講義を情報処理実習１と同時に履修することが強く望まれる．コンピュー

タ言語も「語学」と同様，数多くのトレーニングを経なければ上達しない．このため，毎回課題を課す．毎回の講義内容は，そ

の回毎に自力で出来るようになることが要求される．個人個人の達成度を的確に評価するため，中間および最終回に実技

試験を行う．中間試験および期末試験は大学の所定の教室で実施する．指定された以外の場所からの受験はできないので

注意すること． 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 大学の情報処理機器を利用するには事前に学内ネットワーク（MIND）利用講習会を受講し，MIND が利用できるようになっ

ておく必要がある．第１回講義までに済ませておくこと．質問の受け付けおよび回答には Teams を利用するが，これには

Meiji Mail が利用できる必要がある．課題の提出や中間，期末試験には Online Judge を用いる．このシステムの使用方法

は授業内で説明する． 

 

 
５．教科書 

Web 上のテキストを参照のこと。アドレスは Oh-o! meiji にて通知する。 

 
６．参考書 
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ハーバートシルト，独習 C，翔泳社 

ハーバートシルト，独習 C＋＋，翔泳社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内容の連絡には主に Oh-o! meiji を，質問の受付と応答には Teams を用いる。Teams ではオフィスアワーの時間に囚

われずにいつでも質問することができる。 

 

 
８．成績評価の方法 

演習課題（50％）と試験（50％）により評価する．試験では実際にプログラム作成能力が問われる．試験中にはネット検索等

は利用できないので注意すること．講義内容 60％の理解を合格基準とする． 

 

 
９．その他 

オフィスアワー 火曜日 15：20～17：00 

ロボット工学研究室：D103 

「情報と計測・制御」 

基本キーワード：計算機利用の基礎（16 時間） 

個別キーワード：数式処理（３時間），プログラム言語（18 時間） 

 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

1447 

 

科目ナンバー STINF111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理 1[応化] 

担当者名 曽根高則義 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 現代社会における理系技術・研究者への要求は，大量に発生する情報を如何に素早く分析・解析するかであり，そのツー

ルとしてコンピュータの利用は無くてはならないものになっています。このような環境下において，化学はコンピュータの発展

に大きく寄与しており，逆にコンピュータの力によって加速度的に化学が発展したことも確かです。本講義では，今後の応用

化学において必要となるコンピュータの基礎的な考え方をハードおよびソフトを通して習得していきます。更に集められたデ

ータを分析・解析する方法や，Ai（人工知能）の仕組みについても言及していきます。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] コンピュータの発展と化学との関係について 

（１）コンピュータの歴史（黎明期～発展期） 

〇コンピュータの歴史とその概要が理解できること。 

［第２回] コンピュータと情報処理について 

（１）コンピュータの種類と基本構成 

（２）アルゴリズムの考え方 

〇コンピュータの基本構成とその動作原理が理解できること。 

［第３回] アルゴリズムについて 

（１）構造化プログラミングの基本 

（２）データ処理と変数，配列の考え方 

〇構造化プログラミング（アルゴリズム）の考え方が理解できること。 

［第４回] コンピュータの動作原理について 

（１）基本的なコンピュータの構成 

（２）コンピュータの動作の基本 

〇コンピュータの構成とその動作原理が理解できること。 

［第５～６回] 情報表現について 

（１）プログラム手順と表現方法 

（２）２進数の扱い，数値の表現・文字の表現 

（３）r 進数の変換および四則演算 

〇コンピュータが理解できる機械語（２進数）の表現方法が理解できること。 

［第７～９回] コンピュータ内部の動作と言語について 

（１）コンピュータの CPU 内部動作 

（２）機械語とアセンブリ言語 

（３）プログラムとコンピュータの動作 

〇機械語とアセンブリ言語の関係と機械語に対するコンピュータの動作が理解できること。 

［第 10 回] ソフトウェアとプログラミング言語について 

（１）ソフトウェアの歴史（高級言語） 

（２）ソフトウェア言語の種類と分類 

（３）プログラムの翻訳方法の種類と分類 

〇ソフトウェアの歴史，プログラム言語の種類と分類が理解できること。 

［第 11～12 回] オペレーティングシステムについて 

（１）オペレーティングシステムの歴史 

（２）コンピュータの生産性と性能評価 

（３）オペレーティングシステム基本動作 

（４）リアルタイムオペレーティングシステム 

〇コンピュータの機能を最大限に引き出すためのオペレーティングシステムの役割が理解できること。 

［第 13 回] 化学とコンピュータの発展、データ分析手法について 

（１）コンピュータの発展を支える化学の役割 

（２）コンピュータの進展により化学計算が発展した過程 

〇如何に化学工業がコンピュータ産業に支えられるかとコンピュータ化学で成し得ることを理解できること。 

［第 14 回] まとめおよび期末試験 

a：まとめ講義 

b：期末試験 
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３．履修上の注意 

 講義を中心に進めるが，理解を深めるためにレポート等を課す場合があります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業中に配布するレジュメの該当箇所を振り返り，不明な箇所などがあれば授業で質問をすること。また，次の講義の内容

についても授業中に配布したレジュメおよび指定する参考書に目を通しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 特に指定しない。授業の内容をまとめたレジュメを毎回授業前に配布します。 

 

 
６．参考書 

 「コンピュータ時代の基礎知識」赤間世紀，コロナ社 

 「図解コンピュータ概論（ハードウェア）」橋本洋志 編著，オーム社 

 「図解コンピュータ概論（ソフトウェア）」橋本洋志 編著，オーム社 

 「データサイエンスの基本がわかる本」鈴木孝弘著、オーム社 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を課した場合には、授業の中で模範解答の例を示す。講義内容の復習に役立てること。 

 
８．成績評価の方法 

 事前学習（宿題）および授業内容の理解を確認するレポート等の評価点（50％）と期末試験の得点（50％）の合計による評

価で，単位修得の条件は合計点が 60％以上とする。 

 

 
９．その他 

 特になし 
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科目ナンバー STINF111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理 1[情報] 

担当者名 松田匠未 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 情報科学を理解する上で必要であろう項目を取り上げ，授業を通して情報科学の概観を紹介する。授業内での演習を通し

て，コンピュータによる情報処理の基礎を学ぶ。 

 Unix システムにおける情報処理およびコンピュータに関する基礎知識の修得を到達目標とする。 

 
２．授業内容 

［第１回] コンピュータ入門 

［第２回] Unix 入門 

［第３回] csh 入門 

［第４回] csh スクリプト（１） 

［第５回] csh スクリプト（２） 

［第６回] csh スクリプト（３） 

［第７回] sh スクリプト（１） 

［第８回] sh スクリプト（２） 

［第９回] sh スクリプト（３） 

［第 10 回] Make 入門 

［第 11 回] コンピュータによるドキュメント作成１ 

［第 12 回] コンピュータによるドキュメント作成２ 

［第 13 回] ネットワーク入門 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 授業中にコンピュータを用いた演習を行う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業中に終わらなかった課題がある場合は，次回までに解答例を作成すること。 

 
５．教科書 

 特に定めない。 

 

 
６．参考書 

 特に定めない。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回講義内容に関する問題を出題して，解説する時間を設ける。 

 
８．成績評価の方法 

 レポート課題（40％）および期末テスト（60％）の合計（100％）で評価を行う。合計が満点の 60％以上の場合を合格とする。 

 ただし，授業中の態度やレポートの内容等に応じて特別に加点や減点を行うことがある。 

 
９．その他 
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情報処理 2 

科目ナンバー STINF111J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理 2[電生] 

担当者名 鎌田弘之 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 システムの問題を数値計算により解くための手法について理解することを目的とする。講義で紹介する手法は，工学的に

意味のある実用的な手法であり，変数の数が多い大規模なシステムの平衡点をいかに効率よく解析するかを主眼とする。 

 この授業履修による到達目標は，各種数値計算法の原理を理解しながら，C 言語/C＋＋/Python などのプログラミング

言語により実践できる力を身につけることであり，ゼミ，卒業研究等その後の高度利用のための基礎を習得することとする。 

この科目は、2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（応用基礎レベル）」

の「応用・発展科目群」の科目として履修可能である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 数値解析の目的・意義，数値計算における誤差について学ぶ。 

［第２回] 線形連立方程式の解法：ガウスの消去法について学ぶ。 

［第３回] 線形連立方程式の解法：ガウス－ジョルダン法と逆行列、LU 分解法について学ぶ。 

［第４回] 線形連立方程式の解法：コレスキー法、反復法について学ぶ。 

［第５回] 非線形連立方程式の解法：ニュートン法について学ぶ。 

［第６回] C/C++プログラミングに関する解説と複素数演算を伴うプログラミングについて学ぶ。 

［第７回] 線形連立方程式の解法：複素数演算による DKA 法について学ぶ。 

［第８回] 常微分方程式の解法：テーラー法、オイラー法，修正オイラー法について学ぶ。 

［第９回] 常微分方程式の解法：ルンゲ・クッタ法について学ぶ。 

［第 10 回] 固有値：行列関係の復習および工学における固有値と固有ベクトルの役割について学びぶ。 

［第 11 回] 固有値の解法：ヤコビ法、LR 法について学ぶ。 

［第 12 回] 固有値の解法：QR 法、べき乗法、逆べき乗法について学ぶ。 

［第 13 回] 補間法、数値積分法、数値微分法について学ぶ。 

［第 14 回] ニューラルネットワーク、深層学習の基本とプログラミング 

 

 

 
３．履修上の注意 

 適宜，演習問題についてレポート提出を求める。これは成績に反映される。 

 １年次に行った情報科目，２年次春学期のコンピュータシミュレーション１を復習しておくこと。 

 本授業では，複素数、行列、ベクトルを含む線形代数関係科目、偏微分を含む微分積分関係科目、微分方程式関係科目

等が基礎となるので，各授業回のシラバスをみて必要項目を復習すること。 

 また授業中、Oh-o!Meiji によるオンライン小テストをしばしば行うので、授業にはタブレットまたはノート PC を持参するこ

と。 

 授業では、用意された資料の閲覧をしながら、かつメモを取りながら受講すること。 

 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業中もしくは授業の最後に演習問題を出題（オンライン）するので，解答してレポートとして提出すること。 

 参考書等により理解を深めること。 

 課題は，C 言語等によるプログラミングも含むので，情報処理実習１，２等プログラミング科目を復習すること。 

 

 
５．教科書 

 特に指定しない。資料は Oh-o! Meiji により配布する。 

 

 
６．参考書 

 「C&FORTRAN による数値解析の基礎」川崎晴久 著，共立出版 

 「数値計算入門」河村哲也 著，サイエンス社 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

小テストは、解答締め切り後、正解例を示し解説する。レポートは、大幅な修正が必要な場合のみコメントを返す。 

 
８．成績評価の方法 

 成績の重み付けは，レポート提出、小テスト等約 60％，期末試験約 40％とし，合計 100 点満点の 60 点以上を合格とす

る。 

 また授業中に提示した課題を黒板にて回答することも数回求めるが，これも加点対象とする。 

 なお小テストは、Oh-o!Meiji を利用したオンライン小テストで行う。 

 小テスト未受験者、レポート未提出者または不合格者に対する追試験・課題等の救済措置は一切行わない。 

 

 
９．その他 

 この科目を履修する学生は、あらかじめ、情報処理・実習１，２、線形代数関係科目、微分積分関係科目、微分方程式関

係科目を受講することが望ましい。 
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科目ナンバー STINF111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理 2[機械] 

担当者名 小林健一 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本科目は，2024 年度入学以前の学生向けの科目である。 

 メカトロニクスや IoT など，様々な製品がコンピュータなしでは考えられない。機械技術者にとって必要なコンピュータ利用

に関する基礎的な知識を涵養する。論理演算の基本となる二値論理及び論理回路，コンピュータの構成，アルゴリズム，ア

ナログデータの入出力とモータ駆動，インターネットとデータの取り扱いなどについて論講する。同時に高度情報化社会に

おける情報倫理，機械工学における情報及びコンピュータ活用についても随時触れていく。 

 本講義で取り上げる内容のレベルは，「基本情報技術者試験」に対応する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション，機械とコンピュータ 

［第２回] 二値論理の基礎：（数の表現，n 進数，補数の概念，文字の表現） 

［第３回] 二値論理の基礎：（２値論理と論理演算，真理値表，半加算器） 

［第４回] コンピュータの構成：（計算機のシステム構成，CPU の構成・動作，記憶装置） 

［第５回] 機械語の基礎：（機械語，アセンブリ言語，ハンドアセンブル） 

［第６回] アルゴリズムとデータ構造：（データ構造，アルゴリズム，フローチャート） 

［第７回] アルゴリズムとデータ構造：（代表的なアルゴリズム，ソート，探索） 

［第８回] コンピュータ入出力：（サンプリング，量子化） 

［第９回] コンピュータ入出力：（センサ，音声，画像，動画データの取り扱い） 

［第 10 回] コンピュータ入出力：（アクチュエータ，モータの駆動，ライントレースロボットのアルゴリズム） 

［第 11 回] 基本ソフトウェア：（基本ソフトウェアの役割，ジョブとタスク，記憶管理） 

［第 12 回] コンピュータネットワーク：（OSI 7 層モデル，TCP/IP） 

［第 13 回] コンピュータネットワーク：（電子メール，web，データベース） 

［第 14 回] 情報セキュリティ：（情報セキュリティの三大要素，暗号鍵，ファイアウォール） 

 

 
３．履修上の注意 

 春学期に開講される，「情報処理１」及び「情報処理実習１」を履修していることが望ましい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 復習として，講義した範囲の教科書の例題・練習問題を自習すること。 

 

 
５．教科書 

 「基本情報技術者標準教科書」，大滝みや子，オーム社 

 

 
６．参考書 

 「コンピュータはなぜ動くのか」，矢沢久雄，日経 BP 社 

 「機械技術者のためのマイクロコンピュータ入門」，加藤隆，日本理工出版会 

 「パソコンの仕組みの絵本」，（株）アンク，翔泳社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業時間に実施する演習については，翌週以降の講義で解説をおこなう。 

 
８．成績評価の方法 

 授業時間に実施する演習と定期試験の成績により評価する。 

 授業中の演習を 20％，期末試験結果を 80％とし，本講義の主内容の 60％以上の理解を合格基準とする。 
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９．その他 

 オフィスアワー：水曜日 17：10～18：00（環境熱学研究室 4101） 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

1454 

 

科目ナンバー STINF111J 配当学年 3 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理 2[建築] 

担当者名 富澤徹弥 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 現在，コンピュータの性能は，急速な勢いで進歩を遂げており，情報化に対応する技術が工学分野で必要不可欠となって

いる。建築分野，特に設計工学においても，景観・計画解析，構造解析や環境解析に応用され，重要なツールとして設計技

術の一翼をなしている。本講義では，今日の急速な情報化に対応した建築技術者として応用解析が可能となるよう，解析法

の基礎となる計算法について習熟することを目的とする。プログラミング技術の習得を目的とした講義と，計算言語を用いた

課題作成を交互に行う。 

 なお、この科目は、2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（応用基礎レ

ベル）」の「応用・発展科目群」の科目として履修可能である。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] パソコンと計算言語ソフトの基本操作：単純な入出力演習を通して，言語ソフトの基本操作を学ぶ。目標：言語ソフ

トの基本操作修得 

［第２回] 算術演算の基本：四則演算と記述法について，例題を通して学ぶ。目標：四則演算の方法修得 

［第３回] 繰返し処理：ループ処理の扱い方について，例題を通して学ぶ。目標：数式の繰り返し演算法の修得 

［第４回] 関数とグラフ表現①-組込み関数：組込み関数の種類と利用法について，例題を通して学ぶ。目標：組込み関数

の利用法修得 

［第５回] 関数とグラフ表現②-条件判断：多次関数のグラフ化を行い，結果の表示手法について学ぶ。目標：計算結果のグ

ラフ化法修得 

［第６回] 関数とグラフ表現③-媒介変数：媒介変数のグラフ化を行い，複雑な関数の計算法を学ぶ。目標：コンピュータの

工学的利用法の基礎の理解 

［第７回] 関数処理演習：建築工学に関連のある複雑な関数（太陽位置）のグラフ化を試みる。目標：コンピュータの工学的

利用法の基礎の理解 

［第８回] モンテカルロ法：乱数を利用して確率論的に解を得るモンテカルロ法について，例題を通して学ぶ。目標：モンテ

カルロ法の修得。面積算定で用いられる定積分の解法について，例題を通して学ぶ。 

［第９回] 構造化処理：サブルーチンの定義・利用方法について，例題を通して学ぶ。目標：複雑なプログラムの論理的記

述法の修得 

［第 10 回] 代数方程式の解：非線形解析で用いられる多次方程式の解法について，例題を通して学ぶ。目標：二分法によ

る多次方程式の解の求め方修得。 

［第 11 回] ベクトルデータの記憶：ベクトルやデータベースの記憶で用いる配列について学ぶ。目標：大量データの記憶方

法の修得 

［第 12 回] 透視図の作成①-１焦点透視図と可視化：透視図の描画方法について学び，簡単な透視図を作成する。目標：

１焦点透視図のコンピュータ表現法の修得 

［第 13 回] 透視図の作成②-動画処理：物体の移動・回転・拡大方法について，例題を通して学ぶ目標：３次元 CAD の

基本原理の理解。 

［第 14 回] 透視図の作成③-総合演習：ワイヤーフレームの物体の動画を作成する。目標：動画処理手法の修得。 

 

 
３．履修上の注意 

 情報処理教室にて，パソコンを用いたプログラム作成を行う。 

 毎回，作成したプログラムの提出を求める。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に参考書の該当箇所を読み，次回の授業内容に関する専門用語について調べておくこと。また，復習として，配付資

料及び参考書の該当箇所を読むこと。 

 

 
５．教科書 

 特に指定しない。主としてプリントを配布して使用する。 
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６．参考書 

 講義中に紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回、授業中にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 毎回の講義で基礎演習および課題を出題する。また，最終回には応用課題をレポート課題として出題する。 

 成績は，基礎演習 40％，課題 40％，応用課題 20％で評価する。単位取得の条件は，理解すべき水準に達しているか否

かで判定し，その下限を 60％とする。 

 

 
９．その他 

〈建築学科の学習・教育到達目標との対応〉 

 本科目は，「学習教育到達目標（C）技術力とデザイン力」の達成に重要な選択科目である。〈オフィスアワー〉日時：木曜日

13：30～15：00，場所：第二校舎 A 館 A1005 室（建築構造研究室） 

 e-mail による質問も可とする（tomizawa＊meiji.ac.jp，＊を@に変える）。この質問に対する回答は，原則として授業中に行

う 
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科目ナンバー STINF111J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 情報処理 2[応化] 

担当者名 藤波美起登 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 化学分野においてもコンピュータによる情報処理を用いた研究開発が存在感を増している。本講義では，化学系の学生を

念頭において，プログラミング言語 Python を用いた情報処理の基礎を学ぶ。前半では，Python，数値解析，機械学習 の

初歩を学習し，シミュレーションやデータ解析に関する基本的なプログラミング方法を習得する。後半では，これらの内容を

化学の問題に応用し，化学分野における情報処理を体験する。 

 本講義の到達目標は，情報処理を駆使した研究開発を遂行するための基礎体力を身に付けることである。種々の課題に

対し，基本的なシミュレーションやデータ解析のプログラムを実装できるようになることを目指す。情報処理の研究開発に携

わる際の索引となるような講義を展開する。 

 この科目は、2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（応用基礎レベル）」

の「応用・発展科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] Python の基礎：データ型，基本構文 

［第３回] Python の基礎：関数，クラス 

［第４回] Python の基礎：ライブラリ 

［第５回] 数値解析：数値微分 

［第６回] 数値解析：数値積分 

［第７回] 数値解析：微分方程式 

［第８回] 数値解析：数値最適化 

［第９回] 機械学習：機械学習の基本 

［第１０回] 機械学習：種々のデータ解析 

［第１１回] 化学のための情報処理：定量的構造物性相関 

［第１２回] 化学のための情報処理：反応速度論シミュレーション 

［第１３回] 化学のための情報処理：分子動力学シミュレーション 

［第１４回] 発展的な学習のためのトピックス 

 
３．履修上の注意 

 本講義は，コンピュータを用いて実際にプログラミングをしてもらいながら進める。プログラミングに関しては基礎から学習す

るため，Python やその他のプログラミング言語の使用経験は問わない。情報処理教室のパソコンを用いてプログラミング可

能である。ただしプログラミングは試行錯誤を要することや，授業時間外にレポート課題を解くことを考慮すると，ノートパソコ

ン等学外でもプログラミングができる環境を有することが望ましい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 各回の講義内容に関連したプログラミングの課題を出題する。これを解くことで復習を行う。 

 
５．教科書 

 教科書は使用しない。配布資料に沿って講義を進める。 

 

 
６．参考書 

 参考書は使用しない。学習に有用な書籍や Web サイト等は授業内で適宜紹介する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 レポートに対する講評を授業中に行う。 

 
８．成績評価の方法 

 レポート 100％で評価する。レポートは全部で３回の予定である。 

 
９．その他 

 担当者は兼任講師のため授業時間以外は大学に滞在していない。したがって，授業内容に関する質問等は基本的にメー

ルで受け付ける。メールアドレスはイントロダクションで指示する。 
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科目ナンバー STINF111J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 情報処理 2[情報] 

担当者名 堤利幸 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本授業科目では，担当教員自身の研究分野のひとつである「数値シミュレーション」の研究経験を十分に授業に活かしつ

つ，解り易く効果的な教育を考慮して授業が行われる。 

 情報処理 2 においては、数値解析やコンピュータシミュレーションを学ぶにあたって欠かせない数値計算の基礎的知識、

つまり補間公式や数値積分の公式、常微分方程式の解法、代数方程式の解法、および連立１次方程式の解法などについ

て解説する。解法を解説するだけでなく、そのプログラム例を示したり、プログラミングの課題に取り組んでもらいながら、数値

解析の手法を身につけ、自由に数値計算のプログラムを作成できるようになることを到達目標にしている。 

 ３年次に「コンピュータシミュレーション」という科目があるが，これを履修する上で必要な基礎知識がこの講義を通して得ら

れる。 

 

 
２．授業内容 

［第 01 回] ガイダンス，数の表現と誤差 

［第 02 回] 非線形方程式の解法 1 

［第 03 回] 非線形方程式の解法 2 

［第 04 回] 連列 1 次方程式の解法 1 

［第 05 回] 連立 1 次方程式の解法 2 

［第 06 回] 連立 1 次方程式の解法 3 

［第 07 回] 関数近似 1 

［第 08 回] 関数近似 2 

［第 09 回] 関数近似 3 

［第 10 回] 数値積分 1 

［第 11 回] 数値積分 2 

［第 12 回] 数値積分 3 

［第 13 回] 常微分方程式 1 

［第 14 回] 常微分方程式 2 

 
３．履修上の注意 

3 年生の授業「コンピュータシミュレーション」の履修を予定している学生は、本授業を履修することが望ましい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

教科書に準拠して授業を進めるので，教科書を用いて予習・復習をおこなうこと。 

 
５．教科書 

『わかりやすい数値計算入門』、栗原正仁 著、ムイスリ出版、ISBN978-4-89641-194-2 

http://muisuri.my.coocan.jp/math.html 

 
６．参考書 

・参考書 1：『数値計算入門』、河村哲也 著、サイエンス社 

 教科書よりは、数値計算について詳しく書かれた本です。本講義資料でも、こちらの参考書の内容を元に、教科書の説明

を補足しています。また、教科書の数値計算の解説で分からないことがある時には、こちらを参考にしてみてください。 

・参考書 2：『数値計算入門［C 言語版］』、河村哲也、桑名杏奈 著、サイエンス社 

 『数値計算入門』に、C 言語でのプログラム例を追加した本です。 

・参考書 3：『Python による数値計算入門』、河村哲也、桑名杏奈 著、朝倉書店 

 『数値計算入門』に、Python でのプログラム例を追加した本です。Python に馴染みのある人はこちらを参考にすると良いと

思います。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題 (or レポート)に対する全体的な講評を授業中に行う。 

 
８．成績評価の方法 
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成績評価は、レポート課題の評価（40％）及び定期テストの結果（60％）で決定する。合計が満点の 60％以上を単位取得の

条件とする。 

 レポート課題については、数値計算の手法に関するプログラム作成と，そのプログラム説明書の作成をレポートにして提出

する課題を 2 回程度出す。提出期限遅れのレポートは減点あるいは 0 点と採点するので注意すること。 

 
９．その他 

 レポートの課題についてはプログラム作成がともないます。 
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科目ナンバー STINF111J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 情報処理 2[数学] 

担当者名 川合康央 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 描画を目的としたプログラミング言語を用いて，コンピュータグラフィックスを理解する。本講義では，コンピュータグラフィッ

クスによって，さまざまな３次元形状モデルを自由かつ正確に作成できることを目標とする。コンピュータグラフィックスは，座

標変換，モデリング，レンダリング，アニメーション，画像処理等で構成されており，プログラミング言語を用いた制作演習を通

じて，これらを体系的に理解する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 基本図形 

［第２回] アフィン変換 

［第３回] 形状の記述 

［第４回] 質感の設定 

［第５回] CSG 表現 

［第６回] 光の性質表現 

［第７回] 回転体と多面体 

［第８回] アニメーション 

［第９回] フラクタル 

［第 10 回] 繰り返し構造 

［第 11 回] 入れ子構造 

［第 12 回] 条件分岐 

［第 13 回] マクロ定義 

［第 14 回] まとめ 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業で解説した課題をもとに，授業時間外の学習時間を用いて課題を完成させる。 

 

 
５．教科書 

 授業時に資料を配布する。 

 

 
６．参考書 

 授業時に適宜紹介する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題作成時にアドバイスを行うとともに，提出された課題に適宜コメントを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 毎回の演習課題 60％，最終課題作品 40％で評価し，合計 100 点満点で，60 点以上を合格とする。 

 
９．その他 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

1461 

 

科目ナンバー STINF111J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 情報処理 2[物理] 

担当者名 北條泰嗣 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

目的：この授業では、次の三点を到達目標とする。 

 

（１）物理学の問題を数値的に解くことで、物理学に対する理解を深める。 

（２）C 言語を使ったプログラミングの習得 

（３）コンピュータを使って計算するときに生じる特有の問題の理解 

 

 物理学の授業を受けていて、解析的に――紙と鉛筆だけでは――解けない問題に出会った経験があると思う。例えば、単

振り子という簡単な系であっても、振り子の開いた角度 θ が小さい――sinθ≒θ と見なせる――場合は単振動と見なして

解くことができるが、一般の場合はもう計算できない。このようなときはコンピュータの出番である。 

 この授業では、簡単な数値計算プログラムを自分で実際に作って、計算結果を目に見える形（グラフ）にする練習をする。

そこから、難しい方程式を眺めているだけではイメージできない、物理現象をイメージする経験を積んでもらいたい。よって、

プログラムが苦手だという人は、プログラム作成をいったん棚上げして、「まずは講義資料としてアップロードするプログラムを

走らせて、グラフやアニメーションを表示し、「この方程式を解くとこういう状態になるのか」というイメージをつかむことを優先し

てほしい。そしてその後に、動かしたプログラムの中身を眺めて文法の勉強をする、という順番で学習するのがよいと思う。 

 プログラムの言語としては C 言語を使用する。C 言語を知らない、忘れてしまったという人のために授業時間の一部を C

の文法説明のために割くが、あまり文法の細かいことにはこだわらず、とにかく、「物理を目に見える形にして楽しむ」というこ

とを第一に考えて受講してほしい。 

 

この科目は、2022 年度以降入学者を対象とした「理工学部数理・データサイエンス・AI 教育プログラム(応用基礎レベル)」

の「応用・ 発展科目群」の科目として履修可能である。 

 
２．授業内容 

14 回を予定している。講義回数・内容・順番は、変更になる可能性がある。以下は前年度の履修者の C 言語習熟度に応

じた内容であるが、習熟度に応じて C 言語の復習の回数は変更する予定である。 

 

［第１回] イントロダクション・gnuplot （１）・C 言語の復習（１） 

ａ．授業の進め方、履修する上での注意事項を説明する。その後、グラフ描画ソフト gnuplot の使い方を説明する。 

 数値計算のメリットは、計算結果を視覚的に表せることである。難しい方程式であっても、物理量が変化していく様子をグラ

フにしてみると、現象をわかりやすく理解できる。 

ｂ．C 言語のプログラムを始める。プログラムを動かすために必要なコンパイル・実行という２つの作業をおぼえる。１年生の

情報処理実習２での UNIX 環境との違いも理解する。 

 

［第２回] gnuplot（２）・C 言語の復習（２） 

ａ．前回に引き続き、gnuplot の使い方、特に 3 次元のグラフの描画方法や細かい設定の仕方などを説明する。 

ｂ．加減乗除の四則演算や割り算の余りを求める簡単なプログラムを作成し、変数の型（整数型・実数型）や演算子について

復習する。 

 

［第３回] C 言語の復習（３）・浮動小数点数の表現 

ａ．if 文を復習する。プログラムをする上で、ある条件を満たした場合だけ、ある計算をしたい場合がある。if 文を使うことでそ

のような処理が可能になる。 

ｂ．浮動小数点型である float と double は計算機上ではどのように表現されているのか、また、どの程度の範囲の数を表現

できるのかを学習し、次回の数値計算における誤差を理解するための準備とする。二進数についても理解する。 

 

［第４回] C 言語の復習（４）・計算機特有の誤差 

ａ．繰り返し処理を行う for 文について復習し、次回の数値積分の準備とする。 

ｂ．計算機では数値は有限の桁までしか表現できない。このため打ち切り誤差・丸め誤差といった誤差が生じる。例えば、計

算機で 0.1 という数を表現しようとすると、２進数のために循環小数となって正確な値を表現できない。また、けた落ちなどの

精度が著しく下がる現象も存在する。このような、計算機特有の問題を学び、数値計算する上での誤差と精度を理解する。 

 

［第５回] 数値積分（１)・C 言語の復習（５） 
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ａ．解析的に積分できない関数は、長方形や台形に分割して、その面積の合計として計算できる。分割する台形の数を変化

させ、数値積分の精度がいかに向上されるか体験する。また、単振り子で sin θ≒θ と近似できないとき、振り子の周期を

計算するには楕円積分という積分が必要だが、これは解析的に積分できないので、数値計算をして値を求める。 

ｂ．C 言語の関数について復習する。 

 

［第６回] 補間・数値積分（２） 

ａ．補間法について学ぶ。台形に分割する数値積分は一次補間の例となっていることを理解する。 

ｂ．二次補間を用いて数値積分を行う方法として Simpson の公式を取り上げ、前回までの内容と合わせて、計算精度の比

較を行う。 

 

［第７回] 方程式の数値解法（１）・C 言語の復習（６） 

ａ．繰り返し処理のうち、do 文を復習する。 

ｂ．５次以上の代数方程式には解の公式が存在しない（一般的に解けない）。また、非線型方程式、x cos(x)＋log(x)＝0 など

の方程式は計算機で数値的に解くしかない。このような方程式の解を数値的に求める方法として二分法、Newton 法を紹介

する。 

 

［第８回] 方程式の数値解法（２）・C 言語の復習（７） 

ａ．前回紹介した二分法、Newton 法のプログラムを作成し、方程式の解を求める作業を通じて、両者のメリット・デメリットの比

較、解への収束速度について議論する。 

ｂ．C 言語の配列について復習し、次回のベクトル、行列演算の準備とする。 

 

［第９回] 連立１次方程式の解法 

前回習得した二次元配列の演算をもとに、ガウスの掃き出し法・ガウス・ジョルダン法を紹介し、行列の演算と連立一次方程

式を解く。 

 

［第 10 回] 常微分方程式の解法（１） 

ａ．常微分方程式の解法として、一次の微分までで近似する Euler 法を紹介し、そのプログラムを作成する。 

ｂ．Euler 法では一次の微分までしか計算しないので、誤差が大きくなり、正しい計算結果が得られない場合がある。その問

題点を理解したうえで、より計算精度の高い方法として Runge-Kutta 法を紹介し、その考え方を学ぶ。 

 

［第 11 回] 常微分方程式の解法（２）・C 言語の復習（８） 

ａ．単振動・放物運動・簡単な電気回路などの具体例について Runge-Kutta 法のプログラムを実際に作り、微分方程式を

数値的に解く。 

ｂ．ポインタはある変数や配列のアドレスを指定する変数である。これを使うと、変数や配列をリモートで操作して関数に代入

するなどの操作ができる。このようなポインタを応用したプログラムを復習する。 

 

［第 12 回] C 言語の復習（９）・偏微分方程式の解法（１） 

ａ．プログラムの実行結果（例えば、微分方程式を計算して求めた各時刻の位置と速度）を別のファイルに保存する、あるい

は、あるファイルに保存されたデータを読み込んでプログラムを実行するには、プログラムの中にファイルの入出力操作を書

いておく必要がある。その方法を習得する。 

ｂ．偏微分方程式の例として波動方程式や拡散方程式を取り上げ、差分法による解法を習得する。主に 1 次元の系につい

て取り扱う。 

 

［第 13 回] 偏微分方程式の解法（２） 

 ２次元以上の系の波動方程式や拡散方程式を数値的に解き、グラフ化することで、物理現象を視覚的にとらえる。 

 

［第 14 回] 乱数 

 ランダムな事象を扱う場合、乱数の活用が極めて重要である。乱数はある領域上の定積分（特に多重積分）を数値的に求

める場合にも用いられる。乱数の関与する計算技法を習得する。モンテカルロ法なども学習する。 

 

 
３．履修上の注意 

（１）履修者は C 言語の基本を習得していることが望ましいが、C 言語の知識がない、あるいは、忘れてしまったという履修

者のために授業の一部を C 言語の復習に充てる。 

 

（２）その他注意点 

 大学以降の勉強は、授業を受けるだけでは不十分である。各自が興味を持ったところを自分で調べて深めていくという能

動的な態度が必要になる。わからないところについては、どんなに小さなことであっても、恥ずかしがらずに質問すること。 
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 プログラムは一回でうまくいくことはほとんどない。大抵エラーが出る。うまくいかなくてもがっかりせずに、何度もエラーをな

くす作業をすること。もちろん、エラーの原因がわからないときは遠慮なく質問すること。 

 初めにも書いたが、「プログラム作成が苦手な人は、まずは正しく動くプログラム（資料としてアップロードする）を動かしてみ

て、物理現象を目に見える形にして楽しむ、ということを優先すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の進め方： 

 Oh-o! Meiji の「資料」ページにその回で使う講義資料と、紹介するプログラムのファイル（ソースファイルという .c のファイ

ル）を毎週 Upload しておくので、各自ダウンロードして予習しておくこと。 

 １コマの授業を聴講しただけで全てを習得しようとするのは不可能である。授業を聞いたら、授業で紹介したサンプルプロ

グラムや資料についている練習問題を各自プログラムして復習すること。練習問題の解答例も Oh-o! Meiji に Upload す

る。語学や運動と同じで、プログラムも練習しただけ力になる。各自最低でも復習だけはすること。 

自宅で C のプログラムを作りたい場合：要相談 

 

 
５．教科書 

 指定しない 

 

 
６．参考書 

（１）C 言語について 

 「新・明解 C 言語 入門編 第 2 版」（柴田望洋 ソフトバンクパブリッシング） 

 ISBN-13: 978-4815609795 

 「10 日でおぼえる C 言語入門教室 第３版」（坂下夕里 翔泳社） 

 ISBN-13: 978-4798129662 

 http://www9.plala.or.jp/sgwr-t/（初心者のためのポイント学習 C 言語 https ではないので接続注意） 

 https://9cguide.appspot.com/（苦しんで覚える C 言語） 

 など 

 

（２）GNUPLOT について：計算結果をグラフにするアプリ 

 1． https://hep.s.kanazawa-u.ac.jp/kogi/gnuplot/index.php.html 

 2．https://graph.pc-physics.com/ 

 

（３）物理・数学について 

 特に指定しないので、自分に合った教科書・参考書を探して使うこと 

 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

随時質問を受け付ける。講義中に直接、あるいはメールにて。 

 
８．成績評価の方法 

レポート課題を出題する（５回程度）。 

課題の合計点数が満点の 60％以上を単位習得の条件とする。 

 
９．その他 
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基礎電気回路 1 

科目ナンバー STELC111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎電気回路 1[1 組] 

担当者名 小原学 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 電気回路網は電磁気的な性質を持った素子が結合されたシステムである。その基礎を理解しておくことは，今後，様々な

複雑なシステム（電気回路網以外のシステムも含む）の解析や設計を行うときに必ず役に立つ。 

 電気回路網を構成する基本的な回路素子は，電気抵抗，インダクタ及びキャパシタである。これらの回路素子によって構

成される回路網に，直流電圧源や交流電圧源を接続したとき，その回路網の内部の電圧・電流を求める方程式は，素子の

電圧・電流の関係式ならびにキルヒホッフの法則に基づいて記述でき，定係数の微積分方程式となる。この方程式の解は一

般解と定常解（特解）との和となり，その定常解（電流）のみを求めて電気的な性質を調べることが電気回路論である。本講

義では，直流回路および交流回路の基本的な性質の理解を通して，これらを解いて回路各部の電圧・電流・電力がどのよう

な状態であるかを知るための基礎的計算技法を習得する。 

（到達目標） 

 種々の解析法を用いて電気回路網の電圧・電流・電力の解析が行えること。なお，詳細な個々の目標は以下のとおりであ

る。 

□直列回路・並列回路の合成抵抗を求めることができる。 

□オームの法則，キルヒホッフの法則，重ね合わせの理などを用いて直列回路や並列回路の電圧・電流を求めることができ

る。 

□電気回路における電力や電力量を求めることができる。 

□任意の電気回路網について，網目解析および節点解析により回路方程式を記述し，解くことができる。 

□電圧源，電流源の違いや取扱いについて理解する。 

□テブナンの定理を用いて，回路網中の電圧や電流を求めることができる。 

□正弦波電圧・電流のフェーザ法による表現を理解する。 

□回路のインピーダンス及びアドミタンスが求められる。 

キーワード：抵抗の合成，キルヒホッフ・オーム法則，重ね合わせの理，メッシュ・ノード方程式，クラメールの公式，電力と電

力量，ブリッジ回路，電圧源・電流源，交流，オイラーの公式，フェーザ，インピーダンス，アドミタンス，フェーザ軌跡 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 電流や電圧，オームの法則とキルヒホッフの法則，電気抵抗・インダクタ・キャパシタなどの電気回路の素子，電圧

源と電流源など電気回路における基本事項について説明する。 

［第２回] 時間領域における電力と電力量について解説する。正弦波の実効値，平均値，振幅，位相について説明する。 

［第３回] 交流回路における電圧・電流・電力について説明する。また，回路素子の交流特性について解説する。 

［第４回] フェーザ表現並びに複素表現による交流回路の解析法について解説する。また，インピーダンスとアドミタンスに

ついて解説する。 

［第５回] RL 直列・並列回路，RC 直列・並列回路について解説する。 

［第６回] RLC 直列・並列回路について解説する。 

［第７回] ａ：中間試験 ｂ：解説 

［第８回] ブリッジ回路について解説する。 

［第９回] 回路方程式を解くために必要となる連立方程式の解法について述べる。 

［第 10 回] 網目解析による回路方程式の定式化と解法を解説する。 

［第 11 回] 節点解析による回路方程式の定式化と解法を解説する。 

［第 12 回] 重ね合わせの理による回路の電圧・電流の求め方を解説する。 

［第 13 回] テブナンの定理による回路の電圧・電流の求め方を解説する。 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

講義の順番や配分時間等は担当者の裁量による。 

 各人の実力アップを図るため，適宜，授業中に小テスト，または課題についてレポート提出を求める。これらは成績に反映

されることもある。 

 高等学校の物理の教科書の，電界と電子，電流と電圧，電流と磁界，電磁誘導と電磁波の各章について，よく理解してお

くこと。 

 常に，電気磁気学１の講義との関連性に注意を払うこと。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の講義範囲について事前に教科書等で調べておくこと。 

授業中もしくは授業の最後に演習問題を出題する場合もある，解答してレポートとして提出すること。 

 講義後は，参考書の例題・章末問題をできるだけ多く解き，理解を深めること。 

 

 
５．教科書 

 「例題と演習で学ぶ 電気回路」服藤憲司 著，森北出版 

 

 
６．参考書 

 「電気回路論問題演習詳解」平山 博，大附辰夫 著，電気学会 

 「基礎からの交流理論」小郷 寛，小亀英己，石亀篤司 著，電気学会 

 「よくわかる電気回路」藤井信生 著，オーム社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中の小テスト，課題については授業中もしくは Oh-o Meiji にて解説するが，具体的な方法は担当者の裁量による。 

 
８．成績評価の方法 

 試験の成績で 60％以上取得したものを合格とする。ただし，レポートや小テスト並びに中間試験を評価対象の母数に含め

ることもある。なお，不合格者に対する追試験・課題等の救済措置は一切行わない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STELC111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎電気回路 1[2 組] 

担当者名 関根かをり 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 電気回路網は電磁気的な性質を持った素子が結合されたシステムである。その基礎を理解しておくことは，今後，様々な

複雑なシステム（電気回路網以外のシステムも含む）の解析や設計を行うときに必ず役に立つ。 

 電気回路網を構成する基本的な回路素子は，電気抵抗，インダクタ及びキャパシタである。これらの回路素子によって構

成される回路網に，直流電圧源や交流電圧源を接続したとき，その回路網の内部の電圧・電流を求める方程式は，素子の

電圧・電流の関係式ならびにキルヒホッフの法則に基づいて記述でき，定係数の微積分方程式となる。この方程式の解は一

般解と定常解（特解）との和となり，その定常解（電流）のみを求めて電気的な性質を調べることが電気回路論である。本講

義では，直流回路および交流回路の基本的な性質の理解を通して，これらを解いて回路各部の電圧・電流・電力がどのよう

な状態であるかを知るための基礎的計算技法を習得する。 

（到達目標） 

 種々の解析法を用いて電気回路網の電圧・電流・電力の解析が行えること。なお，詳細な個々の目標は以下のとおりであ

る。 

□直列回路・並列回路の合成抵抗を求めることができる。 

□オームの法則，キルヒホッフの法則，重ね合わせの理などを用いて直列回路や並列回路の電圧・電流を求めることができ

る。 

□電気回路における電力や電力量を求めることができる。 

□任意の電気回路網について，網目解析および節点解析により回路方程式を記述し，解くことができる。 

□電圧源，電流源の違いや取扱いについて理解する。 

□テブナンの定理を用いて，回路網中の電圧や電流を求めることができる。 

□正弦波電圧・電流のフェーザ法による表現を理解する。 

□回路のインピーダンス及びアドミタンスが求められる。 

キーワード：抵抗の合成，キルヒホッフ・オーム法則，重ね合わせの理，メッシュ・ノード方程式，クラメールの公式，電力と電

力量，ブリッジ回路，電圧源・電流源，交流，オイラーの公式，フェーザ，インピーダンス，アドミタンス，フェーザ軌跡 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 電流や電圧，オームの法則とキルヒホッフの法則，電気抵抗・インダクタ・キャパシタなどの電気回路の素子，電圧

源と電流源など電気回路における基本事項について説明する。 

［第２回] 時間領域における電力と電力量について解説する。正弦波の実効値，平均値，振幅，位相について説明する。 

［第３回] 交流回路における電圧・電流・電力について説明する。また，回路素子の交流特性について解説する。 

［第４回] フェーザ表現並びに複素表現による交流回路の解析法について解説する。また，インピーダンスとアドミタンスに

ついて解説する。 

［第５回] RL 直列・並列回路，RC 直列・並列回路について解説する。 

［第６回] RLC 直列・並列回路について解説する。 

［第７回] ａ：中間試験 ｂ：解説 

［第８回] ブリッジ回路について解説する。 

［第９回] 回路方程式を解くために必要となる連立方程式の解法について述べる。 

［第 10 回] 網目解析による回路方程式の定式化と解法を解説する。 

［第 11 回] 節点解析による回路方程式の定式化と解法を解説する。 

［第 12 回] 重ね合わせの理による回路の電圧・電流の求め方を解説する。 

［第 13 回] テブナンの定理による回路の電圧・電流の求め方を解説する。 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

講義の順番や配分時間等は担当者の裁量による。 

 各人の実力アップを図るため，適宜，授業中に小テスト，または課題についてレポート提出を求める。これらは成績に反映

されることもある。 

 高等学校の物理の教科書の，電界と電子，電流と電圧，電流と磁界，電磁誘導と電磁波の各章について，よく理解してお

くこと。 

 常に，電気磁気学１の講義との関連性に注意を払うこと。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の講義範囲について事前に教科書等で調べておくこと。 

授業中もしくは授業の最後に演習問題を出題する場合もある，解答してレポートとして提出すること。 

 講義後は，参考書の例題・章末問題をできるだけ多く解き，理解を深めること。 

 

 
５．教科書 

 「例題と演習で学ぶ 電気回路」服藤憲司 著，森北出版 

 

 
６．参考書 

 「電気回路論問題演習詳解」平山 博，大附辰夫 著，電気学会 

 「基礎からの交流理論」小郷 寛，小亀英己，石亀篤司 著，電気学会 

 「よくわかる電気回路」藤井信生 著，オーム社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中の小テスト，課題については授業中もしくは Oh-o Meiji にて解説するが，具体的な方法は担当者の裁量による。 

 
８．成績評価の方法 

 試験の成績で 60％以上取得したものを合格とする。ただし，レポートや小テスト並びに中間試験を評価対象の母数に含め

ることもある。なお，不合格者に対する追試験・課題等の救済措置は一切行わない。 

 
９．その他 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

1468 

 

科目ナンバー STELC111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎電気回路 1[3 組] 

担当者名 小原学 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 電気回路網は電磁気的な性質を持った素子が結合されたシステムである。その基礎を理解しておくことは，今後，様々な

複雑なシステム（電気回路網以外のシステムも含む）の解析や設計を行うときに必ず役に立つ。 

 電気回路網を構成する基本的な回路素子は，電気抵抗，インダクタ及びキャパシタである。これらの回路素子によって構

成される回路網に，直流電圧源や交流電圧源を接続したとき，その回路網の内部の電圧・電流を求める方程式は，素子の

電圧・電流の関係式ならびにキルヒホッフの法則に基づいて記述でき，定係数の微積分方程式となる。この方程式の解は一

般解と定常解（特解）との和となり，その定常解（電流）のみを求めて電気的な性質を調べることが電気回路論である。本講

義では，直流回路および交流回路の基本的な性質の理解を通して，これらを解いて回路各部の電圧・電流・電力がどのよう

な状態であるかを知るための基礎的計算技法を習得する。 

（到達目標） 

 種々の解析法を用いて電気回路網の電圧・電流・電力の解析が行えること。なお，詳細な個々の目標は以下のとおりであ

る。 

□直列回路・並列回路の合成抵抗を求めることができる。 

□オームの法則，キルヒホッフの法則，重ね合わせの理などを用いて直列回路や並列回路の電圧・電流を求めることができ

る。 

□電気回路における電力や電力量を求めることができる。 

□任意の電気回路網について，網目解析および節点解析により回路方程式を記述し，解くことができる。 

□電圧源，電流源の違いや取扱いについて理解する。 

□テブナンの定理を用いて，回路網中の電圧や電流を求めることができる。 

□正弦波電圧・電流のフェーザ法による表現を理解する。 

□回路のインピーダンス及びアドミタンスが求められる。 

キーワード：抵抗の合成，キルヒホッフ・オーム法則，重ね合わせの理，メッシュ・ノード方程式，クラメールの公式，電力と電

力量，ブリッジ回路，電圧源・電流源，交流，オイラーの公式，フェーザ，インピーダンス，アドミタンス，フェーザ軌跡 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 電流や電圧，オームの法則とキルヒホッフの法則，電気抵抗・インダクタ・キャパシタなどの電気回路の素子，電圧

源と電流源など電気回路における基本事項について説明する。 

［第２回] 時間領域における電力と電力量について解説する。正弦波の実効値，平均値，振幅，位相について説明する。 

［第３回] 交流回路における電圧・電流・電力について説明する。また，回路素子の交流特性について解説する。 

［第４回] フェーザ表現並びに複素表現による交流回路の解析法について解説する。また，インピーダンスとアドミタンスに

ついて解説する。 

［第５回] RL 直列・並列回路，RC 直列・並列回路について解説する。 

［第６回] RLC 直列・並列回路について解説する。 

［第７回] ａ：中間試験 ｂ：解説 

［第８回] ブリッジ回路について解説する。 

［第９回] 回路方程式を解くために必要となる連立方程式の解法について述べる。 

［第 10 回] 網目解析による回路方程式の定式化と解法を解説する。 

［第 11 回] 節点解析による回路方程式の定式化と解法を解説する。 

［第 12 回] 重ね合わせの理による回路の電圧・電流の求め方を解説する。 

［第 13 回] テブナンの定理による回路の電圧・電流の求め方を解説する。 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

講義の順番や配分時間等は担当者の裁量による。 

 各人の実力アップを図るため，適宜，授業中に小テスト，または課題についてレポート提出を求める。これらは成績に反映

されることもある。 

 高等学校の物理の教科書の，電界と電子，電流と電圧，電流と磁界，電磁誘導と電磁波の各章について，よく理解してお

くこと。 

 常に，電気磁気学１の講義との関連性に注意を払うこと。 

 



2025 年度理工学部 シラバス 

1469 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の講義範囲について事前に教科書等で調べておくこと。 

授業中もしくは授業の最後に演習問題を出題する場合もある，解答してレポートとして提出すること。 

 講義後は，参考書の例題・章末問題をできるだけ多く解き，理解を深めること。 

 

 
５．教科書 

 「例題と演習で学ぶ 電気回路」服藤憲司 著，森北出版 

 

 
６．参考書 

 「電気回路論問題演習詳解」平山 博，大附辰夫 著，電気学会 

 「基礎からの交流理論」小郷 寛，小亀英己，石亀篤司 著，電気学会 

 「よくわかる電気回路」藤井信生 著，オーム社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中の小テスト，課題については授業中もしくは Oh-o Meiji にて解説するが，具体的な方法は担当者の裁量による。 

 

 
８．成績評価の方法 

 試験の成績で 60％以上取得したものを合格とする。ただし，レポートや小テスト並びに中間試験を評価対象の母数に含め

ることもある。なお，不合格者に対する追試験・課題等の救済措置は一切行わない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STELC111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎電気回路 1[4 組] 

担当者名 星野聖 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 電気回路網は電磁気的な性質を持った素子が結合されたシステムである。その基礎を理解しておくことは，今後，様々な

複雑なシステム（電気回路網以外のシステムも含む）の解析や設計を行うときに必ず役に立つ。 

 電気回路網を構成する基本的な回路素子は，電気抵抗，インダクタ及びキャパシタである。これらの回路素子によって構

成される回路網に，直流電圧源や交流電圧源を接続したとき，その回路網の内部の電圧・電流を求める方程式は，素子の

電圧・電流の関係式ならびにキルヒホッフの法則に基づいて記述でき，定係数の微積分方程式となる。この方程式の解は一

般解と定常解（特解）との和となり，その定常解（電流）のみを求めて電気的な性質を調べることが電気回路論である。本講

義では，直流回路および交流回路の基本的な性質の理解を通して，これらを解いて回路各部の電圧・電流・電力がどのよう

な状態であるかを知るための基礎的計算技法を習得する。 

（到達目標） 

 種々の解析法を用いて電気回路網の電圧・電流・電力の解析が行えること。なお，詳細な個々の目標は以下のとおりであ

る。 

□直列回路・並列回路の合成抵抗を求めることができる。 

□オームの法則，キルヒホッフの法則，重ね合わせの理などを用いて直列回路や並列回路の電圧・電流を求めることができ

る。 

□電気回路における電力や電力量を求めることができる。 

□任意の電気回路網について，網目解析および節点解析により回路方程式を記述し，解くことができる。 

□電圧源，電流源の違いや取扱いについて理解する。 

□テブナンの定理を用いて，回路網中の電圧や電流を求めることができる。 

□正弦波電圧・電流のフェーザ法による表現を理解する。 

□回路のインピーダンス及びアドミタンスが求められる。 

キーワード：抵抗の合成，キルヒホッフ・オーム法則，重ね合わせの理，メッシュ・ノード方程式，クラメールの公式，電力と電

力量，ブリッジ回路，電圧源・電流源，交流，オイラーの公式，フェーザ，インピーダンス，アドミタンス，フェーザ軌跡 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 電流や電圧，オームの法則とキルヒホッフの法則，電気抵抗・インダクタ・キャパシタなどの電気回路の素子，電圧

源と電流源など電気回路における基本事項について説明する。 

［第２回] 時間領域における電力と電力量について解説する。正弦波の実効値，平均値，振幅，位相について説明する。 

［第３回] 交流回路における電圧・電流・電力について説明する。また，回路素子の交流特性について解説する。 

［第４回] フェーザ表現並びに複素表現による交流回路の解析法について解説する。また，インピーダンスとアドミタンスに

ついて解説する。 

［第５回] RL 直列・並列回路，RC 直列・並列回路について解説する。 

［第６回] RLC 直列・並列回路について解説する。 

［第７回] ａ：中間試験 ｂ：解説 

［第８回] ブリッジ回路について解説する。 

［第９回] 回路方程式を解くために必要となる連立方程式の解法について述べる。 

［第 10 回] 網目解析による回路方程式の定式化と解法を解説する。 

［第 11 回] 節点解析による回路方程式の定式化と解法を解説する。 

［第 12 回] 重ね合わせの理による回路の電圧・電流の求め方を解説する。 

［第 13 回] テブナンの定理による回路の電圧・電流の求め方を解説する。 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

講義の順番や配分時間等は担当者の裁量による。 

 各人の実力アップを図るため，適宜，授業中に小テスト，または課題についてレポート提出を求める。これらは成績に反映

されることもある。 

 高等学校の物理の教科書の，電界と電子，電流と電圧，電流と磁界，電磁誘導と電磁波の各章について，よく理解してお

くこと。 

 常に，電気磁気学１の講義との関連性に注意を払うこと。 

 



2025 年度理工学部 シラバス 

1471 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の講義範囲について事前に教科書等で調べておくこと。 

授業中もしくは授業の最後に演習問題を出題する場合もある，解答してレポートとして提出すること。 

 講義後は，参考書の例題・章末問題をできるだけ多く解き，理解を深めること。 

 

 
５．教科書 

 「例題と演習で学ぶ 電気回路」服藤憲司 著，森北出版 

 

 
６．参考書 

 「電気回路論問題演習詳解」平山 博，大附辰夫 著，電気学会 

 「基礎からの交流理論」小郷 寛，小亀英己，石亀篤司 著，電気学会 

 「よくわかる電気回路」藤井信生 著，オーム社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中の小テスト，課題については授業中もしくは Oh-o Meiji にて解説するが，具体的な方法は担当者の裁量による。 

 

 
８．成績評価の方法 

 試験の成績で 60％以上取得したものを合格とする。ただし，レポートや小テスト並びに中間試験を評価対象の母数に含め

ることもある。なお，不合格者に対する追試験・課題等の救済措置は一切行わない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STELC111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎電気回路 1[機械,建築] 

担当者名 宇佐美尚人 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 電気回路網は電磁気的な性質を持った素子が結合されたシステムである。その基礎を理解しておくことは，今後，様々な

複雑なシステム（電気回路網以外のシステムも含む）の解析や設計を行うときに必ず役に立つ。電気回路網を構成する基本

的な回路素子は，電気抵抗，インダクタ及びキャパシタである。これらの回路素子によって構成される回路網に，直流電圧源

や交流電圧源を接続したとき，その回路網の内部の電圧・電流を求める方程式は、素子の電圧・電流の関係式ならびにキ

ルヒホッフの法則に基づいて記述でき、定係数の微積分方程式となる。この方程式の解は一般解と定常解（特解）との和とな

り、その定常解（電流）のみを求めて電気的な性質を調べることが電気回路論である。本講義では，直流回路および交流回

路の基本的な性質の理解を通して、これらを解いて回路各部の電圧・電流・電力がどのような状態であるかを知るための基

礎的計算技法を習得する。 

（到達目標） 

 種々の解析法を用いて電気回路網の電圧・電流・電力の解析が行えること。なお，詳細な個々の目標は以下のとおりであ

る。 

□直列回路・並列回路の合成抵抗を求めることができる。 

□オームの法則，キルヒホッフの法則，重ね合わせの理などを用いて直列回路や並列回路の電圧・電流を求めることができ

る。 

□電気回路における電力や電力量を求めることができる。 

□任意の電気回路網について，網目解析および節点解析により回路方程式を記述し，解くことができる。 

□電圧源，電流源の違いや取扱いについて理解する。 

□テブナンの定理を用いて，回路網中の電圧や電流を求めることができる。 

□正弦波電圧・電流のフェーザ法による表現を理解する。 

□回路のインピーダンス及びアドミタンスが求められる。 

□三相交流回路の電流や電力を求めることができる。 

キーワード：抵抗の合成，キルヒホッフ・オーム法則，重ね合わせの理，メッシュ・ノード方程式，電力と電力量，ブリッジ回路，

電圧源・電流源，交流，オイラーの公式，フェーザ，インピーダンス，アドミタンス，フェーザ軌跡 

 

 
２．授業内容 

［第 1 回] 電気回路に必要な電磁気学① 

［第 2 回] 電気回路に必要な電磁気学② 

［第 3 回] 電気回路の基本事項（電流・電圧・オームの法則・キルヒホッフの法則・回路素子・起電力） 

［第 4 回] 交流について①（電力・実効値・平均値・振幅・位相・交流と回路） 

［第 5 回] 交流について②（フェザー表現、複素表現、インピーダンスとアドミタンス） 

［第 6 回] RL・RC・RLC 回路と Q 値について 

［第 7 回] 交流のブリッジ回路について 

[第 8 回] 網目解析と吐き出し法について 

［第 9 回] 節点解析について 

［第 10 回] 重ね合わせの理と鳳テブナンについて 

［第 11 回] 相互誘導回路について 

［第 12 回] 三相交流について 

［第 13 回] 模試 

［第 14 回] 予備日 

 

 
３．履修上の注意 

 講義の順番や配分時間等は担当者の裁量による。 

 各人の実力アップを図るため、小テストを行う（原則として web かつ選択式）。これは成績に反映されるが、これをすべて行

うことで単位が取れることを保証するものではない。 

 講義と例題解説を繰り返しながら授業を進める。簡単な微分・積分・行列・複素数の計算の概念について理解していること

が望ましいが、必要な部分は授業時に説明する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 
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 各講義ごとに次回の講義の範囲についてアナウンスを行う。第二回以降については教科書もしくは参考書の該当の内容

について講義の前に一読しておくこと。また、補助講義資料を必要に応じて用意する。これを適宜復習に用いること。 

 
５．教科書 

・『例題と演習で学ぶ 電気回路』、服藤憲司著、（森北出版） 

 
６．参考書 

 講義の内容や例題解説などに以下の書籍の一部を用いる。 

・『エレクトロニクス入門』、柴田直著、（数理工学社） 

・『基礎電磁気学』、細川敬祐著、（東京化学同人） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 出した課題については次回授業時に回答解説を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 試験の成績で 60％以上取得したものを合格とする。ただし、小テストの結果を評価対象の母数に含めることもある。なお、

不合格者に対する追試験・課題等の救済措置は一切行わない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STELC111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎電気回路 1[機情] 

担当者名 皆川忠相 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 電気回路は理想化した回路素子を用いて実システムを解析するモデル化の学問で，電気回路と力学には良い相似関係

がある。力と電圧，速度と電流の対応，あるいは力と電流，速度と電圧の対応関係を使えば，電気回路を解くキルヒホッフの

法則はニュートンの運動方程式と同じ形となる。電気回路の基本的な問題の解法を示すと共に，電気回路で学ぶ種々の解

法が力学等，他の分野の問題の解法にも適用できることを理解する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ガイダンス，電気，電圧，電流，電圧の発生方法，単位 

 電気を帯びた粒子には電子，陽子，イオンがあるが，電気回路を流れる電流は電子であること，関連して導体，半導体，絶

縁体について説明する。併せて電圧，電流の基本概念と電圧の発生方法を説明する。さらに SI 単位系についても説明す

る。 

［第２回] 電気回路の表現法，力学と電気回路の相似関係 

 力，抵抗，質点，ばねといった力学で用いられる素子と電気回路で用いる回路素子（電源，電気抵抗，インダクタ，キャパ

シタ）の関係を説明し，力学と電気回路の相似関係を説明する。併せて電源である電圧源と電流源の等価変換法を説明す

る。 

［第３回] 回路素子の性質（インダクタとキャパシタ） 

 インダクタについては力学の質点との対比で，キャパシタについてはばねとの対比でその性質を説明する。 

［第４回] 電力量，電力，実効値 

 力学量である仕事，仕事率との関連から電力量，電力を説明し，併せて正弦波交流の実効値の概念とその求め方を説明

する。 

［第５回] 回路方程式の求め方 

 電気回路の基本法則であるキルヒホッフの法則について説明し，これを適用した回路方程式の求め方を示す。併せてばね

につけたおもりの振動問題を電気回路で表す方法を説明し，運動方程式と回路方程式の相似関係を説明する。 

［第６回] 直流抵抗回路の解法 

 電気抵抗が存在する回路に直流電源を印加したときに流れる電流を物体の自然落下との相似関係から説明する。併せ

て，回路素子が直列，並列，直・並列に接続された回路の解法を説明する。 

［第７回] 複雑な電気回路の解法 

 オームの法則だけでは解くことのできない回路（複雑な電気回路と呼ぶ）の解法の一つである網目解析を説明する。併せ

て，網目解析の計算に有用な行列計算法について説明する。 

［第８回] 複雑な電気回路の解法 

 複雑な電気回路の解法である節点解析，重ね合せの理を適用した解法，テブナンの定理を適用した解法を説明する。 

［第９，10 回] 交流回路の解法 

 正弦波交流電源を回路に印加したときの回路の基本的な振る舞い，特に定常解を説明する。併せて定常解を求める際に

有用なフェーザによる電圧，電流の表し方，複素数とその四則演算を説明する。 

［第 11 回] インピーダンス，アドミタンス 

 抵抗，インダクタ，キャパシタのそれぞれの回路素子に正弦波交流電流が流れたときの逆起電力と電流の関係を説明し，

これからインピーダンス，アドミタンスの概念と回路のインピーダンス，アドミタンスの求め方を説明する。 

［第 12 回] 正弦波交流回路の定常解 

 抵抗やインダクタ，キャパシタから構成される交流回路の定常解の解法を説明する。 

［第 13 回] 共振回路 

 ばねにつけたおもりに正弦波で変化する力が作用した力学の問題を例に共振現象を説明し，抵抗，インダクタ，キャパシタ

が直列に接続された回路の共振現象を説明する。 

［第 14 回] 正弦波交流の電力，総まとめ 

 抵抗やインダクタ，キャパシタから構成される交流回路の瞬時電力，平均電力，有効電力，無効電力，複素電力，力率を

説明する。 

 

 
３．履修上の注意 

講義と例題解説，及び演習を繰り返しながら授業を進める。 

 

 



2025 年度理工学部 シラバス 

1475 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

講義中の演習問題で解けなかった問題は，次週までに解決しておくこと 

 

 
５．教科書 

特に指定なし。 

 

 
６．参考書 

例題と演習で学ぶ電気回路 服 藤憲司著 森北出版 

電気回路 山口作太郎編著 オーム社 

電気回路基礎 佐藤義久編著 オーム社 

基礎からの電気回路論 清水教之[ほか]共著 コロナ社 

電気回路通論～電気・情報系の基礎を身につける～ 小杉幸夫著 数理工学社 

電気回路論 平山博，大附辰夫著 電気学会 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

次週の講義で解説を行う。 

 
８．成績評価の方法 

授業中の演習と定期試験の合計点が 60 点以上を単位履修の条件とする。 

 

 
９．その他 

連絡先：minagawa@meiji.ac.jp 
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科目ナンバー STELC111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎電気回路 1[化,数,物] 

担当者名 宇賀神守 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 電気は今日多くの分野で広く利用されている。電気を利用する技術に基盤を与えるのが電気回路に関する理論である。本

講では，はじめに直流回路について述べ，ついで交流回路の取り扱いについて述べる。電気回路理論の基本的な原理を

系統的に学修することで，難解と思われる回路理論の応用に対しても，解法を導けるようになる能力を身に付ける。これらの

内容は，基礎電気回路２で対象となる回路にも適用できるので十分理解してほしい。なお，宿題については，次回以降の授

業内で解説するので，内容を必ず復習すること。 

 
２．授業内容 

［第１回] ガイダンスおよび直並列接続された抵抗・コンダクタンス 

［第２回] 抵抗の Y 接続と Δ 接続 

［第３回] 回路の対称性と等電位性/重ねの理 

［第４回] テブナンの定理 

［第５回] 電圧電源と電流電源の相互変換 

［第６回] 閉路方程式 

［第７回] 節点方程式 

［第８回] 中間試験（直流回路について） 

［第９回] 正弦波交流 平均値・実効値 

［第 10 回] フェーザ表示 

［第 11 回] 交流電力 

［第 12 回] LC 共振回路の寄生抵抗と Q 値 

［第 13 回] 交流回路における諸定理 

［第 14 回] 交流回路の総復習 

 
３．履修上の注意 

 本科目を履修するに当たって，三角関数，複素数の内容を復習しておくこと。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業内容について事前に調べておくこと。また，当該講義の内容を整理し復習すること。 

 

 
５．教科書 

なし 

 
６．参考書 

 「電気回路独解テキスト」，神野健哉，平栗健史，吉野秀明，オーム社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

宿題を出した次の週の授業時間に宿題の解答解説を行う。 

その中で宿題の重要ポイント説明を行い、提出された宿題答案についてのフィードバックをする。 

 
８．成績評価の方法 

 宿題（25％）＋中間試験（30％）＋期末試験（45％）の合計で評価する。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STELC111J 配当学年 1 年 開講学期 春 

科目名 基礎電気回路 1[情報] 

担当者名 宮島敬明 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 電気回路とは、抵抗、電池、コンデンサ、コイルなどの回路素子を接続したものである。また、電気回路理論とは、電気回路

中の電流や電圧の挙動を調べて理論化するものであり、電気回路学とは、それらの理論を体系化したものである。本授業で

は、情報科学の最も基礎的な構成要素の一つである電気回路の基礎理論を学ぶ。説明に際して、シミュレータを利用し、イ

メージで理解することを重視する。 

 情報科学を学ぶ者にとって、ソフトウェアは勿論のこと電気回路の理解は必須である。これは、ソフトウェアを動かすハード

ウェア、つまり、コンピュータアーキテクチャやその応用システムが、電気回路と電子回路で構成されているためである。 

 到達目標は以下の通りである。カッコ内は目標を到達する際に、理解すべき用語である。 

 1) 基本回路素子の電流と電圧の関係を説明できる。（抵抗、コイル、コンデンサ、オームの法則） 

 2) 直流回路の電流、電圧、電力を計算できる。（直列接続、並列接続、ブリッジ） 

 3) 複素数の考え方を用いて、交流回路の電流、電圧を計算できる。（インピーダンス、アドミタンス） 

 4) 交流回路の電力を計算できる。（有効電力、無効電力、皮相電力、複素電力） 

 

 
２．授業内容 

[第 01 回] コンピュータと電気回路 

[第 02 回] オームの法則と電流、電圧、抵抗 

[第 03 回] キルヒホッフの法則 

[第 04 回] コンダクタンス、電流源と電圧源 

[第 05 回] 重ねの理 

[第 06 回] テブナンの定理とノートンの定理 

[第 07 回] 電力と電力量 

[第 08 回] ここまでの練習問題 

[第 09 回] 交流回路の基礎知識 

[第 10 回] 交流回路の複素ベクトル表現 

[第 11 回] 基本素子の交流回路 

[第 12 回] 組み合わせ素子の交流回路 

[第 13 回] 交流の電力 

[第 14 回] 講義のまとめ 

 
３．履修上の注意 

 授業中に、何回かの演習と中間試験を行う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

講義資料を WEB 上にアップロードするので、これを用いて予習・復習をおこなうこと。 

 
５．教科書 

「すっきりわかる 電気回路」、大伴 洋祐 著、オーム社 

https://www.ohmsha.co.jp/book/9784274209086/ 

 

 
６．参考書 

「例題と演習で学ぶ 電気回路」服藤憲司 著、森北出版 

https://www.morikita.co.jp/books/book/3150 

「大学課程 電気回路 (1)」（第 3 版）、大野克郎、西哲生著、オーム社 

https://www.ohmsha.co.jp/book/9784274131660 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題 (or レポート)に対する全体的な講評を授業中に行う。 

 
８．成績評価の方法 



2025 年度理工学部 シラバス 

1478 

 

 中間試験と期末試験を 80％、小テストとレポートを 20％とし、合計が 60％以上を単位修得の条件とする。また、授業中に

積極的な発言で他の学生が役立つ場合は加点とする。 

 出席日数が 2/3 に満たない（欠席５回以上）場合、いかなる理由でも単位を修得することが出来ない。 

 

 
９．その他 
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基礎電気回路 2 

科目ナンバー STELC111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎電気回路 2[1 組] 

担当者名 前川佐理 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

（授業の概要） 

 電気回路網は電磁気的な性質を持った素子が結合されたシステムである。その基礎を理解しておくことは，今後，様々な

複雑なシステム（電気回路網以外のシステムも含む）の解析や設計を行うときに必ず役に立つ。 

 直流電圧源を接続したときと同様に，基本的な２端子の回路素子によって構成される電気回路網に，交流電圧源を接続す

ると，その回路の内部の電圧・電流を求める方程式は，キルヒホッフの法則ならびにオームの法則と同一形式となる電圧・電

流の関係式に基づいて記述できる。本講義では定常状態における正弦波交流回路の基本的性質とその取扱いについて学

ぶ。 

（到達目標） 

 複素数を用いた表示法及び種々の解析を用いて交流回路の解析が行えること。なお，詳細な個々の目標は以下のとおり

である。 

□複素数表示を用いた正弦波電圧・電流の表現を理解し，使いこなすことができる。 

□複素数表示を用いて回路のインピーダンス及びアドミタンスが求められる。 

□ベクトル軌跡を描き，周波数や回路素子の値が変化したときの性質が理解できる。 

□有効電力・無効電力・皮相電力及び力率の関係を理解する。 

□共振回路とその性質について理解する。 

□振幅・位相・遅延の周波数特性について理解する。 

□種々の解析法を使って交流回路の計算ができる。 

□磁気的な結合をもつ回路の計算ができる。 

□基本的な三相交流回路が理解できる。 

キーワード：共振回路，ベクトル軌跡，周波数特性（振幅・位相・遅延特性），交流ブリッジ，諸定理，有効電力，無効電力，

皮相電力，力率，変圧器，三相交流，Δ-Y 変換，三相電力 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 複素数表示を用いた正弦波交流電圧・電流，インピーダンス，アドミタンスについて復習する。 

［第２回] R, L, C 素子を含んだ交流回路の解析法について復習する 

［第３回] インピーダンス，アドミタンスを複素平面上におけるベクトルを用いて解説し，ベクトルが描く軌跡について講義す

る 

［第４回] 交流回路における有効電力，無効電力，皮相電力，これらの複素数表示について解説する。 

［第５回] 交流回路における電力量，電力と力率，調相，最大電力伝送について解説する 

［第６回] 電圧源と電流源，双対性について復習し，ノートンの定理及びミルマンの定理について解説する。 

［第７回] ａ：中間試験 ｂ：解説 

［第８回] RLC 直並列回路においてキャパシタンス，インダクタンスおよび周波数を変化させた時の特性について説明し，

共振現象について解説する。 

［第９回] 第８回に続き共振現象の周波数特性について理解を深め，共振の鋭さを示す Q について解説する。また，交流

ブリッジについても学ぶ。 

［第 10 回] 相互誘導と変成器のモデルを学ぶ。 

［第 11 回] 変成器を用いた種々の交流回路について学ぶ。 

［第 12 回] 対称三相交流回路について解説し，Δ-Y 変換についても講義する 

［第 13 回] 対称三相交流回路における Δ，Y 型起電力，および Δ，Y 型負荷のそれぞれの組み合わせについて解説

する。また，三相交流回路における電力について解説する。 

［第 14 回] 講義のまとめを行い，理解が不十分な点があれば補足説明を行う。 

 

 
３．履修上の注意 

 講義の順番や配分時間等は担当者の裁量による。 

 各人の実力アップを図るため，適宜，授業中に小テスト，または課題についてレポート提出を求める。これらは成績に反映

される。 

 高等学校の物理の教科書の，電界と電子，電流と電圧，電流と磁界，電磁誘導と電磁波の各章について，よく理解してお

くこと。 

 常に，電気磁気学１の講義との関連性に注意を払うこと。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の講義範囲について事前に教科書等で調べておくこと。 

授業中もしくは授業の最後に演習問題を出題する場合もある，解答してレポートとして提出すること。 

 講義後は，参考書の例題・章末問題をできるだけ多く解き，理解を深めること。 

 

 
５．教科書 

 「例題と演習で学ぶ 電気回路」服藤憲司 著，森北出版 

 

 
６．参考書 

 「電気回路論問題演習詳解」平山 博，大附辰夫 著，電気学会 

 「基礎からの交流理論」小郷 寛，小亀英己，石亀篤司 著，電気学会 

 「よくわかる電気回路」藤井信生 著，オーム社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

クラスウェブに解答を掲示し，必要に応じて授業中に都度解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 成績の重み付けは，授業中の小テストまたは課題のレポート提出 30％，中間試験 30％，期末試験 40％とし，合計 100 点

満点の 60 点以上を合格とする。 

 なお，不合格者に対する追試験・課題等の救済措置は一切行わない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STELC111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎電気回路 2[2 組] 

担当者名 久保田寿夫 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

（授業の概要） 

 電気回路網は電磁気的な性質を持った素子が結合されたシステムである。その基礎を理解しておくことは，今後，様々な

複雑なシステム（電気回路網以外のシステムも含む）の解析や設計を行うときに必ず役に立つ。 

 直流電圧源を接続したときと同様に，基本的な２端子の回路素子によって構成される電気回路網に，交流電圧源を接続す

ると，その回路の内部の電圧・電流を求める方程式は，キルヒホッフの法則ならびにオームの法則と同一形式となる電圧・電

流の関係式に基づいて記述できる。本講義では定常状態における正弦波交流回路の基本的性質とその取扱いについて学

ぶ。 

（到達目標） 

 複素数を用いた表示法及び種々の解析を用いて交流回路の解析が行えること。なお，詳細な個々の目標は以下のとおり

である。 

□複素数表示を用いた正弦波電圧・電流の表現を理解し，使いこなすことができる。 

□複素数表示を用いて回路のインピーダンス及びアドミタンスが求められる。 

□ベクトル軌跡を描き，周波数や回路素子の値が変化したときの性質が理解できる。 

□有効電力・無効電力・皮相電力及び力率の関係を理解する。 

□共振回路とその性質について理解する。 

□振幅・位相・遅延の周波数特性について理解する。 

□種々の解析法を使って交流回路の計算ができる。 

□磁気的な結合をもつ回路の計算ができる。 

□基本的な三相交流回路が理解できる。 

キーワード：共振回路，ベクトル軌跡，周波数特性（振幅・位相・遅延特性），交流ブリッジ，諸定理，有効電力，無効電力，

皮相電力，力率，変圧器，三相交流，Δ-Y 変換，三相電力 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 複素数表示を用いた正弦波交流電圧・電流，インピーダンス，アドミタンスについて復習する。 

［第２回] R, L, C 素子を含んだ交流回路の解析法について復習する 

［第３回] インピーダンス，アドミタンスを複素平面上におけるベクトルを用いて解説し，ベクトルが描く軌跡について講義す

る 

［第４回] 交流回路における有効電力，無効電力，皮相電力，これらの複素数表示について解説する。 

［第５回] 交流回路における電力量，電力と力率，調相，最大電力伝送について解説する 

［第６回] 電圧源と電流源，双対性について復習し，ノートンの定理及びミルマンの定理について解説する。 

［第７回] ａ：中間試験 ｂ：解説 

［第８回] RLC 直並列回路においてキャパシタンス，インダクタンスおよび周波数を変化させた時の特性について説明し，

共振現象について解説する。 

［第９回] 第８回に続き共振現象の周波数特性について理解を深め，共振の鋭さを示す Q について解説する。また，交流

ブリッジについても学ぶ。 

［第 10 回] 相互誘導と変成器のモデルを学ぶ。 

［第 11 回] 変成器を用いた種々の交流回路について学ぶ。 

［第 12 回] 対称三相交流回路について解説し，Δ-Y 変換についても講義する 

［第 13 回] 対称三相交流回路における Δ，Y 型起電力，および Δ，Y 型負荷のそれぞれの組み合わせについて解説

する。また，三相交流回路における電力について解説する。 

［第 14 回] 講義のまとめを行い，理解が不十分な点があれば補足説明を行う。 

 

 
３．履修上の注意 

 講義の順番や配分時間等は担当者の裁量による。 

 各人の実力アップを図るため，適宜，授業中に小テスト，または課題についてレポート提出を求める。これらは成績に反映

される。 

 高等学校の物理の教科書の，電界と電子，電流と電圧，電流と磁界，電磁誘導と電磁波の各章について，よく理解してお

くこと。 

 常に，電気磁気学１の講義との関連性に注意を払うこと。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の講義範囲について事前に教科書等で調べておくこと。 

授業中もしくは授業の最後に演習問題を出題する場合もある，解答してレポートとして提出すること。 

 講義後は，参考書の例題・章末問題をできるだけ多く解き，理解を深めること。 

 

 
５．教科書 

 「例題と演習で学ぶ 電気回路」服藤憲司 著，森北出版 

 

 
６．参考書 

 「電気回路論問題演習詳解」平山 博，大附辰夫 著，電気学会 

 「基礎からの交流理論」小郷 寛，小亀英己，石亀篤司 著，電気学会 

 「よくわかる電気回路」藤井信生 著，オーム社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

クラスウェブに解答を掲示し，必要に応じて授業中に都度解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 成績の重み付けは，授業中の小テストまたは課題のレポート提出 30％，中間試験 30％，期末試験 40％とし，合計 100 点

満点の 60 点以上を合格とする。 

 なお，不合格者に対する追試験・課題等の救済措置は一切行わない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STELC111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎電気回路 2[3 組] 

担当者名 川﨑章司 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

（授業の概要） 

 電気回路網は電磁気的な性質を持った素子が結合されたシステムである。その基礎を理解しておくことは，今後，様々な

複雑なシステム（電気回路網以外のシステムも含む）の解析や設計を行うときに必ず役に立つ。 

 直流電圧源を接続したときと同様に，基本的な２端子の回路素子によって構成される電気回路網に，交流電圧源を接続す

ると，その回路の内部の電圧・電流を求める方程式は，キルヒホッフの法則ならびにオームの法則と同一形式となる電圧・電

流の関係式に基づいて記述できる。本講義では定常状態における正弦波交流回路の基本的性質とその取扱いについて学

ぶ。 

（到達目標） 

 複素数を用いた表示法及び種々の解析を用いて交流回路の解析が行えること。なお，詳細な個々の目標は以下のとおり

である。 

□複素数表示を用いた正弦波電圧・電流の表現を理解し，使いこなすことができる。 

□複素数表示を用いて回路のインピーダンス及びアドミタンスが求められる。 

□ベクトル軌跡を描き，周波数や回路素子の値が変化したときの性質が理解できる。 

□有効電力・無効電力・皮相電力及び力率の関係を理解する。 

□共振回路とその性質について理解する。 

□振幅・位相・遅延の周波数特性について理解する。 

□種々の解析法を使って交流回路の計算ができる。 

□磁気的な結合をもつ回路の計算ができる。 

□基本的な三相交流回路が理解できる。 

キーワード：共振回路，ベクトル軌跡，周波数特性（振幅・位相・遅延特性），交流ブリッジ，諸定理，有効電力，無効電力，

皮相電力，力率，変圧器，三相交流，Δ-Y 変換，三相電力 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 複素数表示を用いた正弦波交流電圧・電流，インピーダンス，アドミタンスについて復習する。 

［第２回] R, L, C 素子を含んだ交流回路の解析法について復習する 

［第３回] インピーダンス，アドミタンスを複素平面上におけるベクトルを用いて解説し，ベクトルが描く軌跡について講義す

る 

［第４回] 交流回路における有効電力，無効電力，皮相電力，これらの複素数表示について解説する。 

［第５回] 交流回路における電力量，電力と力率，調相，最大電力伝送について解説する 

［第６回] 電圧源と電流源，双対性について復習し，ノートンの定理及びミルマンの定理について解説する。 

［第７回] ａ：中間試験 ｂ：解説 

［第８回] RLC 直並列回路においてキャパシタンス，インダクタンスおよび周波数を変化させた時の特性について説明し，

共振現象について解説する。 

［第９回] 第８回に続き共振現象の周波数特性について理解を深め，共振の鋭さを示す Q について解説する。また，交流

ブリッジについても学ぶ。 

［第 10 回] 相互誘導と変成器のモデルを学ぶ。 

［第 11 回] 変成器を用いた種々の交流回路について学ぶ。 

［第 12 回] 対称三相交流回路について解説し，Δ-Y 変換についても講義する 

［第 13 回] 対称三相交流回路における Δ，Y 型起電力，および Δ，Y 型負荷のそれぞれの組み合わせについて解説

する。また，三相交流回路における電力について解説する。 

［第 14 回] 講義のまとめを行い，理解が不十分な点があれば補足説明を行う。 

 

 
３．履修上の注意 

 講義の順番や配分時間等は担当者の裁量による。 

 各人の実力アップを図るため，適宜，授業中に小テスト，または課題についてレポート提出を求める。これらは成績に反映

される。 

 高等学校の物理の教科書の，電界と電子，電流と電圧，電流と磁界，電磁誘導と電磁波の各章について，よく理解してお

くこと。 

 常に，電気磁気学１の講義との関連性に注意を払うこと。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の講義範囲について事前に教科書等で調べておくこと。 

授業中もしくは授業の最後に演習問題を出題する場合もある，解答してレポートとして提出すること。 

 講義後は，参考書の例題・章末問題をできるだけ多く解き，理解を深めること。 

 

 
５．教科書 

 「例題と演習で学ぶ 電気回路」服藤憲司 著，森北出版 

 

 
６．参考書 

 「電気回路論問題演習詳解」平山 博，大附辰夫 著，電気学会 

 「基礎からの交流理論」小郷 寛，小亀英己，石亀篤司 著，電気学会 

 「よくわかる電気回路」藤井信生 著，オーム社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

クラスウェブに解答を掲示し，必要に応じて授業中に都度解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 成績の重み付けは，授業中の小テストまたは課題のレポート提出 30％，中間試験 30％，期末試験 40％とし，合計 100 点

満点の 60 点以上を合格とする。 

 なお，不合格者に対する追試験・課題等の救済措置は一切行わない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STELC111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎電気回路 2[4 組,化,数,物] 

担当者名 久保田寿夫 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

（授業の概要） 

 電気回路網は電磁気的な性質を持った素子が結合されたシステムである。その基礎を理解しておくことは，今後，様々な

複雑なシステム（電気回路網以外のシステムも含む）の解析や設計を行うときに必ず役に立つ。 

 直流電圧源を接続したときと同様に，基本的な２端子の回路素子によって構成される電気回路網に，交流電圧源を接続す

ると，その回路の内部の電圧・電流を求める方程式は，キルヒホッフの法則ならびにオームの法則と同一形式となる電圧・電

流の関係式に基づいて記述できる。本講義では定常状態における正弦波交流回路の基本的性質とその取扱いについて学

ぶ。 

（到達目標） 

 複素数を用いた表示法及び種々の解析を用いて交流回路の解析が行えること。なお，詳細な個々の目標は以下のとおり

である。 

□複素数表示を用いた正弦波電圧・電流の表現を理解し，使いこなすことができる。 

□複素数表示を用いて回路のインピーダンス及びアドミタンスが求められる。 

□ベクトル軌跡を描き，周波数や回路素子の値が変化したときの性質が理解できる。 

□有効電力・無効電力・皮相電力及び力率の関係を理解する。 

□共振回路とその性質について理解する。 

□振幅・位相・遅延の周波数特性について理解する。 

□種々の解析法を使って交流回路の計算ができる。 

□磁気的な結合をもつ回路の計算ができる。 

□基本的な三相交流回路が理解できる。 

キーワード：共振回路，ベクトル軌跡，周波数特性（振幅・位相・遅延特性），交流ブリッジ，諸定理，有効電力，無効電力，

皮相電力，力率，変圧器，三相交流，Δ-Y 変換，三相電力 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 複素数表示を用いた正弦波交流電圧・電流，インピーダンス，アドミタンスについて復習する。 

［第２回] R, L, C 素子を含んだ交流回路の解析法について復習する 

［第３回] インピーダンス，アドミタンスを複素平面上におけるベクトルを用いて解説し，ベクトルが描く軌跡について講義す

る 

［第４回] 交流回路における有効電力，無効電力，皮相電力，これらの複素数表示について解説する。 

［第５回] 交流回路における電力量，電力と力率，調相，最大電力伝送について解説する 

［第６回] 電圧源と電流源，双対性について復習し，ノートンの定理及びミルマンの定理について解説する。 

［第７回] ａ：中間試験 ｂ：解説 

［第８回] RLC 直並列回路においてキャパシタンス，インダクタンスおよび周波数を変化させた時の特性について説明し，

共振現象について解説する。 

［第９回] 第８回に続き共振現象の周波数特性について理解を深め，共振の鋭さを示す Q について解説する。また，交流

ブリッジについても学ぶ。 

［第 10 回] 相互誘導と変成器のモデルを学ぶ。 

［第 11 回] 変成器を用いた種々の交流回路について学ぶ。 

［第 12 回] 対称三相交流回路について解説し，Δ-Y 変換についても講義する 

［第 13 回] 対称三相交流回路における Δ，Y 型起電力，および Δ，Y 型負荷のそれぞれの組み合わせについて解説

する。また，三相交流回路における電力について解説する。 

［第 14 回] 講義のまとめを行い，理解が不十分な点があれば補足説明を行う。 

 

 
３．履修上の注意 

 講義の順番や配分時間等は担当者の裁量による。 

 各人の実力アップを図るため，適宜，授業中に小テスト，または課題についてレポート提出を求める。これらは成績に反映

される。 

 高等学校の物理の教科書の，電界と電子，電流と電圧，電流と磁界，電磁誘導と電磁波の各章について，よく理解してお

くこと。 

 常に，電気磁気学１の講義との関連性に注意を払うこと。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の講義範囲について事前に教科書等で調べておくこと。 

授業中もしくは授業の最後に演習問題を出題する場合もある，解答してレポートとして提出すること。 

 講義後は，参考書の例題・章末問題をできるだけ多く解き，理解を深めること。 

 

 
５．教科書 

 「例題と演習で学ぶ 電気回路」服藤憲司 著，森北出版 

 

 
６．参考書 

 「電気回路論問題演習詳解」平山 博，大附辰夫 著，電気学会 

 「基礎からの交流理論」小郷 寛，小亀英己，石亀篤司 著，電気学会 

 「よくわかる電気回路」藤井信生 著，オーム社 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

クラスウェブに解答を掲示し，必要に応じて授業中に都度解説する。 

 
８．成績評価の方法 

 成績の重み付けは，授業中の小テストまたは課題のレポート提出 30％，中間試験 30％，期末試験 40％とし，合計 100 点

満点の 60 点以上を合格とする。 

 なお，不合格者に対する追試験・課題等の救済措置は一切行わない。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STELC111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎電気回路 2[機械,建築] 

担当者名 宇佐美尚人 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

基礎電気回路１に引き続き、電気系以外の理工系学生に求められる電気回路に関する以下の事項を学ぶ。 

・電源の波形が正弦波でない交流（ひずみ波交流）の扱い。 

・２端子対回路についての概要と行列変換、接続について。 

・電気回路の過渡特性に関する解法と現象の特徴。 

・MOSFET・ダイオード等を使った電子回路の基礎 

 

 
２．授業内容 

［第 1 回] 先学期の復習 

［第 2 回] 相互誘導回路 

［第 3 回] ２端子対回路 

［第 4 回] ２端子対回路の実際 

［第 5 回] ひずみ波とフーリエ級数展開 

［第 6 回] ひずみ波と回路 

［第 7 回] 電気回路の過渡現象 

［第 8 回] ラプラス変換 

［第 9 回] ラプラス変換による電気回路の解析 

［第 10 回] 半導体素子と回路（ダイオード） 

［第 11 回] 半導体素子と回路（FET） 

［第 12 回] 半導体素子と回路（オペアンプ） 

［第 13 回］ 模試 

［第 14 回］ 予備日 

 
３．履修上の注意 

 講義の順番や配分時間等は担当者の裁量による。 

 各人の実力アップを図るため、web で選択式の小テストを行うことがある。 

 講義と例題解説を繰り返しながら授業を進める。簡単な微分・積分・行列の概念について理解していることが望ましいが、

必要な部分は授業時に説明する。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 各講義ごとに次回の講義の範囲についてアナウンスを行う。第二回以降については教科書もしくは参考書、補助講義資料

の該当の内容について講義の前に一読しておくこと。また、補助講義資料を必要に応じて用意する。これを適宜復習に用い

ること。 

 
５．教科書 

・『例題と演習で学ぶ 電気回路』、服藤憲司著、（森北出版） 

・『続・例題と演習で学ぶ 電気回路』、服藤憲司著、（森北出版） 

 

 
６．参考書 

講義の内容や例題解説などに以下の書籍の一部を用いる。 

・『エレクトロニクス入門』、柴田直書、（数理工学社） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 出した課題については次回授業時に回答解説を行う。 

 
８．成績評価の方法 

 試験の成績で 60％以上取得したものを合格とする。ただし、小テストの結果を評価対象の母数に含めることもある。なお、

不合格者に対する追試験・課題等の救済措置は一切行わない。 
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９．その他 
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科目ナンバー STELC111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 基礎電気回路 2[情報] 

担当者名 井口幸洋 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 情報科学科ではコンピュータサイエンスを学ぶ。そのコンピュータは，電子回路で構成されている。電子回路の本格的な設

計は，電子工学を学ぶ者にまかせるとしても，情報科学科の学生も電気回路・電子回路の基礎は知らないと良い技術者に

はなれない。特に，組込みシステムと呼ばれるコンピュータを内蔵した機器，例えば，携帯電話，カーナビゲーションシステ

ム，車，航空機，デジタル家電製品の開発にあたる場合はソフトウェアだけでなくハードウェアの知識も併せて必要となる。 

 そこで，本講義では，電気・電子回路の基礎の部分を学び，特に，組込みシステムなどでわかりにくいアナログ部分の回路

の理解を簡単な設計を通して理解することとする。デジタル回路については，他の科目で学ぶ。本講義を通じて，組込みシ

ステムの技術者となれる可能性を高め，社会から望まれる技術者の基礎を築くことを目的とする。 

 

 
２．授業内容 

 電気回路の基礎的事項の復習 

［第１回] 電圧，電流，抵抗，オームの法則，AD コンバータ 

 電子回路の基礎 

［第２回] LTSpice の使い方 

［第３回]  ダイオードとは何か。ダイオードを使った回路。 

［第４回] トランジスタとは何か。トランジスタの性質。 

［第５回] トランジスタの静特性 

［第６回] トランジスタの動特性 

［第７回] トランジスタのバイアス回路 

［第８回] トランジスタをスイッチとして使う回路 

［第９回] トランジスタの等価回路 

［第 10 回] エミッタ接地増幅回路の基礎 

［第 11 回] エミッタ接地増幅回路の設計 

［第 12 回] LTSpice を使った設計の確認 

［第 13 回] 発振回路 

［第 14 回] FET，まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 基礎電気回路１を受講済みであることが望ましいが、単位履修ができていない学生も、高校の物理の中の電気回路（電

流、電圧、電子など）の基本的な事のみわかっていれば実はアナログ回路の初歩の部分はわりと簡単に理解できるのでやる

気さえあれば履修してよい。ただし、LTSpice(エルティ・スパイス）という世界的に使われているアナログシミュレータを各自の

PC にインストールしてレポート作成などをしてもらう。2～3 週に 1 回程度演習を出すが、地道に、提出すれば、演習点・レポ

ート点で 50 点ですので単位合格は比較的容易だが、逆にレポート提出が遅れればその程度にもよるが、その演習の評価

点を 0.1～0.6 倍するので遅れないようにしてほしい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回，教科書の指定する範囲を読んでくること。また，課題で出した問題は確実に解くこと。わからない場合は，クラスの知

人と一緒に考えること。その次に，授業中に解説するのでわからないことを残さないこと。質問については，井口に電子メー

ルで問い合わせること．直接返事はしないことが多いが，次の授業で解答するように心がけている。もちろん，授業中にもわ

からないことがあったら質問するのは歓迎する。 

 
５．教科書 

基礎シリーズ「電子回路入門」末松安晴・藤井信生監修（実教出版）ISBN978-4-407-03184-3 

 

 
６．参考書 

 とくに指定しない。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 
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レポートに対する全体的な講評を授業中に行う。定期試験の出題意図を結果を踏まえて解説する資料を定期試験後に oh-

o meiji または試験直後に配布する 

 
８．成績評価の方法 

演習とレポート５０％，定期試験５０％。合計で 60 点以上を合格とする。 

 

授業中に積極的な発言で他の学生に役立つ場合は加点する。出席日数が２/３に満たない場合（欠席５回以上）にはいかな

る理由でも単位を与えない。 

 

出席は、2024 年度までは、Oh－O!Meiji のパスワードでとっていたが、パスワードを LINE などでクラスの知人から入手して

実際には授業参加はせずに出席のみをしていたことにした者が散見された。そこで、2025 年度からは、授業内演習を約 10

回行う。これを不正したことが分かった場合は、不正で単位取得を得ようとしたこととして全科目 0 点などの不正行為と同じ処

分となる場合があるので、不正に出席をえようとしないこと。 

 

また、LTSpice を使った少し配点の高いレポート課題を出す。2024 年度にこれを未提出の 14 名のうち、13 名は不合格とな

り、1 名のみ試験と普段の演習がよかったので C で合格できた。必ず提出するように気を付けてほしい。 

 

なお、2024 年実績では、授業を毎回出て、レポートもきちんと出していた学生はほぼ S か A を取得できていた。真面目に出

席して、レポートを提出すればよい成績をとれると考えている。 

 
９．その他 

演習を授業時間内に行うが，遅刻や欠席は減点することがあるし，授業内容が分からなくなるので遅刻や欠席はせずに真

面目に講義に参加できる人が受講されたい． 
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デジタルデザイン・ファブリケーション 

科目ナンバー STIND115J 配当学年 1 年 開講学期 春後 

科目名 デジタルデザイン・ファブリケーション[建築] 

担当者名 門脇耕三 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

〈対象学科〉：建築学科  〈科目種別〉：選択 

〈授業の概要〉 

デジタルデザイン・ファブリケーションは、建物・乗物・什器・器具などの、人間の使用に供する構造物をデザインするにあた

って必要となる、デザインの思考方法・デザインの発展のさせ方・制作方法の基礎を学ぶ授業である。構造物の設計（デザイ

ン）と制作（ファブリケーション）には、3DCAD・3D プリンター・CNC ルーター・レーザーカッターなどのデジタルツールを援用

し、構造物のデザインと制作に用いるデジタル技術の基礎も習得する。具体的には、全 7 回の授業を通じて、小規模な什器

をグループワークによりデザイン・制作する。 

〈到達目標〉 

具体的な到達目標は、以下に示すとおりである。 

・人間の使用に供する 3 次元構造物のデザイン思考の基礎の習得 

・構想を構造物として具現化する能力の基礎の習得 

・構造物の設計・制作におけるデジタル技術の適用方法の基礎の習得 

・他者と協働し、チームで仕事を遂行するための能力 

 
２．授業内容 

［第１回］ 

・ガイダンス 

・デザイン思考への導入 

・環境オブザベーションに関するワークショップ 

［第２回］ 

・什器のデザインに関するグループディスカッションおよびワークショップ 

・デザインのプロトタイピング（立体模型の制作）および講評 

［第３回］ 

・3DCAD によるモデリング演習 

・デジタルファブリケーションツールの基礎知識に関する講義 

つくる限界を決める：3x6 板 2 枚までとか 

［第４回］ 

・制作物のデザインに関するグループワーク 

［第５回］ 

・制作物のデザインに関するグループワーク 

・デザイン媒体の入稿方法に関する講義 

［第６回］ 

・制作物のアセンブリー（組み立て） 

［第７回］ 

・制作物の設置・展示・講評 

 
３．履修上の注意 

・ノートパソコンおよび模型制作道具が必要となる。詳細はガイダンス時にアナウンスするので、各自で用意すること。ノートパ

ソコンのスペックは、入学手続き時に案内された「建築学科推奨スペック」程度が望ましいが、これに満たない場合でも買い

換え等を行う必要はない。 

・本授業は春学期第 2 クォーターに実施するが、デジタル機器を用いた制作スケジュールの都合から、初回の授業は第 1 ク

ォーター最終週に行う。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・授業中に提示する参考資料を用い、より発展的なデザイン思考を習得することを推奨する。 

・3D モデリングなどのデジタルデザイン技術の習得には、復習を入念に行う必要がある。 

 
５．教科書 

特に指定しない。参考資料は授業にて適宜配布する。 

 
６．参考書 
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特に指定しない。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出された課題は授業中に講評する。 

 
８．成績評価の方法 

最終課題として、（1）制作物（データ含む）および（2）デザインと制作に関する個人レポートの提出を貸し、それぞれの重みを

（1）70%、（2）30%とした各採点結果の加重平均により成績評価を行う。 

最終評価は、S（90 点以上）、A（89～80 点）、B（79～70 点）、C（69～60 点）の 4 段階で行い、60 点未満は不合格とする。 

 
９．その他 

〈建築学科の学習・教育到達目標との対応〉 

本科目は、「学習・教育到達目標（C）技術力とデザイン力」の達成のために重要な科目である。 

〈オフィスアワー〉 

授業の内容に関する質問等がある場合の対応は、メール【kkad@meiji.ac.jp】によるアポイントメント制とする。質問に対する回

答は、原則として授業時間中に履修者全員と共有する。 
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科学技術英語 1 

科目ナンバー STLAN311M 配当学年 3 年 開講学期 春 

科目名 科学技術英語 1[電生] 

担当者名 千田マリアナオアナ 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

コース概要と目的: 「クラスでの会話を取り入れたテクニカル英語」 

 

コース概要: 

本コースは、科学や工学を学ぶ学生が、自信を持って楽しく科学の話題を議論できるようにすることを目的とした、魅力的で

楽しい活動を提供します。英語での専門科目を学ぶために必要な言語スキルを身につけるよう設計されており、基礎物理学

から最先端の環境科学に至るまで幅広いトピックを扱います。このコースでは、語彙力を拡大し、リーディングとリスニングス

キルを向上させることに重点を置いています。上級中級レベルの学習者に合わせた実践的なユニットを通じて、テクニカル

英語の語彙や概念を包括的に紹介します。 

 

コース目的: 

本コース修了時に学生は次のことができるようになります： 

 

500 語以上のテクニカル英語を習得する。 

リーディングとリスニングスキルを向上させる。 

テクニカル英語の語彙を自信を持って使用する。 

基本的な科学技術トピックの知識を深める。 

ユニット構成: 

各ユニットは以下の 3 つのセクションで構成されています： 

 

語彙: 重要な用語の導入 

リーディング: 関連するテクニカルテキストの練習 

リスニング: 専門的な会話や講義を聞く練習 

目次: 

第 1 回: はじめに 

 

会話: アイスブレイクとコミュニケーションスキル 

テクニカル: コース概要と基本用語の紹介 

ユニット 1＆2: 日常生活と基礎 

 

会話: 日常のルーティン、趣味、自己紹介 

テクニカル: プロセスの説明、専門的な自己紹介 

ユニット 3＆4: 旅行と地元の紹介 

 

会話: 旅行経験、地元の特徴を説明 

テクニカル: ナビゲーション用語、地理的特徴の説明 

ユニット 5＆6: 余暇とエンターテインメント 

 

会話: 余暇活動、エンタメの好みについての会話 

テクニカル: 科学・工学と関連した趣味、エンタメ技術の説明 

ユニット 7＆8: 食べ物と未来 

 

会話: 食べ物の好み、未来の計画について議論 

テクニカル: 食品科学、未来技術の紹介 

レビューとロールプレイ 

 

会話: グループディスカッションと実際のシナリオでの練習 

テクニカル: 技術的な課題に関するプレゼンテーションとシミュレーション 

科学・技術トピック一覧: 

数字 

算数 

点と線 
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面と角度 

空間と体積 

測定 

代数と公式 

元素と化合物 

物質の状態 

物質の特性 

記号とキー 

自然または人工か？ 

構造と計画 

細胞、臓器、システム 

鎖、網、循環 

ビットとバイト 

LAN と WAN 

力、荷重、ツール 

エネルギーと運動 

電気と磁気 

マイクロマシン 

 

本コースの特徴: 

このコースは、テクニカル英語の基礎を強化し、会話の流暢さと技術的専門知識をバランスよく身につけられるよう設計され

ています。これにより、学術、専門的、実践的なコミュニケーションスキルを習得し、将来の成功に向けた準備が整います。 

 
２．授業内容 

第 1 回: 導入 

会話: アイスブレイク、コミュニケーション戦略、授業の目標設定。 

テクニカル: コース概要、目標、基本語彙の紹介。 

 

ユニット 1＆2: 日常生活と基礎 

会話: ルーティン、趣味、自己紹介について話し合う。 

テクニカル: プロセスを説明するための語彙、技術的な自己紹介の練習。 

 

ユニット 3＆4: 旅行と地元 

会話: 旅行の経験を共有し、地元の特徴を説明する。 

テクニカル: ナビゲーション、地理、構造の説明に必要な用語の学習。 

 

ユニット 5＆6: 余暇とエンターテインメント 

会話: 余暇活動やエンターテインメントの好みについての会話。 

テクニカル: 科学や技術に関連した趣味、エンターテインメントにおける技術の役割を探る。 

 

ユニット 7＆8: 食べ物と未来 

会話: 食べ物の好みや未来の計画について議論。 

 

テクニカル: 食品科学や最新技術の語彙を学習。 

レビューとロールプレイ 

会話: グループディスカッション、実際のシナリオでのロールプレイ活動。 

テクニカル: 技術的な課題のプレゼンテーション、専門的なシミュレーションの練習。 

 

技術科学トピック一覧: 

 

数字 

算数 

点と線 

面と角度 

空間と体積 

測定 

代数と公式 

元素と化合物 
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物質の状態 

物質の特性 

記号とキー 

自然または人工か？ 

構造と計画 

細胞、臓器、システム 

鎖、網、循環 

ビットとバイト 

LAN と WAN 

力、荷重、ツール 

エネルギーと運動 

電気と磁気 

マイクロマシン 

 

この包括的なカリキュラムは、会話力と技術的な専門知識の両方を発展させ、実際の応用と学問的成功のための準備を整

えることを保証します。 

 
３．履修上の注意 

クラス参加とコースの重要性 

このコースでは、クラスに参加することが非常に大切です。出席することで、積極的な姿勢を示すだけでなく、全員がより良い

学びの環境を共有できます。1 学期に 4 回までの欠席は許容されますが、それ以上の欠席は成績に影響し、授業の進行に

ついていくのが難しくなる可能性があります。重大な理由で欠席しなければならない場合は、早めにお知らせください。必要

に応じてサポートいたします。 

 

授業は通常対面で行われますが、緊急事態や安全上の理由でオンライン授業に切り替える場合があります。その際は、事

前にお知らせし、円滑に授業を続けられるよう手続きをご案内します。 

 

このコースについて 

このコースは、科学や工学分野で将来活躍を目指す学生に特化した内容で設計されています。グローバルな教育と実務経

験に基づいて作られたシラバスにより、現実の課題に対応するスキルを身につけ、キャリアで輝ける力を養います。このコー

スを通じて、夢を実現する第一歩を踏み出してください。 

 

授業時間: 金曜日 4 限目 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

プレゼンテーション、クイズ、課題の準備はすべて授業時間内に行い、学生が必要なサポートとリソースを確実に得られるよう

にします。語彙や授業ノート、課題を定期的に復習することで、学びを強化し、自信を持てるようになります。また、グループ

活動や自主学習を通じた追加練習が理解と記憶の定着をさらに深めます。 

 
５．教科書 

Conservations in Class ISBN：978-4-905343-12-7 

Integrated Technical English ISBN 9784791900756 

 
６．参考書 

なし 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業で出した課題について次回の授業内でフィードバックを行います。 

 
８．成績評価の方法 

 

成績評価基準 

 

クイズ (20%): 全 10 回、各 1 点、合計 10 点。 

リフレクションペーパー (20%): 全 10 回、各 2 点、合計 20 点。 

プレゼンテーション (30%): 1 回の課題で最大 15 点。 

参加と積極性 (30%): クラス活動への積極的な参加で最大 10 点。 



2025 年度理工学部 シラバス 

1496 

 

 

 

 
９．その他 

このコースは、英語でのコミュニケーションを楽しみながら友情を築き、科学や工学分野で活躍するためのスキルを身につけ

ることができます。実際の課題に対応する力を養い、夢に一歩近づきましょう！ 

どなたでも大歓迎です！ 

 

何か質問等ありましたら以下へお願いします。 

senda@meiji.ac.jp 
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科目ナンバー STLAN311M 配当学年 3 年 開講学期 春 

科目名 科学技術英語 1[機械] 

担当者名 中村俊哉 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

現代のエンジニアには英語で書かれた技術文書から情報を収集、把握し、また、文書により情報発信や説明する能力が求

められる。大切なことは、時間をかけて逐語訳を正確に行うことではなく、要点を的確に把握すること、また、それを分かりや

すく、正確に発信することである。それには、文書の論理構成や科学技術英語独特の表現方法について学ぶ必要がある。 

 

科学技術英語１では、科学技術英語特有の語彙、表現、特に、日本人が間違いやすい英語表現を教科書に沿って学習す

るとともに、さまざまな演習を通じて科学技術英語に慣れるための機会を提供する。目標は、科学技術に関する英語文書の

論理構成を把握して要点を読み取る力を身に着けることである。 

 

科学技術英語は日常英会話や英文学とは異なり、論理的でシンプルであるため、理工系の学生にとっては取り組みやす

い。英語の必要性は理解しているものの、苦手意識を持っている人が何かきっかけを得られるような授業を目指したいので、

英語が得意でない人も気楽に履修してほしい。 

 

 

 
２．授業内容 

以下の項目について、科学技術英語として間違いやすい表現、注意すべきことを学ぶ。各回後半は科学技術に関する英文

読解や各種演習を行う。 

 

［第１回] イントロダクション、論理的な文章（技術英文と一般英文の違い、簡潔な文など） 

［第２回] 単数形と複数形 

［第３回] 名詞と代名詞 

［第４回] 形容詞 

［第５回] 不定冠詞 

［第６回] 配分詞 

［第７回] 定冠詞 

［第８回] 重要な形容詞 

［第９回] 副詞 

［第１０回] 比較法 

［第１１回] 動詞―現在形，現在進行形 

［第１２回] 動詞―現在完了形 

［第１３回] 他動詞―自動詞―受動態 

［第１４回] 期末課題 

 

 
３．履修上の注意 

授業時間内に演習行うので、辞書を持参すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

英語による科学技術の記事や動画はインターネット等で多く発信されているので、普段から英語に積極的に接し、実践力を

高めるように努めること。 

 
５．教科書 

 『技術英語の基盤[改訂新版]』、フランシス・J・クディラ、ブライアン・J・フリン（著）、（朝日出版社）、2010 年 

 

 
６．参考書 

 なし 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に行う。 
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８．成績評価の方法 

授業内演習 40％、期末課題 60％の割合とし、合計で満点の 60％を単位取得の条件とする。 

 
９．その他 

オフィスアワー 

 メールにて質問ください。（nakamt@meiji.ac.jp) 

 電子メールで調整いただければ ZOOM などによる対応も可能です。 
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科目ナンバー STLAN311M 配当学年 4 年 開講学期 春 

科目名 科学技術英語 1[機情] 

担当者名 野瀬裕之 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本科目は機械情報工学科の学部４年生を対象としており，これからのグローバル社会において技術者として必要な科学技

術英語の中級程度の読解力を身につけることを目標とする。科学技術英語の知識の修得は，日々の絶え間ない努力が必

須である。その努力の必要性を，国際学会での論文発表，海外研究機関との連携構築における議論，グローバル企業との

交渉等の経験を通して生きた英語を講義する。 

 

 
２．授業内容 

 講義の内容は，機械情報工学の基礎である「力学」，「熱力学」，「線形代数」の英文テキストを通して「技術的内容を英語

で正確に理解する」ことを目標とする。 

 講義の進行方法は，教師が講義をして受講者がそれを聴くという受動的な授業ではなく，受講者が積極的に演習ができる

ように，受講者間，教員との直接の議論を通して進める。 

［第１回] 講義の概要についての説明。受講者レベル確認のための小テストを実施 

［第２回] 力学 教材① 

［第３回] 力学 教材② 

［第４回] 力学 教材③ 

［第５回] 力学 教材④ 

［第６回] 熱力学 教材① 

［第７回] 熱力学 教材② 

［第８回] 熱力学 教材③ 

［第９回] 熱力学 教材④ 

［第 10 回] 線形代数 教材④ 

［第 11 回] 線形代数 教材② 

［第 12 回] 線形代数 教材③ 

［第 13 回] 線形代数 教材④ 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 各講義前の予習は必須。毎回講義で演習を行う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に，配布テキストを読み，授業内容に関する専門用語について辞書，専門書等でしらべること。復習として，配布テキ

ストをよむこと。 

 

 
５．教科書 

PDF ファイルにて配布 

 

 
６．参考書 

 講義の初回に提示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

後日，模範解答をシステムにアップする 

 
８．成績評価の方法 

 講義中の討論の内容 50％，宿題 50％。合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

 教員との連絡方法については，講義初回時連絡する。 
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科目ナンバー STLAN316M 配当学年 3 年 開講学期 春 

科目名 科学技術英語 1[応化] 

担当者名 冬月世馬 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本科目では２学期にわたって，理工系においては，実は文系以上に研究や将来の企業活動において，英語の文献を読

み，英語で情報を発信する機会が多くなっている。基礎知識と基礎技術および幅広い知識と視野を実現するため，次の点

を目標とする。 

１）理工学の様々な文献や資料を英語で読み，その内容が的確に把握できるようになる 

２）英語でアブストラクト（要旨）が書けるようになる 

３）英語でプレゼンテーションおよび質疑応答を行うことができる 

 本科目では，以下５点のアクティビティを中心に講義を進める 

１学期目（春学期・本科目） 

１）理工学の様々な分野でよく使われる語彙を学ぶ 

２）理工学における様々な分野および専門分野の英文を読み，的確に内容を把握する力を養う 

３）英語でアブストラクト（要旨）を書いてみる 

２学期目（秋学期・科目名：科学技術英語２） 

４）英語でプレゼンテーションの資料を作り，発表する 

５）英語でプレゼンテーション後の質疑応答を行う 

 

2024 年度から本科目はメディア授業科目となります。 

出席確認方法はオンラインとオンデマンドの授業でも課題の提出にて出席を取ります。 

オンデマンド授業実施方法： 

Oh-o！Meiji で案内します。 

オンライン業実施方法： 

Zoom で行います 

セッション番号やパスワードは Oh-o！Meiji で案内します。 

 

連絡及び連絡窓口は主に Oh-o！Meiji の授業ページから、メール、授業前後の時間帯でアポイントメントを設定した上で

Zoom セッションで Q＆A を行います。 

 
２．授業内容 

［第１回] 授業の概説 [メディア授業（オンライン）] 

［第２回] 理工学でよく使われる語彙１ リーディングのコツ１  [メディア授業（オンライン）] 

［第３回] 理工学でよく使われる語彙２ リーディングのコツ２ 基礎編  [メディア授業（オンライン）] 

［第４回] 理工学でよく使われる語彙３ リーディングのコツ３ 基礎編その２  [メディア授業（オンデマンド）]* 

［第５回] 理工学でよく使われる語彙４ リーディングのコツ４ SQ3R  [メディア授業（オンライン）] 

［第６回] 理工学でよく使われる語彙５ リーディングのコツ５ Cornell Note Taking Method [メディア授業（オンライン）] 

［第７回] 理工学でよく使われる語彙６ リーディングのコツ６ 演習 [メディア授業（オンライン）] 

［第８回] 理工学でよく使われる語彙７ アカデミックリーディングのコツ１ 基礎編 [メディア授業（オンライン）] 

［第９回] 理工学でよく使われる語彙８ アカデミックリーディングのコツ２ 基礎編その２ [メディア授業（オンライン）] 

［第 10 回] 理工学でよく使われる語彙９ アカデミックリーディングのコツ３ What is Scientific Writing? [メディア授業（オン

ライン）] 

［第 11 回] 理工学でよく使われる語彙 10 アカデミックリーディングのコツ４ [メディア授業（オンライン）] 

［第 12 回] 理工学でよく使われる語彙 11 アカデミックリーディングのコツ５ [メディア授業（オンライン）] 

［第 13 回] 理工学でよく使われる語彙 12 アカデミックリーディングのコツ６ [メディア授業（オンライン）] 

［第 14 回] 理工学でよく使われる語彙 13 アカデミックリーディングのコツ７ 要旨を書いてみる [メディア授業（オンライン）] 

 

 

*オンデマンド型で実施する第 4 回は、原則として授業実施日前日までに Oh-o! Meiji システムを通じて配信し、授業動画

および学習記載は当該学期中の視聴を可能とする。 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 ジャーナルや科学・技術を記載する雑誌を読むこと。 
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５．教科書 

 必要に応じてハンドアウトを配布する。 

 授業内で使う辞書を毎回持参すること。 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

各課題の内容に伴い適切なフィードバックを行う。基本的手には授業中にその都度解説する。 

毎回、授業中にフィードバックを行うために課題の答え合わせをしたり、履修者のコメントを求めることもあるため出席は必修

的となります。 

 
８．成績評価の方法 

 授業への積極的な参加：30％ 

 課題、アサインメント、など：30％ 

 最終課題（論文の一部を書く課題）：40％ 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN311M 配当学年 3 年 開講学期 春 

科目名 科学技術英語 1[情報] 

担当者名 清水尚彦 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 情報化社会を支える情報処理技術分野の科学技術英語を理解する能力を向上すること 

を目的とします。特にコンピュータやマイクロプロセッサなどに関連する技術英語を中心に読解してい 

きます。 

 初めに，科学技術分野でよく使われる基礎的な技術用語について解説します。続いて，情報処理分野の英文記事や資料

の読解を進めます。 さらに米国で使われている教科書・ビデオ教材を用いて基礎的な技術英文を理解します。 

 実社会で実践的に役立つように英語の読解力・聞き取り力向上を目指します。 

 

 
２．授業内容 

［第 １回] イントロダクション（概要説明）。 

［第 ２回] 科学技術英語の基礎について解説します。 

［第 ３回] 情報処理分野の基礎技術用語を解説します。 

［第 ４回] MIT オープンコース(MIT 6.008 Introduction to Algorithms)（Lecture 1）(1) 

［第 ５回] MIT オープンコース(MIT 6.008 Introduction to Algorithms)（Lecture 1）(2) 

［第 ６回] MIT オープンコース(MIT 6.008 Introduction to Algorithms)（Lecture 1）(3) 

［第 ７回] MIT オープンコース(MIT 6.008 Introduction to Algorithms)（Lecture 1）(4) 

［第 ８回] MIT オープンコース(MIT 6.008 Introduction to Algorithms)（Lecture 2）(1) 

［第 ９回] MIT オープンコース(MIT 6.008 Introduction to Algorithms)（Lecture 2）(2) 

［第１０回] MIT オープンコース(MIT 6.008 Introduction to Algorithms)（Lecture 2）(3) 

［第１１回] MIT オープンコース(MIT 6.008 Introduction to Algorithms)（Lecture 3）(1) 

［第１２回] MIT オープンコース(MIT 6.008 Introduction to Algorithms)（Lecture 3）(2) 

［第１３回] MIT オープンコース(MIT 6.008 Introduction to Algorithms)（Lecture 3）(3) 

［第１４回ａ] 講義のまとめ 

［第１４回ｂ] 期末試験 

 
３．履修上の注意 

 毎回出席をとります。 

 （Oh-o! Meiji システム使用-出席登録を基本とします） 

 BYOD（Bring Your Own Device）方式をとりますので， 

 PC（推薦）や Tablet/スマホを持参してください。辞書（紙，電子）も持込可です。 

 自動翻訳サイトや生成 AI を活用します。 

 適時，演習問題を実施します。提出はクラスウェブを基本とします。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として、テキストの内容を理解するよう努めてください。 

 復習として、テキストを音読し、動画の発音と同じ発音となるよう、繰り返しチャレンジしてください。 

 

 
５．教科書 

 授業内容と資料は，下記 URL の WebSite のオープンコースを用います。 

 サイトの授業資料を各自の PC にダウンロードしてください。 

 動画は Youtube で、動画の概要欄の「文字起こし」をクリックすると音声をテキストとして表示できるので、 

 動画音声とテキストを併用して、理解を進めていきます。 

 https://ocw.mit.edu/courses/6-006-introduction-to-algorithms-spring-2020/ 

 

 
６．参考書 

適時授業時に掲示します。 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

提出レポート等に関しては、授業中にその都度解説します。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験（30％）と演習問題と出席状況（70％）により総合的に評価します。総合点で 60％以上を合格とします。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN311M 配当学年 3 年 開講学期 春 

科目名 科学技術英語 1[物理] 

担当者名 平岡和佳子 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 物理学科に入学以来，英語の勉強を続けている人はどれくらいの割合でしょうか。毎年学生の話を聞いてみると，受験の

頃が一番英語力はあったと思う，と答える学生が少なからずいることが残念に思います。また，ゼミで英文を読ませてみると，

“音読がまったくできない”“意味を理解できず，単語訳を羅列するだけ”でゼミにならないと話す先生が多いことも事実です。

そこで，この授業は，受験で出てくる英文学の読解や日常会話の練習をする場ではなく，これまでおそらくあまり使ったことの

ない科学技術英語に“親しむ”場として用意しました。したがって，これまで英語が得意でなかった人には，新たな英語を勉

強する良い機会であるでしょうし，もちろん，英語が得意であるという人にとってはその英語力を生かして新たなチャレンジを

する場でもあります。科学技術英語も，通常の英語と同じように幾つかのカテゴリーに分けられます。第一はもちろん“話すこ

と”です。話すことはとても大切なのですが，学部生の段階では，学会発表を英語でおこなうような機会には残念ながらあまり

恵まれておらず、大学院になってから英語を使ったプレゼンテーションや話すスキルを磨くようなコースを用意されています。

第二は“書くこと”です。一般社会における科学技術英語習得のコースでは，文章の書き方を学ぶといったものが主流になっ

ており、大学院にて重点的に行われます。それでは，学部の科学技術英語では何を学ぶかというと，最後に残された第三の

“読んで理解すること”に重点を置くことになります。そこで、この授業で達成して欲しいことは以下の３点です。 

１．書いてあることが相手に通じるように音読する（多くの学生はあまり重視しないのですが，実はこれは大切なことです）。 

２．意味を正確に理解する（物理の教科書を資料にするので，どれくらい理解できるのかトライしてみてください）。 

３．仕事や研究分野に関連する決まった表現を習得する（普段の会話では，ほとんど出てこないような表現が多いので，ここ

で勉強しましょう）。 

 以上が達成できるように授業を構成しています。 

 
２．授業内容 

 次のような計画で物理の様々な分野の文献を解読します。毎回の授業では物理学の各分野の教科書を題材に，科学技術

英文の読解に必要なスキルを向上させます。さらに物理学や技術論文に重要な数式表現，語彙，構文に関する学習を行い

ます。 

［第１回] 授業概要説明 

［第２回] 力学（１） 

［第３回] 力学（２） 

［第４回] 電磁気 

［第５回] 波動 

［第６回] 熱力学（１） 

［第７回] 熱力学（２） 

［第８回] 相対論 

［第９回] 光学 

［第 10 回] 量子論（１） 

［第 11 回] 量子論（２） 

［第 12 回] 流体 

［第 13 回] 熱力学 

［第 14 回] 物性 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習として，毎回各テーマに関連する英文を配布するので，次回の授業までにその内容を日本語で記述してくること。 

 

 
５．教科書 

 特に指定しない。毎回資料を配布する。 

 

 
６．参考書 

 “Scientific English: A Guide for Scientists and Other Professionals” 

 Robert A. Day and Nancy Sakadusk, Greenwood 

 “Physics for scientists and engineers with modern physics” Raymond A. 
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 Serway and John W. Jewett, Brooks Cole 

 「科学論文の英語用法百科」グレン・パケット，京都大学学術出版会 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

対面で、毎回課題をチェックする。授業の中で、課題の自己採点をし、その結果について検討することとします。 

 
８．成績評価の方法 

 配点基準：語学の授業なので，出席を含め授業参加を重視することにします。成績の判定は，平常点を 40％とし，残り

60％は期末試験の成績とします。平常点とは，出席だけでなく，授業中の質疑応答や演習の解答力を総合したものです。合

否基準：合計が満点の 60％以上を単位取得の条件とします。 

 
９．その他 
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科学技術英語 2 

科目ナンバー STLAN311M 配当学年 3 年 開講学期 秋 

科目名 科学技術英語 2[電生] 

担当者名 千田マリアナオアナ 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

コース概要と目的: 「クラスでの会話を取り入れたテクニカル英語」 

 

コース概要: 

本コースは、科学や工学を学ぶ学生が、自信を持って楽しく科学の話題を議論できるようにすることを目的とした、魅力的で

楽しい活動を提供します。英語での専門科目を学ぶために必要な言語スキルを身につけるよう設計されており、基礎物理学

から最先端の環境科学に至るまで幅広いトピックを扱います。このコースでは、語彙力を拡大し、リーディングとリスニングス

キルを向上させることに重点を置いています。上級中級レベルの学習者に合わせた実践的なユニットを通じて、テクニカル

英語の語彙や概念を包括的に紹介します。 

 

コース目的: 

本コース修了時に学生は次のことができるようになります： 

 

500 語以上のテクニカル英語を習得する。 

リーディングとリスニングスキルを向上させる。 

テクニカル英語の語彙を自信を持って使用する。 

基本的な科学技術トピックの知識を深める。 

ユニット構成: 

各ユニットは以下の 3 つのセクションで構成されています： 

 

語彙: 重要な用語の導入 

リーディング: 関連するテクニカルテキストの練習 

リスニング: 専門的な会話や講義を聞く練習 

目次: 

第 1 回: はじめに 

 

会話: アイスブレイクとコミュニケーションスキル 

テクニカル: コース概要と基本用語の紹介 

ユニット 1＆2: 日常生活と基礎 

 

会話: 日常のルーティン、趣味、自己紹介 

テクニカル: プロセスの説明、専門的な自己紹介 

ユニット 3＆4: 旅行と地元の紹介 

 

会話: 旅行経験、地元の特徴を説明 

テクニカル: ナビゲーション用語、地理的特徴の説明 

ユニット 5＆6: 余暇とエンターテインメント 

 

会話: 余暇活動、エンタメの好みについての会話 

テクニカル: 科学・工学と関連した趣味、エンタメ技術の説明 

ユニット 7＆8: 食べ物と未来 

 

会話: 食べ物の好み、未来の計画について議論 

テクニカル: 食品科学、未来技術の紹介 

レビューとロールプレイ 

 

会話: グループディスカッションと実際のシナリオでの練習 

テクニカル: 技術的な課題に関するプレゼンテーションとシミュレーション 

科学・技術トピック一覧: 

数字 

算数 

点と線 
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面と角度 

空間と体積 

測定 

代数と公式 

元素と化合物 

物質の状態 

物質の特性 

記号とキー 

自然または人工か？ 

構造と計画 

細胞、臓器、システム 

鎖、網、循環 

ビットとバイト 

LAN と WAN 

力、荷重、ツール 

エネルギーと運動 

電気と磁気 

マイクロマシン 

 

本コースの特徴: 

このコースは、テクニカル英語の基礎を強化し、会話の流暢さと技術的専門知識をバランスよく身につけられるよう設計され

ています。これにより、学術、専門的、実践的なコミュニケーションスキルを習得し、将来の成功に向けた準備が整います。 

 
２．授業内容 

第 1 回: 導入 

会話: アイスブレイク、コミュニケーション戦略、授業の目標設定。 

テクニカル: コース概要、目標、基本語彙の紹介。 

 

ユニット 1＆2: 日常生活と基礎 

会話: ルーティン、趣味、自己紹介について話し合う。 

テクニカル: プロセスを説明するための語彙、技術的な自己紹介の練習。 

 

ユニット 3＆4: 旅行と地元 

会話: 旅行の経験を共有し、地元の特徴を説明する。 

テクニカル: ナビゲーション、地理、構造の説明に必要な用語の学習。 

 

ユニット 5＆6: 余暇とエンターテインメント 

会話: 余暇活動やエンターテインメントの好みについての会話。 

テクニカル: 科学や技術に関連した趣味、エンターテインメントにおける技術の役割を探る。 

 

ユニット 7＆8: 食べ物と未来 

会話: 食べ物の好みや未来の計画について議論。 

 

テクニカル: 食品科学や最新技術の語彙を学習。 

レビューとロールプレイ 

会話: グループディスカッション、実際のシナリオでのロールプレイ活動。 

テクニカル: 技術的な課題のプレゼンテーション、専門的なシミュレーションの練習。 

 

技術科学トピック一覧: 

 

数字 

算数 

点と線 

面と角度 

空間と体積 

測定 

代数と公式 

元素と化合物 
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物質の状態 

物質の特性 

記号とキー 

自然または人工か？ 

構造と計画 

細胞、臓器、システム 

鎖、網、循環 

ビットとバイト 

LAN と WAN 

力、荷重、ツール 

エネルギーと運動 

電気と磁気 

マイクロマシン 

 

この包括的なカリキュラムは、会話力と技術的な専門知識の両方を発展させ、実際の応用と学問的成功のための準備を整

えることを保証します。 

 
３．履修上の注意 

クラス参加とコースの重要性 

このコースでは、クラスに参加することが非常に大切です。出席することで、積極的な姿勢を示すだけでなく、全員がより良い

学びの環境を共有できます。1 学期に 4 回までの欠席は許容されますが、それ以上の欠席は成績に影響し、授業の進行に

ついていくのが難しくなる可能性があります。重大な理由で欠席しなければならない場合は、早めにお知らせください。必要

に応じてサポートいたします。 

 

授業は通常対面で行われますが、緊急事態や安全上の理由でオンライン授業に切り替える場合があります。その際は、事

前にお知らせし、円滑に授業を続けられるよう手続きをご案内します。 

 

このコースについて 

このコースは、科学や工学分野で将来活躍を目指す学生に特化した内容で設計されています。グローバルな教育と実務経

験に基づいて作られたシラバスにより、現実の課題に対応するスキルを身につけ、キャリアで輝ける力を養います。このコー

スを通じて、夢を実現する第一歩を踏み出してください。 

 

授業時間: 金曜日 4 限目 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

プレゼンテーション、クイズ、課題の準備はすべて授業時間内に行い、学生が必要なサポートとリソースを確実に得られるよう

にします。語彙や授業ノート、課題を定期的に復習することで、学びを強化し、自信を持てるようになります。また、グループ

活動や自主学習を通じた追加練習が理解と記憶の定着をさらに深めます。 

 
５．教科書 

Conservations in Class ISBN：978-4-905343-12-7 

Integrated Technical English ISBN 9784791900756 

 
６．参考書 

なし 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業で出した課題について次回の授業内でフィードバックを行います。 

 

 
８．成績評価の方法 

 

成績評価基準 

 

クイズ (20%): 全 10 回、各 1 点、合計 10 点。 

リフレクションペーパー (20%): 全 10 回、各 2 点、合計 20 点。 

プレゼンテーション (30%): 1 回の課題で最大 15 点。 
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参加と積極性 (30%): クラス活動への積極的な参加で最大 10 点。 

 

 

 

 

 
９．その他 

このコースは、英語でのコミュニケーションを楽しみながら友情を築き、科学や工学分野で活躍するためのスキルを身につけ

ることができます。実際の課題に対応する力を養い、夢に一歩近づきましょう！ 

どなたでも大歓迎です！ 

 

何か質問等ありましたら以下へお願いします。 

senda@meiji.ac.jp 
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科目ナンバー STLAN311M 配当学年 3 年 開講学期 秋 

科目名 科学技術英語 2[機械] 

担当者名 中村俊哉 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

現代のエンジニアには英語で書かれた技術文書から情報を収集、把握すること、また、英語文書により説明や情報発信する

能力が求められる。大切なことは、要点を的確に把握すること、また、分かりやすく、正確な文章を作成することである。それ

には、文書の論理構成や科学技術英語独特の表現方法について学ぶ必要がある。 

 

科学技術英語２では、科学技術英語１の継続として、科学技術英語特有の語彙、表現、特に、日本人が間違いやすい英語

表現を教科書に沿って学習する。また、さまざまな演習を通じて科学技術英語に慣れるための機会を提供するが、特に、英

語で文書を作成する練習に重点的に取り組む。目標は、科学技術に関する英語文書の論理構成を把握して内容を読み取

るとともに、科学技術的事項について英語文書を作成する基礎力を身に着けることである。 

 

科学技術英語は日常英会話や英文学とは異なり、論理的でシンプルであるため、理工系の学生にとっては取り組みやす

い。英語の必要性は理解しているものの、苦手意識を持っている人が何かきっかけを得られるような授業を目指したいので、

英語が得意でない人も気楽に履修してほしい。 

 
２．授業内容 

授業前半は以下の項目について、科学技術英語として間違いやすい表現、注意すべきことを学ぶ。後半は科学技術に関

する英文読解や各種演習を行う。 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 前置詞 I 

［第３回] 前置詞 II 

［第４回] 助動詞 I 

［第５回] 助動詞 II 

［第６回] 複合動詞 

［第７回] 形式主語 

［第８回] 接続詞 

［第９回] 句 

［第 10 回] 節 I 

［第 11 回] 節 II 

［第 12 回] 並行法およびその他の論理 

［第 13 回] 句読法とスタイル 

［第 14 回] 期末課題 

 

 

 
３．履修上の注意 

授業時間内に演習を行うので，辞書を持参すること。科学技術英語１を前もって履修することは必要ない。 

英作文は難しく考えず、「とにかく書いてみる」という経験を積むことが本授業の狙いであるので、まったく自信のない人でも

ぜひチャレンジして下さい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

英語による科学技術に関する情報はインターネット等に多く発信されているので、普段から積極的に英語に接し、講義等で

学習した内容の実践力を高めるように努めること。 

 
５．教科書 

 『技術英語の基盤[改訂新版]』、フランシス・J・クディラ、ブライアン・J・フリン（著）、（朝日出版社）、2010 年 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に行う。 
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８．成績評価の方法 

授業内演習 40％、期末課題 60％の割合とし、合計で満点の 60％を単位取得の条件とする。 

 
９．その他 

オフィスアワー 

 メールにて質問ください。（nakamt@meiji.ac.jp) 

 電子メールで調整いただければ ZOOM などによる対応も可能です。 
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科目ナンバー STLAN311M 配当学年 4 年 開講学期 秋 

科目名 科学技術英語 2[機情] 

担当者名 野瀬裕之 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本科目は機械情報工学科の学部４年生を対象としており，これからのグローバル社会において技術者として必要な科学技

術英語の中級程度の読解力を身につけることを目標とする。科学技術英語の知識の修得は，日々の絶え間ない努力が必

須である。その努力の必要性を，国際学会での論文発表，海外特許庁での技術説明および裁判での証言，グローバル企

業との交渉等の経験を通して生きた英語を講義する。 

 

 
２．授業内容 

 講義の内容は，機械情報工学の基礎である「力学」，「熱力学」，「線形代数」の英文テキストを通して「技術的内容を英語

で正確に理解する」ことを目標とする。 

 講義の進行方法は，教師が講義をして受講者がそれを聴くという受動的な授業ではなく，受講者が積極的に演習ができる

ように，受講者間，教員との直接の議論を通して進める。 

［第１回] 講義の概要についての説明。受講者レベル確認のための小テストを実施 

［第２回] 力学 教材① 

［第３回] 力学 教材② 

［第４回] 力学 教材③ 

［第５回] 力学 教材④ 

［第６回] 熱力学 教材① 

［第７回] 熱力学 教材② 

［第８回] 熱力学 教材③ 

［第９回] 熱力学 教材④ 

［第 10 回] 線形代数 教材① 

［第 11 回] 線形代数 教材② 

［第 12 回] 線形代数 教材③ 

［第 13 回] 線形代数 教材④ 

［第 14 回] まとめ 

 

 
３．履修上の注意 

 各講義前の予習は必須。毎回講義で演習を行う。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に，配布テキストを読み，授業内容に関する専門用語について辞書，専門書等でしらべること。復習として，配布テキ

ストをよむこと。 

 

 
５．教科書 

PDF ファイルにて配布 

 

 
６．参考書 

 講義の初回に提示する。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

後日，模範解答をシステムにアップする。 

 
８．成績評価の方法 

 講義中の討論の内容 50％，宿題 50％。合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 
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９．その他 

 教員との連絡方法については，講義初回時連絡する。 
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科目ナンバー STLAN311M 配当学年 3 年 開講学期 秋 

科目名 科学技術英語 2[化・物] 

担当者名 冬月世馬 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本科目では２学期にわたって，理工系においては，実は文系以上に研究や将来の企業活動において，英語の文献を読

み，英語で情報を発信する機会が多くなっている。基礎知識と基礎技術および幅広い知識と視野を実現するため，次の点

を目標とする。 

１）理工学の様々な文献や資料を英語で読み，その内容が的確に把握できるようになる 

２）英語でアブストラクト（要旨）が書けるようになる 

３）英語でプレゼンテーションおよび質疑応答を行うことができる 

 本科目では，以下５点のアクティビティを中心に講義を進める 

１学期目（春学期・科学技術英語１） 

１）理工学の様々な分野でよく使われる語彙を学ぶ 

２）理工学における様々な分野および専門分野の英文を読み，的確に内容を把握する力を養う 

３）英語でアブストラクト（要旨）を書いてみる 

２学期目（秋学期・科目名：本科目） 

４）英語でプレゼンテーションの資料を作り，発表する。ただし，履修者の人数による調整する 

５）英語でプレゼンテーション後の質疑応答を行う 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 授業の概説 

［第２回] 理工学でよく使われる語彙 14 プレゼンテーションのコツ 基礎編 

［第３回] 理工学でよく使われる語彙 15 プレゼンテーションのコツ 基礎編２ [メディア授業（オンライン）] 

［第４回] 理工学でよく使われる語彙 16 プレゼンテーションのコツ 基礎編３ 

［第５回] 理工学でよく使われる語彙 17 プレゼンテーションのコツ 表の作り方 

［第６回] 理工学でよく使われる語彙 18 プレゼンテーションのコツ 図の作り方 

［第７回] 理工学でよく使われる語彙 19 プレゼンテーションのコツ 図の作り方２ 

［第８回] 理工学でよく使われる語彙 20 プレゼンテーションのコツ Graphic Abstract 

［第９回] 理工学でよく使われる語彙 21 プレゼンテーションのコツ Oral vs Poster 

［第 10 回] 理工学でよく使われる語彙 22 プレゼンテーションのコツ 発表演習 １  

［第 11 回] 理工学でよく使われる語彙 23 プレゼンテーションのコツ 発表演習 ２ [メディア授業（オンライン）]  

［第 12 回] 理工学でよく使われる語彙 24 プレゼンテーションのコツ 発表演習 ３ [メディア授業（オンライン）] 

［第 13 回] 理工学でよく使われる語彙 25 プレゼンテーションのコツ 発表演習 ４ 

［第 14 回] 理工学でよく使われる語彙 26 プレゼンテーションのコツ 発表演習 ５ 

 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 ジャーナルや科学・技術を記載する雑誌を読むこと。 

 

 
５．教科書 

 必要に応じてハンドアウトを配布する。 

 授業内で使う辞書を毎回持参すること。 

 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

各課題の内容に伴い適切なフィードバックを行う。基本的手には授業中にその都度解説する。 

毎回、授業中にフィードバックを行うために課題の答え合わせをしたり、履修者のコメントを求めることもあるため出席は必修

的となります。 
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８．成績評価の方法 

 授業への積極的な参加：30％ 

 アブストラクトなどのアサインメント：30％ 

 プレゼンテーション：40％ 

 
９．その他 
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科目ナンバー STLAN311M 配当学年 3 年 開講学期 秋 

科目名 科学技術英語 2[情報] 

担当者名 清水尚彦 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 情報化社会を支える情報処理技術分野の科学技術英語を理解する能力を向上すること 

を目的とします。 

 特にコンピュータやマイクロプロセッサなどに関連する技術英語を中心に読解してい 

きます。科学技術英語１（春学期）をさらに発展させ，科学技術論文の書き方，国際学会でのプレゼンテーション方法につい

ても講義します。実社会で使える実践的な技術英語力向上を目指します。 

 科学技術英語１（春学期）を履修していなくても受講できます。 

 

 
２．授業内容 

［第 １回] イントロダクション（概要説明） 

［第 ２回] 技術英語の基礎と基礎技術用語についての解説 

［第 ３回] MIT オープンコース(MIT 6.008 Introduction to Algorithms)（Lecture 4）(1) 

［第 ４回] MIT オープンコース(MIT 6.008 Introduction to Algorithms)（Lecture 4）(2) 

［第 ５回] MIT オープンコース(MIT 6.008 Introduction to Algorithms)（Lecture 4）(3) 

［第 ６回] MIT オープンコース(MIT 6.008 Introduction to Algorithms)（Lecture 5）(1) 

［第 ７回] MIT オープンコース(MIT 6.008 Introduction to Algorithms)（Lecture 5）(2) 

［第 ８回] MIT オープンコース(MIT 6.008 Introduction to Algorithms)（Lecture 5）(3) 

［第 ９回] MIT オープンコース(MIT 6.008 Introduction to Algorithms)（Lecture 6）(1) 

［第１０回] MIT オープンコース(MIT 6.008 Introduction to Algorithms)（Lecture 6）(2) 

［第１１回] 科学技術論文（米国の情報電気学会論文誌１）を読解します。 

［第１２回] 科学技術論文の書き方を解説します。 

［第１３回] 国際学会などでのプレゼンテーション方法を解説します。 

［第１４回ａ] 講義のまとめ 

［第１４回ｂ] 期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 毎回出席をとります。 

 （Oh-o! Meiji システム使用-出席登録を基本とします） 

 BYOD (Bring Your Own Device）方式をとりますので， 

 PC（推薦）や Tablet/スマホを持参してください。辞書（紙，電子）も持込可です。 

 自動翻訳サイトや生成 AI を活用します。 

 適時，演習問題を実施します。提出はクラスウェブを基本とします。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

予習として、テキストの内容を理解するよう努めてください。 

 復習として、テキストを音読し、動画の発音と同じ発音となるよう、繰り返しチャレンジしてください。 

 

 
５．教科書 

 授業内容と資料は，下記 URL の WebSite のオープンコースを用います。 

 サイトの授業資料を各自の PC にダウンロードしてください。 

 動画は Youtube で、動画の概要欄の「文字起こし」をクリックすると音声をテキストとして表示できるので、 

 動画音声とテキストを併用して、理解を進めていきます。 

 https://ocw.mit.edu/courses/6-006-introduction-to-algorithms-spring-2020/ 

 
６．参考書 

 適時授業時に掲示します。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 
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提出レポート等に関しては、授業中にその都度解説します。 

 
８．成績評価の方法 

 期末試験（約 30％）と演習問題/出席状況（約 70％）により総合的に評価します。総合点で 60％以上を合格とします。 

 
９．その他 
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宇宙科学 

科目ナンバー STEPS311J 配当学年 3 年 開講学期 春 

科目名 宇宙科学[複合領域] 

担当者名 三好真 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 現代の宇宙・天文に関する概説を行う。太陽系は宇宙全体から見れば非常に狭い領域であるが，我々人類にとっては重

要な天体である。その太陽系から始めて，銀河系，宇宙全体へと話を進める。その時々において，宇宙生命探査やブラック

ホールなどのトピックスを交えてゆく。宇宙研究の基礎は物理（と数学）にある。 

 宇宙を理解する際に物理学がどう威力を発揮してきたのかを交える。宇宙の大きさを認識するとともに，人類が宇宙を認識

してゆく過程での物理学の果たした役割を理解してもらいたい。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 宇宙の階層。 

［第２回] 地球の衛星・月。 

［第３回] 太陽系の秩序 

［第４回] 太陽系の形成論 

［第５回] 太陽系外の惑星 

［第６回] 恒星の世界。星までの距離はどう測る。星の色と明るさ大きさは何で決まる？ 

［第７回] 星の一生。星の生成・消滅。その繰り返しと宇宙の化学進化。 

［第８回] 宇宙の生命（１）宇宙に生命は存在するのか。知性ある生命はあるのか。 

［第９回] 宇宙の生命（２）地球外文明探査 

［第 10 回] ブラックホール（１）ブラックホールはあるのか。どうやって確認するのか。 

［第 11 回] ブラックホール（２）ブラックホールの存在は銀河・宇宙と無関係ではない。 

［第 12 回] 銀河系。その内側にいる我々はどうやってその形を知ってきたのか。 

［第 13 回] 宇宙の果て 宇宙は膨張している。宇宙の未来は。 

［第 14 回] まとめ 

 

話す順番は変わるかもしれません。 

 
３．履修上の注意 

予習の有無を成績評価には用いない。関連しそうな事柄を勉強して疑問点を作っておき質問してほしい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

レポート（計算問題など）を何回か課す。それによって成績評価を行う。 

 

 
５．教科書 

 とくになし。 

 

 
６．参考書 

１）異形の惑星 井田 茂 NHK ブックス 966 

２）太陽の科学 柴田一成 NHK ブックス 1149 

 

機会があれば読んでほしい。 

今や古い本なので、あくまで参考程度。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を数件提示する。昨年までは講義終了時が最終〆切であった。 

今年度から、それぞれの課題ごとに〆切を設定、評価後に課題に対する説明を講義でおこなう。 

 
８．成績評価の方法 

試験はおこなわない。 
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レポートによる。 

出席はとるが、成績への反映は若干である。 

 

 
９．その他 
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生体工学 

科目ナンバー STINE371J 配当学年 3 年 開講学期 秋 

科目名 生体工学[複合領域] 

担当者名 奥田充宏 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

この講義では、生物の形やその働きを説明し、工学的に応用する生体工学について解説する。生体工学は、基礎である物

理学、化学そして生物学を横断する学際的分野であり、医学等の処分野への応用展開も進められている。本講義を履修す

ることにより，これから益々増加すると予想される生体工学の医学への適用を鑑み，その実用例を知るとともに，この分野の

包括的な基礎的理解を深めることを目的とする。 

 

 
２．授業内容 

本講義で取り上げる内容は、 

生体工学を学ぶ上の基礎：細胞、DNA、タンパク質、顕微鏡、組織、血液 

生体工学としての応用技術：DNA ナノテクノロジー、生体分子構造解析、ドラッグデリバリー、生体イメージング、人工知能、

生体材料と再生医療、医療と看護におけるロボット応用、バイオセンサー  

を予定している。これらの内容を適宜織り交ぜて講義を進めていく。 

 

 
３．履修上の注意 

 理工学部で生物学、また医学に関わる研究をしたい方の受講を歓迎する。専門用語については，その都度説明を加える

ので専門知識はなくてもよい。理解度により授業の進行を変更する予定である。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業前に配付する電子ファイルに目を通し、不明な部分があれば授業で質問すること。配布するファイルを理解の助けに

して欲しい。 

 
５．教科書 

 講義ではとくに用いないが，自分で教科書をじっくりと読み込むことが大切である。そのための書として，下記に比較的読

み易い参考書を掲げる。 

 
６．参考書 

 『はじめての生体工学』山口昌樹，石川拓司，大橋俊朗，中島求 著（講談社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中もしくは次の授業中にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 毎回，５−１０分程度の小テストを行う。小テストの合計点４０%，定期試験 ６０%で評価する。 

 
９．その他 

 同じ授業を履修した学生達が、積極的に授業内容に関する議論し、又情報を交換することを勧める。 
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生命科学 

科目ナンバー STBIO111J 配当学年 1 年 開講学期 秋 

科目名 生命科学[複合領域/全組] 

担当者名 伝田公紀 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 生きた細胞で起きている現象における分子レベル・細胞レベルの理解は，自然科学の最前線を把握する上で重要である。

「私たちヒトとは何か」を知るばかりでなく，「健康増進―病気にならないための心得」「今後の医療技術の発展の方向づけ」

「持続可能な環境づくり」など生命科学に纏わる諸課題を洞察していくうえで不可欠な基本素養を身につけることを目的とし

て，まず生物の普遍単位である細胞について学び，DNA のつくりと働きなど生命現象のしくみを概説する。次にこれまで解

明されてきた遺伝現象について，ゲノムサイエンスの目覚ましい進展に伴う最新の遺伝子工学上の知見を交えながら解説す

る。さらに，発生と分化，脳と神経，感染と免疫をキーワードとして，ヒトの生理学について学ぶ。殊に，生体の調和と統御を

つかさどる健康を分子レベルの視点から理解するため，がん・心臓病・脳卒中・糖尿病等の生活習慣病ならびに神経・精神

疾患における病態の分子基盤を，新奇な研究成果と併せて紹介する。また，ヒトと多様な生物との共生にも触れ，今後の持

続的社会に貢献できる姿勢を養う。 

 本講義では，一般教養を受講する過程で将来役立ちそうな生命科学リテラシーを修得することによって，自然科学につい

ての理解を深めより広い視野での学際領域の活性化に発揮されうる実力の修養を目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 生命とは何か―その基本属性，生命の誕生と進化，(突然)変異，ヒトの起源，認知革命 

生命とは何かをその特徴から理解する。生命が誕生しヒトに至る多様な種にまで進化する過程を考察する。 

［第２回] 細胞からみたヒト―細胞の発見と細胞説，生物の階層性，生体を構成する分子，細胞膜，細胞小器官，膜輸送 

生物の構成単位である細胞について学ぶ。細胞は分裂により増殖し，多細胞生物であるヒトでは，200 種以上にも及ぶ細胞

の個々の機能が特殊化していることを理解する。 

［第３回] 細胞分裂周期―細胞の増殖と分化，細胞分裂，細胞増殖の制御，細胞死 

細胞が増殖していくうえでの細胞分裂の周期性とその制御並びに細胞死に至るまでの細胞の運命について学ぶ。 

［第４回] 遺伝と生命情報―メンデル遺伝，DNA・RNA・タンパク質，複製・転写・翻訳，DNA 修復と組換え，分断された遺

伝子 

遺伝子の概念とその実体ならびに遺伝の基本メカニズムについて学び，突然変異が進化の原動力や疾患の原因となること

を理解する。 

［第５回] 遺伝子発現の制御―転写調節，エピジェネティック制御，ヒストンコード，ノンコーディング RNA 

遺伝子の発現が巧妙な調節を受けることに起因し，多細胞生物であるヒトが同一の遺伝情報を持ちながら機能的に異なる多

種の細胞から成り立つことを理解する。 

［第６回] 遺伝子工学の進歩と応用―組換え DNA 技術，PCR，次世代シーケンシング，ナノポアテクノロジー，トランスジェ

ニックと遺伝子ノックアウト，遺伝子ノックダウン，ゲノム編集，遺伝子治療 遺伝子に関するテクノロジーの現状を学び，将来

の研究開発への発想の布石を養う。 

［第７回] 現代遺伝学とゲノム―染色体とゲノム，ヒトゲノム，ゲノムの個体差と種差，バイオインフォマティックス，合成生物学 

これまでの多数の生物種のゲノムプロジェクト達成以後に得られた知見から，ヒトという生物種について概観する。 

［第８回] 発生と分化―体細胞クローン，ゲノムインプリンティングと哺乳類の進化，ES（胚性幹）細胞と iPS（人工多能性幹）

細胞，幹細胞治療 生物個体の発生と分化に関し，iPS 細胞の活用に向けた再生医学の現状など発生工学に力点をおい

て学ぶ。 

［第９回] 脳と神経，こころ―神経系，大脳皮質，ニューロン（神経細胞）とグリア細胞，活動電位の伝播，シナプス可塑性，

長期増強と記憶，神経伝達物質，脳機能の計測，発達障害，精神疾患，アルツハイマー病と痴呆 

ヒトの脳および神経系の構造と機能を知り，神経細胞の興奮により情報が伝達されるメカニズムならびに精神疾患（うつ病・

統合失調症）の原因と予防について理解する。 

［第 10 回] シグナル伝達―刺激と応答，細胞内へ情報が伝わるしくみ，ホルモン，増殖因子と受容体，細胞間の情報伝達 

細胞外の刺激応答から細胞内に情報が伝達されるメカニズムを中心に理解する。 

［第 11 回] がん―その原因と特性，がん遺伝子，発症の分子メカニズム，浸潤と転移，新しい治療戦略，（なるべく）がんに

ならないために 

現代の死因の首位であるがんに関し，分子レベルで解明されてきた知見を把握し，がんに見舞われないための日常的な知

恵を養う。 

［第 12 回] 生活習慣病と創薬―高血圧と心臓病・脳卒中（脳血管疾患），肥満と糖尿病，精神障害，新薬の開発（創薬），

生活改善薬 

現代社会で問題となっている生活習慣病（がん以外，前出）等の原因と治療並びに予防を理解する。新薬の開発について

も学ぶ。 
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［第 13 回] 免疫とアレルギー―自己と非自己，適応免疫，自己免疫と免疫不全，AIDS，ワクチン療法，花粉症とアレルギ

ー，臓器移植と拒絶反応 

外来の異物を非自己として認識し，対抗する生体防御機構について学ぶ。 

［第 14 回] 感染症と防御―病原体と感染症，自然免疫，COVID-19，トリインフル，パンデミック，治療と予防，抗生物質，ワ

クチン 

いまだ克服できない脅威である感染症について，生体に本来備わる先天性免疫を通じて学ぶ。 

☆日程は目安であり，講義内容の順番が変更になる場合がある。パンデミック（世界的流行）に対応できる心得を養う。 

 

 
３．履修上の注意 

 解答が特定されない課題に対し私見をもつ姿勢は，定説化されていない学術課題を多分に含む自然科学の分野におい

ても重要である。本講義では，自分で考え，理解する心構えを重視する。単なる知識の蓄積として捉えず，生命現象を総合

的に解釈できる見識をもてるきっかけとしたい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の学習事項について，短時間で構わないのでひと通り目を通しておく。プリント資料や講義における不明箇所は，各

自で調べ理解できるよう努めましょう。どの講義科目においても，授業時間内で全て賄えるものではありません。 

わかりにくい事柄や理解を深めるための著書・文献情報リクエストがあれば，メールやポートフォリオ等でお尋ねください。 

 
５．教科書 

 プリントを配布する。必携の書とまでは言わないが，価格的にも手ごろなテキストとして，アメリカ版 新・大学生物学の教科

書原書第 11 版第 1 巻 細胞生物学（Sadava ら，講談社ブルーバックス），同第２巻分子遺伝学（Sadava ら，講談社ブルー

バックス），同第３巻分子生物学（Sadava ら，講談社ブルーバックス），細胞の中の分子生物学 最新・生命科学入門 （森和

俊，講談社ブルーバックス）などをお薦めする。 

 

 
６．参考書 

理系総合のための生命科学第５版 (東大生命科学書委員会，羊土社) ，京大発！フロンティア生命科学 (京大大学院生

命科学研究科編，講談社) ，細胞の分子生物学第６版 (Alberts ら，教育社) ，エッセンシャル遺伝学・ゲノム科学原著第７

版 (Hartl，化学同人) ，分子細胞生物学第９版 (Lodish ら，東京化学同人) ，ヒトの分子遺伝学第５版 (Strachan ＆

Read，MEDSi) ，ワトソン遺伝子の分子生物学第７版 (Watson ら，東京電機大学出版局) ，キャンベル生物学原書１１版 

(Campbell ら，丸善出版) ，イラストレイテッドハーパー・生化学原書３２版 (Harper，丸善) ，カンデル神経科学第２版 

(Kandel ら，MEDSi) ，カラー図解 脳の教科書 はじめての「脳科学」入門 (三上章允，講談社ブルーバックス) ，ワインバ

ーグがんの生物学原書第２版 (Weinberg，南江堂) ，デヴィータがんの分子生物学第２版 (DeVita ら，MEDSi) ，ペコリーノ

がんの分子生物学第３版 (Pecorino，MEDSi) ，「がん」はどうやって治すのか (国立がんセンター編，講談社ブルーバック

ス) ，チャイナ・スタディー最新改訂増補版 (Campbell，ユサブル) ，分子細胞免疫学 原著第 10 版 (Abbas ら，エルゼビ

ア) ，ヒトの免疫学原書第３版 (Helbert，エルゼビア) ，新しい免疫入門第２版 (審良 ら，講談社ブルーバックス) ，サピエ

ンス全史 (Harari，河出書房新書) ，ホモデウス (Harari，河出書房新書) ，２１ Lessons (Harari，河出書房新書) ，NEXUS 

情報の人類史  (Harari，河出書房新書) ，人類の起源-古代 DNA が語るホモ・サピエンスの「大いなる旅」 (篠田謙一，中

公新書) ，新しいゲノムの教科書 DNA から探る最新・生命科学入門 (中井謙太，講談社ブルーバックス) ，ゲノム編集とは

なにか (山本卓，講談社ブルーバックス) ，ヒトの変異：人体の遺伝的多様性について (Leroi，みすず書房) ，エピジェネテ

ィクス操られる遺伝子 (Francis，ダイヤモンド社) ，なぜ脳はアートがわかるのか ―現代美術史から学ぶ脳科学入門― 

(Kandel，青土社) ，夢を叶えるために脳はある (池谷裕二，講談社) ，LIFESPAN: 老いなき世界 (Sinclair，東洋経済新報

社) ほか 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業時間中に直接あるいは Oh-o! Meiji 授業に関するお知らせ等で解説する。 

 

Oh-o! Meiji 上で実施するアンケートについて回答者に結果を開示する。 

出欠管理やポートフォリオへの書き込みに対しコメントする。 

 
８．成績評価の方法 

 レポート 70％，講義参加姿勢 30％により評価する。60％以上を合格とする。レポートは自分の理解できることを自分の言

葉で表現すること （生成 AI 出力結果を含めた文章作成時の剽窃ならびにシェアを禁ずる）。 
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註）一般に学部学生においては講義の履修に関し，授業科目ごとに 2/3 以上の講義出席数が通常求められることになって

います。多少の欠席や遅刻は仕方がなくとも，講義時間内で情報共有していく学術内容について，考察を深めながら共に

歩んでいけるよう努めていただきたいと思います。 

 

 
９．その他 

 本科目の講義内容に関連する学術分野のより深い理解を目的として，基礎生物学・基礎生物化学・生物物理学等を併せ

て受講することが望ましい。 
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環境と技術 

科目ナンバー STACH271J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 環境と技術[複合領域/全組] 

担当者名 井奥洪二 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 現代社会の抱えている諸問題が全地球規模であることを概観し，科学技術がいかに日常生活と密接に関連しているかに

ついて理解を深める。特に，人類の直面している環境とエネルギーに関わる諸問題を科学的に理解し，「生きている地球」と

共に持続可能な世界を実現するために，これからの科学技術はどうあるべきかを考える。 

 本授業の到達目標は，環境・エネルギー問題の解決に向けて必要となる科学技術に関する基礎学力を身に着けること，な

らびに複雑な事象を科学技術者として大局的に俯瞰できる素養を身に着けることである。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 環境科学入門 

本授業の概要を解説する。環境問題を表層的に捉えるのではなく，複数の事象が複雑に関連していることを例を挙げて紹

介する。全地球規模で環境問題を考える第一歩として，地球の誕生から現在に至るまでを環境科学的な視座から学ぶ。 

［第２回] 自然災害と防災の技術 

人類に影響を及ぼす大規模な自然災害は「生きている地球」ならではのことであり，この環境変動のメカニズムは地球を知ら

なければ理解することはできない。自然災害の歴史を振り返り，科学的に検証し，防災とその技術を学ぶ。 

［第３回] 地球温暖化のメカニズム 

地球温暖化を考えるにあたり，宇宙から地球に与えられるエネルギー，「生きている地球」に内在するエネルギー，人類活動

により生産されたエネルギー，地球から宇宙へ放出されるエネルギーのフローを整理する。さらに，温暖化に寄与する物質

について温暖化のメカニズムを学ぶ。 

［第４回] 地球温暖化の観測とシミュレーション 

地球温暖化はどのようにして観測されているのか，地球温暖化の未来予測はどのようになされているのか，温暖化が進行す

ると人類にどのような影響があるのか，について最新の情報を基にして学ぶ。 

［第５回] 気候変動のメカニズム 

近年，全地球規模で異常気象と呼ばれる極端な気候変動が頻繁に観測されている。地球温暖化によってもたらされる気候

変動について，そのメカニズムを環境科学的な視座から学ぶ。 

［第６回] 気候変動の観測と近未来の予測 

気候変動について国内外の気象事象を検証し，国連気候変動に関する政府間パネル（Intergovernmental Panel on Climate 

Change: IPCC）の見解と提言を読み解く。気候変動によって人類が受ける影響を自然科学ならびに社会科学に基づいて学

ぶ。 

［第７回] 環境問題と公害 

公害は社会問題であり，環境問題とは区別して理解されるべきものである。しかし，環境問題が公害問題へと展開した例は

少なくない。公害の歴史を振り返りながら，社会科学的な視座を含めて環境問題と公害について学ぶ。 

［第８回] 進行中の環境問題と改善への取り組み（１）生体に影響を及ぼす物質 

現在，進行中の環境問題について PFAS，マイクロプラスチック，アスベスト，PM 2.5 など具体的な例を挙げ，環境問題の現

状を学ぶ。特に，各種の元素が生体に及ぼす影響と物質の大きさと形が生体に及ぼす影響について学ぶ。 

［第９回] 進行中の環境問題と改善への取り組み（２）内分泌撹乱化学物質 

1960 年代に環境問題を告発した生物学者レイチェル・カーソンによる「沈黙の春」は，現代を生きる私たちに何を語りかけて

いるのか。自然科学的および社会科学的に基礎事項を整理し，内分泌撹乱化学物質について学ぶ。 

［第 10 回] 進行中の環境問題と改善への取り組み（３）放射性物質 

東京電力福島第一原子力発電所の深刻な事故により，大量の放射性物質が環境中に放出された。人々の命，健康，くら

し，環境を守ることが最重要課題である。課題解決に向けて，放射性物質と放射線について科学的に理解し，放射性物質と

放射線に対応する技術について学ぶ。 

［第 11 回] エネルギー供給の課題と技術（１）エネルギー資源と発電のしくみ 

エネルギー資源にはどのようなものがあり，どのような特徴を持つのか，また，エネルギー資源はどれほど残されているのかを

実質埋蔵量（推定値）と可採年数の観点から学ぶ。エネルギーとパワーについて基礎的事項を整理し，火力発電をはじめと

する発電の各種の技術を学ぶ。 

［第 12 回] エネルギー供給の課題と技術（２）原子力発電 

東京電力福島第一原子力発電所の深刻な事故は重大な社会問題であり，環境問題である。このような問題を解決するため

には，原子力発電のしくみを知ることに加えて，核廃棄物の処理や廃炉に至るまでのシステム全体の理解が必要である。原

子力発電について総合的に学ぶ。 

［第 13 回] エネルギー供給の課題と技術（３）再生可能エネルギー，電池，スマートグリッド 
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再生可能エネルギーにはどのようなものがあり，どのような特徴を持つのかを整理し，再生可能エネルギーを普及させるため

に不可欠とされている電池についても開発の現状を学ぶ。さらに，エネルギー供給システムとして注目されているスマートグ

リッドについて学ぶ。 

［第 14 回] ａ：講義全体のふりかえり ｂ：期末試験 

 

 
３．履修上の注意 

 環境・エネルギー問題に広く関心を持ち，メディアから得られる情報に積極的に耳を傾けること。ただし，情報を鵜呑みに

するのではなく，多様な観点から情報を吟味し，自らの頭で考えることが重要である。日常生活が本授業と直結しているとい

う意識を持って積極的に受講して欲しい。 

 なお、地震などの災害や感染症などの状況により、授業内容、授業方法、授業回数などに変更が生じる可能性がある。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業中に配布するレジュメを振り返り，不明な部分があれば授業で質問すること。また，次の回の内容についてレジュメや

参考書に目を通しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 特に定めない。 

 

 
６．参考書 

 『新しいくらしかたの か・た・ち』井奥洪二，石田秀輝，彼谷邦光，高橋由貴彦，田路和幸，安田喜憲著 芸立出版 2007

年 ISBN：978-4-87466-065-2 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

受講者が課題にどのように取り組んだのかを授業時に紹介し、気づきを説明する。また、課題の回答例を紹介することによっ

て受講者の理解を深める。質問は随時受け付ける。 

 

 
８．成績評価の方法 

 レポート（30％），期末試験（70％）および授業の取組み状況を総合的に評価する。 

なお、地震などの災害や感染症などの状況により、成績評価の方法をレポート等に変更する可能性がある。 

 

 
９．その他 
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環境計画〔M〕 

科目ナンバー STENV396J 配当学年 3 年 開講学期 春 

科目名 環境計画〔M〕[複合領域/全組] 

担当者名 山本俊哉 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 都市・建築の創造や維持管理に際しても，多様化・深刻化する地球環境問題にどのように向き合って行くかが問われてお

り，「環境問題の解決無しに人類の未来はない」という共通認識が深まっている。 

 本講義では主に都市の環境問題に焦点を当て，“Think Globally, Act Locally”の視点をベースに，持続可能な社会とする

ための計画論を扱う。人間活動を規定している政策，法律，社会経済，技術，ライフスタイル等，幅広い視点や多様なスケー

ルによるアプローチにより，都市・建築を取り巻く環境に対する理解を深め，計画論についての知識や能力を高める。 

 学習到達目標は以下のとおりである。 

①地球環境問題に関わる社会的な要請に応えられる基礎知識を修得する。 

②持続可能な社会の都市像を理解し，その解決方法を考える能力を修得する。 

③自然環境の保全と再生に関する計画的な手法の基礎知識を修得する。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 都市化と地球環境問題 [メディア授業（リアルタイム配信型およびオンデマンド型）] 

「環境計画」のガイダンスとして, 生活様式の近代化と都市化に伴い，環境問題が地球規模に広がり，深刻な問題になりつ

つある現状を理解する。 

［第２回] 地球温暖化とエネルギー計画 [メディア授業（オンデマンド型）] 

地球温暖化に伴う気温上昇とその影響, パリ協定に至る国際的な政策の展開, 脱炭素社会に向けた日本の取り組み, エネ

ルギー基本計画をめぐる課題について理解を深める。 

［第３回] 持続可能な開発 [メディア授業（オンデマンド型）] 

世界的に支持を得ている「持続可能な開発」の概念とその議論, EU のサステイナブルシティ戦略やエネルギー自立地域を

学び，持続可能な開発目標（SDGs）の特徴について考える。 

［第４回] 都市の成長管理 [メディア授業（オンデマンド型）] 

米国における都市の成長管理政策の流れ, ニューアーバニズムと公共交通志向型開発, ポートランドとシアトルのスマート

グロースに学び, 都市集中型と地方分散型について考える。 

［第５回] 環境基本計画 [メディア授業（オンデマンド型）] 

日本の環境行政と国の環境基本計画の歴史を理解するとともに，ポートランドと京都と川崎の環境計画の事例を通して, 

2050 年脱炭素社会へのシナリオについて考える。 

［第６回] 循環型社会・経済と環境計画 [メディア授業（オンデマンド型）] 

減量化に向けたごみの分類と処理, 最終処分地問題, エコタウン事業, 海洋プラスチックごみ対策について理解を深め, 

循環型社会・経済と環境計画について考える。 

［第７回] 緑地・緑化と環境計画 [メディア授業（オンデマンド型）] 

首都圏近郊の緑地空間の遺産, 都市の緑化とパークマネジメント,  都市緑地法と「緑の基本計画」, 都市農業をめぐる問

題と新興計画を理解するとともに，ドイツの事例を通して緑地・緑化と環境計画について考える。  

［第８回] 水循環と環境計画 [メディア授業（オンデマンド型）] 

世界的な水問題と都市型水害から水循環の問題と雨水利用の推進の必要性を理解した上で, 上下水道整備の歴史を振り

返り, その現代的な課題や親水公園の多自然型への流れを考える。  

［第 9 回] ヒートアイランドと環境計画 [メディア授業（オンデマンド型）] 

ヒートアイランド現象とその要因について解説し，クールスポットや「風の道」の創出, CASBEE-HI とまちなか暑さ対策, 自然

の力を組み込むグリーンインフラについて学ぶ。 

［第 10 回] 地域生態系と環境計画 [メディア授業（オンデマンド型）] 

ラムサール条約湿地登録や生物多様性条約を理解するとともに，生態系の多様性、生態ピラミッドから見た問題, 人間と自

然の共存をめざす環境計画について学ぶ。  

［第 11 回] 大気汚染対策と環境計画 [メディア授業（オンデマンド型）] 

日本の大気汚染対策の歴史、光化学スモッグ対策と PM2.5 対策, ロードプライシングと交通需要マネジメント, ウォーカブ

ルシティとタクティカル・アーバニズムについて学ぶ。 

［第 12 回] 環境アセスメント [メディア授業（オンデマンド型）] 

アセスメントの概念と日米の環境影響評価制度の歴史について学んだ上で、戦略的アセスメントの意義、スクリーニングとス

コーピングなどの手続きについて理解する。 

［第 13 回] アメニティと環境創造 [メディア授業（オンデマンド型）] 

「総合的な快適性」を意味するアメニティの概念, プレイス（場所）やシビック・プライドのキーワードを理解し, 国内外の事例

を通してそれらを守り生み出す手法を学ぶ。 
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［第 14 回] これからの環境計画 [メディア授業（リアルタイム配信型およびオンデマンド型）] 

提出された最終レポートをもとに，都市の環境計画の課題について議論し，これからの環境計画のあり方について考える。 

 

 
３．履修上の注意 

 この授業はメディア授業科目として開講される。授業は初回と最終回を除き，全て講義動画を Oh-o!Meiji システムを通じて

配信するオンデマンド型で行う。初回と最終回は Zoom を使ったリアルタイム配信型とするが, その記録動画を Oh-o!Meiji

システムを通じて配信するオンデマンド型として受講することを可能とする。 

 講義動画は原則毎週火曜日に Oh-o!Meiji システムを通じて配信し, 授業動画は当該学期中に視聴を可能とする。なお, 

毎回の授業内容に対するレポート（400 字以上）の提出を翌週月曜日正午までに課し（締切厳守），出席確認および理解度

確認を行う。毎回 5 点満点で厳しく採点するため, 全ての動画をしっかりと視聴しなければこの授業の単位を習得できないと

注意していただきたい。 

 また, 毎回提出の授業レポートから優秀レポートと佳作レポートの 10 点ずつ選抜して, それを Oh-o!Meiji システムを通じ

て配信することで履修者同士の意見交換の場とする。なお，最終回は，最終レポートのうち優れたものを６点程度選抜し，該

当学生にその内容を発表してもらい, リアルタイムでの意見交換を行う。教員への質問・相談窓口として, 教員のメールアド

レスを履修者に通知する。 

 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回の講義動画に併せて参考動画や参考資料も Oh-o! Meiji システムを通じて配信するので, それらも活用して毎回授

業のレポート作成の参考にすること。また，毎回優れた学生レポートを 10 点程度選抜し Oh-o! Meiji を通じて配信するので, 

それらを通して授業内容を復習すること。 

 

 
５．教科書 

 指定なし。授業資料は Oh-o! Meiji システムに掲載する。 

 

 
６．参考書 

『図説 人新生 環境破壊と気候変動の人類史』，ギリス・パルソン，（東京書籍） 

『環境政策論講義』，竹本和彦，（東京大学出版会） 

『都市環境学』，都市環境学教材編集委員会編，（森北出版） 

『都市環境論』，花木啓祐，（岩波書店） 

『都市環境のクリマアトラス―気候情報を活かした都市づくり』，日本建築学会，（ぎょうせい） 

『サステイナブル・コミュニティ ―持続可能な都市のあり方をもとめて』，川村健一・小門裕幸，（学芸出版社） 

『持続可能な都市 ―欧米の試みから何を学ぶか―』，福川裕一・矢作弘・岡部明子，（岩波書店） 

『都市の環境倫理』，吉永明弘，（勁草書房） 

『エネルギー・シフト 再生可能エネルギー主力電力化への道』，橘川武郎，（白桃書房） 

『Come On! 目を覚そう 環境危機を迎えた「人新生」をどう生きるか？』，エルンスト・フォン・ワイツゼッカー/アンダース・ワイ

クマン，（明石書店） 

『図解でわかるカーボンニュートラル』，一般財団法人エネルギー総合工学研究所，（技術評論社） 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 毎回の授業内容について出題するレポートは、採点してその結果を Oh-o! Meiji にて履修者にフィードバックするととも

に、提出されたレポートの中から毎回、優秀レポートと佳作レポートの 10 ずつ選抜して Oh-o! Meiji にて履修者と共有す

る。また, 最終授業日に優れた最終レポートを選んで発表・講評する機会を設ける。 

 
８．成績評価の方法 

 成績は，毎回授業レポートと最終レポートにより評価する。毎回授業レポートは，第 1 回〜第 14 回まで各回の授業内容に

関する課題を課し，コメントを述べる（400 字以上）。最終レポートは，最近の環境問題や環境計画に関するニュース（論説を

含む）を選び，主要な論点を整理しながら自分の考えを展開し，これからの環境計画について自分の意見を述べる(2,400 字

〜2,800 字）。毎回授業レポートと最終レポートの配点は，それぞれ 70％，30％とする。 

 単位取得の条件は，毎回授業レポートと最終レポートの合計得点が満点の 60％以上とする。 

 

 
９．その他 

 オフィスアワーの日時：火曜日 12：40～13：20 場所：A 館 A1108 室（都市計画研究室） 
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 原則として, e-mail （toshiya@meiji.ac.jp）で連絡を取ってください。 

 

 建築学科の履修生への注意事項 

〈建築学科の学習・教育到達目標との対応〉 

 本科目は，「学習教育到達目標（D）総合力・専門力」の達成に必要な選択科目である。 

 



2025 年度理工学部 シラバス 

1530 

 

知的財産法 

科目ナンバー STLAW211J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 知的財産法[複合領域/全組] 

担当者名 木下茂 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 研究開発活動等の知的創作活動から得られた成果物の中には，財産的価値のある「知的財産」が含まれており，この「知

的財産」を保護する手段が「知的財産権」である。この「知的財産権」によって「知的財産」を適切に保護することにより，企業

は「知的財産」を独占的に実施でき，多大の利益を享受することができる。一方，「知的財産権」によって「知的財産」が適切

に保護されていない場合には，第三者の模倣を容認せざるを得ず，企業は多大の不利益を受けることとなる。 

 このように「知的財産権」の取得は企業経営に大きな影響を与えるものである。従って今後研究開発に従事する者にとって

も，「知的財産権」に関する知識は「専門分野における技術的知識」と同様，不可欠であり，その知識の有無によって既に述

べたように企業活動が大きく左右されるといっても過言ではない。 

 本講義においては，知的財産法の法律論に偏ることなく，担当教員の，弁理士として経験した実例を交えながら，研究者・

開発者にとって必要な知的財産権の基本的知識を，特に産業財産権を中心に習得することを目的とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ｢知的財産権」とは何かについて概観する。 

［第２回] 特許法，実用新案法の保護の対象（客体，主体）について説明する。 

［第３回] 特許権を取得するための要件（特許要件）について説明し，更に，特許制度における手続きの流れ等の概要を説

明する。 

［第４回] 先行技術調査について説明する。また先行技術調査を用いたパテントマップについて説明する。また特許出願の

際に提出する書類（出願書類）について実例に基づいて説明する。 

［第５回] 拒絶理由を回避するための意見書，補正書を実例に基づいて説明する。また請求の範囲を作成する演習を行う。 

［第６回] ｢特許権の効力」及び「特許権の活用」について説明する。 

［第７回] ｢特許権侵害」について，どのように行われるのか，原告，被告の立場からその対応について説明する。 

［第８回] ｢商標制度」における「保護の対象」及び「出願の手続き」について説明する。 

［第９回] ｢商標の登録要件」，「商標権の侵害」について説明する。 

［第 10 回] ｢意匠制度」における「保護の対象」，「登録要件」について説明する。 

［第 11 回] 意匠の侵害について概説する。 

［第 12 回] 不正競争防止法・著作権について概説する。 

［第 13 回] 知的財産の国際的保護について特許を中心に説明する。また，企業における知的財産戦略について考察す

る。 

［第 14 回] ａ：試験 ｂ：試験の正答解説 

 

 
３．履修上の注意 

 単に，制度の内容を覚えるのでは意味がない。学んだことに基づいて，将来それを研究者，開発者として，研究開発活動

においてどのように活用すべきかを考えながら学習してほしい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について事前に参考書で学習しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 特にない。授業においてプリントを配布する。但し，下記の「産業財産権標準テキスト」は，知的財産権を初めて学習する者

にとっても理解し易く，平易に書かれているので，お勧めする。また，「標準特許法」は，特許について「産業財産権標準テキ

スト」より詳しく書かれているので，特許についてより理解を深めることができ，お勧めする。 

 

 
６．参考書 

 「産業財産権標準テキスト 総合編第５版」￥990 著者：経済産業省特許庁 

 「標準特許法 第 8 版」（有斐閣）￥3,080 著者：高林 龍 
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７．課題に対するフィードバックの方法 

授業の終わりに課題を出し、解答してもらう。次の授業においてその課題について解説・議論する。 

 
８．成績評価の方法 

 レポート 50％，期末テスト 50％（授業中に配布したプリント持込可） 

 合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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科学技術史 

科目ナンバー STSTS251J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 科学技術史[複合領域] 

担当者名 岡田大士 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 様々な産業やサービスの多くが、それぞれの時代の新しい科学的発見・技術革新をもとに誕生してきたことに異論をはさむ

ものはほとんどいないでしょう。科学的発見・技術革新はその地域の政治経済・自然環境の影響を受けて展開してきました。

科学的発見・技術革新がいかなる背景で成立してきたかを知ることは、我々現代社会に生活するもの、とりわけ理工学部で

学ぶ皆さんにとって必要な教養であるといえます。 

 

 また、皆さんは大学入学前に多かれ少なかれ歴史を学んだ経験があると思います。大学入学前に学んだ歴史上の知識

と、入学後に学ぶ専門知識の間を科学と技術の視点から結び付け、自ら論じられるようになることは、大学に学ぶ皆さんにと

って必要な能力であると考えます。みなさんが卒業後専門家として産業その他の世界で中心的役割を担うにあたり、人類の

長きにわたる知識の蓄積を受け継ぎ、理工学部の学びと結びつけることで、様々な場面で行うであろう意思決定に必要な能

力を身に着けることをこの科目の目標とします。 

本講義においては、近代産業の大きな転換点となった産業革命を中心に、その背景となる 19 世紀までの技術や社会への

影響、また各国への波及とりわけ日本・ドイツ・アメリカへの影響を考えてみたいと思います。今年は関西で万博が開催されま

す。万国博覧会も産業革命のなか生まれてきたものですので、今年は授業で扱ってみたいと考えています。 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回] 講義概要・技術とは何か 

(1)本講義の目的と概要が理解できる。 

(2)原始時代に生きた人間の生活から、技術の概念を説明できる。 

 

[第 2 回] 古代社会と技術:社会的分業の成立 

古代社会に生きた人間の生活に生まれた技術のあり方を説明できる。 

 

[第 3 回] 中世社会と技術:産業革命の準備 

中世の時代に生まれた様々な技術と、のちの産業革命との関連を理解し、説明できる。 

 

[第 4 回] 産業革命(1):イギリス綿工業の変化 

(1)当時の世界の綿工業におけるイギリスの位置を理解することができる。 

(2)綿工業における機械化の展開を理解することができる。 

 

[第 5 回] 産業革命(2):他の産業への波及(蒸気機関・機械工業・化学工業) 

(1)燃料としての石炭の普及とその動力への展開を理解することができる。 

(2)産業革命の進展に伴う機械工業・化学工業への展開を理解することができる。 

 

[第 6 回] 産業革命(3):他の産業への波及(製鉄・電気・通信) 

(1) 産業革命に伴う製鉄技術の変化が理解できる。 

(2) 産業革命を支える電気・通信事業の展開が理解できる。 

 

[第 7 回] 産業革命(4):産業革命が社会に与えた影響 

(1)産業革命によって起きたイギリスの社会的経済的変化を理解する。 

(2)万国博覧会の特徴を、産業革命を象徴する出来事として理解する。 

 

[第 8 回] 明治日本と在来産業と西洋技術の導入 

(1) 明治期以前、そして明治期の近代化を支えた在来産業を理解する。 

(2) 明治期に導入された西洋技術・人材養成制度を理解する。 

 

[第 9 回]  アメリカにおける大量生産技術と大学・企業内研究所 

(1) 新大陸に誕生した新興国アメリカで独自に展開した技術を理解する。 

(2) アメリカの近代化を支えた制度としての大学・研究所を理解する。 

 

[第 10 回]  ドイツ化学産業と第一次大戦 
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(1)19 世紀後半から 20 世紀初頭の化学工業のあり方を理解する。 

(2)新しい科学的発見が積極的に戦争に転換される過程を理解する。 

 

[第 11 回]  第二次大戦期に至る日本の科学と軍事研究 

(1)20 世紀初頭から第二次大戦期までの日本で形成された科学を支える制度を理解する。 

(2)戦争に影響を受ける当時の一般市民・研究者の状況を理解する。 

 

[第 12 回]  アメリカにおける原爆開発 

(1)核分裂の発見という科学的知見が大量破壊兵器を生み出す過程を理解する。 

(2)アメリカ合衆国が原子爆弾を開発し日本に投下するに至る過程における各利害関係者の行動を理解する。 

 

[第 13 回]  日本における原爆開発と敗戦 

(1)世界的な核兵器競争の状況における当時の日本の位置を理解する。 

(2)第二次大戦から現在に至る日本の戦後復興と科学研究の展開を理解する。 

 

[第 14 回]  この授業のまとめ 

(1)まとめ 

(2)試験 

 

 
３．履修上の注意 

 授業は、講義形式でおこなわれます。講義レジュメは授業で配布します。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 シラバスに出てくる内容・キーワードに合わせて、対応する時代・地域に関する中学・高校の日本史・世界史・物理・化学の

教科書・資料集・図説を読んでおくことを勧めます。また、学習内容をより深く学ぶために、「自然科学史 A・B」や、歴史学関

連の科目を履修することを勧めます。また、技術史を学ぶ上で実際のモノを見られるよう、インターネット上の資料へのリンク

等を Oh-o! Meiji クラスウェブで公開するので、授業前後に視聴しておくことを勧めます。 

 
５．教科書 

 本年度は使用しない。 

 

 
６．参考書 

全体として、下記の書籍を参考に資料を作成しています。 

●菊池俊彦ほか『科学技術史概論』(1978、オーム社) 

●湯浅光朝『コンサイス科学年表』（1988、三省堂） 

●大沼正則『技術と労働』(1995、岩波書店) 

●道家達將『科学と技術の歩み』(1995、岩波書店) 

●古川安『科学の社会史』（2018、ちくま学芸文庫） 

●広重徹『科学の社会史』（2002、岩波現代文庫） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業時間内で講評・解説の時間を設けます。授業時間に限らず Oh-o! Meiji クラスウェブでフィードバックを行う予定です。 

 
８．成績評価の方法 

 学期末に定期試験を実施します。平常点（授業への参加度、各回で小課題を課された際の対応をもとにします）40％、定

期試験 60％の比率で得点をつけます。単位修得の条件は、満点の 60％以上とします。 

 
９．その他 

 授業では映像資料を積極的に利用する予定です。積極的な出席を求めます。 
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技術者倫理 

科目ナンバー STPHL291J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 技術者倫理[1・2 組] 

担当者名 山橋浩三 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 消費者が手にする製品は、安全・安心なものでなければならない。一つの製品事故で消費者の人命にかかわることもある。

さらに近年は、安全・安心に加え、地球環境にも配慮した製品でなければならない。しかしながら、消費者の信頼に背くよう

な報道を目にすることがある。自動車メーカーでの完成検査不正、燃費データ改ざん、排ガス規制逃れ、自動車部品メーカ

でのエアバッグリコール問題、素材・部品メーカーでの品質に関する不適切行為やデータ改ざん、製薬メーカーにおける治

療薬の臨床研究事案など。これらの報道の中には、企業の存続にまで影響したものもある。製品を産み出すのは技術者で

ある。技術者は、製品を通じて社会に対して大きな責任をもっている。したがって、技術者は、法に従うことはもちろん、安全・

安心、境などの社会的影響を考慮しながら、品質、コスト、納期などの厳しい条件の下で、日々難しい判断をしながら製品を

作り出さなければならない。? この「技術者倫理」の授業では、企業の目的は何か、企業はどのような仕組みで機能している

のか、企業の中で技術者はどのような役割を担っているのか等、講義と事例、グループ・ディスカッションにより技術者倫理を

学ぶ。 

 また、技術者倫理に加えて研究公正に関してもに概説する。研究公正では、研究者としてとくに注意しなければならない事

項、「ねつ造」、「改ざん」、「盗用」について学ぶ。? 大学卒業後に技術者となることを想定し、技術者として適切な意思決

定、必要な行動がとれる基礎知識を身につけることを到達目標とする。? この授業は、大手電機メーカにおける担当教員自

身の 28 年間の実務経験に基づき、実際に社会で起こっている事例を参考にして講義とグループ討議により構成する。演習

やグループ討議を通じて、様々な価値観を持つ多様な人々の多様な意見に耳を傾け、それら意見の相違を認識したうえ

で、自らの意見をまとめ上げ、意思表示する能力と教養を身につけることに期待する。 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回］a のみ：「イントロダクション」講義内容、講師紹介 

［第２回］： 「技術者倫理とは」エンジニアとエンジニアリング、技術者倫理とは、技術者倫理の学び方 

［第３回］： 「グループ討議の進め方」事例研究のスキル、グループ討議のスキル、事例分析のスキル 

［第４回］： 「企業と技術者」企業とは、技術者とは、技術者の役割と責任 

［第５回］： 「チャレンジャー号爆発事故」スペースシャトル・チャレンジャー号の事例検討 

［第６回］： 「新幹線と地震対策」新潟県中越地震における新幹線と地震対策の事例検討 

［第７回］： 「知的財産」特許、著作権、企業秘密、技術流出 

［第８回］： 「企業における倫理」企業とコンプライアンス、企業の倫理に関する様々な報道、公益通報者保護法 

［第９回］： 「研究公正」研究とは、特定不正行為、好ましくない研究行為、利益相反 

［第１０回］： 「失敗に学ぶ」過去の失敗からは多くのことを学ぶ、制御安全と本質安全、リスク評価 

［第１１回］： 「震災に学ぶ」東日本大震災からの教訓 

［第１２回］： 「メタ・マクロレベル」ミクロ/メゾ/マクロ/メタ・レベルの技術者倫理、新しい技術 

［第１３回］： 「Well-being」予防倫理と志向倫理 

［第１４回］： 「まとめ」講義全体の振り返り 

 
３．履修上の注意 

 授業の中で演習やグループで討議する。グループ討議の進行や発言、発表等、積極的な授業への参加に期待する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 講義に加えて演習やグループ討議が授業の中心となる。グループ討議では事例の理解が必須となる。事前に課題事例の

内容や周辺情報を教科書、参考書、文献から調査し、理解しておくこと。 

 
５．教科書 

『科学者・技術者として活躍しよう 技術者倫理事例集（第 3 集）』電気学会倫理委員会、電気学会、オーム社 

 

 
６．参考書 

『事例で学ぶ技術者倫理 技術者倫理事例集（第 2 集）』電気学会倫理委員会編 

『技術者倫理事例集』電気学会倫理委員会編 

『ロジカル・シンキングー論理的な思考と構成のスキル」照屋華子、岡田恵子、東洋経済新報社 

『書く技術・伝える技術』倉橋保美、あさ出版 
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『マネジメント[エッセンシャル版] - 基本と原則』ピーター・F・ドラッカー著, 上田惇生翻訳 

『新しい時代の技術者倫理』札野順、放送大学教育振興協会 

『知的財産権制度入門』特許庁ウェブサイト 

『知っておきたい営業秘密』経済産業省ウェブサイト 

『著作権テキスト』文化庁ウェブサイト 

『公益通報ハンドブック』消費者庁ウェブサイト 

『失敗学のすすめ』畑村洋太郎、講談社 

『失敗知識データベース』失敗学会ウェブサイト 

『ゲノム編集の衝撃』NHK「ゲノム編集」取材班 NHK 出版 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 演習・グループ討議、発表に対して講師が講評する。 

 
８．成績評価の方法 

 演習・グループ討議、発表、レポート提出、授業への貢献度で評価する。演習・グループ討議、レポートの提出は各講義の

中で指示する。講義中に実施するグループ討議の進行，質問，発表等の積極性を加点対象とする。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STPHL291J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 技術者倫理[3・4 組] 

担当者名 山橋浩三 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 消費者が手にする製品は、安全・安心なものでなければならない。一つの製品事故で消費者の人命にかかわることもある。

さらに近年は、安全・安心に加え、地球環境にも配慮した製品でなければならない。しかしながら、消費者の信頼に背くよう

な報道を目にすることがある。自動車メーカーでの完成検査不正、燃費データ改ざん、排ガス規制逃れ、自動車部品メーカ

でのエアバッグリコール問題、素材・部品メーカーでの品質に関する不適切行為やデータ改ざん、製薬メーカーにおける治

療薬の臨床研究事案など。これらの報道の中には、企業の存続にまで影響したものもある。製品を産み出すのは技術者で

ある。技術者は、製品を通じて社会に対して大きな責任をもっている。したがって、技術者は、法に従うことはもちろん、安全・

安心、境などの社会的影響を考慮しながら、品質、コスト、納期などの厳しい条件の下で、日々難しい判断をしながら製品を

作り出さなければならない。? この「技術者倫理」の授業では、企業の目的は何か、企業はどのような仕組みで機能している

のか、企業の中で技術者はどのような役割を担っているのか等、講義と事例、グループ・ディスカッションにより技術者倫理を

学ぶ。 

 また、技術者倫理に加えて研究公正に関してもに概説する。研究公正では、研究者としてとくに注意しなければならない事

項、「ねつ造」、「改ざん」、「盗用」について学ぶ。? 大学卒業後に技術者となることを想定し、技術者として適切な意思決

定、必要な行動がとれる基礎知識を身につけることを到達目標とする。? この授業は、大手電機メーカにおける担当教員自

身の 28 年間の実務経験に基づき、実際に社会で起こっている事例を参考にして講義とグループ討議により構成する。演習

やグループ討議を通じて、様々な価値観を持つ多様な人々の多様な意見に耳を傾け、それら意見の相違を認識したうえ

で、自らの意見をまとめ上げ、意思表示する能力と教養を身につけることに期待する。 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回］a のみ：「イントロダクション」講義内容、講師紹介 

［第２回］： 「技術者倫理とは」エンジニアとエンジニアリング、技術者倫理とは、技術者倫理の学び方 

［第３回］： 「グループ討議の進め方」事例研究のスキル、グループ討議のスキル、事例分析のスキル 

［第４回］： 「企業と技術者」企業とは、技術者とは、技術者の役割と責任 

［第５回］： 「チャレンジャー号爆発事故」スペースシャトル・チャレンジャー号の事例検討 

［第６回］： 「新幹線と地震対策」新潟県中越地震における新幹線と地震対策の事例検討 

［第７回］： 「知的財産」特許、著作権、企業秘密、技術流出 

［第８回］： 「企業における倫理」企業とコンプライアンス、企業の倫理に関する様々な報道、公益通報者保護法 

［第９回］： 「研究公正」研究とは、特定不正行為、好ましくない研究行為、利益相反 

［第１０回］： 「失敗に学ぶ」過去の失敗からは多くのことを学ぶ、制御安全と本質安全、リスク評価 

［第１１回］： 「震災に学ぶ」東日本大震災からの教訓 

［第１２回］： 「メタ・マクロレベル」ミクロ/メゾ/マクロ/メタ・レベルの技術者倫理、新しい技術 

［第１３回］： 「Well-being」予防倫理と志向倫理 

［第１４回］： 「まとめ」講義全体の振り返り 

 
３．履修上の注意 

 授業の中で演習やグループで討議する。グループ討議の進行や発言、発表等、積極的な授業への参加に期待する。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 講義に加えて演習やグループ討議が授業の中心となる。グループ討議では事例の理解が必須となる。事前に課題事例の

内容や周辺情報を教科書、参考書、文献から調査し、理解しておくこと。 

 
５．教科書 

『科学者・技術者として活躍しよう 技術者倫理事例集（第 3 集）』電気学会倫理委員会、電気学会、オーム社 

 

 
６．参考書 

『事例で学ぶ技術者倫理 技術者倫理事例集（第 2 集）』電気学会倫理委員会編 

『技術者倫理事例集』電気学会倫理委員会編 

『ロジカル・シンキングー論理的な思考と構成のスキル」照屋華子、岡田恵子、東洋経済新報社 

『書く技術・伝える技術』倉橋保美、あさ出版 
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『マネジメント[エッセンシャル版] - 基本と原則』ピーター・F・ドラッカー著, 上田惇生翻訳 

『新しい時代の技術者倫理』札野順、放送大学教育振興協会 

『知的財産権制度入門』特許庁ウェブサイト 

『知っておきたい営業秘密』経済産業省ウェブサイト 

『著作権テキスト』文化庁ウェブサイト 

『公益通報ハンドブック』消費者庁ウェブサイト 

『失敗学のすすめ』畑村洋太郎、講談社 

『失敗知識データベース』失敗学会ウェブサイト 

『ゲノム編集の衝撃』NHK「ゲノム編集」取材班 NHK 出版 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 演習・グループ討議、発表に対して講師が講評する。 

 
８．成績評価の方法 

 演習・グループ討議、発表、レポート提出、授業への貢献度で評価する。演習・グループ討議、レポートの提出は各講義の

中で指示する。講義中に実施するグループ討議の進行，質問，発表等の積極性を加点対象とする。 

 
９．その他 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

1538 

 

科目ナンバー STPHL291J 配当学年 2,3 年 開講学期 春 

科目名 技術者倫理[複合領域/2 年機械,化,数,3 年物] 

担当者名 髙橋正人 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本講義は、これから専門技術者になろうとする人たちに単なる倫理ではなく、特に「技術者倫理」という領域が実践的な知で

あることを紹介する。そして「今、なぜ技術者倫理が必要なのか」を理解し、実社会において倫理的判断を求められる場面に

遭遇したとき、倫理的に正しい意思決定と行動ができるようになることを目的とする。しかし、技術者倫理というものは、常に新

しい課題が生まれ、それに対処する行動倫理が提案されるという極めて動的なものでもある。本講義では、世界一精密な機

械といわれる半導体露光装置の開発設計における担当教員自身の実務経験に基づく事例を紹介する。特に、開発段階お

よび現場の技術課題に対するリアルな技術者倫理課題を紹介する。 

また、国家資格である技術士に要求される能力について説明する。さらに、本講義の特徴として、日本技術士会の倫理綱領

（2023）、技術者倫理事例集を積極的に活用する。 

 
２．授業内容 

「第１回」講義の概要 

・本講義の目的および目標 

・技術士に要求される能力 

・技術者倫理の基本概念 

 各種技術系学協会の技術者倫理の定義 

 日本技術士会倫理綱領とモラル要素の 7 価値と 9 義務 

・関連事例と課題演習（安全） 

 

［第２回］技術者倫理に関連する法令・行動規範 

・技術者倫理関連法令及び規範（その 1） 

・関連事例と課題演習 

 

［第 3 回］技術者倫理に関連する法令・行動規範 

・技術者倫理関連法令及び規範（その 2） 

・関連事例と課題演習 

 

［第４回］新しい時代の技術者倫理とは。 

・予防倫理と志向倫理について考察する。 

・関連法令、規範 

 技術士会倫理綱領、日本学術会議行動規範 

・関連事例と課題演習（技術者の行動規範） 

 

［第５，６回］技術者の意思決定 

・技術者が経営者との間で意思決定を迫られる状況で、適切な価値判断を行い、問題解決を実行できる能力と実践する意

思力を考察する。 

・関連法令、規範 

 技術者倫理の４つのレベル 

・関連事例と課題演習（対立する価値） 

 

［第７回］科学技術と社会 

・科学技術が社会に与える影響について考察する。 

・関連法令、規範 

 科学技術基本計画、製造者責任法（PL 法） 

・関連事例と課題演習（公衆） 

 

［第８回］技術者の資質と能力 

・技術者倫理の観点で技術者に求められる資質と能力について考察する。 

・関連法令、規範 

 ABET、JABEE、IEA 

・関連事例と課題演習（専門知識の維持向上） 
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［第９回］技術者としての行動設計 

・技術者として直面する倫理問題、意思決定の阻害要因と促進要因について考察する。 

・関連法令、規範 

 線引き問題、相反問題 

・関連事例と課題演習（線引き問題） 

 

［第１０回］技術者の責任 

・技術者が特別な責任をもつ理由について考察する。 

・関連法令、行動規範 

公益通報者保護法、ホイッスルブローイング 

・関連事例と課題演習（技術者の責任範囲） 

 

［第１１回］ISO26000 と企業の社会的責任 CSR 

・技術者の社会的責任に関する国際規格 ISO26000 について考察する。 

・関連法令、規範 

 ISO、CSR 

・関連事例と課題演習（企業の行動規範と CSR の取り組み） 

 

［第１２回］公衆の利益の優先（安全、自動車、輸送機器） 

・技術者倫理の第一原則である安全について考察する。 

・関連事例と課題演習（自動車、鉄道、輸送設備、製鉄工場、建設、自然災害） 

 

［第１３回］持続可能性の確保 

・持続可能な社会を形成していくためには、技術者が強い倫理意識をもって活動する必要がある。環境の観点および倫理の

観点から社会的影響について考察する。 

・関連事例と課題演習（健康、利便性） 

 

［第１４回］継続研鑽、まとめ 

・専門職技術者としての、「品位の向上」と「資質の向上」の向上について考察する。   

・関連事例と課題演習（Continuing Professional Development） 

・レポート課題の説明 

 

 

 
３．履修上の注意 

この講義を通して、技術者倫理を知識として学び取ることは容易であるが、その真の姿は、将来、専門職業技術者になり日

常の業務を遂行するにあたって、技術者倫理の実現を妨げるケースに遭遇したとき、倫理的に正しい行動を実行できる勇気

を持つことであることを身に着けてほしい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回の講義内容と課題が、レポート課題の進めるときに必要な知識となるため、講義内容と演習は必ず復習しておくこと。 

 
５．教科書 

特に設定しない。 

毎講義で、講義内容を配布する。 

 
６．参考書 

新しい時代の技術者倫理、札野順著、放送大学教育振興協会 

日本技術士会倫理綱領（2023），技術士プロフェッション宣言 

技術士倫理綱領の理解を深める技術者倫理事例集，日本技術士会倫理委員会編、日本技術士会 

科学技術者倫理の事例と考察，米 NSPE 倫理審査委員会編、日本技術士会訳編、丸善(株) 

続科学技術者倫理の事例と考察，米 NSPE 倫理審査委員会編、日本技術士会訳編、丸善(株) 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎講義に理解度確認のために小課題を課します。 

講義中に課題内容についてポイントを説明し、次回に解答と解説を行います。 

また、課題だけでなく講義中の内容に関しても、問い合わせフォルダを開設し、個別の質問にも対応します。 

さらに、Oh-meiji の”授業お知らせ管理”活用し、受講者全員に共通する質問事項およびその解説を適宜配信します。 
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８．成績評価の方法 

以下の２点で評価する。 

・講義への貢献度（講義に参加する姿勢）10％、課題演習 40％、レポート 50％ 

・評価基準は、講義内容を理解し、自分の考察を深めているか。 

 
９．その他 

毎講義で、課題演習を行う。また全体の講義を通して最後にレポートを提出する。 
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科目ナンバー STPHL291J 配当学年 3 年 開講学期 秋 

科目名 技術者倫理[複合領域/機情] 

担当者名 髙橋正人 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

本講義は、これから専門技術者になろうとする人たちに単なる倫理ではなく、特に「技術者倫理」という領域が実践的な知で

あることを紹介する。そして「今、なぜ技術者倫理が必要なのか」を理解し、実社会において倫理的判断を求められる場面に

遭遇したとき、倫理的に正しい意思決定と行動ができるようになることを目的とする。しかし、技術者倫理というものは、常に新

しい課題が生まれ、それに対処する行動倫理が提案されるという極めて動的なものでもある。本講義では、世界一精密な機

械といわれる半導体露光装置の開発設計における担当教員自身の実務経験に基づく事例を紹介する。特に、開発段階お

よび現場の技術課題に対するリアルな技術者倫理課題を紹介する。 

また、国家資格である技術士に要求される能力について説明する。さらに、本講義の特徴として、日本技術士会の倫理綱領

（2023）、技術者倫理事例集を積極的に活用する。 

 
２．授業内容 

「第１回」講義の概要 

・本講義の目的および目標 

・技術士に要求される能力 

・技術者倫理の基本概念 

 各種技術系学協会の技術者倫理の定義 

 日本技術士会倫理綱領とモラル要素の 7 価値と 9 義務 

・関連事例と課題演習（安全） 

 

［第２回］技術者倫理に関連する法令・行動規範 

・技術者倫理関連法令及び規範（その 1） 

・関連事例と課題演習 

 

［第 3 回］技術者倫理に関連する法令・行動規範 

・技術者倫理関連法令及び規範（その 2） 

・関連事例と課題演習 

 

［第４回］新しい時代の技術者倫理とは。 

・予防倫理と志向倫理について考察する。 

・関連法令、規範 

 技術士会倫理綱領、日本学術会議行動規範 

・関連事例と課題演習（技術者の行動規範） 

 

［第５，６回］技術者の意思決定 

・技術者が経営者との間で意思決定を迫られる状況で、適切な価値判断を行い、問題解決を実行できる能力と実践する意

思力を考察する。 

・関連法令、規範 

 技術者倫理の４つのレベル 

・関連事例と課題演習（対立する価値） 

 

［第７回］科学技術と社会 

・科学技術が社会に与える影響について考察する。 

・関連法令、規範 

 科学技術基本計画、製造者責任法（PL 法） 

・関連事例と課題演習（公衆） 

 

［第８回］技術者の資質と能力 

・技術者倫理の観点で技術者に求められる資質と能力について考察する。 

・関連法令、規範 

 ABET、JABEE、IEA 

・関連事例と課題演習（専門知識の維持向上） 
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［第９回］技術者としての行動設計 

・技術者として直面する倫理問題、意思決定の阻害要因と促進要因について考察する。 

・関連法令、規範 

 線引き問題、相反問題 

・関連事例と課題演習（線引き問題） 

 

［第１０回］技術者の責任 

・技術者が特別な責任をもつ理由について考察する。 

・関連法令、行動規範 

公益通報者保護法、ホイッスルブローイング 

・関連事例と課題演習（技術者の責任範囲） 

 

［第１１回］ISO26000 と企業の社会的責任 CSR 

・技術者の社会的責任に関する国際規格 ISO26000 について考察する。 

・関連法令、規範 

 ISO、CSR 

・関連事例と課題演習（企業の行動規範と CSR の取り組み） 

 

［第１２回］公衆の利益の優先（安全、自動車、輸送機器） 

・技術者倫理の第一原則である安全について考察する。 

・関連事例と課題演習（自動車、鉄道、輸送設備、製鉄工場、建設、自然災害） 

 

［第１３回］持続可能性の確保 

・持続可能な社会を形成していくためには、技術者が強い倫理意識をもって活動する必要がある。環境の観点および倫理の

観点から社会的影響について考察する。 

・関連事例と課題演習（健康、利便性） 

 

［第１４回］継続研鑽、まとめ 

・専門職技術者としての、「品位の向上」と「資質の向上」の向上について考察する。   

・関連事例と課題演習（Continuing Professional Development） 

・レポート課題の説明 

 

 

 
３．履修上の注意 

この講義を通して、技術者倫理を知識として学び取ることは容易であるが、その真の姿は、将来、専門職業技術者になり日

常の業務を遂行するにあたって、技術者倫理の実現を妨げるケースに遭遇したとき、倫理的に正しい行動を実行できる勇気

を持つことであることを身に着けてほしい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回の講義内容と課題が、レポート課題の進めるときに必要な知識となるため、講義内容と演習は必ず復習しておくこと。 

 

 
５．教科書 

特に設定しない。毎講義で、講義内容を配布する。 

 

 
６．参考書 

新しい時代の技術者倫理、札野順著、放送大学教育振興協会 

技術士倫理綱領の理解を深める技術者倫理事例集，日本技術士会倫理委員会編、日本技術士会 

科学技術者倫理の事例と考察，米 NSPE 倫理審査委員会編、日本技術士会訳編、丸善(株) 

続科学技術者倫理の事例と考察，米 NSPE 倫理審査委員会編、日本技術士会訳編、丸善(株) 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎講義に理解度確認のために小課題を課します。 

講義中に課題内容についてポイントを説明し、次回に解答と解説を行います。 

また、課題だけでなく講義中の内容に関しても、問い合わせフォルダを開設し、個別の質問にも対応します。 

さらに、Oh-meiji の”授業お知らせ管理”活用し、受講者全員に共通する質問事項およびその解説を適宜配信します。 
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８．成績評価の方法 

以下の２点で評価する。 

・講義への貢献度（講義に参加する姿勢）10％、課題演習 40％、レポート 50％ 

・評価基準は、講義内容を理解し、自分の考察を深めているか。 

 
９．その他 

毎講義で、課題演習を行う。また全体の講義を通して最後にレポートを提出する。 
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キャリア支援実習 

科目ナンバー STINS919J 配当学年 2 年 開講学期 秋集中 

科目名 キャリア支援実習[複合領域/全組] 

担当者名 小野弓絵 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 キャリア支援実習とは，専攻している専門分野の講義や実習科目に関連した実務を在学中に企業などで体験することであ

る。特に理工系の場合は，実務の場において製品の設計，製造，検査・試験などの就業体験をすることができる。この科目

の目的は，企業における就業体験をとおして，大学で習得した様々な講義内容の実務における重要性や必要性をなどを理

解することである。 

 就業体験後の学習意欲の向上，職業意識の形成，責任感・自立心の確立など，社会人として自活していくための素養を

身に付けることを目標とする。 

 
２．授業内容 

 就職キャリア支援センターが主催する Meiji Job Trial に参加する。詳細は，就職キャリア支援センターが発行する Meiji 

Job Trial のガイドブックを参照すること。 

 
３．履修上の注意 

単位を取得するためには実務が５日間以上のプログラムに参加する必要がある。 

 就職キャリア支援センターが発行する Meiji Job Trial のガイドブックを熟読し，就職キャリア支援センターへの手続きを行

い，さらに理工学部の履修登録を行う必要がある。 

 なお，この科目は履修制限単位数には含まれない。 

 単位認定条件は以下のとおりである。 

（１）明治大学就職キャリア支援センターが主催する「Meiji Job Trial」に参加すること。 

（２）実習期間が５日以上のプログラムに参加すること。 

（３）明治大学就職キャリア支援センターが実施する全ての事前研修に参加すること。 

（４）明治大学就職キャリア支援センターが実施する事後面談を受け，所定の実習報告書を提出すること。 

（５）理工学部が定めた期間に「キャリア支援実習」の履修登録を行うこと。 

 なお履修に際しては以下の点に注意すること 

（１）この科目は履修制限単位数には含まれないが，卒業要件単位数に含まれる。 

（２）就職キャリア支援センターが発行する Meiji Job Trial のガイドブックを熟読し，就職キャリア支援センターへの手続きを行

い，さらに理工学部の履修登録を行う必要がある。 

（３）この科目の履修申告は，就業体験前の履修登録（修正）期間中ではなく，就業体験後の翌学期の履修登録（修正）期間

中に行う。 

（４）詳細な手続きの内容やスケジュールなどは別途５月上旬～中旬に開催される Meiji Job Trial のオリエンテーションで説

明があるので必ず参加すること。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

実習終了後，実習体験報告書を指定された期日までに提出すること。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

実習先からの実習評価報告書，学生が提出す実習体験報告書をもとに総合的に評価し，その合計が満点の 60％以上を単

位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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国際実習 

科目ナンバー STARS265Z 配当学年 2 年 開講学期 秋集中 

科目名 国際実習[複合領域/全組] 

担当者名 松岡直之 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本科目は，理工学部が主催する事前学習，現地講義，現地実習，事後学習の 4 部によって構成される実習科目である。 

 事前学習では，タイの言語と文化に加えて，見学予定企業に関連する産業と工業技術について座学とグループワークを

通じて学習し，現地実習の準備とする。現地講義および現地実習は夏季研修タイプログラムとして実施され，タイの文化や

産業についてバンコク及びその近郊で実施される研修を通じて学ぶ。現地講義の内容として，バンコクの大学（シーナカリン

ウィロート大学を予定）の講師および現地企業の有識者をお招きしてタイの言語，文化，社会等を学ぶ。現地実習では，現

地で事業展開している日系企業および関連会社の訪問および意見交換会を通じてタイの産業の現状とその将来性につい

て学ぶ。事後学習として，帰国後に報告会を開催し，得られた知見を広く学部内に伝えることにより自身の学びを完成へと導

く。 

 現在，日本企業の多くが海外にも活動拠点を持っており，製造業に従事する技術者が海外へ出張，或いは駐在して勤務

することはごく一般的である。このプログラムで得た知識と経験が，グローバルな環境で活躍することのできる人材の基礎とな

る。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 事前学習：初級タイ語・タイ文化 タイの概要・タイ語挨拶 

［第２回] 事前学習：初級タイ語・タイ文化 タイ語会話・タイの食事 

［第３回] 事前学習：見学先企業に関連する産業と工業技術 

［第４回] 現地実習：Srinakharinwirot University 訪問 学生交流 

［第５回] 現地講義：東南アジアを中心に活動する NGO 団体による講義 

［第６回] 現地実習：工場見学・駐在員からのヒアリング（１） 

［第７回] 現地講義：タイ文化学習 

［第８回] 現地実習：工場見学・駐在員からのヒアリング（２） 

［第９回] 現地実習：工場見学・駐在員からのヒアリング（３） 

［第 10 回] 現地実習：現地インフラ施設・研究機関訪問 

［第 11 回] 現地実習：工場見学・駐在員からのヒアリング（４） 

［第 12 回] 現地実習：工場見学・駐在員からのヒアリング（５） 

［第 13 回] 現地実習：現地インフラ施設・研究機関訪問 

［第 14 回] 事後学習：本実習の現地実習に関する報告会 

 現地実習については，訪問先企業等との調整により，授業回・内容の変更をすることもある。訪問先企業等の詳細につい

ては渡航前ガイダンスで周知する。 

 

 
３．履修上の注意 

（ア）募集：５月に募集説明会を開催する。説明会の要領は Oh-o!Meiji のお知らせ機能を用いて通達するので，見落としの

ないように気をつけること。 

（イ）準備学習：工場見学や講義で必要となる英語および移動や食事の際に必要となる程度のタイ語 

（ウ）受講定員：受講者が７名以上，25 名以下で実施される。希望者多数の場合は GPA により選抜する。 

（エ）受講要件：原則として GPA が 2.0 以上であること。 

（オ）費用：プログラム参加費として約 16 万円（渡航費，現地移動費を含む，食費は原則含まない）の負担が必要。 

（カ）その他：本科目の単位は履修上限単位数に含めない。尚，履修登録後は実習の実施前であっても取り消すことはでき

ない。 

 参加費や受講定員は為替や社会情勢などの実情に合わせて変更される場合がある。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

（ア）自己紹介のできる中級英語力（目安として TOEIC470 点程度）ならびに日常会話で必要とされる初級タイ語を短期間で

取得する必要があるので，両言語の予習が必要である。 

（イ）訪問先企業についてはウェブサイト等で業務内容を調べておく。 

 

 
５．教科書 
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タイ語の授業に関しては資料を配布する。各訪問先企業は企業パンフレットの配布がある。 

 
６．参考書 

募集説明会等で周知する。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

現地での実習中は学生との対話によりフィードバックを行う。また成果発表会では個別に講評する。 

 
８．成績評価の方法 

 以下の合計で評価する。合計点が 60%を超えた場合に合格とする。なお，現地で実習に参加した者のみ報告会での発表

を行うことができる。 

（１）事前講義の課題：20% 

（２）現地講義・現地実習における評価：40% 

（３）報告会における評価：40% 

 

 
９．その他 

 過去の実施報告書を https://www.meiji.ac.jp/sst/international/intl-el.html（または「国際実習 明治」で検索）にて閲覧

できるので参考にすると良い。 

 集中科目のため Office hour を設けない。実習期間中に質問がある場合は随時受け付ける。それ以外は，学部事務室ま

たは担当教員に連絡すること。 

 

 



2025 年度理工学部 シラバス 

1547 

 

プロジェクト実習 1 

科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 夏期集中 

科目名 プロジェクト実習 1[複合領域/全組] 

担当者名 崎濱栄治 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 パートナー企業として「ライオン株式会社」を迎え、具体的な消費財メーカーの商品のマーケティングをテーマとし実践的な

演習を行う。ライオンの取り組み事例と課題について共有をいただき、調査・分析を行ったうえで、課題解決に向けたアプロ

ーチ方法の提案を行う。ロジカルシンキング、プレゼンテーション基礎(PowerPoint 操作・資料作成)についても解説と演習の

時間を設ける。 

 
２．授業内容 

8/18:1.導入(オリエンテーション、グループ分け) 

8/18:2.マーケティング実務の解説、課題共有(株式会社ライオン様) 

8/18:3.デジタルマーケティングの基礎 

8/19:4.ロジカルシンキング 

8/19:5.グループワーク(テーマ設定と調査)  

8/19:6.テーマ発表とレビュー、フォローアップ講義 

8/20:7.PowerPoint の基本操作とプレゼンテーション基礎 

8/20:8.課題解決に向けた調査・分析 1 

8/20:9.課題解決に向けた調査・分析 2 

8/21:10.課題解決に向けた調査・分析 3 

8/21:11.プレゼンテーション資料作成 1 

8/21:12.プレゼンテーション資料作成 2 

8/22:13.報告会 1  

8/22:14.報告会 2 

合計：14 コマ 1,400 分 

※導入・報告会ではライオン株式会社から担当者の参加を予定している。 

※PowerPoint を用いた演習の時間を設定する 

 

 
３．履修上の注意 

（ア） 受講定員 3 名以上，最大 50 名程度，希望者多数の場合は GPA により選抜する。 

（イ） 受講者の人数に応じて、個人ワークかグループワークの決定を行う。 

（ウ） 実習やプレゼンテーション資料作成のためノートパソコンを持ち込むこと。 

その他 本科目の単位については便覧を確認すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

日々の生活において何故、商品・サービスを購買したか考えること。 

 
５．教科書 

なし 

 
６．参考書 

西本章宏,勝又壮太郎(2022),マーケティング,日本評論社 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

最終報告会でライオン株式会社と共に実施する。 

 
８．成績評価の方法 

原則として全日程出席を必要とする。 

以下の諸点により，最終評価する。 

 (１) 事前準備における演習：30％ 

 (２) 報告会における評価：70％ 
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９．その他 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

1549 

 

科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 秋集中 

科目名 プロジェクト実習 1[複合領域/全組] 

担当者名 崎濱栄治 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

秋学期公開予定 

 
２．授業内容 

準備中 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

準備中 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

準備中 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 夏期集中 

科目名 プロジェクト実習 1[複合領域/全組] 

担当者名 甲斐貴大 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

美術作品の制作を通して、3D ソフトウェア用いた 3D モデリングやパラメトリックデザイン、レーザーカッターや 3D プリンタ

ー、CNC ルーターといったデジタル機器を用いたファブリケーションを習得する。作品の設計からプロトタイピング、制作まで

を一貫して行うことで、考えること(設計)とつくること(制作)の両側面からものづくりを考える。 

 
２．授業内容 

第 1 回 オリエンテーション+ Rhinoceros+Grasshopper 基礎 (300 分) 

第 2 回 デジタルファブリケーション基礎 (300 分) 

第 3 回 作品制作① (300 分) 

第 4 回 作品制作② (300 分) 

第 5 回 最終講評会 (150 分) 

 
３．履修上の注意 

（ア）募集説明会（ガイダンス）を開催する。説明会の日程は Oh-o!Meiji システムにて周知する。 

（イ）受講定員最大 8 名程度 （定員を超過した際には GPA により選抜する。） 

（ウ）本科目の単位は履修上限単位数に含めない。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・Rhinoceros8 をインストールしておくこと。90 日間の無料評価版(https://www.rhino3d.com/jp/download/)でも可。 

 
５．教科書 

・ノイズアーキテクツ著『Rhinoceros + Grasshopper 建築デザイン実践ハンドブック第 3 版』彰国社 

 
６．参考書 

・石津 優子；堀川 淳一郎 著『Parametric Design with Grasshopper 建築／プロダクトのための Grasshopper クックブック』

BNN 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

演習中は適宜学生へのフィードバックを行う。また、最終講評会では個別に講評する。 

 
８．成績評価の方法 

原則として全日程の出席を必要とする。以下の諸点により、最終評価する。 

(1)基礎演習おける評価 40% 

(2)最終講評会における評価 60% 

 

 
９．その他 

集中科目のため Office hour を設けない。授業に関して質問がある場合には担当教員(甲斐/kai@arche.studio)に連絡するこ

と。 
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科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 夏期集中 

科目名 プロジェクト実習 1[複合領域/全組] 

担当者名 宮本龍介 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 Jetbot というロボットを題材としてカメラから得られる情報を用いてロボットの自律移動を行うプログラムの基礎について学

ぶ。履修者は 2-4 名一組の班を構成し、各班において、目標設定ならびにそれを実現するための具体的な課題を明らかに

し、問題の解決に取り組む。 

 ロボットの基本的な動作、カメラからの情報の読み込みとその処理、その結果に基づくロボットの制御に関するプログラミン

グの知識を修得が技術面での到達目標である。これに加えて、自発的な課題の設定、協調作業、自分の考えや成果を説明

するためのプレゼンテーションに関する基礎的な能力の修得も到達目標とする。 

 

 
２．授業内容 

・Python プログラミング入門: 3 コマ 300 分 

・Jetbot プログラミング入門: 2 コマ 200 分 

・これまでに学んだ内容の復習と履修者自身による課題の設定：2 コマ 200 分 

・設定した目標に向けた課題の解決: 6 コマ 600 分 

・成果報告: 1 コマ 100 分 

 

 
３．履修上の注意 

UNIX 系 OS における情報処理の経験があることが望ましい。 

経験が無い場合でも履修は不可能ではないが、実習中に示される関連技術を自発的に学ぶことが不可欠である。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

UNIX 系 OS での情報処理、 端末からのコマンド入力を経験しておくこと。 

学んだプログラムの内容の復習を行うこと。 

 

 
５．教科書 

なし。 

 
６．参考書 

なし。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

実習中に適宜口頭で実施する。また、最終成果報告時にも口頭でフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

実習に取り組む姿勢 (30 %)、得られた実装結果 (30 %)、成果報告におけるプレゼンテーション (40 %)を総合的に評価す

る。ただし、特別に加点や減点を行う場合もある。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 夏期集中 

科目名 プロジェクト実習 1[複合領域/全組] 

担当者名 立川真樹 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 音反動車とは、音によって回転するおもちゃで、清涼飲料の容器などを組み合わせて簡単に作ることができる。以下の

URL で、実際の様子を見ることができる。https://www.youtube.com/watch?v=3DvuthaV9QE 

 なぜこの装置が音によって回転するのかについては諸説あり、はっきりとわかっていない。本実習では、音反動車を製作

し、スピーカーから様々な条件の音を照射して回転の様子を観察する。音波によってなぜ回転子に力が加わるのか？そのメ

カニズムを推論し、可能であれば検証実験を行う。 

 短期間の実習であるが、自然現象を解き明かすために、観測をし、物理法則に則してそのしくみを推論し、それを確かめる

ための実験を考案し実証する、という一連の科学のプロセスを経験する。共同作業や議論を通じ、科学する楽しさを感じるこ

とが目的である。 

 

 
２．授業内容 

第 1 日目 ガイダンス 音反動車の製作  設計・材料集め （240 分） 

第 2 日目 音反動車の製作  組立・改良 （240 分） 

第 3 日目 実験計画 実験条件の選定 測定法の検討 （240 分） 

第 4 日目 実験と解析  （240 分） 

第 5 日目 考察と追実験 理論的検討と実証実験 （240 分） 

第 6 日目 研究発表 （150 分） 

 

 
３．履修上の注意 

この現象については、文献やインターネットである程度調べることができるが、まずは予備知識を持たずに授業に臨むこと。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

これまで身に付けた知見や経験をもとに授業に臨めばよい。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

工作や実験の進行に応じて適宜アドバイスをする。 

 
８．成績評価の方法 

実験や議論の進め方、成果報告を総合して評価する。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 夏期集中 

科目名 プロジェクト実習 1[複合領域/全組] 

担当者名 長島和茂 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本実習では結晶が成長するときの形をテーマとした実験を行う。雪に代表される結晶の成長形は、自然科学や数理科学の

みならず、材料科学や建築デザインなど多様な観点から扱われるテーマである。学問的背景や関心の持ち方の異なる多様

な学科の学生が一緒になって結晶成長の実験を行う経験は知的な意味でのコミュニケーション力の強化や発想力の強化に

繋がると考える。また、結晶成長学の考え方のエッセンスは簡単なグラフや模式図をもとに 2～3 日もあれば理解できる。さら

には、結晶成長実験は安価な道具類を組み合わせた試行錯誤に最適である。学んだ知識がたとえ簡単に理解できるもので

あっても試行錯誤の道具として利用することはたやすいことではない。本実習では学んだ知識を積極的に使う経験や装置を

工夫しながらセッティングすることに重点が置かれ、手を動かしながら考えることの大切さを実感して欲しい。 

 本実習では、基礎的な考え方や最低限の実験技法は解説するが、学生が自発的な取り組みにより課題研究に取り組むこ

とを必要とする。この実習を通じて、発想力や論理的思考力を強化するとともに、研究における一連のプロセス（情報収集、

実験計画の立案、結果の整理・考察、結論）を経験してそのスキルの基礎を身に着けることを到達目標とする。 

 

 
２．授業内容 

【第 1 回】「結晶の成長形」とは、結晶成長学基礎 

【第２回】演示実験、研究とは（情報収集、実験計画の立案、結果の整理、考察、結論について） 

【第３回】実験計画の報告・議論、方針の調整 

【第４、５回】方針の決定、実験の実施、実験結果の整理と考察  

【第６回】前回実験の報告及び議論、方針の決定 

【第７、８回】実験の実施、実験結果の整理と考察 

【第９回】前回実験の報告及び議論、方針の決定 

【第１０，１１回】実験の実施、実験結果の整理と考察 

【第１２回】前回実験の報告及び議論、全実験の総括 

【第１３回】発表用資料の作成について 

【第１４回】実験報告会、報告書の提出 

合計：14 コマ 1400 分 

夏季休暇中に実施する。日程は 4 月の募集説明会にて告知する。 

 

 
３．履修上の注意 

（ア）募集 4 月に募集説明会（ガイダンス）を開催する。 

（イ）受講定員 2 名以上，最大 8 名程度，希望者多数の場合は小論文により選抜する。 

（ウ）その他 本科目の単位は履修上限単位数に含めない。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

初回までに課題に対して各自で情報収集をして整理しておくこと。教科書や参考書は指定しないので、各自でどのような情

報源から情報収集するかも含めて検討すること。 

また、実施期間中は、その日の実験結果を整理して考察することで、はじめて翌日の実験方針が明確になるため、エクセル

やパワーポイント等により、結果の整理と考察を行うこと。 

 

 
５．教科書 

なし 

 
６．参考書 

なし 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

実験の方針について毎回口頭で披露してもらい、それに対してコメントをする。 

また、実施期間終了後の報告書については、提出されたものを添削、コメントをして返却するので再提出してもらい完成とす

る。 
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８．成績評価の方法 

以下の諸点により最終評価し，その合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 (１) 実験計画・結果の報告・議論における演習点：50％ 

 (２) 実験実施当日の演習点：20％ 

 (３) 最終報告会における評価：15％ 

 (４) 報告書の内容：15％ 

 

 
９．その他 
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プロジェクト実習 2 

科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 夏期集中 

科目名 プロジェクト実習 2[複合領域/全組] 

担当者名 崎濱栄治 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 パートナー企業として「ライオン株式会社」を迎え、具体的な消費財メーカーの商品のマーケティングをテーマとし実践的な

演習を行う。ライオンの取り組み事例と課題について共有をいただき、調査・分析を行ったうえで、課題解決に向けたアプロ

ーチ方法の提案を行う。ロジカルシンキング、プレゼンテーション基礎(PowerPoint 操作・資料作成)についても解説と演習の

時間を設ける。 

 
２．授業内容 

8/18:1.導入(オリエンテーション、グループ分け) 

8/18:2.マーケティング実務の解説、課題共有(株式会社ライオン様) 

8/18:3.デジタルマーケティングの基礎 

8/19:4.ロジカルシンキング 

8/19:5.グループワーク(テーマ設定と調査)  

8/19:6.テーマ発表とレビュー、フォローアップ講義 

8/20:7.PowerPoint の基本操作とプレゼンテーション基礎 

8/20:8.課題解決に向けた調査・分析 1 

8/20:9.課題解決に向けた調査・分析 2 

8/21:10.課題解決に向けた調査・分析 3 

8/21:11.プレゼンテーション資料作成 1 

8/21:12.プレゼンテーション資料作成 2 

8/22:13.報告会 1  

8/22:14.報告会 2 

合計：14 コマ 1,400 分 

※導入・報告会ではライオン株式会社から担当者の参加を予定している。 

※PowerPoint を用いた演習の時間を設定する 

 

 
３．履修上の注意 

（ア） 受講定員 3 名以上，最大 50 名程度，希望者多数の場合は GPA により選抜する。 

（イ） 受講者の人数に応じて、個人ワークかグループワークの決定を行う。 

（ウ） 実習やプレゼンテーション資料作成のためノートパソコンを持ち込むこと。 

その他 本科目の単位については便覧を確認すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

日々の生活において何故、商品・サービスを購買したか考えること。 

 
５．教科書 

なし 

 
６．参考書 

西本章宏,勝又壮太郎(2022),マーケティング,日本評論社 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

最終報告会でライオン株式会社と共に実施する。 

 
８．成績評価の方法 

原則として全日程出席を必要とする。 

以下の諸点により，最終評価する。 

 (１) 事前準備における演習：30％ 

 (２) 報告会における評価：70％ 
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９．その他 
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科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 秋集中 

科目名 プロジェクト実習 2[複合領域/全組] 

担当者名 崎濱栄治 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

秋学期公開予定 

 
２．授業内容 

準備中 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

準備中 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

準備中 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 夏期集中 

科目名 プロジェクト実習 2[複合領域/全組] 

担当者名 甲斐貴大 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

美術作品の制作を通して、3D ソフトウェア用いた 3D モデリングやパラメトリックデザイン、レーザーカッターや 3D プリンタ

ー、CNC ルーターといったデジタル機器を用いたファブリケーションを習得する。作品の設計からプロトタイピング、制作まで

を一貫して行うことで、考えること(設計)とつくること(制作)の両側面からものづくりを考える。 

 
２．授業内容 

第 1 回 オリエンテーション+ Rhinoceros+Grasshopper 基礎 (300 分) 

第 2 回 デジタルファブリケーション基礎 (300 分) 

第 3 回 作品制作① (300 分) 

第 4 回 作品制作② (300 分) 

第 5 回 最終講評会 (150 分) 

 
３．履修上の注意 

（ア）募集説明会（ガイダンス）を開催する。説明会の日程は Oh-o!Meiji システムにて周知する。 

（イ）受講定員最大 8 名程度 （定員を超過した際には GPA により選抜する。） 

（ウ）本科目の単位は履修上限単位数に含めない。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・Rhinoceros8 をインストールしておくこと。90 日間の無料評価版(https://www.rhino3d.com/jp/download/)でも可。 

 
５．教科書 

・ノイズアーキテクツ著『Rhinoceros + Grasshopper 建築デザイン実践ハンドブック第 3 版』彰国社 

 
６．参考書 

・石津 優子；堀川 淳一郎 著『Parametric Design with Grasshopper 建築／プロダクトのための Grasshopper クックブック』

BNN 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

演習中は適宜学生へのフィードバックを行う。また、最終講評会では個別に講評する。 

 
８．成績評価の方法 

原則として全日程の出席を必要とする。以下の諸点により、最終評価する。 

(1)基礎演習おける評価 40% 

(2)最終講評会における評価 60% 

 

 
９．その他 

集中科目のため Office hour を設けない。授業に関して質問がある場合には担当教員(甲斐/kai@arche.studio)に連絡するこ

と。 

   



2025 年度理工学部 シラバス 

1559 

 

科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 夏期集中 

科目名 プロジェクト実習 2[複合領域/全組] 

担当者名 宮本龍介 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 Jetbot というロボットを題材としてカメラから得られる情報を用いてロボットの自律移動を行うプログラムの基礎について学

ぶ。履修者は 2-4 名一組の班を構成し、各班において、目標設定ならびにそれを実現するための具体的な課題を明らかに

し、問題の解決に取り組む。 

 ロボットの基本的な動作、カメラからの情報の読み込みとその処理、その結果に基づくロボットの制御に関するプログラミン

グの知識を修得が技術面での到達目標である。これに加えて、自発的な課題の設定、協調作業、自分の考えや成果を説明

するためのプレゼンテーションに関する基礎的な能力の修得も到達目標とする。 

 

 
２．授業内容 

・Python プログラミング入門: 3 コマ 300 分 

・Jetbot プログラミング入門: 2 コマ 200 分 

・これまでに学んだ内容の復習と履修者自身による課題の設定：2 コマ 200 分 

・設定した目標に向けた課題の解決: 6 コマ 600 分 

・成果報告: 1 コマ 100 分 

 

 
３．履修上の注意 

UNIX 系 OS における情報処理の経験があることが望ましい。 

経験が無い場合でも履修は不可能ではないが、実習中に示される関連技術を自発的に学ぶことが不可欠である。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

UNIX 系 OS での情報処理、 端末からのコマンド入力を経験しておくこと。 

学んだプログラムの内容の復習を行うこと。 

 

 
５．教科書 

なし。 

 
６．参考書 

なし。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

実習中に適宜口頭で実施する。また、最終成果報告時にも口頭でフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

実習に取り組む姿勢 (30 %)、得られた実装結果 (30 %)、成果報告におけるプレゼンテーション (40 %)を総合的に評価す

る。ただし、特別に加点や減点を行う場合もある。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 夏期集中 

科目名 プロジェクト実習 2[複合領域/全組] 

担当者名 長島和茂 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本実習では結晶が成長するときの形をテーマとした実験を行う。雪に代表される結晶の成長形は、自然科学や数理科学の

みならず、材料科学や建築デザインなど多様な観点から扱われるテーマである。学問的背景や関心の持ち方の異なる多様

な学科の学生が一緒になって結晶成長の実験を行う経験は知的な意味でのコミュニケーション力の強化や発想力の強化に

繋がると考える。また、結晶成長学の考え方のエッセンスは簡単なグラフや模式図をもとに 2～3 日もあれば理解できる。さら

には、結晶成長実験は安価な道具類を組み合わせた試行錯誤に最適である。学んだ知識がたとえ簡単に理解できるもので

あっても試行錯誤の道具として利用することはたやすいことではない。本実習では学んだ知識を積極的に使う経験や装置を

工夫しながらセッティングすることに重点が置かれ、手を動かしながら考えることの大切さを実感して欲しい。 

 本実習では、基礎的な考え方や最低限の実験技法は解説するが、学生が自発的な取り組みにより課題研究に取り組むこ

とを必要とする。この実習を通じて、発想力や論理的思考力を強化するとともに、研究における一連のプロセス（情報収集、

実験計画の立案、結果の整理・考察、結論）を経験してそのスキルの基礎を身に着けることを到達目標とする。 

 

 
２．授業内容 

【第 1 回】「結晶の成長形」とは、結晶成長学基礎 

【第２回】演示実験、研究とは（情報収集、実験計画の立案、結果の整理、考察、結論について） 

【第３回】実験計画の報告・議論、方針の調整 

【第４、５回】方針の決定、実験の実施、実験結果の整理と考察  

【第６回】前回実験の報告及び議論、方針の決定 

【第７、８回】実験の実施、実験結果の整理と考察 

【第９回】前回実験の報告及び議論、方針の決定 

【第１０，１１回】実験の実施、実験結果の整理と考察 

【第１２回】前回実験の報告及び議論、全実験の総括 

【第１３回】発表用資料の作成について 

【第１４回】実験報告会、報告書の提出 

合計：14 コマ 1400 分 

夏季休暇中に実施する。日程は 4 月の募集説明会にて告知する。 

 

 
３．履修上の注意 

（ア）募集 4 月に募集説明会（ガイダンス）を開催する。 

（イ）受講定員 2 名以上，最大 8 名程度，希望者多数の場合は小論文により選抜する。 

（ウ）その他 本科目の単位は履修上限単位数に含めない。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

初回までに課題に対して各自で情報収集をして整理しておくこと。教科書や参考書は指定しないので、各自でどのような情

報源から情報収集するかも含めて検討すること。 

また、実施期間中は、その日の実験結果を整理して考察することで、はじめて翌日の実験方針が明確になるため、エクセル

やパワーポイント等により、結果の整理と考察を行うこと。 

 

 
５．教科書 

なし 

 
６．参考書 

なし 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

実験の方針について毎回口頭で披露してもらい、それに対してコメントをする。 

また、実施期間終了後の報告書については、提出されたものを添削、コメントをして返却するので再提出してもらい完成とす

る。 
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８．成績評価の方法 

以下の諸点により最終評価し，その合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 (１) 実験計画・結果の報告・議論における演習点：50％ 

 (２) 実験実施当日の演習点：20％ 

 (３) 最終報告会における評価：15％ 

 (４) 報告書の内容：15％ 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 夏期集中 

科目名 プロジェクト実習 2[複合領域/全組] 

担当者名 立川真樹 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 音反動車とは、音によって回転するおもちゃで、清涼飲料の容器などを組み合わせて簡単に作ることができる。以下の

URL で、実際の様子を見ることができる。https://www.youtube.com/watch?v=3DvuthaV9QE 

 なぜこの装置が音によって回転するのかについては諸説あり、はっきりとわかっていない。本実習では、音反動車を製作

し、スピーカーから様々な条件の音を照射して回転の様子を観察する。音波によってなぜ回転子に力が加わるのか？そのメ

カニズムを推論し、可能であれば検証実験を行う。 

 短期間の実習であるが、自然現象を解き明かすために、観測をし、物理法則に則してそのしくみを推論し、それを確かめる

ための実験を考案し実証する、という一連の科学のプロセスを経験する。共同作業や議論を通じ、科学する楽しさを感じるこ

とが目的である。 

 

 
２．授業内容 

第 1 日目 ガイダンス 音反動車の製作  設計・材料集め （240 分） 

第 2 日目 音反動車の製作  組立・改良 （240 分） 

第 3 日目 実験計画 実験条件の選定 測定法の検討 （240 分） 

第 4 日目 実験と解析  （240 分） 

第 5 日目 考察と追実験 理論的検討と実証実験 （240 分） 

第 6 日目 研究発表 （150 分） 

 

 
３．履修上の注意 

この現象については、文献やインターネットである程度調べることができるが、まずは予備知識を持たずに授業に臨むこと。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

これまで身に付けた知見や経験をもとに授業に臨めばよい。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

工作や実験の進行に応じて適宜アドバイスをする。 

 
８．成績評価の方法 

実験や議論の進め方、成果報告を総合して評価する。 

 
９．その他 
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プロジェクト実習 3(要件外) 

科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 夏期集中 

科目名 プロジェクト実習 3(要件外)[複合領域/全組] 

担当者名 崎濱栄治 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 パートナー企業として「ライオン株式会社」を迎え、具体的な消費財メーカーの商品のマーケティングをテーマとし実践的な

演習を行う。ライオンの取り組み事例と課題について共有をいただき、調査・分析を行ったうえで、課題解決に向けたアプロ

ーチ方法の提案を行う。ロジカルシンキング、プレゼンテーション基礎(PowerPoint 操作・資料作成)についても解説と演習の

時間を設ける。 

 
２．授業内容 

8/18:1.導入(オリエンテーション、グループ分け) 

8/18:2.マーケティング実務の解説、課題共有(株式会社ライオン様) 

8/18:3.デジタルマーケティングの基礎 

8/19:4.ロジカルシンキング 

8/19:5.グループワーク(テーマ設定と調査)  

8/19:6.テーマ発表とレビュー、フォローアップ講義 

8/20:7.PowerPoint の基本操作とプレゼンテーション基礎 

8/20:8.課題解決に向けた調査・分析 1 

8/20:9.課題解決に向けた調査・分析 2 

8/21:10.課題解決に向けた調査・分析 3 

8/21:11.プレゼンテーション資料作成 1 

8/21:12.プレゼンテーション資料作成 2 

8/22:13.報告会 1  

8/22:14.報告会 2 

合計：14 コマ 1,400 分 

※導入・報告会ではライオン株式会社から担当者の参加を予定している。 

※PowerPoint を用いた演習の時間を設定する 

 

 
３．履修上の注意 

（ア） 受講定員 3 名以上，最大 50 名程度，希望者多数の場合は GPA により選抜する。 

（イ） 受講者の人数に応じて、個人ワークかグループワークの決定を行う。 

（ウ） 実習やプレゼンテーション資料作成のためノートパソコンを持ち込むこと。 

その他 本科目の単位については便覧を確認すること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

日々の生活において何故、商品・サービスを購買したか考えること。 

 
５．教科書 

なし 

 
６．参考書 

西本章宏,勝又壮太郎(2022),マーケティング,日本評論社 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

最終報告会でライオン株式会社と共に実施する。 

 
８．成績評価の方法 

原則として全日程出席を必要とする。 

以下の諸点により，最終評価する。 

 (１) 事前準備における演習：30％ 

 (２) 報告会における評価：70％ 
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９．その他 
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科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 秋集中 

科目名 プロジェクト実習 3(要件外)[複合領域/全組] 

担当者名 崎濱栄治 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

秋学期公開予定 

 
２．授業内容 

準備中 

 
３．履修上の注意 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

準備中 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 
８．成績評価の方法 

準備中 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 夏期集中 

科目名 プロジェクト実習 3(要件外)[複合領域/全組] 

担当者名 甲斐貴大 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

美術作品の制作を通して、3D ソフトウェア用いた 3D モデリングやパラメトリックデザイン、レーザーカッターや 3D プリンタ

ー、CNC ルーターといったデジタル機器を用いたファブリケーションを習得する。作品の設計からプロトタイピング、制作まで

を一貫して行うことで、考えること(設計)とつくること(制作)の両側面からものづくりを考える。 

 
２．授業内容 

第 1 回 オリエンテーション+ Rhinoceros+Grasshopper 基礎 (300 分) 

第 2 回 デジタルファブリケーション基礎 (300 分) 

第 3 回 作品制作① (300 分) 

第 4 回 作品制作② (300 分) 

第 5 回 最終講評会 (150 分) 

 
３．履修上の注意 

（ア）募集説明会（ガイダンス）を開催する。説明会の日程は Oh-o!Meiji システムにて周知する。 

（イ）受講定員最大 8 名程度 （定員を超過した際には GPA により選抜する。） 

（ウ）本科目の単位は履修上限単位数に含めない。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・Rhinoceros8 をインストールしておくこと。90 日間の無料評価版(https://www.rhino3d.com/jp/download/)でも可。 

 
５．教科書 

・ノイズアーキテクツ著『Rhinoceros + Grasshopper 建築デザイン実践ハンドブック第 3 版』彰国社 

 
６．参考書 

・石津 優子；堀川 淳一郎 著『Parametric Design with Grasshopper 建築／プロダクトのための Grasshopper クックブック』

BNN 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

演習中は適宜学生へのフィードバックを行う。また、最終講評会では個別に講評する。 

 
８．成績評価の方法 

原則として全日程の出席を必要とする。以下の諸点により、最終評価する。 

(1)基礎演習おける評価 40% 

(2)最終講評会における評価 60% 

 

 
９．その他 

集中科目のため Office hour を設けない。授業に関して質問がある場合には担当教員(甲斐/kai@arche.studio)に連絡するこ

と。 
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科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 夏期集中 

科目名 プロジェクト実習 3(要件外)[複合領域/全組] 

担当者名 宮本龍介 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 Jetbot というロボットを題材としてカメラから得られる情報を用いてロボットの自律移動を行うプログラムの基礎について学

ぶ。履修者は 2-4 名一組の班を構成し、各班において、目標設定ならびにそれを実現するための具体的な課題を明らかに

し、問題の解決に取り組む。 

 ロボットの基本的な動作、カメラからの情報の読み込みとその処理、その結果に基づくロボットの制御に関するプログラミン

グの知識を修得が技術面での到達目標である。これに加えて、自発的な課題の設定、協調作業、自分の考えや成果を説明

するためのプレゼンテーションに関する基礎的な能力の修得も到達目標とする。 

 

 
２．授業内容 

・Python プログラミング入門: 3 コマ 300 分 

・Jetbot プログラミング入門: 2 コマ 200 分 

・これまでに学んだ内容の復習と履修者自身による課題の設定：2 コマ 200 分 

・設定した目標に向けた課題の解決: 6 コマ 600 分 

・成果報告: 1 コマ 100 分 

 

 
３．履修上の注意 

UNIX 系 OS における情報処理の経験があることが望ましい。 

経験が無い場合でも履修は不可能ではないが、実習中に示される関連技術を自発的に学ぶことが不可欠である。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

UNIX 系 OS での情報処理、 端末からのコマンド入力を経験しておくこと。 

学んだプログラムの内容の復習を行うこと。 

 

 
５．教科書 

なし。 

 
６．参考書 

なし。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

実習中に適宜口頭で実施する。また、最終成果報告時にも口頭でフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

実習に取り組む姿勢 (30 %)、得られた実装結果 (30 %)、成果報告におけるプレゼンテーション (40 %)を総合的に評価す

る。ただし、特別に加点や減点を行う場合もある。 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 夏期集中 

科目名 プロジェクト実習 3(要件外)[複合領域/全組] 

担当者名 長島和茂 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本実習では結晶が成長するときの形をテーマとした実験を行う。雪に代表される結晶の成長形は、自然科学や数理科学の

みならず、材料科学や建築デザインなど多様な観点から扱われるテーマである。学問的背景や関心の持ち方の異なる多様

な学科の学生が一緒になって結晶成長の実験を行う経験は知的な意味でのコミュニケーション力の強化や発想力の強化に

繋がると考える。また、結晶成長学の考え方のエッセンスは簡単なグラフや模式図をもとに 2～3 日もあれば理解できる。さら

には、結晶成長実験は安価な道具類を組み合わせた試行錯誤に最適である。学んだ知識がたとえ簡単に理解できるもので

あっても試行錯誤の道具として利用することはたやすいことではない。本実習では学んだ知識を積極的に使う経験や装置を

工夫しながらセッティングすることに重点が置かれ、手を動かしながら考えることの大切さを実感して欲しい。 

 本実習では、基礎的な考え方や最低限の実験技法は解説するが、学生が自発的な取り組みにより課題研究に取り組むこ

とを必要とする。この実習を通じて、発想力や論理的思考力を強化するとともに、研究における一連のプロセス（情報収集、

実験計画の立案、結果の整理・考察、結論）を経験してそのスキルの基礎を身に着けることを到達目標とする。 

 

 
２．授業内容 

【第 1 回】「結晶の成長形」とは、結晶成長学基礎 

【第２回】演示実験、研究とは（情報収集、実験計画の立案、結果の整理、考察、結論について） 

【第３回】実験計画の報告・議論、方針の調整 

【第４、５回】方針の決定、実験の実施、実験結果の整理と考察  

【第６回】前回実験の報告及び議論、方針の決定 

【第７、８回】実験の実施、実験結果の整理と考察 

【第９回】前回実験の報告及び議論、方針の決定 

【第１０，１１回】実験の実施、実験結果の整理と考察 

【第１２回】前回実験の報告及び議論、全実験の総括 

【第１３回】発表用資料の作成について 

【第１４回】実験報告会、報告書の提出 

合計：14 コマ 1400 分 

夏季休暇中に実施する。日程は 4 月の募集説明会にて告知する。 

 

 
３．履修上の注意 

（ア）募集 4 月に募集説明会（ガイダンス）を開催する。 

（イ）受講定員 2 名以上，最大 8 名程度，希望者多数の場合は小論文により選抜する。 

（ウ）その他 本科目の単位は履修上限単位数に含めない。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

初回までに課題に対して各自で情報収集をして整理しておくこと。教科書や参考書は指定しないので、各自でどのような情

報源から情報収集するかも含めて検討すること。 

また、実施期間中は、その日の実験結果を整理して考察することで、はじめて翌日の実験方針が明確になるため、エクセル

やパワーポイント等により、結果の整理と考察を行うこと。 

 

 
５．教科書 

なし 

 
６．参考書 

なし 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

実験の方針について毎回口頭で披露してもらい、それに対してコメントをする。 

また、実施期間終了後の報告書については、提出されたものを添削、コメントをして返却するので再提出してもらい完成とす

る。 
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８．成績評価の方法 

以下の諸点により最終評価し，その合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 (１) 実験計画・結果の報告・議論における演習点：50％ 

 (２) 実験実施当日の演習点：20％ 

 (３) 最終報告会における評価：15％ 

 (４) 報告書の内容：15％ 

 

 
９．その他 
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科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 夏期集中 

科目名 プロジェクト実習 3(要件外)[複合領域/全組] 

担当者名 立川真樹 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 音反動車とは、音によって回転するおもちゃで、清涼飲料の容器などを組み合わせて簡単に作ることができる。以下の

URL で、実際の様子を見ることができる。https://www.youtube.com/watch?v=3DvuthaV9QE 

 なぜこの装置が音によって回転するのかについては諸説あり、はっきりとわかっていない。本実習では、音反動車を製作

し、スピーカーから様々な条件の音を照射して回転の様子を観察する。音波によってなぜ回転子に力が加わるのか？そのメ

カニズムを推論し、可能であれば検証実験を行う。 

 短期間の実習であるが、自然現象を解き明かすために、観測をし、物理法則に則してそのしくみを推論し、それを確かめる

ための実験を考案し実証する、という一連の科学のプロセスを経験する。共同作業や議論を通じ、科学する楽しさを感じるこ

とが目的である。 

 

 
２．授業内容 

第 1 日目 ガイダンス 音反動車の製作  設計・材料集め （240 分） 

第 2 日目 音反動車の製作  組立・改良 （240 分） 

第 3 日目 実験計画 実験条件の選定 測定法の検討 （240 分） 

第 4 日目 実験と解析  （240 分） 

第 5 日目 考察と追実験 理論的検討と実証実験 （240 分） 

第 6 日目 研究発表 （150 分） 

 

 
３．履修上の注意 

この現象については、文献やインターネットである程度調べることができるが、まずは予備知識を持たずに授業に臨むこと。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

これまで身に付けた知見や経験をもとに授業に臨めばよい。 

 
５．教科書 

 
６．参考書 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

工作や実験の進行に応じて適宜アドバイスをする。 

 
８．成績評価の方法 

実験や議論の進め方、成果報告を総合して評価する。 

 
９．その他 
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安全学概論 

科目ナンバー STSSS321J 配当学年 2,3,4 年 開講学期 秋 

科目名 安全学概論[複合領域/2 年機械,4 年機情,3 年その他] 

担当者名 濱島京子 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 安全・安心な社会の実現は，今世紀，我々が目指すべき最も基本的かつ重要な課題の一つです。そのためには，ものづく

り技術として安全を実現するだけでなく，社会科学や人文科学も包含して，広く，統一的，包括的，領域横断的に考察する

必要があります。安全を技術的側面，人間的側面，組織的側面から総合的に，統一的に考える新しい学問が安全学です。

安全には，グローバルスタンダード，すなわち国際的に共通している理念と，その理念に基づいて制定された国際標準規格

があります。対象となる分野は広く，生活用品や産業用製品などの「モノ」だけでなく労働現場の安全「マネジメント」など，

様々な分野で国際標準の考え方に則った対応が求められる時代が今なのです。安全学ではそのための理念と考え方を学

びます。 

 

 安全の実現に失敗したときに起こるのが事故や災害です。このため安全学は，実際の事故や災害事例を通した学びが求

められます。同じ過ちを繰り返さないために，何をどう学べばよいのか，を知ることが安全学を学ぶことでもあるためです。 

 

 そこで本講義は，現在，機械安全や労働安全の実務に携わる教員が担当します。担当教員自身の事故・災害防止に係る

実務経験を踏まえながら，国際標準に基づく「安全を考えるための考え方」を解説します。まず，これまでの各種の典型的な

事故例を紹介し，その原因や背景を探ります。それらを通して，絶対安全は存在しないことを学び，リスクの概念を通して安

全を根本から考え直します。すなわち，まず，安全とは何か，リスクとは何か，どこまで実現したら安全と言えるかなどの理念

的な課題，更に，フェールセーフなどの安全を実現するための技術的な課題，誤使用やリスクの受容などの人間的な課題，

法律，管理，社会制度などの組織的な課題等を通して，安全を総合的にかつ基本的に考えることにします。これらを通して，

安全学の目指すべきところとその構造を紹介します。安全の基本は変わりませんが，安全は常に時代と共に考え続ける必要

があります。 

 情報技術，電気・電子技術，機械技術，化学技術，建築技術等を学びつつある学生が，自分の学んだ技術や学問を実社

会に応用しようとする時，必須となる安全についての基本的な考え方を身につけることを目的とします。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] ａ：イントロダクション（安全学とは） 

ｂ：本講義で学ぶ事故の概要 

［第２回] 事故を振り返る１）日常生活での事故 

事故事例をもとに原因や背景を探り，安全の実現には多面的な取組みが必要なことを学ぶ。 

［第３回] 事故を振り返る２）産業分野での事故 

事故事例をもとに原因や背景を探り，安全の実現には多面的な取組みが必要なことを学ぶ。 

［第４回] 事故を振り返る３）鉄道での事故 

事故事例をもとに原因や背景を探り，安全の実現には多面的な取組みが必要なことを学ぶ。 

［第５回] 安全の基本概念１）安全とは何か 

国際安全標準における安全性の考え方を学び，絶対安全は存在しないことを知る。 

［第６回] 安全の基本概念２）安全学を確立する 

分野横断的，統合的，統一的に安全学を確立しなければならない理由と，安全学の構造を学ぶ。 

［第７回] 安全の基本概念３）リスクアセスメントとは何か 

危険の可能性を事前に評価することにより，事故を未然に防ぐための考え方を学ぶ。 

［第８回] 安全の技術的側面１）リスク低減のための三つのステップ 

リスクを下げるための考え方を学び，リスク低減には順番があることを知る。 

［第９回] 安全の技術的側面２）安全性と信頼性の違い 

安全性と信頼性は同一ではないことを知り，各々において採用される技術には違いがあることを知る。 

［第 10 回] 安全の技術的側面３）安全の原理，安全確認型 

安全側と危険側の考え方の違いを知り，安全確認型の技術について学ぶ。 

［第 11 回] 安全の人間的側面 安全のための人間力 

人による誤った操作や使用方法による事故を防ぐための技術的対応と，人の能力を向上させる教育・訓練の重要性を学ぶ。 

［第 12 回] 安全の組織的側面 安全のための組織や制度 

組織・制度で安全を守る考え方を知り，法律や規則および規格などの役割について学ぶ。 

［第 13 回] これからの安全 

社会全体で安全づくりをするために，安全学で未来を考える。 

［第 14 回] ａ：まとめ ｂ：期末試験 
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これまでの講義を振り返り，重要なポイントを復習する。 

 

 
３．履修上の注意 

・第２回～第４回の講義は，状況に応じて順序を入れ替えることがあります。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・予習用に資料提示があった場合には，講義前までに資料を読んでおくこと． 

・復習として，講義で説明した事故について，事故調査報告書や文献等を調べ読んでみること． 

 

 

 
５．教科書 

プリントを配布します 

 

 
６．参考書 

・「入門テキスト 安全学」向殿政男 著. 東洋経済新報社  

・「安全四学 安全・安心・ウェルビーイングな社会の実現に向けて」向殿政男，北條理恵子，清水尚憲 著．日本規格協会 

・「システム安全学 文理融合の新たな専門知」柚原直弘・氏田博士 著．海文堂  

 

など．必要に応じて講義中に適宜紹介します． 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に実施した課題は授業中にコメントします． 

 
８．成績評価の方法 

全授業日数の 2/3 以上に出席した履修者を，レポート課題と期末試験で評価します． 

レポート課題は成績評価の 30%とし，残りの 70%の評価は期末試験によることにし， 

本講義の内容の 60%以上の理解を合格基準とします． 

 
９．その他 

 本講義の内容は，厚生労働省通達「設計技術者，生産技術管理者に対する機械安全・機能安全教育について」（平成 31

年３月 25 日付 基安発０32５第２号）とも関連性が高いものです。 
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データサイエンス・AI 基礎〔M〕 

科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 春集中 

科目名 データサイエンス・AI 基礎〔M〕[複合領域] 

担当者名 保坂忠明 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

授業の概要 

高度・複雑化する現代の科学技術においては、膨大なデータから物事の本質を分析するデータサイエンスの重要性が高ま

っており、統計学や情報処理の手法を身につけた高度専門職業人の育成が求められている。理工学部で開設する「データ

サイエンス・ＡＩ教育プログラム」は、全学的なリテラシー教育プログラムの先に位置する応用基礎レベルのプログラムであり、

本講義はその必修科目である。本講義では数理科学・データサイエンス・AI の主要なトピックを取り上げ、この分野における

主要な手法について広く理解することを目標とする。 

なお、本科目の一部は実務経験を有する教員（崎濱）が担当する。該当の回では、データサイエンスおよび AI を活用した投

資運用やインターネット広告企業における実務経験を活かして、データ分析や AI 技術の社会実装に関する具体的な事例

を交えながら講義を行う。 

 

到達目標 

データサイエンス・AI 技術に必要な知識を身につけ、実際の問題に応用する際にどのような手法を用いればよいかといった

基礎的な素養を身につけることを目指す。なお、詳細な個々の目標は以下の通りである。 

□データサイエンス・AI 技術を適用するための設計プロセスを理解している。 

□統計的仮説検定の考え方を理解し、基礎的な検定を実行できる。 

□回帰分析、時系列分析、ベイズ統計学の基礎を修得している。 

□AI の歴史上の代表的な手法に関する知識を身につけている。 

□機械学習の基礎、特に分類とクラスタリングの基礎を修得している。 

□深層学習の基礎を修得している。 

□情報セキュリティや ELSI について基礎的な知識を身につけている。 

 
２．授業内容 

［第 1 回]   データ駆動型社会とデータサイエンス、ビッグデータとデータエンジニアリング [メディア授業（オンデマンド

型）] 

［第 2 回]   分析設計（１）データの扱い方 [メディア授業（オンデマンド型）] 

［第 3 回]   分析設計（２）統計的仮説検定 [メディア授業（オンデマンド型）] 

［第 4 回]   データ分析（１）回帰分析 [メディア授業（オンデマンド型）] 

［第 5 回]   データ分析（２）時系列分析 [メディア授業（オンデマンド型）] 

［第 6 回]   データ分析（３）ベイズ統計学 [メディア授業（オンデマンド型）] 

［第 7 回]   AI の歴史と応用 [メディア授業（オンデマンド型）] 

［第 8 回]   機械学習の基礎と展望（１）分類 [メディア授業（オンデマンド型）] 

［第 9 回]   機械学習の基礎と展望（２）クラスタリング [メディア授業（オンデマンド型）] 

［第 10 回] 深層学習の基礎と展望（１） [メディア授業（オンデマンド型）] 

［第 11 回] 深層学習の基礎と展望（２） [メディア授業（オンデマンド型）] 

［第 12 回] データサイエンス・AI と社会（１） [メディア授業（オンデマンド型）] 

［第 13 回] データサイエンス・AI と社会（２） [メディア授業（オンデマンド型）] 

［第 14 回] AI の構築と運用 [メディア授業（オンデマンド型）] 

 

※崎濱の担当回においてはデータサイエンス・AI の社会実装事例についても取り上げる予定である。 

 
３．履修上の注意 

この授業はメディア授業科目として開講される。授業はすべて、講義動画を Oh-o！Meiji システム、および、Panopt システム

を通じて配信するオンデマンド型で行う。 

講義動画は毎週金曜日に、Oh-o！Meiji システムにアクセス先を示すことで配信し、授業動画は当該学期中の視聴を可能

とする。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業内容については、資料および動画を利用して十分に復習しておくこと。特に講義後の演習問題は完全に解けるようにし

ておくこと。それらに 4 時間程度を要することを求める。 

 
５．教科書 
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特に指定しない。授業資料は公開する。 

 
６．参考書 

特に指定しない。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o！Meiji システムでの解答および解説の公開、もしくは、授業動画内で解説を行う。 

また、メールによって教員への質問相談の場を設ける。 

 
８．成績評価の方法 

評価方法：講義ごとに小テストを課し、その得点を総合的に評価する。 

評価基準：上記評価方法による得点が 60％以上の者を合格とする。 

※対面形式での試験は行わない。 

※授業への取り組みの状況（動画の視聴時間や視聴割合、資料の閲覧状況、小テストの解答時間、など）を考慮して評価す

ることがある。 

 
９．その他 
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データサイエンス・AI 実習 

科目ナンバー STIND315J 配当学年 2 年 開講学期 秋前 

科目名 データサイエンス・AI 実習[複合領域/機械,建,数,物] 

担当者名 保坂忠明 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

授業の概要 

高度・複雑化する現代の科学技術においては、膨大なデータから物事の本質を分析するデータサイエンスの重要性が高ま

っており、統計学や情報処理の手法を身につけた高度専門職業人の育成が求められている。理工学部で開設する「データ

サイエンス・ＡＩ教育プログラム」は、全学的なリテラシー教育プログラムの先に位置する応用基礎レベルのプログラムであり、

本講義は機械工学科・建築学科・数学科・物理学科における本プログラムの必修科目である。本講義では「データサイエン

ス・AI 基礎」で修得した主要なトピックのいくつかを取り上げ、コンピュータ実習を通じて実践的に理解、修得することを目標

とする。 

本講義は週 2 コマ連続のクォーター科目として開講する。 

なお、本科目の一部は実務経験を有する教員（崎濱）が担当する。該当の回では、データサイエンスおよび AI を活用した投

資運用やインターネット広告企業における実務経験を活かした講義、実習を行う。 

 

到達目標 

データサイエンス・AI 技術を実際の問題に対して適用できるための実践的な知識と手法を身につけることを目指す。なお、

詳細な個々の目標は以下の通りである。 

□Python の基礎的な文法を理解している。 

□Python を用いたデータの可視化ができる。 

□回帰、分類、クラスタリングのプログラムを作成し、実際の問題に対して適用できる。 

□深層学習を用いた画像処理のプログラムを作成し、実際の問題に対して適用できる。 

 
２．授業内容 

［第 1 回] イントロダクション、Python の基礎１(変数、リスト、if 文、for 文) 

［第 2 回] Python の基礎２(numpy、pandas、データの入出力) 

［第 3 回] データの可視化 

［第 4 回] 回帰 

［第 5 回] 分類とクラスタリング 

［第 6 回] 画像分類の深層学習 

［第 7 回] 企業データの分析 

 

※第 3 回以降においては授業の順番を変更することがある。 

※崎濱担当の第 7 回（予定）においては企業データを活用した実践的な実習を扱う。 

 
３．履修上の注意 

「データサイエンス・AI 基礎」の内容を十分に理解しておくこと。本科目は「データサイエンス・AI 基礎」を前提科目とし、その

単位を取得していない場合には、履修不可とする。 

授業は情報処理教室にて対面で行う。なお、情報処理教室では Microsoft 社製 Windows の PC が用意されており、原則と

して、本科目では同システムの利用を想定した実習を行う。さらに自宅にも PC を用意し、授業中に解説する資料により環境

を整備して自習を行うことが望ましい。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

次回の内容に対応する「データサイエンス・AI 基礎」の授業回の内容を復習すること。動画を改めて視聴することが望まし

く、2 時間程度を予習に当てることを求める。 

また、実習科目という性質上、復習も入念に行うこと。特に、学習した内容をもとにして、自ら取得したデータに対する分析を

行うことが望ましく、2 時間程度を復習に当てることを求める。 

 
５．教科書 

なし。授業資料を公開する。 

 
６．参考書 

特に指定しない。 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 
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授業内に解説を行う。また実習中に TA の大学院生に対して質問相談が可能である。 

 
８．成績評価の方法 

評価方法：出欠を含めた授業での取り組み姿勢や態度、提出課題を総合的に評価する。 

評価基準：上記評価方法による得点が 60％以上の者を合格とする。 

※対面形式での試験は行わない。 

 
９．その他 

本学では Microsoft 社製製品（Office 等）を在学中に無料で利用することができる。レポート作成等に Office 製品が必要に

なる場合が多いので、以下のサイトから手続きして自分の PC にて利用すること。 

https://www.meiji.ac.jp/isc/msca/ 

電子メールやインターネット利用に関しては、生田情報メディア支援事務室が開く講習会も有効である。積極的に講習会に

参加すること。 
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代数 1 

科目ナンバー STMAT211J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 代数 1[教職専/除化,数] 

担当者名 川崎健 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

[授業の概要] 

小学校から高校までの間に、自然数から始まって 

分数・小数・負の数・無理数・虚数と次々と新しい数が 

数の世界に加わってきた。 

本講義ではこれらを整理し、その論理的な裏付けを与える。 

 

[到達目標] 

有理整数環や有理数体などの代数系の理解を深めることを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

[第 1 回] 基礎事項の概説 

[第 2、3 回] 自然数の公理系 

[第 4、5 回] 自然数から整数へ (負の数の導入) 

[第 6、7 回] 整数から有理数へ (分数の導入) 

[第 8、9 回] 有理数から実数へ(無理数の導入) 

[第 10、11 回] 実数から複素数へ (虚数の導入) 

[第 12、13 回] 複素数から四元数へ 

[第 14 回] 四元数から八元数へ 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数 1 の履修を前提とする。 

また授業時間の 20%程度を演習にあてる。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

Oh-o! Meiji を用いてレジュメと演習問題の解答例を配布する。 

予習ではレジュメを読んで疑問点を挙げること。 

復習では演習問題の自己採点を行うこと。 

 

 
５．教科書 

指定しない。 

 

 
６．参考書 

『数学の基礎 (基礎数学 14)』齋藤正彦 (東京大学出版会) 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

解答例を Oh-o! Meiji に掲示する。 

 

 
８．成績評価の方法 

期末試験(80 点)と演習(20 点)の合計 60 点以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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代数 2 

科目ナンバー STMAT211J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 代数 2[教職専/除化,数] 

担当者名 川崎健 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

[授業の概要] 

小学校で自然数の、高校では多項式の素因数分解を学んだであろう。 

本講義では素因数分解ができること、素因数分解が一意であること、 

素因数分解の応用について講義する。 

 

[到達目標] 

有理整数環や多項式環において素因数分解が可能なこと、 

それが一意であることを証明することを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

[第 1―3 回] 有理整数環における素因子分解 

[第 4―6 回] 一般の一意分解整域 

[第 7―8 回] 一変数多項式環における素因子分解 

[第 9―10 回] 多変数への一般化 

[第 11―14 回] 素因子分解の応用 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数 1 の履修を前提とする。 

また授業時間の 20%程度を演習にあてる。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

Oh-o! Meiji を用いてレジュメと演習問題の解答例を配布する。 

予習ではレジュメを読んで疑問点を挙げること。 

復習では演習問題の自己採点を行うこと。 

 
５．教科書 

指定しない。 

 

 
６．参考書 

『初等整数論 (共立講座 数学探検 6)』山崎隆雄 (共立出版) 

『平面代数曲線 (数学のかんどろこ 12)』酒井文雄 (共立出版) 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

解答例を Oh-o! Meiji に掲示する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験(80 点)と演習(20 点)の合計 60 点以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

 



2025 年度理工学部 シラバス 

1579 

 

幾何 1 

科目ナンバー STMAT221J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 幾何 1[教職専/除化,数] 

担当者名 石原裕信 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

教職課程の数学として、解析幾何学の基礎を学ぶ。解析幾何学では座標を利用して、代数的な手法で図形の性質を調べ

る。特に、線形代数学の主要な概念であるベクトルと行列を用いることで、図形の性質の見通しが良くなることを学ぶ。 

「到達目標」 

平面上の２次曲線と、空間内の２次曲面の、分類の手法と性質の理解を目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション（今後のあらすじ） 

［第２回] 平面の座標変換 

［第３回] ２次曲線の中心 

［第４回] 有心２次曲線（１） 分類  

［第５回] 有心２次曲線（２） 標準形 

［第６回] 無心２次曲線 

［第７回] 空間の座標変換 

［第８回] ２次曲面と対称行列 

［第９回] ２次曲面の中心 

［第 10 回] 有心２次曲面（１） 分類 

［第 11 回] 有心２次曲面（２） 標準形 

［第 12 回] 無心２次曲面 

［第 13 回] 固有な２次曲面（１） 有心の場合 

［第 14 回] 固有な２次曲面（２） 無心の場合 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１の履修を前提とする。 

基本的に毎回、授業の最後に課題を出題する。 

教育実習や介護体験のため、授業出席や提出期限内の課題提出ができない場合は、証明書のコピーを後日の授業中に提

出するか、レポートとして提出すれば出席とみなす。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

事前に教科書の該当箇所を読み、次回の授業内容に関して理解しづらい所を確認しておくこと。 

復習として、教科書の該当箇所が理解できているか確認すること。 

 
５．教科書 

『座標幾何学』 竹内伸子・泉屋周一・村山光孝 （日科技連出版社） 

 

 
６．参考書 

『解析幾何』 石原繁・竹村由也 （森北出版） 

『解析幾何学入門』 関沢正躬 （日本評論社） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の課題の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70％、課題 30％で評価する。 

合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。 

変更する場合は、授業時間中に口頭で知らせるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 

 



2025 年度理工学部 シラバス 

1581 

 

幾何 2 

科目ナンバー STMAT221J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 幾何 2[教職専/除化,数] 

担当者名 石原裕信 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

教職課程の数学として、射影幾何学の基礎を学ぶ。まず、空間内の点の射影による無限遠点を考察する。続いて、平面に

無限遠点を付け加えて得られる射影平面を考察し、その上の直線と２次曲線の性質を調べる。そして、通常の平面上の線形

変換を、射影平面上に拡張して得られる射影変換によって、主要な２次曲線である楕円、双曲線、放物線が、単位円と同一

視できることを学ぶ。さらに、通常の平面上のアフィン変換を射影変換の一部として考察する。 

「到達目標」 

通常の平面上の直線と２次曲線の性質が、射影平面上に自然に一般化されることの理解を目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション（今後のあらすじ） 

［第２回] 空間から平面への射影 

［第３回] 無限遠点 

［第４回] 平行直線と無限遠点 

［第５回] 射影平面 

［第６回] 射影直線 

［第７回] 射影２次曲線 

［第８回] 射影変換（１） 平行射影と点射影 

［第９回] 射影変換（２） 合成変換と逆変換 

［第 10 回] 射影変換（３） 直線の変換 

［第 11 回] 射影変換（４） ２次曲線の変換 

［第 12 回] アフィン変換（１） 線形変換と平行移動 

［第 13 回] アフィン変換（２） 直線の変換 

［第 14 回] アフィン変換（３） ２次曲線の変換 

 

 
３．履修上の注意 

基礎線形代数１と幾何１の履修を前提とする。 

基本的に毎回、授業の最後に課題を出題する。 

教育実習や介護体験のため、授業出席や提出期限内の課題提出ができない場合は、証明書のコピーを後日の授業中に提

出するか、レポートとして提出すれば出席とみなす。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

事前に教科書の該当箇所を読み、次回の授業内容に関して理解しづらい所を確認しておくこと。 

復習として、教科書の該当箇所が理解できているか確認すること。 

 

 
５．教科書 

『射影幾何学の考え方』 西山享 （共立出版） 

 

 
６．参考書 

『よくわかる幾何学』 西山享 （丸善株式会社） 

『幾何学と不変量』 西山享 （日本評論社） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内の課題の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

期末試験 70％、課題 30％で評価する。 
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合計が満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 

授業は「授業内容」の項目に従って進める予定であるが、変更する場合もある。 

変更する場合は、授業時間中に口頭で知らせるか、Oh-o! Meiji システムを通じて知らせる。 
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解析 1 

科目ナンバー STMAT231J 配当学年 2 年 開講学期 春 

科目名 解析 1[教職専/除化,数] 

担当者名 橋本哲 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

「授業の概要」 

 教職課程履修者を対象とした授業であり，解析学の基礎を学ぶことがこの科目の目的である。まず集合・論理に関する基

礎知識を確認した上で，実数とはどういうものでなければならないか，きちんとした定義を与える。さらに ε-N 論法を用い

て，実数の集合における様々な性質を証明していく。このような学びを通じて，中学・高校で学んだ数学の「あいまいな部分」

を埋めることを目指す。これは将来教壇に立つうえで，必ず経験しておかねばならない事柄である。 

「到達目標」 

 集合・論理に関する基礎知識を習得すること，証明を通じて抽象的な議論に慣れ，実数に対する理解を深めること，および 

ε-N 論法を理解することを目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 基礎事項の概説 

特に，集合についての基礎事項を確認する。 

［第２回] 命題，命題関数，論理記号 

数学において頻繁に現れる言葉「ある」と「すべて」を解説し，論理記号についても学ぶことにする。 

［第３回] 論理記号，命題の否定 

論理記号が複数含まれる命題について考察する。また，与えられた命題を否定する方法について学ぶ。 

［第４回] 実数の公理系 

実数の公理系「四則演算可能」「順序の存在」「連続性」について学ぶ。実数の連続性は「ワイエルシュトラスの公理」と呼ば

れるもので表現される。 

［第５回] ワイエルシュトラスの公理 

ワイエルシュトラスの公理に関連し，「デデキントの切断」について解説する。 

［第６回] 上限と下限 

ワイエルシュトラスの公理を説明する際に出てきた上限と下限について，さらに詳しい解説を与える。 

［第７回] 上限下限の特徴付け定理 

実数に関する議論をする際，大変有用な「上限下限の特徴付け定理」について説明する。 

［第８回] 数列の収束の定義 

数列の収束について厳密な定義を与える。 

［第９回] 数列の収束に対する ε-N 論法による証明 

具体的な数列を用いて「ε-N 論法」に慣れることを目標とする。 

［第 10 回] 数列の収束に関わる諸定理について 

はさみうちの原理など，高校の教科書で紹介されている定理について，厳密な証明を与える。 

［第 11 回] 単調有界列の収束性 

単調有界列の収束性，極限の一意性などを証明する。 

［第 12 回] 単調有界列の収束性の応用例 

第 11 回に「上に（下に）有界な単調増加（減少）数列は収束する」という定理を証明するが，ここではこの定理の応用例を紹

介する。 

［第 13 回] 区間縮小法 

区間縮小法について解説し，これを用いて大変重要な定理である「ボルツァノ・ワイエルシュトラスの定理」を証明する。 

［第 14 回] 実数の完備性，上極限・下極限 

コーシー列とそれに関連する話題，特に，実数の完備性について解説する。また，上極限・下極限とは何か紹介することに

する。 

 

 
３．履修上の注意 

 履修を前提とする科目はない。 

 抽象的な議論に終始するので，戸惑うことも多いと思う。 

 一つ一つの積み重ねが重要であるから，講義内容の復習を怠らないようにすること。 

 なお，授業時間の約 20％を演習時間にあてる。 
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４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業で使用するプリントを配付する（予定）。 

 予習は次回の内容にあたる部分を読んで理解に努める。 

 復習は，演習問題のやり直し（前々回の復習）をし，授業内容にあたる部分を読み直し理解を深める。 

 わからない場合は，学習支援室などを活用し次週までに理解すること。 

 

 
５．教科書 

 指定しない。 

 

 
６．参考書 

 『数理系のための基礎と応用 微分積分 I』金子晃（サイエンス社） 

 『解析入門 I』杉浦光夫（東京大学出版会） 

 『微分積分学』岩掘長慶（裳華房） 

 『現代解析学入門』高橋渉（近代科学社） 

 『集合への 30 講』志賀浩二（朝倉書店） 

 『位相への 30 講』志賀浩二（朝倉書店） 

 『すぐわかる代数』石村園子（東京図書） 

 『集合と位相そのまま使える答えの書き方』一楽重雄（講談社） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

 定期試験 100％で評価する。 

 満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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解析 2 

科目ナンバー STMAT231J 配当学年 2 年 開講学期 秋 

科目名 解析 2[教職専/除化,数] 

担当者名 橋本哲 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 解析学の基礎を学ぶことがこの科目の目的である。特に，「関数の極限と連続性」と「関数列の極限」をこの授業の主要テ

ーマとする。集合・論理に関する基礎知識を習得し，証明を通じて抽象的な議論に慣れ，ε-δ 論法などを理解することを

目標とする。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 基礎事項の概説 

集合と論理についての基礎事項を確認する。 

［第２回] 論理記号 

数学において頻繁に現れる言葉「ある」と「すべて」が含まれる文章の読み方を学び，論理記号についても慣れることを目指

す。 

［第３回] 命題連結記号と真理表 （１） 

「かつ」「または」「ならば」といった接続詞を用いて２つ以上の命題を組み合わせた文章の真偽と，もとの命題の真偽との間に

どのような関係があるのか，真理表を用いて調べることにする。 

［第４回] 命題連結記号と真理表 （２） 

命題に関する諸定理を，真理表を用いて証明する。 

［第５回] 集合 

数と数の間に演算（四則演算）が定義できるように，集合と集合の演算（和集合，共通部分，差）を定義することができる。第４

回に説明したことを用いて，集合に関する諸定理を論理的に証明する方法を解説する。 

［第６回] 関数に関する諸概念 

ある集合の全ての要素を，他の集合の要素に対応させる規則を関数（あるいは写像）という。与えられた関数が全射・単射・

全単射のいずれになるのか判断すること，逆像や逆関数といった用語を正確に理解することが目標となる。 

［第７回] １変数関数の極限と連続性（１） 

ε-δ 論法を導入することにより，１変数実数値関数に対する左極限，右極限，極限とは何か，厳密に定義する。 

［第８回] １変数関数の極限と連続性（２） 

関数の極限を踏まえ，１変数関数が連続であるとはどういうことか，厳密に定義する。さらに ε-δ 論法を用いて，与えられ

た関数の連続性について証明する方法を学ぶ。 

［第９回] １変数関数の極限と連続性（３） 

第８回に続き，ε-δ 論法を用いて，与えられた関数の連続性について証明する方法を学ぶ。 

［第 10 回] １変数関数の極限と連続性（４） 

高校の教科書では公式として与えられていた関数の極限や連続性に関する性質を，ε-δ 論法を用いて証明できることを

学ぶ。 

［第 11 回] 関数列の極限（１） 

関数の列の極限について論じる。まずは，各点収束について解説する。 

［第 12 回] 関数列の極限（２） 

第 11 回の内容を踏まえ，関数列の一様収束について解説する。各点収束と一様収束の違いについて理解することが求め

られる。 

［第 13 回] 関数項級数の極限（１） 

関数列の無限級数について考える。ここでも各点収束と一様収束の２つの概念の違いについて言及する。 

［第 14 回] 関数項級数の極限（２） 

関数項級数の一様収束性を判定する方法である「M-test」について解説する。 

 

 
３．履修上の注意 

 「解析１」を履修しておくことが望ましいが，必須ではない。 

 抽象的な話題が多いので，講義内容の復習をしっかり行い，一つ一つの内容をきちんと理解していくことが必要である。 

 なお，授業時間の約 20％を演習にあてる。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業で使用するプリントを配布する。 
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 予習は次回の内容にあたる部分を読んで理解に努める。 

 復習は，演習問題のやり直し（前々回の復習）をし，授業内容にあたる部分を読み直し理解を深める。 

 分からない場合は，学習支援室などを活用して次週までに理解すること。 

 

 
５．教科書 

 指定しない。 

 

 
６．参考書 

 「力のつく微分積分」桂田祐史・佐藤篤之著，共立出版 

 「解析入門 I」杉浦光夫著，東京大学出版会 

 「集合と位相」，内田伏一著，裳華房 

 「演習・集合位相空間」，青木利夫・高橋渉・平野載倫著，培風館 

 「集合と位相そのまま使える答えの書き方」，一楽重雄監修，講談社 

 「すぐわかる代数」，石村園子著，東京図書 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内の演習の解答例を Oh-o! Meiji システムを通じて公開する。 

 
８．成績評価の方法 

 定期試験 100％で評価する。 

 満点の 60％以上を単位修得の条件とする。 

 
９．その他 
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応用微生物学 1 

科目ナンバー STAGC321J 配当学年 3 年 開講学期 春 

科目名 応用微生物学 1[教職専/化,物] 

担当者名 村上周一郎 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 微生物を工業的に利用する上で，まず微生物の種類や培養方法，基本的な代謝経路を理解することが重要です。本講義

では，まず微生物の種類や培養方法，同定法を述べた後，代謝を担う酵素について概説し，その後に基本代謝経路，特に

グルコース代謝に関連のある代謝経路やエネルギー生成法について示します。次に窒素代謝経路として，アミノ酸の生合成

経路，また硝化・脱窒等の微生物特有な窒素代謝を紹介します。 

 本授業の到達点は，酵素や微生物細胞内で起こっている生体反応を包括的に理解することによって生命現象の一端を理

解するとともに，応用微生物学２を学ぶ上で必要な基礎知識を習得することを目指しています。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 微生物の種類と分類 

［第３回] 微生物の培養法 

［第４回] 酵素の種類と性質 

［第５回] 糖の代謝１―EMP 経路― 

［第６回] 糖の代謝２―アルコール発酵と乳酸発酵 

［第７回] 糖の代謝３―ペントース―リン酸サイクル 

［第８回] 有機酸の代謝―TCA サイクル 

［第９回] 脂肪酸の代謝 

［第 10 回] 電子伝達系を介した好気条件下での ATP 生産 

［第 11 回] 電子伝達系を介した嫌気条件下での ATP 生産―脱窒 

［第 12 回] 窒素の代謝―１（硝化） 

［第 13 回] 窒素の代謝―２（同化） 

［第 14 回] ａ アミノ酸の生合成 

               ｂ 試験 

 

 
３．履修上の注意 

 この講義は，秋学期開講の「応用微生物学２」と対をなすように位置づけています。この講義を受講された学生諸君は，「応

用微生物学２」を受講することを希望します。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業で説明する代謝経路は，お互に密接に連動しています。授業で説明した代謝経路の流れについて，復習しておいて

ください。 

 

 
５．教科書 

 特に定めません。必要に応じて，適宜プリントを配布します。 

 

 
６．参考書 

 『微生物学』（化学同人）青木健次編 

 『細胞機能と代謝マップ I．細胞の代謝・物質の動態』（東京化学同人）日本生化学会編 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を出した場合、その次の講義の最初に、簡単な解説を行います。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（10％）と対面による期末テスト（90％）により評価します。 
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９．その他 

 特にオフィスアワーは設けませんが，質問等があれば研究室（農学部３号館 3-304A）に来てください。連絡先：

smura@meiji.ac.jp，044-934-7098 
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応用微生物学 2 

科目ナンバー STAGC321J 配当学年 3 年 開講学期 秋 

科目名 応用微生物学 2[教職専/化,物] 

担当者名 村上周一郎 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 応用微生物学２では，応用微生物学 I で学んだ微生物の代謝経路をうまく活用して，有用な物質を如何にして生産するの

かを，アルコール，乳酸，およびアミノ酸発酵を通して学びます。また微生物の利用の１つとして，微生物による環境浄化に

ついて紹介します。 

 これらの授業内容を通して，微生物のもつすばらし能力や，応用微生物学の基礎となる有用微生物の分離法（スクリーニン

グ），物質生産に重要な培養条件の調節，有用微生物の育種法，組換え微生物の利用法について理解することをこの授業

の到達目標と考えています。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] アルコール生成経路と原料の糖化 

［第３回] アルコール飲料の製造－１（ワイン・ビール） 

［第４回] アルコール飲料の製造－２（日本酒） 

［第５回] バイオエタノールの製造―１（糖質、デンプン質原料の利用） 

［第６回] バイオエタノールの製造―２（繊維素原料の利用） 

［第７回] バイオエタノールの製造―３（表層ディスプレイ法の利用） 

［第８回] 乳酸発酵―１（食品での応用） 

［第９回] 乳酸発酵―２（生分解性プラスチックの製造） 

［第 10 回] アミノ酸発酵（アミノ酸の生合成経路と生産方法の変遷） 

［第 11 回] グルタミン酸発酵（直接発酵法） 

［第 12 回] 変異による微生物の育種とリシン発酵（代謝制御発酵） 

［第 13 回] 酵素法によるリシン発酵とアスパラギン酸発酵 

［第 14 回] ａ Corynebacterium を利用したアスパラギン酸発酵 

               ｂ 試験 

 

 
３．履修上の注意 

 本講義は，微生物の代謝を理解していることを前提として講義を進めます。講義内容を容易に理解するために，春学期開

講の「応用微生物学１」を受講することを希望します。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業では，“発酵”について，微生物のもつ酵素や代謝経路をいかにうまく利用しているのかを中心に説明していきます。

そのため，この講義を理解するためには，基礎となる酵素や代謝経路についての知識が必要となります。このような分野の知

識に乏しい人は，酵素や代謝経路について基礎的な知識を事前に学習することを希望します。 

 

 
５．教科書 

 特に定めません。必要に応じて，適宜プリントを配布します。 

 

 
６．参考書 

 『微生物学』（化学同人）青木健次編 

 『発酵ハンドブック』（共立出版）（財）バイオインダストリー協会編 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

課題を出した場合、その次の講義の最初に、簡単な解説を行います。 

 
８．成績評価の方法 

 平常点（10％）と対面による期末テスト（90％）により評価します。 
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９．その他 

 特にオフィスアワーは設けませんが，質問等があれば研究室（農学部３号館 3-304A）に来てください。連絡先：

smura@meiji.ac.jp，044-934-7098 
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地球科学 1 

科目ナンバー STEPS411J 配当学年 4 年 開講学期 春 

科目名 地球科学 1[教職専/化,物] 

担当者名 菊池正紀 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 地球科学の基礎的事項について講義する。教職課程の必修科目の一つであり，学生諸君が教職に就かれた場合に困ら

ない程度の地球及び宇宙に関する事象を広範囲に取り扱う。特に地球科学１においては地球もその構成要素の一つであ

り，避けては通れない宇宙の成り立ちから始め，太陽系の構造，地球の構造，地震，大陸移動までを範囲とする。 

 本講義で扱う事象は，主に自然現象の観測から科学的思考法によって推測されているものであるので，講義内容の丸暗

記だけではなく科学的思考法そのものを実感してもらえれば，本講義はもとより，卒業研究などもさらに興味深いものになる

であろう。 

 

 
２．授業内容 

［第１回] 緒言 

半年の講義で扱う範囲を示し，地球科学の対象が時間的にも空間的にも他の学問に比べて巨大なスケールのものを扱うこ

とを実感してもらう。さらに，第２回のイントロダクションとして，宇宙の誕生の“さわり”を説明する。 

［第２回] 宇宙の生成と構造 

地球の成り立ちを考える前にその地球がどのような経緯でできてきたかを明らかにするために，宇宙の誕生から銀河の成立

までを講義する。取り扱う範囲が膨大であるため，トピック的にキーワードを習得すること。 

［第３回] 恒星 

惑星の親である恒星について，光度，大きさ，質量など天文学的な指標を含めた外観を講義する。星の等級，スペクトル型，

種類などを習得すること。 

［第４回] 恒星の構造と進化 

恒星の内部構造や恒星の熱源となる水素核融合に関して説明し，併せて元素の生成について講義する。核融合反応に関

する基礎的知識と，元素の生成反応，それに伴う恒星の内部構造の進化について習得すること。 

［第５回] 太陽系概説 

太陽系についてその特徴と大きさを説明し，太陽系の進化と惑星の誕生について講義する。また，太陽について説明する。

太陽系がどのようにしてできたのか，太陽がどのような星なのかについて習得すること。 

［第６回] 太陽系の天体１ 

惑星をはじめとする太陽を除く太陽系に存在する天体について解説する。惑星，Dwarf planet，小惑星，衛星などのうち，主

要な天体についての基礎知識を習得すること。 

［第７回] 太陽系の天体２ 

惑星をはじめとする太陽を除く太陽系に存在する天体について解説する。惑星，Dwarf planet，小惑星，衛星などのうち，主

要な天体についての基礎知識を習得すること。 

［第８回] 地球と月 

惑星としての地球とその特異な衛星である月について講義する。また，月の成り立ちについて現在の理論を解説する。太陽

と地球と月の関係によって，一年，一月，一日といった時間の単位が成り立っていることを理解し，暦，時間についての基礎

知識を習得すること。 

［第９回] 地球の概観１ 

地球の大きさ，形，三圏について説明する。これらは地球科学を知る上で最も基本的な知識であるので，内容を十分に習得

すること。 

［第 10 回] 地球の概観２ 

重力による地球の測定，地殻均衡（アイソスタシー），地磁気について講義する。巨大な地球の大きさと形を，人類がどのよう

な方法で計測してきたのかなどについて習得すること。 

［第 11 回] 地球の内部構造１ 

地球内部の物理的性質と構成物質について講義する。密度分布，圧力。・重力・弾性定数分布などについて説明する。地

球の内部構造は，基本的には地震波の伝わり方で明らかになってきていることから，地震の基礎知識，第９回で説明した内

部構造がどのように明らかになってきたのかを習得すること。 

［第 12 回] 地球の内部構造２ 

地震は地球の内部構造を知るための最も効果的なツールである。そこで，地震について第 11 回より詳細に，震度やエネル

ギーについて講義する。さらに，地球における地震の頻発場所や地殻の変形について説明する。震度やマグニチュード，地

震予知について習得すること。 

［第 13 回] 大陸と海洋底の移動１ 
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大陸移動説についてウェゲナーの提出した証拠など，認められるに至るまでの経緯を講義する。また，マントル対流と海洋

底拡大説について講義する。よく知られている事実から，大陸移動の考え方が生まれ，それの否定意見と肯定意見につい

て習得し，科学的な議論とはどういうものかを実感すること。 

［第 14 回] 大陸と海洋底の移動２ 

プレートテクトニクスについて講義する。それをもとに，日本列島の生い立ちを説明する。現時点で最も確からしいと考えられ

ている，大陸移動説を支持するプレートテクトニクス理論とその証拠を習得し，併せて日本が何故地震が多いかについて習

得すること。 

 

 
３．履修上の注意 

高校卒業程度の理科（物理、科学、地学、生物）や数学の知識は持っているものとして講義を行います。 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 講義前に講義の PDF ファイルをアップロードしておく予定である。講義前に一通り読んでおくことで，講義に関する理解

が深まると考える。なお，一部，高校までの理科で履修した内容の復習的内容なども出てくるので，確実に理解できるよう

に，高校の理科の復習をしておくことを推奨する。 

 

 
５．教科書 

 特に指定しない。講義に用いたプレゼンテーション資料を配布する。 

 

 
６．参考書 

 地球科学 第２版 久保田孝一 八千代出版（東京）2006 年 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

講義中に課題を出す予定はないため、フィードバックもない。 

 
８．成績評価の方法 

 学期末に定期試験を実施し，その成績を基本に評価する。試験は全部で６題出題し，うち１～２問が計算及びそれを含ん

だ論述問題，残りが論述問題である。 

 単位修得の条件は，試験の得点が 60 点以上であることである。 

 出席状況により減点の対象とする。試験での得点に対し，出席率（全授業回数で出席回数を除したもの）の小数第二位を

切り上げた係数を乗じたものを評価点とする。 

 全授業回数の２/３以上の出席がない場合は成績評価の対象としない。 

 

 
９．その他 

 本講義は教職課程の講義であるため，教育実習に伴う欠席（証明書類の提出が必要）は上記出席率の計算時には出席

扱いとする。 

 本務の都合などで休講することがある。休講が 2 回以内であれば補講を行わないでも問題ない用に講義の進捗などを調

製しているが、場合によっては補講で補う場合もある。 

 何らかの事情で全てオンライン講義指定になり、テストを対面で行うことが不可能になった場合はオンライン講義後に提示

する小テストの結果で成績を評価するが、その場合は改めて説明を行う。 
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地球科学 2 

科目ナンバー STEPS411J 配当学年 3 年 開講学期 秋 

科目名 地球科学 2[教職専/化,物] 

担当者名 木川田喜一 単位数 2 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 本講義は地球科学の基礎的知識の習得を目的とする。記載学的見地による解説に偏ることなく、総合科学としての地球科

学の講義を行う。地球の姿、あるいは地球環境を科学的側面から正しく理解するには、地球上のあらゆる場所に存在する

個々の物質移動・循環プロセスと、その相互作用を包括的にとらえることが肝要である。その基本は、地球上の個々の現象

を物理学や化学の法則に則って理解することにある。そこで本講義においては、地球上の物質移動・循環・分配メカニズム

を科学的法則に基づいて理解した上で、個々のプロセスの有機的な連携が現地球の営みを体現していることを学ぶ。 

 また、本講義の履修者の多くは教職志向であると思われるので、教壇に立った折りには、地球を対象とした自然科学に興

味を持たせる授業が行えるように、必ずしも地学や地球科学を専門としない履修者諸君も地球科学に興味を持っていただき

たい。その一助として、地球科学の関連・周辺分野のタイムリーな話題を折に触れ提供する。 

 

 

 
２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

講義概要の説明を行った後、宇宙の開闢から地球形成までのストーリーを振り返り、本講義の背景となる基礎的知識の確認

を行う。 

［第２回] 地球の形成と化学的進化 

固体地球の構造、ならびに現地球環境が形成されるまでの「地球の化学的進化」の過程を概観する。 

海洋の形成とそれに続く生命の誕生が今日の地球環境を形作るのに果たした役割を理解する。 

［第３回] 岩石と鉱物 

岩石の基本構成単位である鉱物とは何かを説明し、岩石の主要構成物であるケイ酸塩鉱物の基本構造を解説する。 

ケイ酸塩鉱物が［SiO4]4―の重合度により分類されることを理解する。 

［第４回] ケイ酸塩鉱物の化学 

ケイ酸塩鉱物のなかで主要造岩鉱物を取り上げ、その構造と化学組成の意味について解説する。 

ケイ酸塩鉱物の化学組成がどのように決まるのかを、その構造と金属イオンサイトの大きさから理解する。 

［第５回] プレートテクトニクスとマグマの発生 

ホットスポットならびに沈み込み帯におけるマグマの発生機構について解説する。 

マグマ発生のメカニズムを理解する。 

沈み込み帯では、沈み込む海洋プレートにより運ばれる水がマグマの発生に重要な役割を果たしていることを理解する。 

［第６回] マグマの分化 

分別結晶作用の仕組みと、その結果生じ得るマグマの多様性について解説する。 

マグマ組成の多様性に関連する部分溶融と分別結晶作用の仕組みを理解する。 

ボウエンの反応原理とはどのようなものか理解する。 

［第７回] マグマ揮発性成分 

マグマの脱ガスに起因する火山性流体とはどのようなものか、また、火山ガス組成の多様性が何を意味するかについて解説

する。 

マグマの脱ガスと火山活動との関係、火山ガスの基本構成成分、火山ガス組成の変動要因を理解する。 

［第８回] 火山活動と火山噴火 

実際の火山観測の例を示しながら、火山活動と地表・地表下で観察される諸現象との関係について解説する。 

火山周辺の噴気ガスや湧水の化学組成の変動が火山活動とどのように関係するのかを理解する。 

［第９回] 地下水と温泉 

地下水と温泉水の水質形成機構ならびに水質変動の要因について実例を挙げて解説する。 

湧水・温泉水の溶存成分組成から、地下環境を類推する手法を理解する。 

湧水・温泉水の溶存組成を化学平衡の観点から解釈する。 

［第 10 回] 地殻物質の二次的変化（１）：風化作用 

岩石の風化が生じる要因とその機構について解説する。 

岩石の風化に伴う岩石表面での化学反応を理解し、気候や地質環境の違いが陸水の水質に地域性を生じさせることを理解

する。 

風化作用が地球上の物質循環に果たす役割を理解する。 

［第 11 回] 地殻物質の二次的変化（２）：変質作用と変成作用 

変質作用及び変成作用の要因と機構について解説する。 

変質作用における鉱物の化学的耐久性が鉱物の構造と化学組成に依存していることを理解する。 
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［第 12 回] 大気の構造と物質循環 大気中での物質移動・物質循環機構について解説し、大気環境に関する諸問題に言

及する。 

大気を介しての物質移動の実際を理解し、地球規模での大気環境問題を理解する。 

大気物質循環における大気中での鉛直方向の物質移動（交換作用）の重要性を理解する。 

［第 13 回] 海洋における物質循環 

海洋における物質移動・物質循環機構について解説し、海洋環境に関する諸問題に言及する。 

海水成分の鉛直プロファイルが元素間で異なり、大きく３つに分類されること、及びそのプロファイルの違いが生じる要因を正

しく理解する。 

［第 14 回] 生物活動と地球環境 

人間活動を含めた生物活動と自然環境との関係について解説する。 

生物生産活動と地球環境が不可分な関係にあることを理解する。 

人間活動が地球環境に与える負荷の種類とその大きさを理解する。 

 

 
３．履修上の注意 

 地球科学１を受講していることが望ましい。 

 日頃より、地球・宇宙科学、自然環境について興味を持ち、メディア等での関連する情報に積極的にアクセスすること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の講義内容に関わる事項について、参考書等に目を通し予習しておくこと。また、講義後にはその内容を整理、不明

点・疑問点が生じた場合には文献・参考書にあたって自ら疑問の解消に努めること。その上で解決されない不明点・疑問点

を整理し、次回講義の際に質問すること。 

 

 
５．教科書 

 特に指定しない。 

 

 
６．参考書 

 『新しい地球惑星科学』，西山忠男，吉田茂生著，倍風館 2019 年 

 『地球環境化学入門』，J. E. アンドリュースほか著，渡辺正訳，シュプリンガー・フェアクラーク東京 2012 年 

 『地球化学』，松尾禎士 監修，講談社サイエンティフィック 1989 年 

 『図説地球科学』，杉村新ほか，岩波書店 1988 年 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回、授業中にフィードバックを行う。 

 
８．成績評価の方法 

 毎回出欠をとり、学期末に定期試験を実施する。成績は定期試験の結果で評価する（期末試験 100％）が、全授業回数の

２/３以上の出席がない場合は成績評価の対象にはしない。 

 
９．その他 
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生物学実験 

科目ナンバー STBIO214J 配当学年 2 年 開講学期 春集中 

科目名 生物学実験[教職専/化,物] 

担当者名 本多貴之 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 化学，応用化学の分野では，自然界で生物が生産した物質を対象とした学問，産業が占める割合は大きい。しかしなが

ら，一方では原料を与え，生物を物質変換の手段として利用する分野（発酵など）が急成長しつつある。後者の目的のため

には微生物が使われる事がほとんどで，理・工学者がこの分野の仕事を手がけるためには微生物の基礎知識，及び基礎技

術を学ぶ必要がある。 

 また，この科目は教職免許取得のために必要な科目のひとつである。生徒に実験を見せる，あるいは行わせるためにどの

ような心づかいをするべきかを重点的に学ばせる。 

 すなわち，実験テーマをえらび，道具をそろえ，どうやれば初期の目的を果たせるか，失敗したとすればその原因と対策は

何かなど，教壇に立つものの基礎訓練となるだろう。本来は毎週１コマの授業だが，実験を有効に行なうため２コマもしくは３

コマ連続の授業を５週おこなう。 

 実験の実施スケジュールについてはオリエンテーション期間に掲示するので見逃さないように注意すること。 

 

 
２．授業内容 

［第１回・１コマ] ガイダンスと実験に対する基礎知識 

［第２回・２コマ] 顕微鏡の使い方，倍率の測定 植物試料の観察 染色と固定 

［第３回・２コマ] 微生物試料の調製と観察 染色体の観察，菌の培養と分離 

［第４回・３コマ] カビ，放線菌の培養と純粋培養 

［第５回・３コマ] ブロッコリーと鶏レバーからの DNA 抽出 

［第６回・３コマ] イカ，エビ，カタクチイワシの解剖 

 いずれのテーマも実験時間の連続性を加味し，入れ替える場合がある。 

＊授業の日程は４月初めにお知らせします。 

 

 
３．履修上の注意 

 生物実験は生き物の力を借りて行う実験が多く，予定通りに終了しないことが多い。授業時間後の予定は十分な余裕を持

つようにすること。病原菌を故意に扱うことはしないが，偶然病原菌を培養してしまう可能性がある。安全の手引きに記されて

いる取り扱いの基本的注意を守ること。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 実験に必要な準備について「安全の手引き」を確認しておくこと。 

 

 
５．教科書 

 『生物学実験』明治大学理工学部応用化学教室 

＊初回の授業で配布します。 

 

 
６．参考書 

 『生物の実験』，竹内正幸，石原勝敏（裳華房） 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

提出されたレポートに対する評価を行い返却する。 

 
８．成績評価の方法 

 実験を着実にこなし，その結果を次回授業時にレポートとして提出しすることが，評価の中心である（70％）。また，講義終

了時に観察ノートのチェックを行い，実験をどれだけ理解しているか・他人に分かる評価を用いているかを評価する（30％）。 

 

 
９．その他 
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 教職課程の実習などで欠席する場合には必ず事前に相談をする事。生物を相手にするため事後では対応の出来ない実

験も多く，場合によってはテーマの実施順を変更する場合がある。 
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地学実験 

科目ナンバー STEPS314J 配当学年 3 年 開講学期 春集中 

科目名 地学実験[教職専/化,物] 

担当者名 小池裕也 単位数 1 単位 

 
１.授業の概要・到達目標 

 富士火山周辺を対象にして，野外実習と室内実験を行う。春学期末のガイダンス，夏期休暇中の野外実習及び室内実験

（集中講義）で一連の授業となる。はじめに野外実習で露頭の観察及び試料の観察を行う。次に実試料について，粒度測定

や密度の測定，化学分析などの室内実験を行う。 

 教職課程の必修科目としてフィールドワーク，サンプリング，試料観察・分析の手法を習得するのが目的である。 

 

 
２．授業内容 

【第１日目】 

第１回 ａ：ガイダンス 

  実習及び実験スケジュールと野外実習に際しての注意事項をガイダンスする。 

 ｂ：富士火山及び宝永４年の活動について 

  富士火山及び宝永４年の活動について講義により学習する。 

【第２日目】 

第２回：【野外実習】課題１ 富士火山 1707 年活動の火口観察（１） 

第３回：【野外実習】課題１ 富士火山 1707 年活動の火口観察（２） 

第４回：【野外実習】課題１ 富士火山 1707 年活動の火口観察（３） 

第５回：【野外実習】課題１ 富士火山 1707 年活動の火口観察（４） 

第６回 ａ：課題２ 試料の前処理 

【第３日目】 

第７回 ａ：室内実験のガイダンス及び安全教育 

 ｂ：課題３ 異物の混入率の測定・試料の縮分と粉砕（１） 

第８回：課題３ 異物の混入率の測定・試料の縮分と粉砕（２） 

第９回：課題４ 粒度分布の測定 

第 10 回：課題５ 密度と気孔率の測定 

【第４日目】 

第 11 回：課題６ 蛍光 X 線分析法による主成分元素の定量 

第 12 回：課題７ X 線回折分析法による結晶相分析 

第 13 回：地学実験に関する実験報告プレゼン（レポート）の作成 

第 14 回：地学実験に関する実験報告・まとめ 

 
３．履修上の注意 

 教職課程の必修科目の一つである。ガイダンスは春学期試験期間周辺に行うが，野外実習との兼ね合いから，実験は集

中講義として夏季休暇中（８月下旬～９月初旬）に開講する。 

 各時間が１回の授業に相当するため，出席は毎時間とる。 

 基礎化学実験１・２と基礎物理学実験１・２を修得していることが望ましい。 

 

 
４．準備学習（予習・復習等）の内容 

【予習レポート】 

 地学実験を実施するにあたり，必要となる予習をレポート課題として課す（予習レポート）。 

 第１回のガイダンスにおいて課題を提示するので，指示に従うこと。 

【実験時の準備学習】 

 ガイダンスで野外実習の注意事項を説明するのでしっかり準備すること。 

 配付する「地学実験テキスト」を各実験課題を行う前に熟読しておくこと。 

 各実験終了後は実験を振り返り，実験ノートを仕上げていくこと。 

 

 
５．教科書 

 実験指導書・参考資料等の印刷物を配布する。 
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６．参考書 

 特に定めない。 

 

 
７．課題に対するフィードバックの方法 

 教職課程の必修科目であるため，実験中に不明な点はディスカッションによりフィードバックできるように心がける。 

 
８．成績評価の方法 

 予習レポート課題を 10％，フィールドノート及び実験への貢献度を 50％，実験レポートを 40％で評価する。 

 

 
９．その他 

 Oh-o! Meiji システムを利用して日程等を連絡する場合があるので，必要に応じて確認すること。 

 フィールドノートおよびボールペンを配付するので，野外調査方法を習得してほしい。 
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